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鎌 原 桐 山より 佐 藤 一 齋に 贈れる 書面-し 一 齋 朱書 

して 桐 山に 復 せろ もの (薄色なる は ー齋の 朱蒈な 

リ ン 

二 巾 間 一 節 は 先生に 關 する 所な り 桐 山 の 『兎 角 故 

態 之 剛愎 は 除 兼候樣 子に て氣之 毒奉存 候』 と い 

へ るに 對し 一 齊の 『此人 亦 一良 醫藥物 之 一 决非可 

棄』 と 復 したる 面白し 弘化 三年の 書に て 松代縑 

•ef 重 正 氏の 所蔵 
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有樂 町に 在り 象 山 鼻 部の 東 麓な り 

0  下) 

IBM^ の 東南 に在リ 右端の 小 阜は募 部に し 

HI は 頭部に 當る象 山の 名 ある 所以な り 左 

側 高峰に 先生の 脾ぁリ 眺望^ 佳な リ惜 むべ し 

出 ， お X 開墾せられ 曩 日の 風致 今存 せ， さろ こと 山 

麓に？？ -流ぁ リ神田 川と い ふ 先生 の 父神溪 先生 
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贈 正 四 位 佐 久間象 山 先生 碑 

元帥 陸軍 大將正 一 一位 大勳位 功一 一級 侯爵 山 縣有朋 題 額 

勅選 議員 正 四位勳 三等. 文學 博士 重 野 安繹 撰 

予視 於百餘 年來懦 流。 得 先見 之士 二人 焉。 一 爲仙臺 林 子 平。 一 則 

松 代 佐 久間象 山。 子 平 以寬政 癸 歿。 當其 時。 天下 乂安。 四海 無 虞。 

士大夫 率狃宴 安。 而子平 獨論邊 防。 慷慨 著書。 以此獲 罪。 禁錮 終身。 

象 山 後 子 平 四十 餘年。 夙 憂 外事。 策 時務。 而述邋 憾軻。 終斃於 奇禍。 

一 一子 洞觀 時勢。 其 言 皆 有驗乎 後。 所謂 先天 下 之 憂而憂 者。 君子 韙 

其 志識。 而歎其 不遇。 而象山 之 事。 最可 悲矣。 初 天 保 中。 英人致 我 漂 

流民。 乞 互 市。 幕 府 拒而不 納。 俄 修 海 防。 令 諸 藩爲之 備。 象 山 深 於 儒 

學。 兼 通 海外 兵制。 乃獻 言 當 路。 指陳大 勢。 幕 府未之 信 也。 迨 嘉 永 癸 

S 。米 艦 果入浦 賀。 幕 吏 始服其 先見 之 明。 米 艦遂 要求 通商 貿 易。 期 

佐 久^ 象. 山 先生 碑 V  一 ■ 


佐 久間象 山 先生 碑  二 

以 明年。 幕府 下議諸 藩。 問和戰 利害。 象 山又獻 時務 十 策。 言 皆 天下 

大計。 而 幕府 不能 用 也。 安政 甲 寅。 米 艦 再來。 申 前 約。 促 開港。 幕府 擬 

以 伊豆 下 田。 而 米 艦繫在 橫 濱。 象 山 聞 之 曰。 下 H 僻 遠。 且 有 天 城 日 

金 之 險。 緩 急 難 應。 不 若 直 以横濱 之爲愈 也。 其 洞見 利 害 如 此。 當 是 

時。 四方 志 士。 爭倡 鎖國攘 夷。 陰 擁 朝 紳。 而 迫 幕 府。 象 山 注 意 大 局。 其 

所 主。 在 立自强 不敗 之 地。 以 擴開國 進取 之 計。 長 州 志士 吉田松 陰 „ 

深 服 其 言。 欲 航海 外以探 事情。 象 山 賦詩送 之。 事 露 下獄。 象 山 連坐 ( 

尋各幽 於 其 藩。 象 山 已廢。 而 時事 益 非。 憂世 之 念。 不能 自禁。 竊託人 ( 

進 說朝紳 。會 朝廷 勅 諸 藩 上意 見。 象 山受藩 命。 草 上書 案。 滔 々 數 

萬 言。 锋 動天 下 耳 目。 其 名 隱然重 乎 朝 野。 元 治 甲子 春。 大 將 軍 家 茂 

公 在 京 師。 辟 象 山。 人 或 危 之。 象 山 曰。 國 事 方 急。 微 軀何足 惜。 是 志 士 

效， 力 之 秋 也。 四月 至 京師。 屢進 謀議。 周旋 朝廷 幕府 之 間。 而 其 所載 


非 開國賀 易。 則 公 武 合 體。 頗 爲 時人 所 忌。 遂 殖 命 兇 手。 實 是年 七月 

十 一 曰 也。 年 五十 四。 葬 京師 妙 心 寺。 往時 鄂羅之 擾北疆 。外事 初 動。 

而 衆人 未知 其 可 憂。 子 平 乃大聲 疾呼。 以 警醒 之。 迨 英米 出歿 東海。 

外患 旣迫。 上下 汹々。 不知 策 所 出。 象 山講之 方略。 爲之 措置。 如燭照 

而 數 計。 竟 定他 nr 之 國 是。 蓋 1 一 子 學 該 識 明。 通 達 內 外。 故 先天 下 之 

憂而 憂。 而 命運 不至。 不得 後天 下 之 樂而樂 。可 勝 慨夫。 象 山 卒之後 

四 年。 王室 中興。 海 宇 一 變。 遂致今 曰 之 盛。 推 其 所 淵源。 二子 之 功。 寧 

可 没 哉。 於是 朝廷 旌褒。 並 有 贈位 典。 死者 而有 知。 可以 K 矣。 象 山 

名 啓。 字 子 明。 信 濃 爐科郡 人。 世 仕 松 代 侯眞田 氏。 以其生 象 山麓。 故 

自號象 山 云。 屬鄕人 謀 建碑 山巔。 徵文 於予。 方今 兒女。 猶識象 山。 何 

待 叙述。 乃特 表其大 節。 係 以銘。 銘曰 

東洋 道德 西洋 藝術 精粗 弗 遺 表裏 兼該 因 澤民物 

佐 久間象 山 先生 碑  三 


佐 久間象 山 先生 碑  四 

以報國 恩 卓 哉斯語 百世 可師 爰揭爰 示 以 代銘辭 

象 山之巌 有 屹豐碑 

明治 三十 五 年 在 壬， H 七月 正 五位 日 下部 柬作窨 

田 鶴年鐫 


象 山 佐久間 先生 遺 澤の碑 

信 濃の 國高井 郡 佐 野 村 はもとの 松代領 なり 此地 よもに 山め 

ぐり そがう ち 平に 天の かたち まどか.^ り ゆ へ に艸木 茂り こ 

とに よねつく るに よろし 其 民 知の づ からすな をに して 古の 

風を存 せり 象 山 佐 久間翁 藩に 在せ し 時いた く此地 をめ て や 

がて 住ば やと 思 はれ けん 詩に 詠 じ 文を陚 して 其 志 をよ せら 

れ けらし また 郡 治の 弊せ る 民の 苦 を 察しし ば/ \^ 其 主に 申 

いたく 攻た マされ し 事共 あり 是等 のこと いま はむかし と 成 

りし を 此民誠 ある 心から 猶其惠 をた" へ て やまず 終に 石に 

ゑり て 其澤を 永く 世に 傳 へんと はかり 予が 一 言 を 乞ふ予 も. 

亦 其 まご、 ろに 愛で 拙 を 忘れ 其の 需に應 ザる になん 

明治 十二のと し 初秋 海 舟 勝 安芳 誌 

象 山 佐久間 先生 遺 澤の碑  五 


象 山 久間 先生 遣 澤の碑  六 


序 

象 山 佐久間 先生、 一 たび 逝いて 五十 年、 先見の明 は、 世と 與に光 

を 添 へ、 偉人の 名 は、 年 と共に 高き を 加 ふ。 是 に 於て か、 斷 簡 零 墨 

も、 幾 多 の 家寶と 爲 り、 片 言 隻 語 も、 後 昆の典 刑と 仰がる、 に 至 

る。 嗚呼、 亦 盛な る 哉。 然れど も 、先生 の. 世に 傳 へらる、、 所、 單に、 盛 

名赫 灼の餘 光に して、 其の 之 を 致せる 所以の き 心慘愴 たる 實 

迹に 至り て は、 蓋、 之 を 先生の 遺稿に 求めざる ベから ザ。 惜 む ら 

く は、 先 生 の 遺 稿、 年 を閱 する に 伴 ひ て、 或 は 散逸 し、 或 は 湮滅し 

て、 之 を 獲る に 難 く、 ま た、 空 しく、 二三 故 舊の秘 庫に 藏 せられて _ 

汎く 世に 布く に 至ら ざ る、 是、 吾 人の 最も 遺憾と すると ころ. 

本會の 此の 慨を懷 く や、 深 く且 切，^ る 者 あ り， 夙 に 先生の 遺文 

序  一 


序  11 

を 天下に 公に して、 長へ に 先生の 實迹を 後世に 傳 へんと 欲し、 

措据勵 精、 博 く 搜 り、 深 く 討 ね、 數 年 を閱し て、 漸く、 「象 山 全 集」 の 編 

0 を 畢 り、 今 兹、 先 生 五十年祭の 忌 辰に 際り て、 之 を 刊行す るに 

至 れ り。 其 の輯 むる 所、 省 譽 錄 以 下、 上 書、 文 稿、 詩 歌、 書 簡に 至る 迄、 

凡. V  二十 篇、 一 一千 七 百 頁。 先 生が 衷心 國を思 ふの 赤誠 は、 全卷に 

溢れ、 一 世 を 率ゐん とする 抱負 は、 歷 然として 字句の 間に 躍る、 

其の 文 稿 や、 高 邁 の 識、 卓 拔 の 議、 誇 々 の 論、 ま た 憚る ところ 4:- く、 

其の 詩歌 や、 欝 勃の 情 を 寄 托して、 慷慨 淋漓、 若し 夫れ、 平日の 書 

簡に 至りて は、 趣味 横溢、 理路 井然、 墓に これ 近代の 範、 一 讀、 先生 

の 風丰を 彷彿せ しむる に 足る。 

顧 ふ に、 先 生 は、 世 に 謂 ふ 所の 經 學 者、 道 學 者、 は た洋學 者の 匹儔 

にあら ザ、 單 に 之を學 者と 見る も、 其 の 智、 古 今 東西に 亙り て、 發 


明 創見の 說に 富める こ と、 當 時の 儒 流と 著しく 撰 を 異 に せ り。 

況 ん や、 其 の 卓見 博 識、 夙 に 五 世界の 大勢 を. 曉り て、 開 國の 止む 

ベから ざる 所以 を說 き、 確乎 不抜の 自信、 國を 擧げて 其の 歸嚮 

すると ころ を 知らし めんと する 先 覺の明 と、 人 格 の 崇 高 と に 

至 り て は、 正 にこれ 百 代の 師表た り。 先 生の 偉大. fc- る 所 以、 蓋 し 

こ 、 に存ぇ 先生、 曾 て 詩 あり、 曰く、 - 東洋 道 德 西洋 藝。 匿 廓 相依完 

圈 模」 と。 又 自 から 稿を輯 め、 之 に 叙して 曰く、 「以 て 知己 を 後世に 

俟 た ん」 と。 今 や、 我 國、 歐米諸 邦と 相 伍 し、 學 藝 文物、 長短 相補 ふの 

時、 「象 山 全 集」 の 刊 行、 豈、 徒 爾ゃ. - らん や。 吾 人 が、 先 生身 後の 知己と 

し て、 在 天の 靈に對 ふる 所 以、 蓋、 之 に 過ぐ る 者 あらざる^ り。 

大正 二 年 九月 


四 


一 全集 原稿 中 省 譽錄、 礮學圆 編， 象 山 先生 詩 鈔は刊 本 ありて それに 據 ft- 迅發擊 銃 

圆說、 礮卦は 先生の 校定 本 あ.. -て それに 據 れ.. - 

1 詩文 書簡の 一 部は實 物に 就き れ を謄寫 せ，^ 然るに 同 題の 詩文 も 揮毫の 時 

代にょ-^字句ー 定 ならざる もの あ. て 編輯の 籾め に は 一 々これ を 註記す る 

方針 を 採， しが 紙面 徒らに 繁雜 となり 却って 閲 讀を累 はすに よ.^ 其 中の 一 

を 選ぶ 事と せ， CN 

一 其 他 は 悉く 寫 本に 據る寫 本に は 誤字 脫字多 けれども 對 校本 あ.. -て 極めて 明 

確なる 者の 他 は輕々 しく 訂正 を 加 へず 原本の 儘と せり 

一 書簡 及 ひ 上書 は 略 ぼ 年代 を 追 ひ 之 を 排列せ り然れ ども 單に 日子 若く は 月日 

のみの ものに つき 其 年代 を 推定す る こと 固よ，^ 容易なら ず 且つ 出版 ft- 迫う 

反覆 調査の 暇 を 得 ざ，^ しが 故に 推定の 誤れるな きを 保し 難し 讀者之 を諒と 


先生の 著書 本誊收 むる と ころの 外に 增訂荷 蘭 語彙、 琴錄， 文 公 短牘、 邵厳節 先生 

文集. 泰秋辭 命 準繩. 四 窨經注 旁 釋、 春 秋 占 筮書補 正.、, 範 今 解、 度 學 津 梁、 雨 災 雑 記、 

琴譜 1 等 あ- -然れ ども 泰秋 占筮書 補正 以下 五書 は 今 逸して 傳 はらず 其 他 も 頁 

の 都合 上 此れ を 割愛せ ざる 可らざる に 至， し を造慽 とす 

大正 二 年 九月 


佐 久間象 山 年譜 

三 井 圓ニ郞 編纂 

文化 八 辛 未年 二 八  一二  一歳 

〇g 養 鶴 ligg  ◦  二月 軒势 傳信濃 國埴科 郡 松 代 町 字 浦 町 fhsl 场 のに 生る 通 

〇sic ハル 稱は 修理 §き 啓 名 は 啓、 又大星 il 字 は 子 明 象 山と 號す 蟄居 中 は 

マ 和^の 作者)  ごわん  ごあん  in- な 

歿す  吳灣 又は 吳安 等の 假名 を 用 ひ 或は 子 恪ニ郞 の 名 を 借 ftN た， 9 松 代 藩士 

にして 祿百石 を 食み 職 郡 中 横目 付， 督學に 至う 後 幕府に 徵 されて 海陸 

備向掛 .nN 手 付 雇と な る 

ご あん 

〇 吳 灣， 吳 安 は 蟄居 中 松 代 御 安町に 寓居せ し を 以て 其 町名の 音を假 

借し 大星は 詩の 『東 有 啓 明』 ょ.<=^取る  ， 

〇 槍 浪、 觀 水道 人， 淸虛觀 道士、 懷 貞 亭 長、 養性齋 主人 等の 別號 あ- - 

〇 名の 字 は 啓な れど國 歌に は 衡樹の 字 を 用 ひたる こと 多し 

〇 父 通稱は 一 學、 名 は 國 善、 字 は 之 祥， 神 溪と號 す 同藩 士長 谷川 千 助の 次男 

年 譜 文化 八 年  一 


urjJVtRSirv  OF 
ば UNO は LIBRARY 


〇 前老屮 松^ 定信 

返隱 して 樂 翁と 

稱す 


^に 捕 へらる 

〇 藩士 西澤 茂蹇歿 

す (三 九〕 


年 譜 文化 九、 十 年  一  二 

にして 佐 久間彥 兵 衞に養 はる 妻相澤 氏を娶 りしが 故 あらて 之 を 去る 

S ^洲^ S 辦き 天 保三华 七十 七歲 にて 歿す 五雨 五 人 扶持 を紛 せられ 職 

側 右 肇兼表 右筆 組頭に 至る 隱舶 敢^ S 震减 W 

0 母 埴科郡 柬寺尾 村 荒 井 某の 女 文化 二 年 ー學の 妾と なる 輔脾贿 お 

^§»^，*ぉき5|れ""ほ"ょ文久元年八十七歲にて狡す象山の生 

れしは .JM に 父 五十六 歲母 三十 七 歳の 時な- - 

〇 姉 三人 あ， CS 內 二人 は 相澤 氏の 出に して 早く 亡す 一 人 は 同 母、 文化 


五 年に 生れ 文政 九 年 同藩 醫北 山林 翁に 嫁し 

郞を 生む.；， 

文化 九、 壬 申年 二 八  一 二) 


け 

名 はりう 和 E 


安 世- 


C  ^  り う^  ff  二  Hp ま ：；=. 

隼 之 助に 嫁す 二  £^ 藤 三 


二 歳 


文化 十 癸 酉年 二 八 一 三 


三 歲 


〇 魯船嘉 兵 衛を返 

〇 蒲 生 君 平 歿す 


〇 イギリス 船琉球 

に來 りて 互市 を 

乞 ふ 

〇 和 蘭 商館 長ド I 

フ編蘭 和 辭典 

(ハルマ) 成る 


〇 三月 仁 孝 夭皇受 

〇_ 古 賀精里 歿す 


〇 六十 四 卦の名 を 諳んじ 又 人の 背に あ ft- て 松 代 町 大林寺 門前の 碑 『禁 

葷酒』 の 禁字を ま 曰き 覺 えし 事 あ ft- とい ふ  • 

〇 礮卦の 叙に 『予之 先君 子 淡水 先生 好 周易。 每夕讀 之。 必畢 一 兩卦而 

就寢。 故予ニ 三歲 時。 旣能耳 熟。 誦六 十四 卦名』 又 坪 井信 道の 丙午 送 

別の 詩に 『三歲 作字已 稱奇』 と あり 

文化 十 一 甲 戌年 二 八 一 四)  四 歳 

文化 十二 乙 亥年 二 八 一 五)  五 歳 

文化 十三 丙 子年 二 八 一 六)  六 歳 

〇 始めて 學に 就く 

〇 須田澹 山に. 與 ふる 書に 『生 六 歲而學 聖人 之 道』 と あ ft- 

〇 藩儒 林單 山の 門に 入れ，.. - とい ふ說 あれ ど 確かなら ず 恐らく は 家 

庭に 於 て 句讀を 受けた るなる べし 

文化 十四 丁 丑年 二 八 一七"  七 歳 


年 譜 文化 十一 、十二、 十三、 十四 年 


三 


华 譜 文政 元、 二、 三、 四、 五、 六 年 


四 


〇 七月 十五 日 恩 田 

木 i す (九 一) 文政 元 戊 寅年 二 八 一 八) 


〇 英船又 滞 賀ぶ來 

りて 互市 を 乞 ふ 


0 水 戸 藩主 大日 本 

史を 朝廷に 就ず 


〇 英船浦 賀に來 る 

〇 四月 三日 長 野 美 

波 留^す (四 八) 


〇膨 安芳 ^ 

〇 八 B:  二十日 藩主 


幸 貫 嗣ぐ實 は 松 

平定 信の 第二 子 

なり 始め 伊豆守 

に 任じ 後 信 濃 守 


文政 二 己 卯年 二 八 一 九) 

0 戶 外に 遊び. 天： 然 石の K.^ 拾得す 父 


な す 


夭 石硯ノ 

,銘 幷 序- 


文  政  一一 一  庚  辰年 二  八 二  0) 

文政 四 辛 巳年 二 八 二 一) 

文政 五 壬 午年 二 八 二  二) 


八 歳 

九 歳 

學 以て 他年 大名 を發 する の徵と 

十 歳 

十 I 歳 

十一 一歳 


文政 六 癸未 年 二 八 二 三)  十三 歳 

〇 七月 十三 日  久間 I 學 

其方 先年 殿 樣御劍 術 申 上 其 上 及 老年 候ても 不絕 門弟 共へ 稽古 等 も 致 

し 遣 奇特 之 事 S 召 候 依 之 格段の 御 趣意 を以ニ 生 之 €： 玄米 三人 御 扶持 


に 捕す 

〇 鎌 原貫忠 (桐 山) 

藩 政に 參す 


〇 英人常 陸 及薩摩 

に 上陸す 

〇 六. i 幸 貫 始めて、 

入 國す北 澤源淡 

兵衞 (蘭 壑) 禰津 

左 盛 等 を 用 ゆ マ 

學制を 立て 社 倉 

を 創め 儉約を 行 

ふ 象 山の 父 一 學 

も 亦 拔擢を 蒙る 

松 代 藩 文武の 政 

是 よりして 大に 

振 ふ 


〇 二月 幕府 攘夷 令 

を發す 

〇 山寺 源大夫 近習 

役と なり 佐久間 

仙 之 助 (庸 左ェ 

門) 小姓 役と な 

る 


別段 被 下 置 之 (i  0^ 

文政 七 甲 申年 (一 八 二 四 


十四 歳 


國忠と 


0 二月 老公 幸 專；^ ム曉 五十 誕辰の 賀辭を 上る 作 は 前年の 冬に 力 K る 署名す 


佐久間 


學 


〇 八月 九日 

側 右筆 表 右筆 組頭 兼 帶申付 之。 

御用 部屋 書 役、 御座 敷 見廻 役、 御用 部屋 小僧 役. 表 坊主 役、 右 兼帶御 役に て 

可 被 致 支配 候。 

御 側 御 右筆 は 御 膳番の 次、 表 御 右筆 組頭 は 御 目 付 次席と 可 被 相 心得 候 

へ 藩 日 

广 m 


十五 歳 

佐久 間ー學 

同 啓 之 助 

i 日. I 


0 此 年頃よ， - 文事に 志 す (ほ 子 麟 ^  ^ 月、 

文政 八 乙 酉年 (一 八 二 五) 

〇 一一 月廿 六日 


其方 妾腹の 男子 啓 之. 助 嫡子 仕度 旨 願 之 通 铍仰付 之 (1 


年 譜 文政 七、 八 年 


五 


〇 親 山陽 北：^ 日 冬 

外史 を 松 平樂翁 

に呈す 


年 譜 文政 九、 十、 ナ 一 年  ，，、 

0 四月 十五 日 始めて 藩主 幸 貫 I" 應に 謁すへ g 日) 

〇 易 を 讀み其 辭象を 玩んで 夜 を 徹する ,0 と あう (額 J は^ 喊») 

文政 九 丙 戌年 二 八 二 六)  十六 歳 

〇 藩 老鎌原 桐 山の 門に 入. 0 經義 文章 を學 ぶこれ よ ft- 癸 巳 遊學の 年まで 

常に 其 門に 出入せ 上 ぼ 娜献畔  一 l^t^a) 

0 町 田 源左衞 門に 就き 算 數を學 ぶと いふ (g  ，城 顿』 ほ 龍^  f は f  ^鼠 S 譜) 

〇 三月 十四日 姉け ぃ藩醫 北山 林 翁に 嫁す 

文政 十 丁亥 年 二 八 二 七)  十セ歲 

〇 父 一. 學督 する 所の 千 曲 川 築堤 乙 酉の 歳に 始ま 此歲功 成る 藩主 衣 を 

賜 ひて rJ れを 賞し 又 自ら 『磊々落，^-』 の 四 字 を 書して これ を 賜ふ此 

時 象 山 一詩 を賦 して 曰く 『庶民 築堤 城 西邊。 洪水 時 來應涵 天。 名士 徽猷 

賢 主 德。 不 崩 不缺度 千 年』。 

0 始めて 招かれて 藩老 恩田賴 母に 至る これよ， 9 締交甚 た 深し (舰胸 難) 

文政 十一 戊 子年 二八 二八)  十八 袁 


〇 七月 十七 日幸專 

江戶の 邸に 卒す 

法 號大嘵 院殿八 

月 十三 日 松 代に 

歸 葬す 


〇 五月 松 平 樂翁卒 

す (七 二) 

〇 六月 近 藤 守重歿 

す (五 九) 

〇！i-:=: 北 澤源次 兵 

衛 致仕す 


〇 八月 g 日 吉田松 

陰 生る 

〇t. 月 十 一 日 恩 田 

賴母 家老 職と な 


〇 十月 十三 


御 側 御 右筆 佐久間 一 學 

同 啓 之 助 

ー學 老衰 往々 御 奉公 難 相 勸付願 之 通 御 役 御 赦免 隱居枠 啓 之 助へ 只今 

迄 拜領之 御 切 米 金 五雨 玄米 五 人 御 扶持 被 下 置 家督 無 相違 被 仰 付 之。 

老年 迄 出精 相 勸候付 銀 壹枚被 下 置 之 ti 日) 

〇 十 一 月廿 五日  佐久間 啓 之 助 

木 村 縫 殿 右衞門 組へ 御番入 (i 曰) 


文政 十二 己 S 年 二 八 二 九) 


十九 歳 


〇 元 旦百韻 詩 を賦す 一 


天 保 元 廃 寅年 二 八 三 〇)  一- ィ歳 

つ 六月 鎌 原 桐 出 江 都に 赴く を 以て 序 を 作って 之 を 送る 七 n 側役 兼 世子 

側役 菅沼九 兵衞江 都に 赴く を 以て 又 序 を 作って 之 を 送る 

年 譜 文政 十二、 夭 保 元年  セ 


る 

〇 七月 菅沼 九兵衛 

E 付よ リ 側役に 

轉ず 

〇 九月 山寺 源大夫 

學校 普請 用掛と 

なる 

〇 九月 廿 九日 岡 野 

石 城 歿す (八 六) 


〇 九月 廿 五日 北 澤 

源 次兵衛 歿す 

(六〇) 


年 譜 }K 保 二 年  八 

0 九月 十五 日 學業勉 勵の廉 によ，^ 藩 ふ 銀 三枚 を 賞 賜 せらる G-J 計峻数 I) 

0 同廿 九日 祭 岡 野 先生 文 を 作る ば il 、蒲 棚 

〇 十月 僧 活文を 上田に 訪ひ鳳 山 臓 師文稿 序 及び 岩 鼻 記 を 作る 活文は 松 

代の 人 嘗て 支那に 遊び 支那 音に 通じ 且つ 琴 を 善くす 龍 洞院の 住持な 

らしが 老 して (文政 七 年) 神 科 村 岩 門に 居ら 後上 田 町 常 田に 移る 象 山 岩 

門 時代よ，^ これに 從 つて 支那 音 を 學び數 年間 頻々 往來 せり 

. 〇 冬 藩 命じて 領內 各地に 心學の 講話 をな さしむ 象 山 之 を 聞き 息 田賴母 

に 書を呈 して 其 不可 を陳す 

〇 十二月 廿 八日 一 年內の 作文 百 首に 滿ゥ 乃ち 書 を 鎌 原 桐 山に 呈 して 謝 

意 を述ぶ 

〇 此 年の 文 文 稿 中二 十歲文 稿に 收む 

天 保 二 辛 卯年 (一 八 三  一)  二十 一 歳 

〇 三月 廿 三日  御 番士佐 久間啓 之 助 

御 近習 役 被 仰 付 之。 詰 中 若殿 樣之 方專可 相勸候 


o 五月 十三 日  佐 久間啓 之 助 

御 近習 役 御免被 仰 付 之 (1 日) 

れは 専ら 學業を 修めん ために 返 職 を 乞 ひて 許され，^ る なら とい ふ 

〇 冬 師鎌原 桐 山の 印 を 刻す (I  ii) 

天 保 三 壬 辰年 (一 八 三 二)  二十 二 歳 

0 九月 賴 山陽 歿す 〇 四月 廿 一日  佐ク 間フ學 

去月 廿 八日 劍術 一 覽之節 其方 門弟 名面誊 不敬の 儀 有 之 付認直 候樣悴 

啓 之 助へ 及差圖 候之處 我意 申 張 及 違背 候 右 は 其方 も 同意 之 由 不埒 之 

至 思 召 候 依 之 嚴重之 御 咎可被 仰 付候處 先非 存付恐 入 候 趣 相 聞 其上老 

衰に及 候 旁 格段 之 以御宥 恕愼被 仰 付 之 

無 役 佐 久間啓 之 助 

其方 常々 恐 慎 薄 氣隨之 行 有 之 趣 相 聞 如何 敷 事 候 其 上 去月 廿 八日 劍術 

1 覽の節 父 一 學 門弟 名 面 書 不敬 之 儀 有 之 認直候 樣及差 圖候處 我意 申 

張 及 違背 候 段 不埒 之 至 思 召 候 依 之 嚴重之 御 咎可被 仰 付候處 先非 存付 

年 譜 天 保 三年  う 


年 譜 夭 保 三年  1〇 

恐 入 差控相 伺候 付 厚 以思召 閉門 被 仰 付 之 

〇 八月 ナ 七日  無 役 佐 久間啓 之 助 

父 I 學 大病 之 處此節 必死 之 症に 相 聞 候に 付 容易 難 被 成 下 御 赦免 義候 

閉門 御免被 仰 付 之。. 

御 候 向後 萬 端 厚 心 懸可申 旨 被 仰 付 之。 

啓 之 助 父 佐久間 一 學 


へ 共 格 

父 大病 


段 之 御 情 以 

付 閉門 被 成 下 


慎 御免被 仰 付 之 


佐久間 

下御赦 

付 候 親 

(贿曰) 

0 八月 二 

乘寺 I- 


啓 之 助 儀 父 一 

免 義候得 共 格 

類 共 申 談 急 度 

十日 拂曉父 一 

述に 葬る 象 山 


佐 久間啓 之 助 親類 共 

學 大病 之 處此節 必死 之 症に 相 聞 候 付 容易 難 被 成 

段 之 以御情 閉門 御 pa- 向後 萬 端 厚 心 懸可申 旨 被 仰 

心底 相改御 奉公 大切に 相 勤 候 樣厚敎 示 可 有 之 候 

學 歿す 年 七十 七法號 蒼龍院 淡水 日 映 居士 松 代 蓮 

喪に 居 ftv 禮を盡 し 四隣 感動せ ftN と 云 ふ 


〇 四 卷菱湖 歿す 

〇 五月 蘭 醫杉田 元 

伯 歿す 

〇 三月 山寺 源大夫 

江戶に 上りて 長 

野豐山 を聘す 


天 保 四 癸 巳年 二 八 三 三 二 齋塾 時代  二十 三 歳 

〇 夏 毛 奇齡の 春秋 占 筮書を 讃み其 補正す べきの 點 ある を 認め 自ら 得る 

所の 者 を鬼錄 して 一 卷 とし 名 づけて 春秋 占筮書 補正と 云 ふ (s 献站 §) 

〇 秋 長 野 豊山松 代に 來ら 孟子 を 講ず 象 山 文 を 作って 其 吾 我の 辨を駭 す 

(„|  ^  J 璺) 豐 山留る NJ と百餘 日に して 去る 

〇 冬 許可 を 得て 江 戶に遊 學し佐 藤 一 齋の 熟に 入る 

〇 鎌 原 桐 山の 送 序 あ 6- 

〇 『題 ー齋 先生 遺墨』 の 文に 曰く 『余 少時 師事 一 齋 先生。 灑掃 門墻兩 

歲。 頗承 愛育。 嘗 聞 作文 之訣。 余 於 言 下 釋然。 …： 但 先生 主張 王學。 不好 

窮理。 余 則 專承當 程 朱 之規。 以窮 天地 萬 物 之理。 爲斯學 起 手。 ：… 』 と 

〇 又 天 保 八 年に 於け る 象 山が 學政 意見書に は 自己の 經歷を 述べて 

『近來 まで 程 朱の 正 學に不 志罷在 候』 とsへ-^されば象山が程朱 

學を 標榜せ る は 江 戶遊學 の 時 を 以て 其 初と なすべき に 似た，" 

天 保 五 甲 午年 (一 八 三 四) 一 齋塾 時代  二十 四 ま 

年 譜 天 保 四、 五 年  . 一一 


〇 〇 
綠 しお 冬ん 開德 
す 玉 玉 梁 こ拓川 
池ケ 川と し齊 
吟池 i(t を邊昭 
社に かさ' iiu こ蜋 
を 卜 神 言備夷 
lu^ 田す へ を 


年 譜 天 保 六 年  一 一一 

〇 元 旦 讀 易 M 言 の 詩 を 賦す驗 五月 矢澤監 物に 贈れる 書に 曰く 『t 節よ 

日夜 尊ら 文章に 精力 を盡 し.：.』 と 此月竹 庵 文 公壽序 I を 作る 八月 味 

棰宇熱 海に 遊ぶ 象 山 序 を 作って. M れを 送る I 

〇 秋 麾下の 士仁木 三 岳に 就き 琴 を 學び歸 藩の 年に 及ぶ 星巖の 紹介に よ 

る？  (SS) 

〇 十 一 月神溪 先生 年譜 1 を 作る 佐 久間氏 略譜 I も此 時の 作なる. ベ し 

〇 此年故 園の 友人 宮. 本 櫟齋、 今 井 寒 泉、 宮尾溫 卿 等 歿す 文 を 作， CS 之 を 祭 る 

天 保 六 乙 未年 二 八 三 五) 一 齋塾 時代  一一 十五 歳 

〇 正月 遊 梅璧記 あう 

0 九 H 柬里澄 4- 隱綱網 、象 山の 需 によ，.^ て 漁 機 問 對赫難 を誊す 

〇 十二  廿 二日  無 役 佐久間 啓 之 助 

其方 儀 御在所 御城に 於て 月並 講釋助 被 仰 付 候， 林 丈 左衞門 (單 山) へ 申談 

可 被 相勸候 依之來 正月 十五 日此 表出 立 同 十九 日 可 有 歸着候 (一は W 記) 

〇十ニ月十九日一齋ょ，c^桐山へ宛てたる誊簡に 『佐 久間事 每度出 


0H< 文 方 足 立左內 

^^シ ャ 辭書飜 

譯 成る 


0 十二月 幸 貫の 摘 

孫幸敎 生る 


〇 水 戶齊昭 砲臺を 

助 川 

〇 正月 松 代 藩欲學 

の 師木鳥 菅麿江 

戶に殁 す 

〇 三月 二十 九日 立 

田梅齋 歿す 

〇 十二月 九日 眞田 

圖書 家老 兼 世子 

(幸 良) 傅と なる 

〇 十二月 十日 山寺 

源大夫 世子 傅と 

なる 

〇 此歳眞 田 幸 貫 十 

二 支 砲 を 鑄る 

0 藩儒 林 單山歿 

(七 一) 


精 文詞も 上達に 御座 候 但其爲 人從來 六ケ敷 候へ 共 夫なら 穩 にも 

可 相 成 候 …… 來春は 一 先 歸國可 然と 存 候….』 と あ. = - 

天 保 七 丙 申年 (一 八 三 六) 一 齋塾 時代、 浦 町 時代  二十 六 歳 

〇 二 月歸藩 始め て經を 象 山の 麓に 講す 

〇 歸 藩に 際し 友人 渡 邊举山 墨 竹を畫 きて 餞した る もの あ.. - 

0 此月晦 專精寺 lis 酣ば^  S 她持 を訪. ひ 詩 を 書す 

〇 三月 澄浪ま 者の 名 を 以て. 玉 堂 琴譜を 改訂す 

〇 夏 鎌 原 桐 山山 寺 常 山 (源大 夫) と 交々 循環して 詩の 贈答 をな す 名 づけて 

鼎 鍊異味 とい ふ i  . 

〇 四月 活文 を訪ひ 始めて 林大 輝に 會す 途上 偶作 『山 遠烟村 縹緲』 あ， 9ii 

〇 五月 雜說 ニ篇を 作る I 

〇 九月 桐 山に 隨ひ 柬條 山に 遊 ひ 重陽 登高 記 を 作る 1 此月 藩主 幸 貫 書す 

る 所の 『磊々 落々』 に跋す i 

〇 此歲 饑饉 民 大に艱 むこれ よ， 9 先賑 給の 法.^」 策して 上 言 せし が 未だ 行 

. 年 譜 夭 保七卑  ニー 一一 


〇 二月 大鹽； 牛八郞 

亂を 起す 

〇 四月 將軍ノ ベ， 齊職 

を 退き 家 慶將： 本 

となる 

0 鎌 原 桐 51  致仕す 


年 譜 天 保 八 年  一 

はれず 十 一 月 復び前 言 を 繰返し 又 藩の 用達 八， 

を献ぜ しむ 是に 於て 藩 其 言 を 用 ひ大に 貧民 を 一 

R を 出さず (ま g 錄 豁餘)  " 


四 


田 嘉右衞 門に 勸 めて 資 

賑 はす 領內爲 に 飢餓 の 


佐久間 啓 之 助 

思 召 候 依 之 銀 一 枚 被 下 


〇 十二月 廿 八日 

月次 經書講 釋被仰 付 置 候 處打續 出精 罷出太 儀 

置 之 S 日) 

天 保 八丁 酉年 二 八 三 七) 浦 町 時代 

〇 四月 本 多 伯 総に 書を與 へ て 陽 明學の 弊の 恐る 

からざる 可らざる 所以 を 論ず I 又 聖像 贊 ^尼. 

〇 五月 學政 意見書 を藩老 矢澤監 物に 呈す 要は 孔子 1 の 正學を 以て 子 第に 

敎ふ べしと いふに あ， 9 

〇 八月 上田 藩 林 大輝加 藤 士成來 ft- て 象 山 を 訪ひ士 成 は 其弟勵 次の 敎育 

を 象 m に 託す  • 

〇 秋江戶 再遊 學の志 を 述べ 許可の 內意 ある を 以て 十 一 月朔 出府 修業の 


二十 七 歳 

べき を 說き學 術の 正し 

. 之 あ.. 赦 


〇 渡溱輋 山 高 野 長 

英等書 を 著 はん 

大に外 寇に備 

べき こと を 論ず 

〇 五月 佐 藤， T 齋を 

江 戶の松 代 藩 § 

に聘 して 月次 講 

釋を始 む 


願書 を 出す 然るに 許可 遽滯 せる.^ 以て 十二月 二日 更に 情顦. ^なす 

天 保 九 戊戌 年 (一 八 三 八) 浦 町 時代  ニ十八^1！ 

〇 春夏の交 黄 蘖僧末 山 松 代に 來る象 山 就いて 賦の 作法 を 問 へ..^ とい ふ 

〇 関 四月 藩の 內用 を帶ひ 越後に 遊ぶ 新 潟、 水 原、 新發 田、 に 至." 轉 じて 彌彥、 

柏 崎、 今 町を經 五月 末日 松 代に 歸る北 遊 稿 i あ， 9 

0 此時新 潟 町奉行 小 林誠齋 錄 I 謂 釘 一一 一一 一誠 r!< 象 山を觀 謂へ らく 當 

今兒を 託すべき もの 天下 此人 あるの みと 乞うて 異 日の 諾を受 く 

0  ^ 洞) 

〇 九月 二日  無 役 佐 久間啓 之 助 

其方 劎術 槍術 腰 廻 ft- 師範 一段 之 事 思 召 候 段 被 成 下 御意 之 鶴， (", ) 

〇 十 一 月 五日  無 役 佐 久間啓 之 助 

學問 修行 願 出 出府 付 月次 講釋 御免被 成 下 候是迄 出精 罷出相 勤 候 付 銀 

一 枚 被 下 置 之 S 日) 

〇 象 山 月次 講釋を 免ぜられ 後任 は 宮下主 鈴 申 渡さる 

年 譜 夭 保 九 年  一お 


〇 支那 1^ 片 の變此 

年に 始まり 壬窗 

て る 

011 山 長 英獄に 下 

〇 九月 仁 木 三 ！；み^ 

す (七 〇) 

〇 正月 長 谷川 邋吉 

(深 美) 世子 幸 良 

の 近習と なり 江 

戶 に出づ 

〇 菅沼九 兵 衛職奉 

行 を罷む 


年 譜 天 保十华 

〇 十 一 月 十一 日 

修理と 改名 願 之 通 被 

〇 此月琴 錄十篇 三 冊 を 

〇 冬 藤 岡 伊織の 爲に齋 

〇 此歲 伊豫 奧山存 中 象 

天 保 十 己 亥年 二 八 三 九) 浦 

〇 正 H 石 龜歌を 作- N 赤 

〇 二月 十二 日 再び 江 

に 宿し 活文 を訪 ひて 

じ 十九 日 江戶に 入る 

〇 鎌 原 桐 山 其 他の 

〇 六月 朔神田 玉 ケ 池 

舍と稱 す 生徒 を 集め 

士と交 は-' 名聲 漸く 


1 六 

佐久問 啓 之 助 


仰 付 (i 日 

に 匿し て 勉齋と い ひ 說を作 

山の 廬を訪 ひ 朱 王の 學を論 

町 時代、 玉 池 時代 

澤多仲 八十 誕辰の 賀を なす 

に遊學 す故舊 子弟 百 餘人こ 

舊を談 じ 林. 加 藤. 八 木、 山 田、 諸 

東 遊 紀行 あ 

送 序 あ， OS 

に 卜居す 象 山 書院と いふ 五 

て 敎授し 傍ら 一 齊の 門に 出 

著 はる 


詩 

0 


.=^ て 乙 れ に 與 ふ 

二十 九 歳 


れを 城外に 送る 上田 

友と 會 して 道義 を 論 


柳 あ，^ 依て 又 五 柳 精 

入す 又 普く 天下の 名 


〇 十 一 月星巖 再び 居 をお 玉ケ 池に 移して 象 山と 相 隣 .o- す 

〇 夏賀 矢澤國 老生 子 詩 幷序を 作る go 晩夏 卜居 五吟 あ.^ 邵子を 慕 ふの 

句 見 ゆ I 

〇 八月 山ロ菅 出と 鬼神 を 論す 往復 六篇 十月に 至る i〇 此月觀 魚 記 を 作 

る 0 

る 稿 

〇 九月 文 公 短牘を 編す 其 意 諸 生 をして 誦讀 せしめ 書札の 範を 取らし め 

ん とする にあ， 騎賴麵  . 

〇 九月 十九 日 綿 貫 新兵 衞に 贈れる 書簡に 『此度 出 都以來 も正學 再興の 

爲め所 を 不縑閜 人 さて 相 尋ね 見 候 所 都下 廣 しと 雖も 屈服 可 致 人 も 今 

以見 當不©-::』とぁ.=^ 

〇 此歲 風雨 時 を 得 五穀よ くみの る 十 一 月 會群鶴 千 曲 川に 來ぅ 止まる こ 

と 三日 朝野 扑賀す 象 山 群 鶴 應瑞賦 を 作らて 藩主に 上つ る I  _ 

〇 女 訓及象 山 記 は 此歲の 作なる べし 

天 保 十一 庚 子年 二八 四 〇) 玉 池 時代  三十 歳 

年 譜 夭 保 十一 年  一七 


〇 〇 〇 〇 〇 
主 六る fig 源 四専ニ 制 鈴 令 蘭 

水 J】 め ん）！ おけ j| を 木出霄 
家廿 町-人 づト 寺廿 -?? ^づ及 
老ー ォ $世 二? r 几 は 山 譯 
と 口 行 子 日 山 日 I す 西 畨 

な 望 と， 山 寂 詩 n- 取 
るお なを 夺す友 兵 お 


年 譜 天 保 十一 年  一一 八) 

〇 泰 三 岳 仁 木 先生 碑文 を 撰 す (f ) 

0 三 月 八 田 養 井 翁 壽 序 を 作る I 

〇 夏 望岳賦 成る I 櫻 賦と對 して 象 山の 二 賦と稱 せらる 

〇 望 岳 賦の作 三十 一 歲の 時と 書せ る 書简も あれ ど 特例 なれば 據ら 

ず 

0 九月 邵康節 先生 文集 を 編す «| ^默如 

〇 冬 2^ 巖 詩集 序ァご 撰す き 

〇 海外の 人に 示さん に は 自書 拙なる を 以て 同 藩士 金兒雪 庵に 乞 ひ 

代窨 せし む 

〇 冬 杉 本 生 名字 序 .跛 朱 子 荅王近 思 書 を 作る I 

〇 卞  一：：：：： 二十日 綿 貫 新兵 衞の 『老母の 孝養 を 如何にす るか』 との ii: に 

答へ たる 書簡に 『形の 如く 五十里 外隔 E 仕 最早 兩年 にも 及び 候 故 朝 

S 雨 陽 風雲 月 露に つき 候ても 慕 はしく 且心 元な くもお 候へ ば此表 へ. 

引取 も 致し 度 候 所….』 と あ- - 


〇 前 將軍家 齊薨す 

〇 水 野 越 前 守 幕政 

改革に 蒲 手す 

〇 齊昭七 4 '二 門の 

互 煩 を錄る 

〇^^ ー齋 幕府の 

儒 員と なる 

〇 五月 九日 高 島 秋 

帆 德丸ケ 原に 大 

砲 を 演ず 江川 太 

郞左衛 門下 曾极 

金 三 郎等 其 門人 

となる 

〇 六月 十三 日眞田 

幸 貫 老中と なる 

〇t 月 十 一 日 渡邊 

嶺山 自^す 

0 正月 十日 藩老矢 

澤 監物歿 

〇 四月 朔竹村 金 

郡 奉行 兼 馬牵行 

となる 

〇<^ 月廿 八日 側肅 

師 三村晴 山年來 

直言 輔 被の 功 を 

赏 せらる 

〇 八月 卜 三日 吹 上 

Hs^ 場に 於て 世子 

幸良乘 馬上 覽を 

受く 


天 保 十二 辛 S 年 (一八 四 一) 玉 池 時代  =1 十 

〇 正月 朱 先生 賦を 作る 逸して 傳 はらず 

0 此月 感春賦 成る 5 ぼ i 覺)  . ： 

〇 三月 星 巖東遊 せんとす 象 山 大沼枕 山と 共に 之 を 送って 行德に 到る 此 

月 小林畏 堂の 詠史 百絕に 序す I 

〇 春 野 村 乾 一 のために 琴 記 を 作る I 

〇 五 月 九日  無 役 佐久. 間 修理 

四書 音訓 相 正 上 木 可 被 仰 付 御 含 付 右 御用 被 仰 付 之。 

右 相 勤 候 中 定府被 仰 付 之 (g  ^ "-) 

乙れ 藩 特に 象 山 を 優遇して 江戶滯 在の 名義 を與 へたるな.^ とい ふ 

〇 此月象 山 書院 學約 を定む g 

〇 九月 二日  無 役 佐久間 修理 

學問所 頭取 申 付 之。 席 之 儀 御 取次 次席と 可 被 相 心得 候 (§  ^  ，) 

〇 此月松 代學問 所に 功 課 簿を頒 つ 

年 譜 天 保 十二 年  一九 


〇 七月 文政 八 年の 

襯^ 令 を 撤すこ 

れ幸贯 の 發議に 

本づ けリ とい ふ 

〇 相總 沿海の 防備 

を 厳に し 羽田 奉 

行 を §15- き 下 E 奉 

行 を復す 

〇^ 作阮 前の 和 蘭 

文典 (ガラ ン マ 

チカ、 セ インタ 

キス) 飜刻 成る 


年 ， 0 天 保 十三 年  二 〇 

〇 十月 幸赏に 上書し 武事 偏 勝に 陷ら ざらん 乙と を述ぶ  . 

天 保 十三 壬 寅年 (一 八 四 二) 玉 池 時代  三 十二 歳 

0  2永^-賦歸成る@ 

〇 四 十一 日  佐久間 修现ー 

御 咎人 御 預人有 之 節 親類 之 外 面談 仕 間 敷 儀 は 勿論 之 事候處 去月 十五： 

日 池 田 鵜 殿方へ 見廻に 罷越候 段 相 聞 候 付 月番 內意申 聞 候 處其後 も 恐 ^ 

愼無 之尙又 見廻 罷越候 段 相 聞重ク 不埒 之 事 思 召 候 依 之 厳重 被 仰 出方 一 

も 有 之 處此度 は 以御情 愼被仰 付 之  一 

〇 五月 十一 日  佐久間 修现ー 

愼 御免被 仰 付 之 記) 

〇 六 巧 塾生 蟻 川 政治 郞 § 職歸鄕 す 象 山 序 を 作って 送る I  ； 

〇 九月 七日 砲術 師範 江川 太 郞左衛 門に 入門し 翌 十四 年 二月 六日 免許 を 

受く (娘 I 門) 後 麾下の 士下曾 根 金 三郞に 就き 傳甞數 册を寫 し 又 田 原 藩 一 

士村上 處 ^ 仏 交 は，^ 益 を受く 


〇 江川 坦庵 は此年 八月 二十日 砲術 師範の 聽許を 幕府に 申請し 九月 

許可 を 得た...' 象 山の 入門 は 其 七日に して 實に列 藩士 負 笈の櫂 輿 

な ftN 世に 象 山が 坦 庵よ， 破門せられ しが 如く 傳 ふる は事實 なら 

ず 此頃松 代 藩士 金兒 忠兵衛 i 、中 俣 一 平、 片井京 助、 等 凡 四十 人 幸 貫 

の 命に よ. ftN て 江川の 門に 入る 

〇 秋 藩主 幸 貫 海防 掛 となる 象 山に 諭して 務めて 當 今の 急務 を 講じ 顧問 

こ 七、 ト- ノ ぶへ 嘉 永 六 年 七 月) 

に 俘せ L む f 望月 宛 書簡) 

〇 十月 世子 幸 良の 爲に有 斐亭記 を 作る 1 

〇 十 一 月 海防 策 を 論じて 幸 賞に 上書す 

〇 十二月 廿 八日  學問 S 頭取 佐久 間修现 

其方 內願之 通 御 役 御免被 仰 付 之 (§^ 記) 

天 保 十 il 癸 卯年 (一 八 四 三) 玉 池 時代  一一 一十三 歳 

〇 二月 下旬 ffi. 山よ. = -歸る 

〇 四月 十一 日 母疾ぁ.c^と聞き急遽松代に歸.リ十 三 曰家門に入る 到れば 

年 譜 天 保 十四 年  一二 


忠邦 め：： や Jit 代 

りて i^\fr 掛 とな 

〇 杉 E 成 卿 等譯海 

上 砲術 八 せ 成る 

〇 一一； 月 藩の 職制 を 

改め職^1$.行 S 

判) 郡 奉行 (和 

B を 合せて 共 

に郡举 行と し定 

貝 四 人と おむ 

〇！！ 一月 什 日 山寺 源 

大 夫郡泰 行と な 

る 

〇 十 一 月 佐 久間庸 

左衛門 武具 奉行 

とな リ錢 砲掛を 

命ぜら る 松代最 

初の 砲術 家な り 

〇 十二月 幸 貫 を 

以て 脇 手 掛を辭 

す 


年 譜 天 保 十四 年 

母 疾已に 癒えたり 母子 相歡 喜す 五月 九？ 松^ を 


發し 


ニニ  ： 

同夜 上田に 一泊 < 


十二  R 玉 池の » に 入る 『我 久客江 門』 の 

〇 六月 羽 倉簡堂 官事 を 以て 大 坂に 赴く 象 山 

〇 秋 海國兵 譚を鎩 きこれ に 蹄す 

〇 十月 七日 

郡 中 横目 役 申 付 之 (§w 記) 

〇 冬 測 量 器械 を 製 せんとす 

〇 十二月 二十日  御 郡 中 

存旨有 之 是迄之 宛 行 舊祿百 石 相 直 遣 之 (g 

〇 十二月 二日 風邪 を 押して 江戶 を發し 七日 

發し廿 六日 江戶に 入る 此時 西洋 學 によ fts 

司の 同意 を 得 其 B び 江戶に 入る は、 王と し 

〇 北 澤正成 年譜に 『感應 公 嘗患從 前 四 

此冬稿 成淨寫 奉呈』 と あ-^ 今存 する 


詩 あ， -膽 

序 を 作って rJ れを 送る g 


佐久間 修理 


御 横目 佐久間 修理 


着し 廿ニ 日 又 松 代 を 

を 典す の議を 建て 有 

準備の 爲な， 

未 盡 善。 命 先生 一史 正焉。 

註旁釋 なる もの W ち 


松 代に 

て 藩 利 

て 之が 

書訓點 

四書 經 


〇 五月 十三 tnsMm 

幸 貫 老中 を辭す 

〇 六月 水 野忠邦 

び 老中と なる 

〇 七月 ォ ラ ンダ使 

節 外交に つき 忠 

〇 二月 十二 日 世子 

幸 良 卒す 大雪 公 

と f;i す ： . 

〇 人 月 九日 長 谷川 

深 美 代官と なる 


，一 £  > ク /し， A 京都 大學圆 書 節に 

こ f ならん 力 大學の 部 を 藏 す 

弘化元 曱展年 二八 四 四) 玉 池 時代  三十 四 歳 

〇 五 n: 和 蘭 百科全書 シ ョ メ  f 〃によ 6- て 贿子を 製す 造篇は 文化 七 年の y 


譯ぁ.  . 

〇 六月 黑川良 庵 を 同居せ じめ 力 ス テ レ T ン土 

山が 蘭齊 研究の 最初と なす 

〇 象 山 初め 良 庵と 洋漢學 の 交換 をな し、 

漢籍 を 良 庵に 授けし め 象 山 をして 蘭學 

よし 良 庵の 談話に 見えたり- 當時象 山 は 

察し 此れ を 藩に 薦め 藩 も 其說を 納れて 

せし が 此時已 に 加州に 仕 ふるに 决 して 

〇 『漢土 與 歐羅』 I 『壯歲 貴 苦學』 i の 詩 あり . 

〇 九月 阿片 始末に 跋す赦 

〇 十月 十六 日 郡 中 横目 役と して 沓野 村；^  一 II 

年 譜 弘化 元年  • - 


性 書の 口授 を 受く之 を 象 

が 後 ち 幸 貫 別人 を 選 ん て 

に惠ら なる を 得しめ たる 

良 庵の 有爲の 人物なる を 

十五 人 扶持に て 抱 へ んと 

果さヾ ..9 き 


，，に 出張 奥 御 林の 踏 査 

二三 


〇 二 ガ水野 忠邦罷 

め 阿部 正弘 代る 

oigs を沛贺 に^ 

築す 

〇 高 島 秋 帆 罪せら 


る 


〇 五：：： -廿. ベ 日 lis 文 

寂す (七 一 ) 

〇 八 ガサ 八日 綿 貫 


年 譜 弘化ニ 年 

を 遂げ 同月 晦日 松 代に 歸れら 一. 了 一  吁 一 

® 新 せ ft^ 

〇 歸藩 は此月 上旬と 察せら る 

〇 十一月 十三 日  御 郡 中 

佐 野、 湯 田 中、 沓野 三ケ村 利用 掛被仰 付 之 (g 

〇 十二月 三日 着府 同月 九日よ， 9 又 良 庵に つ 

ニ月中旬に至..^て卒業す 

〇 此年 購入の 洋書 シ ョ メ  ，ル 十六 冊 代 

九 ス テ レ f ン 三册 代三兩 なう とい ふ 

弘化ニ 乙 巳年 二 八 四 五) 玉 池 時代 

〇 三月 チ r ルケの 兵書 を 得て 之 を 研究す 五 

窨 简 に 『昨年 來 W び 童 子 輩と 罷成 洋學に 

生も歸 省の 事に 候へば 折々 深 川 邊迄も ^ 

通； 5 候て 不分明の 所 を 搜し候 様に 仕 夜分 


二 四 


菜 厳に 酒 を 禁じ 痛く 吏 a を 


御 横 S 佐久間 修理 

曰. 


きて 始めて 文典 を 


四十 兩 ボイス 十箭代 十五 兩 

三 十五 歳 

月 十八 日 竹 村 金、 吾に 贈れる 

取掛ft^此節宅に差置候黑川 

町 邊迄も 風塵 暑 雨 を 避けず 

も 九つ を 承らずに Si. せ， 《>院 


新兵 衛郡中 横 m 

役と なる 

〇 十二月 九日 藩老 

眞田阖 書 退職 

〇此 年金 兒忠 兵衛 

業 成りて 江川の 

塾より 歸る 


と 申 事 は 無 之 候  』 と あ.^ て 前年よ， 》N 此 年に かけ 最も 3： 學に 刻苦 

せう  . • 

〇 五月 藩の 海防 出 役人 數 武器 書 上に 付 意見 を上賡 す 

〇 五月 二十日 女 菖蒲 生る 妾 蝶の 出なら 

〇 六月 力 だ テ ン の 砲術 書 を 得て 之 を閱し 江川の 傳 ふる 所の 言 ふに 足ら 

ざる を 悟る 

〇 此 月星巖 京都に 歸 らんと す 象 山 哀しん て 楚聲を 歌 ひ I 又 序 を 作って 

行 を 送る 難 

〇 此年象 山 a 々歸藩 を 迫ら るれ ども 歸らず 

〇 象 山の 洋籍を 講ずる や 杉 田 成 卿、 伊 柬玄朴 等と 牲來し 旁 醫理に 及ぶ 

『夙 通 脉理張 撗渠』 の 詩 あ- >雜(|)  ， 

〇 十一 月 三十日 菖蒲 夭す 壙記を 作る I 遺骸 を 松 代蓮乘 寺に 葬る S  1 細 

葬 事 を 掌 

リ しか 

弘化三 丙午 年 二 八 四 六) 玉 池 時代、 御 使者 屋 時代  三十 六 歳 

年 譜 弘化 三年  二 五 


〇 仁 孝. rKC 个： i ず 

C  二月 孝 明 天 A.^ 踐 

〇 英米 佛 船連リ に 

琉 球に 來る 

〇 米 I- 沛贺 に來る 

〇 佛 lisj; に來る 

〇 牝年藩 砲學 を 

き 正月 十 一 日 

佐 久？？ 席 左衛門 

鐵砲^^行兼とな 

〇 金 兒忠兵 衛义韭 

山に 往き 藩のお 

めに 砲 数 門 を 儘 

〇 七月 卄 五日 幸 貫 

江戸 を發し 日光 

沼田 を！^ 地蔵 峠 

を 越えて ベ n 八 

口 松 代 Lis る 


〇 三 n- 二  口 坂 木 村 

の 歌人 瀧 澤公庵 

歿す (七 五) 

〇 一一 一月 廿四 n 信 濃 


年 譜 弘化四 年  二 六 

〇 正月 泰西 海戰圆 並に 泰西 陸戰圆 に跋す I 

〇 五月 磐 溪詩鈔 に 序す g 此 月始めて 菊地溪 琴に 會す 月末 種 豚 を 松 代に 

贈 る 

〇 間 五月 松 代に 歸る浦 町舊宅 住居に たへ ざる を 以て 請 ふ 所 あら 藩の 用 

地 御 使者 屋を 借- >  て 此れに 入る 

〇 閏月 十日 坪 井信 道畢 山の 畫幅を 餞し 送別の 詩 あり 

〇 七月 別 所 温泉に 遊び 『題 安樂 寺 壁』 あう I 

〇 此月妾 近 藤氏 一 男 を 生み 恭太郞 と名づ くと い 

〇 九月 十八 日沓野 村に 出 役 二十 九日 歸る 

〇 此 歲 蘭 窨 造 物 疏 及 析 術 開 端 二 書 を 得 て 沈 潜 玩 眛 し 是 よ -^ 分 析 の 

學 に 志 せ と い ふ (I) 

弘化四 丁 未年 二 八 四 七) 御 使者 屋 時代  三十 七 歳 

〇 六月 藩 五十 斤 砲 を 鑄る の議 あ， 9 藩主 意見 を 象 山に 徵す象 山せ 〈不可 を 

； i じべ ウセ ルを 引き 小 ® の 却て 利 ある を說 け，.. > と 云 ふ 此頃象 山頻に 


地 大に震 ひ壓死 

する もの 多し 且 

岩 倉 山-: g 壤 厚川 

噴 塞す る こと 十 

有 九日 g: 月 十三 

日 決 遣 河 中島に 

汎濫す 損害 英大 

これより 藩の 则 

政紊る 

〇 十月 十三 日 山寺 

源 大夫鐡 砲 奉行 

助 被 仰 付 


〇 米 人 漂 佛船琉 

球に 來る 

〇 十 1 月 坪 井信 道 

歿 (五八) 


江川 流 を 政し 金兒忠 兵衛と 論難す 

〇 十月 羽 倉 筒 堂 其 著 き 三 律 镳要を 添へ 遠く 書 を 象 山に 寄す 

〇 冬日 上田に 至う 八 木、 加 藤、 林 等 語 友と 會し 談 論 竟 夕 『短 暴 縮 西澗』 の 詩 

あ， CS  I 當 時の 抱負 東西の 學を會 集して 一 家 言 を. 成さん とする に 在. る 

を觀 るべ し  ， 

〇 十二月 廿 五日 .  御 都 中. 御 横目 佐 久間修 斑 

御 役 御免被 仰 付 之 (i 

〇 十 

0 此 年男 恭太郞 夭す とい A&  • . 

又 始めて 顏魯 公の 筆蹟 を學ぶ 

嘉永元 戊 申年 二八 四 八) 御 使者 屋 時代  . 三十 八 歳 

〇 元旦 試筆に 曰く 『我 有 靈 刀 不可 試。 試 時 解 研奸邪 頭。 厘 中 重襲不 曾， 出。 紫 

氣猶 能衝斗 牛』  • 

〇 正月 顔 12! 公爭座 位帖跋 數篇を 作る 此月 象山說 i を 書し.^ る もの あめ 

年 譜 嘉永 元年  ー£に 


1 z\\  B 之 h,^  t  な卞 こ 4d> 是 より 先 溪琴詩 を 寄せ て 霞 災 を „^ 

月 杉 田 W 菊址ぎ 琴 ^ にん ril すす 是に 至 つ て こ れに復 す 


な り 


年 諮 熹永 元年  二八 

難 S 贈 Isl^s は も 又 和 田 正 泣 字 叙 を 作る 敏 

〇 此月藩 命 を 奉じ 蘭人べ ウセ 产 の 書 に よ ，o^ 三 斤 野 戰 地 砲 一 門 十二  £ - 

戰人砲 二 門 十三 拇天砲 三門 を 鑄屢松 代の 西郊 道 島に 於て 之 を 試む 邦 

人 細かに 洋式に 照して 大砲 を 鑄 造す るの 初めな うとい ふ (1) 

〇 三月 春雨 賦 I を 書した る もの あ， 雜 I 

〇 五月 村 上 英俊に 勸 めて 佛誊 を讀 ましむ 英俊 感奮 始めて 佛 文典 を閲す 

〇 六月 九日 沓野 村に 出 役 七月 七日 歸る此 行た る 甲 辰 視察の 及ば ざ ft, し 

處を究めん爲にて深山に起臥して境界を察し鑛石を探，c^企劃する所 

多し 沓野 日記 あ ft- 

〇 八月 十日 沓 野の 民 蜂起す 象山往 きて 之 を鎭す 

0 九月 十八 日頃 再び 出 役 入 山村に 四泊廿 三日 沓野 村よ. C '歸る (I 紐附 名) 

〇 十一月 十一 日 次男 恪ニ郞 生る (I) 妾 菊の 出な， CN 

〇 十 一 月 十五 日ド I フの 、ノ  \ マ を藩藏 版と する 乙と にっき 有司に 說く 

所 あ ftN 


〇 英米 船 連り に來 

〇■ 九月 蘭 書 濫りに 

飜譯 すべから ず 

との 令 あり 


嘉永 

〇 


〇 十二月 『書 賴子成 邊防詣 策 後』 を 

中 『雨 災雜記 稍 成 條理。 因 欲其卒 

故。 未 能脫稿 …… 』 の 句 あ.^ 去歲 

二 己 酉年 二 八 四 九) 御 使者 屋 時代 

月 恭蹑台 德廟賜 祖先 安政 札、 嫁 

跋畢山 西 施 浣紗圖 を 作る g 

藩主に 上書して ハグ マ を 藩 

美 濃 小 原鐡心 星巖を 介して 

H 更に 藩主に 上書して 自ら 、ノ 

貸 與 を 乞 ふ 

月 藩よ， ON  、ノ グ マ 出 

月 師鎌原 桐 山の 本 

〇 十月 山 極 高 明 返筆銘 

〇 此 月 出府し ハ 〃マ を 

年 螽 嘉永ニ 年 


草す I 


正 

淨 


三 

ブ 


上 

月 


業 乃 

十月 

背 刀、 

^ こ 

丘ハ f 

レノ マ 


の 


仝 二十日 羽倉簡 堂に 復 書す 書 

呈 求 敎。 然 資性 不 敏。 加 之 公私 多 

信に 復 するな..^ 

三十 九 歳 • 

背 旗、 書 太 古 遺 音 後、 書 吁戒卷 後 


開 板 せん 乙と を 

問 ふ 象 山 計畫之 

出 板 せんとす る 


百 雨の 貸 與を得 

序 


す 


0 


稿 


陳す行 はれず 

に 答 ふ 

の 志 を 述べ 


板 資金 千 二 

朝 鈴 家 智嚢 

を 作る 散 

本と し 且つ 數 種の 辭書を 購求して 


之 を參 酌し 增 

二 九 


〇 六月 蘭人 長 崎に 

来り 5^ 米 利 加 人 

が迎. g を 乞 ふ 企 

ある を ぐ 

〇 八： =： 二十 五 H 吉 

田 松 陰 九州に 遊 

〇 十 n:  一  „2 野 長英自 

殺す (四 七) 


^  0 嘉永 三年  B 

訂和蘭 語 》 の 編纂に 着手し 其 第 一 卷を淨 書し 出 板 伺 書 を 幕府 天文 方 

に 差 出す 練驗餘 想^ f^，l 此間又 カを盡 して 砲術 兵 學に關 する 蘭 

誊の 斬新なる もの を 購ふ千 八 百 ナ五年 荷 蘭 刊行の 步兵 調練 書 亦 其 中 

に在，《^象山兵を練る 一 に 其 式に 由， CV 西洋 眞傳 と稱す 

〇 此時肥 前 侯よ， CS 痘種を 得 十二  藩に 歸. 9 直ちに 恪ニ郞 に 試み 又 知人 

に 施す 次いて 領內 一 統に、 J れを 施す の 意 見 を 献ぜ しが 行 はれす 

嘉 永 三 廣戍年 二 八 五 〇) 御 使者 屋 時代  四十 歳 

〇 二月 松 代 城 南 花 水 澤に天 砲 を 演じ 記 演天砲 を 作る 

〇 三月 深 川 藩邸に 在.^  二十 一 日 老中 阿部 正弘に 上書し 增訂 荷 蘭 語 ft 出 

板 許可 遲延の 事に つ き 陳情す 

〇 四月 增訂荷 蘭 語 a 出 板 不相成 旨 指令 を 受け 三 日怏，^として江戶を去 

--鎌 倉に 遊び 八 王 子、 荒 崎、 城 岛、 劍 崎. 大 浦、 千 代 崎、 觀 音 崎、 猿 島 等 諸家の 砲 

臺を 視察し 其の 赏 用に 足らざる を慨し 十二 日邊防 意見 を して 幕」 は 

に 上らん とせし が 藩主 幸 貫 其 忌諱に 觸 れんこと を 恐れ 命じて „ ^れを 


^めし ひ 『邦人 未 念 黔驢戒 。高 築 砲臺護 海門』 の 詩 あ .9 i 

〇 增訂荷 蘭 語彙 出版の 不 許可と なるや 象山觅 に皇國 同文 鑑荷 腹部の 名 

を以て出願する所ぁらんとし之を藩の有司に謀，0^しが事又成らず 

〇 四月 廿 七日 側 鎗師 三村晴 山に 書 を 贈らて 增訂和 蘭 語彙 出版 頓挫の 事 

を 告げ 又 自ら 自己の 一 藩の 人たら ずして 天下の 人た る を 信ずる 旨 を 

述べ 家事 整理 旁 暫く 藩 を 離れ 獨 立して 世に立たん とする の 意 を陳す 

蓋し 晴出を 通じて 藩主に 訴 ふるな，.^ 

〇 七月 是ょ， CN 先き 歸 藩せ しが 再び 出府 五日 深 川 藩邸に 着す 諸 藩士の 就 

い て 砲術 を 問 ふ もの 多く 又 塾生の 寄宿す る もの あ，. - 

〇 此 月中津 藩士 七十 三 名 入門す 

〇 八：！！： 三日 師下曾 根 金 三 郞の囑 に 應じ其 門下に 嬪砲 使用法 を 授けん 爲 

浦賀に 赴く^き ^l^-sssus^^s 戴 同行 数名 金 澤に憩 ひ總宜 

樓 題名 あら 後 又 三 星亭に 遊び心 越 驄師金 澤八勝 詩 卷に跋 す I 象 山 浦 

賀に 在， 9 大砲 照準 螺を 製す 吾邦 此 等の 機 を 作る 始めな. とい ふ 九月 

年 譜 嘉永 三年  三 1  „ 


〇 島 律齊彬 封 を 襲 

ぎ大に 西洋の 技 

藝を 興し 三村晴 

山 を 介して 幸 貫 


年 譜 嘉永四 年  三 二 

十七 日 歸府す 

〇十R.中津侯の爲に十ニ朋獨野戰砲圆を作，C^題文ぁ.^I 

〇 秋 門 第 柏木 義武辭 して 歸 らんと す 乃ち 序 を 作って 贈... - 免許の 卷に代 

\ 稿 

〇 冬 松 前 藩よ，.^ 十八 ポンド 長 カノ ン 十二 ボンド 短 カノ ン鑄 造の 依賴を 

受く 

〇 十 一 月 三男 惇三郞 生る 妾 蝶の 出な りと 云 ふ (I) 

〇 十二月 十八 日 江 戶を發 し 二十 三日 松 代に 歸る 中途 病 を 得 病 間 數詩ぁ 

.9 以て 遠 略の 志 を 述 ぶ 雜 f  ^  ^ 詩 

0 此 月下 涼感 春 賦を養 したる もの あ， CV 雑醉 

〇 此年勝 麟太郞 入門す  ，^ 

嘉永四 辛亥 年 二八 五一) 御 使者 屋 時代， 木 挽 町 時代  四十 一歳 

〇 正月 廿 六日  無 役 fe 久間 修理 

其方 於江府 砲術 門人 等 多勢 出來 付江府 住居 仕度 趣 容易 難 被 成 下 候へ 


と 交る II 

〇 正月 十 一 日 村 上 

英佼 定府 となる 

〇K 月 十 一 日眞田 

志 摩 鎌 原 野 右 

衞門 家老と なる 

〇 十月 十 一 日長 谷 

川 深 美 郡 ilH 仃と 

なる 

〇 十月 十九 日 恩 田 

賴母 家老 を 免ぜ 

らる 

〇 十 1 月べ 日菅沼 

九兵衛 寺社 奉行 

郡牽 行と なる 


共以 別儀 內願之 通江府 住居 被 仰 付 之 (I 日) 

0  二月 十七 、十八の 兩日 五十 斤 石 衝天 砲 y け I::;" ブモか ル を生萱 村に 演 

ず 演砲雜 記 あ- -I 廿 六日 再演す 砲 it 幕府の 直轄地に 墜落せ.々 とて 中 

之條 代官と 紛議 を 生ず 

〇 三月 藩主 幸 貫に 上書し 玉 落の 件に 付 陳情す 藩の 有司 徒に 事の 紛糾せ 

んとを惧れ象山の意に反し十七日中之條ょft-彈を受取-=^十九日今後 

生萱 村に 於て 演， の 節 は 豫め圖 面 を 添へ 通知すべき を 約し 局 を 結べ 

,9 象 山 乃ち 二十 二日より 三た び生萱 村に 大砲 を 演ずる 數日 『舂 野乘 

晴演 大砲』 の 詩 あ 


此時用 ひた 

据 うる 所の 


石 銜天砲 は 常時 滞 賀平极 山 砲臺に 

座の 外 は 唯り 松 代 藩 鑄 造の 此砲ぁ 


しのみ 

云 ふ 


0 四月 上句 家を携 へて 江戶に 到る (輕 ^ きお 制針航 日) 

〇 五月 八日  無 役 佐久間 修理 

佐 野 湯 田 中沓野 三ケ村 利用 掛 御免被 仰 付 之。 

佐 野 湯 田 中沓野 三ケ村 利用 掛長々 相 勤 太 儀 之 事 思 召 候 依 之 御小釉 

, 年 譜 嘉永四 年  三 三 


年 譜 嘉永四 年  三 四 

被 下 置 之 (§  ^ 記) 

〇 此月廿 A 日 木 挽 町 五丁目に 卜居す I 酣滅 t 續 W 鍾ま « ば 象 山の 名聲 

天下に 高し 此歲小 林 虎三 郞吉田 寅 次 郎等 入門す 

〇 十月 廿 三日 吉田松 陰 玉 木 文 之 進に 贈る 書简に 『眞田 侯 藩 中佐 久 

問 修理と 申 人颇る 豪傑 卓異の 人に 御座 候元來 一 齋 門人に て經學 

は艮齋 よら も 優れる 由 古賀謹 一 郞ぃ へ，..^艮齋も数々是を稱す今 

は 砲術 家に 成.. >  候處其 入塾 生 砲術の 爲 めに 入， 9 候 もの にても 必 

ず 經學を させ 經學 の爲 めに 入う 候 もの にても 必ず 砲術 を させ 候 

樣の仕 懸けに 御座 候 …… 』 と あ， 9 

〇 九月 浦賀に 遊ぶ 彌利堅 棋譜 を 作る I 此月 川路 聖謨 大阪 町奉行と な. ON 

任に 赴 く。 序 を 作て 送る i 

〇 十月 十五 日 礮學園 編. 稿 を脫し 翌年 十二月 刻 成る 

〇 十 一 月 上旬 上總姉 崎に 於て 新 鑄の 大砲 試發 をな す 友人 大槻磐 溪詩を 

賦 して 曰く 『車 如 流水 砲 如 龍。 十二 斤 彈新葛 濃。 呼 做將軍 果然 是。 猛威 摧 


〇 正月 英人琉 球に 

上陸す 

〇 五月 大 森に 砲 臺 

を 築く 

c-r^ 月ォ ランダ 加 

比 丹 三た び忠吿 

す 

〇 二月 二十 六日 鎌 

原 桐 山 歿す 

(七 九) 

.〇 四月 七日 藩儉約 

令 を發し 財政 整 

理に 着手す 又 藩 

地に 學 校の 經營 

始まる 

〇 四月 三十日 長 谷 

川 深 美 世子 側役 

を 兼ぬ 

〇 五月 六日 藩主 幸 


is^^人鋒』 と 然るに 松 

となる 

〇 十二月 藩主 幸 貫に 上書 

ら れん 乙と を 乞 ふ 

〇 此月 門弟 金子 忠兵衞 を 

嘉永五 壬 子年 二 八 五 ニ禾挽 

〇 元旦 試筆に 曰く 『硝硫 

用 梁 皇 却 鬼 丸』 

〇 閏 二月 佐 賀 侯の 囑 によ 

〇 ソン メル を 得 精 讀し文 

十 首歸を 作る^、 P  , I 

〇 夏 石門頌 跋、 跋 漢 孔文禮 

〇 五月 廿 八日 六月 一日の 

にて 演 砲す 

年 譜 嘉永 五た 牛 


前 藩の i» に 至， 9 砲身 破 a し 困難なる 交涉 問題 

し 大砲 鑄 造の 件に 關し松 前 藩主へ 情實を 報ぜ 

破門す 

町 時代  四十 二 歳 

驅邪太 的 端。 庭前 爆竹 覺枯 寒。 吾 家 兼有 老榴 法。 不 

, ^二十 ボンド 砲 架、 海岸 砲 架 雛 形 を 製す 

を 作りて M れに 題し I 又 『讀宋 氏 宇宙 記』 の 詩 

は此時 天文 方 

に藏 せる のみ 

碑、 跋 褒斜道 石 刻 釋文及 題 記、 を 作る • 

兩日 藩の 二十 拇天砲 同人 砲 を 借用し 大森 海岸 


三 五 


¥  0 嘉永五 年  三 六 

〇 六 月 七日 眞田幸 貫 江戶に 卒す (六 二) 二十 九日 松 代に 歸 葬す 象 山 命ぜら 

れて 墓誌銘 を 撰す g 

〇 八月 三男 惇三郞 夭す 

〇 十月 砲现を 以て 易 象に 凝し 礮卦 一 篇を著 はし 十九 日 上 木 伺 を 昌平 校 

に 出す 十 一 月 ffi び 書 を 上. 9 て 其 許可 を 促し 万 一 差 支 あらば 門人へ 傳 

窨 として 印刷 配布 を 許されん 乙と を附 願す  * 

〇 十一月 廿 三日  佐久間 修理 

其方 儀 勝麟太 郞樣御 妹緣組 仕度 旨 願 之 通 被 仰 付 之 (M  ^  J 

〇 此月 藩主 幸 敎先公 手 澤の遺 硯を象 山に 賜 ふ 象 山 感泣して 之が 記 を 作 

る麵 

〇 十二月 妻 順 子 を娶る 旗下の 士勝麟 太郞の 妹な ft- 

〇 冬 川路 jii 謨 海防 掛 となる 乃ち 三年 四月の 擬上誊 を 出して 之 を 示し 注 

意 を 促す 聖謨 見て 愕然たら しが 遂に 信ぜず 明年め 事 起る^ 及び 始め 

v其先見に服せ.？^ 


〇 六月 三日 彼 斑 滞 

賀に來 る 九日 國 

書 提出 十二 日 返 

去 

〇 六月 七日 毛 利 細 

川 以下 十 藩に 內 

海 警衞を 命ず 

〇 六月 將軍 家慶薨 

じ 家 定嗣ぐ 

〇 七月 魯 艦長 崎に 

來る 

〇 七月 品 川に 砲臺 

を 築く 江川 太郞 

左 衛門之 を督す 

〇 八月 高 島 秋帆赦 

さる 

〇 九月 大舶製 化 の 

禁を 解き 西洋 砲 

術 を 習 はしむ 


〇 此歲 門弟 下總の 人齋藤 利和辭 して 鄕に歸 らんと す 象 山 序 を 作って 送 

,n^ 慫 慂 す る に 騎 兵 を 奥 さ ん こ と を 以てす 

〇 此歲 幕府 蘭人 ス チ I  , チ ス 著 はす 所の 陸 砲 書を購 ふと 聞き 請うて 

之 を 讀み其 法に 據.^ 新，^ に 六 斤 地 砲 十二 拇人砲 を 鑄 翌六年 春 之を大 

森に 演ず 邦人の 輕砲を 鑄る 此に 始まる (§ 艇 g 群) 

嘉永六 癸丑 歳 二八 五三) 木 挽 町 時代 .  四十 三 歳 

〇 正月 奧早公 權の爲 に 格 堂說を 作る I  , 

〇 二月 『未見 礮臺 環海 潯』 『幾 載 鯨鯢橫 遠海』 I 『戎霧 蠻雲黯 海 天』 I の 詩 あ 

〇 四月 十五 日  無 役 佐久間 修理 

去年 中 感應院 檨御誌 文相 撰 其 上認方 骨折 太 儀 之 ft 思 召 候 依 之 銀 二 枚 

被 下 置 之 (§? 記)  ， 

〇 此 月礮卦 出版 願 却下 せらる 仍て 再び 門人 限ゥ傳 書と して 印刷 配布 を 

寬容 せられん と を 乞 ふ 

年 譜 嘉永六 年  三 七 


〇 二  n: 藩 西 丸造營 

手傳を 命ぜら る 

〇 五 月 朔藩城 失.^ 

藩主の. 仕 向 d,- 

有に す 藩 益 多 

事な リ 

〇 八 n: 十七 日 幸 貫 

の 後室 卒す 

〇 十月 八日 3 ほ 田 志 

摩 家老 を 免 せら 

〇 十 一 ：：：： 四日 山寺 

源 大夫郡 奉行 側 

役 頭取と なる 

〇 十 一 月廿 五日 鎌 

原 伢野右 衞門家 

老を 免ぜら る 

〇 仝 日長 谷川 深 美 

退役の 上 愼を命 

ぜらる 

〇 十二月 一 日 恩 田 

賴母 家老と なる 

〇 十二月 八日 山寺 

源大夫 軍議 役と 

なる 

〇 十二月 十 一 日 赤 

澤助之 進 家老と 

なる 

〇 十二月 廿 一 日 幸 

敎 結婚 

〇 冬 佐久間 庸左衞 

門罷む 


年 譜 嘉永六 年  三 八 

〇 六月 四日 拂曉 藩邸に 建議し 直に 米 艦 視察の 命 を 受けて 浦賀に 出發六 

0： 夜 歸 府 浦 賀 日 記 ぁ ，9 是 よ -^ 藩 邸 に ぁ う て 武 備 を 整 へ 九 日 藩 の 軍 議 

役 を 命ぜられ 同日 御殿山 警 衞 志願の 事に 奔走し 併せて 藩 地よ. 出兵 

せし むる 事 を畫す 之が 爲に寢 ねざる もの 七晝 夜な りと いふ 然るに 十 

八日 鎌 原 伊野 右衞 門、 長 谷川 深 美 着 府し象 山の 擧を 以て 藩 力 を 顧み ざ 

る ものと 論じ 象 山は廿 四日 遂に 軍議 役 並 海防 臨時 出 役 を 免ぜら る 象 

山 服せ ずして I ^々抗告す 

〇 七月 五日  佐久間 修理 

其方 內願之 通江戶 住居 被 仰 付 置候處 御在所へ 罷歸候 樣被仰 付 候 用意 

果敢 取 早速 可 有 出立 候 (§  ^ 記) 

〇 此 時 『君 恩 洪大 E 爲 量』 『白 石 淸泉入 夢 頻』 『虚名 早 已誤侯 公』 の 詩 あ. ^歸 

〇 吉田松 陰の 八月 十五 日 家兄に 贈れる 書に 『佐久 間 修理 聲名 籍甚 

に 御座 候て 其 本 藩よ， -被嫉 l^s お S で S 御 國へ被 返 候 

命 下. CS 候 處水府 公、 阿部 公 其 他 有志 の 人々 河 路左衞 W 尉、 羽 食 外 ai、 


水府の 義黨等 深く 是を惜 み今此 人な くば 何人 か 西洋 砲 叙の 事に 

任じ 可 申哉國 家の 武備 も爲 是欠闕 するとの 論に て 遂に 阿部 公よ 

眞田公 へ 相談の 上 江 戶へ留 る ことに 相 成 候此を 以て 天下の 公 

論 御 察知 奉 願 候』 と あら 

〇 夏 薩藩象 山に 謀. -て 八十 斤老榴 地礮を 鑄ん とす 乃ち 圖を 作， 9 跌を附 

して 贈る  ， 

〇 秋 川路 聖謨 を經て 急務 十條を 阿部 正弘に 上書す 其 一 に 和 戰に拘 はら 

ず 海外に 人 を 派して 洋艦 を購ひ 兼て 彼國の 事情 を 探索す ベ きの 事 あ 

〇 九月 門弟 吉田寅 次郞决 する 處 あら 長 崎に 赴かん とす 象 山 旅費 を 給し 

送別の 詩 あ， 9 『之 子有靈 骨』 層 

〇 月 十五 日 松 陰 家兄に 贈る 書簡に 『佐 久間象 山は當 今の 豪 傑 都 

下 一 人に 御座 候 朱に 交れば 赤し の說 未知 其 何 因 慷慨 氣節 有學ロ j 
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〇 九月 Ki?- 名 侯 gf、， の 邸に 赴き 藩 政に つき 訴 ふる 所 あ. =N 十月 更に 嘗を 

板 倉 侯 雕 11 に 上 6i 議役 解職の 顚末 を訴ふ 

•  〇 十月 品 川の 臺場築 構の 式に つき 異議 あり 藩主よ， 幕府に 伺甞を 出さ 

しめん と し 案 を 具して 上る 行 はれず 

〇 十一月 五日  無 役 佐 久間修 rati 

學校督 學申付 之 (I  W  > 記) 

〇 十二月 廿三日  學校 督學主 久問修 1 

, 其方 感應 院樣御 在世中 蒙 御內命 西洋 學厚心 掛硏究 砲術 等 迄弘致 指南 

候 段 御 同 院様御 趣意に も 相， 叶 候 事 旁 御 大慶 S 召 候 依 之 御 K 斗 目 一 被 

下 置 之 (§  ^  m) 

〇 冬 長 州 侯の 依賴 にて 十五 择 ランゲ ホ ク クイ ッ ルを深 川に 鑄る 

安政 元 甲 寅年 二 八 五 四) 木 挽 町 時代. 聚遠樓 時代 (蟄居 第 一 年 目) 四十 四 歳 

〇 正月 十 w"rw 彼现  P>  乍 

橫濱に 來る松 似 C  f 

小 倉 二 藩 警衞す 

§;| 日米 M と 『si 虜今應 離 故 國。 江 門 亦 已度春 風。 設 施 未見 回天 力。 物 望 誰 常 命 世 雄。 畴 昔 


和親 倐約 締結せ 

らる 

〇 三月 廿 七日 吉田 

松 陰 下田に 赴き 

て 米 艦に 投じ 海 

外 渡航 をな さん 

とす 事 4^ らず 

〇 九月 魯水師 提督 

プ ウチヤ チン 軍 

艦 十隻を 率ゐて 

大阪 に來る 

〇 十月 廿 四日 松 陰 

野 山獄に 下る 

〇 六月 廿 九日 藩主 

幸敎初 入部 

〇 十 一 月 十五 日 松 

代 藩 品 川 第 六 砲 

臺 警衛 を 命ぜら 


戯譚憑 呆堞。 方今 急務 在 元 戎。 微臣別 有 伐 謀 策。 安 得 風船 下, ま。』 I 

〇 二月 七日 松 代 藩横濱 警 衛の爲 め 出兵す 象 山 之が 軍議 役と して 出張 三 

月 十四日 總人數 引揚ぐ 

〇 撗濱滯 在中 下田 開港の 議 ほて 决 すと 聞き 寧ろ 撗濱を 開く を 可な.. -と. 

し 二月 廿 一 日 堀 織 部 正を訪 ひて 其 意 を縷陳 し^ほ 水戶烈 公に 賴 ft- て 

幕議を 動かさん と 欲し 同夜 又 藤 田 東 湖 を 訪ひ之 を 切論す 東 湖 其 熱誠 

に 感じて 是を諾 す 門弟 小 林 虎三郎 亦 象 山の 勸 によ，^ て 其 說を長 岡 侯 

に 上書し 之に よ， CS 罪 を 獲て 國に 還る Ji- 象 山 詩 を 作って これ を 送る 『久 

知 天道 易 推移』 雜 

〇 四月 三日 川路 S 謨の 問に 答へ 品 川 砲 臺に關 し 意見 を陳ず 

〇 四月 五日  佐久間 修理 

井戶 sri^T 守樣 よ- -御尋 之 筋 有 之 明日 五 時 御 呼 出 付 罷出可 申 候 尤右御 

達 之 次第 も 有 之に 付 御尋中 親類 へ 御 預被仰 付 之 

〇 gi 月 六日  . 佐久間 修理 親類 
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佐久間 修理 義 井戶對 馬守樣 にて 御 吟味 中 揚屋 入 被 仰 渡 候 其 段 相 心得 

同人 家 內之者 可 被 申 聞 候 (§g 記) 

〇 八日 佐久間 修现家 內之者 南部 坂 御屋敷へ 引 移 候 之 旨此節 柄別而 

御 締向嚴 重 相 心得 取 計候樣 同所 御 目 付 へ 申 渡 候 

〇 同 十五 日 佐久間 修理 留守宅 家財 等 取 始末 相濟候 由に 付 勢 生 共 儀 

も 南部 坂 御屋敷へ 引 拂候樣 親類 共へ 申 渡 候 (g^ 記) 

〇 獄中よ ら發 したる 書簡に 四月 廿 七日 友人 山寺 源大 夫、 三 村 暗 山 連名 宛 

の もの 五月 廿 六日 甥 北山 安世 宛の もの 及び 月日 宛名 不明の もの あ. 

〇 九月 十八 日  眞田信 濃 守家來 佐久間 修理 

其方 儀 和漢 兵學 西洋 學 砲術 等 師範 致し 罷在 近年 西洋 之 風敎刷 カ等漸 

々盛大に 相 成 加 之 蒸 氣を以 走， 9 候 迅速 之 舶出來 之 趣 先年 書籍 之 上に 

て發明 致し 自ら 西洋 も 隣 候 道理に て 殊に 異國船 * 渡來 致し， 侯に け 萬 

鲁 

1 本邦 を闢闢 致し 近海へ 軍艦 を 進め 候 儀 も 可 有 之と 業 體へ對 し實用 

の 場合 專ら 御爲を 存じ 海岸 防 « 者 勿論 必勝 之鄉 策を考 日夜 苦、 じ摧沛 


肝！ 處戰者 彼 を 知.. -己を 知と 申 內當今 之 形勢 は 彼 を 知に 止 ft- 候義と 

研究 致し 候 折 柄 門人 吉田寅 次 郞義も 其方 同様 海防 策 等 之義を 平常 痛 

心 致 し 外 國 へ 渡 ，c^ 間 諜，細 作 を 用 ひ 度 旨 議 論 致 し 元 來 同 志 之 申 分 に て 

其 器に 當. 候 者に 候 得 共異國 へ 渡 候 儀 重 き 御 國 禁 に 付 官 許 は 有 之 

間 敷 自然 漂流の 體に 致し 成 手段.^ 以て 西洋へ 渡， 9 事情 を 採 索 致し 候 

は. -歸國 之 功 も 可 相 立 旨 申 聞 其 後 同人 儀 九州 筋遊歷 として 發足 致し 

t 由に て 暇 乞に 罷越右 は 渡洋 之 企と 同人 胸中 を 察し 其 意 を 含み 送別 

之 詩作 を 送 ，9 候 得 共 右手 段 は 不被行 立 歸候後 當春亞 墨 利 加 船 浦賀へ 

渡來 致し 主人 信 濃 守 儀 撗濱表 應接所 警衛 被 仰 付 候に 付 其方 儀 も 軍議 

役と して 同所へ 出張 致し 候砌 猥に異 船へ 近寄 間 敷 旨 別段 被 仰 出 も 有 

之 候 所 水夫に 紛れ 異 船へ 可 近付と 吉村ー 郞へ 相賴み 或は 吉田 寅次郞 

儀 重 之 助倶々 に宿陣 へ尋參 5 異 船へ 可乘 込と 通 辯の 爲 めに 投じ 候漢 

文 之 書翰 草稿 を 差 出し 候^ 添削 致し 遣し 殊に 寅 次 郞儀異 « へ 寄 候 策 

を 索め 候 節 是又吉 村 一郎へ 賴 みの 文通 認 遣し 終に 寅 次郞外 一人 儀 下 
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田 表へ 相 廻， 同所に.^ いて 上陸の 異人へ 右 書翰 を投 

船へ 乘込 外國 同伴 相賴候 得共不 

御 國の御 爲めを 存量仕 成 候 旨 を 

を 犯し 候 段 不屈に 付 眞田信 濃 守 


〇 佐久間 修理 • 御 引渡に 付轉 § 

居候 途中 警 固 人 御徒 目 付 御 

う 御門 前にて 修理 儀 兼 て 用 

岡 野 陽 之 助、 藩の 目 ， £  h 

付 役、 象 山の 門弟 T.F  ^ 途中 

〇 津田轉 儀 は 御用 向 有 之 付 居 

節 御 引 揚相成 居候 修理 大小 

小 は 御 目 付 鼻紙 入 は 親類 へ 

〇 佐久間 修理 今日 町 御 奉行所 

支配 手 附之者 折々 見廻 候樣 

〇 右 同人へ 一 汁 一 菜 香の も の 


致 承引 被 差 房 候 次第 

申 立 候 得 共 元來 同志 

家來へ 引渡 於 在所 蟄 

田 韓、 藩 の .S '主 E  EES'  P 亡 

守 居 役  ^  0 1  ず 

徒士 下目 付 足 輕等御 

意の 錠前 付 駕籠に 爲 

無 滯召連 夕 七 半時 過 

殘 ft> 兼て 當 四月 中揚 

幷 鼻紙 入御 渡 付 受取 


じ 置 夜中 窃に異 

に 至，^ 候 段專ら 

にて 重き 御國禁 

居 申 付 

其 節 外 腰掛に 控. 

門 內爲繰 込 夫よ 

乘御役 方 陽 之 助 

引取 

う 屋入被 仰 渡 候 

罷歸差 出 候付大 


よ，^ 御 引渡 付 御供 休息所 被 差 置 候 間 

可 申 渡 候 

附御賄 被 下 之 


o 佐久 間修现 今日 御 町奉行 所よ 6 ノ御 引渡に 付 御供 休息所に 差 置 御 

徒 目 付 御徒 士等 にて 晝夜相 守 候へ 共尙 親類 共に も 一 人つ ^ 申 八 口 

晝夜罷 出候樣 親. 類 依田 甚兵衞 へ 被 仰 渡 

〇 九月 廿 二日 佐久間 修现 大小 當 四月 中よう 一 切手 入 無 之 付 拭 置 度 

旨內々 依田 甚兵衞 よ.. - 申立 付 相 渡 之 (§  ^  一一 一  0 

〇 象 山獄に 在る 半歲 尙ほ當 今の 要務 を 書し 之 を 上らん とせし が 許され 

ずして 止む 獄中 得る 所の 省譽賦 感情 歌 等 は後辑 めて 一 卷 となし 名づ 

けて 省 譽錄と い ふ 

〇 四月 十九 日 吉田松 陰 白 井 小 助に 與 ふる 書中に 『扱 佐久間 翁隣牢 

にあ. 時々 聲音は 聞え 候 へ ども 話 も 出 來不申 可 嘆 僕 一 身 不足 言 

翁 は 一時の 人傑 签 しく 囚 繋に 陷る 乙と 是亦 僕が 至らざる 處其罪 

不知 所 謝 也』 と あ. 0 

〇 十一月 二十 七日 松 陰の 家兄に 贈る 書の 一節に 『又 序に 申 度 事 御 

座 i 象 山對吏 未練 を 申 る樣申 もの あ. 9 是聞 違な. 9 弟と 澀 生 力 
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翳 安政 元年  四 六 

口供に は 國禁は 一， 《 も 承知の 前 也 古人 所謌 事成歸 王事. 敗 獨身坐 耳 

と 申 心得に て 事 成らば 上は皇 朝の 御 爲下は 藩主の 爲に もなる ベ 

くもし 事 敗れ 候 へ ば 私共 首 を 刎ら る . ^とも 不苦覺 悟の 上な. ON と 

始終 申立 候故甚 立派に て 吏 も 舌 を 卷き國 に 報ずる 志さ も あるべ 

しと 感心いた し 候 又 象 山 は 不然吏 云 其方 十年來 厚く 爲國 家外寇 

を 患へ 遂に 此 度の 事に 及 ひ 候 段 其 志 は 感心なる 事 也 乍 重き 國 

禁を 犯す 段 は 恐 入 候 か 象 山 云 御 國禁は 犯不申 昨年 寅 等 再遊の 砌 

にも 風に 放 れ 候て 彼 地へ 渡る 段 可 然と 申 候 此段は 乍 恐 私 深く 

苦、 4 仕 候 儀 御 察 奉 願 候 十年來 間諜 細 作の 急務た る； は 心 附候得 

共 重き 御 國禁を 存候故 曾て 門人な どへ も をく びに も 出した る 事 

なし 然る 所 昨年 土 佐の 漂 民 萬 二 郞被召 出 候 故私存 候に は 間諜 事 

も 追々 官許 可 有 之 候 得 共 廟堂 も 御 多 tiSf にて 未 だ 其 儀. に 及 玉 はず 

併 漂 民 を 永く 禁錮す るの .1 事は先御舊例を改められたる姿な.=^ 

然. れば 志士 外 國へ出 候 も 漂流と さへ 名が 付き 候へば 官 にも 其 も 


の を 御 宥寬號 成 候 道 有 之 因て 風に 放 たれ 候 様と 申た る 事に 御座 

候 窃かに 廟堂 上 を 奉 察 候に 古法 古例に 付 無 據も難 被 及 御沙汰 事 

有 之 故 何とか 術 を 設け 海外へ 出て 功 をな しかへ ft- 可 立 御 役 候へ 

. ば^ 外の 意に 行 はれ 候樣に 苦心 仕 候 儀に 御座 候且 昨年 來の變 神 

州 三千 年 來の大 變故官 にも 亦 格外の 御處置 可. 有 之 奉 存候故 寅 等 

が 所行 可 然と 申 候 儀に 御座 候 全く 御 國禁に 背き 候 心底 毛頭 無 御 

座 1 對州大 怒 曰 萬ニ郞 事に 付て 外國 漂流の もの 禁錮の 法 弛みた 

. るな ど 申 は 下と して 上 を 臆 度す る段甚 不屈 也是 は上樣 如何なる 

御 深慮 被 爲在候 事に 哉 此方 共 も 不奉存 事 也 術 を 設け 海外に 出て 

漂流な ど 名 を 託し 可 申 心底 矢 張 國禁を 犯すな." -且 非常の 大變と 

て も 法例 は 法例な. 云々 此論 往復 甚激な ft- 遂に 象 山 申す に はか 

、る 非常の 節に も 法 は 法例 は 例と 被 仰 儀に 御座 候へば 一 も 二 も 

無 之 私 國禁を 犯す 事 明な，^ と 寅 每對吏 云 寅 等兩人 自分の からだ 

な. 成 は 功， 敗 は 罪. 將身試 法 不復求 全 候 修理 は 人のから だ 也 故に 
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何と ど 成敗 共に 全 かれと 千 萬 苦心 仕 候 儀に 御座 候 何卒 所 遇に 因 

て 情 合の 異なる 所 御 深 察 を 奉 祈 候と 申 候 俗吏 暗 時務 云々 の詩爲 

是 也然れ ども 象 山 案 定る日 作詩 云 案 成 千歳 無 遺 慽不辱 君 家與我 

名 其 志 も 亦 可 見 夫 を 未練と 申 は 僻事な， 9 象山對 吏の 間 奉行 を譫 

し 幕府の 陋禁を 弛べ させんとの 志な， 9 其 言 懷慨 過激なる こと 多 

し 夫 故 幕吏 等 も 惡 み 未練の 程 申た るに 可 有 之！^ 象 山遂亦 不以爲 

罪 故 其 語 曰 若 無罪 下獄 爲辱 不義 而富且 貴 亦 在所 榮歟』 と あり 

〇 九月 末 松 代に 護送 せらる 此時 家族 及び 塾生 山 田 兵衞等 同行す 十月 三 

日 松 代に 着す 途中 母疫 邪に 犯され 象 山 亦 風邪に か K る 

〇 十 一 月 四 日 地 震 ぁ -^ 此 時 象 出 姊北 山 氏 の 家 に 寓 し 無 事 な -^ 五 日 聚 遠 

髮こ 多る 摟は松 代 御 安町に あり 藩老 望月 主 水の 別 野 土に し て 

桟 る 地境 幽邃 眺望 絕佳 なり 象 山 151 して 聚遠摟 と稱す 

〇 十二月 密かに 藩老 恩田賴 母に 書ヒ 贈. -て 去年 十月の 献策、 口 j  ^  一^-  4 一 

本年 四月 川路 聖謨に 贈.^ て 海中 臺塲の 事 を 論ぜし 書 稿、 昨年 秋の 急務 

十 條、 本 年の 獄中 擬上 書. を 併せ 示し 藩の 品 川臺場 警 衛を 陸地 警衛と 交 


〇 正月 十六 日 江川 

俎 庵 歿す (五 五) 

〇 三月 三日 勅命に 

より 梵鐘 を 以て 

大砲 を 鑄し む 

〇 六月 オラ ンダ汽 

船 鐵砲を 献ず七 

月 勝麟太 郎等 海 

軍傳習 生と なり 

長 崎に 住く 

〇 十二月 松 陰 野 山 

獄を 出で 家に 幽 

せらる 

〇 正月 十二 日 甥 北 

山 安世 表 番醫と 

なる 

〇 四月 廿 九日 松 代 

文武 學校假 開校 

式舉行 


替願 出の 策 を 勸め又 藩 留守居 津田轉 にも 此 事に 盡カ せんこと を勸む 

〇美濃小原鐡心象山の歸藩するを聞きその獄中の作に次韻し^-れ 

を 寄す 『必然 期是十 年後。 相會 都門繼 舊盟』 の語ぁ6^ 

安政 二 乙 卯年 二 八 五 五) 聚遠樓 時代 (蟄居 第二 年 目)  四十 五 歳 

〇 正月 杜鵑の «  く を聽き 『谷 口 黄鷉未 放聲』 の 詩 あ. cn| 

〇 春去歲 十二月 廿 三日の 詔書 を讀み 喜んで 自ら 禁ぜず 『一 跌歸休 深 鎖 

門』 『朝家 預備未 森巖』 の 詩 を 作る I 

〇 暮春 王 烟堂顏 帖に踉 す I  • 

〇 夏 方 干 魯墨を 得て 山水の 畫を 作る 又 湯 子 遺書に 跋 し、 醉 翁 亭 記 を 臨し 

これに 跋す 鰣 

〇 六月 佐 野 村 大幟を 書す 蟄居 を 憚. 9 て嘉永 癸丑と す 

〇 七月 海防 臆測、 善導 傳， 及 石 川 丈 山 書に 跋す I 

〇八月松陰遙かに幽囚錄を送-^閱を乞ふ乃ち評を加へ挽金生詩を添へ 

て返送す此月大幅の畫を作-^ 『罪 譴亦渥 恩』 の 詩 を 題す I 


年 譜 安政 三年  五 〇 

〇 九月 文 稿 を 整頓して 象山淨 稿と 名づく 叙に 曰く 『士 不幸 中道 而 廢， 可 

以擧其 心事、 白 之 於 天下 後世 者、 唯 文章 已、 於是竊 惜文 之念焉 .：： 』 と 

以後の 漢文 は 悉く 收 めて 

文 稿に ぁリ 故に 一 々せず 

〇 九月 十四 n, 佐 久 間 修 理 不 慎 之 儀 公 邊 よ 御 沙 汰 有 之 候 に 付 尙 以 來 取 

歸方嚴 重 相 心得 候樣親 類 共へ 申 渡 候 其 段 相 心得 候 樣被仰 渡 候 (i 日) 

〇 九月 六日 阿部 伊勢 守よ- - 藩主に 次の 申 渡 あり 『佐 久間 修理 事 先達 

引渡 相 成 候 以來愼 居候へ 共 尋參候 者へ は 面會も 致し 軍學 砲術 敎 

授に及 入魂 之 向へ は誊翰 往復 等 も 致し 候 其方 家來 共よ.. -差留 候 

由に 相 聞 候 へ： 11 〈尙此 上 他人 面 會誊翰 往復 等 致し 候て は 修现爲 筋 

にも 不宜候 間 堅く 差 止 當節之 所 は 別て 能々 相愼 居候 樣可被 致 事』 

〇 十月 二日 江 戶大震 藤 田 東湖壓 死す 詩 を 作って 之 を哭す I 

〇 秋 よ ら デ ッ ケ ル の 兵 誊 を 精 讀 し 又 詳 證 術 I 何 は 萬 學 の 基 本 な -^ と て 

ゥヰス キュン デを 研究す 

安政 三 丙 辰年 (一 八 五六) 聚遠樓 時代 (蟄居 第三 年 目)  四十 六 歳 


0 二月 蕃書 調 所 を 

九 段 坂に 創む 转 

作 阮甫杉 田 成 卿 

等敎 授たリ 

〇 江戸の 兵備 を： €1 

洋 銃に 改む 

〇 七月 松 陰 蟄居 中 

家 學を授 くるの 

許可 を 得 松 下 村 

塾 を 開く 

〇 十月 二宮 尊德歿 

(七 9)  —  . 

〇 四月 菅沼 九兵衛 

郡 奉行 を罷む 

〇 十二月 廿 日片 

井 京 助 新 銃を發 

明して 之 を献じ 

賞 を受く 


〇 三月 二十 二日 勝 麟太郞 よ， CN 航海 中 九死に 一 生を得た-^との報を得謹 

愼の例 を 破 ft- 密かに 長簡を 送る  - ： 

此月 『櫻 花 三月 滿皇 州』 の 詩 あら I 

〇 北山 安世 放縦に つき 心 を勞す 

〇 七月 十日 勝に 簡し ジャ ヮ に留學 せんとす る 意志 ある を 贊し筆 を 極め 

て 其 決行 を勸む . 

〇 此月 幕府 旗下 並びに 諸 藩に 令して 銃陣を 演習せ しめ 又 老中の 檢閱を 

行 ふ 當時象 山の 門 派 十 一 段込方を用ふ然るに蘭人ょ，c^傳習を受けて 

新に 長 崎よ- CS 歸れる もの 八 段 込 方 を 用； 5 議合 はず 監察 土 岐丹波 守 八 

段に 從 はしむ 島 津文三 郞！： 律 蟻 川 賢 之 助 等確實 なる 根據 なき を 以て 

從 はず 竊 かに 書 を 象 山に 寄せて 此れ を 質す 象 山 八 段 込 方 は 陸軍の 式 

にあらざる を 察し 書 を 作って 之 を辨じ 兼て 一 律を賦 して 答 ふ 『三 41^ 

屛 居 在 古 城』| 當 時 其 說 行 は れ ざ ft^ し が 後 果 し て 象 山 の 說 の 如 し 

〇 秋 望遠鏡 中 望月 歌 を 作る I 

年 譜 安政 三年  - 


〇 三月 アメリカ 總 

領事 ハリス 交易 

を 促す 

◦ 六月 老中 阿部 正 

弘 卒す 

〇 堀 田 正 篤 老中と 

なる 

〇 十二月^. 肿林大 

學頭津 田 半三郎 

をして 外交 を奏 

上し 勅裁 を 乞 は 

しむ 


〇 四月 廿 五日 小山 

田釆女 家老と な 

る 

〇 五月 廿 三日 馬 傷 

彌三郞 側役 頭取 

となる 

〇 九月 十日 佐久間 

庸左 衛門歿 (四 


年 譜 安政 四 年  五 二 

〇 十 一 月 牛痘 種 法の 乙と わ. =N を 草す 

〇 十二月 唐 宋八家 法帖の 魯公 筆法 十二 意に 跋す 

安政 四 丁 巳年 二 八 五 七) 聚遠樓 時代 (蟄居 第 四 年 目)  四十 七 歳 

〇 正月 題孔 夫子 畫像、 跋 先考 所 匾聚星 二字、 迅發擊 銃說、 士大 夫の 心得 を 作 

る 

〇 二月 宇宙 記跋、 書 常 陸 帯 後 を 作る  - 

〇 三月 古事記 傳に跋 す 

〇八月勝に贈^^たる書に海軍局創設にっき批評し魯土ニ國の外人雇聘 

を 引例して 放 ふべき rJ と を說く 

〇 十月 將 軍の 米 使 引見 を聽き 慷慨 禁ぜず 『忽傳 虜使入 都 城』 の作ぁ.=^i 

〇 十一 月 亡友 林大 輝の 像に 贊す 

〇 十二 月 三日 山寺 常 山の 外交に 關 する 質問 十七 ケ條に 答 へ 長 翰 を 贈る 

此月又 『外國 のうかみ は 入れて， Q か國 のうかみ はやらす いかに せん 

とか』 の國風 あ..？ - 


〇 正月 幕^ 堀 田 正 

篤 川路 聖謨岩 瀬 

修理 を 京都に 遣 

はし 外交に つき 

動 裁 を 乞 はしむ 

〇 四月 井 供 直弼大 

老 となる 

〇 六月 米 露 英佛の 

軍艦 踵き 到る 

〇 七月 將軍 家定薨 

じ 家 茂嗣ぐ 

〇 八月 朝廷 密勅を 

水 戶に賜 ふ 

〇 九月 間 部 設滕人 

京す 五 國條約 成 

〇 九月 梁 川 星巖歿 

す (七 〇) 

〇 十月 井斩 大老 大 

に 天下の 志士 を 

捕^ j:^ I 

〇 三月 九日 長 谷川 

深 美 病 氣の爲 め 

隱 居す 

〇 十 一 月廿 二日 鎌 

原 伊野 右衛門 隱 

居の 上愼を 命ぜ 

らる 


〇 冬 洪範の 註釋に 着手して 之 を 萬 言 の 上書に 擬 

家の 大事 を 決定せ しむる の 要 を辨ず 

安政 五 戊 午年 二 八 五八) 聚遠樓 時代 (蟄居 第五 年 目). 

.〇 正月 十五 日 依田 源 之 丞の名 を 以て 幕府に 封 事 

に 伺 ふ 許されず 

〇 春 洪範今 解 成る 又 春秋 辭命 準繩を 撰す 、 

〇 春 二回 門弟 馬場 常 之 助 を 京師に 派し 書 を 梁 川 

し 往復 數篇に 及ぶ 窨中廣 く 人 を 選んで 外國へ 

せ 其 形勢 を 探らせ 又 外國の 名士 を 招いて 本邦 

し 盛に 諸 學科を 興し 城 制を變 じ 遊民 を 禁じ 刑 

にし 工作 塲を 開き 大艦を 多くし 航海 商法 を復 

城 法に よう 備を 堅く し 新たに 親 兵 を 設けん 等 

關 白の 台覧に 入る  ， 

〇四月此れょ，c^先き堀田閣老條約.の勅許を乞ひ 

年 譜 安政 五 年  ， 


し 卜 楚の官 を 立て 、 B 

四十 八 歳 

を 上る 事の 許否 を 藩 老， 


星巖に送，.^て時事を陳 

出し 其 長ず る 所 を學ば 

にあらざる 藝 術の 師と 

罰 を 省き 器械 學を 盛ん. 

せん 又 皇城は 西洋の 築 

の 事 あ，， ：n 其 書 遂に 九條 

許されず 象 山 N> れを聞 

 i;i ——， , 


〇 〇 
付ら 衛 同職 山 十 
られ 門口 愼 m 二 
る翌 pf 嫌 を壹月 

日勤 'iHiT/r 岐サ 
愼を f 片ぜ家 二 
を 命 ら老曰 
仰ぜ 右る ili 小 


年 譜 安政 五 年  五 四 

き 憂慮 措く 能 はず 乃ち 米使應 接の 折衝 案 を 書し 藩主よう 幕府に 上ら 

しめんとす藩老望月主水等^Jれを然ft^とし目付役齋藤友衞をして之 

を 江 戶に携 へしむ 然れ ども 障害 あり. て 遂に 行 はれず 單に 藩主 幸敎の 

口上書 を 添へ 此れ を 川路 左衞門 尉、 岩 瀨肥後 守の 內覽に 供した ft- 

〇 此月 望月 主 水 外人 渡 來多艱 の 時節 指揮 行 届きた る廉 によ，^ 加增 せら 

れ たる を 以て 象 山の 勞を 多な. ON とし 賞 賜 俸 米の 內 一 人 扶持 を 修身 贈 

らんと せし が 象 山 は 公事の 爲に 私報 を受 くべ からず となし 固辭 して 

受けず 

〇 七月 人造 磁块を 造る 所謂 地震計なる ものな.. - 

〇此 月 二十日 山寺 常 山と 絕 交す 事 四月の 上書に 關す 

〇八月電池を作ft^之を試む 

〇 九月 三 村 晴山歿 、す 1^ 十 長歌 を 作.^ て 之 を哭す 

〇十月迅發擊銃圖說成る乃ち^-れを大老井伊掃部頭に献ぜしが翌年六 

月 蟄居 人の 著述 献上 不相 成と て 却下 せらる 


〇 五月 二  4" 五日 松 

陰の 檻 輿 获を發 

し 七月 江 戶の獄 

に 下る 

〇 八月 川路 聖謨愼 

を 命ぜら る 

〇 八月 廿 四日 佐 藤 

1 齋 歿す (八 ぺ) 

〇 十月 廿 七日 松 陰 

刑に 死す 

〇 二月 廿 九日 小山 

田壹岐 家老と な 

る 

〇 三月 廿 六日 眞田 

志摩隱 居の 上蟄 

居 を 命ぜら る 

〇六月廿ニ日3^?月 

主 水 家老 退職 愼 

を 命ぜら る 


〇 十二月 紀公 遺墨 跋を 作る 

安政 六 己 未年 (一 八五九}^=返樓時代(蟄居第六年目)  四十 九 歳 

〇 新年 作 『雪留 尼 嚴嶺。 春 到海津 城。 畫 船卜吉 夢。 短 管 學鶯聲 。屠蘇 朝 共醉。 鈹 

笛 夜 同 鳴。 寧 識五畿 外。 海 隅觸駭 鯨。』 

〇 四月 廿 五日 吉田松 陰 長 門の 獄に 在. を 裁して 『幕府 諸侯 何處 可恃。 

神州恢復何處下手，。^,-夫死所何處最當。』 と 言； 3 門人 高 杉晋作 をして 之 

を 松 代に 資し 象 W に 敎を乞 はしむ 談 時事に 及び 晋作 攘夷の 說を 主張 

す 象 山懇々 開 國の耍 を說き 『神州 皇極 崇』 『度 德未量 力』 の 詩 I を 示 

r  ^3  P  i  C  S  1-^  ^  c  a  5  '-  ^  ^ 此ニ詩 は文久 三年 七月 二十 二日 勝 

す H 曰 作 遂に^^と して まれり と. S ぷ 宛 書簡に あるより 觀れば 或は 後年 

の 作 かと も 思 はるれ ど 暫く 北 

澤正誠 年譜に 從 ひて 此に 記す 

〇 六月 爭座 帖跋、 楊 孟文石 門 頌跋、 題 漢碑後 を 作る 

〇 七月 男 K ニ郞 文武 修行の 爲には 外出 苦しから ざる 旨 重役よ § 達せら 


る 


七月 廿 一 日. 

村 上 誠 之丞宛 手簡 


〇 秋 攀雲閣 帖に跋 す 

年 譜 安政 六 年 


五 五一 


〇 正月 十二 日蘿 

使節 を咸臨 丸に 

乘 らしめ て米國 

に 淤す脇 麟太郞 

船長たり 

〇 三月 三日 櫻 田の 

變ぁリ 

〇 五月 五日 膨等横 

须賀 に歸着 

〇 八月 十五 日水戶 

齊昭^^ず<^ハ 一 ) 

〇 二月 二日 恩田賴 

母 家老 を む 

〇 二月 十五 日 望月 

歸 一郎 家老と な 

る 

〇 二月 廿 六日 側 頭 

取 長 谷川 三郞兵 

衛郡 奉行 兼 側つ g 

取と なる 側役 齋 

藤友衛 郡. i^- 行 兼 

側役と なる 

〇 七月 廿 八日 矢澤 

將監 家老と なる 

〇 十二月 廿 九日 鎌 

原^ 野 右衛門 隱 

居の 上 蟄居 を 命 

ぜらる 


年 譜 萬延 元年 

〇 十一月 ファン. デ〃 

0 此月賴 母子 講無盡 

萬延 元年 庚申 银ニ 八 六 

〇 元旦 作 『ふねよ せ 

は、 め』 

〇 新年 作 『四海 無 波 

足 名。』 

〇 正月 藩の 武具 奉行 

藩 主 幸 敎に呈 す 象 

〇 三月 樱賦 並びに 觀 

〇 歲晚詩 『孤 忠不報 

. 曾 旋。』 


五六 

ビ ユルク の 窮理書 を 精讀す 

を發 起す 義會 趣意書，^, CN 

〇) 聚遠樓 時代 (蟄居 第 七 年 目)  五十 歳 

し 四方の えみし もけ ふこ を はわ か 日の 本の 赛を い 

久 太 平。 遠 蕃土 物賀新 正。 後人 應 紀 今時 盛。 漢 武周宣 未 


よ 大 砲 改 鑄、同 鑄 立、 火 藥 製 造 等 

山の 起稿す る 所な 


關 する 意見書 


、文 久 二 年ノ 

十月 上書、 


？  £ る 書簡 第五 百廿 

^  B 成る 五の 頭註 參照 


承 嚴 譴。 歸 臥 家 山已七 年。 世事 渾如北 流 水。 朝 昏流下 不 


〇 五月 水 戶浪士 高 

輸 0 英國 公使 f 

を 襲 ひ 二人 を 傷 

〇 八月 外國 公使館 

を 品 川 御殿山に 

置く 

〇 十二月 和 宮將軍 

に 配す 

〇 此月竹 內保德 等 

英 船に 搭 じて 歐 

洲に發 す ， 

〇 四月 廿 九日 眞田 

志 摩 長 谷川 深 美 

永 螫居を 命ぜら 

〇 此日普 請 奉行 機 

田 小 藤 太 返 役の 

上嗔 申： k らる 

〇 長 ハが川 深 美 皇道 

述義を 著す 

〇 九月 十八 日 望月 

主水隱 居す 

〇 十月 藩 品 川砲臺 

守衛 を 免ぜられ 

更に 神奈 川橫濱 

邊 警衛 を 命ぜら 


文 久元辛 酉年 二八 六 一 ) 聚遠樓 時代 (蟄居 第 八 年 目) ， 五十一 歳 

〇 正月 『邊 海荐 開港。 中原 未改 途。』 の 律詩 あら 

0 春 古 鍵 斗 引、 識 斗考、 紙 W 齡 s、ws 跋三 神鏡^ 跋米帖 、跋林 律 乾墨蹟 おの 

作 あ，. - 

〇 五月 項 易 庵 畫册跋 、跋停 雲館帖 あ.^ 

〇 六月 勝 宛 書簡に 外 入の 取扱に 關し 『中庸の 九經 にも 柔遠 人と 申 乙と 

i 柔を 以て 服し 候 故に 柔 すと 申 候剛を 以て 服し 候と 申 事 は 御 武備 W 

全備の 上と 雖も有 御座 まじき 儀况ゃ 今に 於て を や』 の 語 あ. = - 

〇 七月 聚遠樓 の 附近に 落雷 あ， 9 記 落雷の 文 あ. y 

〇 夏 雷電 碑 を 撰す 

〇 八月 七日 朝 母 荒 井 氏 歿す 年 八十 七 年 法號圓 滿院妙 姓大姉 葬儀 を 松 代 

蓮乘 寺に 行 ひ 遺骸 を 西條村 般若 寺に 葬る 喪に 居う 喪 禮私說 を 著 はす 

九月 成る 

文 久ニ壬 戌年 二 八 六 二 M 遠樓 時代 (蟄居 第 九 年 目)  五十二 歳 

年 譜 文久 元、 二 年  五セ 


〇 正 刀 老中 安藤 信 

^坂 下 門に 傷け 

らる 

〇 四 月 伏见 寺田屋 

に 於て 薩藩 尊援 

の 志士 等 島维久 

光ん 命に ょリて 

同一 苍士に 听らる 

〇 五月 津 久光勒 

使大： 设重德 を 護 

して 江戶に 下る 

〇 八 nMS 津久 光の 

從士 生麥に 於て 

英人を 斬る 

〇 同月 京都に 政變 

あり 公武 合體派 

退けら る 

〇 閏八月 松 平容保 

京都 守護 職と な 

〇開 八月 廿ニロ 勅 

して 參勤" 乂代を 

ゆるめ 諸 3^ の 妻 

子 を國に 就かし 

む 

〇 九月 オラ ンダ へ 

留 m やの 爲め復 本 

等 長 崎 を發す 

〇 十 一 月 勅使 三條 

赏美姊 小路 公知 

江戸に 下リ 攘夷 

決.： Ji- の 勅命 を傳 

〇 十二月 高 杉 等 御 

殿 山英館 を燒く 


年 譜 文 久ニ年  五八 

〇 五月 跛漢 碑、 品 題 家 藏漢碑 叙、 跋 顏魯 公家 廟碑 あら 

〇 六月 懷素 帖跋、 及び 書 柳 歌集 後 を 作る 

〇 九月 夫 入 勝 氏 虎列剌 病に か，， る 象 山 親ら 看護 投藥し 一 ヶ月に して 治 

癒す 虎狼 病治驗 あ， C 

〇 此月 時事 を 痛論して 幕府に 上らん とし 稿 成. 門弟 白 井 平 左衛門 をし 

て 上嘗の 許否 を 藩に 伺 はしむ 

〇 十月 藩主よ， リ擬 上番 內覽の 命 あ- >  乃ち 別に 一 誊を 裁して 藩 政 を 論じ 

併せて 乙れ を 藩主に 上つ る 

G 十 一 月 下 旬 京 信 ぁ .s- 樱 賦 天 覽 に 入 し を 傳 ふ 象 山 感 喜 五 絕 及 び 長 句 

を 作る 歸 

〇 十二月 六日 江戶の 義弟 村 上 誠 之 丞に書 を 送. て 時事 を 論じ 村 上の 名 

を 以て 乙れ を 幕府に 建白 せん 乙 と を 勸む此 誊は翌 々年 京都に 於け る 

象 山の 運動 方針と 觀 るべ きものな， 

0 此月 精細なる 獨逸 版の 世界 地 圆を得 蘭獨辭 書に よ ftN て 此れ を 閲し精 


絕妙絕 と 賞す 

〇 此月 幕府よ， CN 攘夷の 事に つき 諸 藩の 意見 を徵 する を 以て 藩老 よ， CN 象 

山に 內問 あら 象 山よ. て 攘夷の 不可なる 所以 を誊 して 之 を呈す 

藩 主の 意見と し て 慕 

府に進 達せられたり 

〇 下旬 長 土  二 藩 各 使 を 遣 はして 象 山 を 招く 

, 〇 長 藩 は 山形 半藏 I 戶久坂 玄瑞を 土 藩 は 衣斐 小 平、 原 四 郞を遣 はし 

, 殊に土藩は其藩主ょ-^松代侯にぁてたる手誊を携へしめたft^こ 

れょ，c^先長土ニ藩主象山が國家有用の材を抱ぃて空しく伏蟄の 

厄に ある は 天下の 至 計に あらず としこれ が 赦免 を 幕府に 請 ひ I 

髓龍 (f は 確) 是に至 ft- て 赦免 次第 これ を自 藩に 招かん と豫 かじ 

め 內諾を 求めん 爲に. 來れ るな....。 十二月 晦松 代に て 山 縣久 坂兩名 

よ. c> 長藩來 島、 麻 田に 送れる 書 狀に當 時の 狀况を 認めて 『此度 水 

府へ 廻う 直樣松 城へ 罷越 候處 最早 容堂 公よう 御 書翰 を 以て 象 山 

翁 御 招 被 爲在候 段 御 乞 合と して 御 使者 罷越申 候 小生 共 公 誊持參 

年 譜 文 久二年  五 九 


年 譜 文 久ニ年  .  六 0 

も 仕らぬ 位に 付 公然 役人 共 へ 論 もなら ず當人 へ 公 意 丈け は 達 置 

申候內 輪の 舊弊 一 洗 仕らず て はならぬ 事の よしに 付 追々 翁 もお 

本 藩に 入用 も 可 有 之 他に 參る事 は 六 ケ敷樣 子に 候 攘夷 之 儀 は 小 

生 共 考之處 と は 合 不申候 得 共 何分 兵制 城堡 砲艦の 事よう 貪に 此 

大老 先生 無 之て は 不相叶 いかにも 殘念之 至 也 此後當 分の 處は有 

志の 士を 撰此 藩に 遣し 此 翁に 隨從 して 學問 致させ 度 ものに；^ 之 

候 御 親 □ などに も 妙 論 有 之 可 申 何分 寸楮 の盡す 所に 無 之に 付 何 

、 も 上京と 存候 ： ： . 桂よ， CN 御 贈の 島 縮緬 糙に 落手 翁 殊の外 感喜之 

事に有之候』 iぁ，c^ 

〇 井上 侯！ f  1 1 井が 其 思想 ー變 して 洋行す るに 至らし も久坂 等よ 

,9 象 山の 海 軍談 を傳 承して 决意 せし ものな， CS とい ふ 

〇 十二月 廿 九日  學校督 學佐久 間 修理 

先達 而 不屈 有 之 蟄居 申 付 置候處 京都よ， CV 被 仰 出 厚 御 趣意 も 有 之付此 

度御免可申渡旨板倉周防守樣御差圆の旨町奉行淺野備前守讓ょ，c^御 


〇 二月 長 藩 長井骓 

樂開國 公武 合體 

を 謀りし 故を以 

て 藩より 自殺 を 

命 *ij らる 

〇 三月 將軍家 茂 上 

洛す 

〇 三月 英 II 橫濱に 

來 り生麥 事件に 

つきて 强硬 談判 

を 行 ふ 

〇 同月 廿 一 日 松 代 

藩主 兵 を 率ゐて 

松 代を發 し横濱 

を 警衛す 

〇 五月 十日 を 攘夷 

の 期限と 定む期 

到り 長 藩 馬關に 

外 艦 を 砲撃す 

〇 六月 將軍 大阪ょ 

り 海路 江 戶に歸 

0 七月 英艦薩 摩 を 

砲擊す 

〇 八月 十八 日 公武 

合體派 勢力 を復 

し 七 卿 長 州に 走 


達 有 之 候 其 段 可 被 相 心得 候 

〇 此 年長 州の 小 倉 健作來 つて 象 山 を訪ふ 

文 久三癸 亥年 二 八 六 三) 聚遠樓 時代  五十 三 歳 

〇 正月 二日 藩主 幸敎に 謁見し 藩 政 改革に 關 する 意見 を 述べ 三日 城 中に 

於て 藩老 等に 對し其 無 能 を 詰 る 

〇 十日 自薦め て 學政及 兵 政に 當 らんと する の誊を 藩主に 上つ る 

〇 此月 四日 藩 土 州 侯の 乞 を謝絕 する に 决し象 山 をして 其 返 簡を稿 

せしめし が 俄に 變 じて 八日 出發 用意の 內命 とな. 有志 者の 引留 

蓮動とな，c^遂に又沙汰止みとなれ-^ 

〇正月十五日藩主ょ.^象山に與 へ し書下文ぁft^ 『其方 此度國 政 向 

に 付 申立 候 趣 赤心 之 程 熟 覽に及 候 然る 處尙深 盧候處 も 有 之に 付 

申立の 趣 取 用に 難 相 成 最も 右 一 條 にて は 不及再 目 通 其 段 可 相 心 

得 候 以上』 

〇 此頃又 藩 政に 關 して 板 倉 周 防 守に 上らん とする 陳情書 を 草す 

年 譜 文久 三年  六 一 


〇 十：： 御 親 兵 を 解 

散す 

〇 十 一 月^. 肝縱港 

の 使節 を 外國に 

發  

〇 三月 十：：！ 永 田 町 

留守：： 蟥川^ 之 

助鐡砲 舉行武 =1 ハ 

^^-行を兼ぬ 

〇 三月 十九 日 使役 

金兒忠 兵衛武 0:^、 

泰行を 兼ぬ 

〇 三ガ十 九日 眞田 

志麼鎌 _ぬ 仆野右 

術 門 蟹 居 を 免ぜ 

られ 志聯は 四月 

七日 伊野 右衛門 

は 五月 三日 何れ 

も 召 出され 家老 

となる 

〇 六 》:! 松 代 藩よ リ 

御 親 兵 六 人 を 出 

す . 

Q 九月 十三 日 高 野 

廣馬 儒者 兼 侍講 

となる 

〇 十お 十五 日 山寺 

源 大夫返 役の 上 

閉門 を 命ぜら る 


年 譜 文久 三年  i 一 

〇 赛騎竭 にて 頻々 郊外に 出づ 騎馬の 詩 多く 此 時に 成る 二月 十二 日 馬 を 

杳野 村に 驅ぅ 地獄 谷に 遊び 一 泊して 歸， c> 又 佐 野 村に 遊び 寒澤の 山林 

に 入ら 大筒 臺木 を撿 分して 藩へ 献納せ しめし 事 あ. 5 

〇 三月 十三 日 藩主 男子な きを 以て 世嗣の 設定に 關し 有志と 連名の 建白 

窨ぁ. ON 

0 同月 廿 一 日 藩 生 幸敎江 戶に發 せんとす 象 山 一 書 を 呈し是 迄の 建白 意 

見 を 採用 せられん rj と を 促す 

〇 六月 門人 久保 三郞 |g 親 軍に 徵 され 京都に 赴く 象 山 文 を 作って これ 

に 贈る 

〇 七月 恩 田 柳 泉の 畫 像に 題す 

〇 七月 末傳奏 飛鳥 井 大納言 よら 『信 濃 守 家 來佐久 間 修理 義 御用 之 儀 も 

被爲在 候に 付 御所 表よ， 9 被爲召 候ても 御請 可 申 上 哉 否』 と 藩 留守居 

役に 內問 あ，^ 八月 十三 曰 象 山に 內 達せら る 象 山 感激 再 命 を 待つ 題 伯 

1像| の詩ぁ.c^已にして朝廷十八日の政變ぁ.c^九月下旬に至.，， 『最 


〇 正月 將軍 上洛 參 

內す 

〇 二月 松 苹容保 を 

軍事 總裁 とし 松 

平 春嶽を 京都 守 

護 職と す 

〇 三月 一橋 慶喜禁 

裡 守衛 總督攝 海 

防禦 指揮と なる 

〇 四月 廿日 朝廷 幕 

府に 勅して 橫濱 

鎖 港 を 促す ， 


早 御用 筋 無 之に 付 被 爲召間 敷』 との 沙汰 あ.^ て 中止と なる 稀 

. 和 泉の 推薦に 

よるとい ュ 

〇 十月 十日 夫人 順 子母歸 寧の 爲め 江戶に 出立 十五 日 赤 坂 邸に 着す 

〇 十 一 月 玉 川 マ 學に書 を 託し 小 林 虎三郎に 謝意 を 致す れょ. 先き 八 

月徵 召の 沙汰 ある や 象 山 子 恪ニ郞 の 敎育を 虎三郎に 囑し 其諾を 得て 

未だ 遣 はさず 已 にして 沙汰 止と なる 乃ち 此託 あら 

〇 此年 原書に ゥき 西洋 馭 馬の 術 を 練習す 

〇 石 黑忠藤 男の 象 山 を 訪問せ し は此年 春の ことなり 

元 治 元 甲子 年 二 八 六 四) 聚 遠樓 時代、 上洛 時代  五十 四 歳 

〇 二月 四日  無 役 佐久間 修理 

其方 不應思 召義有 之に 付 逼塞 被 仰 付 之 (I 日)  ， 

， 〇 門弟 矢 島 源 左衛門 同小 次郞の 事に 連坐せ るな うとい ふ .， 

〇 三月 七日  無 役 佐久間 修理 

以 別儀 逼塞 御免被 仰 付 之。 

年- 譜 元 治 元年  ，  六 三 


〇 四月 卄 四日 七 社 

に泰幣 して 攘夷 

の 成功 を 祈る 

〇 四月 サ 九日 家 茂 

參.2:して^I^f;室推 

の Ml 十八 條及 

供御^ 貢の 事 を 

奏す 

〇 六月 五日 一 橋會 

の 兵 池 田屋に 

续複 派の 浪士を 

殺す 

〇 六月 廿£ 日中 山 

忠能等 署 して 

橫濱鎖 港 を 幕 

に 督促 せられん 

こと を 11 ふ 

〇 六月 廿七 日長 州 

浪士等 峻峨天 龍 

寺に 入る 松平容 

保 禁門を 鎖して 

蕃衛 す 


〇 二月 六日 藩老 望 

月歸 一 郞返職 

〇 三月 本年 七月よ 

リ 九月まで 松 代 

藩に 魏裹 南門の 

守衛 を 命 せらる 

〇 四月 朔長 谷川 深 

美 蟄居 を 免ぜら 

れ 周旋 方と して 

京地の 狀 勢を視 

察す 

〇 六月 十四日 藩主 


年 譜 元 治 元年  ，  六 四 

御用 之 品 も 有 之 候 間 早々 上京 可 申 付旨從 公儀 御 達 有 之 候 付 上京 被 仰 

付 候 早速 可 有 出立 候。 

上京 被 仰 付 候 付 駕籠 一 挺 馬 一 疋 道中 往來並 在京中 上下 仕切 御 賄 被 下 

置 之。 

京 着 之 節酒 井 雅樂頭 樣水野 和 泉 守 樣有馬 遠 江守樣 御旅 宿へ 可 致御屆 

事 御 呈書等 出立 之 節 可 相 渡 候 供 連 之 義若黨 贰人槍 具足 櫃分持 合羽 籠 

草履 取と 可 被 相 心得 候。 (ま 日 1 畴 I 難 ぼ？ 續 

〇 三月 十七 日 松 代 出 發路大 垣 を 過ぎ 小 原 鉄心に 面し 廿 九日 京都に 着す 

途中 『此行 好 時節』 の 詩 あ. 9  I 

〇 四月 三日  眞田信 濃 守家來 佐久間 修理 

海陸 御 備向掛 手 附御雇 被 仰 付 御 雇 中 御 扶持 方 二十 人 御手 當金 十五 兩 

被 下 之 

象山此 命に 接して 心 平なら ず此 等の 小事 は 他人に 命ずる も 可な ftN と 

謂へft^然るに數日を經て其驥足を伸すの時始めて至れft^ 


松 代 を發し 二十 

八日お に 入る 

眞田志 摩 ic^ 野^ 

馬 之に 隨ふ 

C 六月 二十 九日 松 

代 藩太秦 口の 警 

備を 命ぜら る 言 

を 設けて 之を辭 

す  


〇 四月 十 m 山 階宮に 謁し 時務 を 言 上し 御 庭前に て 洋式の 馼馬を 台覽に 

比ハす rJ れょ， CN 謁を 得る 乙と 前後 四 回  . 

〇i- 月 十二 日 一 橋慶 喜に 謁し 大に 時務 を 論じ 幕府 從來の 政策 を 難ず 

〇 四月 十四日 一橋 慶 喜に 上書す 

〇 四月 十六 日 藩の 知人に 書 を 贈ら 此際 天下の 爲に 一策 を獻じ 若し 用 ひ 

られ ざる 時 は 直に 退京す るの 意を述 ぶ 

〇 四月 十六 日  佐久間 修理 

右 御用 之 品 も 有 之 候 間當分 在京 可 罷在候 尤御雇 中 御手 當之儀 は 四十 

人 扶持に 被 成 下 最初 被 下 候 御手 當 二十 人 扶持 並 金 十五 雨 は 上 ft- 候 間 

其 段 可 申 渡 旨 和 泉 守 殿 被 仰 渡 候 依 之 申達 

〇 四月廿 二日 再び 一 橋慶 喜に 謁す 

〇 四月 廿 三日 山 階宫に 謁し 始めて 開港の 說を陳 ず 

〇 四月 廿 七日 杉 浦 兵 庫 頭に 面 會其節 朝廷 一 二の 大臣 を說 破すべき 內命 

を 受く 

年 譜 元 治 元年  . 六 五 


年 譜 元 治 元年  六 六 

〇 此月 京師 警 衛の策 を 述べた る 上番 あう 

〇 五月 朔將 軍に 謁す 

〇 五月 三日 中 川宮に 謁す これよ.^ 謁を 得る こと 前後 二回 

〇六月十<日山階^:^1に謁し天下治平の策を献ず 

〇 六月 二十日 付 山階宫 よ， 中 川宫に 送られた る 書に 『佐 久間修 ii: 

參，.^此節の國體に付尤神妙の事共申出候へ共中々私共の短才て 

は 何共 難 申 候 間 貴 王へ 參 上申 上 候 樣申置 候 定めし 參上可 及 言 上 

候 間 可 然御勘 者 希 入 候佐久 間の 一 策 御用に 相 成 候 は て 一 先 世上 

も 治ら 候 哉と 被存 候』 と あ， ON 

G 六月 廿 五日 昨日 長 藩 兵士 河內平 潟よう 丹 波路 を 經て嵯 蛾 天 龍 寺へ 入 

るとの 風說 ある を 以て 騎 して 往き 探索す 

〇 六月 廿七 日夜 大津に 赴き 此日 同地に 着せる 藩主 幸敎に 献策す る 所 あ 

..^ し が 藩 論 尊 懷 に 傾 け る を 以 て 行 は れ ず 又 彥 根 藩 の 衛 士 と 談 ず る 所 

あらしが 要領 を 得ず 翌 未明 空しく 歸る 


〇 六月 廿九曰 羽 生 致 m 來訪談 主ヒ遷 坐の 事に 及ぶ 

〇 蓋し 象 山の 此見皆 尊王 愛國の 至誠より 出て たる ものに て 一 は 我 

が 邦 都 城の 制備 はらず 一 朝 外 國と事 ある 時皇 城の 守.. ノ難 きを 憂 

へたる と、 一 は 攘夷 論 者 を 宮 闕に近 づ かしむ る は 國家を 危地に 陷 

いる、 所以 なる を 信じ々， ると により 此ニ條 の 見地よ らして 比較 

的 安全なる 地に 主上の 遷幸 を 仰ぎ奉らん としたる ものな， 9 

〇 七月 朔 二 條關& に 謁す 

〇 七月 四日 佛 光寺に 於て 藩主 幸敎に 謁す 

〇 七月 六：： ：！ 再び ニ條關 白に 謁し 大に 時事 を 論ず 

〇七月七日羽生致矯來訪し刺客警戒の事を勸む象山括然た-^gl 

〇 七月 十 一 日 山階宮 に 伺候し 歸途 夕刻 三 條木屋 町に 於て 害に 遭 ふ 十三 

日 京都 花園 妙 心寺內 大法 院に 葬る 法 號淸光 院仁啓 守 心 居士 

〇 刺客に 關 して は 『 m § 忠正公 動 王 事蹟』 に 次の 如き 記事 あ.. - 『畏 

州の 方て は 何んでも 幕府が 鳳 漦を彥 根に 移す さうて あるが 楚は 

年. 譜 元 治 元年  .  六. 七 


年 


譜 元 治 元年  .  六 八 

佐久 間修现 が計畫 したので あるとの 評判が あつたから 彼奴 を 斬 

り 殺して 了へ とい ふ 論が 壯士の 間に 起った それて 佐久 間が 西洋 

馬具の 馬に 乘 つて 木 屋 町の 三 條 上る 所 を 通行す る 時 松 M 虎太 郞 

河 上彥齋 とい ふ 二人の 浪士が 行って 斬り 殺しました 長 谷川 鐵之 

助の 日記 を 見る と 長 谷川と 大樂源 太 郞が佐 久間を 殺さう とい ふ 

志 を 起して 久 坂に 相談 をした 處が久 坂が 言 ふに お前 達 は 別に 川 

ゐる 所が あるから ソ ンな 事の 役目 はせ なくても 宜しい 誰れ か 外 

の 壯士に 命ずる からと 言 つたと い ふこと が 書い て あ. CS ます 其內 

に 今の 松 浦と 河 上と が 行つ て 殺した ものと 見えます』 

〇 四月 十八 日 島 津久光 退京す 發す るに 臨み 其 臣高崎 兵 部 g をして 

細 上布 紙 布 縮各壹 端 を 象 山に 贈らし めし 事 同 曰 白 井 宛の 番 简 に 

見えた， 9 又 北 澤正誠 年譜に よれば 久 光の 將に國 に 就かん とする 

や 丘 〈部 をして 象 山に 說 かしめ て 曰く 即今 攘夷の 說蕺 下に 满っ先 

生獨， 之 を 奈何 せんや 若かず 身を脫 して 藩に 歸. 時の 來るを 待 


たんに はと 先生 肯ぜず 云々 

〇 大法 院は藩 祖眞田 信 之 由緒の 寺に て 後 幸 貫に いた，"^ 特に 歸 依し 

院祿 五十石 を 寄進せ しこと あ，^ 

〇 七月 十四日  t 佐久間 修理 親類 

佐久間 修理 此度被 致 切 害 候 始末 重，^ 不應 a 召 候に 付 御 知行 並 屋敷 地 

共 被 召 上 之 (講- 日) 

明治 三年 (一 八 七 〇)  "&後 六 年 

〇 二月 廿 二日 .ノ  亡 佐久間 修理 親類 

佐 久間恪 二 郞去寅 七月 中 尋. 之 筋 有 之 付 御 預申付 置候處 重御預 中致脫 

走 候 條御藩 法 を不憚 不屈 至極 之 事 候 依 之 嚴霊申 付 方 有 之處從 朝廷 被 

仰 出 之 次第 有 之 付 出 格 之 御寬典 を以尋 之義御 流し 脫走之 罪 被 免 候 事 

〇 二月 廿 三日  . 佐久 間^  ニ郞 

亡父 修理 先年 於 京地 被 殺害 家 斷絕に 及 ひ候處 先祖より 數代 奉仕 之內 

に は武藝 出精 之 者 も 有 之 其 上 修理 文武 厚心懸 殊に 西洋 砲術 傳習 未た 

年 譜  六 九 ■ 


年 譜  セ〇 

世間に 稀なる 時に 當 ft- 獨ら 奮って 原書に 就き 研究し 門弟 共へ 親切に 

致敎授 候よう 牲々 御用 立 候 者 共有 之に 至る 其 功 勞不少 々依 之 出 格 之 

■ 寬 典を以 家名 相 建 元 高 之 內七拾 石 其 適宜 籾 五 拾 貳俵壹 斗贰升 五合 差 

遣 給 人中 付 候 事 (、| 日) 

明治 廿ニ年 二 八 八 九)  殁後廿 五 年 

〇 二月 十一 日 正 四 位 を 贈ら 


委員 常 松 麗藏稿 を 起し 未だ 脫 稿に 至らず して 

止む 乃ち 其 稿 を 骨子と して 乙れ を 編纂せ.^ 

三井圓 ニ郞識 
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養子 


〇 佐久間 安政 ー 女 

飯 山城 主 


-女 


岩間 市 兵 衞淸重 

長 沼 一一 仕フ .1 


女 
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- 岩間 治 郞左衛 門淸村 
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ナ ル 


此略系 は 左 の 五書 を 參考し て 編した る ものな り 
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佐 久間氏 略 系 

參 


佐 久間氏 略譜 


象 m 稿||！^^^ 


佐 久間氏 之 先。 高 望 王 之 後 也。 王 桓 武帝皇 子 葛 原 親王 之 孫。 實 高見 王 之 子 也。 宽 平 

元年 八月。 始賜平 姓。 尋 任上總 介。 王 生 良 文。 爲鎭 守府將 軍。 良 文生爲 通。 從 五位 下 長 

門 守。 處 於 相模國 三 浦 莊。 由 是爲三 浦 氏。 爲 通生爲 次。 稱 平 太 郞。 勇 武絕偷 。名 振 關柬。 

從源義 家。 伐 淸原武 衡。 有 功。 爲 次生義 次。 爲 相 模 介。 稱 三 浦 介。 義 次生義 明。 稱大 介。 爲 

人 剛. 毅。 守 信 義。 治 承 末。 源賴朝 g 起 兵。 傳 檄關柬 。義明 謂 族 子 曰。 兵 衞 佐 君。 我 累 代 之 

主 室 也。 今 奉 院宣 擧 義兵。 不可 不與竭 力 也。 乃 帥 衆 赴 賴朝之 軍。 未 至。 聞 賴朝敗 死。 引 

而 歸。 據 衣 笠 城。 鄕 畠 山 氏 之 兵。 城 陷。 終 戰 U  。時 年 八十 九。 義 明生義 赛。 稱 多々 良 五 s。 

義春 生家 村。 稱太 郞。 知 安房 國佐久 間莊。 於是爲 佐久間 氏。 無 子。 因 以從兄 和 田左衛 

門 尉義， 之 孫 新兵 衛朝 盛。 爲 嗣。 朝 盛 生 家 盛。 稱 與 六。 家 盛 生 爲 盛。 稱 兵 衞 尉。 爲 盛 生 

朝 村。 稱 與 六。 物 村 生 常 朝。 稱兵衞 尉。 常 朝生爲 明。 稱 與 六。 爲 明生宗 朝。 稱 兵 衛 尉。 宗 朝 

生 朝 明。 稱與 六。 朝 明 生 朝 次。 稱 與 六。 朝 次 生 安 盛。 稱 兵 衞 尉。 安 盛 生 g 通。 稱 與 六。 碰 通 


生 朝 次。 稱久 六。 朝 次 生 盛  。稱久 右衛門。 後更久 六。 爲 尾 州 犬 山城 主。 從 織 田 信 長。 於 

美 濃 之 役。 艇 有 功。 江 州 箕作城 之 役。 先 登 蒙 賞。 蚤 卒。 次 娶柴田 勝 家姊。 冇 長子 曰 盛 

政。 玄 蕃 允。 次 曰 安 政。 稱 久 右 衞 門。 次 曰 勝 政。 稱三 左 衞 門 尉。 從 舅 氏 襲柴田 氏。 次 日 勝 

之。 皆 S 勇武 閱 天下。 勝 之 始爲勝 家 之 義子。 稱源 六。 後 佐 々 內 藏介。 以 女 妻 之。 因襲 佐 

ふ、 氏。 及 從 豊 臣 秀 .{^n  。復 爲佐久 間 氏。 叙 從 五位 下大膳 亮。 爲 信 濃 國長沼 城 、王。 領 一 ず： 

三 千 石。 娶 秋 元： 渡 守 女。 生 勝. 高。 慶 長 中。 勝 之 歸于大 朝。 爲 相伴 激。 寬 永 甲 戌 歲。 爲 駿 

ffi 警 衞。 是 年 冬 卒於府 中。 勝 高 嗣。 怖 藏 人。 娶 松 平 因幡 守姊。 生 勝 豊。 稱 權 之 助。 勝 高 卒。 

滕豊嗣 。從 五位 下備中 守。 後 爲 安房 守 。娶 本 多 美 作 守 女。 有 子曰大 膳。 夭。 因 以秋月 佐 

.. 渡 守 S 信 之 第 四 子 勝 P 。爲 嗣。 勝 豊 卒。 勝 親 嗣 。 元 祿 中。 有 故 國 除。 先 是。 當 勝 之 招士之 

時。 有 S 崎 新 负 衞 者。 驍 男而 才能 過 人。 嘗 仕 武 .田 信 .玄 。受 俸 三十 赏。 與 隣 境 之 主 有 仇。 

ま 之 だ 伏 srm 姓稱。 曰 岩 間 市 兵 衞 淸重。 終 歸 於. 勝 之。 勝 之 以， 其 兄 備. 中 守 安 政 之 女。 

女 之。 祿 四 ； 白 右。 擢，， 爲 大 老。 無 男。 因 女 鶴 田淸右 衞： 門 之 子 與作淸 繼。 以 爲嗣。 淸繼有 

名。 大 阪 之. 役 有功。 矢 城 越 中 守 證之。 獎 賜 一 一 百 石。 因 使 長子 淸 政。 爲 淸重 之嗣。 自 受 

新 賜。 襲 氏 如 故。 萬、 治 一 一 年 Kf 淸 繼 卒。 次 子 淸 村 嗣。 稱 次 郞左衞 門。 元 祿 中。 佐 久間氏 絕„ 

佐久 IE 氏 略 系..  一一」， 


大 

夫 

御洒 

家 井 

中 維 

樂 

樣 

佐久 W 氏 略 系  E 

藩 E 離 散。 淸 村 守 節。 不 欲 W 仕。 卒 于江 都。 淸村 次子 曰 三 左 衞門國 品。 享 保 籾。 仕 眞 田 

信 仏 公。 受 » 百 石。 國 品不任 懷舊之 思。 遂 從曾祖 a: 。爲 佐久間 氏。 及 老 無 男 MJO 林覺左 

衞門子 幾 彌。 以 爲 嗣" 3 女 女 之。 無 何 幾 彌沒。 子 岩 之 進 嗣" 夭。 家 絕。 府廷憫 國品多 年 之 

勤。 一 旦而 滅。 別 以五ロ 米。 賜 國 品 。國 品 因 請 其姊之 出。 村 上 彥九郞 之 男。 彥 兵 衞國 正。 

以爲嗣 。國正 加 受俸金 五雨。 無 子。 以長 谷川 千 助 之 次子 一 學國 善。 爲嗣。 

、 一松 代 藩 g 系圆ー 竹 内 S 左衛門 m 定著脾 f-wf  5 

- 女子 奧村新 左 衛門妻 


-同與 左衛門 te^ 


村 上 義^ 家牢人 

佐久間 男 

〇 佐久間 平大 夫- 


- S  七-— 同 三 五郎 

- 女子 岩間 治 郞左衞 門 1^^— 佐 久間三 左衛門 

- 同 駒 之 助 


—同 三 左衛門 

i 女 子 大胡善 

- 同 善 八 眞田义 八郞樣 御供 切腹 

—同 與左衛 門 te. 與左衛 門 

，同定 右衛門 sffis 同小 大夫 Ipl^ 同定 右衛門 養子 恩 田 治 左 衛門子 

- 同市 郞左衛 門 左衛門 養子 


二、 一松 代 家中 系譜 


-同 小 市 

—同 監彌十 河 加兵衛 養子 

- 同 左 rS: 

_ 女 十： ：- 川 彌兵衞 妻 

落 合 保 考撰大 日 方 直貞補 I 緣 ば の 


沼田 衆 


用 成 II 依テ 段々 修行 シ 

テ馬役 トナリ 後- 1 ハ 八 

州 無双 ノ 上手 也 江戶ノ 

愛 { 石ノ キザハ シヲ乘 上 

タリ 卜云フ 


osa^^f ハ左衞 門— 圭左衛 門 f 彥七 fwfi 郞 4 喊狄 Ml 默 J^f ま ir 

巾 公 初 テ出ル I 器 I 巿郞左 衞門駄 §^lm?lR か 打果ス 江？ ァ 

-源 大夫赚 II 門 I 源大夫 MitisgKll^t 

-貞 右衛門— 小大夫 衞守側 頭取，. 衞守 三 之 丞^^^^^ 一 

I 左 內 小姓 若 死 無 子斷絕  一 丄ニ之 介 御 小姓 

1^ 市 小姓 若 死 無 子斷絕 

1^ 彌十河 嘉兵衛 養子 ： 


Bt、 本 藩廢古 諸家 S 系 


著者 不明 


佐 久間氏 略 系 


五 


^久問 氏 略 系 


佐久 與左衛 門- 


六 

-佐久 間ーーー 左衛門 佐久間 sls-?s:  

生 ，v  nsi、」；： 15^-:^ぽ1,11:^持生\ 35-1^小4^ 」.、壯死矢野小平太 二 男養子 

■^A^Bm.^-^#r  :3^1ク05-..?^ナキ申立未熟ノ儀ーー ツキ 斷絕 

ns- 一に， ^五雨 三ん 抉 持 御 小姓 病死 潰 

■ ぉク ブ P レ ヤシ キ佐久 間 彥大夫 同居 

^  ivn 句. X 一力 實同苗 三 左衛門 子七兩 

fi^p^i  _ 一良— ぉヌ n^iiM 圾 三人 扶 iJJ:- 法名 破 額 運 刀 

右 駒 之 助 御 小姓 元祿 三ハ+ 七月 廿 六日 切腹 被 仰 付 介錯 齋藤 仁兵衛 


三 ^三 五郎 病死 ノ處太 m 助大 夫子 鹿 之 助 申立 家滅 ヤシ キ殿町 石 

—2 &ク RE 三 良川吉 右衛門 又 樋ロ淺 右衛門 义靑木 勘 之 進 又 竊野左 門 今 


五、 一松 代 藩 監察 日記 一 享保 十三 戊 申； 牛 八月 九日の 條 


岩 間 一 學 

母方 之 名字 佐久 間と 相 改め 名 三左衛 門と 改度旨 願 之 通 被 仰 付 


象 山 全集 上卷 目次 

肖像 及 遺墨 

碑 文  . 

序 及 例 言  . 

佐 久間象 山 年譜 

佐久間 氏畧系 

以上 卷首  . 

省 誓錄  1 頁 

上 書  六 養 

象 山淨稿 (漢文)  ::. 三 一四 頁 

文 稿 (漢文)  ，  五六 五 頁 

礮 卦：：  七 〇 一 頁 

0 次  一 


u  次  二 

歡學圖 編  -  ： 七 一 七 頁 

迅發擊 銃圖說  七 六 一 頁 

女 訓  七 七 五 頁 

喪 禮私說  •  七 八 九 頁 

象 山 先生 詩鈔  八 六 九 頁 

詩 稿 ：：•  九 S 三 頁 

和 歌 …… -  ー〇 四 九 頁 

日  &  ■ 

鞘 野 曰 記 ……  ，1〇 七 五 頁 

浦賀 日記  一 一 二三 頁 

横濱 陣中 曰 記  一 ニニ 一  頁 

雜 說…  。  一 一 ニー 九 頁 


安政 元年 吉田松 陰の 事に 坐し 

江戸の 獄に 在りし 時 腹 稿し 出 

獄 後筆錄 せる ものな リ 


省譽錄  • 

象 山 平大星 g 名 子 明 氏 

嘉永甲 寅。 夏 四月。 大星以 事 下獄。 在 繋 七月。 省 愆之餘 。弗 無 所 

述。 然 獄中 禁筆硏 。不能 存藁。 故 久而多 忘。 旣出而 錄其所 臆 記。 

藏諸巾 笥。 以 貽 子 孫。 如 其 擧 以 示 衆。 則 吾 豈 敢。 

所行 之 道。 可以自 安。 所得 之 事。 可 以自樂 。罪 之 有無。 在 我 而已。 由 外 

至 者。 豈足 憂戚。 若以 忠信 受譴爲 辱。 則 不義 而富且 貴。 亦 在 其 所 

榮耶。 

有人 於此。 憂 君 父 之 疾病。 而求 之藥。 幸而得 之。 且知其 必有效 也。 則 

不問 其 品 之 貴賤。 名 之 美惡。 必請之 於 君 父矣。 君父惡 其 名而不 

許。 則 多 方 謀 之。 竊有進 之 乎。 抑 亦 座 而俟其 啓 手足 歟。 臣子 至誠 

省 誓 錄  一 


惻怛之 情。 固 不可 座視 其 病患。 則 雖知後 逢 其 怒。 亦豈得 不竊進 

之 哉。 

人 所不及 知。 而我獨 知 之。 人 所不及 能。 而我獨 能 之。 是亦荷 天之寵 

也ぶ 何 天之寵 如此。 而惟爲 一 身 計。 不爲 天下 計。 則 其 負 天 也。 豈不 

亦大 乎。  . . 

自古懷 忠被罪 者。 何 限" 吾 無 怨焉。 但猶可 及爲之 時。 而不爲 。將使 病 

弊 至 於 不可 復救。 是則可 悲已。 

縱予今 曰 死。 天 下 後 世。 當 有 公 論。 予 又 何悔何 恨。. 

身 雖在囹 圄。 心 無 愧 怍。 自 覺 方寸 虛 明。 不 異 平 日。 人 心 之 靈。 與 天 地 

上下 同流。 夷狄 患難。 累他不 得。 亦可驗 也。 惟 北 闈年滿  <  十。 飮食 

座 臥。 非 予 不 安。 自 予 逮 繋。 音 問 不 通。 動 靜 不 知。 其 憂 慮 苦 悶。 當 如 

何 哉。 一念 及 之。 尤難爲 情。 然亦 以理排 遣。 不至累 心。 • 


Ifjn 不履此 境お- 此省覺 。經 一 跌。 長 一 知。 果非虛 語。 

振拔 特立 可也。 激 昂 忿 戾。 不 可 也。 

心戒走 作。  . 

心 曰秉。 曰 操。 亦 是 時時 提 撕。 以 理勝之 之 謂。 

吾 雖久從 事 格 物。 內而 家庭。 外 而鄕黨 親朋。 異時 停調處 置。 頗以爲 

.當 者。 徐而省 之。 往往 有大 過不及。 不滿人 意。 皆是 工夫 未熟。 人情 

世故。 未 得 通徹故 也。 可 不策勵 哉。 

格 物 之 於 天地 造化。 却 易。 於 人情 世故。 却 難。 吾人 須 不可 狃其所 易 

而倦其 所 難。 

行 身 規矩。 則 不可 不嚴。 此治已 之 方 也。 治 已。 即 所以 治 人。 待 人 規矩。 

則 不可 過嚴 U 此 安人 之道 也。 安人。 即 所以 自安。 

凡 讀 書 須 熟 誦。 不 然。 無 甚 受 用。 予 來 此 中。 書 卷 不 得 携。 與 端 居 書 室 _ 


省 g1 錄  四. 

左右 厨子。 所 欲 檢查。 輙隨手 抽繹。 全然 不同 U 日日 默念。 而 因以爲 

藥石。 爲針 者。 不過 平素 所精讀 暗記 者。 少時 專務 博涉。 多讀群 

書。 率 皆 若存若 亡。 今 欲 記 起而卒 不能。 雖多亦 奚以爲 。他日 幸 得 

放 還。 當 以 ； i 後 生。 旦 以 自 警 也。 

予自來 此。 勉 勵 克 治。 鍛 鍊 身 心。 未 嘗 虛度 時日。 古人 云。 儻間居 眞 不 

空 過 曰 月。 彼錮我 者。 皆 成 我 也。 旨 哉。 

予雖 門葉衰 薄。 亦 生長 鉋暖之 中。 未 經牢鍊 寒 苦 之 境。 常 恐 一 日ー國 

家 緩急。 起居 飮食。 多所不 勝。 然去 夏彌利 堅舶突 至。 江 都 戒厳。 予 

爲 藩邸 經理 軍務。 不 得 睡 者。 七 晝 夜。 精神 倍 奮。 今 歲 得 罪 下 獄。 飯 

麁 食。 嚼 鹽。 與 重囚爲 伍。 數 旬。 恬 然 安 之。 精 神 活潑。 身 亦 健康。 此ニ 

事少自 試驗。 得益不 細。 亦 可 謂 天 之 賜矣。 

外 邪 襲 人。 多 在 睡眠 之 時。 故 中 夜 就寢。 不得 熟眠 。爲令 速寤。 常當係 


意 在醒。 若 支 體有所 不安。 或 以手摩 之。 或 隨意轉 側。 務 令血氣 無： 

所 停滯。 若 咽喉 不滑。 或 運舌嚥 津。 或 深 息 閉氣。 少焉放 之。 如是 行 一 

之。 外 邪 亦侵不 得。  一 

內 定 心 志。 外 運 血 氣。 晝 節 飲 食。 夜 少 睡 眠。 修 養 紗 訣。 果 無 多 子。 一 

聞關西 地震。 勢賀之 間。 更甚。 城 垣 衙署。 驛亭 民屋。 傾 塌無算 。樹木 倒 _ 

植。 弁 水 乾涸。 人民 壓死。 殆 不知 其數。 丁 未 信 州地大 震。 予在鄕 里； 

親 閱其變 。慘毒 之 劇。 所不忍 言。 信中變 後。 地下 每作 雷聲。 時 亦搖ー 

撼。 經久不 止。 後 七 年 有 小 田 原 之變。 叉 一 年。 今 復有關 西 之變。 甞ー 

il 記 淸人雜 書 所 載。 云 其 地 常 動。 至 數 年 後。 有 大. 震。 萬 家 樂 土。 忽 變ー 

眞南ザ  一 f" 

關 西地需 蠶 叢。 然 則 地震 固有 連 數年者 矣。 古 來 漢 儒。 以 地 震、 爲 蠻 夷侵隊 

傳之 之 兆。 占 候 之說。 洋 學所不 取。 雖然 天人 合 應之理 。不可 謂 必無之 一 

丁 未 以來。 地震 之變。 以 時事 驗之。 漢儒之 言。 似 不可 誣。 今夷虜 之！ 


|§此 志。 未 知 其 所 極。 則 震 之 相 連。 而尙有 劇甚 者。 亦 不 能 無 慮 焉" 

錄至十 一 月 

i00 君子 有 五樂。 而 富貴 不與焉 一 門 知 禮義。 骨肉 無釁 隙。 一 樂也。 取予 

地又大 ®m 

雜讓舍 不苟。 廉潔 自養。 內不愧 於 妻孥外 不作 於 衆 民。 1 ー樂 也。 講明 聖學。 

II 江 心識 大道。 隨時 安義。 處險如 夷。 三樂 也。 生 乎 西 人 啓 理窟 之 後。 而 

知 古聖 賢所 未 甞識之 sr 四樂 也。 東洋 道德。 西洋 藝術。 精粗 不遺。 

表裏 兼 該。 因 以澤民 物。 報 國 恩。 五 樂 也。 

抗孔聖 浮 雲 之 志。 養 鄒叟 浩然 之 氣。 寵 辱 不 驚。 俛 仰 不作。 究 天地 之 

夜 江 I 有 際觀 古今 之 變玩萬 物 之通稽 人身 之鈀。 雖在困 極。 樂亦有 在焉。 

ヒ IM 火义" t 

之 其 I 比 饑而 食。 渴而飮 。坐而 思。 倦 而睡。 通然 自得。 又 不知 身 在 圜牆之 中 

之 前 之數災 

超過 數倍矣  41j<。 

0^^.^^ 敏ー 字。 是爲學 之 法。 而爲治 之 要。 亦 莫若焉 。天下 可 學可爲 之務。 如 

^0^. 此 其 廣。 如 彼 其 大。 故 學 與 治。 皆 不可 以 不敏。 彼 終身 于學。 而 空 碟 


無 用。 終身 于官。 而因仍 無 功 者。 坐 其 勤 力 不敏。 十常パ 九。 

孔子 之聖。 猶且發 憤 忘 食。 敏 以求 之。 何况 吾 輩。 

日晷 一 移。 千載 無 再來之 今。 形神旣 離。 萬 古 無 再生 之 我。 學藝 事業。 

豈 可 悠 悠。 

射 有 禮射武 射 之 別。 然其初 也。 專爲 防禦 而設。 防禦 之 事。 蓥 男子 立 

身 第 一 義也。 故 其 生" 桑 弧 蓬 矢。 以射 天地 四方。 然後敢 用穀。 亦 示 

第 一 義也。 自銃礮 興。 弓矢 長 兵。 皆 失其爲 利。 男子 生 乎 今 之 世。 不 

知 銃礮。 其 可 乎。 於 其 初生。 亦宜以 礮換弧 矢。 發於 上下 四方。 以 志 

於 其 所有 事 也。  ， 

予久 留意 於 海 防。 其 所 發 明ぽ 謂 前人 有 未 及 者。 然 卒由此 取 禍。 亦 

非常 之 原。 常人 異焉 耳。 

君 相 如 有 省 悟 時。 則 吾 志 之 行 必 矣。 


凡學 問。 必以 積累。 非 一 朝 一 夕 之 所 能 通曉。 海防 利害。 亦是 一 大學 

同。 自非 講究 有 素 者。 未 易 遽得其 要領。 人雖 提耳告 之。 而不 解。 蓋 

亦 由此。 

不令外 夷 開 易 侮 之 心。 是 防 禦 之 至 要 也。 邊 海 防 堵。 皆 不 得 其 法。 所 

陳 銃器。 皆 不中其 式。 所 接 官吏。 皆 凡夫 庸人。 胸 無 甲兵。 如 此而欲 

無 開 夷人 侮 心。 寧 可 得 乎。 

有敵國 外患。 而託本 根 未 固。 形勢 未 成。 進 無 果决之 勇。 返 持 遷延 之 

計 者。 其 所欲麼 敵。 適 足 以啓敵 而自縻 。其 所 欲 緩寇。 適 足 以資冠 

而自 緩。 其 所 欲從容 補綴。 而 全其捍 禦之備 者。 亦 將徒爲 文 具。 而 

國 家 之 勢。 愈 至 於 不可 支矣。 而古來 當 局 者。 曾 不 深 省。 誤 家國天 

下。 如 出 一 塗。 可 勝 歎 哉。 

今 之 當將帥 之 任 者。 非 公侯 貴人。 即膏粱 氏族。 平日 以 飲酒 歌舞 爲 


娛。 不知 兵 謀 師律爲 何事。 一 旦有國 家 之 急。 誰能爲 軍士 之 所 服。 

而遏敵 人 之 衝突。 是今之 深 患 也。 故 予甞欲 傚 西洋 武備 之 大略。 

於 天下 兵藉 外。 結 故 家 世 族 忠勇 剛毅。 一 可當十 者。 以爲 義會。 一 

以保國護民爲志。其初入會ぉ試稽^w^果不憚艱苦。方始聽入焉。 

推 有韜署 謀猷銃 駭之才 者。 爲之 長。 遇 警急之 日。 則 鳩 集成 師。 以 

待 官之指 揮。 庶 乎 攘寇植 勳。 或 居 於 在 兵籍 者 之 上 也。 

欲戰 必勝。 不守必 固。 不 可。 欲守必 固。 不陣 必定 ポ 可。 魏 侯問陣 必定 

之 道。 吳 子 曰。 君 能 使 賢者 居 上。 不 肖者處 下。 則 陣 已 定 矣。 今 天 下 

諸國。 賢者 未必居 上。 不肖 者 未必處 下。 然則陣 未定 也。 陣 未定。 而 

其守必 固。 戰必 勝者。 未 之 有 也。 有 志 之 主。 尙其知 所警省 哉。 

敎練 不精。 賞罰 不明。 叉 無能 用 之 者。 縦 有 億 萬 之 衆。 其於戰 守。 所謂 

. 伏 鶴 乳 犬。 如 其 貍與虎 何 哉。 . , , 


同 力 度德。 同 德量義 。雖稱 文 王 之 美。 亦 不過云 大國畏 其 力。 小國懷 

其德。 無 其 カ而能 保其國 者。 自古至 今。 吾 未 之 見 也。 誰 謂 王者 不 

尙 カ耶。 

T 知 彼。 不 知 己。 每 戰 必 敗。 固 也お 知 彼 知 己。 在 今 時。 未 可 言 戰。 悉 善 

彼 之 所 善。 而不喪 已之所 能。 然後 始可以 言戰" 

詳證 術。 萬學之 基本 也。 泰西 發明此 術。 兵 畧亦大 進。 复然與 往時 別。 

所謂 下學而 上達 也。 孫子 兵法。 度量 數稱 勝" 亦 其 術 也。 然漢與 我。 

有 孫子 以來。 莫不 誦習 而講說 。而其 兵法 依然 如舊。 不得與 泰西 

比肩。 是無 他。 坐 於 無 下學之 功也。 今眞 欲修飭 武備。 非 先 興此學 

士大 夫。 必有過 人之膽 量。 方 能 奪戎狄 之氣。 而伸 本國之 威。 如郭汾 

陽 之單騎 見虜。 是矣。 必有過 人 之學問 才辨。 而能 n 出戎狄 之辭。 而 


存本國 之體。 如 富 文 忠之却 獻納ー 一字。 是矣。 今 天朝 縉紳。 數與夷 

使 接 者。 果 有纷陽 之膽量 乎。 果 有 文 忠之學 問才辯 乎。 吾 竊危 之。 

人 不見其 可畏。 則必慢 易之。 一 啓其慢 易之 心。 又 何 以能治 之 也。 故 

君子 必臨之 以莊。 正 其 衣冠。 尊 其 瞻視。 出 辭氣斯 遠 鄙 倍。 皆听以 

爲莊之 方 也。 今 士大 夫。 往往 有 擧措輕 挑。 言 辭 鄙 猥。 以 自 喜 者。 其 

意 蓋 謂不 如是。 難以 通人 情而服 人。 嗟 乎 通人 情 而服人 者。 自有 

. 其 道 在焉。 今 不以其 道。 而露此 醜態。 吾 恐 其 欲 服 人 者。 適 足以導 

其慢易 也〕 

人 譽 己。 於 己 何 加。 若 因 譽 而 自 怠。 則 反 損。 人 毀 己。 於 己 何 損。 若 因 毁 

而自强 。則 反 益。 

有人 之 過。 有 事 之 過。 事 之 過。 未 可以觀 人。 人 之 過 可以觀 人。 

今 之 所謂 儒者。 果何爲 者耶。 本朝 神聖 造國之 道。 堯舜 三代 帝王 之 
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治。 兼 明 而默識 之 乎。 禮樂刑 政。 典 章 制度。 以至兵 法師 律 械器之 

利。 講論而 皆 得 其 要 乎。 土 境 之 形勢。 海陸 道路 之險 夷。 外 蕃之情 

狀。 防 戌 之 利害。 城 堡猪堞 控援之 略。 推算 重力 幾何 詳證之 術。 並 

究而悉 之 乎。 吾 未 之 知 也。 然則今 之.； 所謂 儒者。 果何爲 者耶。 

讀 書 講 學。 徒 爲 空 言。 不 及 當 世 之 務。 與 淸談廢 事。 一 間 耳。 

有 之。 無 所 補。 無 之。 無 所 損。 乃 無用 之學 也 U 有 用 之 學。 譬 如 夏時 之 葛。 

冬 時 之 裴。 脫 無爲之 者。 則 生 民 之 用 闕矣。 

帝王 之 政。 藏財於 民。 有餘而 取。 不足 而與。 故 不凍 叙 百姓。 而上獨 富 

足 U 亦 不鉋逸 百姓。 而國獨 貧簍。 故 曰 百姓 足。 君孰與 不足。 百姓 不 

足。 君孰與 足。 此 天下 古今 不易 之 道 也〕 

本邦 金貨 米 粟。 號爲 富饒。 然疆域 不大。 故 以邦內 所 生 之 財。 享邦內 

所爲之 用。 無 甚有餘 。乃 若 海防 之 事。 則 起 于外者 也。 置 防 猪數百 


所。 造 大艦數 百艘。 鑄 巨 礮數千 門。 其 費 亦 浩矣。 而皆非 永存 之 物。 

每  一 二十 年。 必待 修繕 改造。 况外之 有應接 給資之 用。 內 之有餉 

糧購賞 之 費。 凡 如此之 類。 將安取 其 給 哉。 夫劣濟 困窮 之 家。 多 得 

賓客。 屢設 宴饗。 則 其 資財 空乏。 卒至於 不可 復繼也 必矣。 今 之 時 

事。 何以異 乎是。 然則其 所以 經理之 者。 何 術。 有志 於經世 者。 所宜 

失 赛  一一 m 

予礮卦 之 著。 不但 有益 於武學 生徒。 兼有 裨於國 家 武備。 往日 官阻 

其鐫 版。 吾 不知 其 何 意。 

先 公 登 相臺。 嗣管防 海事。 時 英夷寇 淸國。 聲勢 相逮。 予 感慨 時事。 上 

書陳 策。 實天保 壬 寅 十 一 月 也。 後 觀淸魏 源聖武 記。 亦 感慨 時事 

之 所 著。 而其書 之 序。 又 作 於 是歲之 七月。 則 先予上 書。 厪 四 月 矣。 

而其 所論。 往往 有 不約而 同 者。 鳴 乎。 予與魏 。各 生 異域。 不 相識 姓 
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名。 感 時 著 言。 同 在 是 歳。 而 其 所 見。 亦 有 闇 合 者。 一 何 奇 也。 眞 可 謂 

海外 同志 矣。 但 魏 云。 自 上世 以 來。 中 國有海 防。 而 無 海 戰。 遂 以 堅 

壁 淸 野。 杜 絕 岸 奸。 爲 防 海 家 法。 予 則 欲 盛 講礮艦 之 術。 而 爲 邀 擊 

之 計。 驅逐 防截。 以制賊 死命 於 外海。 是爲異 耳。 

馭 夷俗 者。 莫如 先知 夷 情。 知 夷 情 者。 莫如先 通 夷 語. 故 通 夷 語 者。 不 

惟 爲知彼 之 楷梯。 亦 是馭彼 之 先務 也。 予竊深 念。 頃 年 諸蕃託 事。 

屢寄舶 於 相 房 間。 其 情 固爲難 測。 因有纂 輯皇國 同文 鑑 若干 卷， 

以通歐 羅諸國 語 之 志。 而荷 蘭久爲 互市 之國。 邦人 亦 多 知讀其 

國書。 故 欲 先 刊荷蘭 部。 先是 官有 命。 凡 刊行 書籍。 必經官 看詳。 酒 

嘉永已 酉 冬。 來江 都。 呈 稿本 以請。 遷延 彌年。 卒不得 允。 其 在 江 都 

日。 始獲魏 氏 之 書而讀 之。 亦 欲內地 設學。 專譯夷 書 夷史。 暸悉敵 

情。 以補於 駕馭。 是又其 見之與 予相符 者。 第不 識彼國 今日 能 用 


其 言 否 耳。 

海防 之 耍。 在 礮 與 艦。 而 礮最居 首。 魏氏海 國圖識 中。 輯 銃礮之 說。 類 

皆 粗 漏 無 稽。 如 兒童戯 嬉 之 爲。 凡 事 不自爲 之。 而 能 得 其 要領 者 

無 之。 以 魏之才 識。 而 是 之 不 察。 當 今 之 世。 身 無 礮 學。 貽 此 讓 妄。 反 

誤 後生。 吾爲 魏深惜 之。 

去 夏 墨虜。 以 兵 艦 四隻。 護送 其國 書。 抵浦 賀澳。 其擧 動詞 氣。 殊極悸 

慢。 辱 國體不 細。 聞 者 莫不切 齒。 時 某 人鎭浦 賀。 屛 氣 負 屈。 遂 無 能 

爲。 虜返 後。 自袖 小刀。 寸斷其 所 遺虜主 畫 像以洩 怒。 昔宋 曹瑋謫 

官陝 西。 聞趙 元吴爲 人。 乃 使 善 畫者圖 其貌。 觀之 知其英 物必爲 

邊 患。 欲 預講邊 備。 蒐 閱 人 才。 後 果 如 其 言。 然 則 觀其宵 影。 亦 可 以 

見 其 能 否。 而資吾 豫備矣 。某 人知 慮不 及此， 毁而滅 之， 可惜 已。 嗚 

乎。 均 夷 人 也。 均 畫 像 也。 或 無而求 之。 或 有 而 毁 之。 其 知 之 深 淺。 謀 
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之 長短。 一 何 遠 哉。 

今春 墨虜之 來。 官 設便 坐於橫 濱。 以 爲 應 接 之 所。 命 松 城 小 倉 二 藩。 

發兵 以護衞 之。 且令聽 約束 於 接待 官吏。 初 吾 公之 受命 也。 以爲 

眞備慮 之 不 韙 也。 乃 發野 戰礮ニ 門。 牛 角天礮 三門。 銃 卒 百 名ガ 

槍士 五十 名。 以 國老 望月 貫恕 督 之。 予 參 其 軍 議。 謂 接待 官吏 知 

兵。 令 吾 與小倉 一 横 一 直 以陣。 銃 手 可以逞 威。 若 其 不知 兵。 使 相 

對而陣 。則 銃 不可 用。 惟 短 兵 利 之。 與 虜相接 尺。 變 起 倉 卒。 彼 雖 

精 銃 技。 我 以利兵 乘之ニ 薙可 斫斷數 頭ガ別 備長卷 二十 把以 

從。 吾 兵 至 金 川。 官吏 使 人 謂 曰。 大 礮 必 寘前 驛。 莫 引 入横濱 地。 望 

月對 nr 吾 藩 奉 命 護 衞應接 之 集大礮 所以 備變。 寘之隔 地。 變發 

非 時。 難 以 應 卒。 敢 辭。 官 吏 曰。 今 兹 應 接。 萬 萬 可 保 其 無 變。 不 幸 將 

有變。 S 時發官 丁。 搬運礮 器。 决不令 貴 藩 有 缺乏。 今 以大礮 入 横 


濱。 夷人 或 憚 其 守 衞之嚴 。請 移 於 他 地。 官之累 也。 望月 不得 已從 

之。 返 曰。 官 命使聽 約束 者。 幾 是 乎。 及 相 護衞之 地。 官 吏 曰。 東 起 于 

海涘。 西 行 二百 歩。 折而 北行 又 如 之。 是其所 也。 予聞之 驚駭。 詳其 

地。 南 距應接 便 坐。 不 下 二百 我 有 民屋 樹林 在 其 間。 初 在 江 戶。 竊 

意 官吏 雖不諳 兵。 自有 國體。 且得ー 一藩 兵。 當密 圍繞便 坐。 以嚴警 

禦。 不 圖其 區處之 陋至斯 也。 因 建 議 曰。 大 礮 則 官 吏 停 之。 今 所 有 

者。 小 銃 而已。 小銃 逞 力。 非 百歩內 不可。 且銃卒 不踰百 名。 執 短 兵 

者。 不過 五十 名。 距夷虜 集會之 所。 遠 陣於ー 一 百 歩 之 外。 又 散 守 三 

四百 歩 之 間 田。 不惟 無益 於 警禦。 適 足 以導虜 之 侮慢。 去 歲浦賀 

應接。 護衞 無法。 夷虜嗤 之。 邦人 耻之。 而不少 省 悟。 今 又爲此 兒戯。 

官吏 不 宵。 固 不 足 道。 本 藩 武 功 盛 名。 爲 此輩壤 據。 豈 可 忍 邪。 乃 與 

. 望 月 謀。 使 人 謂 之 曰。 如 公 等所區 處。 是 非以我 兵備 於 夷 虜。 爲 夷 


虜 禁 呵邦民 耳。 禁 呵邦民 者。 固 不可 煩士大 夫。 亦 無用 於 兵 器 。毎 

逕路。 出 健兒ニ 一名。 執 青竹 杖 誰何 之。 足矣。 但江戶 所受之 命。 則 

不可 以廢。 應接之 日。 吾 藩 當別出 士卒。 整陣於 山間。 以備於 非 時 

之 變 耳。 此 不敗 公 等 之 事。 又 不墜吾 職。 豈 不亦兩 得 乎。 官 吏 復 曰。 

言 皆 當理。 然官 發兩藩 人士 之 事。 吾輩 旣告之 夷人。 若 不出其 人。 

設陣於 隱僻之 地。 夷人 必疑 吾有異 志。 應接 不諧。 是亦 官之累 也。 

必曲從 吾 言。 如 其 布陣 收散離 合。 唯 意 所 命。 吾 輩 不敢掣 肘。 予 與 

望月。 雖憤慍 不樂。 亦 無 可 奈何。 當曰作 一 暗。 置 之 田 畝間。 以塞其 

責。 嗚 呼。 耗損國 用。 勤勞 士卒。 盡 思慮 計 畫。 而同爲 兒戯可 付浩歎 

也已。 

二月 廿曰 夜。 聞 下田 議略 定。 翌 朝 早 起。 詣 望 月 曰。 下 田。 本 邦 要 地。 其 

形勢 可 比 全世界 之 喜 望 峰。 夷虜僦 之。 屯駐 以爲巢 穴。 其 害 不可 


言。 且 大城在 江 戶。 而 人口 衆 多。 米 穀 布 帛。 皆 資 海 運。 不 幸 有 警。 海 

路 格 塞。 江 戶 首 受 其 禍。 伊 豆 之 爲 州。 天 城 之 險。 隔 絕 其 中。 而 下 田 

在 其 南端。 一 旦 變 起。 陸 路 出 兵。 礮 隊 爲嶮 所沮。 不 可 以 行。 海 路 則 

我 無 堅 艦。 他 曰縱得 造 作。 虜 有 海陸 之 形 勝。 而 我 反 喪 之。 主 客 易 

位。 攻 守 殊 勢。 非 計 也。 夫 善 制 事 者。 常 令 其 利 在 我。 其 害 在 彼。 今 不 

得已。 而假敵 人 地宜爲 他日 計。 擇 海陸 得 進 兵 之處。 竊覽 横濱之 

地 勢。 甚 稱之。 且使虜 舶常在 此。 去 江戶甚 邇。 則 人人 眷膽坐 薪 之 

念。 自 不能 已 lE 衛守禦 之 方。 亦 自不得 不嚴。 又 親 觀彼之 所長。 可 

以速進 我之智 巧。 是 其 所以 爲多 利。 如 退 下 田。 則 人 心 必 弛。 守 衞 

必 懈矣。 而虜舶 迅速。 難 以繋縻 。在 横濱。 與在 下田。 其 爲江戶 腹心 

之 萬 則 間 不能 以髮。 故 吾 謂 不如以 橫濱假 之 之爲愈 也。 是 天下 

之 大計 也。 君總 士卒 在兹。 不可 以默。 上 書 乞 公有 献策。 可也。 望月 


曰。 然。 然 吾 上書 不如子 之 上 言。 乃 命 予 還 江 戶。 告 之 於 公。 有 沮 者。 

不果。 公許 予自爲 之。 於 是竊有 所 建白。 又 使 門人 長 岡 小 林 虎 上 

書 其 主 侯。 開陳 大計。 又 使 之 見 阿部 閣老所 親 幸。 爲論其 利害。 欲 

得 因 時 規諫。 有 所 挽 回。 並 皆 不行。 小 林 生 以此獲 主 侯 之 譴。 遂 辭 

歸國。 

予偕ニ 一友 生。 爲鎌倉 之 遊。 遂泛 海。 過 荒 岬。 抵城 島。 泊 三 崎。 歷松 

輪。 宿宮 田。 次 浦賀。 上 猿嶼。 觀於 金澤。 出 本 牧而還 都。 其 往來所 由- 

覩設 防堵備 海寇。 無慮 十餘 所。 而錯置 皆不得 法。 無 一 可 當防截 

之 選 者。 至 此不覺 仰天 浩歎。 擗 胸流涕 者。 久 之。 夫 江 都。 天下 之 咽 

喉 也 U 富 津洲觜 。雖檷 曰 天險。 海 口 猶濶。 非 有 戰艦水 軍。 固 難以遏 

敵 人 侵攘窺 伺。 今是之 不務。 設爲癡 猪 呆堞。 高 褐之於 海 表此示 

我 無謀 於 海外 也。 頃 年 東西 諸蕃。 寄舶遊 偵。 豈不開 輕我之 心 哉。 


吏員 庸流。 固 不足 讁。 其 金 鞍 華驪。 緩 衣 肉食。 自謂高 出 等 類 者。 不 

. 知 天下 之 大計。 糜國財 用。 以爲此 無益 之務。 抑 何歟。 有 如 虜舶馳 

突。 將何以 折衝 禦侮。 因 欲 上疏論 海防 利 病。 冀以裨 時 政 之 萬 一 。 

具 草 請 之 先 公。 先公不 許。 遂止。 是嘉 永 庚 戌 之 首 夏 也。 後 四 年。 果 

墨 夷之 事 起。 登 時 先 公尼予 上書 者。 蓋懼觸 忤抵罪 也。 其 蓋 覆 之 

仁。 亦 大 矣。 今 曰 使 先 公 在世。 知 予拘囚 。則 其 爲 憂 勞。 又 當 何 如。 

川路 司 農。 自 大阪市 尹轉 任。 與聞防 海事。 予舊有 厚 交。 因出擬 上書 

舊稿。 示 之。 極 言 近 都防堵 修築 無 法。 不適 實 用。 司 農 亦 未甚信 之。 

及 墨 夷 事 興。 無 一 不 如予嘗 所論。 於是 始深納 予言。 一 曰謂予 曰。 

子 欲 有 所 言。 吾 能 達 之於閣 老。 予 曰。 僕 所 欲 言 者。 爲 君 傾倒 幾 盡。 

君 能 言 之。 君 能 行 之。 天下 之 福 也。 僕但求 天下 之 福 耳。 上書 釣 名 „ 

非 其 本心 也。 及 論 選 人材。 購船於 海外 之 策。 司 農有沮 色。 予 曰。 是 

雀醬錄  一二 


當今 先務 之 急。 而君猶 牽掣故 常。 不能 發言。 他尙何 望。 僕當 上書 

以 道 之。 乃 條疏 急務 十 事。 因 司 農 上 之 阿部 閤 考不 報。 至 吉田生 

獄起" 亦 不少蒙 明察。 故 常 之 不易 變。 時勢 之 不可 明。 如 此。 不知 天 

下 之 大計。 將 何日 而能立 也。 

江戶海 口。 不可 無礮 臺。 予 亦 甞數數 言 之" 夫 海 口 之 防 戰。 利 在 礮 臺。 

其 形勢 所缺。 不可 不寘此 以補焉 。然其 得 力 之 處峑在 別 備礮艘 y 

相 機 策應。 故 能 得 其 要。 海中 唯 置  一 ニ區而 足。 不必多 築 之。 荷 蘭 

諳 厄 兒 之 策。 可 據 也。 如 今 所 爲。 陸 續 相 連。 是 陸軍 爲壘以 自屛之 

法。 非 海 口 以待洋 寇之術 也。 蓥陸戰 攻中寓 守。 守 中 寓攻。 方 其 守 

也。 以 壘 自 屛。 方 其 攻 也。 出 壘 以 衝。 其 守 與 攻。 並 係 壘 中 之 人。 故. 其 

人 衆。 固 不能 不多 其壘。 雖多 其壘。 亦不相 障礙。 如 海 口 之 戰則不 

然。 礮 臺 之 兵。 不 操 礮艘。 礮艘之 兵。 不 在 礮 臺。 故 礮 豪 不 章 多 M 礮 


艘不厭 多 也。 签礮臺 多 則 兵 分。 兵 分 則用士 衆。 而左者 不能 極右。 

右 者 不能 救 左。 不幸 賊 船出 于 中間。 左右 之臺。 相 爲障礙 。不能 用 

礮。 惡在 其爲利 也。 且礮艘 匱乏。 進 剿 無 術。 如 賊連船 於 相 房 間 U 以 

絕我海 運。 何 以 却 之。 當 是 時。 縱 令 內港有 百礮 臺。 亦 屬 無 用。 雖 欲 

無 不戰而 屈。 不可 得 也。 若 乃 多 備礮艘 。訓練 以時。 開 戰策應 。無 所 

不可。 足 以譽服 洋賊。 而制其 死命。 又 何苦而 海中 以此許 多之礮 

臺爲 哉。 多事 之 際。 其經 費亦甚 可惜 矣。 某 地縣令 某氏。 小 有 才幹。 

素 無 學 問。 見 西洋 陸戰壘 圖。 而 不 知 其 解。 杜 撰 牵 合。 以 成 守 海 口 

策。 當 道 亦 不深究 之。 以 爲是而 施 行。 予 深 識 其 非。 屢 言 之 川路 司 

M 司 農 稍 信然予 言。 然 而遂. ^能 救。 是 亦可慨 也。  , • 

千 羊 之 皮。 不如 一 狐 之腋。 而 千金 之裘。 又 非 一 狐 之 皮。 今欲爲 千金 

之裘。 徵之屠 羊 之 家。 而可 乎。  「 


省 醬 錄  二 四 

苟得其 心。 五州 之 人。 皆 可 得而使 也。 厚而利 之。 導而舍 之。 敵 間之來 

間 我 者。 亦 爲我 用矣。 何况我 民。 

予年 二十 以後。 乃 知 匹夫 有繫ー 國。 三十 以後。 乃 知有繫 天下。 四十 

以後。 乃 知 有蘩五 世界。 

凡 五十 七條 


附 箭 

省 譽 賦 

墨 人旣得 志。 以 下田 箱 館 二 澳。 爲 貿 易 之 所。 歲 四 月。 予 得 罪 下 

獄。 始 予 潜心 防 海。 十 數 年。 思 出 位。 言 踰 分。 當 止而不 止。 t 且 乎 其 

卒至 于此。 雖然 憂國之 心。 遭 艱 益 深。 省 譽 之 餘。 思 念 前 古 當 今 

將來之 事。 乃爲賦 曰。 

余 蹈世之 險隨兮 。欽 跌盩以 離尤。 意 恍慨而 激昂 兮。 心 娃結而 增愁。 

何 衆人 之 嘻嘻兮 。獨出 涕而嗟 若。 世 恬然 而康 娛兮。 亦疾 首而蹙 額。 

非 病狂而 喪心 兮 。情 煩 毒 之 相 憑。 微 至 仁 與大知 兮。 孰 云 察 吾 之 中 

情 始余學 而閲志 兮パ知 同 力 之以度 德。 弗 經校 而曲摻 兮。 何 謀猷之 

能 淑。 値 蠻狄之 切 憂 兮。 將 隱 潜以效 忠。 得 吾 黨之狂 士兮。 欣蘭臭 之 

無 壅。 臨 K 路而申 命 兮。 謂 回旋 必有 酬。 壯 者固果 于事爲 兮。 犯 時 制 


之不 休。 忽拘 蔡而幽 阻兮。 對鄙訊 之 紛挈。 竭 忠悃而 遌罰兮 。直 天命 

之 謂 何。 雖辭 連而在 繫 兮。 瑩 余 心 其 如 冰。 所 循私而 違 道 兮。 指 天 日 

以 爲 正。 依 往聖 以節 中 兮。 招 百 神而目 聽。 署 山川 使 在 列 兮。 戒 周 孔 

以 爲 證。 昔 聖 皇 之 樂 靈 兮。 暱西 隣而不 畫。 曁 吳 女 之綺巧 兮。 豈 維 鳩 

夫 典籍。 後 后 承而祗 敬兮。 庶王變 而熙恬 。非 王道 之 無 偏 兮。 胡 瞻 文 

明 之 而今。 彼洋儒 之深潛 兮。 啓 物之鍤 悶。 何 黨 人 之 S 昧 兮。 紛 交 

疾而妬 忌。 都 堂 昨 之明聰 兮。 不 服 長 而求師 。禍 機 迫 而靡寤 兮。 猶 護 

^ 而 諱 S 。翰 世 守 之 至 重 兮。 滯 損益 之 及 時。 譽 吾 K 之 間 敵兮。 顧 導 

賊而給 資。 思 國其莫 我 忠 兮。 卒 忘 身 之 匪 任。 愾 憤 歎而壹 志 兮。 嘖 煩 

言 而不 厭。 多 操術而 無私 兮。 笼衆ェ 之所讎 也。 憂 國蹇而 計 身 杳兮。 

又群咍 之所録 也。 惟 天 靈 之 發 朦 兮" 俟 百 聖而不 惑。 苟 宗社 之有裨 

兮。 雖 顚 隕 其 焉 惻。 重 曰。 西 伯 幽 囚。 宣 尼 拘 止 1 官 相 貪 良。 擯 海 隅 止。 窮 


達 之 運。 聖愚同 止。 定心廣 志。 何所恫 止。 民生 秉彝。 欽醇德 止。 千 齢 萬 

世。 罔 窮 極 止。 往 者 不可 援。 願 勿 追 i  。徠 者 可 繼。 吾 將 有期 止。 

讀 孟子 

嫛之治 病 也。 其 過于實 者。 泄之。 鴻 之。 其 虚者而 補 之。 要在濟 夭死 以 

保其康 寧 耳 矣。 聖 賢 救世 之 言。 亦 猶 是 也バ € 孟子 之 時。 天下 以攻伐 

爲 務。 民 苦 於 塗 炭。 故 曰。 我 善 爲 陣。 我 善 爲 戰。 大 罪 也^ 曰 善 戰者服 

上 刑。 叉 曰。 我 能 爲君約 與 國。 戰 必 克。 今 之 所謂 良 臣。 古 之 所謂 民賊 

也。 皆 救世 之 言 也。 今 也 海外 諸蕃。 其智 巧技 能。 與 往時 殊。 若 着老之 

與童孺 不同 科 也。 其 兵威 之 所 加。 駸駸 乎隔海 之國。 而莫 之能遏 也。 

而我邦 儒者。 誤讀 孟子。 不審 天下 之 形勢。 不察 萬國之 情狀。 兵力 萎 

奮。 而 不知 奮 也。 械器 濫惡。 而 不知 精 也。 外蕃改 銃礮。 變 兵法。 而我不 

肯 講 矣。 造 火 輪。 革 城 制。 而我 不肯效 矣。 曰。 何 以礮艦 技巧 爲哉。 亦 有 


仁義 而已 矣。 是 猶 治病虚 者。 而 不知 所以 補 之。 幾 何其不 殺人 也。 去 

歲以來 。彌利 堅 之 事 興。 彼 加 我屢以 無禮。 而我 不能 動 手。 至 于忍國 

大 耻。 假地以 妤禍。 夫 誰 使 之 然耶。 吾 恐 世 之 儒者。 終 亦 不能 逃 其 罪 

也。 

又 

孟子 曰。 得道 者 多 助。 失 道 者 寡 助。 寡 助 之 至。 親戚 畔之。 多 助 之 至。 天 

下 順 之。 以 天下 之 所 順お 親戚， 所畔。 故 有 不戰。 戰 必勝 矣。 是固 也。 

雖然。 我果 得道 而多 助與。 彼果失 道而寡 助與。 我果爲 天下 之 所 順 

與。 彼果爲 親戚 之 所. 畔與。 是未可 知 也。 則 其戰 必勝。 豈可期 乎。 信 能 

行 王政。 則 鄰國之 民。 仰 之 若 父母 矣。 率 其 子弟。 攻其 父母。 自生 民以 

來。 未 有能 濟者 也。 是固 也。 雖然。 鄰國之 民。 仰 我果若 父母 與。 視其君 

果若 仇讎 與。 是 未 可 知 也。 則 其 無 能 濟。 豈 可 保 乎。 施 仁 政 於 民。 省 刑 


罰。 薄 税 歛。 深 耕 易 耨。 壯 者以暇 日修其 孝悌 忠信。 入 以事其 父 兄。 出 

以事其 長上。 可 使 制 挺 以撻秦 楚之堅 甲 利 兵矣。 是固 也) 雖然。 我 之 

, 民 果樂於 效死與 "彼 之 民 果樂歸 於 我與。 是未可 知 也。 則 其 制挺以 

傳 勝。 豈 可 許 乎。 故 凡 有敵國 外患 者。 不 知 彼。 不 知 已。 不 知 時 勢。 惡 可 

乎。 乃 孟子。 則 不但以 其 道。 且知其 時勢 而言之 也。 然當時 諸侯。 猶以 

• 爲迂濶 。而 孟子 實未 甞迂濶 也。 今 我 新 得 一 大敵 國。 禍且 不測。 而讀 

孟子 者。 拘執文 辞。 不察 時勢 却 以夷禦 夷之 計。 欲 制 挺 以撻彼 

之 大艦巨 礮。 是 則迂濶 之甚者 也。 甲 寅 之 春。 華 聖東 又發八 大兵 艦 ( 

來近江 都。 下錨內 港。 甚無狀 。門人 長 門吉田 某。 奇士 也。 奮然 欲 私 索 

虜之情 實以立 事 功 ボ遂。 官捕 之。 余 亦逮錄 下獄。 自訟 之餘。 時誦孟 

子。 不 能 無 感 焉。 因 遂著諸 言。 

跋 孟子 舜發畎 畝 章 

省 醬 錄  二 九 


省 i5  i  三 〇 

鐵之 將爲劍 也ズ 鑪 承 鞴。 坐 確 受 鎚。 塗 灰 汙 泥。 淬 于 寒 水。 歛 于 越砥。 

其 爲鐡亦 苦 矣。 玉 之 未成 器 也。 錐 破 其 璞。 鑿 治 其 瑕。 雕 之。 琢 之。 磨 之。 

襲 之。 其 爲 玉亦艱 矣。 然 使 鐡 與 玉。 樂 安 佚。 憚 煩 燠。 不 甘受 其艱 苦。 則 

安？ む 成就 其 器" 而爲 君子 之 佩 哉。 惟人 亦然。 久挾其 術。 志則不 行。 素 

有 所 能。 言 則 不 聽。 運 籌 進 策。 莫 然 其 謀。 竭 誠 致 悃。 莫 察 其 忠。 有 群 小 

之慍。 有逐斥 之譴。 有 暴 囚之辱 ぼ 困 拂欝。 激動 勞苦。 而後 增成其 材。 

予 自得 罪 下 獄。 日 誦 孟子 此 章。 以 自 力 焉。 曰 天 其 有 意 於 用 我 與。 不 

然。 此物 奚宜至 哉。 斯道 遼遠 緜邀。 未能必 信。 雖然。 天 意 固 未 可 知 也。 

則 吾 之處困 E 。豈 可 不奮發 而激勵 乎。 

甲寅鬨 七月 二十 八日 

夢 有 得 魯 公 爭坐帖 者。 與予 共 之。 適 甚。 因 爲 跋其 尾。 覺 而 記 

之。 


此帖 有無 限資 態。 無限 精神。 譬 如太牢 滋味。 愈 嚼而愈 無 窮。 假令出 

他人 之蹟。 愛玩 摸 臨。 足爲樂 事。 况於魯 公 精忠貫 天地。 大節與 日月 

爭光者 乎。 使 吾人 居 圜牆之 中。 而 忘 a- 囚之艱 者。 非 此帖 也歟。 

兵 要 

漢土 兵家 之 書。 莫 高 於 孫 子。 而 其 爲 書。 空 言 無 事實者 過半 矣" 未 可 

以治兵 也。 何 以 言 之。 曰。 善 戰 者。 先 爲 不可 勝。 以 待 敵 之 可 勝。 其 不 可 

勝。 何以致 之。 善 守 者。 藏於 九地 之 下。 善攻 者。 動 於 九天 之 上。 其藏於 

地下。 動 於 天上。 何以得 之。 善戰 者。 先 立 於 不敗 之 地。 而不失 敵 之 敗， 

其 立 於 不敗 之 地。 何以能 之。 如此之 類。 吾 未覩其 有事 實 也。 而世徒 

肢其 文。 不求 其實。 萬 口 一  致。 禰爲 兵法 而不 疑。 吾甚怪 之。 趙括讀 父 

書傳。 縦談 兵事。 以 天下 莫能當 。而 卒喪趙 軍。 其 亦 有 以也耶 。至 閱漢 

書藝文 志。 吳 孫子 兵法。 有 圖九卷 。乃 知 其 事實。 蓥有 在焉。 而今 亡矣。 


• 可勝惜 哉。 然兵之 性 革 也。 明理察 事。 因時而 革。 亦猶 天道 之 於 曆也。 

故 曆而不 革。 不 足 爲 曆。 兵 而 不 革。 不 足 爲 兵。 至 歐邏巴 諸 國。 發 揮 火 

礮。 以爲元 戎。 務於攻 伐 呑拜。 兵制 大革。 設令 孫子 圖傳于 世。 亦惟存 

古 法 耳。 何 補 於 今 之事實 哉。 故 當 今 之 時。 求 得 兵 之 事 實。 莫 若 學 洋 

兵。 洋兵之 法。 其 科 有 五。 一 曰 將畧。 1 一 曰陣 法。 三 曰 器學。 四 曰 守國。 五 

曰 軍 用。 將 畧 者。 其 言 類 如 孫 吳司馬 所 道。 陣 法 者。 有 歩 騎礮之 別。 有 

歩 騎礮之 合。 而戰術 存焉。 器學 者。 以 操敎爲 主。 而械器 之 制。 與其 

失 之 辨。 莫 不 備 焉。 守 國 者。 築 城 壘。 鑿 溝 池。 善 保 其 民 之 術 也 ま 用 者" 

糧食 硝彈兵 甲戰具 之屬。 是也。 凡此五 者。 莫不 有事 實。 而操 敎尤爲 

當務之 急。 令 勇者 不能 獨進。 怯 者 不能 獨返。 非操敎 不能 也。 其 形 如 

决積 水。 其 勢 如轉圓 石。 非操敎 不能 也。 擊其 首而尾 至。 擊其 尾而首 

至。 擊 其中而 首尾 俱至。 非操敎 不能 也。 故 曰 有 制 之 兵。 無能 之將。 不 


可以 敗。 無 制 之 兵。 有能 之將。 不可 以勝。 故 良將之 於操敎 也。 盡心焉 

耳矣。 蓋不以 操敎。 而易言 之 以能濟 其 事 者。 自古及 今。 未 之 有 也リ趙 

括 之 敗。 可以 鑒矣。 ， 

孫子 說 1 一則 

孫子 火 攻。 以 火 佐 攻。 今 則 以火攻 守。 是 古今 之 變 也。 古 者 以油薪 之 

火 佐 攻。 故 行 火。 有 因。 有 時日。 內外之 應。 晝 夜 之 風。 皆 在 所 詳。 今 用 大 

小 神器 之 火。 以 爲 攻 守。 故 不由 因。 不擇時 日。 不 論 內 外。 不 問 風 之 有 

無" 皆 可 用 之. 而 震 撃 之 威。 焚 燒 之 慘。 非 古 者 油 薪 之 可 比 也。 我 攻 守 

. 用 火。 敵 攻守 用 火。 火 火之變 不可 勝 籠。 非 天下 之 至 明。 其 孰 能參於 

此。 惟理勢 可坐譚 也。 選 練 不可 空論 也。 此尤主 將之所 S 慮修。 讀孫 

子 者 其 亦 知 之 哉。 

間 之 於 軍。 猶 瞽之相 聾之史 乎。 瞽 而 無 相。 則 前 有 水火 而不 知。 聾 而 
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無 史。 則 後 有 車馬 而不 省。 軍 而 無 間。 則 敵 之 所以 謀 吾 啗 吾 者。 吾 皆 

茫然。 甚則 敵國之 形勢。 敵 主 之 仁 暴。 敵 將之能 否。 敵 衆之强 弱。 敵 兵 

之 利鈍。 並不得 其實。 所謂 廟算 者。 無 所 由 立。 尙何和 戰守禦 之 可 言 

哉。 故 經考索 情。 雖曰兵 之 先 著。 非 初 有 間諜 而得 其實。 則 亦 無以施 

其 計 也。 孫 子 之 書。 首 列始 計。 而以用 間 終 焉。 蓋 貞下起 元 之 意 也。 故 

軍 園 之務。 莫先於 間。 事 莫重於 間。 情 莫親於 間。 故 曰。 微乎微 乎。 無 所 

不用 間 也 ，而 世 有 大敵 在 前。 而 不知 用 間。 屬有勝 間 之 任 U 而視之 如 

艸芥 者。 可 痛哭 也已。 

右 陚雜文 共 八 首 

詩 - 

獄中 寫懷 1 一首 

久憂邊 事 歎 天 遠。 忽墜 此中悲 海深。 欲爲皇 朝存至 計。 敢因 吾利勞 


知 音。 鷄 鳴 不已晦 冥 夜。 鶴 韻 應 通 蓊 欝 陰。 寄 語 吾 門 同 志 士。 莫 將 榮 

辱 負 初 心。 

不思 城下 作 盟耻。 却 見 忠貞抱 忌 疑。 伯 跌議疆 長 崎澳。 聖東假 地下 

ffl 循。 異時輕 敵已非 策。 今 曰 伐 謀知是 誰。 幽憤滿 胸 無 所泄。 獄中 歴 

血寫玆 詩。 

君 恩 

君恩 如 天地。 國恩如 江 海。 外患 今 非 一 。奮 身 思 有濟。 勉 勵十餘 年。 何 

問 明 與晦。 在 卑欲爲 池。 在 高欲爲 壘。 奈何 肉食 人。 頹然若 傀儡。 苟安 

揭 歲 月。 般 樂敖且 怠。 當初恃 不來。 不知 恃有 待。 復不伐 其 謀。 卒然 爲 

所詒。 假地缺 金甌。 屈 膝 甘 無禮。 反 却 知 彼 計。 束縛 直 自累。 咨 余何爲 

者。 致忠勿 遭逮。 幽囚 在 犴獄。 甘心 待 其 罪。 松柏 有 本性。 歲寒 節不改 _ 

忠義 許 君國。 百 折 何 須悔。 用 間 在 得 人。 全勝 在 知 彼。 是非 不可 磨。 公 
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論 期 千載。 

敝笱五 章 i 

敝笱在 海。 魚 則 唯唯。 狄人戯 謔。 笑 言 有 陛。 

比 也。 笱以竹 爲器以 取 魚 者 也。 唯唯 出入 不制 也。 陛笑貌 。笱當 

在 河。 而今 在 海。 况 其敝壞 者。 安 得 能 取 魚 哉 1  且乎其 魚 之 唯唯 

然。 而 出 入 無 忌憚 也。 以 比 禦侮 失策。 而 致 狄人之 陵 蔑 也。 

曾 欲 御 冬。 亟 歸 旨 蓄。 莫 顧 我勞。 反比 予于 毒。 

比 也。 御 當。 歸 貽。 旨 美。 蓄 聚 也。 曾 蓄 聚 美 菜。 以 爲餽貽 不一 再 者。 

蓋 欲 使 以禦冬 月 之空乏 也。 以比安 不忘危 。治 不忘亂 ^泰寧 

之 時 而深思 遠慮。 以數數 然及邊 防 戎備之 事 也 e 

其 霽 其 霽。 噎 噎 有 霾。 求 言 念 國。 不 瑕 有 害。 

比 也。 其 者 冀其將 然之辭 。陰 而風曰 噎讀 土 曰 霾。 瑕 何 也 糞 其 


開霽。 而卒不 開霽。 且陰陰 冷 風雨 土 蒙饕。 以比 衰替之 世。 欲 有 

奮發 改革。 而 紐 習 因 循。 流 弊 愈 深。 近 患 又 生 也。 

幽 室 陰 陰。 不 日 不 月。 言 思 君 子。 如 饑 如渴。 

嗟爾 君子。 靡知减 否。 懷 私 之 故。 有似充 耳。 

並賦 也。 靡不 也。 充耳塞 耳 也。 謂 耳 聾 之 人。 

我 艦 未牢。 我 壁 未矗。 將者 泄泄。 蠻方孔 棘。 

艦 之 未牢。 猶可治 之。 壁 之 未惠。 猶可爲 之。 將 者 泄 泄。 云 如 之 何。 

積 薪 如 陵。 火 發 于 下。 載 笑 載 言。 晏 然 以 處。 

匪 風 飄揚。 匪 瀾澎湃 。念 彼 神 京。 寤歎 有愾。 

憂 思 如 燉。 其 誰 知 之。 悲 憤 如 噎。 其 誰 思 之。 

人 不我諒 。請 勿復敢 思。 人不我 信。 請勿復 敢悲。 
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雖欲無 思。 與 君 爲 體。 雖 欲 無 悲。 與 國 爲 系。 

夏 夜 之 短。 耿耿如 年。 標擗 不寐。 泣涕漣 漣。 

礮卦  ， 

予甞演 礮卦。 礮卦 即陵卦 也。 爾來竊 省予所 遭遇。 無 一 非 陵 者。 

亦 云 奇矣。 圖事揆 策。 而莫用 其 謀。 陵 也。 竭忠盡 力。 而反招 罪 屍。 

縢 也。 言 辭 確 高 而 不免疑 猜。 際 也。 貲 財 横 散。 而 家 道 困 迫 。陵 也。 

雖 然。 物 窮 則 變。 變 則 通。 居以正 道。 固 無 終 陵 之理。 且 天地 暌而 

其 事 同 也。 男女 胺而其 志 通 也。 萬 物 陵 而其事 類 也。 處陵之 世。 

合 陵 之 用。 亦 在 自强之 耳。 

少小窮 易理。 中年 硏礮 火。 融會著 礮卦。 推 演訓蒙 者。 礮卦本 是晴乖 

戾諧情 寡。 邇 來我所 爲。 拂 亂躓而 跛。 憂 國 竭 忠 精。 反 自求飛 禍。 一 與 

卦象應 。或 天 其 試 我。 志 因勞苦 堅。 行以勇 决果。 前修皆 如兹。 猛省 貶 


項隋。 

故 園 

拘繫十 旬 心 不平。 秋風 忽動故 園 情。 牆陰但 見 孤 烏 影。 櫳隙空 望 日 

月明。 繞屋林 泉何改 色。 傍 門松 菊 不忘榮 。水 淸石秀 曾遊 地。 野鶴溪 

猿有舊 盟。 

秋 思 

幽室 日 如 年。 廻風揚 塵埃。 時節 値 秋晏。 愁來 不可 排。 名 都 何 欝欝。 飛 

閣臨通 街。 曰 夕 絃歌 起。 音 響隨風 來。 曲 調苦且 怨。 沉 吟 激餘哀 0 理曲 

知爲 誰。 無 迺蕩子 妻。 身貞反 見棄。 歡愛 何時 諧。 盛年 不再 至。 華容日 

益 衰。 意 合 忘 情 異。 感 同難自 持。 掩 耳 請 勿 聽。 重 聽不 勝悲。 

秋 風 

秋風 淅淅霜 眇眇。 木葉辭 條蘭蕙 稿。 ョ 景不 至廣室 冥。 虛櫳 危檐飛 
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塵杳。 潛無鱗 兮擧無 翰。 兀兀中 處將安 還。 

黠 虜 

黠虜先 聲已得 志。 旌帆來 去 更縱橫 。久歎 天下 無 豪傑。 誰 道 胸中 有 

甲兵。 終 古 禁人偵 彼實。 連年 許 敵 探 吾 情。 謀 猷顚倒 今 如此。 不識何 

時 見 掃 平。 

漫 述， 

雨風 月 如晦。 頑 犬 吹 成 群。 是亦 尋常 事。 利害 何 足 云。 

謗 者任汝 謗。 嗤 者任汝 嗤。 天 公 本 知 我。 不覔 他人 知。 

右 古今 詩 共 十二 首 

獄中 聞 子規 歌 二 首 

遠 知 許 知 爾。 奈 久寳 土騰宜 數。 妣 等那良 婆。 波播乃 美已等 耳。 許 登 


都 天 麻 思 乎。 

保 登 等 藝須。 那乃留 與古呂 波。 佐 美 多 鱧迺。 布 良 禰杼曾 低爾。 都 由 

楚許保 流留。 

無題 歌 二 首 

伎 乃布氣 布。 阿 春 登 宇都 路 婦。 與 能 比 等 乃" 許 己 呂爾仁 多 流。 安 治 

佐爲迺 破奈。  > 

阿 布 具 倍 吉。 萬 都 乃 美 佐 遠 波。 由 紀 志 母 能。 波 牙 思 岐與ニ 曾。 彌 留 

陪 駕里氣 留。 

憂 思 世事 歌 五 首 

安 禮波都 流。 不破能 勢 伎 也 乃。 伊太 比斜 志。 萬 伐 羅那例 婆 W  。阿 米 

乃 毛 流 良牟。 

la? 之 加 駕留。 能 夜 末 迺須衣 乃。 可 利 陀耳毛 j 美 知 乃 志 流 倍 能。 阿里 
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登 意 破 受耶。 . 

豫能奈 可 乃。 安 伎 乃 之留之 加。 武散志 能 也。 於 保 歡乃美 等 耳。 幾 里 

多 知 和 多 流。 

起 利 藝里須 。都 圖利左 世 等 破。 春 陀氣杼 母。 與乃都 豆 例 遠 婆。 伊加 

賀斜數 倍岐。 

故 登 之安禮 婆。 久爾毛 留飛等 母。 夜 末 多 目 流。 曾 保 都 爾爾太 里。 宇 

例 波 之 乃 與耶。 

七夕 歌 二 首 

比 許 保 志迺。 都 麻 等 布已呂 耳。 那里奴 鱧杼。 伊毛 爾阿不 倍 起。 數倍 

能 志 良 奈久。 

多 奈波太 乃。 保 思 萬 都留與 波。 和 岐天末 多。 布 流 佐 等比 等迺。 和 連 

遠 麻 都 羅武。  . 


八月 十五夜 歌ー售 

都 伎餘餘 之。 與與 志 等 米 氐牟。 美奈良 禰杼。 佐須賀 許與比 能。 多 知 

末 太 例 都 都。 

九月 十三夜 歌 一 一首 

和 備比等 能。 都 伎 美 氏 曾 弊武。 毛 乃 於 毛 飛 乎。 曾 陛盡登 久母迺 。祖 

良 爾位流 良 牟。 

鬪 起爾陀 耳。 志 米 利 加 知 那留。 和 我所湼 乃。 阿 米 二 波 伊 登杼。 怒 鱧 

末 佐里鷄 李。 

送 謫三宅 島人 歌 一 一首 

倭 他 乃 波 良。 已藝 由久布 禰迺。 可 地與利 母。 許 許 路能加 地 耳 。己 己 

呂 西與岐 美。 

伊豆 能 宇 美。 淤伎乃 許 志 摩 仁。 余 留那微 乃。 加 敝流遠 幾 美 我。 由久 


閉登母 可 難。 - 

感情 歌 百 首 

士之不 獲 於國。 猶如 男女 之不相 得。 故 屈 宋以來 。騷人 詩 客。 皆 

詫 詞 焉。 予 爲 皇 國 策 邊 防ギ 數年。 不翅不 得 施 其 效。 遂 由是獲 

罪 下 理。 拳 拳 之 忠。 不 得閱 察。 久 幽圜牆 之 中。 不 知 所 告 態。 豈 能 

恝 然於衷 哉。 國風 百篇。 聊寄 情懷。 詞無 足觀" 意 或 可 取。 然難示 

俗人， 惟可爲 知者 聞 之 爾已。 

許 己 呂美爾 。伊佐也 余 婆 波牟。 夜 末 比 胡 乃。 古 多 弊 多 耳 世 婆。 故惠 

破 怨 志 麻 慈。 

以爾志 弊 能、. 師 豆 迺遠太 麻 伎。 伊 登 奈賀久 。於 毛 非 美多禮 氏。 古 比 

倭多留 可那。 

和 我 於 毛 比。 乎 伎 乃 思 多 破 能。 曾 與等太 耳。 伊 布 比 等 安良 婆。 宇禮 


之 可羅末 之。 

和 我 許 布留。 比 等 乃 古許路 波， 美 豆 難 例 也以久 可受加 氣杼。 阿 登 

毛 等 麻 良須。  . 

信 濃 治迺。 阿佐 末 乃多氣 乃。 安斜麻 之耶。 毛 由 留希夫 利 能。 多 由 流 

登岐那 之。 

伎 美 我 多 米。 都 彌志和 加奈曾 。漏 阿之久 毛。 曾 乃 破 波 余 鶏牟。 免 世 

也 和 我 勢 古。 

阿良 伊 曾爾。 毛 能 須所努 例 天。 岐美我 多 米。 比 呂悲之 加 比 遠。 伎 美 

免 散受等 也。  .. 

於 路可斜 乎。 美 爾志利 都 追 母。 奈都牟 思 乃。 末 等 布 耳 仁 太 流。 和禮 

曾 波可那 伎。 

美 知乃久 能。 曾 等 奈留惠 俗 能。 所 登 遠 古 具。 布 年 與里登 富 久。 毛 乃 


遠 古 蘇 於 母幣。  ， 

志 能 比 阿麻里。 安賣理 加不禰 乃。 余 留波可 李。 曾涅爾 美奈等 能。 斜 

波 具胡呂 可奈。 

於 保宇彌 乎。 太 耶須久 和 多 流。 由氣布 禰迺。 破 夜 久毛幾 美 耳。 阿不 

餘志母 加那。 

倭 我 古 比 波。 淤伎都 志 保 可是。 麻 保爾宇 氣氐。 由 久婦年 難 例 夜。 登 

末 里 思 良 連須。 

惠賊志 麻 也。 知 之 萬 乃 曾 等 耳。 布 禰宇希 天。 伎 美 之 由 流 佐 婆。 遠 幾 

奈都里 天武。 

波 留破流 等。 左 加 流 伊都 志 麻。 由氣布 年爾。 知 加 余類 伎 美 乎。 彌奴 

我 倭 比 志 散。 

難 波 齦 乃。 美 之 可岐阿 思迺。 與能奈 可爾。 禰布加 幾古悲 能。 破 天 乃 


之 良 奈久。 

於 毛 飛 都 追。 宇 太 多 禰耳年 氏。 美 之由賣 乃。 美 波 天 奴 波 可 李。 雲岐 

毛 能破奈 之。 

伎 美 我 氏 尼。 和我久 呂可彌 波。 布 例禰杼 母。 於 毛 比 仁 意 等杼。 氣豆 

利和悲 努累。 

於 毛布 古登。 太 禮爾加 都 解牟。 末 須珂賀 美。 可 夏 奈良傳 伎久。 比 等 

毛 那岐與 波。 

布 久可勢 波。 岐美我 阿多 利爾。 可 余弊 杼母。 古 等 都 解 也郎武 1^ 倍 

曾志羅 連努。 

美 知乃彌 波。 保杼母 破留加 耳。 遍多太 例杼。 許 故 呂波伎 美爾。 余 利 

仁 之毛迺 乎。 

和 多 都 美 乃。 志 保 能 夜 保 弊迺。 曾 古布 可久。 於 毛 比 蘇 米 天 之。 故 登 


波和須 禮受。 

等 思都岐 遠。 幣 耳氣留 古登 能。 可 比 也 阿 流。 宇 波 乃 曾 良 奈留。 比 等 

古 保 流 美 波。 . 

加 比迺安 流。 宇 良 波 伊豆 古所。 宇 等 破 末迺。 有 得 久波比 等 遠。 於 毛 

波 散 里 之 可。 

倭 我古悲 破。 春 美 可 麻 耳 志 目。 阿羅 那久爾 。奈杼 加 那解伎 乃。 可數 

乎都牟 良武。 

登 之古呂 能。 太 耍努於 母 比 乎。 古 等 ニ餘世 S 。可 幾 奈良之 天 武^ 

等 毛 伎加久 耳。  . 

都禮豆 列爾。 可 岐奈須 胡 等 能。 年 母 古路 仁。 武可之 能 非 登 所。 古 比 

之 可里氣 類。 • .  . . ， 

都 伎爾比 耳。 追 毛 流 於 母 非 乃。 可 勢那良 婆。 伎 美 我 古 許 呂爾。 布 幾 


毛 伊 良 末 之。 

意 所奈禮 之。 阿 麻 乃 都 利 布 年。 古登 等 波牟。 美 流 馬 加 累倍岐 。可 多 

也 伊豆 故 曾。 

宇 紀布之 能。 志 夏 散 末 佐 列 婆。 奈與太 氣迺。 比 等 乃 與左弊 曾。 可奈 

之 加里 希 類。 

和 多 都 美爾。 安良 努和我 美 乃。 奈曾毛 駕久。 悲等能 故 古路 耳。 阿禮 

氏 美 由 覽武。 

可受可 受 爾。 許 古 呂乎胡 免 之。 古 登 乃 破 遠。 都 游波 加理多 爾。 阿 波 

禮東八 美 余。 

美 波 伎 美 耳。 須 天羅禮 奴等 目。 登 己 等 波  一 r 古許路 破岐彌 我。 加 解 

登那里 南牟。 

伎 美 遠 於 毛布。 許 已呂牟 之 呂爾。 阿良 婆 姑 蘇。 阿多 奈流比 等 能。 底 
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爾母末 加 例 米。 

岐 仁加幣 之。 毛 呂許之 比 等迺。 志 良 多 末 母。 破 耶久波 伊 之 能。 奈遠 

於 比 志 登 加。 

伎與氣 例杼。 久牟飛 登 毛 那久。 美 玖 佐 於 布留。 以多爲 乃 美 豆 曾。 和 

我 太 具比奈 類。 

宇岐 故 等 能。 阿 累登伎 耳 佐久。 波 奈那禮 婆。 與耳有 乃 破 難迺。 奈遠 

也 於 布 良 舞。 

雲 能破奈 乃。 宇 伎 豫等志 禮杼。 思 加理等 天。 伎 美 之 以麻世 婆。 曾牟 

可 例那久 二。 

於 毛 比 阿 磨 里。 志 能 不等 須例杼 。保 登 等 藝須。 奈^ 禰乎追 爲爾。 比 

等 耳 思禮都 都。 

伊都 登 天 母。 波 連 努於毛 悲爾。 佐 美多禮 乃。 布 里 波 S 努良武 。和 我 


美 可那之 目。 

阿良 遠 多 乎。 須起加 弊 之 都 追。 末 太散樂 仁。 奈波之 呂美豆 遠。 曾 良 

爾太能 末牟。 

佐 奈幣等 李。 宇 惠武登 志 米 之" 遠 也 末 多 乃。 可 希 比 乃 美 豆 能。 毛 里 

天 久夜之 伎。 

能 斜波倍 乃。 可 是爾奈 加留流 。保 多 類比 能。 由 伎 加 多志羅 奴。 古 比 

母 須流可 難。 

和 禮保之 等。 以布比 等 毛 加那。 有 梅 乃 美 能。 登岐之 須藝奈 婆。 淤知 

也 都 起 末 之。 

保 登 等 藝須。 都 禮奈久 可 遠 婆。 等 米受登 母。 於 能 例 等爾保 弊。 也杼 

能 多 知 波 難。 ， 

由 久須惠 遠。 比 等 母 志能陪 等。 太 知波那 乃。 加 乎 里 遠 都 伎爾。 知宜 


利 於 加 南牟。  . 

太 知 波 難 乃 。加 遠 奈都可 志 美。 能 知 乃 與 爾。 伊 麻 遠 毛 志 能 布。 比 等 

也 安留 倍岐。 

阿波 例 等 母。 於 毛 必於許 世餘。 佐 良 怒 多 耳。 安岐 波 散 比 之 起。 乎 伎 

乃 宇 半可 是。 

波 藝我半 難。 阿 起 乃 能 可 勢 爾。 宇 知 美 多 禮。 於 久志羅 都 由 毛。 思 豆 

許 已呂奈 之。 

遠 美那倍 之。 阿 伎 等 知藝里 S 。幾 美古受 波。 志 保 彌也波 天武。 破 南 

乃 比 登 等岐" 

麻 都 余 比 能。 安波連 母 布 可 伎。 都 幾 可 夏 乎。 與曾爾 弊 太 都 流。 蘇羅 

乃 與古君 毛。 

佐 起 久散迺 。美 都 波 乃 登 能 母。 志 豆 我 夜 毛。 都 伎 二 八 和 久留。 許 古 


路 阿良 盡乎。 

都 伎 美 婆 登。 知 宜利志 比 等迺。 奈 可良受 波。 古 余 非 毛 散 古 曾。 阿波 

禮等於 母 半 免。 

阿 伎能 余 乃。 予布可 幾 都 起 乎。 那加牟 禮婆滤 胡 波 可 登 南久。 毛 能 

素 加奈之 伎。  . 

伎 彌耳古 比。 安岐 乃與比 等理。 和 禮乎例 婆。 毛 能 和弭志 良爾。 幾 里 

藝理數 奈久。  . 。.》.^ 

登 伎 倭 可受。 起 里 多 知古牟 流。 阿岐 能 曾 良。 加理母 波可是 爾カ氣 

所 和 豆 良 布。 

駕 利陀爾 母。 散 波 耳 太能牟 乃。 奈 遠於遍 婆。 安 起 乃 由不陪 波。 於 登 

都 連 天 久琉。  I 

比 登 里 乎留。 阿 伎 可是斜 武岐。 由 布 久禮爾 。古呂 毛 加里 可禰者 F 


爾奈久 南 李。 

古惠加 例受。 阿岐 乃 余那豫 難。 余 多陀奈 九。 武 思 母 和 我 碁 等。 毛 乃 

耶駕奈 之 伎。 

佐 乎 思 可能。 木 美 治爾曾 與久。 太 都 多 夜 末。 多 知 爲毛之 良 耳。 麻 等 

布 古 能 許呂ノ 

武散之 能 乃。 久佐波 廼伊呂 所。 加 波 理由 久。 伊可爾 布伎努 流。 阿岐 

乃 可是可 毛。 

於 保 加 多能。 夜 麻 廼許能 波 乃。 都 由 志 毛 耳。 以 路加 波留倍 伎。 和 我 

許 己呂可 波。 

萬 都 遠 美 余。 都由爾 志具禮 二。 素 米 努例杼 。伊豆 連 廼阿幾 仁。 毛 美 

治 也 波 須留。 

美 豆廼宇 閉爾。 有 伎 天奈賀 流留。 毛 美地與 里。 波可那 岐毛廼 波。 和 


我 美 那里氣 李。 

木 美 治 波 八。 可 幣良奴 美 豆 耳。 宇 加 比 氏 毛。 爾之岐 登 非 等 波。 免 豆 

留 倍羅奈 里。 

和 我 美 古 曾。 爾久可 良 米 登 母。 倭 我夜杼 乃。 波 波 蘇 廼毛美 治。 阿波 

禮等盤 美 余。 

倭 我 素 低 遠。 伊 可 爾勢予 登 天。 安 伎 乃 阿 米廼。 幾 能 布 毛希婦 母。 不 

里 都 豆久良 無。 

知 I 且利於 伎 氏。 伎 美 起 末散受 波。 久 禮奈爲 二。 爾保布 木 美 治 婆。 知 

李 也須藝 奈牟。 

登伎須 t 且天。 可 良受波 多能 美。 奈 可留陪 之。 阿岐 波 安良 志 乃。 思 解 

九耶波 阿良 努。 

爾遠於 毛 美。 可是耳 麻加須 流。 宇 伎布禰 波。 伊豆 例 廼有良 仁。 與羅 
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武登春 良牟。 

於 乎 宇 美 能。 奈彌尼 太多與 布。 須 天遠不 年。 余流陪 奈伎彌 曾。 和弭 

之 加里 氣累。 

宇 氣加多 伎。 許 乃 底 可 之 波 能。 不多於 毛 乃。 比等迺 古登 乃 波。 許 己 

呂志天 起 希。 •  . 

可 賀美那 須。 伊 氣 乃 思 美 豆 能。 曾 古 萬 底 毛。 彌 由 留波加 李 能。 許 己 

呂等遠 志 例。 

比 等 能 己 登。 奈都 能迺志 夏久。 那利由 加 婆。 由 伎 加 婦美知 乃。 多 要 

也 之努陪 伎。 

奈都久 佐廼。 可 李 蘇 免 耳 夜半。 武須^ 於岐 之。 波 加 那也可 是爾。 宇 

知 美 陀例都 追。 

宇治 迦波 乃。 奈賀禮 適 美 豆 乎。 武須弭 都 都。 太 乃 彌之可 比 毛。 阿良 


奴 余能奈 可。 

駕勢波 也 美。 志 良 奈未佐 和久。 阿萬 乃 加 波。 王 多 之 和 豆良不 I 翻 

左 藝能波 之。 

新羅 那美 能。 多 知 奈婆太 知禰。 奈 登利迦 波。 那伎奈 南 良 年 婆。 遠 之 

氣久母 難 之。 

余 迺宇伎 母。 比 登 能 都良岐 毛。 於 母 保 要受" 和 我 美 爾於比 之。 f 彌 

波 奈ニ素 母。 

武 可之餘 里。 加 多 利 毛都藝 都。 麻 米爾之 底。 宇 登 萬 禮奴流 磐。 和 例 

比 等 里 可 波。 

伊 登波禮 天。 與遠閉 怒 流 美 盤。 阿 伎 可 勢 乃。 君 母 布 起 半 羅不。 曾 良 

ニ耶 安留 良牟。  . 

加里 底 布牟。 奈都能 乃久左 乎。 與所耳 美 之。 以麻波 和 我 美爾。 於 母 


比 登 利 怒留。 

伎 美 耳 和 例。 奈 耳 波 乃 宇 良工。 春 免 婆 可 波。 阿 多 之 比 登 爾 毛。 宇 喜 

米 美天氣 利。 

宇 登 末 之 伎。 夜 麻 可 都 佐 倍 耳。 多 爾美豆 乃。 於 等 志 米 良 流留。 和禮 

曾 波 可 難 伎。 

佐 陀免奈 九。 阿 左耳 由 布 陪爾。 久 母等奈 里。 阿 米 等那李 努留。 余 耳 

己 曾 安里 氣 禮。 

伎 乃 布 麻湼。 比 等 能 宇閉登 曾。 奈希 幾許 之。 以末波 和 我 美 等。 奈利 

二 氣類可 難。 

以等也 馬 S 。和 弭之起 登 伎 波。 余 之 能 夜 末。 倭氣天 伊利 希牟。 比 登 

乃 美 於 毛 保 由。 

餘能奈 可 乃。 那美迺 佐 和 藝爾。 伎 美 能 可 地。 多 甎難婆 和 我 美。 伊豆 


知與良 南牟。 

加 羅須多 1 r 由 布 倍 波 毛 里爾。 可 閉流奈 里。 和我彌 與留陪 起。 駕多 

也 以互許 曾。. 

飛 等 可 太 耳。 於 毛 比 登里那 婆。 於 保余杼 乃。 宇 良 美 氏 阿 末 能。 美 登 

夜 奈留陪 伎。 

伊加 爾世牟 。安須 加 乃 嘉波迺 。布 知 等 勢 乃。 和 多 良 努散伎 耳。 可 波 

流 古 乃 余 乎。 

難 波 衣迺。 余 之 阿 志 和 可 底 U 與留奈 美爾。 伎 之 乃 宇 毛 例 喜。 久知也 

波 天 奈無。 

和 禮由惠 登。 於 毛 比 等良受 波。 以可波 加 李。 比 登 能 許已呂 遠。 宇羅 

美 王弭末 之。 

太 能 米 氏 母。 於 保 都 可 奈之那 。左 散可爾 乃。 伊 等 與利保 曾久。 加 可 


流 美那禮 婆" 

奈 可南迦 耳。 夜 春 加 良 末 之 乎。 散 理登母 等。 多 乃 牟許己 路迺" 都 可 

受 阿里 世 婆。 

餘能南 可 遠。 志 羅受可 保 二 天。 須 碁之奈 婆。 奈ニ故 登 乎 加 波。 宇 之 

東 那解可 牟。. . 

予遠宇 之 等。 古 己 呂爾志 禮杼。 思 加須賀 二。 舜天南 牟等波 太。 於 毛 

比 波 難 例受。 . 

伊 登 波 之 伎 "余 等 波 志例杼 母。 由 久須衛 乃。 志 良 禮奴加 羅爾。 許 己 

呂比可 連 都。 

游 九斜岐 遠。 太能牟 古許路 耳。 古里 須磨 能。 有 良 美 武等之 母。 於 毛 

波 散 李 氣利リ 

於 毛 比 思 留。 非 等 母 阿里 奈武。 登 之 布 等 毛。 能 伎 迺之乃 不與。 伊呂 


奈可波 利 曾。 

登 之 古路 迺。 那解紀 毛 都 岐牟。 於 母 飛 志留。 比 等 阿里 安氣 乃。 余 

之 阿非那 婆。 

右國風 一 百 一十. K 首 


省醤錄  う 一 


省 

fa 
錄 


上 


上書 目次 

頁 

天 保 八 年 五月 廿 七日 學政 意見書 並に 藩老 矢澤監 物に 呈 する 書：. 丄ハ七 

天 保 十 年 四月 (此 年代 確かなら ず) 職 方 郡 方 職掌 整頓 意見書  ： 七 九 

天 保 十二 年 十月 十八 日感應 公に 上.^ て 文武 偏 勝に 陷ら ざらん 

乙と を陳す  八 三 

天 保 十三 年 十 一 月感應 公に 上りて 天下 當今 の 要務 を 陳す  八 七 

. 弘化ニ 年 五月 二日 海防 出 役人 數 武器 書 上に 付 意見 を陳す  二 五 

弘化ニ 年 七月 (此 年代 確かなら ず) 天 變地妖 によ.^ 治者た る もの 

警醒す ベ きを 陳す  ニニ 

嘉永ニ 年 二 月ハ ^ マ を 藩 業に て 開 版 せん こと を陳す  一 二三 

嘉永ニ 年 五月七日 感應 公に 上.. -て荷 蘭 語彙 出版 資金 貸 與を乞 

ふ  "  ニニ 〇 

嘉永 三年 三月 廿 一 日 荷 蘭 語彙 板 行 許可 を 乞 ふため 阿部 侯 へ 上 


上書 目次  六 三 
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 H 

嘉永 三年 四月 藩主よ，^ 荷 蘭 語彙 板 行 許可 伺 書 稿  1 0 〇 

嘉永 三年 四月 沿岸 防 « の 不完全 を 指摘し 幕府に 上らん とせし 

. 囊  一四 一 

嘉永四 年 三月 感應 公に 上. て 玉 落の 件に つき 陳情 草稿  1 五 二 

嘉永四 年 三月 感應 公に 上，. -て玉 落の 件に つき 陳情す  一 五八 

嘉永四 年 十二月 大砲 鑄 造の 件に 關し松 前 藩へ 情實を 報ぜられ 

ん M と を感應 公に 請 ふ  一六 七 

嘉永 五！ 年 十 一 . 月 (か) 確卦板 行に 付 許可 を 促し 萬 一 差 支 あらば 門 

人 限， CS 印刷 配布 を 許さる まじき や を 伺 ふ 書：：  一八 三 

嘉永六 年 四月 十六 日礮卦 印刷 配布 門人 限う 寛容の 沙汰 あらん 

M と を 幕府に 乞 ふ  一八 五 

嘉永六 年 六月 九日 文聰 公よ..^ 御殿山 警 衛を 命ぜら れんこと を 

. 幕府に 請 ふ 書  一八 六 


安政 五 年 正月 十五 日 依田 源 之 丞の名 を 以て 幕府に 封 事 を 上る 

事の 許否 を 藩 老に伺 ふ 書  一八 A 

安政 五 年 四月 米使應 接の 折衝 案 を陳べ 幕府に 上らん とせし 稿.： 一九 五 

萬延 元年 正月 大銃 改造に 付 武具 奉行よ，. -文聰 公に 上る：  二 〇^ 

文 久ニ年 九月 十日 白 井の 名 を 以て 上書の 許否 を 伺 ふ 書  1 三 〇 

文 久ニ年 九月 時事 を 痛論した る 幕府へ 上書 稿  ニニ 三 

文 久ニ年 十月 幕府への 上書 草稿 を文聰 公の 內覽に 供 せんとす 

る 時 添 へ て 上る  二 五 W 

文 久ニ年 十二月 內問 にょう 文聰 公に 呈 したる 意見書  二 七 七 

文久 三年 正月 板 倉 周 防 守に 上らん とせし 眞 田家に 關 する 陳情 

き  二八 一 

文久 三年 正月 十 曰文聰 公に 上.^ て 自ら 薦 むる 書  二八 四 

文久 三年 三月 十三 日文聰 公の 世 嗣に關 する 建白書  ：• 一一 九 七 

文久 三年 三月 廿 一 日文聰 公に 上うて 速に 是 迄の 建白 意見 を 採 

上書 目次  ブ 五 


用 せられん 乙と を陳す  ：：  三 〇 一 

元 治 元年 四月 十四日 一 橋 公に 上-^ て國 家の 治 亂を陳 す  三 〇 二 

元 治 元年 四月 一 橋 公に 上りて 京師 警衛の 策 を陳す  三 0 七 

元 治 元年 勅諭 草案  三 0 九 


上  書 

狀德 $s 五  學政 意見書 並に 藩老 矢澤監 物に 呈 する 書 

御 學政之 義に付 御內々 申 上 候 凡 國家を 治め 候に は 必らず 風俗 を 正し 賢才 を 養 

ふ を 以て 本と 致 候 事 聖人の 大經に 御座 候 風俗 不正 候 得ば 刑罰し げしと 云と も 

奸邪絕 ず 賢才 少 分に 御座 候 得ば 官職 多し と雖も 事務 調 はざる 事 奉 存候其 風俗 

を 正し 賢才 を 生育 仕 候に は 學政を 張う 儒 術 を 學び道 藝を講 明し 義理 を 致 習 i 

の 外 有 御座 間 敷 候 幸に 當 御上 御 初 政よ，. -學校 御 取 立の 思 召 被爲在 段々 其 御 催 

有 之 誠に 難 有 御 事に 御座 候 然る 處今以 右 御手 初 無 御座 候 事定而 種々 御 深慮 も 

可 被 爲在候 得 ども 御 學政之 儀 は 御 治 道の 御 根本に 候 得ば 於 御 國家之 上 一 日 も 

廢 せられ 間 敷 御 義と奉 存候右 を 唯 御 注文の みに て 御手 始無 御座 候 事 奉 察 候 所 

學 校の 場所柄 も 能々 御 吟味 有 之 堂宇 も 壯大に 御 構 被 成 條廩之 御 入 料 も 充分に 

御 定め 被 遊 度 等之義 にて 御 果敢々々 敷 も 難 被爲成 儀に も 御座 候 哉乍然 愚意 奉 

存 、に は 右 等 之 儀假令 一 々御 全備に て 御 缺目無 御座 候 共 是は御 學政之 上に て 

上 書  六 七 


御 簡要之 義には 無 之其義 如何と 御座 候に 自然 御上に て 風俗 を 御正し 賢才 を 御 

生育 被 遊 度 御 誠意 薄く 三代 學校之 眞意を 御 汲取 も 無 御座 唯 外見 外 間の みに 學 

校 御 建立と 申 ものに 御座 候 はて 假令 江戶 聖堂 之 如き 大御 普請 有 之 年々 之 御物 

入 多分 御 費 御座 候 共 御 國家之 上に 於而其 御大 益 有 御座 間 敷 候 若 又 御上に て 御 

治 道の 御 根本 を 御 建 被 遊 候 御 誠意に て 三代 學校之 眞意を 能 御 寫取被 遊 候 は,. 

只今の 儘に て 唯一 通 之 御 規則 被爲定 候の み 早速 學舘之 御造營 にも 不及 多分 之 

御入料も掛らず候て今日ょ，c^直に三代之學校に相成可申候左候者十五年にし 

て 偸 薄 浮 靡 之士風 一 變仕 文の みに て武 なく 候て は眞 文に あらず 武 のみに て 無 

文 候 得ば 眞武に 非ざる 事 を銘々 可 致 會得候 得 者 御 家中 之 子弟 自ら 誠之士 らし 

く 相 成 可 申 其 間に は 追々 拨 群の 人材 も 奮起 可 仕 候 三十 年に 相 成 候 はば 御 家中 

盡く 文武の 良材と 相 成.^ 何事に 不因御 國家之 御 間缺無 御座 候 様相 成 可 申 候 古 

代八歲 にて 學 校に 入う 四十 歲 にして 始て 仕る と 申せば 其 間 三十 一 二 年の 修業 

を 加へ 候 儀に 御座 候是 古代 人材の 盛に して 後世の 難及譯 合に 御座 候 只今に て 

も 十五 年 相 立 候 得ば 八歲之 者は廿 二三に 相 成 十六 歳の 者 は 三十に 相 成 申 候 夫 


迄不斷 出精 仕 候 は 何事に 不因ー 廉出來 可 申 候 私 底 不才 之 生 質に 御座 候 得 共 

以御 厚恩 十四 歳 頃よ-^ 文事 心 掛當年 二十 七 歳まで 甚の 怠惰 不仕候 得ば 近來迄 

程 朱 之 正 學に不 志罷在 候ても 文事 一 通， 0 の 事 は 先 何とか 出來仕 候是に 因て 見 

候 得ば 才氣德 量 御座 候人始 よ.^ 御上 之 御 法制に 因て 正 學に從 ひ 十五 年の 間 其 

修行 を 重ね 候 は 實私 輩の 比に は 有 御座 間 敷 奉 存候併 私 迚も 此上以 御 厚恩 今 

十五 年 或は 書 上に 講明仕 或は 事 上に 練磨 仕 候 はて 天下に 對し恥 かしから ぬ 程 

に は 相 成 可 申 候 左樣に 御座 候 得ば 不才の 人 にても 三十 年 學び候 得ば 大抵に は 

出來 上，^ 可 申 候 近來御 家中 文武 致 衰廢候 事 風 義の偷 薄よ，^ 起る と 申 もの、 乍 

恐 畢竟 は 御 學政不 立 御 勸懲之 御 法 無 御座 候 故と 奉存候 幼年に て 四書 五 經素讀 

相濟候 者へ 年々 御 書物 被 下 置 候 之 類  一 二 御勸の 姿に 御座 候 得 共 年 丈け 候て 四 

書 之 素 讀も不 仕 者へ 一向 何の 御 懲も無 御座 候 得 者 御 勸の方 も 自然と 不 被行樣 

相 成行き 候 一 體御 政務 之 上に は御勸 懲之義 至て 簡要 にて 偏 廢難相 成 事と 奉存 

候 御 勸懲無 御座 候 得ば 御 法令 も 多く は 徒 事と 相 成 候眞の 御勸懲 御座 候 節 は 譬 

ば 前に 寶物 御座 候て 跡よう 她に被 追候樣 なる ものに 御座 候 寶物は 誰々 も 撒し 


き 物に 候處 跡より は 姚追懸 來候寶 物 を 取 

ならず 己れ 利 德を得 候 事に 御座 候 若其塲 

物 をも不 取して * に 被 咬 候 此樣の 事 は 誰 

御座 候 只今 迄 眞 の 御频懲 無 御座 候 故 文武 

心掛夫 にても 事濟候 得ば 根氣を 費し 筋骨 

少々 宛 も 內職等 致し 候 方 割合 宜敷 候と 心 

氣之中 稀に 財 利に 不走 書籍 等 好 候 者 先 は 

之 生 付に 御座 候 故 經史等 好み 讀 候ても 格 

に 至らざる 者は必 人情に 不通 世故に 疎き 

人 を 見て 書物 を 讀候者 は 人情 世故に 疎く 

外の 義と奉 存候本 學問者 五 翁 五常 之 道 を 

經濟 いたし 候 外 無 御座 候 然る を 右 様の 習 

學問 は不致 事に 相 成 徒に 歳月 を 送 候 は 歎 

所餘 程の 高才 美質 も數多 御座 候 得 共 聖賢 


る. （前へ 進 候 得ば 她に不 被 咬の み 

に 居す は， 9 又は 跡 屍り を 致 候 得ば 小お 

もい やに 候 故 善 を 見 義に遷 候 事 速に 

を も 好 候 者 は 心 掛候得 共 嫌の 者は不 

を勞し 文武 を 致 出精 候 ふ 貧窮の 者 は 

得 候 者 御 家中 過半に 御座 候 右 様 之 人 

偏 氣に生 付 候 者 多分に 御座 候 其偏氣 

物窮理 の眞を 積み 氣 質 を 變化致 候 迄 

者に 御座 候 俗人 其 本 を 不尋唯 右 等の 

相 成 候と 心得 文 學を忌 嫌 ひ 候 事以の 

明に し 人情 世故に 致 通達 天下 國家を 

氣 人心に 染込罷 在 候 故 高 才の人 迄 も 

敷 事に 御座 候 當節御 家中 を 兄 渡し 候 

之 正學を 以て 其 才賀を 養 立ず 候故經 


濟之大 體を會 得 仕 候 者 甚寡是 に H て 御上の 御德 澤も不 行渡 所 御座 候 様に 奉存 

候 畢竟 只今 迄 御 學政無 御座 候 故 可惜 人材 幾 計 廢し候 ゃ數へ 計. 9 がた く 誠に 不 

堪 2^ 息義に 御座 候 幸に 御上 御 英明に 被 爲在此 に 思 召 被 爲立候 御 事 誠に 御國家 

に 於 而乍憚 御大 功と 奉存候 何卒 少しも 早く 其驗し 顯候樣 仕度 三代 之 遺 意を寫 

し當 今に 施し 候 愚策 申 上 候 所 書取 申 上候樣 御座 候に 付 大略. 認取奉 入御 覽候學 

校 御 普請 等 御 出 來迄此 策 御 試 被 成 下 候 は.^ 其 御利益 御座 候 處忽相 顯可申 候 策 

略 左に 申 上 候 

學 政策 

一 御 家中 指 立 給 人 御 目 見 格 之 無差別 八 歳 以上 廿五歲 以下 家督 無 役 嫡子 次男 三 

男不殘 一所に 集め 修業 爲仕 廿五歲 以上 にても 學に入 度. 願 之 者 御座 候 は. -御許 

容可然 奉 存候八 歳よ，. - 十五 歳 迄と 十五 歳 以上の 處は 一 所 之內に 於て 小 學大學 

之 道 を 以て 別 を 附度候 得 共 只今 迄小學 身に 切なる の敎無 御座 候 得ば 十五 以上 

之 者に も 大學格 致 之 法 を 乍 授小學 之敎を 兼修 業爲 仕度 候 事 

諸 生 之， 一 ^に不 集 候て は 學術之 不正 も 有 之 就て は 道 德も不 一 其 上 勤惰 之 


吟味 等 も 不行屆 就 萬 端 不辨に 御座 候 右 故に 三代 之 昔..^ 大小 學を 構へ 王公よ 

-.^庶人迄の子弟を 一 同に 被 集 修業 被 爲致候 事と 奉存候 子弟 を 集 候 場所 淸洲 

町學問 所餘. - 手狭に 付 御 使者 屋坏可 然哉宋 朝頃佛 寺に て 致 講習 候 例 も 有 之 

候 寺に は 平日 不用 之 廣間も 御座 候 故 最寄宜 敷 塲所御 見 立 御用に 相 成 候ても 

可 然候得 共 當時之 勢に は 不穩當 方と 奉存候 

一 學政 大抵 町 割に 致し 十 人 宛 組合せ 相互に 怠惰 を勵 し候樣 致し 其內 年長し も 

の を 筆頭に 定め 置病氣 看病 其 外 無 據差合 之 節 は必其 次第 を 筆頭へ 申 筆頭よ， り 

Si 錄へ斷 可 申 候 筆頭 差 合 之 節 は 其 組內之 者へ 賴可申 候 事 

只今 衰廢 之餘に 御座 候 得ば 箇樣霰 敷 無 之 候て は人氣 難振漸 怠惰に 流れ 可 申 

候 

一 學生朝 五 時に 致 出席 晝九 時に 返 出 爲致度 其 間 四時 打 候 はく 板 を 相 鳴し 少々 

休息 爲致度 事 

當節致 素 讀候者 一 通-. N 記 臆 候 得ば 直に 引取 且宅 へ 歸ft^念入復讀仕候者寡候 

故 讀カ精 熟 之 者 甚稀化 御座 候 右に 付 ニ時學 堂に 居候 得ば 長幼 之 次第 行 座 之 


作法 敎導 を受 候て 能 熟 候の みならず 素 讀幷に 質問 迄 も 萬 端 念 入 可 申 候 一 體ー 

素讀は 小學之 一 端に 候 得ば 必らず 八 歳よ， 9 十五 歲 迄に 大抵 出來 上. - 白文 も 一 

大略 自由に 讀み得 候 樣不仕 候て は 叶 申 間 敷 候當節 若年 之 間 致素讀 候ても 一 

向 働 不付候 事 畢竟 御 制度 不立 故と 奉存候 大抵 四書 は 何年に 讀 上げ 五 經は何 

年 其 他の 書 も 幾 月 幾日と 御 定め 御座 候 はて 屹と出 來可申 候 質問 も是 法に 準 一 

じ 可 申 候 若病氣 看病 忌中 等 之 外 怠惰に 因て 此 法定に 外れ 候 者 は 於 學党中 可 一 

爲 末席 候 是は餘 事に 御座 候 得 ども 序に 申 上候算 學醫學 等も此 法に 從ひ 相塲ー 

割 は 幾 月 方 程 は 幾日 天 元 術 は 幾 月 內經は 幾 月 傷 寒 論 金 匱 要略 は 幾 月と 申樣ー 

其 向々 へ 御 尋之上 御 定め 相 立 候 はく 暫時に 其 大益可 有 御座 候 尤右之 御 定中ー 

才の人 を 以て 定度を 立て 年鼢に 因て 其 等差 を 附申度 候  j 

一 頭取 一 人 世話役 五 人 御 立 被 成 下 度 候 事  一 

頭取 は 學堂中 敎導督 責之事 總て掌 之  一 

世話役 は素讀 質問 之 世話いた し 且記錄 を 兼 可 申 事 

一 每月朔 日 十五 日 師聖參 拜之禮 を 行 ひ 申 度此日 を 以て 講讀之 休日と 相 定め 申 一 


一三 年 一度 明細 御 吟味 有 之 科に 當， 9 候 者へ は 失々 御 褒美 被 下 置 其 内 俊秀 御座 

候 は、 御 拔擢有 之 世話役 被 仰 付 追々 學業致 習熟 才氣特 達 之 者 は 又 夫々 御 川に 

御 使 被 成 下 度 候 事 

一 學に人 九 年 迄 科に 不當候 者 は 學籍解 返 可 致 事讓れ I g 読， g I 雌 離 m .1  • 願 

一 世話役 被 仰 付 候 者 年中 出精 仕 候 はく 歳末 銀 五 枚 宛 も 被 下 置 度 候 i 触！ 5iy 姆 

之 世話役に 膨れ 臉者 御座 候 節 は 御 引替. fi^-ff '斗 こ菅. cw,^ 変 や， >.M 足：^ 券 f 旬 一,^^ 窗こ 

被 成 下 度尤御 引稃は 早春に 限 リ申度 候.^ お ヰ 禾に葡 fc^ ヌノ^ も _.^H=?m-.ra'K'.f3-£i 

て 內職不 致 候て は 暮し兼 候 者へ は 御內々 にても 御手 當被成 下 益 無 懈怠 學業精 

鍊爲 仕度 候 事 

ー學 党規 則 之 事 

別に 記し 申 上 候 

一 諸 生之內 傲慢に て 學規に 不從者 有 之 候 は，. - 世話役よ. 再三 相 諭し 可 申 候 右 

にても 不相用 候 はく 頭取より 能々 誡可申 候 夫 にても 不相用 候 者 堂 中 末席に 逐 

下し 可 申 候 右に て改候 は、； - 早速 本 席に 可 復候若 又 月 を 重ね 不相改 候 はて 御掛 


へ 申 屆學堂 致 放逐 放逐 之 者 は 直に 表 向御咎 御座 候樣 仕度 候 事 

右 様 傲慢 之 人物 學堂 にも 不入氣 隨に致 成長 候 は、.^ 往末 如何 樣之惡 者に 相 成 

候 や も 難 計 候に 付 右 樣之者 は御咎 御免 之 後 致 更始 父兄 親類 之 者 よら 願 立 御 

聞 濟之上 再び 學 堂に入 候樣 仕度 奉存候 

右 十 條先其 端緒の みに 御座 候 其 綱 條度數 は 宜敷御 裁 擇可被 成 下 候 以上 

五月 二十 七日  佐 久間啓 之 助 

學堂 規則 

一 諸 生家に 在 候 節 は 能々 父母の 敎訓を 相 守 可 申 候 萬 一 父母 不行屆 之 事 有 之 候 

は V 己れ 旣に窨 を 讀斑を 明め 候 上 は 再三 懇々 諫を 進め 父母 を 非 義に陷 入れ ざ 

る 樣心掛 可 申 事  • 

一 諸 生入學 よ.. > 志 を 立て 追々 忠臣 淸官 となら 候 樣勵可 申 候窨史 に载る 所忠淸 

の 事蹟 平日 講究 を 加へ 凡國を 利し 民 を 愛する の 事 一 々心 を 留め 可 申 事 

一 諸 生 忠信 正直 を 本と 致し 候 事 簡要也 忠信 正直に 候 得ば 誊を讀 候て おの づか 

ら實用 有 之 後日 役 席に 入 候ても 必可 有名 * 候 若 又 心 術 不正 候 得ば 讀誊も 畢竟 


無益に 相 成 役 義等動 候 節 も必於 諸事 害 を 生じ 可 申 候 能々 平時 心得 可 罷在事 

一 iS 生 « 門に 立 入 惣て望 事 等 致 申 間 敷 候 己れ 菜して 學業不 成就 徳行 致 全備 候 

はて 上天よ-' 必其福 を 被 與可申 事 

一 諸 生 師匠 を 尊敬 可 致 候 講義 之 節 は 心を虛 にして 聽受 致し 若い まだ 不明 事 有 

之 候 は もの 靜に可 問 尋候妄 に 致 辯 難 候 事可爲 無用 尤師 たる 者 宜敷心 を盡し 

致 敎導可 申 事 

一 諸 生 私に 黨を立 候 様 之 事 一 切 有 之 間 敷 事 

一 諸 生喧嚷 口論 ケ間敷 事 惣而愼 可 申 候 假令學 業 討論 之 事と 雖も勝 心 客 氣を挾 

不 申しと やかに 切磋 可 致 事 

一 諸 生 於 學堂中 猥に膝 を 組 空談に 業 を 廢し申 間 敷 候且御 政道 誹 判 飲食 婦女 之 

談話 固く 停止 之 事  一 

一 諸 生 出入 動作 平穏に 威儀 を 整へ 禮 法に 違 はざる 樣心掛 專ー候 人と 應對之 節 

失？ I 無之樣 勿論 候 得 ども 又 卑下 過ぎ 足 恭に陷 申 間 敷 事 

ーsi生孝^廉讓にして规則を守-^行誼表著して衆人致敬服候者は頭取ょク致 


言 上 御上よ. cs 御 褒賞 被 成 下 候 樣取計 ひ 可 申 

於 有 之は必 しも 藝術上 高下 を 論せ ず 其 向へ 

役 は 諸 生の 表 準に も 有 之候尤 平生 禮法謹 守 

右 十 條急度 服膺 不可 有 遺 忘 者 也 

矢澤監 物に 呈す 

御內々 申 上 候 私義難 有以御 厚恩 蒙 御 許容 巳 

所 御城 月次 講釋助 被 仰 付 去 申 二月 中此 表へ 

御座 候故兩 三年 之 間專ー に 修行 仕 候 得共學 

所へ も 難 參恐入 候 義故歸 着 後 も 無油斷 自己 

第に 門人 相 增し朝 五 時 前 坏には 鬼ても 敎授 

晝後 にも 質問 日. H 定め 又會 讀 等 立 置 其 上 他 

座 候 仕 合 故 自己の 修行 は 乍 存其暇 無 御座 迷 

家中の 爲 にも 多分 相 成 筋に 御座 候 者 只今 之 

樣 にも 死力 を 盡し可 申 候 得 共 只今 之 御學政 

上  書 


候 若 平日 規則に 不從 敎誡を 不用 者 

申 屈學堂 放逐 可 致 候 尤も 頭取 世話 

し 行 履 無 過 樣心掛 可 申 事 ■ 


の 

惑 

無 


冬 

も 

仕 


に て 

御座 


よ. 爲文學 

候 然る 處私 

々々敷 も 

上達 仕 候 

に 付 日々 

四 ケ所會 

併 右に て 

朽果候 共 

候處に て 


修行 出府 仕 罷在候 

義從來 性質 駑才に 

不相進 中々 御用 立 

樣心褂 候 得 ども 次 

晝前 之內素 讀爲仕 

讀に 出席 仕 候 所 御 

御 國家之 御利益 御 

少も怨 無 御座 如何 

は假 令名 世の 大儒 

七 七 


御 墜候共 唯々 一 己 之 力 及 候 所の み 左 迄 大功 は 有 御座 


中々 御 國家御 治 本 之 御利益に 相 成 候 事 存じ も 

政 さへ 相 立 候て 其 御 法制に 因て 事 を 計 ひ 候 は 

御座 候義 御上 之 御 威 德御掛 .9 等 之 御 精力 を以 

五經之 大意 位 は 致會得 成程 十 萬 石 御家來 らし 

可 申 候 右に 付此 度御學 政之義 愚計 書取 申 上 候 

ざる 所に て は 容易に 御 取 用 御 學政之 義御取 計 

義奉存 候 右 之 思 召に て 早速 御 學政之 御手 始も 

申 上 候 通， TV 當節之 場 私 之 微力 を 極め 候迚 格別 

左の み 損 も 無 御座 月次 講義 並に 素讀 指南 等 は 

候 得ば 又々 出府 仕 今 五 七 年 自己の 修行 專ー に 

候 私 之 生 質に 御座 候ても 今 五 七 年 も專ー に修 

大抵に は 相 成 可 申 候 年齢 も 稍 長 じ 候 得ば 人 之 

に 御 使 ひ 被 成 下 候 はて 難 有 仕 合 奉存候 天地 間 


不寄義 

i 之 一 

數年 を： 

く 相 成 

併 私 之 一 

難 被 成 

無 御座 

之 益 も 

誰に て 一 

仕候義 

行 を 加 

信向 7^31 

たま 


間 敷 又 況私载 之淺學 にて 

と 奉 存候乍 去 御上 之御學 

淺陋 にても 先賢の 成規も 

不 出御 家中 子弟 銘々 四書 

候 樣仕屹 と 其 効 驗を顯 し 

菲 德淺學 衆人 之 信仰 を 得 

被 思 召 候 半 も御尤 至極 之 

御樣 子に 御座 候 はて 前條 

無 御座 又 私の 退き 候と て 

も 事 濟候義 にも 可^ 御座 

を 御 許容 被 成 下 候 樣奉願 

へ 候 はて 如何 さま 學術も 

付き 可 申 候 其 上に て 御用 

人と 乍 生 出世に 功 も 無 


之 木石と 同じく 朽果候 半 も 餘.. -に殘 念に 奉存候 得ば 迚もの 事 御 情 を 以て 天 F 

の 人に も數ま へられ 候 樣罷成 御用に も 相 立 御 厚恩 之 萬 一 を 奉 報 度 奉 願 候 間 何 

分 も 修行 御 暇 被 下 置 候 樣可然 御 執 成 之 程 御內々 奉 願 候 以上 

五月 廿 七日  佐 久間啓 之 助 

矢 監物樣 

天 保 十 年 s  職 方 郡 方 職掌 整頓 意 見 書 

月廿 七日 か 

職 奉行 郡 奉行 職掌 追 年 致 混 亂往々 御 差 支 も 御座 候に 付 御 役人 見込 御尋 御座 候 

處 所見 區々 にて 未 御 一 決 も 無 御座 私儀に も 見込 御座 候 はく 申 上 候 様 御 內逾を 

も 蒙う 候に 付 何れ 出府 前書 取 申 上 度 含み 御座 候處 出立 前 諸事 取 込罷在 遂に 延 

引 仕 奉 恐 入 候 併し 一 度仰を蒙，.^候義默止罷在候も是亦却て罪を重ね候義に付 

乍 延引 左に 申 上 候 右 御 兩役之 職掌 定て追 年 流 弊 も 有 之 双方 混 亂仕候 義も可 有 

御座 候へば 當今 事爲の 上に 於て 其 條理に 御 順 ひ 御經綸 御座 候 事 御上 並に 各檬 

方 御 當然の 御 職分と 乍 憚 奉 存候此 外 更に 可 申 上義無 御座 候但 一事 窃に奉 恐 候 


義は舊 弊 致經綸 (？ 原 

法 を 改め 御 役名 を變 

難 計 是而已 深く 恐れ 

被 遊候祖 宗 之 御 法 全 

有事に 奉存候 凡人 民 

難 致 本よ，^ 人民 土 田 

に 人民 土 田 を 掌り 候 

土地 人 K を 二手に 被 

座 候 故 如此義 と奉存 

種の 初め 人民 食に 乏 

を 設け 急に 稼 糠を敎 

乏の難 を 被濟候 事に 

へ 共 在々 所々 に尙隱 

じ窃に 奸宄を 働き 院 


文 不明) 候 一 時 之 學を被 憚 董仲舒 更化之 に 託し 祖宗 之 御 

じ 兩御役 一 手に 結び 候 等の 策 行 はれ 候 事 萬 一 可 有 之 や も 


候義に 御座 候 一 

く 尙書處 誊之意 

無 之 候へば 土 田 

須臾 も 難 離 もの 

事 義现之 當然に 

分 兩役を 以て 被 

候 利 を 奥す に 急 

敷難義 いたし 候 

へ 候 而民食 を 足 

て 御座 候 害 を 除 

伏し 盜賊不 少時 

族 も 有 之 候 故 土 


體職 奉行 御 郡 奉行 職掌 御 引 分 兩御役 御 建 

に 叶 ひ 他に 比類 無 之 義理 深遠 之 御 義と難 

を 耕， し 候 事 不能 土 田 無 之 候へば 人民 生育 

に 御座 候へば 周 禮には 司 徒の 職に て 一 手 

御座 候處唐 虞の 際 並に 御 國の御 法に 於て 

爲掌候 事 一 者 水 災の後 利を與 すに に 御 

と 申 は 洪水の 悤已に 悉く 平らぎ 候へ 共播 

故人 別 を 掌.^ 候 者の 外に 於て 別段 稷の官 

し 山林 川澤之 貨財 を 以て 有無 を 相 通じ 匱 

くに 急と 申 候 は戰鬪 之亂已 に^く  候 

に 突起 致し 良民 を 害し 或は 良民の 間に 混 

田 を 掌- N 候 者の 外に 於て 別段 職 奉行 を 御 


立 人別 を 被 成御預 急に 奸盜を 取 返け 人民 を a さしめ 非義之 地に 陷れず 萬 民 を 

安堵なら しめ 給 ふ 御 事に て 御座 候 右 之 御 法 唯 一 時 之御權 道に 出 候 義には 無 御 

座 候赏に 風土に もよ く 應じ候 事故 是を 以て 永世 之 御正 典と 被 爲成候 御 事 自然 

に 虞 書の 經濟に 符合 仕候義 誠に. 先 公 格別 之 御 規模と 常時 窃に嘆 服仕罷 在候義 

に 御座 候 其 上皇 國古 來武を 尊み 候 風俗に 御座 侯へば 寇盜を 取 拉ぎ御 仕置 を 掌 

-CN 御上の 御 威 稜を奉 助 候 職 奉行 三 奉行 之 上席と 御 定め 候 事 唯 寺社 方 を 持 居候 

故に 無之甚 道理 ある 事と 奉 存候右 等 之 次第 碌々 不相辨 一 槪に論 を 立て 只今 之 

職 奉行 は 周 禮司徒 之 姿に て 却て 人別 不掌候 事 周 禮の法 共 致 相違 經國の 正道に 

外れ 候へば 孰れに も 右 兩役ー 手に 致し 候 方 可 然と 致 主張 又 只今の 儘に て 人別 

帳 を 御 郡 奉行 之 手へ 渡し 候へば 職掌 混 亂之論 容易に 可 停と 唱へ候 者 御座 候へ 

共總て 周禮に 拘泥 致し 却て 周 禮之理 は 不通 第一 祖宗 之 御 法 を 變じ候 大事 を輕 

忽仕候 誤と 奉 存候前 條已に 申 上 候 如く 祖宗 之 御 法 は 外 藩 は 勿論 公儀に も 無 之 

至極 之 御 良 典に 御座 候處其 道理 を も 深く 討究 不仕唯 當時御 役人 私意 を 挾み 公 

儀 を 害し 自ら 御 差 支 を 引出し 候 而御差 支 之 趣 申立 他 藩 郡 奉行に 而 諸事 取 行 ひ 


候 跡 を 襲 ひ 職 奉行 御 郡 奉行 合一 之 策 を獻じ 候に 至て は甚以 不可 然 只今の 儘に 

て人別帳 のみ御郡奉行 へ 附候得ば差當-^職奉行之御役威减し候得共永く職掌 

混 亂の弊 を 除き 可 申と 申 一 策 前條合 一 之 策に 比し 候へ ば、 簡易 之 様相 聞 候 得 共 

是以 祖宗の 御 法 を變じ 且兩御 役之大 軒輊に 預ぅ候 得ば 是亦 不可 然と 奉 存候ー 

體治國 之 制 必ずしも 周禮 に拘. -候義 に 無 之 右 故舜の 御代に は 水 土 を 平け 候 司 

寇と 山林 川 方 百ェを 始め 候 共ェ之 普請 奉行と 兩官に 分れ 居.^ 候 處周禮 に は 司 

寇は 山林 川 方に て 普請 方 を 致 兼 帶周禮 にて は 軍 奉行の 司 馬と 公事 盜贼 方の 司 

寇と 兩官に 御座 候處唐 虞の 際に 於て は 土の ー官 にて 右の 兩官を 兼ね 申 候如此 

ものに御座候得ば其代々祖宗之法を守-^其上に就き追々生じ候流弊を洗濯し 

祖宗 之 初に 還し 候 事後 主 後 賢 之 當務と 奉 存候舜 帝 も 臣は暌 が 股肱 耳目た.^ と 

被 仰 候 人臣た る もの 吾 身 は 其 主君の 御 股肱 御 耳目に て 候と 申 所 へ よく 着眼 御 

座 候 はば 職 奉行 御 郡 奉行 只今 之 通，^ 別 手なら 共 何 にても 障 有 之 間 敷 私意 偏執 

を 以て 御 差 支 を 引出し 剩へ兩 御 役 混 亂御引 分 之 御妨を 致し 容易に 御手 も 難 被 

下 義等有 之箬は 決して 無 之 義と奉 存候若 又 吾 身 御主 君 之 御 股肱 御 耳目と 申 所 


天 保 十二 年 

十月 十八 日 


へ 着眼 間違 候 はく 如何 樣 良法 御座 候と も 治 人 あ 

候義 萬々 有 御座 間 敷 奉 存候御 家中 之 者 御 役人に 

其 人事に 臨み 肝心の 御用に 相 立 不申候 平素 臨時 

分 御 生育 有 御座 度 候 も 兼て 申 上 置き 候 御 學政之 

郡 奉行 職掌の 一 義は 何れに も 祖宗 之 御 法 御變革 

頭 を 御 探し 條理に 御 順 ひ 御經綸 御座 候 事 太 上 之 

候 間此段 御內々 申 上 候 以上 

猶々其節目に至.=^候而は外に自分申上候もの 

上 候 

四月 二十 七日 . 


-^ て 治 法 な し 夫 に て 事 成 就 仕 

不限右 之 着眼 間違 候て は 畢竟 

の 差別 無 之 御用に 相 立 候 者 多 

一 事の みに 御座 候 唯 職 奉行 御 

無 之 致 混 亂候處 は 其 混 亂候源 

御 策と 奉存候 愚見 如此に 御座 

可 有 之 候 間 唯 其 大綱 而已奉 申 


感應 公に 上りて 文武 偏 勝に 陷ら ざらん こと を陳す 

御內々 申 上 候 書取 

文武 兩 道の 偏廢す ベから ざる 事 をば 古人 も旣に 鳥の 兩翼 車の 兩輪 にも 譬へ候 


て 皆 人よ く 知る 所に 御座 候 乍然又 a れ たる 世に は武を 以て 先と し 治まれる 世 

に は 文 を 以て 先と 仕 候 名 言 も 御座 候 歟に承 候い はんや その 武 とさし 候 もの 必 

ずし も 一 藝 一 伎の 末に は 無 御座 候 を や 就て 御內. 々申 上 御 賢慮 を 被 述被下 度 候 

義は 昨日 御屋敷へ 罷 出御 馬場に て 見せ 馬 御座 候 を見受 候て 如何なる 義 やと 熊 

三郞へ相尋候處同人極密內話仕候にはかねてょ，.^壹疋は御引入に可相成御都 

合に も 候 所此間 御手 元よ，^ 極密 九十 郞を 以て 御 內意有 之い また 聢と 致し 候 事 

に は 無 之 候 得 共其內 事に 依，^ 御 老中 樣 方の 乘 馬上 覽 にても 御座 候 やの 由彌と 

申節には右の御料にも可相成樣にとの事に候故此程ょ.=^度々見せErをも見候 

レー JTl H  や、 熊 三郞 も此義 は極密 の御內 意に て 狭. 得ば 無 左と 他人 へ 口外 仕へ き 義には 無 御 

と 申 は.^ 座 候へ ども^ 義とは 幼年よ リ 一 同 讀書講 學をも 仕 兄弟 同様の 親しみ も 御座 候 

ほ祐就 f  I 1^  S 独 右の 御 樣子乍 恐 愚意 泰存 候に は此義 誠に 御 容易なら ざる 御 a 

と 泰存候 其 子細 は當夏 以來大 朝に も 御大 政 御 維新 被爲在 御上に も 御 人選 を以 

て 是迄御 家に 御 類例 も 無御痤 御大 任 を 被 蒙 仰 御 家中 は ゆに 不及 天下の 士大夫 

も 朝家の 其 御 人 を 被 爲得候 を 難 有 御 事に 奉 存是迄 久敷衰 廢仕候 文武の 敎も此 

御時に^J^V振ひ起ft^候はんと皆企仰仕罷在候所に果して是迄鐡砲の義は御老 


若樣 方の 御 見 分の 節に だに 玉 籠に て 火 を さし 候 事 は 絕て無 御座 候 ひし 處上覽 

之 第一 に 鐡砲を 玉 籠に て 被 遊 御覽御 好み 等 も 被爲有 右に 引續き 御大 名 樣方之 

御乘馬上覽被仰出尙又御老若樣にも御®本衆ょ-^與カ等迄の劍槍の業御見分 

可 有 御座 旨 被 仰 出 候と 歟承候 右に て 久しく 宴 安に 流れ 武備の 何事た る を辨へ 

さる 衰俗を 御作 振 御座 候て 朝野と も 一 旦に 面目 を 改め 候 半と 難 有 御 事に 奉存 

候 然る 所有 志 之 學士大 夫に 於て は 猶遺慽 に 奉 存候義 は是迄 度々 被 仰 出 候義も 

總て武 の 末 伎の みに て于今 一 度 も 文敎の 御沙汰 無 之 候 事 古人 翼 輪の 論と も符 

合不仕 治世 文 を 先と 仕候敎 にも 相 當不仕 候 事 如何なる 御 趣意に や 候 はんと 不 

審仕候 もの も 住々 御座 候 歟に承 及 ひ 候 愚意 奉存 候に も ある 人 主の 天下 をば 馬 

上に て こそ 得 たれと 被 申 候 を 陛下 馬上に て 天下 をば 治め 玉 はんやと 申 候 人 

も 御座 候と 承 候 得ば 何れに も 天下の 御 政 本の 益々 正しく 御德 化の ますく う 

る はしく 天 保の 盛 世と 後代 迄 も 仰き 候 様に は此御 維新の 際にて 文敎を 武備と 

倶に御 振興 被爲在 都下 g 紳の間 は 勿論 海 內の學 術 を も 一 たび 御 整頓 御座 候て 

浮 難 僻陋の 弊習 を 御 除き 明體達 用の 正學 盛に 世に 行 はれ 候樣 有， 御座 度 義と存 


候 然る 所 文敎の 御沙汰と て は 一 切 無 御座 候 得ば 右 之 通有 志の 人々 不審 仕 候 も 

誠に こと はりの 義と奉 存候左 候 得ば 此儘 にて 又 直に 御 老中 樣 方の 御乘 馬上 覽 

等 御座 候 はぐ 御 大臣の 御體を 損せられ 候の みならず 自然と 文事 偏 廢の御 姿に 

相 成， 0 是迄 折角 御世 話 御座 候 ひし 武事の 方 もお のづ から 偏 勝と 申 ものに 相 成 

可 申 右に て是 迄の 御 美擧も 何となく 御 位の 下う 候 檨に罷 成 候 半と 何とも 恐 入 

存上候 且又 御上に も是迄 文武 兩 全の 御 賢 名 を 被 爲受候 を唯武 偏の 御 方 様と 天 

下の 人に 唱へ させ 候 事 さ，^ と は 誠に 殘念 至極の 義と奉 存候尙 委しく 承 候 得ば 

此 度の 御 様子 は 先 最初 右 大將檬 の 御馬 被 爲召候 を 御 老中 樣 方へ 拜見被 仰 付 其 

上に て 右 大將檨 の 御 進みに も被爲 成候樣 にとの 御 趣意に て 御 同列 樣 にも 御乘 

馬 御座 候 やの よし 愚意 奉存 候に は是 こそ 誠に 幸 之 御 儀 何卒 その 右大將 様の 御 

乘馬を 以て 暫く 大學の 御 講義と 被 爲替其 拜聽被 仰 付 その 御 進みの 御爲 にと て 

御 老中 樣方 にも 各 四書 六 經の御 講義 にても 有せられ 候 はて 武備の 方の. 御世 話 

は 御 統本樣 御大 名樣 方よ， 9 御 始め 文 敎の方 をば 右 大將樣 よ，^ 被爲始 政府の 御 

方々 樣に も 各 聖人の 大道 を 被爲說 候に て 文武 兩 道の 各 當る所 も 有 之 御 道理 も 


被 爲盡且 有志の 御 引 立に も 相 成 候 御義と 奉存候 得ば 此 度の 御 儀 は實に 事の 大 

機會 にて 天下の 文 敎を御 振 ひ 被 遊 候 も 御上の 御 美 擧を被 爲益候 も此御 ー擧に 

ぁ，c^と奉存候何分も御賢慮の上可然樣御獎匿被進御上にも彌天下の衆望に被 

爲充 文武 之 道 偏 廢不仕 朝家の 御大 政 も 倍 御 盛 美に 御座 候て 後世 迄も此 御代 を 

鑑範 とも 仕 候 樣に奉 願 度此段 御內々 申 上 候 何分 御 熟慮の 程 奉冀候 以上 

事 期に くれ 候て はと 奉存取 急ぎ 認め 候 故書體 甚亂雜 にて 恐 入 候 其 段 は 幾 

重に も 御 赦免 可 被 成 下 候 

十月 十八 日  修  现 

三年  感應 公に 上りて 天下 當 今の 要務 を陳 す 

乍 恐 謹 而申上 候 

近來 公儀に て邊 防の 御 武備に 厚く 被 用 御 心 御上に も 海防 御掛. ^被 蒙 仰 候 御 事 

は 定めて 去る 亥年 以來 イギリス 夷 唐 山と 亂を 構へ 頻に及 戰爭候 趣 風聞 も 仕 候. 

義に付 遠く 被 運 御 思慮 萬 一 の義 御座 候 節 諸方 狼狽 無 之 様 御手 配 御座 候 義と奉 

i 書  八 七. 


i 嘗  八 八 

存候北：：1天平勝«年間唐山にて安祿.3:の變御座候時すら皇朝にて西海に戌備を 

被增候^Jffi史に見ぇ申候祿出の變は唯唐山域內のみの事にて聊か他に預-^候 

義に無 之 候 得 共 街く 其備を 被 設候義 は 全くせ 代 ^相の 御 £ぉ， 園と 深く^ 服 仕 候 

義に 御座 候まして 此 節の ィ ギリ. ス 夷に 於て はもの 獗 兇俾祿 山の 比に 無 御座 

候 虑を隔 海の 諸 國に逞 く 仕 候 事 此度唐 山と 戰爭に 及 ひ 候 一 事 を 以て も 相 分. c> 

候 事に 候 得 は 能々 彼我の 勢を審 にし、 格別に 御 心備無 御座 候て は 難叶義 と奉存 

候當 二月 阿蘭陀 人よ 6- 書付 申 上 候 始末 近日 傳聞仕 候 得 は 廣山頻 に 利 を 失； 5 福 

建 寧 波 等の 地方 旣に イギリスの 爲に 陷沒仕 候よ し 且又 先年 ィ キリス 船 本邦の 

漂流 人 七 人 を 送-^ li^ し 候 爲め相 州 海岸に 近寄 候 を 鐡砲を 以御打 拂に相 成 候に 

付 右の 船 漂流 人を廣 東の 阿姆 港へ 連れ！^ し 罷在候 處右七 人の 內 一 人 病死 仕 二 

人は此 頃. 唐 山 を 騒 かし 候 手勢に 相 加，^ 其 餘四人 阿媽港に 罷在候 所 其 者 共よ， c 

本 國の義 を 心^ ひ 書簡 を以 イギリスの 事情 を 長 崎 表 迄 申 送 候よ し其誊 簡に認 

有 之 候に は イギリス 人 此度废 山と 戰爭方 付 次第 本邦に 交易 を 願 ひ 萬 一 交易 御 

免 無 之 節 は 先年 漂流 人 送-^ 1:^ しの 爲め 海岸に 乘 寄せ 候 船へ 理不盡 に 姨砲を 被 


打 掛候譯 合 を御糾 

し 候義を 承，^ 傳 へ 

差 向け 候樣 にィギ 

は 承，.. -も 不仕 暫く 

野心 を 懷き罷 在 候 

. ^申 送.^ 候 義を全 

竊に申 送 候 事と も 

朝廷 を奉刼 久しく 

認めさせ 阿蘭陀 人 

迚も 矢 張 夷人の 奸 

を 繫け候 節 喧しく 

謀.^ 候 故 蘭 船 下輩 

無 之 候 はく 軍機 を 

候國 へ 通商に 來，^ 


ケ 所 

得 共 


し 申 度 よしを ィ ギリ ス人申 居候よ し 又 阿蘭陀 

候 得 は 唐 山の 騷亂方 付 次第 長 崎、 薩摩， 江戶之 三 

リス 人 申 居候よ し 如 此の 類 尙樣々 可 有 御座 候 

傳聞仕 候 右三 事 を 以て 愚考 仕 候に 本邦へ 對し 

事 は實に 相違 無 之義と 奉存候 人に 依.^ 候て は 

く 其 者 共の 心よ ，0, 本 國の義 を 厚く 心 遣 ひ 右 等 

心得 可 申 候へ 共 愚意に は 是は皆 夷人の 謀計に 

望み 罷在候 交易 を 成就 仕度 爲 めに 內々 漂流 人 

へ 託し 差 送- -候義 と 被存候 扱， 又 蘭人 下輩の 者 

計に て 兵 法に 所 謂. 先 聲後實 の 手段 を 用 ひ 蘭人 

右 等の 義を 申觸れ させ 本邦へ 入津 之 後 早々 に 

の 者 迄 右 等の 義を 聞知，^ 長 崎に て說話 仕候義 

猥，^ に 人に 洩し候 普 も 無 之 殊更 不遠兵 を も 差 

候 蘭人に 其國の 某の 地方に 軍艦 を 出し 可 杯 申 方 


下輩の 者申洩 


ィ 

こ- 

と 

向 


へ 兵 艦 を 

自 餘の義 

リス 夷の 

流 人 共 よ 

威 を以我 

付 窨 簡 を 

洩 し候義 

媽 港に 舶 

--候 様相 

存候左 も 

はんと 企 

略の 聞え 


中へ き 義は决 して 有 之 間 敷 被存候 然る を 却て 右 等の 義 御座 候 は是皆 夷人の 奸 

計に 相違 無 之義と 奉存候 且又 漂流 人 も 最初 本國 へ歸. ^申 度 段 賴み候 ひし 故 先 

年 連れ 來，^ 候に 有 之へ く 候 事 調 はすして 阿媽港へ 連れ 爲 され 候 ゆ」 も 漂流 人に 

於て は tt 心の 斷絕仕 候 義は有 之 間 敷 候 得 は 如何にも 致し 本國 へ 返され 度と 再 

三 も W 四 も 賴み候 はぬ 義は よも 有 之 間 敷 候に 阿蘭陀 人 へ 託し 候と も 唐 山人 へ 

托し 候と も 仕 差 送るべき を 七 八 年 も 其 儘 其國に 留置 候 義は是 又 此者共 を以奇 

貨とも可仕存念と被察候是等を以推量仕-^候ても彼れの本邦へ對し野心御座 

候 義は益 以顯然 たる 義と奉 存候其 上 イギリス にて 久敷 本邦 を ねら ひ 候と 申義 

は先年ょ，c^歐羅巴諸州にて致承知居候事と相見ぇ每度蘭人ょ，c^申上候事共も 

有 之 候 扱 其 蘭人よう 申 上 候 イギリス 國 にて 戰艦を 數多造 ft- 立 候. と 申 義も亞 米 

利 加州に て. 軍爭有 之と 申 候 事 も 唐 山に て 遠から す 戰爭の 可 有 之と 申 義も是 迄 

申 上 候 事共 只今と 相成總 して 虚說無 之 候 得 は其ィ ギリ ス にて 本邦 を ねら ひ 候 

！も その 申 上 候 通， CS に 相違 有 之 間 敷 候 左 候 得 は 唐 山との 事 方 付 次第 必す 渡海 

仕.^ 最初に 交易 を 相 願 ひ 其 段 御 許容 無 之 節 は 屹度 先年 船へ 銕砲を 被 打 掛候謂 


れ を 承..^度と申難題 

得 は假令 本邦に 深き 

ら ひ數多 の 人 費を掛 

に 唐 山 迄 多くの 戰艦 

かの 海路 を 隔て 候の 

その 兵聲を 鳴らし 手 

の 序に て 失費 も 薄き 

始め 本邦の 利 を 網し 

にて 唯 利に のみ 賢く 

込 候 は^ 聊か 我に 怨 

法 を 以て 待候義 もも 

にて は假令 本邦と 兵 

て 又 許 多の 利 を 獲 候 

候て 海運の 妨げ を 仕 


を 申出し 可 申 候 抑 彼 國は唯 利に のみ 走， 候 習俗に 有 之 候 

響 怨有之 候と も 本邦 を亂妨 仕候爲 のみに 態々 兵 艦 をし つ 

けて 差 向 ひ 候 等の 事 は 決して 仕る 間 敷 候 然る 所此 度は旣 

差 出し 有 之 軍卒 も 乏しから ず 器械 も備. 候て 本邦と は 僅 

みの 事に 候 得 は 先年 相 州 浦の 一 件 御座 候 を 幸に 事の 序に 

を濡 さず 交易 を 叶へ 若 又 其 願 筋 御 取 上 無 之 節 は 元よ，^ 事 

事に 候 得 は 其 儘 兵 を 構へ 本邦 を惱 まし 遂に 要して 交易 を 

候べき 料 見に 有 之べ く 候 元 來道德 仁義 を辨 へぬ 夷狄の 事 

候 得ば 一 旦兵を 構へ 候 方 始終 己れ の 利潤に 相 成 可 申と 見 

なくと も 如何 樣の 暴虐 を も 仕 可 申 候 左 候 得ば 此方よ. CS 禮 

の怨 のな き 所 を も 恃み候 事 も 出 來兼候 義と奉 存候又 彼れ 

を 結び 候 とても 事の 序にて 失費の 薄き のみならず 海上に 

義も可 有 御座 被 存候其 利と 申 は. 本邦の 近海に 戰艦を 繋け 

, ^其 暇 隙 を 以て 近 來彼國 にて 專ら利 を 得 候鯨獵 にても 仕 


其 最少：？ の ft 々 へ 交易 等 仕ら 候 はて 月 を 重ね 年 を 積み 候と も 格別 彼れ が 本國の 

軍資 を 費し 候 事 は 有 御座 間 敷 只 本邦の 害の みに 相 成 可 申 義と奉 存候左 候 得ば 

彼れ にて は 必ず 兵端 を ii き 本邦 を憊 らし 遂に は北狄 よ，^ 宋 家の 歲幣を 要し 候 

如く耍して莫大の交易を求め終に本邦の膏腴を吸取-^國カを弱め候て果ては 

屬國の 如き ものに も、 可 仕 心得に 可 有 之 候 乍然右 等の 成 行 を 御 心 遣 ひ 最初に 其 

願 筋 御 許容 御座 候 はて 穏便に 事 靜ま， ^も 可 仕 候 得 共 堂々 たる 神武の 本邦 を以 

て 是迄久 敷、 御拒絕 御座 候 ひし イギリスに 此 度の 兵聲を 御懼れ 容易に 交易の 義 

を 御免 御座 候と 申 候て は 泰秋傳 に 所謂 城下の 盟同樣 にて、 公儀の 御 耻辱此 上 あ 

るべ からず 依 之 天下の 剛大 正直の 氣も 折け 神 國尙武 の 御 威稜も 衰弱 仕 始終 外 

夷の 輕侮 を來し 候て 其弊擧 ていふべ からざる に 至.^ 可 申と 奉存候 且又 前文 推 

度 申 上 候 情實に 果して 相違 も 無 之 候 はて 最初 願 立 候 交易： a も 必らず 本邦に て 

堪へ 難き 程の 義を 申出し 可 申假令 阿蘭陀 唐 山 同様の 義に 候と も 此の節の 場 御 

國 用に 事 缺候義 も 無 之 候 得ば 年々 阿蘭陀へ 被 差遣 候 銅の 義 たに 識者 は 昔より 

® を 抱き 候 事に 御座 候此 上に 又 イギリスと 交易 相 開け 候 はて 益々 天下 有用の 


品 を 以外 國 無用の 品と 取替 候譯 にて 天下の 御大 計に 有 御座 間 敷 奉 存候且 一 旦 

ィギ リ ス の 交易 を 御免 御座 候 は 魯西亞 に 於ても 必ら ず默し 候て は 居，.. -申間 

敷 候文 化の 度 その 國の 使節 レサ ノ フ へ 被 仰 渡 候 御 書付 も 有 之 候へば 手の 裏 を 

返し候如き御表裏を慍-^且ィキリスの願筋御許容御座候御國勢を輕んじ彼ょ 

ら又 難題 を 申出 候義も 御座 候 はて 其 節 何と 御 答 可 有 御座 候 や 左 候 節 は 又魯西 

亞 とも 交易 を 御開き 被 遊 候半歟 右の 次第に 候 得ば 旁以 イギリス へ 交易 御免の 

義は相 成 間 敷義と 奉存候 左れば とて 一 槪に 御拒絕 御座 候 は、 必定 戰爭に 及ぶ 

ベく 戰爭に 及び 候 迚も 我に 勝算た に 多く 候 得ば 深く 懼れ 候に は 足らす 候へ 共 

當 今の 形勢 を 以て 思量 仕 候に 此儘 にて は 我の 勝算 至て 乏しく 候 檨奉存 候間此 

節 如何様に も 被 盡御國 力 候て 御 武備 を御嚴 重に 被設 自然と 虎狼 閥 闞の心 を 消 

阻し 長く 生 民 羅爛の 禍を免 かれ 候 樣御計 策 有 御座 度 奉存候 微賤の 私 底 公儀 御 

廟堂の 御大 計 を 彼是と 申 上 候 は 實以恐 入 候義に 御座 候 得 共 外 寇の義 は 國內の 

爭亂 とも 相違 仕事 勢に 依，^ 候て は 世界 萬國 比類 無 之 百代聯 綿と おはし まし 候 

皇 銃の 御 安危に も 預ぅ曉 事に て 獨.^ 德川 家の 御榮 辱に のみ 係，^ 候 義に無 御座 


候 神州 闔國の 休戚 を 共に 仕 候 事に 候 得 は 生 を 此國に 受け 候 もの は 貴賤 尊卑 を 

限らず 如何様と も 憂 念 仕るべき 義と奉 存候其 上 去年 以來 御上に も 御 加判の 列 

被 蒙 仰 千歳の 御 一 遇と も 可 申 上此御 盛代に 被 遊 御 遭 逢 殊に 又 近頃 海岸 防 « の 

御 掛被蒙 仰 候 御 事に 候 得ば 此節御 家來の 身と 仕 候て は 如何 底に も 心 力 を盡し 

候て 來庶の 所望に も 被 遊御愜 天下 を 泰山の 安き に 被 置 候 不朽の 御大 功 を も 被 

爲立候 樣御補 冀申上 度 御 義に御 鹿 候 但し 此度唐 山 爭亂に 付 候ての 事 迚も 御廟 

堂 の 御 上 に て 御 評 議 御 座 候 義 は 固 よ 私 底 の 存 じ 知 る ベ き 樣 無 御 座 候 得 共 顯 

* を 以隱を 推し 小 を 以大を 察し 候に 彼の 虎 を 怖 れ候譬 の 如く 遠からずして 外 夷 

の 事 有 之へ き 義を眞 に 御 怖れ 候 御 方 無 之 樣被存 候 果して 眞に御 怖れ も 御座 候 

はく 必ら ず是を 防ぐ に 足るべき 程の 御 備無之 候て は 難 叶義と 奉存候 然る 所 江 

府近邊 第 一 の 御 固めと 承，^ 候 相 房 御備塲 近頃 御 振 合 相替ぅ 成る 程是 迄よ.^ 諸 

事 御行 屈 も 候へ く 候 得 共 萬 一 之義 御座 候 節 右の 御 固めに て 果して 江 府の御 藩 

屛に相 成 候べき や 其 段 は 乍 恐 無覺束 次第と 奉 存候臣 子の 身と 仕假 りに も 不祥 

の 義を申 上 候 は 甚以恐 多 fn- 事に 候 得 共 言上 不仕 候て は 事 分.^ 兼 候 故 姑ら く 御 


赦免 を 蒙.^ 可 申 上 候 彼 イギリス 等 兵 機に 暗く 一  時に 上陸 を 謀.. -御 備の塲 所に 

押 寄せ手 詩 之 勝負 を 决し候 事 も 御座 候 はて 短 兵 は 元よ，. -我國 の 長 技に て 候 得 

は 右の 御 備にて 勝利 を 得 候 事 疑 も 有 御座 間 敷 候 然る 所 イギリス 夷 は 西洋 諸國 

の內に 於ても 氣 性剽俾 にて 飽 まて 武略に 長し 候よ し 夫と 申 もの も 畢竟 その 國 

の 軍政 他 國と事 替.. ^凡そ 兵事に 預，. -候 もの は 兵事に のみ 寢食 仕其餘 事に 携.. „ - 

候 事 一 切 無 之 專ら 便宜 を 以他國 を 掠 略 仕 候 事 等 を 掌.. -候 よし 右 故 何方 にても 

戰爭有 之 節 は 第一 其 身の 利潤と 相 成 諸方 無事にて は 其 身の 不利に 御座 候 故 何 

ぞ事の起，0^候を常に望み罷在候ょし人の常情を以て考へ 候て は 如何様 彼れ が 

戰爭に 長 じ 候 迚も 其 間に は 必らず 死亡 も 可 有 之 候 半に 斯迄 戰爭を 好み 候 情 合 

信じ 難き 樣 にも 候 得 共當時 江戶表 にても 町 火 消の もの 共 は 世の中 穩 にて 失火 

少く候 得ば 却て 喜 び不申 世上 騷.々 しく 火事 多分に 候 を 竊に冀 ひ 申 候 彼等 迚も 

火事に て往々 怪我人 死亡 等 仕 候 もの 御座 候 得 共 其義に 恐れず 只管 失火 を 望み 

候 も 全く 其身當 座の 利害に 係う 候 故の 事に 御座 候 イギリスの 戰爭を 好み 候 も 

多く 此 類と 被 察 候 右 之 通 軍兵の 戰爭を 望み 候 様の 手 組に 候 故 兵事の 鍛鍊 自然 

上 誊  九 五 


と 行 屈き 候 事實に 侮，^ 易から ぬ 様子に 承， - 及び 候 右 之 通 兵事に 賢き 者 共に 候 

得ば 必らず 無 左と 上陸 仕樣の 義は 仕る まじく 扱 又 本邦の 近海 を彼國 人に 委し 

く測量仕ま：lに著し印刻仕り候ものも御座候ょし且常々阿姆港ょ，》^シ コ タ ン § 

s^5i§il 幷葛沙 都 加へ 通商に 往來仕 候舶上 にても 大抵 熟知 も 仕 居 可 中 候 

先年 相 州觀音 崎邊へ 前文 申 上 候 夷 船 漂流 人 を 連 來候節 陸よ- >鐡 砲 を 打 掛候得 

共 恐れ 候氣色 もな く 岸 近き 巖間 を徐々 と乘 廻し 晴礁へ も 乘懸ず 引返し 候 始末 

にても 本邦の 近海 不知 案 內の義 と は 存じられ 不申其 上 本邦の 漂流 人 も 其國に 

數年留-^居候得ば^vのもの共ょぅ承ぅ候ても江戶表の天下輻輳の都にて人戶 

稠密 仕 其 口 用の 米穀 は 必らず 諸 州よ， 0 海運 仕 候 事委敷 承知 仕 可 罷在候 得ば 萬 

一 事に 及び 候 節江戶 海運の 要路 を 斷截ぅ 候 謀略に て 最初に 大岛 にても 攻取右 

を 姑ら く  $r ふ 穴と 仕 伊豆 沖 幷相房 近 邊に數 艘の大 舶を變 け 候 事 も 御座 候 はく 諸 

州よりの 猶米 一 時に 差 支 如何様 相 房の 御 固 御座 候と も 致し方 有 之 間数 只 手 を 

朿ね候計-.^にて日ならずして江戶表の御差支はぃふへからさる義と奉存候其 

節 艦を乘 出し 打拂候 策略 御座 候と も是迄 水. 軍の 御 習 はせ も 無 之 固よ. -船軍 


は 本邦の 不得手なる 事に て 彼れ の 最長 じ 候 所に 候 得ば 兵法に 所謂 以滕予 敵と 

申す ものに て必 敗の 道に 可 有 之 候よ しゃ 其節敢 死の 士 多分 有 之 候て 血 戰仕候 

とも 只 あたら 御 人 を 損じ 候 迄にて 勝利の 義は 萬々 無覺束 奉存候 去れば とて 此 

節大島 等に 御 備場を 被 建 多分の 御 人 を 被 差 置 候と も是 迄の 御 趣 法に て は 只 多 

分の 御 入 料の 費え 候の みに て 何の 御 役に も 相 立 間 敷 奉 存候萬 一 彼 所に 御備 

« を 被 建 御 武器 等 も 夫々 御 具へ 兵糧に も事缺 不申樣 御經營 御座 候と も 夷人の 

方にてニ手の船軍を用意仕...^ 一  と 手 を以是 よ.. -の 海路 を 塞ぎ 一 と 手を以 彼の 

島 を 襲 候 はく 是ょ ，0, 援兵 を 出し 候ても 前 條申上 候 如く 勝利の 義は無 覺束又 彼 

地に 於て は 外より 應援の 兵 無 之 候 得ば 日 を 待ちて 潰え 候よ.. -外有 之 間 敷 左 候 

節 は 空しく 兵糧 軍器 を 以て 强寇 に與 へ候譯 にて 其 策 最も 危き義 と 奉存候 右に 

付 熟考 仕 候に 觅 にも 角に も 先達て 條陳仕 候 八 策の 外 有 御座 間 敷 奉存候 I 防^ ハ 

一 諸國 海岸 耍害之 所 厳重に 砲臺を 築き 平常 大砲 を備へ S き 緩急の 事に 應じ 候樣 仕度 事 

其 二 阿蘭陀 交易に 銅 を 被 差 造 候 事暫御 停止に 相 成 右の 銅 を 以て 西洋 製に 做 ひ 數百千 門 

の 大砲 を 鑄 立 諸方へ 御 分配 有 御座 度 事 其 三 西洋の 製に 做 ひ 堅 囚 の 大船 を 作り. 江戸 御 

廻 米に 難破船 無之樣 仕度 事 其 四海 運 御 取締の 義御 人選 を 以被仰 付異國 人と 通商 は 勿 

論 海路 總而の 奸謀厳 敷 御 糾し有 御座 度 事 其 五 洋 製 に 做 ひ 嫩 艦 を 造 り ^Bf- ら ；g 軍 9、 驅 F 

を 習 はせ 申 度 候 事 其六邊 鄙の 浦々 Sj 々に 至り 候 迄 學校を 興し 敎化を 盛に 仕 愚 夫愚婦 


上書  九 八 

迄 も 忠孝 節義 を辨 へ 候樣 仕度 候 事 其 七 御 賞罸彌 明かに 御 恩威」.！^ ね 斤 一 ョ窗乂 よ. o-o- 

益顯れ K 心 愈 固 結 仕 候 樣仗度 候 事 其八贡 士の法 起し. 5- 度 事 f ゆ 2 日 f リ J レ r- 

上 候 趣 承知 候て は 右 八 策の 內尤御 急務と 申は洋 製に 倣ひ數 多の 火器 を 御 造り 

立 候と 同じく 船 艦 を 御 仕 立 水 軍 を 習 はせられ 候との 二 事と 奉 存候先 此ニ事 を 

御 起し 被 遊 候 節は餘 事の 分は隨 て擧. ^候 義も可 有 之 奉存候 然る 所 西洋 製の 船 

艦 御 造-^ 乂と申 義は是 迄 公儀の 重き 御 規定 も 御座 候 得ば 尤も 容易なら ざる 義 

と は 奉 存候得 共 右の 外外寇 防禦の 策 無 之に 極り 候 はば 假令是 迄 如何程 重き 御 

規定に 御座 候と も 天下の 安危に は 難 替義と 奉存候 畢竟 御先 代樣 にて 右 等 重き 

御 規定 を 被 爲立候 も 天下 後世の 義を 厚. く 被 思 召 候ての 御 事に 候へば 御 當代樣 

の 御物 數奇 等に て 右 を 破らせられ 候 半に は 如何にも W せられ ましく 候 得 * 天 

下の爲に立させられ候御法を天下の爲に改めさせられ候に何の御憚..^か御座 

候へ き 平常の 事 は 平常の 法に 從ひ 非常の 際 は 非常の 制 を 用； 5 候 事 和漢 古今の 

通義 と奉存 候、 其 上船の 御 制度 を 御 定め 被 遊 候 御代の 西洋 夷と 此 節の 西洋 夷と 

は. 其 用意の 大小 國 力の 强 弱等總 して 懸絕仕 候 事 地球 內諸州 沿革の 様子 にても 

顯然 たる 事に 候 得 は 御先 代 樣と此 御 時節と 御代 を替 させられ 候 はば 必す是 迄 


の 御 法に 限らせられ 候 

志 善 述人之 事 者と 申 候 

義には 無 之 時に 應じ變 

とも 中庸の 道に かな ひ 

得 御座 候 は、.^ 何卒 早く 

度 を 改められ 候 はて 愛 

0 山に 志 を 得る 得さる 

候 其 策と. & は別義 にも 

造， 9 候 書類 種々 渡來も 

魯西 の 主べ I トルの 

工匠 も 事慣す 候て 一 艘 

御 造 立 候に は餘 程の 御 

ば 先 蘭人 へ 被 仰 付 軍艦 

ガタ ラ邊に 多く 海舶を 


敷被存 

ず 時 塞 


ぺ 

取 


は 皆 

奉存 


義は有 御座 間 

も 事 勢 を辨へ 

に隨ひ 所を替 

候と も 申候義 

戰 艦の 義に御 

に 一 策 有 之 候 此策を 

を 論せ ず 本邦 を，—  I 

無 之 右の 船 艦 

仕 居候よ しに 

始めて 其國に 

にも 多分の 費 

物 入 も 可 有 御 

を K 拾 艘程も 

仕 立 候 場所 御 


此 


て 


方 の 

座 候 

海舶 


候 左れば 

に 達せず 

しか ある 

候此 義理 

被 爲在候 

たに 御 取 

仕 候 念 は 

船大工 へ 

得ば 大抵 

を 作， CN  i お 

候 ひし 樣 


力 

座 候 且又 其 様 早急 

御 買 上に 被 遊可然 

座候ょしに承-.^候 


を 中庸の 孝 者 善 繼人之 

たす ら舊 制に 拘泥 仕 候 

き 樣に仕 候 を 誠の 孝道 

勢 御廟 堂に てよ く 御 了 

仕度 奉存候 右た に 御 制 

ひ 御座 候 は^ ィ， ギリス 

然と 摧縮 仕る へ く奉存 

仰 付 候ても 西洋の 船 を 

は 出 來可仕 候 得 共 先年 _ 

も 相應の 材木に 差 支 へ 

に 候 得ば 數艘を 火急に 

にも 出 來仕兼 可 申 候 得 

と 奉存候 阿蘭陀 領 ジ ャ 

へ ば 日なら ずし て 御用 


上書  一〇〇 

に 相 成 可 申 候 軍艦の 代 料 迚も 尤も 大小に も 依 6 可 申 候 得 共通 用の 分 は 大抵 五 

千兩 位の ものに も 候 哉の « 子に 翻 譯 西洋 書に 見え 申 候 左 候 得ば a 拾般 御用 被 

仰 付 候ても 大略 拾 萬 雨に 可 有 御座 候 扱 又 阿蘭陀よ，^ 水 軍に 鍛鍊仕 候 もの 測量 

に長し船を极ひ候もの等或拾人船大ェ十人大小の銕砲を造，c^候職人並に^戰 

の陳 法に 習 ひ 候 もの 各 五 人 宛 も 被 召 呼 候て 御 旗本 聚 御家人の 內を 以て 水軍數 

十隊を 御棟み 水 軍に 鍛練 仕 候 ものに 敎授を 被 仰 付 又 船 持の 御大 名 方に も 軍役 

の內 にて 人數を 定め 家 來の者 差 出し 其 法を學 ばせ 候 樣被仰 渡船の 製作 は 御大 

ェの 者に 稽古 被 仰 付. 大舶 並に バ ッテ f ラ 等の 快船を 數十百 艘御造 立 有 之 火器 

の 造 法 は^ 國 よ... -其人 を 選み 其 法 を 習 はせ 許 多の 銃砲 を 作 出し 陸戰守 儀の 法 

をば 御旅 本 衆 御家人 は 勿論 諸 御大 名の 家來 にも 人 を擇て 稽古 仕 候 樣被仰 渡 候 

檨 仕度 奉 存候是 等の 人數 阿蘭陀よ，^ 被 召 呼 候 事 も 格別の 御 入 料に は 有 御座 ま 

しく 候 先年 阿蘭陀 甲 比 丹よ， 申出 候に て は 一 ケ年 二百 金 被 下 候 はて 何に 限ら 

ず 善き 職人 を 連れ 來.^ 可 申 候 段 申 候 由に 候 得ば 四十 人 被 召 呼 候ても 一 ケ年僅 

か 八 千 雨に 有 之 候箇樣 にせさせられ 候 はて 其 御 入用 は 僅か にても 西洋 諸 州の 


聞え は 頗る 盛なる 義に可 有 御座 候 阿蘭陀 は 小 國には 候 得 共 もの 國人 諸藝 術に 

長し 軍事 もよ く 鍛鍊仕 居候 故小國 ながら 諸國 にて 侮う 不申 候よ し 畢竟 ィギ リ 

ス 夷の 本邦 を 闊闘仕 候 も 本邦の 水 軍に 習 はず 近來 西洋に て 盛に 用 ひ 候 神妙の 

火器 を 不心得 候 を 見込 候ての 事に 御座 候 所 右の 如く 戰艦 等御ヌ 上に 相 成 又 新 

規 にも 御 造， C 立 水 軍 を も 御調 鍊有之 火器 を も 御作，^ 西洋 方の 火 術 を 《 ら演， 

御座 候 趣 承う 傳へ候 は、：. 武略に 名譽 御座 候 本邦の 元來短 兵に 長し 候 上に 又 己 

れを舍 て 人に 從 ふの 量 を 以て 水 軍 火器 は專ら 西洋 法 を 被 用 候 知略 識 量に 感服 

仕、 S 武備の 嚴 重なるに 駭き 候て 自然と 闕 閥の 念 を 消し 要して 交易 を 願 ひ 候 は 

ん 等の 奸謀 十に 八 九 は 空しく 相 成 可 申 候 若 又 夷人 冥 頑 無知に して 畏 るべき を 

畏れず 兵 を 引て 交易 を 要し 候 等の 義 御座 候 共 右の 策 御 取 用に 相 成 御 武備 御 整 

ひ 候 上 は 兵法に 所謂 立 不敗 之 地と 申 ものに 御座 候 得ば 最早 少しも 臆すべき 義 

無 之 如何 樣 とも 正 辭を以 願 筋 御 拒絕有 御座 度且 兵船 を 我 近海に 近づけ 要して 

願 筋 を遂ん とする 狀無禮 之段黢 しく 御 叱-^ 御座 候 は . ^如何様 無知の 夷狄に 候 

とも、 ：3 に 》 然と 恐れ 忸 然と 愧入候 場 可 有 御座 候 萬 一 左樣 御座 候 上 も、 尙相州 浦 


にて 御 打 拂に相 成 候 事 等 申出し 候 事 有 之 ましき にも 無 之 候へ とも 彼れ を 追 s 

け 候 程の 武備 旣に 我に 御座 候丄は 本邦の 國法長 崎 表の 外は總 じて 異國の 船 近 

寄 候 事 を不許 近寄 候 を は 手痛く 打拂 候は國 初よ，^ の 御作 法 也と 御 答 御座 候 半 

に 何の 御 遠慮 も 有 御座 間 敷 候 右に て 承服 不仕聊 たうと も 彼れ よ.^ 不法の 振舞 

を 仕 候 はて 其 節 は 兼ての 御用 意 も 御座 候 事 片甲を も殘さ K る 檨廳戰 を 遂られ 

度 奉存候 我に 船 艦 御座 候て 水 軍の 鍛鍊 だに 行 屈き 候へ ば江戶 表の 海運 を 妨げ 

候 爲に相 州 沖 等に 舶を 磐け 候 類の 惡計を 成し 候と も 此方に 於て 如何様に も 方 

略 可 有 之 候 又 西洋の 火 術 を 用； 5 候 上に て 水陸の 利害 を 論じ 候へば 舶 にて 來.^ 

候 もの は必 敗の 理有之 陸に 居候 方 必勝 之算 御座 候 趣に 承，^ 及び 候 旣にィ ギリ 

ス 夷の 所 ffi 亞弗利 加洲の 南端に 唐 山人の 喜 望 峰と 譯し候 場所 有 之 候 所 西洋 諸 

州の 海 舶は必 らず此 所の 海 濱を經 候 はずして は 亞細亞 洲に往 來仕候 事 不能 候 

然る 所 何 國の舶 にても 右の 近海 を斷， ^なしに 通 候 節 は 其 舶を引 留め 其 子細 を 

相糾し 事議に 依， 9 候て は 其舶を 奪 ひ 取 候よ し 夫と 申 もの 畢竟 彼れ に 人 を 制 吸 

仕 候 程の 武力 御座 候 故と 被存候 本邦に 於ても 水 軍 火 術 だに 彼 國に不 劣 K 様相 


成 候 は 海岸に 近寄 候 異船は 盡く御 打 拂に相 成 候 御作 法に て 世界 萬 國皆膽 を 

破て 御 武威に 恐怖 仕决 して 岸 近く 舶を 寄せ 候 等の 義有 御座 まじく 况ん ゃ猥に 

上陸 致し 竹 木 等 を 伐， -取候 、鋒贿 "は 濃-化れ § 雜 等の 不法の 義は 勿論 有 

御座 間 敷 候 然る 所此 節の 通洋 製の 戰艦も 無 之 水 軍に も 習 はず 太平 無事の 時に 

至. 0 漸々 に 開け 候 花 法の 火 術の みに て 近年 西洋に て 戰爭の 間に 機巧 を 極めて 

製し 出し 候 ボン ベン、 ぺキ サン ス 等の 利器 をば 一向 心得 候 もの も 無 御座 候て ィ 

ギリス 等の 强寇を 畏服せ しめんと 仕-^ 候 は 千 萬 無心 許 次 等に 奉 存候右 、ボンべ 

ン、 ぺキ サン ス 等の 奇巧 猛烈 を 極め 候 火 術 は 和漢 共 未曾有 之 事に 御座 候 故 世に 

へ 候 諸家の 兵法 も 是に對 し 候て は其將 帥た る もの. "機智 上の 心得に 相成忙 

事 は 勿論 御座 候 得 共 をの 城 制. 陣 法に 至 ft- 候て は總て 用に 充ら ざる 樣奉 存候然 

る を B 固に 故 轍 を 守， 9 一  隅に 自足 仕 候 兵家 者 流の み 世に 多く 候 は是又 嘆息に 

不堪 義に 御座 候 右 様の 御國 勢に て 先年 夷 船 御 打 拂に相 成 候 義御國 法の 旨强く 

卸 申 張られ 候と も 彼れ にて 心に 怖ろ しく 存候所 無 之 候へば 必ず 更に 不遞 の義 

を 申出し 容易に 兵端 を 開き 可 申 候 其 節に 及び 如何なる 御 計略 御座 候て 其娼獗 


上書.  一〇 四 

を 御 取 拉被遊 候 牛と 被 思 召 候 哉 御廟 堂の 御上に も 御念 盧此に 及ばれ 候 は^ 如 

何様に も 御， 心 御座 候て 聊も 御猶豫 なく 萬 全の 御良圆 御座 候べき 御義 と奉存 

候 TO^jlif  Ij^ssi Sill 兵法に も有之. 百戰百勝^^善之^5ぎ^^^而1^< 

之 兵； 善 之蕃者 也と 此 言 に 據候節 は 外 寇の旣 に 至，. =N 候 後に 是と戰 を决し S ふ圆 

に 打 勝 候て 敵軍 を. 藤に し 其 器械 資量を 奪 ひ 取 候と も尙其 上計と は不仕 んゃ 

勝敗 互に 御座 候 を や. 又 んゃ 我の 勝算 極めて 乏しく 候 を や 去れば 唯 彼の 夷 磨 

の 心 をして 自然と 憚畏を 生じ 我 神州 を 闕闘仕 候 念を絕 たしめ 候樣仕 候が 眞の 

太 上の 策に 可 有 御座 候 兵法に も 日 費，， 千 金ー然 後 十 萬 之師擧 とも 有 之 候 昔の 善く 

丘 ハを用 ひ 候 もの は 取，， 用 於 國 1 因 。糧 於 敵； と 申 候 だに 十 萬の 兵 を與し 候に は 一 日の 

费千 金に 及ぶ と 申 候 唐 山に て は 古よ， 金銀に 乏しく 候 故 本邦に 比較 仕 候て は 

金銀の 位 殊の外 贵 く 御座 候 左 候得ぱ 千金の 费と申 は 本邦に て は 大略 萬 金に も 

當り 可巾歟 や 只今の 時に 當， 外 寇を禦 き 候に は糧の 因るべきな きのみなら 

ず«所に依，9候ては道路不便にて兵粮の轉輸に手數の褂，c^候所も有之べく第 

一 戰國 時分と は 相違 仕 久しく 泰平に 狎れ候 人氣に 御座 候 得ば すは變 事と 申 候 


は,.. 只 上下 共騷 み、 とのみ 仕 天下の 人民 多く 其 家業 を も 失 ひ 可 申 是か爲 に 日用 

の 諸 品 も 據に高 價に相 成 可 申 左 候 は V 官 家の 御 費 は 兵法に 申 候 所よ..^ 幾 倍に. 

相 成 可 ホ 哉 莫大の 義に可 有 御座 候 依， 之 始終 天下の 御 疲弊に も 相 成 可 申 義は智 

者 を 待た すして 明白なる 義と奉 存候左 候 得ば 彌以此 節 僅かの 御 費を不 被爲惜 

初め 申 上 候 一 策 を 御用 ひ 彼れ の 奸謀を 未た 成ら さるに 破.^ 我の 大師 を まさに 

興さん とする に 停められ 候樣有 御座 度 左 候 は k 實に 天下 幸甚と 奉 存候扱 又 西 

羊 製 の大舶 たに 御出來 御座 候 は.^ 前の 八 策に も 申 上 候 通う 江 戶御廻 米に 難破 

船 無 之 且又 天下の 大利を 興し 候て 蘭人 被 召 呼戰艦 火器 等 御 造 立 御座 候 御 失費 

を も 暫時に 取 返し 候 趣 法 有 之 候 兼て 承ら 候に 近頃 年々 天下の 難破船と 申 もの 

莫 大 ズ 相 成 候 て 年 に よ ，c^ 候 て は 下 の 關 よ .9. 仙 臺 迄 の 間 千 八 百 .餘 艘 に 及 ひ 候 事 

も 御座 候 由 當年杯 も 聢と仕 候 義は審 ならす 候 得 共 冬の 初 迄に 天下の 難破船 四 

五 百般 も 御座 候 ひし 由に 承- -候右 等 莫大の 難破船 その 積 込 候 諸 品 は その 時々 

海底の 水 滑と 相 成 候 か 又 或は 當年 加州に て 仕置に 行れ 候奸商 杯の 如く 其 船頭 

の奸猾 にて 私に 異國 人と 交易 を 仕 表 向 を は 難破船の 趣に 取 成し 候 もの 歟疑を 

上 書  1〇 五 


上書  一 〇 六 

著け 候へ は 船方の 義に 於て は 不審の 事 ども 多く 有 之 候 夫と 申 もの 畢竟 公儀に 

海述 の御締 りと 申 もの 是迄無 御座 候 故と 奉存 候如此 弊風に て 萬 一 外寇 にても 

御座 候 はんに は 其 番擧 ていふべ からず と 奉 存候扱 右 之 通 年々 難破船 多く 御座 

候て船元を仕候もの利方不宜候に付船を造，o,候にも成.c^丈は入料を省き候故 

彌船も 損し 易く 船 多分 損し 候 故 益々 利 方 も 薄く 候に 付 追々 天下の 船 數减少 仕 

此儘 にて 御 改正の 御 趣 法 無 之 候て は 遠から すして 公儀の 御 差 支に も 可 相 成と 

船方のものは申居候ょし愚意奉存候には/.」の天下の船持に利潤薄く候時^-そ 

誠に 難 得の 幸 公儀に て 大利を 御 興し 被 遊 候 御 時節 唯此 時に 限.^ 候義と 奉存候 

天下 船の 利潤 多く 候 時に 當， CS 公儀に て 其 利 を專ら にせさせられ 候 へ は 下に 利 

を 失 ひ 候 族 も不少 人情 も S かなる ましく 候へ 共 夫 迚. も 天下の 御大 計に 預.^ 候 

義に 御座 候 は.^ 御餘議 もな き 事に 候 所此節 幸に 諸湊船 持の もの 利潤 薄く 候 故 

作る へき 船 を も 造らす 罷在 追々 御 差 支に も 可 相 成と 申す 次第に 候 得 は 此御時 

節 天下 七ケ 所の 大湊に i、fL f g,2、i、g、 御船 役所 を 被 建 厳正 廉直に して 才幹 

御座 候 人 を 御 選み 御船 方 奉行に 被 仰 付 船方の 諸務を 掌ら しめ 海運の 御 取締 を 


嚴重に被仰付候て右御出來に相成^^西洋製の大舶を以てかねて蘭人に稽古被 

仰 付 候 水 軍 之 內是又 御 人選み を 以人數 を 定められ 賊 船に 出合 候 節隨分 防禦の 

差 支 無 之 程に 武備 を 設け 海運の 利 を 御開き 御座 候 は K 年々 夥しき 難破船の 費 

も 無 之 米穀 泉貨の 空しく 海底に 沈み 又は 異國に 散 失 仕 候 事 永く 無 之 樣相成 可 

申 候 左 候 は k 右の 財貨 は 殘らす 公儀 之 御 府庫に 聚、 り 候に は 無 之 候 へ 共 かの 靑 

砥 何某 か 論し 候 如く 融通の 利 は 天下に 浹 ねかる へく 候へば 當 今の 天下の 大利 

と 串 もの 乙の 策に しくへから ずと 奉存候 且又 難破船 だに 無 之 候 得 は 海運 程 利 

の大 なる もの は 無 之 候 得 は 右 堅固の 大船 を 以て 海上に て奸猾 無之樣 御締. 被 

仰 付 候 はて 最初 申 上 候 a 海防 御 入 料 程の 義は不 遠して 御 取 返しに 相 成 可申義 

と 奉 存候扱 年々 の 難破船 親しく 目に 見ぬ 事に 候 得ば 左 迄の 樣には 存じられ 不 

申 候 得 共 積算 仕 候 得ば 赏に取 房し 難き 天下 莫大の 損材に 御座 候 其 大略 當年之 

所 を 以て 申 上 候 半に 四百 艘の 破船と 仕 その 船に は 三 四百 石 積 又 五六 百 石 積 或 

は 七 八 百 石 千 石 積も 可 有 之 候 右 を內 端に 積り ならし 五百石 積と 仕 是を打 立 候 

に 壹艘に 付 五 百兩と 積.^ 候へ ば隱 ^ 鶴：； §^ け、 SgS 艇 四百 艘 にて は贰 拾萬兩 
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に 相當. 9 申 候 積 入 候 荷物 假，^ に 百 金 宛の 代物 

この 贰拾 四萬兩 御座 候へば 五 千 雨の 西洋 船 四 

十艘も 天下に 御座 候. はて 洪大の 御利益に 相 成 

候と も 前 條申上 候 贰拾艘 の 御 買 上け にて 水 軍 

の 心 を 以て 上 乘被仰 付 Si 米の 御用 船と 相 成 

にて 江 戶の海 述を妨 け 候 節の 御手なら しに も 

は 絶て 有 御座 間 敷 候へば 右 にても 餘 程の 御 便 

に 勝れ 候て 器用の 性質に 御座 候へば 御世 話の 

暫時に 功 者つ き 可 申 候 前 條の船 政 も 年 を經ず 

存候 或は 大舶の 製法 幷に水 軍の 鍛鍊等 も是迄 

用 立 候 程に は 容易に 至，^ 兼 可 ゆ 候 且何藝 に 限 

よ，^ 劣， CSE^ きものに 候へば 旁 以赏用 無 覺束段 

よ. =N 出藍の 諺 も 御座 候義且 近く は 魯西亞 の 主 

軍に 不， 習 航海に 疏く候 を 嘆き 阿蘭陀よ- -諸藝 


と 見 倒し 候ても 

拾 八 艘出來 仕 候 


ベく 候 先 一 旦 

御勢鍛 鍊行屆 

然候筒 様 御座 

成 且又 御 廻 米 

に 可 有 御座 候 

カオ. 第ナ. 

て 行 はれ 候樣 

邦に 無 之 新規 

ず 學び候 もの 

氣遣 ひも 可 有 

I トル 其國の 

長 じ 候 も の を 


洋製 

に 如 

き 候 

候 節 


一 〇 八 

四 t3 兩に^ 之 候 

の 大舶四 五 

此相 成らす 

節 武備 iS 習 

は 万一 夷 船 

に 難破船と 申義 

本邦の 人 は 國 

の あっか ひ 方 も 

相 成 可 中 義と奉 

の に て 候 得 ば 

V 方 敎へ候 もの 

御座 候 得 共古來 

大船に 乏しく 水 

倩ひ國 人に 是を 


習 はせ 候 所 尤も 督責勸 獎の行 屆候故 

て 名 譽の國 と 相 成 申 候 一 體魯 西亞國 

愚の 貧國 とて 共に 齒ひを も不仕 位の 

へば 他國 下にた V ぬ 樣相成 申 候 まし 

て疆 域の 大 なる 所 こそ 唐 山 魯西亞 に 

能に 至- 候て は 實に諸 州に 勝れ 申 候 

に 優. c> 候 由 左 候 得ば 此上 御世 話の 屈 

して 屹度 御用 立 候 程に 可 相 成 事 何の 

前 八 策に は 阿蘭陀 交易に 銅 を 被 遣 候 

蘭人ょ.c,申上候義等を承.o^候場にて 

難き 義も可 有 御座 候に 付 手 短く 蘭人 

はんとに は 蘭人の 氣向 きを 損し 候て 

の通..^にて本邦に相殘..-候銅の分を 

に 火器 を 御 造 立 御座 候 はく 右 にても 

. 上. 書 


か 右の 諸藝 暫時に 開け 遂に 歐羅 巴洲 中に 

は 右べ-トル 以前 は 西洋 諸 州の 內 にも 頑 

國に候 だに 上に 豪傑の 主 有 之是を 導き 候 

て 本邦の 義は 地球 中 比類 無 之靈慧 の國に 

讓ぅも 仕， 9 候 得 共 土 壊の 豐腴と 人民の 智 

旣に此 節の 船 にても 其 极ひは 遙に唐 山人 

きたに 仕- >  候 は^ 船 軍の 驅引 迚も 程不遠 

疑 も 有 御座 間 敷 奉 存候扱 大銃御 鑄 立の 義 

を暫 らく 御 停， ^に 相 成 度 段 申 上候處 近日 

は 事 機に 後れ 候て は 臍 を噬み 候と も 及び 

を以 本邦の 御 武備 御 卓 量 を 外 夷に 鳴し 候 

は 事 調 ひ 兼 候 間 蘭人 へ の 銅は暫 らく 是迄 

以て 天下に 他の 器財 を 作，^ 候 を 被 禁盡く 

一 兩 年の 間に 多分の 利器 出 來可仕 候 本邦 

5 九 


• 上書  ♦  ニ〇 

諸國にて鑿.^出し候銅年々の定數大抵三百萬斤にて半ば阿蘭陀唐山の互市に 

相 渡.^ 殘， 9 百 五十 萬 斤 本邦に て 用 ひに 相 成 候 由に 承.^ 候 右 百 五十 萬 斤 之內百 

萬 斤 を 以て 錫 十分 之 一 を 加へ 候へば 十七 萬 六 千 貫目 御座 候に 付 右に て ホ.' キ 

ッスダ 相 M は 艇千門 モレノ チ I レノ  驗五 千 門 を 被 鑄 立 申 候其餘 五十 萬 斤 

を 以て も 又 大小の 石火矢 數千門 を 被 造 立 申候尙 天下の 寺院 迁 堂 等よ.^ 扣き鐘 

サクパ ン等 無用の 銅器 を 取 集め 候 はく 又 多少 之 大銃出 來可仕 候 是等御 勇斷を 

以て 急々 御經營 御座 候 はて 朞年 にして 必ず 盛大の 御 武備 相 立 可 申 候 さて 又 右 

の大 銃も總 じて 西洋 製に 御 倣ひ輕 便に 御 造 立 有 之 公儀 御用の 餘は 御大 名 方 御 

旗本 衆に も代價 上納の 上 御 引受に 相 成 候 樣相成 候 はて 筒の 目方 法に 外れ 持、 運 

びに 不便なる 大筒 等 は 自然と 鑄 立 候 もの も 無 之 天下 多少の 浮 費 を 省き 候て 世 

に. K 用の 利器の み 多分に 相 成 可 申 候 偖 か \ る外寇 に 御 心 遣 ひ 御座 候 御 時に 候 

得ば 專ら 天下 諸侯の 力 を 弛めら れ財用 を 御 節し 御國カ を强盛 にせさせられ 候 

事 乍 恐 當今御 急務の 最 第一 と 奉存候 近來は 諸侯 方 次第に 御 疲弊 候て 天下の 武 

備 自然と 是 に隨； 5 漸く 衰弱に 罷成候 時節に 候へば 深く 此 所に 被 用 御 思慮 候樣 


仕度 奉存候 就て 申 上 候 は 誠に 恐れ多き 御 事に 候へ 共 先達て 公儀よ.. -被仰 出 候 

明年 日光 山 御參詣 之御義 も外寇 等の 虞 無 之 御 時節に だに 御座 候 はて 本よ，^ 重 

き 御 盛典の 御 事に 付 天下の 御 カを盡 させられ 如何 樣 にも 御 經營有 御座 度御義 

に 御座 候へ 共 此外寇 の * う も 可 仕事い つ を 計られざる 御 不安心の 御 時節に 當 

う 天下の 御大 計 を 被 思 召 諸侯 方の 力 を 弛めら れ 公儀に も 盛んに 御 武備 を被爲 

張 候 はんとに は 誠に 以て 恐れ多き 御 事に 御座 候 得 共 明年の 御參詣 暫く 御 延引 

被 仰 出前 條申上 候 策 御 取 用 ひ イギリス 夷に も 本邦の 御 武備に 畏れ 事故な く 唐 

山地 方 を 返き 候 其 後に 至り 目出度 御 盛典 を 被 爲行候 は V 神祖 御祌靈 にも 如何 

計，c^か御滿悅に可被思召御義と奉存候然るを折角の御大禮にても是が爲に天 

下の 疲弊 を彌增 候て 御 武備 も 十分に 不被 爲屆其 時に 乘じ 外寇の 至，. -も仕 "-候 

はく 何 を 以て 其 妖氛を 御掃淨 御座 候べき や 所』 S 雖， 有， 智 者； 不， 能， 善-其 後 1 と 申 もの 

にも 御座 候 半 か 一 念此に 及び 候 節 は實に 痛心に 不堪 義に 御座 候 如 此の 御 時勢 

にて 假令 御參詣 被爲在 候と も 乍 恐 神慮の 程 如何 可 有 御座 哉と 奉 存上候 是等御 

大政の 御義を 微賤の 私 底よ，. -申上 候 は 誠に 以て 死罪の 至，， "に 御座 候 得 共當今 


天下の 御大 計に 於て は赏 に如此 なるべき 御義 と奉存 候に 付 假令此 義を中 上 候 

に依-^重き罪科を蒙-^候迄も何も御國恩を奉報候義と奉存敢 言 仕 候義に 御座 

候實に容易ならざる御事に御座候間何分にも御廟堂の御評議と相成^^速に右 

御 延引 之 義被仰 出候樣 仕度 奉存候 さて 右 御 財 用 を 被 節 諸侯の 力 を 弛めら れ候 

御大 計 も 相 立 丽人御 倚； 5 御座 候て 軍艦 火器の 御 備有之 候 上に も 猶申上 度候義 

は勞 逸の 說に有 之 候 本邦 は 四邊皆 海水に て 尤も 場所に 因り 險夷は 有 之 候 得 共 

イギリス Is 寺に はス トンボ T ト ほ I 脉 ^11^ 杯 ゆ 逆風 狂濤 にも 不. 拘 矢の 

飛び候如く迅速に走-^候船御座候て旣に此度唐山へは右之船帶來仕，9諸方に 

害 を 成 候 由に も 承， 9 候へば 本邦の 海岸に 險絕之 所の 外 は 何方 にても 警 固の 心 

無 之 候て は 叶 ふまし く 奉存候 依， 之 本邦 六十 餘 州の 內無 海の 國 上野 下野 甲斐 

信 濃 飛 彈美濃 近 江 大和 山城 河 內丹波 美 作 を 除く の 外 五十六 箇國を 以て 大略 諸 

葛亮が 八陣の 法に 本 づき 大八陣 と 仕， 5 無 海の 國 十二と 大 湊七ケ 所に 御備 御座 

5  K  € つ. p- ヒ VJ  一  vi 、、こ ら 有 海の 國と い へ ども 海に 遠き 所 は 無 海の 國の 例に 

I^*Ifsi•の,5:^夢を；J:-てyk^メー象，9 從ひ無 海の 國も 海岸に 近き は 又 有 海の 國の 例に 準 

i ベ 總て 八陣の 大意 を 主と し觸 る. -所 首と 爲 り候樣 仕- 海す ベて 勞擾の 患 


なく 游 兵の 外 は 北方 を 以て 南方に 勞 せず 西方 を 以て 朿 方に 役せ ざる 樣有 御座 

度 ま 存候左 候 は 縱令 イギリスぶ シャ 等 力 を 合せ 八面よ ft- 兵 を. 向け 候義 御座 

候と も 兼て よ ，0, 此 所に 御定策 御座 候 は 我の 彼に 應じ候 もの 雜々 然と 餘裕有 

之 候て 決して 域內 奔命に 疲れ 候の 患 有 御座 間 敷 奉 存候乍 然此義 は 前 條申上 候 

諸 策 御 取 用に も 相 成 候 上の 事に て 中々 此 節の 儘に て は 如何 樣瀕 海の 國 をして 

觸るk所首と爲.：^候樣御手配御座候とも聊其詮有御座間敷候義は旣に前條反 

覆 申 上 候 通. CS 海運の 要路に 賊船を 被 繋 候 節 如何と も 難 仕義と 奉存候 右に 付 只 

鬼に角始め申上候義ょft^御手始め無御座候ては眞の御武備には相成申間敷奉 

存候且 何事に も 寄らず 機 會と申 もの 大切に て 御座 候 所 殊更 兵事に 於て は 成敗 

利鈍の 係る 所に 候 故 古よ.. 明君 智將は 唯 此機會 を 失 はざる 樣仕 候義に 御座 候 

總 ての 事 其 機會に 後れ 候 節 は假令 良策 奇籌 にても 其 甲斐 は 無 御座 候 已上數 件 

の 諸 策此節 即ち 其 機 食と 奉存候 蘭人の 申 上 候 如く 唐 山に て 頻に戰 に 打 負け 其 

土民 を も 損し 土地 を も 失 ひ 候 後に 及び 近來 漸く 我を折， CN 候て 始めて 西洋人 を 

抱へ 火 術 を 學び候 等 は 尤も 事の 機 會を失 ひ 候の 大 なる ものに てよ き 鏖戒と 奉 


5FJ 記 は 後年 

嘉永庚 戌の 

ものな り 便 

<且 のために 

附錄す 


存候 何卒 御廟 堂の 御 if- 斷を 以て 圓石を 轉じ積 水 を 决し候 如く 此機會 に 御投し 

被 遊候樣 仕度 奉存候 御上に も此節 天下の 御大 政に 被 遊 御預其 上海 防の 御掛 ft- 

に 被 爲入候 得ば 何分 も 天下 後世の 義被遊 御擔當 永く 神州に 戎狄の 難 無 之樣御 

處置之 程 奉 願候此 節に てこ そ 御 勝手の 御掛， 9 にも 不被爲 入海 防御 掛，^ ^も大 

炊 頭 樣御ー 同 被 蒙 仰 殊に 大炊頭 樣御筆 上の 御 事に 候 得ば 萬 端 被 思 召 候 通.. -に 

は參， - かね 候御義 は御尤 至極に 御座 候 得 共 萬 一 事の 出來仕 候義も 御座 候 はく 

同じく 此御 時に 被 爲當候 御 事に 候 得ば 天下 後世に 其 責を被 遊 御 辭候義 は 乍 恐 

御 出 來兼候 御 事と 奉存候 右に 付 私 底 御 家來の 身に 罷在 候て は 誠に 深く 憂 懼仕 

候 義に付 不顧恐 右の 次第 謹て 奉 申 上 候 愚 哀之程 何分 も 御明 察 被 成 下唯签 文と 

不被成 下 御 覽候樣 奉 願 候 以上  , 

十一月.  佐久 間倏现 

追 記 

大砲 鑄 造の 料に 銅 十分 一 の 錫 を 加る は 古法 也 當時荷 蘭に て 良法と する 所 は 

銅 百 分に 錫 十一 分 半 を 加 ふる 也 海寇を 十分に 防ぐ に は 百 五十 ボンドの ボン 


カノ ン 以下 廿四ボ ンドの カノ ン迄 にあら ざれば 其 用 薄し 陸戰 には廿 四。 ホン 

ドの カノンよ， 9 以下 三 ボンド 迄 を 用 ふ 也モか チ- '产、 ホウ ク. -ッッ 〃大小 數種 

あ. CS て 海陸と もに 各 其 用 あ， ON こ 乂に ホウ ゥ * ッ ッ べモ \ チ I 〃を 主にして 力 

ノ ンを 後に し且 筒の 目方な と 二種に 限，.^ たる はいと く、 拙な かりき 此頃は 

予 未だ 西洋の 學を窺 はず  一 ニ譯 誊を讀 しまでに て 砲術に かか，. -ては 其譯し 

^る 書 も 一 部 を 得ず 僅かに 江川， 下 曾根兩 氏に 就て その 說を閜 たるまで なれ 

ばかvる固陋の事ぁ-^し也九年の後庚戍の夏に至て此稿を開き深く愧るの . 

餘.^ にかく はしる す もの 也 

海防 出 役人 數 武器 書 上に 付 意見 を陳す 

此程被 仰 渡 候 義に付 心得 之 爲め伺 置度條 t 

異國船 近海へ 渡 來候は く 臨時 警固 防禦 等 被 仰 付 候 義も可 有 之 間 御人數 並に 御， 

武器 御 書 上之義 先般 從 公義 被 仰 出 候に 付 其 段 御 窨上有 之 萬 一 右 被 蒙 仰 候 節 は 

何れも 其 器に 應じ出 格 之 御 人選 を 以て 臨時 出 役 被. 仰 付 候 間 兼 而其段 相 心得 候. 


樣被仰 渡 奉 畏候私 底 迂濶瑰 漏の もの 非常 臨時に 出 格 之 御 人選に 應じ候 はん. 樣 

も 無 御座 候へ どもと 申 安心 仕 罷在候 はん 事 は 此度被 仰 候 御 趣意に も 相！ ^り 候 

義に付 御 別紙 御 人 數並御 武器 御 書上寫 篤と 拜見仕 候 處右御 人 數割並 御 武器 之 

樣不得 其 意義 ども 御座 候に 付 其 段 書付 奉伺 候 先 第一 に 物 持 仲間 三十 人と 御座 

候 か、 る 小 御 人數， I れ 切物 持 仲間 多 人 數被差 出 候 事 不得其 意之 一 に 御座 候 

5 减き撤 i^lw 一 贿 •， 粹械 B 百 又 者 A 十六 人是又 多人數 と奉存 候各樣 方. -そ 

御大 祿 にも 候 故 御 譜代に 被 召 仕 候 族 も 有 之 平日の 御 恩義 も 候へば 非常の 節と 

云 へど も 其 人に 隨ひ實 用 可 有 之 候へ ども 平 土に 下，^ 候て は 譜代の 家 來を持 候 

は 至て 少く 且此 表に 罷在候 者 等 は 別而時 切の 奉公人の み 召 仕 候へば 身命 を 的 

に 致し 候戰 場の 供 等に 用達 候 はんと は存も 寄らず 候され ば 此人數 如何なる 所 

ょ.=^出可申ゃ又其.節に至.^ 部屋 の 者 等 御 借人に 被 成 候と も 彼等が 如き 木 偶人 

様の もの にても 事な き 時 は 唯宜敷 兵糧 を 喰 耗し事 ある 時に 臨みて は 足 手 まと 

ひにのみ相成可申候左候へば如此多人數差出され候義損ぁ-.^て益なき事是不 

得 其 意の 二に 御座 候總 御人數 二百 十三 人其內 御家人 は 九十 人に て 其 餘は皆 仲 


間 又 者に 候へば 有用 之 兵卒 は 總人數 之 半に は遙に 足.^ 不申候 か V る義に 候て 

は 兵 は 精 を 貴ん て 多き を 貴ばざる の敎 にも 違ひ且 軍資に 就て 餘 計の 御 費 可 有 

御座 是不得 其 意の 三に 御座 候 又鐡砲 三十 挺 但玉目 四 匁 以上と 御座 候 四 匁よ.^ 

-ぃくら目に至ft^候御義にゃ凡て鐡砲と申もの玉目に依，.-玉のゅき方相違有之 

： ものに 候へば 軍陣 一 列に 用 ひ 候 筒 は 玉 目 一 様なら ず 候て は 一 挺 之 玉の 屈き 候 

へ 二 挺の は 屈き 難く 不便 之 事 可 有 之 且又 戰爭に 四 匁の 筒 を 用 ひ 候 は 小 弱に 

失し 可 申 是不得 其 意の 四つに 御座 候 又 大筒 六 挺 玉 目 百匁 以上と 御座 候 百.^ よ 

う 何百 目に 至り 候御義 ゃ假， - にも 異國船 近海へ 渡來 候て 警固 防禦の 爲に 差. 出 

され 候 御 人數と 申せば せめて は 貫目 以上 之 銃に 無 之 候て は 叶 ひ 申 まじく， 候 所 

唯， 百 目 以上と 御座 候へば 五. 百 目 迄に も 至. 9 不申候 樣に相 聞え 外國 にて は 「阿 蘭 

陀 の小國 にて だに 軍船に は 八 ポンド レム。 r"s^f «t 付她ぎ £ たよ，. # 六ポ 

ンド 本邦 ゆ 貫 九 迄の 石火矢 有 之 候 ホウ ヰ ッス, 力〃" ンナ I テ 等の 大砲 は 

其餘に 御座 候 右の 防 儀に 僅の 玉 目に ては强 弱の 勢不相 敵い かくと 被存候 右に 

てよ 比 方の 矢 頃に 未だ 至らざる 間に 敵の 玉 は 盡く此 に 屈き 可 申 其 時に 至..^ 猥 


らに矢 頃 を も 計らず して 打 放し 候て は 敵 を 殺し 候 事 能 はざる のみならず 却て 

敵の侮.9をぅけ咬ひを取，c^可申さればとて矢頃に至，c^候迄^;ら へ 候 はん 內に 

は 彼れ の 大砲の 爲 めに 打 すくめられ 可 申 候 是不得 其 意の 五に 御座 候 又 幕 拾 封 

と 御座 候如此 御幕數 何の 御用に 相 成 候御義 にや 昔し 祌祖 關ケ 原の 御 陣の御 折 

たに 御 幕 は 唯 壹張候 ひしと 兼て 承，^ 及び 候 泰平 久しく 打 續き實 用の 事 は 日に 

疎く 只 外形の み を 飾， ON 候 風習と 相 成 一 寸仕候 事に も 夥多の 幕 打 渡しき みく 

敷 仕 候 世態に 候へば 流石に 慶長元 和の 昔に も 御 傚 ひ 被 遊 かねべ く 候へば 御 人 

數を掩 ひ 候 程 は 無 之 候て は 叶 ひ 申 まじく 候 乍 去 凡 を 幕の 法 長短に 付少々 の不 

同 有 之候譬 へば 二 丈 八 尺の 法に 仕 候ても 拾對を 以て 四面 を 取圍； 5 候 節 は 方面 

二十 三 間 三々 と 相 成 其 積 五 百 四 拾 參坪餘 と 相 成 候 左 候へば 二 坪に 一 人 宛 居ら 

しめ 候ても 尙百 六十 坪餘， 申 候 是不得 其 意の 六つに 御座 候 乍 去 此義旣 に公邊 

へ 御 書 上に も 相 成 候義に 候へば 定めて 尙其 外に 深遠の 思 召 も 御座 候ての 御 事 

と 奉 存候間 兼ての 心得の 爲 めに 書付 奉伺 候經傳 にも 事前に 定 むれば 給かず と 

申 候へば いかにも 御 豫謀專 一 に 奉 存候大 平 無事の 際にて だに 上 は 下の 心 を 知 


らず下 は 上の 意 を 悟らず 候て は 何事 も濟， 9 不申 候まして や 非常の 時に 於て 上 

下ー體 とならず して 事 功 御座 候 事 は古來 よ. -前ロ 仕らざる 義に 御座 候 昔 も 方 

S 機諜は 隱密を 貴び 候 事可爲 勿論 候 へ 共 其 他 は陣法 行軍の 式 を 初めと して 平 

日 造に 御 素定有 御座 度 奉 存候且 尤も 意 を 注き 可 申義は 練兵の 義に 御座 候 平日 

練，c^候はざる兵卒何の用にも立申まじく候旌旗目にふれ金鼓耳に慣れ打放刺 

撃 進退 周旋 四體 になれ 候て こそ 眞の 御用に も 立ち 申べ けれ もし 此 一 着 を かき 

候て は 假令其 他の 御手 配 十分に 御調 被 成 候ても 御 本意に は 背かれ 候 事と 奉存 

候是に 就ても 兼て より 建議 仕置 候義 ども 速に 御 施行 有 御座 度義に 御座 候 乍 去 

又 士卒の 鍛練 は 行 屈き 候ても 其 餘の備 は 素 定し候 は ざれば 非常の 節獨其 狼狽 

を 免 かれ 候 事 不能 候 右に 付 心得の 爲め 兼て 伺 置き 申度義 左の 通，. - 

兵粮 運漕 之 手配 

小 荷駄 馬 手配 

兵粮 炊き 配分 之 手配 

兵粮 かても の k 用意 
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陣 小 屋 用 ^1:^、  ■ 

是等 如何 御 定めに 御座 候. や 今度 被 仰 渡 候 御 趣意 全く 上下 一 致して 豫葡に 深く 

事に 臨んで 狼狽 無 之た めの 御 事と 奉存 候に 付 不肯を も 不顧其 意 を 不得義 とい 

まだ審かならざる義とも奉伺候義に御座候右の次第にょぅ^！：又愚考も仕度候 

間 早速 御 附札を 以て 兼ての 御 定めの 御 趣意 御 諭し 被 成 下 度 奉 願 候 以上 

五月 二日  佐久間 修理 

" ぎ 

海岸 防 « 出 役 之 義に付 被 仰 渡 候 趣 を 以て 御 目 付 中よ. CN 演說の 次第 一 、、得 其 意 

候義に御座候獨，c^指物之義に至.c^候ては萬，，然るまじき義と奉存候如何とな 

れば指 物 之 儀 は 本邦 にても 中古に 起 ftN 候 唯 一 時の 軍容 を裝 ひ候爲 のみ 敢て赏 

用 有 之 品に 無 之まして 近來 大砲の 盛に 行 はれ 候 世と 罷成 候て は 遠見 にても け 

脈 文 あらん やけく 見え 候 もの をば 身に 着け 候 もの も瑪に 具し 候 もの も 總て白 等の 色 を 

禁じ 候 事 世界 萬國 一 統の 法に 御座 候 何故 なれば 白. y 等の 色 は 遠方よう 望み 見 

候.て距離め度を量ft^其度に隨て大砲を放ち候便，c^に相成候故に御座候當時と 
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咱成候 所に て は.^ とひ 本邦 同士の せう 合に 候と も 損 あ.. て 益な き 事に 候 へ は 

用 ひ 候 はぬ にしく まじく 候况ゃ 測量 火 術に は 殊に 巧者 を 極めし 洋 人に 向 ひ 如 

斯品を 身に 着し 候 事 全く 敵 人に は冀ふ 所の 利 を與へ 候て.^ 方の 不利 を 引出し 

候 次第に 候 間 指 物の 義は御 停止の 儀 被 仰 出 候樣有 御座 度 此段宜 御 勘 辨の程 奉 

仰 候 以上 

天 變地妖 により 治者た る もの 警醒す ベ きを 陳す 

七月 初旬 御在所 表 山 崩 之 事傳聞 愚意 申 上書 案 

天 變地妖 は 人事 休 凶 之 警戒と 申 事 西洋 諸 國の說 に 據.. - 候へば 左に 無 之 皆 唯 時 

蓮 歲氣の 偶然に して 聊か 人事に 關係仕 候 事に あらざる 樣相成 候へ ども 普く 是 

を 幽明 感應 の理 天人 合一 の 道に 參じ 候へば 尙 書洪範 等に 申 庶徵之 類 も 甚だ 是 

に 泥むべからず と雖 も又誣 ふべ からざる の理 御座 候 やと 奉存候 殊に 易 道に 於 

て は 象 法 を 尙ひ候 事故に 祥孽 とも 其 然る 所以 を 察し 其 象 理を妙 用 仕 候て 諸事 

に 警卷の 心 を 加 へ 候 義と奉 存候兹 に 傳聞仕 候へば 御在所 表 去月 廿 六日 一 夕の 

上 書  ニニ 


雨に て 赤 田、 石 川， 桑 原、 諸 村 山 崩 候 個所 大小 四十 餘 ケ所 就中 桑原 小 坂 細 等 澤水押 

出し 民家 流失 泥 入 破損 等 三十 餘 軒に 及び 老少 男女 溺死の もの 九 人 程 も 有 之 候 

ひし 旨 承う 候 唯 一 夕の 雨に て 新る 大變 御座 候 事洪範 周易 等の 理を 以て 是を推 

し 候 節 は 唯 事に あらず と奉存 候乍然 その 然る 所以 を 察し 候に 久しく 旱 ft- にて 

山 坡等滋 潤の 氣 薄く 龜拆縱 撗土脈 解綻し 居.^ 候 所へ 一 旦の暴 雨に て水潦 流れ 

入候に付土壤粘-.^合候に及ばず崩れ出し候ものと被存候左候へば其isは固ょ 

.c^怪むに足らずと奉存候但春先ょ，c^旱にも無之時に好雨を得候て土脈粘合し 

居， CS 候 は 一  夕の 好 雨 は 物 かは浹 旬の 霖雨 にも 容易に 崩濱 仕べき 義は有 御座 

まじく 候た まく 是を 知る ものと い へど も舊 弊に 因循し 同じく 其備 へな き處 

へ 一 旦 不慮の 事 起.^ 上下 力 を陳べ 候に 及ばず して 解 土 崩し 候 如く 土 壤の旱 

天に 油斷仕 居り 候處へ 一 旦の暴 雨 を 受け 候 故如此 一 とた ま，^ も 無 之 脆く 潰れ 

候義と 奉存候 併し 珍事 にても 候へば 凶徵 とも 可 申 歟乍恐 當今御 政道に 於て 御 

仁 意 も 深く 御 淀 も 正しく 候 折に 珍事 御座 候 事 全く 外に 皇天の S 戒 祖宗 社稷 誥 

示 之 意 御座 候 義と奉 存候依 之 愚意 奉存 候に は 此變を 被爲鑒 かねて 御 合み 被爲 


在 候 御 兵制 御 整頓 5 お g  II ほ 並に 洋銃 御製 造 之 事 御 英斷を 以て 因循 

の 弊 を 被 遊 御 破 一 日 も 早く 御成 就 有 之 一 旦萬 一 之義 御座 候と も 山. 坡潰崩 之 象 

に應ぜ ざる 樣御戒 被 爲在候 樣奉願 度 奉存候 此義御 採用 被 成 下 候 はて 國家 幸甚 

永世 幸甚と 奉存 候右變 事に 付 存付候 間 突 胃 之 至 奉 恐 入 候へ とも 不堪 激切 謹而 

言上 仕 候 以上 

ハ だ マ を 藩 業に て 開 版 せんこと を陳す 

、ノ  ^ マ の義に 就て 愚意 御 尋に付 申 上 

修  理 

ハ \ マ 御開 板の 義に 付壹岐 殿御 存念の 趣內々 被 仰 聞 猶愚存 御 尋に就 無 腹藏左 

に 申 上 候 

一 兼て 申 上 候通ハ ダノ マ の義は 西洋人の 譯詞に 付 洋學に 志し 候 ものに は初學 

の 節 勿論 無二の 楷梯と 相 成 上達いた し 候 上 にても 座右 を 離し かね 候 程の 書に 

て實に 必要の 品に 付 年々 諸方に て 幾 部 ともなく 寫し立 候乍然 大部の 誊に 就き 


尋常の 寫 手に は 略 一 年の 業に 有 之 候 故 費用 も 多分に 相掛， ^速に 數部を 成就し 

候 事 能 はず 且又 寫本 にて は 誤脫も 多く 候て 價も 容易なら ず 候に 付 ほしく 存居 

候； 5 ながら 見合せ 罷在候 もの 天下 幾 百 人と 云 事 を 知るべからず 候 极又當 今の 

世の 如く 五大洲 一と 續き にあう 候 様の 事 開闢 以來 未曾有の 事に 御座 候と 申內 

西洋 諸 國學術 を 精 研し 國カ を强 盛に し 頻に勢 を 得 候て 周 公 孔子の 國迄 も是. が 

爲に打 掠められ 候 事 抑 何の 故と 被 思 召 候 や 畢竟 彼の 學ぶ所 は 其 要 を 得 是の學 

ぶ 所 は 其 要 を 得ず 高遠 空疎の 談に 溺れ 訓詁 考證の 未に 流れ 候て 其 間  一 二 有用 

の學に 志し 候 もの ありと い へど も 一 體萬 物の 窮理其 實を失 ひ候國 風に て 其 論 

じ 候 事と 行 ひ 候 事と 相 背馳し 候 風 誼に 候 故 人材 を 擇ひ候 趣 法 を 論じ 候 ひ 乍ら 

賢者 能 者 下位に 居.^ 愚者 不肖 者 國柄を 執う 候 弊 を 救 はず 國を 富し 兵を强 くす 

るの 策 を 立 候 へと も 國の遺 利 を 興して 有用に 供し 時變に 達して 兵制 を改 むる 

^Jとを知らず火技ぁ，e^とぃ へと も 昔日の 陋習に 泥み て 新 得の 妙 術 を Ik 究せ， 

船 艦の 制 其 不便なる 事 知者 を 待ず して 知れた る 事に 候へ ども 改正す るすべ を 

も 知らず 惟 ひたすら 己の 國 のみよ き 事に 心得 外國 とい へば ひた もの 輕視し 候 


て 夷狄 蠻貊 と賤 しめ 彼の 實 事に 熟練し 國利を も 典し 兵力 を も 盛に し 火 技に 妙 

に 航海の 巧なる 事 逢に 自國の 上に 出て たる を 知らず 居候 故に 一 旦 イギリスと 

亂を構 ふるに 及て 大敗 を 引出し 恥辱 を 全世界に 貽し大 に 古昔 聖賢の 體面を 破 

,c^候事に御座候本邦とても四邊皆海にて外寇の來，=^候はんはぃ つ を はかられ 

ざる 事に て旣に イギリスに は 久しく 野心 を 懷 き闊闊 致し 候との 事に 候へ は 防 

鶴の 策は淸 朝の 覆 轍を鑒 みて 兵法に 申 所の 彼 を 知.. -己を 知る の 義を勉 め 度 事 

に奉存候實に彼を知，.^己を知る上ならては防鎮の略も立難く假令其略立候て 

も 眞の用 を 成し かたく 被存候 然る 所 彼 を 知，. 候に は 彼方の 詞に a じ 彼の 方の. 

技術 を盡 して 始めて その 實を得 候 事に 御座 候彼學 科の 多き 少人數 のよ く盡す 

所に 無 之 其 上 外寇， の 防き は 本邦 全國に 係. CN 天下 皆 共に 力 を 合せ 可 申 事に て大 

掘の 諸侯と. いへ とも 一家 兩 家の 力に 及ぶ 所に 無 御座 候然は 當今ハ ダマ 御開 板 

天下に 公行 御座 候 時 は 洋學に 志し 候 もの 大に 助け を 得 彼方の 技術 も是に 因て 

大に 開け 可 申 然る 時には 御自國 の內は 勿論 天下に も 彼 を 知.^ 候 もの 多く 防禦 

の 策 も 自然に 其方 を 得 可 申 候 則. 天下 後世 洪大の 嘉惠を 仰. き 又 朝家へ 對 され 候 


て も 一 廉の御 忠勤た る へく 候 且又 是迄 世上 有志の もの 共满望 致し E 候 所の 書 

に 御座 候 故 良價を 以て 購ひ可 申 長 崎 等 學人稠 衆の 所 は 暫く さし 置き 近 來洋學 

稍 盛に 相 成 候へば 一 州の 內 にも 五 人 十 人此書 調へ ざる は 有 之 まじく 然る 時に 

は 本邦 六十 餘 州に 三百 部 五百部の はけ 方 は 疑 も 無 之 候 其 外 三 都 肥 愿長崎 等に 

住居 學人 及び 御大 名 方 御 旗本 衆と 申す もの 候 得 は 是又五 否 部 七 百 部 は 暫時に 

賣 捌け 候 はんさ すれば 天下 後世の 嘉惠 朝家への 御 忠勤に 相 成 候 上に 更に 行々 

一 廉の御 利 方に 相 成 是迄思 召 は 御座 候へ ども 文武の 御世 話 御 家中 小 給 難 ft も 

の. -子笫 御手 充等御 勝手 御 逼迫に 付て 屈 かせられざる 御 補に も 相 成 文武の 材 

を 御 養 立 被 遊 候 御 便.^ もよ しかるべく 眞に當 今の 急務 義利兩 得の- R 策と 奉 

存候 然る を壹岐 殿御 重職に 有 御座ながら 時勢の 御 辨へ無 御座 胡 a の 事共 御 巾 

出し 斯る 良策 を 御 阻み 被 成 候 事 去と は 解し かね 候義 と奉存 候壹岐 殿に は當御 

家中 洋學の 爲には 百 金 も 相 掛け 五六 部も寫 させ 候 は て 可 然と 御 申 被 成 候よ し 

當御 家中に も洋學 盛に 開け 候 時には 只今 漢誊 を讀候 もの . ^字彙 字典 を銘々 に 

® へ 候 如く"  ^ マ をば 銘々 備へ不 申 候て は 叶 はざる 事に て 五六 部 計， 9 にて 引 


足 ft- 譯の ものに 無 之よ しゃ 事足，^ 候に も 致せ 己 を も 人 を も 足らせ 候良 策の 御 

座 宾を內 端に 構へ 候て 己 だに 可也 間に合 候へば 人の 事に 構 はぬ と 申 は 大學の 

敎 にも 外れ 仁人 君子の 了簡に 無 御座 候极又 只今 寫本 にて 誤 訛 多き 五六 部に か 

け 候 百 金 を 板木 出来の 上に 用 ひ 候 得ば あやま.. -も なくして 增訂有 之 候良 本 八 

九十 部 得られ 申 候 事の 策 を 得る と 得ざる と 其 相 去る 事大 抵如此 ものに mkl 忙 

壹岐 殿に は 右 御開 板 利の 爲に 計られ 候樣 世間に 相 響き 上の 御 德義に 相 障，^ 可 

* 樣御申 被 成 候よ し是 所謂 其 本 を はからず して 其 末 を ひとしく すれば 方寸の 

木 も S ^「樓 よう 高から しむべし と 申 論に て辨 ずるに も 足らざる 義 と奉存 候抑壹 

岐 殿に は 御 徳義と 申 を 何等の 義と御 合 點被成 候 事 や 又 御上 を 格別の 御 賢德と 

世間に 奉 稱候趣 勿論 御上 之 御賢德 ましく 候 御 事 は 申 上 候 もへ. かに 候へ ど 

も 世間に て 奉稱候 はいかなる 御 廉を奉 指 申 上 候 義に候 哉 本よ，^ 經文緯 武の御 

志 被爲渡 朝家に 御 誠忠 を 被 爲盡世 を 救 ひ 民 を 安んじさせられ 度 御念 盧御年 を 

重ねさせられ 候て 不被 爲衰 平素 御 節 儉を專 とせ させられ 候て 有用の 事に は莫 

大 の御费 をも吝 ませられず 候 事 多年 一 日の 如くに 被 爲入候 等 を 以て 奉 稱候事 


に 御座 候 はて 此 度の 御 催し は 即ち 其 御德義 中の 一 事に て 御稱譽 を被爲 增候義 

は 可 有 御座 候 へ ども御障-=^に可相成と申はそも い かなる 所に 候 や 愚意な どに 

は 一 向に 解し かね 申 候 若 又 果して 此 度の 御 催 御 德義に 障... 候と 申 時には 是迄 

御德義 とて 奉 稱候事 其廉々 を 失 ひたる に 無 相違 被存候 か. -る存 寄 違 ひの もの 

も 世の中に は 有 も 乙 そ 仕る ベ く 候 へど も 是等は 眼 もな く識 もな く 羽毛の 屬に 

ひとしき もの どもに 候へば よしや 奉譽 候と も 御 自慢に も 成う 不申奉 毀 候と も 

御苦勞に成ft^不申候惟A、初段に申上候當今外寇に備 へ 候の 急務 は 彼 を 知る よ 

.=^先なるはなく彼を知るの方法は彼の技術を盡すょぅ要なるはなく彼の技術 

を盡し 候に は 天下に 其學 の楷梯 なる 詞書を 梓 行す るよ. 便なる はなしと 申す 

所に 御 心 を 定められ 期す る 所 は 五大洲の 學術を 兼備し 五大洲の 所長 を 集め 本 

邦 をして 永く 全世界 獨 立の 國 とならし むる 甚礎を 世に 弘 めんと 申 所に 御 眼力 

を 注がれ 候 は^ 假令 群小の 批判 等 御座 候と も 本よ.. -蚊 蚋の 羽音に 均しき 事 御 

掛 念に 及ばざる 義 と奉存 候まして 知識 開 達の ものよう 是を見 候 節 は 州々 諸侯 

方 世に なくして 事も缺 けず あ.^ て 別段 用 を も 成し 候 はぬ 書物 等藏 板に せられ 


一 廉の 事と 心得られ 候 も 御座 候 所に かけ 離れて 當 世の 急務に ハ だ マ 御藏 板に 

相 成 候 事 誠に 卓絶の 御 識見 年 を 同じう して 語る ベ からざる 事と 益々 御 下 厨 を 

可 奉 慕惟當 今の 世の み 然るに あらず 後代 迄 も 御稱譽 空しから ずと 奉存 候又壹 

岐 殿に は箕作 何が しな どが" 著述 を 出し 利 を 得 候 を 羨み 此擧を 成し 候な ど取沙 

汰 致し 候 はて 御 聲譽を 落され 候べ くと 御 申 被 成 候よ し是又 前段と 同じく 候 程 

子の 說に 君子の 上に 嫌疑の 沙汰 無 之 凡 嫌疑 を 避け 候に E 々と 致し 候 は 皆內の 

足らざる ものと 申 事に 有 之 候 誠に 尤の義 と 奉 存候壹 岐殿右 等の 御 見込 御 出し 

候 事 全く 內の御 不足 故と 被存候 此方の 見識 天地 を 貫き 日本 闔國の 大益を 成し 

候 本 量 御座 候 は 凡人の 毀 譽等は 度 外の 事 たるべく 候壹岐 殿御 重職の 御身 分 

にて 左 迄旣に 如此凡 劣の 御 見込 も 御座 候 程の 事に 候 はば 世の中の 廣き 或は 此 

流の 人 t-v は 可 有 之 候 乍 然此等 は 孰れ も 學術も 智識 もな き 人に 候へば 此方よ 

,9 學 業の 基 を 立て 追々 に 眼 を 開け 可 遣 ものに 御座 候 此の 如き 人に も眞眼 開け 

候 寺 は 矢 張 我輩 同樣の 見に 相 成 候 ものに 候へば 先 如此技 葉の 論に 御 疑惑な く 

昨年 中 御調 御座 IP- 通 速に 公邊御 伺と 相 成 一 日 も 早く  成就 有 御座 度義 と奉存 


上書  一 三 〇 

候但 粗野の 性質 言 語 無 取 飾 申 上 候 段 は 幸に 御 宥恕可 被 成 下 候 以上 

二月 

感應 公に 上りて 荷 蘭 語彙 出版 資金 貸 與を乞 ふ 

乍 恐 謹 而奉申 上 候 

近來 西洋 諸蕃 次第に 强 盛に 相 成 器械 技術 往々 卓 絕の筋 も 御座 候 處淸國 に 於て 

は ひんん すら 戎狄を 以て 乙れ を 輕視し 聊か 彼の 兵法に 所謂 知 彼 知己の 義を 勤め 

ずして 一 旦兵を結び候故に*^Jれが爲に敗ftを取，-候て文武周孔の^s土耻辱 

を 千载に 船し 候て 慨嘆に 餘り ある 義と 奉存候 近年 以來 本邦 近海に も 諸 蕃舶頻 

に 往來仕 或は 薪水 を 乞 ひ 或は 私 ま S を 贈り 或は 互市 を 願 ひ 或は 暴行 を 成し 候 I 

11 賺 類ひ斷 えす 有 之 候 上 は 必ず 闕鬧 之禍心 御座 候ての 義 と被存 

候へば 此 邦に 於ても 其 備« の 策 厳重に 無 之 候て は不叶 筋と 奉 存候所 三百 年來 

太平 無事に 狎慣苟 安 をのみ 好み 候 人心に 御座 候へば 其 備« 策 とても 中々 一 旦 

に 其 肯綮 を 得 候 事 能 はざる 勢 御座 候 樣奉存 候 因て 愚意 奉存 候に は 本邦 内の人 


一 人 も 多く 西洋 諸 蕃の短 長 得失 を 知り 其狀 情を詳 にし 候 機 仕度 果して 其狀情 

を 詳 に し 其 長 得 失 を 知 ，c^ 候 上 は 其 長 所 と 得 所.と を採 用 し 其 短 處 失 處 に 乘 じ 

候 事 も 自然に 出 來可仕 候是則 兵法に 知 彼 知己 を 貴 ひ 候 所以と 奉 存候扱 其 西洋 

蕃 の短畏 得失 を 詳に仕 候 半と に は 西洋の 原書 を讀み 候に 如く は 無.^  g 西お 

の 原書 を讀み 候に は 西洋 諸 蕃の詞 に 通し 候 は ざれば 不能 候此 邦の 人 西洋 諸蕃 

の に i し 候樣仕 候に は 和 蘭陀人 ドウ.' フが譯 し候ハ , マ 尤も 其 階梯と 奉存 

候 兼て 海防 諸 策 等 腹 構 仕 候義も 御座 候へ ども 寒 微の私 底力の 及び 候 所に 無 御 

歷侯. めて 愚考 仕 候に 當今 戎虜を 《 ぎ 候 本 策の 定り候 樣には 先 此の ハレ ノマを 一 

匕 Jj 卩 ミ .J^I? 本 申 付 侯 へ 

二の 好き 字書 を 以增補 校訂 仕 彫刻 を 遂げ 價を廉 にして ■ お だ 金お り 二 拾 金に 及 

び 尙誤默 を 免れ、 が^く^  f オ^  M  ，へた g  «，  ，i 贿 天下に 公行 仕 候より 先き なる は 

之 增訂も 屈き 候て 價は其 半に 及 はすて 濟^ 似 

有 御座 ましく 奉存候 如此仕 候て 西洋 學 次第に 開け 諸人 彼國の 情實を 知." 得^ 

樣に成 可 申 幸 私義御 厚恩 を以 久しく 文學 修業 仕 候 故 S 和漢の 事に 兼 通 仕 又 近 

來和蘭 學をも 心 掛罷在 候義に 付此節 不肖の 故 を以無 役に 罷在候 旁せ めて は 本 

,$當 時の 爲め且 は 後世 此學を 仕 候 もの \ 爲に此 書 增訂板 行の 義 官許 を 得 候て 

上 睿  i 


取 計ら； 5 申 度 泰存候 生年 再び 不可 得 候 故に 日月 をば 殊の外 惜み候 所 乍 恐 年 も 

はゃ三十九歲に罷成候人の精カ大抵限ら御座候ものに付其壯んなる時に當.c^ 

事 を 成 候 はされば 老大 空しく 悲傷 仕 候 義も可 有 御座 候と 此義 は存込 候て S 立 

候義に 泰存候 然る 所此 表に 罷在 候て は 差當り 金子に 差 支 候 義に付 右 彫刻 卒業 

迄 追々 に 其 入 料 拜借奉 願 度 尤も 前に も 申 上 候 通，^ 官許 を 得 候 上 は 五 車 韵府該 

^  ：5  . モリ， i レ！ ^斑 山遊學 中其國 ま！ を 以康熙 字典 を譯し 候を义 和蘭ク U ラ - / 近來 

陀 にて 重 譯仕候 もの  よしに て 天文 臺に 一部 收り 候よ しに 御座 候ゥ H  I ラン- It 躕 

Mi き マ ル チン 匿び 等 を 以て 增訂仕 候 はて 頗る 洋學 家の 爲には 鴻寶と 相 成 可 

申 奉 存候左 候 へば 少々 金子 を 費し 候 とても 始終 損 財に 相 成 候 義は有 御座 まし 

く 奉 存候乍 去 御 勝手 御 役人 始め 安心 仕 候 樣右拜 借 上納 不相濟 候 間 は 私 載き も 

の 差 出し 置 萬 一 間違 候 節 夫 を 以て 上納 仕 候樣取 極め 置 申 度奉存 候私義 乍恐自 

ら 愚案 仕 候に. 亂 世に 際 會仕候 は ど 一 廉の御 奉公 筋 も 可 有 御座 又 其 志 を 得候義 

も 可 有 御座 候 所 治平の 時に 當ぅ 微祿の 家に 生れ 出て 志 は 稍 遠大に 御座 候へ ど 

も守.^候所又介愿御座候故に人の苞苴を受け候事能はず其上戴物の外別に餘 

生産と 申 もの 聊か 無 御座 候 故 如 此罷在 候ても 唯 年々 借財の み 相 嵩み 他人の 持 


候 はぬ 書籍な ど 聊か 所持 仕 候義も 御座 候へ ども 居 宅 を 捲 候 手 充等も 一 切 無 之 

四 ケ年も 御用 地 拜借仕 雨露 を 凌き 罷在候 仕 合に 御座 候 乍然當 時の 世 調に 隨從 

仕 一 己の 利 を 營み候 爲に御 役人の 列に 罷在度 等の 義は是 迄以御 厚恩 修業 仕 候 

道理にも房ft^且又志の屈しかね候義に付難奉願奉存候他人に御座候ては早く 

ょ-^御役料にても有付候樣にとて少年ょ，9勤めに掛.=-朝暮の目的と仕候は唯 

自己 暖飽の 都合の みに 御座 候 所 私義は 多年 文學 修業 等に 心 を 委ね これに 依て 

あまつ さへ 義利 大小の 辨を存 し 候 故に 私利の 爲に 公義 を 廢し候 樣の事 は假令 

生 を 捨て 候 迄 も 仕 かね 候 義に付 是迄兩 度 も 其 職 を 得ず 其 言 を 得 候 はぬ 爲に御 

役 を も 拜辭仕 候義に 御座 候斯仕 候て は 自然 不都合に 相 成 候 事 は 本よ， 9 覺 悟に 

御座 候へ ども 義の有 之 所 致し方 も 無 御座 奉 存候乍 然志候 義も行 はれず 草木と 

同じく 朽腐仕 候 半 事 嘆か はしき 義に存 候 依 之尙又 愚考 仕 候に 拜 借金 御 許容 も 

被 成下ハ 产マ 彫刻の 義に 取掛， ^候へば 一 つに は 天下 後世の 爲に相 成 有用の 精 

力 を も 空しく 不仕 二つに は 作活の 一 助と も 相 成 三つに は當 節の 次第にて は是 

非と も 又々 出府 にても 奉 願 候 か 又は 京 攝邊へ 出張 候 樣奉願 候と か 仕往々 住宅 


等の 備をも 立て 子孫の 爲 めに 少しく 生産 を 用意 仕度 內志も 御座 候 所 乍 恐赏母 

義も當 年 七十 五 歲に相 成 私 義是迄 拾 數年來 修業 中 滯府仕 候 間 獨居も 仕らせ 候 

義に付 限う 御座 候餘 年の 間 は 御 厚恩 を以 膝下に 罷在 度右ハ \ マ 彫刻の 義御許 

容 とも 相 成 候へば 其 義に付 暫時 出府 等 奉 願 候義は 御座 候と も增補 校合 萬 端 は 

盡く 此方に て 事 濟候義 に 御座 候へば 老母 義を他 國へ携 へ 候て 水 土の 變 革に 逢 

はせ候様の事無御座微孝を盡し候にも甚都合ょ^cしき等を以旁存込先達中ふ 

頻に賴 母 迄 此義內 願 仕 候義に 御座 候 極密金 五" とも 申談し 仕候處 御上の 御 様子 

次第 此節 御金 も 御 逼迫に は 候へ ども 隨分 一手 段 可 有 之 様 申 吳候乍 恐 前 條の次 

第 御明 察 被 成 下 置 右の 義賴母 ふ 奉伺 候 節 何分 も 御 垂憐の 御意 被 成 下候樣 幾重 

にも 奉 願 上 候 此義御 許容 被 成 下 置 候 は V 實に唯 私義ー 時の 仕 合の みに 無 御座 

天下 後世 其 御 賜 を 奉 荷 候義と 奉存候 以上 

己 酉 五月 

尙又乍 恐 奉 申 上 候 金 吾 內密申 聞 候に は 旣に此 、ノ  \ マ の 事 先年 御上に も 思 召 

被 爲在候 所 御 見合に 相 成 候 義は御 入 料 も 多分 相掛 ぅ出來 上- N 候 上に て 刷け 


方 如何 やと 申 所 御 勘定 吟味 始め 奉氣遣 候より 起.. -候義 に は 御座 候へ ども 或 

は 西洋の 本 深く 御 好み 被 遊候樣 にて は 公邊へ 被爲憚 候義も 御座 候 やな ど 申 

候に 付 私 申 聞け 候 は 前 條の義 は 姑く 差 置き 後條に 至，" - 候て は 聊か 御 嫌疑 有 

御座 間 敷 候 事と 奉 存候其 子細 は 御上に 於て は 赏に此 邦の 御 爲を被 思 召 候 時 

は旣 に公邊 にて 御 取 用 無 之 西洋 流 砲術 を 御用 被 遊 銃器 製作 を も數々 被 仰 付 

互：：^ 迄 も 度々 御 人 を も 被 遣 且又 西洋 書籍 を も 頗る 御 集めに 相 成 候 事に 候 如 

此御樣 子に 候へば 私ハ , マ 板 行 不奉願 候と て 御 聞え の 別段 美 は 敷 御 事 も 有 

御座 間 布 又 御 家中に て 西洋 書飜譯 印行 仕 候 類 諸家に 多く 御座 候 事に 候へば 

此方 樣 のみ 御 憚，^ 御座 候 道理 も 無 之 又 ゃ近來 書物 印行の 事 は 其 板 下を以 

公邊へ 奉伺 御免 を 得 候て 板木に 取 掛ぅ候 故に 可 被 憚 もの は 本よ. 9 公邊 にて 

. ゆ s 之公邊 にて 御免 御座 候 程の ものに 何の 御 憚 も 無 之 筋と 奉 存候旨 金 吾 

へ も 申 聞 宾義に 御座 候是は 一 時の 說 話に 御座 候へ ども 爲念此 に 相認奉 入御 

覽候 以上 

上 ,  一 三 五 


上  誊  ニニ 六 

餓诚 三  荷 蘭 語彙 板 行 許可 を. I 乙 ふため 阿部 侯 へ 上申書 

近來 西洋 諸蕃 次第に 强 盛に 相 成 技術 往々 卓 絕之筋 も 御座 候 處淸國 に 於て は舊 

稱に 泥み 英吉利 等 を も 戎狄を 以て 是を輕 視し聊 彼の 兵法に 所謂 知 彼 知己の 義 

を 務めず 其 廟算を 誤， - 一 旦兵を 結び 候 故に * 是が爲 に 敗 胸 を 取，^ 遂に は大英 

國と 尊稱し 候て 講和に 及び 千载雪 難き 恥辱 を 全世界に 貽し候 事 咬 止の 極と 奉 

存候觅に角兵道に於ては彼を知-^己を知，^候事先務にて就中彼を知.^候事先 

務の又 先務と 奉存 候い かにと なれば 兵 は 本 形な く 敵に 因ら. 形 を 成し 候 故 己の 

備 十分なら ず 弱卒 鈍 兵の みに 候と 雖も對 する 所 之敵昏 愚に 候 時 は 己の 鈍 弱 も 

猶恃 むに 足，^ 可 申 又 如何 樣財 富み 兵强く 其備嚴 重に 候 共 智巧之 敵に 對し候 時 

は 己の 强富 未だ 恃 むべ からず 其 備の嚴 重なる も猶 危懼 を 免 かれ 難く 畢竟 彼 を 

能知-^候上にて己を比較し其虛赏强弱を考 へ 候に非れば己を知，^候事能はざ 

る 樣奉存 候 先年 被 仰 出 候 蠻夷諸 國戰鬪 の 仕組 和漢の 制度と 相違に 付其覺 悟に 

て 防 « の 仕方 兼て 心掛 置候樣 との 御 事 乍 恐御尤 至極の 御 筋と 奉存候 拙者 義も 


其 節よ. ^心掛け 西洋の 兵法 火 術 之 窨等購 ひ 求め 研究 仕 候に 果して 其 器械 技術 

巧妙 を 極め 和漢 古今 未曾有の 事共 少なからず 是迄 和漢 兵家 論定 候 陣法戰 術 も 

是が爲 に 一 變を經 候 は ざれば 共に 戰を 成し 難く 候 事往々 御座 候 樣奉存 候 近年 

以來 西洋 諸 蕃舶頻 々近海に 往來し 或は 薪水 を 乞 ひ 或は 私書 を 贈う 或は 廻船へ 

乘 かけ 或は 恣に 上陸し 種々 横行の 振舞に 及び 候類斷 えず 有 之 候 上は閼 閼の禍 

心 等 決して ある まじと も 難 申 萬 一 外國の 侮慢 を 受け 候 樣の事 御座 候て は實に 

舊臘中 御達し 御 書付に も 御座 候 御國體 に拘， ^候 御 儀に 付 此義に 於て は 上下 貴 

賤の 差別な く 心 を 盡しカ を戮せ 防禦の 御手 充 如何様に も 萬 全に 出で 遺漏 無 御 

座候樣 仕度 義と 奉存候 然る 所 前に も 申 上 候 通 兵備の 先務 は 彼 を 知う 候よ.. -急 

なる は 無 御座 候 兼ねて 仰 出 も 御座 候 義には 候 得 共 西洋 は 漢土と 違 ひ 其 文字と 

て も 稽古 仕 候 者の 外 は 僅かに 飜譯の 書に 就て 見 候に あら ざれば 其 義を曉 ，0- 候 

事 能 はず 又 僅に 有 之 候 飜譯の 書 とても 世に 和漢の 學に 達し 兼て 西洋 文法に 通 

曉候 もの 至て 稀に 候へば 誤譯も 少なからず 又 譯其義 に 叶 ひ 候と 雖も 文辭 拙く 

候 故に 讀候 ものよ- -は 其義を 受取 かね 候 事 も 多く 一  向な きに は 優，^ 可 申 候へ 

± 書  ニニ 七 


ども 首尾 貫 穿し 候て 事理 明白に 聞え 候 程の もの 絕て無 之 候 樣奉存 候侬て 愚考 

仕 候に 當今 海寇備 儀の 策 其 完全 を 期し 候に は 世間 廣く 彼の 長短 得失 を 知り 其 

狀情を詳に候樣仕度義と奉存候其狀情を詳にし其長短得失を知，c^候上は其所 

長所 得 を 採用し 其 短 失の 所に 乘じ候 事 も 自然に 出 來可仕 候 扱 其 長短 得失 を詳 

に し 候 に は 西 洋 の 原 .^.〔；： を 廣 く 讀 み 候 に 若 く は 無 御 座 又 世 に 善 き 飜譯 ま2 を 多く 

し 赏用を 助け 候に も 原 寄 を 讀み候 もの 盛に 無 之 候て は 難 叶 義と奉 存候极 其 1S§ 

書 を 世に 廣く讀 せ 候に は 邦譯の 字書 印行 本 無 之 候て は 尤難叶 義と奉 存候ぱ f 

！フ 譯のハ ル マと 申 もの 往々 寫本 にて 行 はれ 初學 にて 重寳 tt る ものに 御座 候へ ども 印 

行 本 無 御座 候 故人々 藏 1;?^ 仕 候に 至らず 世 問 猶不自 .H 勝に 御座 候 譯鍵蠻 詰 笺樣の もの 板 

一 5  ■ 键 • いび Si: 納 i 徵成 拙者 義乍 不肖 多年 和漢の 書 傳をも 涉獵仕 稍 又 西洋の 

記载 にも 及び 候て 外寇 防禦 之 策 天下 利 病 之 事等聊 所見 無 之と 申に も 無 御座 候 

得 共 身の 分際 も 有 之 力 及ばざる 所 御座 候 依て 當今 海防に 御 配慮 被 爲在候 御 時 

節に候 へ ば天 下fs淸の覆轍に遠か-^彼を知り己を知，^候て 警衞其完全を得候 

爲の W 梯 にも 成， -候様 邦 譯和蘭 語彙 ！ 部 を 纂輯仕 彫刻の 上世に 行 ひ 聊か 御國 

恩の 萬 一 を 奉 報 度 舊冬中 取 立 候 稿本 を 以て 御 天文 方 迄 差 出 候 官準を 奉 仰罷在 


候處 今以て 何の 御沙汰 も 不被成 下 候元來 拙者 義此義 を 企て 候 事 聊か 名 之爲， 私 

之 爲に無 御座 只 顧 天下の 御大 計と も奉存 候て 當時 身分に 取，^ -出來 候 丈の 力 を 

以て御恩報を謀ft^候義に御座候觅に角當今の御時節は彼之長ずる所を集め我 

短なる 所 を 補 ひ 遂に 彼 を 制 伏 仕 候 樣之御 深慮 之 程 乍 恐 奉 仰 上 候 漢土の 說に據 

.9 候 へ ば 古昔 兵器 を 造，..' 初め 候 は蛩尤 のよ しに 御座 候 所 黃帝其 干戈 を 習 用し 

遂に rJ れを涿 鹿の 野に 擒 殺せられ 候黃 帝い かに 蕩德 御座 候 共 敵の 兵器 を 用 ひ 

候に 空手 を 以て は克 べきの 理 なく 候 故に 其 敵の 用 ふる 兵器 を 學び夫 を 以て 遂 

に 勝利 を 得られ 候 事と 被 存候是 則ち 聖智の 致す 所に して 彼 を 用 ひて 彼 を 制せ 

られ候 事 兵法の 至赜と 奉存候 去れば 今の 世に 至.. -候迄 も 黃帝を 以て 兵家の 祖 

と 崇め 候 義と奉 存候當 今 西洋の 學を 盛に 興し 候 は 則ち 彼 を 用る の壩 柄に て 其 

字書 を 印行し 候 は 又其筌 蹄と 奉存候 何分に も 御明 斷を以 奉伺 置 候 荷 蘭 語彙 板 

行之義 速に 御免被 成 下 候檬御 賢慮 之 程 奉 仰 候 以上 

眞 田 信 濃 守 内 

三月  佐久間 修理 


^？^^永三年四 


上齊  1 四 〇 

藩主 よ り 荷 蘭 語彙 板 行 許可 伺 書 稿  (象 山 稿) 

私家 來佐久 間 修理 增訂荷 蘭 語彙 原稿 取 立藏板 彫刻 仕度 申出 候に 付 御 差 支の 義 

有 之 間 敷 や 御 天文 方 山路. 彌左衛 門迄爲 伺候 所 板行不 相成附 札に 有 之 候 抑家來 

右 之 書 編輯 仕 候 來由は 不肖 義 先年 御 加判の 列 被 仰 付 海防 掛蒙仰 候 砌兵務 の 要 

は 知 彼 知己 候よう 先なる-は 無 之 候に 付蠻 夷の 諸 國戰鬪 の 仕組 和漢の 制度と 相 

違に 付 利 方の 軍器 別段 用意 も 可 有之參 勤の 面々 其覺 悟に て 防 策の 仕方 兼て 掛 

可 申 旨 相 觸候義 に 有 之 其 節家來 共へ も 西洋 諸蕃の 事情 穿鑿の 義心 H 候樣 別段 

申 付 置 候 筋に て 畢竟 右 書 も 追み、 編輯 仕 候義に 御座 候 今般 廣く板 行の 義不相 成 

趣附 礼に 候へ 共 私家 來共幷 に 領內之 者に は 何卒ます く 彼れ を 知，^ 候義 をつ 

とめ 外寇防 « 手充筋 格別 領內の 疲弊に 至らず 簡便に して 赏用 足，^ 候 様 仕度 就 


て は 西洋 兵法 火 術 等の 書 和漢の 參考も 致させ 申 度 候 所邦譯 西洋 字誊 

ハ ^ マ の 類 傳寫候 も 費用 多分 相掛， 9. 銘々 迷惑 も 仕 候 趣に 付 家中 領內 

の 弊 を 省き 候爲右 字書 彫刻の 義楚 免し 度と 奉 存候所 尙御差 支 も 御座 


拂底 にて 

限， CS 傳寫. 

候 義ゃ奉 


伺候 以上 

膝 永 一一 一年 四  沿岸 防禦の 不完全 を 指摘し 幕府に 上らん とせし 

此稿 感應公 

§^  草 稿 

扣ふ 

昔 孟子の 許 へ 魯の平 公の 訪 はれ 候て 大道 を も 被 聞 候 はんと せられし を 其 行 を 

被 止 其 時 孟子の 被 申 候に 行 も 止 も 人の 能くす る 所に 非す 我の 魯 公に 遇 ひ 得ぬ 

は天な-^减氏の子の予に遇しめざるに非ずと被申候頃歲以來西洋夷賊近海に 

屢隱見 仕 候 は 或は 其虚を 窺ひ寇 など 奉爲候 下心 有 之 候ての 儀に も 御座 候 はん 

歟と料 見 仕 候 者 は 貴賤に よらず 竊に戒 懼の念 を 懷き罷 在 候 拙者 儀 も 主人 信 濃 

守 御 加判の 列 被 仰 付海寇 防禦の 掛蒙 仰候砌 よ，. -乍不 及 深く 此 事に 苦心 仕 見込 

等 申立 候 儀 も 御座 候へ ども 御大 政の 御 儀に 付カ不 及其以 來蕃舶 次第に 數 多く 

近海に 漂 ひ往々 上陸 等 仕 暴慢の 振舞 杯 有 之 候 樣傳聞 仕實に 憤慨の 至に 堪 へず 

竊に 天下の 御 爲に賊 心 ある 夷 賊を制 伏し 公 邊御枕 を 泰山の 安き に 置せられ 候 

樣の籌 策 を も 愚考 仕 候 儀 も 御座 候へ ども 時論 も 相反し 且 容易なら ざる 節に 付 


上 書  一四 二 

暫く 其 次 を 思案 仕 候 兵法に 所謂 知 彼 知己の 儀 を 以て 御 國內の 人 をして 志 ある 

者 は 普通に 西洋の 原書 を 讀み得 彼の 所長 を 採用し 御國の 所長 を 合し 海 寇防儀 

胝文 あるべ の 方略 皆 其 理に當 今 天下の 御 爲可然 儀と 奉存候 日夜 精力 を 盡し是 迄 舶來仕 居 

候 和 蘭 字書の 分 大抵 之 を 網羅し 一 部の 邦譯和 蘭辭書 編輯 仕 昨冬 中 一 卷淨寫 の 

上 有用の 學術體 用の 大略 を も 相 認め 板 行 苦し かる ましき 哉の 段 奉伺 候 處當夏 

に 及び 不相成 旨 御 付 礼 を 以て 御指圖 御座 候 先年より 外 夷 戰鬪の 事 は 和漢の 制 

度と も 違 候に 付 其 覺悟を 以て « 防 手當申 付 候樣に 御達し 等 も 御座 候に 付 拙者 

底 不奉申 上 候と も 天下に 彼 を 知.^ 己 を 知， 候爲に 翻譯詞 書の 類公邊 にて 御世 

話 有 之 是迄幾 本 も 板 行 御座 候て 可然御 事と 乍 恐 奉 存候處 左様 も 無 御座 偶 ま 其 

處に 着眼 仕 御 便利の 儀 申立 候 者 御座 候ても 不相成 趣に 御指簡 御座 候 儀 定て其 

間 種々 の 御子 細 も 可 有 御座 候へ ども 彼 を 知 ft- 候 事と も 十分に 不行屆 候 は 防禦 

の 御手 當向 等い か樣 度々 被 仰 出 候と も 全く 唯 空文と やらん にて 其實無 御座 乍 

恐 天下の 御大 計に 有 御座 間 敷と は奉存 候へ ども 是又 孟子の 所謂 人の 能くす る 

所に あらず 如何と も 仕方無 御座 候 儀と 奉存候 拙者 儀當節 出府 仕 罷在候 儀 全く 


右 荷 蘭 詞書板 行 伺の 爲 にて 御座 候に 付 伺の 通 不相叶 候 上 は 歸國可 仕 乍 然近來 

外寇の 儀に 付公邊 にも 格別. 御 配慮 被爲在 御大 名 樣方其 外掛. 被 蒙 仰 萬 一 夷 船 

等 妄念 を 興し 御 膝元 近邊 まで 乘入候 はん 等の 企 を 爲し候 節 打 沈め 候 爲に相 房 

二 州に K 重に 御 臺場御 築 立 御座 候 由 承.. - 候に 付 歸國の 前 一 通，.^拜見仕，.-他日 

の 心得に も 仕度 奉存 先頃 中 江の 島 浦、 八 王 寺 御 臺 場 より 荒 崎、 城 が 島、 劍 崎、 大 浦、 浦 

賀の 千代 崎， 觀音 岬， 猿 島 等 其 手 寄 を 以て 內々 拜見仕 候 儀に 御座 候 處歸府 の後怏 

として 樂ず數 日の 間寢 食の 念 を も 廢し候 儀に 御座 候 其 子細 は 右 新舊數 箇所の 

御臺 場に 夫々 守 儀の 御人數 を 被 差 置 御 堅 被 仰 付 候 御 家に も 又 器械の 手配 厳重 

に 有 之 莫大 御物 入 も 相 掛ぅ扱 又其臺 場の 築 方 御 筒 備法等 いづれ も 公邊御 役人 

樣 方よ， CS 其 御 家々 の 人々 心 カを盡 され 候て 如此 御出來 御座 候 儀と 奉存 候へば 

猥 うに 其 短 を 辨駁仕 候 儀 世の 憚， 無き に 非ず 乍然 再思 仕 候へば 父祖 以來 太平 

の 御代に 生れ 出て 仰 養， 育 各 其 所 を 得 候事尤 主人 家扶 助の 致す 所と は 申す 者 

の歸 する 所 は 偏に 東照宮 樣御 恩德 によ ft> 候ての 儀に 御座 候へば 天卞の 御大 事 

にも 關係 仕るべき 儀 を 小 嫌に 引かれ 私議に 拘 は.^ 不奉 言 上 候て は 莫大の 御 恩 

上 ^  1 四 三 
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お、 3 こも 奉 背 大義に 爲 ，9 候 儀と 奉存 よしや 奉 申 上 まじき 儀 を 申 上 候と て 重き 御 

咎を蒙.c^候ても厭ふべき筋に無御座と决心仕近海御備向の儀に付存寄の次第 

不取包 左に 奉 申 上 候 聊か 報 國の微 忠と奉 存候間 何分 も 思 召 を 被 爲留御 熟覽被 

成 下 候 樣奉願 候 大凡 湊々 に 臺場を 置 候 事 は 其 湊に敵 船 をよ せま じき 爲に 用意 

仕！. お 儀と 候 左 候 へ ば 荒 崎 千代 崎臺場 もことう の 浦 を 守る も 浦 賀の湊 を iS ぎ 

候 a 召に て 被 差 置 候 御 事に 御座 候へば 固よう 可然 地勢に 可 有 御座 候へ ども 是 

を 以て 御府內 近邊內 海へ 乘入候 夷 船 を 打 沈め 候 はん 爲に 御座 候て は 右 兩所は 

•s" 上る に 不及猿 島觀音 崎 等に 至， 候 て も 一 个所 として 赏用を 成し 可 申 は 無 

御座 候 樣奉存 候い かにと 御座 候に 西洋に て廿 四 「。ホ ン ド」 の 「力 ノ ン」 と 申 は 玉の 大 

さ 凡 此方の 五貫目 程に て 其 筒の 長さ 一 丈餘 御座 候此 砲に 一 貫目餘の火藥を^J 

) - - 'ミヒ r 义： 西洋に て は 屮リの なる を 第一と il 候餘 計の 高度 i:JU:T  ^ 

め 十一 度の 矢 位 を 以て §加^ ^中 カノン 砲 ぼ 多分 十一 度 を 以て 限と 仕 候 ネ はし.^ 

^：！^-丸漸く廿五町に達し候儀に御座候諸所の御臺場に被差置候和流の石火矢筒 

苹見仕 i に 三 K 目よ，^ 大 なる は 見當ら ざる 樣奉存 候 其 上長 さも 一 丈な ど は 無 

之 大略 皆 短く 候 へば 中，.. -に拘 はらず 高 矢 位に 打 候 はて いざ 知らず 物 を ねら ひ 


夫 へ中..^候樣打候はてニ十町の 

き 所 三 里と 申 事に 候 へ ば 縱令敵 

て も 其 距離 一里に 候へば 五貫目 

候 事 能 はず 又 法外の 高 矢 位を以 

に 船 は 走う 動き 候 者に 付 打 中て 

筒に て は 假令幾 百 挺 御 ffi 候と て 

は 萬々 能 はざる 儀と 奉存 候乍然 

に 獵船等 にても 繫ぎ 合せ 上に 材 

く  N> れを夷 船に 擬し彼 船の 自然 

掛けて 之 を 走らせ もし 風な く は 

の 玉 目 幾 挺の 简 にて 幾發 打ち 立 

へ 通う 候と 申 を 以て 計算 を 定め 

御 實檢可 有 御座 御 事と 奉 存候處 

の 事 御座 候 ひし を 見聞 仕らざる 


玉 着 無覺束 奉存候 然る 處相 房の 間 海面 尤も 狹 

船其廣 さの 三分 一 相 州 の 方 へ 寄 う 乘 ら 透 候 

g ぜ^  r ほ ン長筒 を 以て 打掛 候ても 敵 船 迄 達し 

て 丸の 達し 候 樣仕候 時 は 中，. - あしく 相 成，.. -殊 

候 儀は甚 難く 奉 存候况 や 三 貫目 計う の 短き 御 

も御臺 場の 上よう 乘 透，^ 候 夷 船 を 打 沈め 候 儀 

いづれ にも 如 此御臺 場 を 被 差 置 候 上 は 先 第一 

木 を 積 重ね 幕 を 打 廻し 旗 を 建て §j ^まま 姑 

に 乘，. ^通るべき 邊に指 置き 南風のと き は 帆 を 

別に 引 舟 を 設けて 遠方よ.^ 之 を 引かし め 何程 

て 其 中幾發 命中 致し 其 中，^ 候 玉 幾 尺幾寸 材木 

夷 船 を 打 沈め 候 事 出 來候哉 出來候 ましき や を 

御臺塲 近邊の 者と もに 向 ひ 尋ね 候に 未だ 左樣 

趣 申 候 さて こそ か k る 無益の 御 事共に 御座 候 
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ひしと はしく 奉存候 但し 右 申 上 候 如く 御 試 御座 候て 十に 十 百に 百 打 沈め 候 

事 出來候 まてに 御 筒の 力 御座 候ても 西洋の 軍艦 は 一 と 通. = -の赏 丸 を打掛 候の. 

みに て は假令 多く 中.. - 候ても 格別の 痛に 不相成 侯 由旣に 西洋 デブ ラ グタ 〃の 

戰に 一 艘 二百 六十 餘の 大小の 彈を 蒙- -候船 御座 候 ひし かど も 一 向 知らざる が 

如くに て 有し 由 洋書 中に て 見 當ぅ候 儀 も 御座 候 拔又蒸 氣船は 走う 候 事 至て 迅 

に t 故に 敵 砲に 中らざる 樣の說 も 見え 候 且又 船の 操.^ 方 も 有 之 大砲 を も 打 

出 候 事に 候へば 上に 申 上 候 處の御 試 御 十分に 被 爲調候 とても 猶夫を 以て 御府 

內 近邊內 海へ 乘入候 夷 船 必定 御 打 沈め 可 有 御座と 申 儀 は 尙無覺 束 奉存候 儀に 

御座 候 f?- ゃ城ケ 島の 御臺塲 など 火器 三 挺の 內 一挺 は 「ハ ンドモ ダチ！ 严」 にて 御 

座 候 「ハ ンドモ 〃チ， 'ル」 は 陸 戰の時 敵の 間近く 寄う 候 爲に備 へ 候 ものに て假に 

も 海面 を 射 防ぎ 候御臺 場に は 不相應 至極の 儀と 奉 存候其 外 彼の 二十 ドィ ムニ 

十九 ドィム モ, チ も 御座 候 樣奉存 候へ 共 是又敵 船數十 百般 海 を 蔽ひ候 程 

に隊を 列し 或は 敵の 船隊 港 內に地 を 占め 錨 を 卸し 候 を 打拉き 候な どに 時と し 

て 此泡用 をな し 候 事 御座 候へ ども 海岸 臺塲 に備 候に は 別に 「モ ルチ I  , バ ッテ 


レ ィ」 と 申 を 置 候て 夫に 備へ 候鶄に 御座 候 「ホ クク ヰッッ グ」 も 同じ 筋に て 海岸 臺 

塲に用 ひ 候 事に 御座 候へ ども 「カノ ン」 と 打 混じ 一 所に 備へ候 事 は 無 御座 候必別 

に 「ホウ クヰッ ッ \バ ッテ レ ィ」 を 築 立 候 儀に 御座 候 西洋 火器 いづれ も 皆 其 用法 

御座 候 事に て 差別 御座 候 儀 を 其 用法 御 取 用 無 御座 亂雜に 和 銃 も 「力 ノン」 も 「モ〃 

チ r ル」 も 「ホ クウ ヰッッ r も 「力 ダ ンナ I テ」 も 何も 々み、 打 混し 御臺 場に 被 差 置 

は 近頃 其 趣意 を 辨じ兼 候 儀に 御座 候 凡そ 器械 は 何 品に 限らず 其 用法 を 得 ざれ 

ば 其 用 を盡 さくる 樣奉存 候 鎌 搶は鎌 槍の 用法 有 之 直 槍 は 直 槍の 用法 有 之 薙刀 

は雍 刀の 用法 御座 候て 無差別に 混用 候と き は 其 固有の 利 を 鈍らし 其 用 を 成し 

候 はざる 檬奉存 候 西洋の 火器 とても やはり 同樣の 儀に て 夫 A 、其 規則に 從ひ候 

は ざれば 其 用 を 盡し候 事 能 はざる 樣奉存 候 拙者 兼て 持論 仕 6- 候 通， 9 是も亦 彼 

を 知る の 一 事に て 能々 彼の 技術 を 知，^ 盡し其 上に て 猶發明 候 筋 有 之 候 はば 陶 

冶の 上 兼用べき 事に 候へ ども 彼の 技術 を も 未だ 盡し 候に 至らず 候て 此方の 杜 

撰 臆 度 を 以て 亂用 候て はいかに 利器に 候 とても 其 利用 少く 却て 害 を 取 候 儀 も 

可 有 御座 奉 存候其 他御臺 塲の內 一 貫目 以下 三百 目 五 百 目の 御 筒 も 御座 候樣奉 

上..， 書.：  一四 七 


上 誊 

存候處 西洋 堅固の 船に 向 ひ箇樣 の目輕 

詳に不仕候偖又總て舶にて來-^候賊を 

審 にし 候に 海面よ，.^ 高さ 六 間夫よう 八 

S の寄リ 候べ き 海の 淺深を 量り 敵舶 海岸 迄 

さ をば 八 問餘に 仕リ又 二百 間の 外に 敵舶の 

え 候へ ども 近来 追々 贊驗の 上』 ぶ .1、 KE- よ. CS 

て臺場 低く 仕 候 事と 察せられ 候 1 ゾ J 

かされ 又 敵 船よ，^ 打 出 候 「リコ セン- プン 

上 は 陸地よう 此 「リ コ セン テンス コ I」 强 

の 高さ 六 間よ.^ 低く は 仕らぬ 儀に 御座 

矢 位 宜しから ず是又 不便に 付是 よ，^ 餘 

御臺 場と 申す 御 臺塲皆 高き に 失 候に 付 

の 儀と 奉 存候又 千代 崎 は餘， 9 に 低く 過 

付 防 « 不都合の 儀 可 有 御座 候 a 又御臺 

防ぎ 候に は 所と して 其 法に 合し 候 は 無 

に 似寄 候 様に は 御座 候へ ども 是又 似寄 
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の 御 筒 何の 御用に 相 成 候 哉 更に 其 謂 を 

防ぎ 候 爲の海 濱の臺 場 は 近來の 洋說を 

間計-^迄を定法と仕候樣奉存候 き 

百 間の 所まで 近寄る ベ き 場所 へ は S 場の 高 

か X るべき 場所 は 六 間餘の 高さに 置 候と 見 

低く 候と き は 陣中 を 手 易く 敵 船に 見 す 

ス コ I」 と 申 姆；^ ^麵射 丸に. 中.^ 易く 海 

く 害 をな し 候 故に 夫 を 避け 候爲 に臺塲 

候 又 八 間よう 遙に 高く 候と き は 大砲の 

計の 高さ をば 嫌 ひ 候 儀に 御座 候 然る 處 

假令其 近 邊の港 を 防ぎ 候爲 にても 不便 

候て 船 上よ， CS 手 易く 見す かされ 可 申に 

* 土手 石垣の 築 方 西洋 夷賊を 敵と して 

御座 樣奉 存候獨 千代 崎の み 稍 西洋の 法 

- ると 申 迄にて 眞に其 法制に は 叶 不申候 


大， p 臺塲の 土手と 申 法 は 小銃の み を 防ぎ 候て 事濟候 場所 は 厚さ 六尺 餘 にて 可 

せ ：！ 事足う 候へ ども 敵の 大砲 を受候 はんと 申 « 所 は 其 厚さ 必ニ 間よう 二 間半以 

ヒに無 之 候て は 難 叶 趣に 御座 候 然る 處 千代 崎の 土手 其 厚さ 六尺に 過 申 まじく 

K て 敵の 小銃 を 防ぎ 候に は隨分 御用に 相 立 可 申 候へ ども 敵舶の 大砲 を こらへ 

fe< 事は决 して 能 はざる 儀と 奉存候 多分の 御 役人 樣方も 御 取掛， ^被， 成 諸家 様に 

も 御 力 を 被盡候 ひながら 十 箇所に 餘.. ^候 御臺 « の內 一 箇所と して 夷 舶に對 し 

打す くめ 候て 滕を取 候べき 程の 御 臺場無 御座 候 事實に 慨嘆に 餘，. - ある 儀に 奉 

誤 f らん 存候假 令 御 府內に 海へ 乘入候 はん 心得に て 乘込候 船 は 打 沈め 出 來兼候 儀に も 

仕れせ めて は浦賀 丈け の 御 備にても 御 臺塲の 法制に 叶 ひ 候 樣には 仕度 ものと 

奉存候 然る 處斯く 申 上 候 次第に 御座 候へば 年々 の 如く 近寄 候 夷 船よ，" 望遠鏡 

等 を 以て 觀望仕 候 は.^ 嘸 嘸訾笑 仕るべき 儀と 奉存候 乙れ 或は 追々 輕 侮の 姿 を 

顯 ノ t 緣由 にも やらん と 奉 存候旣 に 世間に て 申 傅へ 候に は いづれ の 舶に乘 居 

i 異人 こ， て 候 や 通 事に 向 ひ 指し 候て あれ は 何やらん と尋 候に 砲臺 也と 答候處 

彼 虜の申 候に 見せかけ 計， -の 小兒の 遊戯な，^ とて 大笑 候由專 世間に て 申傳候 
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此度御 臺場拜 見 仕らざる 以前 は 拙者な ども 其說を 承ら 惡き 奴の 申條 哉い か ^ 

致し 當今御 武威の 程 を 示し 懲し申 度 ものと ひたすら 存じ 罷在候 處此度 所々 御 

臺場ー 巡 仕ら 誠に 氣カを 失； 5 候 儀に 御座 候 拙者 底 西洋の 書に 據り其 火 術 用兵 

の 事聊其 端緒 を 心得 候の みまお 其 蘊奥 を 究め 得ざる 者の 目に、 たに 如此 嘆か は 

しく 見え 候へば 彼 邦 諸 港 厳重の 規則 を 守 候 模様 を 目 擊仕候 者よ-' 之 を 見 候 は 

、. ^赏に 遊戯な りとの 樣存可 申 誠に 人民 も 充足し 貨財 も 殷富に 士氣の 精悍 激烈 

なる 事 も如此 にして 戎狄 をして 吾が 御 武威 を 兒戯に 比へ しめ 候 儀 は 返す く 

も ロ惜敷 儀に 奉 存候仍 て 熟々 愚考 仕 候に 是 迄の 御臺場 にて は 如何様なる 大砲 

を 被爲備 候ても 迚も 御 府內近 邊へ乘 込 候 船 を 打 沈め 候 儀 は出來 難き 筋に 付 千 

代 崎の 御臺 場の み 浦 賀港を 守 候爲に 被爲留 I 鈔 け 難 ii 购贿 If  9 赚醉 

賺 Iwii おき， も 其 他 は 殘らず 御 引 拂に相 成 御 府內眞 の 御 防禦に は 品 川 沖の 洲に 

寄 候て 百 五十 ボ ンドの 「カノ ン」 を 首と し 八十 ボンド 四十 八ポ ンド * 六ボ ンド廿 

四。 ホ ンド迄 を 八十 挺御備 あるべき 程に 御臺 * を 被 築 佃 島 前の 洲 にも 同し 程 御 

臺場を 御 築き 雙 方よ.^ 火 道の 交叉し 候樣右 大砲 御 備被遊 御 旗下の 內 にて 西洋 


火 技の 鍛練の 方 を 御 擇み其 砲の 運用 出 來候程 日々 交代 常に 人 器 足， -合 候樣狗 

室 候て 御府內 永く 夷 賊の患 有 御座 まじく 奉 存候扱 相 州 三 浦 鎌倉兩 郡の 內と房 

州 朝夷奈 安房 二 郡の 間 は 別に 御 武略 御座 候 御大 名樣 方の 內を 以て 其 封 を 被 移 

其 近 邊海寇 の 事 其 御 一 手に 御 任せ 被 遊 候ば き はは i は公邊 御物 入 も 無 

御痤 候て 防 傷の 筋 は 却て 御手 厚に 可 到 候 乍 然猶竊 に 奉 掛念候 は 凡そ 兵法 戰爭 

の 上に 勝利 を 得 候 事 をば 尙び不 申 戰ひ候 はずして 人の 兵 を 屈し 候 を 善の 善な 

る ものと 仕り 候 事 和漢の 兵法の みに 無 御座 西洋 も 矢 張 同樣の 儀に 御座 候へば 

夷 賊其法 を 心得む ざと 內 海へ も 來らず 上陸 も 仕らず 四 五艘 若く は 六 七 艘の舶 

E 文 あらん を 以て 伊豆の 大 島よ，^ 下田 邊 又は 遠 州 沖 常 陸 沖 等に 漂 ひ 居..^ 御 返 治 は 御座 候 

はん 此事實 に 寒心 仕 候 所に 御座 候 右に 付 兼て よ， 9 籌策を 設け 候に は彼國 にて 

同 上 用 ひ 候 如き 堅固の 舶 御製し に 相 成 其舶を 運用 仕 候 術 も 夫に て 水 軍な，" 掛引仕 

候 事 も 大砲 を 備へ戰 闘に 用 ひ 候 事 も 殘らず 彼の 國の術 を 盡し其 上に て 尙近來 

「イギリス」 の 其 近海に 用 ひ 候 如き 堅固に して 銃砲の 破，^ 候 能 はざる 銕艦を 作， 9 

自然 夷 舶御府 內迥船 を 防げ 候 樣の儀 御座 候 はばま ハ鐡艦 を 以て 押 寄せ 兼て 我が 
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長ず る 所の 短 兵 を 以て 手痛く 鏖戰を 遂げ 賊徒の 分 盡く誅 戮を行 ひ 申 度 奉存候 

當今 天下 を * 山の 安き に 被 爲置候 半と に は 乍恐此 策の 外 有 御座 間 鋪奉存 候 乍 

然 是 と て も 寄 特 出 群 の 義 に は 無 御 座 西 洋 の 書 に 涉 ，c^ た る 兵 法 等 講 究 候 も の 、 

皆目 を 注く 所に 御座 候雖然 其學問 和漢の 事の みに て 彼 邦の 說に通 ぜず其 識見 

一 偏に 滯し 候て 五大洲の 形勢に 達せざる 者は尙 種々 意見 を も 挾み 可 申 候へば 

此 等の 儀 を も 拒み 候 者 啻に 减 倉の 平 公に 於る 如きの みに あらず と 奉存候 何分 

も 格別の 御明 斷を 以て 下 4^ る 者に 天 也 等の 詞を 出さし めざる 樣御籌 畫の程 奉 

祈 上 候 信 濃の 山中に 人と 爲 りて 世の中の 忌諱 をも辨 へず 御 威 重 を 奉 犯 候 俊 恐 

多き 御 事に 御座 候へ とも 赏に 天下の 御大 事と 奉存候 儀に 付 愚存の 次第 認め 取 

申 上 候 何分 も 天下の 御爲御 熟慮 被 爲在候 樣奉仰 候 以上 

感應 公に 上りて 玉 落の 件に つき 陳情 草稿 

玉 落の 場所 其當 日直に 赏驗 候へ は 可 然候所 左 無 之 候 段 は 手 拔の樣 申 候 輩 も 御 

座 候へ 共 此義に は 深き 料 見 御座 候て 不及 其義候 ひき 矢 代 村 役人よ， 玉の 超し 


候と 申 事 申 遣し 候へ 共 珍しき 大砲の 稽古 打と て 近 村の 人民 群集 候 間の 事に 付 

いか 樣の訛 言 有 之 ましく とも 難 申 依て 高 田 貫 之 助に 命じ 拜 借の 御馬に て 矢 代 

村迄罷 越し 役人 共へ 人足 を 以て 申 送 候 條取違 無 之 候 か を 相 尋ね 其 玉 先方に て 

直に 渡し 候 はば 受取 候て 差 送.. -候 樣爲申 候て 深 穿鑿 仕らず 引取 候 樣心付 遣し 

候義に 御座 候 斯く料 見 仕 候 子細 は 此日ボ ン ベ ン六發 打 放 仕 候 手配に 仕 候 所 間 

遠の « 所 諸道 具 持 蓮 等の 人足 申 觸候剋 限よ.^ 遲く 寄，. -候 等に て 打 場へ 向 ひ 候 

も 期し 候よう は 遲剋仕 第一 發を發 し 候 は 旣に晝 餘程過 頃に 御座 候 事故な く 手 

廻し 仕 候ても 猶 末の 一 發 なと 日 暮に及 候 はんかと 氣遣 はしく 存し候 程に 御座 

候 故 長 詮議に 及 ひ 候 時 は 後 發の差 支に 相 成な まし. Q 御料 所地內 など へ 踏 込 候 

時 は 其 次第に 依， 掛合 はず 候て 叶 はざる 時宜 ある ましき にも 無 之 左 候 時 は 其 

當日 手配 仕 候義も 空しく 相 成 他 藩 門人 等 迄 迷惑 仕 候 義に付 精し き 探索 は 他日 

へ 廻し 候て 態々 此日は 私 實見仕 候 等の 深 詮議に 及 ひ不申 直に 後 發に取 掛，. -候 

て 兼て 手配 仕 候 丈の 玉數打 仕舞 候義に 御座 候 夫と 申 もの 當日 玉の 山 を 超え 候 

と 申 注進に 驚かさる にも 無 御座 候へ とも 聊 狼狽 は 仕らず 私 門人 共 へ 申 候に 只 
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今の 如く 山 を傳ひ 落ち 候 はんが 寺の 屋根 楝に 落ち 候 半が 打 損じ 候 上 は 後悔 候 

とも □□□ 夫に 恐怖せ ず 後發の 法度 を 誤，. N 候 はぬ 檬手 « し 致し 兼て 用意 候 丈 

の玉數 をば 打 仕舞 候 樣に申 候義に 御座 候 此日存 し 誤.^ 候て なまし の 深 詮議に 

及び 兼. - 用意 仕 候 玉 を も 打 仕舞 はず 候て 形の 如く 廿日 も 三十日 も埒 明き 候 は 

ずば 更に 人^ ひの 義に可 有 御座 候 左 候へば 當日不 仕 取 計 候 は 責めての 義と奉 

存候 

抑 玉 飛の 定規に は カノ ン ホクク ヰッッ 产、 モ クチ I ル 三等 御座 候て 各 一 樣 なら 

ざる 義と 奉存候 カノ ンは 二十 度 を 以て 最高の 極度と 仕ホ クウ ヰッ ッ ルは三 

十五 度 モル チ I だは 四十 五 度 を 以て 極度と 仕 候 カノ ンを 二十 二度 □□□□ よ 

ftH 咼き矢 位に て 打 放し 候 時 は 其彈丸 二十 度 を 以て 打 候よ ftN 手近に 落ち ホ クウ 

ヰッ ッ ダを 三十 五 度よ，^ 高き 矢 位に て 打 候 も 矢 張 同様に 候 唯 獨モ ダチ r 〃の 

み四十五度其玉着遠く延 ひ候義に御座候 ^=||錢^?き^纖歉5針ま献 いづれ の 

筒 にても 火 藥のカ を 以て 其 筒の 向 ひ 候 線 を傳へ て 彈丸を 飛ばしめ 候 所 丸に 

重力と 申 もの 有 之 即ち 地球の 引力に 引かれ 候に て 其 物質の 密 なる もの 大 なる 


もの 同じく 重さ 是に加 は， cs 候是を 西洋 窮理 家に て 重力と 稱し申 候 筒 口 を 離 候 

や 否や 早く 已に 地に 向て 落ち 候 事を好み 候に 付 此ニッ の 力 纏き 抓 

§ は？ 難 S 似姆は 合併 候て 力の た わみ 候 線 を 晝し候 西洋の 名 れを， ハラ ホ 

I 〃と申候然ると^-K'^-の大地の上唯ニカのみにて御座候時はぃづれの筒に 

於ても 矢 位 四十 五 度 を 以て 最 遠の 物 を 打ち 可 申 道理に 候 所 灤氣と 申 もの IB 

^露ば I 細 i 有 之い ちじる しく 飛行の 彈 丸の 勢 を 害し 申 候其彈 丸の 勢 を 害し 

候 事窮理 家に 於て 旣に 算法 を 以て 其 數を算 し 得 候 口にて 則ち 自乘 の數に 御座 

候譬 へば 其 飛行の 勢 二倍 速 かなる もの は 四 倍の 害 を 受け 三倍の 速 かなる もの 

は 九 倍の 害 を 受け 候義に 御座 候 カノ ンは其 筒 長く 候て 玉 火 藥カを 受け 候 間 長 

く 候 故に 玉 飛の 勢力 も 鋭く 御座 候 依 之、 濛氣の 害 を 受候事 も亦尤 多く 候 故に 二 

十度ょ，c^高き矢位にては玉の下，c^候行道急に相成候て却て其玉近く落ち候義 

に 御座 候ホク クヰッ ッ だは 其 筒 カノ ンに 比し 候へば 短 かく 候 ゆ ゑ 玉 飛 稍 鈍に 

御座 候 乍然モ ルチ I ルに 比し 候へば 尙 速に 御座 候に 付 夫 丈け の 害 を 受け 候て 

三十 五 度よ，^ も 高く 仕 候へば 其 玉 却て 近く 落ち 候義に 御座 候獨モ だチ 1〃  の 
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み 缀氣の 害 を 受けざる 樣 西洋の 人 深く 工夫 を 用； 5 筒 內玉を 容れ候 所の 長さ を 

も 筒の 大小に 依て これ を 定め 則 二十 九 ドィム の モだチ 1〃  は  一 ロ徑 一三の 長 

さに 仕 藥ロ も 形 違 ひ 候に 付 矢 張 一 六 三の 割合に 相 當申候 二十 ドィム は  一 ロ徑 

六 六 七十 三 ドィム は  一 口 徑ニ四 六と 相 定め 候 事 皆 これ 氣の害 を 受けず して 

四十五度の矢位にて其彈最遠の地に到，c^夫ょ，c^進み候ても返き候ても其度數 

同じく 候へ ば 同じ 所に 落ち 候 様の ものに 御座 候譬 へば 四十 五 度よ ftN 十五 度 進 

みて 六十 度と 致し 候ても 十五 度 返き て 三十 度と いたし 候ても 同じ 玉 着と 相 成 

候義に 御座 候 其 然る 所以 は筒內 にて 火 藥カを 受け 候 間 短く 玉 飛 鈍く 候 故嬢氣 

のさ を 受け 候 事 至て 微に 御座 候に 付火藥 力と 彈の 重力との みに て 其 彈の行 造 

前に 申 上候パ ラ ホ r  , と 申 ものに 近く 大抵 四十 五 度 を 以て 放 發仕候 へ ば 玉 落 

の 度 も 四十 五 度に 近く 三十 度 を 以て は 三十 度に 近く 六十 度 を 以て は 六十 度に 

近く 决 して 是ょ ftN 多分に 急に 相 成 候 義は無 御座 候 カノ ンの 如き 長. 筒に て は 五 

六 度の 矢 位に て 打 候 時に 玉 落の 度 は 七 度 半 或は 十 度 献 まれ 九 度 或は 十 

二度に 至 ftN 候 此義は 西洋の 窮理火 術 窨數部 中に 就て 講究 仕 又 赏驗仕 候て 明 S 


ある 義に 御座 候然所 此度此 定規 を 以て 推し 候に 不相合 候に 付 深く 是を辨 じ 反 

覆 丁寧 申 候 所 壹岐幷 御 役人 輩 砲術 不鍛鍊 にて 其 至理を 解せ ず 候 尙以申 上 候 源 

太夫に承.c^候へば金兒忠兵衛玉飛の線を圆に作ぅ候て差出し候所三十度四十 

五 度 六十 度 共 皆 其 玉 落 を 急に 認め 差 出し 候よ しその 節 源 太夫 その 佩刀 を 席上 

に 七 八十 度の 角に 建て 庸左衛 門へ も 尋ね 候 所 大抵 此 度の 玉も此 位の 角度に て 

落ち 候な らんと て 佩刀 を 席上に 建てて 大凡 七 八十 度ば か，， ^の 角度に 候 ひきと 

庸左衛 門 も 申 候よ し 右に 付 私 申 侯 は 夫 は 和 流の 俗 砲術 家の 筒の 長短に 依て 彈 

丸の 行 道に 差 ある を 知らぬ にて 候 玉 町 炮烙な ど 打 候 例に て モル チ 1, を 論じ 

申 候て は 所謂 寸木卑 樓の譬 にて 其 本 を はからぬ 論と いふ ものに 候と て  一 K 仕 

候義に 御座 候 忠兵衛 庸左衛 門 等の 不學 乍ら も 砲術 敎授仕 候 もの 其 術 筋の 義に 

付 重役の 尋ねに 仕れ 御 役人の 尋ねに 致せ 斯る 何の 本 づく所 無 之 無根の 妄說を 

申出し 候 事 ある まじき 義と奉 存候不 穿 S に 候 はぐ 不穿 驚の 趣 を 以て これ を辭 

し 不知の 義に候 は く 知らざる 趣に て 斷可申 所 如何の 心得に て 如此妄 說を唱 へ 

候 や 誠に 正 術の 蠹賊と 奉 存候御 吟味 之 上 私 申 上 候所聊 虚妄の 義 御座 候 は 乂如 
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何様に も. 厳 しく 御 咎め 被 仰 付 度 悔恨 不仕候 又 申 上 候 筋 虚妄 無 御座 候 はて これ 

を 誣ひ候 ものと 其誕 るに 任せ 其 義を濟 し 候 ものと は濟 かね 候 義に付 可 然御沙 

汰被成 下. ば 御 義奉存 候 

嘉永四まー  感應 公に 上りて 玉 落の 件に つき 陳情す . 

乍 恐 謹而奉 言上 候 

御在所 表 五十。 ホ ン デ ン ス テ r ン モ ル チ I 产 稽古 打 玉 落の 義小岛 村 百姓 共よ， 

奸 を 以て 申掛候 を私義 不意に 其 場へ 罷 越し 一 目に 其 謀計 を 看破 仕 滿照寺 住 

持の 僧に 面 會仕玉 道 且玉着 は 難 欺 常 法の 有 之 事 其 術に 鍛鍊候 もの は 素人の. 誣" 

瞞し得難き道现をも辨說仕大砲演習之事は外寇防«の爲めに公儀ょ-^被仰出 

候 筋に て 畢竟 此 日本 を 致 守護 候 武衛の 第一 件 佛寺も 神社 も 農家 も商戶 も皆此 

內に 守護せられ 候 筋に 付よ しゃ 其 演習の 爲 めに 不都合の 事 等 有 之 候ても 堪忍 

候て 共に 力 を 戮せ候 様 無 之 候て は國 恩に 對し » かね 候と 申 義を中 陳候所 住僧 

も 大に其 道理に 伏し 候 様子に て 其 節 小島 村 並に 其 近 村の 役人 共 にても 候樣ニ 


三人 私 住持と 對話仕 居候 所の 次の間に 扣 へ 居候 所是爲 に聽を 練し 15^1 様子に 御 

座 候 ひき 是に 依て 長老 を も 境内 山林の 案內 へさし 出し 彌玉 着の 樣子搭 へ 候 も 

のと 看破せられ 其 長老 始め □□□ 昨日 は 容易に 渡さず と 申 張 候 玉 を 今日は 渡 

し 候 はんと も 矢 代 村 役人 迄 も內通 候義に 御座 候 然所御 家中 始め 事理 精し き洋 

砲の 其 眞傳も 開けざる 義に 付， 其 儘に 受取 候て は 實に打 越.^ 候に 無 之と 申事瞹 

眛の 事に 成行き 一 印書 取に も 認め 候 如く 鄙劣の 沙汰 を 蒙ら 候 はん 事藝 術の 名 

折 武門の 恥 @ 歸 する 所 は御國 家の 御外體 にも 拘， 9 候義に 付始に 於て 事 を 明白 

に 仕 候 所 を » と 仕度 早速 中の 條御 代官 所へ 申達し 打 越し 候に 無 之 全く 人手に 

て 港へ 候 事 を 明白に 仕ら 後の 稽古 打 等に 楚支無 之 は 勿論 實に 士分の もの は 下 

人 輩の 誣瞞を 不受其 術に 資 きもの は 欺く に其理 のな き 所 を 以てすべ からざる 

所 を 示し 御 近領の 土民 共に も 自然に 御國 威に 敬服 仕候樣 仕度 候 志に て 御用 番 

迄 其 筋 丁寧 反覆 申立 候 所 御用 番武邊 に 竦く 義理 不通に て 取 留め も 無 之 風說等 

を 信用し 俗物 家の 愚論 を 取 用 ひ 私 實驗仕 候 明證を 却て 信用せ ず 又 精微を 極： t 

候西洋究理の說を信ぜず武門の恥@御國家の御外體に差障.=^申候義に付勘辨 


無 之 □ 其 職 被 仰 付 置 候 者に 於て は 何共 不同意の 義に 奉存候 最初より 百姓 共の 

申掛に逢ひ候て後砲術の稽古を廢し候と申候ては他藩門人等へも誠に面目を 

失ひ候義又夫にては仝く小ft村百姓共の計略に掛，c^候と申ものにて陋劣の極 

本 藩士 大夬の 恥. 每に付 一 日 も 早 く  S 度 の 稽 古 打 仕 度 精 々 申 上 二 印 取 出 

し 候 所 先方に て 心服 致し 玉 相 渡し 不申 候內は W 度の 打 方 難 相 成と ©• 義に付 私 

.5'立候は^:七ロ^.:3取にも認め候如く先方にて玉を渡しも仕候はんとゅを容0|^ 

に K:^ 取 不申候 は 私の 計 ひに て 御座 候 玉 を 人手に て 移し 候 等の 廉を 口し 唯 玉の 

み を 取 1;^ し 仕舞 候 事に 候へば 此事は 旣に廿 七日に 事辨候 事に 御座 候 畢竟 武門 

に 於て 武術 を 磨き 候に 打 越しに 無 之 玉 を 打 越の 名 をつ けられ 殊に 人手に て 招 

へ 候 事證も 明かに 候 を 百姓 共に 誣られ 長く 汚名 を 取 候 半事甚 しき 恥 13_： に 候 故 

其廉 を叨 白に 仕度 私の 心得 を 以て 其 事 明白に 成 候 迄 は 容易に 受取 かね 候と 申 

に 御座 候 間 其 を 明白に し 候爲に 中の 條 へ 申達し 候 義に候 是れ. 則 ち 村 民 共 を 

も 心服 仕らせ 候 手段に 御座 候此義 なしに 心服の 事 は 無 覺束候 間 此筋は 此筋稽 

古 打の 方は稽 十：： 打の 方と 兩條に 事 を わけ 稽十 いの 事 ii^ れ E 夫れ も 先方の 申 候 


如く 果して 

共 分明に 打 

せ 打 を迄延 

家 の 爲に御 

古 致し 候て 

役 筋よ ，9 速 

條 へ 申 候て 

候 は中條 ふ 

終夜 飮騷候 

共 事の 有 之 

しく 取合 御 

可成と 申義 

の 目 當に候 

合 全く 私 


玉 の 越 一 

越し i 

引 候て 一 

外 ^ を 一 

は 中の 

に 中 tti 

は狎 合一 

手代の 一 

など を 

候 節 £ 

座 候 

を申爐 

やらん 一 

こ £ 弋 一 


候に 有 之院は く 

に は 無 之 下人の 

は奸民 共に も竊 


缺 

參 


き 候 

の氣 

場 へ 

差碟 

候 

合の 

宜し 

^ は 

ば狎 

此義 

申 遣 


と 道 现 

を 損じ 

達し 度 

に 難 

歌うた 

とも 心 

爲を存 

か 然る 

に码ぅ 

其 儘に 

にも 


又其總 ての 事 方 付 

惡 謀に 出候義 を此 

に ff  せられ 可 申 

を盡し 候ても 只 顧 

候 筋と 御座 候 去ら 

と 申 候 所 ffi 太夫 申 

仕と 申 候に 御座 候 

ひ 三味線 引な ど 呼 

得 候 乍 去 右 等 筋な 

じ 候て 仕？. ぉ義に K 

を此 度の 如き 百姓 

候と て 申さ. ぬ 事に 

□ 問 受 □□ 不審の 

及ばず 私の ま 2 取 を 


候 迄 は 遠慮 候 も 可 然 


方に て 眞受に 致し 

又 面.^ 他 藩の 者 共 

玉 の 先 方 に 有 候 

ば 最初よう 申 候 如 

候に 修现申 候 様 之 

私 申 候 は 彼方が 狎 

び 茶番狂言 钚 致し 

き 事 を も仕狎 合よ 

へ ばつ まらぬ 事 乍 

に 謀られ 武門の 恥 

致し 候て は 平日の 

事に 候 其 上 御 役人 

以て 砲術 家の. 議論 


候 へ 

の稽 

御 國 

に稽 

其 御 

中の 

と 申 

み、 こ 

仕 候 

猶少 

に も 

合 何 


よ 》CN 


如此 に. 


て其上此砲術世話致候修理と申もの中ふ、理剛の男にて本ょ，c^道理のなき事は 

不 申出 道理 を浙 くと 見込 候て 申出 候 事 は 容易に 引かぬ 氣性 にて 此 度の 事 も 公 

儀 御 役人の 見 分 を 受候迄 も 小島 村 百姓の 奸計. に 出 候 か 又は 其 外に 徒ら 致し 候 

もの 有 之 候 を 心 付かず 不突留 の 事 申 候 か を 糾し申 度と 申 居候 間 其 等の 事 も 差 

含み 候て 村 方 へも尋 合せ 度と 申の みに て 子細 無 之 左 候 時 は 表 向の 事に は不相 

成廿 七日 窗取 末に 認め 候 通，^ 矢 代 村 迄 執 成 を賴み 候の 一 札 遣 出し 內 分に 致し 

もら ひ 度と 申 は 今 掌 を 指す が 如くに 御座 候 若 又 村民 共 傲 頑に して 是程 明に 左 

證も候 義を種 A 、に 取 巧み 打 越し 候 玉に 候な ど 申爭； 5 候 義に候 は 後來の 見せ 

しめに も 相 成 候 義に付 彌公裁 を 仰ぎ 公儀 御 役人の 見 分 を 受け 候と 申 ものに 可 

致申義 公儀 御 役人 見 分に 相 成 候へば 何れ 御物 入 も 御座 候義 にて 恐 入 候へ ども 

最初よ，^ 見 分と は 相 成 不申又 事理 明白の 義に付 見 分に も 不及博 明き 候 事^ 一 

見 分と 相 成 候 迄 も江戶 表に て 多分の 日月 を 費し 可 申 相手 は 私 一 人に て 近々 出 

府 永住 候 へば 御 役 筋へ 出 候ても 差して 物 入 も 無 之 候 先方に 於て は 村 役人 幷に 

萬 照 寺 は 是非 召 出に 相 成 候 事に 付少 くと も 五 人 か 七 人 は 出府に 可 相 成 左 候 時 


は其雜費にニ百金三百金遣ひ棄候は暫時の間に有之べく此事今ょ.=^明白の事 

に 候へば 此 様の つまらぬ 出入 致し 候 至 愚 も 先 は 人間に 有 之 間 じく 候此 一 事ば 

か. こても 私 申 lg< 通 .9 に 不相成 候て は 叶 はざる 勢に 有 之 候まして 講究の 理實 

驗の 跡攧撲 して 破れざる の 明證歷 A 、として 御座 候に 於て は 更に 意 念 を 勞し候 

に 及ばず と 申 候へ ども 五日の 稽古 打 遂聞濟 無 之 候 七日と 申 候へ ども 勘 辨を不 

得然 らば 十日に は 何分 稽古 打 出 來候樣 仕度と 申 置き 候 所 いづれ にも 先方 致 心 

服 打 越に 無 之義を 信じ 玉 を 差 S し 候 上なら て は 稽古 打 差圖に 及び かね 候 趣に 

付 去と は 博の 明き 候 はぬ 篛と 存じ 私 申 候 は 兼て よ，. -申 置き 候 私の 主意 則 村民 

を 服し 候大 上の 策に 有 之 御 取 用ず して 村民の 心服 を 求め 候 は 猶魚を 求めん と 

して卞^,i依，c^候の類にも可有之再度の稽古打も延引候へば延引候程其體ぁし 

く 资故ー 日 も 早くと 願 ひ 候 所 五日に も 御 聞 濟無之 七日に 致し 候ても 御 *1 圆無 

之 村民の 心服 迄 は 稽古 打出來 かね 候と 御座 候へば 不及 是非 他 藩 門人 等へ 體面 

を 缺くは 沙汰の 限う に 候へ ども もはや 稽古 打不 致と も 不苦候 畢竟 武邊の 事 御 

不殺鍊 事理 御 不明に 候 故 私の 學問窮 理の功 を 以て 西洋の 圖誊に 求め 實驗の 上 


無 疑：^, 證有之 候 申條を 信用 無 之 却て 取 留めざる 風說と 素人の 俗說. を 取 用 ひ 御 

國體の 疵瑕 武門の 恥 It と 成. -候を も 顧みな く士 夫の 國家 天下 警衛の 爲 めに 骨 

折 候 武術 を 百姓 町人の 慰 事 にても 致し 候 かの 様 思 召 被 成 先方 役場へ 掛 合の 沙 

汰も無 之 空しく 十四 五日 を 過ぎ 候 事 歎息の 至に 御座 候此 分に て は 鬼ても 私し 4, 

意 通 御 指 簡被下 かね 候 ベ く 候 間 是 迄 差 出し 置 候 # 類 不殘差 1^ 被 下 度 此義は 他 

事と 違 ひ 武邊藝 術の 規矩に 係， 9 候義 に付此 儘に は 仕 難く 無 程 出府 も士 候義に 

^^れ 力 の 當否を 御 直 裁 奉 願 度と 申 候 所 是迄も 厚く 致 配き 5 更， よく  W  .ぽ の 打 

方 も はか 取 候 « にと 勘 辨候 事に 付 今 一雨 日 枉て猶 豫候樣 又 御 役人へ は嚴 しく 

評議 决着 申出 候 様 可 申 渡と 申 事に 付 引取 候 所 其 夜 源 太夫 門人 助之亟 J;^ 道に て 

罷越申 間 候 は 矢 代 村 迄 執 成を賴 むと 申 ま S 面 爲差出 候と 申 所 を勘辨 いたし 夫な 

しにて 玉 を 受取 候 様 申 候に 付此義 はけして 勘 辨出來 かね 候 其 子細 は 先 村 方の 

者と もよ，^ 先 第 一 に 本 藩の 御 役人 御 重役 始め 私 申 候 確證有 之義も 信ぜられず 

多く は 其 玉の 超え 候 rJ と k 被 思 候 樣子有 之 候に 付此 所に て 胺と致 候 面 無 之 

候て は 衆 口 を 塞ぎが たく 候 間 ffl 面 は 是非 無 之 候て は 叶ひ不 申と. 申候听 去らば 


其 書面の 

候に 付 其 

相 成 候 右 

依て 出の 

かにせ ず 

事 申 候と 

しかるべ 

しからぬ 

差 出 置 候 

御 役人に 

らぬ 事に 

相 成勘辨 

通行 屈 可 

し 候と て 

上 


文 言 最初 御 打 越と 

義 は猶々 不承知に 


心得 候 所 御 打 越に 無 之 様に 付 其 玉 口 計 有 之 度と 申 

候如此 書面に て は 打 越 候 を 打 越さず と 申 成 もりに 


に て 

西に 

し て 

く 候 

心得 

寄 面 

も 早 

忙 力 

仕 候 

& と 

も 右 


はよ く 

有 之 候 

打 越さ 

り 候 所 

夫に て 

こ こ 

を 下げ 

速に 評 

と 散々 

所 昨夜 

も存ぜ 


勘辨候 

や 其 玉 

ず と 被 

源 太夫 

も {且 し 

付 も は 

候て 出 

决候樣 

面 折 候 

源 太夫 

られ中 


様の 義 武門の 


へ 打 越さぬ 玉に 候 はて 山 

旣に西 表に 有 之 候 上 は 人 

存 候と 申 筋の 立ち 候 もの 

申 候に 其 樣六ケ しく 申 候 

きかと 申 候に 付 私 申 は 

や W 度の 打 方 致 さず とも 

府の上 御 直 裁 を 奉 仰候覺 

御 申 渡 候 見に 御 申 被 下 候 

所 源 太夫 早々 夫に て 引取 

申 條餘， 9 博 も 無 之 儀 右 之 

さず 左 候へば 御 ま 役の 勘 

恥 御 國體の 御 疵瑕と も 


の 東面に あるべき を 何に 

手 を 以て 移し 候 佐 證を明 

に 候 か 去らと は つ まらぬ 

時 は W 度の 稽.^ 打 も六ケ 

御 役 も 御 役 人 も 餘 ，c^ け 

宜しき 志に 相 成 旣 に 是 迄 

悟 を 究め 候 所 御用 番 今日 

故 猶豫候 所猶其 様の つま 

候義に 御座 候翌十 一 日に 

次第にて はとても 私存意 

辨に 及び難き 面 を 差 出 

可 相 成 義に付 見込 を 付 候 


書  一 六 五 


上  書  ニハ六 

て 申立 候義を 俗議に 被 推 片隕れ に 相 成 候 も 心外の 義に付 いづれ にも，  お出し 置 

き 候 誊 面 取 下け 候 方 可 然决心 仕 御 直 裁 を 奉 願 候 はん 爲に 取.^ 下げ 候事輕 から 

ざる 義 にも 奉存 候に 付 念の 爲 大目 付へ も 其 段相斷 り壹岐 方へ 罷 出で 昨日 云々 

の義も 御座 候に 付 相 控へ候 所 昨夜 源 太夫 罷 越し 箇樣々 々の 次第にて 候へば 沖」 

も 私 存念 通 之 差 圆も可 難 得 又 私に 於ても 再度 打 方 等 出来 候な り 出來候 はぬな 

ら掛念 不仕候 間咋日 申立 候通是 迄の 書面 下げ 可 被 下と 申 候所此 度の 事の 口 は 

御上 へ 御 聞に 入れ 可 申 義に付 書面 入用に 候 は.. - 早速 寫 させ 其 寫可 遣と 申義に 

付 何と ど 本書 さし R された しと 申 候所寫 にても 同 樣の事 なるべくと 申 義に付 

私 申 候 は 本書と 寫 しと は 事體甚 相違 仕 候 事に て 若 一 己の 差圖に 及ばれ かね 御 

賢慮 被 伺候 上に て 差 圆可有 之と 申 次第に 候へば 私へ は 寫を被 下本誊 御用に 可 

相成義 勿論に 御座 候 私に 關係有 之 候 篛に付 もはや 無 程 御關所 御手 判 日 數も切 

れ候義 に 付 御手 判 返上 仕出 立の 日限 相 延楚圖 相 待 可 申 又 最初より 申立 候義勘 

辨 にも 及び かね 私 も 誊 面 取 下 申 度 申 候て 唯 有 之 候 ひし 次第 を 御 聽に被 入 候の 

みに 有之臉 はて 却て 寫 にて 可然候 此兩樣 如何 可 有 御座 候と 申 候 所 本書 下候義 


は いづれ 同列 評議 之と 可及挨 

合. 申來 候よ し其翌 十二 日 音 門 

太夫 へ 申 渡し 候と 申 事に 御座 

き 義は無 御座 候に 付 打 默し罷 

て歷々 として 其證據 御座 候義 

付 乍 恐 玉 飛の 定規 等 一 印書 面 

被 爲在候 御明 虜を 以て 私義の 

願 上 候輕々 しく 奉 冒 御 威望 候 

家の 御爲に 講究 仕 候 武術に 於 

奉 存候間 不顧恐 奉 言上 候義に 

大砲 鑄 造の 件に 

こと を 或 5 應 公に 


機と 申 事に て 引取 

を 以て 右 書面 差 屍 

候旣に 書面 取 下げ 

在 候 唯 玉 飛 定規 之 

を暖 味の 事に 致さ 

へ 委しく 下 礼 仕 奉 

最 初 よ ，e^ 申 立 候 所 

義其罪 萬 死 を 難 免 

て も 苗莠， 錯亂 黑 白 

御座 候 以上 


候所此 日中の 條 よ，.^ 玉の かけ 

し 玉の 義は S 便に 受取 候樣源 

候 上 は 玉の 受取 方 等申爭 ふべ 

義は 西洋 砲術 之 重んずる 所に 

れ候事 不平 至極に 奉 存候義 に 

入御 覽候 御上 是迄 砲術 御鍛煉 

の 當否御 决裁被 成 下 置 候樣奉 

義 と奉存 候へ ども 當今 天下 國 

混淆 罷在候 所 何共 涛 兼候義 に， 


關し松 前 藩へ 情實を 報ぜられん 

請 ふ 


昨年 中 松 前 様よ，^ 其 家 來下國 殿 母と 申 者 西洋 砲術 入門 之" S 御 賴に相 成 私儀 深 


川 御屋敷 

御座 候此 

ンニ挺 鑄 

,0 夬々 手 

□ 九月に 

,9  き 候 

物師 のよ 

流し 候て 

の 入 候 事 

銅に 和し 

ち 銅に 促 

は 其饿を 

立且 錫の 

最初に よ 


御提 g 拜借罷 

者の 御 取次 を 

立 臺 とも 近來 

配 仕 ffi 當夏出 

及び 赫 込に 相 

銅 鋭 溢れ 候氣 

く 仕ら 候 事に 

片々 に 碎き候 

と 存じ 候 類 も 

候 事 極めて 速 

和 仕 一種の 質 

心得 吹 流 候 儀 

方 多く 减，^ 候 

く 熔し錫 を. R 


在 候 

以て 

の 法 

府以 

成 膜 


間 も 御 屈に 及 寄宿 化ら せ 御在所.：^ へ も 召 fg::^ 儀 


松前樣 よ， 9 十八 ポンド 1:;^ カノ 

則 通 製作 仕らせ 差 上 候 様御賴 

來取掛-^鑄立場新に築かせ输 

處鑄物 師爐に 念 を 入れ 土 を 厚 

味に 相 成 候に 付無據 吹流しに 仕 (吹 

て 鑄 形へ 鑄 込 候 以前 1 度 銅 を熔し 

儀 を 吹 流と 申 候 此儀を 二度 も 仕-^ 

御座 候へ ども 是等は 西洋に 無 之 儀 

なる 性 を 持ち 候て 銅の 焙け e 候 所 

に 相 成 候 事 其 他の 金 類と 相違 仕 候 

は 不仕候 一 體吹 流に 仕 候 時 は 銅 錫 

て最 * の 調合と 金 性 途ひ候 儀に 御 

へ 候て やがて 爐の下 口 を 問 き 熔け 


ン 十二 ポンド 短 カノ 

御 鹿 候に 付 昨冬 中よ 

場 を も 三 所に 仕掛け 

くつけ 過ぎ 候より 積 

流しと 申 事 は 世上 鑄 

錫 を 和し 力、 を 地上へ， 

二度 吹 流な ど唱 へ 念 

に て •  原來 錫と 申 もの 

へ 錫 を 加へ 候へば 忽 

儀に 御座 候 西洋に て 

の 目方 餘 程に 减じ扣 

座 候 右 故 私儀 共 銅 を 

候 銅 を 器に 受け W び 


爐 上に 傾け 錫の 上に gl ぎ 下 口よ.^ 流れ出で 候 銅の 錫と 十分に 和し 候 を 伺 ひ 下 

口 を閉ぢ に 鑄 形へ 鑄 込ませ 候 儀に 御座 候 如此仕 * 經驗仕 候に 銅 料の 减じ少 

く 性 合 も 宜しく 候 故 松 前 樣御筒 も 十八 ポンド は 目方 十分の 籠に 付 一 度 吹流し 

候て 减じを 立て 候と 吹流しな しに 右の 法に 仕 候と は 松 前樣御 方に 於ても 餘程 

の 御 益に も 相 成 鑄物師 方に 於ても 炭 手間の 益 御座 候に 付 其 節此趣 法に 仕. -候 

處 容易なる 儀に て 御座 候； 5 き) 早速 爐を 取替 不日 鑄 立に 掛り 候處 鑄物師 前日 湯 

の 溢れ 候に 懲， 9 候て 少々 押 湯の 目方 を减じ 候に 付押揚 不足 仕 候 故に 形 を 開き 

候に 及で 筒先に 疵所 出來用 立不申 右に 付 又々 鑄 形に 取 掛らせ 十月 下句 形裕出 

來上， 0 候に 付 « 込 仕度 趣 申出 候へ ども 奧平樣 御 賴出來 候 筒 だめし 日限に 差 迫 

,c^iに付日延仕らせ打だめしょ-.^罷歸り候はば直に鑄込に取掛らせ可申心得 

の 所 奧平樣 御 筒の 十二  ：}- 埋金飛 出 候 儀に 付き 奥 平樣御 役人よ.^ も 私よ， 9 も 右 

鑄 勿 師を吟 哝仕候 筋 有 之此筒 は舊臉 私儀 此表 出立 候 前 鑄 込 候て 形 を 開き 候 節 

も 奧平樣 御 役人 一 同 立 合 吟味 仕 候處無 瑕に 出來仕 候に 付 仕上げの 儀 申 付 置 御 

在诉 表へ 罷歸 り當年 出府 仕 候へば 旣 に出來 上り 居り 候 然る 所简の 左の 方 耳の 
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下に 通，^ 幅 三寸 長七寸 計， -に少 々地金と 色の 變じ候 所有 之 候 故 不審に 存じ 鑄 

物 師 へ 相 尋 ね 候 所 形 土 の 模 樣 に て 錫 の 寄 ，9 金 色 の 替 -^ 候 儀 に 御 座 候 歟 形 の 合 

目に は 所々 如 此色替 ら候も 御座 候 へば 何も 子細 無 之と 申 候に 付 若しくは 埋金 

などに は 無 之 候 やと 存じ 目 を 付け 候て 見 候に 其 色の 替. o- 候內に 所々 地金と 同 

様の 色 も 有 之 さながら 一 通の 埋金 とも 存じられず 鐡椎 にて 其 處を打 候て 試み 

候に 其聲 外の 所に 替り不 申 依て 存じ 候に 埋金仕 候へば 其 深さ 高さ 貳分 三分の 

儀に 付如此 大きく 仕 候 節 は 是非とも 內に 隙間 有 之 候 儀に. 付 其聲變 候 害の 所 

左様に 無 御座 候に 付 いかにも 不審の 事と 存じ 巢中を も 日光 を 通し 改め 候に 其 

邊 並に 其 外に も 何の 子細 も 無 之 候 故 去らば 鑄 物 師申聞 候 通に も 可 有 之 歟猶も 

不審 を 立て 其邊を 穿ち 改め 候 節 若 鑄 物師申 通に 候へば 其 儘 用 ひ 用 立 候 もの を 

疑惑に 依.^ 穴 を 穿ち 夫に 依て 不用の ものに も 相 成 候 様の 儀 可 有 御座 候 何分 左 

様の 儀 も 仕ら かね 候 畢竟 は 私 留守の 間に 出來 上， CN 候 故如此 疑し き 事 も 有 之 儀 

其爲 のた めしに 候へば 法の 如くた めし 候 はんと 存じ 法の 如きた めしに かけ 候 

儀に 御座 候 然る 處豈 はからん や 外邊の 疵は堙 金に は 無 之 巢中迄 穴 を 穿ち 全く 


夫 を 鑄 掛け 候 ものに て 御座 候 ひき 從來鑄 形の 尺. ば を も 殊の外 委しく 吟味 仕 金 

割 を も 精々 やかましく 申 候 儀 は 全く 西洋 通.， の 器 を 製し 出し 度 存じ 候よう の 

儀に 付 職人 共 へ も 見廻う 候 每に萬 端 念 入 候 樣指圆 仕 候 所 右體の 儀に 付甚 不屈 

の 儀と 存じ 奥 平樣御 役人 一 同 吟味 仕 見 候 處右筒 請負 候 總兵衞 と 申 もの 其 頃 眼 

病に て 細工 所 (雌ぽ ま S 麟 S 柳 g 晴鎖 深) へ 暫く 見廻 候 事 無 之 弟 松 五郎と 申 もの 

に 細工 所の 締. >  萬 端 申 付 候 所 此松五 郞儀當 秋 中 家出 仕 候へば 糙 かなる 事相 分 

らず候 へど も此 ものと 下請 仕，^ 候 職人と 申合せ 仕 候 儀に も 可 有 之 總兵衛 儀 は 

實に不 相 心得 儀に て 重々 恐 入 候 旨 申 佗 此度打 試しに 相 成 候 失費 相 辨じ筒 之 儀 

は 十分に 鑄 直し 相 納度旨 申立 候に 付 奧平樣 御 役人 も聞濟 候て 改 鑄の 儀 申 付に 

相 成 候 其 間 彼是 十 數日猶 豫奥平 樣御筒 改鑄之 儀 相 决し申 候に 付 松 前樣御 方の 

筒鑄立に取掛可申存じ旣に形も出來上，.^引上げ置候趣に付私自身罷越し相改 

め 彌鑄形 も 十分に 出來仕 候に 就き 一 雨 日中 鑄 込に 相 成 候と 申 節 俄に 其 御 留守 

居 田 崎 與兵衛 の 口上と して 下國 殿母罷 越し 申 聞 候 は 鑄 筒の 義段々 御 厄介 被 下 

候 所に て 只今と 相 成 左 樣申候 は 近頃 如何 之 儀に 候へ ども 在所 表よ.^ 申來. ^候 


儀 も 有 之 候に 付饞立 之儀暫 見合 度と 申 事に 付 私儀 も 驚き 候て 

の 儀 は 如何の 次第 やと 詰問 仕 候 所 殿 母 申 候 は 總兵衛 儀 此度も 

以前 奥 平 様 六： も 鑄损じ 今度 は 十分と 存じ 候 十二  も 何 如し 

傅 聞 仕 候 儀 にても 候 歟其上 渡し ある 銅 を 職人に 盜 まれ 候な ど 

付 私 申 候 は 夫 は 一 應尤の 筋の 様に 聞え 候へ 共 左様 一 槪に難 申 

家 敷の 御 筒 總兵衛 へ 申 付 可 然と 申 候 は 彼 者 身元 糙 にて 細工に 

等 も 一 切 不致久 野 久貝兩 家の 筒 カノ ン 、ホウ クヰッ ッ ル、 乇 〃チ 

を も 是迄鑄 立 候 所隨分 宜しく 出來 候よ しに 付 身元 糙 なる 所 第 

じ 此者可 然と 申た るに 御座 候貫數 多き 简鶴損 等 有 之 候 節 身元 

末にffl.c^候ものに付如此候先逹中御屋敷の筒ニ度迄不手際の 

の 事 は 名人 上手 にても 仕損じ 申 まじき と 申請 合 は出來 かね 候 

生 公 邊御筒 御 鋒 立場な ど にても 度々 鑄 損 も 有 之 候 ひし 趣に 候 

を も 最初 鑄 損じ 候へ ども 其 後 は 萬 事 出 來其前 久野久 貝兩家 

すら， CS と出來 上，^ 候 左 候 へば 夫 を 申立 御 見合に も 及び 申 まじ 


此 節と 相 成 右 « 

兩 度 迄 鑄 損じ 其 

き 俊 等 有 之 候 儀 

も 候よ し. & 候に 

原 來奧平 S 幷御 

取掛， ^候に 前借 

I , 等 數挺其 外 

一 安心の 筋 に 存 

不糙に 候 時は始 

事に 候へ 共 鑄 物 

ものに て 旣に麻 

昨年 奥 平 様の 六 

の 數挺は 無難に 

く 伍 今度 奧 平樣， 


の 十二： は 誠に 濟 かね 候 儀に 付 深く 吟味 致し 見 候 所 云々 の 次第に 候 左 候へば 

總兵衛に於ては赏に此度の儀に懲.^果て是れょ，^は下職の取締方格別念入可 

申 候に 付此 上の 所 は 結句 是迄 ふは褂 念に も 及ばざる 事 且總兵 衛鑄立 細工 所 深 

川鍋屋 堀に 有 之 候 所 十二： 野 戰筒迄 は傳立 細工 無 差 支 候 共 御屋敷 十八： 御 

申 付に 相 成形の 長 三 間に 及び 鞴も三 所に 立て 候 仕掛に 無 之 候て は 差 支 候と 申 

にて 新たに 深 川 八幡宮 前に 細工 所 を 作， 鞴場を 高く 築き 立鞴を も三ッ 仕掛 其 

上に て 鑄 形に 取掛候 儀に て 諸褂， ^多分 相掛， 候 趣に 候 然る 所 前借 等の 儀 は 外 

樣通ー 錢も 仕らず 候左檨 候て 此節御 見合 等に 相 成 候て は 實に差 支 候 儀に 有 之 

殊に歲の暮にも差褂-.^候へば別しての事と被察候且其下職のものは日々の職 

, 業 にて 父母 を も. 妻子 を も 養 ひ 候 事に 候 夫 等 是迄形 搭其外 多分 工手 間 も褂， ^候 

所 只今 御 見合に 相 成 候 時 は 夫 等の 者 大に楚 困 可 申 又 御屋敷よう 御 見合に 相 成 

候と て 御 下金 等 十分 無 之 候 を 總兵衛 ふ 下職の 差 支 無 之 候檬に 致し 遣し 候 時 は 

いかに 總兵衛 身元 糙に 候と て 公の 外の 事に 候へば 丸潰れと 申 ものに て 仕 立 か 

ね 可 申 何分 左様に て は 下々 の 迷惑 も 仕 候 儀 且又 此所 にて 御 見合に 相 成 外 職..^ 
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へ 御 申 付 等に 相 成 候 時 は 銅 錫も兩 度の 吹减ぅ 何方 

の 御 © に 相 成 事に 候 左 候へば 總兵衛 一 人の 難 S ば 

益の 御 損 毛に 候此 所に て 總兵衛 へ 御 申 付 被 置 候へ 

も S 初 の 取 極 め 通 -^ 壹 割 五 分 减 の 

か 御 费に相 成 不申又 押 湯 等の 料に 

手間 料 相 渡う 候 節 其 内 を 以て 御 差 

盜 まる.^ 事 有 之と 申 事 更に 御掛念 

と 申 もの 差 出し 候 事に て總 兵衛預 

ものに 候 鑄物師 下職の もの は 誠に 

の 節 も 御 家 敷よ，^ 出 役の 人 不足に 

候 は 夫 等の 爲に候 一 度 總兵衛 へ 渡 

兵衛殿 へ 被 申 述其儘 鑄 込に 相 成 

儀 至て 强 情なる 性質に 付 一 度 申出 

分 不承知 を 可 申 左 候 時 は W び罷出 


外 は 皆 總兵衛 ふ 

銅 錫 御 借 下げに 

引 候へば 是又聊 

に 及ばぬ 事に 候 

'の 間に 紛失 候 

油 斷も隙 も出來 

付 塾生 殘らず 連 

し 候 上 は 安心な 

樣取計 可 被 申と 

し 候 事 多分 改め 

斷.^ も 難 申 事 


, 一 七 四 

ょ，c^も辨じ方無之獨御屋敷 

に 無 之 御屋數 にても 無 

令此上 何度 鎮 損じ 候て 

銅 致し 辨納候 儀に 付聊 

候 とても 简出來 の 上 炭 

に 不相成 又 職人に 銅 を 

に 總 兵 衛 よ 預 切 手 

總兵衛 辨納致 候譯の 

ものに 付 最初 金 合せ 

を 配らせ 手傳 仕らせ 

に候此 次第 を 委細 與 

殿 母 申 聞 候 は 與兵衛 

に 付 左樣申 候ても 多 


力 ，^ 

ば假 

足 し 

成 

御 費 

其爲 

類 は 

侯 ば 

參 う 

る も 

申 候 

不申 

と 申 


皆 

の 

候 


付 私 申 候 は いかに 


强 情の 人に 候へば とて 道 

に 候 己れ の 意 を 立て 君國 

其 段 を 演說被 致 夫に て も 

越 否の 挨楼可 申 上と 申 事 

同藩 門人 藤 原 重 太 方へ 大 

參， 9 候に 付此者 先頃 中大 

誤 文 あらん 意 を も 申 聞け 與 兵 衛 殿 母 

下 候 所 一 々御尤 に 御座 候 

の 義も可 有 之 いづれ 早速 

西洋 法則 通う の もの 出來 

留守 名代と 申 事に て 江 口 

折 被 下 口 此間殿 母 を 以て 

も 有 之 候に 付此表 役人 共 

の 沙汰 も， 無 之 依て 先見 合 


理 には從 はれ 可 申 

の 利害 を 顧みぬ と 


聞 入 無 之 

にて 引取 

砲 鑄 立 之 

砲 鑄立褂 

にも 是 迄 

と 致 承知 

罷 越し 被 

候 様 第 一 

紋 右衛門 

段々 申 聞 

よ.^ 檀那 

申 Li  乂 と 申 


方 


節は據 

四日 何 

に 付 差 

S '付 Ilfc^ 


候 其 上 

申す 御 

無 之 

の 音 

掛面 

と て 


次第 を 相 話し 

與兵^ 


大 


を 


逐 

致 


下 候 所 

の爲左 

越し 拨 

下 候 儀 

へ S '遣し 候 

候に 付 私 申 


ゆ 

も 


^儀 は 君 國の御 爲に相 成 事 

役人 も 有 まじく 候 へ ば 先々 

と 申 候 所 いづれ 明日 又々 罷 

汰も無 之に 付 不審に 存 じ 其 

致 度 事 候 趣 申 遣し 候 所 早速 

みに 參.^ 候 儀 御座 候に 付 愚 

候 所 重 太 申 候に 先生 御 申 被 

鑄 立の 事な ど 不案內 故 彼此 

申演 先生 御手に て 筒 台せ パに 

度と 申 未だ 反、 り 不申候 内 御 

は 是迄鏡 筒の 儀に 付 段々 骨 

候 所 先達 中 兩度饞 損 等の 儀 

御座 候 所 今以て 彼方よ，^ 何 

に は 夫 は 近頃 不得其 意 事に 
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上 售 

候此問 下國氏 ® 

開け 候に は 此方 

との^ いづれ がー 

5?!^ 儀に 候 は i 

猶改 鑄の 儀 宜し 

々 骨折 吟味 候 て 一 

手 次第の 俊 を 申 一 

儀 與兵衛 よ， c> 箇 

節 藤 原 直 太 も 其 

候 はぬ に 相違 無 

守 © 方迄罷 越し： 

日 の 事 也」 其翌 日 一 

朝 未明に 松 前 様； 

き 候 地金 を 渡 し 一 


一 七 六 

口上に て は 御在所の 御 方よう 申參， 候との 事に 候 所 只今 御 申 

よ，^ 兩 度の 鑄 損じに 付て 御在所へ 御 申 上 太守 樣御旨 を 被 伺候 

其 寅に 御座 候 ゃ且鑄 損じ 候に 付て 其 段 被 申 上 太守 様 御 旨 を 被 

其 節 直ちに 御 旨 被 伺候 迄 跡 は 見合 度と 可 有 御座 善の 所 其 節 は 

く 相賴み 候と 御座 候 故 下職 を も 功 者の ものに 引替 形 之 所 も 精 

一 雨 日中 鶴 込と 中 所に て 右樣御 申出 候 事不詰 至極なる 餘， ^勝 

され 候 ものに 候と 申 候 所 其 人 大に當 惑の 様子に て 私 は 名代の 

樣申述 候樣申 候に 付罷出 候の み 委細 之 儀 は 不相辨 と 申 聞 候 其 

座に 居 合せ 候て 申 聞け 候 は此者 は實に 最初よりの 次第 相辨へ 

御座 候 依て 此者を ぱ此儘 御返し 被 下 委細 は 私 明朝 與兵 衛御留 

其 上に て 尙罷出 可 申と 申 候に 付 其 意に 任せ 候 所 (是 は 十一月 晦 

重 太 も 參ら不 申 何の 沙汰 も 無 之 候 所 鶴物師 よ.^ 注進 仕 候 は 今 

御 役人 (即ち 殿 母の 様子に 御座 候) 船に て 御 足 輕等御 同道 預け 置 

候 様 被 仰 御屋敷へ 御 持 參被成 候と 申 間 候 (地金 は 彼方の ものに 


候へ ども 私 之 掛合も 

太よ， 9 も 何とも 申參 

重太罷 越し 申 聞 候 は 

岐 話に 及び 候と て さ 

久間ょ-^被申候儀に 

候に 付 大砲 之 儀 も私掛 

御用に 取掛 居候 間 他日 

召連れ角カ見物に參，.^ 

七 つ 時 過に 及び 歸宅候 

樣に被察候所ゃは-^御 

て 申 候へ 共 承知 不致明 

又 御用 取 込の 段 申 候に 

も 度々 斷，. >  申し 候の み 

逢 かね 候との 儀 如何の 


未だに 

らず候 

參.^ 


濟み不 申 候 間 一 槪 

故 四日に は 重 太 迄 

儀に 付 申 候 も 誠に 

は朔 日朝 留 { 寸居與 

候 間 面會致 度と 申 

被 仰 渡 候へば 則 御 


參ぅ 

„i ^、と 

よ し 

用 取 

朝參 

付 取 

な ら 

筋 や 


力 

次 

と 


串 


申 候に 

事故 屋 

候に 付 案 

の 趣に て 

候 様 申 候 

もの を 

日參ら 

聲に申 


の 


高 


付 無 i 

敷內親 

內申 Kj 

斷ぅ # 

に 付 又 一 

叱，^ 候 

候檨 に」： 

候所然 


なる 處 置と 存 

手紙 にても 遣 

面目 を 失 ひ 候 

兵 衛 方 迄 罷 越 

入 候 所 御用 筋 

用に 候と 申 候 

方 引取 二日 早 

類 共 方に 歸宅 

候所奧 にて 酒 

に 付 今朝よ.^ 

々無 餘岐 引取 

て い かなる 取 

と 昨日 被 申 候 

らば 一寸 逢 候 


候) 朔 日 

し 可 申 

儀に 候 

し 大砲 

取 込 逢 

所 御 役 

朝に 參 

候 を 待 

にても 

待 居候 

三 日 に 

次 を 致 

故罷越 


二日 三日 重 

と 存じ 候 所 

へ ど も 無 餘 

一 條に付 佐 

かね 候 趣 申 

筋の 無餘岐 

り 候 所 小 供 

ち 居， ON きく 

飮み 居， CS 候 

段 取次 を以 

罷 越し 候 所 

し 候 ゃ此間 

し 候へば 又 


とて 逄候故 段々 の 
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次第 を 申 候 所 與兵衛 申 候 は 大砲 鑄 立の 事 もはや 貴殿 掛られ 候に 及ばず 委細 は 

申 候と 申 候に 付 夫 は 心得ざる 事に 候 かねて 掛， CS の 儀 達し 被 

も 其 談 事 有 之 事 に 候 其 儀 に 就 て 罷 出 候 に 其 挨 拶 も 無 之 掛 .c^ 

如何の 儀に 候 ゃ褂ぅ 候に 及ばぬ 儀に 候 は 早く 夫 丈の 達し 

儀 も 無 之 其 事 に 就 て 他 藩 の 仁 よ 掛 合 始 候 に 及 び 其 挨 拶 

に 及ばず と 有 之 候て は濟 難き 事に 候と 申 候 所 兎に ftB:' 責殿大 

に 及ばず と 申 候て 取合 不申候 故 致し方 無 之 義理 を辨 へぬ は 

しめ 候 計う にて 房う 候と 申大 不平に て 御座 候 ひき 其 所へ 殿 

此度鑄 立 見合 度と 申 候へば 彌延 引致し 度 段 與兵衛 * '候に 付 

と 申 事に 付 私 申 候 は 其 段 は 致 承知 候但此 間中 ふ 申 候 通 只今 

鶴 物 師實に 差 支 可 申 候 其處は 如何 取 計 はれ 候儀歟 責めて は 

と 最初 小 振に して 無 餘岐鑄 流の 都合に 致し 候へ ども 鑄物師 

候て 其 上に ての 延引に 付 其 所 勘 辨を被 加 吹流し 炭 手間 は 被 

所 いづれ 其 所 は 役人 共と 評議 候て 可 及 挨拶と 申 其 後 罷越申 


殿 母 

置 候 

候に 

は 有 

も な 

砲の 

人に 

母罷 

其 段 

延引 

形 を 


申 事 

所 其 

れ候 


を 以て 掛 

故に 佐久 

及ばず と 

之 害に 候 

くして 掛 

事に 褂ら 

無 之と 詈 り 耻 

越し 申 問 候 は 

斷 .o^ に 參 候 

と 成，^ 候 

仕上げ 候 

も 多分の 費 を 

下 候て 可 然と 


て よ 

手間 

かけ 

^候 


聞 候に は 地金 も 兩度鑄 損じ 候 故 大分 减じ候 其 所 屋敷の 損 毛に 付 吹 流 炭 手間 は 

出し不申形の代は鑄物師ょ，c^嘆願にても差出候は 下げ 遣し 可 申と 申 候と 申 

聞 候 故 私儀 も 誠に 呆れ果て 候て 前文に も 記し 候 通.^ 十八 ボ ン ドの長 筒 跳に 相 

成 候 故 別段に 借地 致し 是 迄の 細工 所 を 止め 大褂 うに 細工 所 を 築 立て 多分の 物 

入 も 候 ひし かど も 一 錢も 前借な ど 致し 不申兩 度の 鑄 損じに て 四 拾 兩餘も 損金 

の 様子に て 實氣の 毒なる ものに 候 失 を 中塗に して 斷に相 成 候 儀に 候 は ぐ 鑄 物 

師等行 立 候 様に 手 充筋可 有 之 事 申 迄 も 無 之 儀に 御座 候 然る 所 理を盡 し 申 候て 

も如此 儀け しからぬ 事と 存候然 らば 致し方 も 無 之 候但右 之臺車 並に 小銃 も 御 

屋敷よ，^ 御 賴に相 成 居候 所 此後も 又み、 職人 共 へ 迷惑 難 S を かけ 候 樣の事 ある 

まじき に 無 之 候 間 今日 殘らず 及 御 斷候夫 等 取調べ 候て 相 渡し 可 申と 申 候 所 一 

兩日 過ぎて 殿母罷 越し 今 E 人足 並に 船 を も 河岸 迄 着け 置き 候 間出來 上う 候 車 

臺の分 受取 申 候 間 小銃 等 はいつ 渡し 殘 金の 分 はい つ 返し 吳れ候 やと 申 候 事に 

付私申候は見られ候通-^十ニ：^-臺は大ェの手は大抵に片付候然る所彼の折式 

の臺は 本邦に て 未だ 製し 候 もの 無 之 候 所 を 致 苦心 始めて 捲へ 候 ものに 付甚惜 
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しく 候此 度の 儀に 付て は甚 不快に 存じ 候 故た とへ せ： ハ儘朽 さすと も 是は差 出し 

難く 候 其 他 小銃の 如き は 世間 にても 多く 出來候 ものに 付 出 來候分 は 其 儘 差 出 

しも 可致殘 金の 所 は 鑄 物師の 下金の 模様 次第 存念 有 之 候 問 今 暫猶豫 いたし 度 

と 申 候 所 夫 は 如何の 譯 やと 申 候に 付 私 申 問 候 は 御屋敷よ， 9 の 御 賴に寸 て總兵 

衛へ e- 付 彼に 莫大の 費 を かけ 候 所 御屋敷の 御 役人 彼の K れに 立ち 候 様の 儀 を 

被. &候 fHi 一  左様の 事に て は 實氣の 毒に 存じ 申 候 去う とて 小身 士夫 等の 手充に 

遣し 可. & もの も 持ち 不申 候に 付 其 品 次第 は 右殘金 太守 様へ 相 願 ひ 某申受 候て 

鑄 物師へ 手充に 可遣覺 悟に 候と 申 聞 候 事に 御座 候 是等も 常道に は 無 之 事、 に r お 

へど も 前段の 次第 も 候へば 街る 權道も 無餘岐 儀と 奉存候 鑄物師 ふも见 合せ 相 

成 候 は無據 事に 候間是 迄の 諸掛 下金 有 之 度 段；^ 願書 を も 差 出し 候 趣に 御座 候 

如何 方 付 可 申 ゃ氣遣 はれ 候 儀に 奉存候 追て 鎮物師 總兵衛 大工 平吉 j^ij^ 帅 I- 1 大 

ふ 承ら 候へば 殿 母 儀 總兵衛 方へ 金子 借用の 事 申入 候よ し 然るに 惜 造し 不申候 

夫 等^ 恨に 存じ 事 を 起し 候に も 御座 候 事と 申 聞 候 又 右兩人 一 同 罷在候 所に て 

殿 母 申 聞 候 は 近 S 屋敷に て 銅 五 百 貫 買 入 候 所 其 代金 拂ひ不 申 間に 此方へ も 金 


子 五 

總兵 

に 付 

へ 夫 

買 入 

たと 

に 於 

て 

み 形 

節 も 

尋ね 

に 付 

に掛 

御 M 


兩相 贈，.^ 候 へと 申 候 事な ども 有 之 候よ 

衛 方へ 持 參何ど 肴 にても 遣し 可 申 所 人 

達て 斷.^ 候 儀 も 御座 候よ し 夫 等 皆 十八 

々遣 ひ 物 致し 候へ と 申 謎 語と 被存 卑劣 

に 相 成 候と て 其 町人よう 五 兩持參 候へ 

へ 利欲に 目 くれ 候て 受け 候に も 致せ. 士 

て 口外 は出來 かね 候 事に 御座 候？^ や 銅 

趣に 候へば 其 心 術 益々 惡 むべき 事に 候 

も 用意 宜しく 候 へば 何分 も 鑄 込ませら 

趣意 を 立て 候 は^取 計ら ひ 方 も 可 有 之 

候へば 昨年よ，^ 銅 錫 等 買 入 置 候 所 鑄 立. 

此 所 に て 鑄 立 後 迄 總 兵 衛 よ -^  二 百 兩 無 

らせ候 樣取計 可 申な ども 申 候よ し此に 

敷檬 々御前 借 等 願 候て 暮 しの 都合 を も 


し 又 其 頃 にても 

手 も 無 之 候 間 是 

は大仕 « の事 

の 限， CN に 存候銅 

ば 其 非 儀の 贈 う 

の 耻ぢ可 申 第 一 

の 買 上 有 之 候な 

其 上 總 兵 衛 平 吉 

れ候樣 松 前樣御 

と 殿 母 申 聞 候に 

手間取 候 故 金子 

利 足の 金子 を 差 

至 て 總 兵 衛 平 吉 

致 儀に 御座 候此 


候歟 贰百疋 包みて 

を 取 う 吳候樣 申 候 

にも 候へば 殿 母 等 

五 百 貫 其 屋敷に て 

もの を 受け 可申歟 

に 候へば 人前な ど 

ど も 全く 作 6. 言 に 

よ.^ 見合の 事相 止 

屋敷 迄罷出 歎願 候 

付 如何 仕 候 儀 やと 

無益に 寢て居 候 譯 

出し 置き 候て 錯立 

も 呆れ 候て 職人 は 

方よ ，0, 大金 差 出し 


職業 仕 候 儀 は 難 仕と 申斷 候よ しに 御座 候 右 等の 儀 承， cs 候へば 誠に 廉耻 地を拂 

ひ 候 事共に て 興が 果て 候 ことに 御座 候 私儀 は 諸方 樣 よ，^ 御賴 にて 大砲 並臺製 

作 仕 候に も總て 御屋敷 御用 も 同樣の 心得に て かねて 物 價の相 當を辨 へ 居候 儀 

故 總て何 品 も 相 當の债 を 以て 取 極め 聊か 職人 共に 餘 計の 利 を 貪らせ 候 様の 議 

無 御座 候 最初に 夫々 其 掛ぅ御 役人へ 斷置候 事に 御座 候物價 の相當 よ. 餘 計に 

積ら せ 譬 へば 駕籠 屋ょ. ^六尺 共 は 棒 先と 申 もの を楚 出し 候 檨の事 御座 候て は 

共に 涴れ候 心地 も 仕候且 大砲 は 外 武器と も 相違 輕 からざる 價の ものに 有 之 其 

上當 時の 形勢 其 □□ も 多分 有 御座と 存 候へば 御大 名 様の 御 力と 雖も成 丈御费 

も 多から ず出來 候に 無 御座 候て は 御 力 も 屈き かね 候 儀に 付 如 此了简 仕 候 儀に 

御座 候 然る 所 殿 母 並 其 事に 掛候御 役人 前條 認め 候 次第に 付 無餘岐 意地 合に て 

不殘改 に 及び 候 儀に 御座 候 但松前 樣御事 御 間柄に も 有 之且御 弱年ながら 御 見 

識も 御座 候 御 方の よしに 承知 も 罷在其 御 在 府中に 御 賴に相 成 侯 儀 御 在 國の御 

留守に 當， - 候て 如此 次第に 成 行 候 事 遺恨 至極 之 儀に 奉 存候右 之 次第 も 御在所 

表 隔絶 も 致し 居候へば 多分 は 壅 蔽に相 成 御存知 も 有 御座 まじく 被存候 其段竊 


に 御氣の 毒と 奉 存候間 御 間柄の 御 好み を 以て 御手 許よ.^ 此 度の 荒 增被仰 進 候 

御 事 は 難 被 成 下 御 儀に 可 有 御座 歟可相 成 御 事に 御座 候 はて 何分 も 乍 恐 被 成 下 

度 御內々 奉 願 上 候 

礮卦板 行に 付 許可 を 促し 萬 一 差 支 あらば 門人 限 

り 印刷 配布 を 許さる まじき や を 伺 ふ 書 

私儀 近年 世の 毀 嘲 赞 ^を 顧みず 專ら 西洋の 原書 を 治め 彼 地方の 兵制 を 考索仕 

其 實驗之 法則に 從ひ 大小 之 火 術 を 講究 仕 候へば 海防 之 儀に 付公邊 よ， -數度 御 

達し も 御座 候 故 乍 恐當今 天下 御 武備の 萬 一 を 補 ひ 奉う 度 心底に て 諸家 樣ょ. = - 

御賴み 御座 候 人 又 左な くと も 志 有 之 修業 仕度 懇望 候 者 は 心得 罷在候 所 を以大 

小の 砲術 敎授仕 候義に 御座 候 然る 所久敷 を經候 間に は 種々 の 弊 病 を 生し 易く 

或は 砲 道の 大用 を辨 へず 璃 A 、たる 技巧 を悅ひ 或は 火 術の 恐るべき を 恐れず 器 

械の 製作 使用の 法度 不 吟味に て輕 易に 取 捲 候よう 往々 危 度に 瀕候義 有 之當惑 

仕 候 彼の 明の 戚繼 光が 南北の 兵 を 訓練 候 節 一 誊を 作.^ 人 ことに  一 W を 預け 夫 


をして 日々 講 誦し 軍法 軍情 を 知らし め 候 義其頃 旣に賞 譽も有 之 候 ひし を存出 

て 名將之 用意 格別と 奉存 心得に 相 成 候義を 筒 約に 一 書に 仕 立 一 本づ， ^門人 共 

に 差 造し 度 含みに 罷在 候內易 象に 於て 發明仕 候 義有之 則ち 書 立 候 所如此 一 筒 

と 相 成 其 文章の 古人に 及び 候 はぬ は 愧入候 所に 御座 候 得と も 發揮仕 候 道理に 

至，^ 候て は赏に 鬼神に 質して 疑 はず 百世 聖人 を 俟て惑 はざる 筋に て 砲術 修業 

仕 候 者の 爲には 極めて 有益の 義と 奉存候 然るに 門人 共 多勢 御座 候て 傳寫も 行 

き 屈き 兼 候 其 爲の板 行 仕度 去月 中 昌平 學問 所へ 改受申 度 差 出し 置 候 所 日數相 

立 候へ 共 只今に 不相濟 迷惑 奉 存候此 誊御覽 の 如く 後記に も認候 通， c> 一字の 杜 

撰 無 之 天地 自然の 象 理を發 し 候 迄に 御座 候へば 板 行 仕 候： S 何も 御 公法に 相觸 

れ候義 有 御座 間 敷 奉存候 乍然萬 一 廣く 世間 へ 出 候て 何 歟御差 支の 義 御座 候 は 

^ 私 門人 限. = -傳誊 同様の 心得 を 以て 差遣し 度 奉 存候間 但其傳 寫の勞 を 省き 候 

爲板 行の 義御 許容に 相 成 候 樣被成 下方 は 有 御座 間 敷 歟此段 御內々 奉伺 M 


礮卦 印刷 配布 門人 限り 寛容の 沙汰 あらん こと を 

幕府に 乞 ふ 

阿部 伊勢 守樣御 渡に 相 成 候 御 書付 拙者 礮卦上 木之義 無用 可 仕 旨不及 是非 奉存 

候但 砲術 發明 之說等 門人 共へ 授與 致し 候 爲め撰 著 致し 候 は kff 書 は 體裁も 可 

有 之 候 儀に 付 向後 右 様の 體裁 著述 御 差 留之義 に 至う 候て は 乍 恐 難 得 其 意存候 

其 子細 は 大凡 古今 發 明の 筋に は 他人の 跡 を 蹈襲 仕 候へ ぱ旣 にお のれの 發 明と 

は 難 申又發 明と 可 申 程の 義に 候へ は 筆 を 執. =N 候 上に も 人に 傚 ひ 候ば か.. -には 

相 成 間 敷 同し 砲術に も 仕れ 其發 明の 次第に 依，..^ 世間 無 學文肓 の 俗武偏 者輩授 

受 仕 候 傳 書 の 體 裁 に 必 ず 仕 候 樣 に も 參 る ま じ き 哉 に 奉 存 候 且 其 書 義 现 に 屍 

世 道の 害に 相 成 候 類に も 御座 候 はば 體裁 いか 程 可 然候共 御 差 留に不 相 成 は 叶 

申 まじく 又 義现の 正しき に 出 候て 聖賢の 旨に 一:^ らず 世の 補 ひ 人の 爲 めに 相 成 

候 は 、體 裁の 義は其 人々 の 心任せに て 御 許容 被 成 下 候 様 仕度 乍 恐 奉 存候抑 私 

砲術の 義は 初め 下 曾 根 金三郎 殿よ，^ 西洋 流 皆 傳を得 候て 後原 書に 就て 追々 增 

益 改正 敎授罷 在 候 所 易 中 自然 微明 之象理 御座 候 義を發 明 仕 其 發明仕 候 義を其 


儘 門人 共へ 傅へ 申 度 右礮卦 著述 仕 候義に 御座 候へ は 如此體 裁に 相 成 候 も無餘 

儀義と 奉存候 乍然右 書中 聖賢 之 旨に 戾ぅ候 義は憚 入 候 申條に 御座 候へ とも 一 

句 一 義無 御座 候 様 奉 存候若 又 如何 敷と 思 召 候廉も 御座 候 は V 御 附礼を 以てな 

, ^とも 御 詰 難 御 試 被 成 下候樣 仕度 奉存 候， 一 々考據 を擧け 明白に 申 問き 可 仕 奉 

存候 依て 向後 發揮仕 候義も 義理に 屍- N 不 申候樣 如何程 も 精密に 心 付 可 申 候へ 

は 其體裁 之義御 寛容 之 御沙汰 被 成 下候樣 仕度 奉 存候此 段 何分に も 可 然様 御 勘 

辨之程 奉 仰 候 以上  • 

四月 十六 日  佐久間 修理 

文聰 公よ り 御殿山 警衛 を 命ぜられん こと を 幕府 

に 請 ふ 書  (象 山の 草按) 

忙 ま^は M 亡祖父 信 濃 守 外 寇防鶴 之義に 付て は 終身 苦心 仕 勝手 向 も元來 不如意に 御座！^ 

す  得 共 火器 製作 等 乍 不行屈 聊心掛 罷在萬 一 御府內 近海 異變 御座 候 節は此 表在 合 

人數甚 不勢に は 御座 候 得 共 右 を 以て 防禦 筋 忠勤 を 抽て申 度との 義常々 申 聞 置 


候 事 只今 猶 耳底に 

元 御 威光 を 畏候義 

候 得共往 々諸家 へ 

御 時節 亡祖父 製し 

付候樣 仕度 奉存候 

いて は 危き筋 も 難 

以外に 於て 御喷留 

仕 候 樣御達 も 可 有 

に 御座 候 得ば 御 膝 

山 邊先其 衝に當 候 

蒙 仰 候 由 承知 仕 候 

固 場所 も 可 有 御座 

は 御座 候 得 共力 之 

宜敷 御勘辨 御差圆 

上  書 


に も 

場所 

置 候 

大砲 

免 候 

に 可 

御座 

元 御 

かと 

得 共 

就 て 

限 防 


奉 

被 相 

右邊 


存 


相 

は 右 之 

戰仕亡 


候 此度異 國船數 艘渡來 剩浦賀 御 番所 乘破尤 御 膝 

か 本牧邊 よ. 最初 船 掛，^ 仕候處 へ乘爲 候と は 承 

固 候 様 被 仰 渡 人 數繰出 候 向 も 御座 候 趣に 候 右 之 

を 相 繼相固 可 申 場所 一 ケ所被 仰 

取扱 候義に 付人 家 近き 場所に お 

願 度 兼て は 外 夷の 願總 じて 浦賀 

付 候 節 多分 は 浦 

旣 に本牧 邊迄理 

內 海に 乘入候 事 

松 平 越 前 守人數 

越 前 守 人 數を以 

蒙 仰 萬 一 異船乘 

を も 相 達 奉存 


被 成 下 度 奉 


以て 兼ての 遺 志 

多分の 火 藥等も 

け 離れ 候 場所 奉 

候 得ば 固 等 被 仰 

存罷在 候 所此度 

奉 存候乍 然品川 

候 右 場所 は旣に 

場所 廣く候 得ば 

邊相固 候 樣此節 

祖 父 生 前 之 夙 志 

願 候 以上 


賀近邊 迄 出張 可 

不 盡に乘 入候義 

御座 候 節 は 御殿 

を 以て 相. 固候檨 

て 固 候 外 猶可相 

入 候 節 少人數 に 

候此段 何分に も 
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上 書 

六月 九 

•fit  p  、 ま 

否 を 藩 

口上書 取 

佐久間 修理 義私義 

參 着の 上 登城 御 目 

接 御座 候 次第 迄 近 

所 S 方に 候 へ ば此 

何事 も 彼れ が ゆに 

易 は 勿論 ミ 二 ス ト 

申も尙 愚かに 奉存 

様子 柄 を 以て 相 察 

と雖も 開港 御聞屆 


曰 


一 八 八 

眞田信 濃 守 


之 丞の名 を 以て 幕府に 封 事 を 上る 事の 許 

老に间 ふ 書  (象 山の 草按： 


に內々 各樣迄 申立 吳候樣 申閜候 

見 申 上 候 以來の 始末 十二月 二日 

日 傳覽仕 誠に 以驚 入候義 に奉存 

御次第に至ぅ候事固ょ，.=^申上方 

任せられ 格別の 心 入 懇篤の 至， CS 

〃差 置かれ 候 事 迄 御 聞 屈に 相 成 

候但 開港 爆 一 條少々 御 拒の 體に 

し 候へば 遂にく 彼れ の 申出 候 

に 可 相 成 は 必然の 御 勢の 樣奉存 


義は 昨冬 亞墨利 加 人 江戶表 

堀 田 備中守 様 御宅に 於て 應 

候 丑年 以來の 御處置 方が 御 

も 無 之 候 義には 御座 候へ 共 

に 候な ど 御 挨拶 御座 候て 交 

候義 痛哭 流 涕に堪 へ ずな ど 

相 見え 候へ 共 是亦是 迄の 御 

通 本邦の 要領た る 大切の 地 

候 其 上 彼れ の 望に は 開港の 


場所 を數 多くし 本邦の 人民と 交易 賣買 勝手次第 致し 度との 義に 候へば 異 日の 

大害を 醸成し 候 事 眼前に て 則ち 唐國英 夷の 取合の 節 殊の外 苦しみ 候 岸 好の 起 

る 根元と 奉 存候仍 てつら く 愚考 仕 候に a 年 已來總 て 一 旦の御 無事 を 被爲求 

候よ， 御 果决の 御 勇 斷と申 もの 一 切 無 御座 奮に 依て 因循 苟且の 御 事の み 多く 

右 故に 本邦 開闢 以來 曾て 是 なき 外 國の輕 侮 を 被爲受 候て その 國 人に 至 重の 土 

地 御 借 與有之 五 里 七 里の 間 氣隨に 徘徊 相 叶 候 樣相成 剰へ 此度營 中に 致 出入 御 

目 見 迄 も 申 上申 立の 御 返答 相 待 候と 號し月 を累ね 都下 に 罷在候 を も 其 申す に 

任せ 其 儘 被 差 置 候へば 定て其 間に は 此方の 御 政事の 御模樣 よ.. S 御 役人 方の 賢 

不肖 學不學 其 他 一 切の 動 靜虛實 に 心 を 就け 相 探 ftv 其 自國の 心得に 致し 候 は 勿 

論の 事と 被存候 然る 所 此方よ，^ は 江 戶御建 國已來 の 御 法なら とて 一 人と して 

外國 へ 被 差 越 形勢 事情 採. 索の 義無 御座 候 は 深く 怪しみ 奉 存候義 に 御座 候周官 

の 法王 化に 服し 候內 地の 諸侯の 國 だに 大 行人の 職 有 之 歲徧存 するとて 每年其 

安否 を 問 ひ 三 歲徧頫 するとて 三年. Vi に その 政治の 効 を視五 歳徧省 するとて 五 

年と に 其 風俗の 美惡を 察し 又 小 行人 をして 周く 天下 諸侯の 國に 行き その 萬 民 

上 書  . 一八 九 


上書  一九 〇 


の 利 i 击を 探て 一 ま：！ I とな 

i 作 慝猶犯 命 者 一 書と 

なし 每國？ - れを異 別し 

是 古聖 王の 亂を 未然に 

平 はた く 本邦の みに て 

で來，c^左なくとも蒸氣 

ば 周官の 大典 等 御參考 

間諜 を 用 ひられず 候て 

間 を 以て 篇 末に 列し 候 

に 間諜 を 以て 敵 人の 赏 

に首に始計ぁ，..^ て 終に 

意と 申 事に 御座 候げ に 

相な きとき は 前に 水火 


し禮俗 政事 敎治 刑禁の 逆順 を 索して 

なし 札 喪 凶荒 厄 貧 を 一 書と なし 康樂 

て 王に 及 命し M れを 以て 天下の 事 を 

防. ぎ 患 を 未 萠に涫 する の 大典と 奉存 

其 他世界 萬國 兵亂絕 えざる 時節 亞墨 

船發明 以後 は 五大洲 も 比, の 國同樣 

の 上 や はう 戰國の 際に 敵國を 得られ 

叶 はざる 事と 奉存候 孫子 十三 篇始計 

は 所謂 五 事 七 計 兵 や 先着に 相 違 も 無 

を 得 候に あら ざれば 其 計の 施し 方 も 

用 間 有 之 候 は 易 道 を 以て 申さば 全く 

も 軍國の 間諜 は 瞽の相 あ ftv 聾の 史ぁ 

あ， = -と雖 も M れを 知らず 聾に 史 なき 


一 書と なし 

和 親 安 平 を 

周知す ると 

候 や 當 今 

利 加の 如き 

相成ft^候事 

候 思 召に て 

を 以て 篇首 

御座 候へ ど 

絕て無 之 候 

腐 下に 元 を 

る 如くに し 

時 はう しろ 


悸違暴 

一 * と 

御座 候 

の 世 太 

もの 出 

に 候 へ 

第一 に 

とし 用 

も 初め 

この 故 

起す の 

て瞽に 

に 車 Er 


ありと 雖も是 を 省せ ず 敵國の 交に 間諜な き 時 は 敵 國の吾 を 


謀， ciu に^はしむ 


るの 事總て 知るべき やうな く 敵國の 形勢 敵 

兵の 利鈍 並に 其實を 得ず 然る 時 は 所 謂 廟 算 

して 然るべ きゃ戰 ふに しくま じき や 固守に 

年亞墨利加 の事起.c^候節修理義旣に こ に 

託し 海外に 人 を 出し 當 今世界の 形勢 を 親し 

務 たるべし と申義 建白 仕 候 筋 も 御座 候へ ど 

師の萬 次 郞亞墨 利 加へ 漂流し 數 年の 後歸國 

在 候へ ども 亞墨利 加の 事 起 6 候 故 を 以て 俄 

竊に直 E び 存じ 候 は外國 渡海の 御 國禁表 向 御 

漂流の もの 是迄 終身 禁錮 被 仰 付 候 所 萬次郞 

の 御 尋筋も 有 之 被 召 出 候 事 是 迄 の 御大 禁先 

文 不通の 獵師の 子 何等の 御用 も相辨 じかね 

出 來洋學 にも 志 ざし 兵 學等も 可也 心がけ 居 

て 彼國へ 渡う 形勢 事情 委しく 探索いた し罷 


主の 

と 申 

利 あ 

存付 

く視 

も 御 

致し 


仁 暴 敵 

もの 由 

る や 固 

候に 就 

せしめ 

取 用 ひ 

候 所 御 

召 出し 

に 相 成 

墨 利 加 

弛み 候 


將の能 否 敵 衆の 强 弱敵 

て 立つ ベ き 謂 れ無之 和 

より 論に 及び難く 候 丑 

き 軍艦 御 買 上げの 事に 

られ候 事 當今第 一 の 急 

に 不相成 其 内 土 佐領獵 

國 法の 通 禁錮せられ 罷 

の 沙汰 有 之 候に 付修现 

候に は 無 之 候 得 共外國 

へ 漂流 候 故 を 以て 何 か 

義と 存じ 候 萬 次 郎等 一 


除 き 

義亜 

づ相 

可 申 去らば 門人の 內漢學 も 相應に 

候 者 萬 次 郞に傚 ひ 漂流と 申 ものに 

歸. 候 は、：. 一 縦の 御國 用に 相 立 可 


申 心 を盡し 候義大 なる 鏈れと 相 成 6. 

上 候 義も不 相 叶 御手 數 のみ 罷 成候義 

候義は 極めて 難 相 成 筋 承知 仕 罷在候 

違 ひ 世界 萬國に 比類な ， き 天朝の 天津 

獨 徳川家 御 一 代の 御榮 辱の みに 無 御 

賤民 迄 も 皆 敵 愾の心 を 懷き可 申 まし 

候 義尙又 近年 屏居 仕罷在 候ても 初志 

て此 度の 御 運びに 相成此 儘に ては爭 

痛心の 極に 奉存 候へば 何分 口 を箝み 

屈に 相 成候義 にも 候 は 是非とも 此 

と 奉 存候所 fSj 人と 應接對 話舊臘 二日 

遣 候 御 催 も 無 之 扱 又 航海術 海軍 等の 

江戶御 膝元へ 被 召 呼 新たに 御 取 立に 

中 様 方御始 親しく 御 相談 も 被 成 御座 


公邊 よ， 重き 御咎を 蒙う 久々 御 奉公 申 

重々 恐 入 候 義に奉 存候右 御咎中 上書 等 仕 

へど も 外國へ 係， CS, 候 御國悤 の義は 他事と 

日 繼の御 安危に も 拘 はらせられ 候義 にて 

座 候へば 皇國に 生 を 受け 候 もの は 編戶の 

て 修理 義 籌 海の 義に 於て は 多 年 苦心 も 仕 

を廢 せず 彼是と 研究 仕 候 筋 も 御座 候 所に 

亂近 きに 起，^ 天下 11^ 解 土 崩の 勢に 可 相 成 

罷在 候に 忍びず 奉 存候彌 要地の 開港 御閒 

節 別段に 御 制度 を不 被爲改 候て は 難叶義 

迄の 御樣 子に て尙 間諜の 爲人を 外 國へ被 

師を 折角 和 蘭よ. C> 御 招きに 相 成 候 義に付 

可 相 成 海軍 御 軍制の 義を 始めと して 御老 

御 旗本 方 御家人 一統へ 修業 被 仰 付 候 程に 


無 之 

候 て 

選 を 

の 長 

右 一 

座 候 

し 候 

等の 

1 二 

曰 月 

子 に 


候 て 

も大 

以 て 

M. こ 

二 年 

よ し 

兒輩 

如き 

年に 

に し 

被存 


國 中 普 通 

對抗し 候 

用る 所の 


は 行 屈き かね 候義 

小の 諸 藩 一統に 御 

其 技術 致 講究 候檨 

のみ 被 差 置 江戶表 

の 修行に て 交代 致 

童子 輩に 手蹟 を 習 

有 之 候と て 夫を以 

は 西洋に 於ても 大 

して 會得候 義は鬼 

て 其 術 を 盡し候 事 

候 又 西洋の 天文 地 

に 澤山無 之 候て は 

國 力に 至う かね 候 


は 

现 

義 


日本の 武備 

屈 無 御座 候 

沙汰 可 有 御 

. ^僅かの 御 

府候 もの を 

せ 候 だに 其 

師匠に は 致 

問と 稱し候 

も 難 出來候 

得 候 はむ 然 

水利 兵法 器 

一 統に開 

て 司 馬 法 


物 を 見 侯て は 必ず 效ぅ てこれ を 


は 公儀 御 一 手の み 如何 樣 御行 屆相成 

て は 御成 就と 難 申 義付諸 藩よう も 人 

座 義と奉 存候所 夫 等の 義も無 之 其 も 

人 を 被 遣  一 二 年に して 交代 候 様の 義 

師範 役と して 海軍 御 取 立 稽古 等 も 御 

師を は擇み 候義ー ケ年ニ ケ年手 習 致 

し 申 まじく 候まして 航海術 海軍 戰法 

然る をい かなる 聽明聖 智の人 也と も 

や 並々 の 人に してい かて か 緹 かの 

る 所 只今に 其 御 心 付 も 無 御座 候御樣 

械學 詳證術 等の 書 は 漢籍 同様に 日本 

け不申 其學術 開け 不申候 時 は 彼れ に 

にも 見物 與俾 是謂兩 之と 有 之 敵 人の 

用 ひこれ と俾 しからん 事 を 思 ふ は い 


上書  一九 四 

にしへ よ，^ 軍法の 第一義に て 御座 候 然る 所公邊 にて 御 跳と て 西洋 赛籍御 取 寄 

せに 相 成 候へ ども 當路の 御 役人 偏 固 狭隘の 御 心得よ， CN 普通の 賣買 今に 無 之 依 

て偶有之候ても世間拂底の品故に莫大の高價にて人々手に入，c^候に至.oかね 

天下.；^ 志の ものと 雖も先 第 一 に 洋書の 難 得に 苦しみ 候 右 之 次第 故に 速に E1 け 

可 申 學術も 今日に 至ら 陸々 開け 不申學 術の 開けざる よ 6 西洋 詞 ま：： 一 部 有 之 候 

へば 誰み、 にもよ く 分.^ 候ミ 二 ス ト \ コ ン シ ュ 〃等の 事 公邊歷 々の 御 役人 方 御 

寄 合に て 一 人 も 其 御 心得な く 十 一 月 六日 亞人對 話の 節 右 等 餘ら. に 幼稚なる 事 

共 被 尋候嘸 かし 亞 人の 心に は 日本 歷々 の 役人 かく 迄 不 學 無知の もの 歟と 異 し 

み 可 申 候 則ち 御 國體を 恥 かしめ 候の 大 なる ものと 奉存 候洋學 だに 普通に 開け 

居候へば 决 して 此陋無 之 候 以上 箇 様に 見易き 利害得失 も 未， た 明らかなら ざる 

御 時節に 付此度 要地 開港 御閜 屈に 相 成 候ても 別段 御 制度 を 被 爲改候 所に 恐ら 

く は 御 心 付 有 御座 間 敷 左 候 はぐ 天下 解 土 崩の 勢 目前に 御座 候義 果して 天朝 

の 御 安危に 拘 はらせられ 候 御 事 徳川家 御 一 代の 御災 患の みに 無 御座 候義と 奉. 

存候へば日夜憂苦仕實に身の措き所を知らず候仕合に奉存候只今御谷を蒙.0^ 


罷在候 身分に は 御座 候へ 共 一 日 生命 を 保 續し罷 在 候 も 則ち 御國 恩の 義に付 天 

下 御大 切と 存付 候義默 し罷在 候に 忍びず 其 上 是迄籌 海の 義に付 存付候 筋數々 

御座 候て 或は 上書に も 申 上 或は 文 詩に も 著 はし 或は 同志に 語う 候義 一 時 は 其 

徵 なきが 如くに 候 義も數 年の 後に 一 として 愚見に 違 ひ 候義無 御座 候 左 候へば 

此度 御大 切と 奉 存候筋 も必ら ず其徵 あるべき 義 と奉存 候へば 彌默 止罷在 候て 

は御國 恩に も 背 候 筋と 奉 存候間 恐 入 候義に 御座 候 得 共右存 寄の 次第 御 老中 様 

方 迄 上書 仕度 奉存候 尤も 御 政事 向 御 制度の 上に 多 關係仕 候 義に付 封書に 仕 差 

上 度 奉 存候此 義相叶 可 申 義に有 御座 候 哉實に 容易なら ざる 天下の 大事に 付 厚 

く 御 勘 辨の上 修理 志願 相 達し 候 樣御執 成 之 義奉賴 度 奉存候 以上 

安政 五 年 戊 午 正月 十五 日  依田 源之亟 

米使應 接の 折衝 案 を陳べ 幕府に 上らん とせし 稿 

舊臘 十五 日 亞墨利 加 使節 應接之 次第 並に 使節 差 出し 候 假條約 御 渡しに 相 成 候 

節 御 添誊を 以て 近來 世界の 形勢 一 變 致し 唐土の 昔 戰國の 七 雄 四方に 立 分れ 居 


上 書  一 九 六 

候 姿に て 御 當國に 於ても 已に外 國之條 約 御 取 結び 御 交通 被 爲在候 上 は 古來之 

御 制度に のみ 被爲泥 候て は 御 國勢御 挽回 之 期 無 之 日夜 御 心 を 被 爲惱併 非常 之 

功 は 非常 之 功に 無 之 候て は 難 成 中興 之 御大 業 を 被 爲立御 國威御 更張之 機會も 

亦此 時に 有 之 候 間 御大 變革被 爲在度 思 召 候 得 共當時 御國內 人心 折 合方 も 有 之 

人心 不折合 候 節 は 內外何 樣の顧 を 引出し 可 申 も 難 計 候 間 先 使節 申立 之 趣 精々 

可 被 爲及應 接 候へ 共 今般 御處置 之當否 は國家 治亂之 境に 候 間 右再應 申立 之 趣 

に 付 猶心付 候 義も有 之 候 は 早々 可 申 上旨 被 仰 出 候 段 御達し 被 成 卞奉得 其 意 

候 然る 處旣に 其 二日 亜 使 應接之 砌賀易 相 開き 候義御 承知に 相成ミ -! スト〃 差 

置 候 義も可 承屆旨 御： 機 相 濟候義 に 付 聊か 所存な きにし も あらず 候へ ども 事 

旣往に 罷成候 上 は 力に 及ば さる 義と觀 念 仕 恐 入 候 義には 御座 侯へ ども 默止罷 

在 候 然る 所此度 天朝に も 深く 被， 爲， 惱，， 宸襟， 此 期に 至う 候て は 人心の 居合國 家の 

重 事に 付 私共 迄 赤心 被 聞 召 度 勅命 相 下ら 候 を 以て 各 存無伏 藏可申 上旨 被 仰 出 

奉 畏候仍 て愚存 左に 申 上 候 倍 亜 使 最初 申立. の 次第 篤と 反覆 仕 見 候 所 事柄 稍尤 

に 聞え 候處も 御座 候へ 共 其 歸宿仕 候 所 は 御國の 腹背 頭腦 至要 之 地に 貿易の 場 


を 開き ミ 一一 スト グを 置きつ け 朝廷の 御 政 權を控 制し 遂に 屬國 同樣に 致し 可 申 

策略に て 只 顧 欺瞞 恐嚇の 說を 設け 其 所願 を 成就し 候樣 巧み 候 ものと 被 察 候 元 

來箇樣の御時勢に至..^候ても尙御舊制を被爲守人を海外へ出し外國の形勢探 

索せ しめられ 候 御手 段 一 切 無 御座 候 故 其 言の 虔實を 明 知 仕る へき 佐證 とても 

無 之 候へ とも 姑く 彼れ の 申す 所 を 以て 彼の 申す 所に 引合せ 候に 矛盾の 事と も 

多く 不 詰う 至極の 義と被 存候左 候 得 は 當今御 武備 十分に 不被爲 屈 御 勢力 御 敵 

均の 場に 至らせられず 候よ，^ 異 日に 及び 無 餘義御 許容に 可 相 成 筋 迄も不 詰う 

の義を 以て 申出 候廉は 一 言 もな く 申 伏せ 候 樣無之 候て は 御 國體難 相 立 義と奉 

存候 春秋 平 丘の 盟に 子產承 貢賦の 次 を爭ひ 日中よ.^ 昏暮に 至，^ 候 も 即ち 國體 

の 立候爲 にて 子大叔 へ對 へ 候詞 にも 國 として 競 ひ 奮 は ざれば 敵 人の 爲に侮 陵 

せられ 何の 國を も爲し 得す ど 申し 候歟に 御座 候げ に 尤の義 にて 小國を 以て 大 

國に 交.^ 候 は 始終 此意を 失 ひ 候て は 難 相 成 事の 樣奉存 候され は此平 丘の 事 を 

は 孔子 も 深く 御 賞美に て子產 於- 是 行 1 也， 足 _=以 爲 h 甚-矣 、と 沙汰 御座 候 事と 奉存候 

然 る 所 亞 使 應 接 に は 其 不 詰 の 廉 も 一 切 詰 難 も 無 之 只々 何事 も 其 申す に 任せ 

上書  一 九 七 


上 

られ： ^よ 

其 鍵く 乙 

外國 にて 

邊ょ， 9 其 

. ^候 然る 

て 外寇を 

害 無之脉 

に 至ら ざ 

弱. の義に 

に 候よ し 

を も不被 


となき の 欲 を 

域內に 城堡を 


御座 候 雖然旣 に 巳に 御 


書  一 九 八 

怪み奉 存候義 に 御座 候 斯ては 益々 彼れ の 侮 陵 を 被爲受 ゆ，. ， 

充た しめられ 候も赏 に 際限 有 御座 間敷且 兼々 承， 候に 

構へ 候 は 多く は 外寇. J ^儀ぎ 候 爲に付 夫 丈の 築 法 有 之 外 

,9 候 迄 幾 匝 も繚繞 として 豚 赂聯續 候 様 築き 候 ものと 承 

相違に て 諸國の 城々 多分 皆自國 同志 戰 Is- の爲に 設け 候 

段と て は 聊か 無 之 候 故最寄 海岸 要害 を 設 くべき 所も耍 

仕らず たま/ \ 聯續 仕 候と 存候所 も 大砲の 術 未だ 精巧 

候 もの 故に 當時 は改 制を經 候に あら ざれば 赏用 不便 手 

を 始め 外廓の 設 一 切 無 之 皇居 とても 甚御 手薄の 御 様子 

て 尙外國 の 侮う を 受け 可 申體に 御座 候て 未だ 其 御修纏 

れの 申に 任ぜられ 許 多の 外蕃御 引受け 交易 御開き 御座 

盗 の戒を被爲犯候御義に 相當，c^旁以深く恐惶仕候義に 

許諾に も 相 成 候 義不及 是非 此上 は銘々 分に 應じ 候覺悟 


主の 都 城に 

所 本邦 は是 

儀ぎ 候爲の 

赂 多く は聯 

る 己 前 に 築 

可 有之且 三 

御國の 形勢 

加 候て 直樣 

大 易の 慢藏 


至 

さ 


彼 

海 


の 外 有 之 間 數存し 罷在候 然る 處此度 揆らす 私共 銘々 赤心 可 奉 申 上 之 勅.^ 有 之 


且 今度の 條約觅 て も 難. 被. 遊，， 御 許容； 右 衆議 中 自然 差 縫れ 精々 取 鏡 候ても 彼よ， 9. 

及 異變候 節 は 無 是非 義と思 召 候 叙 盧之旨 御 評 决被仰 出 候 趣 承 之 一 と 度 は甚以 

驚愕 仕形の 如く 略 御 許容に 相 成 候 を 今更 御 違約 御座 候 はて 彼れ 夫 を 名と 致し 

忽ち 兵端 を 開き 可 申 は 目前の 事に • 有 之 去. とて 今度の 條約 勅許 難 相 成と 被 仰 

出 候 上 は 右に 不被從 候 時 は 御 違 勅の 御 筋に 當. 5 大義に 於て 難 被爲涛 いづれ の 

道に 致し 候ても 御 當惑之 御義と 奉存候 然る 所 S 思 熟考 仕 候へば 今度 從 天朝 か 

く 勅命 御座 候 こも 誠に 幸の 御 事 惟 誨盜之 顧 患 を被爲 候の みに 無 之 御 國體相 

競； 3 候 様相 成 候 も此御 一 擧に可 有 御座 奉 存候抑 此度條 約 之 筋 御 許容 難 相 成と 

申 は 全く 天朝 之 御 趣意に 有 之 天朝に 於て 右 御 趣意 被 爲立候 は 十月 二十 六日 亞 

使 申立 之 次第 辭理甚 致 矛盾 親睦の 情よ， 出て 候 様に 申 成し 候 へ 共 全く 欺 罔 恐 

嚇の 詐術に 紛れ 無之廉 々歴然として 蔽 ふべ からず 候よ， OS 主上 御 疑惑 を 被爲生 

候に 出て 候 御 事に 可 有 御座 候 就て は 其 矛盾 之廉々 端 を 改めて 御 糾問 有 之 其 次 

第に 依.^ 候へ ば 大使 を發し 彼の 國 都に 至らし め 其 政府の 官吏と 及 對談右 欺 罔 

恐嚇に 紛れ 無 之 廉を詰 難し 曲直 を辨 明せられ 候 叙 慮の 旨 を 以て 別紙に 認め 候 

上書  一九 九 


上 書  ニ0〇 

條 々 尙 善 く 其 辭 を し 闺 色 を ，s  / 洋文 y 譯丄候 も 能 々 其詞理 を詳に i  .1^  tt. 

f  ii  J  s を，， t し B.j  5^  < ^を 力 〈 し 其 語 を捸み 精練 を 盡し申 度 事 も 仗ゲ U3 

の ものへ 被 相 示 候 はに 義理の 當然誣 ふべ からざる 事共に 候へば 其 詞必ら ず 塞 

ら可申 をの 詞塞， 候 は， 其廉を 以て 舊臘 二日 略 御 許諾に 相 成 候 義御申 直し 小；^ 

又 御 人選 を 以て 御 一 使 を 被發其 次第 彼 政府 迄 被 仰 遣可然 哉に 奉 存候如 此に御 

座 候 は i,* 彼れ に 欺 罔 恐嚇の 曲 を 負せ 候義に 付猥， 9 に 兵 を 動し 候 義は難 相 成 筋 

に 奉存候 其上此 表に は 專ら御 寬容を 御 旨と せ させられ 右 等の 廉を總 て 御 見 ゆ 

るし 御座 候へ 共 天朝に て は 中々 御 假借無 御座 其 隱微の 情 由 迄 も盡く 能く 御 洞 

察 被 爲在候 義と彼 國の者 共 も奉存 候て 兼て は 兵 を 加へ 可 申と 存じ 候 義も是 が 

爲に相 憚 候て 容易に 兵端 を 開き 申 まじく かの 秦の楚 を 伐たん と 欲し 候 も昭奚 

恤 が善對 の爲. にこれ を 伐たず 晋の平 公の 齊を 伐ん と 企て 候 も E 安平 仲と 師曠と 

の 爲に是 を 止め 候 是其證 と 奉 存候國 に 其 人 ある を 示し 候 は 兵禍 を择 ふるの 善 

^ 不. 過乏 と 奉存候 去れば 乙 そ 孔子 も晏 子を稱 せられ 候て 尊 組の 間 を 出ず して 

千里に 折衝す と 御 申 候 事と 奉 存候左 候へ ぱ當時 も 右の 如く 御處置 御座 候 は,. 

差 向き 御 當惑之 御 廉も相 襲し 結句 天朝の 御 威靈を 御發揮 被爲在 候て 亞人 の膽. 


を 破 

此等 

候義 

下城 

威總 

御座 


う、 く 

の御處 

と奉存 

制の 義 

て外國 

候 右 御 


天朝の 御 

西洋 諸 國に於 

國他國 の隔な 

し は 各國々 々 

尋ね 申 度 左 候 

て 申 度 候 は 去 


國を侮 陵し 奉らざる 御 一 助 

を 以て 一 時 御 無難に 被爲在 

實 に舊臘 十五 日 御 添書に も 

何卒 外 蕃の模 樣に被 爲傚堅 

陵 蔑 を 不被爲 受候樣 速に 中 

聽之上 御 釆用も 被 成 下 候 は 

月 

趣意 を 以て 此度端 を 改めて 

て 世界中 一 族 一 統に 致し 度 

く 生靈を 愛育し 有無 を 交通 

自己の 利 を營み 世界の 利 を 

はて 彼れ 必ず 公 共 の 道理よ 

らば 其方 申立 候 筋 全くう け 


にも 相 成 可 申 哉に 奉存 候乍然 たと ひ 

候と も是 迄の 御 仕向に て は 何分 恐 入 

御座 候 通 時に 隨て御 制度 を 被 爲改天 

固の 大舶も 多分に 御 造 立 御 國カ御 兵 

奥 之 御大 業 を 被 爲立候 樣所奉 乞 願に 

、：. 天下 幸甚 之義と 奉存候 以上 


亞墨利 加 使に 及 應接度 筋 左 之 通 ， 

欲し 候 は 天地 公共 之 道理よ.^ 出て 自 

し 候 はんため の 情 願に 出て 候 事歟但 

網.^ 候 はん 爲の 邪欲に 奥， 候 事 かと 

-^出候事也と答へ可申候其時此方に 

難く 候 其 子細 は 唐國の 人民 阿片の 爲 


上  書  二 〇 二 

に 年々 夥しく 其 害 を 受け 候 故に 唐國官 府是を 嚴禁候 は 固よ， しか あるべき 迸 

理に候 然る を英國 にて 自國の 利益に 相 成 候と て 和親 を 結び 致 交通 候 闘の 厳禁 

を 犯し 人民の 殘害を 顧みず 剩へ 容易に 手出し 難 成程に 其舶に 大砲 等 致 用意 厳 

重の 手配に て 其 兇 奸を恣 にし 候 由 其 不仁 不慈 無禮無 義强盜 の所爲 と も 可. &候 

これ を 其 K にて は皇 天皇 土生靈 を 愛育し 候 公 共の 道に 致し 候歟英 國に此 無 道 

有 之 候 上 は 西洋 諸國 天地 公共の 道 斑 を 奉行し 候と は 申すべからず 西洋 諸國に 

於て 果して 天地 公共の 道理 を 奉行し 候 はく 英 國に决 して 此 無道 は あるべ から 

ず 然る を 今 此談に 及び 候 は 唯 我國を 恐嚇して 其 求む る 所 を 叶へ 候 はんとての 

誣 言 なるべし 始の 言 赏 ならば 終の 言 僞也 終の 言 眞 ならば 始の 言 妄也 いづれ も 

聢と 返答 可 申 旨 及 懸合候 はて 彼の 詞塞， 0 可 申 候 其 節 尙申聞 度 候 は 旣に大 綱領 

の 所に 於て 如 此僞妄 有 之 候 上 は瑰々 たる 細目 論ずる に 及ばざる 事ながら 尙 一 

ぼ 文 あるべ 二 可 .5 '聞 候 合衆國 一 體の 風貌 を 心得 候までに とて 申立 候に 是迄 一 里たら とも 

干戈 を 用 ひ 候 義は無 之 條約を 以て 相 結び 候 事と 申 候へ ども 六ケ年 以前 其國當 

邦へ 始めて 使節 差 越 候 節 許 多の 軍艦 兵器 用意 有 之 候 は 如何なる 趣意に 候 や 其 


節 使節よ.^ 白旗 等 贈.^ 候 無 禮の事 も 候 

候 はん を 嘆き 思 召 ひたすら 寛容の 沙汰 

く 無難に レて其 生を樂 しみ 候 事に 候へ 

干戈 を 用 ひ 候 は 必然の 事に 候 彼の 一 

審の 一 つ 也英國 と唐國 との 取合の 事 は 

亂は 何故-一 切 口 を 開かず 候哉是 全く 恐 

是又 不審の 二つ 也 阿片の 生 民に 大害ぁ 

易の 道 開け 候へば 唐 國同樣 追々 阿片 持 

國と雖 も 手出し 難 成程に 手配 致し 嚴禁 

の 本邦に て條 約の 禁の よく 制する 所に 

と拔置き候は•、：^英國にて削.=^可申と存 

約 を 削らず とも 其禁を 犯し 候へば 生 民 

申 候 他 國の邪 利 を 助けん が爲に 自國の 

又 不審の 三つ 也 吾 朝廷に 於て は 其國と 


ひし かど 吾 朝廷 邦 內生靈 の 塗炭に 苦み 

に 及ばれ 候へ ば こそ 只今 兩國の 軍民 か 

若 彼 時 吾 朝廷 寬容を 旨と せられず 候 は 

時の み 一 體の風 誼 を 失 ひ 候 事 や 是又不 

噪々 しく 被 申 陳候所 印度 英領-プリ 1 大 

嚇の 意思に 相 礙ぅ候 故の 事に 可 有 之 候 

る 事 心付け 尤に候 所 英國に は 本邦と 交 

渡 -^ 賣 弘 め 候 志 願 の よ し 旣 に 唐 國 の 大 

を 破て 奸賣 を恣 にし 候 趣に 候へば 小國 

ある まじく 候 然る を 合 衆 國の條 約に 聢 

じ 候と も 叶 ひ 申 まじく との 事た とひ 條 

の 害 は 同 樣に候 是小兒 を 欺く の 說と可 

生 民 を 損害せ しむべき 道理 可 有 之ゃ是 

一 と 度 信約 を 被 結 候 上 は 何事 も 親睦 を 


生起 し行此 
な 稿た よ 書 
り 者れ り武 
は ど 差 具 
先 も 出 奉 


上  書  二 〇 四 

旨とし毫髮も欺く^Jとなく候へば其國に於ても固ょぅ欺.瞞變詐はぁるまじき 

事と 存じ 且此度 大統領よ， の呈誊 にも 使節 申立の 事 十分 信用 疑 ひ ある まじく 

と 迄 も 有 之 候 故 形の 如き 談判の 運びに も 相 成 候 事に 候 然る 處此度 天朝の 御 趣 

意と して 端 を 改め 相尋 候へば 如此 不都合なる 事と も 失望の 至に 候斯て は此儘 

朝廷の 思 召に 任せられ 候 事 難 相 成就て は 態と 發， 二 使 一 尙其國 政府と 可 及 懸合候 

事 

以上 

gi 年 正  大銃 改造に 付 武具 奉行より 文聰 公に 上る 

昨年 以來 佐久 間脩理 方へ 罷 越し 御 內用筋 申 談仕候 折 柄 論 語 足 兵の 理解 を 承，^ 

幷に砲 器不任 熟に て は 人の 五體 不具 同樣と 申義も 承知 仕 且淸國 及び 西洋 戰爭 

の 次第 本邦 とても 當時先 御 無事に は 候へ ども 追々 甚氣遣 はしき 御 時節と. I??  4^ 

候 懸念の 趣 を も 承知 仕 私共 其 任に は 無 御座 候へ ども 假初 にも 御 武具の 奉行 被 

仰 付罷在 候； 5 ながら 右 等の 御 時節 御備向 御手 薄の 義 承知 仕 五體 不具 同様の 御 


道具 取极 安然と 罷在候 事 深く 奉 恐 入此程 大小 銃の 義に付 申立 候 筋 御座 候所大 

銃の 義は尙 明細 見込 取調べ 申 上 候 樣被仰 渡尙又 修理 へ も 及申談 左の 通 申 上 候 

宜しく 御 勘 * 可 被 成 下 候 抑 大砲 御用 意の 義は憚 入候義 ながら 專ら 何の 御爲と 

申 御主 意 御 儼然と 相 立候樣 仕度 此御 主意 一 と 度 御 傲然 相 立 候 時 は 御 逼迫の 御 

中に 御座 候共當 今の 御 急務と して 何程の 玉 目の 御 筒 何程の 挺數 是非とも 御製 

作 有 御座 度と 申 義隨て 御 分明に 御成 候義と 奉存候 私と も不學 にて 右 等の 義是 

迄 不心得に 罷 在候處 追，^ 修理よ ftN 承知 仕 候へば 大砲 御用 意の 御主 意 は 非常の 

節邦內ぃか樣暴亂のもの出て來-^候とも拾萬石の御領分をば其侵掠を不被爲 

受御 無難に 御 持 泳へ 可 被 遊 其爲の 御用 意に 有 之 偖 又 海津城 御城 主に 被 爲入候 

柄に は 御城 地の 御 守備 は 申 上 候 迄 も 無 御座 候 御領 分 とても 四 郡に 相亘， 0 道路 

往來の 口々 も 八方に 有 之 候へば 非常の 節 暴 亂を遏 め 侵掠 を 被爲 防候樣 には此 

口々 の 御 固 は 兼て 其 御 預備無 御座 候て は不叶 御義と 申義に 御座 候 〇 御領 分 一. 

通..^四郡と相唱候へども御損ぁる義にて其間中野中の條兩御代官所並に上田 

須坂推 谷 領等も 有 之 候へ ども 四 郡の 口々 大抵 皆 御領 分に 候へば 非常 御用 意 は 

上 書  二  cm 
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是非とも 此方 樣 にて 無 御座 候で は 難 叶 義と奉 存候乍 去 損益 利害 は 皆 反 複相倚 

-^候もの故に御守備御十分に被爲行屆候上ょ，c^は自然と又御利益可有御座候 

乍 然其義 は 姑く 差 置き 當 今の 世に 相 成 候て は 城 を 守.. -候 も國を 固め 候 も 大砲 

無 之 候て は 博 あき 不申候 義に付 唯 ひたすら 御用 意 有 御座 度 御 義と奉 存候右 口 

々と 申 は 岩 鼻口、 中原 口、 北國 口、 飯 山 口、 其 他 室 賀、 地 藏 かん 口、 保 科、 仙 仁、 仁 禮、 溫 峠 等 

にて 西北 山中に も 松 本領へ 透...^候ロ三四箇所も可有之候はじめの四箇所は往 

還の 大道に て路幅 もや. -廣く 多く は 平坦に 御座 候 所 其 他 は 多分 山路に て 幅も狹 

く且險阻に候て箇樣の地勢に目方重き銃砲は用ひ難く去-^とて銃砲無之候ては 

非常の 御守鎮 は出來 かね 候 趣に 御座 候險 阻の 山地に 砲 を 用 ひ 候 戰例は 和蘭領 

ジャソ の戰に 御座 候 此地は 至て 山 多き 地に てし かも 其 平地の 分 は 多分 稻 田に 

て 年中 過半 は 水 有 之 候 水 乾き 候 時節 にても ひ 泥の 深さ 二三 尺に て 馬 足 立ち 難 

く 其 水田の 間に 土手 有 之 土手の 上 即ち 小徑 とて 土人 往來 致し 候 所 梅雨 頃に は 

其路 ことの 外ぬ か， 9 候て 往來の もの も 迷惑 候よ し 然る 所 其 地 五 年の 間絕 えす 

戰爭有 之 候に 和 蘭人 其^の 山 用 砲 を 以て 道路に W ある 所 は 泥 田 山 谷 を 嫌 はず 


持 運び 毎々 勝利 を 得 遂に 其 地 を 平 蕩し候 事 彼國戰 記に 見え 申 候此戰 爭の靜 

う 候 は 遠から さる 義 にて 當 年より 卅年 前の 事に 御座 候彼國 にても 砲 器 を 形の 

如き 地勢に 用 ひ 遂に 勝利 を 得 候 は 全く 山 用 砲 製作 他國に 超越し 候 故と 往々 自 

負の 詞も 見え 候 程の 義に 御座 候此戰 記に 見え 候 地勢 を 詳に仕 候に 御領 分の 地 

勢に よく 似寄 候義と 奉存候 就て は 御當方 にても 御實 用の 御 武備に は此戰 Si に 

見え 候 山 用砲數 多く 御製 作に 相 成候樣 仕度 義と旣 に 右 之 義は感 應院樣 御代 修 

理義 度々 建 言 も 仕 候よ しに 御座 候 御 同院樣 にも 尤の義 に 被 思召然 らば 山 用に 

可 相 成 候 輕砲鑄 造 相 試み 候樣 にと て修现 手へ 被 仰 出 三 斤 地 砲 J 贿 g と 十 

二 拇人砲 十三 拇天砲 御 出 來に相 成 候 趣 然る 所 右戰記 並に ブランド トク 陣法書 

等 山 用に は 三 斤 地 砲 十二 拇人砲 を 以て 便利と し 候 事相 見え 候へ ども 其 砲 製作 

の 尺度 は 一 切見ぇ不申依て修理義洋學諸友へも相賴み且自身にも諸書に涉.=^ 

穿 靈仕候 所 三 斤 地 砲の 尺度 は ぺクセ グの砲 書中に 载せ有 之 十二 拇人 砲の 事 は 

其 頃 迄 渡 來の書 公儀 御 書物 並に 濱松侯 藏本等 迄 相 さがし 候 へど も 何 書に も 見 

え 不申唯 ブラ ンドの 書に 其 砲の 重さ 一 門 を 以て 馬 一 匹に 負 はせ 候 事相 成 候 程 

上 書  •  二 〇 七 


1^ 嘉天 

年年 
の は 
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に 製し 候と 申義 記し 有 之 候に 付 夫 を 根 據と仕 算法 相 應の術 を 以て 馬 一 駄の重 

さに 仕上 候 様 割合 を 定め 製造 仕 打 試 候 所 二 砲と も輕 便に て 六 斤 砲 等と は II 

§ 目 遙に 相違 仕 地勢 宜しから ざる 場所に も かつく 運送 も 出 來可申 候と 被存 

候義 のよ し 然る 所 修现は 天 保 子年 江府に 於て 竊に承 候に スチ I ルチ f スの陸 

砲 書 公儀に て 御 取 寄せに 相 成候處 砲術 近來の 新發明 悉く 此 書中に 有 之 無類の 

良書と 申 義に付 御上 へ御拜 借の 義奉願 暫く 取 下け 一 讀仕候 所 果して 精密の 圆 

■TP 添 居る 和 蘭 近 來の發 明に て 陸軍の 砲 器 を 總て輕 便に 致改 製の 方法 詳密に 相 

分 ftN 當今 砲術の 利便 此 外に 有 御座 じく 相考 候に 付 早速 其 法に 因て 六 斤 地 砲 

十二 拇人砲 等  一 二 門 鑄 立て a 年の 春大森 稽古場に 於て 打 試し 候 所 砲身 車臺の 

輕便は 申 迄 も 無 御座 照尺 擊 機の 巧妙 観る 者 目 を 驚し 候義に 御座 候 ひき 本邦に 

ャグラ K ン" ト 0 ジカケ 

て 新 製の 輕砲を 鑄 立 初め 候 は 修理の 此擧を 以て 先鞭と 仕 候よ しに 御座 候且其 

スチ r  ,チ  >  スの 誊 中 別に 山 用 砲と 申 もの 有 之 即ち 前に 申 上 候 戰記中 評判の 

三 斤 地 砲 十二 拇人 砲に て 其 製作 を 詳に仕 候へ は 其 三 斤 地 砲 は ぺクセ ル 書中の 

も. のと は 全く. 別品 R  £ め M さ 7f 多^ に 相喊し 候。 < ：タセ グ. 眷 * の 三 斤 砲 は 其 


重さ 七 拾 贰赏目 を以常 法と 仕 候 所 新 砲 

砲と 申 もの も 別に 其 物と て 鑄 立 候 品に 

三 斤 砲 を 以て 其 口 徑を十 一 拇半に鑽，c^ 

候 ものに て 誠に 意 料の 外 之義に 御座 候 

は 先年 は 洋書の 渡 來も少 く且聞 見も狹 

に 便利 可 有 之と は 相考候 へど も 折角と 

候 事に 御座 候 西洋に て 形の 如く 砲 制 も 

の 御 爲には 何分 其 一 變仕候 新法 御 取 用 

I ス の 原書 迄 幸に 手に入 候義に 付此書 

拇半人 砲に 鑽廣 げ是 迄の 十二 寸人砲 二 

砲 二 門に 御改鑄 御座 候樣 仕度き 義に御 

右 は 始め 條理 手に 於て 一 門 鑄 造 仕 候 所 

地 荒 多分 出て 候に 付 御用に 難 相 立 鑄 直 

一 門 も 地荒甚 しく は 御座 候へ ども 形に 


は 四 拾 貫目 餘 にて 相 濟み候 其 十二 拇人 

無 御座 其 頃 迄 普通に 用 ひ來， ^候 野戰の 

廣げ 外面に も少々 手 を 入れ 人 砲に 用 ひ 

よし 右に 付此節 修理 義 私共 迄 申 聞け 候 

隘 にて 御當 地の 如き 地勢に は輕 便の 砲 

丹誠 仕候兩 種と も 右の 次第にて 甚恐入 

一 變仕候 事に 候へば 御當 方に て 御實備 

ひに 被 成候樣 仕度 昨年 中 右スチ T 〃チ 

中の 法則 明細 了 然し 七 百 目地 砲 は 十 一 

門 は少々 の 御 足し 銅 を 以て 新法の 三 斤 

座 候 只今 十二 寸御筒 二 門 御座 候へ ども 

湯加减 あしく 鑽 入れ 候 段に 及び か 、う 

し 申 付 外 一 門出 來相成 候 所 始め 吹 立 候 

申 分 も 無 御座 候 を打碎 き！^ も 痛ましき 


上  書  二 〇 九 


次第 且此ま V 差 置き 候 は V 非常の 節 或は 御用 立 候 義も可 有 御座 候と, 51 考へ 

人へ は聊 の手充 差遣し 其 儘に 差 置候義 のよ し 左 候へば 御 入 料の 御 本 は 一門 丈 

の 御 費に て 此度ニ 門 御 改鐘被 仰 付 候ても 其赏は 一 門の 譯に 御座 候と 申 事に S 

座 候 偖 又 修理 研究 仕 候 西洋 兵法 を 以て 御 家中 御人數 にかけ 合せ 拾 萬 石の 御頜 

分 御 守、 備 の 御 爲假に 御 砲 政 を 相 調へ 候へば 岩 鼻口 ふ 飯 山 口 迄の 四ケ 所の 爲ズ 

は 六 斤 地 砲 十二 門 十二 拇長人 砲 四 門 手 天 砲 八 門 室 賀地藏 等の 口に 拾  一 二箇所 

と 相 積う 山 用地 砲 二十 四 門 十 一 拇半人 砲 八 門 手 天 砲 十二 門是 丈の 御 砲數は 是非 

共 御用 意 有 御座 度 御 事是は 御中 軍 御 守 城 御 備をも 其 内に 籠め 候 取調 のよ し 凡そ 

山地の 口々 へ は 山 用 砲 二 門 平地の 海道 筋へ は 野 戰砲ニ 門 いづれ も 手 天 砲 取 交 

せ 相備へ 其餘は 悉く 御中 軍に 相 列し 策應に 供し 可 申 凡そ 軍事 は 敵に 依. 0 時に 

隨ひ變 化 有 之 事 は 勿論に 候へ ども 右の 如く 手配 仕置 候 事 守 儀 預備の 大法と 申 

事に 御座 候 御領 分の 義も 非常の 御備無 御座 候て は 誠に 恐 入 候 義に付 何分 是丈 

の御備は有御座度と修理每に申間け候義に御座候此御砲政の積，=^ 一  通. 0 承. 

候 所に ては大 造の 義 にて 中々 容易に 御 出 來に相 成 かね 候 様相 聞え 候 處大署 R 
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に 無 

二十 

可 

兼 て 

易に 

て は 

から 

5 候 

同樣 

御 六 

數 一 

門 の 


御座 大凡 

四 門 十 一 

申 左 候 へ 

一 策 有 之 

王公 險を 

山 谷の 險 

ず 必ず 大 

手 充行屆 

の 義に付 

ケ しく 御 

預膪に は 

門の みに 

砲 は 二 門 


二 門 以上 組合せ 候 はねば 宜し 


三千 五 百兩も 御座 候 は て 可也 

» 半 人 砲 八 門 手 天 砲 十二 門 は 

ば何以 驚き 候 程の 義に無 御座 

候よ し 御檨子 次第 其掛 より 內 

設けて 其國を 守る と 申 事 御座 

に 倚.. >  城廓 溝 壘の險 を 設け 候 

小の 火器 其 地と 人と に 應じ具 

き 候 事と 可 被 申 候 左 候 へ ば此 

何分 も 深く 御 勘 辨の上 御製 作 

座 候と も 年 を 追て 也 御 全備に 

二十 拇ニ 十九 拇の天 砲 も 本よ 

て は 其 利 乏しく 候 由 西洋に 昔 

の 用に 充ら ずと 申す 諺 も 御座 

からざる 趣に 御座 候 依て 是等 


御 出 來に可 相 成就 

千 五 百 兩も有 之 候 

候 且右御 入 料の 義 

々見込 御尋有 御座 

候 かに 御座 候所當 

ばか.^ にて は决し 

足 全備 仕 候 上に て 

數の 大砲 も 即ち 御 

御手 配 御座 候樣仕 

相 成候樣 仕度 義と 

, ^御 必要の 趣 乍 去 

よ ，o^ 一  門 の 砲も 一 

候て 砲 は 是非とも 

の 御 筒 も 追々 御 次 


第 を 被 爲立御 增鑄有 御座 度 奉 存候倍 又 近 來外蕃 一 統 砲の 輕便を 赛ら 貴び 候樣 

相 成 候 子細 は 軍 爭の實 地に 臨み 砲 重く 候 時 は 運用 鈍く 驅 引き 思 ふ 様出來 かね 

敵の 輕砲 にて 手配 十分 行屆き 候に 出逢 候て は 每に敗 卿 を 取う 又輕 便の 砲に て 

驅引 自由に 候 時 は 其 左右 進 返の 利に 因て 敗を轉 じて 功と 成す 無量の 手段 御座 

候よ し是 故に 近 來の砲 書に は 以前 並 方の 重砲 も 新 製の 輕 砲と 同じ 時限に 種々 

の 述轉を 試み 是 丈の 得失 有 之 候と 申 事 詳密に 其 取合 を 論じ 有 之 候 左 候へば 當 

今 之 砲術 は 唯 筒よう 彈丸を 打 出し 目印へ 打 中て 候ば かう の 事に 無 之述轉 にも 

常 法の 時限 有 之 ねら ひ 方 込 方 等 も 常 法の 時限 有 之 萬 端 其 常 法に 違 はざる 様 精 

熟 仕 候 を 以て 其 術と 仕 候よ し 只今 御 有 合 御座 候 製作 不行 屈の 御 筒に て は 打 方 

の手績 のみ は 聊か 演習 も出來 候へ ども 運 轉驅引 等の 沙汰に 及び 候て は 更に 修 

業 可 仕樣 無 御座 ゎづ か隔， ^候 打 塲迄持 運び 候に も はかくし く 參，^ 不 申大騷 

ぎ を 致し 候て 漸く 持 屈け 候箇 檬の義 にて は 非常 倉卒の 御用に 决 して 難 相 立 非 

常 倉卒の 御用に 難 相 立 候 節 は 則ち かの 不具 人の 譬 にて 其 數 御座 候ても 其 甲斐 

無 之 折角 御用 意 被爲在 候ても 其 甲斐 無 御座 候て は 誠 以恐入 候 御 義に付 何分 も 


深く 御勘辨 御座 候樣 仕度 奉 存候其 上 深く 掛念可 仕 は 近 來外國 人形の 如く 本邦 

の 四邊に 付け込 北 越の 地に も 追々 賀易 の 場 開け 可 申 風聞 も 有 之 左 候て 賀 易の 

塲 所々々 長 崎 横濱を 始め 人氣穩 かならず 候 趣に も 相 聞え 候へば 此末御 國內何 

樣の變 生ず まじき に 無 之 其 節 自然 十分の 御用 意不 被爲屆 御手 落の 義 御座 候て 

は 天下 御名 春の 御 家 御先 祖樣へ 被爲對 候ても 乍 恐 御 濟難被 遊 御 事と 奉 存候何 

卒 天の 未だ 陰 雨せ ざるに 牖 戶を綢 緩す るの 譬を 以て 御 砲 器の 分 も 御 改鑄可 有 

御座 は 速に 御 改鑄有 之 其 數を可 被 爲增は 速に 被爲 增候樣 仕度 奉 存候右 御改鑄 

並に 御手 入 可 有 御座 候 御 筒の 分 委細 別紙 御 武器 1* 寫に 夫々 下 礼 仕 見込の 次第 

申 上 候 宜しく 御 勘 辨可被 成下孩 以上  - 

修理 更に 申 聞け 候 は 野 戰山用 諸 砲の 外 試藥天 砲。 モ 一門 並に 火藥製 

造の 道具 一 通，^ 是非共 御製 作 有 御座 度 火 藥の義 是迄有 觸れ候 本邦の 俗 製に 

て は 軍陣の 用に 充らす 必ず 西洋 諸國の 製の 如くに して 始て 軍用に 相 成候義 

に 御座 候此邦 有觸候 如き 火藥 にて 軍陣 間に合 候 事に 候へば 西洋 諸國 にても 

何し に 冗費 を かけ 斯く迄 精密に 仕 候 はん 無餘議 子細 有 之 候へば そ 次第に 


精製 仕 候義に 御座 候 大小 銃と も總て 火藥に 因て 其 用 を 成し 候義に 付人 身に 

譬へ 候へば 火藥は 全く 銃砲の 血と 可 申 人身 血に あら ざれば 生 を 保たず 銃砲 

も火藥 にあら ざれば 其 用 を 成さず 同じ 血 にても 其 性 惡く候 へ ばん 身に 種み、 

の 病 痛 を 生じ 同じ 火藥 にても 其 性 あしく 候へば 軍陣の 際 弊 病 百 端 相 顯れ候 

義に 付人の 養生 は 血液 を 調へ 候 事 主務に 有 之 銃砲の 用意 は 火藥を 精製に 仕 

候 事 第一 に 御座 候此義 修理 かねての 持論に 御座 候 所い つ 方 も 同 樣觅角 苟且 

に 安んじ 候 人情 故に 有觸 候火藥 にて 當座 一 時の 間 合； 5 候に 付 諸 藩と も火藥 

の 製 等閑に て 嘆息の 次第 唯 佐 賀萩ニ 藩 はよ く此 所に 心 を 盡し候 もの 有 之 非 

常の 際 必ず 其 効 を 見 可 申 事に 御座 候 御 本 藩 にても 何分 も 御 軍備 御 赏用を 御 

心に 被爲掛 西洋 通 ftN の火藥 御製 造に て 平日 演習に も 其 藥を相 用 ひ 御園 は 勿 

論の 義に 仕度 奉 存候偖 又 火 藥の强 弱 は 天氣の 寒暖 燥 濕空氣 の輕重 等へ かけ 

合せ 試 藥天砲 を 以て 精細に ためし 藏 器に 記し 置き 夫 を S 本と して 大銃玉 着 

の 吟味 も 仕候義 左な く 候て は 全く 其 本 を揆ら ざる 次第にて 西洋 先 覺の心 を 

用 ひ 撰 著 候 譜表 も 一 向に 其 用 を 成し 不申 砲學の 上に 精密に 講究 可 仕 筋總て 


* 莾に 流れ 候義 嘆げ か はしき 義に 御座 候 非常 實 地の 際に 臨み 始めて 其齒稗 

を悔 候ても もはや 臍 を gi み 候 義に付 此兩種 は 少しも 早く 御 取 揃に て 砲學の 

墓 本 相 立候樣 仕度と 申 聞け 候 何 さま 尤の 次第に 相 聞え 候 何分 も 一 同 御勘辨 

の 程 奉 仰 候 以上 

庚申 正月 

御 武器 帳大 銃の 分 下 礼 

一三 百 目地 砲 

是は 江川 殿 未熟の 料 見 を 以て 杜撰に 取 立ら れ候 形に て 西洋 諸國 いづ 方に も 

曾て 無 之 不便 至極 御用 立 かね 候 品に 付 新法の 三 斤 砲に 也と も 少しの 御 足し 

銅 を 以て 御 改鑄有 御座 度 奉存候  ， 

一 五 百 目地 砲 

, 是は 公儀に 御座 候舶來 砲の 圖を 以て 御 出 來に相 成 候 品に 御座 候 然る 所 砲身 

尺度 並に 飾 帶の樣 子 を 以て 勘辨仕 候へば 當 時よ，^ 七 八十 年 以前 和 蘭 にても 

砲 制 未だ 一 定 せざる 時節の 砲に て當 時に て は 野戰山 用と もに 不便の 製作と 


被存候 行々 御 急務の 御 筒 御 揃に 相 成 候 上 は 是又御 改製有 御座 度 候 所 夫 迄 は 

御城 附の 御用に 相 充申度 奉存候 

1 國風五 百 目 

是又 杜撰の 製作に 御座 候へ ども 銕張 筒の 儀に 付 不便の 所 手 入 致し 同じく 御 

城附 御用に 相 充申度 奉存候 

1 七 百 目地 砲 

是は 近年 迄 普通の 三 斤 砲に 付 新法 を 以て 鑽廣け 十 一 拇半人 砲と して 山 用に 

相備度 奉存候 

1 壹ダ 目地 砲 

是は 西洋 六 斤 砲の 積， にて 出來候 ものと 被 存候所 口 徑餘程 狭く 六 斤 常 法の 

彈は筒 中へ 納 うかね 不都合の 義其 上古 法の 六 斤 砲 とても 筒の 目方 百 S 拾 六 

ズ目餘 に 御座 候處 形の 如き 貫數常 法よ.^ 全く  二 拾 貫目 餘 過量に 御座 候 其 上 

. 砲 尾の 重さ 法に 外れ 候 故臺の 保ちに 甚差^ 候 趣 元 來此砲 臺は台 身 を 一 本 仕 

立 候替に 御座 候 所 製作 間違 候て 圔城 砲の 臺に 似寄 申 候 砲身 二 拾 貫目 過量に 


候 上 砲 尾の 重さ 度に 超え 候へば 臺 のみ 法の 如く 改め 候に 難 相 成 候且是 迄の 

臺は 江川 殿 杜撰の 作意に て 無慚の 製作に 付 筒 臺共御 改製有 御座 度 奉 存候新 

六 斤 砲 筒の 目方 大凡 八十 貫目に 付少々 の 御 增銅を 以て 六 开新砲 二 門 御出來 

に 相 成 可 然奉存 候 ， . 

一 十二 姆人砲 二 門 

是亦 聊かの 御 增銅を 以て 新 三 斤 砲 二 門に 御 改鑄有 御座 度 奉存候 . 

1 十二 寸天砲 

是又 江川 殿 杜撰の 製作と 被 存候ー 體 の形狀 本式と 甚の 相違に 御座 候 元來此 

砲に 丸き タ ッ プは無 之 砲 底に 板 を 鑄 付け 夫 を 以て 臺 へ 四十 五 度の 角度に 取 

rf^ け 候 事 翁 式に 御座 候 西洋 砲 圖に此 砲 を 上面よ 6S 見る 圖有之 砲 底の 板 即ち 

棒の 如く 見え 候 夫 を 砲 書 を參考 せず 倉卒に 棒と 心得 鑄 造 候 ものに 付 御改鑄 

本ょ-^の義に奉存候 

一 十 三寸 天 砲 

砲身 申 分 無 之但臺 新式に 御 改製有 御座 度 奉存候 


一 十五 寸人砲 

此短人 砲 尤も 不便 利の 品に 付輕 便の 式に 御 改鑄有 御座 度 奉 存候近 來長人 砲 

發明 にて 短 人 砲 や V 廢れ候 様に 候へ ども 尙 全く 廢棄に 至らず 然る 處短人 砲 

の 常 式 砲 誊に有 之 候 所 は 筒の 目方 九 拾 貫餘に 御座 候 然るに 此砲は 百 五十 貫 

目に て 全く 六 拾 貫目の 過量に 御座 候 如 此の 過量に て は 夫の みに て 便利 あし 

く 不都合の 義に 御座 候 所 其 上 更に 人 砲の 法則に 外れ 中部 太，^ 居候に 付 照準 

の 都合 も 不宜且 火 門 も 異様に 付點 放に も 不便 利に て 一 として 取合 無 之 品に 

御座 候此 式の 筒先 年 高 島四郞 太夫が 手に 有 之 候 を 公儀へ 献上 仕 候 其 頃 西洋 

砲 害 を 研究 仕 候 もの 世上に 無 之 候 故 一 統 是非 を 知らす 四郞 太夫 門下の もの 

は 爭て此 式 を 模造し ホク ヰッッ ル とさへ 申せば 此 式の 外 無之樣 心得 候義に 

御座 候此 砲の 非 を辨じ 正式 を 製造 仕 候 は 修理に 始ま， CS 候よ しに 御座 候此砲 

目方 多分 御座 候に 付輕 便の 品 二 門に は 存分 相 成 可 申 奉 存候 

一 二十 寸天砲 

砲身 申 分 無 御座 候臺損 居候に 付 此度は 本式に 從ひ鐡 にて 御製 作 有 御座 度 奉 


二十 九 寸天砲 一 

此砲 御城 附には 一 

の箬に 御座 候 所 一 

然と 奉 存候第 一 一 

其上タ ッ プの附 j 

鬼ても 始終 は 御 

一 

有 之且此 種の 御 一 

からず 候に 付い； 

座 度 奉存候 

附此砲 御製 作 一 

無 御座 候て は 一 

座 候 故に 御 筒 一 

五 百 目 張 筒 ュ 


御 必用の 御 品に 御座 

此御筒 は 夫よ- H ハ拾 

ロ徑常 式に 及ばず 候 

所餘程下-^居候故裝 

改鑄無 御座 候て は 運 

筒に て は 西洋の 諺に 

づれ 追々 此御類 砲 も 

御座 候 柄 は此持 運び 

不叶候 趣 此車も 何卒 

を 久しく 河原に さら 


候 但し 本 法 は 筒の 目方 三百 十七 貫目 餘 

貫餘の 過量に 付 尺度 所々 間違 居候 證 顯 

に 付 本式の ボ ム ベ ンを 打ち 候 事 能 はず 

彈 の節餘 計の 人力 を 煩し 候 趣に 御座 候 

用甚御 不便に 御座 候 乍 去 大物の 義 にも 

從ひ 候へば 一 座の みに て は 御 便利 宜し 

御 鑄 立に 可 相 成 其 節 一 同に 御 改鑄有 御 

の爲に 是非 モ ルチ r  ,ヮ I ゲンと 申 車 

御 取 立に 相 成 候 檬奉存 候 畢竟 此車無 御 

し 候に て 右の 義 見苦しき 次第と 奉存候 


始めに も 申 上 候 通 其 法の 製作に は 候へ ども 少々 御手 入御 座 候て 御城 附 御用 

に 相 成候樣 仕度 奉存候 

以上 御改 鑄に 可 相 成 御 筒の 臺 車の 分 新 製の 臺車御 出 來に相 成 候に 於て は御不 

用に 可 相 成 候 樣被考 候 所 全く 左 檨に無 之 候 趣 野 戰砲山 用 砲 共 八 門 を 以て 一 隊 

と 定め 候 事に 御座 候所每 一 隊 鍛冶 道具 を 载せ候 車 一 輛雜具 を 載せ 候 車 ニ輛宛 

を 備へ候 事 定法に 御座 候へば 車輪の 分 夫 等の 車に 相 用； 5 候へば 矢 張 御 用途 を 

减じ候 譯頰板 車軸 等 は 御 不用の 姿に 候へ ども 是は 職人の 手間 ネ兩 輪に 比し 候 

へば 何程の 義 にも 無 之 御 入 料 も 本よ.^ 聊の義 に 就き 格別 惜み 候に 足らざる 義 

と奉存 候.  . 

白 井の 名 を 以て 上書の 許否 を 伺 ふ 書 (象 山の 草按) 

佐久間修理儀去る癸丑之年亞墨利加之事起，c^候時節御時勢を量，c^天下之御大 

計 を 被 爲立候 御 爲には 和 戰之ニ 途に拘 はらず 先 第一 に 人 を 海外に 被 差 出 西洋 

製 之 船 艦 御 買 上が てらに 外蕃の 形勢 事情 御 探索 有 御座 度と 申 儀 當時之 御 急務 


十 箇條之 第一 に 認め 川路 左衛門 尉樣御 取次 を以 阿部 伊勢 守樣迄 上書 仕 候 儀 御 

座 候 處御取 用 無 御座 候 乍 去 天下 之 御 形勢 當今之 御 次第に 馴致し 可 申 を 思念 仕 

門下 之內 人材 を擇み 一 人 也と も 外國の 形勢 事情 親しく 致目擊 心得 置かせ 候 は 

^牲々 一 廉 之御國 用に 可 相 成と 存し長 州 浪人 吉田寅 次郞を 申し 勸め亞 國へ渡 

し 候 はんと 相 謀. CS 候 儀 發覺に 及び 御 國禁を 犯し 候 廉を以 蟄居 被 仰 付 何 角 御手 

數に相成候儀奉恐入候然る處其以來兼て氣遣ひ奉存候通-^外蕃諸國ょ-^頻に 

交易 之 儀 奉 願 本邦 東西 雨北數 箇所に 港 を 開き 候 儀 御 許容に 可 相 成 風聞 有之尤 

天下無此上御失計と乍恐奉存候其儀に就き候ては漢土ょ，=^魯西亞に係-^候的 

例 も 有 之い か 程 も 御 許容 難 相 成 御 拒の 方 可 有 御座 奉 存候其 他 天下 之 御 爲奉申 

上 度 筋 數箇條 御座 候に 付御咎 中には 候へ ども 彼の 鄒 陽が 獄中 上書 之 振 合を以 

て 罷成候 儀に 御座 候 はく 上書 御 取次 被 成 下 度と 御用 番迄 親類 を 以て 申立 候 儀 

御座 候 處難相 成 趣 御差圖 にて 不及 是非 戊 午 之 年に 當て早 打 小銃 製作 之 儀 工夫 

仕 親戚 中 門下 之 者 を 以て 打 試 候處杲 して 便利に 存し御 時節柄 御 武備 之 万一 を 

も 奉 補 候 樣仕御 咎中御 國恩之 分 毫をも 奉 報 度 其 小銃 之 製作 打 方 弁に 便利 之 次 


第 迄 一 書に 相 綴 公 邊向御 伺 之 上 献上に 被 成 下 度 御用 番迄 申立 其 節 御上 へ も 右 

誊 一部 献上 仕 候 然る 所 井伊 掃 部頭樣 にて 前年 之 冬よ- - 翌年 六月 迄 か 右 害御留 

置 相 成 遂に 修理 御咎中 著述 之 書物 献上 等 不相成 候 趣 則 掃 部 頭 樣御內 衆 富 田 某 

より 相 達し 被 差 房 候と て 御掛恩 田賴母 殿御 下け 被 成 候 右 之 儀 御 當家御 留守居 

之 不取計 ひか 又は 井伊 家 尾籠 之御處 置か 不相分 候 得 共 献上 もの 故 書物 仕 立 を 

も 極 念 入に 仕う 候 を長留 にて 御 下に 相 成 候の みならず 剩へ 鼠 喰 之 疵付け 相 下 

う 候 儀に 付 甚不得 其 意義に 存し其 節 長 谷川 善 兵衛を 以て 賴母殿 迄 得 御意 候 儀 

御座 候 處賴母 殿 不取斗 ひの 儀 平に 詫 入 候と 申 儀に 付 致し方な く 其 儘 相 止み 候 

儀 御座 候 其 節 も 著述 之 儀 分 毫之圖 報と は 申 上 候 もの.^ 赏は右 を 以て 公 邊御樣 

子 を も 奉伺 右 著述 御 取 上に も 相 成 候へば 夫に 嗣ぎ 段々 胸臆に 貯へ罷 在 候 天下 

之 御 至 計と も 奉 存候義 を 申 上 候 はん 覺 悟に 御座 候 處當今 御 武備に 就き 著述す 

ら御取 上 無 御座 候 程 之義に 候へ は 御大 政 之 上等 之義 上書 等 仕 候 はん 事 存じ も 

寄らず 候 義と觀 念 tt 其以來 心に 絕 候に は 無 御座 候 得 ども 有無に 閉口 罷在 候然 

る 所此度 公方 樣 格別 之 思 召を以 御大 政 御變革 被爲在 諸侯 様 方 御 參勤御 交代 迄 


御 改に相 成 天下 之御爲 見込 候 儀 無 忌憚 申 上候樣 上意 も 御座 候 趣 奉傳承 御建國 

以來 未曾有 之 御 新政と 奉存候 就て は 是迄數 年^ 罷在候 儀と も 上書 仕度 奉存候 

蟄居 被 仰 付 候 以來九 ケ年之 間 兩度右 申 上 候 通 企 望 仕候義 御座 候 所 最初 は御內 

御用 番 にて 御 差留 再度 は 掃 部 頭 樣御拒 絕を以 て不果 其. 意殘念 奉存候 あはれ 此 

御 時節 天下 之 御大 計と 奉 存候義 上書 仕 苦し かる 間 敷 哉 否 哉 公 邊迄乍 恐 御 伺 被 

成 下候樣 仕度 奉 存候右 之 段 修理 義私ふ 宜申上 御 進 止 被 成 下 候 檬奉願 度 申 聞 候 

に 付 此段認 取 御內々 申 上 候 厚 御 勘 辨御差 圖可被 成 下 候 以上 

九月 十日  白 井 平 左衛門 

時事 を 痛論した る 幕府へ 上書 稿 

乍 恐 謹で 申 上 候私義 陪臣の 身分 殊に 久々 蒙 御 咎罷在 候 者に 御座 候へ 共 當今天 

下の 御爲聊 愚見 申 上 度 奉存候 私儀 乍 不肖 幼年よう 漢籍 を 讀み候 義を心 掛罷在 

候 所 先主 人 信 濃 守 御 加判 之 列 被 仰 付 海防 掛をも 蒙 仰 候 砌私義 に 內意仕 候 は 凡 

防海の要彼を熟知し候ょ.=^先なるはなく候へば是ょ.=^歐羅巴諸州の記载に涉 


.CN 彼の 紀綱政 

其 頃 迄 飜譯に 

分らず 每々 隔 

頃英國 の兵淸 

其赏 海防の 御 

改革 被 爲在候 

一 害に 認取信 

辭免仕 私義皇 

罷成候 其 後 在 

役義を 辭し閱 

頻に 相房邊 へ 

海防 之 御 計 策 

ず 去らば 分に 

文 韻 鑑に傚 ひ 


事 兵制 民俗 何に よらず 記憶 

相 成 候 洋窨の 類 取 集め 一 讃 

靴搔 痒の 嘆 を 免れず 追々 和 

朝 を 騒がし 候義も 風聞 御座 

籌策を 被爲立 候に は 公儀に 

よ，^ 外 有 御座 間 敷 奉 存其他 

S 守 迄 差 出し 候義に 御座 候 

國の 御爲當 今の 御 急務と 存 

所 松 代表に 聊役義 被 申 付 相 

散に 罷在候 內傳聞 仕 候 へ ば 

入 込 候 趣是徒 事に あらず 必 

いかにも 御赏 着に 有 御座 度 

從ひ防海駁戎の楷梯と成-^ 

皇國 同文 鑑を 作- - 五大洲 中 


仕 


於 


在 顧問 

Ij^ 義に 

の 原書 

に 付 深 

て 是非 

賤の者 

る 所 ヒー 一ぶ 

精々 申 

罷在其 

ゥョ^ 

は 念願 


可 申義を 


の 用 

御座 

を TP 

く皇 

と も 
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を辨 
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讀習 


よ JCN 

義も 

義も 

得 ざ 
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よ 6. 

へ 共 

^ ま 


じ 候 様と 

る 所 何程 

ひ 候義に 

御 義を心 

政と 御 兵 

難 申出 程 

無 程病氣 

空しく 泥 

る 筋 御座 
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の 語に 通じ 可 申但和 蘭は久 


の義 

の债 

御座 

配 仕 

制と 

の義 

に て 

夢 晝 

^ に 

ス 等 

と 相 

力に 

淸朝 
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御 許容の 國 にて 其國の 書の 渡來も 多く 天文 

先 和 蘭の 書 を 讀候義 に 付和 蘭の 部 を 和 蘭 語 

態、、 出府 仕 序 凡例 等 相 添 草稿 を 以て 板 行の 

之 依て 阿部 伊勢 守 樣迄罷 出 書取 を 以て 夷俗 

なる はなく 夷 情 を 知う 候に は 夷 語に 通ず る 

彼 を 知， ON 候より 專 なる はなく 當今 海防の 御 

御座 海防 は 天下の 海防に 付 天下の 人に 悉く 

の 情 を 知らせ 候に は 普通に 夷 書を讀 ませ 候 

候 に は 其 詞 誊 を 板 行 候 よ 先 着 は 無 御 座 と 

候 然る 處 戌年 四月に 及び 遂に 右詞書 板行不 

を 失 ひ 去らば 近 來江府 近海 砲 臺御取 立 も 御 

存じ立ち江の島鎌倉邊ょ，c^洲崎松•輪鶴崎浦 

箇所に 餘 ftN 候 を 手 寄 を 以て 內々 悉く 一  見 仕 

を 被爲盡 諸家 樣 にも 隨分御 國カを 被 費 候て 

土  書 


地理 醫術 砲兵の 學を爲 し 候 者 も 皆 

彙と 題し 刻し 申 度 己 酉の 冬 其爲に 

義奉 伺候 所 年を越 候ても 御 差圃無 

を馭し 候に は 夷 情 を 知， ON 候よ， 9 先 

よ. =N 要なる はなく 又 兵法の 先務 も 

先務 も 彼 を 知.^ 候よう 急なる は 無 

彼の 情 を 知らせ 申 度 天下の 人に 彼 

に 若く 事な く 普通に 夷 書を讀 ませ 

尙 委細に 其 得失 を 申 上 候義に 御座 

相 成 旨 御差圆 御座 候 右に 付 大に望 

座 候 趣に 付 右 を 一 見 致 歸國可 仕と 

賀猿島 等 諸家 樣御預 うの 御 臺場十 

候 然る 所公邊 にても 定めて 御 心 力 

御 取 立に 相 成 候と 被 存候御 臺場十 


餘 箇所 共 盡く 御赏 用に 相 成不申 結局 外國 人の 譬笑を 引き 御 國威を 損じ 可 申 御 

容體に 付 以ての外の 義と憤 發仕聊 夫 迄 心得 罷在候 海岸 臺 場の 法則 並に 江府御 

都 城の 御 爲眞の 御 備に 可 相 成義等 海防. 御 老中 樣迄 上書 仕度 極密右 草稿 を 以て 

信 濃 守 內盧相 伺候 處申上 まじき 筋 を 申 上 候と て 重き 御咎を 蒙， 候 迄 も 御國恩 

を 報じ 候 はん 爲に 上書 仕度と 申 は 奇特の 者に 候へ 共其內 必ず 折 も 可 有 之此度 

は 此方 別に 存 ずる 仔細 も 有 之 候 間 暫く 存じ 留ぅ 候樣申 候に 付不及 是非 差扣 へ 

罷在候內川路左衛門尉殿大阪町奉行ょ，c^御勘定奉行に御轉役海防掛をも被蒙 

仰 候 左 衛門尉 殿 兼々 御 懇意 も 被 下 候 義且亞 墨 利 加よ，^ 明年 夏 其 難題 を 申出 づ 

べきとの 義壬 子の 冬專ら 風說も 御座 候に 付 信 濃 守 又 折 も 可 有 之と 被 * 候は此 

節の 義 とも 存じ 候 旁 兼ての 擬 上書 草稿 御 同人 迄 持 參掛御 目 候 所 大に被 驚候樣 

子に て是 程の 義には 有 之 間 敷と 被 申 更に 信用の 體無 御座 候に 付 糙に其 道を以 

て 實驗候 義を御 疑念 御座 候 上 は不及 是非 乍 去 其 內には 必ず 思 召 被 合 候 はんと 

て 相 止み 候義に 御座 候 然る 所 癸 # 六月 亜 墨 利 加 舶浦賀 御 關所乘 破， -本牧 浦 迄 

乘入 候に 及て 右 擬上窨 中認置 候義に 少しも 相違 無 御座 候に 付 其 日に 至て 左衛 


門 尉 殿に も 先見の明 感じ入 候と て 稱し被 下 候へ 共 計 畫仕候 義は皆 御手 後に 相 

成ら. 何の 補 も 無 御座 殘 念に 奉 存候其 時節よ. 其 申 當候義 御座 候 故 を 以て 海防 

の 義左衛 門 尉 殿よ，， ソ御尋 も 有 之 又 阿部 樣へも 上書 候 樣御勸 め 被 下 候 所 私及挨 

拶候樣 は 明 公此節 公邊の 御用 ひも 宜く其 建 言 も 能く 被 行 候御樣 子に 候 某 御 尋 

に 付 申 上 候 愚見 明 公の 御 心得に 相 成，^ 天下の 御實 用に 相 立 候へば 本 懷無此 上 

其 上 更に 上書 等 仕 候 は 名 を 釣る かの 嫌疑な きに 非ず 且甚 欲する 所に 無 御座 候 

と 及辭返 候義に 御座 候 然るに 其 頃 時務の 談に 及び 候 節 過日 旣に亞 墨 利 加 云々 

御 返答 御座 候に 就て は 和と 戰とを 論ぜず 御 人 を 彼 邦へ 被 遣 其 形勢 事情 委しく 

御 探索 御座 候よ，^ 御 急務 は 有 御座 間 敷 孫子 兵法 明君 賢 相 動て 人に 勝ち 成功 衆 

に 出る 必ず 人に 取て 敵の 情 を 知る もの 也と 申 候 は 此義に 御座 候 何分に も 建白 

被 成候樣 にと 申 候 所 其 色 大に沮 まれ 候て 此節右 樣の義 は 中々 建 言 出來 難しと 

被 申 医 右に 付 私 申 候は當 今の 御有樣 偖々 嘆か はしき 次第に 候 明 公の 如き すら 

旣に如 此に候 其 他 誰 を 望み 候 はん 然 らば 御 採用の 有無 は 兎も角も 某 上書 仕度 

候 間 取次 被 下 候樣申 候て 當今之 御 急務 十 箇條認 取 伊勢 守 樣迄差 上 候義に 御座 


候 其 十箇條 第一 は 差 向き 御 人選 を 以て 、バタ ビヤ 邊迄 洋舶御 

遣され 度 左 候 はく 御船 備 早速に 御調 ひ 御座 候の みに 無 御座 

港々 備« の 形勢 をも赏 見 何かと 御 心 備に 可 相 成と 申 義に御 

用 も 無 御座 御 様子 但亞國 へ 漂流 致 候 土 州 漁師の 枠 萬 ニ郞義 

て 禁錮 被 仰 付 置 候 所 此度亞 國の事 起ら 候 故 を 以て 御 尋の筋 

候との 義風閒 御座 候に 付 私 義奉存 候樣は 外國へ 渡海の 御國 

聢と御 觸達は 無 御座 候へ ども 御 國禁相 弛 候に 相違 無 之 萬 二 

出に も 相 成 候 上から はかの ものに 傚 ひ 漂流と 申 ものに て 亜 

に 渡り 學問 才識 御座 候て 彼の 形勢 事情 聢と 探索 致 罷歸， ^候 

可 相 立義且 漂流と 申 ものに 候へば 御邦禁 にも 不觸義 と 存じ 

とも 右 非常の 功 を 立候樣 仕度 吉田寅 次郞を 申勸め 漂流に 取 

んと 企て 候 義行違 ひ 遂に 御 吟味 を 蒙ら 御 吟味 中 禁獄 被 仰 付 

其 位に 踰ぇ 言 その 分に 過ぎ 爲す こと 其 规に合 はざる の 致す 

候へ 共 海防の 義は 他事と も 違 ひ 御 當家御 一 代の 御榮 辱而已 


買 上 御用 被 仰 付 差 

候 其 往来の 間外國 

座 候 然る 所 聊御採 

其 頃 迄 御大 法を以 

有 之 御 召 出に 相 成 

禁御 弛に 相 成 候 旨 

郞義 形の 如く 御 召 

墨 利 加 其 他の 諾洲 

は 、、 一 廉の 御用に 

門人 の 中 一 人な， 9 

成し 渡海 爲仕候 は 

院是 全く  m5 ふ rJ と 

所 恐 入 候義に 御座 

に 無 御座 皇統の 御 


安危に も 係. cs 候に 付旣に 其義を 以て 禁獄 被 仰 付 候 義には 御座 候へ 共尙已 むべ 

からざる愚見も御座候に付上書之義腹稿仕，.^筆墨借用を願候所不相成趣不及 

是非 候 ひき 寅年 九月 御裁决 にて 在所 表に 蟄居 被 仰 付 初の 程 は 至て 嚴 重なる 義 

にて 緣 者と 雖 容易に 面 會不相 成 候に 付 右 腹 稿の 上書 轉達賴 み 可 申 樣も無 御座 

歲月を 過し 候其內 少しく 寬 やかに 相 成 候 かと 存じ 候に 付 公邊迄 上書 仕度 趣 親 

類の 者 を 以て 重役 共 迄 申立 候 所 一 槪不相 成 候 趣不及 是非 丁 巳 十二月 二日 堀 田 

備 中守樣 御屋敷に 於て 亞國の コ ンシ ュグと 御應接 御座 候 節 港 を 開き 土地 御借與 

可 有 御座 段 聢と御 挨拶 御座 候 趣 傳聞仕 無 程 京師へ 被爲召 候て 翌春 御上 京の 所 

四月 初旬 開港 a に 土地 御 借 與之義 勅許 無 御座 備中 守樣签 しく 御 歸府と 申 事 早 

くも 承知 仕 天下 之 御 安危 爰に相 分れ 候義と 深く 痛心 仕 候 其の 故 は 勅 読 御 遵奉 

御座 候へば 外 國へ御 違約に 相 成 此義も 容易に 相涛 むま じく 又 外國御 違約 無 御 

座 候 樣御取 計 御座 候へば 御 違 勅の 御 筋に 御當. ^被 成 いづれ の 道 御難 義 至極の 

御義 と奉存 遂に 一 策 を 存じ 付 其の 頃當 主人 信 濃 守在府 留守に 御座 候 ひし 所窃 

に 同志の 重役の 者 を 招き 申 談し備 中守樣 御歸府 にて 未だ 亜人に 御 逢 無 御座. 候 


間に此筋主人ょ<^上書建白仕候樣取計らひ度此策幸に御採用に相成候に於て 

は 即ち 公武 御合體 にて 御 國威も 御 十分に 相 立ち 彼に 曲 を 負 はせ 此御 方に 现を 

直く せ させられ 候 御 義に付 世界 萬國へ 被爲對 候ても 隨 分天晴 の御處 置と 可 奉 

申 上 存じ 込み 疾速 上書 案文 取調べ 一 人 急用 出府 其 段 重役 共よ， CN 申 送う 候 所 其 

間に 邪魔 入 候て 事 行 はれず 日 合 相 延び 候內備 中守檬 御歸府 之上亞 人へ も 又々 

御應接 御座 候 等に 至ら 折角 苦心 仕 候 策略 も 亦 徒らに 書 餅と 相 成候此 節度々 天 

下の 御爲 愚考 仕 候 計 策の 内此 度の 策の みは 實に 主人 家 一 廉の 大功に も 仕度 天 

下の 御爲 にも 一 廉の 成績 を 貽し候 はんと 存じ 候 所 小人 共の 障 碟に逢 ひ 期を延 

ばし 主聽 にも 入う 兼候義 千載の 遺恨と も 可 申 候 其 節 折角 愚 忠を盡 し 其 甲斐 無 

御座 候義 主人に も氣の 毒に 存じ 川路 殿 迄 内 使 を 以て 此の 草案 一 見 致 置 給， CS 候 

樣申越 候と 申 事に 候 所 御 同人よ， 備中守 樣迄御 目に 掛られ 候 哉 不相分 候此策 

只今と 相 成 候て は 所謂 十日の菊に 御座 候へ ども 外 國人御 取扱 は 總て此 等の 意 

を 以て 御 取扱 有 御座 度 奉存候 依て 右 一 策 一 通 奉 入御 覽候右 存込候 一 策 も 行 は 

れ不申 候に 付 幾度と なく もはや 止み 候 はんかと 存候； 5 ながら 天下 は 一 家 上下 


は 一 體の 道理 を 以て 何分 忘れ 候 事 能 はず 掃 部 頭樣御 大老 職 中 も 聊上言 仕度 義 

御座 候 處其道 を 得 候 はず 其內 偶々 (午年の 義) 早 打の 小銃に 存付候 義有之 圖を製 

し 銃ェに 命じ 出 來の上 親戚の 內 砲術 門人 も 御座 候に 付 其 者 を 以て 種々 打 試み 

させ 候に 頗る 便利に 候 故御咎 中には 候へ 共 御 武備に 於て 萬 一 御裨 益と も 相 成 

候へば 責ては 御 國恩を 空しく 不仕候 筋に も當. ^候 はんと 右 圖錄を 以て 公邊へ 

獻上 仕度 申出 候 所 主家に も聽受 留守居の 者 を 以て 掃 部頭樣 御用 人 迄 午年 冬 差 

出し 置 候 所 翌年 六月に 及び 蒙 御 咎罷在 候 者よう 獻 上物 等不相 成と 申 事に て 右 

圆錄御 下げに 相 成 候 右 等の 義 にて 天下の 御義を 忘れ 候と 申す に は 無 御座 候へ 

共 奈何と も 仕るべき 樣無 御座 唯一 日 一 日と 御代の 形勢 を 奉 觀察罷 在 候 内當六 

月 中上檬 にも 御 發憤被 爲在在 來之御 弊風 御 一 洗 御 武威 被 遊 御 振 張 皇國を 世界 

第一 等の 强國に 被 遊 候 御 偉業 被 爲立上 は 宸襟を 被 爲安下 は 萬 民 安堵 致 候檬思 

召 候へば 何れも 厚く 奉 得 其 意 御 政事 向御變 革の 筋に 各 見込 之 義も有 之 候 はく 

聊不憚 忌諱 國 家の 御爲 第一 に 相 心得 心底 を 盡し可 申 上 之 旨 御達し も 有 之尙又 

閏 八月 十五 日 御大 政 御 改革 參勤 交代の 御 規矩 迄 も 御 改め 御 武備 充赏 候樣 にと 


の 上意に て 方今 宇內の 形勢 一 變外國 の 交通 も 御 差 免に 相 成 候に 就て は 全國の 

御 政事 一 致の 上なら では 難 相 立 上下 擧て心 力 を 盡し御 國威御 更張被 遊 度 思 召 

候銘々 見込の 趣 有 之 候 はて 無腹藏 申立 候 心得に 可 罷在旨 被 仰 出 候 趣 屛居之 私 

義迄ー 追々 奉傳承 井底に 於て 白日の 方に 中す る を 仰望 仕 候 心地 難 有 御 事に 奉存 

候 六月 並に 八月の 被 仰 出 とても 郡 國の御 委任 も 御座 候 方樣へ の 御達し 迄にて 

徼 末の 陪臣 迄に 被爲及 候御義 にて は 無 御座 况私 義久敷 御咎を 蒙，^ 罷在候 身分 

として 天下の 御大 政に 關係仕 候 義申上 候 は 誠に 奉 恐 入 候 義には 御座 候 得 共 前 

文 長々 しき を 顧みず 申 上 候 通 私義乍 微賤 先主 人 御 加判 之 列 蒙 仰候砌 よ，^ 分に 

過ぎ 候義に 御座 候へ 共 天下の 御 爲每々 苦心 計畫仕 遂に 又 夫に 依て 重き 御咎を 

蒙，^ 候に 至.^ 其咎 中と 雖御國 恩聊も 忘却 不 仕種々 苦 思 も 仕候義 に付此 度聊存 

付候義 ども 奉 申 上 度 奉 存候人 を 以て 不被爲 棄御採 擇も被 成 下 候 はて 誠 以て 幸 

甚 至極 難 有 仕 合 奉存候 

抑曲，o^候ものを矯めて中に就け候には必ず中を過ぎ候程に矯め候にぁらざれ 

ば 曲. は 直， 候 はぬ ものに 御座 候へ 共 矯め 過ぎ 候て 遂に 中に 叶 ひ 候 はず は 中 


正と は 申す 可 か 

弊 を 免れず やと 
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供不 


あるが 如くに 御座 候ても 亦 遂に 其 

に 承う 候に 近來 御大 政 向御變 革に 

登城に 僅か 三 騎五騎 位に て 御 道具 

傳 とのみ 存じ 罷在 候處 W 三 同樣の 

樣是迄 諸侯 様 方 御府内 御 地 候 

奉 稱譽候 義には 無 御座 候へ 共/? の 

數 可成 御 省略 御座 候 は御尤 至極の 

候 御 方 樣の御 道具 等 も 無 御座 平士 

て赏 事に 候 はく 殊に 觀聽を 驚かし 

の 御 擧動被 爲遊候 御義哉 更に 解し 

候ても 元來御 扶助 之 御 士卒 其儘罷 

固よう 有 御座 間 敷 又 諸侯 樣方 御始 

の 御 始末 も 多く は 人任せに て 御門 

爲狎 御身 一 つの 御 始末 六 かしく 候 


に 付 非常の 節 御 差 支 無 御座 候 爲に此 節 御手 狎しを 被 遊 候 にても 御座 候 かと 奉 

存候處 御 加判の 列 を も 被 爲蒙仰 候 程の 御 方樣是 式の 義 兼て 御 心得 も 可 被爲在 

又^と ひ 御 富貴に 御 生 立 御 一 分の 御義御 心許なく 被 思 召 候 筋 御座 候 共 世の 觀 

聽を 驚かさず 窃に御 鍛練 被 遊 方 御屋敷 內に 於て 如何程 も 御座 候 御 事と 奉存候 

又 御 扶助の 御 士卒 御供に も 不被召 連 其 暇 を 以て 文武の 業 を 修め 候樣 にと 申 御 

趣 意 歟 と も 奉 存 候 處 貴 重 の 御 方 樣 の 御 み づ か ら 御 警 衞 御 守 « 御 座 候 は 本 よ -^ 

御 當然の 御 事 御 家 來の分 內外常 非常 其 主君 を 警 衞守儀 可 仕 も是又 當然の 本務 

に 御座 候 文武 修業の 筋 も不輕 候へ 共 當然の 本務に 比し 候へば 亦お のづ から 等 

差 ある 義と奉 存候其 上に 御 一 法 を 被爲設 御供の 衆 文武の 志に 從ひ當 用の 誊籍 

一 兩卷懷 にし 罷在 御供 待の 間 無益の 雜談相 停め 懷 中の 誊籍取 出し 各 獨看仕 候 

とも 又は 志 を 共に し 候 者と 互に 講習 討論 仕と も 勝手次第に 致し 或は 測量 砲兵 

等に預-^候表譜の類持參常に目に狎れ諳記仕候樣相動め或は其間に肝煎樣の 

者 御 取 立 御世 話 御座 候 は 御供に 出 候 も 卽ち學 校 出席 仕 候 も同樣 にて 文武 共 

一 廉御 家中の 進みに 相 成 可申且 御供 番の ものい か樣 非常の 急 御 出馬 御座 候と 


も 君 侯 御 仕度と 一 時 出 

句 其方 御 武備 之 御 一 端 

及義 却て 御體格 を御嚴 

存候 公儀 御 威光 も 御座 

く 御 直 道に 被 爲出候 は 

たるべき は 勿論の 義に 

候 へ ば 御 登城 其 外 御 地 

御 當然の 御 事と 奉存候 

然御 事に 御座 候 へ 共傳 

上 奉 存候然 らば 此 節の 

巴 諸國の 大統領 執政 又 

を 召 連れ 多く の 人數を 

も 其 風習 にせさせられ 

にも 候 は i.- 乍 S 寸木之 


揃 少しも 相 後れ 候 者 

にも 可 有 御座 必 しも 

守 被 遊 候 上に 文武 御 

候 上 御銘々 樣御自 反 

て 何の 怯 怖 も 不被在 

候 へ 共 亂心者 破家 者 

廻 ，=^ に も 御 高 柄 竝 に 

此 非常 御變 革に 被爲 

聞 仕 候 次第にて は餘 

御擧動 誠に 何の 御 故 

は 本邦へ 渡 來のミ 二 

要せず 候義御 見聞 被 

候 方可然 など 申 御 事 

本 を揆ら せられず 候 


無 御座 候 樣之御 法に 相 成 候 は. -結 

御 體格を 被爲外 御供 向御减 少に不 

振 奥 之 御 良策 如何程 も 可 有 御座 奉 

被 爲在行 はせられ 候 所の 御 事業 盡 

掃 部 頭樣對 馬守樣 等の 御 事 は 例外 

はいつ 何れの 所に ある まじと 難 申 

御 役柄 丈の 御 定式 御供 は 御座 候 方 

際 候 御 義に付 可成 丈の 人 減し は 可 

. ^に甚 しく 乍 恐 御 至 當の義 と 難 申 

とも 奉 察 兼 候 若く は 亞墨利 加歐羅 

ス ト ル 等の 貴人 外出に 僅々 の從僕 

爲及 面白き 事に 被 思 召 御 本邦に て 

に は 無 御座 候 哉 若 自然 左様の 御義 

て 其 末 を 3^ 「樓 と齊 しくせ させられ 


候と も 可 申 上奉存 候い かにと 御座 候に 皇國と 外 蕃とは 御國體 本よ. es 同じから 

ず 失 故に 又 御 政體も 異ならざる 事 を 得ざる 義 と奉存 候彼國 にて は 農工 商賈舟 

子泡師 獸醫储 夫の 子と 雖其 才能 學術 優長に して 果して 衆に 出て 候 時 は 登用し 

てミ 1 一 ストルにも執政にも大統領にも至，c^候事に御座候去れども其職を罷め 

候へば 本 W の « に 歸り候 故 其 職に 居候 時節 使 令に 供し 候 は 多く は 皆 其 國に屬 

し候胥 吏に して 其 家事 を辨じ 候- 爲の 奴隸は 僅々 の 事と 相 見え 候 右 故に 私用の 

外出に は 其 僅々 の 奴隸の 内を從 者に 召 連れ 候 事と 被存候 是其國 體政體 の然ら 

しむる 所然ら ざる N> と を 不可 得 候 

皇國當 今. の 御 形勢 は 全く 漢土 三代 封建の 制と 同樣 にて 大 朝の 御大 政 を 被爲執 

候 は卽ち 諸侯 様に 御座 候 諸侯 様に は 御高 柄の 御 人 數を被 爲持御 定めの 御 軍役 

を 被 爲勤候 事 御 本分 之義に 御座 候 其 被 爲持候 御 人數は 平日 御 扶助の 者 共に 付 

內 外 常 非 常 共 御 自 ら 御 警 衞 御 守 禦 に 被 爲 備 候 事 固 よ 亦 御 國 體 の 御 當 然 ま し 

て御大政を被爲執候御重職に被爲居候御事に付御登城は勿論御地遇.c^にも御 

體格丈の御儀衞は固ょ，o^可有御座箬の御事と奉存候然るを御道具も不被爲持 


僅 三 騎五騎 に 

恐 其 職 柄に 被 

過分なる 御供 

必ず 又 弊 を 生 

事 簡易に 被從 

じ 候 事 漢書に 

は て 其 弊又不 

成 候て は 和漢 

參酌被 爲在候 

爲叶候 樣御政 

有 之 侯伯の 御 

存候 別して 皇 

と 奉 存候此 深 

偖 又 傳聞仕 候 


御 登 

對矢 

を 被 

可 申 

所 や 

詳に 

に 生 

跡 を 

體を被 

身に 護 

能 々 

此節 


の 


意 


城 等 被 爲在候 は 假令御 

張 御 不敬 之 筋に もや 當 

爲矯 候御義 にも 可 有 御 

奉 存候漢 の 高祖 天下 草 

がて 群臣 S を 飮み功 を 

見え 候此節 とても 御舊 

じ 可 申 かと 恐懼 仕候義 

御 襲用 被 遊 候 計りに 無 

座 候て は不被 爲濟候 へ 

爲正度 御 義と奉 存候貴 

衛の儀 法 御座 候 も是又 

て は 貴賤 尊卑 之 等 殊に 

御 勘 辨被爲 在 度 奉存候 

御大 政に 被 爲預候 御 方 


共 


禮 


づ から 重んぜ させら 

候 はんと 奉 存候右 は 

候 へ 共 中正に 被爲過 

に 當 て 悉く 

て 


れず 

全く 


とも 乍 

是迄御 


ひ 劎を拔 

餘，^ に 痛 

御座 候 鬼 

座 是非と 

必ず 御 精 

尊 卑の等 

文の 當然 

ならざる 


秦 代の 儀 

宫 柱を擊 

被 爲墙中 

角 當 今 之 

五 世界 を 

に 御 折衷 

天地 自然 

むべ から 

得 ざ る 深 


を 

る 


義 

, 所. 


こ 兮 

、り每 

を 生 

過 候 

と 相 


と 奉 

候義 


樣と雖 多く は 御 綿 服 を 被爲召 候と 


承 .=^ 候 是 則 國 奢 る 時 は 是 に 

乍 恐 中正に 過ぎさせられ 候 

出來. ^候 はんと 奉存候 如何 

し 候 は 政治 上缺 くべ から ざ 

せられ 候 太平 二百 餘年總 て 

至て 御 簡略に て 乍 恐 上樣も 

仕 候箇樣 の義は 漢土 文物の 

蕃と御 交通 被 爲在候 上は爱 

の 分 に 至 候 迄 盡 く 典 雅 に 

修飾 御座 候て 何れの 國に散 

そ 奉 願望 所に 御座 候 然る を 

御 事 天下 甚不 奉願義 と奉存 

下 を標顯 御座 候治 法の 大典 

御 粗服 被 爲召候 時 は 其 御 下 


示す に儉を 以てする の 御 美 意と も奉存 候へ 共是又 

御義 にて 御 政體の 御上に も 不可 然又其 弊害 端的に 

にと 御座 候に 衣服 之 制 上下 法 象 あ， CS て 尊卑 を標顯 

る 大典と 奉存 候され ば rJ そ 虞 書に も詳 に其義 を载 

簡易 を 被 爲尙候 御大 政 故に 是迄服 色 等の 御沙汰 も 

麻の 御上 下 被爲召 下輩の 侍 町人 百姓 も 麻 上下 着用 

邦に 限らず 世界 萬國 にも 無 之 義と被 存候斯 く 諸 外 

にて 服 色 之 御 制度 御正し 被 遊 御 役名 等 も 末々 胥吏 

御更定 被爲在 御文 書類 も 各 其 人 を 被 爲撰御 辭命御 

在 仕 候ても 後代 迄 外人の 誹 譏 を 不被爲 受候樣 にこ 

是 迄より _ 更に 御 苟簡を 被爲尙 諸侯 樣方御 綿 服と 申 

候 其 故 は 右に て は 古 先聖 王 衣服の 制 を 以て 尊卑 上 

にも 叶 はせられ ず且御 富有 高貴 方樣 にて 木綿 等の 

風に 被 立 候 上 中の 方々 も 皆 此服を 可 被 成 左 候 時 は 


木綿 紬 何に 依らず 大抵 年々 天下に 定數 御座 候に 付下樣 貧賤の 者に 引 足，^ 不申 

其 價 端 的 に 引 揚 迷 惑 仕 候 者 少 な か る ま じ く 其 上 是 迄 上 方 を 始 め 諸 國 に て 綾 

絹 を 織 出し 產 業と tt 候 もの 猝に生 產を失 ひ 可 申 夫 等 も  一 A 、御手 充等も 被 下 置 

失產の 歎き 無 御座 候 樣の御 處置も 可 被爲在 候へ 共 御 制度 だに 相 立 候へば 御 綾 

衣の 方 樣は御 綾 衣の 儘に て 上下の 御 標顯も 相 立ち 天下に 眞の節 儉の道 も 相 付 

き 職工 等 逢 を 失 候の 患 も 無 御座 候 非 時 御手 充の御 費 も 無 之 所謂 弗 費の 御大 惠 

共 可 申 上 候 又 御 儉約之 御 趣意 を專ら 示させられ 度 御 義に候 はく 御 綾 衣 を浣濯 

補綴して 被 爲召可 然奉存 候 左 候 はて 上下 貴賤の 御 法制 も 崩れず 御儉德 のみ 相 

顯 れ布紬 等の 價 騰貴に 至らず 下等の 賤者 暗に 其 恩惠を 蒙，^ 候 はん 者 幾 萬なる 

を 知るべからず と奉存 候此義 天下に 響き 候處甚 細なら ず 候 間 何分 も 御 熟慮 被 

爲在 度御義 と奉存 候又此 非常 御 改革 之 御 時節 服 色 之 御 制度と 御 役目 之 御更定 

と は 何卒 急に 御 評議 被 爲在度 乍 恐 奉 企 望 候 

借 御 政治の 義は 孔子の S 訓の 通， ^鬼に も 角に も 人 を 被爲得 候に 無 御座 候て は 

不被爲 叶 多く 其 人 を 被爲得 候に は 迂遠に 似 候へ 共 御敎育 御座 候よ，^ 外 無 御座 


上  書  二 四 〇 

候 人材 を 得 候に は 畢竟 此 一 路の外 無 之 候 故 帝 典に 冑子 を敎 ふるの 法を詳 にし 

周禮成 均の 法赛 ら國子 を敎育 候義と 奉存候 公卿 大 夫の 適 子々 弟は國 家と 共に 

相 始終し 候 者に てこれ 才德兼 善に 候へば 國 家の 治 も從て 善く 是に 反し 候へば 

國 家の 上 必ず 憂慮す べきの 事 出で 來ら候 右 故に 唐 虞の 昔より 此敎を 慎まれ 候 

事と 被存候 然る 所 御 當家樣 御 法 御大 政 を 被 爲執候 は 必ず 諸侯 様に て 其 他 重き 

御 役 筋 も 皆 御 旗本よ， 9, 御 人選に 御座 候 左 候. て冑 子を敎 ふるの 御 學政是 迄聢と 

不被爲 立 候 は 乍 恐御闕 典と 奉 存候右 故に 諸侯 樣方御 家に 依，^ 候て は 世子の 御 

a  S 殊の外 御 等閑に て學 術の 御 擇みも 無 之御督 責も嚴 ならず 道 德の士 に 御 親 

近 も 無 御座 候 其 御 左右 を 善く 選む ことなくして 御 氣隨に 御成 長 被 成 候 も 御座 

候 趣 皆其老 職の 者の 不行屆 きに 歸し候 義には 御座 候へ 共 極めて 論じ 候へば 公 

儀御學 政の 夫 迄に 不被爲 及 故と 奉 存候此 御 改革の 期 を 以て 何卒 御 學政御 維昭 

被 爲在御 譜代の 諸侯 樣方 世子 御 補導 御念 入 候檬有 御座 度 奉存候 諸侯 樣方 のみ 

ならず 御 旗本 方 にても 御高 祿の方 樣は其 御世 嗣と 被定候 御子 は 勿論 其 子弟 迄 

賢 良 方正の 士其御 左右と 成り 假 にも 邪 接 輕薄庸 妄の輩 其 間に 參錯 する 乙と を 


得ず 其師は 必ず 學術 正しき 者 を 選み 御勤學 御座 候 樣屹と 被 仰 出御 小祿 にて 是 

に 被 及 兼 候 分 は 其 分限に 應じ 良師 良友 を擇み 其才を 成し 候樣有 御座 度 奉存候 

左様 御座 候に は 先 第 一 に 公儀 御 取 用の 御 學術を 被 爲正夫 を 以て 天下 之 學術皆 

一 致に 歸し 候樣御 仕向け 有 御座 度 奉 存候學 術 一 致に 無 御座 候 時 は 諸侯 樣方並 

に 御 旗本の 方樣御 役つ かれ 候 上往々 御 要路に 御 進み 被 成 候 節 御 取捨 御 决擇の 

間に 於て 天下 國 家に 大 なる 利害 可 有 御座 義と奉 存候偖 此學術 一 致と 申義 初よ 

6 章句 訓詁の 末節 を 申に は 無 御座 道徳 仁義 孝悌 忠信 等の 敎は盡 く 漢土  S 人の 

模訓 に從ひ 天文 地理 航海 測量 萬 物の 窮理 砲兵の 技 商法 醫術 器械 工作 等 は 皆 西 

洋を 主と し 五 世界の 所長 を 集めて 皇國の 大學問 を 成し 候義に 御座 候 (四 書 六 經 

いづれ も 聖人の 模訓 ならざる は 無 御座と 申 內朱子 大學格 致の 訓に從 ひ 修業 仕 

候 義聖學 の 正 脈と 奉 存候朱 子 格 致の 補 傳に凡 天下の 物に 即て其 理を窮 むる と 

御座 候此凡 天下の 三 字 南宋 編 安の 版圖を さすと 申 陋說は 和漢と もに 無 御座 候 

左 候へば 常 今の 世に 於て 五 世界に 渉ら 其 あらゆる 學藝 物理 を 窮め 可 申 事 本よ 

朱 子 の 本 意 た る ベ く 候 去 る 故 に 當 今 の 世 に 出 て 善 く 大 學 を 讀 み 候 者 は 必 ず 


西洋の 學を兼 申すべき と 有無 之 論に 及ばざる 義 と奉存 候) 此大 綱領 を 以て 先 公 

儀の 御學術 を被爲 正御學 政の 御 根本と 被 遊 冑子國 子御敎 育に 御 力 を 被 爲盡候 

樣有 御座 度 奉存候 凡學問 三年に して 小成し 九 年に して 大成す ると 申 候へば 右 

御 敎育十 ケ年御 倦怠 無 御座 御世 話 行屆候 は,. 御 人材に 御 不自由 御座 候 樣の御 

事 は 有 御座 間 敷 奉 存候此 義迂澗 に 近く 候へ 共 夫の 七 年の 病に 三年の 艾を蓄 へ 

候 の 譬 にて 只今よ， 蓄へ させられず 候 は ど 遂に 得させられ 候 期 有 御座 まじく 

奉存候 

偖 又 民を敎 ふると 申 事 も 是迄は いかにも 御 竦 濶と奉 存候右 故 天下に 觅 角無賴 

の 者 多く 不良 を 働き 候て は 被 召 捕 年々 牢獄に 瘦 死し 斬に 處 せられ 候 者 御府內 

ばか-' にても 夥しき 義と奉 存候御 敎導さ へ 被 爲行屆 候 は 其 者 共 とても 多く 

は 良民，； る こ と を 得 其 身の 職業 を 以て 何 也 世の 用に 可 相 成 を 左 も 無 御 ® 候 は 

誠に 愍む ベく 惜 むべき 義に 御座 候 歐羅巴 亞墨利 加 諸 國の記 载を讀 み 候に 年分 

死 囚の數 全國民 口に かけ 合せ 甚 寡く 御座 候 全く 敎 導に 念 入 候 效と被 存候其 民 

の 性皇國 よ. 宜しき にも 無 之 又 皇國の 民 性の 彼よ，^ 不善なる に は 固よ ft- 無 卸 


座 被 存候學 校の 建 方 も 敎方も 東西 諸 藩の 制 宜しく 被存 候へば 總て其 仕方に 傚 

ひ 其敎へ 導き 候 筋 は 孔孟の 正道 を 和げ 諭し 惡事を せざる 樣に 致し 農工 商賈に 

て も 其 才發の ものに は 別に 先 窮理の 初歩 を 敎へ其 才に應 じ 諸 學科を 治めさせ 

候樣 に. 仕，^ 大に 天下 刑 人の 數を减 じ 有用の ェ藝 追々 興う 候 樣相成 候 はて 天下 

の 御 有益 少なからずと 奉 存候偖 又敎へ 導き 候に 孔 の 正道 を 以てし 候と 申內 

第一 に 孝道 を 先と 仕度 孝道 を 先と 仕 候に は 第一 に 喪服の 制度 を 被 爲正候 事 其 

大本と 奉 存候大 戴 禮に凡 不孝 は 仁愛なら ざるに 生じ 仁愛なら ざる は 喪祭の 禮 

明かなら ざるに 生ず 喪祭の 禮は 仁愛 を敎 ふる 所以な. 0 と 御座 候 も此義 と泰存 

候 喪服に 付 候て は聊 拙著 も 御座 候 御 忌諱に 觸れ 候義も 御座 候歟と 奉恐惶 候へ 

共 兼々 愚存之 次第 も 御座 候に 付 拙著 喪 禮私說 制服 之 條錄出 奉 入御 覽候 御熟覽 

の 上 御 採 擇も被 成 下 候 は. - 天下 幸甚の 義と 奉存候 

偖 其 他 奉 申 上 度 は御辭 命と 御稱 呼との 義に 御座 候 斯く五 世界の 諸 蕃と御 交通 

被爲在 候に 就て は御辭 命に 御念 被爲 入候樣 仕度 奉存 候御辭 命よ く修. 9 候へば 

他に 少しく 御短處 御座 候ても 其 御 補 ひに も 相 成 又 御 國勢を 被爲張 候に も御辭 
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命に 其 力 多 かるべく 奉存候 春秋の 際に 當て鄭 の 小國を 以て 晋楚の 間に はさま 

殆ど 虔歲 なく 候 ひし を 子 産 政 を 執 ，9 候に 及て 辭命 にあら ざ 

候 事の 難き を 知，^ 裨 K 子 太 叔子羽 等の 名士 を 選 用し 草創 討 

尙 自ら 是に 潤色の 功 を 加へ 諸侯 賓客 交通の 間に 施し 候 故に 

定公獻 公 襄公を 合せて 五十 餘 年の 久しき 兵禍 を 免れ 社稷 人 

保全 を 得 候 事 全く 辭命を 修め 候 功と 被存 候へば 此節も 其 器 

子 逢の 意に 被 爲傚假 にも 御 敗 事 無 御座 候樣有 御座 度 奉存候 

近日 御 勅宣の 寫と申 もの 拜見 仕候僞 託の 品に も 候 へば 誠に 

勅宣に 御座 候 時 は假令 天朝に て 被 仰 候に も 御 稱呼不 相當御 

も 御 政治 上よ 6. 申 上 候ても 穩 かならざる 義 天下 國 家の 御 爲 

なき 義と 深く 憂勞仕 候義に 御座 候 其 理解よ く 被 仰 上向 後 外 

狄と御 稱呼無 御座 候樣有 御座 度 奉存候 凡戎狄 夷狄の 稱は漢 

邊の外 邦 を さし 候辭 にて 代々 の 歴史 御 本邦の 如き を も 皆 束 

全く 漢土の 彼の 如く 爱く闢 け 代々 聖智の 王者 出られ 賢才の 


れ其 兵禍 を 受候事 

れ ば 其 大患 を 免れ 

論 修飾の 伍に 充て 

敗 事 ある 乙と なく 

民 これに 依賴し て 

に當， 候 者 御撰擇 

御稱 呼の 義と申 は 

幸の 義 自然 眞の御 

國體ょ ftN 申 上 候て 

大損 御座 候て 小 益 

國を 1^ して 戎狄夷 

土の 中つ 國 にて 四 

夷 傳に收 め 候是は 


臣下 多く  れに從 ひ 人 偷の敎 も 明かに 禮樂政 刑 制度 文物 形の 如く 備は， 9 候 故 

に 倫理 綱常 もな く 文字の 敎も屆 かざる 邊陲の 氓 をば 禽獸 蟲豸の 如くに も 被 思 

候 故に 戎狄 とも 蠻絡 とも 呼れ たる 事に 御座 侯 其 申 僻 遂に 常と 成， 9 御 本邦の 如 

き 綱常 正しき 君子 國迄を 夷狄と 申 候 は 漢人 旣に 誤-^ 候義に 御座 候 然る を 御 本 

邦にも又其誤，9に傚ひ只管外邦他國を貶し學術技巧制度文物此方ょ.=^備は.=^ 

候と 見え 候 有力の 大國 を戎狄 夷狄と 御稱呼 被爲在 候は甚 如何 之 御義と 奉存候 

御勒宣 とて 世に もてはやし 候 上 は 萬 一 外蕃 へ傳播 仕る まじき に. 無 御座 其 節 は 

い たづら に諸大 邦の 怒 を 起し 候 筋 御 損なる 御 事と 奉存 候よ しゃ 左 迄に 至， 9 候 

はずと も 天下の 御大 政 を 御 委任 被 爲在候 東府に 於て 御 交通 有 之 其國々 の 使節 

官人は 皆 夫々 賓禮を 以て 被 爲待候 を 無下に 蠻狄と 御稱呼 御座 候 はんこと 御不 

都合の 御義と 奉存候 古來御 本邦に て 夷と 可稱は 蝦夷に 限.. -候義 (日本 紀に 蝦夷 

をえ みしと 被訓候 rJ れ其證 と奉存 候) 征夷 之 御 稱號も 本 蝦夷よ，^ 出 候 御 事 御 本 

邦に 於て 夷と 呼び 可 申國は 蝦夷の 外に 無 御座 其 他 は 皆 蕃と被 稱候義 と 奉存候 

往古 任那 高麗 百濟 新羅 も 夷と 被爲呼 候義無 御座 琉球も 夷と 被 稱候義 無 御座 候 
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只今 もし 朝鮮 琉球を さして 夷狄と 御稱呼 御座 候 は，. 彼の 小國 だに も 必ず 甘ん 

じて 受け 申 まじく  や 東 西洋の 大國を 斥して 夷狄と 御賤み 御座 候 は只此 画の 

獨無 禮に當 可 申と 奉 存候國 語に 夫 戎狄は 冒 沒輕傻 にして 貪て 讓らず 其 to 氣 

治まらず 禽獸の 如し そのた まく 來て 貢物 を つらぬる も » 香嘉 味を俟 たず 故 

に^-れを門外に坐せしめて舌人に其牲を體の儘委てこれを與へしむと御座候 

いかさま 禮 儀の 敎を 知らず 進退 上下の 別 もな く 食物 等に 臨んで は， a* に. 壬せ 

て 馨香 嘉 味の 調 现 をも俟 たず 打 喰 ひ 候檨の ものに 候 は，. 禽獸に 近し とて 是を 

門外に 坐せ しめ 狗畜に 物 を 與へ候 如く 取扱 御座 候 も其理 ある 事 又 戎狄の 方に 

於ても 其 稱呼を 甘んじ 其 禮を受 て 菜 服 候 故に 子細 もな き 事に 御座 候 然る 听當 

今 諸蕃の 使節 これ を 御門 外に 坐せ しめられ 御 饗應候 はんと 御座 候に 納得 仕る 

べし や 否や 此義 納得 仕らず 候 は，. 夷狄の 稱决 して 納得 仕らず 只 納得 仕らず 候 

のみならず 其 御 不當御 無 禮の筋 奉 ft 候樣の 事に 至，^ 可 申 かと 深く 氣遣ひ 奉トチ 

候義に 御座 候 外蕃御 取扱 は 即ち 賓禮に 屬し候 義賓禮 は 即ち 五禮の 一に 候へば 

厚く せ させられ ずば あるべからず と 奉存候 厚く と申義 無下に 彼 を 崇め.^ 阗體 


を 屈し 候 義には 無 御座 至當の 禮義を 以て 

座 候 兎に角 只今の 御 形勢 此御 方に 御 無理 

漢學の 諸 生 輩 詩文 章の 上 勢に 任せ 英夷赤 

義に 御座 候へ ども 斯く諸 蕃と御 交通 御座 

屹 と御觸 諭し 有 御座 度 奉 存候此 御 時節柄 

し 申 上 候 樣の事 御座 候て は 甚遺慽 之義に 

べき 事 無 御座 候 檨被爲 在 度 御 事と 奉存候 

偖 尙申上 度 奉存候 は御國 力の 義に 御座 候 

正なる 米穀の 富饒 なる 人民の 靈 慧 にして 

奉存候 然る 所 其 類 もな き ほどに 御 國カ不 

御座 候 樣奉存 候 其 一 は 遊民 多くして 徒ら 

貿易 理財の 道 外蕃の 如く 開けざる に 御座 

澤に遺 利 あるに 御座 候 其 四 は 百 ェ之職 未 

御座 候此度 格別の 思 召 を 以て 御大 政御變 

上  書 


御手 薄の 義無 御座 候樣 にと 申 迄に 御 

御座 候て は 不相成 候 樣奉存 候 就て は 

狄 紅毛 夷 墨 齄 虜 等 の 詞 を 用 ひ 來 候 

候 上 は 右 等の 文字 扱 ひ 一 切不 仕候樣 

彼方に て 右 等の 義に付 御 國事を 指摘 

奉 存候觅 角此御 方に は 分毫の 指摘す 

皇國を 以て 外國と 比較 候に 氣 候の 順 

衆多なる 實に 外に 類 もな き御國 柄と 

被 爲屆候 窃に其 故 を 求め 候に 四箇條 

に 其 財 用 を 耗糜し 候に 御座 候 其 二 は 

候 其 三 は 物 產の學 未だ 精し からず 山 

だ 力 學器學 を 知らず 人力 限.^ あるに 

革 御座 候に 就き 候て は 御 府內の 遊民 
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を 始め 各 其 職業に 有 付 候 樣の御 趣 法 御座 候 は 勿論の 御 事 たるべく 奉存 候へ 共 

御 本邦に て 只今 遊民の 第一 と 申は佛 氏の 徒に 御座 候 凡 天地の 間に 少壯 男女と 

なく  rJ の 身 ある 時 は 必ず 居る 所の 分 位 有 之 候 分 位 有 之 候 時 は 必ず 治む る-,^ の 

職業 御座 候 然る 故に 天地の 間に 無職の ものと て は 一 人 も 無 之 害の 事に 御座 ュ& 

右 故に 若 一 人 其 職 を 守らざる もの 有 之 候へば 國家 天下 を 保ち 候 もの 必ず 陰 こ、 

其 害を受 ると 申 事に 御座 候皇國 人口 外 画の 割合 よら 多く 候と 雖此 御ト國 を.^ 

て (魯 西 亞、 漢 土 亞墨利 加. 英吉利 等に 比して 申 上 候) 佛 寺の 數 殆ど 五十 萬に 及び 候 

其寺內 有る 所の 僧侶 多き は 數十百 人 其、 少なき は 十 人 五 人 乃至 一 兩 人なる も 有 

之 僻 土 貧 地の 寺院に は 農夫 同樣 自ら 耕し 候 も 御座 候へ 共 多く は 皆 佚 居して 飽 

食煖 衣す る 事に 御座 候 天下 國 家の 上 一人 其 職 を 務めざる もの 御座 候 だに 陰に 

其 害を受 ると 御座 候に 今 五十 萬 宇に 近き 寺々 に 許 多の 僧侶 其 身 を 托し 空しく 

世上の 米穀 布 帛物材 を耗糜 し候是 天下 大に其 病害 を陰受 して 御 國カ大 に 振 ふ 

事 を 得ざる 根元と 奉存候 かかる 御 時節と 相 成，.， 上様 御發奢 被爲在 世界 第 一 の 

御 强國と 被 遊 度 思 召 候ても 此 一路の 御 始末つ き不申 候て は譬 へば 山 をお る こ 


九伋 ならん と 欲し 候に 傍よう 土石 を 崩し 持 去う 候が 如く 井 を 掘，^ 泉に 及ばん 

こと を 欲し 候に 隨て 土沙を 填め 候が 如く 許 多の 歳月 を 被爲積 候と も决 して 思 

召に 報 ひさせられ 候 御 時節 有 御座 間 敷 奉存候 さ，^ とて 佛の義 は 年久しく 骨髓 

に 入 候 病患に 付 倉卒 過 劇 之 御 改革 等 御座 候て は 之が 爲に 大辔を 引出し 可 申 候 

へば 久漸の 病 は 久漸を 以て 治め 候 外 無 御座と 御 觀念被 爲在先 邪 說の亂 る こと 

能 はざる 正理を 以て 御 一 法 を 被爲立 それ を 以て 御 持久 被 遊 御 怠慢 無 御座 候 間 

に 小 を 積て 大に 至.^ 微を 積て 顯に 至， 遂に その 大功 を 被爲收 候樣有 御座 度 奉 

存候邪 說亂る こと 能 はざる 正 斑と は 天下に 佛に 依らず 儒禮を 以て 葬祭 仕候義 

を 御免 許 被爲在 候と 度 僧の 法 を K にせられ 候との 義に 御座 候 度 僧の 法 は 往古 

太政官 にて 度 牒を被 授候御 法被 爲復其 御 法 通， ^厳重 にせさせられ 候 はて  一 二 

十 年 を 出て ずして 僧徒の 數大に 减じ可 申 左 候 は、 V 其 間 情 願 を 以て 度 を 受候僧 

は 其 行 も 必ず 汚 下に 有 御座 間 敷 眞の佛 道の 爲 にも 願 はしかるべき 義と 奉存候 

只今 現在の 僧に は 多く 出家 と. 申 ながら 出家に 非ず 貪 冒 汚穢の 行 在家の 俗よ ，0- 

甚し きも 有 之 候斯て は其數 多し とて 其 道 盛な， 9 と は 申す ベ からず 其 行 高く そ 

- 上  書  二 四 九 
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の 學ぶ所 深く 候 はて 其 流の 人 寡く とも 其 道の 爲には 可 然候佛 氏の 學需者 ま 一 

槪に 邪說と 破し 候へ 共 其 靜寂を 習 ひ候處 全く 孔孟の 敎とは 別派に 候へ 北、 一 ，3 

人に 益な しと 申すべからず 且 その 說く所 多く 列 子に 合 ひ 候 又 列 子の 說は 西洋 

赏 測の 理に叶 ひ 候 所往々 有 之 候是皆 その 心得の 妙に して 地に 東西の M なく 世 

に 古今の 差な しと 可 申 候旣に 人に 益な きに あらず 候 へば 必 しも 其 誊を火 こせ 

ず 其 人 亦 世に 用 ふる 所 可 有 御座 候 世に 用 ふる 所有 之 候 は,. 少しく 是を存 し 1 

も 亦妨無 御座 義と奉 存候但 只今の 儘に て 被 差 置 候て は 天下 國 家の 蠹害 大方な 

ら ず御國 力の 振 ひ 候 期 無 御座 候に 付 是非共 御 良法 を 以て 此大害 を被爲 除度舉 

願 候 孔孟 之敎を 以て 忠孝 仁義の 道 を 御 怠慢な く 御 訓導 有 之 喪服の 御 制度 御更 

張 被 爲在候 は.. 天下 人民 大凡 其 向 ふ 所 を 存知 可 申 其 所に 於て 儒 葬の 義 》g ズ 

任せ 候 樣相成 候 は. -佛氏 は 多く 入らぬ ものと 可 相 成 候 又 住持 無之廢 寺の 分 其 

處置 いか 程 も 可 有 御座 其 儘 手 を 入れ 文武の 敎 場に 可 仕な ども 可 多 候 邪宗 門の 

義も 平日 正道の 御. 敎 諭に 御念 入， 0 加 之 保 伍の 法 を被爲 正其敎 導の 士大 夫に 命 

じ 邪窨を 旙き邪 敎を聽 き 邪 言 を 吐き 候義を いたく 被 爲禁候 は 此く 只今 迄 弗 


氏の 徒 世話 仕 候よ.^ も 御 

偖 賀易现 財 之義に 御座 候 

二に 列し 周 禮天官 の 職 九 

一 職の 務を爲 し 候 事に 候 

心得 罷在候 別して 當 今の 

させられ まじく 是 非 共 御 

財の 術 學び候 事 は 無 御座 

承知 罷在候 依て 愚意 奉存 

貿易 理財の 術 御 取 用 ひ 御 

御 定額 を も 被爲立 不斷淸 

を 以て 防 海の 御 入 费外蕃 

此體に 相 成 候 所に て は 防 

就中 御 軍艦の 數も 次第に 

iS; め 城，々 脈赂， 通 ._ 喉 k.,M 


邦禁御 厳密に 相 成 可 申 奉存候 

處私義 本より 此筋 修業 不仕乍 去 洪範の 八 政 食貨を 一 

職 を 以て 萬 民に 任し 商賈阜 いに 貨財 を 通ず る を 以て 

へば 貨財の 義は 先王の 政事 食に 次いて 被 重 候 事 兼て 

御代 御國用 乏しく 御座 候て は 何事 も 思 召 通 ft- に出來 

理財の 御 法相 立不申 候て は 被 爲叶間 敷 奉 存候私 義理 

候へ 共 西洋 諸蕃 貿易の 利 を 以て 國本を 立て 候 大略 は 

候に は是 迄の 御會 計に 被 爲立置 候 外 別に 專ら 西洋の 

老中 樣の 御內 にて 其 御 掛-- 被爲定 公儀 御船 を 以て 其 

國を 治め 五 世界に 往來 して 彼の 民と 賀 易し 其 御 出方 

御 接待の 御 用途に 被爲充 度義と 奉存候 全世界の 形勢 

海の 義も 益、、 御嚴 重に 無 御座 候て は 叶 はせられ ず 候 

可 被 爲增城 制の 義も追 追 被爲改 西洋 諸國の 如く 御國 

師邊は 別して 京師 を 環 拱圜繞 候て 互に 相控援 し候樣 


有狗 座度是 等の 義皆 外蕃に 依て 御 入 增に相 成 候 御 用途に て 年々 歳々 莫大の 御 

義に 御座 あるべ く是 迄の 御 會計を 以て は 何程の 御 省略 を 被爲務 候ても" f '出方 

决 して 有 御座 まじく 奉存候 依て 愚 管に は 是等皆 外蕃に 因て 御 入 增に相 成 候 御 

用途に 付 其 分 悉く 外蕃 よ，^ 被 爲得候 御 出方 を以で 被爲償 候樣有 御座 度 ものと 

奉存候 

右 申 上 候 公儀 御船に て 御 積 送に 可 相 成 品々 大凡 此度御 改革に てェ 職に 有，， -っ 

か しめられ 候 遊民の 手に 成り 候 樣相成 候 は,. 此計策 全く 御成 就と 申す ものと 

奉 存候今 天下の 佛寺 四十 六 萬餘宇 一 寺に 就き 一 人の 僧 を 减じェ 職に 就かせ 候 

は^ 四十 六萬餘 人出て 來，^ 候 二三 人 减じ候 はぐ 百 三十 萬の ェ職 出て 來， 9, 候 加 

之 S5 徒なら ざる 遊 手の 民い か 程 も 有 之 又 正道 御敎 諭の 爲に惡 徒に 陷らず 刑 A 

を 免 かれ 候 者 も 有 之 夫 等 は 御 趣 法 次第 皆 職業 を 勉め勵 み 候 樣可相 成 左^ はく 

只 今迄 世上に 無之ェ 職の 數 二百 萬 人 出て 來， 候 は 容易の 義に可 有 御， Mfii^ 然る 

上に 力 學器學 を 興し 外蕃の 通.. N 便利の 器械 を も 製し 候て 人力 を 助け 又 皮國々 

の 方法に 傚 ひ 諸 所に 工作 場 を 開き 互に 相 勵み候 樣御董 正 有 之 又 物 產の學 を 明 


かにして 山澤の 遺財 を 收め其 出 來立候 貨物と 共に 船に 積み 五 世界に 御 通商 御 

座 候 は 莫大の 御 利 方に て 防 海 其 他の 御 用途に 隨分御 餘計可 有 御座 其 餘計を 

以て 益 御 國カを 被爲振 候樣被 爲勉候 はく 上 檬思召 通 五 世界 第一 等の 御 强國と 

相 成 候 はんこと 年 を數へ て 可 奉 待義と 奉存候 乍去大 に 付 早速 其 功 を 被爲收 

候に は 至らず 但邪 說亂る こと 能 はず 候の 正 理を御 持久 被爲 在い つ 迄 も 御 怠慢 

無 御座 候 樣被爲 在 度 左 候 はく 小 を 被 爲積候 もの 必ず 大に 至， 微を被 爲積候 も 

の 必ず 顯に 至- -候 はん 事 何の 疑 か 御座 候べき 只々 御 速 功 を 不被爲 望 御 持久 可 

有 御座の 御 規模 を 被 爲定候 事 御 肝要と 奉 存候此 御 規模 即ち 御 國是に 付 假令御 

執政の 御方樣 幾度 被爲替 候ても いつも 御 同樣に 御所 務有 御座 度 奉 存候尙 一 二 

御 利害 上存寄 候義も 御座 候へ 共 一 々毛 擧仕可 申 上 筋に も 無 御座 候 但前條 申 上 

候數 件は當 今に 於て 御 事 體の大 なる ものと 奉存 候に 付不顧 愚朦上 言 仕 候御審 

察の 上 御 採用 も 被 成 下 候 は、. - 天下 幸甚の 義と可 奉存候 以上 

戌 九月  眞田信 濃 守家來 

佐久間 修理 


上  書  二 五 四 

践久 一一 年 十  幕府へ の 上書 草稿 を文聰 公の 內覽に 供 せんとす 

る 時 添へ て 上る 

乍 恐 謹而奉 言 上候此 度公邊 御大 政 向御變 革に 付 私儀 御咎之 身分に 御座 候へ と 

も 天下の 御 爲是迄 久敷貯 へ 罷在候 愚意 並に 當今存 し 付 候 管 見 共上窨 仕度 右成 

否 奉伺 候 處其義 は 公 邊へ御 伺 被 成 下 候 はんとの 御 義且右 草案 御内 覽も被 成 下 

度と 御沙汰 之 趣 難 有 仕 合 奉 存候此 儀 は 奉內願 候ても 奉 備御內 覽度奉 存罷在 i 

義に 御座 候 所思 召よ， く 御沙汰 も 被 成 下 候 御 事 全く 當今 天下 之 御 形勢 御大 

切に 被 S 召 候よ， -被爲 出 候 御義と 深く 難 有 奉存覺 えす 感泣 仕 候義に 御座 候但 

當今 切迫の 御 時節に 候と て 天 下 御大 政 之義を 言上 仕 候 ひなから 御 自國御 政事 

向之義 一 向 等 岡に 奉存 候て は 所謂 のれの 田 を舍て 人の 田 を芸. 候と も 可 申 

甚恐入 候 義且此 度公邊 非常 之 被 仰 出に 就き 候ても 當御 政事 舊新御 流 弊 御 改革 

にて 格別 之 御 施設 不被爲 在 候て は 被爲叶 ましく 奉 存候兼 ミ當御 政事 之 上に 存 

寄 候 事共 御座 候に 付 書付 乍 恐 奉 申 上 候 犬馬 主 を 愛し 國を憂 ふるの 誠と 被 S  B 


御 採 擇被成 下 候 は て 凝 私 

御座 候 抑 當節之 御 政事 向 

可也と 被 思 召候歟 不可 也 

.^ 一  日 も 御 安居 は 難 被 遊 

候 はビ是 必 其 心 術 不 正 無 

て 取 繕 ひ罷在 候に 相違 無 

法則と 申 もの 無 御座 候 故 

怠 御座 候 者 も 其 御 咎も無 

れの職 守の 得不 得と 申義 

( あしく 廉耻地 を拂ひ 

貸に « れ獄 を鬵き 奸を蔽 

行き 御城 下町々 外 近 村 

賊を 得ず 御城 內 御金 藏 

ず 御 荷物 會所 にて 江戶 


微臣の 幸の みに 無 御座 實に御 國家之 幸と 奉 存候義 に 

御上に は 御 安心に 被 思 召 候歡御 不安心に 被 思 召候歟 

と 被 思 召 候歟御 不可と 被 思 召 御 不安心と 被 思 召 候 は 

若 又 御 不可と も 御 不安心と も 不被思 召 候 御義に 御座 

學庸妄 佞諛の もの 御座 候て 御 聰明 を 奉塵蔽 虚飾 を以 

御座 候 只今 御 政事に 考課 錢綜之 御 制 典 權衡殿 最の御 

に 非常の 勳勞 御座 候 もの も 其 御 賞 も 蒙らす 非 細の 過 

御座上は御家老ょ，9下大小の御役人に至，c^候迄ぉの 

も辨 へ ず 言責の 有無 も 心得す 御 家中 御領 內 風儀ます 

風俗 敗壤に 及び 候ても 移 易の 術 ある を 見ず 私 を營み 

ひ 訴訟 事 致 沈 滯年を 重ね 候 もの あ.^ と 雖も其 儘に 成 

强盜の 患 有 之 候へ ども 其盜を 得ず 人 殺 有 之 候ても 其 

盜賊入 込 大金 を 盜み候 もの 有 之 候へ ども 其 罪人 を 得 

送う の 大金 を 盜み候 もの 有 之 候へ ども 其 罪人 を 得ず 


上書  二 五 五. 


博卖を 業と し 風敎を 害し 候 もの 有 之 候ても 糾治行 屈かず 偽印 を 蓄へ僞 書 を 作 

fts 候 者^ 之 候ても 其 儘に 差 置 左 候て 其 典憲を 掌， 9 候 御 役人 平然と 罷 在り 御上 

にても 平然と 被 差 置 候 依之此 切迫 之 御 時節に 至う 候ても 時 を涛ひ 候大策 等に 

は 念 慮 も不及 只偷惰 苟且 一 日く と 容られ 候 事の み を 心 褂罷在 候 事と 被存誠 

に 長大息に 堪 へざる 義に 御座 候是 等の 御體 たらく にて 果して 御 安心に 可 被 思 

召 哉 否 哉 右 を 左 迄に 不被思 召 候 は 全く 虚飾 を 以て 御上 之 御 耳目 を 糊塗 仕 候 者 

御座 候に 相違 ある まじく と 相 察 候 自然 左樣 のことの 御座 候て 尙私申 上 候義を 

も 左様に は 無 之 右 は 全く 修理の 誣 言 に 候な ど 申 上 候 もの 御座 候 は,. 是は ff こ" 

國の大 蠹と可 申 もの 速に 御 除き 不被遊 候 はて 其 害 遂に 不可 測 候 間 御手 短に 御 

目 附差添 御用 筋 を 以て 私 方へ 罷 越し 辯 論 候 樣可被 仰 付 左 候 は，. 私 義御目 付 目 

前 に 於て 言 下に 申 伏せ 一 言 半句 を 開かせ 申 間 敷 候 左 候 は 义屹と 御上 を 奉 欺 候 

厳科に 被處 永く 御 家中の 大戒と 相 成 候樣有 御座 度 候 私 此度斯 く 迄に 敢言仕 候 

義は是 迄の 御 次第にて は 赏に不 容易 御國 家の 御大 事と 奉存候 故に 御座 候 間 乍 

恐 御 精神 を 被 爲奮御 目 皆 を 被爲拭 候て 御 熟 覽被成 下候樣 仕度 奉 存^ 抑 古よ.. - 


人君 之 御 職分 は 

す此 二者 各 その 

御 家に て 申 候へ 

を 明かに し實に 

大抵 は 身 を容ら 

座 候 其 上 近來未 

と 申し 一 端に 通 

の 御 政事に 御座 

候 もの を 后稷と 

空と し 萬 民の 敎 

德を匿 正し 治體 

に も 考績の 法と 

御座 候て こ を 天 

座 候 はんと 申に 

上  書 


賢 相 を 得る を 以て 第 一 とし 宰相の 職分 は 君 を 正 を 以て 第 一 と 

職分 を 失 はず 候 時 は治體 正しくして 朝廷 尊し と 申 事に 御座 候 

ば 御 家老 は 則ち 宰相の 職に 御座 候 然る 所 御 家老 其 治 體の本 原 

御上 を 正し 奉， 9 候 經世經 國の大 旨に 通じ 候 ものと て は 無 御座 

れ 君寵 を 固く し 唯 其 役儀 を 失 はんこと を 憂 ひ 候 もの 而已に 御 

だ 弱年に て 文に 付 武に付 一 事の 修業 も 仕らず 吏 事と 申し 民務 

曉仕候 義も無 御座 候 もの を 御 引 集め 御 家老 職 被 仰 付候是 何等 

候 哉堯舜 三代の 昔より 官に 任し 候の 大法 は 農務 を 委しく 心得 

し 百ェの 事に 達し 候 もの を 共ェ とし 水 土の 理に 深き もの を 司 

に 精し き 者 を 司 徒と し 兵務に 熟練の もの を 司 馬の 將帥 とし 君 

に 通達して 才德 衆に 出る 者 を 以て 宰相と 仕 候 事に 御座 候 其 上 

申 もの 有 之 各 をして 益 々勵 精して 怠慢なる 事な からしめ 如此 

下國 家の 政治 は 行 屈き 候 事に 御座 候 然る 所 只今 文武 御 振與御 

文に も 通せず 武 にも 達せざる 者 其の 總裁 にて い かて か 行 屈き 

二 五 七 


上 書  二 五八 

a- はん 夫に て 可也に も 行 屈き 候 義に候 は 聖賢 治 道の 御世 話 も 無 之 選任 を 精 

しくす るの 沙汰 も 無 之 害に 御座 候 兎に角 政治 は 人 を 得る に 御座 候義 にて 一 人 

本 才の人 御座 候 は ど 一 國の 政治 は 勃然と 奮 奥し 候義に 御座 候是 中庸に 人道 敏 

政と 申 候 事に 御座 候 管 仲の 齊に 於る 樂毅の 燕に 於る 由 余の 秦に 於る 諸 葛亮の 

蜀に 於る 其證に 御座 候此邦 にても 池 田家に て 熊 澤治郞 八 を 御用 ひ 保 科 家に て 

田 中 三 郞兵衞 を 御用 ひ 其 功績 今に 至る まで 見るべき 事に 御. 座 候 趣 に 承 ，c^ 候 此 

二人の 才 前の 四 子と 比 偷可仕 候に は 無 御座 候へ 共 其 人物 丈の 功 御座 候義 にて 

固ょ.^凡庸俗吏の能く及ぶ所に無御座候只今の學校年々四誊五經素讀講釋出 

來候者 有 之劍鎗 の少々 粒立 候 者 出 來候を 御世 話の 樣 心得 候 者 も 有 之 哉に 御座 

候へ 共 當今文 敎を振 ひ 候と 申に は 聢と御 學政を 被 爲立御 家老 は 勿論 大小 之 御 

役人 御 家中 之 子弟の 面 立 候 者 は 皆文辭 章句の 末の みに 趨らず 周 公 孔子の 仁義 

道徳の 敎を 鉢と して 西洋の 天文 地理 萬 物の 窮理を 兼ね 當 世の 時務に 通じ 候 所 

を 用と し 候 義を辨 へ 候 樣不被 成 候て は 御文 敎の振 ひ 候と は 難 申 候 又 御 武備と 

て も 子弟 之少々 劍鎗を 使 ひ 候 位 申す に 足らず 責ては 御 火器の 分 一 昨 申年 正月 


御 武具 奉行 申立 候 通 r§i  I 諭^ 離 爲御 出來 寄， - 小銃 火藥も 建策 通， -御欠 

目な く 御 家老よ， 9 御 番頭 迄 は 大抵 パタイ" ン 位の 人數は ^1?^ よ 引 廻し 候義 

を 熟練 致し 大小 火器の 打 方 用 方 等 巨細に 相 心得 其 製作の 致し方 よら 其 吟味の 

法 迄 悉く 辨へ罷 在 御番士 御徒 士末々 の 子弟 迄劍鎗 術に 兼て 西洋 砲術 を鍊 磨し 

馬に 乘候者 は 馬 を もよ く狎し 馬上 銃の 演習 も不斷 怠らず 騎兵 調練 も 調 ひ 候と 

申に 無 御座 候て は 當節御 武備 御 整 ひとは 難 申 上 奉 存候斯 く 申 上 候義を 誠に 大 

業之義 如何 致し 容易に 出來可 申と 危ぶみ 存し候 もの も 可 有 御座 候い かさま 容 

易には參-^^兼ね候但只今迄の御振合にては百年千年相立候てもとても出來仕 

ら ざる 義に 御座 候へ 共 愛に 其 人 有 之 治 國の政 典 を 心得 御正 令 を 設けて 年 を 重 

ねて これ をな し 候 はんに 何の 難き ことか 御座 候べき 學校之 御 法相 立ち 人材 御 

敎育 御座 候 上に 四 類 觀異の 法と 申 もの を 被 爲設賢 能 を 御 進め 貪 胃 を 御 抑御與 

奪 を愼其 人材 次第 御 家老の 職 迄 御 擢升可 有 御座 御 法 だに 相 立 候へば 素讀 講義 

等の 御 吟味 並に 年々 出席の 日 星を數 へて 御 褒美 被 下 置 候 等の 細 層の 御手 數無 

御座 候て 子弟 少壯を 論ぜず みづ から 勵 みみ づ から 勉め其 業に 進 候 はんこと 譬 

ヒ  t  us 九 


上 眷  二 六 〇 

へば 蒸 a 車の 行く が 如く 停む 可らざる の 勢に 相 成 候 はんと 奉 存候四 類 觀異の 

法と 申 は 徳行 を 第一 とし 才學を 其 次と し 勞効を 又 其 次と し 門地 を 下と なし 德 

均しく 候へば 才學を 取り 才學 均しく 候へ ば 勞効を 取り 勞効 等しく 候 へば 門地 を 

取.^ 候 事に 御座 候 只今 迄 此御法 無 御座 候 故に 門地 高き もの は 安逸に 怠り 5- き 

もの は n 前 を 普み 出身の 業 を 勤めず 子弟の 才 ある 者 は 其才に 誇り 放蕩 無賴名 

檢を 犯し 候に 至，^ 候 も 全く 此御法 無 御座 候 故に 御座 候い か 程 才能 御座 候共德 

行かけ 候て は 御 精選に 入 候 事 叶 はず 其德 行、 たに 修，^ 候へば 其 才力 次^ 御徒 士 

席尙 下々 の もの 也と も 御 家老 迄に 御擢用 御座 候と 申 ものに 候 は 然と 禮節 

を 守ら 名儉を 謹み 行 義を缺 き 候 様の もの 先 は 御座 ある まじく 畢竟 才に 誇. o.iDf 

^不鶴 を 働き 候 も 多く は 行く先き 望むべき の 地 無 之 故に 御座 候然、 所行く 先 

望むべき の 地 濶大に 御開き 德行を 御 進め 才能 御用 御座 候と. &に相 成 候 は V 誰 

か憒發激勵仕，.^候はざらん凡其人純粹之聖賢に無御座候以上は必ず勸懲黜陟 

の 典に よら ざれば 叶 はざる 事と 奉 存候又 御武敎 とても や は， CS 此意 にて 夫々 藝 

術 御世 話 御座 候 上に 三奇拔 選の 法と 申 もの を 被爲設 第： 一 に 謀略 ある 者 次に 材 


藝超絕 の 者 次に 統領た るべき の 器量 ある 者 御 選び 御 登用 有 御座 度 尤士は 文武 

兼備 仕るべき 義に付 此三奇 拔選は 即ち 前の 四 親 觀異法 中の 才學と 見 候て よろ 

しき 義と奉 存候此 政令、 たに 相 立ち 御 勵精被 爲在候 はて 前 申 上 候 位の 義は十 年 

を 出で ずして 屹と 御行 屈き 可 有 御座 奉存 候公邊 にて 此度文 を 興し 武を振 ひ 候 

樣 にと 御座 候へば 必ず 此御實 効 を 被 仰 候 御 義と奉 存候其 上 尙被仰 出 候に 富彊 

の 術計 厚 心 掛候樣 にと 御座 候 此義は 御 家老 共 並に 要路の 御 役人 輩 如何なる 術 

計 御 座 候 義 哉 私 義 は 兼 て よ ，.^ 富 强 の 術 も 少 々 心 得 罷 在 御 國 家 に 就 て 種 々 思 盧 

計 書 仕 候義も 御座 候 乍 去 此義は 事 體廣大 にして 其 節目 叢 細に 付 一 朝に 紙筆 上 

申 上 難 盡奉存 候其內 一 事 殊に 早く 御 規模 を 被爲定 度と 奉 存候筋 御座 候 間爰に 

奉 申 上 候 

御 家 之 御 本領 か、 る 山中に は 御座 候へ 共 當今矢 張 海 を 被 爲兼候 思 召に て 御 人 

數相應 に 御 選びに て 此節御 軍艦 奉行所へ 御賴御 軍艦 操 練 所に 於て 大 艦の 扱 ひ 

を 稽古し 兼て 測量 學 修業 候 樣被仰 付 偖 又 公 邊へ御 願に て 西洋 諸 蕃の內 よ.^ 非 

常の 節 軍艦の 用に も 可 相 成スク 1 子 ル位船 一艘 御 買 上 有 御座 度 鎮ま II 醉 i 


上  書  二 六 二 

^•Iflsfi^fss 左 候て si 自由に 致し 航海の 出來候 迄の 稽古 

は江戶 海に て 修業 致させ 又 越後 今 町 近 邊の內 公 邊へ御 願 ひ 且榊原 様へ 御 示談 

相應に 御手 廣に 御屋敷 地 御 取 立 追々 御領 內は 勿論 此 一 と 平らに 物 逢の 學を典 

し產物 御手に 歸し 候樣仕 工作 塲を 開き 別紙 公邊 上書に も 認め 候 通の 手段に て 

多分の 貨物 搏 出し 御用， 意の 船 を 以て 近く は 松 前 朝鮮 九邊の 地琉球 淸國は 勿論 

遠く は 歐羅巴 亞墨利 加 迄 も 被遣賀 易の 利 を 御收め 御座 候樣有 御座 度 其 仕方 別 

紙上 書の 趣に 御座 候 前條の 文武 御 振 奥の 上に 此船艦 之 御 策 相 立 候へば 御富鹽 

の 御 術計 先 大半 被 爲得候 御義と 奉存候 且又 被 仰 出 候に 環海の 御國 海軍 を不被 

爲典 候て は 御 國カ不 被爲振 候に 付 追々 御 施設 可被爲 成と も 御座 候 上 は 諸侯 樣 

方 御 參勤御 緩に も 相 成 候義に 御座 候へば 右 御 定策遲 々候 は 山國 な.^ とも 海 

舶 用意の 義等被 仰 出 まじき に 無 御座 其 所に て 御手 初 御座 候よ.^ は 只今 速に 左 

樣 御座 候 方 公 邊へ御 忠勤の 御 一 廉 にも 相 立 可 申 天朝 其 他 天下への 御 聞え も 可 

宜 候へば 一 日 も 早く 御 規模 被 爲定度 御 儀に 奉存候 乍去箇 様の 義も 鬼に 角 人 を 

不被爲 得 候て は 御行 屆 きかね 可 被 遊 奉 存候偖 又 前 條申上 候大銃 御製 作の 義位 


にても 能く 西洋の 砲理に 通じ 

力 學のニ 科 を 兼ね 心 思 細密に 

の 筒 にても 分 釐の誤 ft- 無 之 候 

て 職人へ 申 付 候 はく 夫に て 無 

のに 御座 候 所私義 など 在府の 

易なら ざる 義と存 申 候 砲 製に 

に 付 能々 被 爲愼御 誤 造 無 御座 

はわれ 知らず 誤 を 生じ 候 もの 

被 爲得此 度御改 鑄に 相 成 候 則 

爲に とて 多分の 御 用途 を 以て 

樣御 精密に 御念 盧被 爲鍊監 造 

辰年 只今よ，.^ 十九 ケ年 前已に 

物產 等の 學 西洋の 學を 興し 候 

仕 御 家中へ も 一統 此學 に從事 


其 利害得失 を審 にし 

して 粗なら ざる 者に 

樣 にと 申は决 して 難 

差 支出 來可 申な ど考 

間 諸家 樣ょ， 9 御賴に 

自然 誤ら 御座 候 節 は 

候樣有 御座 度 奉存候 

に 御座 候 只今 迄の 御 

ち 其 確 證と奉 存候此 

御 改造 も 被 爲在候 御 

の 者 を 御 選 擇被遊 候 

世界の 形勢 を 相 察し 

にあら ざれば 行屆か 

仕らせた く存 込み 右 


金 木 二 材の理 

無 御座 候て は 

出 來義に 御座 

へ 候 は 素人に 

て 大銃數 十 挺 

おのれ を 害し 

監 造の 者 其 人 

火器 誤謬 多に 

切迫の 御 時節 

義に付 S び 御 

樣有 御座 度 奉 

天下 國 家の 事 

ざる 義を存 し 


に 精し く器學 

僅か 十 門 以上 


候 善き 圆 

よく 御座 

監造仕 能 

敵 を 利し 

に 無 御座 

付 已む事 

に 付 天下 

誤 造 無 御 

存 候私義 

砲術 兵法 


を以 

候 も 

々容 

候義 

候 時 

を不 

の 御 

座 候 

去 る 

器械 


自身に も 講究 


に は 有力の 西洋 學者御 召 抱 


上  書  二 六 四 


に 無 御座 候て は 敎導不 行 屈 候 義に付 其 儀 建白 仕學 藝相應 

奉 薦候所 御 家老 共 其 識も無 之 其 志 無 御座 候 故に 其孩 遂に 


奉存候 諸般の 學藝 三年に し 

は W ぼ 之 大成に 至 ftN 候義に 

候 はて 此節 銃器 御改 鑄な ど 

端 御行 屈き 可 有 御座の 所 其 

付 西洋 砲 書 等 少しく 讀候も 

候て 監造 御用 被 仰 付 誤 を 生 

出來候 はんと 申義は 無覺束 

位の 者に て は 又 誤 ftN を貽し 

と 奉 存候此 度 莫大の 御 用途 

臨まざる 以前 旣に 御身 方の 

選 被爲在 候樣に 仕度 奉存候 

家中 は 勿論 此近國 を 合せ 私 


に 出來候 もの 

行 はれず 殘念 


て 小成し 九 年に して 大成 仕 候 

候へば 私 其 節の 建議 行 はれ 御 

にも 監 造の 御用 可 被 仰 付者定 

節の 建策 行 はれず 十九 ケ年空 

の だに 私 門人 兩 三人の 外 無 御 

ぜ ず近來 西洋に て 益 々精密に 

まして 唯 聊か 飜譯の 書な どに 

候て 御實用 妨害 御座 候 樣の事 

も 可惜 義且 大砲 製作 不精 密候 

銳氣を 挫き 一 つ の 御 損と 奉存 

彌其人 を 御 精選 御座 候 御義に 

の 半學を 心得 候 もの も 有 御座 


に 付 十九 年 

中 西洋 學盛 

幾人 も 御座 

く 過ぎ去 ，0 

夫す らも 私 

明 仕 候 法 通 

身 筒の 形 を 

至 ft- 候 は 眼 

は赏地 緩急 

何分 も 其、 人 

成 候 節 は 乍 


三人 迄 

の義に 

の 間に 

に 御座 

候て 萬 

候義に 

手 離し 

り 製作 

心得 候 

前の 義 

の 場に 

を 御 精 

恐 當 御 


間 敷 候 私義當 時公邊 


御咎を 蒙り 日蔭 ものに 御座 候へ 共 只今 僞寓 蟄居 罷在 候歸ー 

地餘 程手廣 御座 候 此地內 右 御 改鑄中 暫く 御用 地に 相 成 御用 

の 外 維人の 出入 を 禁じ 是迄 御用 筋 を 以て 私 方 出入 御 許容に 相 

にて 金 木兩材 並に 御 用途 受拂の 義取极 ひ 御 火器 臺車 並に 彈 

て 私の 指南 を 得 可 仕樣 被 仰 付 候 は、. - 日蔭の 御用い か 程も勉 

則に 不差 候樣 製作 可 仕 奉 存候此 切迫の 御 時節 當 今の 御 急務 

御製 作 御座 候 はん 爲に私 蟄居 罷在候 同 屋敷の 內御 用地に 相 

用 被 仰 付 候と て 御子 細 も 有 御座.^ しく 乍 去尙御 不安心に 被 

よく 被 仰 立 候ても 可然御 事の 様 奉 存候此 節と 相 成 候て は 公 

義も 大抵 相 白し 居 可申義 と奉存 候其義 自然 も 相 成 兼 候御樣 

は 蟻 川 賢 之 助に 右監 造の 義被仰 付 度 左 候 はく 餘 人の 十 人に も 

此者義 は 久しく 手に 附け候 門人に も 有 之 又 於江府 親類 名目に 

其 不行屆 の 所 はいか 樣 にも 申 談し可 遣 候 左 候 は、. - 可也 御用 

候 是等は 自薦の 嫌に 涉 甚 如何に 御座 候へ 共 十九 箇年も 御 


郞 下屋敷 內 空隙の 

掛 鍛冶 鑄 物師 大工 

成 居候 御 武具 奉行 

藥車等 製作の 式總 

强仕 西洋 精密の 規 

たる 御 砲 器 精密に 

成 私 義に應 身の 御 

思 召 候 は ，； 其 段 程 

邊 にても 私 罪 案の 

子に も IP- は 責て 

相當.c^可申奉存候 

相 成 居，^ 候 義に付 

便に 相 成 可 申奉存 

手後れ 御 人に 御逼 


迫の 御 時節 故に 

前に も 申 上 候 通 

程 御 聦明御 才智 

ひ 候義に 御座 候 

興替に も 其 人 を 

候は必 しも 世祿 

候 ひし かど もこ 

の昭王 これ を 用 

西 戎に霸 たられ 

漢 とも 風雲の 會 

左 候て 形の 如く 

で 候義と 奉存候 

御 他家の 御 家 

位 を 賜- >御 政事 


聊か 管 見 を 奉 獻候義 に 御座 候 宜樣御 取 舍被成 下 度 奉 願 候 猪 又 

御 政治 は 鬼に 角 其 人 を 被爲得 候に 無 御座 候て は 御上に いか 

被 遊 御座 候ても 決して 振 ひ 不申右 故に 明君 必ず 賢 相 を 擇み用 

只今 此 切迫の 御 時節と 罷成候 所に て は御國 家の 御 安危に も 御 

被爲得 候と 不被爲 得 候と に 御座 候 義と奉 存候御 家 來に被 召使 

の 御舊臣 ならず して 苦しから ず 初め 申 上 候 管 仲は梪 公の 仇に 

れを用 ひて 五 顧の 第一 と 被 成 候 樂毅は 本魏の 人に 候へ ども 燕 

ひて 大功 あ.^ 由 余 は本秦 人に 無 御座 候へ 共穆公 rJ れを用 ひて 

候蜀の 先主と 孔 明と は 御存知 被 遊 候 通.^ の義に 御座 候 其 他 和 

に乘 じて 勃 奥せられ 候 人 主 等 は 其 臣下 皆舊臣 にて は 無 御座 候 

各 其 忠義 を 得られ 候 左 候へば 臣下の 忠義 は 悉く 上の 恩 遇に 出 

就て は 賢 能 才智 千 萬 人に 勝れ 候 もの 御座 候 はて^と ひ 浪人な 

來な， - 苦しから ず これ を 天下に 被 爲求其 人に 應 じて 1^  く御錄 

の 指南役に 被 遊 和漢 古今 並に 五 世界 諸蕃の 政治 迄御參 酌の 上 


是迄新 奮の 御 流 弊 被 爲除聢 と 永世 御 率 由 可 有 御座 御 國典を 被 爲立御 政事 御 一 

新被爲 在候樣 仕度 奉存 候新參 にても 御 恩 遇 次第 决 して 不忠 は 仕 まじく 別而賢 

者に 候 を や 只今 越 前 家に て 大分 御用 立 候 横 井 平 四 郞は本 細 川 家の 御 家 來に候 

を 御借受 にて 被 召使 候 趣に 御座 候當 今の 形勢 能く 早く 御心づ かれ 候義 に奉存 

候 春嶽樣 にも 天朝よ，^ 御 人選 被 爲在候 程の 御 方に 付い づれ にも 御 非常と 奉存 

候當御 家中 只今の 如 一 人 も世祿 ならざる は 御座な く 殊に 代々 大祿を 戴き 罷在 

候ても 名 節 行 檢禮義 廉耻を 磨き 候義 御世 話 無 御座 候 時 は 私利の 爲に 公義 を 害 

し 候 風習に 相 成 候 事 只今 之 通に 御座 候 是又世 祿の臣 も 其 忠義 必ず 恃 むに 足ら ざ 

るの 一 證に 御座 候 兎に角 君臣 は義を 以て 合 ひ候大 倫に 御座 候 故に 臣の 君に 事 

へまつ う 候に 付義の 一 字 を 重 じ 道 合へば 服 從し奉 ft> 不可なる 時 は 去る と申覺 

悟 を 以て 一 日 も 苟且の 御 奉公 は 仕らず たと ひ 永の 御 暇 を 戴き 候 まても 義理 を 

枉げ候 勤 を 仕らず と 申 候 ものに 無 御座 候て は 眞實の 士とは 難 申眞赏 の 御 信任 

は 御出來 かね 被 遊 候義と 奉存候 然る 所 私 を營み 公義 を 窖し候 ものの 僻と して 

三代 層 恩の 御主 君 を 去る と 申 事 無 之 社稷と 存亡 を 共に 致し 候が 忠義と 申 候 左 

上 書  二 六 七 


h  書  二 六 八 

程 忠義 を 辨へ候 義に候 はぐ 平日 御上の 御 目 を 暗まし 奉， 9 私利 を營み 公義 を 412 

し 候 は 何事に ゃ是 全く 失 ひ 候 事 を 憂 ひ 候の かこつけ 言 と 申 ものに 被存候 夫と 

申 も 平日 大小 俸祿 を 戴罷在 永の 御 暇 にても 奉 願 候へば もはや w び 其 半分 四 半 

分の 祿 にあり 付 候 事 叶 はず 是其 才學 器量 衆に 出 候と 中 事 無 御座 候 故の 義に御 

座 候 自分 乙の 義を 危ぶみ 罷在 候に 付 言 を託し面を飾.=^候へども本來の義の 一 

字を辨 へず 候 故 惟容悅 をのみ 宗 として 不忠 を 働き 候 依て 愚意に は 右の 託 言 御 

國 家に 滿ち 候て 御上 ほど 御 損なる 義は無 御座 候と 奉存 候い かにと 御座 候に 譬 

へば 平日 其 價無之 器物 を 莫大の 高價を 以て 被 爲召置 候と 同様に 御座 候 平日 高 

價を 以て 下品の 器 被 爲召置 候 も 無 御 據候處 す はと 申 節 其 器物 其 器に 當らず 御 

國 家の 事 を 敗， 9 候 はて 如何 可 仕と 此事 のみ 寒心 罷在 候義に 御座 候 乍 去 かく 申 

上 候へば とて 只今 迄 高 祿被下 置 候 もの 减祿被 仰 付候樣 にと 申 上 候 義には 無 御 

座是迄 久しく 其價 なき 器物 を 高 價に被 爲召候 は 畢竟 は 大鋒院 様 御 以來御 家に 

？ a-  P  .a 、二お，.^ り 庇：. K 一  此義は 委しく 申 上 候樣仕 候へば 其言甚 長く 候 故 愛に 不舉 ん 

ま， と 申も^ 翻；. N 中 上 御 不恭の 御 義に被 思 召 候 は 1. 追て 御 尋可被 成 下 候 ヌ$^ 

代々 此 僻境に 被 爲入候 故 御 家老 職 相 勤 候 もの も 知見 開けず 俊傑 名士に 接見 候 


事 も 無 之無學 固陋に て 治 國の典 形 を 建て 候義を 心得ず 右 故に 御 政治の 御大 柄 

たる 御 賞罸を だに も 或は 輕く 或は 重く 或は 有う 或は 無しと 申 次第 嘆げ か はし 

き義に御座候ぃにしへは舊成人なしと雖も猶典刑ぁ，.^と申候に御家には甚恐 

入 候義に 御座 候へ ども 人 法と もに 無 御座 候 唯大祿 だに 戴き 罷在 候へば 其才其 

識平 人に 及ばず 候ても 御 家老 迄 被 仰 付 候 此の ごとき 御國 鉢に 御座 候 故に 大祿 

の 徒 學術を 精 研し 德行を 勵修し 治 * を通曉 候て 御國 恩に 奉 報 候 はんな ど は 夢 

にも 心得ず 幼少よう 游惰 に暮し 候が 通常に て 御座 候 全く 御上の 御 仕向の 宜し 

からざるょ，c^爱に至，c^候義に付夙く御督責の御法を被爲立寬く其勉勵補過の 

期 を 被 爲設其 上 にても 猶 怠惰 放肆 遂に 其材 をな し 候 はずば 不及 是非 義に 御座 

候 今 一 槪の 御沙汰 等 御座 候て は 所謂 戒めず して 成 を 見る 是を 暴と いふに て 人 

心 を 難 得 義と奉 存候偖 又 乍 恐 御上の 御身の 上に 就て 奉 申 上 度 候 事 は御學 問の 

義に 御座 候 古 よら 聖主賢 君 其 生 質の 美 類に 出て 萃に拔 き 候 も 其德を 成就 御座 

候 は 皆 其學に 由ら れ候義 に 御座 候 堯舜之 性の ま V 也と 申 だに 傳記を 見 候へば 

皆 其 師範 有 之 候湯武 のこれ を 身に し 候と 申 も 湯 王 は 伊 尹に 學 ばれ 武王は 太 公 

上書  .  二 六 九 


上 

に學 ばれ 

候 事尙書 

禮 記に 見 

進歩 御座 

御座 候 5^ 

國 一 城の 

中の 保 傅 

御學 問の 


書 .  .  二 七 〇 

事 詩禮置 子に 見え 候 殷の高 宗は初 甘 盤に 學 ばれ 後に 傅說 

に學 ばれ 晋の文 公 は 舅 犯に 學 ばれ 

ず 孔子の 大聖と 雖 


に 見え 候齊 

ぇ候此 四聖 

候て 七十に 

其 他に 於 

もま 〈世子 

則ち 其規 

御 義に付 

鎮 甚だ お 


御 下， -御 修業 被 遊 候 


討論 被 遊 

爲違候 御 

得 被 遊 候 

能く 自か 


御 事も不 

も 乍 恐 可 

も 可 有 御 

師を 得る 


の 桓公は 管 仲 

三 賢の みなら 

至て 心に 從ひ矩 

て學 を舍て 候て 

たるよ， ON 學問出 

則に 御座 候私義 

候て 屢，， 建 言 も 

K- そかに て 唯 菜 

御義 とて は 無 御 

被 爲入候 へ ば い 

被 爲在又 御 誤， リ 

座 奉 存候尙 書に 

もの は 王た う 人 


を踰 えざる の 妙 

は 叶 はざる 義と 

精 御座 候 樣其法 

此 所に 所見 御座 

仕 候義に 御座 候 

介 を 御 相手に 被 

座 天下の 名士 俊 

かに 御 生 質 御明 

に 御座 候 義を御 

も 滿は損 を 招き 

お のれに しくな 


も 


奉 


誤 


し 


十五 志學ょ 

及ばれ 候 塞 

存候 故に 天 

座 候 事に 御 

故 御上 御 幼 

ども 御 家老 

候の み聢と 

を 被 爲召候 

に 被 爲渡候 

に は 無 御 

は 益 を受く 

と 謂 ふ もの 


に學 ばれ 

候 事 孟子 

每十 年に 

旣 に如此 

の 君 も 一 

候 大戴禮 

の 御砌ょ 

て 不取用 

儒 碩師に 

御 講習 御 

も 思 召 被 

候と 御 心 

も 申し 又 


は 亡ぶ とも 


御座 候 何分に も 御 謙虚 之 御德を 被爲勉 候て 御 學問被 爲遊候 樣奉願 候 初めに も 

申上候通，：^只今切迫の勢と相成候ても御家中人材に乏しく候所にてはぃか、.- 

とも 難 被 遊 候 就而は 御上 御學問 とても 御 師範の 人 無 御座 候て は 御迷惑 被 遊 候 

御 義に付 廣く御 師範と も 可 相 成 學者を 被爲求 暫く 御 私意 を 怯け させられ 候て 

ffi 帝 明 王 賢主 良 君の 學御 修業 被爲在 候樣有 御座 度 奉 存候聖 帝 明 王 賢主 良 君の 

學と申 他に あらず 大學の 格物致知の 御 工夫 を 以て 事物の 變を 窮めさせられ 事 

物の 御前 を 過ぎ 候 者 義理の ある 所 は繊微 と雖も 必ず 御 洞察 被 遊 御 心 目の 間に 

瞭然と して 毫髮の 隱暗無 御座 候へば 自然に 所謂 意 誠心 正と 申 御 « 合に て 天下 

の 事務に 應ぜ させられ 候 御 事  一 二の 數を數 へさせられ 黑 白の 色 を辨ぜ させら 

れ 候と 御同樣 なる ベべ 奉存 候御學 問の 御手 筋 自然 も 此所を 主と 不被遊 候 時 は 

たと ひ 御 才發の 御 資質 御座 候ても 其 知見 善 を 御明め 被 遊 候に 足らず 玄 淵の 識 

理を御 窮め 被 遊 候に 足らず 終に 天下 國 家の 治 亂に補 ひ 無 御座 候是 私の 私 言 に 

無 御座 古賢の 成 論に て 御座 候 人君の 御學 問は甚 御大 切なる 義 にて 其 御 學の有 

無 正 不正 其 方寸の 間に 御座 候て 天下 國 家の 治 不治 遠大の 外に 響き 候 易に 毫釐 

上 書  二 七 一 


上 

に楚 ふれば 

の， 3 の 字 だ 

よ 讀 初 め 

洋兼學 の 事 

の 御 明敏 を 

爲遊候 はば 

る 所に 無 御 

て竊 に奉議 

及ばざる • 

大に 人の 知日 

後 主 へ 差 出 

韓 非の 文法 


書 

a るに 千里 を 以てすと 申 は 此義に 御座 候私義 三十 四 歳の 夏 迄 西洋 

在候處 洋書 霞め かね 候て は 萬 端 不都合の 義と 存じ 夫 

を 蒙 .=^ 候 ひ し は 只 今 よ ，CN 九 年 前 に 御 座 候 其 頃 旣 に 西 

申 候讀み 初めよ.^ 其 節まで 丁度 十 年に 御座 候 十 年 か 

義も 大抵に は 得る 所 も 御座 候 ものに 御座 候^ や 御上 

も 御 良友と も 相 成 候 人 を 被爲得 朝夕 御 講奢御 討論 被 

も 被 爲富候 御 義其御 造 詣 の 御 深遠 私 共 の 能く 量 ク 奉 

御 家中 四書な ど 讀み候 もの 御上 韓非を 御 好 被 遊 候と 

歟に承，c^候韓非も大才の人さすがの李wもみづから 

讒 して 殺し 候 程の 者に 付 其 議論 人 を 動かし 候 所有 之 

ころ 御座 候 右 故に 孔明 も手づ から 其の 語 を抄錄 候て 

私な ど いらざる 義に 文章な ど を も 好み 候 僻 御座 候て 

ば 學び候 はんと も 存じ 候て 隨分繰 廻し 通讀仕 候義に 

しく 候へ 共 又 其 现瑕紕 緩 論外なる 所 御座 候堯 舜湯武 


にも 存ぜす 

候 處公邊 御 

天下に 知ら 

一 向 不 案 內 

以て 御 良師 

未だ 御 春秋 

座 奉 存候只 

候 者 も 御座 

を 知う 秦王 

識を引 立 候 

候 事， と被存 

精絕 なる 所 


咎 

の 

今 


と 


を 


御座 候 然所好 所 は 隨分宜 


を 賢と し 候 は 乃ち 天下の 亂術 など 申し 又 孔子 未だ 孝悌 忠信の 道 を 知らず など 

申 候 は 悖 亂の極 其 身 を 殺して 餘罪 ある ものと 可 申 候 正 學の格 物 窮理の 御 功 を 

以て 箇樣の 现非を 御明 斷被遊 候 ひながら 御 書物 被 遊御覽 候へば 韓 非に 限らず 

何 書 にても 皆 正 學の御 羽翼と 相 成 候， fj- ゃ韓非 とても 名 言 頗る 多く 人君 國 家に 

益 御座 候義 少なからず 候へば 御 好み 被 遊 候 義御尤 に 奉存候 然る を 具の 識見 も 

無 之 叨に奉 議候は 却て 愚かの 義に 御座 候 惟 ミ御讀 窨之上 之 御 取舍も 義理の 御 

判斷も 何卒 御善師 とも 御 良友と も 相 成 候 人 を 被 爲得御 相談 被 遊 候 はて 御學. 問 

の 御 長 進 被 遊 候 事 日を數 へ て 可 奉 待 奉 存候左 候 は 、.- 御 家中の 文學も 自然と 暫 

時に 王變 面目 を 革め 可 申と 奉存候 兎に角 群 を 離れて 索 居 すれば 過ち 多く 獨學 

なれば 固陋な，^ と 昔よ，^ 先哲の 名 言 も 御座 候 何分に も 善き 御 師友 を 天下に 求 

めて 被 爲得候 事當今 最大 之 御 先務と 奉存候 孟子に 湯の 伊 尹に 於る 學んて 後 こ 

れを臣とす故に勞せずして王た，c^桓公の管仲に於ける學んで後rJれを臣とす 

故に 勞せ ずして 覇た うと も 御座 候學び 候と ゆ 候 は 其 所得の 學術を 受傳へ 侯 事 

に 有 之 乙れ を臣 とすと 申 はてれ に 委任して 國政を 掌ら せ 候 事に 御座 候 其 臣下 

h  書  二 七三 


上  書 

君に 及ば さる 者の みに て 治 をな しょく 

だ 甞て有 之ざる 俄に 御座 候此 切迫の 御 

付 是 非 共 急に 御 救 正 あらせられず 候て 

蹶 する 然く泄 々する .\J なかれと 御座 候 

と 巾 事に 御座 候 怠緩悅 從は是 迄の 御風 

御 救 正 御座 候に はちと 御 峻藥に 無 御座 

說命 にもし 藥瞑 眩せ ざれ は 厥病療 えず 

醫理に 通達 候て 能く 其 病因 病症に 明か 

誤らざる 者に 無 御座 候て は 病 を 癒さん 

至， 候 義も可 有 御座 候是 又良醫 を被爲 

甚奉犯 胃 御 威 重候義 深く 奉 恐惶候 へ ど 

遂に 極 言 仕 候義に 御座 候 御 熟覧 之 上 御 

候 以上 

十月 


二 七 四 

其國の 治.^ 候 事 は 古より 今に 至る 迄 未 

時節 御國 政の 義も 段々 申 上 候 通の 義に 

は 叶 はせられ 間 敷 詩の 大雅に 天の 方に 

も 此義に 御座 候泄々 と は 怠緩悅 從の義 

誼に 御座 候 何分 斯くて は 叶 ひ 不申此 場 

候て は 急患 深 病 を 蜜し 候に 至らず 害の 

と 御座 候 も 此義に 御座 候 乍 去是も 兼て 

に其對 症の 藥を 施し 候に 其斤兩 分銖. を 

として 却て 其 病 を 深く し 人 を 殺し 候に 

求 候 こと 御 急務 之 上の 御 急務と 奉存候 

も忠 憤の 所 激みづ から 止め 候 事 能 はず 

採用 も 被 成 下 候 はく 實難有 仕 合 可奉存 

佐久間 修理 


猶以奉 申 上 候 右不憚 忌諱 極言 仕 候 義御熟 覽被成 下 置 思 召に 入らす 御 採用 被 

成 下 兼 ，こ、 御座 候 はて 別紙 公邊へ の 上書 草稿 御 下の 節 一 同 御 封 を 以て 御 

下げ 皮 4^ 下 i 樣仕， i.- 奉 願 候 左 候 は 直 様 火中 仕 跡 を 滅し候 樣可仕 奉 存候私 

^よ 過日よう 段々 御 覽被成 下 候 通，^ 皇國の 御 爲には 廿餘年 前よ.. - 天下 億兆 

の 人に 先ち 天下の 御大 計 を も 數度及 建 言 遂に 又 其 事に 依て 公邊 よ，^ 蒙御咎 

御手 數に罷 成 其 段 は 恐 入 候へ 共 天下 形勢 も 大半 私 申 上 候 通. -に相 成 候 右 故 

に 天下 後世へ 耻ぢ候 義も無 御座 又 御 國家を 辱し め 奉- -候 とも 聊か 不奉 存但 

感 讓院樣 よ. 0 莫大の 御 厚恩 を 被り 候 ひながら 是と申 御 奉公 も 仕らず 奉慙愧 

宾義に 御 二 坐 候 乍 去 顧み 候へば 御 同 院樣御 加判 之 列 御 引 際 人の 及び 候 はぬ 非 

常の 御 奉公 も 仕 候義も 御座 候き i  SSI  1  = 人 御 同 院樣旣 に 御世 を 被 

爲讓候 上 は 一 筋に 御上 へ 死力 を盡し 忠勤 を抽で 奉答 御國 恩候覺 悟に 御座 候 

メし！^^-未だ半途にも 至らず公邊御咎を蒙ら多年屛居罷在候義遺慽至 極奉存 

候乍然 回想 仕 候へ ば 御上に 奉對 候ても 聊 非常 之 御 奉公 申 上 候 節 も 有 之 少し 

く S 出な きに あらず 去れば 此 書付 思 召に 入らず 御 採用 も 難 被 成 下 御 義に御 


座 候 は. -公邊 への 上書 成不 成に 拘 はらず ますく 伏 蟄殘年 を 終へ 申 度奉存 

候 若 又 是迄之 御宿 雕等御 感悟被 遊 私 申 上候義 共其理 御座 候義と S 召 も被爲 

取 被 下 置 候 はて 助 之 進へ 也と も 密に被 仰. 出 此節御 加判の 列に も被爲 入從來 

御 親類 樣之 御義 にも 御座 候へば 助 之 進 を 以て 窃に板 倉 様へ 御 相談 被 爲在俊 

傑 を 被爲得 候て 御 政事 御作 新 被爲在 候樣有 御座 度 奉 願 候 板 倉 樣御內 に 山 田 

安五郎と 申 候 もの 御座 候 a いき 所よ， CN 出 候 もの，. よしに 御座 候 處學問 も 有 之 

Si 臆 等 も 宜しく 事務に も 練から ず 候 樣被存 候 水野樣 御藩鹽 谷甲藏 など も隨 

分 御用 立 可 ゆ 候 人物に 御座 候 三 五 年 御 借 被 遊 御 學政御 整頓 御 政事の 御 相談 

御座 候 はぐ 相 應に御 益 可 有 御座 奉存 候但兩 人共此 時節 故 御兩家 にても 御手 

離し 御 承諾 御座 候 はん 事い か 可 有 御座 哉 其 段 は 難 計 奉存候 浪人 儒者 藤 森 

恭 助と 申 者 有 之 候經學 詩文 手 廣等迄 大抵に 出來候 ものに 候へ ども 其 著し 候 

海 防備 論と 題し 候窨ー 覽 仕 候 處 當 今 の 時 務 に 於 て 餘 迂 陋 を 極 め 候 も の に 

付是 等に て は 御. 政事の 御 相談 は 出 來兼候 義と奉 存候私 蟄居 被 仰 付 候 以來も 

九 年に 相 成 候に 付 旣に學 術 大成の 期 年に も 候へば 廣く 天下に 御 求め 被 遊 候 


文 久ニ年 十 

二月 


は 私な ど 夫 迄 名 も 存じ 候 はぬ 後生な どに けく 格別の 俊傑 も 可 有 御座 候 何 

分 も 其 人 を 被 爲得候 事 返す くも 御 先務の 又 御 先務と 奉存候 以上 

內問 により 文聰 公に 呈 したる 意見書 

今般公儀ょ-^勅書御寫御廻しに相成被仰出候樣は此度勅書之通被仰出候に付 

て は銘々 之 策略 被 爲聞度 被 思 召 候 間 見込 巨細 相認來 二月 御 上洛 迄 早々 可 被 差 

出との 儀に 付 右 被 仰 出 候 御 書付 勅書 御 寫し共 御 下げ 御 見込 被 仰 立 候御考 合せ 

にも 可成 候樣略 見込の 次第 早速 申 上候樣 御用 番矢 澤將監 申達し 候 儀に 御座 候 

處右 御尋之 策略に 至，. - 候て は 私儀な どの 能く 及び 候 所に 無 御座 候 惟 私儀の 能 

く 及び 候 所に 無 御座 候の みならず 御 家の 左 衞門佐 樣楠公 等と 雖も御 策略 は 立 

ち 申 まじく 惟 左衞門 佐様 楠 公の みに 無 御座 候孔明 孫子 太公望と 雖も 策略 は 立 

ち 申 じく 惟孔明 孫子 太公望の みに 無 御座 候 孔子 孟軻 と雖も 恐く は 策略の 出 

る 所 は 有 御座 まじく 奉存 候い かにと なれば 孟子 齊 王に 語られ 候に 小 は 固よ， 9 

大に 敵すべからず 寡 は 固よ..^ 衆に 敵すべからず 弱 は 固よ.. -强に 敵す ベ からず 

上 書  二 七 七 


上 書  二 七 八 

海內の 地の 方 千里なる もの 九に して 齊 その 一 をた もてり 一 を 以て 八 を 服 せん 

とする は鄒 の小國 にして 楚 の大國 を押領 せんとす るに 異ならず 蓋し 亦 その 本 

に 反れと 申され 候今此 大地の 周 圍を獨 逸の 里 法 を 以て 量.^ 候に 五 千 四百 餘里 

にして その 面積 九 百 二十 七 萬 A 千 九 百 六十 方里に 御座 候 然る 所 大地 四 分の 三 

は 海に して 四 分の 一 は 陸地に 御座 候當今 は外蕃 測量の 學至 精に 至， 9 候て 五世 

界の坪數をも綿密に積-^ニ百三十七万九千百五十六方里と定め候事に御座候 

然る所本邦の面積獨乙里法を以て量-^候に壹万方里に滿たず候左候へば五大 

洲の 二百 分の 一 に は遙に 及ばず 候 本邦 は 膏腴の 地の みに して 外國は 過半 不毛 

の 地と 致し 候ても 猶ー と 百との 如くに て 懸隔 惟 鄒と楚 とのみ ならず と 被存候 

其 上 外 國の學 術 技巧 はかね-^ 申 候 三大發 明よ. り 日々 月々 に 致 長 進 天文 地理 

船艦銃砲城制等ーとして其妙に至らざるは無之且蒸氣機の學盛に相成候ょ，c^ 

海に は 蒸氣. 艦 を 走らせ 陸に は 蒸 氣車を 行，^ 候 近日^- J 麵細筋 開 精し き地圆 

を 得 候て 披覽 候に 魯西 亞佛 郞察英 吉黎獨 乙窩々 所 德禮幾 孛漏生 沙彈尼 亞翁加 

利亞蘇 n 齊亞和 蘭 伊 斯巴俩 亞彌利 堅の 諸 國皆盡 く 國內に 蒸 氣車を 行るべき 爲 


の鐡道 を幾條 となく 開き 短き もの 數 

力の 富有 强大 いかなるべき ゃ此 一 事 

邦に ては大 朝御始 御船 政 御 砲 政 等 も 

藩 君 相 御手 揃に て 御 勝れ 被 成 候 も 御 

だ 御不行 屈の 儀と 被 存候其 上 かねて 

外 寇の防 觀は總 て 脈絡の 貫通 を缺き 

空手の あ，^ さまに 御座 候 其 上 是迄彼 

法 を 被 爲失剩 へ 兵 術 只 顧 御 不心得に 

外國へ 永く 御借與 御座 候 趣 承り 候 如 

抗拒 御座 候ても 甚無覺 束 奉 存候和 蘭 

は 三十 年 前べ だギ I の 分れ 候より. 益 

利 堅 等に 頗る 廣大の 領地 有 之 日南諳 

にても其廣さ本邦ょ-^較大に候へば 

左 候て 年々 航海 賀 易の 利 を 務め 其國 

上. 鬣 


十 里 長き もの は 千里に 餘.=>  候 |» 翻其國 

を 以て も 推知すべき 事に 御座 候 然る 所 本 

未だ 相 立 不申諸 藩 とても 御 同 樣の儀 二三 

座 候 樣に候 へ ども私などょ..^見候ては未 

も 申 候 通 天下 城 制 今時 軍 術の 法に 叶 はず 

I に st-ss 科 人に 譬 へ 候へば 全く 裸體 

を 知る の義を 務めさせられず 御 駕馭の 御 

て江府 第一 の 御 要塞た るべき 御殿山の 地 

此當 今の 御樣 子に て は 和 蘭の 一 小 國と御 

を 誰も 小國と 輕視候 へど もい かさま 本國 

狭小に 相 成候處 地誌 を詳觀 候に 尙 印度 彌 

島 は 大抵 其 所有に 御座 候 日 南 諸島ば から 

其 歲入も 恐らく は 本邦よ.^ 多 かるべく 候 

カを强 盛に し 船 艦 銃砲 海軍の 用意 も行屆 

二 七 九 


上  書  二八 〇 

き 候 俄に 候へば 此 一 國と御 抗拒 も當 今の 御 姿に て は 無 覺朿と 申す 儀に 御座 候 

而る を？^ や 外 四 大國を 併せて 一 齊に御 抗拒 御 見せ付け 御座 候 はん 策略 いづれ 

よ， - して 可 立 申 や 蓋し 亦 其 本に 反らせられ 候 樣奉願 候 儀に 御座 候 抑 五 世界の 

學術 知" 巧 次第に 開け 各國の 兵力 所作 此 形勢に 相 成 候も货 に天述 のしから しむ 

る所皇 H 獨. - 此天遝 を 奈何せ させら るべき 且御 鎖國の 御手 段 も 充分の 御國カ 

と 御 伎倆 無 御座 候て は 不被爲 叶 又 學術知 3 巧 は 互に 切磋して 相 長 じ 候 もの 故に 

始終 御鎖國 にて は 御 國カ御 技倆 共竟に 外國に 劣らせられ 終に 御 鎖國も 遂げさ 

せられざるに至-.^可申是本邦當今の御形勢に馴致候を以ても明に知らるべき 

儀に 御座 候夬 ようは 外蕃と 禮義を 以て 御 交通 其 間に 公武 御 合 體被爲 在 御 共々 

御 勵精被 遊 古代 神聖のお のれ を舍て 人に 從ひ 人に 取って 善を爲 すの 御 盛德被 

爲渡 萬國の 長ず る 筋 を被爲 集外國 にも 不叨 日本 不明 を も被爲 開御國 力の 御强 

盛 も 萬國の 上に 出て 銃砲の 御 修繕 彈藥の 御 術 業 も 萬國の 上に 出で 軍艦の 數も 

萬國の 上に 出で 將材異 能の 土の 衆多なる も 萬國の 上に 出で 兵卒の 鍊熟 も萬國 

の 上に 出で 城 製の 堅固なる こと も 萬國の 上に 出で 候 樣被爲 至 候 は 兼て は閼 


鬮の禍 心 を 致 包 藏候國 々も 自然と 奉 懾畏御 抗拒 を 待たず 跡 を 絕ち可 申 又 御徳 

化 を 奉 慕 候 上よう は 貢献 を 修めて 奉 臣服 候 も 可 有 御座 候是も 本に 反る の說に 

御座 候尙 書に も 力 を 同う する は德を 度. = -德を 同う する は義を 量る とも 有 之 古 

司 馬 兵法に も 物 を 見て 與に俾 うす 是兩 之と い ふと も 有 之 候 國カ敵 國と侔 しき 

に 至らず 候て 兵 を 構へ 候て は 其 德其義 いか 檨 彼れ に 超過 候 も 其 志 を 決して 難 

出 來儀是 乃ち 天下の 正理實 理明理 公理に 御座 候已 むな く は 御 道理 を 以て 御 見 

込の 儀 被 仰 立 天朝 大朝御 共々 其 本に 被 爲反此 切迫の 御 時節 御 過 擧不被 爲在候 

樣奉願 度 儀に 奉存候 以上 

十 二 月廿四 日 

板 倉 周 防 守に 上らん とせし 眞 田家に 關 する 陳情 

書 

, 佐久間 修理 

乍 恐 謹 而奉申 上 候 此度稀 之 御大 典 を 以て 上樣御 上洛 被 遊 候 御供 被 爲蒙仰 近々 


御 發 §1 も 被 爲 在 候 趣 奉 傳 承 御 日 合 相 迫 -^ 候 に 就 て は 御 公 務 御 繁 劇 之 御 « も II 

よ，^ 奉 恐察 罷在 候義に 御座 候 然る を 右 御中へ 拙者 底 よら 上書 等 仕 候 は 赏に奉 

恐 入 候義に 御座 候處此 切迫の 御 時節に 當て信 濃 守樣御 一 身の 御榮 辱の みに 無 

御座 a に 眞田氏 一 家の 奥 衰に拘 り 候 義有之 心痛 至極 奉 存外に 聢と 致し 攸御親 

類 も 無 御座 候 所に て は 御前へ 奉 申 上 御 裁判 被 成 下 置 候 樣奉願 候 外 更に 術計 無 

御座に 付 御 時節柄 御 繁務之 御中 を 顧み 奉る に 暇 あらず 奉 申 上 候義に 御座 候 あ 

はれ 信 濃 守 樣御續 合の 御 儀 V」 以て 眞 田家 興 廢に關 係 仕候義 御明 鑑被成 下 傲い 

か 様と も 國體相 立ち 武備 充實仕 公儀 被 仰 出 之 御 趣意に も 相 叶； 5 當 家の 家名 衰 

替に 至らず 候 樣被成 下 度 偏に 奉 懇願 候 右 發端は 別紙 一 印に 起.^ 八 印に 終 fts 候 

義に付別に舊臘廿九日ょ，.^の日錄を相添奉入御覽候間御公務之御暇隙を以て 

篤と 御 熟覧 被 成 下 置 度 奉 願 候. 旣に七 印 之 通 御館 迄 罷出奉 申 上 候義信 濃守樣 

に 於ても 一 度 御 聞 濟も被 下 候 義に付 八 印 云々 の 次第 も 御座 候て 出府 不相叶 候 

へど TP 此 節の 有 樣を申 上 當家立 行き 候樣御 智略 之 程 奉 仰侯此 切迫の 御 時節に 

付 重役の 者 並に 拙者 義をも 一 同 京師へ 也と も 被 召 出 急に 兵制 等も當 今の 御赏 


用に 相 成候樣 御手 入 被 成 下 度 伏 而奉願 上 候 此段謹 而奉申 上 候 以上 

眞田信 濃守樣 御家來 

正月  佐久間 修理 印 

尙以奉 申 上 候 拙者 一身の 義も當 惑 至極 奉 存候旣 に 容堂樣 へ 御 借し 被 遣 候に 

相極ft^罷越し候樣被仰付候上は君命に從ひ候ょ，o^外無御座拙者 一身の 上 を 

申 候へば 君命 を 以て 大 藩の 御 招きに 應じ 候義榮 幸に あらず と 申べ からず 候 

へど も 拙者 當 藩に 不罷在 候て は 別紙 一 印 五 印の 次第にて 政體 兵制 共决 して 

立つべき の 日 無 御座 候へば 被 仰 付 候 義には 御座 候へ ども 甘んじて 土 州樣へ 

罷出候 義難仕 奉存候 去.^ とて 不罷出 候へば 君命に 房.. -候筋 又 君命に 從ひ候 

へば 君 家の 廢替 目前に 御座 候義 詩に 所謂 進 返 維 谷と 申 は 拙者 今日の 身の上 

にて赏 に 當惑仕 候 是又御 裁判 を 以て 進 返 を 相 决し度 奉存候 心事 何分 も御灼 

照 被 成 下 度 奉 冀上候 以上 

別紙 目次 

一 印 去 戌年 上書  、 

上  書  二八 三 


上  饔  二八 四 

二 印 容堂樣 御 直窨寫 

三 印 拙者 取調べ 候 御 斷御返 翰 案 

四 印 九日 月番 重役 赤 澤助之 進へ 申立 

五 印 十日 上書 

六 印 十五 日 御 書下寫  ， 

七 印 十九日助之進切^^ 

八 印 廿日 助 之 進 申 渡し 被 仰 出の 御 趣意 

れ Mlil 年 正  文聰 公に 上りて 自ら 薦 むる 書 

乍 恐 謹而奉 言上 候  _ 

苟 子の 臣道 篇に大 忠なる もの あう 次 忠なる もの あ. CS 下 忠なる もの あ， CS 國賊な 

る もの あら 德を 以て 君に まう しこれ を 化する は大忠 也德を 以て 君 を 調へ てこ 

れを補 ふ は次忠 な， .^是 を 以て 非 を 諫めて これ を 怒らしむ る は 下忠な ft- 君の 榮 

辱を恤 へず 國の减 否 を恤へ す 偷も合 ひ 苟も 容られ て rJ れを 以て 祿を 寺し 立 を 


竊む のみなる もの は阈賊 な， 9 と 有 之 候 私 義去秋 中 切迫の 御 時節に 付 公邊へ 上 

書 仕度 段 御 様子 奉伺 候 所 右上 書 草稿 御 內覽被 成 下 候 旨 被 仰 出 候に 付 難 有 仕 合 

奉存奉 入御 內覽 候に 就 候て は公邊 御大 政 向の 義 のみ を 心配 仕 自國御 家政 向 之 

義 一 向 心配 不仕 候て は 所謂お のれの 田 を舍て 人の 田 を 耘.. N 候譬 にも 當 ftN 恐 入 

候義 に付是 まで 久しく  へ 罷在候 愚見 共 不取包 極 言 仕 候 自然 御 旨に 叶 ひ不申 

候 はく 御 下け を泰願 火中 仕 跡 を 滅し可 申 又 奉 言 上 候條々 御 感悟も 被 爲在被 下 

置 候 はく 板倉樣 等へ 御 相談 御 家政 向 御 一 新 被 成 下 度 愚 哀を盡 し 申 上候義 御座 

候處 右上 書 御 下 も 不被成 下 候 義に付 稍 御 感悟被 爲在候 御 義も可 有 御座と 竊に 

喜幸仕舊臘ニ十九日公邊ょ-^御咎御免被仰付候に就き切迫の御時節柄元朝直 

樣御目 通 奉 願 候所翌 二日 寬々 御 目 通 被 仰 付 段々 見込 申 上 候 義共思 召 被 爲在御 

可否 は 不被仰 下 候 得 共 御 納得 被 成 下 候 御義も 御座 候 上に 御 返 隱之思 召 も被爲 

在 候御義 薄々 傳承 仕殘念 至極 奉 存候趣 申 上 

殘念 至極 奉 存候義 は 御 家中 志 ある もの 誰も 同様 之義と 申內私 義は感 應院樣 

よ.^ 殊に 深く 御 愛 遇 を 蒙，^ 莫大の 御 厚恩 を 奉 荷 その 萬 分の 一 を も 奉 報 候に 
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及ばず 御 同院樣 群臣 を 被 爲捐候 故 何 を 仕 候 張 合 も 無 御座 悲歎 罷在 候內亞 墨 

利 加の 事 起， CS 候て 其 一 時 御 軍備 等 御上よ， CS 御 委任 も 被 成 下 主 水 も 能く 私の 

申 候 義を用 ひ 候 故に 寅兩歲 聊か 微力 を 伸へ 御 奉公 申 上 候義に 御座 候 所 程 

もな く 門人 古田 寅 次 郞が獄 事に 連累 仕九箇 年の 間 蟄居 被 仰 付 何かと 御手 數 

に罷成 候の み 其 間 一 事の 功績 も 無 御座 漸御咎 御免被 仰付是 よら 身 を 致し 心 

を 盡し忠 動 を 勵み候 はんと 奉存侯 へば 御上 御 年 未だ 御 三十に も 到らせられ 

ず 候て 近々 御 返 隱の思 召と 奉伺 何共 可 申 上 樣も無 御座 殘念 至極に 奉存候 

畢竟 右樣 a 召つ かせられ 候 も 所謂 君 あうて 臣 なしと 申に て 何事 もく 思 召 通 

,c^  K か せ ら れ ざ る 御 事 の 多 く 候 よ ，9 出 て 來 .CN 候 思 召 に も 候 歟 と 奉 恐 察 御 返 隱 

の義 g: く 思 召 被 爲止ー 日お のれに 克ち禮 に 復れは 天下 仁に Jt すると も 御座 候 

へば 何と ど 御 克己の 御 工夫 を 被 爲務今 暫く 御 政事 向 御 勵精被 成 下 候 樣奉願 候 

所 御 謙譲の 御辭を 以てい か 程の 御 義可被 爲出來 歟御鑒 定申上 候 樣被仰 下 候に 

付 先年よ.^ 奉 感服 罷在候 一 證を申 上 右 之 通 流石 守國院 樣感應 院樣御 血脈 を 被 

爲受御 聰明の 御 资質被 爲在候 得ば 其 人 を だに 被 爲得御 信任 被 爲在候 は ^ 天下 


難く も 

有 之 二 

は私義 

上 候 節 

軍制の 

候義に 

得 即日 

* に譬 

にて 治 

て面牆 

同檨 一 

に て 當 

へ の 上 


宵 

、い 

付 


御美名を耀かし松代の政事は格別な，.^と世 

御座 間 敷 申 上 候 又 御 軍制の 義も御 家 

を 抱き 候 もの も 可 有 之 候 夫 等い か .、 

被 仰 付 候 は 法 を 以て 維持 仕 候 は^ 

の 一 字は韓非流な-^と御意被成候 い 

は 將監へ 被 仰 付 置 御 政事の 根元なる 

兩 人へ いか 樣 にも 强く可 申談旨 S 三 

人 方へ 罷越 申談 しに 及び 候 所 將監義 

候 へ ば 四 ッ目殺 を だに も辨 へずと. a. 

の 大典 等申談 候ても 周官 一 部 一 讀 も 

ひとしく 分毫の 見解 も 無 御座 銃砲 兵 

を辨ぜ ず赏に 致し方 無 之 依て 其翌三 

御 目 付 小 崎 貫 兵 衛立 合の 上 御老職 共 

草案 奉 入御 內覽 候節耘 田の 譬を 以て 


事 

書 

上 


の 公評 を 被 爲得候 程 

中 勇 壯の者 も 有 之 志 

可 致と 御意 御座 候 節 

右 等の 御 懸念 は 有 御 

づれも 即座 御 可否 は 

御 勝手の 義は助 之 進 

御 S も 被 成 下 候 御 事 

は 弱年 不 學 兵 務の事 

程の 義又助 之 進と て 

仕らず 候 義何を 申談 

備 等に 至，.. - 候て はや 

日 登城 仕 御用 席殘ら 

へ每 一人 及 尋問 候 は 

御國政 向の 義 上書 仕 


に はいかう 

なきもの も 

私 義申上 候 

座 間 敷と 申 

不被成 下 御 

へ 被 仰 付 置 

故 大にカ を 

等 はこれ を 

も 固陋 不才 

し 候ても 總 

は， CN 將卧瓜 も 

ず 歹座ジ - Iw^ 

昨年 中公邊 

候 右 は 御 下 
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げ にて 一 覽有之 候 哉 否やと 尋 候へば いづれ も 御 下け にて 一 覽 候との 挨梭に 付 

再び 右 之條々 如何 被 見 候 やと 問 候へば 一 々尤も 至極の 義に存 ずる 趣 五 人と も 

異詞無 御座 候に 付 私 申候樣 はいかに も 左 樣に可 有 御座 候 御大 切の 御 政事 之批 

判 を 申 上 候 義に付 一 事 にても 胡 亂の筋 有 之 候て は士 として 活き 候て は 難 居候 

左様に 重き 御 政事の 義に付 私 申 上 候義ー 々尤も 至極に 候 はく 各是 迄の 被 取 計 

方 難相涛 筋に 陷. - 候此義 如何と 申 候 所 いづれ も 誠に 恐 入候義 との 挨拶に 御座 

候 依て 私申述 候は是 迄の 義は 畢竟 大鋒 院樣 御以來 御子 細 有 之 御 邦 典の 立た さ 

るに 座し 候義に 付不及 是非 斯る 切迫 之 御 時節と 相 成う 公義 被 仰 出に 御 遵奉 御 

軍制 厳重に 被爲 整候樣 にも 吳子陣 定の說 の 通， 賢者 上に 居，^ 不肖 者 下に 處る 

に無之候ては戰滕之道難立御軍制御調等も皆む、た^Jとに御座候賢知^のもの必 

ず上に居，o^愚不肖者必下に處，^候樣には御政事に聢と御率由可有御座御邦典 

無 御座 候て は 叶 はず 畢竟 御 政事の 振 はず 候 は 權衡殿 最の御 淀 も 無 之 六 廉弊吏 

の 御 法 も 無 御座 候 故に 候 依 之 賄賂に 穢れ獄 訟を鬵 き 候 族 も 有 之 容悅を 旨と し 

て祿 位を竊 むの 徒 も 有 之候義 いづれ にも 此所 にて 聢と御 邦 典の 立候樣 有御龜 


度と 申 候 所 助 之 進 始權衡 殿 最之義 も 分ら 

義も不 辨に付 丁寧に 申 譯し廉 善 廉能廉 敬 

も 申 候 凡そ 仕官 候 者廉の 一 字に 欠け 賄賂 

菜な. CN とも 取る に 足らず 才能 ありと も稱 

に 足らず 折， 目 正しき も尙 ぶに 足らず 法 

らず 理非 晴 からず とも 悅 ぶに 足らず 故に 

廉の字 を 以て 基本と する ^Jとな，.=^と申候 

ね 候 故 周 禮小宰 の 職に 有 之 候と 申 答へ 候 

者 六 廉の義 を だに も辨 へず 候 事に 候へば 

ずと 奉存候 依て 旣往 は不及 是非 是 よう 速 

進 申 候 は 何分 力に 及ばず 修理 何とか 仕 候 

候て は 一 大重 事に て 容易の 談に無 御座 

將監に 向 ひ 兼ても 申述 候通圍 基の 遊戯に 

て 上手の » 打 に對し 基 を 圍んと 致し 候 も 

上  書 


ず 候 故 其 義もー 々解釋 に 及び 六廉の 

廉正廉 法廉辨 乙れ を 六 計と も 六廉と 

苞 1 に稳れ 候て は 其 人と な.^ 仁 厚 善 

する に 足らず 事に 粗略な しと も觀る 

を 用 ふる rJ と 厳な. c> とも 賞す るに 足 

Bli 人の 政事に 於て は 諸 役人の 吟味に 

所 助 之 進 夫 は 何に 出 居候 事 哉と 相尋 

義に 御座 候 御大 切の 御 政事 を 掌. 候 

御 政治に 紕緩 多く 候 は實に 無理なら 

に 御 法の 建ち 候樣 仕度と 申 候 所 助 之 

樣申 問-け 候へ ども 御 邦 典の 建立に 至 

候 故 有無 之 返答に も 及び 不申候 偖 又 

て だに 未だ 四つ目 殺し をも辨 へず 候 

の は 無 之 然る を 况ゃ兵 は國の 大事 死 

二八 九 
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生存 亡の 係る 所是 よう 重き 事 は 無 之 候 を是迄 一 向に 兵 道の 修業 も 無 之 候て 兵 

を 總候 はんこと 御 國家を いづれ の 地に 置き 御 家中 士卒 を いづれ の 道に ゆかし 

めんと ての 料简 にやと 申 候 所 助 之 進 申 候 はこれ よ，， - 士卒 共々 い ろ はよ.^ 修業 

候 心得と 申 候 私 申 候 は 其 心得 は 宜しく 候へ ども 只今 いろは を 習 ひか 候 子 

供に 他所 向へ の 書札 を 認め 候樣申 候へば とて 能く 辨じ可 申 哉 否や 軍務の 重大 

なる 唯 他所 向の 書札の みならず 候將は 民の 司 命國家 安危の 主な りと も 申 候に 

今ょft^始めて其初步を學び候はんと申もの安んじて其大任に當，c^候義尤もぁ 

る まじき 筋と 申 候 所 將監解 悟の 様子に て其掛 いづれ にも 御 訴訟 申 上 度 申 候 を 

釆女 傍よ，^ 申 候 は 折角 將監へ 被 仰 付候義 にて 來る 七日 迄に は 三 奉行よ.， - 御丘ハ 

制 調 も 出候箬 その 出で 候 所に て 可否 を 定め 右 を 以て 一 兩年も 試み 夫に て不行 

届に 候 は. -其 所に て 別人に 被 仰 付可然 只今 直に 御 訴訟に は 及び 申 まじく と 申 

候に 付 私 申 候 は 此の 切迫の 御 時節 故に 御上へ も 申 上 御上よ，^ も 强く中 談候様 

御意 も 御座 候に 付御國 家の 御 爲至當 の 道理 を 極 言 候に 有 之 候 然る を是 迄の 因 

循 苟且に なら ひか，. る 俗論 を發 せられ 候 はいかなる 心得 ゃ此 切迫の 御 時節 半 


月 一 月 を も 爭ひ候 義をー 二 をも辨 へざる 人に 其 兵 櫂 を 掌ら せ 一雨 年 も 試み 候 

はんと は 何事に 候 や 修理 今日 此 談判に 及び 候 は 御 國家御 急務の 御爲 にて 斯る 

悠々 緩々 の戯談 にて は 無 之候此 御. 時節に 至." 候ても 御國家 重大の 義を思 はず 

箇樣の 俗論 を發 して 正議を 妨げられ 候 右に ては實 致し方な く 候 間 勝手に せら 

れ可申 私よ、 別に 覺悟有 之 候と 氣色 を替 へ 申 候 所釆女 も詞塞 將監 も彌御 訴訟 

御 賢慮 奉伺に 相决し 同列 も 皆 其 意に 同じ 候に 付 夫に て 引 分れ 御城 を 下.. -候義 

に 御座 候 其 談判の 終 >リ 御 家老 共 申候樣 は將監 ばか.^ に 無 之 私共 も 修理に 申さ 

れ 候て は 皆 不學無 術不行 届に 付 御 役 御 訴訟 申 上 候 方可然 修理 一 人へ 御 委任 御. 

座 rl^ も 御 賢慮 次第な と 申 事 も閱ぇ 候へ ども 私義 一 言 を 出さず 候 其 故 は 形の 如 

き庸妄の徒，；^針：；^^鶴 のれ を 恥お 御 役義御 訴訟 申 上 候 は贵て もの 義又御 

目 金 を 以て 私 義に御 政事 向 御 軍制 並學 校の 義御 委任 も 被 成 下 候 は . ^是迄 五六 

人に て 勤め 罷在 候義私 一人に て 聊か 差 支 無 御座 候 樣所置 可仕覺 悟に 罷在 自然 

も 右に て 五六 人前の 働 も 仕 得ず 御上の 御 差 支 を 引出し 候 は. - 速に 私 義に死 を 

賜， CN 夫 を 以て 是 迄の 御 家老 共に 御 謝し 被 遊 再び 本 通，^ 被 仰 付 御子 細 も 有 御座 
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間 敷 又 私 義に御 委任 も 被 成 下 候 は.. 致 堂 再勤 御 勝手 掛被仰 付 候 樣奉勸 候 致 堂 

御 勝手 を總べ 私義御 軍制 を 總べ御 家政 向の 義 共に 協同 取 計ら ひ 候 はて はじめ 

に 申 上 候 天下に 御 美名 を耀 かし 奉，^ 御 政道 御 武備と も 被 行屆候 御名 * の 四方 

に 鳴， - 響き 候 様に は 月を數 へて 待ち 可 申 義と奉 存候義 に 御座 候 ひき 其の 翌四 

日 終日 在 宿 仕 候 所 夕刻 友衞ょ 6, 私存意 通う 容堂樣 へ御斷 うの 御 返 翰 御 草案 取 

調 差 上候樣 申來， ^候に 付 取調 夜中 友衛方 S 差遣し 內心奉 存候樣 は 容堂樣 御 方 

彌 御斷， -に相 成 候に 就て は 差 向き 御 急務の 義 外に 御 人 も 無 之 將監輩 御 訴訟 申 

上 候に 就き 候て は 御 軍制の 義御 任せ も 可 被 成 下 候 數と奉 存舊臘 除 夕御咎 御免 

以來御 軍制の 御 本 相 立 候 樣永御 預け 足輕 返上の 義 少しも 早く 相 决し候 樣申談 

し置候義も^^之彌果敢取左樣も仕度翌五日登城仕御用席揃前にて三日に端を 

開き 置 候足輕 返上の 義を 申出で 切迫の 御 時節に 付 今日 速に 政府よ，. - 始めて 返 

上 御座 候樣 致し 度 左 候へば 其餘は 破竹の 勢に て カを勞 する に 及ばず 行 屈き 可 

申と 申 談し候 所 各 因循 苟且の 詞 三日に 彌增し 候義甚 不審に 存じ 必ず 子細 ある 

さと 相 察し 候に 付友衛 に面會 候へば 夜前 私 取調 差 上 候 御 斷御返 翰 案文 御 不用 


に 相 成 月 期 を 以て 御 借 被 遣 候に 御 决心被 遊將監 始め 御 訴訟 申 上 候 嘆願 甞御差 

屍し に 相 成 未熟 にても 不知 案內 にても 出精 相 勤 候 樣被仰 出銘々 奉畏 又々 相 動 

め候氣 分に 罷成候 趣 偖々 不及 是非 者 共に 御座 候 御上よ. - いか 樣被仰 出 候と も 

いか 樣蒙御 叱 候と も 御上の 御榮辱 を勘辨 仕御國 の御减 否を恤 候へば 此御 時節 

不知 案 內の義 を 以て 衆士大 夫の 上に 立ち 大事の 御 軍制 等 取扱 ひ 候義は 難出來 

次第 於 同列 も. 固よう 其 所に 任せ かね 候 義に可 有 御座 候 所 いづれ もく 御上の 

御榮 辱御國 家の 御 减否を 度 外に 置き 唯 一 身 祿位を 持 養 候の み を 心 掛候苟 子の 

所謂 國賊 共の 義に 付實に 致し方 無 御座 候 賢者 在位 能 者 在職と 申 は聖王 治國の 

大經に 有 之 旁ね く 俊乂を 招ても ろくの 位に 列 せんと 申 候 は 贅臣承 君の 用心 

に 御座 候 其 在位 在職 不賢 庸妄 にて は 其 下にい か 程 賢智の もの 罷在 候ても いか 

ん とも 仕るべき 樣も無 御座 候 譬 にも 名匠 人に 規矩 を與へ て 人々 をして 巧なら 

しむる- J 能 はずと も 申候此 切迫の 御 時節に 當て其 在位 在職の もの 庸妄 の國賊 

のみに して 一 人 その 賢 能 を 不被爲 得 候て は 去 冬 中 公儀よ，..' 被 仰 出 候此上 別し 

て 入念 武備 嚴重相 整 候樣可 被心掛 との 御 趣意に も 第一 に 被爲觸 候御義 且大國 


上  書  二 九 四 

大藩 にて だに 御 招き 御 武備の 御 相談 等 有 御座 度と 申 修理 義を 御上 御手 放し 不 

被 遊の 御 美 意 を 奉 蠱惑 ー應も ニ應も 奉勸請 遂に 御手 放し 御 借し 被 遣 候に 取 怖 

候 は 旁ね く 俊乂を 招き 候 意に 相反し 候 唯 修理 御 登用に て 御 邦 典 相立權 衡殿最 

の 御 淀 相 備，^ 六廉弊 吏の 御 法相 振 ひ 候へば 是迄 貪汙を 極め 候奸吏 ども 身 をす 

く め 候 樣 罷 成 ，9 是 迄 庸 妄 不 學 祿 位 を 竊 み 罷 在 候 者 も 其 間 に 濫 竿 仕 候 能 は ず 

候 様相 成 候に 付 いかにも 致し 修理 義を 外へ 出し 其 跡是迄 通，^ おのれく が 勝 

手 儘 を 仕 候 はんと 私 計 を 企て 候に 相違 無 御座 候 乍 去 深く 勘辨仕 候へば 夫 迄に 

至らず 必 大敗 を 引出し 候 はんと 奉 存候其 故 は 御 家中 御 無人に は 御座 候へ ども 

末々 迄に は餘程 有志 も 可 有 御座 候 其 者 共 修理 義を此 節 柄 御手 放し 御 他家へ 御 

借し 被 遣 候 樣奸邪 庸妄の 徒 相談 評議. 仕 候 を 深く 憤 ftv 居候 趣に 付此 儘に て は 急 

に 一 騒動 可 仕 かと 心配 仕 候 私儀 五日 以來 深く 愛に 心配 仕 候 故 六日 朝よ， 一  切 

來客を 謝絕仕 門人 故 舊と雖 も 堅く 面 會を斷 う 候義に 御座 候 瓜田の 靴 李 下の 冠 

何分し からざる 事 を 得ざる 勢に 奉存候 何分 も 速に 御 思慮 を 被 爲述御 國政も 相 

御所 置 有 御座 度 奉 存候實 は此御 時節 


振 ひ 御 軍制 も 相 立 御 家中 士氣折 合 候樣の 


御 政事 御 改革 御 軍政 御 一 新 御座 候 はんに 奉 自薦 候 は 甚恐入 候 

用 御 委任 を 被 成 下 候の 外 有 御座 間 敷 奉 存候私 三日 五日 御用 席 

以て 政府 惑亂 など 稱し候 向 も 御座 候 かに 承 候 惑 亂と申 は 非 を 

を 以て 枉に雜 ，9 是非 枉直 分つべからざる を 申詞に 御座 候 私の 

の 公是を 以て 天下の 公 非 を碎き 天下の 正直 を 以て 天下の 邪枉 

一 聽了然 聊か 惑 ふ ベ 5 樣も無 之又亂 るべき 筋 更 に 無 御座 候 右 

候 はく 於 御前 今一 應 御用 席の 者 共と 三日 五日 其 席に 罷在候 御 

御 側 御用 人 御 側役 等 も 其 御 席に 被 差 置 私 義と辯 論 被 仰 付御聽 

度 奉 存候左 候 は ど惑亂 にあらざる 義 を惑亂 など- -申候 事 も 相 

國 家の 御大 事 天下の 公 是公非 も著顯 明察に 至，. -可申 又 其 上に 

大夫國 人の 言 を 盡し候 說も相 見え 尙書 洪範 にも 汝に大 疑 ある 

心に 及ぼし 謀 卿 土に 及ぼし 謀庶 人に 及ぼし 謀 卜筮に 及ぼす の 

廣く御 家中 御領 內の人 言 を も盡 させられ 卜筮まで にも 被爲及 

御 時節 御 遺算無 御. 座候樣 仕.： i ュ奉存 候 自然 も 御遺算 御座 候て は 

上  書 


へど も 私 義御登 

へ 电談し 候義を 

以て 非に 混じ 枉 

申 述候篛 は 天下 

を 破.^ 候 義に付 

御 不審に 被 思 召 

目 付 を も 被 召 出 

聞 被 成 下 候樣仕 

分り 私 申 述候御 

も 孟子に 左右 諸 

時 は 謀なん じの 

言 も 御座 候へば 

候て 此御 大切の 

御 取 返しに 不 相- 

二 九 五 


J  書  二 九 六 

成 御 後悔の 御 儀 も 可 有 御座 奉存候 鬼に 角苟 卿の * 候大忠 次忠下 忠國賊 の御辨 

別 被 爲在候 様 奉 願 候 此段昧 死 謹て 奉 言 上 候 以上 

正月 十日  佐久間 修理 

小 M 以奉 言上 候此度 攘夷 御 策略 御 見込 公儀 へ 被 仰 上 候に 付 御 家中 大夫 士數多 

く 見込 を も 申 上 候 はんに 私 奉 申 上 候 見込 御 取 用 ひ 其 儘 被 仰 立に 相 成 候義榮 

幸 無 此上難 有 仕 合 奉 存候竊 に 計算 仕 候に 私見 込の 如き も 天下に 必ず 多く は 

有 御座 間 敷 右 御 取 用 被 成 下 候 御 儀に 付 御上 御 見込 御大 名樣 の御內 必ず 第三 

等 迄 は 被爲下 ましく 奉存候 果して 右 之 通 御座 候へば 御上の 御顯榮 とも 可 申 

上 候 私 俄 外様へ 御 借 被 遊 向後 不居合 候 節 又々 箇 樣の義 御座 候 はんに 私の 見 

解の 如き もの 無 御座 候 は.. 御上の 御 恥辱 を 引出し 候 はんも 難 計 候 御 政府の 

者共是 等の 考も 更に 無 之と 被存候 私義御 家に 罷在蒙 御擢用 和漢 古今 を 斟酌 

仕 五大洲の 諸 蕃の政 刑 を も 參考し 御 邦 典 を 建て 御 兵制 を 定め 學 校の 御 政 を 

修め 候 は，. 御國 忽ち 御 善 國に相 成 可 申 私 義御他 藩へ 罷越候 はて 政府 は庸妄 

弱年の もの 而已に 有 之 是迄奸 吏の 始末 を も 致し かね 候 手 振に て は 御 邦 典 を 


文久 三年 三 

月 十三 日 

有志の 述名 

なれ ども 先 

生の 起草に 

成れる もの 

なリ 


建て 候な ど は 存じ も 寄らず 御 兵制 學校等 も 眞に兒 戯に俾 しかる 

、. ^御 國の否 塞 は 只今よ.^ 又甚 しかるべく 候 政府の もの 共是 等の 

之 事と 被 存候然 らば 苟 子の 申 候 君の 榮辱 を恤へ ず 國の臧 否を恤 

くも 合 ひ 苟も 容れ られ てこれ を 以て 祿を 持し 位を竊 むの 國賊と 

迫 御大 切の 御 時節 か- -る もの 共に 御 政事 を 被 爲委候 事 乍 恐 天朝 

對 候て 難 被 爲濟御 事と 奉存候 何分 御 發憤被 爲在御 政事 向 御 維新 

奉 伏 願 候 以上 

文聰 公の 世 嗣に關 する 建白書 

口上 覺 

差 向き 御國 家の 御大 事と 奉 存候義 御座 候に 付 御 時節柄 同志の 者 申 

候各樣 にも 御 誠忠 を 以て 御 評議 御 協同 御座 候樣有 御座 度 奉 存候殿 

得 御 虚弱に て 御 多病に 被爲在 未だ 御壯 年に 不被爲 及 候へ ども 往々 

爲出來 被 ffi 召且御 不幸に して 御 出生の 御子 樣方御 早世 被 遊 御世 嗣 


く 左 候 は 

も 總て無 

ずい やし 

申 候此切 

朝 へ 被爲 

成 下候樣 


一 同 申 上 

御 儀 御 生 

勤 も 難 被 

御 方様不 


上 


書 


一九 七 


上 甞  二 九 八 

被爲入 候に 就きて は 御 相 應の御 方檨御 養子に 被 遊 御自身 様に は 御 返隱御 保養 

專ー に 被 遊 度 昨年 中よ，. -頻て 被 仰 出 も 御座 候 趣 奉傳承 いづれ も殘念 至極 奉存 

何卒 乍 御 多病 猶 暫く 御 勉强御 勤め 被 爲在被 下 置候樣 仕度 竊に祈 上罷在 候義に 

御座 候 然る 處此度 公方 樣御 上洛 御 留守 撗濱 表へ 英國の 軍艦 數 多く 渡 來巾立 候 

次 IS 容易なら ざる 事柄に て公邊 よ-^ 度々 御達し も 御座 候 御中 又々 御 養子 樣御 

取 極の 上 御 返 隱被爲 在 度 御 旨 頻に被 仰 出各樣 にも 御當 惑の 御樣 子に 俾聞仕 御 

心中 奉 察 候義に 御座 候 然る 處御 養子の 御方樣 最初 御 目 さし 御 相談に 被 爲及度 

と 御座 候 は 秋 月檨御 次男 政 太郞樣 にても 御座 候 樣承及 候此御 方樣に 御座 候へ 

ば 御 幼年よ.^. 文武 兩 道の 御 心 掛も御 厚く 依 之是迄 諸侯 方 様に 御 例 も 無 御座 御 

二 男 様に て 御 扶持 高 御 項 戴 學問所 奉行 被 蒙 仰 候と 申 御 事 又 近日 承，^. 候へば 御 

大政の 義も春 嶽樣御 相談 相手に 被爲成 候よ し 御 年若の 方 様に は 外に 御 比倫 も 

被 爲在間 敷 奉 存候又 細 川 樣御舍 弟に 澄 之 助 樣と申 上 候 方 御 聰明に て 御 心 立 も 

御宜 く御學 も 被爲在 候御樣 子に 奉伺 罷在候 御上 旣に御 多病に 被爲入 迚も 御 

勤 も不被 爲出來 候と 申に て 御 養子 被 爲在候 御 儀に 御座 候 はく 第一 に大 鋒院樣 


之 御 血筋 を 天下に 被爲求 自然 御 相 應之御 方 樣不被 爲入候 は.. - いづれ の 御 家な 

.=^とも御高之御多少等は被爲論候に及ばず御賢明にて且御年も被爲長直樣御 

政事 御 引受 御 命令 被 爲在候 樣の御 方 樣御選 之 御 相談 御 取 極に 相 成候樣 仕度 御 

事に 奉 存候右 初めに 申 上 候 御 二方 樣 にも 候へば 則ち 其 御 選と 奉存候 何卒 精々 

御 懇望 被 仰 進 夫 にても 尙御 相談 御行 届き 不被遊 候 様の 御 事に も 候 はて 此節御 

親類 様に て 板倉樣 井上 樣御 加判 之 列に も 被爲在 候へば 此 御方樣 等へ 各 様よ ft^ 

折 入て 御 歎願 有 之 御內々 御 口上 を も 被 爲添被 下 置候樣 仕度 奉 存候斯 る 御 時節 

殿様 御餘 儀な き 御 次第にて 御 返 隱之思 召 を 以て 御 養子 被 爲在候 御 儀に 付 其 御 

方樣 自然 も 御 幼稚 等に て 御 政事 向 御自身に 不被爲 行 屆候御 儀に ては實 に御國 

家の 御大 事と 奉存 候に 付此段 r 同 申 上 候 御 協同 之 程 奉冀候 以上 

三 月 十三 日 

矢 島 小次郞 中 川 求 記 横 田作 大夫 

恩 田 重 見 德田五 百 人 畑 小 平 太 

佐久間 修理 . 松 村 五大 夫 菅 鉞太郞 

上 書  二 九九 


矢 野 倉 謙兵衛 

望月 繁之助 

前 島 源 藏 

增田助 之 丞 

德田治 郞左衞 門 

川 崎 源 吾 

藤 岡 伊織 

堀 田 伴 左衞門 

松 木 源 八 

金 井彌總 左衞門 

飯 島 楠 左衞門 

奧村 權之丞 


山 口 左 馬 介 

恩 田十郞 

矢 島 源 左衞門 

水 野瀨平 

相澤 龍太郞 

八 田  競 

高 山 敬之歷 

山 田 兵 次 

竹 村  ム nn" 三 ，HK 

松 木 束 

望月 主 米 

横田甚 五左衛門 


三 〇〇 

西 山 安太郎 

長 谷川 直太郞 

飯 岛 楠 藏 

正 村 勇 之 進 

堀 田 源 之 進 

齋藤龜 作 

三 井榮助 

小川 邦人 

蟻 川 賢 之 助 

白 井 平 左衞門 

石 倉 藤 右衛門 


小山 田 壹岐樣 

赤澤助 之進樣 

. 玉 川 左門樣 

小山 田 采女樣  ； ： 

望月 歸ー 郞 樣 

文 ター 一年 三  文聰 公に 上りて 速に 是 迄の 建白 意見 を 採用 せら 

.  れんこと を陳す 

乍 恐 謹而奉 言上 候 

此度. 江府 戒厳に. 付 乍 御 不快 御 勉御參 府被爲 在 候に 御 决心被 遊 候 御 儀 御 宗社幸 

甚. と 御 家中 一 統難有 仕 合に 奉存候 右に 付 尙御國 家 之 御 爲御發 駕以- 前に 御 目 通 

を 以て 奉 申 上 度 以友衛 奉 願候義 御座 候 所 御 氣分御 勝れ 不被遊 候に 付 御 逢之義 

御迷惑 被 爲在認 取 可 申 上 候 様 被 仰 出 奉. 畏候以 御 目 通 奉 願 候 も 他 赛に無 御座 此 

度 江. 戶 戒 嚴 御 人， 數 出御 座 候に： 付 候ても 諸， 向大 狼狽 御 人數. 申 渡 有 之 候に 臨み 俄 

上  書  一 一一 〇 一 


上  書  三 〇 二 

に銃卒 に御贿 被下學 校に て 始めて 鐡砲之 稽古 御座 候 始末 其 他 皆是に 準し 候 事 

共 沙汰 之 限らと 奉 存候此 義不奉 申上義 にて は 無 御座 候此 時に して 御 悔悟 不爲 

在 候 は \ 大 非常 之 際 御 國家御 破滅 赏に 不可 奉 救 奉存候 何分 も 是迄數 度 奉 申 上 

候 事件 御明 省 被 成 下 置 速に 其 人 を 被 爲選御 政事 御 軍備 御 一 齊に御 振 典 被爲在 

候 樣不滕 懇願 之 至 奉 存候此 段 乍 恐 謹で 奉 言 上 候 以上 

三月 廿 一日  佐久間 修理 

^Is 四  一 橋 公に 上り 國 家の 治 亂を陳 す ， 

乍 恐 謹 而奉申 上 候 一 昨 十二  n 微賤 之 身 を 御座 之 尺 近く 被 爲召當 今 天下 之 御 

大計に 被 爲問及 候 御事此 御大 切 之 御 時節 御大 任 被 爲蒙仰 候よ，^ 公 聽廣觀 之 至 

道 を 被爲盡 天下 之 小善 を 遺さず 其方 を 被爲得 再び 太平の 天下に 被 爲復候 思 召 

に 被 爲出候 御 儀と 天下 蒼生の 爲難有 仕 4! 奉 存候借 又 微臣之 身に 取う 世の 才徳 

を 倫へ 重任に 堪へ候 士と雖 も 容易に 得べ からざる 非常の 御 寵光を 奉 荷 候義誠 

に 以て 過分 至極 感 5^ に堪 へず 奉存候 私儀の 材と 分と を 以て 申 上 候へば 御 顧問 


の猝に 及び 候と も 天下の 御大 體等は 辭避遞 讓仕猥 に 口 を 開くべき に 無 御座 候 

へど も 當今之 御 時節 赏に 御大 切と 奉存乍 不肖 天下 之 形勢 當今之 急務 等 兼て 存 

寄 候 次第 も 有 之 旁 御寵遇 奉感戴 候の 餘ら 言 辭之 不敏 を 顧みず 率直の 御 答申 上 

gJ4  く 奉 恐 入 候 に 御 原 亮 可 被 成 下 置 候 但 當 今 之 御 大 計 御 下 問 に 隨 ひ 略 其 端 を 

開き  一 二 之 愚見 奉 申 上 候義に 御座 候 所 御 登城 御 時限に 迫，^ 未だ 其 說を盡 さず 

して 御前 を 返き 候 は 遺慽之 限に 奉存候 素より 御 賢明に 被爲渡 候へば 奉 申 上 候 

一 端 を 被 聞 召 其 底 蘊迄を 被 爲盡候 御 儀に 可 有 御座 候へ 共 爲念微 臣の愚 を盡し 

一 二 申 上殘し 候と 奉 存候義 左に 認め 取， -奉 入御 覽候ー 昨 聊か 其 端 を 申 上 候 通 

當今之 御 時勢 を 以て P ゾ卦に 取ら 候へば 蠱の卦 に 當.. - 候と 奉 存候 « は 文に 於て 

蟲 皿に 有 之 器 皿の 蟲 ある は 则ち肷 壞の義 に 御座 候 器 皿 久しく 用 ひざれば 蟲こ 

れに 生し 人身 久しく 宴溺 すれば 疾 これに 生じ 天下 久しく 無爲 なれば 弊 これに 

生ずる 皆 乙れ を 蠱と可 中 候 卦象を 中 候へば 艮 山の 下 巽 風 有 之 風の 山に 遇 ひ 廻 

ら 候 時 は 草木 皆 離 披徺亂 仕 候 又ニ爻 よ， 9 四爻に 至.^ 兌の 卦を 成し 候 兌 は 正 秋 

の卦 にて 候 故 秋 山の 木 葉風に 亂れ候 象 も 有 之い つれに も 世の 季に 成. 5 平穏な 


ら ざる 姿に 候 故 蠱を事 あるの 卦と 仕候義 

ば 必 ず 復 治まる べきの 經御痤 候い にし へ 

^ き 候 事理の ほ然 にして 易 道の 窮れ は则 

義に 御座 候 故に 蠱卦の 家詞に 元に 亭 ると 

るに 利し と は 艱難 險阻を 男牲 して 世の 敗 

もし 艱難 險 m を 見て 怖れて 進まず 因仍怠 

むの み豈 能くお ほいに 亭る 乙と を 得 候 は 

他逬を 以てし 候に は 無 御座 尊卑 上下の 義 

下の 者 順に 至， 0 在 上の 方に 安定 齊 止の 

様相 成 候 は て蠱亂 は旣に 治，^ 候義 と奉存 

を 推 原して 舊弊を 救 ひ 且後害 を 防ぎ 假に 

存候右 故 其 家 詞に先 甲 三日 後 甲 三日と も 

端に 有 之 候 甲に 先 だっと は 事の 先き を 推 

に 後る V と は 事の 後に 心 を 注いで 其將に 
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に 御座 候 乍 去 旣に蠱 a の 事 有 之 候へ 

よら 治 は 必ず 亂に 因. 0, 亂は 必ず 治 を 

ち 變じ變 ずれば 則ち 通ず ると 申は此 

も 有 之 利涉大 川と も 御座 候大 川を涉 

れを救 ひ 功の 御座 候 を 申義に 御座 候 

儒に して 止み 候 は い、 竟に 5i 亂に 終ら 

んゃ乍 去 その 艱難 險阻を 勇 牲し候 も 

を 正す を 主と 仕るべき 義と奉 存候在 

場に 被爲至 天下 之 事 皆 順 道に 止. 候 

候 然る 所蠱を 治む るの 道 は 事の 先 後 

も 倉卒 苟且の 筋 無 之 候 樣可仕 義と奉 

御座 候 甲 は數の 首にして 日の 始 事の 

し 原ね て その 然る 所以 を 究め 候義甲 

しからむとす^oを盧.c^候義に御座猴 


一 日 二日の 初よ， 9 三日に 至. 9 候 は その 推す 乙との 遠く 慮る 乙との 深き を 申に 

御^ 候 能く 其 然る 所以 を 究め 得き 時 はこれ を 救 ひ 候 方法 は 知"' 難から ざる 義 

と 奉 存候ー 昨劇^：^の病痛の如き其部分に就て救はざる ことを得ず候 へ ども其 

病 を 根治し 候 は 其 病 源 を 究め 候に あら ざれば 能 はず 其 病 源 を 探， 9 得 候へば こ 

れを 治む るの 方 は 則ち そこに 可 有 之と ゆ 上 候 は 此義に 御座 候其將 に然ら むと 

する を盧り 候 時 は その辔 に備 ふべき 方略 は 立ち 易き 義と 奉存候 一 昨 乍 恐是迄 

の 御 倉卒の 御 儀 を數へ て ゆ 上 候は是 よ.. -後を 被 爲愼御 預備の 幾重に も屆 かせ 

ら れ候樣 仕度 忠懇に 出て 候義に 御座 候觅角 後世の 蠱を 治め 候 もの 易 道の 先 甲 

後 甲の 紐に 明かなら ず 慮り 候 所 深遠なら ず 因仍怠 緩に 流れ 候に あら ざれば 必 

ず 倉卒 苟且に 出て 候 右 故に 世 を 救 ひ 候に 劬勞は 御座 候 ひながら 壞 a 仝く 革る 

に 至らず 功業 未だ 成る に 及ばず して 弊害す でに 萠し 鲴敗復 生し 候 こと を 免れ 

ず 歎ずべき 義と奉 存候ー 昨 申 上 候 防 海の 御 國用御 進取 を不被 爲務是 迄の 御會 

計 を 被 爲取縮 をの 御 用途に 被 爲充候 はん 御 見込 は假令 一 旦を 被爲救 候と も久 

しう すべきの 御 長 策に 無 御座 又攝 海の 御 要， ® 御 防堵御 築 立 之義 端的 洋 人の 築 

上 書  三 Q 五 


上 書  三 〇 六 

城に 精し き 者に 不被 爲尋 新式 砲； 六 發明以 來の防 法 を 不被爲 悉候等 は 乍 

恐 當今之 御 至 計と 不奉存 此兩件 は 何卒 後 甲 三 U 之 義を被 爲鳢候 様 仕度 正 名の 

說に 至り 候て は 先 甲の 義 にて 子と して 父の 蠱に 幹た る 固よ， 0 其 道 あるべき 義 

と 奉存候 人心の 折 合ざる を 被 爲救候 も 蠱の大 象 振 K 之義 にて 異風の 皴舞三 令 

五 巾 その 用と 奉 存候初 爻の詞 に 至て 幹 父 之 蠱有子 考无咎 腐 終吉と 御座 候此詞 

を玩び 候へ ば赏に周公今日の御爲に態と此詞を繋け被置候様奉存候當今癱：^5- 

未 、た 深 か ら ず 事 猶 涛 ひ S  く 恰 も 此 初 爻 の 時 に 當 う 候 樣 奉 存 候 抑 主 上 よ ，c^  上 

候へば 上様 は 子 道に 被爲 當上樣 よ， 申 上 候 得ば 御前 は 子 道に 被 爲在候 上様 能 

く 正 名の 事に 被 爲堪候 へば Ms 雌 "igg::! 賴 ^1 の 善き 御子の 被 爲入候 故に 

朝廷 咎な きこと を 可 被爲保 御前 能く 此御 事に 被爲堪 候へば 朝廷 上様 共 その 咎 

なき こと を 可 被 爲得奉 存候銜 の 如き 御大 任 當時御 一身に 被爲集 候へば 赏に容 

易なら さる 御 際 會と奉 存上候 乍 然眞に 能く 此御 大任 を 被 遊 御擔當 其危腐 を 以 

て 萬 事 御 兢畏被 爲在候 は V 當今 jj^ だ 甚だ 深から ざるの 壊狀 W び 平 治に 反ら 終 

吉を被 爲得候 はん 事 何の 疑 か 御座 候べき 惟 何分 先 後 深遠に 御 思盧を 被爲運 ri^ 


樣奉願 候 京都 を 始め 五 畿の分 間圖を 作る が 如き は 細事と 雖も 急務に 付 速力に 

御手 配 被 仰 付 度 孔孟の 敎を 盛に し佛 寺の 數を 减. じ 候が 如き は 極めて 遠大に し 

て 速 かにす ベから さる 篛には 御座 候へ ども 御 經晝は 1 く 被 爲定候 様 仕度 此義 

は 尤も 御 國用之 大本と 奉 存候借 又 政治 は 人材に 本 づき 人材 は學 術に 出 候義に 

天下の 學術を 被 爲正冑 子 國子を 敎へ候 御 學政を 被 爲行候 事 當今御 先務の 又 

御 先務と 奉 存候是 等の 義は奉 申 上 候 を 待たず 素よ. -御規 畫も可 被爲在 候へ ど 

も 愚見に 於て 或は 毫 毛の 御 裨益も 可 有 御座 歟 事理の 詳悉 筆紙の 能く 盡す へき 

に 無 御座 候へば 尙又 御用 隙 を 以て 御 目 通 被 仰 付 口上 を 以申上 候 義御採 擇被下 

置 候 樣伏而 奉 願 上 候 猥に奉 胃 御 威 重 候 儀 不堪 恐懼 之 至 奉存候 以上 

四月 十四日  海陸 御備向 御用 御 雇 

佐久 間修现 

元 治 元年 四  .  一 ® 问 公に 上りて 京師 警 衛の策 を陳、 す 

元 治 元年 三 

過日 ® 陸 御備向 御用 御 展豪仰 候に 付 差 向き 御當 地の 形勢 大略 を も 心得 罷在度 

裡守 衞總督 、 、、  一一 一 C 七 

上  癱.  J 


上 

ISIS 指 其 段 申立 七 

數等 相尋候 

しき 弊風に 

み 候 程に 御 

. 侯 様 方 其 御 

い か 樣御心 

御座 候 右に 

用 可 有 御座 

I  、兵 法 に 兵 

ざる 所な し 

り 取る ベ き 

,9 は 御人數 

操 練 懈怠 無 

獗候て^^ぁ 
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口 之 御闹場 歷其御 場所に 於て 諸 藩 出 役の ものに 面會 仕出 張 之 人 

儀 も 御座 候 所 大分 人 數御差 出 被 成 候 御 向 も 御座 候へ ども 天下 日久 

て 有用の 士卒に 引 くらべ 無用の 雜人數 多く 總人數 の 多勢 失 费の翯 

赏用無 之と 被 存候左 候て 多年 御 振 合 を 以て 被 爲續御 固 被 蒙 仰 候 諸 

疲弊 云 ふべ からず 無事の 時に 當て御 疲弊 御座 候て は 非常 緩急の 際 

を被勞 候ても 御 力に 被 及 かね 候 儀 可 有 御座と 深く 氣遣 奉存候 儀に 

付 諸侯 様 方 平素 御 疲弊に 至らず 御當地 非常 緩急 之 際 却て 許 多御赏 

御 備之儀 存付候 間 萬 一 之 御採擇 にも 相 成候樣 書付 左に 申 上 候 

は 多 を まず 精し きをせ； むと 見え 又備へ ざる 所なければ 少なから 

とも 中 候へば 有用の 士卒 少 くして 雜 人の 多く 候 は 兵 道に 於て 固よ 

にあらず 候 又 平日 御 人數を 分け 被 置 候 事 可然御 儀と 不奉存 候 右よ 

何程な りと も 京師 守護 職 等の 御 一 手に 被 渡 一 所に 御 引 集 nl 々演習 

之 様 動め させ 御 固めの 口々 をば 巡邏の 法 を 定めて 不斷 隙な く 御 見 

る 時節 其 事 ある 方に 向て 相 當の御 人數を 被 差 出 其 他 は遙に 應援掎 


角の 勢 御座 候樣の 御手 組に 有 御座 度 奉 存候右 一 所 御 引 集の 御 人數も 西洋 編 兵 

の 法 を 被爲取 身體强 健の もの 共 を廿歲 より 三十 九歲迄 尤も 强壯の 時限と して 

俸 を 定めて 御 召 抱に 相 成 老備- 又は 病身に 成ら 候 もの 等 は 速に 御 暇 被 遣 弱卒の 

分 は 一 人 も 其 間に 無 御座 候 樣御起 法 御座 候 はば 拾 萬 石 又は 拾 五 萬 石 丈の 御物 

成 御座 候 はば 御 定法の 御 軍備に 〔數字 不明) 候歟 超過し 候 精兵 は豫 備に 可 入 置と 

. 奉 存候右 精兵 御 扶助 器械 製作の 御料に は 一 昨秋 以來御 參勸御 交代の 御 制度 御 

弛め 奥方 御在所に 被 差 置 儀 御 勝手次第に 被 仰 出 候に 付て は 天朝へ 御 貢献 之 儀 

御高 柄に 應じ可 被 仰 付と 申樣 承知 罷在候 右 御 貢献の 內を 以て 朝廷よ.^ 右 御 兵 

備の 御料に 被 爲充御 下 附相成 候 樣御取 計ら はれ 候 はば 则ち御 親 兵 を 以て 京都 

御 守護 職に 被 爲附候 御 姿に て眞の 公武 御 合 體之御 道理に 於ても 可 然様 奉存侯 

是當今 列藩の 御 疲弊 を 防ぎ 京師 御 警衛 は是 迄より 一層 御行 屆ぁ るべき 一策と 

奉 存候此 段 申 上 候 以上 

元殆 元年  勅諭 草案 
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勒諭之 御大 意 大略 如此 にも 有 御座 度 哉に 奉 存乍恐 起草 仕 候 所 如 左 

鎖 港 之 法 德川氏 一 代の 籌 策に 出る と 雖も旣 に 奏聞 を 經て定 むる 所な.^ 然して 

後 二百 餘年 遂に 一 と 度 外 蕃の輕 侮 を 受けず 本邦の 羞 耻を貽 さず 其偉蹐 たる 嘉 

獎 すべきに 足れ，^ 院が 身に 及び 嘉永 癸丑 幕府 亞國の 請 ふ 所 を 拒む 事 能 はず 恣 

に 先代 奏聞 を 經て定 むる 所の 國法を 改め かれと 好み を 通ず るに 至て 事 果て 後 

に 奏聞す 是睽 の竊に 痛憤す る 所な .cs 其 後一 二 歳なら ずして 亞國又 蒸氣船 所用 

の 石炭 を 置くべき 地 を 借らん こと を 請 ふ 幕府 又 rj れを 許して 下田 箱舘ニ 個所 

の 條約を 成す も 亦 事 栗て 然る 後に 奏聞す これ^の 更に 深く 痛憤す る 所な. o- 又 

三年 を 出て す亞國 本邦 全 州 開港の 事 を 請 ひ且ミ 一一 スト 产を 置くべき 地 を 借ら 

ん 乙と を 望む ミ 11 スト〃 を 置く の 地に 至て は 其 構の 內自國 の 法 を 奉じて 本邦 

官府の 制度 を 受けず と 云 へ 斯 て は 邦 域 の 內 王 土 王 臣 に ぁ ら ざ る も の ぁ る に 

非ず ゃ實に 開闢 以來 の大變 革と いふべ し 然る を 幕府 又 その 望む 所 を 許して 然 

る 後に 奏聞す 是^の 尤も 深く 痛憤して 堀 田 □□ を輦 下に 徵し 勅旨 を 降せ し 所 

以な. 然るに □□ 陽に 其 勅旨 を 奉じて 陰に 彼れ の條 約に 調印せ しむ これに 嗣 


て 姦吏意 を 逞して 忠讜 を黜け 外蕃の 賂を納 れ江府 第一 の 要害た る 殿 山の 地 を 

借 "與 ふるに 至る 是を しも 忍ぶべく は 何れ を か 忍ぶ ベから ざらん 是胺が 詔 旨 

を 有志の 列 侯に 降して 鎖 港の 法 を 復し掃 攘の功 を 速 かに せんと を冀 ひし 所以 

な..， 然るに 今 大樹 世を嗣 ぐに 及で 深く 從 前の 過失 を 悔ひ能 く^が 意 を 奉遵し 

姦吏を 祐け忠 讜を用 ひ 弊 を 改め 害 を 除き まさに 天下の 兵備 を 修繕して 飫 くま 

で 武官の 職掌 を盡 さんと す これ 胺が 積年の 痛憤 を舒 へて 更に 依 賴の眷 念を敦 

くするこ足れ-^於是っらく惟るに當時外蕃講明する所の學術本邦未だ講明 

せざる もの 多く 外蕃備 具す る 所の 砲艦 本邦 未だ 備 具す るに 至らず 外蕃 改築し 

て 堅牢 を 極む る 所の 城 制 本邦 未だ 其 堅牢 を 極む る 所以 を 知らず これ 宜く 反省 

1^  a して 竦 虞 あらしむべからざる べし 古 司 馬 法に も 物 を 見て 與に俾 うする 謂 

之兩 支と いひ 孫武か 兵法に も 多算は 滕ち少 算は不 勝と いひ 周 書に も 力 を 同う 

する德を度-^德を同する義を量るとぃ へり 今 彼我の 勢を詳 にせず 猥，. -に兵 を 

構 ふるが 如き は満淸 近く 殷塵 あ，^ 戒めざる ベ けんや 宜 猛省 奮拔 して 學術 技能 

國カ 兵備 總て 外蕃の 上に 駕出 すべきの 本を務 むべ し但ー 二の 蕃に 在て 利を舍 
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て義を 取， 戰爭を 開て 天下の 人心 を 一 にし 大艦 巨砲 は且戰 ひ且備 ふべ しとい 

ふ議を 主張し 浪士の 徒 こ れに附 和す る もの 多く 所在に 黨を a め 群 を 成す を 聞 

けり 專ら 心を戰 爭に决 して 本邦の 正 氣を皴 舞 せんこと を 欲する は 烈士の 志 取 

るべき に 似た，^ 抑 亦 兵 は國の 大事 死生 存亡の 係る 所と いはず ゃ其算 なくして 

猥 に ^J れ を 動 さ ば 宗 社 生 靈 を い づ れ の 地 に 置 か ん と か す る K 竊 に 疑 ひ 思 召 す 

所な fts 故に 今 これ を 蓍筮に 命し 天つ 神の 御 心 を 問 ひ 奉.. - 然る 後に 事に 從 はん 

とす 嗣て まさに 其 得る 所の うらかた を擧て 商議 裁 度し 是を 建定 せし むべ し 其 

間 爾列侯 以下 浪士の 輩に 至る 迄 能く 胺が意 を體認 し謹飭 に鲼靖 して 輕忽 の擧 

あるべからず 黨 與を 猿め て 一 方に 據 るべ からず 若 此 詔に 遵 はざる もの あらば 

即ち亂逆の徒な..^刑憲の存する所^决して赦さず速に幕府及び列藩に勅し誅 

滅 して 後に やまん 普く 遐邇に 布告し 咸く間 知せ しむる こと 斯の 如し 
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悲 ®  。何 周 孔之 土疆 兮。 權 醜 虜 之 蹂 躪，、 事 必有 其所絲 兮。 宜 訊審而 

思 愼。 彼 伯 多 之 梁. 起 兮。 于 魯 西 之 荒 糧。 運 宏 規 於 邃 淵 兮。 收 嚼蘭之 

偉 藝。 造 大 艦 與 皇 礮 兮。 嚴 守 禦 之 戎 衛。 竟 警 內而威 外 兮。 垂 不一 績 於 

百 代。 惟神 州 之 s?y 躧兮。 位 萬 方 之 元 首。 雖疆宇 之不甚 廓兮。 極 民 物 

之 富 有。 况 君臣 之圖治 兮。 夕 惕厲而 如 慄。 絕 意 必以從 人 兮。 仰 神 聖 

城 之 岌峩兮 。範神 

明 之 爆 幽兮。 固姦 

生 之側微 兮。 抱 此 

取以險 詞兮。 孰 能 

酒以擾 情兮。 謇傳， 


之 前 烈。 宜 鑒 西淸 之致龉 兮。 思 夷 主之樹 基， 起 脚 

0 而 成 陽。 抗 靈 威 於 異域 兮。 流 美 利 於 海 涯。 夫 重 

慝之靡 容。 苟 謀猷 之云臧 兮。 何 神人 之不 從。 嗟 吾 

懷而窮 居。 漠 絕 聲 而 竄 端 兮。 傷 初 志 之 廢 蕪。 欲 進 

聽而爲 謀。 撫 長 劍而歎 喟兮。 心沼悵 而 永 思。 願 假 


嘉永 元年 書 

したる もの 

ぁリ 作年不 

明 


々而 弗舒。 
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玄 武 移 纒。 蒼 精 出 震。 韶 景 呈 

轉進。 晨銷殘 新。 驗暖 光於 水 

不爽。 沃野 淋浸。 不崇 朝而克 

籠 罩 亭 臺。 漂 搖 殿 闕。 初 潔 靄 

勢 將揚而 還 調。 浥^ 岸 之 高 

類 畫圖而 番髴。 旣勸 發歲之 

南苑花 麗。 水 颺 輕 烟章 抽 長 

鏡 紅 緣於錦 砌ズ柳 有 跡。 聯 

點々 殊細。 添 畫檐之 飛 溜。 淸 

織 圓文之 連 綴。 若 夫 甘霖初 

象 山淨稿 


和。 條 風 致 信。 華 滋 之 意 漸 萠。 長 養 

流。 宵 結 浮 陰。 考 雨 徵於月 暈。 期 旬 

施。 平 田 浹 潤。 爾 乃霏々 似 煙" 細 A 

以 廉 纖。 旋 陰沈而 齓夠狀 欲止而 

低。 疆長林 之 薈蔚。 奇如綠 繡而依 

農 功」 復宜艷 陽 之 景物。 時 則 上 林 

帶。 弱 柳 婀 娜。 刷 翠 黛於瑤 臺。 夭 櫻 

露珠而 粒々 皆 圓。 濺 機 無 聲。 隨 風 

琴 激哀響 之 離披。 皴、 敏水 之晴波 ( 

霽。 輕 颸微驅 ^臨 紫 陌。 霞 彌紅衢 „ 

三 二 五 . 


日 而 


稀。 澹 


カ而 

幽鏡 

_ 夫 穿 
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螭 屐人駕 寳 駒。 草 ^ 行 小 車。 輭 如 細毳之 歸。 苔 徑 著 幽 滑 似 凝 脂 

之 膚_ 露 濃 花臉未 鸭塵 動 馬蹄 猶 11  。濕 香 襲 遊子 之 裾。 拂 之 逾 駐。 空 

翠滴 行人 之袂. 認之却 無。 莫不愛 春光 之 駘蕩。 樂 品物 之 昭蘇。 于斯 

時 也。 耒 0 爭 出： 卷 0 競 皿 r 歡 溢 飯 牛 之 翁。 野 多 喜 色。 慶 騰鍾畝 之 婦。 

塗 載 頌聲。 隔壩而 喚 童。 得 非 東 阡 課 稼。 循溪而 飲 精。 知 是南陌 催 耕。 

環 菜 綺 蔬。 泛 土 花而吐 翠。 瑞 麥祥 禾應天 澤而迴 靑。 覩 蕃 鮮之遍 野。 

. 卜 黃茂之 如 京。 聚萬方 之 美 利。 兆 九 有 之 豐亨。 足 以表王 休 之 嘉淑。 

匪 止资大 造之發 生。 

f 錄 千¥  群 鶴 應瑞賦 

治敎合 訓。 政 養 契謨。 三 辰 齊協。 萬 彙 昭 蘇。 麥 畝 餘 糧 U 見 珠 芒之紛 若。 

稻田臥 稼。 搖金 穎之璨 如。 秦盛肅 供。 而芬馥 溢廟。 衆庶 足 食。 而歡欣 

載 塗。 深 仁 感孚。 民旣 知其禮 節。 愁德宣 達。 天 亦酧以 嘉符。 時維收 成。 


氣送 肅爽。 引 商騰之 颼飇。 掃 衆 陰 之 氛块。 日 輝 澂淸。 天 宇 開朗。 群 鶴 

時 臻。 連 聲 遠 響。 千 廬 繡 錯。 共 望 靑 霄 之 聯 翩。 萬 井 雲 鋪尚^ 紫 蓋 之 

醉吭。 始騰 騫以振 翰。 旋宛 轉而舒 頸。 綽約 遷延。 懷悸 曠蕩。 巡 高墉之 

崔 巍。 集 晴郊之 平 敞。 原 玆 靈 禽 之 受 命。 諒 得 異性 而 誕生。 因 西 兌 之 

金氣。 依 南 離 之 火 精。 固 天數而 多壽。 亦自 養以延 齢。 淮南 傳經。 標形 

化生 毛 之 事。 抱朴 遺 說。 存 腦盡成 骨 之 名。 t 且乎紀 上 瑞於六 典。 奚 翅 

亞嘉祥 於 四 靈。 爾 其遊遐 阡。 戯 邇陌。 或 連 軒以鳳 蹌。 或 振 迅而龍 躍。 

風前 聞 唱和 之 韻。 似 吹 幽雅 正聲。 月下 覩婆娑 之 姿。 恰 是簫韶 妙樂。 

松顚竹 下。 曬 翅時疑 白雪 消。 林 際 水 邊。 傾 頂 乍 恐 丹 沙 落。 羽 毛 極 其 

華 藻。 豈 曰舊 依山 澤之 癯。 骨 相 已非尋 常。 定 知 曾 對 蓬. 瀛 之 客。 維 信 

山 之 高峻。 挺 中 國而葱 瓏。 峭 壁 層 陰 之 堅 氷。 九 夏 凝 石。 嶢峰絕 頂 之 

積雪。 三伏暎 空。 是以當 秋氣之 蕭瑟。 促 司 寒 之 神 功。 霜皚々 兮灑落 
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木. 風懔々 兮吼枯 叢。 鳥 藏巢而 閉戶。 獸伏 穴而絕 蹤。 胡 爲羽 宗之胥 

集。 便 是天麻 之 攸鍾。 於 戯。 煦嫗所 及。 彰 品物 之 融怡。 覆 育 所 加。 致 群 

生 之 茂淑。 乾坤 改 象。 豈 煩 鄭文扣 絞 於 師門。 日月 廻 春。 非 假鄒衍 吹 

律 於 寒 谷。 暖 風 徐 漾。 旣 盈 瑞靄於 西 疇。 仙 鶴 群 飛。 復 動祥 光於 東 旭。 

于以。 鳴 寰宇之 太平。 賁國家 之 和穆。 是知靈 通 於 神祇。 誠 貫 於 人 天。 

宜 宣 爲 典 實。 且 播在詩 篇。 章 安 白 媳 u、 臣之 錄久不 朽。 雍 縣 神 雀。 漢 

带之詔 今 尙傳。 臣幸際 盛 美。 親 在陶甄 rfdt 徵之輝 後。 詡靈 寵之軼 

前。 虔 頌天祥 於 永 遠。 兼 祝 君 壽 之 脩延。 天 保 十 年 。歳 次 已 亥。 南 至 日。 

臣佐久 間 啓 頓首拜 上 e 

IP 十 示  感春賦 

(比 平 4^ 北 

霊 ま 夫 何 芳春之 令 月兮。 悸余心 之 獨锡。 邀道林 幾 一 一 紀兮。 無嘉 献以輔 

下單に 北と 

J 辟。 守 蓬 蒿之壤 室兮。 哀年 歲之不 再。 俟河淸 昌 爲期兮 。怨 日華 之晻 


暖。 井 胡 渫而不 食兮。 擅 其 伐 而在于 心。 征營以 求 援兮。 孰 衷情 之 可 

殫。 斟 罇酒 以自弛 兮。 慰 余 懷之僇 戾。 出 蓬 戶而相 羊 兮。 聊 負手以 遊 

胺" 原 觀其 _ 悅茂兮 。訝 曰諠而 方綠。 水 奔漆以 混 漾兮。 木 吐 芽 其 如 

沐。 煽 香 飈之嫋 々 兮。 搖朱 英之蕤 々。王 鵑羣以 鼓 翼兮。 鶬麟 嗚以喈 

々。心 感 發 而 逾 怵 兮。 意 愴 忧而增 傷。 乃 盤 旋而歸 室 兮。 涕 霑 襟之浪 

々。彼 動植 之末微 兮。 猶 有 恒以逮 時。 矧 人類 之靈秀 兮。 何 勤 脩之暫 

衰。 省 朝 聞 之聖謨 兮 。像 憤 慍以勵 志。 履 洛 閩之景 行 兮。 比 瑶親之 眞 

粹。 追 任摯 以同懷 兮。 循 賢 回之攸 服。 苟 明 淑以進 宴 兮。 庶 俛 仰而不 

： 恋。 亂 曰。 道 眞 赛 廓 蕩 無 垠 兮。 惟 敬 靡 失 斯在人 兮。 炳 體洞用 業之修 

兮。 窮神知 化學所 優兮。 大韵造 我必有 命兮。 逮時罔 臭 辱 莫病兮 。成 

S ま 臧身世 足 賴兮。 時 乎 不至夫 何 慨兮。 嘉永 庚戌臈 月下 淙。 象 山 平 

啓 子 明 手錄。 
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琴 賦 

爰有物 焉。 生 於 山 阿。 列 于 高 位。 其 圓 象 天。 其 方 法 地。 若 鳳而長 身。 似 

龍 而有翅 。其 動 也 微妙 無 形。 而 不可 蔽ぼ于 神明。 協 乎 四氣。 潔靜而 

藍 邪。 中 和 而 養 志。 夫 妻 以 至。 燕 饗 以 成。 祭 祀 以備。 天下 棄之則 淫。 尙 

之 則 治。 臣 惜而不 識。 敢 請 之 虞 帝。 帝 占 之 曰。 此夫 初生 達。 旣 而從繩 

者與。 澤其貌 而枵其 觴者與 。有嗉 不能 自聲以 蠶絲而 鳴者與 y 性 端 

理而德 和平 者 與。 友 之 則 可以導 德。 之 則 可 以宣情 者 與。 樂 之 統 

也。 器 之 重 也。 人 心 待 之 而後 能 正 也。 天 下 待 之 而後 有慶 也^ 古澹 

泊 而至美 也。 夫 是 之 謂 琴 理。 

言 

ij か  象 山 記 

象 山。 在 信 之松诚 西南 數百歩 之 外。 前 低 而後 高。 其狀似 象。 因 謂 之 


象 山。 承 應 中。 明 儈木 _ 弇歸 化。 甞 來 于 信。 爲 寺 於 是山之 麓。 名 曰惠 明。 

亦 以象山 之 扁揭焉 。以其 東面。 脩竹 成 林。 紺 聯綠涵 。彌 望如霽 雲。 故 

亦 名 竹 山 矣。 盖 山脉自 西南 而撗 出。 中 閒三隆 三 瑪北 延 而 盡。 其 最 

高 者 爲南峯 。其 次 爲中嶺 。低 者爲 北阜。 一 溪從山 勢 南來。 過 其東而 

北。 曰 神 田 之 川。 水 甚淸澈 。其 流 之 急 迅。 激 石 而 鳴。 響 如 佩 玉。 其蓄 而 

淳者。 可 鑑毛髮 。登山 有 二道。 並 達 北阜。 而皆非 由 此溪。 莫能 前焉。 其 

一 。度 溪 無 橋。 水中 g 石 錯 落。 躡 之 而 往。 西 崖 即爲山 足。 得 小徑而 上。 

左右 皆 蒼 林 碧 樹。 時 雖 盛 夏。 不 知 有 暑。 迨 半 腹。 沙 磧沒 踝。 山更 嶮峻。 

乃 板蘿捫 葛。 腽僂而 登。 一 失 足 輙仆。 過十數 歩。 斗折而 南。 徑漸坦 夷。 

徑東有 五 松樹。 大皆連 抱 。玀 w 欝盤。 拖拽 軒翥。 怪偉殆 不可 狀。 每與 

風 搖蕩。 聲震溪 山。 其 根擢地  一 二 尺。 蟠屈 成形。 若 榻若牀 。可 坐而琴 

且突。 自此復 折而西 上。 乃 出 于北阜 之 南。 其 一 。緣 溪而 北。 水蝕 路幾 


盡。 行者 不得 比肩。 必魚 貫焉。 行不過 二百 歩。 路始 開廣。 得 一 橋。々 下 

溪流稍 緩。 小石 平布爲 底。 水粼々 行 其 上。 日光 映徹。 時 作 羅穀紋 。度 

橋循 崖。 磬折西 行。 乃 得 山麓。々 之 北。 隔 一 徑。 不能 十 歩。 全 石 特立。 自 

爲 一 山。 曰 離山。 其 上 戴 土。 古木 叢生。 蒼 藤 蒙 絡。 中 有諷訪 神祠焉 1 量 

殿 亦 頗敞爽 可觀。 自 山麓 曲折 而上。 約 可 一 一 百 歩。 回視 離山。 最 勝絕。 

路傍 又 多 黃精牡 鞠。 其 苗 可采而 茄。 復 上 三十 歩。 忽 得 平 處。 是 爲 北 

阜。 眼界 極 明 迴。 西 眺淸 野。 村墟井 落。 歷 々可 指 數。 東 望 淸瀧尼 嚴 諸 

山。 松 杉 若 薺。 飛瀑 如綫。 僧房 民屋 布置" 類 善 書 所 描。 而 下則闓 11 四 

達。 士女 牲來。 萬家烟 火。 收之 襟帶。 而城樓 堡塢。 隱見於 茂 樹交陰 之 

閒。 其 外 則 千 曲 北 酒。 犀 水 西 出。 所謂 川中嶋 者。 寬衍平 博。 如 視諸掌 

上。 緬想甲 越戰爭 英雄 授命處 。有不 勝 感慨 者。 正北 揖戶隱 。稜廉 如 

劍。 特出 于霄。 羣巒 衆嶺。 莫與爲 伉 儷 者。 即世所 稱劎峯 。而 其 直下。 赭 


堊丹靑 。間 錯於蒼 芒 煙 靄 之中考 不問 可 知 其 善 光寶地 也。 北阜南 

下。 草 徑 演 進。 忽 又 直上 數十 武。 孤 松 傑 立。 翠 蓋 拂 雲。 其 下 稍 平。 細 草 

覆 地。 可 盤 旋 而 遨。 其 上 危 巖 墻 峙。 曰 天 狗 巖。 高 二 丈餘。 乾 蘚 交 封。 靑 

碧 如 織。 間 生 石 蓮華。 特爲 美觀。 苔徑歷 其巔而 上： 俯 敵 山 足 如 井底。 

使 人愕胎 不能 自 保。 復 從阜 南。 履 岐徑。 西 入 灌莽。 五十 餘弓。 至中嶺 

之 下。 古 松 怪 石。 撗 植 駢 列。 蘭 齐 綴 之。 妍 茂 紛 蕤。 恍 若 畫 圖。 最 爲山西 

奇 處。 但 病山甚 險。 不 可 寘 足 耳。 中 嶺 地勢 頗夷 曠。 北 有 小 丘。 狀 如 臥 

秦駝 「上 生 跦松蔓 藥乂： 一  夏 常 鮮觀。 其 東即爲 竹林。 西邊翠 光晶 熒。 照 

人 衣袂。 固 可 愛玩。 而以其 竿不甚 長。 望 西 條諸村 於 梢 端。 尤爲 殊勝 ( 

南 峯又直 其 前。 貞秀 淸圜。 如 吉 士拱揖 而立。 可敬而 不可 褻 ギ甞欲 

爲 亭 以 賞 其 勝。 取 何 敬 祖遊仙 詩 語。 名 曰 懷貞。 而未 遂 也。 循 丘 背。 度 

陛鸭俛 入 蒼 翳。 數 歩。 少 下而復 上。 乃 抵南峯 之 巔ギ處 不盈數 丈。 四 
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隙皆嶄 絕。 不 生 雜 樹。 白 茅 叢 布 如 厕。 倚 立 坐 臥。 無 弗 s 者。 盖 是山雖 

不 甚 高 U 然 至此而 四 蹄。 則 數 郡之疆 土。 皆 在 杖屨之 下。 而 遠近 諸 山。 

環 擁 献 秀。 紫 翠 疊 層。 不 可 盡 數。 雖 其 峻岑墨 峯。 亦 皆 如 欲 兄事 之。 而 

不 敢下視 者。 方 知是山 之神秀 奇特。 固 不可 以衆 山比擬 也。 予家世 

住 於 是山之 東 北。 距 其 麓 百歩而 近。 所 謂 中 嶺 者。 當 堂 之 南 檐。 以 故。 

一山 之 諸 勝。 不煩 指 呼。 大 抵爲吾 所 受 領。 若 夫 風雨 晦明之 狀。 雲 烟 

花 月 之 態。 以至游 人 之 旁皇。 禽鳥 之 飛吟。 則 有 一 曰 之 際。 怳惚變 化 

不可 得而窮 者。 而 吾 講學於 其 間。 適 足 以道然 自得。 樂以 終身。 但所 

憾者。 境 土 非 舟 車 之會。 欲觀 四方 豪傑 之士。 而未由 也已。 歲已 亥。 來 

游於江 都。 以爲此 天下 之所輻 德。 可以觀 四方 之士。 乃 寓居 焉。 而是 

山 之 勝。 固 亦 不可 忘。 發之 夢寐。 無以 寄其遐 想。 因 燕 間 記 其 大畧。 時 

而觀以 5nl 矣。 然亦卒 不能 游適於 其 間。 盤 旋箕礙 。以極 膽眺之 # 力 


郷眷驗 之 情。 未甞 一 日 不在 於懷 也。 夫 物 不可 兼 得。 非 天道 之 常 乎 

苟 四方 豪傑 之 獲 見。 雖 不在 是山。 其爲 樂也盖 多。 吾 固 可以無 憾矣。 

然此亦 有 不可 期 者焉。 是山之 勝。 將 何時 而忘情 也 哉。 

勿 堂  11 一 一 口 

巖 邑 文 學。 若 山 壯 吉 。顔 其 講誦之 所。 曰 勿 堂。 友 人 象 山 子 見 之 曰。 斯 

取 四 勿之訓 邪。 夫 天理 與 人欲 爲 消長。 私意 氣習 之 旣克 M 必本體 

全 德之是 復矣。 此固學 者 之 所 宜警省 也。 然是訓 也。 顏子獨 得 聞 之。 

而其餘 之 諸子 未 之 能與。 則 亦 豈易言 哉。 今 之 後生 晚進。 稍 能 記誦 

訓詁 〔則 皆輙言 之。 而不復 知 其 循序致 精 也。 及 質 其 所謂 非禮。 則 未 

有 不逡巡 而柑ロ 者 矣。 是 何 以異於 夫 說奧東 肥 西。 孰 不知 奥 之 爲 

東。 而 肥 之 爲西耶 。而至 其 山川 之 條理。 道路 之 曲折。 井邑 之廣 狹。 土 

田 人民 之饒療 多寡。 雖 穿草莽 入荒穢 者。 其 間 猶或恐 有 遺漏 焉。 况 


乎 未 親 經歷。 而能悉 之 者。 吾 未 之 聞 也。 夫 天下 之 事。 固有 非 禮而似 

鱧 者 矣。 亦 有禮而 似非 禮者 矣。 又 有 或. 時 用之爲 禮。 而 恒用 之爲非 

鱧。 恒 用 之 爲 禮。 而 或 時 用 之 爲非禮 者 矣。 其 條支 萬殊。 至 於 不可 詳 

悉。 使 非 夫 格 物 窮理之 功。 盡之於 平日。 而其至 明 之 所 照。 已 無蔽膨 

之 患。 其 至 健 之 所决。 畧無 凝滯之 失。 於 天理 人欲 發動之 機 ポ待議 

擬而 剖判焉 者。 則 其 疑似 幾微之 際。 孰 能 割然中 節。 而 無 所 乖離 哉。 

彼 其 所謂 非禮 者。 有未辨 明。 而規 々欲 是之勿 視聽言 動。 是亦 私意 

焉爾。 氣習 焉爾。 何 以能克 已復禮 。而爲 仁 哉。 是故未 盡於格 物 窮理。 

而徒以 求 至 明 至 健者。 愚 也。 未 致 於 至 明 至 健。 而徒以 察 天理 人欲 

者。 妄 也。 未 察 天理 人欲。 而徒以 欲 非禮之 勿視聽 言 動 者。 亂 也。 愚 與 

妄與禮 。其 於顏子 之學也 背矣。 故 夫 非禮之 勿視聽 言動 者。 其耍在 

察 於 天理 人欲。 察 於 天理 人欲 者。 其 功 在 致 於 至 明 至徤。 致 於 至 明 


至 健者。 其 本 在 於 格 物 窮理矣 。壯吉 曰。 嗚呼 是吾之 所 志 也。 子 知 之。 

其遂書 之。 以爲兹 堂 之 記。 

不言 園 記 代 

は 謂？ 錫 以醫仕 於 東 教法 親王 者。 曰大關 伯悌。 性愛 桃。 植數十 株。 名 其 園 曰 

il 不言。 盖取於 不言 成 蹊之語 也。 而來謂 余 曰。 爲孝之 愛祧" 則 出 於 天 

. ^矣。 而祧 以仙 木稱 之。 而醫家 以濟壽 爲務。 則 寓意 於玆。 亦 可 乎。 敢 

請 有 一 言 以賁丘 園。 余 曰然。 祧有仙 木 之 稱矣。 然是皆 出 於 道經異 

籙。 而其事 殆乎荒 唐。 固 已無足 取 者矣。 雖然。 寓意 焉爾。 又 何 不可。 且 

聞 Q 弟 之 生。 在 三月 1 一 日。 乃 世 之稱爲 桃花 節 者。 則 顧 有 其 氣之與 

祧。 自然 相 感孚者 也歟。 則 愛 之 酷 深。 固 將有不 容乎罔 者 也。 然余猶 

有」 言 者焉。 夫 泛玩諸 外。 不若深 觀諸內 。抑 夫理 一 而已。 雖散有 乎 

方 殊。 而其本 皆 具 於 我矣。 天地 之 升 降。 曰 月之盈 縮。 四時 之 推 逸。 雨 

. , 象 山淨稿  三， 


露 風霜 之變 化。 何 莫而非 我 之 所 具 者。 則 夫 祧乃亦 固 我 之 同軀也 

已。 故當 春陽 回 而楨幹 之杪。 花 葉 如 一 。則 我 之與道 爲體。 精神 暢達。 

周流 而無 間者 可觀 也。 秋 氣至而 寶實稍 熟。 色 足 香 美。 則 我 之隨時 

致 功。 累積 漸進。 以 成其德 者。 可觀 也。 雨露 灌漑。 而 萠蘗沃 如。 則 我 之 

攝神， 而養氣 者可觀 也。 霜雪 忽降。 葉 脫而色 不離。 則 我 之 復命 歸根。 

而反 於冲漠 者可觀 也。 果 如是 則 語 默動靜 。出 處進返 之 際。 見祧則 

自有所 省 於 內焉。 而 所以 悚動其 志氣。 勵責其 依 阿 者。 固已 資於學 

業。 而於 醫已之 道。 將亦無 出 於 斯也矣 。傳 曰。 誠 者 非自成 已而已 也. 

所以 成 物 也， 伯 悌誠能 醫己矣 。則 其 醫人。 其 亦 易 々 耳。 然則 藉令歛 

其 華 而藏其 能。 塞 其 兌 而閉其 門。 人 之 趨而歸 之。 猶之祧 李 之 不言。 

而其下 自成溪 也。 奚疑 乎。 雖然。 自非 憤發忘 食。 日 新 積 功 者。 亦 未 易 

語此 也。 伯 悌其亦 思 有 所 自立 哉。 若 夫摭華 弄艷。 以爲 遊觀之 美。 吾 


不屑爲 伯 悌道之 也已。 

淸風樓 記 代 

岡 田 藩。 鹽 尻 子 讓。 作 樓 居 之。 名 曰 淸 風。 而 請 予 記。 予 惟 風之爲 物。 起 

於 空谷 之 間。 掃 於 浩蕩之 際。 塵墚 得之而 飛揚。 草木 遇 之而披 靡。 雲 

霧 烟 靄。 隨 之而 解散 消 釋。 故 潔齋萬 物。 莫 風 若 焉 者。 然 其 或 變 焉 則 

爲噎 爲霾。 爲暴 爲颼。 爲羊角 爲扶搖 。如是 者。 不可 一 ニ數。 則 其淸豈 

可必乎 哉。 而 獨 以淸爲 言。 顧 子 讓 亦 寓 意 耳。 夫 世衰俗 降。 爲 士 者。 類 

多 外 良而內 毒。 奸狡 譎詐。 惟利 是計。 依 違反 覆。 以壟斷 相與。 猶之塵 

之 聚 也 章 之 蔓 也。 雲 之 浮 也。 而 人 亦 莫有非 之 者。 則 世 道 之 荒 穢。 蓥， 

至 於 此而亦 極 矣。 子 讓陪從 諸 公 子。 而 久 遊於予 門。 予 觀 其 平日 所 

存。 取 予 不 苟。 廉 而有耻 。正與 世俗 相 反。 而 今 以淸風 名 其 居。 則 將 亦 

無 有意 乎 倡世焉 乎。 雖 然。 風 之 動 物。 未 始 有 意^ 物 之 得 風ボ 得 不 
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動。 無 他 焉。 感 觸之 際。 有 不容乎 己 者 也。 夫 不亦曰 君子 之德 風。 小 入 

之德草 乎。 吾 之 所存 者 。精 誠 純實。 而發見 於 言行 樞機之 間 人之從 

之。 固 將靡然 。有 草 値 之 勢。 然則人 之 所以 未 之能從 者。 則 吾 所存 者 

之 未 誠 也已。 子 讓果欲 爲世之 倡。 尙滋明 其 心。 而 潔 其 身 耳。 吾 能 明 

其 心。 而潔其 身 也。 其 孰 有 不應其 倡 者 乎 哉。 抑 子讓自 公之 暇。 燕 息 

玆樓。 乃 淸飈生 坐。 肌骨 灑然。 環樓之 嘉樹美 竹。 爲 之披拂 振動。 施苒 

爲態。 子 讓倚 極而觀 之。 其 亦 有 所得 乎。 予將益 助 子 讓之志 也。 乃復 

爲淸風 之 歌以系 之。 叉 賡歌其 變以警 之。 歌 曰。 + 

風之穆 穆。 于 樓 之 中。 君 子 于 處。 以 潔 其 躬。 風 之 淸 淸。 于 樓 之 外。 君 子 

于興 = 物 解 其穢。 

勿 謂 常穆。 或 時 以愆。 勿 謂 常淸。 或 時 以變。 或 時 以變。 其 暴 其 飔有翼 

君 子。 求 中 其 節。 或 時 以 慰。 其 噎 其 霾。 有 翼 君子。 胡不自 誡。 


恭默齋 記 代 

昔 者 元 文 寳 曆 間。 有 關 思 恭 氏 者。 以 善 書名 於 世。 其 師爲細 井廣澤 

翁。 翁甞書 恭默ニ 大字。 與之。 思 恭以爲 齋匾。 盖取之 商 書 也。 思恭晚 

歲。 擧其匾 字。 贈 之 其 高足 弟子 吉 川 中務卿 君。 君 於 是 乎。 遂. 揭 以 爲 

號云。 君 家 世 爲東台 法王 坊官。 今 大藏卿 君 實爲其 令孫。 頃 復取其 

故 號以揭 之。 乃屬予 記。 予惟思 恭名躁 於 一 時。 其 門徒 之繁。 盖可知 

矣。 而 中 務君獨 獲其匾 號。 則 不翅其 書法 爲 美。 而 平 素 言 行。 亦 必 有 

大過 於 人 者 也。 而今 大藏 君。 以祖考 之 故齋之 故號。 猶 不忍改 之。 况 

於 其訓督 戒辭。 固 當尊奉 敬 持。 無所不 至。 則 如恭默 之義。 將亦無 有 

待 於 予 言。 然 勤 々 焉。 蘄 而 不 已。 予 叉 烏 得 無 言 乎。 夫 君子 之 學。 不 過 

立 誠 而已矣 。而恭 默蓥其 功也。 譬之 水焉。 誠猶源 也。 恭默其 濬之者 

也。 譬之 木焉。 誠猶根 也。 恭默其 植之者 也。 水 不禱則 源竭。 木 不植則 


根 槁人非 恭默。 誠 則 息矣。 是以自 古聖 賢。 無 時 無處。 而不以 恭默爲 

事。 思 道 之 功。 寧 獨 高 宗 爲 然。 盖 恭 默 則 整 齊。 整 齊 則 能 敬。 敬 故 能 誠。 

誠 故 能 明。 明 故 可 以周衆 理而應 萬 事矣。 苟 其 不然。 汨然涵 乎 其 中。 

騷然動 乎 其 外。 冥 然措之 於 事爲。 雖欲 其不至 于錯亂 不可 得 也。 學 

者 其可不 自省 乎。 抑 世之爲 恭 默 者。 吾 悲 焉。 傾 巧以同 俗。 矯默以 

人つ 冀人 之悅己 也。 輭媚其 色 而取容 。慮 人 之 覘已也 。遮蔽 其 中以自 

誣。 外 假恭默 之 名。 而內 以行 自私 自利 之 實。 嗟 夫 所謂 誠 者。 又 何 由 

而能 立。 則 亦 無 怪於顚 倒 m 戾。 而 終 無 見 乎 聖賢 之 道 矣。 故 立 誠 必 

在 於 恭默。 而又非 誠 則無以 爲恭默 也。 彼老聰 所謂 知 其 雄。 守 其 雌。 

知 其 白。 守 其 黑 者。 若 近 乎 恭默。 而猶未 免 於有爲 也。 則 非 其 至 者 也。 

必也無 所 爲。 而 後 能 至 其 極 矣。 有 爲 是 爲 私 也。 私 則 僞。 故 誠 無 所 爲。 

無 所爲。 故 不可 掩。 夫 篤恭而 天下 平。 誠 之 不可 掩也。 而恭之 道 至矣。 


天 何 言 哉。 四時 行焉。 百 物 生焉。 誠 之 無所爲 也。 而默之 道 極矣。 嗚呼 

非 聖人 之 至德。 其 孰 能 與於斯 哉。 大 藏君肅 然歛容 曰。 大哉 恭默之 

義也。 固 非 不肖 所 能 及。 然旣 承敎。 請 不敢復 有 所 遺 忘。 大藏 君。 名舜 

有。 字 子 常。 溫 良 恪 謹。 好 學 不 倦。 盖 有志 於 道 者 也。 

大藏卿 子 常。 見 示 其 所藏。 林羅山 手抄。 楊誠齋 集。 及廣 澤恭默 

匾額於 公 署。 是 曰 君 有 事。 姑 留 之 署。 其 夜 適 災。 極 倉卒 不 救。 服 

玩 器用。 蕩然烏 有。 而羅 山廣澤 筆蹟。 則 以其在 於 公署 免焉。 噫 

物 之 存滅。 其 有數爾 乎。 是亦 不可 不記。 . 

E み 直 已 

5 it 一一 3  I lllin 

古昔 聖賢 之 論 治者。 必以 道義 爲務。 而不以 功利 爲言。 是豈 高爲空 

踝 之譚。 以 眩惑 人聽。 而 甘受 世 之 _鐵甌 也。 盖道者 天下 公共 之理。 而 

義則 吾心 之斷 制。 所用 以處此 理者也 人 苟有得 於 此焉。 以爲君 則 
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仁。 以爲臣 則 敬" 以爲子 則 孝。 以爲父 則 慈。 凡 彼我 之閒。 無 一 不得其 

分 願 者。 是故蘊 之爲德 行。 措之爲 事業。 見 而民莫 不敬。 言而 民莫不 

信。 行 而民莫 不說矣 。然則 道義 未始不 功利 也。 然而 其不以 是爲言 

者。 盖 以是爲 言。 則 人 之 行 道義 也。 不免有 求 功利 之 心焉ニ 有 求 功 

利 之 心。 則 其 所 求 未 必 得。 而 其 害 必 至 矣， 是 古今 覇者 之 國。 所以 其 

上 雖富下 必虛。 其兵雖 强民必 弊。 其 見 効雖或 速^ 其流禍 至久而 

不 已 也。 漢 董 氏 曰。 仁人 正 其 誼 而不謀 其 利。 明 其 道 而不計 其 功。 眞 

可爲 天下 之 法矣。 聖學 不明。 治敎壞 鶴。 士大夫 紐 於 積衰之 俗。 而不 

復知有 道義。 其 所以 爲心。 不過 於詭秘 誇詐之 間。 則 軒 晃之區 ぜハ不 

淪於 夷狄 禽獸者 幾 希矣。 迨有 宋洛閩 諸君 子 出〕 而後 學者。 始得復 

聞 聖賢 之 至論。 然求其 志 之 篤。 而行之 力 者。 或 寡矣。 嗚乎若 吾 藩 執 

政 恩 田 君 公準。 則 殆其人 也。 閒以正 誼 名 其 居。 而俾啓 記 之。 曰。 吾少 


時 不多讀 書。 至今悔 之。 旣亡及 矣ぼ於 董氏之 言而有 省焉。 ぉ輔政 

之 際。 不任 智數。 唯 義理 之 當否是 察。 然其察 之 也 不精。 而守 之也不 

固。 是以 功利 之 念。 雖曰絕 之。 而未能 無不絕 者。 道義 之 心。 雖曰操 之。 

而未能 無不操 者。 顧 吾之謭 弱。 其 不振 也如此 ガ今以 是名榜 之。 盖 

將艮 J 食 之 餘。 居 處 出 入， 常 目 在 之。 以戒 其 怠 忽： 吾 子 幸貽之 一 言。 庶 

乎 其 有 以自勵 也。 啓 惟 君 之 所以 擇名。 固 已美矣 。而其 省察 之密。 戒 

懼 之 深。 則 亦 世 之 号 爲鉅懦 者。 皆 有 愧 焉。 且 猶 不輕自 與。 而 必果於 

下問。 是則尤 非 今 之 從政者 所 能 及 也。 乃 拜而對 曰。 此固啓 之 所願 

學 者。 且自 彊之不 暇。 而尙爲 夫子 助 哉。 抑嘗聞 之。 人 之負大 任。 惟 有 

浩然 之氣。 而後 行事 勇决。 無所畏 怯。 若 其 或 不然。 則 一 時 所爲。 雖未 

必不出 於 道義。 然其 體已有 所綏。 則 亦 未 免 於 疑懼。 而 不足 以有爲 

矣。 而是氣 也。 非可以 一 朝 一 夕 之 間。 掩襲而 得 之 也。 盖必其 所行。 皆 
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合 於義。 俯仰 顧眄。 並爲愧 作。 而後 可 發生焉 耳。 然亦非 先即其 事物。 

而知其 是非。 則 又 何 以望其 行 之 皆 合於義 哉。 此乃 孟子 之 知 言 養 

氣。 其 次序 前後。 所以 不可 得而亂 也。 君 誠 能 察 於此。 而被極 究盡。 以 

明 其 理。 漸積集 養。 以充 其體。 一 一 者 各 致 其 功。 而不 已焉。 則 將有其 心 

之 明。 固 足以燭 天下 之 故。 而其氣 之 盛大 流行。 亦 有配 乎 夫 道義 矣。 

然則其 履 盛 位而行 大事。 亦 沛然 行 其 所 無 事。 譬如 智勇 之將。 勝敗 

得失。 已 洞見 於 心 目。 而貌霧 百 萬。 皆 奉其號 令。 勇 牲. 直前。 所 向 無敵 

而已。 叉 何 不振 之 有。 願 書 此 言。 以 記 其 壁。 且 因 拜見之 次。 而 取規於 

此焉。 啓 亦 庶乎其 有 以自勵 也矣。  . 

I？  二 年  琴 記 

梁 川 公圖。 數爲 予言。 浪華 野 村 乾 一 之爲 人。 予旣識 之矣。 天 保 庚 子 

夏。 乾 一 以職 事來江 都。 偶 與公圖 過 予於玉 池 之 上。 譚^ 半日。 相與 


品評 古玩。 增信 公圖之 言。 乾 一 誠 質 直 者 也。 博 古 而精辨 者 也。 於是 

締交 有如舊 知。 一 m 謂予 曰。 吾 所 秘藏。 有 古 琴 一 張。 金 徽而玉 掌。 漆 

光 沈 而蛇鮒 起。 閒 一 撫弄。 秋 潭月澂 。而滿 林 風 露 也。 鸛鶴回 翔。 而雨 

霰 夜 至 也。 其 淸越殊 不可 言 矣。 吾 以重購 獲 之 於 泉 南 飯 氏。 飯 氏 之 

先。 得 之 於蘗僧 竺 庵。 竺 庵 得 之 於 淸刑部 尙書張 某。 傳 爲 唐 高 宗 時 

物。 詳 見 於 竺庵手 記。 大 和法隆 寺。 舊 有 唐 雷 氏 琴。 爲 天下 之 名 器。 吾 

嘗 負 所 獲。 往 而 比 照 之。 漆 色 斷 文。 畧 無 彼是 之 別。 但 彼 欽識澱 然。 而 

此則無 之 耳。 然 至 其 雅 韻 潤 亮。 毫 無 敕颯之 聲。 則 恐 當 以此爲 右 矣。 

聞 君 深 於 琴 道。 願 有 一 言 以記其 畧焉。 予以法 隆寺之 琴。 舊 爲畿內 

諸 琴 之 冠。 而今 乾 一 所得。 則 能 與之相 頡頗。 疑 其 誇 耀之或 過 乎實ハ 

然而乾 一 誠 質 直 者 也。 博 古 而精辨 者 也。 安 有 自欺欺 人之妄 哉。 因 

許諾 之而 未及爲 也。 明年 春携 一 琴 而過予 曰。 是 近日 所購。 君其爲 

象 山淨稿  ■  ■ .  三 四 七 


象 山淨稿  三 四 八 

我 璧 之。 予 諦 視 之。 裁 製 孔 度。 其 上池銘 曰。 崇 0 某 年。 某 姓 名 造。 試 一 

鼓 之。 發音 暴々。 如 出金 石。 盖 佳品 也。 余 賛稱不 措。 乾 一 晚曰。 君不見 

吾 舊藏爾 。此雖 較優於 常 琴。 然視之 於 舊藏。 不啻瓦 之 與洪鐘 也〕 

予於是 知 尤物 之 不易 臆議。 而益釋 然於乾 一 誇耀 之不妄 也。 乃抽 

筆以其 語 予 者 記 之。 予久有 西遊 志。 而 因循 未 果。 如 徼天之 福。 異 時 

得 逍 遙 其 堂。 親 視 其 狀。 而 手撫玩 之。 尙 能 爲 之 記 其 詳。 

脂 永き 十  先 公手澤 太宰府 都府樓 瓦硯記 

先 公 甞 謂 三 村 養實 曰。 修 理 雖 多 疵瑕。 亦 英 雄 也ば 聞 之 感激 流 涕。 

以謂其 多 疵瑕 者。 臣之實 也。 而 英雄 之 稱。 臣何 敢當。 然以先 公之 明。 

而目以 英雄。 其 爲光榮 。果 如何 哉。 固 亦 知 千 百 其 身。 尙 不足 以報其 

萬 一 也。 雖然。 臣豈徒 感激 流 涕而止 乎。 其 講究 詩 書 六經。 欲 以明其 

體也。 其 歷觀史 子 百 家。 以洎 泰西 之學。 欲 以達其 用 也。 皆莫 非听以 


圖報萬 一 也 ぽ才質 不敏 ぜハ志 未 及 償 半。 而先 公沲捐 羣臣。 嗚呼 痛 

哉。 嗚 呼 痛 哉ば 無復 有望 於斯世 矣。 十 月 丁 巳。 今 公忽傳 命。 賜 臣 先 

公手澤 太宰府 都府 樓瓦硯 一 枚。 臣於是 >< 感激 流 # 。以謂 今 公 其 

亦知臣 歟。 舊 例 賜 先 公之 遺 品。 閑 散 之 臣不與 焉。 臣 今以 閑散 與 之.. 

實 出 異 數。 非 公 能 知 ぼ 之 所以 辱 先 公之 知。 何 得 有 此。 然 則 今 公 亦 

先 公也 已。 而 今 而 後。 償 其 所 志。 以 盡 忠 於 今 公。 乃 所以 報 先 公也 已 

矣。 嗚呼 令 臣之無 望 於斯世 者。 再 有望 於斯 世。 其亦將 不在 先 公 手 

澤之 所存 也 邪。 

天 保 十 年 八  _M  Si 

月 

象 山 子 寓於江 都。 其 室 之 前。 舊有 一 沼焉。 己 亥 夏。 久不雨 暑甚。 沼爲 

, 之涸。 鱗物卒 死。 底皆龜 裂。 盖如斯 者 兩月矣 。逮秋 八月。 雨 五 曰。 於是 

水 始畜。 間 一 曰 又 大雨。 於 是水寢 多。 其 翌又雨 曰 夜。 於 是水滋 多。 雨 
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歇。 門人 忽報 曰。 沼 有 魚。 乃 出而觀 之。 大者如 指。 小者 如 箸。 其數 不知 

爲幾十 百。 而潜躍 浮沈。 分 嫁 成 群。 似 各 得 其 所。 而 樂 其 生者。 盖亦 奇 

矣 。門人 曰。 天 雨 之歟。 抑 人 放 之歟。 何 其鉄然 衆多 也。 象 山 子 曰 否。 非 

天 雨 之 也。 非人 放 之 也ゴ K 所 謂 氣化者 也。 是 可以觀 天道 流 行。 神 妙 

而 無 方 矣。 是 可 以觀萬 物 之 生 長。 不 有 纖毫之 停 息 矣。 是 可 以 觀 吾 

之 爲 學。 亦 不可 以有 斯須 之間斷 矣小 子 識 之。 雖 人 之 良 心。 豈 無 是 

生 機 哉。 但其所 爲梏於 事物。 新 裘戕賊 。反覆 無餘。 是以冥 頑 不靈。 如 

彼憒々 也。 然其生 機 之 原。 本係于 天。 終 有 不可 得而停 者。 則 其旣往 

之 所 亡。 雖 固已 不可 復 追。 若 其 自今 而 盡 力。 以 保 之於將 來。 豈 遂 不 

可 復得其 養耶。 門人 未 達。 象 山 子 曰。 主 一 猶沼也 。義理 猶水也 > 心猶 

魚 也。 外 誘 猶網罟 也。 故人 之 心 也。 蓄之以 主 一 則 存矣。 涵之以 義理 

則 養矣。 而不擾 之 以外 誘。 則 美 而大矣 。夫是 心 而不蓄 之以主 一 。猶 


無 沼 而畜魚 也。 魚 可 得而存 乎。 主 一 而不本 於 義理。 猶 有沼而 無水 

也。 魚 可 得而養 乎。 本 於 義理。 而不去 夫 外 誘 之 私。 猶養而 擾之以 網 

罟。 魚 可 得而大 乎。 小子識 之。 

人 有 斐亭記 

世子 之 始在於 築地 之 第 也。 樂翁 老公 爲書其 匾。 曰 有 斐亭。 盖取於 

衛 t 有斐 君子。 而竊以 致 勸勉之 意 也。 世子 於是 乎揭. 之 於 燕 居 之 

所。 不敢忘 光訓 之 所寓。 朝夕 顧譟以 自勗焉 。間者 命 臣啓爲 之 記。 臣 

因 蹴 然爲閒 曰。 世子 之 揭是匾 。豈爲 取 其偉觀 哉。 則 知是命 也。 亦 非 

蘄其 禰頌。 而樂 聞規切 之爲益 也。 然臣亦 嘗學爲 君子 者矣。 而志懼 

學 淺。 未 之 能 錢脩服 行。 且 自責 之不 暇。 尙 何 以献規 於 世 子ぽ 然。 盛 

意 固 不可 蹄。 且老 公之 功德。 自爲 小童 即聞 之。 其爲欽 仰盖非 一 日 

今 乃 承 命。 記 其 大訓之 所在。 亦不 爲非榮 幸。 則 不敢以 鄙 剪辭。 請 姑 


誦其所 聞。 夫 聖人 之學。 大學 也。 大學之 道 非 他。 明明 德。 新 民。 止 於 至 

善。 其斯而 已矣。 而 德之當 明。 與 民之當 新。 與其明 而新之 之 當止於 

至 善。 豈 人力 之所爲 哉。 即 天理 之 自然 而然者 也。 然 進 道 之 序。 明 德 

爲 本。 新 民 爲 末。 何 也。 盖 明德之 體。 至 虛 至 靈。 湛 然 若 水。 灼 然 若 炬。 內 

外 洞 澈。 萬 理咸備 。爲 子 則 孝焉。 爲 父 則 慈 焉。 爲 君 則 仁焉。 爲 臣則忠 

焉。 於 凡 曰 用 之 際。 莫不有 本然 之 明焉。 而是德 也。 與生俱 生。 初 無 加 

損。 然而氣 禀之或 不齊。 而 物欲 之 或 有蔽。 故 自非生 知 之聖。 則是德 

之 常 明。 未 始不難 保 也。 是以 大賢 以下。 必資 於學。 講習 討論。 以究其 

知。 省察 克治。 以 カ行 之。 求 其 明是德 者。 有 以造夫 至善 之 域。 而爲其 

新 民 之 地。 苟有不 進 乎此。 則 行 止 動靜。 或 不能 不失其 時。 而以此 治 

人。 乃 欲盡其 義理 精微之 極。 其 亦 難矣。 昔 者衛武 公。 深 知 斯理。 故學 

問自 脩。 而 德義充 盛。 光輝 暢達。 而斐然 有 章。 入相 於 周。 則 澤又被 於 


下。 其 德之盛 而善之 至。 遂使 時人 詠歌 思慕。 至久而 不能 忘。 是 所以 

大學傳 者。 引 其 詩。 以明夫 明 德之止 於 至善 也。 秦漢 以來。 聖 學晦而 

覇術 盛。 世 之爲政 者。 不知 自其本 而達之 於 末。 則 其 所以 見 於事爲 

施設 之閒。 類不踰 於詭仄 陰險。 巧 出 偽作。 所謂 事 求 可。 功 求 成。 取必 

於 智謀 之 末。 而不循 乎 天理 之 正 者 而已。 是 以駕馭 日勤。 而驕驁 日 

多。 搜檢益 摯而獄 訟益繁 。法令 愈 嚴厲禁 愈密。 而其 成功 底蹟 之實。 

愈 無 以及於 古昔。 然終亦 莫悟其 非 也。 獨我大 朝 有樂翁 老公。 奮 乎 

百世 之 下。 乃能講 明大 學 儀刑。 衛武 懿德至 行。 蚤 爲世表 式。 曩者寬 

政 初。 昇 平 曰久。 天下 之 弊。 數十 年矣。 政 積 事 藤。 俗因頹 靡。 自 老公 補 

政。 示儉抑 奢。 進 賢 返奸。 察 民 之 利 病。 而鋤植 之。 勵武勸 文。 以 興敎化 

至是。 人 乃知條 聾 鈍。 自知 異於舊 時。 不 數歲而 天下 之 風俗。 幾 乎 

一 變。 盖 建橐以 還。 廟堂 名 賢。 代 不乏其 人。 而其興 復讯掃 之 功。 信 未 
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有 高焉者 也。 及 其 致 政 返 居 於 築地 之 第。 樂道 養老。 如與 世相 忘 者。 

而聲光 震耀。 不啻 祥麟威 鳳。 雖辭世 之 後。 聞 其 名 者。 莫不擎 跪 軟拖。 

欽思追 慕。 嗚 呼 此 豈 可 以 聲 音 笑 貌 爲 哉。 盖 亦 自其本 而達之 於 末。 

所謂 盛德 至善。 民 不能 忘 者。 老公 其 庶幾 矣。 豈不偉 哉。 今 觀其名 世 

子 之 亭。 亦 擧 其 躬 得 者。 以 訓 之 也。 臣 之 愚 矇。 固 不足 以窺 大賢 君子。 

然竊意 其 勸勉之 意。 盖在於 此矣。 是以 敢誦所 聞。 叉 具 論 之 如此。 抑 

世子 之 仁 孝 雅醇。 不好虛 飾。 旣 留意 於 文學。 又 不懈於 武事。 今亦樂 

聞規 切。 而滋求 其 所 未 逮焉。 則 其 造詣 之 遠。 固 非 臣所敢 量 也。 惟 願 

由 是益念 光訓 之 至 深。 知 夫 大學之 本末。 不容乎 錯亂。 而因 以累其 

致 知力 行 之 功。 誠 敬 積 乎 中。 而 光輝 見 乎 外。 其 醉面盎 背。 四 體 不 言 

而喩 者。 果有 斐然之 文章。 而有以 爲其止 於 至善 之驗。 則 非 惟不負 

於 老公 名 亭之盛 心。 而異日 所以 承諸宗 社。 施 諸事 業者。 亦 將有其 


本而 無窮 盡矣ぼ 臣猶有 一 言焉。 夫 其 所謂 至善 者。 以其 義理 精微 

之 極。 不 可 得而名 言。 故 强目之 曰 至 善。 而 爲 聖人 之學 者。 已 以 是 爲 

準。 則 其 任 重而道 遠。 果爲 如何 耶。 故 立 心 弘毅。 蚤 夜 孜孜。 斃 而後 已。 

猶懼不 及。 而况 急遽 躐等。 鏨作 復輟。 安 可 哉。 譬如奥 人 適洛。 其 道路 

之險 夷。 山川 之 高 脩。 城郭 之 所 由。 郡 邑之 所從。 必躬親 經歷。 半途 不 

廢。 然後洛 可 遮 幾 也。 若 不出戶 庭 之 中。 而望 雲衢之 縹緲。 乃 欲 御風 

駕雲。 以抵其 所 志。 决 不可 得矣。 故 詩人 述武公 所以 成 其德。 亦 曰 切 

嗟 琢磨。 以明其 治 之 有 序。 而益致 其 精 而已。 國 語載武 公年 九十 餘。 

猶作懿 戒。 飭 其士 民。 以儆 已之不 逮。 其 篤 志 力 行。 老 而不衰 如 此。 今 

世子 之 富 春秋。 豈可不 奮勵而 刮劂乎 。顔 子 曰。 舜 何人 也。 我 何人 也。 

有 爲者亦 若是。 世子 其 母 畏於武 公哉。 臣雖 不敏。 願 與國士 勉焉。 以 

無 忘 夫 交儆之 意。 天 保 壬 寅 冬 十月。 臣佐久 間 啓 謹撰幷 書。 

象 山淨稿  、  三 五 五 


象 山淨稿  三 五六 

^七 年 九  重陽 登高 記  、 "「 . 

松 代 之 東 三 四 里。 有 峰巍然 雞峙。 南馳而 北趁。 若渴驥 欲飮泉 者。 曰 

東條 山。 山 之 西 飛泉 懸焉。 最號 奇峭。 傍 舊有觀 音 龕。 近 熾 於 野火。 唯 

遺 址 存 焉。 迺 天 保 丙 申 重 陽。 桐 山 鎌 原 先 生。 將 修 登 高 之 故 事。 前 一 

日 宿 賢士大 夫。 余 亦 得 與焉。 厥 明 午後。 抱 琴 到 先生 之 門。 先生 旣出。 

問 閽人路 何 由。 則 云由耒 岬。 乃 欲 追而及 之。 中 途 景物 不暇顧 視。 疾 

行 抵 山 麓。 先 生與諸 賢。 方 憩 於 佛 寺 中。 相 見 大 悅。 先 生自此 舍奥而 

徐歩。 相將陟 石確卒 級。 東行 道 稍 平 夷。 傍 多 野菊 花 盛 開。 撟而嗅 之。 

氣極 芬烈。 叉 多 髯松剌 天 如 矛戟。 往往 見鮮葩 厠老碧 間。 燄談 欲讓。 

忽爲風 所 吹。 繚亂灑 人 衣 巾。 始知爲 霜 葉 上 行。 約百餘 歩。 得 新構大 

悲殿。 頗亦爽 S 。乃 命從 者。 張 幔敷茵 。坐而 西 望。 則 遙岑隱 見 於 白雲 

_  ： 靑霞之 間。 宛 類 神 山 在海濤 中。 標緲 彷彿。 倐忽變 ir: 其 他 遠近 之 山 


林。 藥然 鬱然。 皆 以效秀 於 玆殿之 前。 於 是拾斷 樵溫壺 酒" 行 觴咏詩 

懼林 嬉笑。 〔附衍 如 也。 酒 半 酣余語 飛泉 之 勝。 皆 病 登 陟之勞 。無欲 往 

者。 余 意 謂 今日 之 遊。 何 可 負 於 泉石。 遂 請 先 生。 奮 然 獨 出。 歷 松 間 石 

徑。 直 上 可 七十 歩。 榛篠 翳路。 右手 持 琴。 左 手 排 醫。 僂 身 而 歩。 隨 過 隨 

合。 行 三 四十 歩。 又 有 g 道。 苔蘚極 厚。 著 屨輙沒 。從澄 斗 折 北行。 路若 

稍窮。 又 復軒豁 。是爲 觀音龕 故址。 址之 東北。 皆 怪巖詭 壁。 立 者 若 浮 

圖。 列 者 若 屋舍。 横 若 睥睨 粱麗。 懸若特 鐘編磬 。緩 絡 幢幡。 若 鶴鵠之 

翱翔。 螭亂之 屈蟠。 玀俊 獾猱之 騰趕飛 超。 而其上 嘉奔美 箭聳秀 。奇 

特之樹 。陰翳 蔽虧。 中間 飛泉 下瀉。 可百餘 尺。 遇 石稜突 怒。 泉 水激 之。. 

躍起 二 三尺。 碎如 蠖珠。 耗毵ノ 落 前。 其 饗尤淸 。余 踞石鼓 琴。 聲與泉 相 

答。 氣 象絕不 類 人 世。 然 懼 日 夕。 是 以 不 復 久 留。 還 抵 大 悲 殿。 先 生 與 

諸賢。 旣醺然 醉矣。 至 薄暮 下山。 取 道 於 牧內。 復入實 相院。 同 飲懼笑 
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如 初。 迨 出門。 白 月已在 南山 之巔。 初 先生 以兹遊 已樂。 命 余 以叙其 

勝 事。 余 惟重 九 登 高， 其 來 尙 矣。 而 桓司馬 龍 山 之 會， 最 爲 後人 所稱 

述 者つ 豈 非以其 同僚 畢 集。 而 孟 嘉 之文甚 美 歟。 事 之傳不 傳。 未 嘗 不 

存乎人 也。 兹 遊 也。 士大夫 之 會 者。 t 盗 十 有 二人。 而皆吾 松 城 之 俊彥。 

則 同僚 畢 集。 固 不足 深艷 矣。 而 先生 之 文 章。 能 贊 造 化 而 行 鬼 神。 則 

嘉 之 答 嘲。 亦 何 足以甕 甍 言 之 乎。 且 吾 黨 威儀 興 俯之秩 然。 視 夫 躁 

放曠 達。 蔑禮法 者。 諒爲 不同 矣。 則 又 安知 後之述 今。 不若今 之稱昔 

也 哉。 

藥廂記  . 

友人 漉 谷君洒 侯。 一 日出 其 所 藏藥廂 。示 余 曰。 此明 戴曼公 遺物 也。 

公 精通 醫理。 尤 遼於啞 科。 歸化 後。 傾 其 家 方。 傳之於 周 防人 池 田 某。 

某 四 世 孫瑞仙 氏。 以啞科 大顯于 世。 亦 淵源 於 公所 傳云。 而 此廂舊 


爲其家 所 襲葆。 後流 傳適爲 余 有。 願 得 吾子 一 言。 以 記其來 由。 余 乃 

諦視 之。 製造 文雅。 漆色奇 古。 胸 嵌 圖畫。 精緻 入神。 盖世之 所希覩 也。 

按戴氏 初 名 鼎 立。 字 則 之。 後 改名 觀 胤。 字 子 辰。 又 更名笠 字 転 野。 一 

字曼 公。 爲吳 江縣學 生。 博學能 詩。 兼 ェ草隸 。醫 術尤其 所長。 崇載 中。 

楚蜀 擾亂。 公 慨然 嘆 曰。 此非 君子 避 世 時耶。 乃 從番禹 人。 乘 桴遂歸 

化皇 朝。 後 遭黃蘗 山僧隱 元。 薙髮爲 其 徒弟。 嗚呼 其棄儒 術。 從 異敎。 

毀削體 膚。 殄 絕 倫 類。 雖 不免得 罪 於 聖人 之 訓。 然 其 視夫耽 利 冒 色。 

辱 身 於 賊虜。 而 恬然 不知 恥 者。 則 旣賢矣 。况其 絕藝妙 術。 足 以啓佑 

後人。 則 手澤之 器。 豈亦 不足 以傳世 也 哉。 洒侯 嘗講蘇 氏學。 於 其 書 

頗 富。 舊 所 藏有東 坡表啓 五 卷。 係 戴 氏 所 孝。 卷 首 欽以陽 文^ 上 陰 

文 戴 觀胤字 子 辰 二 印。 實 屬 奇 品。 今 獲 此 廂。 倶爲 雙 璧。 其 間 似 亦 有 

不 偶然 者 也。 因 併記 之。 
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嘉永 三华ニ  已 JHa、  U ん 包 

月  ニー 一口  V む 「ク . 

蟲歌大 悲閣。 在 松 城， 東南 一 里 所。 其 南 有 華 水溪。 溪前 地勢 平 博。 可 

演 銃砲。 庚戌歲 春分 後 二 日， 與」 一 三 子 約。 試洋制 衝天 砲。 是 日天氣 

, 寒 烈。 雪 紛 々 下。 午 後 冒 雪 而 出。 街 上 積 白 盈 尺。 及 出 廓 人跡 幾 絕。 天 

地 一 色。 四 望 晃蕩。 若人 無 際。 進 至大 悲閣 東。 飛 雪 益猛。 閣之 左右。 有 

老松 數百 株。 戟立攙 天。 翠盖戴 雪。 望 之 如 畫圖。 每發 一 砲。 溪山 震動。 

風輙自 上下 至。 松 上 雪飜飛 撩亂。 横擊人 面。 僕 從却 立。 殆不得 息。 1 一 

三 子於是 意氣增 豪。 連 放 數彈。 及暮而 還。 亦 一 時 之 快 也。 

序 

I ほ ケ池時  送 弱 山 壯吉序 

德島弱 山 壯吉。 以儒藝 應召於 巖邑之 明年。 將暫還 其 鄕掃先 墓。 因 

乞 暇 得 允。 起 程 在 近。 交遊 諸 友 乃榮其 行。 集而餞 之。 有 一 友焉。 進言 


曰 人 之 行 莫大 於 孝。 孝 莫美於 立身 行 道 以榮其 親。 聞 子 幼 而孤ノ 養 

於 族 家。 弱冠 發憤。 銳志 文學。 遂去鄕 土。 絲 浪華 抵江都 。遊 於 一 齋先 

生 之 門。 十餘 年。 食 忘 味 臥 忘寐。 目不廢 看。 口 不絕吟 "乃爲 社長。 恒代 

先生。 內 課其晚 進。 外曁 諸侯 鄕士。 名稱播 而聲譽 聞。 遂爲巖 邑侯所 

聘。 掌敎於 藩邸。 而 夙夜 儸勉。 敎育 不懈。 以其 有益 於 子弟。 嘗蒙 褒賞。 

此不謂 之 立身 行 道 乎。 於是 乎。 歸而掃 先 親 之 墳墓。 訪 親戚 之 居。 問 

故 舊之廬 ：而 見其鄕 人。 誰有不 欽慕 而 歎美 者 矣。 此不謂 之 榮其親 

乎。 復有 一 友焉。 曰。 斯行也 令 親 猶存焉 ，而聞 子之學 成。 子 之 仕 達。 子 

之 道行 而子 之 歸。 喜 不 自 禁。 倚 門而望 之 ぼ 堂而待 之。 忽 見 子 之 至。 

抱 持 泣 下。 叙 旦暮 瞻戀之 情。 以舒 積年 怏鬱 之懷。 子 亦 乃 集 親戚 會 

故 舊。 稱 觴於膝 下。 相 與 献酬 成 壽。 欣 欣 偸 愉。 以 盡 色 養 之 孝 焉。 則 其 

相 樂何如 哉。 而令親 則 不可 起矣。 是所 深爲令 親惜。 而切 爲子哀 也。 
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又 有 一 友焉。 GT 道 無死 生 無 幽明" 是故存 則 安 其榮。 沒則享 其 祭矣。 

今 子 則 進 其 道矣。 則 致 誠 於廟而 親臨 之。 固 若 抱持而 叙情 也。 掃 墓 

奉奠而 親享 之。 固 若擧 膝下 之觴 也。 言 而 親戚， 則 之。 動 而鄕人 法 之。 

遠 之 則 有望。 近 之則不 厭。 而 親之悅 之。 固 若 安 色 養 之 孝 也。 則 亦 何 

爲 深 惜。 而 切 哀 之 乎。 佐 久間子 聞 其 語。 而 斷 之 曰。 事則始 之 言 詳 矣。 

情 則 次 之 言 悉矣。 道 則 終 之 言 盡矣。 無 可 以加於 此矣。 而 所期 於壯 

,吉 者。 其 在 終 之 言 敷。 諸 友 皆 曰 然。 子 請 書 而 送 之。 

天 保 十三 年  送 蟻 出生 歸省序 

六月 

蟻 川 生 政 年甫 十 一 。從予 於 象 山 之 麓。 受業 三年。 能 誦四子 九經之 

文。 天 保 己 亥。 予 來江 都。 卜居 於 玉 池 之 瀕。 生 不遠 五百里 之 路。 而 又 

從 之。 齢， 已 十 三矣。 又 閲 三歲。 志 益 堅。 業 益 進。 洛閩諸 先生 之 所 說。 孝 

： 經小學 四 子 之 大義。 畧已 通曉。 壬 寅 夏。 有司 以名 上。 公 嘉焉。 加 甄獎。 


聞 者 嘆稱。 莫不屬 望 於 他日。 於是將 歸覲其 親。 予乃爲 序 送 之 曰。 古 

人 云。 得 天下 英才 而敎 育之。 樂 莫大 焉。 予雖非 其 人。 幸而得 生。 豈無 

所 自 慶。 然 亦 竊有懼 焉。 夫 譽之所 聚則毁 之 所 倚 也。 望 之 所 重。 則 責 

之 所 深 也。 君子 成 德於已 。一 疵不 存。 萬 理 明 盡。 外 之 所 遭。 毀 譽 得 喪。 

初 不足 爲之 軒輊。 然苟未 至 此焉。 則 亦 安 可 不加察 而致儆 乎。 夫人 

生於兩 間。 氣有淸 濁。 質 有 純駁。 則 其 心 固 不能 無智 愚。 而其 行亦不 

能 無 賢 不肯。 且以 一 概論 之。 則宜 智者 必賢。 愚者 必 不肖。 然 其大不 

然者。 吾見 亦 多矣。 世 固有 知識 昏昧。 精神 懦弱。 不慣於 文， 書。 不務於 

記 聞。 凡 目前 易曉 之理。 猶懵然 不能 知 之。 尙何可 與之語 六經 之蘊。 

譚百氏 之 奥。 講 當世之 利 害。 而 論 天下 古今 之 成敗 得失 乎。 如 是 者 

可 謂 愚矣。 然省其 平素 所爲。 則 或 謹 厚 縝密。 不敢 縱恣。 和 協 輯睡。 得 

人歡 心。 其 所行 雖未必 盡出於 純 善。 而其 立 志 孤 潔。 確然 有 守。 不爲 
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於 其 所 不爲。 不忍於 其所不 忍。 雖 學士大 夫。 無以過 之。 如 此則亦 孰 

不 謂 之 賢者 乎。 世 固有 視明聽 聰。 心 慧 言 辨。 習 於 經史則 易 通。 講 於 

伎 藝則易 能。 世故 人情。 多所究 知。 筆 翰 精妙。 才 思 兼 人。 如是 者 可 謂 

智矣。 然察其 平素 所行。 則 或 驕慢 侈肆。 無所撿 制。 p 驁陵 犯。 奸詐邪 

穢。 常 情 之 所 羞且惡 者。 乃 或 甘心 爲 之。 而 恬然 不以爲 恥。 如 此則亦 

孰 不謂之 不肖 乎。 故 行 之 賢者 未 必智。 而心之 智者 未必賢 也。 然行 

之旣賢 。縦 令 不學無 術。 固不 害其爲 善人。 設其行 之 不肖。 雖有 才智 

學問。 君子 必比之 夷狄 禽獸 矣。 予 觀生之 素。 亦 可 謂 得 氣之淸 者。 然 

其 年 齒猶少 。血氣 未定。 而 其 質 之 純駁。 則 吾 未 之 能 知 也。 今 世道微 

敎弛。 士風 不振。 賢者 之 行。 百 無 一 こ。 而 不肖 之 人。 十 常 七 八。 是以其 

相 與推盪 。而驅 諸罟擭 陷菲。 世之强 壯淳樸 者。 其 猶有不 免 於此。 况 

以生之 年少 血氣。 而 周旋 於 其 間。 則殆 將惘然 眩. 惑.。 淪胥 以溺。 又 安 


能 奮迅 激昂。 以爲切 翻歡礪 之資。 而增益 其 所 不能 耶。 夫 偷薄之 俗 _ 

妬 賢 忌 能。 娟才 嬉智。 故 有 一 長 於此。 曾 無 疵瑕。 其 多 口 或 不免矣 。况 

有 可 指 之 失。 孰 不群起 而詆毁 之。 而又將 曰。 講 學談理 者。 猶且 如此。 

他人 之 子弟。 不足 怪矣。 則 不徒隕 其譽。 而損其 望。 率國 中而與 不善。： 

其 爲禍將 不可 勝 言。 是予之 所以 大懼 者。 亦 豈得已 乎。 雖然生 行矣ー 

哉。 莊 敬以存 心。 禮義以 接 人。 廉儉以 摧驕。 忠厚以 破吝。 篤信 此道。 日 一 

脩 其慝。 則 其 譽可以 永 終。 其 望 可以不 損。 而 吾 之所懼 者。 又 可 以浸ー 

解 而漸釋 也。 然在詩 云。 靡不有 初。 鮮克 有終。 予於 生卒亦 不能 無懼ー 

焉爾。 天？ 》 十三 年 壬 寅 夏 六月 辛 卯 象 山 平 啓 子迪。  一 

一 

弘化ニ 年 六  別 梁 公圖序 

00 美 濃 梁 君 公圖。 甞來江 都。 爲詩社 於 城 東 之 玉 魏以其 所能訓 生徒 一 

從游 之士。 遍於都 城。 一 時 詩 風 爲之變 。公圖 亦甚樂 之。 若將以 終身" 

象 山淨稿  一 i 一 
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焉。 弘 化乙已 夏。 忽 售 其 詩 社。 爲 西 歸 計。 人 問 其 故。 不 言。 强 叩 之。 乃 曰。 

江 都民 物 富 庶。 海 內 無 比。 口 數且五 百 萬 人。 食 率 日稻五 合。 則 都 城 

一 月 之 用。 不下 七十 萬 石。 而其稻 多 在 海運 所 輸。 近 聞。 英 夷 猖 獗。 動 

寇於隔 海 諸 邦。 見 其 可 取 者。 輙 奪而據 之。 若 西淸之 香港 舟 山。 亦已 

爲 之 有。 古 昔 以英夷 爲 絕 邀 之 方。 今 則 迫 近 矣。 而 彼 俗 貪婪 罔 震。 又 

安知 不朶頤 於 兹 土。 一  旦連巨 艦。 列 皇 礮。 以闘閻 於 房 相 之 間。 縱 不 

得 衝 突。 海 運 之 利。 豈 如 今 日。 則 五 百 萬 之 生 靈。 饑 餓在旦 夕。 吾 以 老 

羸。 遲 々於此 間。 轉 死 必 矣。 惟 方 今 大 朝。 君 臣 合 德。 政 治 明 肅。 財 富 兵 

强。 文 武 如 林。 凡 爲民國 計 事 者。 旣 詳 且 密。 則 玆土之 氓。 終 當 無 憂 矣。 

然吾 年老 氣怯。 不似曩 時 之 强壯。 則將去 此而歸 故山。 托踪 雲霞。 滅 

景 林 壑。 冥 然 與斯 世相 忘 也。 予 閬之歎 曰。 公 圖其過 慮 也 歟。 然 知 進 

面 不知 返パ， it^ 而 不知 亡。 知得 而 不知 喪 者。 天 下 皆 是 也。 而 公纖満 


决然于 此" 易 曰介于 石。 不 終日 貞 吉。 公 圖 其殆庶 幾 焉。 予 眷 序 其 詩 

云。 其 才之識 。不惟 能 詩 也。 盖 亦 非諛詞 矣 「於. 其 行 日。 諸 友 門人 置 酒 

而餞之 都 門 之 外。 旣 醉。 序 以 識別。 

玉 池 時代 か  送 國分士 達 序 

1  北臺) の 儒官 所 貴 乎 文 者。 以 其 載 道 也。 其 不足 以載 道。 不 可以爲 文。 安 足 貴 乎。 是 

文 之 所以 不易 爲 也， 故 爲 文有耍 焉。 不 反 之 於 身。 無 以立其 誠 也。 不 

本 之 於 心。 無 以發其 明 也。 不養之 於氣。 無以 致其昌 也。 不蓄之 於德。 

無 以成其 宏 也。 然 亦 有 方 焉。 學 之 易以通 幽明 之 故。 學 之 書 以識綱 

紀之實 。學之 詩 以導情 性 之 正。 學之 春秋 以立 名分。 之嚴。 學 之禮樂 

以致 中和 之 極。 然亦有 序焉。 先 之 以大學 。而定 其 則 也。 承之以 論語。 

而正其 本 也。 次之以 孟子， 而觀其 用 也。 會之以 中庸。 而探其 源 也。 而 

後 六經可 得而窺 矣。 於 是 博諸史 傳。 以 盡 古今 之 變。 參 諸 諸 子。 以 審 

象 山淨槁  5 ハセ . 
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邪 正 之 辨。 約 諸灑洛 關閩之 書。 以 要 至 當 之 歸。 序 旣 循 矣。 方 旣 備矣。 

耍旣 得矣。 然後有 感乎外 而動乎 中。 沛然 不可 沮。 則 託 之 於 文字。 以 

發其 意之 所 欲 言 。雖. 亦 無 心 於 其 豊 約 難 易。 辭 達 而 已 矣。 然 其 言 也。 

必誠必 明。 必昌 必宏。 若夫妖 邪淫 靡 之氣。 無隙而 入。 夫 然後道 載焉。 

於 斯文 也 其 庶幾 矣。 近世 淸土。 文 風下 惡。 如 袁枚 尤侗之 徒。 皆輕浮 

妄 誕。 經術 不講。 身 心 不修。 以僙姚 之才。 煽橫恣 之辨。 滅裂 義理。 而不 

知名 檢之 所在。 淫辭妖 語。 務夸耀 人 耳目。 豈謂之 文 乎 哉。 而 反肆然 

自 大。 往 々詆毁 古 來有道 者 之 言。 是 何異乎 俳優 而嘲端 士。 乞 丐 fra 

謦 王者。 然 世之樂 放恣 惡拘撿 者。 咸艷而 慕 之。 一 時 翕然 化 之。 餘波 

漸漬乎 本邦。 昧者比 々 欽招而 向 之。 關東爲 尤甚。 不遏其 流 而塞其 

源。 遂 爲 斯文 之 害 也不淺 矣。 於 乎。 今 大朝。 君 明 相 賢。 蕩 滌 舊 弊。 憲 度 

淸肅。 人知 循禮 慕義。 淫侈貪 墨。 禁不得 行。 然而文 風之妖 邪淫 靡。 獨 


虎な 後長 三 字 
のる 大岡郞 は 
一象 參 藩と 炳 
な 山 事の 稱文 
り 二と 人す 虎 


依然。 抑 何歟。 予學淺 カ微。 不足 以變 天下 之 文。 然竊有 慨焉。 故每見 

其 人。 輙 必 言 之。 亦 豈 無 所望 而 然 乎。 仙 臺 國分士 達。 吾 同門 友 也。 今 

兹 S 將東歸 。來 告 別。 予在 師門 日。 與士 達久同 几案。 知 其 有學有 文。 

因 臨 別 叉 申 言 之。 盖 亦 有 深 望 於 士達也 矣。 

贈 小 林炳文 

宇 宙 實 理 無二。 斯理 所在。 天地 不 能 異 此。 鬼 神 不 能 異 此。 百 世 聖人 

不能 異此。 近年 西洋 所發 明。 許多學 術。 耍皆實 理。 祇足 以資吾 聖學。 

而世之 儒者。 類 皆 凡夫 庸人。 不知 窮理。 視爲 別物。 不啻不 好。 動 比 之 

冠 響。 宜 乎。 彼 之 所 知。 莫 之 知。 彼 之 所 能。 莫 之 能。 蒙 蔽 深 固。 永 守 孩 童 

之 見。 此輩惟 可 哀愍。 不足 以爲 商較。 大丈夫 當集大 塊 所有 之學。 以 

立 大塊所 無 之 言。 小 林 炳文從 予游。 而說吾 言 者 也。 於其歸 省。 書以 

贈 之。 
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濱洲字 門 片月嘉 
のと は 名山 永 
人 號子は 仙 四 
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玉 池 時 ま  贈 永 山 生 

If 八と 稱す 

(If) の 人 學 之 耍。 在 得 其 方。 學 而 得 其 方。 則 糟粕塵 埃。 皆 足 以， 開 其 知。 學 而 不 

得 其 方。 則 經傳史 子。 反 足 以蔽其 知。 泰 西 之 俗。 長 於 物 理。 取 以 爲 資。 

豈 無益 哉。 今世學 者。 口誦 格 致 之說。 而動輙 自外於 泰西 物理 之學。 

是 學而不 得 其 方 也 。宜 乎。 其 知 之 蔽。 而 其 識之陋 也。 金 澤 永 山 生。 有 

文才 好學， 相識 雖未久 。而其 信予甚 篤。 故 因 其 求 言。 遂 書以勉 之。 

贈片山 西洲. 

輕慢粗 暴。 敗 禍 立 臻。 所 知 不 徹。 恒 多 障 礙。 急 躁 躐 等。 業 必 慮 莽。 忽 畧 

不勉。 何能濟 事。 故 居 敬而窮 理， 循序而 致 精。 非 特爲讀 書之耍 法。 墓 

亦 學礮之 軌範 也 1M 永 辛亥 七月 下 淀。 象 山 大 星。 爲 西 洲老友 書。 

g 永 四 年 九  贈 川路 君 

天下 義 理。 至 大 至 公。 所 貴 乎 學 者。 爲 能 精此義 明此理 耳。 理明義 精。 


一一 目 行 施 設。 不 貳 於 道。 至 大至公 在 我 矣： 又 何 智巧足 恃。 勝 負 足 較 ま 

名 聲 之 足 貪 哉。 左 衛門尉 源 公。 爲 大阪東 奉 行" 將 發。 徵 言。 乃 書此奉 

贈。  "  • 

嘉永 三年 秋  へ 習 木 生 

S 翳 IP 田 邊栢木 義武。 學 西洋 火 礮之術 也。 就 予於江 都。 予之 北歸。 相從於 

溪山之 間。 搗 火 藥 。細 火 繩。 卷 火 管。 實 火 莢。 製 爲 石 榴. 蒲 祧. 光 霧. 諸 彈。 

. 演習 打 放。 幾 無 虛 日。 予 之； 冉出江 都。 又 從而講 究 「技 頗長。 可 以令開 

敎晚進 之 士矣。 庚 戌 秋 歸鄕。 其 志盖在 興起 此術。 以爲其 藩士 之 倡 

焉。 大邦 武弁 之 家。 以 武技 敎導 子弟 者。 必 有其師 免許 卷。 師 亦非與 

其 卷 時。 無 以 傳奧秘 也。 義 武 且 發。 來 別。 請 其 卷。 予 曰。 何 以 其 卷 爲。 予 

之 講此術 也。 得 之 於 西洋 圖 書。 西 洋 之 人。 則 其師 友 也。 西 洋 之 人。 筆 

之 於 書八ム 然 印 行。 以 傳諸 異域 而不 吝。 其 識 量 亦 大。 與 夫 世 之 得 其 


す 年の は 稱名嘉 
九 人 子?? a は 永 
月嘉 S 五 利 五 
入 永 佐 郞和年 
門 四 倉 字 通 
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一 ニ而自 私。 反 秘之於 同邦 之 人 者。 何 可 同曰而 語。 故 於 入 吾 門 者。 

吾 無 隱乎爾 。子 之 所 知 也。 又何以 其 卷 爲。 源 泉 混 々 。不 舍 晝 夜。 盈 科 

而後 進。 放 乎 四海。 爲有本 也。 西洋 之學固 如是。 故吾學 如是。 子 之 所 

學。 子 之 所 敎。 亦 S 如是 而 已。 義 武 拜 曰。 然 則 請 書 斯 言。 遂 書 之。 

佐 倉 齋藤子 萬 兼 松 有功 弟 兄 也。 有功 長 於 予數歲 。子宜 則 與予同 

庚。 其 爲 砲 學。 皆 S 於 予。 其 術 其 藝。 並 予所 不逮。 而 二子 以予 讀 書 長 

於 窮理。 能 發揮於 洋說。 而 大小 砲術。 極 有 法 度。 而 自 稱 後 進。 視 予 以 

先覺。 子 t 且則 遂自佐 禽與其 弟子 三人 來。 而請 於予。 掃 門 側 之 堂。 而 

朝暮執 業。 雖祁 寒暑 雨。 不少 休息。 有 所 不安。 反覆 推究。 必求 其是而 

後 已。 如 此者有 日 矣。 是 以其業 日 異而月 不同 焉" 壬 子 某月 告歸 曰。 

利 和 入 先生 之 門。 益 知 斯學之 不易。 今玆將 拜辭。 敢請 一 言。 有 以^ 


不 逮。 予 乃 謂 曰。 予 之 法 度。 子 悉 得 之。 而 子 之 藝 術。 則 予 皆 不 逮。 顧 何 

以助子 之 不逮。 夫學之 患。 莫甚於 挾 私。 世 之 拘泥 窠窟。 不能 遷善。 自 

是 自 誑。 鞠 爲 正道 之 蓁 蕪 者。 皆 挾 私 之 過 也。 子 之 昆季。 夙 以砲學 名 

家。 而 不 自主 張。 高 島 某 之 始唱洋 法。 遜 志而從 之。 子 叉 請 益 於韭山 

江川 氏。 遊 其 塾 五 年。 究其 閫奧而 還。 子弟 受敎者 數十百 人。 而尙不 

自安。 叉復 就予而 勤苦 學習。 此非去 矯飾 之 私。 而脫 門戶之 見者。 夫 

孰 能 及 之。 苟以子 公平 之 心。 而 求 其是於 天下。 何學不 成。 而 何功不 

立。 抑 西洋 有 三 兵。 歩 也 騎也礮 也。 而礮之 術 涉於歩 與騎。 其屬騎 者。 

進 返 捷疾。 爲利 尤大。 然 本邦 莫知講 其騎 法。 故雖有 馬。 If 能 爲之用 ( 

雖其屬 歩 者。 搬運之 事。 固係于 馬。 則 亦 非 時 調 習。 不足 以盡其 利 也。 

若 予所發 揮。 固 亦 不過歩 者 之 法。 則 僅 得 彼 之 半而止 耳。 且 西洋 戰 

法。 尙用奇 而增練 騎兵。 本邦 兵士。 好 用 槍 而寢廢 騎戰。 故 西洋 有 三 
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兵而我 其 一 半。 多算勝 少算不 勝。 非 孫子 之 言 乎。 有 家 S 之責 者。 

可 以 寒 心 矣： 予 雖在側 微。 深 爲 之 憂。 慨 然 奮 發。 講 究 洋 籍。 志 在 興 夫 

騎 法、 而 身分 有 限 。不 能 遂 也： 聞 子 之 國多 產 良 馬。 而 上 有 有爲之 君。 

下 有 才能 之 士ギ 興 起 騎 兵， 以 爲 天下 之 倡 X 舌 子 之 國其將 何 適。 子 

歸必 以此献 言 於 朝。 偷 有 從 焉っ吾 將 努力 以助 子之不 逮。 嗚 呼 補 一 

世之闕 漏。 而 贊 皇州之 神 武。 其 在 斯 耶。 其 在 斯耶。 

，皇國 同文 鑑序 

叙 夷俗 者。 必 先 洞 夷 情。 洞 夷 情 者。 必 先 通 夷 語， 是 淸 賢 主 「所 以有同 

文 志。 同文 韻 統之撰 也。 皇國龍 盤 虎踞。 特出 海 表。 神 氣所鍾 。人 養 財 

豐 111 內威 外。 可 以雄視 於 萬 邦。 頃 歲以來 。東西 諸蕃。 託 事寄 舶。 突來 

倐去。 其 情 難 測。 先 事 而備。 是爲知 幾。 予嘗竊 有 所 深 念。 纂輯 皇國同 

文鑑 若干 卷っ然 未以示 人。 近 讀淸魏 源聖武 記。 如懲英 夷之 變而作 


者。 其附錄 云。 今夸東 蕃舶。 購求 中國 書籍。 轉譯夷 字。 故 能盡識 中華 

之 情勢。 若內 地亦設 館於夸 東。 專譯夷 書 夷史。 則殊俗 敵情。 虛實强 

弱。 恩 怨 攻取。 瞭 悉 曲 折。 於 以中 其 所 忌。 投 其 所 慕。 於 駕 m 豈 小 補 哉。 

此 言洵符 予見。 因 遂取舊 著。 覆 加 響 校。 以命 剞劂。 荷 蘭久爲 互市 之 

國。 故以 荷蘭爲 首。  . 

玉 池 時代  孝經 正解 序 

彥根文 學。 伴 翁 伯德。 遣 其 子 伯 玉 從予學 。旣而 伯 玉 示 予以孝 經 正 

解。 而蘄爲 之 序。 盖翁 之所輯 也。 予不 得辭。 則 序 之 曰。 孝 者 具 於 天命 

之 性。 而爲 人道 之 本。 孩提之 童。 無 不知 愛 其 親 者 也。 人 孰 無是孝 乎。 

君子 之 學。 獨 有 以推之 耳。 故 忠 者 推 之 於 君 者 也。 弟 者 推 之 於 長者 

也。 愛 民而仁 物。 亦 未有不 本於斯 者。 今之學 者。 往 々 外 其 固有 而不 

率 也。 舍 其 本 根 而不務 也。 是以支 離 琪賤日 繁而日 難。 終 不知 其 何 
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所 抵極矣 。嗚呼 君子 之學。 豈固 如是 也 哉。 吾 始視伯 玉 之 在 門。 口 無 

失 言。 身 無 衍^ 行。 溫 柔 敦 厚。 居 然稠人 之 中。 固 疑 其 平 曰 家庭 之 間。 必 

有 訓督之 大異乎 衆 者。 乃 今 見 是輯。 而果識 翁 之 有 得 於 君子 之學。 

而釋然 於 伯 玉 之 所以 宜然 也。 聞 翁 年 稍 高。 而 學 思 匪 懈。 不 倦乎敎 

導。 意 其 所 論述。 當亦不 止 於 此矣。 而伯玉 又 從而顯 章 之 。則 其傳來 

世而勗 後人 者。 將 滋 多 也。 然 而 忠 君 弟 長。 則 必自 斯而脩 之。 而 後 可 

進 焉 耳。 愛 民 仁 物。 則 必自 斯而充 之。 而 後 可 能 焉 耳。 然 則 爲伴氏 永 

世 之 家 訓。 亦 豈 有 先 於 是輯者 哉。 且夫 父祖 心 術 之 所寓。 非 獨玩好 

手 澤之餘 也 M 爲 子孫 者。 其 可以不 寳 焉乎， 雖然 徒寶之 也。 而或不 

脩 之 於 其 身。 徒 守 之 也。 而或 不能 推而充 之。 是則 雖曰寶 之。 猶不寶 

也。 若此 則 伯玉顯 章 之 意 荒 矣。 

お 保 十 年 九  文 公 短牘序 


ず 集る 品 文 育寫郞 長文 
に をに 先 會本氏 野 公 
登以ぁ 生に 信 藏岡短 
載 てらの あ 濃せ 川 贖 
せ 仝 ざ 作り 敎リ五 は 


余 嘗讀子 朱 子 之 書。 已深知 辭章之 多 弊矣， 世 固有 以敏妙 之 文。 煽， 

婢闥 之辨。 棄 本實銜 浮華。 顚倒乖 戻。 以壞 人心 術 者。 非 夫 物 格 知 至。 

鑑空 衡平 之 IT 定於已 。而羣 言 之 是非。 判然 有 所 去 取。 則其不 欣然 

從 之。 而 遂化於 其 習 氣 也 罕 矣。 方 今 幼 學 作 書 札。 其 签 蹄亦不 尠。 然 

余切 懼。 童 蒙之眞 純。 尤易 汙染。 因 竊掇集 朱 子書牘 中。 言 約 意明而 

近 於 曰 用 者。 以 成 此 編， 更 又 爲 之。 粗 加 點 定。 以 便 記 覽。 新 學 小 生。 旦 

暮誦 之。 而問其 義焉。 則 作 書札 者。 固有 以得其 模範。 而於夫 養 正 之 

功。 亦 庶乎其 有 小 補 云。 天 保 己 亥。 秋 九月 下 溝。 後 學象山 平 啓 書。 

竹 下 集 序 代 

詩 者發乎 性情 者 也。 故 不貴乎 能爲。 而 貴 乎 不能 不爲。 日月 之 代 明。 

星宿 之 運行。 非 故爲之 也。 不 得不然 也。 山岳 之峙。 川瀆之 流。 霞 雲 草 

木 之卷舒 榮顇。 非 欲 其 如是 也。 不能 不然 也。 夫 神化 之 妙。 誠 之不容 
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已如此 矣。 古 之 詩 亦 何以異 乎是。 ニ南國 風。 與 雅頌之 作パ矣 曾 有 心 

於 爲 之 哉。 情 感 於 中。 而 言 形 於 外。 言 之 不 足。 故 吟 詠 之。 亦 誠 之 不可 

擒爾。 孔子 取 而删定 之。 列爲 一 經。 傳諸萬 世 而不泯 。天下 誦而， 之。 

盖以其 言 之 出 於 自然。 而不雜 人僞。 得失 勸戒。 皆 有 以啓發 人 志。 而 

其 見効尤 速。 非 他 敎之所 能 及 也。 迨 後世。 作者 不務思 誠 之 功。 於是。 

舍本趣 末。 競 以虛僞 浮華 相 高。 而 詩大變 矣。 至 若 今 時。 關 東 專以脉 

物爲 K 關西盛 以脉史 爲唱。 則變之 又變。 而 所謂 剪裁 爲之 者。 尙得 

謂 之詩矣 乎。 然 咏 物 咏 史。 亦 未 可盡非 之 也" 若 夫少 陵之螢 火。 爲 李 

輔國發 。義山 之 茂 陵。 爲武宗 作。 則 固 諷人之 遺 意。 而 亦無愧 於其爲 

詩矣" 吾 友 備後橋 本元 吉。 以豪俊 之資。 而寘意 於 風雅。 漢魏 唐宋。 以 

至近 世 諸 作。 無 不諷詠 而溫繹 。功力 旣至。 胸 次 豁然。 及 夫 物觸於 外。 

情 動 於內。 則 沛然 發之於 詩。 袞 々 乎。 諷 々 乎。 罔 知 其 所窮。 且其 運辭。 


ず-まる 品 文革 は邵 九天 
に をに 先 氏 東 康月保 
登 以ぁ生 藏京節 十 
載 てらの せ 立 文 一 
せ 仝 ざ作リ m  51^ 年 


雄而不 桷。 嚴 而不 刻， 頗有 忠厚惻 ffll 之 意。 是 則 可 敬 矣。 然 其 所 爲。 果 

能 無 愧於少 陵義山 乎。 果能無 愧於不 雜人僞 。而 垂敎於 後世 者 乎。 

予 皆 未 之 能 知 也お 是 言 豈 易 道 哉。 予 之 嗜 吟 咏 也。 不 讓 於 元 吉。 三 

百篇已 下。 古今 諸家 之 作，、、 亦多究 心。 今已 四十 稳矣。 然而未 能 庶幾 

焉 也。 則 又 當 與 元 吉 共 勗 之。 元 吉 刻 其 詩。 授 予 序。 乃 書 以 質 之。 

邵康節 先生 文集 序 

爲 學 之 要。 在 格 物 窮理。 而 方今 人 士〕 皆 知 誦格窮 之訓。 正 學之 旨。 若 

大明於 世。 然其實 日 就 雜擾偏 固。 旋復晦 盲。 余 嘗溶思 其 故。 無亦學 

者 徒誦坐 譚。 不 務 其 實 之 過 歟。 今 之 人。 試 與 之 言 物 理。 輙 曰。 吾 方 窮 

人倫 日用 之不 暇。 而 何暇窮 物之理 乎。 嗟 乎豈 有人 倫 日 用" 而 外 於 

物理 者 耶。 余 未見 昧於物 理。 而 周 於 人倫 曰 用 者 也。 夫 三 綱 五 常。 大 

經 大法。 學者誰 不知 者， 而臨事 之 際。 輙已見 其 窒碍。 政以學 不足 以 
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觀 物理 之宜。 是以有 所 昏弊而 不通 耳。 善 乎。 邵子之 言。 曰。 物 者 身 之 

舟 車 也。 人 而不究 物理。 猶之乘 於 無柁之 舟。 立 於 無 轂之車 也。 雖欲 

利 其 行。 豈可得 哉。 邵子 先天 之學。 其 議論 端緒。 若 時有異 者。 然程 伯 

子。 在當 時。 g 以純 一 不雜稱 之。 則 其 歸極之 正。 固不待 辨說。 而至乎 

夫 包括 宇宙。 終始 古今。 盡 事物 之變。 而究 天人 之蘊。 則秦 漢以來 一 

人而已 矣。 故 余 甞 謂。 欲 窮 物理 者。 必 當自邵 子 入 焉。 其 所 著皇極 經 

世。 擊壤集 一 一 書。 固 學者之 所 宜潜玩 。顧 镰洛諸 公。 其 成 書 之 外。 後世 

皆傳其 文集。 邵子獨 無。 余常憾 之。 頃讀朱 先生 語類。 先生 甞欲刊 其 

漁 樵 問對及  一 ニ篇 書。 因竊 S 其 意。 摄拾 遺文。 以爲 一 集。 但無奈 其 

所 傳無幾 耳。 然視朱 先生 之 語。 當時 所存。 亦 恐 不過于 今。 然則其 文 

早已 散佚 耶。 抑 其 所作。 初 止 於 此耶。 今 皆 不可 考。 惟 其 篇雖不 多。 其 

說雖不 煩。 學者能 於 此而留 心焉。 則 陰陽 造化 之 端。 道德 生命 之理。 


治亂 興亡 之 原。 吉凶 禍福 之 幾。 皆 可 以窺其 大略。 而窮理 之學。 其 得 

門 也 不難矣 。則 拯夫世 懦徒誦 坐譚之 弊。 而復 斯道 之 明。 又 得而庶 

幾焉。 抑 窮理之 本 在 養靜。 而養靜 莫若乎 居 敬。 盖聞邵 子。 嘗闢齋 於 

百 源 深 山。 獨處其 中。 王 勝 之 常 乘月訪 之。 必 見 其 正 襟 危坐 於燈 下。 

雖夜深 亦 無 不然。 嗚呼 其 所 養 如此。 是以其 深 造 亦 如 彼 也。 此尤學 

者 之所宜 知。 故爲之 序。 而附以 所 聞 如是。 

f 碑 一年 十  增訂荷 蘭 語彙 序 

^CT-瘸語暴の 

s« 學必博 而後 听見 不偏。 所 識不固 而所施 得 其當。 非 惟 詩 書 六藝。 皆 

に藏 せり 

當究其 閫奧。 史子百 家 亦 S 廣涉。 至 於 西洋 物理 之學。 闡抉幽 深。 剖 

析微密 。漢土 之 士所未 及 知。 而多切 於 世 用 者。 今 我 兼 取 以資於 博。 

豈曰小 補 哉。 予久 欲效胡 安定。 經義治 事兩齋 並設之 意。 請 國寘明 

體達用 二 館ギ 弟 之欲爲 學 者。 盡 入 諸 明體之 館。 訓 以四子 六經之 
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道。 以育 其德。 更擇 俊爽强 識者。 入 諸 達 用 之 館。 講以 天文 地理 兵法 

農政 水利 之 鎖。 兼 用 洋學。 以 擴其 才。 而 未果。 然牲々 有 及 門 而問學 

焉 者。 則 亦皆以 此意而 導 之。 夫 西 洋 諸 國。 言 語 不 通。 書 亦殊 文。 故 欲 

爲 其 學。 非 先 記 其 言 語。 詳 其 文 法。 不 能 也。 詳 文 法 者。 固 必 於 須 師 授。 

而記其 言語。 亦 不可 不求之 於邦譯 字書。 予 講習 之餘。 甞 補訂 徒 弗 

氏 所 譯荷蘭 語彙。 以便討 索。 今授諸 梓。 同志 之士。 或 有 取焉。 

5  星巖 詩集 序 

詩 其 心 之 聲 乎。 外 感 乎 物。 內 動 乎 情。 情 動 而形於 言。 言 形而比 於聲。 

聲比而 詩 生焉。 然則詩 固 心之聲 也。 盖粗於 其 心 者 其 詩 。僻 於 其 

心 者 其 詩 跪。 放 於 其 心 者 其 詩 誕ま於 其 心 者 其 詩 靡。 郧於其 心 者 

其 詩 褻。 故 心 敬 而後 詩 得 其 莊。 心 潔 而後 詩 禪 其淸 a 心 密 而後 詩 得 

. 其嚴。 心大 而後 詩 得 其昌。 心理 而後 詩 得 其 文。 凡 誠 於 中 者。 必形之 


於 外。 惟 詩 不可 以僞爲 也。 是故 可以經 夫婦。 可以成 孝敬。 可 以美敎 

化。 可以移 風俗。 古之爲 天下 者。 欲 同 民心 而出治 道 也。 乃設官 司。 博 

采 而悉陳 之。 以， 之 觀時變 。察 民風。 考 其 得失 之 所絲。 而有以 斟酌 之。 

故き 里正而 上下 安 U 國 雖有 不治 者則罕 矣。 自 王 政 衰。 詩 道 不 明。 在 

位 者。 無復知 民心 之所嚮 背。 故淫僻 行而禮 義廢。 國雖有 治者 則 亦 

罕矣。 詩 之 所 係 其 不大矣 哉。 方今 聖明在 上。 賢 能 在 下。 政 敎備擧 。詩 

學寢 振。 然世之 作者。 率 猶昧於 心 術 之 要。 而 不知 詩 之 本。 徒逐々 焉。 

遺內循 外。 剽 掠 摸倣。 以鬻浮 靡。 其 識之陋 。亦 足 賤耳。 獨梁君 公圖。 起 

於 美. 濃。 慨然 以詩敎 自任。 其 所作。 大歸本 乎 性情。 深 乎 比 興。 主文 譎 

諌。 不失 風雅 之 遺 美焉。 而至其 所 自得。 則 能 隨物賦 形。 豐約 疾徐。 咸 

中乎繩 墨。 而關鏈 森密。 嚴乎 不可 犯。 寘之 古作 中。 無復可 辨識。 此 其 

所以 桀然於 時 輩。 世 固有 能 知 之 者。 何 待 余 言 而後 信 乎 哉。 天 保 中 
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來江 都。 乃 瓶 玉池吟 社。 日 以倡明 詩學爲 事。 遠 近 生 徒。 趨 之 者 衆。 其 

室 氏 張。 亦 善 吟詠。 而命意 窈眇。 措辭渾 厚。 頗類公 圖所爲 。余 甞戯之 

曰。 今 爲 天下 之 倡。 而自內 始。 詩 云。 刑 于 寡 妻。 至 于 兄 弟。 以 御于家 邦。 

其 公圖之 謂歟。 公圖 天資 俊絕。 於 書 無 所 不讀。 最 慷慨 談 時事。 其才 

之識。 不特能 詩而已 也。 其詩廿 一 以前。 皆 焚 之。 今 鈔而授 梓 者。 千 二 

百餘 首。 凡 若干 卷。 一 曰 載酒而 來。 謂 余 曰。 子 知 詩 之 本。 而 又 知 我。 肯 

爲我序 詩 乎。 余 曰。 諾 哉。 遂 序 之。 

が 保 十一 年  杉 本 生 名字 序  . > 

越後 杉 本 生 某。 自幼髡 其 首。 而入佛 氏 之 門。 十七 年矣。 庚 子 秋來游 

江 都。 聞 予 方 與其 徒。 講 學於玉 池 之瀕。 踵 門而謁 曰。 某 學 禪 多年。 未 

有 所得。 願 先生 有以誨 之。 予曰。 吾 道與子 不同。 又 何誨。 某 nr 雖然敢 

以 請。 予 曰 。儒 之 所惇。 即佛之 所 棄。 假 吾 言 之。 子 又 何聽。 某猶固 請 而 


不已。 予於是 默然久 之。 乃 問 之 曰。 子 之 軀惡乎 得 之。 曰受之 父母。 子 

久違 父母。 亦 時 思 之 乎。 曰 無曰不 思。 曰子旣 出家 而又思 家。 母 乃 失 

其 所 守 乎。 某而 -然愧 曰。 某愚甞 欲去此 念。 而未能 也，、 予曰。 嘻。 孩提之 

童。 無 不知 愛 其 親。 及 其 長 也。 無 不知 敬 其 兄 也 是則人 之 本心。 乃 天 

之 听與。 而 不可 得而泯 滅焉者 也。 夫人 與萬 物。 同 生 於 天地 之 間ぎ 

人 之 貴 兼 乎 萬 物。 與 天地 並 而爲三 極 者。 以獨 有此心 也。 若人 而去 

此、 い。 其 形 雖曰上 首 下足。 吾 不知 其 與林棲 水 育 牢居野 牧者。 何 

異也。 子 之 所以 不忘其 親 則 善矣。 其 所以 欲 忘 之。 則 吾 知 其 將不ラ 

也。 言 未 終。 某 Si 然若有 所 省。 曰。 然則何 如 而可以 免焉。 予曰。 改子之 

故。 而歸 聖人 之 道。 斯可以 免矣。 某 愀然變 色 曰。 始某之 人佛也 パ乂母 

實令 之。 今請改 之。 必不得 命。 若不 請而改 之。 恐 爲世之 罪人 之 何 

則可ギ 曰。 無傷 也。 昔 者 聖人 之 經邦國 也。 立官分 職。 以爲民 極。 乃 立 
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司 徒 之 職。 使敎以 人倫。 所謂 父子 有 親。 君臣 有義。 夫婦 有 別。 長幼 冇 

序。 朋 友 有 信。 是 已。 當 其 時人 無 異 見パ豕 無 殊 習。 上 自 朝 廷。 下 至 田 野 

閭井。 莫不皆 奉 其敎。 以相 勸勉。 烏 有 爲人之 父母。 而使其 子^ 於禽 

獸 夷狄 者 乎。 逮 王道 衰。 而佛法 流入 漢土。 罩及大 邦。 邪說詖 行。 紛然 

競 出。 蘩蕪 滋蔓。 歲盛月 新。 髡首 服緇之 徒。 遂盈 都鄙。 不 織而煖 衣。 不 

耕而 飽食。 安然 起居 於崇堂 夏屋之 中。 而 猖狂恣 維。 以 自用。 而人亦 

莫有非 之。 反 欽蕩而 敬禮焉 者。 天下 皆是也 M 亦 固 無 怖 乎. 子 之 父 

母 矣。 夫 天 下 之 道。 有 正 有 權。 正 之所不 能 行。 權 以 通 之。 行 櫂而 中。 

則 不離 於 正， 故 舜之 不告而 娶。 君 子 以爲猶 告 也。 夫 使 其 父 母 歸 於 

善。 是謂 孝。 見 非 而從。 成 其 不義。 是謂 不孝。 子 誠 能嘵其 非。 而改其 故。 

是乃掩 父母 之愆。 雖 云不請 之。 猶請之 也。 夫 孰？ 4： 而議 之。 某 歆然若 

有 所 喜。 辭謝而 去。 自此每 旬餘。 必 一 至。 質 以其所 疑。 盖 如是 者 半年。 


忽翟然 若 寐者之 獲 寤。 頓 首 而 言 曰。 某 今 而後 無 疑 於 先 生 之 誨 。斤 

後 知 聖人 之 道。 若 是其坦 夷 平 直 也。 而後 知 吾 向 之 所爲。 幽深 恍惚。 

溺- 於 詖邪而 騖於虛 罔 也。 嗟. 乎。 吾 非 及 於 先生 之 門。 則 幾 乎 虛此生 

矣。 幸 哉ガ 蓄 髮 變 服。 假 門 側 之 堂 而受業 焉。 其 徒 之 相識 者。 或 嗤 而 

非 匕： 曰 爲 狂 妄。 某 則 恬然 以 自信 而不爲 意 也。 間 請 予 更其名 字。 予 惟。 

天下 無兩 是無兩 非。 道 則 一 而已矣 。某 今歸於 一 是之. 地。 而不 疑焉。 

故更其 名曰歸 一。 盖與其 進 也。 然道見 之不爲 難。 明之爲 難。 明之不 

爲難。 行之爲 難。 行 之不爲 雛。 篤之爲 難。 夫 見而明 之。 行而篤 之。 不爲 

難。 終 之 爲 難 。明 之不 終， 猶 不明 也。 篤 之不 終 U 猶 不 篤 也。 故 君子 之 道。 

終之爲 貴。 易 曰。 知 終 終 之。 可 與存義 是矣。 故字 之 曰 終 之。 盖戒其 退 

也。 嗚呼 歸 一。 夙夜 祗敬。 以顧読 名字 之義。 則 亦庶乎 其無迂 於進德 

之途。 而有以 造 夫君 子 之 域矣。  . 
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佐 藤 一 齋曰。 正大 高 明 之說。 不愧古 有 道 者 之 言。 

保 五 年 五  竹 赛 文 公 壽 序 
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文 ♦ 小 縣常田 村。 有 竹 葬 文 公。 龍 洞 禪院故 住持 也。 公 幼 而穎異 。好佛 氏 . 

之學。 旣祝髮 。參 補陀絕 海師。 頓悟無 上。 機鋒 迅速。 宗法 兼 通。 爲衆所 

推。 甞 遊 長 港。 與 淸人 陳景山 輩。 相 牲 來。 其 唱和 文 詩。 亦 不 尠。 旣 乃 隱 

於 上田 東 巖門之 廬。 復 徙于常 田 村 多 門 堂。 闢園 圃。 塒 竹 奔。 花 晨 月 

夕。 朗吟 長 嘯。 玩弄 禪機。 而 冥然與 世相 忘 也。 天 保 甲 午歲。 壽屆 六十。 

夏 五月 某 曰。 値 其 降誕 之 辰。 友人 某 等徵言 於予。 以進頌 祝。 予甞就 

公 於 巖 門。 學 華 音。 受 琴 操。 而 其 見 愛 遇 太 懇 也。 雖 無 諸 友 之 言。 固 所 

樂道。 而 不容已 也。 而予 平生 不讀佛 家 之 書。 請 姑 以吾所 甞學者 道 

之。 夫 道 者 神 焉而已 耳。 神 也 者。 妙 萬 物 而爲言 者 也 。先天 地而 生。 後 

天地 而存。 有 而未甞 有 也。 無 而未甞 無 也。 常 動 常靜。 而未 甞動靜 也。 


是故 注目 而視 之。 不可 得 而見矣 。傾 耳 而聽之 ボ可得 而聞矣 。窮カ 

而執 之。 不可 得 而捉矣 ぶ r 夫 天之淸 也。 而曰月 運 焉嚇霆 鼓焉。 風雨 

潤焉。 類焉而 言 之 無窮 也。 今 夫 地 之 寧 也。 而 山河 陳焉。 W 木蕃 焉。 禽 

蟲育焉 。類 焉而言 之無盡 也。 今 夫人 之 生 也。 而 耳目 通焉。 手足 動焉。 

意識 藏焉。 類 焉而言 之 無 殫也ぜ ハ在於 天。 則 其運焉 者。 則 其鼓焉 者。 

則 其潤焉 者。 則 其 類 焉而言 之 無窮 焉者。 其 所以 然皆 神矣。 其 在 於 

地。 則 其陳焉 者。 則 其蕃焉 者。 則 其育焉 者。 則 其 類 焉而言 之 無盡焉 

者。 其 所以 然皆 神矣。 其 在 於 人。 則 其通焉 者。 則 其動焉 者。 則 其藏焉 

者。 則 其 類 焉而言 之 無殫焉 者。 其 所以 然皆 神矣。 夫 道 者 神 焉而已 

耳。 故 易 曰。 無 思 也。 無爲 也。 寂然 不動。 感而遂 通 天下 之 故。 非 天下 之 

至 神。 其 孰 能與於 此。 惟 無 思 無 爲。 是 以 能 神。 有 思 有 爲。 則 不 神 矣。 火 

5 & 有 光。 水 & 有 濡。 心 身必有 思 爲。 惟 至 人 無 思 爲。 非 無 思 爲 也。 外 無 
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物而內 無我 也 已矣。 內 外物 我 旣盡融 洞。 則 神 全而不 涵。 物 至而順 

應。 圓 者 圓。 而方者 方 焉。 因 其 自 然。 而 吾 未 甞 思 爲。 此 所謂 至 神 也。 若 

夫 以物役 思。 神 斯 涵 矣。 如 使 寂然 不 動。 必 若 木 石。 而 以 爲 無 思 無 爲。 

則 亦 何以通 天下 之 故 也 哉。 故 失 於 有 者。 謂之逐 物。 失 於 無 者。 謂 之 

頑 空。 逐 物 焉 者。 用 其 神 於 無 用 者 也。 頑 空 焉 者。 無 所用 其 神 者 也。 用 

其 神 於 無用 者。 勞 而 無 功。 無 所用 其 神 者。 蕩而 無 歸。 夫 有無 之 間。 眞 

機 妙 用 之 秘。 非 可以 擬度而 也。 而 眞 神 會 於 此 者。 其 生 既先乎 天 

地矣。 則 其 壽將亦 後天 地 而全也 。予甞 與公說 易。 有 論 之 所 及。 不期 

而 同。 意 之 所 存。 不 言 而 會 者 也 M 今 以 此 言 爲 壽。 其 亦 有 契 於 公 者 

乎。 是爲 序。 

藥論序 

兵法 曰。 知 彼 知己。 百 戰不殆 。不知 彼 不知 已。 每戰必 敗。 夫 兵家 之 櫂。 


不可 預定。 必因其 所 利 而制宜 。出 奇而 應變。 求 勢而取 勝焉。 然彼存 

虛實。 我有强 弱。 徒 其 所 遇。 而 率然 接 戰。 以爭勝 於 鋒鏑之 間。 盖亦危 

矣。 又必審 彼我 之 勢。 而知其 可 以戰。 與其 不可 以戰。 然後 可以言 兵。 

夫 醫與兵 一 理也。 其 應變之 妙。 固 不可 先傳。 然 不知 彼。 不知 己。 何 其 

可 乎。 夫 其 望 容 色 。蹄 聲 音。 切 脈 循膚。 究病之 源 委。 以 定其 可 治。 則 知 

彼 之 事 也。 精 分劑。 詳稱量 •， ぼ 藥性 之强弱 緩急。 而制其 節度。 硏 明治 

方。 以待病 者。 則 知己 之 事 也。 亡 論 二者 皆廢。 其 或 能 察 病 之 所在。 不 

幸 未明 於藥性 之說。 亦猶 兵家 知彼而 不知 已。 何 足 以爲民 之 司 命 

哉。 是林君 健. 卿。 所以 拳 々於 泰西 焚篤爾 氏之藥 論。 而譯述 補訂。 以 

ラ^ 世 也歟。 頃 聞。 健卿視 一 病 者。 不耐 苦楚。 以爲 是非 藥石所 能 救。 

乃與 社友 謀。 刳 割 筋肉。 縛絡刮 膜。 取 其 毒而出 之。 满滌 縫合。 膏摩若 

干 日。 病已如 故。 瞻 gl 細 I 刷 嗚呼。 視其 候證。 决藥石 之 不能 及。 是能 
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知 彼 者 也" 按其治 方。 不必藥 石。 是能 知己 者 也。 宜乎。 其 能 起 難 起 者。 

而 終不陷 危殆 也。 世 之爲醫 者。 聞此而 奮發以 進。 皆 得 如 健郞其 \ 

生 民 之 幸 其 又 如何 哉。 故予因 其徵之 序。 樂而 書此。 且以風 吾黨談 

兵。 不 知 彼 不知 己。 而 悍然 自用 者 云。 

嘉永 一一 年  遠 西 砲術 薯序 

近年 有 聞 西洋 火 術 之 Br 而自私 其說。 不輕以 語 人 者。 余竊院 之。 彼 

邦 旣筆之 於 書。 公然 刷 行。 傳播 異域。 且不吝 。我 偶 獲 其  一 二。 而反秘 

之 於 同 邦。 何 歟。 吾 友 江都大 家 同 庵。 夙 學 荷 蘭 文 字。 兼 講其火 術。 間 

甞 譯述此 書。 以 示 同好。 猶恐讀 者之不 多。 傳者 之不廣 也。 將 緩板以 

傳之於 世。 屬 余 爲 序。 余 嘉 其 志 之 公 平。 與 世間 隘者。 不 管 筵 楹。 而 又 

喜 此書之 出。 將大有 補 於 武學. ぼ 夷 所思 也。 故不辭 而爲之 序。 

Sil 十 5  八 田 養 井 翁壽序 
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八 田 養 井 翁。 世 爲吾松 代之大 族。 始與 先君 相 友。 旣而ぉ 弟子 之禮 

事 先君。 時 先君 俸 薄 債 多。 家 無 鎮石之 儲。 翁每 周之ぽ 先君 之 世。 前 

後 所給殆 千金 矣。 而翁 固無德 色。 先君 亦 卒無愧 色。 盖 相識 相 信 之 

深則然 也。 以是啓 又 自童穉 。深 辱知 遇。 誼逾 骨肉。 而翁爲 人 大度。 休 

々 容 物。 苟 當 其 可。 雖舰生 小 子 之 言。 必 取而用 之。 先君 就 世 之 後。 屢 

延啓而 質疑 焉。 是以啓 亦 有 所思" 未 甞不爲 之 傾倒 也。 天 保 丙 申歲。 

天下 大饑。 啓 雖不與 民務。 亦 知 吾 境 之 不能 免 也" 思預爲 之備。 因竊 

講究 荒 政。 斟酌 時宜。 適 得 程 子之賑 法。 以爲 費少而 及廣。 法 之 〔且于 

今 者。 無過此 也。 即 具 其說。 以請於 政府。 政府 雖幸 不以爲 不可。 有司 

未 盡信從 。是以 莫之能 行 也。 至 十 一 月。 果穀價 踊 貴。 貧民 大艱。 啓不 

忍 坐視。 復申前 請。 然而猶 未 有 獲 命。 則 遂詣于 翁。 而謂之 曰。 君闔城 

望 也" 民 饑餓 至此。 盍爲務 施予。 以行 涛拯。 因 告之以 程 子 之說。 翁 躍 
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然 喜 曰。 是 吾 之 所願。 子 又 幸 以良 法 見敎。 敢不致 力。 乃 屬 啓立規 條。 

詳 節 度。 將 刻 曰而始 事。 啓又竊 謂。 此 於 國體。 猶 不能 無憾 焉。 乃 又 請 

於 政府 曰 X 田 某 發儲振 民 ま 畫 已 定。 然 德澤屯 於 上。 而 私 惠 行 於 

下。 國 之 恥 也。 請 假 公 命。 以 正 國 體。 政 府 甚然予 言。 即 曰 命 下。 如 所 請。 

翁 又躍然 喜 謂 啓 曰。 不獨 遂 吾 所願。 又 得以弘 公 . 家 之 德。 意 是亦子 

之 惠 也。 於 是 置廠行 賑。 貧 民 歡 呼。 至 者 日 多。 一 日 所 給。 盖 滔 ニ千餘 

人 云。 當此 時。 天下 之 民。 室 如 懸磬。 狼狽 不知 所爲者 有矣。 採 艸根充 

餛 腸。 羸 瘦 黃 委。 面 無人 色 者 有 矣。 出 無 所 牲。 還 無 所 歸。 病 而死於 道 

路者 有矣。 姦盜 倡亂。 悲愚隨 和。 群聚肆 暴。 伏 於 夷 滅之誅 者 冇矣。 而 

吾 境 之 人。 得 安土 保 居。 以免於 流亡 夷 滅之禍 。曁於 近 鄕旁邑 。亦 無 

不陰受 其 賜。 是 則雖以 政治 之 美。 亦 豈謂無 賴翁之 力 乎。 而 翁不敢 

食當。 則 曰。 是 公家 之德。 祖考 之澤。 而執友 之 助 也。 吾 何 力 之 有。 於是。 


衆 皆 嗟嘆 其 賢。 以爲 不可 及 也。 今兹庚 子。 翁壽 七十。 三月 某 曰。 値 其 

懸 弧。 時 啓 在 江 都。 翁 子 某 遠 以 書 來。 謀 所以 稱觴 者。 且 以 請 言。 啓 曰。 

夫壽 五福 之 首。 而最人 之 所 難 得 也。 然亦有 得焉。 而羸憊 病苦 者。 壽 

非 壽 也。 又 有 得 焉。 而 煢 單 無 告 者。 壽 非 壽 也。 又 有 得焉。 而 寒 窶 窮 困。 

朝 不謀夕 者。 壽非壽 也。 又 有 得焉。 煩欝煎 中。 患難 連 外。 形 神 不獲康 

寧 者。 壽 非 壽 也。 今 翁 年逮古 稀。 神 釆 爍 然。 子 孫 衆 多。 皆 能 屹 立。 家 道 

豐 艘。 心志惶 安。 則 其 人間 之樂。 豈不 亦至矣 哉。 然以 是而稱 觴焉。 未 

足 以壽翁 也。 醫翁則 幾 於 道矣ゴ n 聞 有 道 之士。 其 視有生 之 類。 莫非 

同體。 未始間 形骸。 而分爾 我。 故 其 愛人 利 物 之 心。 自爲 無窮。 是以其 

日用 之 際。 義乎 師友。 而仁乎 鄕黨。 忘 乎 老少。 而 忠乎 君國。 各 隨其理 

之 所在。 爲吾之 所 當爲。 有 善 而若未 有 善。 有 勞而若 初 無勞。 其 所存 

如 春風 之榮 物， 而不恃 以爲能 也。 今 翁 愛敬 師友 。指 千金 而無德 色 _ 
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則 其 爲義也 盛矣。 愍恤災 傷。 腔 已而濟 人。 則 其 爲仁也 厚矣。 不論老 

少っ惟 善 是聽。 則 其 爲量也 宏矣。 不沽私 惠而敷 暢公德 。則 其 爲忠也 

全矣。 功 成而不 居。 名 遂而不 有。 則 其 爲德也 大矣。 五 者 乃 道之驗 也。 

是可 以爲翁 之壽也 夫。 且使爾 子孫。 皆 有 所 儀刑？ 式。 而去夫 有 我 

之 私。 以 全 其 愛 利 之 心。 出 而治官 也。 則 用 其 道。 以 驛 其 世ズ 而家處 

也。 則 用 其 道。 以 善 其 身。 如 方圓 之有規 矩。 各 取 法 於 此。 則 是 翁 之 壽。 

乃 於爾子 孫， 尤 足 賀 也。 抑 使 世 之 同有是 心。 而 蔽 於 私 者。 亦 有所羞 

愧勉 慕。 而奮興 傑 起焉。 則 翁 之 潜啓默 相。 以 有功 於 斯道。 豈淺鮮 也 

哉。 而 邦家 政治 之 美。 亦 將有所 倚賴。 而愈益 光大。 則 翁 之壽。 不惟於 

爾 子孫 足 賀。 乃 於 世 之 人。 復 有足賀 也。 不惟於 世 之 人足 賀。 乃 於 邦 

家 亦 有足賀 也已。 一 人 之壽。 而 世人 邦家 皆 足 賀焉。 凡 知 其壽辰 者。 

孰 不有壽 之 之 心。 而况啓 通 家 之 誼。 豈可默 止 乎。 則雖 不文 也。 敢書 


. 膝 永 ヨキ 九 . 本朝 鈴 家 智囊序 

智 其可囊 乎。 迎而 不覿其 面。 送 而不獲 其 尾。 眇然於 方寸 之 間。 而解 

紛於 千里 之 外 者。 智 是 也。 覿 且 不 可。 而 况可囊 乎 哉。 然 物 非 惟 物， 我 

非隹 我。 故能觀 古今 智者 之 所爲。 而蓄涵 融會。 時而出 之つ 雖曰囊 也 

亦 可 耳。 是馮夢 龍 氏。 所以 有智囊 補之述 也。 吾 師桐翁 先生。 敎 育之 

餘。 甞效馮 氏而輯 本朝 鈴 家 智嚢。 靖亂誅 暴。 拯急 免危。 兵謀權 略。 莫 

- 不備 具。 淘可謂 士林之 鴻寶矣 。雖然 兵家 之 勝。 不可 先傳。 故 讀此書 

者。 徒 執 其 言。 而 不求其 心。 直 泥 其 迹。 而 不 觀 其 用。 則 囊乎不 囊。 而 於 

先生 之 意 失 之矣。 於是乎 書。 嘉永ニ 年 屠 維 作噩玄 月。 門人 象 山 佐 

久 間啓拜 撰。 

夭 保 四 年 夏 . 春秋 占筮書 補正 序 
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易之 道。 理與象 而已。 惟 其 象 也。 故理則 象爲鱧 而理爲 用。 惟其理 也。 

故 象 則 理爲本 而象爲 末。 1 一 者 相 因。 恒輙 不離。 未 有 象 而不原 於理。 

理而不 寓於象 者 也。 大傳 曰。 易 有 聖人 之 道 四焉。 然其實 則 不出於 

象 理矣。 盖象者 理之象 也。 故 理即存 乎 象。 辭者 象之理 也。 故 象即存 

乎辭。 變則象 之 動 也。 而 非理 不通 焉。 占 則 理之兆 也。 而 非象不 决焉。 

而是四 者。 固 亦 不可 以廢其 一 也。 一 廢則 聖人 之 道 闕矣。 夫 自聖學 

不明。 而易道 遂晦。 方 伎 之 跪誕。 外 義理 以言 象數。 而以欺 於 人。 曰 易 

固 如是。 偶有 得 其 一 端 者。 吾 何 以思之 哉。 彼 已失其 用矣。 吾 未見 無 

其 用。 而有其 鱧 者 也。 世 儒 之 支 離。 擯象 數以談 義理。 而以誣 於 人。 曰 

易 固 如是。 吁亦何 以能得 所謂 眞理 乎。 吾 亦 未見 夫 無 其 末 而有其 

本 者 也。 啓 妙齢 好 易。 專精 義理 之 間。 旣乃稍 覺流乎 偏枯。 而苦其 散 

漫無 麝。 因 又 求 諸 伎 術 諸家。 而飛伏 世應。 遂亦 不堪 其 陋焉。 適 讀春 


秋傳。 觀其 所載 占 靈之迹 。欣然 有會於 心。 以爲 古人 盡象數 變占之 

妙。 於此可 闥矣。 然以 其辭隱 而旨微 也。 旣 莫能盡 推測 之 所絲。 而又 

汨於荒 忽孟浪 之說。 可 慨焉爾 。其 後 得淸人 毛奇齢 氏。 春秋 占 S 書。 

而讀 之。 愛 其幽深 隱微之 際。 固已 多所闡 明。 而考論 之 精確。 亦^ 出 

於漢唐 諸懦之 上矣。 則 如占筮 書。 固學 易者 之签 蹄。 而 不可 以 少者。 

然尙竊 憾其發 揮 之 未 全靈。 而間亦 有 所 謬 誤 也。 癸已 夏。 以微疾 在 

告。 杜門 讀易數 旬。 忽恍然 若 有 得 者。 乃 復取毛 氏 之書而 反覆 之。 滋 

覩其有 罅 隙 斑 瑕。 於 是僭不 自揆。 輙蒐錄 所得 爲 一 書。 以附其 後。 名 

曰 補正。 盖心之 所得。 不敢自 匿。 聊明 象數之 端。 以抵 義理 之 偏。 而因 

以 庶幾 鱧 用 本末 之 一 致焉 耳。 則 吾 之 爲是。 亦 豈專乎 此而忽 乎 彼 

者 也 哉。 嗚呼。 觀吾 之說。 而不得 其 意。 謂是亦 徒爲象 數變占 之資已 

也。 則 失 之 遠矣。 

三 九九 
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士 一年  詠史 百絕序 

德 方通稱 1^ 

#112 錄 物 有效其 所用。 而漸生 弊 者。 如 人 之 病齒。 久服 苦參齒 愈。 後 腰 疼 下 

擧。 世豈 無類 此者耶 。學友 小林德 方。 嘗厭究 經家之 固陋。 遂用カ 於 

文辭。 余 數論其 非。 而德方 不可 也。 頃 者 過 余。 出 其 所 著 詠史 百絕。 讀 

之。 意 志 灑 落。 詞 調 有 法。 視 世 之 偏枯不 文。 塡 綴 鄙 悝。 而 微 乍 I  i 之 

鳴 於 蚯蚓 之 鼓 者。 則 遠 甚矣。 然余憂 其 或 將溺乎 所 好。 而增弛 本業。 

暗 受其弊 而不自 知 也。 於其徵 序。 書以遣 之。 亦 朋友 切 劂之意 云。 天 

保 辛 丑 春 三月。 同藩 平 啓 書。 

琴錄序 

古 者敎法 。六藝 不可 闕 一 。而移 風 易 俗。 以善 民心。 樂之 敎最爲 急焉。 

遭 秦 焚 書。 樂 經 先 亡。 漢 晉 諸 儒。 掇拾煨 燼、 瘼 倣 形 迹。 S 滞 數 失 眞。 大 雅 

絕響。 其 遣聲之 存于今 者。 惟 琴 而已。 君子 常 御。 又 論 其德。 則 斯衆樂 


之 銃。 而鼓遂 鐘 磬笹毕 之屬。 其臣妾 耳。 故 後世。 求 觀古樂 之 遺 意 者。 

舍琴 其將奚 之焉。 彼方 代 變新聲 。雅樂 不復。 妖 淫愁怨 響。 都鄙 皆是。 

而 t 有 好古 之士。 以傳受 於斯。 而或時 言 其義。 我 朝 中葉 以降。 伶官 

失職。 譜錄 urn  。古 S ェ S 雖存。 聲歌 無用。 迨寬 文中。 明 僧 心 越 氏 者歸ゃ 

台 能 興起 廢墜。 琴 道 復行於 世。 然其所 傅。 亦 皆騷人 墨士之 技。 而定 

聲苟簡 。高下 無 節。 是以學 者 徒 務布爪 之 巧。 而爭以 蕭散淸 雅爲高 

其 於 古人 定律 精微之 法。 槩乎未 有 討究。 則 其 間 亦 有 稍涉於 樂.^ 

之論而 祀述焉 者。 率 咸因仍 簡陋。 無 足 取 也。 嗟 乎 彼 好 新聲以 助お 

者。 固已 不足 言。 其 覺 非 而求古 者。 亦猶 如是。 則 大雅之 音。 其 終 不可 

T ^月..、、. -也歟 。今 之士大 夫。 問以五 音大 律。 莫 有能 知 其說。 而不自 

知 其 闕也者 亦 多矣。 啓之識 劣。 蓋 亦 病 之。 於 是講誦 之 暇。 竊 取經傳 

及 諸子 史雜書 所載。 有 係 於 琴 者。 類別 條跪。 以爲 此錄。 大抵 審 法制 

四 〇 1. 
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定度分 協 律呂 正 聲調爲 之 主。 至 其 布^ 之 法。 賞 韻 之 致。 與 夫古來 

善 琴。 聖賢 名流 之 遺言 逸事。 則 亦 琴 家 之所當 知。 固 不欲闕 之。 因擇 

其 法 明 事 確 者。 以附益 之。 但恨 家少藏 書。 多 所 遺漏。 尋有 所得 當續 

書 之 ぼ 願 同好 之 君 子。 肯 就此 而有考 焉。 庶 幾 律呂 聲 調。 旨 7^ 知 

其 說。 而於古 樂移風 易 俗 之 意。 亦 可 以得其 梗槩矣 。天 保 戊戌。 復月 

旣 望、 象 山 平 啓 子 明 書。 

琴 錄後序 

凡 物 之 興。 無 不有其 原。 故 首 之 以 琴 原。 物 生 焉 必有體 。故 次之以 琴 

體。 有 體者必 有用。 故 次 之 以琴聲 。聲者 琴 之 用 也。 用 之 行 不可 無 ま。 

故 次 之以琴 律。 律 各 有 分 度。 故 次 之以琴 度。 物 度 然後可 和 也。 故 次 

之以琴 調。 調 而翫 之。 可以觀 其 理焉。 故 次 之 以 琴 理。 觀 其 理 矣。 而 後 

其 致可樂 也。 次 之以琴 致。 得 致必在 知耍。 故 次 之 以琴訣 。載 要訣 者 


莫若 記籍。 故 次之以 琴 記 終焉。 夫 不本之 原" 則 無 以 造 其 道 也。 不 論 

之體。 則 無以立 其 本 也。 不審 之聲。 則 無 以達其 用 也。 不嚴之 律。 則 無 

以治其 或 也" 不謹之 度。 則 無以 防其亂 也。 不知 之 調。 則 無 以序其 倫 

也。 不疏之 理極之 致。 則 無以通 其會而 暢其樂 也。 不著之 訣述之 記。 

則 無以安 其學而 博其識 也。 是故道 造 而其原 可 逢矣。 本 立 而其體 

可 明 矣。 用 達 而 其 聲 可 經 矣。 ま 治 而其律 可 正 矣。 亂 防而其 度可軌 

矣。 倫 序 而其調 可 諧矣。 會通 樂暢而 其理與 致。 可得而 盡矣。 學安識 

博而 其訣與 記。 可 得 而忘矣 。十 者 備矣。 然後 可以言 琴。 嗚呼 此豈獨 

琴。 作 後 序。 

省 心 雜 言 序 代 

佘常謂 君子 之學。 在 於 明 善 誠 身 而已。 非 有 他 門徑。 故 讀書 但當近 

裏體 察以觀 義理 之 所在。 若 其 可 疑。 雖 傳以爲 聖人 之 言。 亦 必加審 
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擇。 若 有 可 取。 雖近出 於 庸愚 之 口。 亦 必揚而 用 之。 不必問 其 言 之 所 

出。 顧 其 義理 如何 耳。 余所 藏有 省心雜 言 一 書。 其 言 切要 簡 實。 頗 有 

益 於 明 誠 之學。 而 世尠傳 本。 因 今 活版 印數百 本。 以貽諸 同 志。 然 是 

書。 舊 題林述 著。 或 謂 尹惇所 撰。 或 爲沉道 原。 或爲李 邦献。 說者 紛紛。 

無復 一 定。 其 謂 李 氏 者。 乃 淸人四 庫 全書 提要 之說。 而較有 根據。 然 

亦 未 易 遽從之 也。 抑 余 之 是擧。 意 急 乎 名 敎之有 裨焉。 若 夫 妄執 意 

見。 斷决 著書 之 人名。 則 吾所不 暇。 而亦非 吾 所 欲 也。 故仍舊 貫。 題以 

林述著 云。 

書 

呈 一 齋 先生 

久闕致 誠。 但 深 瞻 企。 而 友人 自東來 者。 無 人不 道道 範之 盛。 此足以 

慰鄙懷 也。 今 歲 冬 暖 異 常。 伏 惟尊 候 萬 福。 啓 學况如 舊。 無 足 言 者。 但 


近 來因讀 易。 乃 見得 文 公 本義。 明白 簡當。 眞非諸 傳注家 所 及。 至 其 

所 引 而不發 。亦 自覺如 有 躍 然於心 目 間。 然不敢 自是。 輙欲奉 問。 亦 

非 筆 札 之 所 能悉。 而拜見 未 期。 則 瞻企之 深。 終 有 不可 得而解 者矣。 

比 叉 於 張 仲 純 易 象 圖說中 得九宮 一 圖。 左右 運行 自然 妙甚。 然其 

間猶 有未盡 者。 故 就而補 之。 然後益 見 奇特。 切 欲 奉 寄 乞 正。 而今 信 

極 急。 是 以不果 耳。 及暮作 書。 不旣所 欲 言。 惟 冀爲道 自重。 以副 天下 

之 望。 

愛日樓 佐藤老 先生 函丈 

夭 保 八 年 四  m ハ ^  ^  ^  0 

辱 下 交 兩 載。 接 引 曰 深。 情 誼 曰 至。 臨 別 又 承 巨 篇。 誨 以學術 之 辨。 勗 

t 以 趨向 之 正。 中間 稱 譽 太 過。 固 非 生 所 當。 然 亦 是誘掖 之 盛 心。 非 深 

交 篤 愛。 何 以能及 乎此。 雖在 枯木 頑 石。 亦當 感動 激發。 而况於 人 乎 _ 
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而 別後 逾年。 竟未 一 奉 起居。 悚惕 深矣。 然省其 中 情。 非敢有 他。 政以 

公私 紛沓。 故 多 闕儀於 友朋 舊故。 惟 在 先生 固 不當以 常例 視。 然亦 

不欲以 平生 溫涼之 語。 煩 瀆 左右。 且詩有 言。 投 之 以木祧 。報 之以瘦 

瑶。 長者 嘗投 我以壤 瑶矣。 我 求 其 所以 爲報。 而未 得。 是以如 此其稽 

緩 也。 然而終 不可 以 得。 則 其 爲愧 性。 又 如何 可 言 耶。 雖 然。 不容 徒 以 

已。 則 敢 陳近來 所見。 以献之 於 帳 下。 是 亦 就正焉 耳。 豈 敢爲 向日 之 

報 云 乎 哉。 生竊謂 近世。 天下 之學 術。 湧漓 曰甚。 是以士 之爲學 也。 亦 

日 益 難矣。 功利 之 毒。 淪浹於 人心。 習以成 性。 而 終身 不能 出頭。 幸而 

能 出頭 矣。 則或溺 於考據 文辭。 廢糜歲 月。 而 無 補 於 世 道。 適 足以飾 

其 詭譌。 長 其 驕傲。 幸 而又能 不溺於 考據文 辭矣。 則 或 老莊佛 氏 之 

流。 又 控而引 之。 遂釋 聖賢 相傳 民生 曰 用 之敎。 而求夫 虛罔空 寂。 外 

人 倫。 遺 事物。 而陷 於自私 自利 之 偏 者。 用 力 愈 苦。 離 道 愈 闊。 其 獨 善 


或 能 之。 而耍之 不可 以經 世濟 民。 又 幸 而又能 不控引 於 老莊佛 氏。 

而 有志 於 儒者 之 學矣。 而 儒者 之學。 亦復 分派 殊途。 紛々 其 莫定。 在 

宋則洛 閬金豁 。在 元 則 河內崇 仁。 在 明 則 河 津餘千 新會姚 江。 同 尊 

孔孟。 同崇 仁義。 同講 天理。 同說 至善。 在 初 其 辨也毫 厘。 至 終 其 謬 也 

千里。 學者 未嘗有 剖析其 同異。 辨明其 疑似。 泛 々 然循乎 孔孟 仁義 

之 名而致 功焉。 其不 舍康莊 大道。 而趨徑 蹊踏荆 棘 者 亦 罕矣。 嗚呼 

士生乎 今 之 世。 而欲以 爲學。 何 其 難 哉。 夫學 術壞而 風俗 隨之。 風俗 

敗而 氣運應 之。 察 諸 前代。 歷 々 有 證矣。 豈可不 恐而懼 哉。 長者 嘗謂 

學術 不可 不愼。 殆 亦以此 也。 近日 浪華 之變。 初 聞 傳者之 言。 大鹽某 

脅 衆 謀反。 竊疑是 必傳聞 之妄。 嘗聞渠 溺姚學 。而 不可 救藥。 雖然同 

是尊 孔孟。 同是崇 仁義 矣。 焉存尊 孔孟 崇 仁義。 而犯此 悖 逆 之 罪 也 „ 

明正德 中。 寧 王 稱亂。 陽 明輙擒 之。 此亦渠 平時 所 熟知 者矣。 安有學 
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其擒賊 者。 而效 其賊之 所爲者 哉。 大低 人情。 厭 常 好 異喜怪 。喧騰 波 

瀾沸 起。 而生尙 皆 惟 以前 意處 之。 是生非 敢有私 厚於 彼。 信 道 嗜 學„ 

誠心 之 所在。 自如此 也。 後數 曰。 乍 有 官府 文 移。 始得 其實。 生 於是嗒 

i か S 不 然如有 喪 焉。 異 日 見 氓 之蚩々 。不堪 久 憤。 不 忍 積 宽。 朋 黨 作 亂。 覆 宗 

滅戶。 而不悔 。以爲 彼 蓋昧於 事理。 不知 孝弟 仁義 之 道。 是以 至此。 私 

爲 哀愍。 因 謂 讀書粗 知 道理 者。 縱使 不幸 在 於 其 際。 决 當無此 事。 不 

意 今日 乃 有 如此大 變。 後 叉 見 彼 檄榜。 狂妄乖 棘。 殊 無 義 理。 不 謂 講 

天理 說 至善 者。 乃 自顚倒 如此。 吾 於是。 益 知 學術之 不可 不慎矣 。吾 

於是。 益 知 學術之 害。 其 端 雖微。 而其禍 酷烈 矣。 夫君 子 思 不出其 位。 

不易 乎 世。 不成乎 名 "遁世 而無 悶。 正 是學者 處世之 大經矣 。昔 者 顔 

淵 在 陋巷。 簞瓢自 樂。 而 孔子 賢 之。 夫 春秋 之 末 世。 周 失 其 柄。 諸 侯 無 

紀。 羣黎 百姓。 殆墜 塗炭。 天下 之 勢。 若將崩 之隄。 岌乎 其洶々 。則 其 間。 


疾痛患 害 切 於 身 者。 亦 何所不 至。 其 比 之 今日 昇 平 之 世。 有づ々 乖 

緣。 又果何 如耶。 然若其 時。 而 憤激 暴氣。 瞋目 攘擘。 謀 之 朋輩。 要 之 門 

人。 鼓動 久困 積宽之 民。 以期萬 一 之 僥倖。 其 謂 之 何。 蓋此理 亦甚明 

白。 不俟 智者 而後 知 之。 然渠懵 於此。 叛道亂 正。 陷於人 得 而誅之 罪。 

抑 何歟。 蓋 儒者 之學。 義理 而已矣 。堯舜 禹之相 授受。 必辨於 人心 道 

心 之 危微。 孔子 十五 志 于學。 至 七十。 始從心 所 欲 不踰矩 。然 則雖聖 

人。 亦 皆 一 主 義理。 不專任 心。 故不曰 義之與 比。 惟義 所在。 則 曰以禮 

制 心。 則 曰 在 正 其 心。 則 曰非禮 勿視聽 言動。 彼 陸 王 之學。 則不 然矣。 

剝落義 理。 佳 其 一 心。 是 任 是 師。 曰 吾 目 能 視。 耳 能 聽。 心 能 思。 手 足 能 

運動。 更耍甚 存誠持 敬。 曰 求 之 於 心而非 也。 雖其言 之 出 於 孔子。 不 

ま 以爲是 也。 求 之 於 心而是 也。 雖其言 之 出 於 庸人。 不敢 以爲非 也。 

夫 格 知 至。 實有得 乎 義理。 以爲虛 靈知覺 之 主。 則 於動容 周旋ぎ 
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能 無 不中禮 。而羣 言 之 是非。 亦 不菅蒼 黃之易 辨矣。 其 有 未 及乎此 

焉。 則已 不能 免 於氣禀 之拘。 欲 之蔽。 虚靈爲 之 所累。 義理 爲之 所昏。 

則 其 所知覺 者。 亦 惟 情欲 利害 而已 耳。 則 又 安 得動容 周旋 中禮。 而 

羣言之 是非。 折衷 之 於 我心 乎。 是以學 者。 微而 不覩不 聞。 顯而 人倫 

日 用。 皆 必戒愼 恐懼 以存 之。 因 物 察 極以從 之。 未聞 有視聽 運動 任 

諸 心。 雖 存誠持 敬ボ 敢以爲 法。 言 之 是 非。 折 諸 心。 雖 聖 人 之 言。 不 敢 

. 以爲則 也 。嗚呼 拘蔽累 昏之餘 。而所 講習 者。 又 如 前 言。 是 其 從之所 

以顚倒 維戾。 猖狂 橫肆。 自以爲 躋於高 明。 而日淪 於 夷狄 禽獸 而不 

知矣。 蓋 陸 王 不知 本然 之 性。 故以 知覺當 之。 遂謂 理由 覺生。 而物不 

與。 於 是冥然 悍然。 斥 格 物 爲支離 外馳。 夫 指 知覺爲 本性 者。 執 其 用 

而忘其 體者也 斥 袼物爲 支 離 者。 私 其 內而遺 其 外 者 也。 忘 其體。 故 

雖知有 知覺。 而不及 於 其知覺 之所絲 生。 與 其 知 覺之所 爲極者 也。 


遣 其 外。 故雖知 有事 物。 而不見 乎 其 事物 之 所 當然。 而不 容已與 其 

事物 之 所以 然。 而 不可 易者 也。 宜其弊 使 人嬖妾 代嫡。 認賊作 子。 則 

虽者成 排。 而 柔 者 流 靡。 高 者 簸弄精 神。 而 卑者陷 人 於 權謀詐 術。 甚 

或 遂爲病 狂 喪、 心 之 人。 而甘陷 人 得 而謙之 罪。 亦 其 勢 有 所 必至 矣。 

嗚呼。 學術之 流禍。 盖至於 此而亦 極矣。 良 可 悲痛 也已。 因 近事 觀之。 

愈 益 見 吾 程 子 格 致 工夫。 確 不可 易。 此蓋聖 學之起 手。 學者 不由此 

而求入 孔孟 之 門。 猶之舍 規矩 而成 方圓 也。 必 不可 得矣。 惜乎繞 滴 

之餘。 雖間 有知從 事於此 者。 而 確定 其 志。 扑實用 力 者 寡矣。 是以孔 

子れ 之 正 學。 半 明 半 晦。 玉 石 混 淆。 譬 之 曰月懸 天。 而 雲 霧 醫 之。 雲 霧 不 

開。 則 日月 何由復 明。 今歲 大朝 移營。 此誠更 張 綱紀 之大機 也。 近 

日 窃欲上 啓 林 祭 酒。 請乘此 機會。 一洗 海 內學術 之 弊。 一 如 有明洪 

永 成弘之 間。 上之敎 者。 惟 以程朱 爲敎。 下之學 者。 惟 以程朱 爲學。 其 


違 叛於此 者。 雖在俊 髦異材 。必 黜而不 取。 若果 如是。 則將 功利 之 毒 

日 消。 而考據 文 辭之陋 日减。 老莊佛 氏 之 說。 與 夫 儒 之 相 似而非 者 

之 言。 亦 漸々 而衰 廢。 於 是使 天下 之學 者。 如 開 雲 翳 而睹曰 月。 始 瞭 

然識吾 儒 術 之 眞。 而 不復 惑紛々 莫定之 說。 則 道德 由是而 「風俗 

由是而 淳。 國 脉 之 將 衰 者 由是而 ま ぎ 振起。 則 使 其 政 治。 騣 々 乎。 洪 

永 成 ^：ハ 之 初。 固 將 不 難 矣。 豈 不愉快 乎。 旣 而 思 之。 孟 子 所以 繼 孔子 

者。 蓋 在 積 其 知 言 養 氣 之 功。 而 極 其 性 善 盡 心 之 學。 夫 其 所以 爲 孟 

子 者 如此。 而後 能距楊 墨。 放 淫辭。 閑 先聖 之 道。 不亦善 乎。 若 其學術 

未 至 於此。 而徒 日呶々 焉。 告於人 曰。 楊 墨 無 父 無 君 也。 夷狄 也。 禽獸 

也。 則 又 何 得 以能服 楊 墨 之 心。 而抑其 氾濫 之 勢 乎。 且夫 君子 有 諸 

己。 而后求 諸人。 無 諸已。 而后非 諸人。 吾 之 所以 學程 朱。 未 能 心 其 心。 

居 敬 窮理。 未 能 極 其 至。 子臣弟 友。 未 能盡其 分。 則 吾 未甞冇 諸已無 


諸已 也。 而何 可以求 諸人 非 諸人 乎。 乃 截然 不復續 此念矣 。顧 惟學 

術 之 正。 忠 信 之 質。 如 先 生 者。 而 爲 之。 其 可以 庶幾 乎。 意 者 先生 眞誠 

則怛。 亦 何 忍 於 坐視 是滔夂 而竟不 以援耶 。盡 一 爲 天下 謀 之矣。 生 

索 居 之久。 無 良師 友 能 相 督責。 又 何 所長 進。 惟 於 格 致 之訓。 實落用 

力。 比 舊亦較 親切。 然拘蔽 深權。 習染未 除。 禍機 萌蘗。 時而發 生。 雖便 

於 其 處。 切 加 截 斷。 却 是居敬 未 熟。 料 居 敬 熟 時。 當 自 無 是 患 矣。 然 嘗 

幸 蒙 不棄之 善導。 於 學術誠 僞邪正 之辨。 旣已 明白。 無復可 疑矣。 譬 

如馭六 轡於大 道。 或 時迂 餘横斜 者。 乃 是馬性 未 和。 馭 手 未 調。 然 旣 

在 大道 上。 决不復 趨徑蹊 踏 荆棘矣 。雖然 。是亦 以恕人 可也。 不容有 

以自恕 也 。ロハ 當 朝夕 痛自鞭 策。 益 致 居究之 功。 以 庶幾 異 時相 見。 無 

所 愧於今 曰 之 言 耳。 會 有 的 便。 撥 冗 執 筆。 傾 倒 之 深。 不 覺 累 紙。 雖 已 

0 縷 至 此。 尙 未 能 盡 其 意。 然 其 間 亦 必有可 因 以垂敎 者。 切 望不厭 
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煩 琪。 晤 言 未 期。 臨 風 愴 恨。 時 氣 嚮 暑。 惟 祝， 爲 道 保 重。 

天 保 八 年 冬  答 加 藤 士成書 

士成 は通稱 

00 秋 間 之 傾 蓋。 喜 出 望外。 切 欲 控留數 日。 少陳膚 見。 以求 是正。 而貴藩 

制嚴。 勢 有 不能。 勿遽奉 別。 徒 增悒怏 。爾來 公私 多 故。 不及以 時 通 問。 

極切馳 想。 忽 領 長 箋。 反 覆 數 四。 恍 如接顏 色。 沃 慰 可 知。 中 間 敎喩不 

逮。 議 論 痛 快。 旣 服 多才。 而叉 謙虔卑 遜。 不 自 賢 知。 此 足 以見用 功之 

槩。 感 嘆 良 深。 至 語及淺 學。 推 許 過 情。 固 不 敢 當。 且 責以 重大 之 任 。諮 

弱 何 能 堪此。 夫學術 一 事。 固 非 僕 輩 之所當 開口。 然祀國 之 憂。 亦自 

有 不容已 者。 故往 與伯满 一 言 之。 其 意 則以謂 天下 莫大 於學 術。 學 

術 不正。 則 綱常 不明。 綱常 不明。 則 朝廷 不端。 朝廷 不端。 則 士習不 美。 

士習不 美。 則 民風 不 淳。 民 風 不 淳。 則 國脉不 盛。 而天 曹 隨之。 將不止 

凶荒 之 荐臻矣 。方今 人 親 異見。 家出 詭說。 割 裂. 聖訓。 無 復統歸 。天下 


之 書 益 多。 而道 益晦。 學者之 事 益繁。 而理 益乖。 文辭益 華麗。 論辨益 

詳密。 而其 躬行 實德益 索然。 綱常 之 不明。 習俗 之 不淳。 而卒 成鹽賊 

之變。 乃 亦 在 於此。 然則當 今 之 急務。 又 豈有先 於 正 學術者 哉。 幸而 

今歲大 朝將軍 宣下。 必有更 張 綱紀。 申明號 令。 宜乘此 機會。 風勵之 

於 天下。 gssis ま、 islstsi 認 SiSi 使敎學 

者。 專守程 朱 家法。 無 有 背叛。 務損浮 末而就 本實。 然而其 告令之 際 

當 丁寧 淳復。 一 不行則 再。 再 不行則 三 則 四。 必下之 從之如 風 之 相 

隨 而後 已。 何 曾 一 時 號令之 云 乎。 尊兄 所以 論。 反復 二 千 言。 其 於 正 

學之 行。 不必假 官府 之 意 甚詳矣 。然 以啓觀 之。 道 之 行 則 必由學 制 

矣。 夫 古 之 王者。 建國 君民。 敎 學之爲 先。 大學之 制。 昉於 五常。 其 名 曰 

成 均。 成 云 者。 所以 成 其 性 之 顧 也。 均 云 者。 所以 均 其 習 之 偏 也。 虞 之 

庠。 夏 之 序。 殷之 瞽宗。 周 之 辟雍。 其 名 雖異。 實則 一 也。 又 兼 立 四 f 之 
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學。 是爲 五學。 叉 有 門閬之 小學。 以敎國 子。 有 四郊之 小學。 以敎國 人。 

其旣長 也。 則 由 而進之 於大學 焉。 其 鄕遂州 黨。 亦 皆 有學。 於 諸侯 之 

國。 又 有 大學。 有 小學。 有 鄕學。 而其敎 之 之 法。 國子則 師氏保 氏大司 

樂詔 之。 中年 而考 校。 九年而 大成。 其 秀者官 之。 其不率 敎者屏 之。 至 

鄕學。 則 鄕遂之 吏。 受敎法 於 司 徒。 以敎 之。 歲時書 其德行 道藝。 三年 

大比。 興 其 賢者 能 者。 而登之 於 天府。 叉 中年 論其秀 者。 升 於 大學。 俾 

與國子 齒焉。 諸侯 則歲 貢其大 學之秀 者。 天子 試 之 射宮。 視其能 否。 

而行 慶讓之 法。 天子 又以 春秋 視學。 修釋菜 之 儀。 擧 養老 之禮。 承師 

問 道 合 語 乞 言。 以 身 爲之倡 導。 先 王敎人 如此其 周。 又 如此其 至。 是 

以 天下 之 人。 勉爲 賢智。 而恥爲 愚 不肯。 皆 莫不以 蒸 々 不一 變。 然則道 

之 行 也。 必 由 上之敎 導。 顧 不昭々 哉。 夫 古昔 之 所以 盛 者。 以 天下 有 

此教寧 也。 後世 之 所以 不及 者。 以天下 失 此敎學 也。 其 一得一失 之 


間。 而係 盛衰 治亂之 故。 敎學之 於 天下。 又豈不 重且大 乎。 夫 東西 殊 

域。 今古 異宜。 雖未可 遽取其 跡。 亦 不可 以 不法 其 意 也。 苟欲法 其 意。 

程 朱 之 .Jj 我、 言 明 道 熙 寧 節 子、 文 公 學 校貢擧 お 一^ 艾 ケー 

舍程朱 之議而 何適矣 ii まお k  ，之、 ま i か 有講明 而掼益 者、 1 成 周 之 

敎。 雖已 善美。 然未能 如 程 朱 之 精 要 明備者 也。 恭惟大 朝 開國。 承 兵 

革 之餘。 海內學 者。 類 皆鹵莾 滅裂。 惟 林道 春。 頗爲閩 洛之學 。於是 。日 

召營 中。 講明 經史。 咨訪治 道。 及 其 立學。 又以程 朱爲表 準。 大朝之 制。 

豈有善 於是者 乎。 昇 平于今 二百 餘年矣 。天下 之 民。 目不見 干戈。 耳 

不聞 鼓鼙。 各 樂其樂 。各 利 其 利。 雖固 天運。 亦 由 人事 之修。 而本其 所 

由。 則 程 朱 正 學之效 居 多 也。 厥 後 風氣漸 開。 耳目 漸廣 U 牲 々 厭舊喜 

新。 舍利趨 靡。 而 上下 皆不甚 留意。 是以漸 復龐雜 。文 公所 謂 經學之 

賊。 文 字 之妖。 歲盛 月 新。 積 至 于 今。 流弊已 極。 其 勢 不可 以不 革。 尊 兄 

旣以 兵事 爲敎。 請復以 兵事 譬之。 其 玩弛偷 懦之餘 。謀 决而 不動。 動 


决而 不禁。 紛 々 擾 々。莫 之 能 統御 也。 如 此則如 之 何。 必也 更其號 令。 

變其旌 旗。 懸非格 之獎。 以倡 勇敢。 然後 兵氣可 得而振 耳矣。 非 惟 兵 

然也。 雖農 亦然。 官久廢 授時之 典。 民 不知 趨候。 日中 而不 耕。 寒 至而 

不納。 蠢 々懷々 。莫之 能平秩 也。 如是 則 如 之 何。 必也 復其舊 典。 申 其 

敎令。 示不貸 之罸。 以飭 惰游。 然後 民事 可 得而興 耳矣。 故 明 道 先生 

熙寧箚 子 曰。 去聖 久遠。 師道 不立 。儒者 之學。 幾 於 廢熄。 惟 朝廷 崇尙 

而敎 育之。 則 不日 而復。 又 文 公學校 私議 曰。 必欲 乘時改 制。 以復先 

王 之舊。 而 善 今 B 之 俗。 則 必如明 道 之 議。 然 後可以 大正 其 本。 而 盡 

革 其 末流 之 弊。 以此論 之。 僕 恐 今 曰 之 勢。 程朱復 生。 亦必望 朝廷， 之 

整頓 學制。 而不敢 以時之 不^ 而默々 自沮 也。 蓋 天 之 明 命。 天 下 人 

々之 所 同 得。 非 有 我 之 得 私 也。 是 以仁 者。 已欲立 而立 人 。己 欲達而 

達人。 視彼 衆人 之 同 得 乎此。 而 不能 自知 者。 昏 迷 睛亂。 陷 險 阻。 溺 汚 


穢。 莫不 恬然 自安 以爲是 也。 豈不爲 之惻然 哀痛。 而 思 所以 有以救 

之 之 術 哉。 夫 程 朱 其 道 固 在 乎 己。 而道之 顯晦。 亦 係 乎 己矣。 故 其 公 

言而 私議 之 者。 未 甞不以 道 自任 也。 然世有 程 朱 諸君 子。 則雖上 # 

學制。 V 猶得爲 規矩 而取 法焉。 乃 斯道 之 大幸矣 。不幸 今 又無是 人。 

有志 之士。 旣倀々 焉。 無 所 附託。 尋常 庸下之 者 X 將焉定 向 乎。 僕 之 

無 4^。 可 敢以此 道爲己 任。 顧 其 心 亦 已粗知 正 學之歸 趣。 而其 天命 

之 に&』 。終 亦 有 不可 得 而泯滅 者。 是以 徘徊 仰望。 以冀 朝廷 之正學 

術 而澄治 源 耳。 今誠賴 朝廷 之敎 化。 使 天下 之 人。 皆 知 向 於 正學。 其 

間 又 得 英邁 特達 之士。 維持 翼 奉。 相 共 推 明 此學。 由 其所已 明。 而.^ 

以及 之。 則 向 之貿々 賸亂。 陷 險溺歲 者。 亦 皆 可 以漸革 其舊。 若是。 而 

綱常 淳習風 可 期 也。 雖然。 此事極 難矣。 未 識終得 所願 否。 則^ 

、い 之 憂。 何時 而能亡 之 乎。 所 幸 吾 兄。 從事 正學。 所見 不群。 所謂 英邁 

四 1 九 
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特達 之士。 舍如吾 兄 者。 而誰之 望 乎。 則 維持 翼 泰.。 已先有 其 人。 得 助 

不题。 是足以 自慰 也。 但來敎 謂 異端 俗學。 設外迫 於 其嚴。 姑 革 其 面。 

至 心 術 之 隱微。 意見 之 執 迷。 恐 無益 也。 是則所 未曉。 夫 小人 旣革其 

面。 革 道 可 以爲成 也 U 苟順從 而尙深 治 之 "則 亦 已甚矣 。此理 詳於程 

子 易傳。 尊兄 取而看 之。 亦 知 小 人之假 善。 君 子 之所容 也 X 謂 彼 之 

常 態。 撲 之 愈 熾。 觸 之 愈 激。 是 奚足懼 哉。 若 以爲可 懼。 則 何程 子之疏 

之 於 前。 而朱子 之 議之於 後耶。 事之變 革。 雖得其 至當。 人 之 未信而 

致洶々 者。 或 時 有 之。 然其久 也。 必相 信從。 易 曰。 革已曰 乃孚。 其此之 

謂歟。 叉 所 引 據明道 之 言。 是但不 過 託 詞道人 之 交際。 務在 涵育薰 

陶。 相 感 以誠 之 意。 非 眞有此 事 也。 若 信 憤 慍 爭 訟。 激 成 夫 新法 之 行。 

其 所以 爲明 道。 果 何 在 哉。 因 其有此 言。 亦 却 見得 本無此 事。 愈 益 分 

明。 講 更詳 之。 來敎又 朱 子 爲能鋤 其 互盜。 殪 其 滑賊。 僕考之 史傳。 


殊 未然 也。 如 横 浦 永 嘉永康 之 流。 蘇 黃門呂 舍人葉 永 心 之 派" 是其 

因 朱 子 之 辨而息 者矣。 至 於 江 西 之學。 則 辨之而 不衰。 排之 而不止 

遂起吳 臨 川 趙東山 一 派 之 議論。 夫 朱 子 之 德與學 。而猶 不能 普 其 

道 於 一 時 者。 無 學制故 也。 明 之 君 相。 雖非如 朱 子 之 賢。 而洪 永成弘 

之 間。 能 明 正學於 天下。 朝 皆 純德之 賢。 而野多 正 行 之 儒。 政治 之隆。 

迥出於 漢唐之 上 者。 上 有 學制故 也。 白 沙陽明 之 起。 蓋 乘其制 之 稍 

弛。 而 政治 自 此而衰 者。 亦 可 以見僕 說之頗 有 根據。 高 明盍試 一 思 

之矣。 至 其 謂 大兄 與伯满 云 々。惡 是何 言歟。 德之大 。學之 正。 自程 朱 

後。 史策 旣乏其 人。 其宣著 顯赫。 雖如許 魯齊. 薛敬軒 • 胡 敬齋。 猶尙依 

舊。 未 能有統 一 天下 也。 而况僕 與伯满 而能爲 之 乎 哉。 抑 尊兄 有 見 

時 之 不可。 而深知 於 心。 故爲此 說而相 戯耶。 不然則 又 曰 以カ服 之 

耶。 以德服 之耶。 若 將以德 服 之。 願 執 弓 戟而從 其 後。 世 未 有々 意 於 
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服  <而 善 服 人 者 也。 苟 有意 於 服 人。 其 以德與 力 雖如殊 途# 柔剛 

之 分： 而 卒同歸 於 覇 者 之 流 矣。 尊 兄 不 察 焉" 乃 欲 爲之執 弓 戟， 是 殆 

將爲 覇者 之臣僕 者矣： 僕 以是知 此說必 相戯者 也。 但 尊兄 以戯而 

0 之！^ 亦以 戯而酬 之。 君 子以翰 墨 相 戯。 樂 莫 尤 焉。 詩 曰 善 戯謔兮 

不爲虐 。此之 謂 也 顾然。 尊意 不以 爲然。 伏 望不憚 下敎。 亦 此格致 之 

一 端。 無 益 於 尊 兄。 必 有益 於 僕 也滅 時 倍 寒。 千 萬 以道保 重。 啓 再 拜。 

令弟 之托。 深恐不 任。 然重有 命。 敢 不敬 諾。 但 僕秋來 爲東游 之圖。 

再三 請 之而未 遂。 然 冬 內 必 得 允 報。 則 待 早 春。 乃 可 上 途。 令 弟 年 

少。 遠 游 計當不 便。 若 欲必相 從。 在 僕 固不妨 也。 啓 又 拜。 

與昌谷 精 溪論士 祭 

00 比日 不 審。 動 履 何 如。 向 者 溫山堂 之 會。 妄 論士祭 禮。 尊 兄 謂 大夫三 

の f§ 廟。 士 一 廟。 士之 祭。 固不及 先祖。 僕擧以 曲禮。 士祭其 先。 尊兄 謂 其 先。 


不必是 先祖。 雖禰亦 不害稱 先。 議論 反覆。 未有定 極。 而此事 關係極 

大。 下 比 尋常 小々 文字 紕 S 。尤 不可 輕放 過。 因錄 愚見。 以拜呈 。如 有 

謬 誤。 幸 見 指誨。 夫 先王 制禮。 本緣 人情。 喪祭 禮之 最大 者。 豈亦有 遠 

於 人情 者 哉。 夫 五 服 之 制。 自 天子 以至 於士。 未始 不同。 而 祭祀 則 止 

及 其 立廟之 親。 是果 人情 耶。 儀禮 喪服 傳云 。禽獣 知 母。 而 不知 父。 野 

人 曰 父母 何等 焉。 都邑 之士。 則 知 尊 禰矣。 大夫及 學士。 則 知 尊 祖矣。 

所處愈 高。 則 所識愈 深。 其 理固然 也。 程 子 曰。 高祖 服旣 如是。 祭祀 亦 

須 如是。 其 疏數之 節。 未 有 可考。 但其理 如此。 若 止 祭禰。 是知 母而不 

知 父。 禽獸道 也。 祭禰不 及祖。 非人 道 也。 此 言 誠 合 於 人情 矣。 今 乃 執 

大夫 三廟。 官師 一 廟之說 。而所 祭不及 祖禰之 上。 是不以 學士大 夫 

自處。 而喪其 孝敬 之 心矣。 而可乎 哉。 夫 鱧 本 於 情。 古今 異宜。 固當隨 

時爲之 損益。 即使禮 無明 文。 情 之 所 不能 止。 尙 可以義 起。 况其禮 文 
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見 於經傳 者。 數 々 可 戰大傳 云。 大夫士 有 大事。 省 於 其 君ギ； t 及 其 

高 祖。 古 者 諸侯。 有 而無 稀。 大 夫 有 時 祭而無 ； t 。蓋 歸 天子 之 事 也。 

:t 諸侯 之 事 也。 大夫士 固 不得常 。然有 大事。 見 省 於 其 君 M 得 上 

達而； t 其 高 曾。 夫 天子 諸侯 之 給。 皆 於 其 常 祭 之祖。 苟士大 夫不得 

祭 高 曾。 其 ri 祭 叉 何 以得及 之 乎。 此士祭 及 祖禰之 上。 其證 一 也。 喪 

服 小 記 云。 大 夫 士之妾 駙於妾 祖姑亡 則 中 一 以上 而 耐。 夫 « 之 爲 

禮。 必 以其昭 穆。 而 其 與已同 昭穆者 祖 也。 與 祖同昭 穆者高 祖 也。 中 

一 以上 則 高祖 姑 無 疑矣。 旣耐於 高祖 姑。 則 高祖 有廟 祭。 亦 明矣。 此 

士祭 及祖禰 之 上。 其 證ニ 也。 大傳又 云。 宗 其繼 高祖 者 五世 則遷者 

也。 夫 惟 適 玄 孫。 得 祭 高 祖。 而 族 人 之 不得祭 者。 盡 宗 之 而 祭。 故 有 繼 

高 祖 之 宗。 苟 祭 止 及 於 祖 禰 而 已。 則 是有繼 禰繼祖 之 宗。 而 無 繼 高 

曾之宗 也。 然則經 傳豈又 有此文 哉。 此士祭 及 祖禰之 上。 其證三 也。 


且夫 曲禮。 士祭其 先 四 字： 固是確 不可 動。 此 一 節 本 明。 天子 以下 祭 

祀有 等級。 而上者 兼 下。 而下者 不得兼 上。 故 天子 曰 天地。 曰 四方： 曰 

山 川。 曰 五祀。 諸侯 曰 方 祀。 曰 山 川。 曰 五 祀。 大 夫 曰 五 祀。 士 曰 其 先 。初 

非 謂 廟祭而 有 等差 也 M 其 先 云 者。 非 謂 先祖 而何。 經傳中 豈亦有 

稱其 先。 而直以 爲禰。 如 尊說者 乎。 僕以是 知此。 是 賢者 一 時之强 語。 

必非深 考之說 。故不 復深議 也。 鄙見 如此。 明 者 以爲何 如。 

弘化 元年 冬  與近藤 篤 山 書 

liil 啓 欽慕 先生 久矣。 牲年 奥山 存中。 訪啓信 濃 松 代。 留數 日。 爲稱 先生 

松の 人 之盛德 # 於是， -竊有 所感 發。 後來江 都。 與 金子 必大相 知い 必大 又爲 

言 先生 之 容貌 辭氣ぜ ハ待人 而接物 者 。温厚 和平。 與 尋常 師儒 自別。 

啓 於是。 竊有所 儀刑。 近 者 貴 門 丹 生。 來此 相從。 因 又 得 聞 先生 講學 

之槩。 近 人 解經。 多 以講家 末 疏以是 支 離 徽繞。 從爲虚 說ぜハ 名雖曰 
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尸 祝 於 洛閻。 其 實與之 背馳。 而 先生 所 說。 不作 聰明 亂舊 章。 務明本 

經 大義。 大 有事 實。 啓 於是竊 有所警 省。 雖未 親奉警 咳。 然 其受沾 渥。 

亦已多 矣。 獨 恨 牽制 官 守。 不 能 遠 遊。 負 笼 有 心。 執 鞭 無緣。 因囑丹 生。 

相 爲介紹 。致 書 帳 下。 以布 維繾之 誠。 幷有 所懇。 伏 希 塑鑒。 啓 松 代 有 

先人 之 弊廬。 所謂 象 山 者。 當其 南檐。 故 嘗以象 山 書院。 命其聽 事。 而 

未有匾 字。 又 其 山中 嶺者。 地勢 極 不惡。 坐 此而望 南 峰。 其貞秀 之狀。 

如吉 士拱揖 而立。 可敬而 不可 狎。 因 欲 爲亭以 賞 其 勝。 取 晋人何 敬 

宗。 遊 仙 詩 語。 膀 曰 懷貞。 又 未 果。 屬 者 命爲郡 監。 將 北 還。 願 得 先生 墨 

妙 二 匾而持 歸。 視 事 之 暇。 償 夙 昔 之 志。 各 揭之楣 間。 曰 ー暮仰 觀。 以 寓 

衿 式 之 意。 庶 幾 可 以爲飭 身 寡 過 之 資 矣。 則 雖不得 隨侍几 杖。 亦 猶 

永^ 餘敎 也。 伏 惟鑒其 誠悃。 而許其 所 請。 何惠如 之。 啓不勝 懇願 之 

至。 不盡。 


然文 山な 原 之 句 無 
りのと り 桐 何 似 可 
し 頭の 以山 似衍疑 
書往 下の  文 者 
皆 復菅評 缣删ー 


絹 素 ニ幅納 上。 象 山 記 及 雜文數 首。 幷塵 尊矚。 間 時 一 過。 幸 賜 暴 

誨。 亦 所 懇 也。 啓 亦 覆。 

夭 保 十 年 八  與山ロ 菅 山 書 

乍 蒙 衝雨見 顧 蓬蓽。 寵 惠闇齋 年譜。 且辱款 曲 敎誨。 極 荷 不棄。 顧 僕 

之 謭 劣。 何 以獲此 於 先生 長 者。 喜 幸 感 激。 不 知 所 謝。 夜 來紬繹 所 聞 

雖 未能盡 悟。 然 大意 亦 已釋然 。無 可 疑 者。 獨至於 鬼神 之說。 鄙 心 有 

未 安 者。 先生 云。 有 是理則 有 是氣。 故有當 祭祀 之理。 則 有 當感格 之 

氣。 不必問 其氣之 界限處 所。 僕 謂 精 則 精矣。 然 猶如隔 一 膜。 更 剔抉 

之。 不知 云 何。 盖亦格 物 必至 其 極 之 意 也。 而 先生 云。 剔抉 此 一 層。 或 

涉于怪 。故 不欲說 。僕 於 是竊有 惑焉。 夫 天下 之理。 唯 其 直 而已。 有而 

有。 無 而 無。 固 無 所 容乎私 意 矣。 若 果有恢 在 焉。 則 呈 露 其 條。 何 害 乎 

理。 若 果無 怖 在焉。 則 剔抉 千 層。 何 曾 有 惟。 又 何爲而 傷乎理 乎。 今 徒 
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删不 仰敢三 

字以 敢不 

敬服 五字爲 

1 句 何 似 


程 字 下 加 朱 

字與 前文 相 
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惧其 涉恢。 而 遮蔽 隱藏。 不欲發 揮 義理 之蘊。 僕 恐 程 朱 子 格 致 之 意 < 

亦决 不如此 也。 自正學 不振。 世 之 學者昧 於窮格 之訓。 是以其 所論 

說。 多 畧 上面 一 截。 雖 其 稍 高 者。 亦 不免於 世俗 忌 臭 掩盖之 見。 往 々 

令人懊 11  。惟 先生 德崇 業廣。 豈可 與此輩 同日 而語。 然以僕 所見。 猶 

或 有 微似之 者歟。 僕 之 鄙 意。 窃願 先生。 姑不 論其涉 條不涉 依。 將箇 

物事。 十分 挑撥。 至 其 皮膜 盡處。 便 揭出其 本眞體 面。 以 示 後進 之士。 

誰敢 不仰敢 不敬 服。 若 或 不然。 所謂 摸擬揑 合。 假令 有所發 揮。 亦 終 

非正學 端的 之窮 理。 眞 實 之 知見 矣芙 語 犯 長 者。 固所當 戒。 然 旣 蒙 

不棄。 不敢 不盡其 愚。 且 疑而不 質。 惑而 不問。 其 爲心術 之 害。 殊非纖 

細。 又 不敢不 求 其 正。 但 鬼神 之 事。 至 精 至微。 非 末 學之所 先。 今躐等 

而問 之。 恐 先生 不欲敎 答。 然或先 其 易者。 或 先 其 難 者。 各 隨其淺 深。 

此亦程 子 格 物 之 方。 伏 望 先生。 終以敎 之。 昨 聞已有 成說作 書。 想 僕 


朱 而方未 照 
子 無 獨審應 
乎 干 係 格 何 
否 涉程物 似 
於 子之但 


之 所 惑。 當旣有 明 之 者。 切 欲 借 之 反覆 詳味。 以助窮 格 工夫， 幸 勿 

靳. 今朝 已擬造 高 門。 以陳疇 昔 之 謝。 會有劇 幹。 不能 出廬。 此奉手 

箋。 姑以叙 謝意。 且 以乞敎 。曰 間 若得少 暇。 必詣謁 以究所 聞。 粗率 不 

罪。 八月 十日。 

.< 月 十三 日  復佐久 間 子迪書  P  f 昭 

過 日 請 謁。 晤 言 移 暴。. 貺 以 佳酒 嘉肴。 不滕鳴 謝 之 至。 詰 旦 忽 承 示 誨。 見 吿以座 間 所 及 

鬼神 之說。 1^ 三捧 誦。 警 發 不 少。 兼 見 尊 兄 於 窮格之 學珀 意 之 銳。 何 慰 如 之。 抑 囊 曰 一 

藝字 疑霎字 霎面晤 之 頃。 鄙 生 固 不能 盡 拙 論之顚 末。 而 尊兄 亦 似少有 不悉 鄙 意之 所在 者矣、 今 

且略論 之。 大抵 近時 譚性 命之學 者。 以 鬼神 之 說者。 理義之 奥， 故 心 下 爲此先 吃 一 驚 

嚇。 必欲採 討 捜索 其 所以 然者 而後 已。 是以 有形 滅而理 不滅。 身麓而 知覺不 麓。 紛々 

之說。 要 之 勞擾作 弄。 與彼爲 梵天 帝釋 無位 眞人 之說 者。 何 所 異耶。 程 子 之 所謂 造化 

之迹云 者。 正 欲 驅除是 等妖妄 條誕之 惑。 而說者 解 程 語。 以謂是 程 子 敎人就 造化 之 

迹。 以窺 鬼神 矣。 非以 造化 之 迹直爲 鬼. 祌也。 殊 不知 程 子 之 意。 乃 謂 風雨 f 雷 之 在天。 

飛 潜 動植之 一 在 地。 有氣 有形。 有 痕有迹 。忽然 聚。 忽然 散， 莫 往而不 鬼神 之 功 用焉。 亦 何 
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條之 有耶。 若 夫 伯 有 爲勵。 元 徽見夢 之 類。 則 其 人 用 物弘。 取 精 多 之 所 致。 猶爐火 已媳。 - 

而餘 炎猶存 耳。 故 程 子 謂別是 一 理。 而胡氏 亦 謂 理或有 之。 未甞 以此爲 鬼神 之正理 

也。 失 子 論 鬼神 言。 視 之 不 見。 聡 之 不 聞。 則 其 無 聲色 臭味 之 可 言。 亡 論 矣。 而 今之說 考 

類欲必 百方 求些許 聲 色 臭味 於 冥々 之 中。 而 後廿 心 焉。 何 其 悖 耶。 故 鄙 生曩者 與賢. 

者說 之。 意將明 鬼祌之 不容說 也。 非不欲 說矣。 欲斥說 « 之 非 也。 非避說 « 之 嫌矣。 而- 

詳來敎 之 意。 似 以鄙言 爲故作 含 糊 曖昧 之說。 以欲幻 人視聡 者矣。 若 果然。 則. 恐 少不， 

免 於 不盡人 言 之 謬。 而 其 所以 然。 則 座 於 鄙 生 之 拙 於 頰 舌。 不 能 展 布哀 懷。 以 誤 高 聩 

耳。 夫子 之 論 鬼神 曰。 精氣爲 物。 遊 魂 爲變。 故知 鬼祌之 情狀。 則 人 之 自少至 老。 血氣之 

滋息游 散 者。 即是 鬼神 之 情狀。 而又 曰。 未 能事 人。 焉 能事 鬼。 則 人 之 事 生 父 母。 所以 事 

先 世祖考 也。 斯理至 正 至 平。 至 明 至 白。 毫無 ffi 之 可 說矣。 鄙 意 如是。 而計 尊兄 必有別 

. 有 所 見。 而 與 是大 不同 者。 擧 以 見海爲 幸。 別 紙 答 玉 井生 書。 併 附 呈 之。 願 詳 覆 之お 下 

, 及 尊意 之 底蘊。 千 萬 不勝請 益 之 至。 

八月 十三 日  山 口重 昭再拜 

復象山 佐 久間贅 兄 座 下 
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鬼神 憑依 之說。 千古 難 明 • 一  大 題目。 而倚齋 先生 有 來格說 。尤見 先輩 用意 之 苦。 析理 

之. 密。 然舊甞 竊疑其 求 之 或 過。 而使 人有說 之 弊矣。 今觀 尊兄 所 難似逐 一 有理。 而 

有 符於愚 哀考甚 慰 所望。 而僕之 所 疑。 更有 甚焉。 然後學 浪容喙 於 先輩。 犯不 韙之大 

考是以 逡巡而 不敢發 者 久矣。 今 承 下問 之 及。 遂不敢 泯默。 以待 左右 訂焉。 夫 尙翁之 

爲 說。 動 以祖考 不滅 之理 言 之。 不知 所 云 不滅 之理云 者。 所 指何說 也。 若 以爲 其居處 

嗜好。 言 笑 志 尙。 則 涉於氣 性。 不可 謂之理 也。 若 以爲其 仁義 禮智 之秉 性。 則 性 者 萬 物 

之 一 原。 豈 祖考之 所獨專 哉。 乎 仁義 之 性。 人 固 生前 牿亡 残滅。 而爲 不仁 不義 之 事 

者 衆矣。 豈得 言沒世 之久。 尙能存 而不亡 乎。 朱 子 答 B 子晦 書。 說 鬼神 之 理詳矣 。其 所 

云 氣 之 已 散 者。 旣 化而無 有矣。 而根於 理而曰 生 者。 則 固 浩 然 而 無 窮 也。 是 其 最 要 語。 

而 尙 翁 立 說。 蓋 本，. 於 此。 然 理搭 付氣而 在焉。 安 有人 之 形神旣 散^ 所： 云 所賦之 性。 終 

古 不 滅。 以 凝 立 於 形氣之 外。 溟漢之 中之理 乎。 故 所 云 根 於理而 生者。 亦 曰 祭 祀 之 報。 

本 於 人 心。 在 子孫 有 當祭之 理。 在 祖先 有 當 響 之 理。 當 祭 當 饗 之理在 於. 銜。 而 ， 鬼神. 即 

感格於 斯>§ 則天祌 格。 廟 + 則. 人 鬼 享。 洋 々乎 如 在 其 上。 如 在. 其 左 右。 此 ま 謂. 祌 之， 格 也。 
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請 以 譬 明 之。 陰陽 相 薄 而雷放 聲。 石 鎌相菱 而火發 光。 是 乃 必然 不可 a 之理。 隨感隨 

應。 觸 處 新 生。 何 曾 謂 前 雷 已 收。 後 雷 未 奢。 前 火 已滅。 後 火 未 起 之 時。 有不生 不滅 之 雷 

與火。 而 tV 然 凝立 於 陰陽 石 鎌 之 表耶。 故 程 子 與康節 論 雷起處 曰。 起 於 起處。 蓋 起 於 

起 處。 則 滅於滅 處。 起 則 有。 滅 則 無。 豈 以今曰 之 雷。 爲 昨 曰之復 耶。 故 陰陽 薄而 有雷發 

. 之理。 石 鎌憂而 有， 火 出 之理。 子孫 求 之而有 神格 之 理。 是 乃 所 云 天地 之 功 用。 造 化 之 

迹者然 也。 朱 子 又 答 子晦 曰。 聖人 之 制 祭 祀 也。 設 主 立 尸。 條 蕭灌 B  。或 求 之 陰。 或 求 之 

陽。 無 所 不用 其 極。 而猶止 曰庶或 享之而 已。 其 至誠 惻怛 精微 恍惚 之 意。 蓋 有 S 人 所 

不欲言 者。 非可以 世俗 麁淺 知見 執 一 而求 也。 豈曰 一 受其 成形。 則此性 遂爲吾 有。 雖 

死而， 猶 不滅。 截然 自爲 一 物。 藏乎 寂然 一 體之 中。 以俟 夫子 孫 之 求。 而時 出以饗 之耶。 

必如 此說。 則其界 限之廣 狹。 安 頓之處 所。 必 有 可 指 言 者。 且自 開闢 以來。 積至于 今。 其 

重 併 積 疊。 計 已 無地 之 可容 矣^ 又 安 有此现 耶。 蓋 子晦 以知覺 之原爲 鬼神。 故 先生、 

以 是 吿 之。 今 謂 不滅 之理。 摸 不絕之 氣而復 。則雖 如 僅免以 精神 知覺之 不滅。 說 鬼神 

之 弊。 然苟以 謂祖考 之理。 鎭常 在天。 必俟 子孫 之 求 而後 來復。 則亦與 夫嘯于 梁立于 

考所爭 幾何 耶。 要 之 雖有以 知 覺 言 與 以 理 言 之 異。 而 將同 歸乎談 怪說誕 矣。 是 1 


之 所 敢疑而 不敢言 者。 偶 承 垂喩。 因發 積年 之 衷。： ^請 商訂。 

己 亥 八月  山 口重 昭再拜 

玉 井 賢兄 坐 下 
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承誨諭 鬼神 之說。 併 示 答 玉 井生 書。 拜讀數 回。 開發良 多。 前 以晦疑 

極 深。 叨請 其說。 方惧 率爾 突 冒。 或 獲 罪 於 左右。 豈意誘 進 愚 蒙。 不加 

譴 訶。 與 之 酬 酢。 綢 « 如 此。 感 佩 之 極。 何 如 可 言。 來 敎 謂 前 書 不 悉 尊 

意之 所在。 其 所以 然。 則 先生 拙 於 頰舌之 故。 此决 不然。 正是 僕輕忽 

之 所 致。 悚惧 亡已。 然幸因 長者 之敎。 而知 所以 自警。 則 其 受賜也 亦 

多矣。 敢 不服 贍以瑟 其 後。 屬此數 日。 友朋 萃集。 且鄕里 書信。 撥 置 未 

下。 是以 裁報稽 緩。 極切愧 負。 昨 來稍睱 。復取 來敎讀 之。 掩卷而 思。 思 

而复讃 。如是 者 再 四。 尙未 能該其 本末。 然亦足 以知其 博大 昌 明。 果 
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與世儒 忌 臭 之 見。 有大 逕庭 也。 然於鄙 意 終 有 所 未 安 者。 來敎所 云。 

其端雖 多。 窃以管 見 窺 之。 大槪 似不過 謂聲色 臭味 之 無 跡。 以明鬼 

神 之 不可 說。 謂 精神 魂魄 之 頓滅。 以曉 ffi 妄之 不容 有。 又 閱答玉 井 

生 書。 纏々 數百 言。 然其要 皆 不出於 此旨之 外 也。 若 僕 之 所見。 則雖 

固 不能 不與此 同。 然其閒 又 極 有 不能 不異 者。 請 先 論 其 不能 不同 

者。 而次明 其 所以 不能 不異。 夫 鬼神 者。 氣而 已矣。 非理 之 謂 也。 大極 

流行。 陽 行 陰靜。 一 變ー 合。 五材順 布。 經緯 錯綜。 循環 不已。 各以其 類。 

凝聚 成形。 旣已 氣化而 成形。 則 形 交 氣感。 遂以形 化。 而 人物 生 々。變 

化 無窮 矣。 夫人 物 之 在 於 兩閒。 其 所以 生々 不窮 者。 理 也。 其聚而 生。 

來而 伸。 散而 死。 屈而反 者。 氣也。 惟理 也。 故 性 云 者。 初不爲 屈伸 而消 

長。 不爲 聚散， 而增 損。 不爲 生死 而 有無。 然此乃 萬 物 公共 之理。 而非 

有 人 之 得 私 也。 惟 氣也。 故 鬼神 云 者。 總 而 言 之。 天地 之 闥闢。 曰 月 之 


升 沈， t 霆之 起滅。 雨露 霜雪 之變 化。 四時 寒暑 之 推 奪。 潮 沙之消 f 

草木 之 榮枯。 凡 有 血 氣者之 盛衰 生死。 何 莫而非 其 功 用。 程 子 曰。 造 

化 之 跡。 張子 曰。 二 氣之良 能。 盖 謂 此 也。 然 分 而 言 之。 天地 固 不可 得 

而混。 人物 固 不可 得 而淆。 又 於 其 人 云 者 之 中。 亦 各 有隔限 分類。 不 

可 得 而紛亂 也。 故 曰。 神 不欽非 類。 民 不祀非 族。 然旣 曰散而 死。 屈而 

反焉。 則 亦 寧 有 塊 然自爲 一 物。 而具聲 色 臭味。 隨祭隨 出。 飲食 醉鉋。 

與生人 交 歡之妄 哉。 若 夫 伯 有 元 徽之變 。譬之 爐火餘 炎。 誠 契 鄙懷。 

其 快 何 可 言 耶。 是則 雖有異 於尊說 者。 終 亦 不能 不. 歸於同 者 也。 來 

敎曰。 夫子 論 鬼神 曰。 精氣爲 物。 游魂 爲變。 故知 鬼神 之 情狀。 則 人 之 

自少 至老。 血 氣之滋 息游散 者。 即是 鬼神 之 情狀。 而又 曰。 未 能事 人。 

焉 能事 鬼。 則 人 之 事 生 父母。 所以 事 先 世祖考 也。 僕窃謂 夫子 精 氣- 

遊 魂 之訓。 亦該 萬物而 言。 不專 指此人 也。 夫 萬 物 之 生。 惟人 得其秀 
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而 最 靈。 五 性 具 焉。 萬 善 足 焉。 神 知 妙 覺。 獨 殊 異 於 衆 物 矣。 夫 衆 物 之 

枯 死。 循 其 氣 之 所 適。 則 其 已散 者。 旣化而 無 有。 固 已 不 待 言 矣。 惟 人 

以其靈 通 至情。 不忍其 祖考之 精神。 忽焉 而歸於 消滅。 是以 自其始 

死。 吊魂復 魂。 立重設 主。 爲之 宗廟 以假 之。 立 之 尸 祝以祭 之。 皆 所以 

聚其已 散。 而不至 於 絕滅。 盖雖 如涉於 人爲。 然此 亦， 聖人 之 至敎。 所 

云 因 其 所有 而品節 之 者。 而固非 有 所作 爲於 性分 之 外 也。 易 曰。 萃 

亨。 王 假 有 廟。 又 曰。 渙 亨。 王 假 有 廟。 盖 其 義亦甚 明矣。 夫萃之 爲 卦パ 兄 

上坤 下。 澤上於 地。 爲萬物 萃聚之 象。 然孰不 爲萃。 萃祖考 之 精神。 萃 

之大者 也。 故 文 王 繋 此卦以 此辭。 而文公 又 作 之 本義 云。 廟 所以 聚 

祖考之 精神 也。 又 人必能 聚已之 精神。 則 可以至 于廟而 承祖考 也。 

夫 澳之爲 卦。 巽 上坎 下。 風 行水 上。 有離披 解散 之 象。 凡 物 之 離 散。 皆 

爲可 憂慮。 而莫甚 於 祖考之 精神。 渙散 而盡。 故 救 渙散之 道。 亦 莫大 


於收合 祖考之 精神。 故 文 王 於 此卦發 此理。 而 本義 又 云。 祖 考之精 

神旣 散。 故 王者 當至於 廟以聚 之。 僕 嘗亦觀 其 象。 萃與澳 。皆冇 互艮。 

艮爲鬼 冥 門。 腿赶 雌難颇 輯即廟 象。 又 其德爲 止。 故爲止 祖考之 精神 

於 廟中之 象。 是則萃 之 所以 能 爲萃。 而澳之 所以 能 救澳者 也。 觀此 

1 一 卦。 祭 ま 之 道。 感格之 理。 豈 不亦顯 然 明 著 乎。 g  g 藝 sglis 

f 稀 誠 s 難 職。 焉。 若 窮理不 及 於此。 輙 曰。 人 物 之 生。 同 歸於ー 壞。 而 精 神 

魂魄。 蕩然無 餘。 其已散 者。 不可 復萃聚 之。 則 人 之 靈與物 之 頑。 相 去 

幾 何。 而 聖人 之祀 典。 果 出 於强爲 耶。 詩 書 所 明 言。 祖 考 來 格。 神 嗜 飲 

食 之 類。 皆 非 其 實 耶。 借 曰 祭祀 之 報。 本 於 人 心。 其 牲 幣 酒 醴。 只 是 表 

吾 心 之 誠。 其 饗 與 不 饗。 固 不 必 問。 其 氣之 散而無 有。 吾 心 明 知 之。 則 

其 所 云 誠 者。 又 何 由而生 哉。 然 則 祭祀 之 敬。 必 自此而 弛。 報 本 之 誠。 

必 自此而 衰人 之 事 祖先 者。 必 自 此而慢 矣。 嗟 乎果如 此。 則 其 言 之 
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害 於 名敎。 不啻如 兼 愛爲己 之說。 吾 誠 不知 其 流 禍之於 洪水 猛獸 

何 如 也。 又 窃謂 夫子 所以 語 子 路。 盖 曰 人鬼幽 明。 其 事 不 同。 而 其 理 

則 未 甞有ニ 也。 故 事 人 者。 爲 子 則 孝。 爲 弟 則 弟。 孝 弟 之 至。 可 以事鬼 

神。 能 盡事人 之 道。 則 事 鬼 之 道備焉 耳。 非 曰 人 之 生 父母。 即其 先祖 

之 同 氣。 故 能 事 之。 便 是事其 先 祖 也。 僕 甞見上 蔡我之 精神 即祖考 

之 精神 之說。 而窃疑 之。 以謂謝 氏 之 意。 若 曰 除 我 精神 之 外。 更別無 

龃考之 精神。 則 其 三 曰齋。 七 曰戒。 致精竭 誠。 求 諸 陰陽 上下 者。 不識 

义字似 衍文 是 求 何 物。 若 又 曰 只 是聚我 之 精 神。 在 我者旣 聚。 即 是祖考 之來格 

也。 則 是 乃 自聚自 格。 自 祭 自 饗。 何 異乎夫 曰 以ロ齔 口。 以目 視 目。 其 

I， 之 猿 理之虛 。而其 勢 之 逆。 却 不在 于彼。 而 在于此 矣。 是 安 有此理 耶。 其 後 

讀 朱 文 公 集。 獲 思 上 蔡語則 可 見 其 苗 脉 之 言。 而 昔日 之 所 疑。 忽 釋 

然而 氷解 矣。 盖 吾之此 身。 即 祖考之 遺 體。 吾 之 與 祖 考。 初 無 間 斷。 故 


採而有 今一 
似 曰 出頓齋 
未 素 其師先 
妥無 右未 生 
當師 者聞赏 


而 已 矣。 是 文 公 苗 脉 之 

理。 而不及 其氣。 於 聚散 

而 應 者。 不 可 得 其 著 落。 

期矣。 是則雖 有 同 於 尊 

物。 使 之 一 本。 故 天下 之. 

理。 無 兩是。 無兩 非。 二者 决不容 離立而 並存 也。 今旣奉 至敎。 而尙狂 

易 偕 越。 辯論不 置。 豈敢 自信 其說。 而取必 於 然諾。 誠 思 僕 輩 雖甞尸 

祝 洛 呵然 其 所 學。 素 無 師 授。 使 仰 於 群 言 擾雜之 間。 以擇 其 當。 雖 自 

謂 其 理如此 。安知 非私智 偏見。 幸蒙不 鄙。 而 所見 不合。 正宜 傾倒 胸 

懷。 呈露 疑惑。 賴其 折衷。 以歸從 於 一 是之 地。 又 况來敎 誘 掖之餘 。使 

得盡其 狂言。 亦 何 敢不求 其 益。 而徒 以僂懷 雷同 爲乎 哉。 因 復極陳 

其 鄙見。 以請其 定論 如是。 伏 望鑒其 忱悃。 恕其偕 串。 愍其所 不逮而 
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因 此祖考 之 遣體。 以感招 其祖考 之氣。 如斯 

說。 而謝氏 之 本意。 亦不 外於此 也。 若 惟 語 其 

存滅之 故。 所見 不眞。 則 所 云以類 而感。 以類 

而 聖人 享 蒂。 立 廟 之 意。 亦 愈 莽 焉而卒 無 了 

說焉 者。 終 亦 不能 不出 於異者 也。 夫 天 之 生 
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敎之。 則 千 萬 之 幸 也。 啓 再拜。 

答 玉 井生 書。 論 尙齋來 格 說。 大 都 以文 公 答 藤 吏 部 書 爲 斷 案。 

可 謂明詳 的確 矣。 然其間 極 有 可 疑 者。 已併論 之。 今 錄上呈 鄙 

見。 恐 有 不中理 者。 幸賜批 誨。 啓 又 拜。 

性 者 公共 之理而 已矣。 故 心 有 生死 存亡。 性 無 生死 存亡。 其爲 不仁 

不義。 雖若傑 紂盜跖 。然其 性 未甞亡 也。 但 心 之 惜蔽。 不 見知 其理之 

備我 耳。 此 一 事固與 鬼神 之說。 不甚相 干。 然 吾人 平時 所 講究。 性理 

之學。 此等頭 腦處。 豈可放 過 乎。 仍遂 及此。 如 未 爲然。 則詳悉 見敎。 何 

惠如 之。 

廢吏部 少學佛 氏。 其 後雖讀 楊龜山 書。 而 悟入 於 吾 道。 尙往々 不免 

於戀着 舊時窠 白。 認得 一 箇有知 有覺底 物。 目爲己 性。 把持 作 弄。 到 

死不肯 放置 之 意志。 文 公 先生 欲 痛破此 見。 故 其 所 答 書。 造語 太 快 ( 


是以讀 者 多 誤解 其 意。 然寬心 遊 意。 反覆 味 之。 當 必見 先ハ 端的 處耳。 

抑 其 所 云 曰生而 浩然 者。 不知 尊意 以爲 何物。 曰理。 曰氣。 

理搭 付氣而 在焉。 誠然。 誠然。 若 無 是氣。 則是理 又掛搭 何處。 而又忽 

曰。 在 子孫 有 當祭之 理。 在 祖考有 當饗之 理。 當 祭當饗 之理在 于斯。 

而 鬼神 即感格 于斯。 此甚 不可解 矣。 夫 曰 祖考之 精神 尙存。 故 祭祀 

之。 是 僕 之 鄙 見。 而 非 長者 之 正論 矣。 若 曰 祖考之 精 神。 果 散 化而無 

有。 則 亦 豈 可 曰有當 祭 當 饗之理 哉。 而 尙曰有 之。 却 似此 理別爲 一 

物。 而存 於氣外 者。 不惟與 前 理搭氣 之 言。 自不 相苻。 推而論 之。 是可 

以 離心而 言 性。 可 以 離視而 言 明。 可以 離^ 而 言 聰 也。 豈 有 此理。 

以雷與 火。 喩祖 考來格 之理。 殊覺未 安。 朱 子 語類 中。 後 波 前 波 之譬。 

如 與高說 相 類。 然此却 無 不可。 盖 流水 之 波瀾。 前後 似 不相屬 者。 然 

只是 一 脉。 未始有 間斷。 故 子孫 之氣。 與祖 考之氣 相接續 者。 乃得以 
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是爲譬 耳。 彼 其 陰陽 薄 而雷發 。石 鎌 蔓而火 出。 後 雷與前 雷。 全 無 干 

涉。 後 火 與 前 火。 絕 無 經 歷。 而 以此况 之。 則 子孫 求 之。 而祖 考來格 者。 

亦 今日 之來格 者。 非 先日 之 發揚者 也。 而可 乎。 吳伯豐 甞有此 疑。 而 

文 公 以爲非 是。 願 先生 更思 之。 

程 子 雷 起 於 起處之 語。 此亦有 說焉。 明 道 先生 曰。 堯 夫欲耍 以數傳 

與某 兄弟。 某 兄弟 那得 工夫。 耍學須 二十 年 工夫。 又 晃以道 甞以書 

問康節 之數于 伊川 先生。々 々 答 書 云。 願與堯 夫。 同 里 巷 居 三十 年 

餘。 世間 事 無 所 不問。 惟未甞 一 字 及數。 盖ニ程 子 素 不好數 。其 意以 

謂 不必廢 當面切 近 之 功。 而推 背面 許 多 之數。 今與邵 子爲此 言。 亦 

此意 也。 而 先生 引 據之。 以 立 起 於 起 處則滅 於滅處 之說。 恐 非 程 子 

之 本意。 幸詳 之。 ■ 

尙齋來 袼說。 舊年甞 一 讀。 今 都 不記其 語脉。 故 不敢穿 墜 作 之辭。 然 


其氣旣 不絕于 天。 豈 不有理 在天。 子孫 求 之。 而 祖考來 格。 是 理之當 

然矣。 先生 遽坐 以談惟 說誕。 而與夫 嘯 於 梁 立 於 堂 者 並 論。 吾 誠 恐 

天下 後世。 必有議 其 深 文 者 也。 狂言 至此。 未甞不 戰惧。 然區 々 之 至 

情。 亦 恃眷愛 之 深 爾。 若 有 可 敎。 願 不憚煩 也。 仲 秋 念 日。 

十月 八 曰  復象山 書  重 昭 

鬼神 之說。 再 承 商 訂。 極 感 不 鄙。 宜 速 奉 報。 而此議 本 發於玉 井生。 中間 揷入 與 賢 丈 牲 

復。 稽 緩十數 日。 玉 井延 領久 之。 故領賜 書。 不得不 直 去 寄與。 而生 亦不乍 還來。 加以衰 

憊 不堪 寫 字。 遷 延 曰 月。 爲 罪 不 細。 伏 惟 憐 察。 抑 鬼神 之義。 夫子 有 言 曰。 之死而 致死 之。 

不仁 而 不可 爲也。 之 死 而致生 之。 不知 而 不可 爲也。 可以爲 千古 談 鬼神 之斷案 也。 而 

人 失 於 其 所 好。 是 以以爲 有。 則 固以爲 有。 而遂至 煩 瀆 猥 褻。 無 所不 至。 以爲 無。 則固以 

爲 無。 而 遂 至 忽 略 怠 慢。 亦 無所不 至。 二者 皆 病 也。 惟 敬 而 遠 之。 乃 仁 知 兼 至。 而 爲達鬼 

神 之情狀 矣パ 2 翁 來 格 說。 極 言 鬼神 之理。 曰雖 祖考已 死。 其理不 滅。 則 其 氣亦不 絕。 曰 

木主爲 活物。 曰 不滅 之理。 藏於不 絕之氣 。曰 祖考已 死。 魂魄 不至據 散盡。 至 其 門人 爲 

說。 則 旣以此 爲先覺 未發之 妙。 而亦 有祖考 之理。 藏於知 而無延 之說。 然則與 彼 伯 有 
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爲勵。 程 子 所 云別是 一 理者。 正 同條芎 而尤非 所以 說神祗 人 鬼 之正理 也。 是 以愚不 

lg  二字 似 肖 未 能 不容窃 疑 於 其 間。 而 來敎輙 謂。 其 流 禍不啻 兼愛爲 我。 深 自 畏 怖。 不 知 所 措。 而 

又 自謂三 復 忠告。 漸補前 失。 以免 洪水 猛獸之 害 則 幸矣。 然又自 悼 桑输景 薄。 曰暮途 

遠。 一 旦溘 死。 不 能 窮 尊 示 之 萬 一。 則 爲慽多 矣。 旣 而又自 思 寧 死。 果 有夫 所 云 不滅 之 

理不絕 之 氣與無 延之知 也。 猶 能 得 尋思領 略 於 九 原 之 下。 負 荆 以立於 鬼 冥 之 門。 則 

幸 之 又 幸 也。 來敎 所論 互體 鬼門 之說。 雖所不 見 於 程 朱 之說。 然卦爻 之 所蘊。 亦容有 

此。 謹 聞 命矣。 其 他人 物 有無 等 之說。 盖亦有 所 受矣。 雖未能 無  一 二。 然非 S 筆 癡舌之 

所盡 也。 至 別紙 所 云 々M 慢條陳 鄙衷。 古拙 之 言。 固 不足 瀆高聩 也。 千万 惟亮。 • 

十月 初 八。  山 口重 昭拜。 

復佐久 間 賢 丈 坐 下 

. 所 賜 別紙 第一 節。 心 有 生死 存亡。 或 似 可 言。 而 不仁 不義 如 柴紂。 亦 失 其 本心 而然 

也。 舜 禹 授 受" 有 所 云 道心 考則 不可 以心 槪爲 無賴 惡 少 也。 

第二 節。 朱 子 焚： 惠 書。 尊 意 謂 造 語 太 快。 讀 者 多 誤解 其 意。 據 鄙 見。 此 正 是 所以 解廖 

之 惑。 自 不得不 如：：：， T 未見 有 太 快 之 失。 但 不知 是乃 誤解 之 處與否 耳。 至 節 末理氣 


之 別。 則 鄙 意 謂 所 云 日 生者 氣 也。 所以 生者 理也。 . 

第三 節。 有當祭 之理。 有當饗 之理。 鄙 意 本 欲述上 蔡祖考 精神 便是 自家 精神 之寫 

而 造語 拙^ 致 誤尊聩 耳。 

第 四 節。 雷火 之說。 鄙 生 以是窃 議尙翁 前後 波 之說。 而 取譬不 佳。 似 有 踏 伯 豊非是 

之 覆 轍。 犯 推說太 多。 反 成 汨 沒之禁 者 矣。 擧 而 被 吿。 深 荷 警 策。 然 程 子 論 曰 月。 有 一 

日 一 箇之 謂。 而朱子 亦 曰。 曰 月 陰陽 之 精。 終 古 不易。 然非以 今 曰 已映之 光。 復爲來 

日 將升之 光也。 以是推 說.. 以論 陰陽 合 散斷續 之義。 雖曰前 雷 後 雷只是 一 雷。 前 火 

後 火只是 一 火。 其 苗 豚 在 陰陽 石 鎌 之 中。 終 古 不易。 亦 似 未見 其 有 病 也。 

第五 節。 數者術 家 之 所尙。 理者 儒者 之 所務。 若欲以 數了當 天下 之 事。 必有所 窒礙。 

而未免 有 疑 也。 程 子發堯 夫。 所以 扶持 世敎ポ 啻當面 背面 好 尙之異 也。 且 旣言發 

於 發處。 則不得 不言 滅於 滅處。 亦 陰陽 合 散 自然 之理 耳。 

第 六 節。 深 文 之 譏。 大 ste 僻 性。 受 賜 是 深。 但 聖 人 不 語 怪力 亂祌。 而朱子 解 之。 以 謂 聖 

人 於 神。 則 論 其 理以曉 當世之 惑。 非 世人 之 徒 語 而反以 惑 人 也。 然其及 之 也 亦 解 

矣。 尙翁排 毀 吾邦 所 云 神道 者。 斥以 異端 邪說。 但恐人 之 惑 之。 而特 於來格 之說。 屑 
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々言 而^ 措。 終 不知 其何說 也。 然是宜 闕疑而 不敢言 也。 繼是 有復被 海。 亦或不 a 

回報 以重深 文 之 罪 也故豫 敷此悃 誠。 若 不深咎 。幸甚。 

三 與山ロ 菅山書 

又 辱 垂誨。 向所 論 鬼神 祭祀 之義。 狂 妄之 言。 已蒙 容受。 膚淺之 見。 お 

頗見納 用。 足 見 高 明擇善 而從。 初 無 適莫之 意。 此眞僕 所 嘆 服 欽サぉ 

而 不能 已者。 何 幸。 何 幸。 然來喩 謂 尙未能 無  一 二。 亦 非 筆舌 之 所 能 

盡。 是 以甚欲 面 承。 奈 何 ニ竪爲 祟。 喘 0 殊 劇。 眩 胃 潮 熱。 沈 緜 浹 旬。 恐 

非 不曰可 得 謁見。 然旣領 垂誨。 久不請 益。 於心甚 不安。 因 復姑命 筆 

紙。 以 寫 所 懷。 幸 賜 覽 焉。 來 論 云。 夫 子 有 言 曰。 之 死而致  一 t 之。 不 仁 ^ 

不可 爲也。 之 死 而致生 之。 不知 而 不可 爲也。 可以爲 千古 談鬼 之 

斷案 也。 嗚呼 何以得 聞此語 乎。 此僕之 所 從前據 以爲言 者。 而今 先 

生 不揆又 發 此 n 是 所 云 不約而 契。 不 求 而 合。 喜 躔何可 言 耶。 其 大 


所旣如 此矣。 其 他 小 處= 時 或 不能 無 出入。 譬如東 流 之 水。 閒有派 別。 

决知其 終 同 歸於海 也。 則 亦 當 置而不 論。 但 反覆 來 論。 辭 則 謙虚 返 

託 。而 語 意 之 間。 極 有 不可 悟 者。 殆 亦 以僕爲 輙立昔 刻 之 論。 陰 助 尙 

齋。 以壓 尊說者 也。 故 中間 戯爲果 有 云 々之 語。 以發其 昏蔽歟 "僕 何 

敢 不知 感其盛 意。 然僕之 本心。 殊不然 也。 來格說 。牲 年所甞 看ギ雖 

遺 忘 過半。 亦 尙能記 其 大略。 盖 以僕觀 之。 通 編 瑕 滓 極 多。 不但 長者 

所 斥。 然 此書大 旨。 只 是要敎 人 起 祭祀 之 敬。 以救時 俗 偷薄之 奥。 則 

亦 極 美 意矣。 但其命 意 新奇。 而 文字 簡陋。 是以 其說驚 怖。 而不免 於 

き 之 下 疑 所 云 不知 耳。 然亦 不可 謂 之 君子 之 言矣。 若 夫 尊說。 便 以此爲 伯 有 

爲厲之 類。 而遂 謂祖考 精神 散而無 有。 是其 正理。 則 或 過 於 明智。 而 

不幾乎 夫 所 云 不仁 而 不可 爲乎。 僕 論 其 流 弊。 以爲浮 於 兼 愛爲我 

者。 盖 以 此 矣。 昔 者 孟子 之 知 言 也。 曰 墨 氏 無 父。 楊 氏 無 君。 雖 夫 二 氏 
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亦是 一 時 之 賢者。 且其所 爲說。 或 行仁而 過。 或 行 義而過 耳。 其始固 

未 有 滅理亂 倫 之甚。 而 其 流禍之 極。 孟子 至 比 之 於 夷狄 禽獸。 夫 行 

仁義 而過。 其 所抵。 且猶 如此。 而况 不仁 之 意思。 正 所 云 毫厘之 差。 千 

里 之 謬。 不能 不如 此辨。 然此豈 容易 發之。 便是 多少 苦心。 盖不直 則 

道不 見。 故不獲 已而竟 一 言 之。 亦 不敢自 鄙 外 於 門墙。 以 負惓々 之 

愛也。 惟冀照 亮。 所 賜 別紙。 諄復開 導。 而淺暗 尙有未 能 通 者。 更具於 

後。 伏望視 至。 其 間 亦 必有可 因 以指敎 者。 切 祈 不棄。 、 

別紙 首 節。 鄙 意 但謂心 可 謂 生死 存亡。 性 不可 謂 生死 存亡 耳。 g 

iSSS  。固 非 以心 藥爲無 賴惡少 也。 不審 先生 何故 又有此 言。 

文 公 答 廖吏部 書。 文氣 激昂。 辨駁 痛切。 盖不 如是。 藤 之 惑 未 易 開 

發。 誠 如 尊 意。 僕 前 書 云々。 亦 未始以 造 語 之 快爲失 也。 故 曰。 寛 心 

遊 意。 反 覆 味 之。 當 必 見 其 端的 處。 且僕 所以 有此 言。 盖 向 听 示 書。 


所 云 根 於理。 而曰 生者。 亦曰以 下。 數 十 百 言。 反 覆 論 理。 而 不 一 言 

及氣。 僕 是以窃 疑 尊意。 或 亦以日 生者 認爲理 也。 故甞 一 問 之。 然 

今 誨答乃 曰。 日 生者 氣也。 所以 日 生者 理 也。 誠 符 愚見。 則 向 之 所 

疑。 已 脫之弧 矣。 僕 又 何 言。 雷 火 之 喩與水 波 之 譬 異 之 辨。 初 似 亦 

容納。 而忽又 別 引 程 朱 論 日月 之 語。 以證 高說。 恐 亦 未 免 撟埴之 

弊。 窃謂 大抵 本意 明白 處。 即不 須更以 他說遷 就。 費 多少 分疏。 旣 

於 本旨。 無 所 闡發。 復於旁 意。 反 有 所累。 又 况程朱 所論。 自有所 指。 

不但如 來諭所 證而已 乎。 然却是 枝葉 之 末 論。 不敢執 滞 言語。 以 

取 再三 之 瀆。 他 日 謁 見。 以 卒 所 請 也。 

旣言發 於 發處。 則不得 不言 滅於 滅處。 亦 陰陽 合 散 自然 之理耳 

^ 垂 t  。不 謂 無 其 理 矣。 然 愚 意 終未敢 安。 因 謂 先生 自 創立 此 說 

却 自不妨 。但引 程 語 合 之。 則斷然 不可 矣。 盖邵 子學老 德邵。 玩心 
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高 明。 觀 天 想 之 運 化。 陰陽 之 消息。 以達乎 萬 物 之變。 頹然其 順。 浩 

然其歸 。固 不可 以術 家視 之。 亦 豈可謂 窒礙而 未 免 有 疑。 是以程 

發字 同前 子發之 乎。 且邵程 所論。 方位 之說 也。 先生 所 主。 合 散 之 論 也。 自是 

不同。 故 曰 不可 牽合矣 。而滅 於 滅處之 言。 終 足 以長時 俗 t 薄 之 

srM 弊。 則 雖曰創 說不妨 。然亦 未 甞爲高 明 深憂 之 也。 請更 詳悉。 

末節。 繼是有 復被誨 。亦 或不敢 回報。 以重深 文 之 罪。 嗟 乎 。使； a 者 

有此言 者。 誠 狂 妄之過 也。 深 知 自責 矣。 不敢 多言 文 之。 夫君 子 之 

過 也。 如 曰 月 之 食 焉。 過 也。 人 皆 見 之。 更 也。 入 皆 仰 之。 僕 雖非君 子。 

J 所願 則學 君子 也。 理到之 言。 固不得 不服 從。 如 有 不當。 望更 示。 

孟子 與吿子 論 人性 也。 吿子 以祀柳 S 水 求 勝。 子 1 子析 之。 以羽玉 犬 牛。 象 山 與菅山 論 

鬼祌 也。 菅山以 陰陽 相 薄 石 鐮相憂 爲喩。 象 山 乃 根 據詩齊 而斷以 易卦。 其 筆鋒 之 鋭。 

何 管 斧以斯 之。 剂別精 核。 辨析醒 快。 議論 愈 多。 頭緖愈 整。 如泰蚕 吐絲。 如 秋 山 出 雲。 遂 

層牽. ^綿々 不絕" 可 謂 有 排山倒 海 之才。 而有斬 釘 截鐡之 力 者矣。 或 曰。 象 山 所論。 1 


則 至矣。 然 措辭激 切。 動有圭 角。 以觸人 之 怒。 是以 至使营 山。 曰^ 洪水 猛獸之 害 則 幸 

矣。 又 曰 負 荆以立 於 鬼 冥 之 門。 則 幸 之 又 幸 也。 母 乃 大圭之 瑕 乎。 余應之 曰。 何 傷 乎。 孟 

子 大賢。 尙有些 英氣。 顧 立論 義理 如何 耳。 象山此 論。 有 大裨於 名敎。 學者其 可不讀 乎。 

乃 跋此語 於象菅 往復 六 篇尾云 爾。 天 保 十 年 嘉平月 松 代 織 原 貫 忠識。 

答 一 齋 先生 論 太 甲 在 桐 年 數尙書 孟子 不同 

啓按。 士虞禮 云。 朞而 小祥。 叉朞而 大祥。 中 月 而禪。 鄭玄 云。 中猶閒 也。 

禪祭名 也。 與大祥 間 一 月。 自喪至 中。 II 凡 二十 七月。 今尙書 注疏 

云。 湯 a 元年 十 一 月 崩。 太甲以 十一 一月 即位。 是太甲 中篇 十一 一月。 却 

在 未 禪 前 一 月。 而不得 爲服闋 之踰月 也。 然公 羊傳。 亦 有 三年 之 喪。 

二十 五月 之說。 則 是却無 不可。 但必以 二十 七月 之 制。 自復 政而推 

之。 則 王 之 崩。 實 在 九 月。 而 非 十一月 矣。 且 蘇 氏 云。 崩 年 改元。 亂 世 之 

事。 不容伊 尹 在而有 之。 是 千古 之 至論。 恐當從 其說。 以伊訓 十二月 
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爲 王 崩。 明 年 之 正朔 即位 改 元。 乃 有 道理 也。 惟 太 甲 以元祀 見 放。 以 

三祀 元朝 復歸。 其 間 在 桐 者。 實爲ニ 年。 則 疏云序 之 三年 復歸 者。 謂 

即位 三年。 非 在桐宮 三年。 此說 近是。 而 孟子 三年 以聽伊 尹 之訓已 

之 云。 畢竟 爲可 疑矣。 然 孟子 此節。 本 承 上文。 爲明伊 尹不有 天下 之 

由。 而 重言 太 甲聽訓 之久。 則 必是加 其 元朝 未 離 桐 之 間以爲 三年 

也。 如是 爲說。 似 稍 可 通。 然尙書 古文。 久爲 識者 所 疑。 而朱子 又 曰。 湯 

時 自無由 可 推。 不必 深考。 則此等 同異。 闕疑 息辨。 似 尤爲是 也。 鄙見 

如此。 尙有 不當。 幸 賜 至敎。 

與 安積 艮齋論 朱 學 管 窺 

向 蒙寵示 朱學管 窺。 發明 詳備。 固 非 近 儒 雜陋所 及。 况半陶 齋^ 

論 之 亦 至。 然猶博 謀 下詢。 不棄 1121。 尤見謙 虛之德 。愈 下而愈 光。 第 

顧 啓 之 愚 鄙。 不足 以有裨 補 於 高 明。 玆 爲愧懼 耳。 然 反覆 之 亦 育 


可 疑 者。 不敢不 盡所懷 。計 高 明 於 此必有 定論。 勿 吝垂誨 幸甚 

天地 之 所以 生 萬 物 者。 陰陽 ニ氣 也。 陰陽 之 所以 升 降 翕 闢者理 

也。  、 

此 語固是 至 當。 但 其 下 並擧屬 氣。 絲舰 掘。 也 屬理物 事。 滅ま 赋 i 。而 謂 

其 名 雖異。 其實 一 而已矣 。是則 所 未曉。 不知 周 張 程 朱。 亦 有 如此說 

者 否。 

理 無形 而氣 有形。 

下 形 字 未妥。 改爲象 如何。 

理 不能 獨 立。 必 附氣以 立。 氣 不 能 獨生。 必 因理以 生。 

. ^義甚 精。 然 以啓見 之。 猶 是 多 二 能 字。 如 削 去 之。 似 更 佳。 

氣同 則理亦 同。 氣偏 則理亦 偏。 

竊 gf"  M 進 有. 扁同之 殊。 理 則 無 偏 同 之 可 道。 今 曰 理有偏 同。 極 是 可 
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疑。 恐 不若删 去 之 愈 也。 • 

人禀 陰陽 五行 以爲 形。 其 氣同備 。故 其理亦 同備。 所謂 健 順 五常 

之 性 也。 善而無 惡。 惟 聖人 氣質淸 明。 故 得 以同其 性。 中 人 以下。 不 

能 淸濁昏 明 之 不齊。 故 性 之 本體。 雖善而 無 惡。 然墮在 氣質之 中 

. 爲 其 所 拘蔽。 張子 曰。 所謂 氣 質 之 性。 是 也。 

按 陰陽 五行。 即 天地 所以 爲 造化 者。 闕 一 則 無以爲 造化。 造ヒ 不可 

爲。 則 天地 之 用。 幾 乎 息. 矣。 故 萬 物 之 生。 雖由 開蔽通 塞。 而有 人物 之 

別。 然其 必得此 氣以爲 形。 必得此 理以爲 性。 則 亦 無 二 致。 所謂 健 順 

五常 之 性。 豈獨人 也 哉。 觀 中庸 首章 注。 及 大學或 問。 而可 見矣。 因 謂 

此條只 合 依 或 問說。 曰 人性 本 善而無 惡。 然禀有 厚薄 清濁。 必其上 

智 以上。 乃 能 同 其 性。 而 無少缺 欠。 其 中 人 以下。 則 雖善而 無惡之 性. 

亦已墮 在氣質 中。 爲其所 拘蔽。 則亦與 張子 所謂 云々 相 通" 而文養 


明暢。 自無弊 病矣。 

張子 所謂 變化氣 質 者。 非 盡 變剛而 爲柔。 盡變柔 而爲剛 也。 

盡 字不必 下。 欲 作 非 謂 變剛而 爲柔。 變柔 而爲剛 也。 如何。 

今人 甚 愛子。 不 肯敎戒 。其 子 驕傲 日甚。 遂至相 嫉如仇 響。 是 仁愛 

之 流 而爲惡 也。 

肯字未 安。 相 嫉如仇 響。 亦恐與 仁愛 之 流 而爲惡 。不相 合當。 若 改作 

淺人愛 子。 惑 溺 姑 息。 遂 使 其 子 驕傲 日 長。 甚 則 隕身覆 宗。 却 貼 然。 

據此則 非 性 中 有 善惡。 . • 

善 字 恐羡。 

愛 之 理。 心 之 德。 皆 以未 發之理 言。 

朱 子此兩 句。 各含體 用。 亦 自 顯 煥。 今 專爲 未發之 理。 不 知 何 說。 

渾然之 中。 雖無 形象 之 可 見。 而四 者本是 似有界 限。 
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似 字 恐 不可 着 ま 删此 一 字 庫 限 下 加 意思 二字。 方覺有 味。 

能 敬而不 失。 可以立 天下 之 大本 矣。 

或 問 孝弟 爲仁之 本。 此是由 孝弟 可 以至仁 否。 程 子 曰。 非 也。 盖 孝弟 

是仁之 一 事。 若 或 人 之 問： 則 離 而ニ之 U 故 程 子 非 之矣凡 所謂 可以 

者。 皆 用 カ之辭 也。 今 夫 敬而不 失。 便是立 大本 之 事。 固 非 有 二。 而以 

可以言 之。 則 是似敬 而不失 之 外。 別 有 所謂 立 大本 之 功也。 然則其 

不失者 何事。 而 大本 者。 又 指 何物。 殆 不可 通。 夫 立 本 之， 說出 中庸。 而 

其 立 字 不是用 力 字。 但謂其 於 所 性 之 同體。 無 一 毫人僞 。而 天下 之 

道ギ 變 萬 化。 皆 由此 出。 則 此處亦 須改爲 天下 之 大本 斯立矣 。乃庶 

乎 其 可 耳。 

世 之 用 力 於 持 敬 者。 或拘迫 執滯。 常 把 一 敬 字。 着 在 胸中。 往々 因 

藥發 病。 


當年學 者。 多是 篤志 實學。 故往々 却 有此般 病。 故 朱 子 亦 時 及 之。 今 

則 異乎此 。文 辭考據 姑舍。 雖其 曰從事 於朱學 者。 大抵 皆從誦 坐談。 

能 用 其 力 於 持 敬 者 鮮矣。 是以世 亦 未見 有 坐 此病者 也。 若 今而有 

斯 人。 便 是 所 謂 空 谷 足 音。 假 令 其 拘 迫 執 滯。 間 有 弊 病。 自 是 可 敬。 况 

持 敬 之 方。 近 出 諸 書。 旣 明 且 備、」 善 讀 者 當 自 知 之。 則 又 未 必有此 弊 

也。 此等 議論。 仍例存 之。 固 不妨， 然在 今時。 未甚 親切。 則 除 之 却爲簡 

淨。 

虔 靈 不 昧。 見 佛 經 智 度 論。 

當爲佛 書 大智度 論、 錄異氏 書。 經 與論。 其 體自有 分別 矣 

但 電光石火。 所照不 多： ， 

改多 爲廣。 如何。 

格 物 之 方。 亦 多矣。 而其要 在 乎 即吾所 接 之 物 而格之 

象 山淨稿  i 
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此語固 好。 然下文 謂 天下 之 事。 豈 得盡踐 而悉究 之。 惟 即吾所 接 之 

物而格 之。 及 其 已久。 則 跪然會 通。 皆迎 而解矣 。則 語 意 亦 太 粗矣。 

夫 格物致知。 正大 學之 頭腦。 豈可艸 々如 此說過 哉。 案 朱 子 語 曰。 格 

物 便是耍 間時理 會。 不 是 要 臨時 理 會。 間 時 看 得 道理 分 曉。 則 0 至 

時 斷置自 易。 此方 是說袼 物 之 時候。 甚爲 明白。 叉 案 程 子 語。 一 謂 格 

物 莫若察 之 於 身。 一 謂當察 物理。 不可 專在 性情。 皆 是內外 互， e 發 

處。 尤可以 見 天下 之理。 纖悉 細大。 須是逐 旋理會 之 意。 據今 所論. 同 

不曾見 間 時 工夫。 而只以 臨時 爲主。 而似在 吾 所 接 之 外。 漠然 不復 

經意 者。 嗟 乎 如 此闘畧 。而期 其 脫然有 悟處。 殆亦 炊沙作 飯矣。 又 謂 

登 大山 者。 必躬 經峯巒 林壑。 而後 可 謂 之實見 也。 遊 京師 者。、，^ 足涉 

康衢。 而後 可 謂 之眞知 也。 若 徒 案 圖而察 之。 雖 盡精微 曲折。 竟不免 

爲虚 見。 此論亦 切實。 然恐未 允當。 蓥袼物 者。 即事觀 理以到 其 極 之 


謂 也。 故躬經 足涉。 固是格 物。 案圖究 之。 亦是格 物。 初 非 有 優劣。 且旣 

盡 其精微 曲折。 而區域 形勢。 都 識得他 破。 則 雖得之 於 圖經。 獲 之 於 

記 聞。 視 夫 漫 然經 過。 討 探粗署 者。 則 遠 甚 矣。 又 安 可 謂 之虛見 哉。 萬 

一 如 其 云。 則 下 文 讀書袼 義理。 莊 敬以誦 之。 體 察以究 之。 其 未當事 

以前。 則 亦 可 謂 之 虛 見 歟。 大 率 此 條。 欲務發 知 行 並用 之 意。 而 不 知 

其 反戾於 大學之 本旨 也。 望 更思 之。 

中庸 首章々 句。 兼 人物 而云。 人 爲萬物 之靈。 猶 不能 無 Jlf 質之不 

齊。 况鳥獸 乎。 鳥獸氣 之偏駁 者。 固 不能 具 五常 之理。 又 不能 推而 

充之。 然有 是氣。 即有 是理。 理 善 而無惡 。惟 爲氣 質所錮 塞。 故 虎狼 

之 搏 暖。 非 理 之 罪。 乃 氣 質 使之然 也。 

啓 謂 鳥 獸已因 五行 之氣而 生。 豈 亦 不具 五常 之理 哉。 但 其 氣之偏 

駁。 不能 推 而充之 耳。 因 欲删去 不能 具 五. 常 之 理又八 字。 如何。 
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叉 謂 錮塞之 下。 似當 有是以 不通 耳 五 字。 

夫 理寓乎 陰 陽。 而 不雜乎 陰 陽。 本 自 周 流 無 滯。 

本自 周流 無 滯。 非 所以 說理 矣。 竊 謂此三 句當削 去。 於 行文 亦 未見 

有 所 欠 也。  。 

天命 有以 道理 云 者。 有 以氣數 云 者。 聖人 所 知者 道理。 若 氣數則 

聖人 不能 逆 料 之矣。  • 

非 聖人 不能。 不料 耳。  . 

鬼神 

此條 所論。 與 愚見 亦 大抵 不相 遠。 但所引 朱 子 一 一 說。 其間雖 若有異 

同。 其實初 無二 義。 而 長者 分 疏之。 一 爲以理 云。 一 爲以氣 云。 是則不 

不可 曉。 其 他 亦 不能 無  一 二 疑晦。 然欲請 其說。 亦 恐 措 語 煩擾。 啓甞 

與山ロ 菅山 論此。 有 書 三 道。 似稍顯 白。 今牲其 艸本ぱ irc 問 目。 其听 


不 中 理。 惟 高 明 裁 之。 不 勝 大 願。 不 宣。 

一 齋 先生 評。 朋友 切 達 如此。 耍亦不 失 古人 之 風。 可 敬" 

復 佐 藤 有 隣 

君子 之 言。 遜 順而 正大。 小人 之 言。 粋 誇 而 瑣 鄙。 今 賢者 之 云。 乃 與 君 

子不 相似。 而與 小人 相 類。 吾深惜 之。 大學 所謂 明德。 只 是人之 本心。 

包 性情 在 其 中。 朱 子 章 句。 其 義至明 至 白 至 允至 當。 無 可 疑 者。 特以 

賢者 讀書 究理 之功不 深。 是以 自生 疑惑 耳。 然苟不 有 所 疑。 不能 至 

於 無 疑 之 地。 故 讀書 者。 有 所疑爲 可。 但當 優游厭 飫以俟 之。 切 不可 

牽强杻 揑以立 臆說。 他日 於讀書 究理。 有 長 進焉。 則 今 之 疑惑。 以爲 

難曉 者。 終必有 所氷釋 止。 

章句 云。 明德 者。 人 之 所得 乎 天。 難 §醉1。 其而虛 i 之 靈ま之 不味。^ s。 

以具衆 理。， 。而應 萬 事。 |g 牲者 也。 § 触 子 i  。所 余以 章句。 爲 
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無 可 疑 者。 是 也。 賢 者 其以爲 如 ，t>。 . 

^  與君毅 

0 輕寒侍 養 想 淸穆。 啓 卜居 以來。 塵 事 倥 惚無足 言 者。 都下 亦 未見 卓 

然有見 於正學 者。 而朱 夫子 所謂。 經學 之賊。 文字 之妖。 則往々 有 之。 

然而^111家義理未精。カ量未足。不知所以爲之。良足憂懼耳。吾兄別 

來所理 何 書。 所論 何事。 久不 奉告。 無 由 聞 知。 幸 因 便 子細 報 來。 夺 屬 

三冬。 爲況又 何 似。 即今 作 何 工夫。 門下 後生。 日所詣 幾何。 後來 有望 

者爲 誰。 亦 可  一 一 • 及つ 

宮下 長兄 几下  . 

復月念 四  啓再拜 

白 井關 山 高 野 諸友久 不通 問。 會晤之 次。 請爲致 意。 

f 州  答 竹 村中甫 
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承 手 變。 謂 志 氣 昏 惰。 爲 學 不 進。 敢 請 有 一 言。 以 鉞 其 病。 相 與 之 厚。 

求 益 之. 深。 三復仰 歎。 爲愧 殊甚。 顧 僕 何人。 而能堪 之。 然竊以 謂、 お 知 

如此是 病矣。 則 不如此 是藥。 亦 可 知已。 若 更問其 治 方。 是則 所謂 騎 

驢覔驢 。非 所以 望 兄 也。 假使兄 以强於 僕。 僕 亦 强應之 。只 成 一 塲閑 

說話。 倶爲 無益 矣。 凡人 之 患。 在 不自知 其 病。 今 兄 已自知 其 病。 即自 

知 其藥服 之々 方。 豈 有 他 哉。 但 實 其 所 知。 因以 盡 其. 力。 善 則 倍 勉： 過 

則改 之。 平 居須是 儼然若 思。 頻 々提起。 久之自 熟。 當別有 得 カ處。 夫 

輔仁。 固莫若 朋友。 然爲仁 由已。 豈 他人 所得： 而與於 其 間 哉。 書不盡 

意。 惟 心 諒。 

與菊 池溪琴 

久脸賢 名。 常懷葵 心。 不料會 於 比隣。 親 描淸 光。 幸蒙不 鄙。 惠以近 刻 

詩 編。 拜 賜 之 重。 不 管 珠 寶。 退 而 終 編。 既 深 歎仰虐 感 得 暑 邪。 未果裁 
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謝。 又 辱 顧訪。 重荷. 湿惠。 自惟迂 拙。 何 以獲此 。愧悚 之 極。 不知 所以 爲 

，即 日 熱 甚。 不 審 起居 何 似。 僕 以 病後 畏 暑。 未 能 出門。 日間 復三反 

賜 刻。 增服其 高 情 遠 韻。 挺 然有不 群 之氣。 古人 云。 膽欲大 。而心 欲 小。 

近來詩 家。 類以 靡曼投 時好。 而 吾 丈 所作。 獨不爲 流 俗 所 移 易。 是膽 

大也。 世 之 標榜 門戶 者。 或 以奇蹇 飾 淺陋。 而吾丈 所爲。 獨運詞 淸雅。 

寄穠 鮮於簡 淡。 是心小 也。 於戯非 工夫 有 根本。 而 能如此 乎。 可 敬 可 

敬。 但 所 憾於此 刻 者。 編 首 序 引。 重 疊 煩 瀆。 令 人 懊 惱。 昔 者歐陽 公。 乍 

五代 史。 或 作 序 記 其 前。 王 介 甫見之 曰。 佛 頭上。 豈可着 糞。 竊嘗抵 掌 

以爲快 論。 今 吾 丈 之 詩。 世 間 不可 多 得。 而 諸子 之 文 字。 率 皆 庸妄猥 

鎖。 不免如 或 人 所以 見 笑 於荆公 者。 夫 佛頭着 糞。 固 無傷 於 佛眞。 然 

非 莊巖妙 相 之所宜 在。 則 以愚視 之。 不如 除去 之爲愈 也。 吾 丈 近牀。 

旣非時 調。 而梁藤 二子。 何以尙 懷乎此 。前日 已面叩 之。 而此事 未 及 


侍 リ 洒竹通 
醫松 侯栖稱 
代 はとは 
藩 字號修 

のな す 軒 


發。 故 因咨問 起居。 爲 一 言 之。 蓋 亦深感 友誼。 肆意所 及。 不敢 不自竭 

也。 狂妄不 罪。 

與漉 谷洒侯 

謦讀葉 夢 得 避暑 錄。 記 夢 得始得 山。 即散植 竹。 畧有三 四千 竿。 意數 

年後。 所 向 皆 竹矣。 無 幾 竹 皆 結 花 而槁。 方 其 初花 時。 有 老圃告 。亟盡 

伐 去。 存其根 則 次年 尙可復 生.。 夢得不 忍。 至已槁 而後 伐 之。 則與其 

根 俱死矣 。間者 僕涉陋 園。 見 往年 所 分惠。 兩叢戮 々看 花。 因 思 石 林 

之戒。 輙盡伐 去。 庶幾 來歲復 得 龍 孫 也。 凡 竹 之 有 花。 係 歲氣與 種類 

高 園 原 叢。 豈得無 花 乎。 今而 不作 其 計。 恐 有 失 根 之 患。 故 以此說 報 

知。 望 早 下 手。 莫 使 氣多洩 可 矣。 不 宣。 

00  復溪琴  I 

別 來歲餘 。渴饑 易 云。 得 書 又 承 詩惠。 情誼 倦懇。 感佩殊 深詠靜 高風 

ト ^  g ハ五 
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_ 有 同 覿面。 惟 嫌 妙辭非 足下 之 手 筆 耳。 然 書體遒 美。 極 可 愛玩。 料 非 

凡流。 甚欲知 其 人。 便 間 幸 示 及 其 姓 字。 地震 洪水 之變。 洵如 垂喩。 幸 

家 眷 安 全。 圖 書 琴 劍。 無 毫 損 壞。 僕 亦 當 震 來 時。 不 甚 驚 恐。 黑 闇 中。 失 

老母。 趁出外 庭。 傳 命 婢 僕。 覆 水 滅ま 火。 倉 卒 之 際。 其 所 處 置。 不 復 失 

條理。 以驗得 自家 心地。 是爲可 喜。 岩 倉山冡 崩。 壅 犀 水。 諸 有司 莫知 

其 將潰决 。僕 獨深言 之。 欲 使、 沿 川 諸 村 之 氓。 移穀於 高燥 之 地。 以避 

其 衝 突。 其 言 迂 延 不 行。 及 施行 而犀 水已 决。 無 補 於 事。 是 爲 可 恨。 言 

及此 者。 非是幹 誇。 正 欲 以事實 報知 已耳。 地震 自春 以來。 日必六 七。 

動 若干 數. 豳 有無 聲而來 者。 或 有 聲如雷 如 鼓而動 者。 三 四 日來。 始 

稍 穩。 請 想 震 自此止 矣。 其 他 欲 一一 目 者。 近曰已 書。 達 於 杉 田 氏。 會 見 之 

次。 成 卿 必 能 言 之 也。 此 信 發書甚 多。 不 能 一 一 。不 宣。 季 冬 望。 

伯 者 詠 は 貫  柬 相.：： 1 is 生 


雪 寒。 伏 惟尊 候韵 安 「-即 曰 歲 除： 城 市 暄 闐。 啓 於 此 時。 ® 理了 家計 fe 

山の 師 坐 一 室 ぽ爐煮 ー叔。 觀書作 字。 儘得淸 暇。 老 先生 久謝 世事。 逍遙 物 外。 

其 占 淸權。 料 加 啓 一 等矣。 近所 收燕間 四 適。 探 坐 右 得此。 乃以奉 示。 

前 所 奉 貸 江村 銷暑錄 。現在 亟需。 懇乞轉 付。 勿推延 爲禱。 

i 元年 十 . 復桐山 先生 

一 一" サ八 承 誨 答。 擲 還 銷 夏 錄。 感 謝 何 罄。 啓 今 曰 恬然 無 事。 品 題 書 畫。 偶 有 挾 

西 施 浣紗圖 而求售 者。 正是 亡友 渡 邊舉山 所 製。 乃 棄貲購 之。 舉山 

才識 3S 逸。 兼 深 畫學。 其所藏 多元 明 名家 之 筆蹟。 又 有 西洋 妙品數 

十 |S 。時 々 摸 做。 以集其 所長。 故 其 筆力 精 勁。 設色 巧妙。 非 他 畫家所 

导齊馳 。然其 人 不可 復見。 展觀之 際。 感想 往事。 不啻隣 笛 也。 其圖親 

本。 長 三尺 四寸。 濶三 之。 去 其 一 一。 西 施 身長 尺 餘。 立. 于 溪 邊。 輕 粧 淡 抹_ 

纖穠 都雅。 美艷照 人。 左手 執 白紗。 右手 抒之。 溪色澄 碧。 紗之 下端。 垂 
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人 水 者。 隱々 搖曳于 水底。 旁有秀 石。 石 上紅祧 一 樹。 花摹靓 研。 亦與 

西 施 之 面相 映。 蓋 神品 也。 他日 造謁。 當持以 供 淸鑒。 不宣。 

臈月念 八  + 啓 頓首拜 覆 

. 牛渚老 先生 綺帳下 

說 

紹齋說 

脇 山 惟 馨之父 曰 返齋先 生。 學 贍 而 識 卓。 以 文 知 名。 仕 越 之 村. 上。 爲 

督學。 不幸 年 未 及 知命 励。 惟 馨夙修 箕裘。 以 庶幾 繼 先人 之 志 也。 乃 

以紹齋 自號。 徵予爲 其說。 予問其 詳。 則 曰。 不幸 先 子 即世而 遣文存 

焉。 時 端坐 齋中 。薫香 而讀 之。 而思其 所以 紹之。 肅然若 聞 詩 禮而趨 

於 庭。 未 甞知其 亡 也。 斯紹之 所以 名齋。 予曰是 固 然矣。 雖然。 子以爲 

其 所以 紹之 也。 盡於 是而已 乎。 將猶有 大焉者 也。 曰 上 則聖。 次 則 賢。 


次 則 忠臣 孝子。 凡 其遺敎 垂訓" 美績 善行。 經典 所載。 史籍 所傳。 悉皆 

先 之 所 志。 而學而 習 者。 則 於是乎 朝夕 爲硏精 致 力。 庶幾 其遣緖 

之 紹矣。 如是 奚若。 予曰是 固 然矣。 雖然子 以爲其 所以 紹之 也。 盡於 

是而已 乎。 將猶有 近焉者 也。 惟 馨默然 良久 曰。 知 之矣。 子 所謂 近焉 

者。 其 吾 身 之 謂 歟。 吾 身 之 前。 億 千 萬 歲。 自 混 元 旣 分。 緜 々相 紹以逮 

於 吾 身。 吾 身 之 後。 億 千 萬 歲。 又 自 吾 身。 繩 々 相 繼。 以 迄 於 無 算。 其 長 

且久。 豈可以 數智究 乎 哉。 而吾身 一 有 過焉。 則 前焉而 何以紹 之。 後 

焉而 何以繼 之。 則 其 咎果安 所 歸耶。 君子 之 所以 日 又 一 日 乾々 惯 

M  。不以 人欲 害 其 天 德之剛 。以能 自彊而 不息者 無 他。 懼其 繼紹之 

或 有 間 也。 如 是 奚 若。 予 曰。 善 哉 子 言。 今 則 得 之 矣。 然 古 人 曰。 非 知 之 

i  。行 之 准 艱。 嗚 呼子 果 能。 弗 艱 其所艱 也。 則 於 其所艱 無艱矣 

黃 金 臺魁首 說 
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郭 陳之說 燕 昭 王。 置 黄 金 於 臺 「以 召 天下 之 士。 而 已 爲之魁 首 而 昌 

之。 何 其 快哉。 然吾觏 於 世。 其 能 秉心至 公。 而不爭 於 聲譽利 勢者鮮 

矣。 而隗能 來樂毅 。鄒衍 。劇 辛 之 徒。 與之 協同。 遂以 殷富 其國。 則亦果 

秉心之 至 公 者歟。 夫 物 之 先。 休 美 之所歸 也。 亦咎羞 之所會 也。 故 能 

克有我 之 私。 去 物欲 之 蔽。 外 致 卑 遜。 中存 恭敬。 撙 節 退 讓。 虛 己 以 受 

人。 如是 而居焉 。休 美 隨之。 其 知 或不及 於魄。 人將望 風而親 之。 則 適 

足 以倡斯 世矣。 而况其 賢 於隗者 乎。 若 夫 有 我 之 私 不能 克。 物. 欲 之 

蔽 不能 去。 乃 惟 5 鬼 岸 矜傲自 高。 自是 軋以勢 利。 爭以 技能。 如是 而處 

焉。 咎羞逮 之。 其 才或賢 於隗。 人將聞 聲而畔 之。 則 亦 何 以倡斯 世矣。 

而况 其不及 於隗者 乎。 故 所謂 魁 首 者。 公私 之關 也。 義利之 分 也。 吉 

凶.^ 機 也。 其 可無愼 乎。 吾 友 長 岡 高 野 伯 順。 奮然 先 衆。 請 遊 學於其 

廷得 允。 負 笈來江 都。 遊 一 齋先. 生 之 門。 乃 以黃金 臺魁首 而自號 。盖 


亦 取 郭隗之 事 也。 非 曰 吾 樂魁於 多 士矣。 將以樂 爲國家 興起 斯學。 

以爲多 士之倡 也。 其 秉心之 至 公。 殆亦無 加 於斯者 也矣。 雖然。 是又 

可 以無愼 乎 C 

謙齋說  \ 

謙 者 天 之 道 也。 地 之 誼 也。 人 之 行 也。 謙 則虚。 虚則 明。 明 則 神 而無不 

通矣。 是故天 惟謙 也。 故 能 下濟而 化育 萬 物。 地 惟謙 也。 故 能 處卑而 

上 交 於 天。 君子 惟謙 也。 故 自卑焉 。而人 益 尊 之。 自 晦 焉。 而 德益 光明。 

故 曰 謙尊而 光。 卑而 不可 踰。 君子 之 終 也。 而 其 道 也 非 他 焉。 勞 而 不 

戈。 有 功而不 德。 篤 實 堅固 於 內。 而 罔 或 爲僞於 其 間 也。 弘 厚 柔順 於 

外。 而 罔 或 虛假乎 文飾 也。 如 是而已 矣。 世 之 人 士。 卑 言 辭遜 面色 屈 

形體。 忘 乎 內而循 乎 外。 避 人 之 毁已。 干 人之譽 己。 日夜 逐 々。以 終 其 

身。 非 無 似 乎 所謂 謙 者。 然亦言 辭而卑 焉爾。 面色 而遜 焉爾。 形體而 
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屈 焉爾。 非 所以 誠 乎 謙 也 M 亦 僞而已 耳。 侫而已 耳。 寧 有 所謂 亨而 

有終 者 哉。 君子 其 惟 無 所 爲而爲 。是以 謙 道恒而 不變。 何往 而不亨 

乎。 新 漓高田 致 遠。 以 謙 名 齋。 請 予 爲 之 說" 

夭 保 九 年 冬  M  1# 

ilip 古人 之學 U 爲已 之學 也知爲 人之學 也。 故從師 親友。 以求 中正 仁義 

之 道。 夙夜 勉勵。 而思 所以 成 其 德焉。 故其讀 聖賢 之 書。 眞如 飢寒 者 

之 於 衣食 也。 惟 求其暖 與鉋而 已舎 有 ft 歲揭日 齒莽厭 煩 之. 事 哉。 

今 之 人 則不然 矣。 稍 知 讀 書 解 文。 則 不求諸 己. 而 求 諸 人。 或 以 志 於 

聞 達。 或 以從於 利祿。 其 無 意 於 聞 達利祿 者。 則 亦 率 優游偷 閑。 不復 

. 知勉 斯學， 而 所謂 飽食暖衣 逸 居 而近於 禽獣 者矣。 不亦 大可哀 乎。 

故 知 爲 已。 則 不願乎 其 外。 而 知自勉 矣。 知 自勉則 不至於 怠 惰 放肆。 

而爲已 之 學得矣 。藤 岡 忠克從 余學。 余 懼以其 質 之 寬柔。 而 或怠忽 


一 及 說孟重 
箇装 而子昭 
大點以 性 曰 
議却 過命是 
論 是不之 本 


. 無 所 成 也。 故 因 其 請 齋之爾 。而敬 書 之 曰 勉齋。 告之以 古ゾ之 S  ,5 

是。 忠 克勉 施。 母 替余繾 綠之意 也。 

si  懼堂說 

濯 之 於人大 矣。 人 而知 所懼。 則 可 懼之患 曰 高 人 而 不知 所懼。 則 事 

物 之 至 乎 前者。 孰 非 其 可懼者 哉。 故 君子 之學" 無 所 不用 其懼。 目而 

色. 53。 耳而聲 也" ロ而味 也。 四肢 而 安佚 也。 懼其有 過 也。 仁而 父子 也。 

義而 君臣 也。 禮而 長幼 也。 知而 夫婦 也。 信而 朋友 也。 懼其 有不及 也。 

不特此 也。 言 焉而懼 不忠 信。 行焉而 懼不篤 敬。 處窮而 懼濫。 居寵而 

瞿充。 臨 財 而懼苟 得。 臨 難 而懼苟 免。 猶 不特此 也。 見賢而 懼不齊 也。 

見不賢 而懼不 自省 也。 求 乎 古昔 而懼其 不可 及 也" 思 乎 後昆 而懼 

其 或 貽羞辱 也。 瞻 山林 臨 川澤。 而懼吾 施 之 不博也 M 艸木 見禽獸 

見蟲 魚。 而 ii 吾 之 憒憒與 之 同期 於 朽腐而 無 聞 也。 然尙有 最可懼 

象 山淨稿  1 . 
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焉者。 自學之 不明。 士皆 馳騁於 功利 辭章。 而巧僞 虚飾 習以成 風。 是 

以茫 々 焉。 昧 心 術 之耍。 奸黠 傾詐。 阱其中 而拖其 外。 悍然 自得。 以爲 

天 不足 欺矣。 人 不足 罔 矣。 殊 不知 天 之 明 命。 靈 昭 不 昧。 無 晝 無 夜。 嚴 

然於 方寸 之 間。 其 一 萠於 思。 幽暗 之 中。 纖細之 事善惡 是非。 皆 不能 

遁乎其 情。 則 其赫見 明顯孰 加焉。 且欲自 欺罔而 不可 得。 而尙謂 可 

以欺天 罔 人 乎 哉。 况乎誠 於 中 者。 必形於 外。 十目 所視。 十手 所 指。 固 

將有暴 露。 而 不可 擒者 矣。 嗚 呼。 可懼之 極。 豈 有 甚於此 者 也 哉。 是 w^o 

君子 之 學。 微 之 不睹不 聞。 顯 之 日用 常 行。 必 存 畏懼 之 心。 而 朝 乾 夕 

懷。 不敢有 斯演之 間斷。 是則其 所以 德成道 凝。 而語默 動靜。 自 無 過 

不及之 差 也. 故 爲學之 功。 固 莫先乎 畏懼。 見效之 速。 亦 莫過乎 畏懼。 

蓋 懼則必 敬。 敬 則 必 誠。 誠 則 必動以 化。 是 故 畏懼 以御百 姓。 則 百 世 

安之 矣。 豈惟在 上位 者。 雖卿大 夫 亦然。 以 畏懼 事 君 則 君 任矣。 以畏 


懼服政 則 政 和矣。 以 畏懼 治 事 則 事 乂矣。 豈 惟卿大 夫。 雖士 亦然。 父 

兄 非 畏懼 則 不說矣 。閨門 非 畏懼 則 不整 矣。 鄕黨非 畏懼 則 不順 矣。 

i^^ 豈 惟治 平 之 世。 雖 行 兵 亦 莫 不 然。 子 路 曰。 子 行 三軍 誰 與。 子 曰。 暴 虎 

遂歸 Is? 主 者  * 

§1 馮河死 而無悔 者。 吾不與 也。 必也臨 事 而懼。 好 謀 而成者 也。 夫懼事 

者自不 得不好 謀。 好 謀者必 由乎懼 事。 兵而 不知 所懼。 此 敗亡 之 道 

也 已。 吾 友 山寺 不 息。 好 講 兵 書。 匾 其 居曰懼 堂。 蓋 亦 取 於 夫子 之 言 

也。 而屬說 於予。 予將助 不息之 志。 而進之 於 其 本 也。 故爲著 其說如 

是。 嗚 呼 以不息 之 才。 盡 力 於 此而無 怠 焉。 則 聖 學 中正 之 功。 可 以 馴 

致矣。 寧 獨兵云 乎 哉。 

膝 永 六 年 正  格堂說 

中津 公族大 夫。 奥 平 君 公權。 好經濟 之學。 其來江 都。 過 予求堂 名。 予 

. 書 格 堂 一 一 字 以 遺。 公 權 問 其 說。 予 乃 告 之 曰。 格 之 言 正 也。 孟 子 曰。 大 
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人 爲 能 格 君 心 之 非。 又 感 也。 書 曰。 格 于 皇 天。 又 至 也。 記 曰。 致 知 在 格 

物。 此 三者 各爲 一 義。 如不相 通。 然 以予觀 之。 其 實未始 不相資 也。 夫 

國家 政治 之 得 失 。繋 于君心 之 是 與 非 矣。 離 是 則 非 焉生於 其 心。 必 

害 於 其 政。 故 經濟之 術。 以格君 心 之非爲 急。 蓋 國家之 利" 知者 興焉。 

國家之 害。 直 者 諫焉。 然君心 之 非 未改。 則 事事 而興 之。 後 漸廢其 事。 

將不勝 其 興矣。 件 件而祛 之。 嗣復有 其 件。 將不勝 其 祛矣。 是以輔 相 

之 職。 必在乎 袼君心 之 非。 然無所 不正。 而欲格 君 心 者。 非 有大. 人 之 

德。 則 亦 莫 之 能 也。 何 謂 大人 之 德。 正 已 之 至。 足 以 感格于 天。 而 人 觀 

而化 者。 即是 也。 然 天下 環 已皆物 也" 行 已皆事 也。 其理之 隱顯精 粗 1、 

有 所不究 至。 則 知 必有蔽 。心 必有累 。不啻 應酬之 際。 多 不免於 窒碍。 

雖欲獨 正已之 身。 而已亦 有 不可 得而正 者矣。 况能感 天 而正君 乎 

哉。 故經濟 之學。 必先從 事 於 格 物。 理之在 事物 者。 旣至其 極。 則 知 開 


月 安 
政 
元 
年 


心 通^ 以酬酢 萬變。 而正己 而物正 之感。 亦得以 馴致 焉" 夫 一 正 君 

而 國 定 矣。 孟 子 豈 欺 人 哉。 公權曰 善。 遂 請 予 書 之。 嘉永六 年 正月 象 

山 平大星 書。 

叙 宣 說 

禮者叙 而已。 凡 物 襟 其 叙。 而後 和樂。 君々 臣々 父々 子々 兄々 弟々 

夫々 婦 々。然 後天 下 和平。 苟不以 其 叙 M 陵 節 犯義。 凶咎隨 之。 求 免 

或 不 得。 而 况可樂 乎。 月 岡 萬 里。 吾 藩 之 精 於 茶 禮者 也。 一 日予 受 其 

茶 供。 器 之 設。 物 之 制 。鱧 之 數。 莫 不各得 其 叙. 而 意 甚 樂 焉。 乃 曰。 推 斯 

禮可以 治 天 下。 伊 川 曰。 灑 掃 應 對。 可 以至 聖人 是 矣。 遂 題 其 居 曰 叙 

畫。 萬 里 旣 謝。 且 求 說。 故 書 以 授之。 

嘉永甲 寅 春 三月 下 淀。 象 山 平 大星子 明。 書 于江都 所 居 求是室 ( 

仁 木 君 嗣子 名字 說  . 
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天 下 之 事。 冇 常 有 變。 而 處之之 道。 有 經 有 權。 然 未 能處常 守 經。 而 猝 

言 變權。 猶人未 能 立而欲 行。 鮮不 仆矣。 然旣守 其 經矣。 而不復 知 時 

措 之 〔馬 則 又 何以通 天下 之 變。 而 周 天下 之 用 哉。 故 知守經 而能權 

焉。 斯 君子 之 道 全 矣。 仁 木 使君徵 啓。 定 其 嗣子 之 名 字。 啓 不 得 辭。 乃 

請 得 名 之 曰 守經。 字 之 曰 公權。 蓥勗以 君子 之 道 也。 嗣君 丰釆溫 厚。 

異於 常兒。 而亦既 從事於 入 孝 出 弟之學 矣。 當 S 識啓 所以 奉 名 者。 

而 居常 不失 乎其經 法。 異日進 於 信 道 之 篤。 則 又 因 其 所以 命 字 者。 

而益窮 義理 之 精微。 以求 適時 之 〔且 。必 如夫稱 錘之隨 物。 低 昂以合 

於 斤兩。 而不錯 於 毫髮焉 。則 庶乎其 有以全 君子 之 道矣。 

象 山 說 

昔 者 陸 子靜。 講學於 貴 溪之象 山。 人 因 號之曰 象 山 先生。 予廬之 西 

南。 巨 陵 奮起。 其 狀嚴然 類 象。 土人 目 曰 象 山 M 余 亦 遂以象 山而自 


號焉。 或 曰。 子 志氣豪 雄。 銳然以 斯道 爲任。 常稱 天下 無 一 物 非 吾體。 

無 一 事 非 吾 用。 堯舜其 君。 成康其 民。 固 吾 分內事 也。 其 氣象亦 略 有 

以陸 子。 今 又 以象山 爲號。 是殆將 自比於 陸 子歟。 不然。 昔 之 人慕藺 

相 如。 而更名 相 如矣。 則 子 亦 有 慕 於 陸 子 也。 余應之 曰。 吁子之 言。 始 

則 過矣。 而 終又不 及。 夫 陸 子。 躬行 如 彼其嚴 也。 政治 如 彼 其 美 也。 著 

乎 文 辭如彼 其勁邀 也。 是雖出 其 天資。 抑 亦 功力 之 所 致。 陸 子誠不 

易 及矣。 而吾何 敢自比 之。 但其見 理過於 高尙。 存心失 於 易簡。 而法 

度 之 正。 節目 之詳。 有 不察焉 。是以 規模 腔殼。 雖已致 乎 廣大。 終亦不 

免 淪於夫 禪佛之 偏矣。 豈弗惜 乎。 嗚呼。 學術 不可 不愼。 其 人 之 賢 也。 

雖如陸 子。 而猶不 得 以入於 聖人 之 室 者。 無 他。 亦 由 學術之 不正 焉 

耳。 予嘗竊 有 見 於此。 故 爲學之 方。 一 以 程朱爲 準。 將以居 敬 而窮理 „ 

f」 芋而致 精。 精粗 不遺。 內 外交 養。 以 庶幾 乎 明 體達用 之 學矣。 而子 
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顧 以爲慕 於 彼 乎 哉。 抑 吾 之取號 也。 則以山 也。 固 無 所 事於隆 子。 然 

れリ 曰 a. 焉。 其 以彼自 警 則 有 之 矣。 若 乃 徒 口 其 言。 而 不身其 行。 虚 

假其 名。 而不踐 其實。 陽以 正學自 表。 而陰有 以驅馳 騁騖於 俗儒 利 

名 之 轍。 是則世 道 之 蠹賊也 已。 則 豈但獲 罪 於 孔孟 程 朱。 斯獲罪 於 

陸 子。 而天 下人々 亦 得 而誅之 也。 是 最 不可 以不自 警。 . 

予得 一 韓筆。 試 之 極 良。 每有所 書寫。 輙 必用 之。 而不廢 也。 人 冇惜其 

或 速 敗者。 予因告 之 曰。 子惜其 敗。 乃 所以 敗 之 也. 子 欲 其壽。 乃 所以 

夭 之 也。 夫人 與物。 孰 無 天職。 忠信 以進德 。修辭 立 誠以居 業。 終日^ 

乾。 兢锡而 不懈。 因 其 位而利 物。 非 君子 之 天職 乎。 其 身 不幸 早 死。 其 

德將 永蒙于 世。 則亦壽 也已パ 子書畫 圖簡簿 註記 催 人意是 承。 因 其 

時而致 用。 非 筆 之 天職 乎。 其 質 或 速 敗。 其績 在世 而 不滅. 則 亦 不敗 


也已。 彼 其溺於 鱧軀之 私。 而廢棄 其 職 。他々 瞢々。 無 德可述 。生 民莫 

利， 已蜀以 安。 若 是者歷 世 而長存 。亦與 夫 深山 之 木石。 荒野 之 瓦礫。 

奚擇。 吾見 其 夭且蕩 也。 然而世 之 知 之 者 鮮矣。 孔子 曰。 朝 閬道夕 死 

可矣。 此 其 所以 全壽之 道歟。 昔 者顏淵 三十 ニ而パ  1。 至 今 未 亡 也。 子 

其 能 信 之 乎。 是則亦 以壽。 觀 水平 啓 撰。 

^  說 

食 柚 有 極芬芳 者。 有不 甚芬芳 者。 始亦未 之能揀 也。 後審之 圓滿滑 

之甚美 者。 必其無 香氣者 也。 其貌 不平 碥然 硫然。 望 之 若甚不 

佳 者。.^ 其 芬芳者 也。 以是揀 之。 蓋 百不失 一 焉。 予謂其 芬芳必 不在 

於鹵骨 者。 而必在 於？ i 碗 者。 签非碥 餽之能 爲芬芳 也。 芬芳 之實。 鬱 

之 於 中。 而後 發之於 外.) 其 不得不 碥硫。 亦 必然 之 勢。 無足怪 者。 世 之 

人 淮圓滑 是院。 而 不知 Si 魂 之 可尙。 是以常 失 於 其 所 取 也 多矣。 嗚 
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呼 是豈獨 柚而已 乎。 

天 保 七 年 五  # 1# 

雲 出 於 山 而能潤 山。 然 山之爲 氣也不 厚。 則 其 興 雲也不 多。 故 天下 

無牲非 山。 而能興 雲 以成雨 者 無 幾矣^ 其 仰 之 也， 雖如 高巖危 壁。 

而所畜 薄 所 發微。 施 用 每不繼 。且欲 自潤或 不足^ 望 其 能 及 乎 遠 

也。 夫 泰山 之 雲。 觸石而 出。 膚寸而 合 ボ崇朝 而徧雨 乎 天下 者。 豈有 

他 哉。 以其本 厚也。 而今 雲 不興 雨不 降。 徒爾 巖々 自表 曰。 我 泰山 也。 

則 吾 不信 焉。 

雲 龍 之 所 興 也。 故 有 龍必有 雲。 風 虎之 所 致 也。 故 有 虎必有 風， 是以 

天下 患 無 龍。 而不患 無 雲。 患 無 虎。 而不患 無 風。 惟 物 有 顯晦" 寺 有 消 

息 e 故 龍 虎 雖在焉 。或 有時而 無風 雩然方 其 一 吟而嘯 也。 則 雲 油然 


冥。 風 SI 然 駭ぼ 象 變 化。 不 旋踵矣 。故 易 曰。 雲 從 龍。 風 從 虎。 今 有 物焉， 

曰 是龍是 虎。 而卒不 見 風雲 之從 於其吟 嘯。 是非 眞龍虎 也。 若夫眞 

龍 虎。 則 必興雲 致 風 也矣。 

盍徹說 ， 

年饑固 當薄歛 "而 吾 之 用 不足 也 "則 不得不 加賦。 是哀 公之 意 也^ 

子 或 不喩其 旨 乎。 何其對 之似迂 也。 曰 有 子 固 已喩其 旨 矣、 不喩其 

旨。 何以盍 徹對。 以 盍徹對 者。 欲 哀公 之 反 其 本 也。 曰 反 其 本 何 謂 ri- 

節用 而厚民 也 X 足 用 者。 不在 於 加賦。 而在於 節用。 用 之 節 也" 雖徹 

而有餘 。用 之不節 也。 雖加賦 亦 何 以能補 於 不足。 曰 意 在 節用。 則宜 

以節 用 言。 而 以 徹 言 何 邪。 曰 魯 之 取 什ニ尙 矣。 故 節用 者 未 必及復 

徹 .5^。f 之 未 復。 爲 桀者不 免 焉。 徹 復矣 而後 量 此以制 其 出。 百 度 斯 

擧 矣。 有 子以徹 言。 蓋 爲此 也。 曰 加 賦者圖 末 也。 復 徹者務 本 也お 知 
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之矣。 然圖末 者。 有 目前 之 利。 而務本 者。 無 一 旦之效 。無 一 旦之效 者 

難擧。 有 目前 之 利 者 易 行。 舍易 行而從 難擧。 不亦難 乎。 曰此其 所以 

欲 反 其 本 也已。 夫 民 之 財 君 之 財 也。 民 之 力 君 之 力 也。 車乘 則民爲 

之 出。！；^ 粟 則 民爲之 供。 板幹征 役。 則 民 爲之備 。君 能行徹 法。 而稅歛 

薄 貢賦 寛。 令 民 充然足 焉。 則 民 得遂其 生。 而 所以 給 其 公 上 者。 亦 必 

全矣。 奚患其 不足 也 ポ然。 則 人民 離散。 而田 m 汙萊。 其 亦 何 取。 以足 

其 用 乎。 故 有 目前 之 利 者。 反釀 後日 之 患。 無 一 旦之效 者。 實興 長久 

之 功。 是乃 君民 一 體。 古今 不易 之理 也。 昔 者季孫 氏。 以兵 不足。 而欲 

用 田赋。 夫子 曰。 有 周 公之 典 在。 魯之 稅畆。 已加倍 於 古 不可。 有 子 之 

所以 對 哀公。 非 講聞於 夫子 者 有 素。 其 孰 能 及 於此。 隱有子 其眞不 

迂也 哉。 

孟子 不取 武成說 


盡 信書 則 不如無 書。 吾於武 成。 取 二三 策而 已 矣。 仁 者 無 敵 於 天下。 

以至仁 伐至不 仁。 而 何 其 血 之流种 也。 說 者以爲 孟子 以學者 之 於 

書。 苟觀 於辭而 不知 以義斷 之。 則 時 或 有害 於義。 不如無 書 之爲愈 

也。 卒 引 武成而 證之。 然 武 成 言。 武 王 伐 紂。 紂之前 徒。 倒 戈攻 于後以 

北。 血 流 漂 杵。 則 本 謂 商人 自 殺 也。 非 謂 武王殺 之 也。 孟子 懼 天下 後 

世。 籍 口 於 是。 以 長其不 仁。 故 特 設 是 言 耳。 予 謂 不 然。 果 如 斯 說。 其 懼 

長 不仁 則 美 矣。 設 是 言 則 不 可。 書 之 旨 如 彼。 而 我 設 言 如 此。 人 豈 有 

信 之 者 哉。 爲 不可 信 之 言 ま 不自 識不智 也。 識 其 不可 信。 而 求人 信 

之 亦不智 也。 皆 君子 斯 無 也、 ぼ 謂 孟子 有 之 乎。 且 慮 人 之 執 於 辭。 而 

害 於義而 已。 則 離 書 立 意。 强 爲 之 說。 其 叉 何以爲 訓。 其 弊不 至於廢 

書 而自師 也 幾 希矣。 孟子 之說詩 曰。 無 以文 害辭。 無 以辭害 志。 以意 

逆 志。 是 爲 得 之。 其 爲詩如 此。 其 於 書 可 知 矣。 而 云 云 者 豈 得 已 乎。 然 
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^ 孟子 之 本 意 如何。 曰。 孟 子 於 次 章。 固 明 言 之 矣。 曰 武王之 伐殷. a 

革 車 三 百兩。 虎賁 三千 人。 王 ET 母 畏寧爾 也。 非 敵 百姓 也。 若 崩 厥 角 

稽 首。 征 之 爲 言 正 也。 各 欲正已 也。 焉 用 戰。 夫 殷人聞 王 言。 皆 稽顙而 

欲 正 已。 無 所用 戰焉。 則雖 倒戈攻 後 之 事。 亦 宜 無 之 矣" 若 倒 戈 相殺 

其 血 流杵是 在後殷 人。 猶與 王師 抗也。 不可 謂 各 欲正已 也。 孟子 以 

後 章 發 前 章。 其 意 甚 明 矣。 說 者 往往 不察于 此。 以 前 章 爲 特 設之言 

不亦誤 乎。  -. 

, 陵蹇說 

睽是 合胶之 方。 蹇是 處蹇之 道。 凡合暌 者。 以宛轉 委曲 爲主。 不可 拘 

常 分。 暌 卦 自ニ以 上。 以 陽 爻居陰 位。 以 陰 X 乂居陽 位。 是 其 義 也。 凡 處 

蹇者。 以貞正 固守 爲主。 不可 陷於 邪濫。 蹇卦自 一 一 以上。 五 爻皆當 正 

位。 是其義 也。 然宛轉 以求其 合。 而不本 天下 之 大經。 則 枉已屈 道。 m 


K 暌合。 亦 非吉道 也。 故 君子 観 険卦之 初爻。 居 位 正當。 則 知合 瞭者 

亦ち 以得正 爲基矣 。貞固 以處其 難。 而 不知 天下 之 大權。 則 陷險速 

禍。^  .^i^ 不可 濟。 故 君子 觀蹇卦 之 初え 以陰居 陽。 則處蹇 者。 亦必 

. 以 知權爲 要矣。 

天 保 十二 年  靑木 樸字辭  。， 

冬 斗 女靑木 以文。 年老 不廢學 。篤實 君子 也。 有 男 曰樸。 請予爲 之字予 

，人 之 未 寧 也 樸矣。 其 就 學也將 以成器 也。 然器成 而不醇 。實謂 之 

賊。 其 樸安足 尙哉ぽ 道 術 不明。 文飾 勝 而奸詐 行焉。 於是。 學者士 其 

辭。 而商其 事 者 有矣。 夫 其 貌而妾 其 行者 有矣。 浮薄 狡僞。 又 何所不 

至。 苦是而 謂不賊 其樸。 吾 不信 也。 然則 夫醇實 者。 其 治 樸之表 準 乎。 

請 字 之曰醇 實奚 若。 以 文 曰 善哉。 乃 作 字 辭。 辭 曰。 

咸翫 也。 爾則 抱樸。 世咸儇 也。 爾則 守醇。 世咸譎 也。 爾則 務實。 允 用 
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兹功。 何 患 道 之 不積于 厥躬： 

題名 

I 化晕七  題 安樂 寺 壁  • 

余 以弘化 丙午。 七月 二十 又 三日。 來浴于 別 所 村 湯 泉。 其 翌登普 門 

閤。 攬 i 山川 之 勝。 遂 入 冰 谷。 索 冰 不得而 還。 明 曰 遊 村 西 安樂 寺。 寺 

後 有 八 角 四 曆之墙 。制作 甚古。 非 八 九 百年 外物。 不能 有此。 寺 僧 仁 

恭。 迎接供 茶。 出 所 藏書畫 古 S 丽以 示。 玩覽 半日。 樂而 忘歸。 象 山 平 啓 

書。 

釋ねー 一 ザき 六  湯 澤 題 名 

此地舊 有 湯、 澤之 名。 然以其 泉 不溫。 土人 賤之。 嘉永 紀元 六 な 余以 

公事 過此。 察知 其 源 由 於 玆崖之 下。 乃發石 疏溪。 W 靑草而 環 之。 果 

有溫 泉。 滾滾 而涌 出。 若 有 所 续而顯 者。 以 泰西 華氏 量溫尺 m 之。 其 


溫蓥 一 百 二十 六 度。 其 味 酸。 其 臭 如 蒸 卵。 他 曰 入浴 者。 當有賞 音。 象 

山 平 啓。 

嘉永 三年 八  金澤 四時 總宜樓 題名 

予甞學 西洋 火砲 之 術。 及 讀洋籍 。多 所 發明。 嘉永庚 戌 之 夏。 來江 都。 

書寓于 下曾禰 先生。 以 陳其槪 略。 先生方 在 相 之 浦賀。 訓鍊 士卒。 深 

納 予言。 將革其 故。 書答遄 至。 招 以懇詞 。迺 七月 戊 午 夜。 整 裝艤舟 於 

. 於 靈 巖 洲。 爲 風 所 沮。 留 三日。 八月 壬 戌。 風 少 衰。 於 是。 解 體 發 舟。 左 右 

曲折 以走。 自辰至 戌。 纔 達神奈 川。 癸 亥。 風惡 不可 舟。 乃 障 行 半日。 抵 

金澤憇 四時 總宜 之樓。 是曰 陰晴 不定。 微雨 時來。 雲煙 舒卷。 山水 之 

幾數改 其容。 予與同 遊 諸子。 命 酌 凭 欄以玩 景物。 樂甚。 乃 書 姓名 於 

. 壁。 以誌韵 事。 信 濃 松 城 佐 久間啓 子 明。 同 遊 諸子。 若 狭小 濱片山 I 

子 立。 美作津 山中 尾景直 正甫。 紀 伊田 邊 柏木 義武 子宜。 阿波 德 
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島 高 畠文季 章。 播磨木 梨 村 上 省 吾希 曾。 伊豫 大洲武 田斐裁 之。 松 

城 望月 重 遠 子 仁。 蟻 川 直 方 子 厚。 

蚊 喩 

象 山 子 夜 坐。 冇蚊止 于其臂 而噤焉 。乃 欲觀 其所爲 也。 忍 癢而觀 之。 

始而下 觜若有 厲焉。 旣而 能眈若 安焉。 又 旣而大 吮焉。 通腹殷 紅。 又 

旣而若 稍 妖焉。 而若稍 休焉。 而又大 胱焉。 乃 忽充然 。若 極 飽也。 抽觜 

竦 身。 鈹翅欲 飛。 而 身重 不能 擧。 忽 遷轉墜 地。 引燭呩 之。 腹 潰而， ^。象 

山 子 曰。 世 有 貪饕於 富貴 利 名 之塲。 而 不知 足 者。 其 猶之蚊 乎。 作 蚊 

鑑劑考 

考博 ニ圖。 並 有 鐡鑑之 目。 佘竊 疑。 鑄鐡質 粗。 不可 以照 物。 鑄以 爲鑑。 

亦 何 所用。 西洋 諸國。 有 鑄 鋼。 美如寳 玉。 可 鏡 毛髮。 然 漢土 未聞 育此 


法。 何 以 能 爲 之。 頃 者。 余 按洋法 製 一 鑑。 金 劑 之 量。 三 分 其 銅。 而 錫 居 

一 丄ハ十 其 錫 而信居 一 鑑成。 其 色. 如 精 鋼。 堅 剛亦畧 似 之。 磨襲以 法。 

不假鴻 膏。 淸 瑩 如 水。 惟 質 脆 易 釁 耳。 因 悟。 彼 所 謂 鐵 鑑 者。 即 是 也。 周 

官 考 ェ. 記 云。 金 錫 居 半。 謂 之 鑑燧之 齊。 古 者 鑑劑多 錫。 於 是可 徵矣。 

然 三代 之 鑑。 不 復 可 見。 而 圖 譜 所 載。 類 亦漢 唐之ェ 也。 意 漢唐 之ェ。 

病 其 易釁。 漸以减 錫。 卒使鑑 質 一 變。 如 今 所存 者。 其 間 適有範 古劑。 

以 造 鑑 者。 後 世傳 之。 以爲鐵 鑑 耳。 蓋 漢土 之士。 性 率 粗 陋。 於 品 物 多 

不加 精究。 故以其 皮相 近似。 遂定爲 鐡而不 疑 也。 然余未 目 覩其所 

謂鐵鑑 者。 因 姑 記 所 疑。 以俟 他日 之考。 . 

溫 壺 考 

近 得 一 古 銅器。 高 七寸。 深. K 寸 大分。 口 徑七分 半。 腹圍ー 尺 U 重 四十 

五 兩。 其 色 黧 黑。 瑩 潤 如 玉。 頸 有 繩 環 ぼ 有 平 帶。 帶 上紋鏤 精巧。 細 人 
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絲髮。 自非 漢ェ。 莫能措 手 也。 此器考 博 ニ圖。 幷以爲 溫壺。 溫壺 一 名 

鈷鑤。 可 貯湯以 溫 手足。 自環 以上 手 主 之。 自環 以下 足 主 之。 然予竊 

謂 壺 者。 盛 酒 之 器。 詩 云。 淸 酒 百 壺。 禮 云。 M 嘗 饋 献。 凡 用 兩 壺。 次 於 尊 

彝。 用 於 門內。 是也。 又 按詩幽 風 。八月 斷壺。 古文 瓠壺相 通。 而瓢瓠 者。 

古人 所以 盛 飲 也。 溫壺之 制。 率 皆 口 邊有稜 。細 頸 鉅腹。 其 形 蓥象瓢 

瓠。 則其爲 酒器。 亦 可 徵矣。 今以 此爲溫 手足 之 器。 則 其 取象不 類。 古 

人 制 器 設 象。 吾 知 其决不 然 也。 因 謂 此 器。 蓋 所 以 溫 酒。 故 謂 之. 溫 壺。 

然李唐 以前。 除合藥 外。 無 温 酒 者。 而溫壺 之 名。 又不經 見、 則 併 其 名 

亦 可 疑， 也。 但 山海 經齷山 首 云。 湯 其 酒 百壺。 郭註湯 或 作溫。 是或溫 

壺之 一 證矣。 然終無 確據。 姑擧驢 記。 以俟 知者。 

釋 琴 

琴 首 所以 架 弦。 謂. 之 臨 岳、 其 前 謂 之 承 露。 承 露 上 者。 謂 之 弦 眼" 臨 岳 


之 上。 謂 之 鳳 額。 臨 岳 之 下。 灣 然 爲 網。 謂 之 鳳 嘴 其 張 而 起， 謂 之 肩。 其 

灣然如 上。 而 較 淺 者。 謂 之 腰。 肩 與腰之 間。 謂 之 鳳 翅。 晕； 1 如 貫 珠。 嵌 

之以 金玉 螺蚌。 按而取 聲 者。 謂 之 徽。 徽 之 盡。 謂 之 焦 尾。 焦 尾 之 端 。飾 

之以 堅木 者。 謂 之 冠 角。 冠 角 之 線。 謂 之 冠 線。 其 下 所以 銜弦。 謂 之 龍 

口。 龍 口 之緣。 謂 之 龍脣。 兩線 綠繞。 以 爲之賁 者。 謂 之 龍 鬚。 龍 口上 際 

所以 受弦。 謂 之 龍 齦。 其 背 謂 之 下 齦。 琴 頂 之 窪。 謂 之 舌 穴。 窪 中 者 謂 

之 鳳 舌。 舌 穴 之 下。 當 岳 之 背。 謂 之 ぼ 池。 轸 池 謂之轸 S  。建 坯 中而轉 

弦 者。 謂 之轸。 纒 轸而擐 之。 上 人 弦 眼而出 之。 以制弦 者 謂 之絨。 扣珍 

g 之 側。 下垂 而相對 。謂 之 護轸。 護轸 謂之鳧 掌。 鳧掌 謂之愿 掌。 琴 腹 

者 謂 之 聲 池。 聲 池 謂 之 鳳 池。 其 下 者 謂 之 韻 沼。 韻 沼 謂 之 龍 沼。 當 池 

沼 之 間。 離 立 而收弦 者。 謂 之 鳳 足。 所以 安 足。 謂 之 鳳 腿。 琴 弦 謂之冰 

終。 朱 之 謂 之 朱絃。 絞首 謂之蠅 頭。 蠅頭謂 之蟏蜓 頭。 大絞謂 之 倍徵。 
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倍 徵謂之 下 徵。 其 次 謂 之 倍 羽。 倍 羽 謂 之 下 羽。 其 次 謂 之宮。 其 次 謂 

之 商。 其 次 謂 之 角。 其 次 謂 之徵。 小者 謂 之 羽。 

書 高 野 武盛卷  . 

高 野 武盛從 余 遊。 性酷嗜 酒。 余欲誡 之。 未發 一 旦锡然 。自悔 曰。 從己 

之 欲。 可 以 爲 學 乎。 自 此不復 飲。 非 有 志 之 士。 能 如 此 哉。 持玆 卷。 請 書 

訓戒 之 辭。 余 不 敢 虚 其 請。 則 書 之 曰。 聖 人 之 道。 仁 而 已 耳。 心 之 全 德。 

是謂 仁。 故 君子 之學。 惟求斯 心。 雖至於 博施濟 衆。 參 天地 贅化. 育。 未 

有 外 於 斯心者 也。 孟子 曰。 學問之 道 無 他。 求 其 放心 而已 矣。 蓥謂此 

也。 夫 心 之 爲 物。 出 入 無 時。 亦 無 常 處。 舍 而不操 則 放。 放而不 求。 則 人 

欲肆而 天理 滅。 又 何所不 至。 唯 能 克私窒 欲。 以收其 放逸。 然後視 人 

如已。 視物如 人。 而其 本然 之 德可見 己。 武盛 一 旦奮發 。斷 酒不復 飲。 

斯克私 之 端。 求 仁 之 機 也。 實能 充擴。 於 是。 仁 可 勝 用 哉。 然克私 未 足 


言 


夭 保 十二 年 

加 藤 勵次字 

は 士遂士 成 

め 弟子な り 


Bt  。克盡 其 私。 皆歸於 鱧。 是乃仁 也。 故雖 克私收 心。 涵養 之尤 艱"" 

謂歸 P  。所以 涵養 之 也。 夫 禮者敬 而已矣 。敬 之 一 言。 即百聖 傳心之 

眞訣。 最爲學 者 之 喫緊。 武 盛質愨 惇厚。 友朋 中 爲難多 得。 然似 

乏於 恭敬 之 意。 恐 出 人 起居 接 物 處事之 際。 不能 無 不恭。 辚有不 ま 

使 此心走 出。 不復在 於 軀殼之 中。 即是 不仁 也。 可不察 乎。 子 曰 出. • 

如 見 大賓。 使 民 如 承 大祭。 當其 出門 使 民。 其 敬 如此。 則 未 出 P お 民 

時。 敬 可 知 也。 武盛能 如是 用心。 能 如是 存心。 則 於 求 仁 也。 其 庶幾 乎 

然而其 機 則 在. 我矣。 所謂 爲仁 由已 者。 而非他 入所 能 預牵" 

書 加 藤生卷  •  _ 

• 論學 所以 窮其理 而致其 知。 論 學而求 勝。 則此心 已陷於 邪。 假令所 

論盡合 於理。 旣已喪 其 大本 矣。 况其 所論。 不必合 於理。 則 徒 以滋其 

g 而已 耳。 又 焉在其 爲論學 也 哉。 我方 以此 自省。 因 書. W お 贈 


M  m  0 稿.  . 四 九 六 

lllgg  誡內山 生 

MM,. 有存自 謂。 吾 有 志 于 學。 以 予 觀 之。 甚 無 志 人 也。 何 也。 予 常 見 有 存。 旣 

晨而 不興。 必 待喚醒 而後 起。 非 病 腦在體 。但 志 昏氣惰 。貪睡 而遂縱 

之 耳。 有存 不能 於 此處少 加 省察。 克己 自彊。 而自謂 有志 a 不亦異 乎。 

有存之 心。 將謂。 吾 讀書 窮理。 毎 必達四 五 夜。 以故 早」 rHi 甚難 fel 。是尤 

不可 矣。 夫 晝興營 事。 夜寢 安身。 人 之 常道。 猶如 農夫 之 三時 服勞。 而 

冬日 居室 也。 今 有人 於此。 冬日 不居其 室。 載 夫 南 畝。 推 耒揮耨 。流汗 

-漿。 比 及 三時。 而反 懈怠 其 身。 則 可 謂 之 知務者 乎。 有 存所爲 。何以 

異乎此 。夫 無 志于學 者。 過而 不知 改。 有 過 即改。 唯 有志 者 能 之。 有存 

誠 有 志。 宜 勇 改 之。 勿 自棄 指 致 咎。 

. 二月 念 一  啓肅拜 

有存 足下.  . . 、. 


夭 保 七 年 九 

月  _ 


題跋 

. 公所 書磊々 落々 四 字恭跋  一 

先臣國 善。 晚 蒙 推擢。 眷顧特 異。 前 後 所 賜 手 書 多 矣。 此 其 一 1 臣 

案先臣 度量 開曠。 氣宇 磊落。 平素 殆若 不撿 細事 者。 一 曰 一 奉 命。 督ぉ 

じ，： ヒ功。 兩 歲而吿 成。 其 經畫規 度。 初 如 素定。 其 所 使役。 曰 千有餘 

定擺布 察。 勤隋責 課。 慰 勞曲盡 其 情。 至 於簿書 注記 之 煩。 亦 皆身自 

爲之。 而毫無 走 作。 於是。 與事者 相 顧。 滔然垂 手。 而歎服 而已。 夫 世 之 

好 行 小 撃 知大體 S 不可 謂 之|居 動 粗放。 I ハ思辨 。而 ；^. 

達 於 時宜 者。 亦 安得當 之。 唯 若先臣 者。 始可以 爲薛々 落々：： f„i 

i 而用 之。 又 以此！ 是 知人 之 1。 燭理之 明 はは M 

U 豆 有 不由是 明 智者 哉。 臣愚窃 謂 後 之 賢主。 亦 能 念 於 此焉印 〈方 

政 之 道 也。 其庶矣 乎。 天 保 七 年 丙 申 秋 九月 庚 戌。 臣佐久 間 啓 謹 ぼ 

四.， 'ふ 

象 山淨稿  - 


書 義人 錄後 

聖人 而遇 此變。 吾 固 不知 其 何以處 之。 然 聖人 觀幾 防徵。 决 當無此 

變矣。 惟 其 遇此變 者。 而成 此擧。 亦 可 不謂之 就 分 存義者 乎。 近世 聞 

有 妄 議 之 者。 吾 甚 悲 焉。 因 閱此錄 。遂書 之。 

百世 是此 天地。 百世 是此 人心。 啓 今 讀此。 不覺 爲之扼 腕。 

跋朱子 答 王 近 思 書  , 

向所 寄 論。 筆勢 甚可觀 。但少 主宰 着眼 目。 多 被 題目 轉却. 已是天 病。 

又 多用 莊子 語。 虚浮 無骨 筋。 試 取 孟韓子 班 馬書大 議論 處。 熟讀 之。 

及 後世 歐曾老 蘇 文字。 亦 當細考 。乃 見 爲文用 カ處。 今人 多 見出 莊 

子 題目。 便 用莊子 語。 殊 不知 正 是千人 一 律文 章。 若 出莊子 題目。 自 

家 却 從別處 做 將來。 方 是出衆 文字 也。 老鈍 久不爲 文。 如此 主張 未 


知是 否。 更 思 之。 此朱 先生 答 王 近 思 書 也。 先生 道學擒 文章。 是 以後 

世 不在 文 家 之 列。 然素深 於 文。 故 其敎人 作文 法。 如 此其簡 妙 也。 習 

文 子弟。 能 用 此訣。 而熟 之。 不患 其久在 人後 矣。 

學書訣 云。 初 不必多 費 紙 墨。 第熟覽 古人 之蹟。 閉目而 索 之 於 心。 

若 有 成 字 在 前。 然後擧 筆。 而追 之。 始而得 其 一. 一 一。 旣而得 其 四 五。 

則 多 書 以極其 量。 自將去 古人 不遠矣 。予謂 學文亦 泪 此訣。 先取 

古人 之 文精讀 之。 凝祌靜 慮。 熟 念 斡旋。 轉折 開閤。 反 正 抑揚。 頓挫 

起 伏。 牽 搭 之 法。 皆 歷々 在 目。 然 後 試 之 於 手。 且 念 且 試。 反 復以時 

其 習。 則 將亦用 功 約。 而得カ 多矣。 偶爲 子弟 書 文 公文 訣。 因併錄 

此。 庶乎其 有以發 之。 天 保 庚 子 復月象 山 平 啓 

g 化 三年 正 . 跋 泰西 海 戰圖. 

比 泰西 千 六 百 七十 三年。^ 蘭 土 名將錢 乙哲。 與拂郞 察 及 英吉黎 

象 山淨稿 
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之 兵。 戰 於 海而克 之之圖 也。 嗚 呼。 嚼 蘭 土 七 州。 劣 可以比 吾鎭西 之. 

地 而鲅乙 哲爲將 。能 破 一 一大 國之 兵。 而張其 威。 是可 以見國 勢之强 

弱。 不 在 大小 惟 在 其 人 也。 彼 謂 小 固 不可 以敵 大。 寡 固 不可 以敵 衆。 

而 欲成苟 安之 計者陋 矣。 因 覽 此 圖。 竊有感 焉。 遂 書 之。 ■ 

弘化 丙午 舂 正月 朔旦象 山 平 啓 

級乙哲 所以 制勝。 不啻在 運籌之 精。 而亦 在大艦 E 砲。 其用不 匱。 

覽者又 不可 以不思 也。 啓 又 書。 

跋 泰西 陸戰圖 

余 自少讀 和漢 兵書 不尠。 而 孫子 司 馬 法 一 1 一書 之 外。 率 皆 粗淺。 無 

足觀 者。 惟明 戚南塘 。從 杜氏 通 典 所載。 唐 李衞公 兵法。 參以其 所 曾 

經實歷 者。 著 爲紀功 新書。 吾邦 获生氏 又 仍之撰 鈴錄。 是爲可 取 耳。 

然其間 藝法器 制。 猶有 類兒戲 者。 不爲無 憾焉。 弘化乙 已歲。 適獲泰 


西 兵書。 因學洋 文而讀 之。 其 所論 著。 精到 明備。 大要 與孫馬 李 戚和 

表裏。 而 其 城壘船 艦陣營 火砲 之 巧妙。 則 皆 數子所 未知 矣。 故 余 謂 

生 乎 今 之 世。 而欲講 明 兵法。 非 兼 取洋法 不可 也。 近 又 得 此圖。 是係 

于其 千大百 七十 年間 物。 距今實 百 七十 八 年。 故 陣法器 制。 多 與 今 

日 不 同。 然 軍爭狀 態 與 書 中 所 言。 互 相 發。 大 有 可 《^ 者。 因 書 其 後 如 

此。 以 ili 諸 同志 云。 

又 

兩陣相 接。 紛 紜 撓 亂。 互 相 殺 傷。 而 其 未 接 兵 者。 隊 伍 整 齊。 其 徐如林 

兵法 云。 戰 者。 以正 合。 以 奇勝， 觀此圖 者。 可以得 師矣。 丙午 正月 啓 手 

已 

，年 正 書 吁戒卷 後 贿麵辦 肺 纖餓群 

多事 之 際。 常 情 皆 知 儆戒。 無事 之 時。 賢者 猶或 玩惱。 是蓋 所以 有吁 

象 山淨稿  五 〇 一 
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戒哉。 儆戒無 虞 之 言 也。 夫君 而 不知 儆戒則 失 所以 令 之。 臣而 不知 

儆 戒。 則 失 所以 行 之" 君 失 所以 令 之。 臣 失 所以 行 之。 政 刑 兵 備。 其 下 

衰弊委 靡。 以至于 敗懷也 罕矣。 左 衛門尉 源 公。 嘗観 此卷。 慨然 書吁 

戒 二字 於 其 き。 亦 足 見 賢明 用心 之 遠。 覽 者 察 焉。 嘉 永 已酉上 元 後 

三 日。 象 山 平 啓。 展玩趣 書。 

「1践：ー：¥  止 戈 類 慕跋 

凡 事不由 實歷。 而能得 力 者。 吾 未 之 有 見 也。 雖然。 在學兵 者。 欲試實 

於 太平 無事 之 時。 惡可得 乎。 必也博 觀史子 傳紀。 遇其涉 兵事 者。 サ： n 

寘 身於當 時。 以揣其 情。 尙亦有 所得 焉。 豐藤熟 之。 將刊其 所 編 止 戈 

類 華 謁跋 於予。 予閱 之。 建國之 際。 上自 烈祖。 F 至 列 侯 及 其 諸臣。 計 

謀 方略。 用 心技 巧。 凡 係 兵事 者。 搜訪 網羅。 摭輯 畧備。 夫 漢土 傳紀。 浮 

少 實。 我 邦 記. 載。 質 而 多 要。 浮 而 少 實 者。 尙可以 爲閱歷 之資。 况質而 


自 避條 安啓 家 安諫久 月 
註 次 其 氏 政 謹 牒次藩 右 朔 
^ パ名政 。君 所 。翰衛 
先更時 腸 原 載 今譜門 
生 政 e 北錄 °據 作 君 


多耍者 乎。 又 况是編 所輯。 世代 不遠。 情 法 易 通。 且國家 所以 调霄安 

民。 肇三 百年 之 至 治 者。 牲 々而 在焉。 則 其 可 貴重。 何 所 容 予 言 乎。 惟 

兵家 之 勝。 不可 先傳。 其不窮 之變。 固 非 可 以迹窺 而言究 也。 觸類而 

長 之。 通 變而制 之。 相 機 權而趨 其會。 則 在 乎 人矣。 弘化 丙午 南 至 日。 

嘉永 ー讓  恭跋台 德廟賜 祖先 安政 札 

啓 家 數遭顚 覆。 寳傳舊 物 多 散 失。 於今存 者。 惟此 札。 與 安政 之 刀。 及 

其 背 旗 而已。 札 中 所稱久 右衛門 。即 安政 也 U 其 承 賜 年歲。 今 

莫能考 。然必 是其爲 相伴 衆 時事 矣謐按 當時之 俗。 其 書札 雖出史 

筆者。 若 其 名 押。 必 親書 之。 此札台 諱及華 押。 其 墨色 與 史筆 复然不 

侔。 則其爲 親書 無 疑矣。 盖暑時 治水。 事 之 小者 耳。 而賜 簡札。 加以嘉 

貺。 慰勞特 至。 小事 猶然。 則 其 大者可 知矣。 嗚呼 其務欖 英雄 之 心 也 

如 比。 宜乎 海內通 志。 而成萬 世 無窮 之 基 也。 嘉永ー 一年。 歲次已 酉。 正 

象 出 m 稿  i 一  . 
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月 朔 旦。 信 濃 松 城 藩 臣佐久 間 脩 理平啓 謹書。 

二..： ヒ  IU 珠^^乂嚅 有跋蔡藻  - 

3sf ァ筆 一首 今 诏其例 

祖先 備前守 安政 君。 所 服 之 刀。 傳以 至予。 其 身 連 蜜。 長 三尺 靈 五分。 

其 色 如 氷。 光芒 射 人。 無 銘。 相傳 山城 來氏 所作。 然 予年壯 而形頒 U 常 

病 其 短。 嘉 永 紀元 冬。 適 觀鬼丸 刀圖。 心竊有 契焉。 乃 長其臘 寸餘ぽ 

鏢 至 鋒。 11 得 二 尺四寸 五分。 於 是鏢雕 之以蟠 虻。 室 上 所 施帶之 金。 

飾 之以飛 鳳。 室 之尾鏤 之以菌 葉。 而 出入 必服焉 。蓋虬 龍 之屬。 今 離 

焉者待 其 時 也。 易 曰。 龍 她之蟄 以存身 也 是矣。 鳳 南方 禮文 之禽。 因 

時 而隱顯 。今 飛 焉者。 覽德 輝而下 也。 詩 曰。 鳳凰 于飛。 翩々 其 羽。 亦 集 

爰止 是矣。 鎖 者 菜 之 潔 者 也。 君子 取 於 其 潔 ポ嫌於 其 薄。 春秋 傳曰。 

苟有明 信。 澗溪沼 址之毛 ま、 蘩蘊藻 之 菜。 可薦於 鬼神。 可羞於 王公 

是矣。 今 取 飾 於是。 非 敢爲觀 美 也。 蓋 欲 S 夜 常 目 在 之。 以 自進焉 i 


嘉永ニ 年 正 

月 十五 日 


嘉永 元年 十 

二月 


幾 乎 亡 祖先 也已 1 薪 永 己 酉 上 元日。 佐 久間啓 書。 

跌 背 旗 

背 旗 一 面。 以白絹 ニ幅爲 身。 長 三尺 九寸。 横 二 尺四寸 五分。 其章翠 

藍色。 圓輪內 横 作 三畫。 是吾 氏族 所 常用， 章 下 一 大畫。 横 貫 旗 身。 恐 

是當時 別爲號 者。 然今 不可 败矣。 此旗傳 爲盛次 君 所樹。 或爲 安政 

君。 亦 未詳 孰 是ぽ其 錯色之 古。 體製 之朴。 則 不問 可 識爲元 龜天正 

間 物 也。 諦視 之。 往々 有 血痕。 祖先 勤 勞於于 戈 之 間。 於是 亦足槪 見。 

嗚呼 爲 子孫 者。 安 可 優游玩 弛。 而 座食 人 之祿乎 哉。 

_ 書 賴子成 邊防諸 策 後  J 

. 迂濶 固陋。 爲世學 之 通弊 久矣。 求 其 辨博縱 横。 究知當 世 之 利 病。 如 

賴子成 者。 殆絕無 而僅有 也。 然其 力。 不 及兼攻 海外 之學。 而 通觀大 

i 之 表。 故規局 褊狹。 而其 立論。 有 如 此數策 者。 譬諸 碁。 低 者 見 滞 一 

五 〇 五 
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隅。 而 不能 灼 照 全 局。 固 無 足 道 已。 雖 其 在 高 者。 深 請 全局 之 利 害。 而 

今 遽令連 屬碁局 五六。 以爲 一 大局。 則 平日 以爲 全局 者， 又 在 其 一 

隅。 而亦惑 於 所以 下 子焉。 夫 本邦 與 漢土。 小 碁 局 也。 五大洲 大碁局 

也。 外蕃 航海 之 術。 至近 曰滋 精。 截洪瀾 。絕 窮溪。 如 一 葦水。 而 本邦 在 

海 中 央。 凡 東西南北 之 虜。 皆 可航而 抵。 豈 非 向 之 所 云 全局 者。 又 在 

一 隅 也耶。 子 成 今 則 已矣。 嗚呼。 安 得識此 一 大碁局 者。 與之抵 掌。 論 

邊防之 略 哉。 嘉永 紀元 冬 十二月 旣望。 象 山 外史 平 啓 書。 .， 

子 成 云。 我 所 守 者。 非 土 地 乎。 吾 之 土地 ザ 不可 失。 寸之 外。 雲 海 茫 

々。與 天爲 際。 何與 我事。 何不 思之甚 也。 今 夫 浪華。 蓄積 饒多。 號爲 

金穀之 湖海 者。 以 海運 在焉故 也。 今 夫 江府。 爲 天下 之 名 都。 ロ數 

且五百 萬。 而其 用不匱 者。 亦以 海運 在焉故 也。 海運 豈在 寸之內 

乎。 相 之 ®  。踰漁 于房之 海。 房 之 氓 訴之。 房 之 ®  。踰 漁 于相之 海。 亦 


如 之。 相 房 之 海。 猶且 有界。 況大邦 之 四邊。 寧 無 所謂 曰 本 海 者 哉 e 

近年 以來。 東西 諸蕃。 有 捕鯨船。 爲歐 五六 隻。 若 十 數隻。 來屠我 近 

海 之 鯨。 熬肉收 油。 獲 利 不貲。 而 上下 漠然。 不聞有 制馭 之 者。 是亦 

子 成 之 說。 使 其 然 敷。 鸭啓 叉 書。 

g 永 二 年 正  書 太古 遺 音 後 

心 越 禪 師。 耻 爲滿淸 之 氓。 泛 海來大 邦。 止 於 水 戶天德 寺而不 還。 是 

雖在異 流。 志操 亦 偉矣。 師作字 雅醇。 畫亦 淸婉。 於琴尤 高。 後 之業此 

者。 皆 宗 之。 是 書 下 卷。 有 朱 文 越 字 印。 白 文 磊 落 男 兒 印。 長 方形 西方 

之人兮 印。 皆 係師所 欺。 而 其 標題 及 調 名。 爲 師 眞 蹟 無 疑。 則 故 爲 其 

藏本。 可以證 也。 予在江 都 日。 得 之 書 肆。 頗自 喜。 第卷 首題 太古 遺 音。 

伯 牙 心 法。 琴 譜 合 璧。 十 一 一 字。 而 佚 其 伯 牙 心 法。 是 爲 可惜 耳。 然 物 之 

離合。 亦 各 有 時。 其 所 佚 猶存于 世。 安知 不復並 集耶。 因 記 數字於 其 

象 山淨稿  五 〇 七 


. 象 ，w 淨稿  五 o 八 

後" 以 爲 異 曰 合劍張 本。 嘉 永已酉 正月 丙 子。 象 山 平 啓。 書 於 松 城 所 

居 淸 英 閤。 

g 永 一一 一年 八  跋心 越禪師 金澤八 勝詩卷 

心 越 禪 師。 明浙 江 婆 郡 人。 住 於 抗州永 福 寺。 迨 滿淸 奪 明。 厭 爲 其 ®。 

航 於海歸 我。 雖在異 流。 志 節 甚峻。 視夫常 稱碩學 名 儒。 而貪利 冒 勢。 

屈 事 夷人。 怡然 不知 恥 者。 爲 如何 哉。 宜乎。 水戶義 公。 尊崇 禮待以 終 

其 世 也。 師 風流 文雅。 彈琴尤 優。 後之學 者多宗 之。 予亦甞 傳其譜 。但 

師所傳 。騷人 墨士之 技。 而予則 因 以審明 律呂 耳。 嘉 永 庚 戌 歲 秋 八 

月： 遊 于 金 澤。 流 睇 江山 之 勝。 憩 三 星 亭。 得 觀 師之 詩 卷。 百 載 之 下。 尙 

可 欽其高 風。 蓋 亦 不必在 筆墨 文字 之 間 也。 展玩 之餘。 敢書數 字。 

洋籙 合璧跋 

嘉永 牽 か 是ニ 書。 弘化 丙午 歲。 得 之 於 江 都 同社 。其」 譯曰造 物疏。 拔答費 


學徒所 編述其 一 譯爲析 術 開 端。 英吉黎 賢禮所 撰。 而荷蘭 秃論母 

悉所譯 也。 二 書 裝結旣 同。 印行 之歲。 又 相 若而其 爲說。 固 亦 相須而 

爲巧 因収諸 一 函。 題 以洋籙 合璧。 西洋 造 物 圖錄。 不知 其數。 而雪際 

亞。 靈醒斯 所 著。 最稱 胲備. 惟 其卷帙 重大。 無力 者 不能 購。 中 下 之資。 

又 苦 不能 終 編。 如 此疏。 彼地學 徒。 特錄其 近 於 民 用 者 耳。 然予讀 之。 

頗 多所發 明。 嘉 永 紀元 夏。 巡行 葛 野 山中。 觀其山 勢與石 質。 以知金 

寳 所在。 乃 深 人 無人 之 境。 遂 得 銀 鉛 諸礦於 絕壑之 底 者。 實讀 此 疏 

之績 也。 析術之 擅 名 者。 亦 數十百 家。 而賢鱧 其 一 也" 蓋析 術。 深奥 微 

密。 初學者 茫然。 無 所 措 手。 故 賢 禮著此 書。 以發其 端。 人 能由此 而學。 

得 萌芽 而進焉 。則 其 枝幹條 達。 可 屈指 而续 也。 吟氏序 云。 此 是其果 

之 仁。 爲善 喩矣。 予析其 所得 礦， 而詳其 爲銀爲 鉛 者。 亦賴此 書之說 

也。 夫 漢土 五 典 十 倫 之 道。 列 聖群賢 之 所 相傳。 固 無 以尙焉 。獨至 於 

象 山 i: 稿  五 0 プ 


象 出 m 稿  五一 〇 

品 物 之 學。 鎮 屬 粗 陋。 如 明李瀕 湖。 當 時頗有 博洽之 稱。 而 其 所 編。 本 

艸 綱 目。 分 鎖 排 崎 非 龐 則 漏。 瀕 湖 已 然。 其 他 可 知 已。 予 故 云。 漢 土 數 

十 種本 艸。 不 及 此ニ卷 書 遠 矣。 嗚 呼 此 言 若 不 信。 後 之 賢 者 其 札 之。 

趿徂徠 書 

翁 之 字畫。 眞與 古人 上下。 此 其學至 古人 之 効耶。 象 山 外史。 因覽爲 

識。 時 天 保 庚 子。 冬 十二月 望。 

跋 熊澤蕃 山眞蹟 

國卿眞 田 志 州 所藏。 熊澤 老子 之 書。 觀 其 筆法 11 勁 縦横。 毫 無姿媚 

之 態。 老 氣翩々 逼 人。 瞹 翁 先生。 定爲晚 年 心 畫。 墓 爲冇徵 矣。 對 此 而 

諦玩。 則夫以 英雄 之資。 抱經濟 之學。 聲色貨 利 之 習。 介 然無以 入 於 

其 胸 中。 挺 特 邁 牲 。跨 凌 今古 者。 於 此亦可 想 見 其 彷 彿。 而 百 載 之 下。 

令 人 練然起 敬。 如 對嚴蹄 畏友。 此 不但爲 文苑 之淸赏 而已。 君 能 重 


安政 二 年 七 


嘉永ニ 年 正 


襲 而 葆 之。 其 志 亦 可 知 矣： 

跋石川 丈 山 書 

公之 詩 可 作 八 ム之書 可 爲パム 之 勇 功 不可能 八 ム之勇 功 或 可能 X ム之 

隱節 不可 及。 是 其 可 作 之 詩。 可爲之 書。 所以 使 人 褒愛珍 襲。 不管金 

銀 珠玉 也。 是非 細故矣 1 見者 其 有 所 省 哉： 乙卯歲 立秋 日。 象 山平大 

星。 因觀輒 書。 

跋菱湖 書 

菱 湖 之 書。 紆 餘 逶 進。 無 艱難 苦^ 之 態。 此 其 所 長 也 „ 然 動 閬冗無 意 

思 e 此其 一 失矣。 是帖雖 歩 驟道風 行成 一 一 卿。 而博釆 西方 諸家。 要自 

拔出 機杼。 故 能 擅 其 長。 而無 一 失 1  盜晚年 得意 之 筆 也。 

跋三岳 先生 墨 蘭 

三 岳 先生。 不惟 深 於 琴 道。 繪 事 亦 高。 然 乘 興 而 作。 興 盡 而 止。 不 許 人 

象 山淨稿  五一 一 


象 山^ 稿  五一 二 

之 請。 故不多 流布 世間 矣。 予 以琴學 後進。 屢得侍 其 燕 席。 一 夕 先生 

大 醉。 放 歌 朗吟 之餘。 忽援筆 及 此。 淘 率 意 所 點 染。 然 而猗々 之 狀。 曄 

々之 態。 蔚然於 猪 墨 間。 可愛 也。 乃 乞而藏 之。 後 十 數歲。 偶覩 諸箧笥 

中。 慨然 嘆 先生 之 不可 復見。 因 裝褫成 軸。 時懸壁 間。 以寓 追慕 之 意 

云。 若 先生 閥閱 性行。 旣詳於 予所撰 墓誌。 嘉 永 己酉歲 孟春 月 丁亥 

日。 平 啓 子 明。 書 於 象 山 書院 中。 

赌永五 年 三  題 宋墨爾 

宋墨爾 之 書 三 帙。 予 以 五十 餘金購 之。 或 有 咎其價 之 太 貴 者。 予 曰。 

否。 昔 宋人有 善 爲不龜 手之藥 者。 世以 浒游爲 事。 客 買 其方 百 金。 得 

之 以說吳 王。 吳 王 使 之 將。 冬 與越人 水 戰。 大 敗 之。 終以地 封。 若 此 書 

所載。 海上 不飮 水。 而 永不渴 方。 一 旦有 海警。 與戎虜 戰於洋 中。 甘 水 

旣 絕。 又 無 餾 海水 器。 方 是 時。 知 之 則 生。 不 知 則 死。 其 急 於 用。 奚 啻 不 


龜手 之藥。 况其 所載 不止此 類。 宇宙 間。 大小 物理。 無 不備 焉。 而予沉 

潜 誦讀。 日識其 所未甞 識者。 則雖 千金 購之猶 可。 又 何 五十 餘金之 

足 言 哉。 且不龜 手之藥 一 也。 或 取 封爵。 或不 免於讲 II。 顧 其 所用 如 

何 耳。 一 隠 如 此 書。 不 可 不擇其 所 用。 嘉 永 壬 子 三月 丙 辰。 象 山 平 子 明 

書。 

跋郭有 道 碑 

予 少時 觀此帖 於 金 兒子讓 許。 以爲中 郎書而 喜 之。 摹而 藏焉。 後讀 

金石 萃編諸 書。 知 其 係 近 人 傳鄭ー 一氏 所 重 書。 然 先人 之 見。 深 在 胸 

間。 故 尙私好 之。 而反怪 諸子 之嗤其 書法 矣桌以 獲 韓勑史 晨諸名 

碑而玩 之。 亦 未識 其妙處 也。 然而 諸子 之 說。 旣 有 根據。 故 常々 比 方 

以究 其實。 爲曰 之久。 始釋然 悟 舊見之 非。 而後 視此帖 。則 其 於韓史 

諸 蹄。 媸妍 复絕。 不啻蟇 母 之與西 施矣。 嗚呼 諸 碑 之 美 如 彼。 此帖之 


象 山 湿 稿.  五一 四 

陋 如 此。 初 * 難 辨。 而 仿像比 較。 久 而 後 識 者。 蓋 先入 意見 爲 之 累 也。 

古 人 云。 與 溺於 利欲 者 言 猶 易。 與 溺 於 意 見 者 言 却 難。 果 冇 然 矣。 因 

書 其 後以自 警" 又 將； M 之 同 志。 相 與 善 焉。 

a  跋楊孟 文 石門頌 

是碑 隸體古 勁。 時 有 篆籀氣 。位置 行數。 錯落 不齊， 各 具 姿 致。 集錄家 

推爲東 漢人 傑 作。 洵 不 謎 矣植 予 所 藏 韓 勅 孔 史 晨 諸 碑。 拓 法 並 

皆 精 巧然 鉱 m. 猶 多 漫 漶 ま 此碑 摸拓不 甚淨。 而字 畫 如 新。 因 疑。 是 

必 後 人 ^ 刻。 壬 子 長 夏： 出 而 玩 之。 舒 卷 之 際。 偶 見 其 墨 光糙粗 處 r 牲 

々有 樹皮 石蕋着 紙背： 因又大 疑。 更 覆 諸 家 說。 此 碑 在褒斜 谷 中。 其 

地 絕 險。 推 拓 頗 難。 蓋 棧道在 山 半 時。 磨 崖 壁 勒文。 後代 接 道 移而漸 

下。 今 欲 摸 拓。 必 須長梯 互 架。 研 伐 藤 蔓。 剝 淨 苔 蘚。 勞 役 多 端。 所 費 不 

if 故 臨 池 家 不能 盡得。 近 人學之 者少ぉ 是始知 此其眞 本。 决非舉 


勒。 翁 皮 石 蕋。 足 證踪 跡。 且 拓法不 淨。 亦 可 想 見 推 摹之難 而嗜古 之 

士。 不囑 工人。 親手搨 之。 故 不能 甚巧。 亦 未 可 知 也、 ま 刻 中 曹洽陽 碑。 

最稱 後出。 而以 搨ェ日 衆。 不免寢 就 漫滅。 此刻終 古 巋然： 字畫猶 新。 

蓋以 地險而 搨者罕 至。 叉奚 疑。 嗚呼 眞本。 漢土 之士旣 不能 盡得 、况 

乎^^邦其能有幾本哉1異可寳也。乃命ェ装溝。以附記其後如此 一 

碑 中 命 字 升字誦 字。 並用 垂筆。 而命 字殊甚 「所 侵 幾 過 二 格 一又 空 一 

兩字。 方 書 其 下句。 兩漢 金石 記 云。 此特因 石理剝 裂。 不可 接 書： 而ー 

垂下 耳。 签亦未 之深考 也。 果 不可 接 書。 而 垂下。 則 其 下 空 兩字者 一 

何說。 而升 字誦字 未見 石紋斷 裂： 何故 又. 作垂 筆： 嘗觀李 孟祈神 一 

祠碑。 年 字 下垂 又甚 長。 是爲 漢隸取 姿媚之 一 法 無 疑。 而後 人 未 一 

有能 學之 也已。  . 

K ザ 水 五 年 五  ^  y  life  #  ^ 

n  象 山淨稿  五一 五 . ： 


此碑。 淸雍正 三年。 始出 土中。 故 顧 寧 人 金石文 字 記。 顧藹吉 隸辨碑 

考俱未 載 之。 不惟歐 趙王郭 諸氏 不曾見 也。 碑 面 雖極剝 蝕。 文字 可 

讃 者 猶 多。 隸 法 亦自爾 雅。 且 按三國 志 註。 引 續 漢 書 曰。 山 陽 張 儉。 以 

中正 爲中常 侍 候覽所 忿嫉。 覽爲刊 章。 下 州. 郡 捕儉。 儉與融 兄褒有 

舊。 亡 投褒。 遇褒 出。 時融年 十六。 儉以其 少不告 也。 融 知儉爲 長者。 有 

窘迫色 曰。 吾 獨 不能 爲 君主 耶。 因 留 舍 藏 之。 後 事 泄。 相 國 以下 密就 

掩捕。 儉得 走脫。 登 時 吏 捕 褒送獄 。融 曰。 保納藏 舍者融 也。 融當坐 之。 

褒曰 彼來求 我。 罪 我 之 由。 非 弟 之 過。 我當坐 之。 兄弟 爭死。 郡 縣疑不 

能决。 乃上識 詔書 命 褒坐焉 。碑 中 臨 難。 引 口 各爭授 □ 等 字。 隱 々 可 

辨。 乃 其 事 也。 嗚呼 文 禮文擧 。各盡 兄弟 朋友 之 道。 蹈危險 犯 患難。 取 

禍辱而 不悔。 非 其 生禀至 性學有 淵源。 夫 亦 孰 能 至此。 其 遺風 餘烈。 

千載 之 下。 足 以振頹 俗 而敦薄 夫矣。 則 此碑蓋 深 有 補 於 名敎。 不但 


爲嗜古 好事 之 玩而已 也。 壬 子 仲夏 求是 室 書 

. 漢韓勑 造 孔廟禮 器碑跋 

是碑隸 法 勁拔。 如 鍊鐵所 成。 碑 陰 亦 復跌宕 。字形 巨細 錯落 不齊。 殊 

有 姿 致。 郭嗣伯 云。 字畫之 妙。 非 筆 非 手。 古雅 無 前。 若 得 之 神 功 弗 由 

人 造。 漢 諸 碑。 結 體 命 意 皆 可 勢 髴。 獨 此碑如 河 漢可望 不可 即。 蓋 以 

此爲 漢隸第 一 也。 郭氏 又辨。 歐陽公 書傳。 無以敕 命名 之。 言 云。 勅從 

カ來。 音賫勞 也。 答 勤 日 勞撫至 曰 勅 示 有 節 也。 故字 叔節讀 勅爲敕 

命 之敕誤 也。 世 亦 鮮辨其 疑似 者。 因復 附着 於此 云。 

石 門 則 豪爽 瓌 F 此碑則 高雅 玄妙。 熟 玩之餘 。夷 考其實 則此碑 信. 

賢 於 石 門 也。 若 向 之 所 品 題。 盖亦閻 立 本初 覩江 陵畫 壁爾。 

漢史伯 時孔廟 後碑跋 


史 伯時蛐 孔子。 有 こ 碑。 是 其 後 碑 也 • 郭 徵君以 爲前碑 誤 也。 王 ^ 舟 

辨之 辞矣. 但徵 君稱。 此碑分 法 爾雅超 逸。 可爲百 代模措 「是則 不磨 

之 論。 

孔宙 碑陰跋 

是孔笛 碑 陰 也。 按 金 石 萃 編。 當 有 蒙 額 門 生 故 吏 名 五 字。 而 此掘逸 

之： 題名 三 列 一 一十 一 行。 凡 六 干 一 一人。 皆 具 書 其郡縣 名字。 蓥碑陰 之。 

最謹嚴 者。 

隸釋 云。 漢儒 開門 受徒。 其 親 受業則 曰 弟子。 以次相 傳則曰 門 生。 未 

冠 則 曰 門 童。 椽屬曰 故 吏。 占 籍曰故 民。 然今列 弟子。 反 在 門 生 門 童 

之 後。 則 此 言 似 亦 未 可 深 信。 姑 附記 之 以俟後 考。 

跋武榮 碑 

是 下邊 甚賤而 文字 亦已. 漫滅。 不可 屬讃。 且亡其 左 角 一 帋。 故久 


疑 其 非 全搨。 近 得 王莉萃 編而撿 之。 云 高 七 尺ニ寸 五分。 廣 一 尺 九 

寸 五分。 十 行。 行 三十 一 字。 而其所 亡帋。 適當其 剝泐無 字處。 則是全 

無 欽矣。 將命 裝潢。 因輒記 之。 

漢 熹 平 二 年 斷碑跋 

此石。 歐趙錄 中 所 無 也。 其 來由已 詳於阮 氏 之 志矣。 古人 不得 見者。 

後 死者 得 見 之。 亦 非 幸 邪。 碑 面不盡 刻字。 後半 餘空 石。 漢代 間有爲 

此 制 者。 金 石 圖 云 「-武 榮 碑。 前 叙 後 銘中界 裁 畢。 虛 其 半 無 文 字。 他 碑 

少似此 形 制。 蓋 不知 叉 有此石 也。 

跋漢鄭 季宣碑 陰 

據 金石 萃編。 是漢熨 氏 令 鄭季宣 碑 陰 也。 橫刻箓 書處士 人後 當冇 

名字而下 二 列^^闕ニ 行。 左 闕七行 ポ知掘 時偶 紙幅 褊狹。 因不及 

柘耶。 抑 殘闕之 甚。 無 字 可 辨。 故 遺 之 也。 王 氏 云。 此 碑 金石 錄。 始有跋 

象. H 淨稿  .  五一 九 


象 山 IS  ill  五 二 〇 

尾。 然僅 能辨其 年月。 餘已 斷續不 成文 理。 無怪 近日 剝蝕 如是。 翁 氏 

補遺 十 處云。 石 質 最鬆。 一 動卽損 a 是其 所以 致剝 蝕。 是刻分 法 高 古。 

窺 其 j 斑。 可 以想見 全豹 >ra 殘 壞至此 J 豈不惜 乎。 因 謂 人欲 碑之不 

朽パ 且擇貞 石而爲 之。 不然。 文書 雖美 不能 以傳 遠也ギ 啓跌。 

古人 醇 實。 建 碑 勒 文。 當 必 揀 堅 石。 此 石 之鬆。 恐 非 其 故 質。 意歲 月 

之 所 積。 風 寒暑 濕之氣 。或 使 石質變 耳。 他漢碑 今古 巋然。 字猶不 

失 鋒鎩者 不微。 而此碑 獨如此 。則雖 石亦不 免於壽 夭之數 也。 則 

今日 之 堅 者。 安 知 異 曰 之. 不 鬆。 唯 君子 臨 事。 自 盡 其 心 焉 可 矣。 啓 

又 書。 

g 永 五 年 五  跋褒斜 道 石 刻 釋文及 題 記 

漢鄗君 開 道褒斜 道。 磨 崖 石 刻。 在 淸國褒 城 北 石 門。 此 拓本 乃 其 碑 

陰 所 刻。 宋晏衰 釋文及 其 題 記 也。 而佚其 原文 一 百 五十 九 字。 良爲 


可惜。 然. 按潜硏 堂 金石文. 跋 尾。 此碑歐 趙洪三 家。 倶未 著錄。 宋紹熙 

求 南 鄭令晏 褒始得 之。 爲文記 其 事。 然其地 崖 壁 斗峻。 苔蘚阻 深。 自 

晏令作 記。 後. K 百年。 罕 有津逮 而摹搨 者。 然則若 其 原文。 彼士 古人 

未 之 多覩。 而此釋 文題 記。 今人 亦 不爲易 致 也。 予也 生乎是 邦。 得此 

於 搶海數 千里 之 外。 誰 謂 非 奇遇 耶。 嘉 永 壬 子 五月 端午。 象 山 平 啓 

書。 

跋道因 禪師碑 

蘭臺 S 孤。 及 長 購求 父 書。 不惜 重貲。 カ學不 倦。 卒 與 率更齊 名。 世號 

大小 歐陽。 但率耍 碑 版 尙傳數 種。 而蘭臺 止 存此碑 耳。 然率 更數碑 ( 

字 多 漫漶。 鉤 磔波撇 不可 復尋。 此碑 則 鋒 鐵猶 新。 裏 然有 風霜 之氣八 

亦足尙 也 1 竿 更楷 法.」 源出魏 齊。 蘭 臺 多用 險 筆。 雜 以 隸 意。 亦 北 朝 遺 

習。 可以見 家學。 師法所 由 來矣。 . 

象 山淨稿  五 ニー 


象 山 ほ 稿  五 ニニ 

跋大雅 集 右 軍書 吳將軍 碑 • 

此碑久 埋沒土 中。 世 無 識 者。 明 萬 曆 間。 文 學 王 堯 惠 者。 始 得 之 於 西 

安府 中。 則 缺損已 無 碑 形。 而文辭 亦 不可 屬讀。 然 書法 極 類懷仁 

. 聖 敎 序。 而 筆 畫 猶存鋒 鎩。 足 爲臨池 模楷。 亦 非趙宋 以後 所 及 矣。 惟 

右 軍書 古今 極 爲難學 。往時 翰林 侍 書 輩。 多 學聖敎 序。 T 乏高 致。 遂 

有 院本 體之 謗。 然 聖 敎 何 嘗 俗。 但 學 者 力 量 不 及 耳。 欲 學此碑 者。 亦 

自量其 力量 可也。  •  ， 

跋 顏 魯 公爭 座位帖 

書 細 技 也。 其 巧拙 固 不足 以爲 人品 高下。 近世 往々。 有 荒 廢百齊 弊 

. 疲 精力 「以 學書爲 事業者。 極爲可 笑。 然 字畫甚 無法 度。 鄙野剌 人目。 

. 而不 自省。 其 亦 可 羞矣。 讀書 子弟。 宜寘 一 兩卷法 書。 時々 摹臨。 以求 

規矩 也。 


又 

顔 公 一 代 之 名臣。 忠義 貫 日月。 而其 書法。 奇偉 俊抜。 亦 如其爲 人。 百 

世 之 下。 玩其 筆蹟 而尙友 之。 亦 可 以長吾 精彩 矣。 

叉 

東坡 云。 書初 無 意于 佳。 乃 佳 耳。 甞評 此帖。 瓦 注 賢於黃 金。 雖公尙 未 

免。 蓋 亦 謂 有 意 不 若 無 意 也。 然 無 意 之 妙。 豈 可 遽 至。 唯 心 ？化 運 腕。 腕 

能 運筆。 一 點 一 畫不苟 者。 可以 馴致 於 心 手相 忘 之 境爾。 下學 上達。 

雖小 技亦莫 不然。 • . 

又 

古人 用筆。 初 無 定法。 或 謂 廻 腕。 或 謂 當使指 運而腕 不知。 各 因 其 所 

得 而爲說 耳。 然在學 者。 即其 所學。 知得 其 用筆 之 意。 乃爲 有益。 如 顔 

公 此帖。 則是 所謂 廻 腕。 非是指 運。 然亦 不易 見。 唯 細心 善學 者。 乃 能 

象 山淨稿  五一 一三 


象 山淨稿  五 二 四 

知 之 也。 

又 

魯公 此帖。 眞爲 千古 之絕 筆。 宋之蔡 米 蘇黃諸 大-, 家。 皆 莫不學 之。 是 

搨。 雖 少 漫 漶。 法 猶 可 尋。 後 生 潜 心。 不 爲 小 補。 

又.. • 

是帖。 縦横 跌宕。 如不施 控勒御 天馬。 令 後人 莫復措 手。 然與 二王 之 

傳。 自是 別派。 其 源 t 盗出于 北朝 碑 版。 評 書家 動 言。 無 一 筆非晉 法。 是 

矮人 觀塲。 不足 論 也。 今 細玩其 筆意。 往々 有 隸古之 趣。 此可以 見 其 

淵源 之 所 繇矣。 

又 

此藁。 雖 倉卒 援筆如 不經 意。 而其 筆勢 遒邁。 氣象 嚴毅。 若 老將擁 兵。 

刀 槍 森 列 而歐伍 不紊。 眞可 謂烈々 大丈夫 之 書矣。 彼 心 役名 利。 抗 


容走狀 。如 俳優 妓倡。 嫣然冀 人 之顧眄 者。 奚其 書。 奚其 書。 

又 

是 帖。 文 字 大小 疎 密。 錯 落 不 齊。 本 皆出于 不用 意。 而 各 有 不可 名狀 

之 妙。 曾 子 固 嘗評老 蘇 之 文 云。 侈 能 使 之 約。 遠 能 使 之 近。 大能使 之 

微。 小 能， 使 之 著。 煩 能 不 亂。 肆 能 不 流。 吾 於 是帖亦 云。 

安政 元年 三 

是公 一 時 書 稿。 豈亦 有意 於 作 字 哉。 然每逢 同字。 必變 其體。 亡 論 其 

二三 見者。 如 之爲數 四十 八。 不二 十八。 有 十七。 僕 射 十七。 別 僕 一。 以 

十六。 一 十四。 爲 十三。 軍令 者 並 十 一。 尙書 十。 別尙 一。 書 三。 而下並 九 

公 上 亦 乎 並  < 。天人 也將並 七。 與如高 未此於 欲然行 品是並 六。 國 

當功聞 同 右 位官 可 所 開 何 則 得 自若 朝廷 並 五。 故 又 及 非府今 明。 

卿 從古友 史師衆 別 監尊並 四。 皆 窮其變 。無 一 有 同 者。 人 或 疑 於 其 

象 山淨稿  -  五 二 五 


象 山潘稿  五 二 六 

設意焉 。予謂 不然。 今 夫 長江 大河。 一 瀉 千里。 豈 有心 於 一 波 一 瀾乎。 

至 其 曲折 流轉。 奔蕩變 化。 則 鬼 惟神 詭。 出 有 入 無。 無 復可以 端 便。 而 

其 曆 波 疊 瀾。 何 曾 有 同 者。 是 可以 公之 此書 矣。 其 無 意 於爲 之。 又 tH> 

疑。 甲 寅 三月 下 浣ギ 明 重 題。 

虞 永 興 曰。 心 正則 筆 正。 明 道 先生 曰。 作 字 時 持 敬。 不是耍 字 好。 只是 

學。 正 敬 一 一字。 不啻 斯學大 頭腦。 亦是 書家 正 法眼 藏。 欲 臨此帖 者。 當 

先知 之： 

又 

筆 札 一 事。 曰 用 不可 闕者。 且可以 適 情而娛 心。 然 一 槪耽 之。 是爲玩 

物 喪 志。 志 於 道。 據 於 德。 依 於 仁。 游 於 藝。 學 者 不失其 先 後 之 序。 輕 重 

之 倫。 可 也。 予 學此 帖而甚 悅。 因 書 此以自 警。 


安政 二 年 三  跋王烟 堂顏帖 

此帖 山寺 懼堂所 贈 也。 鹿 脯奉辭 等 狀較快 雪 滋蕙諸 刻。 字形 差 痩。 

疑 此其眞 筆。 而彼肥 者。 宋人所 臨 耳。 爭坐位 書。 比於陝 刻。 精彩 少减。 

然此搨 鮮明 處。 可 以補陝 刻 之 漫滅。 ：j§3 存固爲 有益。 进劉太 冲敍。 鬱 

屈 瑰奇。 觀者目 驚。 宋四 大家。 皆 出 於 公之 爭坐帖 。而 米獨似 兼學此 

叙。 祭季 明文 稿。 初 不用意。 往々 塗抹 改竄。 然字 字皆存 法度 M 雄勁 

利。 有 快 戟長劍 之 勢。 與坐 位帖。 大畧 相似。 但坐位 以故筆 書 之。 此則 

新 筆。 故 筆勢 如有異 耳。 小字 麻 姑 壇 記。 邀峻緊 結。 或 疑 非 公之 書。 歐 

陽永叔 云。 筆畫 巨細。 皆 有 規矩。 愈 看而愈 佳。 非魯公 不能 書。 不誣 也。 

奉 使 題字。 沉蔚 古澹。 酷似 蔡明遠 序 董華亭 云。 臨 明 遠 帖五百 本。 後 

有少分 相應。 於 此帖亦 宜然。 嗚 呼。 魯公書 如 端 人 烈士。 其莊 肅嚴毅 

人 IB- 見而畏 之。 然 愈 久而愈 可 重。 古 人 謂 書 爲 心 畫。 非 虚 語 矣。 然 則 

象 山淨稿  5 一.' 


象 山淨稿  五 二八 

吾人 欲學 書。 亦. 豈 可 無 所去趨 哉。 愛 玩 之 餘。 乃 題 其 後。 乙 外 慕 春。 象 

山平大 星。 書于 松城聚 遠樓。 

跋陳 化成 小傳 ， 

陳 提督。 忠誠 致 身。 終殉國 難。 千里 之 外。 聞風聳 敬。 其 軍 敗 之 曰。 馳塘 

督戰。 砲兵 缺處。 親自裝 藥點放 一 節。 尤壯人 意。 然初吳 淑防堵 。鑄 E 

砲 六十 位。 其 最大 者 八 千 斤。 可 及數十 里。 相 度 形勢。 設 爲砲臺 者。 予 

竊 不能 無 憾焉。 夫大氣 攔彈。 藥カ 有限。 天下 豈有及 數十里 之 砲 哉。 

而率意 以爲可 及。 設用 備賊。 是其取 敗 之 道 也。 叉 察 其 兵 可用。 授以 

避 砲 法 云。 先辨煙 色。 其 白 者 空發。 可不 必 避。 惟 黑 煙 胃 出。 宜 急 避 之。 

火 道 恒離地 三尺。 故 伏 地乃不 損。 亦 見 其 陳於砲 也。 洋兵用 砲。 本 主 

殺 敵。 决不空 發以費 火藥。 凡 火 藥上好 者 其 煙 白。 惡 劣者 其 煙黑。 初 

不係彈 之 有無 也。 且 銃丸 至疾。 在近發 者。 决 不可避。 其 遠者不 必中。 


則不必 避。 西洋 巨砲。 有 輥射躍 射 碎射臂 射 鑽射等 法。 其 火 道 不可 

期 離 地 三尺。 則 其 授避法 者。 使 兵卒 徒 長 顧慮。 挫 其勇牲 直前 之 蒙 一 

而 無益 於 事。 無 乃 不可 乎。 嗚呼 陳 提督 其 人 而有此 疎漏。 蓋 習俗 使 一 

然也。 習俗 之 弊 非 惟 淸國。 讀此傳 者。 其 亦 知所戒 哉。 

I  熟 銅 八十 斤老 榴地礮 全圖跋 

洋礮之 制。 有 銅鐵之 別。 銅 者薄而 長。 鐵 者厚而 短。 薄 則 用 劑少。 厚 者 一 

反 之。 長 則 飛 彈狠。 短 者 反 之。 熟 銅 堅 韌難釁 。鑄 鐵過剛 易 裂。 此其所 一 

以 不能 無 別。 洋人窮 理實驗 。一 事 不苟。 如此。 邦人 不學。 牲々 以銅 ®^ 一 

鑄鐡 形。 多 費而少 利。 予甚鄙 之 U 癸丑 夏。 江 都 有 海警。 薩邸將 範老檔 一 

地 政以備 之。 大礮 奉行 新納 君。 令 折 田宮原 二子。 就予而 謀。 乃 製此ー 

圖以 贈。 予講新 礮法幾 十 年。 不敢 謂得洋 人心 髓。 而 本邦 礮道。 至 マ 1 

一 變。 世間 明 眼。 當有 知者。  ： 

、ト -I  五 二 九  一 

象 山淨稿  -  一 


^  ^  ^  0  五三〇 

II お J 永の  跋接彌 利 堅 使 始末 

讃此錄 。而 不伉慨 痛哭 者。 其 人必非 志士 讀此錄 。而不 管 裂髮竪 者。 

其 人必非 壯士。 讃此錄 。而不 思 以身 殉家國 天下 者。 其 人必非 烈士。 

吾 安 得 志士 壯士 烈士。 而共泄 胸中 之 不平 哉。 

，一一 年 七  海防 臆測 跋 

古賀侗 蒼。 海防 臆測。 雖  一 二 不免似 書生 空譚。 然 宏綱大 旨。 皆 能 切 

事 機。 適 形勢。 蓥其 秉心樂 易。 所 學博洽 。潜 心 於當世 急務。 而 曰與識 

夷 情 者。 上下 其 說故也 Iffi 夫 拘儒局 量 褊淺。 媢美疾 長。 國家 利害。 寘 

諸 度 外 者。 則 遠 甚矣。 牲曰使 其 立 於 林 氏 之 上。 掌 文柄參 朝議。 則 言 

論 尙有可 見者。 而 天下 武備。 久就 修繕 也 必矣。 夫 豈至使 醜虡。 虎視 

於 要害 之 地。 而永貽 朝家 腹心 之 憂 哉。 因 讀此卷 。竊有 感焉。 輙 大息 

而書其 後。 


嘉永 三年  書 片山西 洲詩卷 

ト濱片 山 西洲。 年 五十 九。 以善刀 槍 火砲 之 技" 鳴于其 藩。 歲庚 戌。 予 

在 江 都 深 川。 方與 二三 子。 講歐羅 巴 兵法 火 術。 西洲聞 之。 介 山ロ菅 

山納贄 求敎。 其 居 在 牛 込 之 邸。 距予寓 棲。 十 里 而遙。 西洲不 遠其路 

每三 四日 必來。 與少壯 者 執事。 雖暑 雨而不 厭。 何其壯 哉。 聞 叙 其 平 

生 窮困之 極 。饑餓 瀕死 而不忘 君臣 之 大義。 何 其 偉 哉。 及 觀此卷 。則 

雖其 倉卒 之 作。 閑澹蕭 散。 如獨鶴 孤松。 何其韵 哉。 西洲 所存 。(是 不可 

測。 敬 嘆 之 餘。 遂 書 之。 

. 陸 龜蒙怪 松圖贊 云。 草木 之 性。 本無怪 生。 不得地 有物遏 之。 而陽氣 

, 作 於內。 則 噴 而爲怪 。范文 正 初數言 事。 當權者 不善。 每目爲 怪ゾ文 

正， S 之。 及 後上 疏曰。 吾 又 將怪矣 。乃 書 龜蒙賛 。以遣 當權者 曰。 朝廷 

五三 1 
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i 山淨稿  五三 二 

方 太平。 不喜生 事。 某 於搢紳 中。 獨爲妖 言。 旣 齟齬 不復伸 辭。 因乖戾 

得 無 如 龜蒙條 松 乎。 嗚 乎。 范公 爲有宋 人物 之 冠。 後世 誰 有 異議 者。 

而 其在當 時人 不相 喜。 至 於自爲 怪物。 士有學 問 異 材。 而 獲 於 其 上。 

1 何 難 哉。 適 爲人寫 舊所著 柚說。 時 亦 記起此 事。 因 併 書此" 

安政 元年 三  S 甫 g  一 了き s:isii，^l*!， 艦 i 隻來于 浦賀澳 本藩猝 

月  3^ 消， 糸 \ や 卷承應 接 飽護衞 之 命 山 寺 懼 堂 以 公 命 抵浦賀 伺 

偵 事情 其往來 所作 諸圖 

及 文 詩袞爲 一 卷者是 也 

懼堂。 天質 穎 敏好談 兵畧。 長 於 吏務。 筆 翰 如 飛。 未 嘗壅滯 。多事. 勞攘 

之 際。 抽 毫 紀 行。 吟 咏 諷誦 不異 平日。 觀此卷 亦 可 槪見其 才力 矣。 惟 

懼 堂不講 泰西 之學。 而 諳艦礮 之 術。 以故視 不勝猶 勝。 是爲病 耳。 因 

予 請 懼堂欲 改。 火 輪 方 可 碎。 銕 舷 豈 難 傾" 攻 伐 何 無 術。 請 休 誇 海 城。 

作 火 輪 未 易 制。 銕舷亦 難 傾。 攻伐知 何 術。 顧 瞻暗自 驚。 而懼 堂不從 

也。 懼 堂 尙 然。 其 他 何 足 言 哉。 浩 歎之餘 乃跋數 字。 


•• 嘉永甲 寅 三月 念 七。 象山大 星。 書 於 江 都 所 居求是 室。 是 日罷參 

謀。 發予所 請 召 士卒 百 若干 餘名 歸國。 

跋湯子 遣 書  •  •  . 

嘉永 癸丑 夏。 予锏徉 乎 江 都 之 市。 偶 覩此書 於坊賈 山城 舗。 乃 購而. 

還閲 之。 卷首有 佐 藤藏書 印。 卷尾有 一 齋 先生 手記。 中間 評論. S  si 

皆 係 先生 手 筆。 則舊爲 先生 所藏無 疑。 不識何 由 又 出 坊間。 因欲携 

詣 先生 以問其 故。 會有墨 人事 起。 公務 拮据。 不得 如意。 甲 寅 春 初。 公 

承 朝 命。 發人 護衛 墨 人應接 ¥ 以參 軍事 在 選。 奔走 又復數 旬。 事竣 

歸 家。 無 何。 門 人吉田 某。 欲 索 虜 情。 有 所 建 言。 觸 法 下 獄。 予 爲 之 連 累。 

同 在 繁半歲 。終 遭禁 鋼。 此書來 由。 不可 復問。 故 姑 記 所以 獲 之。 以俟 

也 日 云 爾。 乙 § 長 夏。 平 啓 子 明。 書 于 聚 遠 樓。  / 

跋所臨 醉翁亭 記 


象 山淨稿  五三 四 

此帖 不知 何人 所 書。 王 〈弁 州 曰。 東 坡後有 王 逸 老者善 書。 自 欲出懷 

素 上。 或是其 筆。 趙盩屋 云。 此公 筆法。 却 勝 蘇 仙。 何 不自顯 姓名。 而署 

蘇 仙耶。 殆 不可 曉。 閑 曰適發 興。 臨 此帖因 及 之。 乙 卯 夏 五。 象 山 子 明。 

安政 二 年 七  ^fnlfigk 

. 予覩世 之 病 狂 失心。 自輕其 生死 而不悔 者。 平生 惑溺 鬼佛。 而過求 

福 田 利益 者。 十 常 八 九。 善導 法師。 以晚暮 之歲。 急欲牲 生。 乃 登 所 居 

寺 前 柳樹。 投身 以 死。 其 爲病狂 失心 亦甚明 矣。 宗 徒 不以爲 醜。 反艷 

稱之。 何 其 愚 哉。 夫 天下 莫重於 人命。 漢 高除秦 苛政。 約 法 三 章。 亦 殺 

人 者 死。 當 時 善 導。 倡 般舟牲 生 之 旨。 煽 惑 民間 愚 夫 愚 婦。 京 華 諸 州。 

或 投身 高 嶺。 或 委 命 深 泉。 或 自 墮 高 枝。 或 焚 身 供 養。 向 百 餘 人。 父 母 

而死於 非命。 其 子 之 痛恨 如何 哉。 子 而死於 非命。 其 父母 之. 痛恨 如 

何 哉。 殺 人 以梃與 里 無 以 異。 以 與 言 無 以 異。 所 S 深 懲 窗 創。 以 在 


其 浸淫。 而唐之 君臣。 不以正 法。 可 謂 怠矣。 然 善導 發狂 失心。 不 得み p 

其 終。 蓋 天誅 之 也耶。 念佛 一 宗於夷 法 中。 如少害 者。 然而猶 是可不 

察 乎。 因讀 其傳輙 書此。 

讀唐鑑 

吾始聞 伊川 先生 讀唐鑑 。三代 以後 無此 議論 之 語。 而 意 謂 是必論 

辨 曲 折。 義 理 高 遠。 超 出 於 人 意之 表 者 也。 及 得 是 書 而 讀 之。 則 其 三 

百 丄ハ 編內。 無 一 畸論。 悉皆 簡要 明白。 先 得 吾心 之 同然 者而已 耳。 吾 

於 是。 始 信 君子 之 道。 易簡正 平。 夫婦 之 愚。 可 以 與 知焉 也。 夫 鑑之爲 

物。 自非無 目 者。 則 必莫不 就焉。 以辨 其妍媸 也。 若是 書。 凡 有心 者。 一 

讀而了 然於其 三百 年間 得失 之迹。 與夫善 惡邪正 之效。 則 其以鑑 

名者宜 矣。 嗚 呼。 使 凡 有心 者。 皆 一 讀 而了然 於善惡 得失 之辨焉 

此是書 之 所以 後 乎 三代 希有 此 議論 也 歟.。 

象 山淨稿  五三 五 


象 山淨稿  五三 六 

讀淮 陰侯傳 

韓信 下魏. 破 代. 平 趦. 降 燕 .定 齊。 滅 楚。 遂 爲漢幷 天下。 固 亦赫々 希世 

之 豪傑 也 哉。 然始 其爲布 衣。 不得 推擇。 屬項梁 無 所 知名。 屢干項 羽 

不 用。 亡 楚 歸 漢。 高 祖亦 未奇之 也。 由 蕭 何 數 言 之。 而 後 擢爲大 將。 夫 

以 高祖 之 明察。 而猶且 如是。 則 士之得 知 也。 吁亦 難矣。 然漢 幸有蕭 

何而得 之。 後世 無 蕭何矣 。而使 豪傑 之士。 終生 不顯。 亦豈 可勝數 哉。 

此則可 悲已。 

示 諸 生 

予觀 漢人 之談 兵。 大都如 海上 蜃氣。 雖變幻 百出。 目 可 悅其奇 。而足 

卒 不 可踐其 境。 至 泰西 兵法。 一 若 平地 起 百 尺 樓臺。 其 功 非 倉卒 可 

辨。 然及 積年 累月。 而 其ェ告 成。 則歸然 煥然。 吁可畏 乎。 其駭人 也。 賢 

輩 所學。 大小 砲術。 乃 其 作 樓臺之 土木 也。 勉自 奮拔。 以萃 其ェ。 是予 


所 深 望。 

叉 

予之爲 礮學無 他 奇特。 但要 一 傚 於 西洋 先 覺所爲 。不加 私智。 習熟 

積累。 有 得 於 心 手 耳。 而其 因礮分 員。 隨 員 執事。 動作 相濟。 若 使 手足。 

是尤爲 當務之 急。 凡 西洋 礮法。 悉定於 軍 爭實驗 之餘。 與夫偷 安之 

世。 出 於 淺人妄 意 者 不 侔。 然 爲 之而不 習。 習 矣而不 熟。 生 ^ 杭 樫。 身 

不與 事相 安。 所謂 五穀 弗 熟。 不如荑 稗 者 也。 何 足 以充於 膺懲 敵 慎 

之 選 哉。 西 洋 兵家 之 言 曰。 欲 行 者 必動其 足。 諸 君 勇猛 奮 發。 以 進 其 

足。 母 久 濡 滞。 是 願 是 望。 

象 山 平 啓 

礮陵道 也。 故 其 所 營 爲。 多 違 異 拂 亂。 不 得 如 意。 然 所以 困心衡 慮。 增 

象 山淨稿  五三 七 


象 山！ 稿  五三 八 

益 其 所 不能。 蓥亦 在此。 近 曰 大森之 演習。 時有乖 謬。 大 不可 人 意。 雖 

是礮性 宜然。 亦 吾人 不熟之 所 致。 不加警 省 可 乎。 吾 甚欲與 諸君 滋 

勉奮發 。以舰 新 功。 優游 feii  。苟以 自恕。 非 所以 望 於 同志 也。 幸諒此 

意。 

墓碑 

ま 1435  三 岳 仁 木 先生 碑 

啓 自 少 小。 即 好 音 律。 最 嗜 琴。 學 之 而未有 良師。 雖間 按譜撫 弦。 導 奸 

兵 衛と稱 し 

i と號す 欝 而寫幽 思。 意 不自安 也。 迨 游 學 於 江 都。 與 詩人 梁 川緯相 識。 緯 爲 

. 啓 云。 今 時 以琴名 家 者。 曰 三 岳 先 生。 嘗 受 業 於 宿 谷 默 甫。 又 與 佾 蘭 

室 遊 ぜハ眞 積 之久。 有 以深得 於 心 越 師之傳 。都 之 欲學琴 者。 多趨其 

門。 啓 聞 而 慕 之。 乃 介緯求 敎。 先 生 嘉 其 篤 志。 遇 以 隆 意。 誨 招 誘 掖。 甕 

々焉不 倦。 牲來 門下 三年。 學習 三十 餘曲矣 。將辭 歸鄕。 乃授以 祕譜。 


更以越 師書畫 一 卷爲 贈。 惜啓之 去。 咨 嗟如不 忍者。 後 四 年。 再遊 於 

江 都。 即 日 往 造 之。 先 生 喜 執啓臂 曰。 吾 叉 見 子。 殆 將 忘 食 矣。 啓 在 鄕 

日。 考 訂 琴 說。 著 書 十 篇。 名 曰 琴 錄。 便 擧 其 要 以 質 焉。 先 生 又 喜 曰。 子 

之 新 功。 可 謂不負 s 年 之 別 也。 然 其書猶 有未妥 者。 甚 欲得 講論。 以 

求 其 歸會。 有 卜居 之 冗。 因循 未果。 而 先生 遽然下 世矣。 啓 聞 訃往哭 

之。 不 自知 涕泗之 交 願 也。 先 生 甞 謬 許。 得 啓 而 道 不 孤。 啓 何 敢 當 之。 

今 先生 歿而啓 則 孤矣。 烏摩哀 哉。 其將葬 也。 嗣君 守約以 墓銘爲 鳳。 

啓雅 不樂銘 墓。 時 有謁者 皆辭謝 之。 惟 於 先生 義 不可 辭。 遂 次而銘 

之。 先 生 諱 守 昌。 字 天 福。 仁 木 氏稱甚 五兵衛。 三 岳其號 也。 世 仕 大 朝。 

七 世 祖。 諱 勝 長。 稱 周 防 守。 1 ハ 世 祖 諱 儁 長。 又 稱周防 守。 皆 爲 番 頭。 先 

生 資質 淳古。 不修邊 幅。 接 人 無 貴賤 親疎 之 間。 尤 厭世 營。 或 値馳逐 

紛囂之 塲。 如 溽暑置 身 赤 B 下。 其 在 郎 署 也。 有 勸 媚 貴 權求薦 者。 先 

象 山徵稿  — 」 . _  五三九 


象 山淨稿  五 四 〇 

生 曰。 吾 豈耐夏 畦之勞 者。 遂不從 。早以 家事 付嗣 君。 就 賜 第 之 西北。 

雜蒔花 舟 竹 樹。 築 亭 其 間。 常 延 賓 客。 觴 酒 弦 琴。 燕 嬉 笑 語。 竟 日夕 不 

倦。 如是 者 若干 年。 嗚 呼。 其視 世俗 貪 名 耽 利得 已而不 已者爲 何 如 

哉。 先 生 旣精琴 道。 兼 善 維 事。 其 所作 花 草 虫 魚。 人 爭 貴 之 云。 娶曾 我 

氏 去 之。 娉 大 窪 氏。 菅 谷 氏。 並 先 卒。 後 娶京極 氏。 子 男 若 干。 女 若 干。 皆 

亡。 唯 一 女 在室。 養 長 崎 奉行 久勢君 弟 爲嗣。 生 於 明 和 八 年 正月 廿 

日。 卒於天 保 十 年 九月 十 大日。 得壽 七十。 墓 在 深 川 本 誓 寺 內。 從先 

塋 也。 銘 曰 

江 東 之 原 當知之 山 有 寧 一宮 千載 無 患 

墨 水 在 西 其 流洋々 人 則亡矣 琴 音不亡 

松 城 佐 久間啓 撰 並 書 1 

藤查 £ハ  故侍從 眞 田 公 墓 誌 銘 


嘉、 K 五 年 六月 壬 午。 故 侍 從眞田 公 薨於江 戶櫻田 新橋 之 第。 以其 

月 戊 申 It 葬 於 信 濃 松 代 先 公之 兆 次。 前期。 今 公 命 臣啓爲 之 誌。 臣 

啓 謹按。 公諱幸 貫。 眞田 氏。 世 爲松代 城主。 世 系 氏族。 詳于 史書。 公 本 

生 松 平氏。 故 少將白 河 城主 定信君 第二 子。 而東照 神 a 八 世 孫 也 

先君 幸專 公。 乞 養 爲嗣。 以女配 之。 文化 十三 年 十二月。 叙從 五位 任 

豐後 守。 文政 六 年 家督。 改 伊豆守。 後 又 更信濃 守。 天 保 二 年 十二月 

叙 四 口 H 十二 年 六月。 擢爲 加判 列 進 侍従。 十五 年 以疾辭 職。 嘉永五 

年 夏 益 病 11 朝 致仕。 號遂 翁。 今 公 承 後。 後月 餘遂 不起。 享年 六十 有 

二。 夫人 原 姓 井上 氏。 故濱松 城主 河 內守正 甫君之 女。 以其眞 困 氏 

生 也。 幸專 公。 養以爲 子。 公有 三男 二 女 連 夭。 唯一 女 適 隠岐 守朽木 

君 。初 乞 島 原 城主 松 平 君 忠簿第 八 子 幸 忠君。 爲嗣 早卒。 乃 養 今 公 

之 考幸良 君。 定信君 之 季子 也 任 豐後守 又 先卒。 今 公 時 年う 歲稱 


象^ 淨稿  五 四 二 

雄 若 立 爲 世 子。 今 信 濃 守。 公 生 有 異 質。 聰 慧 絕 人。 氣 貌 俊 爽。 聲 如 遠 

鐘。 少好 文武 學。 挺然自 奮。 未洎 弱冠 名 聲顯于 遠邇。 其 接 人 和以有 

禮。 其 處事 敏而能 斷。 ® 煩 若 易。 制 大 若 細。 倉 卒 之 際。 人 未 及 思 議。 而 

公則 從容出 之。 妙 合 至理。 遽入 爲嗣。 善事 太 公太 夫人。 愛敬 誠 至。！ 

若 所 生。 其 施 於 有 政。 惠而有 制。 嚴而不 刻。 洗 J_ ^易 敝。 以新邦 俗。 益 篤 

儉 素 之 風。 以 躬 先 之。 衣 食 居 所。 平 民 所 不能 忍。 公 處之晏 如 也。 其 自 

奉 之 至 薄。 人 或 以 爲 慳。 然 至 於備海 警。 鑄 巨 砲。 慮 水 患。 嚴 隄 防。 振 學 

政。 育 人材。 雖曰費 千金 滞吝。 聽 言 納諫。 類如耆 欲。 雖有不 懌未嘗 見 

聲 氣。 及 過 中 年。 德 容 益 粹。 溫 厚 慈祥之 氣。 藹 然 薰 人。 其 與 人 言 無 險 

易。 賢 不肖 皆 使 之 各得輸 其 情。 人 有 過 失。 含 容 隱 匿。 唯 恐 其 或 宣。 人 

有 一 善。 欣々 稱道。 唯 恐 其 或 不宣。 故雖 剛愎 暴慢 者。 望 公之 貌 。聽公 

之 言。 莫 不 意 阻 氣 消。 而 返稱其 賢。 是 以 大小 諸 侯。 慕 其 才 德。 就 之 質 


疑 釋惑者 日 衆。 公 負 天下 重 望。 方當 朝政 聿新。 賢能彙 進。 一 旦立朝 

殆將伸 其 美 志。 以大其 利澤。 而 病。 不久其 位。 又 不究. 於 壽考。 及 聞 其 

薨。 公 卽大夫 下 至 布 衣 諸 生。 莫不 痛惜 而傷惋 。曰 吁命矣 夫。 公 善 御 

馬 兼 S 拳法。 有願學 者。 輙諄々 誨之。 其 他 武藝。 咸出等 夷。 然 常能蹈 

晦。 不 輕以自 試。 故雖 近侍 左右 莫之能 窺。 嘗在 溜池 之 第。 有 她登庭 

樹。 狀甚惡 。左右 持 杖欲擊 之。 高 不可 中。 公 執 小 弓 放 一 矢。 隨手墜 地。 

其藝之 精。 大率 類此。 然 公知 信 仁 勇。 人君 之 量。 大有過 人 者。 或以技 

能 之末稱 之。 淺 乎 其 爲 言 矣。 銘 曰。 

旣孝且 仁。 又儉以 勤。 均 其 貴 也。 莫 與 之 倫。 山 爲 谷。 海 揚 塵。 後 之 人。 視 

諸 斯文。 

弘化二 年 十  女 菖蒲 壙記  , 

菖蒲 者。 松 城 佐 久間啓 之 長女。 而其妾 ffl 中 氏 之 所 出 也。 弘 化乙已 

象^ 淨稿  i 一一 
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五月 一 一十 日。 生 於 江 都 玉 池 之 寓舍。 以其 五月 生 也。 因名以 菖蒲。 菖 

蒲 綾女 國 讀 同。 故 亦 以阿綾 呼 之。 是兒 眉目 淸 秀。 生 未 數 月。 而 不 苟 

叫啼。 莊靜 温雅 之 態。 完然 可悅。 見 之 者莫不 奇而愛 之。 歲十 一 月。 暴 

得疾 三十 曰 物。 嗚呼 痛 哉。 吾 之 久居於 江 都。 所 交游多 天下 之士。 故 

所 延之醫 。亦 皆 天下 之 選 也。 而 不能 抵命矣 。江 都 寺院 葬 地 極 狹隆。 

案 後 數歲。 動 有 遭掘擾 者。 吾深懼 之。 乃 歸藏於 松 城 蓮 乘寺內 之 先 

塋。 以其蕩 故。 惟殊書 諸磚以 誌其壙 如此。 ，  , 

祭文 

天 保 五 年 七  祭 宮尾溫 卿 文 

月 

天 保 五 年 甲 午 七月。 佐久間 啓。 聞溫卿 之訃。 幾 曰 廼割心 致哀。 遠托 

親友 山寺 常 山。 謹 告于溫 卿 之靈。 嗚呼 傷 哉。 溫卿 吾見 其秀 也。 而終 

無 見其實 耶。 世 方 馳騖於 小 慧私智 。而不 復知有 斯學矣 。間 有 有志 


之士。 亦 惟 晨星之 落 落。 而 未見 其 能 耀大。 而溫卿 獨奮傑 於 僻壞之 

中。 以 穎 敏 之 資。 講 明 正 道。 遠 邇 秀 者。 毗 賴 而 興 起。 盖 亦 不徽矣 。又 夙 

嗜軒岐 之 術。 多 所 自 悟。 老 生 碩 師。 未 之 及 精 者 。温 卿 旣得之 於 其 心。 

驗之而 無 違焉。 則 其 期 遂以是 興 一 家 誠 其 t 且矣。 雖或亦 嫌於爲 名。 

而察其 心事。 正 在爲其 父祖。 而振揚 其 家聲。 則 固 孝子 順 孫 之 情 也。 

而可謂 之 有 他 乎。 世 方 植私貪 利 縦 媢嫉而 究跪險 。而溫 卿 獨誠實 

忠 信。 樂 善 好 德。 思 以榮人 之 能 也。 而 不自知 其 身之爲 辱。 謀 以濟人 

之 困 也。 而不自 知 憊窮之 萃於其 身。 嗚呼 若溫 卿。 蓋 所謂 雖無文 王 

猶 I ハ者 也。 其 心 休 休 焉。 人 之 有 技。 若 己 有 之 者 也。 樂 分施而 耻積藏 

者 也。 此豈獨 今 之時而 不易 多 見。 將古之 記牘。 亦 未 數數載 也。 嗚 呼、 

今歲其 何歳 也。 春而宮 本櫟齋 £1。 夏 而今 井 寒 泉 今 初秋 也。 而溫 

卿又復 棄我而 逝。 吾 安 歸其咎 乎。 天 其 或 者。 實 無意 於 斯世與 道 乎 _ 

象 山淨稿  五 四 五 ， 
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胡 其 善 類 之 雖植而 易 凋。 善人 之 難 成 而易須 也。 抑 彼 蒼 之 所 好惡。 

與此民 不同 耶。 將此民 之 生 於 偶然。 而天亦 無 主宰 於 其 間耶。 嗚呼 

傷 哉。 嗚呼 傷 哉。 予 少年 客氣。 嘗見世 道之衰 薄。 士風之 萎葡。 乃 憤激 

以謂。 如 此則何 以爲君 之 腹心。 如 彼 則 何 以爲國 之 幹屛。 因不自 量。 

夙夜 彊勵。 唯 以忠直 剛毅 爲志。 以興 文武 之 道。 矯振 弊風 爲務 而卒 

亦 未知 微力 之 不可 得而爲 也。 性 又 倨 野。 不能 屈 下 於 人。 屢展件 貴 

權。 終 陷廢錮 之 罪。 以 此。 市 朝 之 間。 擧 若 仇 響。 口 舌 無 數。 煽 騰 相. 攻。 當 

是之 時。 其 所 久與游 。亦 遠 去 而不復 顧。 獨其 終始 弗渝 者。 溫卿四 五 

輩 之 外 K 乎其寥 々 也。 而溫卿 之 於予。 其 趨異而 異焉。 非苟 同於予 

也。 同 而同焉 。非苟 異於予 也。 然而原 其 歸焉。 快然而 合。 融然而 同。 冥 

然 而 契ポ 知 氣即 吾 耶。 而 吾 即 溫卿耶 也。 則 相 知 之 深。 相 信 之 篤、 

能 復有溫 卿 若焉者 乎。 而今 不圖閬 其訃。 其爲 哀痛 何 如 哉。 去歲冬 


予之東 遊。 人 佐 藤 先生 之 門。 溫卿亦 私 助 其 志矣。 上塗 前 一 日。 訪其 

廬而告 別。 溫卿 曰。 君 質 厚而氣 豪。 銳然 有志 於 家國。 今方 就學 明師。 

其 能 專心致 精。 則奚 憂其不 成。 其或不 成。 是亦 不爲而 自棄 也。 使 君. 

而 無 志 則 已 矣 。今 君旣已 有志 矣。 而 亦容 有終 於 自棄 乎。 吾 亦 有 志 

於斯 S 。益 精 其 所 未 精。 愈 硏其所 未硏。 自成 一 家。 而待君 之 榮歸而 

已。 嗚 呼 孰 謂 此時之 別。 竟 成 千古 之 永訣 耶。 自 予入師 門。 未 經 十 月。 

亦 幾 有 所 益矣。 則 將積數 年 而後 還。 與溫卿 握手 一 室。 叙 其 所嘗修 

進。 以求質 正。 此亦 人生 之 一 快事 C 而溫卿 今 則 亡矣。 嗚呼 傷 哉。 雖然。 

今 封內隣 境。 誰 不 知 東 福 之 邑。 有 宮尾溫 卿 者。 爲 善良 之彥。 且因 温 

卿之德 而生焉 者。 籍溫卿 之 惠而脫 窮困焉 者。 憑 溫卿之 術 而免死 

焉。 遠患焉 者。 比 々則不 止。 今時 而稱其 名。 將傳之 後昆 而不泥 也。 然 

則 溫卿其 旣有實 矣歟。 彼 黃髮台 背。 與夫 木石 無 別 者。 又 何 可 勝 言- 

象 山猙稿  五 四 七 
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欲得 如溫卿 一 曰 之生而 死。 亦 豈能之 乎。 則在溫 卿。 乃 可 謂 無 憾矣。 

獨斯學 之 失 助 而亦不 及 見 其 志 之 大成 也。 則 吾 安能 以無 悲傷 乎 

哉。 嗚 呼 溫 卿。 言 在 吾 耳。 溫 卿 志 在 吾 心。 將 滋 修 吾 學 業。 以 求 有益 于 

君 國。 期 終不負 知己 之 志而已 矣。 溫 卿 其 有 靈。 庶 幾 能 發 吾 之 昏 蒙。 

而敕吾 之惰窳 耶。 山 河 悠 遠 It 由 走 慟。 臨 文 嗚 咽。 淚 下 如 雨。 山 寺 常 

山。 於 予太欽 。在 溫卿亦 親善 也。 故 今 以此囑 之。 布 告予衷 。溫卿 有 知。 

其 尙聽之 乎。 辭有 盡而哀 無窮。 嗚呼 傷 哉。 

祭 心 越 禪師文 

嗚呼 越 公。 歸 我 而留兮 興此廢 音。 弘 厥 傳兮惠 後 之 人。 我 思 公兮不 

禁。 揭 遺影 兮致 悃忱。 秋風 咽 兮鬱閜 河之荣 林。 瀨淺 々 兮石 鳴。 蟲啾 

啾兮哀 哈。 俯 而聽之 兮若聞 公之 琴。 道 之同兮 異方且 親。 心 之契兮 

易 云 幽明 之 古今。 我 拂朱絃 兮寫兹 心。 魂髮 髴兮其 降臨。 


嘉永章 か  祭 中 村 平 J 品 文 

I 呼 平 年甫 十八 而亡耶 。曩予 之在玆 土。 大人 以文 學蹄 交於予 

遂 託予以 子。 子 時 八 歲。 資 質 溫 厚。 不 妄 言 C 擧 動 知 思。 殆 如 成 人。 方 

其肄 業。 澠侁盡 力。 有 群 童 相戯於 側。 泊 然似不 聞知 者。 予深 愛重以 

爲 奇特。 予以 君命 北歸。 子年 十 二  r 果能誦 四 子. K 經左氏 班 馬 之 文。 

悲予之 別。 哽咽 不禁。 予 亦深惜 不及以 成其材 也。 間 一 歲。 聞 大人 訃 

嗣得之 於 友朋 之 書 云。 子督 家政。 上 事ニ孺 人。 下 待 門 生 群 僕。 巨細 

大小。 各當其 可。 雖 成人 莫能 及。 又克承 家學。 療危 救急。 視人如 己。 遠 

邇乞 治者 盈門。 予於是 悲喜 交 至。 不自知 其 所以 遏之 也。 嘉永已 酉 

冬。 再遊 兹土而 見 子。 子 出 所 蓄疑議 數條以 質焉。 予辨 之且謂 曰。 子 

疑宜 也。 學不疑 乎 其 所 無 疑。 而疑乎 其所宜 疑。 長 進之驗 也。 其勿替 

之。 子^ 欲 增加鞭 策。 而有 瘍發其 膝。 遷延 歲 月。 暨治不 効。 終殖 其軀" 

象 山淨稿  i 
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嗚呼 痛 哉。 聞 子 病間與 門人 善 碁 者 碁。 初 低 其 人 九 子。 後 數日忽 高 

其 人 九 子。 子 之 才知 ぼ 出 等 夷。 天假之 年。 豈 惟家學 優長。 播聲名 於 

今時。 將 必有發 斯文 之 光輝。 而翼 斯道 於 悠久。 而乃 一 仆而 不可 復 

起矣。 嗚呼 痛 哉。 然生而 人 厭 之。 孰 謂 之壽。 死 而人惜 之。 孰 謂 之 夭。 壽 

也 吾 不知 其 可 希。 夭 也 吾 不見其 可惡。 惟 如 子 之 賢。 縱壽而 終。 衆猶 

傷 之。 况亡之 於 未 弱冠 之 年。 誰不 痛惜 而失聲 乎 哉。 雖然。 命 也 可 如 

之 何。 一 奠 永訣。 涕零如 雨。 言 有 盡而情 無窮。 魂 乎 有 知。 歆此哀 誠。 

祭 r 転 野 山 文 

輅野之 山。 其最 高 者 曰 岩 菅。 次 之 曰 横 手。 曰大 倉。 曰 稻包。 曰 三 引。 曰 

赤 石。 曰 大 高。 曰 湯 弦 根。 曰 檸 峯。 曰 前 志 賀。 曰 外 志 賀。 曰 鉢。 曰 白 山。 曰 

赤 楊。 曰 寺 小 屋。 曰 東 舘。 曰 西 舘。 曰 燒 額。 曰 猿 面。 東 連 上 野。 北 亘 i 後。 

則 其大可 知矣。 一 陟岩菅 之巔。 則 遠 揖富士 。近 援淺 間。 東娥 1 j 荒。 西 


睨 御嶽。 甲斐 之 八 岳。 越 中 之 立 山。 加賀之 白山。 佐 渡 島。 出 羽 陸 奥 之 

諸 峯。 歷 々莫 不可 指 數。 則 其 高 可 知 矣。 夫 其 高大 也 如 此。 宜 乎。 其 神 

之靈。 時 興 雲 雨。 有能 潤 百 里 之 外 也。 然以其 在 僻遠。 雖有 所產。 不爲 

人 所 知。 惟 樹竹柴 薪。 資 給 細民 而，^ 耳。 故 有司 忽 焉。 啓 去 歲巡佐 野 

笠 岳 之 麓。 觀 其 山 脉與石 性。 以 知 玆 山， 爲 天下 第二 山。 ？5 麵， 

石 凝 成 者爲第 r 肆石蓋 大地 始成^ 之预^ 1 、御上、 g S ，者； i 者 廣。 S ヌ 

獻ー I ネを海 物 遺骨 者爲 第三、 土砂 混成 者 爲第四 火山 爲 第五 而歸 爵 ft  £ あ 

今 兹大月 十三 曰出于 上野。 遇 雨 止 三日間 霽。 乃 自 入 山.， i  W 結 妻 過 

布 池。 沿溪而 下。 十 八 日。 果得諸 金 之 礦於魚 野 川 南 崖。 所出甚 富。 當 

大利于 公也。 於戯玆 山。 廣袤 彌百餘 里。 峯巒列 時。 溪谷錯 流。 遽入其 

中 者 不可 辨識 東西。 而啓 人山 僅 一 一 日。 大得吾 所 求。 豈獨啓 之 力 哉 „ 

抑 亦 祌之靈 也。 不 可以不 報。 廼 下山 之 三 日。 寅 具 白 雄鷄ニ 隻。 淸 酒 

ヌ樽。 以致謝 於 神。 惟神 有靈 尙饗。  啓 稿 


に 家系 沼譜佐 
作義圆 佐並久 
る を 何 久び間 
家れ 間に 氏 
村 も 氏 長 略 
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年譜 

1^  ■ 神 溪佐久 間府君 年譜 

府君。 諱國 善。 字 之祥。 稱 一 學。 神 溪其號 。一 字 淡水。 本 長 谷川 氏。 松 城 

世 臣。 千 助 君 諱 善 員 第二 子。 而 原 其 胄。 墓 越後 名 將。 下 野 守 齋 藤 昌 

信。 大 世 孫 也。 同 班 彥 兵 衛 君 諱 國 正。 乞 爲 嗣。 因 冒 佐久間 氏。 佐 久 間 

氏 之 先。 出 於 高 望 王。 爲平 姓。 居 相 模之三 浦 郡。 爲三浦 氏。 其 別 子 家 

義。 當 鎌 倉 之 盛。 居 安房 之 佐久間 莊。 録 是遂氏 焉。 後 數世從 織甶氏 

有 武功 ズ大朝 仲叔封 侯。 仲 世 爲信濃 飯 山城 主。 叔 世 爲長沼 城 主。 

彥 兵 衛君之 考。 曰 三 左衛門 君。 實 長沼大 考岩 間 又 兵 衛君之 次子。 

元 祿間長 沼 侯 因事國 除。 乃 委贄於 松 城。 而以其 祖母 爲飯山 侯 家 

之 出。 遂 從 其 姓。 是 爲 松城始 祖。 府 君 氣 宇 曠 朗。 行 止 偉 岸。 少 言 語。 通 

文武 學。 尤精！ 道。 殊邃劎 術。 志在經 濟。 而深耻 自售。 以故久 不爲世 


用。 逮晚 年籌策 一 行。 功德永 見。 然其 充實之 美。 非 一 事 一 功之 可稱 

俾之蚤 得 其 志。 大顯於 用。 則 其 所 利濟。 豈可勝 道 哉。 府君不 喜 文飾" 

專務 躬行。 自少壯 時。 以 忠誠 淳 厚自飭 。至 晩年。 朝野 稱宿德 之 良。 必 

以府 君爲首 者。 非私譽 也。 凡 其嘉 言懿 行。 足 以貽於 將來矣 。譜 具 左 

方。 

寶 曆 六 年。 丙 子 春。 三月 五 日。 甲 子。 府 君 生。 父 千 助 君。 好 學 善 書。 稱 於 

一 時。 母 萩原 氏 有 賢 德。 其 身 子 必愼動 作。 常 居 靜 室 焚 香 讀 經。 旣 乳 

稍 能 食 視以母 誑。 少長飭 勵甚嚴 。有 或 過失。 輙稻 擊不少 貸。 府君自 

幼 穎悟。 孝 友 謹 篤。 能 副 成 其 賢 父母 之 志矣。 明 和 三年 丙 戌。 府君十 

一 歲。 納贄於 岡 野 元韶。 受句讀 二 過 無 遺。 元韶疑 其旣讀 也。 試 諸 他 

書。 皆 莫 不 然。 於 是。 大 稱 其 材。 

明 和. 一 ハ年已 丑。 府君 十四 歲挺八 田 流水。 學卜傳 氏 之 兵法。 至 於 忘 


象 山淨稿  五 五 四 

寢食。 是年。 始胃 佐久間 氏。 

明 和 七 年 庚 寅。 府 君 十五 歳。 九 月 初 謁于天 眞 公。 

明 和 八 年 辛 卯。 府 君 十 六 歲。 正 I::- 生母 萩原 氏 卒。 安 永 四 年 乙 未。 府 

君 二十 歲。 先 是。 八 田 流水 物 故。 府 君 叉 從矢島 頂水學 焉。 是 年學成 

悉傳其 奧秘。 時 佐久間 氏。 家道窮 困。 府 君每疲 奔命。 友人 窪 田 子 成。 

謂府君 曰。 以 子 之 才。 圖 功名 於 四 方。 何. 憂 其 不達 也。 何 乃 自苦若 是 

耶。 府君曰 吾非不 知 之。 然 吾 有 父 母矣。 焉有棄 父母 之 命。 而可獨 利 

其 身 也。 縦 吾 得 封 侯 之榮。 我 不忍爲 之矣。 聞 者 服 其 誠 孝。 

天明 元年 辛 丑。 府君ー 一十 六歲。 春。 娶相澤 氏。 是年擧 一 女。 秋 九月 彥 

兵衛君 老。 府 君 嗣。 十 二月 入郞 署。 當 時 士風輭 熟。 無 復 義 烈 之 氣。 府 

君 夙 蓄 矯 張 之 志。 剛 介 勵 行。 每 面 折 人。 不 以 毫 髪假 借。 同署憚 畏 之。 

府君嘗 在 江 都。 從兄某 等。 請 府君出 遊。 給 至 娼家。 府君無 奈何 也、、 及 


宴 罷各入 房。 獨兀坐 達旦。 其 勵行類 如此。 

天明 三年 癸 卯。 府君 二十 八 歲。 六 月 女 千代 夭。 

天明 五 年 乙 巳。 府 君 三十 歲。 春 一 一 一 月。 彥 兵衛君 卒于江 都。 君 旣 致仕。 

遊 覽於江 都。 是 月得疾 篤。 報 至。 府君 驚駭。 即日 就途。 一 一日 夜 而抵： 則 

君 已卒。 

天明 六 年 丙午。 府君 三十 一 歲。 女 逸生。 

寬政 元年 己 酉。 府君 三十 四歲。 二月 爲 世子 親 信。 四月 假兼 常侍謁 

者。 先是 天 眞 公有 命。 使 諸臣各 言 其 所見。 府 君 乃 上 封 事。 公 器 之。 因 

有此命 云。 是年 世子 肇學 劎於府 君。 府君每 執 技事以 規諫。 盡心將 

0 焉。 作 詩 曰。 操 心 S 與 古 人 期。 相 照 同朋 無 有 涯。 俯 仰 乾坤 皆 我 道。 

思 之 不得百 思 之。 府君始 爲享保 之學。 頗究 其說。 後 讀程朱 之錢忽 

醒然悟 曰。 道 在 此 矣。 卒 棄 去 舊 學。 專 尸視 於伊洛 諸賢 焉。 嘗 因 好 易 „ 

象 山淨稿  五 五 五 


違 歳 化 赏生此 

ひづ 八る 四审 
な k 年 以十神 
り 計 迄 下歳溪 
尊 一文に 先 


象. W 淨稿  五 五六 

精硏占 筮。 所 言 多 驗。 人 較稱神 異。 久 之 又 悟 曰。 此非至 道 也。 遂 不 濫 

試 其 術。 務體 諸已。 

寬政七 年 乙 卯。 府君 四十 一 歲。 出 妻相澤 氏。 

寬政八 年 丙 辰。 府君四 + 一 一歳。 秋 九月 千 助 君卒。 君 嗜酒頗 多飮。 動 

窮於其 費。 府君欲 使 其 無憾。 而 生理 不豐。 遂自罷 飲。 擧 其貲。 盡給于 

君。 以 終 其 世。 

寬政十 年 戊 午。 府君 四十 四歲。 八月 爲眞。  ， 

寛 政 十二 年 庚 申。 府 君 四十. K 歲。 五月 改後房 令。 

享和 元年 辛 酉。 府君 四十 七歲。 五月 免 後 房 令。 府君曾 與國老 某氏。 

及 中 謝 某不相 善。 至 此陰爲 其 所 中 云。 始府君 之 在 公所。 公 深 信 重 

之。 旣 免。 卒 亦 不 遺 忘。 時 發 于， 夢 寐。 後 語 府 君 曰。 嘗 夢 微行 某 地。 惡 少 

年數 輩。 狀貌兇 IT 當 路而不 避。 意甚惡 之。 忽見 一 學 |i 從後。 心 思 


. 則 安。 

享和ー 一年 壬 戌。 府君 四十 八歲" 府君性 有 巧 思。 まハ所 制作 # 出 驚 人。 

先 是歲星 入 井。 府君有 感焉。 則 欲 製活澄 井以利 民事。 去 歲以來 。在 

閑 散。 旦 暮 致 思。 於 此。 活 緩 井 器 名 能 激揚止 水。 致 之 高 所 。蓋 府君之 

創意 云。 十一 一月 再 入 郞署。 

文化 元年 甲子。 府 君 五十 歲元 旦。 賦 詩 曰。 蟄 守 靈 淵 望 紫 微。 存 身 養 

德待天 機。 自 珍 吾 匪 池 中 物。 時 至 起 雲 行 雨 飛。 府 君 數丁困 厄。 屯 遣 

轆 軻。 人 所 不 堪。 而 處之恬 然。 益 累 牢 鍊 之 功 焉。 常 語 人 曰。 備 嘗 艱 難， 

揣摩於 人情 時變。 然後學 問始進 矣 、」 

文化 二 年 乙 君 五十 一 歲。 五月女 逸巳。 八月 納妾荒 井 氏。 墓 啓 

母 也。 性 慧敏 善 助 家政。 

文化 五 年 戊辰。 府君 五十 四 歲。 頃 年。 魯 夷 猖 獗。 松 前 上 變。 聲 勢 相逮。 

象 出淨稿  ， 五 五 七 


象，：！ 潘稿  五 五八 

物情 淘然。 於 是於賜 邸 之 南。 瓶 建 蒼 龍 之 軒。 大集 生徒。 講演 武技。 曉 

而 至暮而 散。 日 數千百 人。 ニー  月 女 蕙 生。 荒 井 氏 所 生。 

I.H ハま 文化 八 年 辛 未。 府 君 五十 七 歲。 1 一月 子 啓 生。 昔年 府君 在 江 都。 遇 相 

者 聞 其 言 牲事皆 徵。 乃 曰。 志 願 可 達。 獨 恨 無 嗣子 耳。 府 君 曰。 象 相 本 

無 形。 吉 凶 皆 在 我。 我 將以 索我嗣 也。 至 是 果 擧 啓 云。 府 君 性 仁 惠。 好 

周 人 急。 見 單窶 者。 必 思賑 給。 一 時 儲 財爲之 空。 亦 不以爲 念。 又 衣 服 

器用。 與 親戚 朋友 通 之。 有 取 而不還 者。 遂不復 顧。 長 谷川 某。 府. 君從 

姉 之 子 也。 嘗爲司 金。 坐贓家 幾滅。 親戚 莫之能 償。 府 君深憫 之。 貸 人 

十 金 。指 之 以 狗 焉。 親 戚 愧 耻。 從之。 其 家 遂 得 不 絕。 其 救濟之 勇。 皆 此 

類 也。 敎 啓 讀 書。 訓 董 諄 摯。 每 言 曰。 汝 不能 務博觀 善 文 辭。 非 吾 憂 也- 

不能 爲篤實 君子。 是吾憂 也。 又 曰。 積 誠 可以交 神明。 學 不足 以交神 

明。 皆 俗 學 也。 又 曰 不能 克己 者。 是 天下 之 至 溺。 


文 攻七年 甲 申： 府君. K 十九 歲。 八月 爲侍 書。 兼 主 書 公 召見府 君 か 

言 欲 用 之 意。 府 君 辭以衰 老パム 不 聽" 翌 曰 乃有此 命， 

文政 八 年 乙 酉。 府君 七十 歲。 監 築城 背 防水 纏。 委 任 甚 至。 公 在 江 都。 

土 功 事 無 巨細 决於府 君、 大朝之 制。 城主 不得 濫修其 要害， 峩之土 

功。 雖世得 其 允。 有司 有尙抱 不安 者。 互 建 異議。 府君 諄々 論 之 曰。 諸 

君 勿以爲 念。 他日 萬 一 有 朝譴。 老夫 當身抵 之。 爲國 家釋之 耳無復 

煩 諸君 也。 由是 衆議 始止。 松 城 舊爲山 本道 鬼 之 所 構。 背筑摩 川。 以 

爲 形勝。 眞常 公之 世。 以 其 數爲秋 潦所衝 。遷川 道 於 西北 半里 外。 爾 

後 形勢 大損。 而 水害 亦不必 免。 今 公 襲 封。 深以爲 憂。 欲 築 長 壩於城 

背以備 水潦。 且以補 形勝 之缺。 謀之府 君。 府君乃 進 策。 效周 文爲靈 

臺沼。 旣而 封內之 氓。 果 翕然 裹糧而 至。 樂而攻 之。 日 或千餘 人。 度 築 

之 聲。 聞于野 外府 君 曰 著 草 轉與 衆執卷 錦。 不避 寒 暑。 拔 木 决 水。 躬 

象 山淨稿  五 五 九 . 


象. =1 淨稿  五六 〇 

必 先 之。 是 以 衆徒 莫 不相勵 而趨爲 之。 啓 與母懼 其 或 過 勞 得 疾。 請 

少 自 緩。 則 曰。 身 不自勞 。可 獨勞人 耶。 遂 不 從。 . 

文政 九 年 丙 戌。 府君 七十 一 歲。 三月 女蕙適 北山 氏。 

文政 十 年 丁亥。 府君 七十 ニ歲。 1 一月 患 中風。 蓥齢已 高。 勤勞過 節。 故 

有 所 損傷 也。 四 月 疾 愈。 是 年 土 功 畢。 自 始 役 至 此。 蓥 三年 矣。 上 無 費 

財。 下 無 怨 言。 其 爲 壩 也。 高 若 干。 厚 若 干。 長 若 干。 儼 若 天生 地 作。 害 息 

形 足。 永 世 賴 之。 實 公 之 盛 德。 而 府君 之碩勳 也。 然而謙 冲不自 居。 歸 

动諸 有司 預事 者。 及其獎 行。 受絮袍 一 領而 止。 

文政 十 一 年 戊 子。 府君 七十 三歲。 冬 十月 致仕。 子 啓嗣。 府君嚮 時。 意 

構活戀 井。 旣得其 機樞。 未 及 造 之。 會有土 功之 命焉。 致仕 後 又圖爲 

之。 而 財用不 給。 以 故 不復果 。洎府 君 就 世。 其 訣終泯 。可 勝 惜哉。 

天 保 三年 壬 辰。 府君 七十 七歲。 秋 A 月 二十日。 子 初 刻以疾 終。 其 病 


在簀。 體貌 安間。 不異 平日。 若 十九 日。 晝間數 命 酌。 最後 微醺。 顧 啓 等 

笑 曰。 £ 自然 爾。 怡々 如 也。 其 臨終 高風。 世 之 所 希覩。 所謂 視死 若歸 

者。 殆是 欺。 嗚呼 其 涵養 之 深。 於 是亦可 見矣。 天 保 五 年 甲 午。 十 一 月 

日。 孤 啓 謹 撰。 • 

嘉永四 年 九  彌利堅 棋譜 

. 此戯瓶 於彌利 堅。 嘉永 辛亥 秋 遊 浦賀。 聞 之 土人。 頃年彌 利堅舶 

來ぼ中 人 好 爲此戯 。予得 其 一 端而玩 之。 有 深 契 於 用兵 之 術 者。 

故 演而作 之譜。 象 山 外史。 

體制第 一 

抨之形 方。 存道於 地。 路之 經緯各 九。 用數於 天。 子 之 式上圓 下方 取 

象 於 人。 洋兵結 伍 之 法。 以三爲 率。 故 子 之數。 又 以三爲 率。 三 三。 四 三 _ 

五六 1 . 

象 山淨稿 


象 山淨稿  五六 二 

五三。 大三。 七 ニー。 八 ニー。 九 三。 皆 可 用 矣。 倍 而 一 一 之。 賓主 分 焉。 


布 子 

若 二 


子 之 

正 也， 

所盡 

技 出 


一 如陣 法。 直 衡正斜 。斷續 離合。 因 時而爲 之。 故 賓主之 勢。 不必 

l^土其運子。則賓主迭之也。 . 

行 道 第三  . . 

行。 必避四 正 四隅。 詭道 也。 上下 左右。 皆 可 間 一 路行 之。 ー奇 一 .. 

主客 第 四 

而 進。 敵 安 而 當 其 行。 輙 反而用 之。 其 行 之 所 達。 遷 延 轉 回。 窮 其 

而 止。 敵 不得動 手。 我 安而敵 動。 亦 如 之。 然 惟 可 一路 進取。 不 許 

剽 掠。 

用智 第五 


靜而相 持。 不能 相 制。 必有 動焉。 而後 可能 制 人。 然審明 去留。 推測 虚 

實。 無 食 其 餌。 存 以 爲 援。 是 知者 所尙。 

心機 第丄ハ 

夫 動者恒 勝。 制 人 也。 安者恒 負。 制 於 人 也。 勝 而不殺 仁 也。 反 而用之 

知 也。 必以 全爭於 天下。 計 之 得 也。 以神運 知。 原始 要 終。 予而奪 之。 存 

而絕 之。 縮 而能盈 。死 而復 生。 轉禍爲 福。 反敗爲 功。 此 不可 以 言傳而 

迹 示 也。 惟 在 悟 者 自得 之 耳。 


象 山淨稿  五六 三 


象 
山 

淨 
稿 


五 

ハ 

四 


文 


rj  ；  ：  ^  r 安政 三年 以後の 文 

•£s-  f#  .X) 及び 省 # 錄淨 稿に 

tl マ-、 漏れた る 文 を收む 


象 山 先生 文 稿 目次 

賦類 

頁 

櫻賦  五 七 一 
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題 二十 拇人 砲圆  六 四 五 
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與士固  六 五 0 

與小 林炳文  六 五一 

慰子 存  六 五 二 

與子存  六 五 二 
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又  六 五三 
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叉  六 五三 
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又  六 五六 
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答 友人  六 五 七 
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贈君毅  六 六 1 

呈 長野豐 山君誊  六 六 二 
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神后贊  六 六 五 

聖像 贊 ……  六 六 五 

鳥居 勝高贊  六 六 六 
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金 兒雪庵 先生 贊  ：  六 六 七 
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大久保 喜 八眞贊  六 六 八 
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大輝畫 岩石 贊  六 六 九 

馬贊  ，  六 六 九 

炎帝贊  六 六 九 

碑 額 

力士 雷電 之 碑  六 七 〇 

山 極 高 明 返筆銘  六 七 一 

雜 

象山窨 院學約  六 七 二 


五 七 〇 


增訂荷 蘭 語彙 例言 ……  六 七 五 

春秋 辭命 準繩 例言  六 七 六 

臨 淸社會 約  六 七 八 

虎狼 病治驗 一 則  六 七 八 

鑑銘  "  六 八 二 

視銘  六 八 二 

雜題八 文 ：…  六 八 二 

二十 歲文稿 十四 文  •： 六 八 五 


文久元ハキ^!^  櫻 K 

■ 有 皇國之 名 華。 鍾九陽 之 靈龢。 il 列 樹之苯 奪。 難 楼枝之 交 加。 禀妙 

色於自 然。 煌 妍茂而 無 瑕。 冠 群开而 特秀。 S 終 古而不 差。 故 詠 浪 津 

於 皇嗣ぶ 叩 開 耶於邦 媛。 國 舅 忘 老於染 殿。 王孫 發感於 渚院。 旣乃惠 

風 微動。 沖氣 淑淸。 庶艸始 綠。 百 鳥 和 鳴。 於 是。 紅 苞 舒 榮。 瞟 蘂 吐 芬。 光 

色 燈 耀。 肸 蠻 豐 醇。 霧 丹 霞之晴 . 輝 。散 白 曰 之 景 诉。 滋 鮮 麗 於 晨 露。 欽 

絢釆於 夕曛。 遠而望 之。 爛如卿 雲 垂翠微 。近 而睇 之。 璨如珍 珠綴林 

陂 e 赫 乎 曄 々。焜 乎 猗々。 爾 其 帶 雨 罩 烟。 飜 風 嚮 月。 綢 緩 縟繡縹 緲髮 

髴。 紛 膝旗以 陸離。 郁 晻囊而 魏餑。 旣的纖 以冰淨 。復縈 盈其如 雪。 至 

於 維 松柏 之 葱菁。 靓峯巒 之 徽餘。 吐 朱 閣於遠 寺。 靄 翠樓於 高 林。 沿 

水流 而蔚 映。 繞井 閭而塗 蔭。 固 千 象而萬 趣。 完難得 而備譚 於是。 和 

. 文 稿  五 七 一 


文  黐  五 七 二 

樂 公 子。 佳 麗 季 女 ま 姿 綽 態。 ■ 都 妖冶。 曳 綺 羅 於 西 林。 歩 驢靨於 東 

野。 憾 春光 之不 長。 憐 芳 菲 之 易墮。 折 纖枝以 相 授。 弄 殘葩而 心 寫。 若 

迺 崇 堂 曲 榭。 騷 友 詞 賓。 尊 貯 洌 醑。 盤 登 素 鱗。 珍 饋 咸 具。 副 薦 畢 陳。 面 

嘉樹坐 錦茵。 金口 # 揮 羽觴 巡。 奮 藻 思 以鬪麗 。馳妙 辭而競 新。 顧餘霞 

之 散 綺 。埃 雲 月 之 飛 輪。 叉 有 天涯 遊 子。 深 閨 少 婦。 感 和 氣之絪 榲。 驚 

陽 節 之 喧煦。 惜珍麗 之 徒芳。 恨 歸期之 * 誤。 羡黃 顧 之耦 飛。 妬 粉 蝶 

之 双 舞。 陟 夷 岡以徙 倚。 憑 華 陰而搔 首。 望 所思 而不 見。 愾 長喟而 遠 

慕。 更有 懷慨之 志士。 倜儻之 豪 俊。 晞 芳野而 大息。 哀皇業 之 不振。 臨 

奥關 而仿惶 。 欽上 將之烈 駿。 嘉 高 德之 刊榦。 題片 言 而 暗 進。 雖 忠 誠 

之 未 報。 永 無 慚乎王 藎。 方華蘂 之 盛時。 知 物 候 之 流 運。 對落英 之 緒 

紛。 增 感慨 而自 奮。 是以 都鄙 尊卑。 老少 智戆。 觀斯華 者。 莫不 目愛而 

色 悅。 神 感 而 情 動。 若 其 勝地 所 宜。 則 有 寧 樂 故 都 .嵯 娥. 嵐 山 .醍 醐も 


河. 小 倉. 大 原。 與 夫 武之金 井。 總 之 墨 川。 此 皆 都人 之 所 周覽。 士女 之 

听遊觀 。逮于 動 磯 霞 浦 之澳。 岐蘇足 柄 之 巔赤有 慕 名 賢 之 風雅。 足 

優獎而 盤桓。 夫 何 玆樹之 奇植。 泥 景響於 驚漢。 挺 芬蕤於 曰 域。 攢壯 

• 觀於 神甸。 資豐壤 之 粹澤。 應皇化 之 觸煥。 墓 儀 光之 獨異。 空 寓內而 

莫先。 散 譜類而 夷考。 豈 桃李 之 足算。 乃作頌 曰。 

貞 樹 服。 育 神 州 兮。 受 命 特 立。 終 不 流 兮。 瑩 潔 無 瑕。 豈 不 可 喜 兮パ幼 

窕 自 持。 章 天 地 兮。 澹 然 不 銜， 嘉 賓 聚 兮。 帝 宮 神 寓 U 無 邦 可 兮。 深 林 窮 

谷。 膺 天 光 兮。 閬 其 無 人。 自 芬 芳 兮。 

萬延 元年 春  ®  0 

座爽 S 之 高 樓兮ぼ 旨酒 之 芳醇。 憑 軒 檻以流 阿兮。 觀機林 之臻々 ( 

熝燥重 葩之艷 々兮。 飛 香 鬱乎ー 盆 萬 》 輕燐 亂以麗 靡兮。 帶靑蟫 之 

.葳 裏。 妍風蕤 之 確 榮兮。 快 落 英之幡 纏。 忽生間 思兮。 中 情 徘徊。 時 命 

. . 文 稿  五 七三 . 


. 文  稿  五 七 四 

所在 兮。 遭遇 不齊。 珍 樹之生 野兮。 或 蕪 沒於襲 藤。 彼樵豎 之！^々 兮。 

又 剪除 乎 嘉壁與 榛搭而 爲薪兮 。遂 不壹敷 其榮。 已矣乎 人 之與物 

兮。 孰 知命 之 所 極。 紛 寵 辱 之相控 兮。 豈 斯心之 足 愕。 斅 達人 之大觀 

兮。 釋 拘 暴 於 末 跡。 詖 夫 缶以酣 歌兮。 至 日夕 而弗 能 息。 

弘化ニ 年  星 巖 居 士。 有 隱 山 之 意。 象 山 平 子 知 之。 乃 歌 楚 聲 以留 之。 

靜 房 邃 宇 兮 陌 之 陲。 竹 樹苯葦 兮蔭淸 池。 龜 魚喻喁 兮水綠 波。 文 之 

. 檻兮繡 之帷。 敍誦息 游兮與 時宜。 芳馨播 兮緩紛 。士之 集兮如 雲。 君 

胡爲 兮不自 聊。 與 彷 惶 兮 焉 求。 晝 冥 々兮雨 風。 心 悄々 兮有 忡。 道 路 

漫兮脩 遠。 山川 阻 兮多蹇 。滯 風波 兮高堰 。憇 積雪 兮峭 坂。 滞 廓落兮 

無友伴。魂懷恨兮銷損。攀畏途兮^^絕巇。憊疲勞頓兮人思返。幽崖 

陰壑兮 虺蛇蟠 結。 僻 聚荒鄕 兮魈魅 狐蠻。 迴飈 颶起兮 裳衣樓 裂。 瘴 

烟毒 霧兮將 1- 將噎。 覊旅之 情 洞 々 兮悲々 。僭 々兮變 々。在室 兮以 


思。 中 怵慘兮 意 迷。 君 胡爲兮 弗恂。 愴不 憚兮西 東。 上 士兮遠 害。 棲 神 

兮塵之 外。 都 城 兮通衢 。宛 天姥兮 1M 廬。 竹芊々 兮水 黼 々。風 嫋々 兮 

桂 夜 落。 鳥 嫛々 兮蟲 嗽々。 夫君 兮可 留。 托 踪 兮何必 雲 年 之 幽。 

序 類  ♦ 

一 4^ は 四 年 十  春秋 辭命 準繩序  . 

嘉永癸 ft 夏. K 月。 彌利堅 使 至 浦賀。 冬 十月。 魯西^ 使 至 長 崎。 天下 

多事。 或 問 予經世 之務。 予曰。 夫 唯 春秋 乎。 春秋 謹 名分。 辨內 外。 錄功 

. B ち 明 天 理。 正 人 心。 以 爲 百王經 世之大 典。 信窮理 之 要 矣。 不學 是 經 

而處 大事 决大 疑。 能 不惑 者 鮮矣。 且內外 傳。 多 載 列國辭 命。 亦 ^ 可 

以 不 講。 方 今世界 萬 國。 風 氣大 開。 航海 之 利 日 盛 月將。 强國 大國之 

使。 相 繼於邊 。大似 彼 春秋 列國之 形勢 也。 而 不知 脩辭命 之學。 可 謂 

知務 乎。 春秋 之 世。 鄭以 小國攝 晋楚之 間。 不虞 荐至。 殆無 虛歲。 逮至 

文 稿  ぉセぉ 


文  稿  五 七 六 

子產爲 政。 知 非辭命 無以爲 功也。 於 是用裨 諶游吉 公孫 揮 之屬。 而 

草創 而 討論 而脩 飾。 亦從而 潤色 之。 以應對 於 諸侯 賓客。 是以鮮 有 

敗 事。 歷定 獻襄三 公。 凡 五十 年。 得 免 兵禍。 社稷 人民 賴之。 辭命之 有 

益 國家如 此也矣 。予得 罪 禁錮 故里。 自省 之餘。 未 嘗癡學 。因讀 春秋 

內 外 傳。 遇 辭命可 法 者。 輙 取而錄 之。 剖 理點定 以便記 覽。 世 之 同 志。 

或 有取焉 所不辭 也。 象 山 佐 久間平 啓 子 明 撰 

航久ニ 年 五  品 題 家 藏漢碑 叙 

歐陽文 忠公不 深 書學。 於隸 體殊懵 々 也。 其 集古錄 中。 收漢碑 七 八 

十 種。 每不加 品 騰。 其 玄妙 奇特 如 禮器石 門 諸 刻。 亦無復 一 語 評論。 

偶有 論及 者。 則 多 因 人而爲 言。 如 稾 長 蔡君頌 云。 待 制 楊 畋甞爲 余 

言。 漢 時 隸 書。 在 者 此爲最 佳。 余 不 甚識隸 書。 因 畋 言 求 得 之。 遂 入 於 

錄。 又 如 南 陽 太守 秦君 碑。 首錄 蔡襄漢 碑。 今 存者少 。此蒙 亦 與今文 


小異。 勢 勁 健 可愛 數字。 且云。 其 筆畫奇 偉。 蔡君 謨甚愛 之" 由 是觀之 

公 無心 解 於 篆隸可 知矣。 果其 無心 解。 雖多亦 奚以爲 。予後 公 八 百 

年。 生乎是 邦。 其收 漢刻厪  一 二十 種。 固 無 望 公之 富。 然把玩 摩 弄。 爲 

日 旣久。 遂 稍得識 漢人 之 面。 漢代隸 書。 雖 後世 皆莫可 及。 在 當時自 

有 精粗 優劣 妍媸之 分。 不能 隨人 而改。 今據 所見。 以爲品 題。 雖不多 

亦 足 以自娛 也。 後 之 所 獲 可逆 知。 即今 所 藏而論 之。 當以禮 器 碑 及 

其 碑 陰 爲 第一。 石 門頌次 之。 曹 全 碑 又 次 之。 次 史 晨 前後 碑。 次 卒史 

碑 e 孔宙 碑 陰 • 孔彪碑 ま 榮 碑. 衡方碑 又 其 次 也。 景 君 張遷ニ 碑。 幷非 

其 至 者。 殘碑 八。 壞藤 之餘。 鄭固 外莫知 其爲誰 碑。 然書 體往々 有 可 

玩。 而漢隸 世 所 難 得。 不可 不襲藏 。若 孔褒 碑。 則以 其人而 重。 固非區 

々筆畫 精粗 之譚。 第 文字 多 剥落。 殊爲 可惜 耳。 鄭季宣 碑 陰。 雖增缺 

或。 而碑首 篆字 尙存其 形。 而 筆法 特遒 勁。 足爲師 法。 至 孔君碼 。文字 
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磨 口 多 不可 讀。 然絲是 可以見 漢碣之 制。 則 亦 爲有補 於學。 故特存 

之 云。 文 久壬戌 夏 五月 念大 日。 松 代 聚 遠樓 書。 

聚遠 樓 時代  天 石 硯銘幷 序 

余 年 八九歲 時。 與鄰童 嬉戯。 拾得 片石。 色黑質 潤。 面 有 一 池。 側圓不 

假 斧 鑿。 左 淺 右 深。 深 者可以 貯水。 淺者 可以磨 墨... 先 君觀之 曰。 昔 東 

坡 幼時 與 群兒墜 地 爲戯。 得異 石。 有 貯水 處。 善發 墨。 老泉 曰。 是天硯 

也。 有 硯 之德而 不足 于形 耳。 可 謂 文字 之祥 矣。 因 手 刻 其 匣. 以授東 

坡。 後 果爲大 儒。 今 兒 所得 頗似之 。母 乃 亦 文字 之祥 乎。 乃 手製 其槽 

以 賜。 余 寳 而 藏 之。 余 之 才質固 無 以望於 東 坡。 然 年長 學 進。 稍 々 以 

文字 見稱於 人。 至于 所作 賦。 有 辱 瀆天覽 者。 天下 聞 之莫不 爲榮。 則 

先君 之 言 亦 驗 矣。 今 爲 之 銘。 以 付 兒 恪。 恪 也 其祗保 之。 銘 曰。 

樸而剛 。重而 靜。 澤 而 光。 此 進 道。 所 以考 其祥。 


東 坡元豐 二 年 得 罪 下獄。 家屬 流離。 書籍 散亂。 明年 至廣 州ボ硯 

不 復 得。 以 爲 失 之。 後 四 年。 舟 行 至 當 塗。 發 書 笥忽復 見 之。 喜 付 返 

邁 二子。 余 以嘉永 七 年 四月。 坐 事 下 江 都獄。 九 月。 送鄕里 禁錮。 書 

帙 器用 多 所 散 失。 此 硯不復 見。 後數 年。 偶 得 之 於 雜具厘 中。 以付 

咯 兒。 其 顯晦 之蹟亦 有甚似 東坡之 硯。 可 謂 奇 矣。 因 附 記 之。 

夭 保 十 年 夏  賀 矢澤國 老生 子 詩幷序 

古 之 君子。 必貴玉 比 諸 德焉。 夫 玉 之 瑩潔而 澤非仁 也耶。 鎮 密以歛 

非 智也耶 。廉而 不劇非 義也耶 。垂之 如 墜非禮 也耶。 叩 之 其 聲淸越 

以長。 其 終 訑然非 樂也耶 。瑕 不撐瑜 々不 擒瑕忠 也。 孚尹旁 達 信 也。 

精采 之見于 山川 誠 也。 天下 莫不貴 者 也 道 也。 夫 玉 之爲物 如此。 君 

子 之 比 德焉。 不亦宜 乎。 天 保 十 年 己 亥 夏 月。 矢 澤國老 有弄璋 之慶" 

啓 聞 之 喜 而不寐 。但恨 遊 學於江 都。 不能 歸稱賀 於 門下。 然辱眷 顧 
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旣深 且久。 豈可 黯然而 遂已。 乃 奉 君子 所 貴圜玉 一 顆。 以申遙 祝 之 

私。 而詩以 歌 之。 其 詩 曰。 

人 之 大 德。 維 知 維 仁。 文 之以禮 樂。 是 曰 成人。 處事以 忠。 待 物 以 信。 誠 

假 道 亨。 天 人 兩 順。 言 献 我 玉。 匪 惟德是 祝。 其 質 之 堅。 庶 以 岐 嶷，、 我 玉 

言 献。 匪 惟 質 是 願。 其 德 之 粹。 庶 以 璀 藻。 其 質 旣堅其 德乃粹 。邦 國以 

安。 萬 民 受 惠。 

I 化 三年 五  磐 溪詩鈔 序  . 

士廣本 以經術 名家。 然 天才 敏妙。 博 通 羣籍。 故 其 所作 詩文。 汪洋放 

肆。 愈 出 愈 無 窮。 雖 專門詞 人。 罕能與 之對壘 也。 余 舊甞好 文辭。 然筆 

舌 鈍 澀。 乃 不 能 與 才人 爭短 長。 亦 且自念 其所不 足。 又 有 急 於 此 者。 

因遂騰 廢焉。 頃 者 士廣以 此卷見 示。 讀誦數 四。 蓋以 自失。 不 復有餘 

念 也。 感嘆 之餘。 爲書數 字。 丙午 歲 仲夏 月 辛 酉 日。 辱 友 象 山 平 ズロ。 


s 十一 一年  功 課簿序 

爲學之 要。 在 立 課程。 課程 不立。 則 業 有 作輟。 而學易 荒墜。 小 藝猶且 

功 1 は r 松 不成。 而况 聖人 之 道 乎。 因 今頒諸 生以功 課簿ー 本。 敎各嚴 立 課程。 

i. 自今 以往。 各 將每日 所 讀何經 。所 習 何 業。 逐 一 註 明。 以備 父兄 師長 

不時 取閱發 問。 諸 生 亦可自 相咨考 勤勉。 若 課有餘 力。 便宜 倣古ゾ 

0 義冶事 兩齋並 設 之 意。 於 田 賦. 職 役 • 市 糴齒 用 皐 校 • 刑 f 禾. 海 

防 .狎盜， 救荒 諸務。 事 有 經濟實 用 者 討 求 參稽。 原始 要 終。 以 深造爲 

務。 不以 涉獵爲 能。 異曰 液官。 持以應 世。 庶 乎不爲 空疎 無用 之學。 如 

或 遞虛揑 填。 發問時 全 無 記 憶。 自欺欺 人 ぜハ爲 罪亦不 I 矣。 諸 生 其 

戒之。 諸 生其戒 之。 天 保 十二 年 辛 丑 九月。 佐 久間啓 子 迪識。 

夭保 五 年 八  送 機 宇 林 先生 序 

儒者 之學。 以經 世齊民 爲務。 學 不足 以 經世濟 民。， 非 儒 也。 然而昔 者 


^  0  五八 二 

孔門 言 志。 夫 三 子 者。 規々 於 軍旅 財 賦禮樂 之 事。 而曾點 則 曰。 浴 乎 

沢。 風 乎 舞 零。 詠 而歸。 夫 軍 賦禮樂 。固 儒者 經齊 之當務 也。 若 浴 沢 詠 

歌。 則 放浪 間 適。 一 如 無 所 事々 者矣。 而 夫子 之 所與。 不在 彼而 在此。 

何耶。 夫 三 子 所 言 者 事 功也。 而其 志 則 確 而實。 曾點 所見 者意趨 也。 

而其志 則 高 且大。 三 子 固 不及點 之 高大。 而點亦 未 如 三 子 之確實 

也ぼ以 一 時 言 之。 三 子 者。 各 拘執於 事爲之 末。 而點則 超然 於理趨 

之 源。 宜乎。 夫子 之獨喟 然與之 也。 雖然。 今 曰 學者論 之。 其 可 以偏廢 

乎。 世 固有 務三子 所 言 之 事 者矣。 然或失 之 才幹 智力。 而不循 乎 綱 

愤 大本 之 約 者。 是知 有之爲 利。 而 不知 無之爲 用。 而伯術 功利 之 徒。 

是矣. 固有 希曾點 所見 之 理者矣 、然或 失 之 蕩罔虚 寂， 而不 盡乎雍 

支 節目 之詳 者。 是知內 之 可 重" 而 不知 外 之 不可 遺) き 老莊佛 氏 之 

流。 是 矣。 是 以 一事 一 行， 或 能 之。 而 要 之。 皆 不可 以經 世濟 民。 此其事 


理之 相須。 蓋 亦 有 必然 者。 是故必 取 確 實於三 子。 而修之 乎學問 田、 ん 

辨之 間。 以窮 事物 之變。 必得 高大 於 曾點。 而存之 乎 優 游涵泳 之 中。 

以達 自然 之理。 內 外交 養。 而 精粗 不擇。 有無 相 因。 而動靜 如 一 ぼ 後 

始可以 盡經濟 之 務矣。 不然豈 亦 得以爲 儒者 之 全 功 乎 哉。 祭 酒 林 

公世 子。 樓宇 先生。 生而 英邁 特達。 加以 庭訓 之 美。 其學 夙成。 優 荷 堂 

構。 其 蘊 蓄 之 洽。 而 實 制 度 典 常 亡 論 也。 自 租稅征 商 之 宜。 以 至 行 師 

用兵。 戰陣 攻守 之 法。 皆莫非 其所究 知。 斯亦有 取 於 三 子歟。 用是。 聲 

光揚 溢。 海內 人士。 莫不 顒然. 仰望。 期 以斯學 之 棟梁。 吁責 亦重矣 哉。 

天 呆甲午 秋 八 月。 以有 宿疾。 請 告將赴 熱 海。 浴溫 泉。 兼採莒 根。 遊 鎌 

倉碱 徉於江 島 .洲 崎 。瀨 門 • 金 澤。 覽觀 山海 之 形 勝。 優 間 吟 詠。 動 盪 血 

脉。 以和暢 氣鱧焉 。啓 因 竊謂。 先生 灑落之 致。 超 邁之識 。將必 於 其 浴 

盥遊覽 之 際。 有 深 契 於 曾 點詠歸 之 意。 而直與 天地 萬 物 同流。 得 於 
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夫 自然 而然 者。 則 本 末 貫 該。 鱧 用 兼 備。 所 謂 儒 學 經 濟 之 全 功。 殆 庶 

幾焉非 耶。 異 曰 之 所 用。 不 外 於 今日 之 所 得。 則 遂 將 參 朝廷 之 謀 護。 

亦 益 周 然應于 無窮 矣。 勳績著 於 社稷。 而不居 其 能。 惠澤逮 於 衆庶。 

而 不 當 其 功。 名 敎 彰 於 士 類。 而 不有其 德。 奚 又 疑 哉。 則 兹 行 也。 不獨 

利 先生 之疾。 而於 先生 之學。 亦 將大有 所資焉 也。 夫 孰不欣 躍而慶 

賀 之。 况 乎。 啓 輩 受敎於 門下 者。 而 可 以默々 已 乎。 乃 次序 鄙 言。 以 奉 

送 其 行 如是。 天 保 九 年端 午後  一 一 nf 錄舊文 於 水 原 之 客舎。 松 城 佐 

久間 啓子迪 父。 

g 永 元き  和 田 生 字 叙 

人 莫不欲 善 其 名字 也。 其 欲 善 其 名字 也。 何爲也 哉。 亦 爲重其 身 也 

已矣。 然直善 其 名字 而已。 而 未嘗修 善行 於 身。 是重 身不若 名字 也。 

夫 身 者 名字 之 所寓本 也。 名字 者 身 之 所 命 末 也。 忽於其 本。 而汲々 


乎 唯末是 謀。 此謂知 類 可 乎。 郡 邑和田 生。 來請 字。 生 名 正 誼。 取漢董 

子 之 語 者 也。 余 謂 正 其 誼。 而不謀 其 利 公也。 雖不謀 利。 而物 莫不得 

其宜和 也。 蓋不 公則 和 豈得正 其 誼。 非 和 則乖。 安 有 得其宜 乎。 故 公 

與 和 合。 而 正 1  誼 之 功 全 矣。 乃 字 之 曰 公 和。 且 告之以 前 說。 公 和 其 因 

名字 而知其 要。 力 學深思 以修其 行。 則 進 乎 君子 之 盛 也 孰禦。 戊 申 

上 元 節。 象 山 平 啓 子 明 父。 叙 於 松城淸 英閣。 

I 読 十四 年  贈 羽 倉 簡 堂 

君子 所 貴乎學 者。 爲能立 誠 耳。 苟誠而 無 僞。 則 不言 而信。 不令而 行。 

故 曰 至誠 而 不動 者。 未 之 有 也。 若 其 機 心 一 萠。 則鷗鳥 舞而不 下。 安 

望 人 之從己 哉。 故 曰。 不誠未 有能 動 者 也。 癸 卯 夏。 審决官 羽 倉 君。 以 

職 事 如 京 攝。 啓 久 辱 下 交。 義 不 容 默。 書 之以奉 警。 亦 S 々誠 云 爾。 

g 久ー章 六  贈久 保平甫 
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I 贿ぉ S 忠義 人 所 固有 也。 故 雖農商 走卒。 未嘗無 尊君 愛國之 心。 何 况學士 

リ 現今 3ME 

^1 太 夫 乎。 然 忠 義 之 降。 激 爲 氣. 節。 氣 節 之 弊。 流 爲 忿 戾 陵 犯。 夫 氣 節 之 

風。 雖或出 矯勵。 猶近於 正。 故 爲可嘉 。至 於 忿戾陵 犯 M 顚倒 名實。 藤 

壞 公義。 其 害 政 敗 化 也 亦 甚矣。 不可 不戒。 文 久癸亥 六月。 門人 同藩 

久保平 甫。 充 親 軍。 役 於 京 師。 因 其 求 言。 遂 書 以 贈。 松 城 佐 久間啓 書。 

贈 八 田子靜 

子靜。 爲人 温良。 雅馴于 友。 朋中爲 難 多 得。 然亦失 之 優柔。 不能 

勉强而 大有所 爲。 是 爲 憾已。 至近： n 若有自 知 其 病 者。 持 此 絹 

書 警勵之 語。 且曰。 將揭之 於 一 室。 朝 暮覽觀 以爲藥 石。 余曰不 

乎。 志 固 所 自責 也。 人 惟 不知 自 責 其 志。 是 以因仍 懈惰隨 俗習。 

非 見 善 不能 遷。 有 過 不能 改。 曰 淪於汙 下。 而 弗自覺 誠可哀 也 。今 子 

自知其 病。 又 知其藥 石。 其 服 而求瘉 者。 亦 但在子 而已。 禪者 曰。 如 牛 


子靜 名は愼 

藏游 庵と 號 

す 松 代 藩 勝 

手 用役な リ 
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駕車。 若 車 不行撻 車 乎。 抑撻牛 乎。 吾 甚愛斯 語。 子 盍亦恭 之。 

1 一 11 口 ぎ 

已匕 石 

松 代 西北 山中 有 錨 村。 其 地牲々 出 化石。 大ニ寸 半。 狀扁圓 。有 橢圓 

而 €隔 者。 有 正圓而 背較高 者。 皆瑩滑 純。 可寘 几案 以作 書鎭 U お 其 

上隆下 平。 彷彿 龜形。 故 土人 以龜石 呼 之。 然非龜 之 所 化 也。 余細視 

背 上ぎ 文。 陽 遂足狀 。其 間 斷紋停 均。 唇 與蛇附 無 別。 又 有 細 ,5 

魚 子。 彌滿 全身。 無 頭 尾 手足。 不知 口 眼。 腹 下絕似 馬蹄 坳者。 或 其 口 

.耶 。蓋 雖非龜 類。 而其爲 介 虫 所 化。 則 無 可 疑。 第 不可 識其名 耳。 或 曰 

此每星 也。 余 謂 不然。 海星 洋人所 名。 漢謂 之陽遂 足。 其 狀五出 如 手 

焉。 ぎ 海星 而形 類龜者 也。 以 背文甚 相似。 直 付 以爲其 物甚非 也。 李 

時 珍本 草 綱目。 以陽遂 足 注 於 海燕 條下。 蓋以爲 一 物。 亦 誤矣。 海燕 

五八 七 
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一 名 燕 魚。 亦 名 海 盤。 扁 圓大寸 許。 腹 下 似 海 螵峭。 有紋如 蕈菌。 腹 正 

中 有 口。 口 旁 五 路。 正 勾 即其足 也。 其 狀 扁 圆。 與 口 在 腹 下。 宜 與 此 若 

相似 然。 然此腹 下 無紋似 蕈菌。 口 亦 不在 其 正中。 又 不見五 足。 則 非 

. 其 類 亦 明 矣。 按 西說。 天下 之 山。 凡 七 等。 其 第 三等 者。 牲 々出 海 物 遺 

骨。 皆 前世界 物。 多 異於今 曰 所在。 而其山 石 之 質 五 種。 其 一 曰 灰白 

閥 結。 今 化石 所 含。 即 此。 則 是爲 前世界 者 無 疑 矣。 凡 海 物 遣 骨。 其 在 

火 山 者。 燒 爲 灰。 遇 硫 酸 者。 解 爲 土。 今 兹物沈 蕴淪沒 於 山 石 之 間。 不 

知 幾千 百年。 而不爲 火脉所 侵。 硫酸 所 毀。 而偶爲 好事 者 所得。 旣足 

珍 也 。好ま 者 得 之。 以資於 窮理。 觀玩 摩雕之 際。 輙 心 往于遂 古 之 初。 

地天始 成人 類 未 生 之 前。 不足 珍 也歟。 

梅 墅在江 都 東郊。 距城ー 一里 而遠。 予遊學 都下 凡 三年。 始 一 遊焉。 S 


方百餘 歩， 編 竹 爲 藩艇 以兩 扉。 自扉而  <  四 面 皆 梅： 疎 密 鏐 韉. 高 低 

渗差。 不知 其 幾千 株： 芬白馥 紅。 眩 人目 睛。 中間 架屋兩 三楹。 覆以生 

茨ボ榻 横陳。 可坐而 看花且 喫茶。 屋之 南有老 梅焉。 條難楼 曲" 偃騫 

數 十 尺。 碧 蘚 鱗 皴。 封 滿 花 身。 其 奇 古 不 可 狀。 曰 臥 龍， 最 爲 盛 稱傳 水 

戶膾亞 相 所 名ぼ數 百年 外物 也： 蓋兹墅 也。 境非不 勝。 i ま 不美仁 

以其逼 近 都 城 壬 女 交錯。 謹闐如 沸。 是可厭 耳。 -乃 與花 別。 悵然而 去。 

歸臥書 室。 夢 人 一 衡門。 榜曰 梅墅。 滿園氆 瑤閃彩 連娟。 有苔溪 迂曲 

通于林 中。 幽遼窈 寵閬乎 無人  >〈 大異於 嚮所遊 者。 獨抱琴 微吟而 

歩 花 間： 鳥 可 百 許 頭。 翠羽 朱！ r 大如鷺 。鳴聲 朗朗 見人不 驚。 倐然高 

飛 翕然 降來。 似 從予所 踵 而相樂 。忽見 古梅 五六 株。 臨 一 大淸 池。 狀 

皆 類 所謂 臥龍 者。 長 數十百 丈" 大可蔽 牛。 花蘂之 秀麗。 馨香 之淸洌 

根幹 枝條之 奇特 瓌偉。 不 惟世 眼 之 所 不覩。 抑 亦 世 想 之 所不及 也， 

. 五八 九 
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乃 沿 池 而歷覽 。美 妹 四 五 人 在 花 陰。 見予笑 曰何遲 也。 吾輩 待君已 

久。 予怪 之不敢 進。 有 小鬟樓 予强就 坐。 遂同飮 。飲 半酣。 一 人 推琴而 

促予。 予爲 彈瑤芳 引。 少頃又 一 人 請自爲 曲。 援琴歌 之。 聲調極 淸麗。 

殆亦 非人 間 韻。 曲 將闋。 俄而 狂風 撼樹。 墜葩 撩亂疆 面。 其 冷 如冰。 膠 

然夢寤 。回 視茫茫 。今 之 夢 安在 乎。 向 之 遊 亦 安在 乎。 向 之 所 遊其果 

眞邪。 今 所 夢 其果妄 邪。 今 之 所 夢 亦果眞 邪。 向 之 所 遊 亦果夢 邪。 嗚 

呼噴嘻 。吾 惡知 夢之必 夢。 而 眞之必 不爲夢 哉。 天 保 乙 未 正月 記。 

惟 有 蘇齋記 

余 友^ 谷 圈手洒 侯。 性 倜儻。 富 文辭。 深 嗜蘇眉 山 之 書。 自其 老少 之 

所 撰。 至 于其門 六 子 之 所述。 及 史籍 之 關涉於 蘇 家 者。 與書畫 碑 刻 

之 出 於 其 流 者。 盡購而 藏焉。 救濟之 余。 繙帙 披卷。 優 游自娱 。不知 年 

歲之暮 也。 遂扁其 齋曰惟 有 蘇。 或 人 聞而怪 之。 以 爲學祖 聖人。 德庇 


天下 後世 者。 奚止數 百 家。 而獨取 於 眉 山。 何 其 隘耶。 余聞 而哂之 曰 

是豈誠 識洒侯 者. 哉。 吾 能爲解 之。 洒侯之 於 蘇。 蓋 寓意 也。 古 之 人 亦 

有 之矣。 劉 玄德之 嗜結鬆 。阮遙 集 之 嗜蠟屐 。实秋 之 突。 宜僚之 丸 皆 

其 寓意。 而 終身 樂 之不飫 。夫 結髦與 蠟屐。 與突與 丸。 非 有 光 色 動 人 

宜無 嗜之樂 之。 而至其 寓意。 猶 終身 不飫 也。 况乎三 蘇 六 子 撰述 之 

雄拔。 iii 大山 長江 之巍 あ S で 流 SS 可 仰。 而 

, -然 不可 則。 彼 其 猨犹虎 鳳。 鼂鼉蜃 龍 之屬。 亦 翱翔躍 舞 乎 其 間 若 

夫 臺閣之 M 傑。 林木 之 舊蔡。 雪 風 花 月 之 燈纷。 雲煙 波 》 之 洶怪。 無 

一 下 i 焉。 則 其 寓意 之 可樂。 豈有此 之 若者 乎。 雖然是 猶跡也 在 

於 亦 之 外。 而 終始 者。 謂 之 神 與 氣。 神 與 氣 也。 無 有 增减之 差。 無 有 古 

今 之 分。 無 有 幽明 彼我 之 別。 上焉而 照然爲 天。 下焉 而隨然 爲地變 

而不窮 。通 而不 塞。 爲 四時。 顯著 而明爲 日月 星辰。 突然 而起 爲山存 

ナー 
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然而 陷爲河 海。 動爲 雷。 散爲 風。 飛 走 爲禽獸 。潜 躍爲魚 鼈。 甲 1 斥。 

秀 而實爲 草木 滅非此 神 氣磅爾 之 所 生成 焉乎 哉。 其 原則 一 矣。 由 

是觀 之。 蘇 固 蘇 也。 非 蘇 亦 蘇 也。 天 也。 地 也。 四時 也。 日月 星辰 也. 山岳 

也： 河 海 也。 雷 風 也。 禽 獸 也。 魚 鼈 也。 草 木 也。 皆 蘇 也. 孰 仰而非 蘇。 孰 俯 

而 ま i 先 孰 後。 而 非 蘇 耶。 於 是 乎浩々 焉。 冥 々 焉。 神 會 氣 合。 不 g 

蘇之爲 我。 與我 之爲蘇 也。 隱嘻言 其 跡 則 惟 有 蘇矣。 若 語 其 神與， 

則 何 必惟有 蘇 而已矣 哉 3 

演砲雜 記 

嘉永四 年 春。 五十 斤 石 衝天 砲 成。 二月 十七 日。 試 之 於 城 西生董 け。 

余 甞讃西 書。 頗請其 運用 打 放 之 法。 然未有 其 g 话。 平素 淮 截竹爲 挺. 

疊席爲 架。 安 小 砲 於 其 上。 與 生徒 習 其 略 於齋內 耳。 是曰 臨場。 砲 重 

不一 n 動。 定員 外別增 副手 二 名。 乃能辨 事。 然 平日 之 習 者 再 ® ^。熟 者 


再生。 而其遲 漉 極 可 笑。 是知非 事實上 鍊磨考 難以應 倉卒。 因書以 

自警。 且以 戒吾黨 之士。 

十 八 日。 再將ー 一 三 子 到生萱 村。 執 梃 動 砲。 鈎彈擔 之。 服習數 十回 e 各 

皆 得 力。 生者 漸熟。 跪者漸 快" 此砲度 不合規 。重 於 常 量 一 百 八十 七 

斤。 她 g 麵、 §  jg  ，人 而俛昂 運轉。 終 亦不甚 難。 因此觀 之。 演習 之 功 

豈可少 哉。 

西洋 之 砲 其 種甚多 。有 五十 斤 石 衝天 砲。 其 彈圓徑 九 寸有奇 。上 開 

一 口。 夾 口 有 耳。 拷然空 其 腹。 實以火 硝熱藥 。別 維 木管 填 火口 者。 以 

塞 其 口。 蕩以藥 線。 鈎 耳 而入礮 。礮發 時 藥線取 火。 直傳於 管。 飛行 空 

中 e 磨 風 不滅。 迨乎墜 地。 fi 發彈 裂。 碎片 四散。 遠 擊于數 百 歩 之 外。 凡 

所 遇 之 物。 罔 不應爛 。蓋彈 之 最大 且 猛者 矣。 然 其 管 失 1^。 則 彈在空 

間 而發。 不能 害 敵。 失 長 則 彈墜而 不即發 。敵 人 得 避 之。 故 測 知 敵 之 
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遠 近。 定 爲 管 之 長 短。 是 爲 要 已。 今 春與 門弟 子。 造 此 彈十數 箇。 設 標 

於 三千 歩 外。 而於之 無甚失 者。 就中 予所 照準。 其彈 到于標 下。 相 去 

縐可三 弓。 墜地 即發。 亦不 能 瞬 間。 觀 者 大悅。  、 

將尅 曰演天 砲。 或 曰。 比 曰 陰晴 不 定。 其 曰 如 雨。 當 寬 期 乎。 予 ^ 曰。 演 

砲 即習戰 也。 敵 祧戰。 可 以雨辭 之 乎。 其 人 無 言 而猶有 不信 色。 洎期 

臨塲。 猛雨暴 至。 傾鎢洒 面。 流潦沒 靴。 予督 諸子。 未少停 放發。 而彈皆 

能 飛。 無 一 不取火 者。 於是 其人稱 善。. 

西洋 演天砲 之 法。 每裝彈 撒 末藥。 必執帚 掃 砲 床。 雖幾 十回 無不然 

者。 予竊 疑。 洋 人尙簡 要。 是何 獨不憚 煩。 一 日 令 諸 生 試 放 霧彈。 誤不 

掃 床。 予亦不 之省視 也。 一 生擧 火杖逼 之。 未及點 放。 床上 遣藥。 引火 

發滔。 一 時 自彈上 及 裝藥。 彈爲之 迸 出。 然 不能 及 遠。 比 照 常 法。 减三 

之 一 。乃 悟 每裝掃 床 者。 洋 人實歷 之所發 明。 而間 不可 易之 矩幾 也。 


因 記 之。  啓 • 

■1 屋時  記 治 病 

門人 林 生 淸照之 宅。 與予所 居 相 近。 一 日 其母卒 R 仆地 L れ；^ 時 

生 不在 家。 有老婢 走乞予 救。 乃往視 之。 舌 强ロ噤 。手足 顫振。 身 冷 如 

水。 脉不應 指。 急 取 冷水 一 鍾。 和 忽弗滿 液 二十 滴。 灌ロ內 不效。 乃 用 

鉞刺 尺澤。 亦 無 血。 仍 連 刺 其 穴。 及 見血即 甦。 自 言 如 夢 魘 得 寢 然。 猶 

苦 肩 背攣痛 不可 回 顧。 於 是又剌 其 患 處。 套 吸角以 出血 數兩。 以其 

蒸 氣不發 舌 有 白 胎。 接 骨 木 華 蒲 公英 根 加 密 列。 溫 湯 煮 過 服 之。 又 

其久不 大便 。大黄 覇王鹽 作 湯。 加少許 蜂蜜。 以爲道 法。 忽 通燥乘 

升餘。 尋發泄 蒸氣。 三 四 曰 乃 安。  ， 

柏 原 良田 女。 年 一 一十 一。 嫁 人 有 子。 久患 眼目。 不辨 蒼黃。 良田 三世 業 

文 稿  五 九 五 . 


文 稿  五 九 六 

醫。 嘗 百方 療 之 。毫 不 見 效。 謁 予 治。 視 之。 雙 目 黑 白 分 明。 異 與 常 人 無 

別。 所 云靑盲 也。. 然 六 脈勻 平。 蒲 桃 膜 縮 張 之機猶 完。 問 焉而知 月事 

不 調。 頭 額 時 痛。 乃 剪 頭 髪。 敷 以 芫 菁 膏。 用 吐 酒石硏 末。 每 服 八 毛。 .淨 

水 八 妾 溶化。 日 服 之 三。 每至 七日。 甘汞 一 分。 苦土 三分。 白糖少 許。 冷 

水 調 服。 以 取 下 利。 如 此者ニ 旬， 漸 辨 物 彩。 數 月 而 愈。 其 女 云。 初 其 少 

差 也。 将明僅 一 尺。 橫 三寸 許。 其外猶 險 々也。 及涉 旬。 明 處漸大 。遂復 

常 故。 .  . . ， 

又 

興 津某妻 年 四十 九。 患 眼 胞。 赤 爛 塵 ^難 開 四 年。 時 時 腫 痛。 哆 涙 所 

及輙生 寵疹。 去 歲以來 。雲 醫遮睛 。視物 不明。 衆 ェ以爲 血 症 之變。 蒸 

之 洗 之 鉞之灸 之。 皆 無 寸 効。 請 予 爲 治。 予 乃 貼 百會及 肩背以 芫 菁 

膏。 用 甘 額 一 分 半 苦土 三分 和勻。 臨 臥 冷水 服 之。 二 夕。 更以蜀 羊 泉 


土获 茶山蒡 根. 蘆 根 作 湯。 日 服數椀 X 亞鉛華 生水 銀。 和獸脂 爲膏. 

挑簪 納諸胞 內。 未 及 一 一 旬。 諸 患 半 返。 稍 親 鉞 線。 後 月餘全 愈。 一 

小 妾 產兒後 五 日。 暴 發 熱。 腹 肚 刺 痛。 劇 不 可 忍。 令 人 按 之。 痛 愈 甚。 t1 

吸 短 促。 眼 瞼 有 淚。 脉 之疾而 緊。 乃 用蓬沙 雲 母 各 五分 沒藥八 厘 爲> 

末。 以 鎭 之。 驗。 因 剌委 中。 放 血 五雨 許。 其 痛 如 失 U 更吹阻 浦 公 英 根 蘆" 

根 各 一 兩大黃 五分。 以水 九十 六錢煮 過。 取 六十 四錢。 加 消 石 四 分 „ 

分爲 三。 每 一 時 服 之。 至 翌曰腹 叉 痛。 再刺委 中。 按痛處 。鋪以 茺菁膏 „ 

頻服 前劑。 而遂 安。  一 

S 仏 逝 I 四  佐 良志奈 神社 石 表記  一 

若 宮 邑。 八 幡宮 神主 松 田 直 友。 携佐良 志奈 神社 石表拓 本。 來 示 予. 

且謂 曰。 直 友 所 奉祀 神 社。 載 在 延喜式 神 名 帳。 其 欽崇之 久可知 矣： 

則 社頭 當富於 古文書。 而 中葉 數 權兵擾 。今 亡復存 者。 惟 有 鎌 倉 源 一 
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將軍 願書 壹通。 脫於 殘燹之 中。 聊足爲 本社 吐 氣而已 。直 友嘗 在京 

師。 深 受正親 町三條 大納言 實愛卿 之 知遇。 卿 爲書此 石 表。 亦 社頭 

之榮 也。 卿 姑 柳 原 太夫 人。 諱 易子 君。 亦 嘗賜更 級 里歌壹 首。 直友懼 

其 久而或 佚 也。 復謁 卿而書 此。 幷刻之 表側。 願 先生 記 之。 直 友舊俾 

其 子 重 枝從予 而學。 且 執禮慇 勲。 誰 不可 辭。 遂記 之。 昭陽 作詻. 夏 四 • 

月旣 望。 松 城 佐 久間啓 書。 

說 類  ， 

•4^  愛 日樓課 

^  i 天 保 甲 午 

天文 者 何。 日月 星辰 是 也。 地 文 者 何。 山川 草木 是 也。 天 地 之 文旣若 

是 之 著且明 也。 豈 人 之 文 而獨不 然乎哉 = 故 君子 之爲 文。 明 乎理而 

已。 無 所 事乎奇 矣。 然 曰 月而錯 行。 星 辰 而 羅 列。 山 川 而 雲 煙 興 焉。 草 

木而花 葉 暢 焉。 則 其 光. 景 之 變 態。 固 已有 不可 得而狀 者矣。 君子 之 


文。 純 粹簡實 。而群 彙趨焉 。衆 理會焉 。則 其 氣象之 神妙。 固 亦 有 不可 

得 而貌者 矣。 夫 自 學術不 明。 世 之爲文 者。 晦 盲 邪 僻。 專 以 新奇 相尙。 

沿 習 已久。 歲盛 月繁。 其 間 非 無 所謂 彼 善於此 者。 然亦率 無 所 益 於 

道 也。 則 亦 嬉戲之 具而已 耳。 彼 博奕 猶賢 乎已者 也。 斯 義理 之 顚倒。 

獨奈其 害 何 哉。 故 君子 明 乎 理而已 。無 所 事 於 奇矣。 夫 日月 並 見。 錢 

槍經 天お 移川 鬪。 梅 李 冬 花。 史 書 則 謂 之妖。 若 其 顚倒緩 戻。 徒以怖 

奇爲可 喜。 則 夫 妖亦在 其所尙 乎。 ^  , 

恕 堂 說 

聖人 之 學。 莫先於 仁。 求 仁 之 方。 曰 恕。 恕 者 推 己 及 物。 所以 克 私心 而 

擴 公理 也。 蓋 我與人 同受斯 形。 同具斯 性。 故人 之 情。 即同乎 我 之 情。 

人 之 欲。 即同乎 我 之 欲。 故 我 之 欲 孝 欲 弟 欲 忠欲信 也。 則 當推以 及 

\ 使 人 亦 得 以滿其 欲 孝 欲 弟 欲 忠欲信 之 願。 我 之不欲 不仁 不知 
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無 禮無義 也。 則 當推以 及 人。 使 人 亦 得以遂 其不欲 不仁 不知 無禮 

無義之 心。 果 行 此 道。 求 仁 莫 近 焉。 施 之 家 而 家 齊。 施 之 國而國 治。 施 

之 天下 而 天下 平。 其 功用豈 有究盡 哉。 推而論 之。 則 堯舜之 仁亦不 

出 於 此矣， 後世 學衰。 恕字之 指 不明。 往々 解爲饒 意。 至 於 謂 以恕己 

之 心 恕 人。 以 爲 名 言。 吁 亦 誤 矣。 夫 己 有 過。 且以自 饒。 人 有 過。 叉 併 饒 

之。 乃 將率夫 天下。 同歸乎 不肖 而後 已。 而可 乎。 岡 野 子 齊以恕 名 其 

堂。 而蘄予 爲之說 。予 不能 別 有所發 明。 乃 書舊所 聞以貽 之。 • 

g 政. 5 止  迅發 擊銃說 

一 器 之濫。 足累 一 兵。 而累及 於 全 伍 全軍。 兵法 所 云 器械 不利。 以其 

卒予 敵者是 也。 然則 一 器 之 精。 足 利 一 兵。 而利及 全 伍 全軍。 亦 可 知 

已。 然從 古大將 全材。 不遺 細事。 能 躬造木 牛。 製 連弩。 則 諸 葛武侯 一 

人 而已矣 。顧予 罪 譴廢錮 之餘。 何 足 以知此 。但憂 時 之 念 遭 厄 不衰。 


頃 欲 造爲迅 發擊銃 以少圖 報效。 意 構 已成矣 。默算 其 利。 裝彈 之捷。 

加 西洋 舊銃 三倍。 故 有 新 銃 一 千。 可 抵舊銃 三千。 兵士 三千。 可當萬 

人。 是省器 省餉。 而得カ 三倍。 可 謂 一 擧三 利矣。 近 曰 器 成。 尙附諸 友。 

以試之 也。 諸 友 刮目 其俟 之。 丁 巳 正月 十日 象 山 平 啓 書。 

舊銃宜 重 兵。 新 銃 宜 輕 兵。 此 利用 亦 不可 不審。 啓 又 書。 

題跋類 

g 政 四 年 二  書 常 陸帶後 

水 戶藤田 東 湖。 遭 厄日。 傷 其 君 之 屈 冤。 著 常 陸帶ニ 卷。 以稱揚 其 美。 

癸丑 夏 彌利堅 事 興。 朝廷 起 水戶太 公。 參決大 議。 其在禁 錮。 如 東 湖 

ロロ。  某 亦 皆 得 恩宥。 再 叉 用事。 是雖由 時變。 常 陸帶之 著。 與有 

力 焉。 予 聞 之 而未及 見 其 書。 甲 寅 春 聞 下田 之議略 定。 謂 非 至 計。 乃 

• 欲 由 東 湖。 啓 於 太 公以救 之。 夜詣東 湖。 時 方 三更。 東 湖猶在 公。 俟少. 
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時。 始 歸。 相見陳 所見 a 更與 談論 時事 急務。 漏 闌而訣 。蓋 不與東 湖 相 

見 二十 餘年。 至 此相觏 頃刻。 又 逼迫 時事。 不遑敍 其 平生。 而問其 著 

書。 尋予得 譴北歸 。後 一 年。 江 都 地震。 東 湖 死。 偶得此 書而讀 之。 俯仰 

疇 昔。 如 昨 曰 事。 而東湖 則 不可 復見矣 。因 大息 流涕。 爲書其 後。 丁 巳 

春 二月 象 山 平 啓。  い - ■ ： 

書 饒臨川 墨蹟後 

元 臨 川饒介 之跋。 倪 高士 畫。 計 五十六 字。 畫亡而 唯 跋存。 筆法 遒逸 • 

紙 色亦甚 古。 人 多定爲 眞蹟。 然 余未輕 以爲然 也。 介 之 當時以 善書 

著。 稱其 筆力 之 妙。 恐不止 於此。 疑 是明人 所爲。 因 思愧跡 不知 爲何 

等狀。 如 今 與此跋 但存。 即世之 所謂 雙玉。 且倪蹟 極 不易 遭。 縱是明 

人 臨 本。 亦 屬好玩 。而今 佚 去。 可 慨惜已 。旣而 再思。 書畫 一 道 也。 倪畫 

雖佚猶 有 此蹟。 亦 書道 之 幸矣。 古人 云。 學書須 觀眞蹟 。以詳 其 先 後 


筆勢 輕重 往復 之 法。 若 R 看 t 本 ぼ 惟 得 字畫。 全 不見其 筆法 神氣。 

； 終 難 精進。 然則此 書 果出明 人。 其 用筆 故自 不凡。 臨 池 之士。 能精觀 

而詳 究焉。 其 亦 有 賢 於 響 榻法書 者 也 邪。 

g 久三年 七  書 柳 泉 恩 田 君 肖像 後  ： 

賺 ||聽田 是松城 執政。 正 読 館主 恩 田 君 公準 之 肖像 也。 余 年甫 十七。 不與君 

深 相 知。 一 曰 折 簡見邀 。至 則 座 無 他 客。 酒 饌 甚 盛。 相 對 款 晤。 評 論 文 

武。 商摧 古今。 及 夜半 而還。 自此締 交如舊 知。 後 知遇 矢澤 執政。 i 監 

深 承 盛 意。 亦 君 介 之 也。 一 一 君 不可 復見。 世 又 無 如 二君 者。 對此遣 像 

歎惋久 之。 癸 亥 七月 象 山 平 啓。 

^久ニ 年 六  書 柳 泉 歌集 後 

柳 泉 恩 田 君。 天資 敏妙。 其 所詠國 風。 不求 巧麗。 而 人自以 不可 及。 壬 

戌 夏。 以其近 稿 示 余。 命 之 品評。 蓋 以余爲 可 與語者 也。 屬余有 幹事。 
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留 其稿逾 月。 而君 庵然 捐舘舍 。嗚呼 哀 哉。 君 已逝矣 。余復 何 言。 因噓 

唏而志 其 後 如此。 象 山 平 啓 書于聚 遠樓。 

文久 元年 W  書 自畫 山水 後 

辛 酉 夏。 久不 雨。 暑 威 殊烈。 人 多 不能 安 其 室。 余所 居淸夏 軒。 竹樹環 

合。 綠蔭接 階。 不復見 日光。 故 不甚病 暑 也。 偶有 客 携明人 淸溪濯 足 

圖至 者。 展觀數 日。 乘興仿 之。 亦 消夏 之 一 適矣。 但余雅 不學繪 事。 率 

意 澄染賦 色。 作家 見 之。 當哂其 杜撰 耳。 象 山 外史。 

安政 二 年 夏  1^ 

乙^ 夏 月。 屛 居 無 事。 偶 得 方 干 魯 墨。 因 試作 此 呵予 素 不 學 畫。 而 甕 

甍塗染 如 許。 亦 大可疾 也。 

文久 元年 W  書 自書 後 

泠夏 暑毒異 《吊。 不堪 讃書。 乃 借 友人 家 李 林 之白摹 本。 作：^。 醫 煩，。 


^李 眞蹟。 未知 其 如何。 一 經臨撫 。已墮 書 史溪徑 。余 雖存 眼識。 手 筆 

« 低。 轉 益 拙 俗。 不 足 使人玩 也。 辛 酉 盛夏 象 山 子 明。 

萬延 元年 冬  書 拓本 欸冬葉 後 

是拓奥 秋 田 之 欵冬葉 者 也。 欸冬 一 名欵 凍。 又顆 凍。 又鑽 凍。 百艸 4 

惟 此不顧 氷雪。 先 春 敷 華。 故 有此數 名。 本邦 欺 冬之大 者。 以秋田 之 

産 爲 最。 閬 其 葉 如 雨繳。 可以 蔽 人。 截 室 爲 羹。 一 片 盈 孟。 其 大 可 知。 今 

觀此 拓本。 蓋 其 族 之 小者 耳。 然較之 常 品。 殆絕 類矣。 予於是 竊有感 

焉。 鈞是人 也。 從其 大體爲 大人。 從其 小體爲 小人。 先 立 乎其大 者。 則 

其 小者 不能 奪 也。 此爲 大人 而已矣 。夫人 學爲 大人。 其 至 也 無以尙 

之。 其 未 至 者。 比 之 常人。 旣出其 群。 亦猶 是也歟 。欺 冬 吐芳於 氷。 凌 積 

雪中。 固有 似 君子 之 操。 而此 拓本 叉 可以喩 君子 之學。 因 爲書此 。以 

覽者 云。 商 横 芮漢冬 月。 象 山 子 明。 書于 松城聚 遠樓。 
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g 脈 四 S  書 先君 子神溪 先生 遺墨 後 

先君 子 之學。 以 躬行 踐履爲 主。 初不 留意 於 詩文。 然執友 間。 亦不廢 

其 唱和。 而 率然 不經 意之 際。 每能發 揮 天理。 闡明道 妙 不似他 詩人 

之 口吻。 望 而知爲 有 道 之 言。 時 有醫員 安藤 玄臺。 本 武弁 子弟。 亦 有 

學問。 忠直 君子。 與先 君子 交友 尤厚。 樂貧翁 其 人 也。 八 E 子 龍 見 示 

此卷。 且俾 書 其 後。 惟 啓 賦性 狂 粗。 不謹. 守 庭 訓。 非 時 妄 擧。 陷 身 罪 戾。 

捧玩手 澤。 殊 以 悲 感。 因 敬 書 數字而 還 之。 丁 已 閏月 三 日。 象 山 平 啓。 

識于松 城 望 家 莊淸夏 軒。 . 

ま 保 十四 年  書 海 國兵談 之 後 

海 國兵譚 十六 卷。 仙 臺林子 平 所 著。 率 皆 訂餒舊 聞。 無足稱 者。 其 水 

戰篇。 自負 前人 未發。 且 以爲盡 精詳。 以余觀 之。 淺妄 杜撰。 尤爲可 

世 固有 不知 彼 不知 已。 率意妄 作。 而悼然 自用 者。 不唯子 平 也。 此書 


少時 一 讀多 忘。 癸 卯 秋 再讀。 乃 書 之。 

五 年 十  書耙公 遺墨 

紀 公之 書。 用筆 有 法。 與晋 唐人 筆蹟。 初 無 異同。 可 以爲百 代 模楷矣 

惟此帖 所收。 有 筆勢 翩々 殊可喜 者。 是 决非紀 筆。 明 眼 者自能 識別 

之 也。 著雍敦 將嘉平 月。 象 山 翁 觀於聚 遠樓。 

文久 元年 夏  題 項 易 庵畫册 

頃 易 庵 名 聖謨。 字 孔彰。 墨 林 子 京 孫 也。 以畫蚤 名 于明季 。爲薰 思 翁 

所 深 賞。 能 詩文。 所 著 有 朗雲堂 集。 予久聞 其 名。 而惜 未見 其 書。 不識 

. 刻 於 明 季者耶 。抑淸 初 也。 此册傚 前 脩 者 幅。 自運者 四 幅。 共 八 幅 

多 有 癸未 幹 支。 則是作 於崇蔵 十六 年。 實爲燕 京 失 守 之 前年 矣。 于 

時 盗賊 麻 起。 游兵 横行。 天下 擾攘。 民不聊 生。 易 庵 置 身 其 間。 優游翰 W 

墨。 不改 其樂。 可 謂雅尙 之士。 畫徵錄 載。 客有以 一 罈酒餉 易 庵 者。 越 

六 〇 七 

文 稿. 


文 稿  六 0 八 

^日 索 其罈。 已爲游 兵 所碎。 易 庵遂畫 一 空罈償 之。 中 作 祧柳兩 三 

枝。 或斜 倚。 或 側垂。 丰姿婉 約。 綽有 餘妍。 上 題 五 言 長古紀 之。 亦不負 

其 平生 矣。 意 者 作此册 時。 亦 安知 不爲游 兵 所擊。 而觀 其鈎勒 澄染。 

古 茂 沈蔚。 絕無麁 躁氣。 展閱間 令 人心 氣俱冲 。眞靜 者 之 能事。 非常 ノ 

流 之 所 能 及 也。 嘗聞漢 孔文擧 。爲袁 譚所攻 。流失 兩集。 而 神色 自 せ,.。 

今 推 易 庵 所存。 蓋 亦 庶幾 焉。 劇 賞 之餘。 輙書册 端。 俾覽者 有 考於其 

爲 人。 而 知 其 遣 蹟。 益 可 以 貴 重 云。 辛 酉 歲長夏 月。 象 山 外史。. 

題 一 齋 先生 遺墨 

余 少時 師事 一 齋 先生。 疆掃門 墻兩歲 。頗承 愛育。 嘗閬 作文 之訣。 余 

於 言下 釋然。 自是如 平地 得路 了。 無 凝滯。 雖未足 以追蹤 於 古作 者。 

而陳意 記事。 受用 有餘。 實 先生 之 賜 也。 但 先生 主張 王學。 不好 窮理。 

余 則 專承當 程 朱 之 親。 以窮 天地 萬 物 之理。 爲斯學 起 手 • 漢人 所 未 


窮知。 則 以歐羅 巴 之說補 之。 是則 所以 不能 與 先生 不異者 也。 B 氍 

先生 之 書。 偶 然 及 之。 象 山 平 啓。 

題古鑑 

近 獲 一 古鑑。 銅色 黑黯。 可 見傳世 之久。 背 作 海 獸蒲祧 之狀。 間以鳥 

蝶。 形模 典雅。 極 可愛。 雖 無銘 識。 以宣和 博古考 之。 其爲李 唐物 無 疑 

也。 象 山 眞 逸 記。 

0§0  題 先考 所 匾聚星 二 大字 後 

先考 修德 淸靜。 平 心 率 物。 甞竊 慕陳太 丘之爲 人。 且有締 交世 之 賢 

者 之 志。 遂 取 續晋陽 秋 語。 命 其 觀 曰 聚 星。 時 葵 丘 老 人。 以 書 名 家。 爲 

書 其菌。 然以其 筆 畫不滿 意。 而未 及揭之 也。 頃覩 諸古笥 中。 率然 對 

之。 字 如不甚 佳。 熟而玩 之。 老筆蒼 古。 具存 趣味。 亦 非 時 輩 之 所 能 爲( 

况 其語實 先考 所 取。 則 焉可不 愛護 而保惜 哉。 乃 命 裝ェ而 治 之。 以 
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其 未 有 記 文。 姑 自書 朱 文 公聚星 亭銘以 附此。 惟 啓 之躁急 激昂。 且 

匱 師友。 尤 不可 以不 儀刑 先考 之 盛德。 則 取 而揭之 於 座右。 箭夜觀 

覽。 以自勵 云。 丁 巳閏. 月 望。 象 山 平 啓 謹書。 

『元年 夏  題 磐瀨華 沼書卷 

磐瀨行 言。 字 子 言。 號 華 沼。 島 原 藩士 人。 善 詩 書。 書 濾晚成 一 家。 今 觀 

此卷。 自 言臨老 米。 而無 マ捺 一 撇似老 米。 斯亦 奇矣。 所謂 意 足不求 

顔 色。 似 前身 相 馬 九 方 皐者歟 。商 横丙漢 夏 月。 象 山 子 明。 

題 楠 公 像 

以眇然 之 身。 自任 天下 之 重。 知 其 不可 爲。 而 猶且爲 之。 終擧 一 門 之 

肝腦。 竭諸國 難 而後 已。 以啓觀 之。 五大洲 中。 從古至 今。 未 有 忠於公 

者 也。 松 城 平 啓 謹 題。 

g 政晕四 .  題 椿々 山畫  .： ■ 


椿 山 生。 學繪事 於 故 友 渡邊舉 山。 筆法 淸脫。 花 齐钢毛 其 所長。 故觀 

生 之 畫亦猶 見 華 山。 林 大輝兄 見 示 此帖。 時 正 首 夏。 樓頭睡 足。 心 目 

爽然。 殘櫻蔭 前。 幽禽語 傍。 明意淨 几。 啜茶閱 之。 亦 屏居之 一 適 也。 雖 

然。 慨 人才 之 已凋。 嗟 歲月之 云 徂。 蓋 亦 有 不可 語 人 者。 柔兆 執徐之 

余 月。 象 山 啓 書。 

安政 六 年 春  題 先君 子 淡水 先生 詩 後  . 

是先 君子 淡水 先生 所作 詩 也。 先生 抱負 如此。 而 終身 不得意 以魏。 

豈可 勝悲感 哉。 然其凌 跨 古今。 幹旋 宇宙 之氣。 百世 之 下。 誦此詩 者。 

尙可想 見 其 人。 已未 春。 兩角子 求 余 詩。 時 余 記起此 詩。 因 謹書 之。 孤 

啓 敬 書。 

安政 六 年 夏  題 龍 田 生 像 魅通稱 

億兆 之 生。 莫不歸 於 死。 所 爭但壽 之少多 而已。 然其生 也。 天生 之。 而 

文 稿  六 二  ， 
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其 死 也。 天 殺 之 邪。 抑 人 自生 而自死 邪。 未 易 知 也。 惟 其 壽之盡 。雖 自 

努力。 而 不能 增損分 刻 也。 則 歸之於 天。 固 t 且旣歸 於 天矣。 何 壽數之 

足擬 哉。 邵子ー 元 之數。 十二 萬 九 千 六 百年。 可 謂 多矣。 然由天 見 之。 

亦眇々 爾。 自 一 元 而至千 萬 元。 猶如自 一 年 至 千 萬 年。 固 未 始有紀 

極 也。 一 元旣 同一 年。 則 十 1 一 會猶年 之 月。 三十 運 猶月之 日。 十一 一世 

猶日之 時。 三十 年 猶時之 分 也。 之 子年 未滿 三十 而 視之 多壽之 

人。 則輸四 五十 年矣。 然由 一 元 之數言 之。 其 所 輸不逮 1 一時。 吁嗟不 

逮ニ時 之 輸於之 子 乎。 何惻。 

是 龍 田 翁 嗣子 武字子 眞 之 影 也。 翁 之哭之 子。 以是見 請 題 贊。 余 

家法 不爲人 銘墓贊 像。 但與翁 莫逆 之諠。 不忍辭 謝。 因 爲題此 。亦 

聊欲寛 翁 之哀懷 耳。 

《お 政 六 年 六  題 漢裨後 


此 碑集錄 家。 推爲東 漢人 傑作。 然以其 在 褒斜谷 中。 地勢 險絕。 椎 拓，. 

頗難。 故 臨 池 家。 不能 盡得。 近 人學之 者少。 余 幸藏孝 古搨。 閑 時出而 

臨 之。 亦 以自樂 也。 已未晚 夏 子 明記。 

g 政 六 年 七 . 題 磐 瀨華沼 書 後 

磐 行 言 臨 米襄陽 天馬 賦。 而不規 規相襲 其 溪逕。 此 眼目 甚高。 古人 

有 以草體 寫禊帖 者。 亦同揆 也。 安政 己 未。 立秋 前 三 日。 象 山 平 子 明. 

書。 . 

萬延 元年 秋  題 自詩後 

庚申 秋 月 良夜。 余 在 於 聚遠摟 上。 高 捲 簾帷。 長 空 無 雲。 月色 如晝。 林 

巒坌 入。 風露淸 妻。 余 於 此興亦 不淺。 乃命盃 酒。 對月獨 飲 至蹺。 翌朝 

晏 起。 酒 猶 未 醒。 書 此詩 以終餘 興。 象 山 子 明。 

題米帖 

^ 箱  •  ナ、 1 三 


文 稿  六 、一四  . 

米老書 海岱樓 詩。 下 小字 註 云 1 二 四 次寫。 間 有 ー兩字 好。 信書 亦 一 

難事 矣。 此老之 書。 似 縦横 跌宕信 筆而 成。 妍 餽美惡 一 不經心 者。 而 

其 言 如此。 又嘗觀 天馬 賦數 本。 其字雖 大小 不同。 結 體皆不 甚異。 是 

知 古人 作 字 率 多 着意。 不如 今人 草々 信 筆 也。 

題自畫 

壽山生 爲余家 道。 曠廢許 多 曰 子。 往返 數十里 之路。 耗費數 項 物事。 

勤勞頗 至。 余 報 之 以金而 不受" 因 乞 余畫。 嗚呼 爭貨利 忘 文雅。 雖士 

大夫往 々不 免焉。 今壽山 生。 不 欲得 金而 欲得 畫。 是商賈 反 有士大 

夫 之 心 也。 余 不作 爲 畫。 亦 不 與 人 畫 久矣。 適 爲感生 之 志。 遂 以此幀 

授之。 生 其 勿 輕出示 人。 

題 自書 後 

余 性懶。 故 不好書 長卷。 適爲人 寫魯公 筆法 十二 意。 時 秋氣宜 人。 絹 


林 亦 精。 因不覺 卒卷。 亦 可  一 ^也。 象. a 子 明。 

g 永晕十  題 十一 一朋 獨野 戰砲圖 . 

近來倡 西洋 火 技之說 者。 牲々 有 之。 而類咸 未 及 詳明西 書 所載。 而 

臆 度 杜撰。 誑 惑 盲 聾。 其 所 造 火器。 形不中 式。 度 不合規 。所謂 觚不觚 

者。 吾覩亦 多矣。 嗚呼 自誤々 人。 其 所 抵終將 及家國 天下。 抑 何 心歟。 

吾 爲此懼 。無 徵於西 書不敢 書。 無 徵於西 書 不敢圖 。無徵 於 西書不 

敢以誨 人。 思 有 以純譲 妄歸眞 正。 張 我 武以爲 掃 淨海氣 之資。 而天 

下 與之者 鮮矣。 豐 前 中津。 君 明 相 賢。 諸 有司 各 得 其 職於當 今。 禦邊 

莫若 兼取洋 方。 以彼防 彼。 謀猷 協同。 罔 有 違 言。 乃 特使 屬予 訓鍊其 

士人。 製 手 銃 鑄 巨礮。 盡取法 予而用 之。 兵制 幾 乎 一 新。 此礮固 〔且于 

n 野戰。 尤便于 守禦。 而 本邦 未聞 有 製此器 者。 頃 者中津 侯。 將範此 礮„ 

予不 欲分毫 差違 洋制。 乃頗 苦心。 作圖以 進。 蓋 所以 聊答侯 之 知。 而 
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四方 取 則 於此。 亦所竊 庶幾 焉云。 庚 戌 冬 十月。 象 山 平 啓識。 

I 政 四 年 一一  跋 宇宙 記 

宇宙 記 十 編。 題獨乙 宋墨爾 撰。 荷 蘭 封 茅 揭譯。 而其 天體四 編。 則獨 

乙 栗 秃老所 著 也。 蓋 宋氏以 栗 書 愈於已 撰。 而黜已 表 之。 西 懦有服 

善 勇 義如此 者。 往日 宇杉 諸子。 久隸於 司 天臺。 多 閱官庫 西 書。 而爲 

予謂。 彼方 窮理之 書。 流傳于 我。 未 有 善 於是者 也。 故 予囑通 事吉雄 

某 。指 三十 餘萬 錢而購 之。 是書 無論 包羅宏 富。 理義 明暢。 其 楮墨華 

潔。 圖象 精繳。 世 所 希覩。 晴窓淨 几。 焚香而 一 披之。 則 心 目先 爲之開 

明。 予得嚴 譴屛居 一 室。 交友 不得 通。 足 不向戶 庭 者 累年。 從 他人 視 

之。 如 不勝無 聊。 然而晨 興 夜寐。 囂然 自得。 而不復 知 罪 戻 之 在 身 。蓋 

取娛於 是書爲 多。 昔 柳 子 厚。 謫於永 州。 美 其 山水。 樂而妄 憂。 永 之 治 

方 不過百 里。 猶足以 慰 其 志。 况於是 書。 內則 五大洲。 山嶽 湖海。 漠 


洪 原。 傾 崖 急 欲。 卷 石 之 微。 金 銀 寳 玉。 墳壤 塗 泥。 燠 寒 風 雨。 游 氣 之 變。 

, 外 則 日月 列 星。 太 素 之 運。 造 物 之 終始。 皆 若 燭照數 計 權稱而 度量 

也。 其 樂 之深淺 大小。 果爲何 如耶。 丁 巳 二月 象 山 啓 稿。 

{| 政 元年 三  跋毛西 河眞蹟 

. 毛檢 討經學 文章。 洵爲 一 代 大家。 其 西 河 合 集 刻卷。 四百 餘。 未 刻 者 

_ 尙夥。 著書 之 富。 古今 所 希有 矣。 李天馥 云。 西 河 不可 及 者 三。 身不挟 

一 書。 胸 有 千 萬卷。 所至籯 笥無片 紙。 而下筆 蓬 勃。 言論 滔々。 其 不可 

及 者 一 。有疾 時。 求 文 者 在 門。 捫胸腹 四應。 頃刻 付 去。 無 誤 者。 其 不可 

及 二。 自九經 四 子 大藝之 文。 傍 曁聲音 鍾律邋 暦 之 事。 皆無 不極其 

根柢。 而貫其 枝葉。 其 不可 及 三。 今 得 見 其 筆蹟。 簡嚴 精穩。 不留鏠 罅 ( 

其 才力 獨有得 於 天分 之 多。 而 無 所施而 不可。 於此亦 可槪見 也。 感 

歎 之 餘。 聊 爲 此 記。 嘉 永 甲 寅 三月 下 擀。 象 山 平 啓 書 于江門 所居大 

丈 稿  六 1 七. 


文  稿  六 一八 

觀閣。 

世 懦議毛 西 河。 以勝心 客氣。 强辨 叫囂。 其 結 習 終身 不除。 然予甞 

聞 之。 西 河 在 湖西 日。 與楚人 楊 氏 之 徒。 劇 辯 淫 詩。 其 說 屢 勝。 及 聞 

其 論孟 子 求 放心。 不當在 事物 上 求。 忽幡然 下拜。 時 坐 客 皆 相 顧 

貽瞎。 且微言 曰。 此非辯 詩 者耶。 西 河 曰。 向所 爭者詩 也。 今所拜 者。 

求 放心 也。 於是 坐客大 服。 然則西 河雖好 辯。 亦 服 其所當 服。 初 非 

固 我執 滯如譏 者 之 所 言。 亦 可 見 矣。 今 窺 其 心 畫。 平 易 簡 澹。 無 毫 

. 激昂。 險怪 之氣。 是亦可 以證其 心事 也 夫。 啓 叉 書。 

文 久ニ年  拔 十七 帖 

一 一 王法 書。 不止轉 傳摸勒 。亦 多 以倣書 入 石 者。 其 源委皆 不可 得而 

究詰。 如 十七 帖。 雖稱爲 右 軍 名蹟。 而隋 唐以來 書家 無 弗臨撫 者。 董 

思 白 云。 趦吳興 所 臨。 不下數 十本。 然則其 他 臨 本 之 多 可 知矣。 而好 


事 者 各&灘 板。 亦 復傳摹 。今 iCT 在揚 本^ 不可 識其 孰近眞 也。 惟疏 

放 妍妙可 喜 如此。 豈其 筆意 或 時 有 合 其 眞耶。 

<ェ 上  又 

余 少時 習 一 一王 書。 皆無 人處。 中 歲舍學 魯公爭 座 稿。 今 年甫 五十二。 

禹得此 帖。 而 觀 之。 頗 有 所 會。 自 今 而 學 之。 則 儻其有 所 入 乎。 

g 永 二 年 正  跋華山 西 施 淙紗圖 

戊 申 冬 末。 偶 有 挾 西 施 淀紗圖 而求售 者。 正是 亡友 渡 邊舉山 所 製。 

乃 棄貲購 之。 華 山 才識超 逸。 兼 深 畫學。 其所藏 多元 明 名家 之 筆蹟。 

又 有 西洋 之 妙 品數十 種。 時 々 摸倣。 以集其 長。 故 其 筆力 精 勁。 設色 

巧妙。 非他畫 所得 齊馳。 此圖額 本 長 三尺 四寸。 闊之去 其 二。 西 施 長 

尺餘。 立 于溪邊 。輕牧 淡抹。 纖穠 都雅。 美艷照 人。 左手 執 白紗。 右手 舒 

之。 溪色澄 碧。 紗之 下端 垂入溪 流 者。 隱々 搖曳于 澄 碧。 旁有秀 石。 石 
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上 紅 桃 一 樹。 花 尊 靓妍。 亦 與西施 之 面相 映。 蓋 神品 也。 嗚呼 予 訪舉 

山 之 居。 談 說 古 今。 辨 論 天經地 記。 屢 移 晷 刻。 如 昨 曰 之 事。 而 今 不可 

復見。 展觀 遺蹟。 徒增隣 笛之感 耳。 翌年 正月 丙 戌。 象 山 外史。 

服 一一 一年 十  跋唐宋 八 大家 法帖 所載 魯公 筆法 十二 意 

魯公 筆法 十二 意。 收 在唐宋 八家帖 中。 余 一 見 疑 其 非 眞 蹟。 何 也。 明 

皇天 寳 三年 詔 改年曰 載。 則 此宜書 五 載。 而書五 年。 是其可 疑 一 也。 

帖中字 多 似 學爭座 位。 祭季 明文 稿。 而皆有 痕跡。 與夫元 氣渾厚 天 

眞爛熳 者 不同。 是其可 疑 一 一 也。 唐人 書畫。 多無欵 印。 縱令有 之。 不過 

一 顋 ギ欸兩 印。 如宋元 以下 人 所爲。 是其 可 疑 三 也。 宋歐趙 以來集 

錄家甚 衆。 而皆未 覩此。 至 於 淸乾隆 間。 始出于 世。 不詳 其 來歷。 是其 

可 疑 四 也。 徐季海 蘇 明 允 米 南宮倪 高士 諸， 跋。 與其 書幷， 似非 眞。 是 

其 可 凝 五 也。 回 循細燭 。滋認 其僞。 余生 不學 書。 筆：^ 最循。 而悼然 口 S 


評 古蹟。 亦 已僭矣 。然 自信 具 一 隻眼。 未知 明鑒組 公所 見。 與余 果，^ 

何 耳。 丙 辰 歲嘉平 月 小寒 日。 象 山 外史 書 於 東郭別 墅之聚 遠樓。 ■ 

跋 古事記 傳  、 

此書 大意 怪妄迂 謬。 固 無 足 論。 予甞 謂。 孟子 所 云。 詖淫邪 遁蔽陷 離 

窮。 宣長實 兼 之矣。 然於 名物 訓詁。 引 徵該備 。雖稍 失之姣 博。 而本 々， 

原々。 具有 根據。 亦 非 他人 所 及。 讀國 朝舊詞 者。 備資考 證究亦 有益 

也。 丁 巳 春 三月 小 盡。 象 山 外史 識。 

楊 孟文石 門頌跋 

此碑隸 法 古 勁。 爲東 漢人 傑作。 集 錄家無 有 異辭矣 。然以 其 在褒斜 

谷 中。 地勢 險絕。 倚 崖 縛 架。 推拓極 難。 故 臨 池之士 不能 盡得。 近世 少 

學之 者。 余 也 幸嘗藏 一 本。 旣命 裝ェ施 横軸。 頃 又獲此 本。 乃 剪裁 爲 

帖完幅 者。 已宜觀 位置 行列。 全體 制度。 摺帖者 亦 便。 几 上 臨摹。 各 有 
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所長 也 U 嗚呼 彼 土 之士。 不能 盡得 者。 余得 藏ー 一本。 時々 從意 所適而 

披玩。 以爲 樂焉。 孰 謂 非 翰墨 奇遘耶 。安政 已未季 夏。 象 山 平 子 明。 書 

于囂々 窩。 

文 久ニ年 W  跋漢碑 

此碑明 萬 曆間始 出土 中。 於漢碑 中。 寇稱處 好。 而 其初搨 鋒鐵銘 利。 

精彩 照 人 者。 尤爲 可尙。 近 曰撫搨 旣久。 漸就 漫漶。 時人 重 加 刻畫。 字 

體失眞 。至 以乾爲 杭。 可勝慨 哉。 予獲此 本。 非 後 舊搨。 且亡 八十. 一 字。 

然乾 未成 杭。 而尾 有詩佛 老人。 覽堂 記。 詩聖 堂圖 書記 二 印。 爲大建 . 

天 民家 藏本。 乃 四 五十 年 前 物。 較之 今搨差 勝。 因 晦日 求 本。 手 補 其 

所 亡。 命ェ終 治。 而書其 後 如此。 壬 戌 夏 曰。 象 山 平 啓。 

仝 上  又. 

右 漢碑殘 字 七 種。 合爲 一 幀。 是雖斷 裂 之餘。 王 昶抚元 輩。 皆存錄 之.^ 


仝 上 


文 久ニ年 五 

月 


以漢隸 難 得 故 也。 在 彼 且然。 况傳于 我 者焉。 可不 愛惜 而珍襲 哉。 文 

久ニ年 五月 廿 一日 書。 

漢孔 君碣。 文字 多剝 落。 然 猶有隱 隱可讀 者。 測 不忍棄 去。 遂加 裝潢。 

歐陽公 云。 好古 之士。 所藏之 物。 未 必皆適 世 之 用。 惟 其 埋没 零落 之 

餘。 尤 以爲 可惜。 此 好古 之 僻 也。 此 言 實 獲 我 心。 文 久ニ年 蒲 月 念 二 

日 書。 象 山 平 啓。 

又 

後 漢書 注 曰。 方 者 謂 之 碑。 圓 者 謂 之 碣。 而 漢碣之 制。 莫 究 其 詳。 惟 見 

於 斯 碣。 始 可以知 其 制。 然 則 斯亦有 適 世 用 也 夫。 啓 再 書。 

跋顏魯 公家 廟碑 

是顏魯 公家 廟碑。 側面 拓法頗 佳。 散 落 之餘。 尤爲 可惜。 凡以 碑刻拓 

文 i  -.  六 二三 


文  稿  六 二 四 

• 本爲帖 者。 必 剪裁 接合。 令 文 屬讀。 此帖 不知 其 法。 横 斷貼裝 。文 不復 

可讀。 然學者 因 之。 亦 可 觀結字 運筆。 左右 相 顧。 後先 相 避 之 法。 則 所 

謂 一失 一 得 者耶。 小川 士益。 藏此 帖甚愛 之。 請予書 後。 壬 戌 蒲 月。 象 

山 平 啓。  . 

g 政 a?  跋 爭座帖 校本 

是 山寺 不息所 校。 其 朱書 者。 蓋 全 唐 文 所載 也。 丁 巳 秋 借觀。 以陝刻 

再 校 之。 此 本。 父子 之 軍 之 上 無以 字。 其 志 哉 之 上 無 能 字。 何 必 令 他 

失 位 之 上 無 亦 字。 而升別 二字 不加 乙。 按其 文勢。 皆當以 陝刻爲 正。 

故 今 補 之。 象 山 外史 記。 

f 賊？ 十  跋顏魯 公 爭座帖 

此帖亡 論 書法 奇 特。 刻 法 亦自精 絕。 不 似 他 法 書。 棗 木摸稜 者。 雖 少 

漫漶。 筆意 可繹。 書家 寶筏。 舍此何 取。 但以淸 商 一 時 多齋。 邦人 不知 


珍 之。 可 笑 而已。 按 金石 粹編。 爭座帖 。自宋 以來。 摹刻者 有 七 種。 安 氏 

刻 本。 吳 中 復再摹 本。 米 襄陽臨 本。 北 京 本。 戯 鴻 堂 本。 嘉 善魏氏 本。 關 

中 本。 是也。 然以予 所見。 尙有玉 煙 堂 本矣。 此 眞蹟宋 時爲京 兆安師 

文 家藏。 甞 刻以傳 世。 吳中復 守 永 興。 謂 安 氏 石未盡 筆法。 因 再 摹勒。 

今 在 淸國西 安府。 碑 林 者。 世 謂 之關中 刻。 此帖 是已。 不詳 其 出于誰 

氏。 或 曰。 此石即 安 氏 所 刻。 然京兆 永 興 皆 爲關中 地名。 此豈果 安 氏 

原石 耶。 抑 永 興 重 摹者耶 。不可 得 而究。 惟 筆法 至妙 處。 非 數經摹 刻 

者 之 所 能存。 則 其不出 於安吳 1 一石 之 外。 斷可知 耳。 世 之 論 書家。 或 

以米襄 陽 書 史有爭 座帖內 小字 是於 行間 添 注。 叉 於 行 下 空紙邊 

横寫。 與 刻本 不同。 石 刻 粗 存粳槩 耳 之 語。 以謂此 刻 行列 亦 非 其眞。 

是恐 未深考 也。 米 氏 所 云。 於 行 下 空 紙 邊横寫 者。 蓋 指 第三 十 一 行 

射 哉 二字 矣。 今此刻 小字 皆 添注于 行間。 射 哉 二字 果爾 横寫。 則 其 

文 稿  .  六 二 五 


安政 六 年 六 

月 


仝 上 


ぶ  稿  .  六 二 六 

依 循眞蹟 無 容疑者。 而襄陽 所 口石 刻。 別自有 本。 亦 可 推 也。 因 謂 書 

字。 字 有 字 法。 行 有 行 法。 不惟 左右 相 顧。 上下 亦 相 

底 之 筆。 尤 意 思 所 存。 故 古蹟 位置 行 列。 固 不可 移 

爲亂 道矣。 如 董玄宰 。以 書名 家。 甞刻 此帖。 亦中斷 

敗。 其 觀極爲 可恼。 襄 陽書史 云。 粗 存梗槩 。恐 謂此 

又 

公屬此 藁。 固 草 々不經 意。 而變幻 百出。 光景 無窮 

動容 周旋 中 禮盛德 之 至 也 者耶。 

又 

孫鑛書 畫跋。 跋 論此帖 云。 帖 首十餘 行。 尙 覺屈彊 

下。 乃 始 活 澄 飛 動。 至 皆 有 等 威 後。 又 更渾化 入 妙 

意 已獬。 而餘興 淋漓。 更出屋 漏 雨蹟。 佘謂此 論 未 


映 帶。 行 顚 之 畫。 行 

易。 分 毫 若 犯 之。 則 

行列 顚倒。 上下 大 

類 耳。 ■ 

バム 之 於 書。 眞 所 謂 


未舒。 至 僕 射指以 

結末 數行。 筆已 倦。 

必 確然。 敎人看 法 


月熹 
十 永 
日 元 
年 
正 


書 丁 寧 着 意。 極 爲 有 益。 初 學 看 法 書。 須 是 正 看。 背 看。 上 看。 下 看。 左 看。 

右 看。 久 々 看。 作 幾 片 段。 其 起伏 頓 挫。 與 自 家 心 手相 肯方 得。 只 見 得 

渾淪。 物事 如何 濟事。 已未 夏晚。 象 山 子 明跋。 

叉 

予 少時 持 項 王 之 見。 不 肯學 書。 立 年 以後。 稍好爲 之。 酷 愛 魯公此 書 „ 

天 眞爛熳 。毫無 粉 澤柔媚 之 態。 然予 平時。 事馳馬 演礮。 率無虛 日。 則 

亦 不得專 力 於此。 第 以其少 暇 模擬 其 似 耳。 凡 事 有 規矩。 然後 可成。 

合 得 其 規矩 之 所在。 比 諸 前日 之 鹵莾已 有 間矣。 由是而 進。 漸漬以 

熟焉。 則 焉知異 日 之 無 所 成 哉。 雖然此 細 技 也。 固 非 大丈夫 之所區 

區 也。. 

又 

米老 云。 一 日不 書。 便覺思 跪。 予生 不知 書。 故久不 省其爲 何等 語。 自 

^ 稿  六 二 七 
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適獲此 帖。 曰 必書數 百 字。 後 半 歲。 始 服 此老之 知 言。 

安政 四 年 冬  1^ 

長江 大河。 無 意 於 波爛。 吾 旣已辨 之矣。 然此 稿。 太 室 之 廷之廷 。長 守 

貴 也 之 也。 補 筆 分明。 是爲 用意。 是爲 不用意。 學 書家 於 此中恭 得。 不 

妨 奇特。 若 或 未 能然。 待汝  一 口 吸 盡西江 水。 即向汝 道。 安政 四 年 冬 

月 象 翁 又 戯書。 

"二 年 六  跋 懷素帖 

是懷素 上人。 得意 妙 筆。 古人 已稱有 驚 蛇 飛電 拔山之 勢。 洵不 誣矣。 

而刻手 亦 精。 法 書 之 ェ於刻 者 固 多。 而及此 者 亦尠。 可 謂雙絕 也。 壬 

戌 季夏裝 成。 玩之 忘 暑。 象 翁 書。 

，元年  一二  跋林簿 乾墨蹟 

余 嘗觀林 簾 乾 此蹟。 以謂是 平原 規度 也。 偶 讀董玄 宰隨筆 云。 唐 時 


林藻師 魯 公 爭座與 祭季明 文。 乃 喜 余 見之不 誤。 因 此 帖。 遂 及 之。 辛 

酉 季春 月 象 山 啓。 

文久 元年 三  ^  f 版 

余 未 嘗學米 書。 然固知 其 以顏法 爲宗。 偶 得 此帖而 臨 之。 則 筆々 皆 

顔 也。 但顏 變多而 此變少 耳。 辛 酉 暮春。 象 山 子 明。 

文久 元年 二  ^§^汞中^^.^ 

月 か 

余 嘗讀元 人 白 廷玉灌 淵 集。 久知魯 公有 此帖。 頃於滋 蕙 堂 法 書中 

初觀 之。 其 爲歡喜 不啻覩 景星慶 雲 也。 公之 行 草 大字 莫過 此帖。 而 

毫無 彫刻 娬媚之 態。 自然， 可以起 敬。 廷玉 云。 凛 々 忠義 之氣。 如對生 

面。 非 石 刻 所 能 彷彿。 然則其 眞蹟之 妙。 想當 如何 哉。 令德 紀元 二 月。 

象 山 外史。 

{々 政 六 年 秋  ^  0  S  ft. 

玄 鵜  六 二 九 


文 稿  六 三 〇 

余 年少 時 遊于越 北。 獲 此帖於 水 原 之 市。 以爲直 辜 勒漢碑 者。 後 得 

石 門 頌禮器 卒史諸 碑而玩 之。 間時對 勘。 乃知此 爲臨寫 本。 而手亦 

非 其 至 者 也。 恐 後世 輩 或 未能辨 之。 因識其 後。 己 未 秋日。 象 山 子 明 

父。 

文久 S 五  跋停 雲舘帖 

文 衡山停 雲舘帖 十一 ー卷。 撫勒 精妙。 近世 諸 刻。 推此第 r 蓋 以衡山 

父子 皆 精 書學。 而又 自能鐫 刻。 更有門 客溫怒 章簡父 輩。 爲之 周旋。 

且不强 欲 其 速成 也。 頃 聞 東 郭子獲 善 本。 馳使借 之。 乃 金 兒雪庵 故 

物。 留玩數 曰。 如對 故人。 神思甚 適。 時 東 郭以此 紙 求 余 書。 因 率然 託 

此 寄 興 云。 

此 紙舊而 佳。 古人 云。 舊紙得 墨 始有氣 韻。 余 無 書學。 筆墨 殊漉。 可 

々愧乂  • 


昭 陽作詻 盛夏。 象 山 外史 平 啓 書。 

1 魯 公三 表 稿帖跋 

余 於 此帖。 始而 不信。 旣而疑 信 半。 終 乃 信而不 疑。 古人 之 法 書名 畫。 

宋元 以來。 著 錄最夥 。凡 海內 所存。 雖 姓名 不甚顯 者。 亦 賴以傳 。况魯 

公 逸 蹟此帖 。歷世 名 師鉅公 賞鑒之 家。 未 有 一 人錄及 者。 近年 忽出 

於淸人 摹勒。 余是 以始而 不信 也。 惟神 物。 顯晦有 時。 名山 石室 之藏。 

寧 無 待 後 死者 而啓 者。 是 故旣而 信疑 半 也。 至 於 反覆 視之 7 饥潜玩 

之。 方 見 其 天機 流動。 有 行 雲 走 水。 未 易 形容 者。 蓋魯 公方 能 到此。 而 

餘子耍 未 足 窺 其 勢髴. 是以終 乃 信 而不疑 也。 頃 A 田 子靜。 獲此帖 

而質 眞僞於 余。 因 書 數字其 後以答 之。 辛 酉 夏日。 象 山 平 啓 • 

書不至 自然。 未 足以爲 妙。 惟此 自然 尤爲 難。 至宋雷 大簡。 當時稱 

善書。 嘗云。 見 顏行馬 病 乞 米 蔡明遠 諸帖。 苦愛學 之。 但憾未 及 其 


文 稿  六 三 二 

自然。 然則顏 書 之 妙。 亦 唯 自然 乎。 黃魯直 云。 不 扭揑容 止。 不强作 

態度。 是其至 自然 之 門徑。 子靜方 有志 於 書學。 故 復書此 。以告 之。 

啓 

g 久 元年 五  項 易 庵 畫册跋 

項 易 庵畫。 董思 白曾稱 之。 其 精詣可 知。 此册藏 於 若宮 松 田益甫 家。 

用筆 古樸。 不求 妍媚。 大有元 人 風 度。 可 入 妙 品。 今時 不易 多 遭。 余 借 

觀數 旬。 深 賞 不能 釋手。 幾 欲 奪 之。 然余讀 書。 頗知 道理。 故不敢 也。 益 

甫 其秘寳 之。 再 勿假人 哉。 歲在昭 陽 作 詻芒種 節。 象 山 平 啓 書于松 

城 屏居聚 遠樓。 

此册 旣書跋 尾而歸 之。 益 甫知余 深 好 之 也。 乃 割愛 以贈。 何 其 幸 

歟。 因擧 座右 所有物 事數 項以爲 報。 時 五月 十四日 也。 是日新 雨 

乍霽。 薰風輕 渡。 林 光如 沐。. 3 色 可餐。 樓頭婦 席。 窓外 捲 簾。 香鼎當 


前。 瓶 花 在 傍。 披此 家 珍。 啜 茗 玩之。 人生 適 志。 孰 知 其 他。 即都城 諸 

友。 能 有此樂 否。 啓 又 書。 

漢孔君 墓碣跋 

趙氏 金石 錄。 收 錄此碣 云。 已殘 闕。 况 又 閱數百 年。 宜 其 損 泐之加 多 

也。 明 誠 以其有 元年 乙 未 字。 定爲 東漢桓 帝永壽 紀元。 其 說極核 U 今 

則 其 四 字 亦 不復可 見矣。 然漢刻 之傳世 者。 已無 多。 雖見 一 兩字。 猶 

可玩而 不棄。 况其 可番髴 者。 尙不下 於 數字則 是可存 也。 

魏 百官 勸 進碑跋 

曹 不一 謀移漢 鼎。 群臣 承 意。 勸進乃 勒石建 之。 此碑是 也。 世 之 知正理 

者。 誰 不詈而 MhNT 但其 書 或 爲梁猛 星 U 或 爲鐘太 傅。 雖 未知 孰 是。 其 

字 畫 佚 宕。 蓋 非 二子 不 能 赤 高 品 也。 故 予 棄 其 事。 而 存 其 書 云。 

跋漢韓 勑造孔 廟禮器 碑  ， 

文 稿  六 三三 


安政 五 年 十 

1 月 


萬延 元年 五 

月 


文  稿  六 ニー 四 

余覩漢 碑未甚 多。 然以 余所見。 似 當以楊 孟文石 門 頌爲第 一 。此碑 

雖妙 猶讓其 右。 未知 鑒識 之士 所見。 與余果 如何 耳。 

跋菱胡 書 

新 潟卷菱 胡。 以善 書名 于 一 時。 友人 八 田 子 龍。 藏其 書。 陸 天 隨詩十 

二 幅。 中間 一 紙。 爲人取 去。 馳問遣 索。 卒 不可 復得。 頃 請予補 其缺。 惟 

予 天下 拙 書 人 也。 以拙書 補 巧 書。 人 其 謂 之 何。 雖然子 龍 之 請亦不 

可虛。 因 書 跋尾數 字。 以 塞 其 責。 象 山 平 啓。 

跌 自書. 

是予 二十 八 九 時 書 也。 予 生 三十 七 年。 始 學顏 平原 筆 蹟。 時 々臨摹 

以自娛 也。 由此 以前 竦放自 許。 未 及留心 手學。 故 年 塗 三十。 其 書 無 

法度 如此。 可以爲 後生 之戒。 戊 午 中 冬。 平 啓 記。 

, 跋自 謇 神號後 ， . ： - . ； ' ： . , . 


凡 神州 之 生 民。 誰 不受此 三 神之釐 者。 宜其 夙夜 祗敬以 奉 之。 余爲 

雙鶴叟 書此神 號。 視 之 於 張 紫纖先 生爲了 賢 僧 書 佛號。 無 愧 也已。 

上 庚 章 芮漢夏 五月。 謹跋。 

文久 元年 二  ^ーニ！!；^^ 

三 神鏡 體 圓。 徑 七寸八 分。 重 三 十 S 兩。 陰 列 四 乳。 皆有旋 輪。 環 之 上 

. 方。 一 神人 戴 寶冠衣 羽衣。 穆然 端坐。 背 畫雲氣 。兩側 有 物 如 鳥。 左右 

方 有 怪獸。 張 口 對峙。 下方 一 一 神人。 皮衣 鹿 奪。 相並而 坐。 中間子 珠 一 

穎。 各々 擧 一 手 弄 之。 亦有旋 輪。 輪上更 作光氣 上騰 之 象。 其 餘所具 • 

詭異之 物。 多 不可 名識" 外輪 縐藻 繁錯。 間作 九 乳。 此內四 乳 差 小。 華 

邊 素 鼻。 土 花所漬 染。 赭 綠 爛 班。 審 其 質 與 色。 參 以博 考ニ圖 及西淸 

古鑑所 載。 其 爲漢物 可 知 已。 予 更審 定以爲 武蒂時 物。 何 以 知 之。 以 

三 神 之 說知之 也。 三 祌之說 。武 帝前于 史書 無 所考。 武 一 帝 後 亦 無 所 
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考。 獨武帝 時不特  一 二見 也。 按太史 公封禪 書。 武帝初 立。 輙好 鬼神 

之 祀。 消 李 少 君 進 祠 竈。 却 老方而 方 士輩多 相 效。 更 言 神 事。 毫 人 謬 

忌 奏祠泰 一 方 曰。 天神 貴者泰 I  。泰 一 佐 曰 五 帝。 古 者 天子 以 春秋 

祭泰 一 。於 是令大 祝 立 其祠長 安東 南郊。 常 奉 祭 如 忌 方。 其 後人 有 

上書 言。 古 者 天子 三年 壹用太 牢祠神 三 一。 天 一地 一泰 一 。帝 許 之。 

令 太 祝 領祠之 於忌泰 一 壇上。 如 其方。 是三 神之說 也。 應劭 風俗 通 

稱。 武帝祠 泰山 泰 一 后 土。 亦是三 神之說 也。 但舆封 禪書所 云少異 

耳。 今 鑑陰所 著。 雖 未詳 其 孰是。 然三神 者 儼 然矣。 夫泰 一 其 尊 無比。 

祠壇在 五 帝 之 上。 則 今 專位于 上方 者。 當是泰 一。 如 天 一地 一。 本是 

陰陽 二 神。 下方 稱坐 者。 恐 非 別 神。 而 中間 所 弄 之珠。 將母卽 陰陽 交 

而物始 生 之 象 也。 或從 風俗 通。 太 山 后 土 原 非 異類。 其 離 坐于泰 I 

下方。 亦不爲 無理 矣。 司 馬 相 如 封禪文 曰。 挈三神 之 驪 。韋昭 曰。 三 神 


上帝 泰山 梁 父 也。 如 諄 謂 地祇 天神 山嶽 也。 是亦三 神之說 也。 始從 

韋氏。 則 上方 者 上 一 帝。 而 下方 者 泰山 梁 父 也。 據如 氏。 則 上 者 天神 而 

下 者 地祇 山嶽 也。 亦 無 不可。 亦 按封禪 書 云。 齊人少 翁。 以 鬼神 方 見 

上。 言 曰。 上 即欲與 神 通。 宮 室 被服 非 象 神。 神 物 不 至。 乃 作 畫 雲 氣 車。 

又 作 甘 泉宮。 中爲臺 室。 畫 天地 泰 一 諸 鬼神 而置 祭具。 據此 則是鑑 

之 造。 恐 於此時 也。 擧此 數證。 其 爲武帝 時 物。 庶幾 亡 疑矣。 於 戯是雖 

i リ。 n  3 七 I  二  d»  u.r。 武帝作 甘 泉 宫係于 元 鼎 五 都 事。 召 一 "巴 ん£-  i ーコ 每。 

微物而 閲世幾 二 千年 距今實 一千 九 百 七十 有 三年 超 隙 越 yij 

而 流傳此 邦。 巋然 獨存于 今。 可 不謂神 物 乎。 惟武 帝。 以雄材 大畧不 

世 出 之資。 而惑于 方 士求仙 延年 之說。 所以 事 鬼神 者。 旣語 且瀆。 不 

可以 爲訓。 爲困于 慾 也。 觀 於此鑑 者。 以此而 爲 戒。 其 於 曰 用 蓋 亦 深 

有 補焉。 不徒爲 好事 者 無益 之 玩而已 也 1 禹延 1 一年 辛 酉 春分 節。 淸 

虛道人 書。 
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跋 佩刀 

鰕鞋之 制。 傳爲 八幡 源 公所 瓶。 人 多 傚 之。 而莫能 識其取 象 於 蝦 之 

旨 也。 予 竊 謂。 古 人 佩 服 之 文。 必有法 象。 非 特爲観 美。 已所不 足。 時 觀 

其 近 者而思 之。 亦 庶乎可 以長善 而救失 也。 夫 蝦之爲 物。 善 潜而好 

脫。 所 以特取 象 於 斯。 蓋 以寓其 潜 隱 晦 養。 不 可 淺 露。 見 時 而 動。 知 難 

而避之 意 也つ 旨 亦 深矣。 按史傳 公 東征 歸京。 折節 於大江 g 房。 就而 

受 其 學。 意 製 是 纏。 其 在 講學聞 道 之 後 乎。 不 然 公之 英烈驍 勇。 豈 亦 

有心 於潜晦 哉。 予於是 益 有 感焉。 乃 用 平日 所 佩 之 刀。 以擬其 彷彿。 

更附新 意。 欐釘之 頭。 刻之爲 水。 首尾 及 箍。 鏤之爲 藻。 蓋 水 所以 養 蝦。 

亦 以喩道 焉。 藻 所以 棲 蝦。 亦 以喩文 焉。 喩 道 者。 取 於 其 利 物而不 爭 e 

避 高 而錄下 也。 喩文焉 者。 取 於 其 脩 ま 之 道。 可 以免於 粗暴 鄙 野 也。 

是 豈 以爲有 加 於 公 之 旨。 顧 予之狂 粗所自 警 者。 不得不 然 耳。 


安政 四 年 九  级 一沙 脹玉衡 i 曰 

痧病之 論。 古不經 見。 無 足 深辨。 惟 詳此編 所 云。 亦 似 不問 傷寒雜 病。 

凡 有 掀腫可 行 刺絡 者。 指 而爲疲 也。 故痧有 實 而 無 虛。 辨 則 爲可醫 

矣。然其爲說。率皆怖陋鎖猥。穿穴無稽也。小兒游戯之爲者。繊贿贿^- 

類 若 夫人 身 生活 之 理。 發 病 之 原。 用 藥 寒 熱 溫 凉 之 性。 槪 乎 無所究 

知。 則 一 々而與 之辨。 亦 徒費 於言辭 fe^ 。但 當擧其 不經。 而 一 句抹之 

耳。 丁已秋 九月。 象 山 樵 人 書。 

f 艇 元年 十  畫石跋 

石 豈易言 哉。 今 夫 山 生 草木 育 禽獸興 寳藏焉 。而語 其 質 則 石 也，、 非 

惟 山 爲然。 雖 大地 之 包 五洲 而有餘 。振 滄海而 無 洩。 其 實 叉 石 也。 金 

銀 寳玉則 精 其 質 者 也。 赭堊丹 靑則麗 其 色 者 也。 沙礫土 泥 塵鏖則 

出 於 其破碎 磨 蘯 之餘者 也。 固 又 不外于 石 也。 故 擧石則 大地 之 事 
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畢矣。 其 不易 言 不亦宜 乎。 然論其 初 之 所 成。 則 不出於 水火 一 一端 焉。 

成 於 水 者 其 質 葉。 成 於 火 者 其 質 粒。 以是辨 之。 天下 之 石 可 盡矣。 余 

性 好 石。 少時 裒奇 石數十 種。 列 之 庭 階。 寘之 几案。 朝夕 相對 以爲娛 

玩。 然但第 其 流 品 賞 其瑰奇 而已。 洎 中年 讀 洋籍爲 石學。 頗知 石理。 

今 則 即石而 窺 造化 之 源矣。 中 野 綿 貫 公文。 有 石痴。 看 畫石又 愛 之。 

嘗藏雲 泉畫石 一 幅。 尤其所 珍 襲 者。 介 人^ 余。 求 題詞。 余 雖酷好 石 

未及畫 石。 而 公文 及 之。 然則 公文 之 好。 加 余 一 等矣。 特不識 其 所以 

好。 與余 同異 如何 耳。 因 書 此以問 之。 且以發 一 院。 上 章 丙漢復 月。 象 

山 平 啓。 

跋 自書 礮卦 顺舰规 

余 礮卦之 著。 所謂 本 諸 身。 徵諸 庶民。 建 諸 天地 而不淳 。質 諸 鬼神 而 

不 疑。 百 世以俟 聖人 而 不惑 者 也。 頃 年。 洋 夷 猖 獗。 而 吾 士習迷 陋。 邊 


備 不振。 礮卦之 言。 足 以破其 迷而拯 時弊。 乃 欲鐫版 以布于 世， 而林 

. 大學阻 之。 阿部 閣老亦 抑 之。 時事 可槪推 也。 雖然。 風雨 如晦。 鷄嗚不 

已。 君子 報國之 志。 豈可以 時 之 用 舍而改 其 度 哉。 蟻 川 直 方。 慨於時 

事。 學 礮 兵 於 吾。 相 從之久 其藝大 進。 故 四方 來學 者。 予有 疾病。 必 俾 

直 方 指 敎焉。 可 謂 吾 門 之丁寬 矣。 今 手書 礮卦 以 贈 。蓋 嘉 之 也。 直 方 

. 其 益 勉旃勿 怠。 嘉 永 甲 寅。 春 三月 小 盡。 象 山 平 啓。 

萬延 元年 春 . 跋 贈勝義 邦礮卦 

妻 兄 勝君義 邦。 幕府 麾下 之士。 其 節. 槩 議論。 皆 有 以過於 人 者。 甞學 

泰西 礮兵於 余。 勤 習 之久。 其 所得 足 以使敎 導 後進 之士。 然勝君 之 

志。 豈 遽可若 此而已 乎。 夫 兵 之 性 革 也。 燭 理察 事。 因時而 革。 亦 猶 曆 

法。 曆而不 革。 不足 爲曆。 兵而不 革。 不足 爲兵。 佛郎察 波利稳 王。 亦甞 

言 此 意。 勝 君 幸益勉 之。 近 曰 余所 著 有礮卦 一 書。 頗 以 發明礮 理。 且 
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以喚醒 時弊。 今寫贈 一 通。 以助其 志。 從游 之士。 有 及 知此義 者。 其 亦 

出 此示之 可也。 松 城平大 星識。 

^元年 九 . 跋 阿片 始末 

當今 天下 之可畏 者。 莫大 於 外寇。 而戒備 之 要。 莫先於 知 彼。 苟能知 

彼。 則 我 之 所以 備之 者。 自 不能 已 矣。 而 世人 憒々 鮮克知 之 者。 獨 子 

德於此 勤々 著是 始末。 以爲知 彼 之資。 其識之 遠。 非特 能文 之士 也。 

三 復之餘 。敬 嘆 不足。 乃 書 其 後。 甲 辰 九月 朔。 

. 讃 今 川 氏 壁 書 

今 川 了 俊。 警其子 仲秋。 壁 書 一 卷。 民間 多擧。 以授童 蒙焉。 在乎士 列。 

則 率 賤焉。 而不 取。 蓋以其 言 之 鄙 俚 也。 余適讃 之。 至于其 不知 文。 不 

成武。 不學 道。 不可 以爲 政。 五常 治國之 本。 闕 一 則危。 能治國 者。 貴 仁 

賢。 貪 於 民 者。 好 便侫 等 之 言。 一 讀而 再三 歎 之。 嗚 乎。 世 之 爲 政。 接 W 


而不取 者。 比 々 皆是 也。 而 知能 出於此 者。 抑 有 幾何 邪。 是余之 所以 

深 歎息 也。 

記 砲 制 

近 往往。 有 傚 製 西洋 牛角 氏 天 砲 者。 皆 底 屬方圓 之 耳。 甚 誤 矣。 凡 天 

砲 之 制 皆 有 耳。 可 以頫昂 砲身。 獨此砲 無 之。 惟 底設方 版。 以螺 定托。 

上 令 與 托。 爲四 十五 度 角 耳。 是 邦 砲 家。 目 不 能 讀洋 文。 依倣圖 象。 杜 

や" 撰 作 摸。 嗚乎觚 不觚。 觚哉觚 哉。 

1^ 化 元年  題 晴山寫 生 芋 花 

是芋花 也。 李 氏 本草 云。 芋不 開花。 時 或 七 八月 間 有 開 者。 抽莖 生花。 

黃色。 旁 有 一 長 尊 護 之。 如 半 邊蓮花 之狀。 即此矣 。余 少時。 北 瞵芋畝 

有 著 花 者 人 聚 觀 之。 余 亦 屢 往。 晴 山子寫 生。 必此時 事。 辛 巳 蓋 文政 

四 年。 余 時 十 一 歲。 後 一 一 十 三年。 象 山 平 啓 書。 
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?|录 十  題 大槻磐 溪蘭畫  . 

盤溪 文章 之餘。 于書 于畫。 無所不 巧。 予陳狂 拙陋。 不善 一 事。 唯能飮 

酒 喫飯 而已。 是 日 同 會常靑 園。 衆 客 令予題 此畫。 爛醉 之餘。 自書 其 

愧。 壬 子復月 十八 日。 平 啓。 

嘉永 一一 年 春  題 臨 孟頫畫 

ほ. 鳩 は 竹 洞 己 酉 春 日。 觀孟頫 畫而傚 之。 余 素 不作 畫。 豈其 比較 似與否 哉。 聊寓 

興而致 耳。 予雖 不作 畫。 讀 古今 之 畫論亦 多。 而平曰 心 頗知其 得失。 

及 執筆 臨 紙。 而 手腕 不奉心 君 之 命。 其 拙 陋極可 笑 也。 東坡 云。 有 見 

於 中。 而 操 之不熟 者。 平 居 自視了 然。 而 臨 事 忽焉喪 之。 信 々 然々。 

I 四き  題孔 夫子 畫像  ， 

人 謂 泰西 之學 盛。 孔子 之敎 必衰。 予謂。 泰西 之學 行。 孔子 之 敎滋得 

其資。 夫 泰西 之 學藝術 也。 孔子 之 敎道德 也。 道 德譬則 食 也。 藝術譬 


則 菜 肉 也。 菜 肉 可以助 食氣。 孰 謂 可 以菜肉 而損其 味耶。 

囊五年 冬  題 合作 畫 

天 保 間。 余 之 寓于江 都 玉 池 之瀕。 與梁川 公 圖比鄰 。交情 尤親。 往來 

無 虛日。 大槻士 廣。 亦 時々 來會。 一 曰 會 飲。 興 及 墨 戲。 余 作 石。 士 廣 寫 

竹。 公圖添 枯木。 亦 一 時 之 適 也。 旣而 各自 東西。 不得 合幷。 戊 午 之 秋。 

公 圖魏於 京 師。 後 月 餘。 見 此紙 於古笥 中。 俯 仰 疇 昔。 爲 之 慨 然。 象 山 

外史 平 啓。 書于 松城聚 遠樓。 • 

題 二十 拇人 砲圖 • 

砲身 甚 短。 宜 仰 放 者。 是 謂 天 砲。 若 長 砲 不便 仰發 之。 必 準 地 平。 似 當 

有 地 砲 之 目。 今 此砲實 位 其 中。 以 人 砲 名 之。 不 亦 宜 乎。 

文久 元年 春  纖斗考  . 

鈞是鐵 斗 也。 而其別 有 三。 鄭康成 註 周 官欝人 曰。 築欝 金。 以 煑之纖 
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中。 是煮纖 斗 也" 博 古 圖錄龍 首 纖斗下 云。 趙襄子 使 厨 人 操 斗。 以食 

代 王。 古 者 行食以 斗。 而 此有枋 有 流。 知 其 爲 盛 美 清 之 具。 是 盛 淸 鐵 

斗 也。 史記李 將軍傳 注 曰。 以 銅作鐵 器。 受 一 斗。 晝炊飯 食。 夜擊特 行。 

名 曰 刀 斗。 是 軍 中纖斗 也。 三者 之 制 固有 不 同。 而 先 儒往々 合 爲 一 

誤矣。 余所 藏之纖 斗。 通盖高 三寸 九分。 深 三寸 大分。 腹圍 一 尺 零 九 

分。 ロ徑 一 寸 五分。 重 一 十六 兩五錢 。三 足 而有枋 有 流。 蓋 興 口 傍 作 

轉 軸。 以 爲 開 闥。 肩 腹 與枋各 皆 飾 以 雲 雷。 枋 中空 下 有 小 孔。 似 更 接 

玉 木 長枋。 形 制 純 古。 色！： 瑩然。 可 爲漢氏 以上 物。 I。 稱默翻 |2。姆 

雄 斗 氷 鑑。 復 不親商 周 之 制 作。 然 趙 希 If 洞 天淸錄 S 斗 如 今 有柄睡 子。 fra 加 三 足。 予 

曾 見 之。 S 其 質 色 與眞三 代物。 超 氏辨祈 精審。 爲後來 賞鑒家 所宗。 則 其 言必非 謹妄。 是 

§  。鄭氏 周官 注。 及 圆錄所 引。 史記趙 襄子行 食 之 日 一 t  t -.1 ち」 n  。跹  1 €4^fei。l 

事。可 以 爲 周 代 亦 有 S 斗 之 證 矣。覽 者 其 银 ^1- Bi。 但其淀 在 枋右意 度 殊詭博 

古 圖錄西 淸古鑑 並 所以 也。 余 竊 以 謂。 是 必 盛 清 纖 斗。 而 流 之在枋 

右。 蓋 取 其 便 也。 古 者 固 當有此 制 矣。 何 以 知其然 也。 饕 少 儀 曰。 凡 進 


食 之 禮。 食 居 人 之 左。 羹 居 人 之 右。 管 子弟 子 職 曰。 先 生 將 食。 弟 子 儘 

饋 M 還 而 貳。 唯 嚷 之 視。 再 益 曰 貳。 食 盡 曰嚷。 弟子 之 周 還 者 宜 跪 坐。 

而面當 先生。 視其所 盡者而 進 之。 方是 時操纖 斗。 以益羹 清。 其 流 在 

枋左。 則 腹奄其 前德容 有慊。 不若其 在枋右 之爲便 也。 古 者 固當有 

此制矣 。而 收錄家 不及此 者。 偶 未 得 耳。 北 宋已來 。古器 之 出 于泉壤 

考不 可 勝 數。 考 古 博 古 ニ圖集 古錄等 書。 可 槪 見 也。 而 左 國史漢 所 

言 諸 器。 無 復？ V 遺。 呂薛 二王 所收之 器。 今 亦 罕有存 者。 則 無 見 於 今 

者。 古 未必無 也。 亦 安知 不有 他日 新 出土 之 器。 與 余所 藏者耶 。姑 記 

所見 以俟來 者。 

, 尺犢類 

與 立 田靜山 

樓意讀 倦。 睡魔 將侵。 銀 鹿 及 門。 接 授瑤函 。正 襟 拜展。 頓覺醒 突。 快 喜 

文 鵜  六 四 七 


文  稿  六 四 八 

可 知。 領 所 囑艾園 刻印 石 四 枚。 極 感 隆 意。 雖 不甚ェ 。儘 可 供 用。 亦 足 

以慰屛 居之岑 5^。 如 意 亦 朝 人 多 執 之。 或 云 其權舆 出於佛 者。 然三 

國志 胡綜傳 載。 時 有 堀 地 得 銅 厘。 開 之 有 白玉 如意。 所 執 皆刻螭 虎。 

孫 仲 謀以綜 多識。 乃 問 之。 答 曰。 秦始皇 東 遊。 以金陵 有 王 氣ガ鑿 諸 

山 岡。 埋寳物 以當王 氣即是 乎。 據此說 。秦時 如意 旣有 之" 此時佛 未 

入中國 也. 然則如 意 之 起。 不 在 于 佛。 而 在 于周秦 之 間。 會 見 問 及。 草 

々 奉 答。 十 二日 

- 羽倉簡 堂害牘 II ョ， W 十 

用 九 頓首拜 白。 象 山 君 足下。 分袂 三歲。 渴想 曷耐。 貴 州 初夏 之變。 實爲 一 千年 來未 

有 之 事。 聞 之 信 人。 貴 家 萬 福。 而 犀 河 之 决處置 得 宜。 松 城 十餘萬 口。 因君逭 魚腹 之 

厄。 是 其 平生 所 學。 因 事發見 也。 敬 伏々々。 若 令 當路之 人 早從君 言。 其 績果 不止此 

也。 惜 哉。 江 都 三月 下旬 訛 傅。 貴 州 洪水。 而 明月 有此變 亦異。 儻有 記災之 著。 幸見擲 

示。 拙著 三 律 摭要刻 成。 兹呈梧 下。 琴 三位 叙。 有 故不得 上梓。 然僕不 忍 遺弃。 乃謄寫 


ニ嘉 
月 永 
廿元 
日 年 
十 


以 呈。 遝 者 文 字 禁 嚴 是 爲 可 厭。 僕 每 謂 隱 士 志願 易 足。 所 冀 不過 文字 禁 緩。 燈 油 價 

低。 而皆 不可 得 也。 阿 々 冷 々。客 歲 除夜 詩。 在官 師墨翟 。居 野學楊 朱。 回視 安身 地。 今 

吾 非 故 吾。 亦 供 一 榮而已 。早 寒 爲國爲 道 千 萬 珍嗇。 陽 月 念 三 寄 

象 山 君 梧 右  羽 倉 用 九拜啓 


. 復羽倉 君 

自違 型範。 三 換葛裘 ま々 瞻仰 

著 刻 三 律 摭耍。 欣感之 劇。 何 可 

梁 矣。 非 先生 素 有 長於斯 學。 何 

有 故不得 上梓 可惜 也。 不知 三 

何 哉 U 去歲 地震 洪水 之 變。 慘亦 

間 略記 災 時 之 處 置。 如 先生 所 

謝以所 問。 雨 災雜記 稍成條 理。 

文 稿 


徒增馳 想。 去 冬 拜接敎 翰。 又 承惠所 

言 宣。 此 書簡 明 精 確。 洵 可 謂 吏 學 津 

以能 至是。 所 示 琴 三位 序 俊抜。 可 謂 

位是 何人。 其文氣 酷似 先生 所自爲 

極矣。 啓 向 有 復溪琴 書。 曾 見 之 否。 其 

傳大有 過 其實者 1  向 拜書時 即謀裁 

_ 因 欲 其 卒業 乃 馳呈求 敎。 然 資 性 不 

. 六 四 九 


徒增馳 想。 去冬拜 

言 宣。 此 書簡 明 精 

以能 至是。 所 示 琴 

位是何 人。 其 文 氣 


らゃ溪 へ を 菊 
ず否擧 り 子 地 
や 宛 但固溪 
明な 此と琴 
なり 書い 字 


文  稿  六 五 〇 

敏。 加 之 公私 多 故。 未能脫 稿。 是以 因循 迨今。 復增 懼耻。 今而不 謝。 稽 

報 之 罪 增無以 爲辭。 因聊 布此數 字。 薷米兹 土 之 所宜。 寅 奉 一 瘦以 

表 謝 悃。 勿 却 爲 榮。 雜 記 得 淨 寫。 續 當 納 去。 頃 者 所 作 文 詩 若 干。 瀆 矚 

乞 正。 所 示 除夜 詩 妙絕。 但 安知 今 吾 不爲異 日 之 故 吾。 是爲 朝廷 蒼 

生 所 深 冀 也。 尙 祝爲道 珍重。 戊 申 十二月 廿日 

文久甲 (子 慰 ^ 谷洒侯 

啓 慰 疏 言。 令 郞離去 庭闈。 倐返泉 壤。 聞 之 悲 痛。 欲 論 不 能。 先 生 高 年 

罹此酷 禍。 父 子 至 情。 哀 慕 何 堪。 然 死 生 有 命。 修 短 有數。 世所不 免。 莫 

可 如 何。 惟 冀 俯 順 變 禮。 節 哀强 食。 母 效卜氏 失 明。 無 由躬 弔。 謹 奉 慰 

疏。 不次 

與士固 

士固 足下 無 恙。 聞 昨夜 之 變。 高 堂 亦不得 免蟪 岡 之滔。 果不擇 玉石。 


, 可 恨々 々。然 士固富 人 也。 非 淵 明 柴桑里 遇 火 之 比。 想 付 之 一 へ陝却 

爲 一 段 詩 料 耳。 惟 甚欲知 動靜。 便此候 問。 不腆微 物。 聊表弔 個。 勿 却 

幸甚。 

三年 十  與小 林炳文 

忽得 飛報。 高 居 失火。 聞 之 駭然。 然北鬧 令 昆季。 並 得 保全。 毫無 損傷。 

固 足 以知天 相 之 有 在 也。 但先世 所傳。 足下 所裒。 文書 武具 服玩罴 

用。 蕩 然 掃 空。 可 爲 惋 惜。 然 老夫常 言リ 人 之 學 問。 不 爲火所 徴。 不 爲 水 

所 淪。 不 爲盜賊 所 奪。 是 爲 眞 學 問。 是 平 生 與炳文 共 之 者 「.炳 文 於 此 

無 少 欠 缺。 則 身 外 得失 盈 虛。 不 足 復 置 胸 臆。 惟 冀 逆來順 受。 以 着 新 

. 功。 外 具 不 腆。 聊 申 寸 個。 無 却 幸 甚。 歲 暮 更 乞 保 愛。 

豚 犬 深蒙眷 念。 佩 荷 無 止。 僕 秋 末再領 命。 得 免 京師 之 行。 暮年之 

幸。 不可 勝 言。 兒子 仰敎。 亦 當寛暇 時 月。 此事 旣附便 奉告。 今不 一 

文 稿  六 五一 


文  稿  六 五 二 

々。 

g 政 六 年 四  慰子 存 

驚 聞 小 郎遽棄 左右。 去歲以 來。 慶 門 疊裡凶 變。 聞 者 莫不酸 鼻。 矧 至 

親 之 愛。 悲傷 奈何。 惟 莫之爲 而爲者 天 也。 莫之致 而至者 命 也ポ知 

命 無以爲 君子 也。 願 先生 以 君子 自任。 釋然 寛懷。 勿 過 哀痛。 不 一 。大 

星 搏 拜  ， 

與子存 

梅 霖欝溽 。不審 起居 佳 否。 昨爲 座右 鐡如 意作 銘。 處 # 職 § 翁 BI5~tt^ 

S>  3( 曰。 志 字 易 象。 楚 辭並叶 平 韵。 今 用 之。 錄 呈 以 發 一 榮。 貴 藏 如 意 銘 

字 奇 古。 與 世間 汎々 者 適 別。 懇 乞 借。 第 一 覽。 俾 得 取 法。 則 佩服隆 情。 

無 有旣極 也"  . 

.  復子存 


辱 使書存 問。 併 領称菊 之惠。 兼審 起居 佳 勝。 感喜良 深。 間 僕 中 霜 寒。 

苦 喘 咳兩三 日。 今 則 安 矣。 幸 不 煩 念。 秋 氣 曰 肅。 更 冀 珍 愛。 • 

叉 

得 墨 敎。 喜 知 體候輕 安， 辱 惠 鷺 羹。 此 屛居最 所 難 致。 極 爲 珍 貺。 銘 佩 

何 如。 即 命 小 酌。 當 用 賞 異 味 也。 肅 泐 片 函。 聊 玆 展 謝。 

叉 

得 書惠。 知體中 復古。 深 慰 々 々。雨後 無 暑。 甚適人 意。 然亦大 有 如 先 

生 所 憂慮 者。 華 山 百合 畫幅。 皆領。 醫案ー 一則。 詩 二 首。 並 精妙。 一 二 注 ♦ 

管 見。 且 附 妄 評。 取 舍 唯 命。 見 示 洒侯之 詩。 筆 力 亦 可 喜。 往 曰 屢見書 

此 詩。 想 彼老得 意 作 也。 暑 威 如 燬。 得 書 知 起居 安 勝。 爲 慰。 蕈 蔬 之 惠。 

尤見眞 情。 感々。 桷菓 一 棬納 上。 非爲報 也。 永 以爲好 也。 不謹 

萬延 元年 春  1^ 

文 稿  六 五三 


^ 賴.  六 五 四 

昨辱誨 答。 且見借 正字 通。 感 々。！ ：輕兩 字。 正字 通 亦 從革矣 。然 余意 

終 未 妥。 竊 謂。 此 兩字並 當 從 華。 其 從 革 者。 皆 爲 無 謂 矣。 何 也。 凡 謎 語 

以聲爲 形容。 如崔 5 鬼 澎湃鏘 鏗槎抚 之 類。 多 從其所 形容 者。 今此兩 

字狀。 華 相次 比 之貌。 而無 他義。 是其 當從華 一 也。 按說文 曰。 番艸木 

華 也。 从 ^  聲凡眷 之 屬。 皆 从 錢攀 榮 也。 从 艸 从 番。 凡 華 之 屬。 皆 从 

華。 而番 下出轉 字。 蕃 出陣 字而 已。 是亦其 例矣ぜ 卿輕等 字。 而不 

爲 華 之 屬。 則 當 何 字 爲 華 之 屬。 是 其 當 從華ニ 也。 說 文革 部 曰。 革 獸 

皮。 治 去 其 毛。 革 更 之 象。 凡 革 之 屬。 皆 从 革。 而 其 文 五十 有 九。 多 是 履 

鞮束帶 兵 Sjs 車馬 之 具 之屬。 而無 一 涉于 草木 花卉 者。 是其 當從華 

一 一 一 也。 且 漢魏人 用字 有假借 者。 有 通 用 者。 有 奇 古 者。 有 變 易 偏 傍。 及 

增益减 省 者。 隸釋等 書 所 表出。 可 槪見也 If 輕 本字 從華。 而假猎 通 

用 變易從 革。 則 固 無 不可 矣。 至于從 革者爲 本字。 而 反以從 華者爲 


非。 則 未 深 考之過 也。 愚 管 如 右。 不知 高 明 以爲何 如， 

上  又 

寄 惠 鱗 魚。 珍 感 不可 言。 晚 酌添數 杯。 但 不能 對喫 爲憾 耳。 辱 耕韁兩 

字 之辨。 如 接 風釆。 非 先生 恐 無 此 議 論。 第 以玉篇 正字 通 字典 等 書 

所 載。 悉 爲 金 科 玉 條。 無 乃 過 曲 謹 乎 ぼ變遠 矣。 字 變 易 形。 音 變 改 韵。 

前人 之 誤。 後人 泥 古不覺 者。 往 々而 有焉。 故 明 淸諸懦 。辨難 不寘。 已 

著 典 要 亦不爲 微。 不 必 墨 守 字書 所存 也。 然 此說甚 長 U 非 短 變所能 

悉。 他 曰 面 拜。 當 旣鄙懷 也。 不 謹 多 罪。 

與慶 野宜邦 2 

頃 承 惠訪。 偶有 急 幹。 不得奉 接。 悚惕何 勝。 即曰 新霽。 凉氣可 人^ 况 

想 當 淸 福。 柳 生 母 氏。 昨 宵 診 之。 得 疾經 曰。 年齒亦 高。 血 脉雖未 至 衰 

弱。 無 復剌絡 之 候。 因 隨 其 症。 作 飮劑數 貼付 之 治 未易遽 言。 第 ffi^ 

文 稿 ,  六 五 五 
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幾 其 小 可 耳。 氣球之 制。 間 推算 之。 水 塵 j 尺 立方。 重 九分 七 釐八毫 

四絲。 則球徑 三尺。 可 盛 十三 錢八 分三釐 一 毫<絲 三 忽大微 四 八。 

得 水 藤。 以 水 大分 和 綠礬油 一 分。 沃 之 鐡 屑。 便 可 得。 夫 水 百 分以酸 

塵 八十 五分 水 塵 十五 分 成焉。 今 欲得 水 塵 十三 錢 餘。 大 約 耍水百 

錢礬油 十 大錢。 水塵輕 重。 與大氣 比例。 如 一 與十 「大 氣球徑 三尺" 

重 可 一 百 五十 一 錢。 故 作 紙 球。 合 蛋淸糊 線 之 料。 約 可 重 三 四十 錢 

而止 M 與大氣 比 U 猶如 一 與三。 其 升騰冲 空。 不 容疑 矣。 製紙 球果當 

此 法 否。 見 山 田 長 谷川 二 子。 子 細 謀 之 可也" 

又 

昨 源 吾來詳 履。 此冬 寒。 琴 書 安好。 沃慰之 劇。 向所 示 唐 荆川選 朱 集。 

其 所 類萃。 殊無倫 次。 不逮吳 納本 遠甚。 必是 坊間 僞託荆 川 ま更有 

品評 判斷。 不止如 此也干 大本 納去。 撿收爲 幸。 東府之 報。 究 K 不虎。 


臺閣諸 公。 狼狽 可 想。 至 本 藩 諸君。 依舊 安閑。 無些 狼狽 之狀。 是反可 

, 憂懼。 誰 能衰. 彼 衝動 器。 而剌 激震 藍。 可 使 至 於 渾身 得 汗耶。 

安政 五 年 か  1^ 

昨晩 面 言 頗亦喜 慰。 經宿 起居 康勝。 辭命 準繩署 就緖。 但亦 所附論 

說。 塗抹 難 看。 便 欲 下手 刊修。 爾思 得戰國 策。 商量 一 番。 有 本 請 見 借 

示。 若 無 本。 索 之 友 間。 示 及 幸甚。 左傳 校本 一本 還 入。 布 謝。 

答 友人 

又 承。 不鄙 手札 惡問。 且見 惠黑作 烏賊。 必是能 州 所 出。 珍感 々 々。英 

艦 之 報。 僕 所 未聞。 想 當訛傳 。旁 葛剌 支那。 俱有 戰爭。 支那 假令議 和 „ 

印度 之 亂未易 遽平蕩 。决不 移 兵於此 邦。 故 僕以爲 疑。 若 其 報果信 „ 

曲折 勿吝 來敎爲 幸。 雪 寒 不悉。 

夭 保 四 五 年  與須 田澹山 

文 稿  六 五 七 
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啓 白。 須 田 君 足 下。 無 恙。 啓 始 聞。 論 者 每說人 物。 以 足下 爲處士 之秀。 

私藏諸 胸中 矣。 迨視其 文辭。 惟 其 風釆。 則 有 求 好 之 志矣。 天緣 幸會。 

卒得所 願。 蒙 識 蒙 愛。 其 爲 歡 喜 孰 加 焉。 啓 也 生 六 歲。 而 學 聖 人 之 道。 

旁屬詩 文。 於 今 積 十七 年 矣。 所 遭 遇 而 知 詞 人 墨 客。 不 可 勝 選。 直 能 

成章務 華。 執筆 耍麗焉 耳。 未見 有鉤隱 徽微。 而識出 於 衆人。 如 足下 

者 也。 本 邦 學 者。 率 不審 於聲 韻。 動 輙出 孟浪之 言。 而 足下 所 著。 韻 脚 

之 論械爲 精細。 且閬其 言 暗合 於 淸人笠 翁 綠灣等 之 所發。 嗚呼 非 

足下 好之樂 之。 硏乎人 之 所 不硏。 明 乎 人 之 所 不明。 其奚能 若此之 

至。 啓 之 性 也。 聞 有 雖凡細 技 小藝。 秀於群 拔乎萃 者。 則 百年 之前ギ 

里 之 外。 尙必 企而仰 之。 况逢 老成 人 於 尺 之 間。 而聞所 未聞 焉。 得 

不 縱今而 相懇々 耶。 兹呈 拙文 數篇。 覽觀取 笑。 令郞 學業冇 暇。 幸 時 

使 過。 春寒 未 返。 千 萬 保攝。 啓 白。 


夭 保 五， や 四 

月廿 二；！： 
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月 二十 五 口 

書簡の 部 同 

月 二十日 膨 


照す ベ 


然， 否 

禱。 未 

呈 

前數 

接此 

僕 項 


杳 

乎 


二月 念 八 

澹山須 田 君 足下 

與鎌原 輔三郞 

然パ深 關 鄙 懷。 即 曰麥 秋。 想起 居 

入 r 上 拙文 數 篇。 尊 府 若有少 暇 ( 

緣瞻 奉。 千 

四月 廿 二日 

鎌 原輔三 郎君 足！.'  . 

與勝海 舟 書 

日。 聞有郵 使。 肅修 蕪牘" 後 知 誤傳。 是以 遷延 未呈。 一 一十三 日。 遞 

月 十三 曰 惠函。 環 誦敬悉 。伏審 秋 氣蕭爽 闔府勝 安。 頌林幷 至。 

健 如 恒。 頗 慰 關 念。 承 示 云。 天 下 形 勢。 彌 覺 危 險。 盡 邦 憂 民。 藎 忱 


佐久間 啓再拜 

左 玉 

佳 勝。 緬 聞尊府 政務 頗繁。 赏 

伏乞遞 致。 無 有 小 暇。 擲還是 

佐久間 啓拜啓 y 
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懇摯。 溢於楮 墨。 感佩何 似。 僕 亦 越 俎。 病懷時 難。 欲 協和 朝 幕 之 際。 轉 

禍爲 福。 反敗爲 功。 自謂籌 之 極 熟" 唯 在 上 之用舍 如何。 要 之 天下 無 

不可 爲之 事。 唯 患 乏其材 耳。 橫覽 東西。 人才 銷耗。 豈勝浩 嘆。 垂 詢僕 

蒙 朝徵。 旣具 另函。 賜閱爲 幸。 又 聞 金 川 鎖 港。 近 將定議 。措辭 如何。 深 

以爲懼 。嗚呼 蕭墻分 崩。 禍害 鼎 沸。 不知 要路 諸 公。 能 運 宏講。 匡濟時 

艱。 躋 斯民於 賡和恬 熙之治 乎。 伏 惟 使 君 素 負 重 望。 宜爲 億兆 生 靈。 

糜嫗狗 公。 發揮 大公。 闡昭 王道。 翼輔皇 綱。 天壌無窮 而德川 氏顯銃 

傳 •  於 悠 遠。 久 而 益 昌。 非 君 誰 望 哉。 僕 私 抱 遠圖。 期 見 施 設。 語 曰。 機 事 

不密則 害 成。 故 畧載於 此。 若 得 徵 用。 將 爲 天下 萬 世。 披 瀝 肝 膽。 决 不 

爲 愛軀以 背淸議 也。 使 君 將以月 杪或次 月初筮 祇役大 坂。 天假良 

緣。 瞻對 光儀。 罄竭愚 偶。 質 正 高 明。 不勝 多幸。 今夕 遣 門下。 齊書 以呈。 

隨時綢 緩。 善 自 愛 重。 


八月 二十 五日  啓拜手 

勝 使 君 台下 

再 白 時氣欠 順。 疫 癘 流 行。 然 多 愈。 不 似 客歲橫 權酷禍 者。 緣 醫 

ェ 較 精。 奏 効 得 力。 負 天下 望 者。 愼 加攝養 焉。 

另 函 所 托。 務 煩 尊 量 處 措。 幷 祈 傳論貴 門下。 及 貴 紀綱爲 幸。 . 

ぼ ま U 年  與 菅 沼 旭 齋 

拜別以 來。 無 日不企 望。 忽 聞 急 遞 之 言。 知 朱 邸 有 火災。 想 焚揚之 間。 

000 定相 震駭。 伏詢。 當此 時尊體 平安 否 乎。 中心 It 結。 非 紙筆 所 布 也。 偶 

因 人 行。 聊. 此咨 問。 

初夏 十日  佐久間 啓再拜 

• 呈旭齋 菅沼君 足下  左 素 

贈君毅 

,  文 稿  六 六 一 


文 稿  六 六 二 

天地 間 之 事。 不外於 理法 情 三 字。 然情與 法。 不幸 不得 兼。 則 棄情而 

從法者 也。 法 與理。 不幸 不得 兼。 則 棄法而 從理者 也。 

此予近 曰 所見 也。 君 毅 有 說。 望 不吝誨 示。 啓 再 拜。 

天 保 四 年  呈長野 豐山君 書 

頃 者 見 山寺 久道。 聞 足下 河原 氏 宅。 講 孟子 養 氣之 章。 而辨吾 我 之 

別 曰。 我泛而 吾 切。 我 輕而吾 重。 古 人 所 使用 皆 若 是。 以 爲 定 論。 因 說 

浩然 之氣 曰。 此氣 非常 人 之 所 皆 有。 而 孟子 之 所 獨冇。 故 曰 吾。 設爲 

人々 而冇。 則 何必曰 吾。 此 吾 我之辨 也。 不識 足下 之 所 辨信然 否 乎。 

果然 則 反 僕 之 所 聞。 蓋 孟 子 之 意。 以 爲有斯 性 則有斯 氣。 性 之渾然 

善 也 人 與 堯 舜 初 無 少 異。 第 衆人 溷於 私欲 而喪 之。 堯舜則 無私 欲 

之 罢而能 全 之爾。 性 旣然矣 。獨在 於 氣可謂 衆人 皆無 而 聖賢 獨有 

乎。 且許 氏說文 註。 吾 字 曰自稱 也。 我 字 曰 施身自 謂 也。 是 後 之 說 字 


家 所 從而爲 言 者。 讀此ニ 語。 其 泛切輕 重 不俟論 也 ぼ 重究其 淵源。 

吾从五 口。 五 交 午 也。 與 人 交 語， 必 有 吾 之 口 鱧 而後 可 矣。 故 吾 爲 自 

稱。 或謂自 一 至 五生 數也。 而在 此焉。 自. K 至 十成數 也。 而在 彼焉。 暫 

擧在 此焉者 以ロ幷 之。 爲別於 彼 之詞。 而 一 三 二 四 皆 類 而在其 中， 

故 亦 爲擧類 之 言。 我从 戈，； V  。，古 垂字。 有 仇 向 我。 我 取戈當 之。 他人 

無 與 焉。 故 我爲 施身自 謂。 一 曰。 4v 古 殺 字。 又 曰。 从 戈 刀。 又 曰。 从 戈 首 

設勿。 勿 旗 也。 象 柄 有 三 群。 我 之 執刀 戈斿 旗。 其 柄 在 我。 殺 活指麾 。惟 

我 所 思。 私 我 之 義。 蓋 自此焉 出。 皆 施身自 謂 者 也。 夫 言 語 交 人。 豈 不 

亦 泛而輕 乎。 取 戈 向 仇。 豈不亦 切而重 乎。 左 氏 春秋 傳曰。 我 張 吾 三 

軍 又 云。 我 食 吾 言。 夫 三軍 吾 類。 言 亦 有 類。 故 稱 吾。 而 張而食 者。 唯 我 

獨 也。 故 稱 我。 莊 子 之 吾 喪 我。 又 吾 無 糧。 我 無 食 之 義亦如 此。 若 夫 小 

男 小 女 謂 吾 子。 此 吾 類 之 所 子而見 也。 如 云 我 子。 則 我 之 所 親 生。 詩 
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所謂 予行 役是 也。 叉 謂 父母 之國。 曰 我 國而親 之 者。 亦以我 父母 之 

無 與於吾 類 也已。 都 考諸歷 世 聞 人 所 爲之書 言。 見 皆 一 轍 而義自 

分明。 豈謂 孟子 之 文 獨不然 乎 哉。 夫盡心 知性。 於 凡 天下 之 言。 無不 

有以 究極 其理。 而識其 得失 是非 之 所以 然。 則 我 之所獨 長。 非 我 知 

言 邪。 天地 之 正 氣。 盛 大 流 行。 浩 々然也 人々 所得 而生 者。 初 孰 無 之。 

然人 不知 所以 養 之 之 方。 故餒而 虧矣。 今 善 知 此方 而善養 此氣。 使 

充塞 于 天地 之 間。 則 我 之所獨 得。 非 我 善 養 吾 浩然 之氣 邪。 如 足下 

之所說 則反此 矣。 語 曰。 毫 厘 之 差。 謬 且 千 里。 故 其 環々 者 尙究窮 之。 

况其大 若 山海 日月 者 哉。 若 此章亦 孟子 之 山海 日月 也。 豈 可忽焉 

哉。 而今 足 不易 稱 古人 云 々。夫 所謂 古人 則 果誰歟 。君子 之 學務母 

自欺欺 人。 其 於 所 知。 則 浸 々乎充 之。 其 於 所 不知。 蓋闕如 也。 故其忠 

信 足 厭 服 衆 心。 人 之 取 式 也弘。 若 或 不然。 雖才如 子 建。 博 若 張 華。 皆 


棄於仲 尼 者 也。 雖然 足下 儒 林翹楚 者。 豈自欺 人 之 徒 也 邪。 想必讀 

- 乎 吾 之 所 未讀。 聞 乎 吾 之 所 未聞 而云 々也。 夫 明而敎 之。 君子 所以 

開 導 後學。 足下 請 勿 有 所 隱焉。 啓 曰。 

贊類 ■ 

神 后 贊 

思 神 后。 受 神 眷 顧。 擧 錯 如 畫。 時 維 天 皇。 在 懷神異 。三韓 即 服。 生 而 聰 

睿。 玄 監 深 遠。 臨 照 四 極。 崇 信 文敎。 振揚武 義。 永 貽 典 則。 升 爲 明 神。 陰 

相 黎庶。 諸產 蕃殖。 福 善 禍淫。 威 靈燁々 。天下 攸锡。 千載 追 道。 原念聖 

狀保八 年 四  聖像 贊 

仲 尼 之 道不異 乎 我。 我 之 道 不異乎 仲 尼。 人 皆 知 仲 尼 之 爲仲尼 矣。 

而 不知 仲 05 之即爲 我矣。 人 皆 知 我 之 爲我矣 。而 不知 我 之 即爲仲 
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. 尼。 不欲知 仲 尼之即 爲我斯 已。 若 其 必欲知 仲 尼 之即爲 我。 則 舍 我 

將何 之焉。 不欲知 我 之 即爲仲 尼 斯已。 若 其 必欲知 我 之 即爲仲 尼。 

則舍仲 尼將何 之焉。 天 保 八 年歲次 丁酉 夏 四月" 

鳥居 勝 高 贊 

晋有解 楊。 宋楚以 平。 奧平有 勝 高。 侯國以 興。 舍之 而楚莊 沖天。 戮之 

而 甲武隨 泥。 雖然。 我 唯 節 是守而 已矣。 敵國之 榮枯。 於 我 何 有 哉。 立 

義 著 名。 志 士之所 烈。 得 已濟 衆。 君子 之 所 越。 象 山 平 啓 贊。 

石 贊 

石 之 一 角 可 品 崑岷。 山 之 一 石 可探寶 珍。 天地 有鎘。 造化 有 源。 蔓然 

萬 延元 (年 北)  望月 翁贊 

喜 怒 不 見。 匪 勉 而 能。 智 策 機 警。 匪 學 而 名。 有 忠 于 君。 有 惠 于 民。 有 蘼 


于士。 庶類 古人。 

文久 三年  正 誼 舘 恩 田 君 遺 像 贊 

崇 々 德 門。 嬉 美 世 令。 君 嗣 餘 慶。 憲 言 是 微。 邦 思 其 弼。 人 厚 其 生。 擧 善 

興 能。 朝野 振聲。 臞然其 形。 腴然其 情。 麗辭 揚芬。 妙 翰 含英。 天 趣 爾雅ハ 

. 風神瓏 雇。 霄 漢 月 白。 秋 江 水 淸。 象 山 平 啓拜。 

金 兒雪庵 先生 贊、  . 

若 林 之 老。 爽 俊 且 良。 勤 儉 自 牧。 不 敢 緬 荒。 六 十 五 歲^ 體 健 康。 家 道 

以 腴。 於 前 有 光。 爲 善 之 門。 天 降 之 祥。 尙 其 子 孫。 式 之 莫 忘。 

萬延 元年  白 井 像 I 貝 

. 屋廬華 潔。 裳 衣 明鮮。 于酒于 碁。 詠 歌 自 歡。 中 國 雍 C 無 復 外 患。 令 君 

安樂。 七十 一 年。 

白 井 翁 it  。嗣子々 康。 以 像贊屬 余。 余 雅不樂 銘墓贊 像。 每有請 者 
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輙 却 之。 然 子 康 與 余 莫逆。 故 重 違 其 請。 破 例 而爲 之。 

大久保 喜 八眞贊  、 

問 其 人 則 丈夫。 校 其 行 則 妾婦。 吾 得而賤 之。 視. 其 年 則 童稚。 校 其 行 

則 成人。 吾 得而敬 之。 是夫 也。 身久在 卒伍。 而晚劣 得 伍長 之 命。 然余 

聞 之。 其 持 志 之壯。 其 守 身 之 正。 其 演武 技 之捷。 其 育子 弟 之 盛。 雖士 

大夫不 及 此者固 多。 不待爭 訟而論 已定矣 。然則 疇有以 遭遇 之不 

至。 而病之 者 也 邪。  ， 

f 服 四 年 十  霞 峯林大 輝 像 贊 

人 皆 未 知。 而 曰 予 知。 而 不 願 學 也。 人 皆 未 能。 而 曰 予 能。 而 不欲通 也。 

嗚呼 大輝。 已知而 自視。 培 然如有 不足 。己能 而 自省。 慊然執 禮日以 

恭。 蓋 其 志將以 集中 西 之學。 而攬其 長。 兼 古今 之宜。 而收其 功。 孰 謂 

中道 而物。 以貽 同志 之 恨 於 無 窮。 嗚呼 其 言 不可 得 而聞矣 。來者 姑 


以是而 想像 其 德容。 庶幾 足 以振頹 靡 而起懦 返。 傲慢 而發塵 蒙 

也耶。 ， 

大輝畫 岩石 贊 

今 夫 山。 一 卷石之 多。 然則雖 泰山 亦 此石之 積爾。 學者察 之。 善之微 

不可 以不 爲。 惡之微 不可 以不去 也。  . 淸虛子 題 

少年 時代 か  M  I 貝， 

樂 不知。 只 日々 低 耳着鹽 車。 自掩 才力 徒 嘆 嗟。 竊恐群 馬 相 嫉妬。 荃 

亦 信 讒而有 他。 伯樂 一 相 若 使 進。 蹴 裂 堅 氷 超 巖峻。 更得王 良 造 父 

操。 山河 千里 唯一 瞬。 

炎 ー帝贊 

. 遇 毒 七十。 始定 藥劑。 繕 生 救 死。 玆世 之濟。 天長地久。 人 蒙 其惠。 何 其 

仁耶。 吁嗟。 子 迪甫畫 幷贊。 ノ 
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碑 類 

文久 元年 夏  力士 雷電 之 碑 

力士 雷電。 信 濃 小縣郡 大石邨 人。 姓 關 氏。 父 曰 半右衛 門。 母 後 藤 氏。 

雷電 生彊有 力。 異 甚。 其 兒戲不 類 人 所 爲。 睹 者 皆 駭。 年 十 八 九。 身 長 

六 尺 五 寸。 肢幹 如鐡。 而 貌 溫 厚。 自 然 可 親。 來 江 戶。 從 力士 浦風 學相 

撲。 無 幾何 以其 技冠于 天下。 雷電 之號。 都鄙 籍々 稱之不 置。 上自大 

將軍 公。 以滔列 侯。 屢 召使 闘技 而觀 之。 亦 莫不偉 其狀愛 其貌。 而喈 

其 傀 力 之 無能 偕抗。 初 雷電 入 相撲 群。 其所對 敵。 動有殘 傷。 苦難 鬪 

觝。 於 是其技 之 老相議 。禁其 手勢 尤難當 者 三。 人 始得安 與之相 角。 

然卒莫 之 能 勝 也。 歷選 力士 之 徒。 蓋 建 囊以來 壹人而 已矣。 嘗以技 

稿に は 三十 

仕 松 江 侯。 後 辭歸。 以文 政 八 年 卒 家。 壽 五十 九。 雷電 去 世 二十 七 年。 

孫 義行欲 述其祖 之蹟。 傳于無 窮。 乃 襲 石 於 其 邨之道 旁。 特來 謁辭。 


昔 越 前 秀康卿 在 伏 見。 召 名妓 國兒。 觀 其舞而 泣。 人怪問 之。 曰， 中天 

下女 子 千 萬 人。 此女爲 第壹。 吾生 丈夫 ポ能爲 天下 第 一 流。 大有愧 

於 此 女。 故 泣。 今 予 爲 雷電 識于斯 碑。 亦 殆將泣 也。 系 曰 

信 山 崇 俊。 信 水 淸 駛。 神 氣 所 鍾。 廼 生瓌 偉。 吁嗟雷 電。 力 武罔 比。 間 世 

壹出。 固 天 懷爾。 我爲士 人。 不能 魁琦。 爲爾 勒銘。 心 篤 性怩。 

I 永 一一 年 十  山 極 高 明 退筆銘 

山 極 高 明。 稱 茂 吉。 世 居 信 之 金 井。 爲 人寬簡 慈 祥。 聞 人有爭 訟。 輙 循 

々解 之 人 亦牲々 爲之 澳然。 故 終 茂吉之 世。 里 無 大訟。 善書 札。 學其 

筆蹟。 執 弟子 禮 者。. K 百 人。 散 居 於 信越 之 間。 年 七十 三。 病終于 家。 門 

弟子 追慕 不已。 乃 需其退 筆 於 其 家。 座爲 一 家。 詣予 請銘。 銘曰。 

上古 結 繩維厥 初。 降 及 後 載易以 書。 頡皇創 體鬼夜 呼。 經天緯 地 

贊聖 護。 統記羣 事 通 情途。 匪 汝靡能 世 所須。 無 晨無昏 恒勞劬 。方 
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圓 曲直 與 心 俱。 有 功吾 人 崇 且 許。 襄 而 盍 之 何 其 蔗。 g 氏 手澤此 

. 其餘。 弟子 視之泣 漣 如。 謀設幽 坎束藏 諸。 隆師有 典 情 非虚。 鑽辭 

豐 碑 詔 鄕 閭。 嘉 永 二 年 已酉冬 十月。 象 山 平 啓 子 明 撰。 

雜 

0i  象 山 書院 學約 

予至 陋劣お 道 未 有 所得。 諸生不 鄙。 相 集 於此。 以 問學爲 事。 意甚 盛。 

、. 予愧 無能 爲助。 然爲諸 生 慮 者。 亦爲 無窮 極。 故 述學約 數條。 以效 

忠告。 此中豈 有 不率是 約 者。 若 其 或 有 之。 諸 生 鳴 鼓。 攻予 敎導不 

■ 嚴之罪 可也。 . 

凡 在此中 者。 以 聖賢 之學爲 志。 除去 世俗 浮華 之 習。 讃書務 以小學 

爲先。 次 四 書。 次 五 經。 以 及 周 程 張邵朱 諸 子 之 書。 務 在 循序致 精。 

母 得 鹵莽躐 等。 非理 無益 之 書。 不許妄 看。. 


言 忠 信。 行 篤 敬。 乃 可 以從事 於 聖賢 之 途ポ 然則雖 多才 藝ポ 可 與 

入 堯舜之 道。 

立 志 卑 陋。 以 聖 賢 之 事。 爲 不 可 爲。 舍 其 良 心。 甘 自暴 自 棄。 唯 以ェ文 

詞博 記誦 爲 能。 存 心 欺 妄。 不 知 爲 己 之 學。 好 爲 大 言。 互 相 標 榜。 修 

飾 外貌 專務 虚名。 營々 一 生。 枉爲 小人 者。 世間 比々 有 之。 諸 生 可 

以 自訟。 

凡學。 以 德行爲 首。 才 識 次 之。 文 藝 最 末。 

凡 讀 書。 必 歛身 正坐。 看字斷 句。 緩 徐 讀 之。 務 要 字々 明 亮。 若 用心 不 

專。 目 視 他 處。 手 弄 他 物。 雖 多 取 遍 數。 必 無 長 進。 

凡 作 字。 未 問 巧 拙。 切 要 專 意 把 筆。 務 求 字 畫 齊 整。 母 得 輕易狂 率。 潦 

草 斜 歪。 其 戲書硯 面 几案 及 器物 上。 尤 爲 不 雅。 切 宜 戒 之。 

治事肆 業。 倶當有 常。 不得朝 更夕變 。一 作 ー輟。 
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書院 中。 常 宜收歛 莊蕭。 母得不 盥櫛讀 書。 母 得 衣 帶斜寬 。坐 立 偏 跛。 

移 歩 當安徐 。不得 跳 足 急趁。 • 

居 常 須 要 簡 默。 其 有 所 言。 必 須 聲 氣 低 悄。 母 得 大 聲 喧 聒。 

容 貌 詞 氣。 德 之 符 也。 故 溫 恭 返 讓。 和 易 雅 醇。 吾 知 其 爲 君子 之 徒。 狂 

燥 傲 惰。 放 誕 無 耻。 吾 知其爲 小人 之 徒。 可不儆 乎。 

戲言戲 動。 不惟 妨廢學 業。 抑且 蕩性亂 志。 童子 輩 尤宜戒 之。 

筆硯 几案。 書剳變 紙。 務耍 安頓齊 整。 不 許欹斜 雜亂。 

朋友 同 處。 當 知 久敬之 道。 狎呢戲 譃。 尤 非 親友 之 禮。 

日間 言 語 行事。 須準於 經義而 出 之。 其有不 合。 宜洗心 靜氣。 以求其 

當。 正是格 致之尤 切者。 

已上數 件。 皆是 古聖 賢 敎人之 良規。 非予. 之 私 言。 諸 生 其 愼聽母 

. 忽。  天 保 辛 a 五月  佐久 間啓識 


嘉永 1 一年 冬  增 訂 荷 蘭 語 彙 例 言 

00 一  原本 荷 蘭 語彙。 曩有法 爾末瑪 者。 近 亦 有^ 乙 蘭獨馬 兒珍亞 

に 終る 今 便 

滅 g き § 臥 論 變 淫列狄 讫 爾等諸 書。 然 惟、，^ 乙 蘭 獨馬兒 珍。 可 稱專書 耳。 

めたり 

其 餘 蓋 爲彼國 學 拂 郞 察 語者而 設 焉。 各 書 並以拂 語 爲 上 卷。 而 

以其國 語 解 之。 國 語 則 在 下卷。 而 拂語釋 之。 是其證 也。 文化 中。 荷 

蘭人 徒 弗 久在崎 港。 頗通 本邦 之 語。 乃 與荷蘭 通 事數輩 謀。 取 法 

爾末 下卷。 換 其 拂釋以 我 邦語。 以便於 邦人 爲荷 蘭學 者。 其間雖 

不無 疵瑕。 斯 學之筌 蹄。 無過此 者。 故 今 仍依其 本。 採摭瑪 f; 以下 

■ 數書。 會萃 而附益 之。 並 註 邦譯。  • 

一 徒 弗 所譯。 每多崎 港 俗語。 故 有 鄙 俚 可 厭 者。 今雖 不可 悉加釐 正 

亦 暑 潤色。 庶幾 不剌 人目。 

一 荷 蘭 之 語。 分 部 次 序。 有 古今 不同 者。 今 以：^ 乙 蘭獨爲 主。 但 如 聚 
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成語。.^ 氏 註 諸 首 語 之 下。 初 學往々 難 於 檢査。 因 姑 依 法 爾末瑪 

1i 諸 書 之 例。 悉列首 語。 

1 此書本 爲初學 。故每 語原 註。 務取簡 短。 然語同 而義異 者。 一 々註 

明。 庶 無 遣 漏。 

1 漢字 註以 洋語。 洋語 釋以 漢字 者。 始於英 人 莫栗宋 。荷 蘭 通事吉 

雄 永 保。 取莫氏 之書數 種。 飜英爲 荷。 以纂 一 書。 今 語 下往々 存漢 

譯者。 多 從吉雄 氏 之 本。 

一 凡 語。 馬 兒珍所 收。 而 載 在、.^ 氏學 藝 語 彙 中 者。 槩 置 不 錄 。蓋 將 續 

此刻而 亦刊其 書。 以 貽諸同 志。 故 逆 避 其 重 複。 

一 語註畧 例。 馬 氏雖似 太簡。 却 爲便捷 。今 多 據此。 其 記 號解說 。附於 

首卷。 閲者詳 之 •  象 山氏識 

安政. 五年卷  春秋 辭命 準繩例 言 


一 所 錄雖零 言 碎 語。 必 標其姓 氏。 或 書 名。 使 観 者 識 其 所 出。 

一 每篇中 所錄。 多 他意 相承。 故不分 世代 爲次。 但原記 一 篇。 較以世 

次錄 之。 

一 惟 誕不經 之說。 一 切 不收錄 。至 其收錄 者。 則雖似 乎恢。 而 有其理 

者。 故 辨正 焉。. 

一 余 始讀雖 有語說 不安 其義。 及 得 宋槧大 平 御 覽而校 之。 乃 一 讀 

豁然。 是知本 固 亦 不可 不擇。 因以 御覽爲 正。 參以他 本。 取 其義勝 

者。 以 爲 定 本。 爲 之 註 釋 (ぱ 授 子 弟。 凡 觀 書 當 正 其 文 字。 辨 其 音 睛 

然後以 求 其 義理。 故 余審其 音。 乃 精 其義。 

一 題 外 之 辭可註 者。 亦 以圓爲 句。 如 戲之盟 。子 展苟偃 伯 輿 主叔之 
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訟。 范 宣 子 判 之。 是 也。 
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文 久ニ年 九 

月 


臨 淸社會 約 

是社。 桐 翁 先生 久^ 牛耳。 洎 先生 殉 社廢矣 。今 二 三 同志。 謀尋 舊盟。 

復社會 。乃 因 先生 會 約。 約 法 三 章 如 左。 

1 午 飯畢即 赴不待 促。 夜 二更 則 散。 

一 序齒不 序爵。 

一 晚 餐 設 具。 務 要 簡 素。 唯 酒 無 巡 數。 深 淺 自 斟。 主 人 不 勸。 客 不辭。 下 

物宜 一 兩器。 惝有 他餽遣 可佐歡 者。 添爲三 器。 亦 在所 不禁。 

右三 章 違 者。 每事罸 一 巨觥。 

虎狼 病治驗 一則 

九月 朔夜。 予讀書 於 南 堂。 初更 後。 內子 來側訴 曰。 胸 痞餺雜 。幾 欲 作 


嘔。 兼有 惡寒。 肌膚 生 粟。 而視其 腕。 予診兩 寸脉。 微而瀋 。以爲 胃家不 

崇。 酸 飲 爲崇。 用 芳香 散。 加 炭酸 苦土 進 一 服。 惡心 不可 忍。 遂發 嘔吐。 

忽曰 手指 酸 麻。 延及臂 腕。 予察 是 虎狼 病。 便 用 吐 根 一 分. K 厘。 吐 酒 

石 一 厘 大毫硏 和。 以 微温湯 送 之。 更快吐  一 二次。 吐已。 扶就 枕席。 蓋 

以衣 被。 用 接骨 花 煎 汁。 再 煮 薄荷 葉 葛 密列華 行 之。 手足 厥冷。 手指 

皆 屈。 啓 之 不能 伸。 如 足 指 則 或 時下。 或 時 上 飜 。毎 其 屈飜。 節 々 有聲。 

左手 攣急 尤甚。 乃 刺 左臂。 放 血 可 七十 _^更 用 前藥。 加 阿 芙蓉 丁 幾 

三十 滴。 忽弗滿 一 一十 滴。 薄荷 油 五滴與 服。 兼 以消酸 蒼 鉛 一 厘. K 毫。 

和 白 糖 少許行 之。 轉筋入 腹。 病勢 益猛。 精神 昏瞀。 不省 人事。 大脉沈 

伏。 呼 吸 迫 窘。 牙 關 緊 急。 口 吻 歪 喁眼 睛 上 竄。 微 見 角 膜 。顔 容殆非 生 

人。 乃 以龍腦 精。 塗抹 胸 腹。 命 侍者。 强 摩擦 兩手。 用 巾 浸 芥子 湯。 罨覆 

兩脚。 少冷則 易之。 又 用 芥子 泥。 攤紙貼 腓與肩 背。 更作芫 菁膏。 搭膊 
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及 頂上。 發作少 怠輙行 前藥。 如此數 四。 未見 少効。 忽記 瓦爾華 尼。 設 

衝動 機。 有効 於此 症。 乃 裝所嘗 手製 者。 令 侍者 以 一 導 子。 握 在 病 者 

手。 予 右手 執 一 導 子。 用 左手 大中ー 一指。 按兩肩 端。 乍 見眼睛 下降。 呼 

吸 亦 稍 安舒。 驚喜 際。 予掌 適觸天 庭。 便覺 攣忽頓 息。 手 脚 如 故。 予滋 

喜 其 妙 効。 令 觸此機 多 時。 病勢 大减。 嗣後 雖亦發 作。 緣用此 機抵觸 

天 庭。 昏睛 忽醒。 轉筋即 息。 不啻 影響。 洋書 固 云。 此機 有効 於此 病。 而 

未 載 其 妙 之至斯 也。 以甘汞 三分 一 一 厘。 和 白 糖。 分爲 二十 貼。 每 一 小 

時。 與 一 貼。 水 0 一 一  行。 

1 一 日。 食 機 全缺。 發作亦 稀。 用泡劑 兼行 甘 如 昨。 午後 。少恩 食。 進 稀 

粥 葱羹加 椒薑。 水瀉 一 行。 

三 日。 處方依 前。 但以齒 齦 微爛。 停 行 甘汞。 痙攣 屢發。 輙用 衝動 機鎭 

之。 


四 Rf 每 食後 必微發 作。 食 止便觸 衝動 機數 刻。 則 不復發 作。 處劑依 

前。 下 利黑 物。 

五 日。 氣 力 頗 復。 處. 方 如 昨。 晚 獲 小 赤 鬣 魚。 新 鮮. 可 喜。 和 粥 少 食。 心 腹 

不 安。 即 吐。 

大 日。 行 劑如舊 。胃 氣漸 振。 

七日。 痙攣 不發。 食 機 益 進。 用藥 依舊。 

八日。 倍 快。 處方 依舊。 

重陽 入 浴。 嚴 行 食 禁。 十 曰復 故。 

予 看護 間。 與壹. 1 一 侍者。 亦往々 覺惡 嘈雜。 腸 中 雷鳴。 兩 脚下 節 弗 

溫。 知 是微感 其 毒。 便 用氷片 精。 塗擦 胸 腹。 以 接骨 華 葛 蜜 列 華 薄 

荷葉 泡劑。 服 芳香 散嚙丁 香。 若 氷片。 令 僮 婢摩兩 脚。 或 姐嚼榴 皮。 

用 鹽水送 下。 或抵觸 瓦爾華 機。 復常 而後 止。 由是並 皆無 恙。 嗟 乎 
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八 r 秋冷 疫 流 行。 彌 蔓 於 信 州 高燥 之 地。 洎八 九月 益 甚。 或 至闔門 

感傳 死者 相 接。 古今 所 未 曾 聞。 予初 不讀書 不知 醫。 固 不能 以救 

內子 急患。 亦 安 得 能 自衛 衛人。 而擧家 保安 無 恙也。 孰 使 予知 讀 

書。 通 曉 醫 理 者。 豈 非 天寵也 哉。 

夭 保 七 年 七  P  ^ 

月 

鑑 照 吾 前。 猶 吾 心 明。 鑑 不見吾 後。 猶 吾心 有 蔽而不 明。 故 聖人 不 鑑。 

鑑而鑑 人。 不察吾 面。 而察於 吾 一 心。 天 保 丙 申 初秋。 

硯銘 

靜以制 動。 簡 以馭 煩。 持 堅 守 黑。 君 子 萬 年。 

〇 

頃 余 徜徉於 山間。 拾得 一 塊 石。 紫黑 色。 高 三寸 長 倍 之。 峯巒^ 律。 奇 

秀 無比。 寘之 几案 上。 甚宜每 焚 香 其 前。 煙 雲綠繞 於岩岫 間。 久而不 


散。 使 人 蕭然有 丘壑之 想。 象 山 子 明。 

〇 

士不貴 無 過。 善 改過爲 貴。 善 改 過固爲 貴。 善 償 過尤爲 貴。 國 家 多事 

之 際。 能 爲難爲 之 事。 能 立 難 立 之 功。 償 過 之大者 也。 戊 午 春 一 一月。 爲 

山田 兵衛 山 田 弟 書。 象 山 子 明。  • 

予 得 罪 歸 鄕。 舊 廬 廢 蕪 不 可 居。 乃 僦居於 望月 莊淸夏 軒。 地 勢 殊勝 _ 

結構 亦 不妄。 所謂 聚遠樓 。此西 臨 小 巷。 東北 樹竹扶 疎 。絶無 城市 氣。 

四山屏 列。 遠邇掩 映。 凭 欄 瞻眺。 嵐 光 襲 人。 雖 腰尺不 出門。 悠然 如 在 

山林 之 中。 不自 知罪譴 之在此 身矣。  • 

〇 

有 學問文 章。 而 不知 防 海之耍 者。 不 可 以爲有 學問文 章。 知 防 海 之 
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要。 而 不存 忠勇 義烈 之 志 者。 不 可 以爲有 學問文 章。 知 防 海 之 要。 存 

忠 勇 義烈 之 心。 而 身 在 順境 者。 不 可 以爲必 也。 才 備三長 而身處 逆 

境 者。 始 可能 辨事。  • 

〇 

先君 敎大數 之 法。 自 萬 萬 曰 億。 至 萬 萬 正 曰載而 止。 余 謂 數 不可 盡 

于此。 因 問 萬々 於 載。 謂 之 何。 先 君 奇而笑 之。 是 余 四五歲 時事。 

〇 

大 丈 夫。 奮 迅 馳 騁 當 自 千 里。 何 依 倚 人。 彼 非 附 驥 尾。 不 能 致 遠 者。 信 

山 E 兵衛 蚊蠅輩 已。 甲 寅 春 日 爲山田 弟 書 

〇 

人 皆可以 至 聖 人。 而 君子 之 學。 又 至 聖人 而 已。 不 至猶 聖人 而後 已 

者。 皆 自棄 也牵 其所當 孝。 弟 其所當 弟。 自是而 推 之。 測 亦 聖人 而已 


古來漢 儒。 以 地震 爲蠻夷 侵 陵 之 兆。 占 候 之說。 洋 學所不 取。 雖然天 

人 合 應之理 。不可 謂必無 之ず 未 以來。 地震 之變。 以 時事 驗之。 漢懦 

之 言。 似 不可 誣。 今 夷虜之 志。 未知 其 所 極。 則 震 之 相 連。 而尙有 劇甚 

者。 亦 不能 無慮 焉。 

二十 歲文 稿， 

藤 田 五美 諌幷序 

藤 田番字 五美 ポ幸 短命。 春；^ 1 一十 二。 文政 十三 年 夏 五月 丙 戌卒。 

嗚呼 哀哉。 乃作諌 曰。 

蘭秀石 間。 馨 香 遠 施。 嗟 兹 五 美。 故 有 其 儀。 覉 貫 志 道。 鈎 隱 探 微。 冠 仁 

服 義。 干 櫓 書 詩。 孝 實 丞- 々。友 亦怡々 。在 彼 無 厭。 在 此 乃 萬雋 聲 淸 劭。 
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朝野 是 奇。 多 才 豐 藝。 振 耀 于 時。 意 若 涌 泉。 言 若 薔 蘼〕 發 口 可 詠。 下 筆， 

堪 窺。 尋 奉 公 命。 進 句 讀 師。 誘 掖 淳 々。後 進 胥 隨。 弗 圖 弗 意。 乃 疾 乃 羸。 

昊天不 弔。 吉牲 凶歸。 我聞德 者。 禍無 勝斯" 維此 天秩。 t 且不 顕墮。 如何 

斯 人。 m 摧 其 姿。 似 天 欺 我。 其 將 訴 誰。 嗚 呼 哀 哉。 哀 々 嚴 父。 發 々 慈 母。 

昆弟宗 姻。 號慟疾 首。 行 雲 徘徊。 悲風 屬瀏。 歸禽 失歸。 走獸忘 走。 嗚呼 

哀 哉。 昔 吾 與 君。 講 德 討 儒 M 志 爲 隣。 修 好 爲 徒。 行 必 接 肩。 生 必 同 氍。 

情 和 琴瑟。 分 過 友于。 庶幾 永 年。 與共 歡娛。 何 居 奄忽。 別 我 夙徂。 嗚呼 

哀 哉。 探 篋開 匱。 展覩 遺 稿。 乃 文 乃 詩。 或隸或 草。 誦 讀 反 復。 釆 色 謂 好。 

想 見 其 人。 臆增懊 溜。 嗟 夫 萬 物。 有始必 終。 死生 之理。 豈有 不同。 身 没 

名 垂。 志 士 所 崇。 行 以 述 美。 德 以 諌 隆。 啓 也 故 友。 哀 慕 竭 忠。 是 旌 是 告。 

傳後無 窮。 嗚呼 哀哉。 

奉送 鎌 原 先生 之 江 都 序 


啓 聞 江 都。 四方 之所輻 輳。 繁 華 無 雙。 是 以來 于斯土 者。 多 爲此見 鼓 

動。 遊 蕩 花 柳。 沈 湎 辰 酒。 以 失 其 身。 垢 黷 公 家。 而 罪 及 父母 者。 往 々 而 

在。 第 下 慮 其如此 也。 五馬將 還。 必 選 其 人 於 執政 中。 命之俾 代而鎭 

焉。 苟非沈 斷而習 於 事。 端 愨而勤 其務。 進 返 取舍。 無擇 於遠邇 親疎、， 

有 文武 威風。 可畏而 信者。 則 不可 矣ギ 茲。 伯 州 鎌 原 先生 當 其 選。 及 

是命 也。 上下 莫不悅 者。 皆 Rr 今 世子 在 藩邸。 年猶未 也。 撰 其 左右。 而 

愼其 身。 審 父子 君臣 之 道以示 之。 明 文武 之 敎以斅 之。 以 輔 翼 之。 而 

道 諸道 者。 固 在 是人而 已。 又 曰。 是 先 覺 而 富 文 辭。 果 毅 而 畜 武力。 能 

恭 能 儉。 爲 內外所 宗。 望 位 益 高。 謙 遞 滋 甚。 斯 其 所感 動 者 遠 矣。 如 是 

而 在 任。 自 大 夫 士。 以 至 歩卒之 屬。 其 無 惡 矣。 啓 甞辱 先生 之 知。 受 敎 

誨於左 右。 深 荷 栽 培 之 恩。 其 鑽仰 道德也 久。 頃 聞 前 言。 果 信而有 絲_ 

啓 及其發 日。 雖黯然 以傷其 別。 然亦 竊美斯 行。 乃遂書 之。 拜 手以献 
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云。 

與 金兒子 讓 論 印 文 書 

號す 

頃 者 適 町 田 氏。 覩 爲 足下 刻印 章。 其 文 曰海津 司農府 長。 啓 私心 甚 

惑。 計 足下 倉卒 囑 之。 故 偶 謬 誤 耳。 不 然。 則 我 松 城未嘗 有司 農 府 者。 

足下 以何當 之。 其 以大 廩當之 歟。 抑 以 代官 歟。 果 以 大 廩。 則 旣 有 藏 

奉行 矣。 以 代官。 則 代官 者。 郡 奉行 之 吏爾。 安得稱 司農府 哉。 若夫以 

郡 奉行 當 之。 則 其 爲 之 長 者 。〔且 別 有 其 官。 然 則 足下 等。 乃 爲之 屬爾。 

何 可 均 乎。 啓 聞 之 師。 以 古 之 道。 苟 今 之 世。 固 識者 之 所 譏。 何 異 乎 夫 

契 丹。 且以唐 山 之 名。 當 皇國 之官。 固 所 當 憚。 而 况 名實不 當 乎。 竊 考 

海津 者。 城 地 之 名。 而非封 境 之稱。 時俗不 言 海津 侯。 而 言 松 城 侯。 不 

言 海津封 內。 而 言 松 城 封 內。 然 則 直 曰 松 城 郡 奉 行。 似 S 爲 當。 伏 惟 

足下 善書。 人 咸識之 ぜ ハ字畫 有 時 過誤。 非 所 病 也。 至 于躬當 重 注。 而 


舛戾其 官名。 豈惟 一 人 之 恥 哉。 故 勤々 以云 也。 足下 有說。 請 以相告 

不 宣。 啓 再 拜。 

呈桐山 先生 

. 嚮賜 改竄 拙稿。 併 示 漉 谷 氏 所呈之 書。 幸甚々々。 夫^ 谷 氏 所 獎與。 

啓 固 不敢當 也。 惟 使不侫 啓。 名聞 于江 都。 爲人 所担獎 者。 職 由 先生 

栽培 之 恩。 豈勝 感激 欣躍之 至 哉。 玆錄 拙文 若干 首。 謹 乞 雌黃。 伏 惟 

以時 自重。 

送 菅沼子 之 江 都 序 

菅沼子 長 啓 十九 歲。 辱 忘年 之 交。 至 其 吐出 肺肝。 而論 時務。 不啻若 

阮籍之 於 王戎。 張 鎰之於 陸 贄而已 。文政 十三 年 秋。 菅 沼子自 監察。 

選爲 世子 中 謝。 將祗 役于江 都。 啓 將有竊 仁者 之號。 送之以 言。 用輔 

其 志。 而况其 請 之惓々 邪。 遂謂之 曰。 嗚呼 任 重 而道遠 者。 不可 以不 
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弘毅 也。 苟弘而 不毅。 則 髒 弱而難 立。 毅而 不弘。 則狹 S 而無以 居 之。 

能 弘大 剛 毅。 而 陳 善 閉 邪。 責 難 於 上。 以 成 世子 之 德。 社 禝 之 福。 豈 冇 

如 焉者乎 哉ギ之 功勳。 亦 豈有加 焉者乎 哉。 子 之 同列 先在 江 都。 必 

當 有 志 于 玆 者。 請 以啓之 言。 爲 始會 之資。 

呈鎌原 先生.， 

八月 二十 一 日。 門 生 佐 久間啓 頓首再 。致 書 伯 州 鎌原老 先生 執 

事。 曩 者啓讀 孟子。 喜 其 義理 極暢。 自時 而後。 每作 一 議論。 必取法 於 

孟子。 細 加 揣摩之 功。 以索其 神化。 蓋 追 昌黎老 泉 之 轍 也。 乃 錄而呈 

覽。 則 遭 執事 塗 抹 者。 多 於 前 曰矣。 因竊自 疑。 豈 畫 虎 不 成。 反 爲狗者 

乎。 然 未 爲改之 也。 執 事 祗役之 前 一 日。 語 啓 曰。 近 著 之 文。 意 趣 稍 可。 

然多傷 冗。 宜 勉收歛 之。 奉敎之 後。 務攘 其繁冗 也。 頃 讀唐彪 讃書作 

文譜。 曰 少年 之. 文。 耍英發 暢滿。 東 坡答人 書 曰。 惠示之 文詞。 氣意皆 


不 凡。 然 但 傷 冗。 後 當 去 之。 今 則 不可 也。 叉 歐陽公 答 人 書 曰。 凡 文 去 

其繁。 不必 勉强。 勉强簡 之。 則不 流暢。 宜待 自然 而至 也。 啓 竊惑焉 。抑 

初 學而學 極暢如 孟子 者。 其 不可 邪。 將啓之 所以 學焉者 不可 邪。 願 

聞 金誨。 拙文 數篇。 附書送 上。 請 賜 改竄。 朝夕 冷矣。 伏 惟爲國 自重。 啓 

頓首 再拜。 

復 林 掌 敎 

S 門 久闕致 誠。 乍 接 敎 字。 爲 感何已 。承 問 以周官 中 有 玉 人 之 名 否 乎。 曾 

記 考ェ記 畫績鐘 氏 之 下 有 玉 人。 而啓 不藏其 書。 不敢以 爲信然 。請 

更他問 諸。 惟 昭 亮。 屬有過 客。 忙 迫 作 答。 不 謹。 

呈桐山 先生 

九月 十六 曰 啓 啓。 霜露倐 深。 伏惟老 先生 執事。 尊 候 動 止 萬 福。 昨府 

廷以啓 勤々 勉 勵。 爲 學 不 怠。 獎 賜 銀 子 三 枚。 啓 何 敢 當 之。 且慚且 惧- 
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返而思 之。 世之歐 々 喈 々。以 費 天 曰。 墮窗敗 業。 而 利口 體者。 或將奮 

然植 志。 返 然自克 。持 身 務業。 而有所 進焉。 啓 嘗讀. 國策。 觀涓人 買 馬 

骨。 不期 年 千里 之 馬 至 者 三。 昭 王從隗 始。 士 爭趨 燕。 焉 知 今 之不如 

古 也。 然則府 廷以啓 爲隗。 榮幸何 若 哉。 於 戲使啓 不侫。 有 兹褒譽 者。 

是豈非 執事 導 訓憂楚 。鼓舞 孱駑之 所 致 哉。 恩德極 厚。 無 任 感激 負 

戴 之 至。 近文數 首。 胃昧乞 正。 伏 惟鎭撫 外。 以 時爲國 自重。 謹啓。 

祭 岡 野 先生 文 

維文 政 十 三年。 歲 次 庚 寅。 九月 二十 九日。 石 城 岡 野 先生 卒。 啓 念。 先 

生 氣醇學 高。 以能敎 導 後生。 因 羞奠以 祭。 爲文而 弔 之。 其辭 曰。 

惟 先生。 弘大 溫恭。 和而 不同。 魁然異 表。 長者 之 風。 文學 S 就。 于 吾 藩 

雄。 博 覽 强 識。 孰 敢 並 躬。 敎 導 不 倦。 德 豈 非 嵩。 於 士 大 夫。 若 在 麻 蓬。 天 

之 故 生。 其 意 胡 空。 是育是 鞠。 通貽厥 功。 餘帙 纂說。 實發屯 蒙。 盈案遺 


文 ，采 色 馕 瓏。 春 榮 秋 殺。 在 彼 蒼 穹。 於 公 安 然 ぼ 者 不 恫。 過 八 趨 九。 年 

其 非 隆。 於 公 無 憾。 我 哀 誠 窮。 懷 公 長 逝。 難 復 接 丰。 設 祭 位下。 文以明 

衷。 嗚 呼 哀 哉。 尙 饗。 

岩 鼻 記 . 

出 松 城郭 門而 西。 過 矢 代。 戶 拿 坂 木， 鼠 • 四 驛。 傍， 淸 湍 而 行。 又 數百 歩。 

山 皆 積 石。 率然 起於路 側。 岈然 相峙。 嶔然相 角。 突 怒 偃蹇。 欝陣 崔巍。 

如豺兜 從獸。 而聯緣 乎 林莽。 如鶚鸞 掠禽。 而軒翥 乎 雲表。 落 々 欲 崩 

焉 者。 類 蜂 房 之懸於 簷。 簇 々欲 垂焉 者。 象 肺肝 之 露 於 胸。 丹 蔦 紆 之。 

靑 蘇 雜 之。 綺 綰 繡 錯。 殆 難 名 狀。 其 下 則 怪石 森 然。 屋 若 者。 堂 若 者。 榻 

若者。 棊 若者。 其 餘當路 而立。 臨流而 臥。 偃 仰 疎數。 爭 爲奇狀 者。 不可 

勝數 也。 游斯地 也。 則目與 磊落 之狀 謀。 耳與潺 缓之聲 謀。 有 若 柳 子 

厚。 得 鈷鎌潭 西 小 丘 而喜者 矣。 庚 寅 冬 十 月。 余 訪文師 於 上 H 。而 歷 
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斯地。 胸中 不能 無感。 遂援 筆以記 其大都 云。 

0^  鳳 山 禪師文 稿 序 

と 號す松 代 

^0 鳳山禪 師。 吾 華 音 之 師 也。 爱 熟 梅 子 之 機。 無 不通 明。 同 聞 其 道 者。 不 

佛 門に 入 リ 

liiif 得 攀而倫 之 也 1 曰 者 寓居 于長 崎。 與淸客 陳氏之 徒 交。 妙 通 華 音。 又 

住持と なる 

善 鼓 琴。 可 謂 偉人 矣。 近年 卜居 於 上 田。 嘯 咏 乎 雪 月。 若 文 若 詩。 發 洩 

上田に 移る 禪 機。 庚 寅 之 冬 ま 訪 師 廬。 師 出 文 稿三卷 示 啓。 啓 得 與 覽 焉。 寂 0 乎 

短 章。 舂 容乎大 篇。 發 口 成 章。 殊 不費 力。 似 ェ非ェ 。似 不ェ非 不ェ。 髏 

々焉 瀛々 焉。 所謂 不可 以智 知。 不可 以識 々 者. 邪。 師徵啓 叙 首簡。 嗚. 

乎 凡庸 之 匠。 豈可操 斧 於 公 輸之門 乎 哉。 然 不敢辭 者。 貴師命 焉爾。 

呈 恩 田賴母 書 

啓 再拜。 執事 之 家。 世執圈 政。 輔翼 明君。 崇道樂 善。 孳 々用 辨別邪 正。 

明白 是非. 爲國 家成大 益。 以爲已 任。 及于 執事 之躬。 丁 非常 之 顯遇。 


與 尊大 人並 在 政府。 能 相 協同。 而繼 列祖之 志。 澤流如 春。 威行 如 秋 

德業 追日而 積。 名 聲 從風而 傳。 誠 所謂 國之 爪牙 藩 垣 者。 朝 野 之 所 

盡 瞻 仰 也。 不 亦 偉 乎。 啓 年齢 幼 弱。 才 質 愚 陋。 然 聖人 之 書 無 所 不 讀。 

至 其 至理精 妙。 難 未 盡 知 曉 發 明。 亦 粗 知 世 之 得 失。 事 之 可 否。 意 欲 

施 之 事業。 以報國 恩 久矣。 然啓 狂簡之 性。 不能 求 合 於 人。 以爲 世俗 

之 態。 與 己 合 者。 與 之 往 來。 不 合 者。 雖 接 坐 一 席。 不 欲 强與之 語。 如 是。 

故雖不 敢爲大 過。 群 怪 衆 駡。 囂 々 而 至。 其 有 所 言。 孰 爲 聽 之。 噫 時 也 

勢 也。 可 如 之 何。 然啓 聞。 言 曰。 仁人 明 其 道 而不計 其 功。 正 其 義而不 

謀 其 利。 雖 不能 盡爾。 奚可向 風 順從。 汲々 恐 不得合 乎。 曰 者 執事。 徵 

啓 高 堂。 醉 之 以 酒。 飽 之 以德。 且 謂 啓 云々。 情誼 有 如 知 己。 啓 是 時 也。 

何 幸 乃 得 執事。 可 謂 深 井 之內。 仰視 白日 之 正中 也。 今 有 一 事 於 此_ 

欲盡其 愚而陳 其衷。 嗚呼。 其聽之 者果誰 邪。 計聽之 者。 非 吾 執事 而 

t 稿  六 九れ 


文  0  六 九 六 

誰。 輙 云 其 事爾。 頃 聞 府廷。 喜爲心 學之說 者。 賜 食 力石 村 農夫 某。 引 

諸 中 街 之 待 客 館。 曰講其 書。 令 八 街 市人。 封內 百姓。 就而聽 之。 又 使 

上 毛 遊民 某。 巡 乎封內 村。 留 一 曰 夜。 而唱 其學。 是 何事 與。 孔子 之 言 

曰。 民 可 使 由 之。 不可 使 知 之。 夫 聖人 設敎驟 民. 固 非 不欲家 喩戶曉 

也。 然不得 使 之 知。 故 但能使 由 之 耳。 使 民 知 之 者。 聖人 其猶 不能。 而 

况其他 乎。 而又况 心 學者流 乎。 孟子 曰。 一 曰 暴 之。 十 曰 寒 之。 雖 天下 

易 生 之 者。 未 有能 生者 也。 假如民 可 使 之 知。 心學者 流。 能 爲使民 知 

之。 一 時 導 之。 多時廢 之。 其 能 如 之 何 哉。 鄙 諺 所謂。 小 兒之戯 者 也。 孔 

子 云。 無欲 速。 無 見 小利。 欲 速 則 不達。 見 小利 則 大事 不成。 縱令有 得 

小利。 何爲政 者。 而務是 環々 之 事 也。 况萬 々 無 此理。 且 彼心學 者。 果 

文 公之 流 乎 哉。 啓 甞覽其 鼻祖。 石 田 勘 平 所 著 之 書。 多 取 佛氏之 意。 

叨錯於 聖賢 之 旨。 爲 利口 之說。 以裝飾 之。 鄙 俚 其 言。 以 愚 夫愚婦 


之 心。 易 解 易 入。 而將使 人 狙 狂。 或 以鄕愿 。誠 似而非 者。 比 之 於懦。 猶 

莠之亂 苗。 紫 之 奪 朱 也。 夫 異端 行 則 正道 廢。 其勢不 並立 也。 昔 者 周 

之 衰 也。 楊 墨 塞 路。 天 下 不人楊 則 入墨。 1 二 帝 三 王 列 聖群賢 之 道。 於 

是蔑如 也。 皇國欽 明 天皇 之 時。 西 藩 百濟。 始献佛 氏 之 像。 及 佛氏之 

書。 厥 后 馬子 廐戶之 徒。 專 崇 信 其 法。 終 至 于弑天 皇。 戮 忠 臣。 簡 慢 乎 

神祇 之 祭祀 。絶滅 乎 歷世之 典 籍。 亂亦 憎矣ぽ 時亂亡 相繼。 不 有能 

深 知 皇國之 典。 明 聖賢 之 道。 以救其 弊。 永絕 根本 者。 逮于今 旣爲痼 

疾。 未 如 之 何 也。 噴 嘻。 其 可 歎矣。 夫 佛氏之 言。 比 之 楊 墨。 理 爲 近 焉。 故 

其 爲害也 大矣。 心學之 言。 比之佛 氏。 猶有 父子 君臣 夫婦 昆弟 朋友 

之 情。 理爲 近焉。 其 害 所以 爲過於 楊 墨佛氏 也。 楊 墨 佛氏之 害。 尙如 

前 所陳。 何 况過焉 者。 豈可不 疾乎哉 U 豈可 不懼乎 哉。 而今 府廷 有此 

擧者何 也。 夫 先君 牧民 之 典。 悉在 政府。 聖賢 爲政之 轍。 具 存册籍 。可 
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師可法 者。 昭 々 乎。 赫 々 乎。 啓 雖下 愚。 必知府 廷不捨 先君 之 法。 去 聖 

賢 之敎。 而喜 異端 害甚之 道。 以令 導斯民 也， 徒以 五穀 登 熟 人々 和 

樂。 乘 農耕 之 暇。 時 爲封內 衆庶。 娛 一 時之聽 耳。 烏 有 明君 在 上。 賢 執 

政 在 下。 諸 俊乂贊 之。 而信彼 心 學等事 哉。 然啓竊 謂。 一 時 之 事。 雖 S 

如 無益 無 損。 而 百姓 冥 頑。 素 無知 覺。 苟覩府 廷所爲 如是。 則將擧 一 

心 謂。 眞 喜心學 曰。 松 城 儒生 徒繁。 尙不 使之講 導。 今 令此學 者曉喩 

吾輩。 何 可 不敬 信 之 乎。 遂 相 倣 習。 釀狙狂 鄕愿之 風。 人々 自以 爲 是。 

而 不可 以內於 諸 仁義 之 塗。 則 終 三 綱壞。 而九 法敎。 然則其 不爲禽 

獸者亡 幾 耳。 是非 細 故 也。 啓 甚恐焉 。請 禁遏 之。 斷 邪曲 之 徑 M 衆庶 

之 惑。 畫以常 典。 使 之 由 之。 欲更誨 之。 宜以其 所 費 於 彼。 賜 諸 儒生。 令 

之講 聖賢 之 道。 以修其 孝弟 忠 信。 庶幾 亦 有 益 哉。 今 反 覆 爲 兹 言 者。 

唯 欲 因 執事 之 力。 以除國 家之大 害。 非 敢務辨 給 云爾 也。 伏 惟 執事。 


哀其 狂妄。 矜其 愚戆。 諒察 其辭。 而採 納焉。 啓惶恐 再拜。 臈月 十三 日 

呈賴母 恩 田 君 執事 

駁仁 齋東涯 

或 曰。 仁 齋東涯 。豈不 誠 儒者 哉。 經術深 濯。 而德誼 可 尊。 余 曰 彼焉得 

爲誠 儒者 乎。 語 有 之。 通 三 才。 謂 之 儒。 且夫士 鶴 鳴而起 。堅 苦勤學 者。 

爲經國 而已矣 。仁 齋嘗過 娼家。 婢邀而 上樓。 仁齋 不知 其爲 娼家 也。 

以爲所 云義施 者。 視其 花孃。 爲其 妻妾 兒女。 乃嚙菓 喫茶。 多謝 而出。 

娼家 亦覩其 容貌。 不强停 之。 仁 齋歸謂 人 曰。 不圖 今人 有 好 施 者 如 

是也。 東 涯購接 柄 三敍之 ii 於 骨董 舖。 置 諸 坐 右。 盛 乎 抄册。 門人 有 

三 角 者。 見 之 曰。 此 是妓女 藏三敍 匣 也宪 生 請 却 焉。 東 涯 曰。 子勿妄 

言。 三 鉉其柄 長矣。 豈 得藏斯 厘 乎。 夫 俗間 易 知 之 物。 猶 不知 之。 焉足 

以與 於國事 乎。 然則假 如 記 五 車 之 書。 直 書 厨 之 類 耳。 彼 焉得爲 誠 
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儒者 哉。 

呈縑原 先生 書 

臈月念 八日。 門下生 佐久間 啓頓首 再拜。 献書桐 山 鎌原老 先生 執 

事。 即曰 極寒。 伏 惟尊 體動止 萬 福 la 伏 執事 門下 五 年。 辱 愛 辱獎" 諄 

々. 訓誨。 啓發悱 憤。 謝 何 可旣。 啓 春來私 思樂。 今年 內讀 經史。 肄 武技 

之餘。 作文 百 首。 乞 班郢之 正。 以有少 進 越。 昨 曰 旣滿百 首。 然而蹇 足 

超趄。 歩趨不 進。 奈空勞 夏楚之 力。 不能 副 執事 之 意 何。 歎息 蹴 踏。 且 

慚 且 懼。 直 期 來 年。 更 奮勵揣 摩。 重 煩 執事 耳。 前 曰所呈 拙文 數首。 暇 

隙 斧正。 幸甚々々。 伏 惟 時 當歲杪 。三 陽將 轉。 薄 因 飛 鴻。 敬 致 賀 忱。 伏： 

望 莞存。 道路 非 局。 官守 有限。 奉拜未 由。 無 任 神馳。 惟 萬 々 爲國以 時 

自 愛。 啓 頓首 再拜。 


礮理を 易 象に 擬 して 述べ たる 

ものな り 嘉永五 年 十月 成る 


叙 

予之 先君 子 淡水 先生 好 周易 。毎夕 讀之。 必畢 一 兩卦。 而後 就寢。 故 

予ニ 三歲 時。 旣能耳 熟。 誦 六十 四卦 名。 稍 長。 受漢宋 諸家 易 說而讃 

之。 潜 玩 之 久。 乃 若 有 得 其 要 領 焉。 頃 曰與 門弟 子 講新礮 法。 其 術 政 

與易理 相發。 躍然有 不可 言 之 妙。 於 是遂演 爲礮卦 一 篇。 旣ぉ 自警。 

且以示 同 志。 俾 無 蹈危厲 之 地。 而 自 取 其 咎 云。 嘉 永 壬 子 陽 月。 象 山 

平 啓。 書 于求是 室。 

叙 

予之講 新 礮法於 江 門。 生徒 稍 々 盍簪。 或 有 問於予 曰。 古 者 兵器。 以 

弓矢 爲尙。 豈非以 他 兵 弗 能 格耶。 自銃礮 流傳。 致 遠 破 堅。 摧鋒 陷陣。 

弓 矢 失 其 所長。 廢之可 矣。 獨 疑 弧 矢 之 利。 聖 人 著諸大 易。 而 今 不 足 

以威天 下。 後 世蠻方 創見 之 器。 反 可 以 警 內以畏 外。 則 聖人 之 知。 果 
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有 所 未 周。 而荒外 侏 離 之 氓。 其 才亦有 所 高 於 聖人 歟。 抑 擬礙於 易。 

何卦當 之。 予曰。 聖人 有 作。 順 從風氣 。不 先天 以開 物。 各隨時 而立 政。 

結繩以 治。 弧矢以 威" 無 非 隨時焉 者。 當今之 世。 微銃礮 。不足 以 制馭 

內外。 聖人 豈違時 乎 哉。 周 官司馬 之屬。 有 蠻隸夷 隸絡隸 。各 執其國 

之 兵。 以守 王宮。 亦 可以見 聖人 大智。 固有 以資用 外國之 利器 矣。 如 

其 易 象。 則 弓矢 暌也。 礮亦臍 也。 時 冬 夜寒 烈ギ與 客 憑 一 爐。 予乃爲 

畫爐 灰。 以 指示 其 象 意。 客稱善 不已。 更請筆 之 書。 予亦 欣然 頷 之。 遂 

演 爲礮卦 一 篇， 吾 黨爲礮 學之士 。苟得 此而玩 心焉。 則庶乎 其可以 

無 大過 矣。 至其果 有益 於 家國否 乎。 則予所 不敢知 也。 嘉 永 壬 子 冬 

十 一 月。 象 山 平 啓 子 明。 書 于江門 所 居 求是 室。 


礮 卦  象山平啓叙？^隨著 

夫 易 廣矣大 矣。 以 言 乎 遠則不 禦。 以 言 乎邇 則靜而 正。 以 言 乎 

天地 之 間則備 矣。 故 達 人 物。 横 四海。 亙 古今 而無 有乎不 準。 無 

有 乎 或 違 者 也。 故 未 有卦 畫 之 前。 听 有 之 物。 其 象 固存乎 易。 已 

有卦 畫之 後。 所有 之 物。 其 象 亦 存乎錢 見易 而制 器。 卦 固未始 

不備 其 象。 未見 易而制 器。 卦 亦未始 不備 其 象 也。 礮之爲 器。 近 

古 起于西 洋。 天 文 以 後。 漸 盛 於 我。 頃 歲 新 礮 法。 來 自 荷 蘭。 器 之 

. 製。 用 之 具。 術 之 法。 至 是而益 精。 斯器雖 後出。 求 

. 蓋 旣具于 縢卦。 観 其 象而玩 其理。 不惟 器之體 

• 夫 學焉者 之 利害得失。 視諸掌 上。 國家 措置 用 

背 通 塞 之 幾。 炳 然 昭 著。 如 望 曰 星。 斯 可以 見易 

以 物爲卦 名。 而 繫詞者 二 焉。 曰 井。 曰 鼎。 今 用 其 

礮 卦 


諸 易。 其 象 與理。 

用 # 之 終 始リ與 

舍 之 義。 人 心 向 

之 妙矣。 易 中 直 

例 リ姑以 際爲礮 
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卦。 而別繫 之詞。 更作傳 義以發 其 意。 如 左。 

離 上 

屬爲卦 上 離 下 兌。 所以 爲礮。 則 取 於 其 象。 取 於 其 義焉。 取 於 其 象 

者 有 二。 以全體 言 之。 則 後者 爲尾 珠。 次 者 爲 當。 一 一 實 相 重。 堅 壯 其 

當 之 象。 中 有 孔。 火 門 也。 對 横 焉 者 。肘 也。 上 虛 者。 口 也。 更 實 其 上。 强 

固 其 首 之 象。 是 非 礮 乎。 以 上下 ニ體 言 之" 則 上 腹中 虛。 下 開  一 口。 

厚 當以固 之。 亦非礮 乎。 取 於 其義則 火發於 金口 也。 火 有 飛 之義。 

口 有 吐 之義。 爲放發 之 象。 洋人謂 礮曰徘 兒蒙碡 。霧兒 。華言 火。 蒙 

碡。 華 言 口。 卽 火口 也 。稽 諸 卦 象。 冥 如 合 符。 易 之 爲 書。 廣 大 悉 備。 洵 

不 誣 矣。 

礮。 貞 厲。 君 子吉无 咎。 

糊礮。 本 際卦。 陵。 乖異 也。 上 離 之 火炎 上。 下 兌 之 金 下墜。 性 is 相反。 


叉 卦除初 九 外。 餘皆 不當其 位。 故 所 欲爲。 多 違 異拂亂 。不得 如意。 

且 礮之爲 器。 兵 之 佳 者 也。 兵 愈 佳 則 害 人 愈 多。 天 地 之 大德曰 生、， 

而礮 之德反 之。 乖異 之。 大者 也。 所以 雖正亦 危矣。 然卦才 之 善。 可 

以合 陵而濟 事。 乃 君子 之 道 也。 故爲礮 學者必 君子。 則 得 吉而无 

咎。 蓋 有吉而 不免咎 者。 有 無咎而 不得吉 者。 吉且 无咎。 乃完善 也。 

彖曰。 礮。 陵 也。 火輕而 上。 金重而 下。 一 一 物 之 性。 險而不 相濟。 故 貞厲。 

聽是 釋卦義 也。 火 之 性 輕疾而 炎上。 金 之 性 重遲而 下墜。 一 一物 之 

性。 違異而 不相濟 救。 固 爲膀義 。火 則 厭 之。 金 則 飛 之。 宜上而 下。 宜 

下而 上。 亦 爲膀義 。凡礮 之 事。 莫不 以陵爲 用。 雖正而 不免危 。蓋 由 

此也。 

內說 順而外 文明。 柔得 中而應 乎剛。 是以 君子 吉无 咎。 . 

圖是 釋卦才 也。 兌 說 順 也お 爲 廣。 離 文 明 也. 而 爲 悔。 故 爲內說 順 
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而外 文明。 內說順 者。 優柔 厭妖。 而 心不 戾於理 也。 外 文明 者。 學術 

足 於 中。 英明 發於 外。 能審 利害 之 機。 而不蹈 危厲之 地 也。 六 五 以 

柔居主 位。 有 說 順 文明 之 善。 叉 得 中道。 而 以剛爲 用。 可 謂 君子 矣。 

是足以 合 其 險而濟 其 事。 吉而 无咎。 不. 亦宜 乎。 

欲 出而入 之。 欲 進而返 之。 欲 伸而屈 之。 礮之 用大矣 哉。 

顯是 推裝彈 之理。 而贊其 用之大 也。 未嘗入 之而遽 出。 則 形 有 所 

不至。 未 嘗返之 而猝進 M 勢 有所不 極。 未嘗屈 之而速 伸。 則カ冇 

所 不足。 形不 至。 則 爲 之 難。 勢 不 極。 則 物 易 背。 力 不足。 則功不 全。 物 

之 理 也 人 之 事 也。 未 嘗有不 如是 者 也。 老 子 識 之 U 故 其 書 曰。 將 欲 

歙之。 必固張 之。 將欲弱 之。 必固强 之。 將欲廢 之" 必固興 之。 將欲奪 

之。 必 固 與 之。 亦 同 揆 也。 嗚 呼。 於 入 知 出。 於 返 知 進。 於 屈 知 伸。 其 於 

天下。 如 示 諸 掌。 豈惟礮 云 乎 哉。 


象 曰。 金 上 火 興。 礮。 君 子 以 警 內威 外。 

M 礮不常 有 火。 有 時而用 火。 故 不 云 有 火。 而 云 火 興。 金 火 之 性。 雖 

相 陵 違。 有 時 相 資。 爲 礮之大 用。 君 子 觀礮之 象。 而 知 相 資之理 於 

相 縢 之 中。 以爲 天下 之大用 也。 取 其 貞兌正 秋 肅殺之 象 。厳 飭 節 

制。以統邦內。不令^^,{九果於披倡。取其悔離南方盛大之象。震耀 

威武。 以備 海外。 不使 夷狄 萠於輕 侮。 警內威 外。 礮之 能事 畢矣。 

初 九。 習 有 素。 往 何咎。 

濯 初 九 以剛陽 居 說體。 而在至 下。 無 所 係應。 是有剛 陽 之才。 而從 

事 斯 學。 沈 潜 自 說。 習 熟 有 曰 者 也。 陽 剛則務 敏。 在 下 則 遜 志。 處 說 

則能繹 事理。 無 係 則不事 街鬻。 學者 如是 而往" 何 其 有過咎 也〕 

象 曰。 習 有 素。 其 志 美 也。 

. 誦學習 有 素。 不事 銜鬻。 志 在 成器而 動。 豈不美 乎。 
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九 1 一。 晝日矍 々。中道 您々。 悔亡。  • 

涵九ー ー以剛 居于陰 位。 宜有 悔咎。 然 優柔 處中。 離體而 上。 又應離 

明。 是 學 得 其 方。 而 知識 開通。 深 知 火 術 之 可懼者 也。 故 爲 晝 日 矍 

々。中道 想 々之 象。 而其 占曰悔 亡。 矍 々。顧 瞻不 安之 貌。 想朔 C 畏懼 

之 貌。 蓋 晝 曰 明 融。 無 所 不 照。 而 猶周慮 顧 瞻。 矍 々然 不敢 寧 所。 中 

. 道坦 夷。 無 所 不達。 而猶 畏敬 恐懼。 憩 々 然 不敢慢 易。 所以 亡其悔 

也。 若 乃昏於 其理。 而不得 其 道。 怠 於 周 顧。 而少於 畏懼。 有 一 於此。 

敗. 禍立 至矣。 其 能 免於悔 乎。 

象 曰。 九 1 一 悔 亡。 敬 不 怠 也。 

翻 九 二 以陽居 陰。 本 當有悔 。以其 知 之。 而獨 未知。 能 之 而猶未 能。 

敬 慎 之 心。 不 少 懈 怠。 是 以其悔 得 亡 也。 

六 二 一 。眇 能 視。 跛 能 履。 焚 如。 死 如。 棄 如。 


. 闘 以柔居 三。 才 不足 而志剛 者 也。 故 濫 惡 之 器。 以 爲 得 精。 醜 拙 之 

技。 以爲得 巧。 如 盲 眇之見 不明。 而自 以爲能 視^ 甓 之行不 遠。 而 

自以爲 能 履。 其 剛愎 粗暴 如此。 而操火 礮危厲 之 技。 必權 焚燒死 

亡 之 禍。 而 爲明 智者 之所棄 絕。 其 凶不待 言 而后知 也。 故 不 言 凶。 

象 曰。 眇能視 。跛 能 履。 不可 以有補 也。 焚 如 死如棄 如。 其 禍自取 也。 

關 剛愎 自用。 則 不能 取人爲 善。 人 亦 不能 親近 爲補。 平易 之 事。 無 

補 或 誤。 況危厲 之 技 乎。 其 焚 燒死棄 。乃 自爲 之。 抑咎誰 也。 

九 四。 有 善。 大 其 舟。 利 用 禦 冠。 用 征 伐。 

麗 貞。 內 也。 故 繫 以學者 之 事。 悔。 外 也" 故繫以 天下 之 務。 四。 大 臣 之 

位。 今 以九居 焉， 有 剛柔 不偏。 文武 兼濟之 象 U 能 當 天下 之 任。 而 爲 

天下 之備者 也。 司 馬 法 曰。 人 習 陣 利。 極 物 以 豫 y 是 謂 有 善。 是 也。 言 

人 皆 習 戰陣之 利。 極 盡器之 精。 以豫備 之。 有 得 天下 之 善 計 也。 舟 
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者。 與礮相 須而爲 用。 故 雖有其 舟。 其礮 不精。 不足 以盡其 利。 雖有 

其 礮。 其 舟不大 不能 以成其 用。 今 礮精 而舟大 矣。 貪 暴 之 寇。 安 得 

11 闘 於 我 乎， 其 猶有不 率 服 者 。細 利用 以 征伐 之。 蓋 兵法 以守 攻。 

以 攻守。 其 力 適 足 以攻伐 之" 故 雖有强 暴 之國。 亦 顧 望 畏縮。 不敢 

啓 其 釁矣。 若 其 不使人 備已。 而已 獨備人 而已。 則 勢分氣 屈。 而其 

守 禦亦不 固矣。 何 能 稱雄於 天下 哉" 

象 曰。 有 善。 思 鄰戒 也。 

羅鄰。 指 三 也 1 二 之 暴慢 自是〕 以取禍 患。 猶如滿 淸不講 西洋 礮艦 

之 術。 率然 與英夷 連 兵。 屢致 大敗。 貽 天下 之 笑。 四 能 思 其 戒而知 

懼。 防 禍亂於 未然。 可 謂 勝 大臣 之 任矣。 

大其 舟。 計 之 得 也。 

•  ffi 旣盡礮 之 精。 又 造 大舟以 佐 之。 國之 上計 也。 戚繼光 曰。 我 船 高 


大如 城。 而倭舟 矮小。 故乘 風下 壓。 若車碾 螳螂。 設使倭 舟 其大亦 

如 我 船。 則 吾 未見 其 必濟之 策 也。 反而觀 之。 利害 見矣 U 

六 五 革故以 新。 巳 曰 乃孚。 終用譽 命。 

議六 五。 文明 得 中。 以居尊 位。 勢 柔虛已 。而得 一 一四 剛陽之 賢。 凡 在 

下 者。 莫不說 服。 足以革 天下 之 弊。 新 天下 之 治。 夫 事 之 粗 糲而不 

可用。 與經久 而弊壞 。皆 宜革而 新 之。 然變革 其 故。 則 人心 所 未 能 

遽 信。 故 雖 明君 在 上。 賢 相 在 下。 改 爲 之 際" 亦 必詳告 申 令。 至 於 終 

日。 而後 人 始信孚 也。 革 之 而利於 天下 後世。 雖 欲 其 譽之不 終。 不 

可 得也リ 

象 曰。 終， 用譽 命。 明 功也。 

ii 事 之 非 者。 不可 飾 之 以非其 非。 理之是 者。 不可 誣之以 非 其是。 

於其當 革。 斷然革 之而不 疑。 所以 致譽命 也。 非 明睿之 功。 其 孰 能 


與 於 此。 

上 九。 執 其 故。 貞 吝。 

國卦。 本 陵 也。 上 九當其 終。 事 之乖違 尤甚者 也。 而不中 不正。 叉與 

丄ハ 三 之 暴頑爲 類。 故 自是自 欺。 執滯其 故。 而 不能 遷善。 所謂 正道 

之蠹賊 也。 而 迷惑 之甚。 守 以爲貞 。豈 不可 羞吝 乎。 

象 曰。 執 其 故 貞吝。 不知 公也。  • 

通 所以 執滯偏 固。 不舍其 故。 由 不知 公道 也。 若 使 之 知 公道。 則必 

舍故就 新。 而不至 於 可 羞吝矣 。故 學尙致 知。 

傳曰。 古 者 弦木爲 弧。 劉 木 爲 矢。 弧 矢 之 利。 以威 天下。 

.羅 高 者 抑 之。 下者擧 之。 反 戾賸乖 。以取 其 勢。 斃人於 百 歩 之 外。 古 

昔 之 兵。 莫利於 弓矢。 

後世 知者。 易之 以礮。 儔 金 爲彈。 合藥火 之。 碎堅及 遠。 以 示 有備。 外 邦 


以畏。 中 國以肅 。蓋 取 諸 陵。 

翔 鉛。 鐵。 亦 金 也。 礮之 陵乖取 勢。 與 弓矢 同。 而其 猛烈 奮迅。 非 弓矢 

之 可 比。 當 今 之 世。 非 斯 器。 無 足以 威服 內外 也。 

礮 卦 後 記 

以易卦 別命 名 而繫詞 。自宋 元即有 之矣。 輟耕錄 載輥吝 等卦。 是 也，」 

然皆出 於 文人 一 時 之 巧 思。 而與 易之 觀象 而繫詞 者。 全然 不相 類" 

且 易之 彖象。 句 皆 有 韻。 而是則 閬然焉 。彼方 文士。 擬其 古經。 作 之 文 

字。 而 尙不識 其體 製。 殊 爲 可 笑。 今 予 所 爲。 其 可 韻 者。 悉 用 古 韻。 至 其 

所 繫之詞 。亦 無 一 字 不寓其 象。 如 初 九 習 有 素。 九變爲 八。 初 至 五。 體 

習 坎。 故 爲 習。 素。 白 也。 物 之 質 也。 有 從前之 意。 兌。 正 秋 之 卦。 其 於色爲 

白。 易 中 曰 素。 曰 白。 皆 取 於 兌。 履 之 初 九 素 履。 取 於 下 〈兄 也。 賁之上 九 

白賁。 取 於 兌 位 也。 此曰有 素。 象 同 於 履 之 初 九矣。 志 者。 陽剛 之在內 
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者 也。 美 者バ兄 之悅澤 也。 如 九  一 r 上 有 離日。 以中 應之 1 曰 一 曰 也。 一 一 變爲 

震。 震 爲 大 塗。 而 當 其 中。 中 道 也。 矍 々。想 々。皆 震 雷 驚愕 之 象 也。 離 爲 

火。 火 主 禮。 禮 者 敬 而已矣 。又 震 有 修省之 意。 故 爲敬不 怠 也。 如 六. 三。 

互離爲 目。 下 兌 毁 之。 眇 也。 又 按 說 文。 有 目不 相視爲 晴謂 上 離 互 離。 

原有兩 目。 而 四爻間 之而爲 陵。 則 此卦 本有眇 象。 震 爲 足パ兄 上 具 震 

之 半 體。 此 爲 不全 之 足。 跛 也 文 卦 自大畜 來。 互 震. 之 足^ 爲 坎 蹇" 亦 

跛 也。 三 居 離 中。 焚 之 象。 又 在 兌 體。 兌 爲 澤。 離 火 入 兌 澤。 爲 澤水 所滅。 

死 之 象。 離 火 飛 升。 兌 、澤 流 下。 互 相 陵 離。 而 三當其 際而在 下。 棄 之 象。 

不可 以有補 者。 兌 上 缺 也。 禍 者 互 坎多眚 也。 自 取 者。 艮 手 之 位 也 \s 

A 四。 離爲 美。 故 曰 有 善。 與 離之大 五 曰 有嘉正 同。 離爲 舟。 上 離 互 離 

相 連。 方舟 之 象。 然 中間 有 互坎。 坎爲寇 。爲隱 伏。 不免 有寇賊 出没 於 

舟 間 之 象。 今 九變爲 八。 一一 至 上。 成 大 離。 而 坎 寇從坤 土。 是 爲 造 大 舟 


而 寇賊竄 跡。 仇敵 服從之 象。 故 曰。 大 其 舟。 利用 禦寇。 用 征伐。 三與四 

相 接。 即 鄰 也 U 防 患 曰 戒。 離 外 剛。 有 戒 象。 坎 爲 心。 思 計。 皆 心 之 用 也。 四 

巽 位。 巽爲 近利巿 三倍。 得 之 象 也。 如大五 革故以 新。 兌 金之鏽 敗者。 

離 火 鍛而新 之 也。 離 下 兌 上 之卦曰 革。 革 者。 兵 也。 離 火 鑄 兌 金以爲 

兵 也。 兵 者。 革 也。 順 時 而更革 也。 用 兵 之耍。 在 去 故 而擇新 也。 翻。 g 删 I。 

則 刀。 鏃。 昔 用 石" 後 用 銅。 今 則 鐡。 昔 之 戈 戟。 後 世 不用。 ヒ.^  2-  S  % ま パ，^ に ,f ヒ 

今 之 銃 槍。 古昔 所 無。 是可以 見 兵 之 所以 爲革 矣。 ，^4 圭ヌ离 I ハ兄 故歹. 

象。 猶 之墜噔 與 豐。 同 震 離 之 卦。 而 俱有 刑獄 之 象。 離 爲 日。 爲 孚。 而 卦 

有 二日。 五處其 終。 故 爲 巳 日。 離 美 變 爲 乾。 乾。 虞 氏易爲 嘉。 爲 好。 並 譽 

之 象^ 有 互 巽。 巽 爲 命。 即 譽 命 也。 離 爲 文 明。 而 五 當 君 位。 故 曰 明 功。 

大傳 曰。 三與五 同功而 異 位。 二 一  多 凶。 五 多 功 是 也。 如 上 九。 執 其 故。 故 

者。 兌 金之經 久而鏽 敗者 也。 蓋 指 三 也。 離 火當革 之。 而反執 之。 何 也。 

離變爲 震 TIT 倒 S 也。 艮爲 手。 有 執 之義。 上 九 在 瞭乖之 極。 故 爲反戾 


り敏  卦  七 一六 

執 之 之 象 也。 離 曰 懸 天。 無 所 不 照。 即 公 也。 而 上 當 其 曰^ 而又 兌 位。 兌 

爲西。 爲 澤。 有 曰沉虞 淵。 昏黑不 辨色之 象。 故 曰 不知 公也。 此數 者。 乃 

予 所以 繫詞之 大畧 也。 初 傳中 欲釋此 意。 而 感朱子 燭籠之 喩。 遂 別 

筆記 以附于 後 云。 
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礮學 圖篇叙 

始予沉 潜 西洋 神器 之 術。 蓋 將知彼 所 善。 以自 補缺。 故 間 有 筆錄爲 

圖。 亦 惟 自備遣 忘。 未 甞出以 示 人 也。 近 聞往々 有 妄人假 託 洋說。 而 

街賣此 術。 或 乃 目 未識洋 文。 而謬傳 其 說。 彈制 器規。 茫然 莫之 能悉。 

而 苟且 從事。 貽害 同學。 吾 甚慨焉 。因遂 出 所校圖 編。 榮于 板。 以廣其 

傳。 庶 幾 妄 人。 無 所 竄其奸 。而迷 者 有 以發其 蔽。 云 爾。 IMf 

例 言 

一 書 經傳寫 謬 訛 或 鮮縱有 謬 訛易爲 校正 圖 一 再 傳便成 舛錯舛 

錯之 後難 復稽 尋而妄 意 增損施 諸 火砲 危厲之 技其爲 害匪淺 

. 是圖仍 依 荷 蘭 原本 摸 其眞形 長短 大小 不爽毫 髮更於 各部 細 

記 分 寸令學 者 互證不 至顕錯 

一 凡 從事斯 學得洋 尺 洋稱而 用 之尤爲 簡便 然是 編耑爲 初學指 
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途故輕 重 之 量 長短 之 度 皆 以邦俗 所用 稱尺註 之 圏外 另標原 

數以 備覆詳 

砲 家 之 算與曆 家 殊科剖 析微茫 不遺奇 零 徒 煩 心 目 無益 實用 

故 今 以荷蘭 一 肘當我 三尺 三寸 一 斤當我 二百 六十 七 戔爲率 

覽者 其詳之  ：  ： , 

藥囊式 及 藥囊輳 鱸 甚有實 用 或謂擧 一 例 他 可也 何事 繁列殊 

不知 比例 爲圖多 易 貽誤且 囊式之 瓣輟轤 之 頭其爲 弧線 極 有 

曲折 非 初學可 得猝辨 今不厭 煩瑣、 逐 一 臚陳令 人 r 見 輙能應 

手 免 致 臨時 妄作之 弊 

是帙專 爲學火 術 者 而設故 未 及 其 他 其 神器 神 車裝點 器械 別 

有 圖譜容 遲續出  ： J^n 又識 
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ボン カノ ゾ nr ゲ^  マ： i 

三十 六 斤 地礮彈 大小 彈規附 

二十 四 斤 地礮彈 大小 彈规附 

十八 斤 地礮彈 大小 彈規附 

十二 斤 地礮彈 大小 彈規附 

六 斤 地礮彈 大小 彈规附 

三 斤 地 礮彈大 小 彈規附 

1 ホ！ i レ H ィゼ レシ ブ ラシド Jll ゲル 

六十 斤 5! ま 鐡 殼燒彈 

三十 六斤鐡 殼燒彈 

三十 斤鐡 殼燒彈 

二十 四斤鐡 殼燒彈 

十八 斤鐵 殼燒彈 
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* フ" ツキ sit ス プリ ツキ 5tr スゴ r ゲル 

二十 四 斤 地礮鐡 奩彈子 彈 附 

十八 斤 地礮鐡 «彈 子彈附 

十二 斤 地礮鐡 »彈 子彈附 

六 斤 地礮鐡 K 彈 子彈附  ， 

ィム ホウ ゥ ij; ソッ H ル 

二十 拇人礮 鐡奩彈 子彈附 

十五 姆人礮 鐡奩彈 子彈附 

ラシ ゲ 

十五 拇長人 砲 鐡奩彈 子彈附 

三 十 斤地礮 蒲桃彈 

三十 斤 地礮蒲 桃彈椅 

十八 斤 地礮蒲 桃彈椅 

三十 斤 猿 龍礮蒲 祧彈椅 

十二 斤 猿 龍礮蒲 桃！ S 椅 

七 一九 


儆學圆 編 

が ラナ-卜 

八十 斤地礮 石榴 彈 

六十 斤地礮 石榴 彈 

二十 九拇老 石榴 彈 

二十 拇 石榴 彈 

十五 拇 石榴 彈 

十三 拇 六 石榴 彈 


八斤鐡 石榴 彈 

ス ピ.. ゲル 

鏡 版 石榴 彈 

手擲 石榴 彈 

' .  ： ブラント コ ー ゲル ゲヲ —ム 一一 

二十 九姆 燒 骨. 

二十 拇燒彈 骨 - 

十五 拇燒彈 骨 

鏡 版 

三十 六 斤 她儆彈 鏡 版 


七 二 〇 

二十 四 斤 地 礮彈鏡 版 

十八 斤 地 礮彈鏡 版. 

十二 斤 地 礮彈鏡 版 

六 斤 地 礮彈鏡 版 

三 斤 地 礮彈鏡 版 

八十 斤 石榴 彈鏡版 

六十 斤， ^ 鐡殼 燒彈及 石榴 彈鏡版 1 

仝 二 

三十 六 斤鐡殼 燒彈及 石榴 彈鏡版 

三十 斤 鐡殼燒 彈及石 榄 彈鏡版 

二十 四 斤 §1 鐡殼燒 彈及石 榄彈鏡 版 

十八 斤鐵殼 燒彈及 石榴 彈鏡版 - 

十五 拇長人 礮鐡殼 燒彈及 石榴 彈鏡版 

鐡彈天 « 鏡 版不" 貼 鐵ムぁ 


ぺスヲ f ゲ子 

< ェ貼鐵 者 一 

< ェ贴鐵 者 二 

ズ ヮ.. „ ^ス- 

石 彈 天 礮鏡版 重 者 

リク 卜ステ 

仝輕者 

藥囊 . 

三十 斤地礮 毛布 藥嚢式 

二十 四 斤地礮 毛布 藥囊式 

十八 斤地礮 毛布 藥囊式 

十二 斤地礮 毛布 藥囊式 

六 斤地礮 毛布 藥囊式 

三十 斤獏 龍礮. 毛布 藥囊式 

十八 斤 猜龍礮 毛布 藥囊式 

十二 斤 猿龍礮 毛布 藥囊式 

二十 拇人礮 毛布 藥囊式 
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十五 拇人礮 毛布 藥囊式 

十五 拇長 人礮 毛布 藥囊式 

リゴ セット ス コ，. ト 

二 十四 斤 地 礮躍射 毛布 藥囊式 

十八 斤 地 礮躍射 毛布 藥囊式 

十二 斤 地 礮躍射 毛布 藥嚢式 

二 十 拇人礮 躍 射 毛布 藥囊式 

十五 拇人礮 躍 射 毛布 藥囊式 

サ —ィ. デム パピ ー レゾ パト nl 

二十 四 斤地礮 毛布 底 紙藥囊 

パピ— レシ パト nl ゾ サック 

六 斤 紙 藥 嚢 

火 管 

八十 斤 及 六十 斤 石榴 彈火管 

二十 九 拇老石 镏彈火 管 

二 十拇 石榴 彈火管 

十五 拇 石榴 彈火管 
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十三 拇 石榴 彈火管 

鏡 版 石榴 彈火管 

手 擲石榄 彈火管 

用器 

三十 斤 地礮藥 囊賴轤 

二 十四 斤 地礮藥 囊犢轤 

十八 斤 地礮藥 囊輕轤 

十二 斤 地礮藥 囊轘轤 

六 斤 地砲藥 囊轤轤 

三十 斤猎龍 礮藥囊 韈轤. 

十八 斤猜龍 礮藥囊 轆轤 

十二 斤獏 龍礮藥 囊賴轤 

二十 拇人 砲藥 囊輟轤 

十五 拇人礮 藥囊賴 « 


十五 拇長 人礮藥 囊積轤 

ブ ti ス n  n ィ K マ I ト  51^ ゾド 

藥 斗 一容 二 斤 者 

企 ニ容 一斤 半 者 

仝 三 容 一斤 者 

仝 四 容五兩 者 

仝 五 容 三 兩 者 

仝 六 容ニ兩 者 

仝 七 容ー兩 者 

<ェ 八 容 五 tf 者 

仝 九 容 三 titf 者 

仝 十 容 二  f{ 者 

仝 十 一容 一 1^ 者 

力 ノ シ パト nl シ チレク テル 

地 礮藥囊 漏斗 大 者 

仝 小者 
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火 ©槌 
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火 英噴轤 
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二十 九拇及 二十 拇火 管ヒ 

十五 拇以 下火 管 匕 

„ ホイ セシブ 口 ック 

火 管 砧 


二十 九拇老 石榴 彈火 管杵 

八十 斤 及 六十 斤， g 石榴 彈火管 件 

十五 拇 石榴 彈 火管杵 
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火管槌 
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手擲 光彈杵 

手擲光 彈囊式 
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迅發擊 銃 圖說叙 

予頃年 觀嚼噸 製 火 石 銃。 納子銃 於 筒 後。 如佛狼 機。 第 用 撥 機昂起 

子 銃。 以便 換裝。 是爲異 耳。 間 數歲。 彌利 堅舶至 浦賀。 亦齋此 銃。 或 有 

歎其奇 者。 予曰。 銃 之 有此製 尙矣。 明 人 神器 譜 云。 用 長 筒。 納子銃 於 

筒 後。 對壘之 際。 敵 一 擧放。 我 已三四 發彈。 是已。 惟 彼祸此 精。 固爲不 

同。 然以 予見 之。 此亦 未盡精 也。 其 擡起子 銃 而裝換 。則 捷矣。 而火池 

之 開闔。 門藥之 傾注。 龍 頭 之 張 起。 其遲滯 不快 者猶 多。 何 足 以稱奇 

哉。 登 時 予已有 欲 損益 此銃。 換火石 以雷汞 若 鹽酸鹽 。造爲 一 器。 以 

快 其 不快 之 意。 而 公事 鞅 掌。 未 及. 鳩ェ。 甲 寅 歲。 坐 事 禁 錮。 于 今 五 年。 

適覽 同藩 銃 ェ片井 直 徹所造 送門藥 具。 快 甚。 嚮予所 欲 損益 而快 

其 不快 者。 得 此具尤 妙。 乃更加 斟酌。 竊 口授 親戚 之 及 門 者。 以製 一 

器。 而令試 驗焉。 或於壘 後。 或 於 馬上。 果 皆無 不如意。 山 區林聚 。驚 茶 日 

迅發擊 銃圖說  七 六 I 1 


迅發擎 銃圖說  七 六 二  * 

之 下。 湟 塑 窟 穴。 窄 險 之 地。 拉 可 使 用。 而 疊 放 之. 便。 殆 乎可亞 射之捷 

者矣。 於是。 私心 竊喜自 謂。 城艦械 器。 務與 彼俾。 司 馬 兩支之 術 也。 鍊 

士習將 。利器 於 彼。 孫武 計算 之說 也。 兩支旣 立。 計算 有 優。 則 勝負 可 

知矣。 方今 外蕃麕 至。 天下 之 事。 甚可憂 念。 予久守 罪 一 室。 不勝 慨恍。 

政圖報 効。 無路可 由。 苟得 宣傳此 式。 以振揚 朝家 武威 之 萬 一 。可以 

少抒素 懷爾。 然是亦 有 命焉。 非區々 之 所敢望 也。 

著 雍敦將 冬 十月。  松 城 佐 久間啓 書。 . 


迅發 擊銃圖 說目錄 . 

銃 形 第 一 

器用 第二 

火藥 第三 

, 裝法第 四 

, 銃 形 器用。 一 一 按眞 爲圖。 不差毫 

圖上不 煩 註記 分寸。 覽者其 察焉。 


r 皆 亦 可 按圖而 製 器。 故 


迅發擊 銃圖說 


七 六 11 一 


^發擊 銃簡說 


七. k 四 


迅發擊 銃圖說 .  松 城 佐久間 啓が 3 著 、 

士卒 臨陳。 亡 論 進 返 馳逐。 雖 一 手 一 足 之 動。 非有號 令。 不得 自恣。 是 

器械 人。 西洋 重 兵 之 法 固然。 故 隊伍 宜密。 銃器 宜 一 。乃 若其輕 兵。 則 

貴人 人善鬪 。不必要 號令。 故 隊伍 疏開。 而 銃器 亦 不必齊 。或宜 遠 到へ 

或宜密 中。 或宜 迅速 疊放。 蓋 遠 到 者。 敵 銃 未及逞 力。 而我旣 能斃敵 „ 

密中 者。 敵 丸猶參 差。 而我旣 無 虛發。 迅速 疊放 者。 敵 一 點燃。 而我已 

三 四 飛彈。 皆 輕兵之 利 也。 而其遠 到與密 中。 西洋 諸國。 有旋溝 銃。 獨 

至于 迅速 疊放之 便。 則 似 未 有能 及 此銃者 也。 夫 器 均則尙 技。 技 均 

則尙 器。 器 其 可 不究心 乎。 予故 纖悉爲 之圖說 以讒同 仇。 如 左。 

- 銃 形 第 一 

銃口 徑 五分 三釐。 銃 身 連 側 鈸。 長 三尺 五寸七 分。 膪 三尺 ニ寸 二分 

七釐。 而 其ニ寸 五分 七 釐在子 銃內。 母 銃 以熟鐵 造 之。 側 鈸及子 銃 „ 

迅發擊 銃圖說  七 六 五 
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必 用 熟 鋼。 先 打 成 母 銃。 粗 鑽 完。 取 起 側 飯。 各 用ニ螺 釘。 釘 在 銃 側。 更 

以 鍮鐡銲 著。 乃揷入 尾砧。 左右 措 以螺径 。納子 銃後。 再 用 長 鑽相通 

掃 洗。 仔 細 査 檢 歪 偏。 務令勻 圓 正直： 

尾砧。 後打圓 眼。 以 便下螺 釘。 抬著 銃牀。 下 際 作鈕。 以 扣住攀 機。 

子 母 接 際 。要 極 緊密 抱 合。 若少鬆 寛。 則 煙 拽而彈 出 無 力。 銃 亦 易壤。 

不可 久用。 戒之。 戒之。 

裝 時。 撥前攀 機。 則 子 銃 便 昂 起。 可 以 裝 入 彈藥。 裝 訖。 用 掌 根 重壓子 

銃。 機 則 悶矣。 

子 銃。 常宜 檢點展 拭。 頻頻 澤以 香油。 若 久置不 顧。 則 機 塞 不擧。 致 誤 ， 

大事。 不可 不察。 

火 門。 徑約 一 分。 自火 池 座 鑽透于 銃 底 中心。 與 銃心爲 角。 四十 五 度。 

鑽透 後。 以螺径 猪 塞 剩孔。 更取 巨鑽。 鑽開火 池 座。 別 用晴鋼 一 條。 鑿 


成 火 池。 上 寬下窄 。底畫 一 線。 外 刻 螺旋 七 層。 擰 人座內 。嗟 去 頭 尾 。要 

令 與池座 一 體。 

火 池 瓦。 尾 有 圓 槽。 取 藤 寘 槽 內。 以 擐 于側鈸 上方 軸。 乃 緊捩觴 端雈 

瓦 壓住火 池。 隨開 隨閉。 以防門 藥迸炸 射 目。 瓦 上 打 一 吗 安置 活臍。 

活臍比 火 池 深。 差 長。 故 門 藥在池 內。 龍 頭擊臍 首。 則 臍下 滔起而 銃 

火 池 瓦 腸。 以 黃銅爲 之。 綰入 槽內。 擐在軸 上。 以盖覆 之。 更以 牝螺緊 

著。 

照 門。 照星。 照 荷 蘭 銃 新式 爲之。 對準之 法。 宜亦傚 之。 如 其 彈到中 度 

之詳。 則 當他曰 親驗。 別 著 一 表 耳。 

龍 頭 諸 機。 俱在側 鈸內。 覆 以機廂 。不須 牀上別 挖機槽 。且諸 機 簡約 一 

比 常 銃。 大 率 减八之 三。 故 機 關得病 亦 少。 

迅發搫 銃圆說  . 七 六 七 
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機廂龍 頭孔。 不宜 寛大。 恰好 納綰 斜齒爲 度。 若 有 罅 隙。 恐塵沙 侵入。 

漸致 機轉不 滑。  、 

龍 頭。 腦不 厭卑。 角不厭 高。 非 身親裝 放。 難識此 妙。 

龍 頭 縢。 鋼 鐡鍊成 者。 佳。 

龍 頭 軸。$!^穿 龍 頭 之 綰斜齒 及 腸。 連 機 廂。 以 螺釘釘 著 側鈸。 

腸 格。 若 無 此 物。 腸 力無 所抗。 龍頭雖 擧。 不 能 反 撃。 

攀機。 用 捎釘捨 著 尾砧鈕 間。 

攀機鐄 。子 銃 敞ロ昂 起。 則 龍 頭 低 而不擧 。蓥緣 鐄之彈 力。 全然 止 息。 

此 所以 無 誤發之 害。 

銃牀。 用 胡桃 木。 固宜。 信 州 深山 有 木。 名 曰 槍. 梓。 質 輕 理 密。 柔 韌難 折。 

漸爲 銃牀。 似 勝 于胡祧 。予牲 時 所 製 銃牀。 多用 此材。 

維鐶諸 鉸鍊。 與常銃 無 差異。 故不 別作圖 式。 惟 護 機 不同。 因爲貌 之。 


子 銃鐄。 是銃快 利 之 肯綮。 全 在 此鐄。 太 剛則易 折。 太柔則 易委。 不剛 

不柔。 訣在回 火。 主 造 者 宜盡精 思。 

搠杖。 桿用 木。 惟 頭 用 黃銅包 著。 以釘 捎定。 是銃換 裝恆在 子， 銃。 不要 

用 掘 杖。 今揷搠 杖在牀 下。 何 也。 此非爲 築 藥送彈 。蓋 打 放 後 不經洗 

淨。 藥滓. 生濕。 鏽化壞 膿。 故 亦 須以布 片穿杖 端 小孔。 蘸淨 水。 搠過洗 

刷始 得。 且臨陳 敵猶未 近。 不要 迅速 換裝。 照 手 銃 常規。 從母 銃口 送 

下 彈藥。 挺搠杖 築實。 亦 自不妨 。銃 手 用 力 築 實膪藥 。彈出 有力 且遠。 

是亦 不可 不知。 

短牀。 乘馬者 莫不執 鞭。 鞭 可 以代槊 杖。 故 騎士 銃牀。 用 此式爲 便。 如 

用此 式。 銃身 上宜著 照星。 

門藥 第。 外 內倶以 黃銅爲 之。 惟 藥函活 底 用 魚 鬚。 爲其前 却 之 際。 不 

熱 生 火。 底 下 小 孔。 量 門藥 二三 毫爲 適。 筒 心 與 銃心爲 角。 大略 三 度 „ 

迅發擎 銃圆說  七 六 九 
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裝時。 以前 手 小指 搭第 頭。 向後 引擠。 活蓥 之檐。 自然 擡起火 池 瓦。 第 

鼻 方 臨 火 池。 藥函 之距。 遇 池 座 格 住。 而擠 カ猶少 進。 至 于活底 滲 下 

門藥而 始窮。 再 將前手 挺 直。 則 莆內ー ー觴。 一 齊達 力。 內箫引 縮。 遽然 

復故。 第舊 方形。 內 外接 合處。 多用 竹 釘。 予改爲 上圓下 平。 換 竹釘以 

蟝釘。 第 頭 更爲彎 形。 以便搭 指。 

器用 第二 

彈藥 袋。 以木作 之。 外用 牛革 套之。 中爲ニ 室。 竝以^ 羊皮襯 裏。 以防 

藥包搖 動。 兼 避墜火 亂撲。 彈藥 包。 照 常法爲 之。 用 細 銅線 緊括藥 際。 

取 二 木片。 每片 排列 十二 眼 二 行。 將包上 銅線。 一 一 穿 眼。 緊著背 上。 

乃以 木片 揷入 于兩 室左邊 馬蹄 槽內。 用 時。 以 右手 大食 1 一. 指。 攝藥 

包 銅線 下 際。 用 カー 緣。 括 處即斷 。不要 更 以ロ嚙 開。 

非 陰 雨日裝 数。 宜先將 彈藥袋 外套 下垂。 反轉在 背。 以便疾 速 送 手。 


彈藥 袋帶。 ニ條。 一 挂左 肩。 一 雜腹 間。 使 袋 常 在 臍邊爲 便。 

門 藥盒。 以鍍錫 鐡葉爲 之。 大寸餘 。長方形 者。 佳。 鎌 木 爲胎。 漆而用 之。 

亦 不 惡。  ♦ 

門藥 匕。 用黃 銅製 之。 所以 用 取 門 藥而寫 于靖。 

龍頭觴 鈎。 下觴格 時。 須先 以此鈎 提起 觴端。 不然。 恐 損壞其 螺絲。 

三叉 子。 螺 釘 擰入擰 出。 照 其齒 大小 用 之。 中 心 方 眼。 專 爲瓦縢 軸 設。 

火藥 第三 

以硝 七十 五分 炭磺各 十二分 半 製 者。 可用 也。 如 其 粒顆。 愈 細 愈 妙。 

西洋 火 藥。 舊 分 二種。 用 篩 眼 七釐六 毫 皮 篩 篩 過 者。 爲 大 礮 藥。 篩 眼 

四 釐三毫 皮 篩 篩 過 者。 爲 小銃 藥。 然是未 可燃 此銃。 只 重 一 釐而粒 

數 一 千 四百 二十 者。 即可聽 用。 夫 銃器 譬則身 也。 火 藥譬則 血 也。 其 

死生 作用。 皆係于 此。 可 不 愼 乎。 

迅發擎 銃圖說  七 七 一 
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門 藥。 雷 汞 八 分。 淨 硝 一 一 分。 右 凍石 若 大理石 盆 上。 用 魚 鬚 篾 和 与。 包 

以膠 紙。 盒子盛 之。 納于 彈藥袋 空處。 予作 門藥數 方。 屢 試於此 銃。 是 

方尤 勝。 故 特出 之。 

裝法第 四 

一 擡起子 銃。 一 一 取 彈藥。 三 納彈藥 。四 壓下敞 口。 五 張 起 龍 頭。 六 送 門 

藥。 七對 準。 八 放。 

擡起子 銃。 以 右手 食指 撥 前 機 向後。 徑 探彈藥 袋。 攝取包 子。 

取 彈藥。 轸斷包 子。 用 大食 1 一 指堵包 口。 不令 火薬 散 落。 擧 向子 銃口 ( 

納彈藥 。開 指 將藥倒 傾。 大約 三分 之 一 。便 和 彈裝入 膪內。 更以 中指 

頭重 壓彈 上。  、 

壓下敞 口。 以右 手掌 根。 用 力 壓子銃 上。 待機 關緊 合。 急 疾轉手 向 外 ( 

張 起 龍 頭。 右手 將捉 銃钃。 循牀而 下。 先以大 指撫龍 角。 則 龍 頭 不用 


カ而昂 起。 、 

送 門藥。 將牀尾 緊挨肩 膀。 銃身 平衡 對目。 少鬆前 手。 用 小指 搭門藥 

筒 頂。 向後 引 送。 俟勢 窮盡。 再 挺 直前 手。 

對 準。 中 央 左 右。 遠 近 高 下。 唯 意 所 命。  . 

放。 後手 食指 撥攀 機。 夫 右手 放箭。 左手 不知。 射 之妙訣 也。 

銑 亦 宜然。 後手 撥 機。 前 手 不知。 必無不 中 之 理矣。 

(以下 查百 〇 八圆十 一 枚 略 之) 

跋 

予所著 礮卦。 墓 闡 千古 之秘。 而有裨 於 銃 礮之學 。漢土 自有 周易 以 

來。 三千 有 餘歲。 雖有 此理。 未 有人 能 言及 此者。 泰西 自有 銃藥 以來。 

五 百 有 餘歲。 雖有此 器。 亦 未 有人 能 言及 此者。 適至予 而始發 揮焉。 

而其理 。則 所謂 本 諸 身。 徵諸 庶民。 考諸三 王而不 謬。 建 諸 天地 而不 
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淳 。質 諸 鬼神 而無 疑。 百世 以俟 聖人 而 不惑 者 也。 故 可以通 天下 爲 

礮學者 之 志。 可以定 天下 爲礮學 者 之 業。 可以斷 天下 爲礮學 者 之 

疑矣。 予歲壬 子而著 礮卦。 今 兹戊午 造此擊 銃。 七 年 之 前 爲礮卦 。固 

未 念及此 銃。 七 年 之 後 構思此 銃。 亦未甞 汲汲 於礮卦 也。 然迨器 成。 

而竊 以尋繹 其理。 則 明明 焉。 鑿 鑿焉。 如 珠之在 盤。 無 一 出 於 礮卦之 

外 者。 吁亦 奇矣。 夫 礮卦本 際 也。 今此 銃。 欲 頫而仰 之。 欲 揚而抑 之。 欲 

前 而後 之。 欲 牲而掣 之。 皆 陵 之義。 而其 最可異 者。 陵 卦離上 兌 下。 而 

1 一四 互 離。 與下兌 亦 爲膀。 是全險 中 又 有 小 際。 此非納 子 銃 於 筒 後 

之 象 乎。 是知易 象 之 妙。 出 於 天地 之 自然。 非人 智力 之 所得 爲。 是知 

而今 而後。 五大洲 中。 異 能之士 出。 而 損益 舊銃。 造爲新 器。 雖累千 百 

數。 亦 未 始容有 異於礮 卦之理 也。 世 之 同志 欲 試此銃 者。 亦 得 吾 礮 

卦。 而 精 讀 深 思。 必 當 有所發 耳。 因 爲之圖 說。 遂 私 及 此。 啓 記。 


女 


夭 保 十 年の 作なる が 如し 


女  0 

女 は、 たかき もい やしき も、 三じ從 うとて 人に したが ふの 道 三つ 侍ケ いとけ なきと 

きはぉゃにしたがひ，としさか.-にな.^て人にゅけば，をっ>とに聘した從かひ、としぉ 

い ぬれば子にし^-がふ、又こ の三じぅをっとむるに，ゑんばんて い じぅとて四ッ 

の をし へ あり、 ゑんと は、 ものい ひさ まや さしく、 ばんと は、 たちふるま ひしと やか 

に. て いと は、 か.. >  そめの 事に も. 專ら なる ふるま ひなく、 したが ふ 人に うち ま 力せ 

じうと は 何 ごと も 身 を こ、 ろに まかせず、 仕る 人に たが ふこと なき をい ふなり、 

常に ピの 四つの をし へ を まも， -て、 時の したが ふべき かたに したが ひ、 みちに た 

よぬ やう ろが けらる へ L 

家に ある あ ひだ は、 つね- \ 孝行 を 第一 とせら るべ し、 M と- \ に つけて、 おやの 

お ほせ を をむ くべ からず、 女 は. をと この 子の、 後 まても つきそ ひやしな ひたて ま 

ゥ ると は、 品 か はりて、 ほど もな く、 人の 家に ゆき 侍る 身 なれば、 ち、 は、 にし 力 

ひま ゐら する 乙と も、 しばし の ほど どと 心得て、 一し ほに 力 をつ くして かう，， ，\ 

七 七 五 
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あるべ し、 さ て 人の 家に ゆきた る 後 は、 只今まで、 うみの 親に 仕 へ 奉，.， しま 心 を も 

て、 夫に も 舅姑に も、 わが 身の 勞を いと はず、 よくう けした が ひま.^ ら せて、 こまか 

きことの すゑ まても. その 思しめ さる、 ま、 に. たが ひたて まつる ことなき やう 

にあるべし、 

女 男に かきらず、 つ、 しみの こ、 ろ は.^ こたる まじき ことに 侍れ ど、 わきて 女 は、 

を さなき よ， C  、とし. -ひ身 終る にいた るまで 、慎と いふ 乙と、 しばし も わする ベ か 

らず、か-^そめ の ことにも人ゃ見るらん人ゃきくらんとズかく 、ろを っくべ 

き な 》GN、 

されば、 をうな 子 は、 七つ も すぎなば、 よろ づ もの や はら かに、 た をく しく、 つねの 

あそびに も. 女の すべき わざ をのみ もて あっか ひ、 日に てらされず あめに ぬれず、 

はふ あしき もの、 見 まねせ ず、 をと この 子 を あそびの あ ひて にせず、 をん なのな 

かに も、 人み、 の ほむる もの、 ものい ひっき たちふるま ひに、 心 をつ けて 見なら ひ 

き、 なら ひ 侍る ベ し、 としの ほど 十に も すぎなば、 內 にの みあ，.， て、 漫に 人に 見 ゆ 

可ら^^をさなきょ，c^、ふみょみものかく事をぉこたるべからずピのふ2っのゥ 


ざ、 に こ/おくれ ぬれ ば-お ろかに しても の 、わき ま へ も すくなく よ づ のように 

t 子 

かくる M とお ほ し、 本 さう しな どひら きて も、 め しひの 墻に むかひた らん やうに 

て、 う たてき ものな だ あ る ひ は、 も の 、けいこな どす る 上に も. そ のす ベ を はやく 

しること あた は ず、 あ る ひ は、 う たな どよ みい てんに も. ふ つ、 かにして いや し、 た 

とひ みめよく うまれた，.^ と も、 た まに ひか， nN なきた ぐ ひなる ベ し、 いやしき もの 

の 子ども さ へ 乙 そ、 心 ある もの はビ の ふたつの わざに はお も ひ を もこら すなれ、 

まして さむら ひの むすめ なんど の、 ふ みよみ もの かく 乙 とに うとき は. あ る ベ き 

乙と にも あらず かし、 

うたな ど も、 を さなき よ， =>M  、ろに かけ ざれ ば、 に はかに はなら がた し、 か やうの 

すぢも 人な みならず、 ふ ク 、かにむ のうなる は、 い ひが ひなき もの ど、 乙と に 女 は 

よそへ 出る M とまれに て、 い へに のみ ある もの なれば、 つ れ，. ^なるとき も ほ 

か め う， か k る をう に も、 う たよめ る 人 は、 お のづ から なぐさむ すぢ もす くな 力ら 

ず、 花 に 向 ひ 月 を ながめて も、 人 しれぬ 典お ほ し、 し かの みなら ず、 ゐ ながらに して- 

國々 の 名 どこ K- を もし 久く さ 木の なを も覺 え、 は る 秋のう つ，^ か はる あ， ON さま 
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を も わき ま へ、 古の ひと をと もとし 侍る 心地す る は、 う たな. ON け. CN  、され ど. お のが 

才にほ 乙， て、 よ みうた 又は 手迹な ど. み "た， ON に 人に 傳 ふる は、 あ る まじき 乙と に 

て、 rj  、  あるひと は、 む かしょ. ふかく い ま しめられた 久乙 、 k: せらるべきな 

をん なの ちからわざ すれ ば、 ほ ね も M は く、 ゆ び も ふと く、 す がたい やしくなる も 

の なれ ば、 ち から わざせ ぬかた よ ろ しと も 申しなら はせ ど * のち もの、 ムの 

つまと もな らん 身 の、 太 刀 長刀の あっか ひ、 一 とほ，. =N 心得ざる もい か なれ ば、 と 

しせぬ あ ひだ に、 師 を えらび て、 よ き ほどに 乙、 ろ 得 侍る、、/ きな， CN、 

さん は、 いまの 世に は、 いやしき わざの やうに のみ、 おも ふ 人 も あれ ど. いにし へ の、 

^くげい の ひとつ にも 侍れば、 い さ 、 か、 い やしむ ベ き 事に あらず、 のちに 家 を も 

ち、 內 のま かな ひ を もす る 身 なれ ば、 さ ん も、 わ きか け • じ ゆうにし て、 よ うだつ ほど 

に、 M  ろ えたる よ し *  , 

こと ひく あそび は、 お のづ から 人の 乙、 ろ を や はらげ、 つ れ なぐさむ るた つ 

きも あれば、 わかき よ，.. N 習； 5 はべ るべ し、 た  <  三味 は、 そ のさまい やしければ、 ひく 


まじき なえ 殊にうた ふ詞 もた はれて、 人の こ、 ろ を あしき かたに みちびく 乙と、 

Z  よら はなはだしき はなし * ようて、 た しき かたに 心 ざす 人 はもて あそ ふ.？^ 

じき ものと する rJ とな.^ 

女の 見るべき ふみ も. よに お ほく 侍れ どづね に をし へ r さしる せし もの、 見る に 

ます 乙と なし、 もの 語ぶ み も、 むかしい.^ のなら はし を も わき まへ、 人の よしあし 

を もし， 、ものごとの そな へに もな. て、 よき 乙と もお ほ けれ ど， み だり が はしき 

®  K 物 語 の r ひ は人 の 心 を も う ご か し や す く、 か へって 見る 人の あたと なる 

乙と も 侍る ベ し、 か 、るた ぐ ひ は、 しんしゃく あるべ き 乙と な...、 

からの ふみ も、 力 ある 人 は、 四 書. 小 學. 女 孝 經. 女 論 語. 女 戒. 閨 範.. 烈 女 傅の 類、 必 ずよ み 

て ゑき おほし. ちかき 乙ろ は、 かな もて 譯 したる 本 も あれば、 夫に て 見る もよ.^ し 

きな， Ov 

た. -、 女の いかに こと ひろく わき まへ た i とも、 物し.^ が ほに さしいで て、 もじ 乙 

とばな どい ひ 侍る は、 見ぐ るし くにくげ な，^、 すべてよ そ 人に むかひて は、 內 ばに 

して、 む ざと したる こと を、 いはぬ ものと しるべし、 女の こ、 る あらく しく、 はら 

女 訓  七 七 九 


女 

たつ まじ 

き、 わ が 心 

のみい ひ 

ともげ す 

らび なく 

ベ し、 

みめ 形 は 

乙 ろ の 

び ぬ ベ し、 

ま づ、 心 か 

ち ゐ 、は し 

げて たか 

もい ふな 

とい ふ を 


きこと にも はら をた て- 

に あはぬ とき は 人  を  そ 

さたし、 い はれま じき 乙 

/\ し、 か k るふる まひ 

とも. 心 ある 人 はう とま 

うまれつき なれ ば、 よ き 

たしな み は、 そ の 人の 心 

たまし からず、 は したな 

ちか.^ らず、 乙 ゑ を ば、 か 

わら ひする は あしきな 

れ およ そ、 rJ  の ほそき 

しへ、 すな はち M の rj、 


かし 

6^ よ 

を も 

はべ 

く お 

あし 

した 

ふ る 

、そ ラ 

、や さ 


からぬ 事に も 

き 乙と あしき 


くち 力ま 

れば、 い か 

も ふな， ON、 

き も、 か ふ 

が ひ、 い に 

まひな く 

ほかに も 

じ て、 女 は 

しきもの 


し く 

にす 

ク 、 

ベ き 

し へ 

，し 

ら す 

Z ゑ 

や 一 I  、 

も 力 


な， OS  、い かに はら だ 


七 八 〇 

けしから ず わら ひさ はめ 

M とに つけ て、 人 のうへ を 

い ひの k しる は、 いと もい 

がた 形うる はし く、 才 能 な 

しむべ きのき はみ としる 

やう は あらね ど、 身 の わざ 

のかし 乙 き 人に も、 な ほ 及 

ふた を やかに あるべ し、 た 

ベ か ら ず、 わ らふに も、 聲 あ 

の ほそき をよ しと そ、 人 

し、 は じめ にしる せし ゑん 

、しき rJ と あ， と も、 大 ご 


ゑして人をの、しft^、ぅちた、きなどせん乙 と. あ るべき 乙と にも あらず すへ て 

ことば すくなき か， K よろし. 乙と，^ の はしの み を あら はして • いひつ くさぬ こ 

そ、、： b ふかく 見え 侍れ、 乙とば/? ほき は あやまう もお ほく、 乙う くわいす る 乙と も 

すくなからぬ なう、 男 だに ことばお ほき は、 むかしよ らい ましめ たえまして 女の 

身に は、 大 ぐちな どき 乂、 す 乙し にても、 いつは，. - なんどい ふべき 乙と にあらず、 子 

を いましめ うちの もの さとし 侍る にも、 高聲 などす ベ からず、 い くた び も、 もの や 

はら かに 詞た. - しく、. ^おやかに あるべし， 又 身の たしな み をえ うとす、 いた"" き 

よ， CN あしのうらに いたる まで、 さは やかに いさぎよ く、 か みに も 身に も あ 力つ W 

、、r  、かみよ い かに もくろ く、 身 はいかに もしろ く あらん こ そ、 女 のた しなみ な.. -ぅ 

. ^れっきき よげ な， - とも、 あかつき けがれ ぬれば. 人 はいと ふ ものな えこと に、 な 

つま あせ いづるに よう、 身 もに ほふ なれば、 しばく ゆ をつ かひて、 かみな どに 香 

のっかぬ やう あるべし， 又 ふゆ はさむ き ゆ ゑ 人 も. - ほかた は. お 乙た，" あ， 9. て 身 

もき たなし、 ようい ふかき をよ しとす、 つめたえず きるべし、 但 あ.^ う ふかつ め は 

むごき ものな う、 よ き ほどよ し、 ゐ や う、 あ ^ が ず、 う つ む か ず、 よ う、 たいた くしき 
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をよ しと す、 あ る き 様、 は やき はもと よ， いやしう して あし けれ ど、 あ まり しづか 

ならん もやう くしく 見 ゆ、 あし の は rJ び、 ひろから ずせば からず、 大 かたは こ し 

に 力 を もちた るよ ろ し 、，し しのよ はき は、 な へ たる やうに てあしき な ，0/ す ^J し そ 

,9 たるて いよ し. そ れも ほど あ ひ あるべ し， 

きもの、 し.；； - て、 な つ ふゆに よら ず、 ね んを いるべ し、 身 あまう； 5  k:  くすぐる は、 み 

な， 9. あしき ものな ら、 す rJ しせば き 乙 もちよろ しから ん、 か たの ゆき そ Vj の 

したみ じかき は、 いやし く、 又 ながすぎ たる も： Q なかめ きた i  、身 の.；：：： け は、 な が き 

を こそよ しとす る 乙と な れ、 も やう も いろ も、 ず ゐ ぶん 花やかに て、 し か も： じ VTJ じ 

やうなる よろ し、 は や.^ にし. がふ は， いやしき な ，cs  、殊 に， わ ざ をぎ まひ 子な どの 

しだした らん をば、 い かに 人 はもて はやす とも， お のれの 身に は、 あ る まじき 乙と 

にお ぼし て、 き たま ふべ からず， おとなしく 位 ある やうに したてら るべ し、 に ま ひ 

とむ る も、 ふ かくと むる はよ ろしから ず. か け 香 もしつ rJ  く あまへ たる あし 、そ 

ラ じ て、 も のず きに まかせ て、 お ご，.^ がまし きこと は、 ゆ め -/\- あるべからず、 

かみの ゆ ひか . ？； f け は ひのし や う、 釉 の な 久ぉ びの 結 ひめ も、 世 のはゃft^な，c^とて、 


いやしき てい を まねぶ ベ からず、 身 がらに も 似 あは， ぬすが たに、 よそ ほふ は. 見 r 

るし きわ ざな， -、 かまへ てく、 いやしき さま をば、 見 まね せらる ベ からず， 

物ま：Q.C^ゃぅ、大か^-さだまれる ことなれど、まづ、飯まゐるにも、大くちにまゐる 

ベ からす、 しるす、 るに も、. - とせぬ 樣 にある ベ し、 そ うじて、 物まぬ るに， くちの. - 

ときこ ゆる は あし、、 飯に かぎらず. あっきと て ふくべからず、 しづかに ま „ ^るべ 

しやき ものな どかよ ひの もの、 むし， - て- ^ぬらせ^らば、 まゐる もく るし からず、 

さなき は.^ ゐる まじき な， - 、よそへ 參られ^るを，-は、乙とに何にょらず、ぁれ こ 

れまゐるべからずビ、^cにかなひ^-るもの、ひとっふ^-っまゐ."て、乙とさらと 

ほきと 乙ろ にある ものな ど、 ひきよせ まねる 乙と しかる まじ、 くひて いきく さく 

なる も の、 く ちに ほふ も の、 何 によらず まねる じきな.^ 

酒 も. すこし まやる くるし からず、 かほの い k: か はらぬ ほどに、 まぬ るよ.^ しきな 

文. は、 も つと もかな^ るべ し， もじ ご ゑに かく 乙と よろし からず、 みなよ み を もち 

ふべ きな，c^、ふみ の て い は、さきのぁ い 手にょるべ けれど、 詞 ぶり は、 すべ てあい あ 
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い しき をよ しとす る 乙と なう、 

人とょ-^ぁひたるときは、ゎけて、ざればみくちとくものぃふまじきなぅ、またこ 

との 外しめ.^ たる も. よろし からず、 を かしき 乙と あらば、 うら、 かにう ちわら ひ、 

あはれ なるとき は、 しのびが たく、 うちまかせて、 すべて そこ さは やかに ある こそ、 

めやす けれど、 た や をつ とに か、 る 乙と をば、 小事と い へど も 人に fe- す 可ら 

ず、 ま して 大事と せん rJ と は、 いかほど こ VK: やすき ものな うと もパ まぬ 乙と V 

心得ら る ベ し、 

メの つまと な，^ なんの ち は、 ねても さめても、 をつ と をう やま ひピ、 ろはづ かし 

きものに、. -も ふこ、 ろばえ、 かんえ うなえ あまう にな るれば、 ゐゃ ひもな くな，.^ 

ゆき、 うとければ そむきて. 家の 内と、 の はぬ ものと しるべ. し、 さてよ くく 乙、 

^cにしめて、っ 、しむべきは、しっとのこ、ろなぅ、ぃ にし へ ょ々、をとこのっまを 

さるに 七ッ のす ぢぁ， es て、 その  一 c^はしっとに侍，c^、常にょく心にかへぅ見て、み 

つ 力ら を さめら るべき な， CN、  、 

女の つねの rJ となれば、 いふに 及ばね ど、 たちぬ ひのみち、 もとよ，. -ぅ とかる まじ、 


をつ との 衣類 づ ねにもな へして、 時に のどみ て. さしつ かへ ざる やうに ある ベ し、 

朝はとくょ.c^ぉき て、 身 じ まひい さぎよ く、 か ひ.， i\ しくし て、 夫 のお ほやけ b た 

く し、/-  ^J た ，0, な か ら ん こ と を 心 と し. く  ，c^ や の ま か な ひ を も、 よ くま をし なら ま 

し て、 こ とのつ かへ ざる やう を. む ねと せらる、、/ し、 

お ほやけ のっとめ はいふに 及ばす、 をつ との 夜 ふかく 出、 夜 ふかく かへ る 折 ふし 

も、 す 乙し も， も のうきて い あるべ からす、 たと へ ゆるし あれば とて、 か へ， CN を もま 

た ず、 ふ せうな どす る 乙 と、 ゆ め /\ ある まじき 乙と なう、 

夫 の 衣類 をば、 心に 入れて、 た びく 見 及び、 あかつき たる をば す、 ぎきょ め、 そ Z 

れ た る を ば と つ く  ^C ひ、ぃ さ、 か を まつ なきやう にある ベ し、 又 夫の 手ぢ かく 

と -^ ぁ つ か ふ し な ..^ に は.心 を つ け て>留 守 に ゐ て も、 を っとのかたょ.o^、かれを 

など あらん 時 に、 た ど しからず、 つか はす やう に、 心 がけら る く し、 

つま をつ との 中ら； 5 は、 むつ ましく ね やひ あ， C てこ を、 を つ と も. わ が詞を もき く 

ものな V をつ との あやまち あるときに、 いさめ をい る 、にも、 乙、,， ^して ひさめ 

ら る ベ し， わ が 乙、 一ろ にかな はぬ す； 0 とて、 かどぐ しくい ひ あらそ ひな どして， 
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先 をの 乙、 ろに そむきな ば. をつ との あしき を あらたむ る 乙と はなく して 、た"" 

い たづら に、 むらい のつ み を. 我 身に おひぬべし、 めしつか ひの ものな どのき かん 

を ，0 ょ、な ほ わ け て こ 、 ^C せ ら る ベ き な ら、人 の つ ま と な て は人 に 母 た る の み 

ちき え. ば、 物 を あはれ み 養 ふ 乙 、 ろうしな ふべ からす、 うちの もの ども はいふに 

及ばす、ょもの事にてもぁはれなる^Jとぁれば、身の上のゃぅに.^もひなし、ぃた 

よりつか はすべし、 鳥け ものむ しけらに いたる まで、 あはれ み をく はへ てむ こき 

ことすべからず、 女の手 づ からもの ころしな どす る は、 いと も.^ そろ しげに 見 ゆ 

る ものな ら、 乙 、ろ づ かるべ し 

. にしへ の をし へに も、 をと こ は 外 を さめ， をん な は內を 治む ると も 侍れば、 を 

つとの 家法に したが ひ、 內 むきの ことに 心 をつ けて、 そのと，" しま..、 はふ あらん 

乙と、 もとよ. CS さるべき 事に は 侍れ ど. めしつか ふ もの ども、 うれしく おも ひい 

つまても かげに よらん とたの む やうに， なさけ ふかくお も ひや. 9 あっかる 、ベ し- 

女の あっか ひあしき によ.. -て. をつ とまて を 人に うらます る こと、 世に ま、 ある 

^Jとな.C^、っ 、しむべ し. たと へ よ ろ しからぬ 人な. 5 とも. なさけ ふかくめ し つ 力 


ひ な ば、 か ならず ようにた つ 乙と あるべし、 

人 をつ かひ はべる に. 人 ご と に、 そ の 身の えたる と 乙ろ とえぬ 

ある もの なれば * ひと をば それ に 見 あはせ てっか ふべ し 

ごとくなる もの は、 世 にす くな し-人 々 のか ほかた ちの 、乙と な 

されば めしつ かふうち の もの . ^、す rJ しの あしき rJ と あれば 

かる 乙と よ しから ず、 ま して はな /[ し く、； 51^】 出しな ど せん 

かたの M と は、 ゆ るして つか ひ 侍るべし， 

客のと き、 內 の をん など も の、 あ しき 乙と あ，.^ と も. 客 ゐら れ.^ 

たま ふべ から ず、 但 々客 見られた ると ころ に て、 あ しき 乙と あ 

よくく るし からぬ ほどに、、：：： J づ くるて パ を、 き やくに も 見せら 

へ、 客の 前にて 人 をの、、 しる は あし、 ピ とに をん な は、 や は ら 

えう とすれば、 この 心得 あるべき となう、 

人に ものつ か はすに も、 を しからぬ 體. こそよ ろ しけ れ， す 乙 し 

をが なと 情 ふかく あい /\ し き は. め もよ きもの どか し、 す ベ 

女訓 


と NI  K- と. たが ひ に 

，そうじて わが 心の 

る も 同じ ことな， CN、 

と て、 心 みじか く， し 

はいか^な， ON  、お ほ 

る あ ひ だ， は， し か ら 

ら ば、 何 とどし なを 

れ はべる ベ し、 男 さ 

かにう ちば なる を 

の ものに て も， な に 

て よくふかき は、 を 

七 八 七 


女  訓  七 八 八 

んなも をと 乙 も、 つたなく うるさき ものな，.^、 たしな みたま ふべ し、 た ^女 は 人に 

まつろ ふ もの なれ ば、 よ き 乙と にて も、 專 ら ならん 乙と は、 わ がみち にあら じ をと- 

、い 得らる ベ きな 》CN、 
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久 
元 
年 
九 
月 
成 
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喪 禮私說 

養 疾 

父 》 の疾 ある 時 看とう 參ら する は 大事の 上の 大事な" -も しこ V にい さ k 力 も 

槭みを 遺す 乙と あれば 身 を 終る まて 惯ふ へきの 期な し 慎み 重ん せす は あるべ 

からす 儀 禮旣夕 記に 養 者 皆 齊と見 ゆ 看と， 9 の 男女み な 酒 飲ます 葷臭を 食 はす 

齋戒 して 心 を その 養 ふ 所に 專 にす へし 

行 禱 

父母の 疾み給 ふ を 庸妄の 醫師に 委ねて 療養 を盡 し參ら する 乙と を 知らす 巫规 

道 釋の說 に 惑 ふて 祈念 行禱を もて その 痊るを 求む るか 如き は をろ かなる もの 

の 常と はいへ とも 不慈 不孝の 罪逭る へ からすた 、醫藥 看護 その 力の 限り を盡 

して 效 なきに 至て は 孝子の 心 徒らに やむ へ からす 神明に 祈請して その 陰 佑 あ 

らん^Jとを冀ふ へしこれ 聖人の 許し 給 ふ 所な， -ク旣 夕 記に 行禱 于五祀 とこれ な 

,^本朝にては五祀の祭なければ國中の大小神觝に禱るへし 

七 八 九 

喪鱷^ 說 


喪 躞私說  七 九 G 

疾 病 

疾の甚 しき を 病と いふ その 時に 當て 記に 內外皆 掃 徹褻衣 加 新 衣と あれと も從 

ふへから すいかに となれ はこの 件の 用意 は 賓客の 來， 觀る 乙と あらむ とての 

設 け に 過 き す か う や う の 細 故 に か V は ，c^ て 大 切 の 一 期 を 驚かし 參 らせん,， -と 

お ほく こそ 覺 ゆれ かつ 疾み ふし 給へ る 間 は 見苦しき 衣裳の ま.^ にて， ひま 

ゐらせ 大事の 時に 及び 人の 見む ためにと て あはた、、 しくよ ききぬ たてまつら 

む 乙と 眞乙. <  ろ もて 親に つかへ まつる とい ふへから すか V れは 看取，， ， の 間お 

の.^  9^ のれの 分に 從ひ 常に 見く るし からぬ やうに 勤めお きて 今 はの 際になら 

せ"，^^は^錄に內外を戒めてもの靜にしてぁる へし 記の 男女 改服 乙れ 又從 ふへ 

からす 抑 こ の 時い つれのと きそ や 孝子 慈 孫い かて かさる 外 を 飾る のこ k  あ 

るへ き 

初 終 

疾の 革なる 時遷 居正寢 とい ふこと 溫公書 儀 文 公家 禮 にあれ とも 甚危 きわ さな 

ft- 尤も 從ひ 難しと す 乙れ を遷 して をの 死 を 促さ は 罪 たれに か歸 せんされ ば 表 


奧を云 はす はしめ よ，. -養 ひま ぬらせし 所に て 終う を 取らせ 奉る へ し 

旣夕 記に 男子 不死 於 婦人 之 手 婦人 不死 於 男子 之 手と 云 ふさ あ，"^ こ は 前文の 

御者 人 皆 座持體 とい ふ を 承け て 云 ふな. 9 疾 重らて お のれと 轉侧 する こと 

能 はさる 故に 左右に 侍 御す る もの 各 その 一 鉢 をと り I  ?5 介抱す るな..^ され. 

ともた、 その 轉侧を 助る のみ 拘 執す るに は あら す かし 大夫 はもと よお ノ侍御 

の臣 あるへ し 士に臣 なしと い へと も從僕 あれ は 即ち それな う もし 婦人 なれ 

は をの 手足 を 持す る もの 必す婢 妾の 內 なる へ し 婦人の 手 男子の 手と は その 

寺卸者^^就て 乙 そい ふなれし かる を 人の かたくなに 心得る よ， ON 疾困 しき 時 

に 至り その ffi 妾 子 婦を屛 けて 前 ましめ すそ を 又 美談と して 語ら 傳 ふるに 至 

るいと はかなし をの 妻 をい へ は ゆくゆく 同穴と もなら，： P ものな.. - その子 婦 

を 語れ は 常に わか 疾痛病 養に 侍せし ものな りし かる を 今 はの 際に 至て 一 朝 

にして 反て 乙れ を 絕ち遠 さく 理と 情と に 於て 安 かるべき 事 か はよ く 本文の 

心 を 得 は その 誤れる 乙と を 知る へし 

疾の 困し き 時諠く 奔走な とせん こと ある まし 聲を揚 け悲泣 せん も 病 者の 乙 

喪 鱧 說  七 九 一 


喪 

乂ろを 

乙と 乂 

S  乂 乙 

貧 {:H を 

§ 道に 

に 大事 

の 心 に 

い かに 介 

擧て哭 泣 

へ 病の さ 

たまよ は 

く 坐棺を 

古禮に 遷 

地に ろ 


體私說 

慯 ましむ へ 

して 殊に 戒 

と 年久しく 

擇 はす 死後 

歸 依せ さる 

の 際に 及て 

まかせつ る 

抱し 參らす 

して 哀を盡 

し 重. CV し, vj 

ひ は 古禮と 

用 ふれ はこ 

尸 于牀と い 

せし に 依る 


れは 心す へ きな，^ 佛名を 

禁 すれと も 一 槪に はい ひ 

に 人の 骨髓 にいう つかつ 

必す佛 寺に 託する の 淀と 

と を 保つ へ からす もし 父 

唱名 を禁せ は, vJ  ^ ろ やす 

なら は 唱名 はさら な 6. 打 

も その かひなくて いき 絕 

へし さてし も あられぬ rJ 

を吿け やる へし 

雖兒戯 に 近し なす 可ら す 

時に 於て 大 やう 半 坐 半 臥 

rj と ある は 初め 生 氣の復 

,CN 本朝の 習 はし はしめ よ 


唱^る 乙と M 

難 かるへ し佛 

當 代に 至て 更 

なう ぬされ は 

母 常に 深く 佛 

く は 狄ュり 給 は 

磬 もまた 禁 す 

え 給 は 、諸子 

となれ はまつ 

た 、今の 世の 

の 姿に 取 繕 ふ 

るを冀 ふかた 

.OS 牀を S す る 


七 九 二 

者 は ある ましき 

敎 この 邦に 行 は 

に 貴賤 を 問 はす 

その 父母の 平日 

道に 歸依 あらむ 

し 常 々その 歸依 

へ 力ら す 

はさら な， 0 一家 

親しき 人の も と _ 


習 はしと 

へきな. 

めに 牀を 

乙と なし 


して 多 

廢 して 

去れ は 


今 はた 尸ぶ 遷 すに 及 はす 

尸 を 南 首せ しむる 乙と 古禮 な.^ されと 

と殊 な. 0 必 しも 泥む 可ら すた、 奠を進 

へしもし終-^給ふ時の向き奠獻に便.=- 

古 禮の憮 用 歛衾去 死 衣 は 尸 を 浴せ しむ 

され は 衣 を 去る に 及 はす 暑 日に は 薄き 

.9 かけて 顔に は ひとへ の 服紗の あたら 

その 繕 ひ 參らせ 4^ る牀の 旁に つ い て 供 

は 看とう の 間に 進め まねら せし、 酒醴の 

具 も 今 まて 用 ひ 給 ひしう つ はものなる 

し 儀禮士 喪禮に 奠于尸 東と 見 ゆる は 尸 

に奠 する は その 飮 食に 便， ON よからん や 

つか へまつ るが 如しと いふ 乙.^ ろな り 

ふ 

. 喪 麟 ^5^. 說 


本朝の 屋作 ft- 異朝と 同し からす 今 又 古 

むる に をの 右側に 進めら る k 樣 にある 

あしから はよ き 方に 改む る I を よしと す 

る ； ^^！^り してな り 浴 尸の rJ と必 すと せ 

ト釉 冬の 日に はよ るの もの 常の 如く 取 

しき をう ちお ほひて あるへ し 

物 を 奉つ る これ を 始死奠 とい ふこの 奠 

たく ひの 餘れる を ほひて よし 蒸 食の 膳 

へ し其供物は右の肩のぁた.=^に備ふ へ 

の 南 首に 就て をの 右 旁 をい ふな， 9 右 旁 

うにと な. 0 死につ か へ まつる M と 生に 

記に 即牀 而奠當 ffi と あり K は 肩 頭 をい 

七 九 三 


喪. 躞；^ 說  七 九 四 

うち 寄る 人 をして 尸 を 褻し 參ら せし とて 儿帳を 堂に 設けて 內 外を隔 つる 禮に 

これ を 帷 堂と いふ 平 人の 家儿 帳なければ 屛 風に 換へ てよ し 

喪主、 主 歸護 喪， 司賓、 司書、 司 貨を定 む へし 父母の 喪に は 世を嗣 くへ き 長子 その 喪 

主た， CN 長子な き 時 は 嫡孫 祖に 承け て 喪主と なる へ し 母の 喪に もし 父 あれ は 父 

を 主と なす 賓客と 禮を爲 すに 尊者よ,^ しけれ はな. 主婦 は 亡者の 審な らもし 

なけれは喪主の妻主婦とな，o^內賓と禮を爲すへし護喪は喪の事ょ^cっ取-=^は 

からふ役なぅ何も何も皆^Jの人に申しさし圆を得るな，C^家長又は子*の內に 

V- 才幹 あうて 禮を 知れる もの を擇ふ へ しもし その 人な く は 親友の 內を請 ふて 

よし 衞の司 徒 敬 子の 喪に 遽伯玉 か 孔子 を 請 ひ 奉らし 例 も あるな， 9 司賓は 賓客 

に應 接する 役な う 君の 御 使 又は 尊長の 入， OS 來れ るに は 喪主 を 呼 出す へ しもの 

餘 はみ な司賓 にて 問 を 受け 返すな り 喪主 もし 人に 出て 逢 は 、 お ほやう もの 

い はすた v禮貌を盡すのみにて^vの人の歸るをも送らす司賓送.=^て出るな.^ 

但し 君の 御 使の み 送迎の 禮節常 法に 替ら さる へ し 司書 は 筆 礼の 事す へ てっか 

さとる役な.n^子弟の內或は吏人の書を能くする7pのに命す へ し 司貨は 金銀 米 


錢の 出入 親 賓の賻 贈 を あっかる 役な，^ 金銀 米錢は 悉く 帳に しるして その 出入 

を 謹み 賻贈は 別 帳に 詳か にして 喪 川 を 待つな，"' •  . 

護 喪と 司書と して 仕 ふるものなら は， まつ 屈け 書 を 作，" -續て 親戚 僚友へ の 赴 苦 

を發 すへ し 

凡そ 喪 事に 用 ふへ き 物 を は 護 喪よう 司 貸に 仰せて 豫め 用意 あるへ しその 用 ふ 

る 所の 人 を も あら かしめ あて 置きて 事に 臨みて さしつ かへ さる やうに すへ し 

その 品， は 

55^ の旦ハ E  &釘 お 脂 0  ff 

石灰 木灰 紙 銅鐡鍋 磁注 木 

篦白布 

尸 牀を隔 つる 具屛風 

沐浴の 具 水 桶 ひ m く 浴 盤 沐巾 浴 巾 櫛 元 結 狭 席 

襲の 具 ひとへの 服 妙 た、 み 褥 時 服 帶 襌 湯具襪 禮 服^!^^ 睛御 

き 腰刀 

欽の具 小釉 衾 1  = は 用 矜 =  =  2  =  u  = 五 綿布 

喪饞^ 說  え 力 五 


喪 ま私說  七 九 六 

ム g 小なる ^又よ く 洗 ひ淨め 

厂. もの  ST^- て 乾かした る 

^の 具 t 十 香爐 香盒 香 III 燭臺 蠟 © 花瓶 瓶 子 酒 盃 

同臺 磁 g 茶 茶碗 同臺 罩巾雜 ；-は I は 5， を W  S 盟盆 

S 巾 箸 箸臺. S れは 

括 髮の具 麻繩 

成 服の 具 麻布 gSSg 化 S ま S§ 脑ほ腿 3 錢 s 杖 草履 

靈 座の 具 い 同^ if 衣架。 衣服^ s^i- 刀架 腰刀 太刀 木 主 

治 葬の 具 炭 厨 麻 索 誌 石ギ S 

送葬の 具 f «脑 一？ IS ハ， 4f は そ 白 麻衣  - 

當 用の 人 木工 铖ェ 巧 思 ある 者 録5 は 請 7 ば を 石工 

以上 或は その 舊に 因って 川 ひ ある は 一 器に して 數 所に 川 ひ ある はこれ を 親戚 

近隣に惜<^ ある は こ れ を巿肆に 買 ひ 或は ェ に命し て 造らし む皆護喪司貨 の 措 

辨 にあるべし 

. ^喪に 常 服 を 改め 易 ふる rJ と禮 な， OS 乙れ を 易 服と い ふ 喪主 を はしめ 男子 は 有 


きぬ 羽織 を 去， 9 佩 もの を 解き 襪を脫 き 浴せ す 月 代 そらす 髮結 はすして あるへ 

しもし髮を束ねは麻緖にてと..=^ぁくへし 

K の もと ゆ ひに て髮 をつ かぬ る は 漢土に して は 成 服の 時なら その 前 は被髮 

な. 本朝に 被 妻の 制なければ 乙の 時よ.. -麻緖 にて ゆ ふへ きな"" 

婦女は櫛$^をぉ^cし紅粉を洗ひ去，^髮は同しく麻繩にてか..-そめに取ぁけ置 

くへ し 衣服 も 紅 紫の 華やき たる は 皆 脫き換 ふへ きな.." 

異朝の 禮初 喪に その子と して 三年の 喪 を 服すべき もの は 三日の 內 もの 食 はす 

a の 喪の もの は 一 日の 內 もの 食 はす 五月 三月の もの は 一 度兩度 ものく はすし 

て あるな り 本朝の 禮 乙の 制 見えす と雖も 孝子 哀痛の 餘り飮 食. さへ に 思 はさる 

は 彼我 古今 同し こ V ろなる へし 去れ は その 心に 任せても の 食 はて あるへ し^ 

、尊長 又は 淺 からぬ 友な との わりな く 强ひは 少しく ひて よし 尊長 朋友 はかな 

らす N> の 事に 心 をつ くへ し  - 

右不 食の 事 禮の經 な.. -と雖 も 又 喪服 四 制に 百官 備百 物具不 言 而事 行者 扶而 

起 言而事 行者 杖而 起身自 執事 而后 行者 面 垢 而已秀 者 不璧媪 者 不祖跛 者不踊 

ヒ Y  t 

喪 禕私說  - 力"^ 


喪禮 私說，  .  七 九 八 

老病 不止酒 肉 凡 此八者 以權者 也と 見 ゆかたく なに 心得 ましき なら 

三年の 喪 は 聖人 ひとの 情 を稱， OS て 文 を 立て 給 ひし 所な うと 雖も飮 食の 一 筋 

すら 今の 人に は 易から さる 事な う 試に 乙れ を い はんに 三日 を 過き て 諸子 s« 

を 食 ふとい へ とも 朝夕 兩 度に すきす かつ 盥をも 加 へ さるな り 三月の 後卒哭 

の 祭 はて k 疏 食水飮 すと てし るけ さる 飯 をた う へ 咽 乾きた る 時 水 を飮 むい 

ま た 鹽 醬 を 用 ふ る rJ と を 得 す 十 三 月 に 及 ひ 小 祥 の 祭 畢 ，c^ て 始 て 菜 果 を 食 ふ 

これ 迄 一 年の 間 菜 蔬果實 をた にも 食 ふこと を 得さるな， CS  二十 五月 大 P- の & 

食に饉醬ぁ<.^と見ゅれは凡そニ年の間鹽.^を御せさるなぅその後禪の祭は 

て..^ 肉 を 食し 酒 を 飲む こと を 得る 乙れ 其の 大略な， CS 彊 志の ものに あらされ 

ば 乙れ もまた 能し 難し 

その 期 以下 を 語れ は 期と 九月の 喪は疏 食水飮 して 菜 果を食 はす 五月 三月の 

喪 は 酒 を 飲み 肉 を 食 ふて 宴樂 にあつ からす 期と 九月の 喪 も 葬 はて ぬれ は S 

のみ 肉食ら ふ宴樂 にあつ からさる のみ  - 

本朝 五 服の 制 かう やうの 沙汰な しとい へと も 聖人の 敎に 志さむ. <- よ 乙の 禮 


制 を考へ 合せて 斟酌して おのれの 志 を 行 ふ へきな. 9 溫公番 儀 もお ほやう 右 

に 同し く 儀禮禮 記を參 取して しるされた， 5 その 細 註に 至て 活用の 說 あり 今 

一 ふ溫公 曰く 凡そ. 喪に 居 

行 ふへ しその 體 つかれ 

.9 食 ふて よし 粥に て飽 

からす 疏食水 飲に て飽 

てよ し喪大 記に 不能 食 

へ.^ かの 粥 食 ふへ きも 

へ きもの は 餅 餌 を 食 ふ 

く はよ ろ しからむ とな 

の. み 肉食 ふ へ からす 去 

に 復 .c^ て 食 は す 飲 す し 

て瘦せ 疲れ 疾 とも 成、 り 

か. 0 を もて その 滋味 を 


また M  V に 

貴し となす 

ぁ-^か て ぬ 

殯す るの 後 

てな は菜茹 

註に 性 不能 

りまして 葬 

へした. -酒 

に 居らん も 

く 酒の み 肉 

E 咽 を 下 

は 肉汁 及 ひ 


しるして 參 酌に 備 

と 雖もカ を 量.^ て 

もの は 粥 少し はか 

粗飯 を 食ら ふ 苦し 

絲 醯醫を 食 ひ 

者 可 食 飯 菜羹と い 

も はて . ^疏食 食 ふ 

のみ 肉食 ふこと な 

の は 大祥の 前 皆 酒 

食 ひて 疾 いえ は 初 

..^ 力た くク しくし 

肺醢 或は 肉 少し は 


る 

粥 

と 


て 

な 


至 

ゝ 

ゝ 

ん 


の毀療 する を もて 

日の 內 もの 食 はて 

ねぬ る もの は旣に 

ねぬ る もの は 葬 は 

之以菜 可也と 見え 

ら猶菜 羹を食 ふめ 

も 傷る M とな かる 

云く 凡そ 父母の 喪， 

ももし 疾 あら は 暫 

るへ しもし 素 食 f 

r  J と を 恐る V もの 

る も 苦しから す. 


喪鐵？ 5^ 說  七 九九 


喪 躞 私 說  八 〇〇 

k 恣に珍 膳 美 * を 食 ふへ からす 又 人と 酒 も，.. -し樂 む へからす 唯 五十 以上 氣 

血 旣に衰 て 酒 肉に よらされ は 扶養し 難から む もの 必 しもし からさる のみ 

か V れは 五十す きし 人な，.. - とも 幸に して 血氣 おとろ へ す は 法の ことく 勤む 

へき： と 論 を 待た す 

今 の 俗、 親 の 喪に 居て 弔客 來 るに 遭 へ は 宴 を 開き 酒 を設 くその さま 賀 客に 饗 

する に 異らす 客 も 亦 酒 を 携へ相 過. 孝子に 强て 酒を飮 ましむ るに 至る 放逸 

無慚のぁ》.:^さま痛く いましめす は ある へ からす 

喪に は飮食 衣服の みに あらす 居 處をも をの 常を變 する 乙と 禮 な，.. -禮 記に 父母 

之 喪 居 倚 廬不塗 寢苦枕 a 不說 絰帶 とて 父母の 喪に は 家の外 東の 壁に 木 を 倚せ 

かけ 草 を ほふて かう いほと し 壁 を も 塗らす 夜 も その 內に 喪服 をつ けし ま乂 

にて 藁の むしろに つちくれ を 枕と して い ぬる となら こ は その 親の 外に 在，..' 

て土に就くを哀しみ我身を安逸するに忍ひさるか故なぅされと歲に大寒大：^^ 

あ，.. N 時に 雨 濕風凉 あう 今の 世に 生れし 薄弱の 人い かて か 能く 此禮 に堪へ 得ん 

その 力 を はからす そ を 行 はんとして 父母の 遺 鉢に 疾を受 くる 程なら は 却て 罪 


ふかき わさなる へし 去れ は 今の 人に 在，. -ては 罈 祭して 常に 復 らんま. て は 男子 

は 表の 居間に 居 宿して 故な けれ は 奥に 入らす 婦人 はたやす く 表に 出て す 坐す 

るに 褥を用 ひす 臥す に 布 衾 を 用 ふる を もて 倚廬寢 苦の 禮に換 ふ へ し 

治 棺 

凡 を 死 を 送る の 道た- -棺 のみ 身に 親しき ものと すなれ は 孝子の 尤も 心 を盡す 

へき 所な. - しかるに 初 喪の 日に 及 ひ 法の 如く 造， 9 し、？^、 めんに は その 工夫 も 

たゃすからす^vのc^く，..^はてむ日を待っぁひたにゃvもすれはその尸腐敗に 

至る^Jとぁ，=^かくては親尸を恥かしむるとぃふへし暑月には殊にこ乂..^を苦 

む るな，c^朱子も今棺用漆要三 日 便殖亦 難の 言 あれ は 曾て こ.^ に艱 まれし こと 

と 見 ゆか、 れは あら かしめ 壽器を 造る にし かしな と 云へ る 說も見 ゆれと 乙 は 

みっから なし 置か は こそ あらめ 今の 時 俗の 情に 於て 父祖の ために 凶事 を あら 

かしめ する の 嫌に わたれ は 極めてな し 難し 事に 臨みた やすくな し 得へ き 良法 

を もとむ るに しかす のれに 乂. に ひとつの 考 あ.. -今 委しく いふへ し 家 語に 孔 

子 中 都の 宰 たる 時 四 寸の棺 五 寸の槨 もて 制して 送 死の 節と なし 給 ひしと 見え 

… 、要 鰹 說  八 01 


喪 蹬；； ^說 

傷子の^^にぃにし 

分餘に 當れ， は 孔子 

れ 今 ffi を 造 る に 

ふ 所なる へ けれど 

に 挽 わらせな とせ 

お ほく は 濕：； S なき 

得さらん に は 厚 さ 

松椅ぃ つれの 木に 

に 過き て 川 ひかた 

川ひ し 2： 材に まさ 

えされ とも 極めて 

を械 せ，^ と い ふこ 

束ぬ る 乙と を载せ 

乙 と ぁ 又 劉 熙 の 


へ聖 主の 埋葬の 制棺 

の 四寸は 曲尺の 三寸 

乙れ 等の 度に 合 ひぬ 

初 喪に 於て はたやす 

ひに は 徒らに ひまと 

乙 と 能 はす 棺を 造る 

一寸の 板 を 用 ふへ し 

て もよ く 乾きた る を 

しと もお も ふめれ と 

る 乙と 5^ かる へ し 松 

良法なら 稱 用す へ し 

と 見 ゆ 乙の 言 疑 はし 

又 熬黍稷 と 魚 脂と を 

輝ネ. F ゅ棺 JEfe 緘 


八 〇 二 

三寸と 兄 ゆ 周 尺の 一 寸は 今の：^ 尺の 七 

にち かく 墨 子の 三寸 は 尺の 二 寸に餘 

る 材を用 ひん 乙と 孝子の 心に 恢く おも 

く 求め 得 かた かるへ し 又木 を 得て 新た 

る へく かつ 新たに わ， c> たる 木 は その 心 

に 不便な，^ ようて 時に 臨み やむ M と を 

一 寸板は 所在に 必す ある ものな. OS 杉栴 

用 ふ へ しお 禮に 拘， 泥め る ひとは 薄き 

今 良法 を 得て 松脂 もて 裹め はいに し へ 

脂 もて 棺をっ V むこと 2^ 秦の .fcg: に见 

疆 子の 害に 堯舜禹 の ffi みな 葛 もて これ 

きに似たれとも禮經にも皮^^もて枢を 

棺 旁に 設けて 蚍孵を 惑 はしむ ると 云 ふ 

咸也古 者 棺不釘 也と Dn^ ゆれ は！^ 子の 言 


あな かち 疑 ふ へ からす 古代 智 巧の 足ら さ し 時には か.^ る 乙と も 乙 そ あ ，9 'つ 

ら めと おも はる、 な.. M 曷 もて 緘し皮 もて 束ぬ る いかに 固く ちから を 用 ひむ も 

その 合 ひ 目の 臭 氣を漏 さ 、る やう や は あるし かれは こそ 蚍蛘を 惑 はすの 設に 

も 及； 5 つらめ 臭氣の 漏る 程なら は水氣 もま 入， つ へ し水氣 入..^ な は 木の 厚 

きもな にか はせ む喪大 記に 君と 大 夫との 棺を蓋 ふに 漆 を 用 ふること 見 ゆれと 

こ は 唯 その 鏠際を 塗ら 塞く.^ てに て 全棺を 塗る こと- -は 見えす 又 漆 も 水 土の 

氣に s-^ て はや かて をの 堅 緻の性 を 失 はさる 乙と を 得す か、 れは， K とひ 六寸 

^大 七寸 f3 八 寸« 大の材 を 用 ひて 漆 を 施す とも 久しから すして 終に 土質に 化 

すへ し 今 良材 を 得すして 一 寸の木 を 用 ふる も 松脂 もて 全棺に 被らし むる 時 は 

牢固 堅赏 にして 臭氣を 漏らす の 患な く 又 水 氣尸を 侵す の 恐れな し 水氣. K に 滲 

透す る 乙 となく は 永く 朽腐 をまぬ かる へしこれ を かの 厚材を 用 ふれと も 尸 臭 

の， 泄る 、を も 防き 得す 埋葬の 後 水 氣膚に 親つ きその 棺 材を幷 せて 速 かに 土 化 

する に，？^  くらへ 見 はい つれ か輸ぃ つれ か 贏 智者 を 待す して 辨へ 得つ へ しさて 

その 棺の 造う やう は 裏面に 成る へき 方の み 鉋 を 用 ひその 表面 は雜 にて 挽きし 

喪禮； 說  八 ◦ 三 


喪 鎌； # 說  八 〇 四 

ま 1H なる へ しかくす るに ふたつの 子細 あ ftN 一  つ は 板 をして 薄から さらし めん 

かためな う 一 つ は 塗る 所の 松脂 をして よく 板に 粘 綴して 剔剝せ さらしめ むか 

爲な らもの 四隅 底 蓋と も あ， さしと い ふものにして更にしけく鐡釘を下して 

堅むへしその外面は松脂を煉-^て周ねく塗るへきなぅ程子の棺を裹むに松脂 

もてす るの 說は 誠によ した V 雜 書の 松脂 地に 入る 乙と 千年 茯茶 とな， 萬年號 

珀 となる の 言 を引かれしはぃと淺はかな..^茯Kfぁに松脂の變する所にして琥 

K 豈茯 茶の 化する 所なら む やかつ 松脂 一 物の みに て は 裂 やすく 剝け やすし ひ 

と. K ひ裂剝 する 乙と あれ はいかに あつく 施す も 前 功 皆 空し 高 K その 裂る を 病 

て 少しの 蚌粉黃 蠟淸油 を 合せ 煎し 用 ふ へ しと 云 ふと 雖も その 劑量を 云 はすこ 

れもまたぉ^^そかな，.^/?のれ西洋書中に參考して 一 方 を 得た ぅ棺を 塗る に 用 

ひても の 妙い ふ へ からす 今し るして 同道に 貽る その 方 松脂 土 芥を雜 へ さる も 

の 五分 黄蠟 二分 猪 脂 半分お のく 細かに 碎き 或は 切り 片 にし ひとしく 銅鏺鍋 

に 入れ 焰の 揚ら さる 漫 火に 上せ- 3 け ひ M 射 S 賺ほ I 巧り 棍 もて 手 を 停めす 提せ 

よぐ 榕和 せしめて 泡立ち 沸 あかるま てに 至 6, 觜 ある 器に 移し ^一が」：^  5g 1 人 


^vの器をと-=^棺面に傾るを兩人棺の左右に在りて幅廣き木篦もて大ょそ厚さ 

一 <P よか. 9 にむ らくな く 塗 6- わたし さて 上に 白堊の 粉 を 篩 もて ふる ひかけ 

» にて 刷き 去る へしし かすれ は 物に 粘す るの 患な し S を 掩ひ釘 を 下した る 後 

その 合 際に は 更に 溫め 能く 熔 して 流し 入る. "やうに はから ふへ し 

後隱棺 をき する に 釘 を 用 ふる 乙と を 欲せす して 鐡鏽板 を 壞，. "-叙 擊尸を 震 は 

しむるな とい ふ もの あれと 燕 尾錠 筍 はいつ れも鐵 釘の 固き にし かすかつ 釘 

を 用 ふる も その 頭 深く 松脂の 下に 沈めて 濕を ひき 鏽を 生す るの 患な し 尸 を 

震 はしむ るの 說に 至て は 尤も 迂怪 とい ふへ し，^ とひ 燕 尾錠 筍 を m ひん も椎 

擊を はまぬ かる へからす 均しく 椎擊 な.. -何そ 釘う つのみ しからん もし 椎を 

用 ひすして 合する 程なら は その 棺脆鬆 にして 解け 易く 久しき に耐 へさる へ 

し 去れ ども 强て震 尸 を は k から は 螺釘を ほふる にしく は あらし 擇ふ へし 

後 儒 棺鏠を 塞く に銀硃 漆の 方を稱 用す その 說に 云く 株 性 極めて S 氣を收 む 

凡 漆器 を 密室 中に 置く に 雨 日に 遇へ は 必す潤 を 生す た、 硃 漆の み獨， "乾く 

故に 此法を 用 ふ へ しと 现に 暗き 論な う 果して 然らは 株 漆 はかき， 9 て 川 ふ , 

喪 禮私說  八 


喪 禮私說  八 〇 六 

からすい かにと なれ は 雨 日に 外に 潤を帶 びぬ る は 濕：！ ^を內 に 引か さるの 驗 

な. 0 をの 時に あた， 9 て 乾け るは濕 氣を內 に吸收 せる しるしな， 9 濕氣 を吸收 

する は その 質に 氣眼 ある 故な， CS 氣 眼の 內濕氣 を 含め は その 質 やかて 軟化し 

て遂に剝脫せさる乙とを得す^Jれ理の明かなるものな，C^漢人多く窮现にぅ 

とくその 言 杜撰 臆說 多し 擇 はす は ある へ からす 

又 蛀の枢 木 を 壤るを 恐る k 說 あ.^ 蛀 はもと 外氣の 入る よ. 0 生す 今 わか 法 も 

て 棺に周 すれ は 外 入る 所な くして 蛀 もまた 生す るに よしな かる へし 

力く その 棺を 制すれ はもの 殖日 を久 うすと い へと も 臭 を もらす の S れ ある 乙 

となし 求 子 もし 寸 板の 薄き を 嫌 は k しっかに さらに 棒 を 造らむ も 本よ，.， -妨け 

す王制に六十歲制の制ぁ，C^と雖も^Vの椁は死後に至て造る^Jとな，C^擅弓に旬 

而布材 とい へ る その 證 な.. =N た 乂し棺 木 厚き に 過き ぬれ は a くして ® け かたく 

擴中地 を ト：： むる こと 廣 くして その 木 腐壤の 後必す 壙土陷 落す るの 患 あ ，0, 故に 

木の E- きに 過る は 好む へきに あらす 椁も s 人の 制に してい にし へ ょ.o^川ふる 

所 なれと も 保 藏永安 を IS れは川 ひさる にし かすと 司 ISiX 溫公は いはれ た， CN 孔子 


の 御子 伯 魚 を 葬ら 給 ひし も棺 あうて 

と 聞え.？^ れと 周代禮 文の 盛な りし 時 

今の 士大 夫の 家に 在 6. ては椁 はなく 

棺を 動かす に 便.^ せんとて 底に 太き 

ゆれと 鐵は 朽ち やすく かつ 棺の 弱み 

輋牀を 小 方牀の 如くに 高さ 七寸 はか 

/>n しご？  0 出 枪の時 まて は こ 

く  〈き孔 を 穿ち 杠をは 貫ぬ かす ffii- 

へ, J 四方に は大餵 二つ宛 を 施し 麻の 

二十 枚 はか リを 周く しき ごり 转.. 仅ら 

v-.i^M 上に 居 ゆるな-' そに ン を？ 

もて 棺を * 牀に結 ひ附け E に 太き 麻 

そ を 互に 取，.^ ちか へ て 固く 結 ひさら 

すへ し 又 塗. たる 松脂 を剝 さ.^ らん 

しき を 取- =N その 一 隅 を內へ 角に 刊，^ 

四隅々々 に當て その上に 索 を かく へ 

喪.. 禮； 說 


椁 なしと 云 へ .=^^Jは孔子の貧しか.C^し故 

に 聖人の 家に てた に 省き 給 ひし 所 なれ は 

て そ 宜し かる へき 

鐡鐶を 釘して 索 を つらぬく の 說家禮 に 見 

ともなる へ けれ はしかせ さるに しかす 但 

, ^に 作うて をの 前後に は 二 長杠を つらぬ 

は杠に 跨，^ て 大索を 透す へ き孔 八つ ある 

大索を 貫ぬ きさて 棺を すえば S 錄博； £ ば S 

て棺を 動かす へし 出棺の 前に 至 6- その 索 

索 を 取， 0 杠の 下よ，^ 牀 面の 孔 へ 引き出し 

にも； 0 とい ふ もの を 加 へ て その 索 を 堅く 

ために はかね て 方寸の 角 木の 長さ 棺と齊 

去，^ 大 やう 制 刀の 形の ことく 造-^ て その 

し 棺衣は 白 布 もて 制すへ しその 品に 應し 

八 〇 七 


喪 饞 說  八 〇 八 

て帛を 川 ひむ も 本よう 不可な し 

. 近 乙ろ 苟簡の 俗に 狗ひ S 棺の說 を唱 へて 水 甕 もて 棺 となす もの あれと も 快 

.. からさる わさに して かつ 送葬の 道の 程甚 危し效 ふへから す 市中 野外い つれ 

.. の近を行かんも逸牛奔馬なき^-とを保っべからすもし^Jれぁ，c^て异夫に觸 

れんに 地に 墜さ、 る 事 を 得へ からす 棺 地に 墜ちは 必す碎 く へ し棺 もし 碎 

け 散， 0 な はいかん とやす るか V る rj とお ほかた は ある へ きこと にし も あら 

ねと 喪 は 大事な う. 萬に 一つ も悔 ゆる 乙との なから む やうに 深く 盧を めくら 

, さす は あるへ からす 子 思 も 凡 附於身 者 必誡必 信 勿 之 有 悔焉耳 矣と云 はれし 

にあら す や 

誌 石 

誌 石 は 後來發 掘の 患 を 防 かむ とての はか，^ 乙と なればなくて は 叶 ふへ からす 

石の大小ははしめょ..^定制なし大ゃぅ兩面平かにして大さ棺を掩ふ程なるを 

擇ふ へし 漢土に て は 石 二 枚 を 用 ふること なれと も 一 枚に して 事足，^ ぬべ しそ 

の 書法 異朝に て は 唐の 代よ-^  rJ なた 大 やう 同し けれと も N> れを諳 誊に考 ふる 


に それよ， 9 前 は 一 やうと は 見えす 本朝 にても かくは あるへ き 近き 頃に 至うて 

其 石の 表に 假名 文字 を 取，^  せ 此所某 姓名の 遺骸 を藏 むと 誰 人に も讀 やすき 

やうに した、 め 裏に その 歷官生 卒を眞 文に てし るし その 實を傳 ふへ しとい ふ 

l^^ぁ.=^大かた世人の用ふる所な，》-されとぉ のれ は尙 をの 表の 書法 を 改めた く 

おも ふなう .. 

宋書何 承 天 傅に 文 帝 開 玄武湖 遇 大家 得 一 銅 斗 帝以問 群臣 承 天 曰 此新莽 時 威 斗 

三 公 亡 皆 賜 之 葬 時 三 公 居 江 左 者 惟 甄邯此 必邯墓 也 俄而冢 內更得 一石 銘曰大 司 

徒甄邯之墓と云ふ^Jと見ゅ^Jれ漢代誌石の書法な，.^されは今この法を取，^て 

誌 表 は 某 生 名 墓と しるす へし 文字 も 少く俗 服に も 更に 知れ やすくして よかる 

へし その 裡 面の 眞文は あらむ もなから む もお のく の 心に 乙 そ 任す へ けれ.^ 

年月 は ある 方 そま さる へき 誊法覺 束な く は 心得た る 人に 問 ひ はかる へし 

沐 浴 

沐浴 は 古禮今 俗み な爲す 所な うと 雖も 人情に 求めて 甚 快から す.^ ほ ゆるな"^ 

"かにと なれ は 生 時裸體 もて 人に 見 ゆる ことなし 死して 後人に まかせて 浴せ 

喪 體私說  八 C ナ 


し L る もし 知る 乙と あらむ にあに 快し とする 所なら む や 故にお のれ は苟 子の 

言 に從 ふに しかす とお も ふなら すな はち その ft に 不沐则 濡櫛三 律而止 不^  m 

潘 巾 三式而 止と あ， 9 律 は髮を 1^. むるな う 式 は 拭と 同し 苟子は 周 代の 儒に して 

しかも 禮を 好め， 0 しかして その 云 ふ 所 かくの 如し 今 乙れ に從 はむ に 誰か そ を 

不可な. 0 とい はんされ は 今 俗に 任せて 沐具洛 具を備 ふると も必 しも 用 ひす 髮 

を は 櫛 を 潜して 三た ひ 现 めて やみ 面 を も 巾を濡 して 三た ひぬ く ふて 止む へし 

もし 下 體汙稳 あら は 拭； 5 淨む へ きこと 言 を 待た す 

襲斂 入棺 

襲 は 尸に 禮服 をき せ參ら する をい ふ 異朝に て は 襲して 後 冒 もてお ほふな ft- 冒 

は 上下 二 鉢に してい つれ も 直囊の 如し 上 を 質と いひ 下 を 殺と いふ 殺 は 足を韜 

みて 上 行す る ものな う 質 は 頭 をつ Vみて下行するものな，C^今^Jれを略す斂ょ 

數々 の 衣裳 もて 包み まわらす る を 云 ふ古禮 には斂 にも 小 斂大敛 の 別 あら 小斂 

の 衣 は 突なる TP の 中に あ， 0 大斂 の农は 美なる もの 外に あ，^ その 儀 節 もとよち 

胤る へ からすし かる を 溫公喾 儀 文 公家 禮ニ喾 に は 兩敛を 合せて 小欽 にあて 敎 


棺 もて 大斂に あつる に 似た. c  ニー  公 あに 古人 大小 敛の制 を 知ら さらん やま さし 

く當 時人に 從ひ S からしめ むと て かく その 煩 文 を 去， 9 简 省の 法 を は 定められ 

しなる へ し 本朝 殊に 簡易な 二 ：！： ふの 俗 なれ は 更に 斟酌 を 加 ふへ きな ぅ髮を 律し 

面 を 式 ふの 後 臥牀の 旁に あたらし きた V みを鋪 きその 上に 褥を しき 裤の 上に 

衿 をし く 但し 衿 は 角 違 ひなる へし 衿の 上に 小釉 二つ を 一 っを顚 倒して 据を深 

く かさねて その上に 襲し 參らす へき 禮服 をし きさて 今 まて ふし 給 へ る裤 上に 

就て 面を掩 ひし 服紗の 上に 兩角を 合せて 腦後 にて 結 ひ禪を 着け 歸 下着 を 

きせ 襪を つけ. ^ねらす へ しさて しき 設けた る禮 服の 上に 遷し生 時の,. J とく 着 

せ 參 ら せ 帶 ひ も は 皆 眞 結 に す る な -^ 

異朝 本朝と も 襲す る 時の 衣 を 左拖 すへ しとい ふ もの あ. これ 士喪禮 乃 襲 三 

稱の鄭 註に 凡 衣 死者 左袵不 紐と い へ るに 誤 6 ノ據れ るに て ゆ V しき ひか こと 

な. 抑 左袵は 夷狄の 俗な.^ 孝子 は 死につ かへ まつる 乙と 生に つかへ まつる 

か 如しと い へ うさる を 親のう せ 給 ひてい また その n を も竟へ すして 忽ち 夷 

狄の 俗と し椎を 左に しまねら せむ と N- れ をし もしの ふへ くはい つれ を か 

喪醴； 5^ 說  八 二 


喪 躞 說  八 一二 

しの ふへ からさら むはた してし か あらんに は 死者に して 知る 乙と あら はよ 

く愧慽 する 乙と あらさら め や 聖人 終を愼 みたま ふの 禮 にか.^ る まさな き M 

と ある へ くも あらす おも ふに 鄭 氏の 士喪禮 註に 云々 する もの は 蓋し 喪大記 

の文にょ，0^て誤れるなぅ喪大記には大斂小斂祭服不倒皆左袵結絞不紐と見 

ぇた..^鄭註に反生道也とぁぅこれまさしく小敛大歛の禮にして襲禮をぃ へ 

るに は あらす しかる を鄭康 成の 大儒に してい かにして か 誤， 9 けん 小 大の欽 

法 ははし めに もい ひし か 如くた 乂 ちに 尸に 衣す るに は あらす 襲の 後 冒 もて 

韜 みし 上 を さらに 衣裳 もて 或はた 乂 しく 或は 倒に してつ > ^みした k むるな 

らそを も 生 時なら まし か は 右 を 先にし 左 を 後に しすへ ての 帶をも 屈 紐して 

解き 易く せまし を 死者に は復 解く へ きの 乙と わ， 9 なしと て袵を 左に しつ V 

：3 ま は 厳 解 I； めも眞 むす ひに するな-. - はしめ 襲す る を， ON に は 衣帶を 

も 常の 如くに して 小 大歛に 至， „ ^て かく 生 時とう らう へ なるあきて を 用 ふる 

乙と 乙れ なん 禮は變 する を 貴む の いはれ なる へ き 

さて起したて半坐の形にし腰刀を膝の上に,^-き小釉ー っを取.=^て.^->-みて上 


よ， 5 うちかけ 顚 倒して しきた る 衣 もて 下よう 上に 掩ひ釉 もて 胸 前 を 左右と 掩 

ひさ かさま にせさる 衣 をう ち 返して 釉 もて 背後 を 右左と お ほひ さて 衿の 四角 

を 左 を 先に 右 を 次に 前 を また 次に 後 を 終.^ に 打 返し 白 布 六尺 一 幅 を 二つに 裂 

きたる もて 撗に ふたと ころ 結 ふへ し棺に ははし め 木灰 を 篩 ひ 紙袋に も.. - 袋の 

ま V 底に 鋪く  rJ と 三寸 その上に 小褥を 加へ さて かさねた 、みの かたはらに 席 

しきて 棺は その上に ある へ し 尸 を斂め 参らす るに はまつ 綿 入，^. る 衾 を棺中 

に 置き その 四 裔を棺 外に 垂れ 子孫 婦女 侍者と もに 手 を盥ひ 共々 尸 を 擧て棺 中 

に 納れ參 らせ衾 裔の前 を 先に 後 を 次に 左 を また 次に 右 をのち に掩ひ 存生の 間 

の髮 爪落齒 なと は棺の 角々 に 納めす きます きま は 弊衣の よく 洗ひ淨 めて よく 

乾かした るに て 動搖せ さらん 程に 務めて 充實 ならしめ て 後 蓋 を 加へ 釘 を 下し 

松脂 を煖 めて その 合 際 を 心して 塗，^ 塞く へし その後 上座に 居 ゑ まねら せ 前に 

靈 座を設 くへ し 異朝の 禮は靈 座を柩 側に 設 くる 乙と な.. -こ はいに しへ 柩を拜 

するの禮なきか故な.=^今の人情柩を拜せさる乙と能はされは前に設くるをょ 

しとす 禮座は 中央に 高き 卓 を 設け 側に 太刀 又は 衣架に 禮衣を かけ 置くな"^ 前 

喪 體私說  .  八 ニニ 


^  •  に 一四- 

に は 少し 低き 卓 を 安，^ し 又 その 前に 香 案 を 設く禮 座す てに 定まる 時 手 を盟ひ 

饌を 低な 上に 供へ 香 を 焚き 護に 酒く みて 奠す へし 神主 成，^ な は 商き 卓に 置き 

奉る へし 

禮記問 喪に 三 H 而後 斂者以 俟其生 也 三日 而不生 亦 不生矣 孝子 之 心 亦 益 褒矣 

家 室 之 計 衣服 之 具 亦 可 以成矣 親戚 之 遠 者 亦 可 以至矣 是故崔 人 爲之斷 决以三 

n 爲之禮 制 也と 見 ゆれと -こ は そのむ かし 人身の 窮 に 至らす 醫術 もい また 

明かなら す 假死を 認めて 眞死 とせる もの あ，^ しによ，^ て垂人 ゆか、 る 制 を 

しも 立て 給 ひしなる へし 今の 世に あ ，0- て は醫の ゎャ」 もす てに ゆ W しく 人身の 

窮 も ゆきと V きて 死して W ひ 生く へから さる こと は 始めて 死す るき 旣に 

あきらけ くまた 生なん 望 は 露 かくへ くも あらす しかる を 乙の M に拘 は，^ て 

月な と 三日 待なん とする あ ひたに をの 尸 腐敗して 臭 ハラ.^ -に ffi ち 人 をして 

厭 fi^ 惡 せし ひるに 至らん に は その 親 を 恥 かしむ るの 罪の かれ かたし 異朝の 禮 

士大 夫と もに 三 口にして 濱 すると はい へ とも 本よう 深く その^ ハ 抓の 泄，^ て 

人の 惡ま むこと を 恐る 故に 死す るの 日に 必す 襲して 冒 を 加へ その 第二  H 黎 


小敛 する に必す 十九 稱の衣 を もてし その 第三 日 黎明 大斂 する に 必す三 七 

稱の衣 を 備ふ稱 は 今 一 かさねと いはん か M としこれ 聖人の 深意な うい ま悉 

く^Jの禮を備へ むに は 異朝の 禮 によらむ もし かる へ けれと 今 乙な たの 士大 

夫 財に 乏しき かお ほかれ はいかて かこの 數十稱 の 衣裳 を 製して その 禮を行 

ふ^Jとを得んされは眞死と知，C^なはその哀痛を忍ひてとく造棺を命しその 

尸の 臭 を 起さ.^ らん さきに 棺斂 せま ほしき なう 家の はか， リ 乙と S らす とも 

衣服の 具備 はらす とも 親戚の 遠き もの 至らす ともさて あ，.^ なむ 父 a> の 尸に 

恥 見せ 參ら する に 比すれ はもの 、數 にあら す 今し はし 留め ま ぬらせて むと 

おも は V 送葬の 日 を 寬 くして をの こ V ろ を 致す へ し 

春秋 左 氏傳僖 公三 十二 年 冬 文 公 卒庚辰 將濱于 曲 沃出綠 柩有聲 とい ふこと 見 

ゆ 經文を 案す るに 晉公重 耳のう せられた る は 十二月 己 卯な うされ は 庚 辰 は 

その翌日な，c^禮に牀に在るを尸とぃ ひ棺に 在る を 柩と云 ふ 今 柩と稱 すれ は 

その 棺に敛 ま， CN しこと 明かな.^ 小傲大 傲斂棺 ともに 皆 一 日の 內に行 はれし 

事なる へし 諸侯の 喪禮は 五日に して 殯 する N- と 常なる にかく 速  力な 》> ^し は 
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甚 しき 變禮と 云 ふ 

もす へ き 力 

成 服 

異朝の 膿に 成 服と い 

て 足し 成す ゆ ゑに 乙 

常 服 を 易へ 今 また 眞 

大夫 常に 冠 を 冠す る 

茶道の たく ひ は十德 

麻布 もて 縫 ひつ --ぅ 

古禮 三日に して 服 を 

は 死 日の 第 四日に し 

なる へ し 前日 棺に斂 

明に 服 を 成し て 可な 

喪服 は 禮經に 所以 飾 


へしされ と 今 乙の 方の 士大 夫に 於 


て は 却て 還 葬 の 


^ と 


へ る はさきに すてに 

れを成 服と い ふな 

の 喪服に 改 むれ は 同 

M とな けれ は 唯 衣服 

その 以下 は 羽織袴 そ 

て 着る へ しその 說下 

なすと はい へと 生に 

て殯 日の あくる 日な 

めて その あくる 日 葬 


經帶 しぬ る を 

本朝に 經帶の 

しく 成 服と 云 

のみ を改 むる 

の 喪の 重き 輕 

につま ひらか 

は 來日を かそ 

, ^され は 今 も 

を 送らむ. とな 


今 ま た 冠衰の た 

制な し と 雖も初 

ふへ しい ま 乙な 

な.^  士大夫 は 上 

きに 從ひ あらき 

な Ay 

ふるの 制 なれ は 

服を改 むる は斂 

らは その 葬.. ^の， 


くひ も 

終の 時 

たの 士 

下醫師 

.P き 白 

その 實 

棺の後 

日の 黎. 


哀と 見え 本朝 にても 服と し 云 へ は 喪の 乙と. -聞ゅ 凡 を 喪 


ある もの 常に 別なる 服 をき る と 彼我に 通 ひし 習 ひな，. しかるにい ゥの 頃よ 

,.=^かくな..^くたぅしゃさ.s^かならねと父母の喪にさ へ その 服 を 着す そ を あや 

しみ咎むる人たにたぇてなき世となft^ぬる^J^Vぅたてけれ今の世の人多くは 

忌て ふこと を 喪と 心得て 忌 あけ ぬれ は 喪 を 終 へし nJ と.. - して 常に 復る 乙と あ 

さましな と 云ん もお ろ かな， CN いまの 忌て ふこと は 令に は假 としる された ぅ官 

に 仕 ふるもの 喪 ある 時 は その 喪の 輕重 につ い て 暇 を 給 はら 憂に 乙もう 居る/. J 

と を い ふな，.^ しかる を 神道 家の 神 紙 服 忌 令と い ふ ものに 假の字 を あらい みと 

訓 あら 元祿の 令に は そを據 として 忌の 字 を 用 ひられし rJ と V 見 ゆ 忌の 字よ. CN 

して 贵 人の 前に 稳れを 忌むな との 說は 出て 來し ものな う 假は勤 仕の ものに 給 

ふ 所 なれ は その 日數 終へ ぬれ は 出て おのく その 事に 從 ふこと もとよ. ii な 

し 唯 父母の 喪の みは 職 事の 官其官 を 解く こと 令に ある 所の 法な，. 人に 孝道 を 

訓へ 風俗 を敦 うする の 良 制と いふへ し 但し 大 朝の 制 父母の 喪と い へと も其官 

を 解く  rJ となく 五十 日の 暇 を 給うて その 日數の 後任に 從は しめらる 、はまた 

據る所ぁ，c^てゃむ^Jとを得さるとrJK-な，c^禮記曾子問に曰く子夏問曰三年之 
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喪 卒哭金 革 之 事 無 避 也 者非歟 孔子 曰 吾 聞 諸 老聰曰 昔者魯 公伯 禽有 爲爲之 也と 

註に據れは當時魯國に徐戎の亂ぁ，c^し故に魯公喪にぁ，：^なから卒哭にしてこ 

れを征 せられき れ 王事 を 急に せらる、 な， とい へ-^ 大朝 發亂の 後武を もて 

治 を爲し 給へ れ はこの 制 を 設けて 武臣 を馭 した まへ る 乙と あ.^ る 所 あるな. 

但親喪 はみ つから 盡す所 也 親に 後れて 喪 を 終 ふる は 人の子た る もの.^ 常の 道 

な.^ 太平 無事の 時 金 革 危急の/ と あるに あらす 然る を祿 位を贪 榮進を 冀 ふ 

の 心よ 6. 喪に あるの 憂 を 忘れ 宴に あっから 皴笛 をき くこと 平時に 異ならす 遂 

に 相 習 ひ 風 を 成し 賢者と い へと も 靡 然として AJ れに 從ひ愧 とな さ V るに 至る 

いとく 数 か はし 乙の 本 を 原 ぬれ は 喪に 服な き 故な. 志 あらん もの は 古に 復 

^^て喪には必す喪服を着てその哀意を表す へ きもの そ 

古 禮に受 服て ふこと あ.^. 三月 過て 卒哭の 祭 を爲す 時に 至， 0 初 喪よ， ON 服せ し 服 

に 受けて 別 服 を 服す る 乙と な. たと へ は 服 三 升の もの は受 るに 六 升 を もてし 

四 升の もの は受 るに 七 升 を もてす る， く； 5 是 なら 斬 衰齊衰 は その 制 殊に 危惡 

化 日 を經る ま、 に壞れ 易し 故に, の 制 あるな うし かはい へと 唯 三年の 喪 


にの み受服 あるに あらす 期の 喪 九月の 喪 また 皆 乙れ あう しかるに 唐の 開元禮 

明の 集禮會 典に 至る まて 練服禪 服の 制 は 見 ゆれと 受 服の 制 遂に 見えす こ は 古 

禮壞れしょ.^道釋の七々百日の期をfflひ衰麻を釋き去-=^て平常の素服に換 へ 

受服を 制する もの 絕て なきものから も K:  く 禮を議 する の 家 TP また その 時 俗 

に 因て 受 服の 說に及 はさう しなる へ し 本朝 服 制 殊に 詳 かなら すたぐ 令に 

天皇 本 服 二等 以上の 親の 喪の 爲に 錫竚を 服し 給 ひほ贿 ^ 麟碰 S 5 § S  S I 墨 三 

等 以下 及 ひ 諸臣の 喪の 爲には 帛衣を 除き 雜色を 通用し 給 ふとの み 見 ゆ 

天皇の 至尊 を もて 講臣の 喪 まてに 御 服 を 改めさせ 給 ふこと いと も かしこき 御 

事なら す や さら は 公卿 以下 も その 五 等の 親に 於て おの /\ その 服の あう しこ 

と ぁも ひやる へ しし か は あれと いかなる 服 を 用 ひられし と 云 ふ 7- と は 知る へ 

からすまして 受服 練禪の 制に 於て を やた.^ 諸 書に 凡そ 喪に 遭 ひぬ る もの 貴賤 

となく 藤 衣 をき し と をのす その 染料 は 委しく はものに 見えね と令義 解に 錫 

狩 は淺墨 もて 染む とい へ れ はな へ ての 藤 衣 も 異なる 染 方に は あらさる へ し 今 

の 薄墨 色 は 五倍子に 綠礬を 加へ て^vむる也しかするも苦しからし藤乙^cもは 

. ^喪 鵬^^  .  .  I, ,  八 一 九』 
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異朝に て墨衰 とい ふ もの 也 墨 衰は晉 の 襄公か 凶 服 もて 戎に從 はれし 時に 始ま 

,.^後世喪に居て出入事を治むるもの權に從て服する所な，0^今これを用ひ假滿 

の受服 となす へし 

今大 やう 喪服の 制 を 定めん に 形 は皆禮 服の 姿なる へし ゆ I その 粗 細 生 熟の 

序 は 一 等の 親に は 極めて 麁 なる 生 麻布 二等の 親に は 次 等の 粗布 三等の 親に は 

あらき 熟 布 四 等の 親に は 稍 細やかなる 熟 布 五 等の 親に は 細やかなる 熱 布 を 用 

ふへ し受服 I に は 一 等の 親に あらき 熟 布 二等 三等の 親に や，， 細やかなる 熟 布 

四 等 五 等の 親に 細やかなる 熟 布なる へし 

人倫の 道 は德を もて 本と し 德は孝 を もて 先と す 上古 は 親 喪の 期に 定まれる 数 

はな か， 9, しかと 孝子 仁人 は 悲痛 忠 慕の せちなる よう 遂に 身 を はたし 性 を滅す 

もの あ. ける とそ 凡そ 天地の 間に 生れて 血氣を 含める 類； 5 に 知 覺の性 あらさ 

る はなく 知覺 ある 類 ひに その 同類 をい つくしむ 乙と を しら さる はなし 見す や 

かの 鳥け たもの すら その 群 匹 を 失 ふ M と あれ は 月日 を 越 ゆれと も必す をの 故 

鄕を 過き て 或は 飛 鳴し 或は 立ちめ くう 蹢躅 踟蹰 して 漸くに して 去. ぬる 乙と 


を^„比？雀のさ.-ゃかなるものと雖も猶しはらくは啁瞧として啼き悲しむさまぁ 

,c^けに人として親を喪へる乙vろの哀みぃのちしぬるに至るまて窮，^ゃむこ 

となきは^Jとは，C^ならすゃしかるに衆庶のぉろかなるぁしたにその親を喪ひ 

暮にそのかなしみを忘るvものぁ，..^かくては鳥けたものにたもしかすと云ふ 

へし か 、る 輩 をして 禮 法の 敎 なくて 群居せ しめんに は 必す暴 亂に及 ひつ へし 

故に中古の聖人中人の情に緣，.^て喪制をさため過きなんとするものには傰1 

て^Jれヱn.i^き及はさらむとするものには趺てV^Jれに及ひ天下の人に賢不肖 

となく あのく その 恩 親 を盡し 孝道 を彰 はして その 德を 厚う し 群居して 和 一 

順睦 ならしめ むと て 至 親の 喪 を 期 もて 斷 しめ 給へ う 期 は 一 年 をい ふ 即ち 十三 

月な う 其 期 を もて 斷 しめ 給へ，^ し 源 をた ゥ ぬるに 天地す てに 易，^ 四時す てに 

徧 ねく 凡そ 天地の あ ひたに 在る もの 更始せ さる ことな けれ は 哀戚の 心に 感し 

A る もの も 少しく 衰 ふること なき 乙と 能 はさる の 故と そ 聞え しし かるに 後世 

聖人 君子の 喪に 籠，^ て 一 期 を 過す 乙と 駟 馬の 隙間 を 過る か 如しと て さらに 加 

隆 して 再 期の 制 を 定め 天下の 通 喪と して 上 一人よう 下 庶民に 至る まて 違 ふこ 
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となから しめ 給 ひきこれ を 三年の 喪と いふ 禮記 三年 問に 三年 之 喪 二十 五月 而 

畢と いひ 喪服 小 記に 再 期 之 喪 三年 也と い へる これな う I  ^ 麵 P  § 子 通 寸の三 

ハ ヰの 喪 を 至 重と して 期の 喪 これに 次き 九月 五月 三月の 喪 また これに 次く a あ 

-^理ぁ-^節ぁ，c^權ぁ、り具さに禮經に载せて學士大夫世々乙れを守る重とぃふ 

, しし かう とい へ とも 周の 代 夷厲の 時に あた，^ て 時人す てに 三年の 喪 を 行 ふ 

こと 能 はす 毛 詩の 檜 風 素 冠の 詩 を讀て 知る へし その他 春秋 傳及ひ 孟子の 書に 

於て 當時服 制の 定めな きを 見る 漢. の 世に 至ても 文 帝 短 喪の 詔 あ，.， しょ，.^ その 

代 を 終る まて 四百 年の 間よ く 三年の 服 を 全うせし は 三 四 人に 過き す 唐 代に 及 

ひて は 遂に 日 を もて B 期の 月に 易へ 二十 七日に して 至 重の 喪 を 除く に 至れ，. - 

あさましき ことならす やわ か皇國 にもい にしへ は 三年の 喪 行 はれし とか 孔子 

のよ く 喪に 居れ，^ しと 稱し 給へ，^ し 大連小 連 も わか 御國の 人と そい ふなる 

文武 天皇の 大寶 中に 律令 を 定めさせ 給 ひし 時 至 重の 喪 を 期に 斷 しめ 次 は 五月 

次 は 三月 次 は 一 月次 は 七日 これ を もて 衰齊 大小 功緦 麻の 制に 準へ 給假 のロ數 

を も 定め 給； 5 き 君 父の 至尊 を も 期の 喪と 定め 給 ひし 乙と 三年の 喪 あるに 比す 


れは 薄し とも 申す へ けれと 乙 は 中古 聖人の 中 人の 情に もと つきあめ ク ちの 變 

に 象とう 四時の 化に 法と.. M し 定め 給 ひし 制 なれ はもと よ. 9 い k: ひ.； てまつ る 

へきに あらす かつ 再 期の 制を存 して 守る ものな からむ ようはむ しろ 一 期の 制 

を 定めて 天下 億兆の 民 をして 悉く 乙れ によらし むる にし かし 慎て /^の 制 を 行 

はんに は 固よ，^ 民德 をして 厚から しむる に 足う ぬ へし そ も /\ 孝子 哀慕の 乙 

、ろ 窮まう やむ 時 あらさる へ けれ はたと ひ 再 期の 喪 を もて 限， 9 たれ はとて^ 

K に 至て 粹に その 情 を 忘る へきに あらす た、 その 制 あるかた めに 俯して 乙れ 

に就のみな..^はしめょ，9三年の喪をもてその親に報ひ奉るに足れ"„-とするに 

は あらす か、 れは期 もて 乙れ を斷 たん も 遂に 同し こ.^ ろに こそ ある へ けれ 

喪服 小 記に 親 レ親以 J 一一  爲 k 以， 五爲. 九 上 殺 下 殺 旁 殺而親 畢矣と い へ，.^.^ のれの 身 

上 は 父 を 親しみ 下 は 子 を 親しむ 父と 子と お のれと を幷 せて その 數三 なう 父 を 

親しむ よ.^ 祖を 親しみ 子 を 親しむ よ，^ 孫 を 親しむ 乙れ 三 を もて 五と 爲る 也祖 

を 親しむ よう 高祖 をした しみ 孫 をした しむよ，. H 幺孫を 親しむ 乙れ 五 を もて 九 

と 爲る也 殺 はそくと 訓む おのれよう 上 高祖に 至る まて 五世へ おのれよ.. -下 玄孫 
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に 至る まて 五世 旁ら 三從 兄弟に 至る も 又 五世な うその 恩 厚き もの は その 服 重 

く 其 親しみ 淺 きもの は 漸くに して 輕 くその 六 世に 至る もの は 親屬竭 きて 服な 

しこれを上殺下殺旁殺して親畢るとは云ふな<^さてその服てふものは親族の 

親しき と睞 きと を 序て V 人偷を 明かに し 仁義の 道 を 隆く する 所の もの 也 その 

義理 甚 深し 故に 大傳に 服 術と い へり 術 は 道 術 經術學 術の 術に 同し いにしへ 服 

制 を もて 一 術とせし^Jと見るへし異朝代々の大儒に喪服もて家に名ぁ，C^しも 

の 少なから す漢の 夏侯滕 かよく 喪服 を說 ける 蕭望之 か 勝に 就て 禮服を 問 ひた 

る 宋の元 嘉の末 雷 次宗か 太子 諸 王の ために 喪服 を講 せる 齊の何 修之か 國子助 

敎たる 時 諸 王の 爲に 喪服 を說 ける たく ひその 證 となす へし 冠 婚祭會 諸 吉例の 

如きはその制定ま，c^て變するものなし獨，o,喪服に至てはその變するものぁけ 

て數 ふへ からす や V も すれ は その 旨 を 失 ひ 易しされ は 異父 昆 弟の 服 を もて 子 

游は 大功な りと い ひ 子 夏 は 齊衰 ならと い へる たく ひ 又 孔子のう せ 給 ひし 時 門 

人 その 服す る 所に 疑 ひ 又 子 思の その子に 出 母の 服 を 服す る こと を聽 され さう 

し を £： 人の 不審せ しか 如き れ皆 資質 聰敏の 人に して 仰いて 周 典 を讀み 俯し 


て 聖賢に つかへ 餃 くまて 誨訓 をう け 歳月 を累ね しも 喪 事に 遭 ふに .逮 へ は猶尙 

かくの 如し 喪禮の 明め 難く して 惑 ひ 易く 詳に 議定せ す は あるへから さると 乙 

\ に 於て 亦 見る へし 本朝 大寶に 定められし 令 喪服 給假の 文甚た 俯して 備 はら 

す 當代元 錄に頒 れし所 も 多く は大寶 令に 依 準せられ しと は 見 ゆれと これ を禮 

經に考 ふるに その 義理 を盡 さ. -る ものす くな からす 乙れ 當時 その 事 を 議し申 

せし 需臣の その 學ふ 所/ -K- そかな.^ しか 致す 所哀む へ きのみ 新 井 筑州カ 折た 

く柴の 記に 载 せられし 大喪の 議 その 一 證 なら 同. 書に 文 昭鹿御 治世-の はしめ に 

倭漢 古今の 喪服の. 制 を 問 はせ 給ひ筑 州の 書に しるし 圖に 作，" て たてまつられ 

し 乙と 見えたり 此事 によ，^ て考 ふれ は當 時す てに 元祿の 令に 安ん しさせ 給 ひ 

難き ふし あるに よ，^ て 訂正せ させ 給 はん 御 旨の ありし とこ そ.^ ほ ゆれ か、 う 

しかと も 遂に その 事に 及 はれす して 今日に 至， 9- ぬる ことい と惜 むへ き 乙と 也 

唐 堯の萬 邦 を 協和し 給 ひて 黎民ぁ k 變." 乙れ 雍 くに 至りし も その 本 は 九族 を 

親しみ 給 ひしに 始 t-.- 周 公の 刑 措く の 治 を 開きた まひし も 喪服の 制 を 定めて 

親々 の 道 を 厚く し 給 ひしに 由る 所な.^ 今 治 道を隆 くし 薄 俗を敦 うせんと に は 

喪 ii 叙說  八 i 


服 5^ を 訂正し 天下の 人 をして 親々 の 道 を 知らし むる にしく はなし 今 頒行の 令 

本宗五 等の 親に 於て その 服な きものす てに 半に 昆 弟の 子 從父昆 弟 姊妹及 ひ， 

孫の 服 七日に 過き さるた くひ これ を 人心に 求む るに 極めて 安から す 夫れ 人 育 

の 變窮， 9 なし 禮は その 變 する ものに 適く を宜 とす いま 世の 人 w 日に * きこ 趨 

く 藩き を 救 ふの 道 厚き を もてす るに しく はなしされ は 人心の 安から さる 所よ， 

天现の ある 所に 求め 聖人の 經に折 哀して 更定 あらま ほしき ものな，^ 

S人喪服の制或は.引て^Jれを近ぅし或は推して^Jれを遠ぅし上は高通に遡6, 

下 は 玄 孫 に 至 .c^ 旁 三 從 兄 弟 に 及 て 親 を 親 し む の 道 畢 る そ の 親 を 親 し む の 中 に 

尊を尊ひ長を長とし男女別ぁるの敎を^Jめた，^人道の大なるものなぅさて父 

母の 喪 は 譬 へ は その 本 根に して その 餘は 譬 へ は 枝葉な うし か は あれと 枝葉 湖 

零し ぬれ は 本 根つ ひに 危きを まぬ かる V 乙と 能 はす 故に 父母の 喪に は 祭らす 

人 を はす 人に 贈，^ ものせ すと い へと も 親戚の 喪と しい へは必 すその 服 を 服 

して 輕者 § 服^ リの往 き 乙れ を 助く る 乙と いにし へ の禮な 6, 今 本宗五 等の 親 そ 

の 服な きもの 半に 及 ひその 服 あるへ きもの 亦つ ひに 乙れ か爲に 服せ すかくて 


ま 枝 gl2 すてに 槁れて 本 根の 存 せる もの も.^ た いくはくな しおの れ竊に 深く 乙 

れを 憂へ 服紀 令の 增訂を 乞 はんとす る 志 あ.. かって 大寶の 令 を 準と し 異朝よ 

、の 制に 考へ義 類 を推窮 して 圖ひ とひら を 作る 删 W にし かれと も敢 てみ つか 

ら是 とする にあら すた、 禮を議 し 給 へらむ 君子の 詳考 して 採 擇し給 はんこと 

を 冀 ふの み 

いにしへ 聖王 の禮を 制し 給へ る は 大防を 立て 大分 を 明かに しう たかはし きを 

乙と は ，0, 微かなる を顯 はに し 給 はむ となう かる かゆ ゑに 喪服の 制た、 親 を 親 

しむの a あるの みならす 貴 を 貴 ふの 道 あ.^ 父を联 にす るの 訓 あ，." -統を 尊 ふの 

則 あう 出る を 降す の義 あ，. - 一 に從 ふの 制 あ.^ 別 を 示す の 敎ぁム 貴 を 貴 ふの 道 

と は 天子と 諸侯と は 旁 期 を 絕ち大 夫 は 降す これな う 父を嚴 にす るの 訓とは 父 

の 後た る もの 出 母の ために 服な く 庶子 父の 後と なれ は その 母の 爲に緦 する^ 

れ也 出る を 降す の 義とは 姑 姉妹 女子々 の 人に 適く ものに 大功す る これな- - 一 

に"、 化 ふの 制と は 婦人の 贰 斬せ さる 乙れ な. ^ 別 を 示す の 敎とは 嫂叔の 服な きこ 

れ なう しかるに 今の 令 本宗五 服の 親 をの 服な きもの 半 なれ は 親 を 親しむ の 恩 

喪 體？？ ^  A  二 七 
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に於てすてに盡さ、る所ぁ.c^諸侯の旁期を絕ち給ふと大夫の降服ぁるとをra 

かされ は 貴 を 貴 ふの 道に 於て 遺す と 乙ろ あう 父の 後た る もの 出 母の、，， めに も 

同し く 服 あう 庶子 父の 後た うと 雖も その 母の ために 降 さす 父の 後たら さるの 

庶子 嫡 母の 爲に 一 月 |g に を 服し 凡その 子繼 母の 爲に I 月 を 服す る は 父 を嚴 

にす るの 訓に 於て 缺 くこと あるに 似た う 父 その 長子の 爲に 兄弟 姉妹と 同し く 

大功に 準して 三月 を 服す る は 甚た輕 くして 統を尊 ふの 制に 於て 诚 むる 所 あ，. - 

姑 姉妹 女子々 の 人に 適く もの その 室に あると その 服 同し これ 出る を 降す の義 

なく わ；^ に 受けて 厚く する もの ある を 知ら さるな う 女子 人に 患く と I も その 

本 宗の親 を 降 さ.^ れは 一 に從 ふの 制 闘け て 尊を贰 する に 嫌 はし その 本 親の 服 

あるへ きものす てに 服な けれ は 嫂叔の 服な きも 別 を 示す の敎を 表する に 足ら 

す 乙れ 等み なお のれ か服紀 令の 增訂を 乞 まくね かふ 所の ものな.，， 

喪に 忌て ふ 乙との あるい にしへの ふみに 見えす 今 その 日數を あて 乂考れ は 

令 文の 假の 字に して そ を あらいみ と訓 め， c しょう 轉 して 忌の 字と 成し 乙と 

前にし るす か 如しされ は 忌 はもと 仕に 從ふ ものに お ほやけ よ ft- 給 ふ^のい 


とまな-^ぉほゃけの御身c^からとぅ給ふへきものにぁらす然るにぉはゃけ 

こも 卸 いみて ふ 乙との /9 はしまして やかて 御 忌と けさせら る 、とい ふ^と 

の ある はいかなる 御 事と も辨 へられす 御 喪服の あらむ あ ひた は 何事 も吉に 

從 はせられ かたき 御 乙 となる を や 

擬請 訂正 服制圖 

一 年 以，， 十 三 月- 爲 fe 不^ h 月-給 假 五十 曰 惟夫 三 十 日 

，夭 子 諸侯 卿大夫 有レ地 者 皆 曰レ君 

母 

嫡 a> 妾 生子稱 父. 之 正妻 舊服 一月 今 進 在 此 

機 母 父 之繼室 舊服 一月 今 進在此 

本 主 其文學 家令 等 不在 此限 

嫡 孫 承， 祖者爲 爲 曾 駔 高 祖承重 服 亦 同 


お 鐵私說  八 三 0 

爲，， 人後， 者 爲，： 所 挺 父母， 

. 凡 男 爲， 入 後-者 爲，， 本 生 親 屬-服 期 皆 减， 半 雖，， 其 父 母， 無， 不， 然 ， M 假其本 生 親 

屬爲， 之 服 亦 如， 之 

五月 以下 並^ 計レ日 給 假 三十日 

祖父 

祖母 

養父  ♦ 

養母 

夫 之 父母 舊服 三 月 今 進在此 

嫡 子 ^© 服 三 月 今 進 在 此 

出 妻 之子爲 母膽、 f  畔 4 マ^ 譬^ で？^ は！ t 爲レ 母期则 爲- 一外 

- i ま 顧， 乂 き 無レ服 出 妻 之 子 爲二父 後一 者 移 一 出 母 一 無レ服 

妾 爲，， 女 君， 補 

三月 給假 二十日 

曾祖父 


曾祖母 

外祖父 

伯叔 母 補 

同居 異父 兄弟 姉妹 

從父 兄弟 姉妹 葡服七 曰 今 進在此 

養子 

衆 孫 稱衆孫 者不論 男女 舊服 七日 今 進 4^ 此 

兄弟 之 子舊服 七日 今 進在此 

母 之 兄弟 姉妹 即舅姨 

庶婦 補 

. 夫 之 祖父母 

七日 給 假三ロ 

族 曾祖父 補 

喪 鰹； 5^ 說 
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喪 ii  ^ 說 

族 祖父 捕 

從祖姑 出 嫁 無 服 前 

族 父 補 

族 姑 出 嫁 無 服 補 

從祖 S 弟 補 

從祖 姉妹 出 嫁 無 服 捕 

族昆弟 捕 

族 姉妹 出 嫁 無 服 補 

從祖 a 弟 之 子 補 

從父見 弟 之 子 捕 

從父見 弟 之 孫 補 

兄弟 之 孫 補 

兄弟 之 曾孫 捕 


M 

Mid* 


曾孫 

玄孫 

外孫 

不同 居 異父 兄弟 姉妹 補 

姑 之 子 

姉妹 之 子 

舅 之 子 

姨之子 

從祖々 母 補 

曲^ 母 謂 父 有 子 妾 補 

從父昆 弟 之 妻 

昆 弟子 婦 補 

孫婦 補 

失 之 曾祖父 母 捕 

喪醴 私. 說 


A 


喪 禮？？ ^說  八 三 四 

外祖母 

伯叔 父 

姑  • 

兄弟 姉妹 

繼父 同居 者 不 i 居-者 無レ服 舊服 一月 今 進在此  , 

夫 之 養父母  . 

衆 子 稱, I 衆 子 1 者 不レ 論， I 男 女 1 舊服 一月 今 進在此  ■ 

嫡孫 舊服 一 月 今 進 在此 

庶子 爲，， 父 後一 者 爲，， 其 母， 舊服 一 年 今 降在此 

凡 姑 姉妹 女子々 出 嫁 者 爲，， 其 本宗之 親！ 服 期皆减 雖，， 父母， 無. 不， 然 ，せ ^ 假 

M 本 宗 之 親 爲， 之 服 亦 如乏 其 七日 者 則 四日 假 二日 其 在^ 或 嫁 反 或 雖 人 

而無， 主 者並與 男子 同 


一 月給 假 十日 

高 祖 父 

高祖母 

從祖 祖父 補 

從祖祖 姑 補 

夫 之 諸 祖父 柿 

夫 之 諸祖姑 出 嫁 無 服 補 

夫 之 伯叔 父母 補 

夫 之 姉妹 捕 

梯姐婦 兄弟 之 妻 相 名 節 

夫 之 兄弟 之 子 補 

失 之 兄弟 之 子婦捕 

妻 之 父母 捕 

壻 補 

喪 鵡私說 
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古禮年 十九 至，， 十 六， 爲，， 長 蕩， 十 五 至，， 十 一 一 ， 爲，， 中 蕩 一十 一 至，， 八 歳 下 磨-長 蕩中蕩 

降 „ 正服」 等 下蕩降 fe 蕩中蕩 二 等 今 長 中 下 三蕩並 降，， 正服 二 等 其 服 七日 者 

. 則 降服 四日 給 假ニ曰 即三曰 至。 未満 七歲， 者爲， 無 服 之 it, 其 已冠已 邦 則服乏 

ノー 

凡 無 服 之 蕩本服 五月 給假 五日 三月 服 三日 一 月 服 二日 七日 服 一 日 若不， 帶 

,官 人 遭，， 此 喪， 者 准，， 假 曰 數， 心 喪 居レ憂 但 文 尹 無 服 一 故 不 レ服 然 旣 曰-心 喪， 則 宜 I 

不 fefe 不， 食 あ 不 J 木 也 

本朝 喪 制 簡質未 近世 儒 學 寢 振 鮮-? 禮 者 一聖 人 所 i 率 不 fefe 愼レ終 之 典 莫__ 

能 擧 行， 民 德之不 歸於厚 亦 有， 以 焉 如，， 其 喪 服， 旣 多 示，， 相 爲， 之 族 i 給 假 又 有^, "決 

洽， 之 恩き 戸 姑 奉，， 時 制- 而 不， 敢 擬 議， 固 無^, 道 然 其 有^,, 諸 經 傳， 而 不^ 求 人 一 

心 而 未き 者 細 亦 當 錄，， 其 所， 見 以 俟，， 制 作 之 君子， 恐 亦 未 レ爲レ 過 也 遂 作& 圖， 平大 

星識 

成服の日にはその服ぁるもの^^？のくその服を服するに論なし服なきものも 

皆 素 服す る こと 禮 也され は 今 素 服す る まてに 至らす とも 必す華 盛の 服 を 去， 


て哀 戚の容 ある や うに 乙 ^ろ す へ きな う 

朝夕 奠 

服 を 成して 後靈 座に 朝夕 奠を設 くへ し 朝奠は 日出る 時 夕奠は 日に 逮 ふとて 日 

入る まてに し 平日 朝晡の 食の 如くに して 加 ふるに 酒羹 茶菓 を もてす へしこれ 

よう 前 始死奠 あ.^ 小 敛の奠 あ，^ 大 斂の奠 あ， 9 そのほか 食 を 薦め 參ら せし も哀 

み 擦て 文す る 乙と 能 はす その 時限 必 しも 定まら さりし なう 成 服の 後始て 日の 

出入 もて 定時と す 故に これ を 朝夕 奠と いふな，^ 文 公家 禮には 朝夕 奠の 外に 別 

に上食の節ぁ.=^重複なるに似た，.-必しも從はす朔望にはぉのれくの分に^ 

ひその 饌を 厚う すへ しあら たに 熟する ものめ つら かなる ものに 遇ふ必 すそ を 

薦む へ き 也 凡そ 饋奠を 奉つ る 時 は その 供物 を靈 座の 卓上に 置て さて 香 を 焚き 

拜 して 心の 內に饗 け 給へ と 念して 身 をお I しもとの 座に 復る なう 卑幼も その 

折 ミに靈 座の 前に 出て ぬかつ くへ し夕奠 至らむ とする 時 朝奠を 下け 朝奠 至ら 

むと する 時 夕奠を 下く るな，^ いつれ も罩子 あるへ し罩子 は竹片 をた めて うす 

も の を 張う しも の 也 

喪 觼私說  八 一一 ーセ 
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HP 奠賻 

喪 を 弔 ふ もの 皆 素 服す る 乙と 古禮 な， 9- 今の 世 にても その 心 をく みて；^ す 華や 

かなる 服 を 返け て 哀戚の 容に叶 ふへ し 奠には 香 茶菓 燭の類 を 用 ふるよ ろし 賻 

は 貨財 もて 喪 者 を 助く る を 云 ふ 親交の 厚薄に 從 ひその 賻も 厚薄 あるへ し 飲食 

を贈るもまた賻のたくひな，c^ 

治 葬 穿壙 

檀 弓に 旣殖旬 而布材 と あ，^ 布 材とは 椁材を 日に 乾かして 葬の 用意す る 也 こ は 

三月にして葬る禮なれはな，0^今報く葬るの習はしなれは治棺にっ^ いて 壙を 

穿た しむへ し 葬 地 はいかに も幽 僻に して 長く 城郭と も 道路と も 溝 池と もなら 

さらむ 所 を かねて 擇み 置く へ し今佛 寺の 境內に 葬る 乙と な へ て の署； 5 なれと 

も 城市に つ.^ きたる 寺 地 は 多く は 泉 源淺く 且狹險 にしての ち. く發 掘の 恐れ 

なきに あらす 孝子の その 親に 厚 からん, J と を 求めん に は 別に 葬 地. を 置く にし 

かす その 寺院 山林に よ，^ て かつ 墓地 も廣 から は その 先塋に 葬らむ こと もとよ 

力 論な し 


葬は藏 な- > 深 く藏 むる を 安し とす 壙の 深さ は 大抵 一 丈餘 にして 泉に 及 はさる 

へし 廣 さは 僅に 棺を容 る V はかう に 穿つ 最もよ ろし 文 公家 禮治 葬の 條に 灰隔 

を 作， 明 器 を 造る こと あ， 必 しも 從 はす 又 朱 子に 棺の 四闥 上下 炭 滑 もて 實す 

る^Jと七八寸なれは濕氣を避け水患をまぬかれ又樹根を截..^入らさらしむる 

の說 あ..^ 甚 たうけ 難し いかにと なれ は 炭 はよ く 濕氣を 引く もの 也貯 へ 置きた 

る 炭 を 火に 投 する に必す 湯氣 あるに て 知る へ し旣 によく 濕氣を 引く いかて 力 

. ^患 をまぬ かる と を 得む 又 ま.^ 炭 塊に しの ふ 草な と を 種る もの あ.^ そ を 

見る に その 根 炭の 裂けめ に 入.^ てよ く蔡 茂す か.^ れは樹 根 を截て 入ら さらし 

むる 全く その 理 なしし か あれ は 炭 屑 も 用 ひすして 可な，. -た V 炭 は土氣 にも 水 

氣 にも 長く 變せ さるもの なれ は 後年 もし 發 掘に 遇ん 時に 或は 人に 心せし むる 

の 便う ともな， なんとて 下棺の 後に 炭-滑  一 二 石 を 下し さて 土を掩 ふは猶 やむ 

に ま さ ，o^ ぬ へ し 

作 主 

古禮 こ、 て は 初 終の 時に 重 を 作，.. - て 神 を 寄せ 虞 祭 する に 及て 桑 木 も て 主 を 作る 

喪鷉； 5^ 說  八 三 九 


喪. 鵡私說 

これ を 虞 主と い ふし かる 後 重 を 取う 去， 

虞 主に 易 ふこれ を 練 主と 云ふ宋 儒に 至. 

祥に 至て 更め栗 主 を 作る 皆 煩 はしき に 似 

作る簡省に從ふな，《^ぃにし へ よ，？ 王 を 作 

ためな うはしめ よう 別に 意義 あるに あら 

らむを 用 ひて よし 木 主 尺寸の 大小 禮經に 

獨， 伊川 程 子の 式 その 義精 しとて 文 公家 

セ違ふ 乙と なか.^ きされと つら ，/\ 乙 れ 

用 ふ へ けれ さる を 周 人に あらす して 周 尺 

すよ， て 今 諸家の 說を 通し 考 ふるに 何 休 

方， 天子 長 尺ニ寸 諸侯 長 一 尺と 見え 漢書 禮 

大 « 中 制，， 大廟祌 主， 尺 一 寸と 見え 又 通 典に 

見 ゆれ は 天子の 祌 主長 尺 ニ寸 なること 明 

祌板皆 正 長 一 尺ニ寸 博四寸 五分 厚五 分と 
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練 祭す るに 至て 又 栗 木 もて 主 を 作， 

魂 帛祠版 を もて 重と 虞 主と に換 へ 小 

たう 故に 今 此の 時に 於て 不易の 主 を 

るに 栗 材を用 ふる は その 質の 堅き か 

ず もし 栗材 なく は 何 木 にても 堅實な 

明文な き 故に 古今 さま -//^ の說 あ， CN 

禮も その 制度 を 用 ひ 有 明 一 代遵 用し 

を 思 へ は 律 度量衡 は 時 王の 制 を rJ そ 

を 用 ふる 義 にかな へ.c^とぃふ へから 

か 公 羊 傅の 註に 主狀 正方 穿， 中央， 達，， 四 

儀 志 木 主 尺 ニ寸と 見え 通 典に 晋武帝 

大唐之 制 長 尺 二 寸趺方 一 尺 厚 三寸と 

ら けし 但江都 集禮晋 安昌 公 苟氏祠 制 

載す 神 板すな はち 廟の 主にして 天子 


の 神主と 同 長なる は 偕 越と 云 ふへ し 楊 士勛か 穀梁傳 の 疏に麋 信 か衞次 仲の 言 

を 引きた るに 云く 宗廟 主 皆 用. 栗 右 主 A 寸左 主八寸 损， IJ-S 左 廣厚 三寸 右 

主 謂 パ义 也 左 主 謂， 母 也と この 說何休 かいふ 所の 諸侯 長 一 尺に 殺く 乙と ニ寸 なれ 

は 恐らく は大 夫の 制なる へし 今苟 氏の 神 板 長 一 尺ニ寸 博四寸 五分と 比例す る 

に その 長 八 寸廣厚 三寸と 云 へ る 適合して 奇零 なし これ 必す受 る 所 あるなる へ 

しょ，c^て更に通典唐制の趺方ー 尺 厚 三寸 を 比例して 方 六寸六 分七釐 厚二 寸を 

得 れを もて 士大夫 神主の 定式と なす 杜撰に して 考據 なきものに 優.^ ぬへ し 

神氣の 憑る 所必 しも 穿孔の 有無に 係る へからされ は 孔竅は 穿た すして 可な.. - 

此時主 を 作る と 雖も桑 主 不文と い へ は 文字 を 題せ す 儒 葬 ゆ，^ たる もの 、外 は 

假.^ に 寺 僧よ，^ しるし 贈れる 追 號の片 紙 を 貼し 靈 座に 安し 置く へ し 

神主 を 題す る は 七々 の 前日なる へし 題し やう は 前面に 先祖 考 姓名 府君祌 主 先 

考 姓名 府君 神主 先祖 妣 某氏 孺人 神主 先妣 某氏 孺人 神主と 書し 後 面に 諱氏 生卒 

釋號 をし るし 旁 面 孝 孫 某 奉祀 孝子 某 奉祀と しるす へし 

神主の 凾を 宝と いふ 祐 ともかく なう 說 文に 藏主之 器と ある これな.. - 匱と いひ 

喪 禮；^ 說  ん四ー 
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積と いふ 稱も あれと M は龜筮 金玉な とを藏 むる 器に 呼ふ稱 なれ は 褻に 近し 宝 

とい ふに しかす 宝の 制 開 元 禮に見 ゆると 乙 ろ 簡 にして 盡せ. 今 その 制 を 用 ふ 

その 制 底 は 主趺と 同し 大さ にして 下よ， 上る こと 二三 分 その 下 は 蓋の 大 さと 

同し 蓥は 上よ， 下うて 底の 外面と 接合す るな う 

遷柩 朝祖 

葬，.^の前に及ひ奠を設る時御柩を遷し奉る へしと 吿 けさて 廣 間の 上 くらに 新 

しき 席 をし きまつ 木 主を捧 けて 家廟に 至ら 主 を 前に 設けた る 卓上に 置き 暇 乞 

の 心 あ-. N て 夫よ. y 廣間 に詣ぅ 柩を新 席の 上に 遷し靈 座 を その 前に 設け 主 を 卓 

上に 安ん し奠 をた てまつ る へし 乙れ を祖奠 とい ふ は. なむけ の 心 也 遣 奠をも 兼 

る ことなれ は 分に 隨 ひその 饌を 厚く す へ し 異朝の 古禮 にて は 祖奠も 遣 奠も柩 

の 堂 を 降う し 後に 庭 上に てす る 乙と 也 本朝 この 禮 なけれ は 此の 時の 奠 を祖奠 

として 可な う 

載柩 發引 

大輋を廣間へ納れさて香を焚き柩前に拜して御柩を肇に就け葬，c^に從ひたて 


まつる と吿 けて 役者 をして 柩を遷 し 輋に载 せしめ 太き 麻 索 もて 治 棺の條 を 照 

して 牢く結 ひつけ 棺衣 を掩ひ 死者と 喪主の 分に 隨ひ供 立 を 庭 上に 揃へ 置き 然 

る 後 本 主の 凾をさ V け 出て つ-^ いて 棺を异 き 出す へし 喪主 は 引つ- -き 徒歩に 

て從ひ 喪主の 母 妻よ， はしめ て 女 はう は 品に 隨ひ乘 もの 又は 徒步 にて その あ 

とに 從ひ 親族 は 又 その 跡 他人 は 又 その あとよ.. -ゅ くへ し 

出棺の 時刻 は 埋葬の 夜に 及 はぬ 程 を はか，^ て定 むへ し 夜に 入，^ て はよ ろづの 

事 苟且に なうて 然る へ からす かつ 虞 祭 をな すに 便. あし、 

葬に は必す 雨具 を 用意して 持す へ し 

晝の出 葬に も 地摺高 張の 提灯 を 供 立に 入る、 乙と 世の 習 はしな.^ 死 事 は幽陰 

の義 とい へ る rov るなる へ し 俗にした かふ も 可也た とひ 俗に 從 はさる も 提灯 

の 弔意 は必 すかく へ からす 雨具 を備 ふると 同し 乙 V  6. 

及 墓  ， 

今 世の 習 はし 必す 柩を佛 寺に 异き 入れ 寺 僧の 誦念 あうて さて 墓所に 至るな..^ 

まつ 墓所に 輋臺を 設け 柩を かきす ゑ 傍に 靈座を 設け 神主の 凾を 卓上に 置き 奠 

喪 綠；？ ^說  .  八 四 三 
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を そな へ 前に 席 をし き 喪主 以下み な 出て 禮拜 すへ し 

この 儀 墓地 狹 くして 爲し 難く は 寺院 內 にて 爲す へ し 

下 棺 

まっ杠の下ょ-^かけたる索を解き去ぅ杠を拔きl"ま雌"^J^.^けは解きたる 

索 を 輋牀の 四隅なる 鐶 につらぬ きその 索 を 執， 徐に柩 を 下す へ し棺を 下す に 

は 役者の 手 落せす 力 を 用 ひて 傾墜の 過ちな く 動 搖の害 なきやう に 喪主 を はし 

め こ. -に 臨む もの 心 をつ くへ し棺壙 底に 至る 時 索 を 柚き 去，^ 炭 廣を柩 の 四 旁 

及 ひ 上に 實 、しさて 土 もて 掩； 5 漸くに これ を 築き 地面よ，^  二三 尺の 所に 至，. -誌 

石 を 下し 文字の 表 を 仰 かせ-牛 无 もて 掩 ひまた 土 を實し 堅く で. れを 築て 墳を成 

さしむ へし 異朝に て は 葬お-北 方 i 北 首 三代 之達禮 也と 云 ふこと あれと も^なた 

の 墓地に て はなへ て は 乙の 禮に從 ひ 難し 展拜 する もの k 方に 面の 向か ふやう 

に柩を 下す へし 

反哭 

喪主 以下 神主の を さ，， けて 家に 歸，^ 廣 間の 靈 座に ほ ^ggwf い すゑ まね 


らせ その 前に 拜 して 哀を盡 すへ し檀 弓に 反 哭之弔 也 哀之至 也 反 而^ 焉 失乏矣 

於 是 爲レ甚 と ゆ 異朝に て は の 時 弔を受 るの 禮ぁ 誠に,^ と は.. な，. その 身 

喪に 遇 ひぬ る ものお のっから そのこと わ，.^ を 知る へ し 問 喪の 入. 門 而 弗い 見 也 上に 

堂 又 弗， 見 也 入 k 又 弗， 見 也 亡 矣喪矣 不， 可， 復 見， 已矣心 悵焉愴 焉惚焉 愾焉心 絕志悲 

而已矣 の 言 人情 を 盡 すと 云 ふへ し 

虞 祭 

虞 は 安と 訓む な，^ 親の 骨肉 土に 歸 して 魂氣は ゆか さる 所な し 孝子 そ を 安ん し 

參 らせんと てし はく 祭，^ て誡を 致す 也 故に 虞 祭と いふ 初 虞 は 葬よ ft- 反.. -て 

すな はち 祭る へ し 葬の 日日 中に 祭る をよ しと すれと も 墓所 遠く は晚 くと も 苦 

しからす た V 乙 の 日 を 出す 祭る へ き 也 もし その 墓 さらに 遠く 經 宿なら て は 家 

に歸-.^かたき程ならは初虞はその宿らむ所にて行ふ へ し柩 すてに 壙に 入る を 

見 は 執事 者 まつ 歸 うて 虡 祭の 用意 をな すへ しその 備ふ へき 品々 

盥 手の 具 たら ひ 水瓶 手 巾 架 手ぬ くひ 

饌の具 足う ちの 折 敷 小 角 大小の か はらけ 箸 箸臺 は 高つ きお 

喪 禮私說  八 S 五 
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を 盛る へ 

きもの 

酒の 具 瓶 子 同し く 口 同 臺折敷 三く みか はらけ 同 臺折敷 したみ 

同 臺赠ほ 足  - 

茶の 具 磁鎌 茶碗 同臺 

當 用の 人 祭に 臨み 主人の 手 をた すくる もの ふた.^ はか.^ ある へし いつれ も 

みな 謹 厚なる 生れの 人 を擇 ひて 用 ふ へ しもし さる 人な く はた、 夫婦し 

て 祭，.^ みた..^ にたす け を もとむ へからす 

古禮には三虞ともに菜日を用ふることな，.=^甲丙戊庚壬を剛とし乙丁己辛癸を 

柔 とす 虞に 柔日を 用 ふる は幽陰 安靜に 取れるな. CS か，^ れは葬 も 菜 日に する は 

っな，n^されとも^Jれらはょ^cっ禮のゅきたら；5たる上の乙とな，^今に於ては 

日の 剛柔 を擇 ふまて に 及 はすた  > 親の 神 魂 を 安ん しま tQ ら せて むと おも ふま 

心 もて まつる を 旨と す へ きな，c^さて^vの祭に臨むには主人以下まっ浴してそ 

の 身 を 潔う す へ しもし 時刻 後れて 暇 あらす は盥 額す る まてに てし かる へ し但 

喪に 居る か 故に 髮を 櫛ら さる を禮 とす 執事 者たら ひ 水瓶 手 巾お の. （二つ を 


靈 座の 次の間の 下の 片隅に 置く その上なる はたら ひも 足 高く 手 巾 も 架に 力 w 

て ある へしこ は 主人と 親戚との 手 あら ふと 乙 k: な.^ そのたら ひの 足 低く 手 巾 

も片木の上にぁるは執事者の手洗ふと^J^Cな，C^香っくゑは靈座を距る^Jと大 

よそ 八 九 尺の 所に 置き 上に 香爐 香盒 燦臺 花瓶 を設く 主人 以下み な 出て 、男女 

左右に わかれ 靈 座よ..^ 左 を 男子の 位と し 右 を 女子の 位と し 男 位 はお のれの 左 

を 上と し 女 位 はお のれの 右 を 上と しおの く 香つ く ゑの 前に 靈 座に 向て 座 を 

しめ 报 もて 別 をな すな， 9 服 重き もの は 前に 居う 輕 きもの は 後に 居う 尊長 は 上 

に 座し 卑幼は 下に 座す その 時 主人 立て 手 を 橾き靈 座の 前に 詣，^ 宝の 蓥を擧 て 

神主の 背に 置き 香つ く ゑの 前に 返き 香 を 焚きて 禮拜 すその 席に ある ものみな 

ともに 拜す へし 主人 起ちて みっから 初 献をさ 、けて 儿 上に そな へ 少しく 返き 

罕 して 謹て 虞 祭 をす V め 奉る 乞 ひ 願 はく はう け 給へ と默 念す へ しその 時 f 事 

者 手 を淸め 一 人 瓶 子の 臺を捧 け 進みて 主人の 前の 右の 方に すえ 返く 主婦 足う 

ち 折 敷 を 持ち主 人の 左に 出て 跪き 初献の 盤の か はらけ 一 つ を 取う 折 敷に 載せ 

5 ^fJ^M 紅^ は S 幢ぉ ^£.^ て 右に 居 向き 主人の 前に 置く 主人 右手に 瓶 子 を 

喪 饞；^ 說  八 四 七 
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取り 左手に てく ち を 開き 臺 におき その 手 を 添 へ S を 土器に W みく ち を 蓥ひ瓶 

子 を臺に 還す 主婦 左に 居む き 初献の 盤なる か はらけ をと， 0 したみの 臺に 移し 

, ^に 居む き斟 みたる 土器の 折 敷 を 執う 左に 居 向き 土器 を 初献の 盤に 奠 きさて 

折し きを 執ら 右に 向； 5 少しく 返く 主人 拜す これ を 初献の 一 度と す 主婦 少しく 

進み 左に 居む きした みの 臺 なる 土器 ひとつ を 折 敷に のせ 右に 居む き 主人の 前 

にぉく主人酒を斟む乙と初の如し主婦左に居むき盤上の土器を取.0-洒をし.；^ 

みに移し右に居むきぁら，f;-に斟みたる土器の折敷を執，c^左に居むき土器を盤 

に奠き 折し きを 執，^ 右に 向 ひす こしく 返く 主人 拜す これ を 初献の 二度と す 三 

度の 儀 も rJ れに傚 ふへ し 三度 終る 時 主婦 前の 如く 盤 上の 土器の 酒 をし.；：^ み 初 

献の 折し きに 置き 初の 土器 二つ を も 一 つに 重ねて 取て 盤 上に 直す、 王 人 拜しィ 

*s を 徹し 入る 瓶 子 も 同し く 入る へ した- -し. みのみ その 所に あ 6, 次に ニ献 

をたてまっら終て三献を薦め參らす皆^Jの儀に同し肴は魚鳥に限るにぁらす 

へ 煮む し麥 ちまき やうかん やうの もの 皆薦 むるな， 0 た， -魚 鳥の 添 さかな ある 

雜し三献の俊終，.^て子女をして茶果を薦めしむるもょK:しさて.j;主の蓋を掩ひ 


I 


返き 拜 すその 席の 諸 親 皆 す 乙れ 祭の 畢也 の 後一 日 を 隔て、 再 虞し 又 一 ぼ 

を 隔て \ 三虡 する こと 異朝 古禮の 常にして その 儀み な始 虞に 同じ 今 乙 ..-TP と 

にて は 前に もい ひし如く再虞三虞は必しも日の剛菜を擇はす俗間^^に用ふる 

初 七 二 七な とに いとなみて 難な かる へし 

, 今の 俗贵賤 高下 を 問 はすお ほむね 七々 百日 もて 治 喪の 節と す これ 佛 氏に 因 

ると 雖も 或はむ かし 遣唐使 の 見慣 ひ 來-^ し 唐朝 の 習 ひなら む も 知る へから 

す 開元禮 三日 成 服の 註に 古之丽 在，， 卒 哭 1 今 之 百日 也と も 見え 又 李 習 之 か去佛 

齋說に 深く 佛家七 々の 說を詆 れ，. .^rj の ニ說を 見れ は 唐 俗の 喪 多く 七々 百日 

の 祭 をな せし 乙と 明かなら さきに，？： 一 ま /\ 趙冀か 隊餘叢 考に载 せし 所を兑 

れは 七々 の 設け 唐 代に 始 らしに は あらす 元 魏北齊 の 頃に や 起. 9 ぬらむ 元魏 

の時に方ては道士の敎極めて盛なりき道家の丹を練ら北斗を拜する9^-ほむ 

ね七々四十九日をもて界限とす恐らくはその法を推して終，.^を送 るに 用 ひ 

つ ひに 七々 の 制と な， 9 しなら むと い へ，c^さもぁるへし釋とぃひ道とぃひぃ 

つれめ てた しと 覺 ゆるに は あらね と 七々 の數に至ては天に七政ぁ，c^人に七 
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喪， 

情 あ ，o 

非と す 

かるへ 

檀 弓に 

朝の 禮 

て その 

た V ち 

々まて 

食 者， 各 

卒哭と は 

.卒 哭の祭 

跗 せんと 

後必 すし 
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聲 に 七 音 ぁ 色 に 七 色 ぁ う 新 喪 の 祭 に こ の 數 

へ からすまして 禮經の 虞 卒哭の 乙 VK: にて 乙 

し 

是日也 以 feg 易， 奠" と あ うすて に 虞 祭す る 時 は 朝 

初 終よ.^ 葬り まて 三日の 間 朝夕奠 を 設けし 故 

奠に易 へ ふた，^ ひ奠せさるな，.^今報く葬るの 

に 奠を廢 せん は 心に 安から す ほ ゆされ はた 

は 朝夕奠 を は廢せ さる ヘレ 司 馬溫公 云く 三 虞 

從， 一 其 家法， とこれ 甚た 人情に 協へ， - 

卒 哭 

時なら さるの 哭を終 ふるの 義 なら 異朝に て は 

を設 くる 禮 な，^ 剛日は 陽な，.^ 卒哭の 祭に 陽 日 

する かゆ ゑに その 靈神發 動の 意に とれるな ，0, 

も剛 日 を 用 ひす 假滿の 期 7^ 逼ぅ ぬれ は 七々 を 


を 用 ひむ 乙と あな かち 

れを爲 す さらに 不可な 

夕の奠 を廢 するな り- 異 

に旣に葬-^ て は處祭も 

習 はしに して 虞 祭の 後 

とひ 虞 祭 は 終る とも 七 

之 後 今人 或 有，： 猶 朝夕 饋 


三 虞の 後剛 日に 遇 ふて 

を 用 ふるはま さに 祖に 

今 こなたに て は 虞 祭の 

もて 乙の 祭に な そら ふ 


へし 神主 は 前日 善書の 人に 請 ふて 題す へし 服 はけ ふよ.. -受 服に 改 むへ し卒突 

の 祭 は 成 事と いひて 乙れ よ... - 喪祭 を あらためて 吉祭 とする 乙と なれ は その 儀 

は 虞 祭の 如くに してや V 吉禮を 用 ふへ し 其 饌も虞 祭よ，.. -ゃ 重き を あたれ. と 

す をの 日 夙に 起きて 執事 者 饌品を 用意し 盟 手の 具を備 ふる 虞 祭の 條に述 るか 

如した k 初め 神主 を 出し 香 を 焚き 拜す るの 後 執事 者 手 を淨め 一 人手 掛を さ、 

けて 靈 座の 前の 儿 上に 置き 傍に 返き 俯伏す 主人 再 ひ 香 を 焚き 拜し 謹て 成 事 を 

す、 め 4^ てまつ る 明朝，^ さに 王 父君に 跗し 奉る へし 乞 ひ 願 はく はう け 給へ と 

默吿し 身 を 輿す 執事 者 同し く 身 を 奥し 手掛を 下け 返く つ k いて 一 人 引渡 を さ 

... けて 手^ を そな へ しと 乙ろ にす ゑ 傍に 俯伏す 主人 香 を もらす して 拜し身 を 

興し 起ら 次の間に 至 力 用意せ し 初献を 取つ くろふ 執事 者 そ を. 見合せ て 引渡し 

を 下く へし 三献の 次第 宝を蓥 ふの 式 並に 虞 祭に 同し 

卒哭は 喪 事の 一 大節な-^三年の喪君大夫卒哭してみな王事に服し期の喪卒哭 

して 政に 從ひ 小功卒 突して 元服の 禮を行 ひ 妻 を娶る へ し 

異朝の 古 禮には 卒哭の 祭の 後 尸 を 餞す るの 儀 あう こ は 明日 その 主 を廟に I せ 

喪 繚私說  八 五一 


喪 繚私說  •  .  八 五 二 

ん とする かためな う 今祠堂 住居のう ちに あ，^ かつ 尸 を 用 ひたれ は錢禮 は爲す 

に 及 はす 

跗は卒哭の明日取-^行ふ祭の名なぅ耐の字義は猶屬と云はんか如し死者の神 

主 を 昭穆の 次第に 從 ひその 王 父の 廟に屬 して 王 父と 共に 祭る 也 蓋し 新 死者の 

魂 を 上 祖考に 同し うして 神 靈と崇 むる 也檀 弓に 般練而 跗周卒 哭而鮒 孔子 善レ殷 

と 云 ふと あう 股 人 急に その 親 を 死せ うとす るに 忍 ひす 故に 小祥 の前缝 にこれ 

を 引て 先 ■ に 同う せす 周 人と くもの 親 を 祌靈と 崇めん ふ を 欲す 故に 卒哭の 後 

遠に 乙れ を 引て 先 俎に 同う す 二つの ものお の その 孝 を 伸へ 誠 を 致す の わ 

さに して 厚薄 あるに は あらす しかるに 急に その 親 を 死せ.，， とする に 忍 ひさる 

深く 人情に 協へ る を もて 孔子 殷人 をよ しとし 給へ う 孔子の よしと し 給へ る 所 

なれ は跗祭 は殷禮 にょうて 乙 を 行 はま ほし けれと 後世 殷禮 の詳 かなる 乙と 得 

て^く へ からす 故に 溫公誊 儀 文 公家 禮も 皆周禮 に從； 5 卒哭 して 鮒す る， i に定 

めら れた， 又 本朝に て は.^ にしへ よ ft, 神道 を 重，.^ するなら はしな はは 招..^" 


傚 ひとく その 親 を神靈 とする 殊に 宜しと すへ しその 祭禮 はい ま廟 なけれ は s 

堂 こなて す / し 讚 を 具 ふること は 卒哭に 同し 質 明と く 興て 主人 以下 靈座 を拜 

し 嗣 堂に い たう 先つ 中央に 卓 を 設け をの 左の 方に 少し ひき 下け て 別に 卓 を 置 

く 香 案の 設け は 虞 祭の 時の 如くなる へし S 政 ^？に さて 新 主 を S せん 

とする 祖妣 のま を さ，， けて 中央の 卓上に 置き 靈 座に 立 かへ， 9 新 主 を さ k けて 

la^ ひ！ に 至.^ 左の 卓上に 置き 男女お のく 位に 就く こと 虞 祭の 條 にい へる 

か 如し さ V- まつ 祖妣の 主 を 出し 奉う 次に 新 主 を 出し ま ぬらせ 主人 香 案の 前に 

返き 香 を も. -拜 する 時 男女み なと もに 拜 すへ し手掛 ひきわたし 三献を 進め ま 

,Q ら する も 祖妣を 先にし 新 主 を 後に す 執事 者 手 » を祖妣 前に 供へ たてまつる 

時 主人 W ひ 香 を 焚き 今日 御 孫 某 を 御 側に 鮒し ま ぬらす 因て 謹て 酒饌を 薦め 奉 

る rJ ひ 願よ， く はう け 給へ と 吿け新 主の 前に 供 ふるとき 又 香 を も.. - 今日 御 祖妣 

の 御 側に 跗 しま ぬらす 因て 謹て 酒饌を 薦め 奉る こ ひね かはく は饗け 給へ と吿 

くへ し rJ の 後の 儀 節お ほか か 卒哭の 如し をの 終，. - まつ 祖妣の 宝 を 蓋 ひ 次に 新 

主 を納て 男女 皆と もに 拜 しさて 齟妣の 宝 を 故の 處にを さめ 新 主 を をの 左方に 

喪 讒？？ I 說  八 五一 一一 


喪 鼸私說  八 五 四 

安ん し 奉る へし 

萬斯同 云く 古 之 祭， A,- 妣-者 獻 JP> 則 不„復 献， 妣 S 禮 統，， 於 尊， 猶乏ぶ 饗 之禮 與， 席 者 雖： 

多 而 其 献 止，， 一 人， 而 已， 此 古禮 也亦溫 公文 公 之 禮也豈 有 k 献，， 祖 考， 復 献 短 妣， 旣 

拜，， 於 祖 考 之 前， 復 拜，， 於 祖妣之 前-者， 乎 とこの 言 に據 れは跗 祭に 三 献九度 を 有め 

參ら する はた，. 祖考の 前の みに して 祖妣と 新 主に は 初献の 三度 をた てまつ 

う あと は 献備の 品 はか， c> にて やむ へし 

跗は新 主 を廟に 入れて 主 父に 屬す るの 祭な う 儀 禮及ひ 禮記皆 一 と度耐 する 

の 主 を 奉け てもとの 靈 座に 反る の 文な し溫. 公 書 儀 文 公家 禮の跗 し 巳，.，， て， 

新 主 を さ 、 け て 靈 座 に 還 る は 鄭 康 成 の 說 に 從 へ る な ，c^ 鄭 氏 の 說 溫 文 二 公 の 

從ふ 所な，^ と雖も その 何の 據る處 を 知らす 且 諸家の 辨駁 する 處 その 理も亦 

明かな，^ 陳祥道 か 將 M 而 旣祖柩 不， 可 k 孰 謂。 將， 耐 而旣餞 主 可， 反 乎と い へる 呂 

大臨か 禮之跗 祭 各 以，： 昭 穆 之 班， P 於 其 祖， 主 人 來 除 JK 主 未 ％」，， 於 新 廟 k 以，， 其、 主， S 

藏，， 於 祖廟-有 祭即而 祭旣除 JK 而後 主遷。 於 新廟， と い へ る 萬 斯大か 卒哭之 明日 鮒。 

主 於 祖廟-, 此 而往不 k 故卒 哭後更 有， 錢 猶„ 人 之 遠 行而餞 r 之 也 先 ii 謂 W 後復 反。 


於 寢ー然 則 何庸有 fe 乎と い へる か 如きみ な 翁 主寢に 反る の 誤 を 正す に 足れう 

され は今跗 祭し 畢.. - 神主 を 反さす 靈座を 徹する を宜 とす 

維 記に 男子 跗，， 於 王 父 一則 配 女子 P 於 王 母-則 不， 配と あ.^ 配と は 王 母 を幷せ 祭る 

を 謂 ひ 不. 配 と は 王 父 を 祭ら さる を 謂 ふこれ 尊者の 祭は卑 者に 及 ふ へ く卑者 

の 祭 は 尊者 を援く へ からさる の 道理な う 

孫 は 必す祖 に耐し 孫婦は 必す祖 姑に 跗 する こと は いにし へ 宗廟の 位に 昭穆 

あうて 新主昭 なれ は 昭廟の 主の み遷 して 穆廟に 事な く 新主穆 なれ は 穆廟の 

主の み遷 して 昭廟に 事な き爲 にこの 禮 あるな. y 後漢 以後 別廟の 制な く 同 堂 

異室 にして 祖考盡 く 一  所にぁ，c^本朝にてもむかしは昭稳の沙汰もぁ.^っれ 

とも 今 はなしされ は 今 乙な たにて 深く 昭穆の 例に 拘 はる は 變通を 知ら さる 

な-^故にぉのれは父の喪には曾祖考妣に»せすして親しく祖考妣にwし母 

の 喪に は父猶 世に まさ は 祖妣に 鮒し 父う せ 給 ひての 後なら はた、 ちに 考に 

する 古禮に 屍る とい へと も 人情に 於て 近し とお も ふなう 開 元 禮の鮒 祭 は 

古禮に 泥ます 三代 を幷せ 祭れ ム これ も 亦義を もて 起す ものな，^ 孝子 そのこ 

喪 鶴^ 說.  八 五 五 


喪 藏 說  八 五六 

の 安き 所 を擇ふ へ し 

暇 滿  . 

暇 S は 今の 忌 明な-^ あらいみ とけた， c> とも 服の 名 ある 間 は 全く 服を脫 くの 

なし 王事 國 事に 從ふ もの は 成 服の 條に云 ひし 如く 受服を 着て 勤む へ し 慶弔の 

事 俗に 從 はさる こと を 得すと 雖 もまた^ のっから， V の 心得 ある へ し宴會 酒席 

の 如き はふつ に 赴く へからす あっかる へからす 

受服本 藩の 制 もてい は、 肩 衣 羽織袴み な 薄墨に 染めて 紋は なかる へし 羽織 

は 緖の色 もて 位階 を 分つ へき 也 給 人 以上 はもの 緖白給 人 以下 は あさき その 

下は黑 なる へし 

小 祥 

小祥は 十三 ヶ月に して 行 ふ 祭の 名な . ^，初 忌日 を 用 ふ へし 祥は告 と 訓む虞 は 喪 

祭な.=^卒哭跗は吉祭な.^小祥はぃょv吉也しかれとも大祥にくらふれは未た 

全く士：Iならす故に^Jれを小祥とぃふ，Vの祭，C^の前日主人以下みな沐浴し髮を 

櫛..：^爪をき.0^みっから祭所を灑掃しを^こは主婦ょぅはしめて祭器は いふに 


や 及 ふ 鍋签に 至る まて 洗 ひ滌き 務めて 淸潔を 盡し祭 饌を具 ふへ し 事 を 行 ふ は 

卒哭 の？ J5i に 同した、 心中に 念して 日月と.^ まらす 奄に小 祥に及 ひぬ 謹て 酒 食 

を 薦め 奉る とい ふへ しこれ 小祥 とはい へと も 本朝の 制と して 父母の 喪 もこの 

月に して 除く 乙と なれ はす へ て 異朝の 大祥の 制の 如くなる へ し 

雜 記に 祥 主人 之 除 也 於み 爲， 期 朝 服 祥 因， i 其 故 服 一と い へれ は その 前 夕よ- in 服 を 

服し 翌朝の 祭う にもの 前 夕の 服 を 着る へし 

この 祭 はて . ^後 五世 以上の 親つ きぬる 神主 あら は 上の 間に 卓 を 設け 祌主を 置 

き 饌を供 ふる 乙と 朔 日の 儀の 如くして 心 は窮. ^なしと 雖も禮 制限.. - あ...^ 乙れ 

よう 永く 祧し 奉る へし 感愴 にた へす 謹て 酒 果を供 へ たてまつ ると 吿 けさて そ 

の 主 を 厘に 約め て祠 堂の 壁に かけ 置く へし 天子 諸侯 は 祧主を 太 廟の夾 室に 藏 

る rJ と禮 な-^ 大 夫士祧 主の 事 禮經に 明文な し 今 土人の 家に 祧主を 置く へき 所 

なけれ は 墓所に 埋む へ しと いふ 說 あれと も甚戚 ましき わさに して 爲 すに 忍 ひ 

す 故に 匣. ほ 納めて 祠壁 にかくる の說 を爲す ものな..^  . 

罈 

喪 襤私說  八 五 七 


喪 禕 說  八 五八 

禕は服 を 除き 常に 復る 祭の 名なら 禕とは 潜と いふに おなしく 平安の rjk ろな 

ら とい へ，^  士虞禮 記に 中 月而禪 とい へるは大祥の月な-^ともぃひ又大祥ょ-^ 

一 月を隔 つると もい ひて 諸家の 說 まち /\ なう その あけ つら ひ は 今し はらく 

置く  の 祭 三年の 喪の みならす 期の 喪に も あるな. =>雜 記に 期 之 喪 十 一 月而練 

十三月而祥十五月而罈の文ぁ-=^練はw度の受服な，c^鄭註に此 謂， 一 父 在 爲， 母 也 と 

見 ゆ これ は禮經 母の ために 齊衰 三年なる を 父の 尊い ますが 爲 降して 期の 喪と 

なす 也 今 本朝の 喪 制 父母 の爲に 期な，^ 古禮 父の 尊い ます かために 母の 喪 を 降 

して 期の 喪と なすと 聖人の 制 父母の 喪 三年なる へき を 今國 制の あるかた めに 

俯し 就て 期に してやむ と 同し 義 なれ は 雑記の 說に從 ひ 小祥の 後一 月 を 隔て、 

十五 月め に 罈祭を 薦めし かる 後に 常に 復る へし： 11  f 隱ば た，^ 喪大 記に 罈而 

從， 御と あ- N 間 傅に 禪而 飲， ー醴 酒ー始 飮 ，酒 者 先 飮， 酸 酒ー始 食お 者 先 食，， 乾 肉 1 あれ は こ 

の 祭う はてさる の 前 は 服を脫 とい へと も 酒の ます 肉食 はす 寢を復 すへから す 

檀 弓に 是月 罈徙， 月樂と い へれ は樂 をな す は 十六 月の 朔 よ，^ 始む へし 


いにしへ 四時の 祭の 嚴 かなりし 世に は 忌日に 奠 獻の禮 なくして 但酒 のます 肉 

食 はす 樂 きかす 哀みを 致して 變を 示せし のみ 也 世 下，^ て は 人 多く 四時の 祭 を 

行 はすた.^ 忌日の み 祭を設 くその 四時の 祭 を闕く は非禮 な， 9 と雖も 忌日に 奠 

を薦 むる は 人情に かなへ，.^ 效 はす は あるへ からす 但洞 堂の 內 にて は 衆 尊者の 

同 ) く 據り給 ふ 所に して 獨.^ 享け 難き 心 あれ は必 すその 主 を 中堂に 出しまぬ 

ら せて さて 祭. - その 儀 は禰を 祭る か 如くなる へしば 難 t«s その 祭祀の 魚肉 

は 賓客 あら は 進めて よし 家の もの はもと より 蔬食 するな，" 服 は 常を變 して 墨 

衰 なる へし 

i ハ西 山か讀 書記に 前世 名家 嫁^ 其篋中 有 _i 衰 一 稱-以 爲 急 曰 弊舅 姑-之 服^ レ法 

、 也と 見 ゆむ かし は 婦女と いへ とも 猶 かくの 如しい ま 世ます/ \ 下れう と は 

い へと 禮を 好める 君子 は 常に 墨衰ー 具を備 へて 內には 忌日の 服と して 外に 

. は 親戚の 弔 服と なす へ し 

凡そ 祭の 禮は 皆吉 服して 福 を 飲み 昨 を受る ことな.. - 然るに 忌日の 祭 は墨衰 

して 吉 服せ す蔬 食して 福 を 飲ます 胙を 受けす.^ ほやう 喪の 祭と 同し 故に 今 

喪體^ 說  .  八 五う 


喪禮私 l^i 

喪禮の 末につ いて ひ 

聞 喪 奔喪 

他國 にあうて 父母う せ 給 ふとつ け 來らは 

をた つね 問 ふ へ し歸國 する 乙と わか ま乂 

花やき たる 物 を 用 ひす 打し ほれた る さま 

行く こと 百 里^ば Msi 夜 を もて 行かす 

も 今 太平の 世の かたしけ なさ 四方の 海 波 

れの近 か 夜行く へ からさら むされ は 古に 

滯る へ からすた、船路はみた，c^に いそく 

ま つ 柩 前 に S た ，c^ 拜 し て 哀 を 盡 しさて 家 

服 を 成す とい へれと その 服と..^ の ひな は 

すみての 後なら はまつ 墓所に ま， Q る へ し 

なら は 上の 座に 香燭を 供へ 朝夕 禮拜 して 

Ds 弟な く は 旅な うと も 日 ことに 朝夕 奠を 


凡 六 a 

まつ うちな きて さ て： 1^ にあ， On しゃう 

なら は 身の 裝 そく 常 を か へ す 乙し も 

にて 道 を いそく へ し奔喪 古禮に 日に 

哀戚 すと い へと も番を 避く と あれと 

靜 かにして 五畿 七道の あ ひたに い つ 

泥ます 夜 を 日に かけて いそき 路 次に 

^Jとなかれ危ふし家に歸ぅ入，C^なは 

人と 相 ひ ふ へ し 家に 歸. し 後 四日 

すな はち 着る へ しその 歸ぅ 至る 葬禮 

もし 故 あ，^ て歸國 する 乙 とならぬ：^ 

哀 み を 致 す な ，..^ も し 本 國 の 家 に 子 孫 

具 ふる rJ と 儀の 如くす へ し 


返 葬 

父 旅に てうせ 給 はんに その子 もし 旁に あら は 初 喪の 禮家 にある 如くつ とめて 

棺に敛 めまぬ らせ柩 にした かひ 國に 返る へ しもし 家に あうて 父他國 にう せ 給 

ふと 聞か は 旅よ そ ほひ 奔 喪の 條 にい ひし か 如くと、 の へ ていそき その 所に い 

た，c^ょくしたvめて柩にしたかひ歸るへし返葬の棺はその造，a^ゃぅ殊に心を 

盡す へ しちから あらむ 人 は 前の 造 棺の條 にい ひし 如くした V めて その上 を さ 

らに 厚さ  一 二 寸の材 もて 今 一 重外棺 をつ く.^ 內外を かの 媒脂 もてぬ うその 內 

棺 との あ ひた は 綿 衾 もてつ め 外の 裝は乘 物に 擬 して 作ら 异く杠 も 一 條 にして 

上 を は 白 布 もて お ほふ へ しその 所發 足せん とする 前の 日の 夕奠 にあす なん 故 

鄕へ 御供 申す へしと つけ 奉う 供 そ k: へ 式の 如くして 柩を 出し その 身 は 柩にそ 

ひて 徒步 にて 一 里 はかう も 行て それよ，.^ 馬乘 ものに のる 心に 任す へしと ま，. =^ 

/\ にて 屈 かむ 程に 朝夕の 奠を そな へ故鄕 すてに 近つ きな はいつ の 日い つの 

時に 到着 ある へしと 一 族の もとへ つけ やる へし その 日に は 一 族 も 家よう  一 二 

里の 間に い て迎 へ その あ.？^ うに 寺院な と あら は そ を 假，^ て棺を 待ち 參ら せし 

喪 禮私說  八 六 一 


喪 禮；？ ^說  八 六 二 

はしと V めて おの く 香 を 焚きて 禮拜 しそれ よ-^ 家に ともな ひ 入れ ま ぬらせ 

さて 式の 如く 送葬す へし 今の 人 ま- - その 親 を 客 地に 葬らむ 乙と を は.^ かり 便 

易 を はか， „ ^て 火に やき その 骨 を 取， 9 歸ら 葬る もの あり 乙れ 大 なる あやまりな 

ら 孝子 死につ か へまつ る 乙 と 生に つか へまつ るか 如しと いはす やその 親の つ 

V かなく  さむと きに その 御身 を條 つけ 傷らん に は 大逆 無道の 誅 のかる へ か 

らす 今う せた まひ たれ はとて 人 もす る そとて 火 を 執， 9 その 肌體を 焚き 壞 しま 

ゐら せむ M と/ VJ れを 何と やい はんたと ひ 不孝の 子 ありて をの 親の なきから を 

野 やまに すて V 鳥け たものに つ いはみ 食 はしめ んも猶 みっから やき そ rJ な ふ 

も のに 愈ら す や 釋氏火 化の 說 久しく 世に 行 はれ 習慣して 常と な，^ 見る もの 曾 

て 怪しみ を爲 さすた \ 市井の 細民 これ を 行 ふの みならす 士大夫 も 亦 fVJ れ をな 

す も の ぁ 6, 昔 し 先 王 孝 道 に 依 ，c^ て 禮 を 制 し 給 ふ 士 大 夫 そ を 奉 し 身 を 立 て 推 し 

て 民 を 化せん とす 乙れ を い かんそ 便 易に 就て をの 禮を棄 る やた  > "禮を 棄る の 

みならす をの 親 を擧て rJ れを 棄っ淺 ましとい ふ もお ろかな， かの 延 陵の 季子 

か 旅に しても の 長子 をう しな へ る 骨肉 は 土に 復，. ^魂氣 は ゆか さる 所な しとて 


ひひに その 所に 葬れ，. -しを 孔子 禮に 合へ うとの たまへ うされ は 道 遠く 財 乏し 

く歸ぅ 葬る こと 能 はす はすな はち その 所に 葬る へし 猶 火に 燒 くにまさる こと 

遠し 

居 喪雜儀 

曲禮に 居. 喪 未 讀，， 喪 禮-旣 葬 讀 _,祭 禮-復 X 吊 讀，， 樂 章-と あう 喪 禮とは 朝夕 K 朔望奠 小 

大敛及 ひ殯葬 等の 禮を云 ふ 祭 禮とは 虞跗卒 哭祥禪 等の 禮 な，^ 死 を 送る の 道 喪 

禮 よう 大 なる はなし 故に その 誠 信 を 致して 悔る 乙と なから むと て 葬の 前必す 

その 禮經 を讀 むこと な，. - 死につ かふ まつる の 道祭禮 よ， 重き はなし 故に 追 養 

に その 厳なる と を 致さむ とて 旣に 葬る の 後ま^ 必 すその 禮經 を讀む 也復常 

と は禪の 祭の はてし 後 を 云 ふ 喪に 居て は樂 をい ふへから す I、 に 至て 始めて 

樂 書 を讀 むへ し 

檀 弓に 大功 廢. 業 或 曰 大功 誦 可也と 見 ゆ 業 は 身に 習 ふ 所の 事 を いふ 誦は 口に 習 

ふと 乙ろ の 事な，^  rJ のこ、 ろ を 乙な たにて い へ は 五月 以上の 喪 はし はらく 學 

藝 をも廢 すへ し 三月 以下の 喪に は 讀書は 苦しから さる 也 
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雜記に 三年 之 喪 言而不 對而不 と あう 言 は おのれの 事 をい ふな， 9 語 は 人の 

爲に物 かた，..^ する 也 父母の 喪に はお のれの 言 はて 叶 はぬ 乙と をい ふまて にて 

人と 物語らす るに 至らす 人の 問 ふに は その 對へ のみして これよ ，.^もの問ふ^J 

と ある ましき な， - 又 喪服 四 制に 齊衰之 喪對而 不 J 一 n 大功 之 喪 言 而 不 Jg 總小 功之 

喪議而 不 k  と あ， 9 齊衰の 喪に は 人に 問 はる、 事 あら はた、 その 事 を 乙た へ 

て餘 事に 言 ひ 及 はさる へし 大功の 喪に は餘 事に 言 ひ 及 ふ も 人と 論議 問答す へ 

からす 小功總 麻の 喪に は 人と 論議 問 難す る も樂の 事に 及 はさる へし 

雑記に 疏衰之 喪 旣葬人 請， 見乏則 見不， 請， 見， 人と あ fts 重 喪の 內と い へと も 葬の 後 

に は 逢た きょし を 申しい る.^ 人に あ ふこと 苦しから すた V 是ょぅ ゆきて 人に 

逢 ふ 乙と を 請 ふまし きな う 

喪服 小 記に 養％,疾 者- 不，， 喪 服-養，， 尊 者- 必 易 k 養 A 者-否 と云ふことぁ<^これは身に 

喪服 あうて 親族の 疾の看 とらす る 時の こ VK: 得な，^ 病 者の 爲には 生けら む rJ 

と を 求めて 吉を 主として 凶を惡 むか 故に その 喪服 を 常 服に 易 ふる 也され とも 

をし^  { てし かする^:^ あらす 子弟の 服 を 服して 父兄の 看と うせさる のみ 父 


兄の 服 は 子弟の ために 易 ふへ 力ら す 

墓 碑 

墓碑と いひ 墓磷と いひ 墓表 墓識墓 版な とい ふその 稱乙 となれ とも 皆.^ なしく 

よかの しるしな， 9 墓に しるしの 石 を 建て、 その 生卒爵 里行實 をし るす^と 異 

朝ズて は 漢代を はしめ とす 本朝に て はさら に 後の世に 起れ 6- 今な へての 習と 

な.， ぬれと をの 行實 をし るす はまれな，.^ 近き 頃に 及 ひて 和漢の まな ひ ある も 

の 多く は 墓碑の ふみ 作うて その 功德 を褒賛 する 乙と な，^ されと その 人 果して 

賢なら はもと ようひとの 稱頌 する 所と な， ^てよ、 にかくれ ある へからす 碑 誌 

の ふみを 待て はしめ て 人に しられなん や もしもの 人 はたして 不 賢なら-は と 

ひ 巧 言 もて 强て その 釆飾を 極め. f-,^ ともいた つらに 譏 笑の 資け とならむ のみ 

たれ か は そ を ま 乙と k しう けんされ は 墓の しるしに はた、 某 姓名 君 墓表と 題 

しその 夫婦 合 葬せ るに は 某 姓名 君曁配 某氏 墓表と 刻みて その 賢と しから さる 

と は 世人の 知る に まかせた らん 乙 そよ かる へ けれ 元の 趙孟頫 はみ つから もの 

父母 及 ひ 祖父母の 墓誌 をつ くれる 僅かに をの 生 卒爵里 を 叙せ しのみ にて その 
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行事に 及 はす 見識 頗る 高し とい ふへ し 墓碑 も 異朝に て は 品秩の 高下に. よ.，， て 

大小の拔ぁ，=^本朝にはむかしょら定れる制度なしされとぁほゃぅ關さ 一 尺 厚 

さもの 三分の 二 高さ は 二 尺 五六 寸 よう 三尺 まてに て 趺は方 二 尺 二 三寸 厚さ 七 

八寸 なる へ し座棺 なら は趺 もて その 棺の上 をお ほふ やうに し臥棺 なら は块を 

その 足の 方に 安ん すへ し 

影像 

體を藏むるものは墓な，c^神を棲しむるものは廟なぅその祌を憑らしむるもの 

は主な，《^その容を留むるものは像なぅ祖考の像を繪ぃ てい つき まつる こと 古 

禮 になし とい へと も 今の 世と な ，0. て は 祭る に 像 を 用 ひさる もの すくなし,， J,^ 

また 人情の やむ/ vJ と を 得さる に 出る ものな うた 、宋の 伊 W 凍 水 „ ^顿 毎 蒼 諸 先 

生古禮に見ぇさる所な，0,とて取らす木主魂帛をのみ用ひられき竊にそのこ、 

を 察 す る に 影 像 の 設 け は 道 釋 二 氏 の 專ら爲す 所な れ は そ に 同 し か ら さ ら む 

やうに-ことさらに 情 を 矯めて 取られ さ，.， しと 覺 ゆる 也 ためにす る 所 あうて 情 

を矯 むる は その 心 狹くニ 氏の 爲 すと,， -,^ なう とてよ きこと まて を棄 るよ その 


ろお ほやけ ならす！^ ゃ圖 形の 設け その 來る事 久し 商 王の 傅 說を厥 象に 審 

かにせ しめられ たる 漢 帝の 功臣 を 麒麟 閣に畫 かし 給へ る 文 翁 か 聖像 を 講堂に 

設けた る 經史に 見 ゆる 所誣ゅ へ からす 何 そ 二 氏の み 像を設 くる こと を爲 さん 

され は 影像の 設け はもと よう 二 氏の 嫌に わたらす たと ひその 嫌に わたる も 善 

き 乙と を まね はぬ M と はう や は ある 親のう せ 給 ひて 再 ひ 見る へ からさる は 子 

の、 いに はいか はかう 悲しから しさる を te- 像 の 設 け ぁ て 歲 時 の 祭 祀 に 一 と 

々ひ を を披け はとし つきの 久しき を經 ぬる も 儀容 さなから 乙 V に います 力 如 

く 思慕の こ V ろ もこれ によ.^ て 又ます く 深 かる へし さら は 影像 はか，. 追 孝 

の 助けと なる へき もの は あらし 心 あらん 人 は廟墓 神主と 同し く^.^ ろして 設 

けたき 祭の 折く 神主のう しろに 掛く へし 

漢土の 畫ェは 多く は 寫眞の 法に 拙し おのれ 三十 年 なた 古今 人の 肖像 を 見る 

二十 品に 下らす お ほかた 明淸の 善ェに 出る もの 也し かるに その 形 神 多く は缺 

けて いける 人の 面貌に 似す こ 、に 知，^ ぬ 程 子の 一 髭髮 あ^らされ はすな はち 

W 、と いはれ しあな かち 嚴 しきに 過き たるに は あらす その 寫す所 多く その 眞 

喪 鷉私說  八 六 七 
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に 似さる かためなる 乙と を 寫す所 果して その 人に 似る 乙と なく は いかて かそ 

の 人と して 祭祀の 誠 を は盡す へき もとよら 木 主 を 用 ふるの まされる に はしか 

す西洋の人の如きはむかしょ，c^繪の事に巧にしてかっ理學器學に老ぃたぅそ 

の 寫 眞 に 用 ふ る の 具 す て に 閽 室 明 室 の 兩 器 ぁ ，c^ そ の 眞 を 寫 さ む と す る も の は 

必す^Jの兩器に就てぅっすな，o^故に^vの傳ふる處骨格の起伏雛紋の隱現こと 

くく 用筆の 間に あら はれて その 形 神の いける 人に 遠から さる 迥 に 漢人の 爲 

す 所の 上に 出つ 近頃 創製せ る留影 鏡に 至て は 人の 一 筆 を 煩 さ す し て 寫 ，c^ ぬ る 

影の in に /\ その かた 長く  rj.- に 留まる 乙と なれ は 一 髭， 一 髮を殘 さす その；^ 

氣を 並せ て 生 人と 毫釐の 異なる 所な しま .M とに 天地 造化の たくみ を 奪 ふと い 

ひつ へ し 程 馬 諸 公 をして 今の 世に 遭 はしめ はなと か は rj の 眞影を 取られ さる 

へき. 
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のな リ略ぼ 年代に よ リ て 配列し 夭 保 十 年 (玉 池 時代) 
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尙ほ. W 階 親王の 『淺間 山け ふりと 消えし その 人の 名 こ 

そ 雲井に 立ち 残リ けれ』 の 題 歌 及び 山 岡 鐵舟膨 海 舟の 
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の跋は 此れ を 省略せ り 
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日。 今朝 又 送 別於郊 外。 道 上 惠 詩 云。 客 路 春 深杏眇 間。 吟 ■ ほ， If 遺 1^  ^ 

慰 覉 中 思。 去 對 芙 蓉 舊 識 顔。 予 和 云。 欲 別 躊 躇 立 道 間" 暗 愁 無 意 和 陽 關芙 蓉 雖 
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醒大敬 夫 惑 明 先 余唯當 
也 惑 宇 者 尙見耳 有 時 
浩今曰 可 有 今 丈 子 吐 
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漢 土 與，， 歐 羅： 於. 我 俱 殊 域。 皇 ^ 祟き ぎお. ぎ in  1 1 き iiK ぼ、 可 

.參 。其 瑕 何 須. 匿。 王 道 無き 黨： 々 k- ぎ ま： す k  4! ぎ ぞ。 ぎが ぎ 
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夙 通， 理： 張 横 渠。 晚 聚，， 經 方， 陸 敬 輿。 我 亦 中年 有 所 感： 時 披， 海 

外濟生 書： 

天 城 山 
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ぎ 。ぎ ぎ、 白 k ぎ：、 丹 闕 應. 非. 遠。 金 城 k 及 h  。靈 秀 愜， 幽 賞： 遐 
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識南豐 子 成 

之 幸 耳 
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地步甚 高所 

以爲 大家 
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昔日 詞塲 張」 軍： 雄 鷄恰是 在， 雌 群： 終 生 不. 識 南 豐 面。 高 與_> 小 
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之。 聊申， 謙 個つ 

我 久 客-, 江 門： 忽 肸， -北 闈 疾： 即 曰 趣，， 輕 裝： 兼 道 馳，， 快 翻： 昏 經，， 碓 氷 
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成 有. 功. 世。 覊 役 非， 所. 勞。 諸 子 與. 我 諧。 追 從 意 氣 豪。 暮 夜 命， 行 

裝： 啓 途 情 已 退。 秋 旻 盪， 氛 滓： 粲 然 星 斗 高。 如 何 風 未. 便。 卷. 帆 送，， 

落 潮： 坐 臥 守 孤 樓： 欝 々 竟，， 永 宵： 譬. 之 懷，： 長 策： 無. 媒 欲 ま. 朝。 延. 領 

望 矢 際： 浩歎首 空搔。 

ず； ^感懐 

pf  人 壽 七 八十。 我已 失 二 半 生： 鬢 邊 酵未 J 相。 漸 覺 ji,, 其 萬 秋 風 不， 復 


夏； 頹 曰 難， 再 昇： 及. 時 不. 騁. 志。 形 骸 豈 無. 傾。 家 聲 久 不. 振。 名 胄 空 

伶 订。 吾 心 固 非. 石。 念. 之 深 傷 Js。 

」 ヽ ぎ 余 以庚戌 冬 十二 月 十八 曰發江 都。 二十 三 ？ 产松 

雜 感 六 首 ね。；^  ^ 掏 今 不 愈。 病 間. 得詩數 首。 差 後 錄 之。 

海水 環 囘祥氣 浮。 龍 蟠虎踞 帝王 州 。何時 憎-服 西 人 志 Mte 象 . 

馬 二 さ ffk  A 1 

自 き，， 心 服， 難. 防 好。 英 吉佛郎 原 傲 頑。 苦 憶 漢家王 佐 相。 當 年 籌 

策 盡，， 征蠻；  、 

、東 き .0^0  f  一  一  ^  ^M^w き 荷 蘭 1 設 4 チ 科； 吾 邦空說 英雄 跡 W 歳 無 -,, 

人 b-伯 多： 

火 輪 截^ 疾，， 飛 舆彼 土近來 多 M ハ 能； 此 去浹旬 到- 寵 動： 古 人 今 

起應. P 氷。 

生來曾 慕寓 夫 雄； 慷慨 時々 氣 吐 k  。吾 手 非 Ji- 一  尺 講奈 何 爲 

象 山 先生 詩鈔  八 ノー 


象 山 先生 詩紗  八 八 二 

笞， 笼戎：  - 

<? マ 日 嘉永 0000000、、 ヽヽ、 、ヽ、 、、、 ヽ、、 、、ヽ 

_に針 關 p 聖 賢 有. 作 順 凱 氣： 不. 敢 後. 天 存， 結 繩： 底 事 世間 村學 究。 東 方 日 

燈者 不啻村 ヽ 、 パパ 

學究 也爲之 gg  {s-  ：^^ 

敬 宇 曰 盤 翁 

評 先 獲 我心  西 郊 演齜 而 遇 作 

讀之 I 快 老 榴 擘仏 電 光 開。 操 演 人士 呼 一一 快 哉； II- ぎ 、鬪； 天、 雲 、皆 、去。、 四 ぎ ^ 

動 霧雨お。 

聽 卵神舰 辛亥 春 三月 ニ+ '二 日。 將き 子， 演，， 五十 斤 石 衝天 砲 於 松 

々可 誦以其 

氣盛 也  代 城 西 生 萱 村： 此 邊 村落 皆 杏 林。 往 々 声 山 桃 一間. 之。 開 花 

爛 熳。 彌 望 如， 紅 雲： 而 放，， 巨 砲 於 其 間： 眞 奇 景 也。 ， 

演 大砲 於 杏 、. ヽ， ク，、 ヽヽ 、ヽ、 、ヽヽ 、、 ヽ 、ヽ、 、ヽヽ 、、ヽ 

sm 春 野 乘 fe^ 演-大 砲 M 林 桃 杏正芳 菲。 一 聲 霹 靂 震-天 地： 萬 樹 紅 

可 以哺杏 S  、ヽ、 ヽ 

I 勝囍村 花撩亂 飛。 

敬 宇 曰絕句 

i  讀_荣 氏 風 論 #而 作 


吾 年 十 有 五。 讀. 易 象 山 麓 "玄 夜 玩. 辭 象： 或 時 至，， 晨 旭： 冥 會 一 何 

欣。 理 妙 照，， 心 目： 父 老 嗟， 其 精： 友 朋 稱_ 其 確： 巖 々張 夫 子。 爲. 學 眞 

卓 犖。 刻 苦 着-正 蒙： 兩 程 互 相 勗。 顧 彼 巽 風 說。 義 類 都 未. 燭。 如 何 

在， 後 賢： 尊 奉 攀-其 躅： 執. 異 餘 J  ！ 耙： 往 來 在 二心 曲： 一 朝 獲-冥 符ハ吾 

. 心 頓 慰 沃。 射 者 雖. 殊. 科。 所 k 在-正 鵠： 誰 謂 萬 里 遠。 神 系 固 相 屬。 

張子 曰。 凡 陰 氣 凝 聚。 陽 在. 內 者 不. 得. 出。 則 奮 撃 而 爲二雷 震 

陽 在. 外 者 不. 得乂。 則 周 旋 不 X 舌 而 爲. 風ギ 謂 陽 卦 主レ 陽。 陰 

卦 主 .陰。 易 之 通例 也。 坎 之 爲. 陷。 陽 陷二於 陰 也。 離 之 爲」 麗。 陰 

麗，， 於 陽， 也。 可， 以 見， 矣。 今 張 子 說 J 田 風： 皆 以^. 爲/ 王。 失- 義 鍵- 

也。 而 朱子以 下。 來 談 者。 多 取乏 予 所- 不 解つ 

. 諸 葛 武侯贊 

、大 ^ ぎお &i 舍： 卓 哉 諸 葛 公。 躬 耕 南 陽 下。 一 朝 得-其 

不可 言 象. 山 先生. 詩. 鈔  八 八 三 


象 山 先生 一詩 紗  八 八 四 

君： 再 吹 劉 家 火。 宏 規 本き 樂： 細 事 曁，， 流 馬： 逸 躅 進 難 ま、 飛 ；聲 ぎ 

區 夏： 千 載 拜， 遺 像： 欽 招 我心 寫.、 

讀_栄 氏 宇 宙 記， ！ S 

余 誦細 處 士 請-山 海 經， 詩： 喜 k ハ 冲 澹 深 粹。 通 然 有. 自 得 之 

Hi ，而 探其&  t., 

寫然 亦 憾埜ハ 所 .云 終，， 宇 宙， 者。 止. 於 山海 經穆 天子 傳 恍惚 

惟奇之 說. 也。 余 嘗 病 M  土 諸 賢。 談 ii 物 理： 多 出， ，臆 度： 而 其 

失 流. 於 虛 誕 誠 欲 此 弊， 以. 西 洋實測 之 言 k 矣。 偶 得^ 

乙 人 宋墨爾 氏 所， 著 宇 宙 記鲒 &之。 天 地 之大。 日月 之 明。 

暑 寒 晝 夜 之 運。 風 雲 露 雷 之 變。 禽 蟲 草木 之 微 。無， 一 不 J1,, 

其 幽， 而 探 >|ハ 蹟： 眞 ヌ謂 綜，， 括 宇 宙； 終，， 始 古 今 著。 余 甚 樂焉。 

乃以， 處士 俯仰 終， 宇 宙： 不 J 术 復 何 如 魅 JS 。作， 詩 十 首： 若 ^ 

思 致 拙劣 命 辭凡陋 。固 無お. 稽。 然 至 _ 其 云 々者： 則竊 豳 


幾 焉。 第 不. 識 者 以 爲. 如 何. 耳。 

其 一 

宿 好 在， 詩 易： 推 論 折- 絲 樓： 勤 苦 過-立 年： 物 理 竟 莽 翻。 遂 取- 

錄： 闕 漏聊自 補。 ぎ おぎ 艱 ぎ 快 覩； 偶 得- 荣 氏 書 M 

化 府； 悠 々 宇 宙 間。 正 爾 盡， W 俯： 

其 一 一 

耀 靈 被， 光 雲： 黑 子 露-其 壤： 崑 淵 不 水。 環 山寂游 沉。 由 辣 

軸；！  一  ffi 曰 初 上。 太 囂 具- 氣 海： 朝 々 有 爽： 鎭 輪 載 二 河 嶽ハ歲 

氛 块。 辰. 鑣 峻 嶺 竦。 惑 極 雪 野 廣。 星 運 證ニ地 動ー彗 蝕軏 光往。 

ま-四 三： 乘星 在-指 掌： & 揮 本 實 測。 敷 宣 非- n 誣 罔^ 哉 星 天 

、嗟^, 欽仰： 

其 三  一 

象 山 先生 詩鈔  八八ョ 


象 山 先生 詩紗  八 八 六 

金 屬 鉋，， 衆 酸： 洋 々 如 賭 釀： 親 力 促， 降 沈： 大 塊 告， 成 功： 澄 醯 流 就， 

下。 崧 高 現， 其 峯： 草 木 甫 云 暢。 介 鱗漸已 充。 乳 育 生 嵩 京： 靈 秀 降，， 

其 終： 山 谷 有 矢 秩： 先 後 不. 可. 紅。 貞 石 存， 殘 形： 通 人 識，， 來 蹤： I 

其 四 

伏 燬 發，， 地 底； 奮 震 碎，， 維 柱； 傾 覆 易 嵩 低： 離 合 變，， 區 宇： 巨 浸 自 Jffl 

翻。 何 山 能 支 柱。 駭 浪 注 火 坑： 激 噴 作， 猛 雨： 傾 潟 如， 飛 泉： 盪 游 剝，， 

山 土。 停. 砂 爲，， 丘 壩： 塡. 泥 成， ，園 圃： 今 我 歩， 林 巒； 徘 徊 多. 所， 覩# ぎ 

山, 間。 終 古ず， 其武： 

其 五 

雲 漢 開， 素 練： 亟 目 辨_ 斗 宿： 斗 宿 是 燬 炎。 光 明 彌， 宇 宙： 各 在， 矢 一 

方； 中 處 不， 遊 走： 塊 曜 旁 旋 繞。 丸 塊亦貳 副。 但 爲，， 相 距 迥： 稠 密 如，， 

積 I 矛： 太虚 眞 無 。其. 際. 誰. 能 究： ^ . 


其 大 

疊々 重兩 金。 鹹 滷 濡， 其 渴： 倐 忽 生； 妙 力： 神 氣坐泱 欝。 抵 觸 ま 人 

臂： 烈 炎 鑠-, 金 鐡： 眇 器 今 如. 此。 大 塊 豈 其 不。 山 陵 積 _沙 礪： 石 炭 横- 

其 跋： 氣 水 相 浸潤。 肺 カ亦激 發。 火 山 噴-紫 煙ー溫 泉 流 二 素 沬>_ "ノ 變 

或 爲 JI  。原 嶽 時 剖 裂。 k 物 鞠 二 源 委： 患 害 不 ま。 泰 西 有郯 子 M. . 

き-、 理 窟： 

其 七 

氷 山 凌き 秀。 嵯 峨 如-刻 削： 紅 碧 映、 開。 奇 光 遠 相 射。 凝 野 接- >  凝 

海： 彌 望 絕， 一林 簿： 鐄 黃 長 不 夜。 線 耀 照，， 邱 壑： 退 々南 州 川。 寳 氣璨 

灼 雞。 塵 金 隨，， 淸 流： 人 々 可-探 獲； 浮 木 生 二 何 許 M 在- -窮 髮 北 3t 客 

非. 資. 兹。 何 由 得， -飪 瀹： 透 進 望， 北 光： 其 樞 合-慈 極： 指 鉞疾感 動。 首 

尾 或 時義積 氣 泛-金 鉛： 坤 仁 全-其 廓： 束 水 却 鑿 齒。 墨 峽 失-其 弱つ 

象 山 先生 詩鈔  「ノ， 八 七. 


象 出先 生 詩鈔  八 八 八 

墜 果 悟， 鬼 帶： 刹 燈 明， 動 則： 奔 星 識，， 太 始： 地 雨 辨，， 隕 石： 得. 窮，， 上 下 

際： 賴 有 疇 人 籍： 恨 不 fe^, 陶 令 M 覽 共お 樂" 

其 八 

湯 海 出， 泥 山： 何 處 見-林 藪： 炭 分 迷， 海 宇 ：黑 煙但 油々。 曰 月 藻不， 

見。 誰 辨 昏 與 JC 猛 火 起-其 間： 怖 鬼 時 遊 走。 地 成 生，， 毛 髪： 煤 炭 得，.， 

所 僦： 氣 氛漸開 明。 此 景 遂 不^。 

其 九 

衆 石 成， 永 火： 水火 互 相 磨。 磨 量 千 萬 祀。 或 化 泥 與き。 我 有， 照 微 • 

鏡： 精 巧 使， 入 嗟； 持. 此 照，， 石 理； 燦 灼 似，， 春 葩； 燥 濕 異， 其 觀； 粒 葉 發レ 

人 多。 把. 石 相， 山 質； 貧 富 誰 敢 託。 寳 藏 從，， 擺 闥； 山 靈 如 V ァ 何 

, 其 十 

難 春 陵 P 太 極： 五 材 誤， 其 圖： 婆 源 對， 屈 問： 暗 中手 相 摹。, i 貧 in 


丁 未 冬 


妙而竟 不能 

名 其 所以 妙 

也 

十 首 深奥 精 

微非 固陋 如 

余 者 所 能 窺 

故 不敢句 亦 

不能 句 也 

敬 宇 曰 謙 如 

此 所以 爲磐 

翁 


敬 宇 曰 妙 在 


^^Jl- 、已 ぎ 4i 誣： 茫 々覆 載 間。 萬 理轉煥 乎。 我 亦 同- 此 地： 何 爲 僻： 

、一 k 、宜 kk ぎぎ、 以、 作- 「一 、家、 書： i チ ぎ 尺-骨 髓： 聞 見 養-空 跦： 世間 

少， 入 傑： 誰 從， 余 所， 如。 

ミ老 J 在 松 代 西 一一 一里 

天姥山 許 俗 稱姨捨 山  、 、 、 、 

、天歡 、山 ii^ 圹,。 歡、 山 下 秋水 淸。 夜 深 好 執-紫 簫管ー 丹 桂 花 

陰 學 凰 聲： 

冬日 宿，， 上 田 客舎 ：<  木 誠 之。 加藤士 成。 林 大輝等 諸子 來 

會。 談 論 竟 夕。 詩 以 耙箏。 

短 * 縮. 西 澗； 解. 装 倚 行 軒： 喜 此舊遊 地。 良友 倐來 屯。 命. 酌 各 論" 

志。 慷 慨 道 所き。 精 籠 改 き 歩： 麵 SS  &  S  f  S  S  、翻、 俊 策 欣- 

新 觀： g 誠 職 S 细所、 微 人 fK  、理。 幽 深 ず」 、化 源。 吐 吞 達. 永 夜： 不〕 

覺淸曉 寒。 


象 山 先生 詩鈔 


八 八 九 


年弘 
化 


琴 興 十 首 I 鍵 著 

石 牀 安，， 綠 綺；. 徽 暗 未. 成. 聲。 且 聽， 虻 、泉 1 音：、 微 ir. ぎ纩 ぎ』 

膝 上 謂： 淸 徵； 目 送，， 山 鳥 飛： 祜 桐 有， 餘 韻： 鳥 影 竟 依 稀。』 

孤 琴淸夜 月。 聲 合，， 溪 流 響 M 調 無， 入 知： 琅 然 祇 自 賞。』 

山 水 失， 知 音： 千 歲 無 一， 消 息： 不 MM 子 期： 玆 情竟誰 識。』 

遇，， 此新過 雨： 靑 林 生，， 暮 凉： 淸 英 未. 及^。 音 調故輕 楊。』 

古 洞 愛. k 深： 彈 琴 F  、孤 sm 一 化 、日 、夕 、飜。 、不，： 是 ぎ 

雲 散 松 崖 碧。 月 升徽亦 輝。 爲. 招， 輸 叔 夜： 千 載尙來 歸。』 

谷 風 吹-夕 嵐： 峯 頂 月 來早。 朱 絃 煩. 手 登。 白 石 倩 fes 掃。』 

空 齋 夜 寂 霧。 雨 雪 盈，， 窓 牖 ；燈 下 弄，， 琴 心； 天 涯 懷二尙 友に 

巖 上 掃-青 苔： 春 醪獨自 酌。 一 醉 歌-ぎ 、琴 ぎ、 松 fh 、落。』 

擬 古  . 


滿喑高 煽 境 利 人 平 奈報東 曰 余 
襟 淚崎雲 英堅逢 世 何 國海生 有 
爭江禝 機 方 赏不俗 孰 潯在此 
能 門 礮黎開 音 使 吏 無 寸神和 
不濶臺 尙海米 仁 独 心 丹 州 韻 


二月 之 


有 k 在， 北 溪； 長 大 絕， 其 夷： 首 尾 各 萬 里。 世人 何 得. 知。 腹 成-矢 下 

5! き 、作- k  、下 震； 掀 翻 揚ニ波 浪、 (列 宿 爲- 蔽 虧¥ 大海 猶 淺。 時 々 見- 

其 鰭： 長 鯨 數 有， 限。 P, 以 飽. 吾 飢： P 生 未. 得. 所。 何 許是天 池。 . 

癸 a 春 三月 偶感 示，， 礮學生 1 

未 M 礮 臺 環-, 海 潯： 南 風 四月 甚 關. 心。 但 敎，， 廟 畧 無-遺 算： 應. 有. 蕃 

、船 ぎ、 好 ず： 士 庶何爲 忘， 德 澤： 江 山亦自 惡， 妖 駸： 武 昌本是 咽喉 

、地。 kk 、犬、 羊ぎ i 襟： 

癸丑 上巳 會飮簡 堂 詩幷引 

王 右 軍上已 爲， 蘭 亭 之 會； 在， 鲁 永 和 九 年 癸 今 歲 亦 遇-癸 

. 丑 ；是 曰 之 集。 豈 非き 事： 因 憶 永 和 八 年 殷浩北 伐 無. 功。 再 擧 

屯，， 泗 只 右 箪 移 J 曰 諌乏 曰。 區 々 江 左。 天 下 寒 心。 固 已 久 矣。 處，， 

內外之 任， 者。 未, 1^,, 深 謀 遠 慮： 天 下將. 有 王 崩 之 勢： 任 二 其 事-者。 

象 山 先生 詩鈔  八 九 二 


敬 宇 曰 無 乃 

夫子 自道歟 


浩時者 力 謂識敬 
欽ー i' よ 不不兑 宇 
世獨弊 度 超 曰 

言 ;^$不^ 患 iTi 右 
哉 一已 量 所 


象 山 先生 詩鈔  八 九 二 

豈 得. 辭，， 四 海 之 責， 哉。 叉 與， 兪 稽 王 显， 賤 曰。 不，， 度. 德 量， 力。 不 Jk 

不. 已。 此 封內 所， 以 痛 心 歎 悼， 者 也。 願 先 爲， 尔 可 勝 之 基： 須，， 根 

立 勢 擧。 謀. 之 未， 晚。 浩 不. 能. 從。 遂 有， 九 年 秋 七月 之 敗： 頃歲洋 

夷披 猖。 采脑 大邦： 形跡 旣 露。 而 不. 可 之 基。 尙 有，， 未. 立 者： 俯 

仰 之 際。 不. 能. 無，， 感 慨； 因 詩 中 及. 之。 

良 辰 修故 事： 賴 飲 會 _,詞 林： 乃 調， 蘭 亭 叙： 深 欽 賢者 心 。お 、年 

、 、ヽ ヽ 、、 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、、 、、 、、 、ヽ 

伐， 今 曰 在，， 山 陰： 勝 集 雖， 可 M  。囘 思 感 慨 深。 鯨 鯢久奔 #。 長 策 乏，， 

、知 音： 興 懷 欲，， 嗟 悼： 情 况何 古今。  - 

癸 a 仲夏 

火 輪横恣 轉，， 江 流： 非， 是 君臣 ii 日 秋： 忠 義 要^ 神 國 武。 功 名 欲， 

伐虜人 謀。 東 圻 起 曾 陳. 策。 南 島 P 船 盍， 有. 猷。 兵 事 未. 聞 巧 之 

久。 何人 速 解熱 眉 憂。 


發田 不久敬 人間 此嘗 
于義必 已宇我 盖詩游 
詩 卿 待 蓄曰之 彼揭浦 
也 詩 送此胸 〈li 现在賀 
而吉志 中 也 始楣觀 


擬 古  • 

駕 余 將 k 征： 戒 心 命-徒 者： 遠 征知 何方。 四夷久 我。 將， 馳 _,騁 大 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 、 、 、、 、、 、、 

塊： 流 M 米 歐 野 癒 海 多-鯨 鯢： 風 浪常翻 簸ま 一 成 ：- 吾 志： 歎 無_- 木 

與，. ^。忠 義 已 許. 國。 何 嘗 失， 慵 惰； 

癸丑 秋自貽 

^^^^ ん 頻。 情 懷久負 故山 春。 才 疎 無. 補，， 當 今 事： 不. 若 歸 

田 終，， 此 身： 

君恩 洪大 難. 爲. 量。 特 命 催. 吾 向， 故 鄕：§ 世..^ 風波 險： 管 領 山 

、 、 、 、 

中日 月 長。 

再自胎 

虚名 早 已誤， 侯 公： 猿 約鶴盟 還 作. 空。 行 止 非人 天 意 在。 肯 將， 利 

害， 橈，， 胸 中： 

象 山 先生 詩紗  八 九 三 


敬 宇 曰此失 

意 時 作然不 

作 悲情語 知 

其 爲有道 者 

之 言 也 


也宜詩 慨俛是 
被 亦 嘆 仰 其 
俗 有 。今 取 
眼靈 又昔禍 
白骨 此不處 


象 山 先生 詩鈔  八 九 四 

送 吉田義 卿 Ms 十 

之 子 有， 靈 骨： 久 厭跚膦 群" P 衣 萬 里 道。 心 事 未 Jg. 人、 雖，， 抓 未， 語. 

^  ^ あ. か。 j4i£  き ^ 舟， 秋 き 環 海 何 茫 々。五 洲 自 

成. 隣 ま 究，， ^ 勢： 一 見 超，， 百 聞； 智 者 貴. 投 .機 。歸 來 舞 及 M 。不」 4, 

非常 功： 身 後 誰 能賓。 

甲 寅 初春 偶作 

黠 虜 今 應. 離 k 國： 江 門亦已 度，， 春 風： 設 施 未. 見 囘 天 力。 物 望 誰 

當 命 世 雄。 疇 昔 戯 譚 憑，， 呆 堞： 方 今 急 務 在，， 元 戎： ^s^s 

I 球 I  6 臣別 有，， 伐 謀 策： 安 得，， 風船 下-, 聖東： 

臈尾 狂雷已 可. 物。 春 頭 恒懊又 愁. 儂。 誰 言 人 事 罔- -應 感： iig 豫 

不， 信 天 心 有，， 曲 從； 許函 菲 才 難. 得. 志。 P 時 無， 補 欲. 歸. 農。 春 來 未. 

有 慰. 懷處。 伉慨 悲歌 獨撫. 胸。 


敬 宇 曰 則 

欲換^？；字作 

伸 字 


^、&  二 敬 宇 曰憂國 

^^4 心 深 許 g 士 t 

月. & 大询可 敬 也 

勿 笑其迂 


句々 如^ 汽 

船設者 何等 

奇構 


悠遠 


幾 載鯨鯢 横，， 海 灭： 中州 豫備尙 依然。 孰 知 兵制 隨. 時變。 但說軍 

装 映. 日 鮮。 運 礮 未. 應. 須，， 我 馬； 守 城 却 或 要， -渠 船： 當 今 更 有-無 窮 

事： 志 士 何時 高， 枕 眠。 

戯 P 括杜 詩， 詠 _蒸氣 船， 

蕩々 萬斛 船。 影 若. 搖き 虹： 起. 檣 不 fe. 牛。 職 由 fes^A 功： 無^ 風 動 ^ 

天。 隨意 大水 中。 ， . 

題 蒲 田 茶舗 壁  • 

八隻 軍船 來. 聖 東： 江 都 官吏 太 倥 惚。 梅花 不識 人間 事。 依 淸 

無題  、 • 

七道 都 城 似， 散 碁： 控 援 未， 足 待，， 戎 夷； 遠 謀 今曰廟 堂 上。 莫. 悔 慢. 

藏招， 盔兒；  一 

象 山 先生 詩鈔  . 八 九 五 


發至以思隘不？^後述敬  之 於 未 分お 與器敬 

詩 計 謀 一也 覺 a 出;/ n リ-:  九 確 貼お 道藝宇 

句 浩存 身 先 地 塞苹地 曰  原 安 束 以德之 曰 

響氣 利 生'' ド六 言卞 fiT  而得西 道相稱 西 

亮所之 咨不之 含 曰久 n  質 起 恐藝爲 ま iilf: 


象 山 先生 詩鈔  八 九 六 

東洋 道德 西洋 藝。 Ml 廓 相 依 完 i 模： 大 地 周 圍ー萬 里。 還 須. 缺，， 

得 半 隅， 無。 

欠ト fe- 丙.^; S  ^ 員 甲 寅 三月 炳文 論 

*^^.^^烀タ^^110.:;1國事獲罪歸長岡 

久知 天道 易， 無 移： 家 國 興 衰 將 問， 誰。 伯 紀 遠 謀 人 所， 惜。 椒 山 抗 

疎 世 徒悲。 一 方 却， 敵 未. 知， 計。 四 顧 ，雄 何 有. 期。 不. 揆 叉 遭 xr 日 

別： 慯心萬 事 付， 新詞： 

獄中 寫懷難 £1  • 

久 憂， 邊 事， 歎，， 天 遠： 忽 墜. 此 中， 悲二海 深： 欲 .爲，， 皇 ，存. 至 計： ぎ ぎ 

利， 勞. 知 音： 鷄 鳴 不. 已 夜 晦 冥。 鶴 韻 應. 通 蓊 欝 陰。 寄. 語 l^n  si:  i お 

わ。 あ，， l44 初 、i 

不. 昇 城 下 作. 盟 耻： 却 見，， 忠 貞， 抱， 怠 疑： 伯 咲 議. 疆 長 崎 澳。 聖 東 假. 

^下田 湄 。異 時 餐敵 已 非 .策。 今 曰 伐. 謀 知 是 誰。 幽 憤 滿 I 胷 無， 所, 


耳 免 張 並 文 出 自義君 
摸 皇國傳 山 者 肺 節 恩 
擬太正 矣正可 腑烈ー 
之 過 義如氣 與屮字 首 
痕末歌 彼 歌 文 流々 忠 


傀 年、 君、 
儡 何、 恩、 
苟 問、 如、 


泄。 獄中 髓. 血 寫，， 此詩： 

君 恩 

： 天 地： 國 恩 如， ヒ 海： 外 患 今 非. 一 身 思. 有. 濟、， 勉 勵十餘 

^ 與. 晦。 在. 卑 欲. 爲. 池。 在. 高 欲 jyif 奈 何 肉 食 人： 観 然 若 

安 P 歲 月： 般 樂敖且 怠。 當 初 恃. 不. 來ポ. 知 恃. 有. 待。 復 不 

伐， 其 謀： 率 然 爲辧. 詒。 假. 地 缺-金 甌： 屈. 膝 甘 二 無 禮： 反 却 知. 彼 計。 束 

縛直自 累。 咨 余 何 爲 者。 致 忽 遭 M  。幽 囚 在-, 犴 獄： 甘 心 待-其 罪： 

松 柏 有，， 私 ii: 歲 寒 節 1^. 改。 お 義 許き 國： 折 何 曾悔。 用 間 在. 得. 

人。 全 勝 在. 知. 彼。 是 非 不. 可 fer 公 論 期 _ 午 載； 

敝笱五 章有箋 

敝 笱 在 魚 則 唯々。 狄人戯 謔。 笑 言 有き。 

比 也。 笱 以ぉ 爲. 器。 以 取. 魚 者 也。 唯 々出 入 不. 制 也。 陛. 笑 貌。 苟 

象 山 先生 詩鈔  八 九 七 


象 山 先生 詩鈔  八 九 八 

當. 在 k  。而 今 在. 海。 况 其 敝 壞 者。 安 得-能 取 k 哉。 宜 乎 其 魚 之 

唯 々 然。 而 出 入 無， 怠 憚， 也。 以 比 侮 失 JC 而 致. 狄 人 之 陵 蔑よ 

也。 

曾 欲. 御. 冬。 亟 歸』 曰 蓄： 莫 fe- 我 勞： 反 比 于 毒： 

比 也^ • 當。 歸.貽 。旨. 美。 寧聚 也。 曾 蓄：， 聚 美 菜： 以 爲 -> 餽 貽 ー不- 一 再- 

者。 蓋 欲. 使お 禦，， 冬 月 之 空 乏， 也。 以 比 ^ 不. 忘. 危。 治 不. 忘 。方- 

泰 寧 之 時： 而 深 思 遠 慮。 以數々 然及. 邊防 戎備之 事. 也。 

其 霽 々 々。噎 々 有 。永 言 念. 圃。 不，， 瑕 有， 害。 

比 也。 其 者。 冀， 其 將， 然 之 辭。 陰 而 風 LP 噎。 雨. 土  P 霾。 瑕. 何 也 1異-- 

其 開 霽： 而 卒 不，， 開 霽： 且 陰々 冷 風 雨 王 蒙 J 務。 以 比き 替 之 世。 

欲. 有， 奮 發 改 革： 而 独習 因 循。 流 奥 M 深。 近 患 叉 生 也 2 

幽室 陰々 。不. 曰 不. 月。 言 思-君 子： 如. 饑 如. 渴。 


嗟爾君 子。 靡. 知，， 滅 否： 懷. 私 之 故。 有. 似 _,充 耳： 

並 賦 也。 靡. 不 也。 充 耳. 塞 耳 也。 謂. 耳 聾 之 人； 

泄々 八 章 

我 艦 未. 牢。 我 壁 未 M  。將 者 泄々。 蠻方孔 棘。 

艦 之 未. 牢。 猶 可. 治. 之^ 之 未 JI  。猶 可 之。 將 者 泄 々。云 如-之 何： 

積 JS 如. 陵。 火 發¥ 下： 載 笑 載 言。 晏 然 以處。 

罪， 風 飄 楊： 匪， 聽 # 湃 X4 彼 神 京： 寤 歎 有. 愾。 

憂 思 如. 燬。 其 誰 知乏。 悲 憤 如. 噎。 其 誰 思. 之。 

人 不， 我 諒： 請 勿，， 復 敢 思： 人 不，， 我 信： 請 勿叛 敢 悲： 

P 欲. 無. 思。 與. 君 爲. 體。 葬 欲. 無. 悲 與函 爲 vie 

夏 夜 之 短。 耿 々 如 羊。 镖 擗 不. 寐。 泣 涕 漣々。 

礮 土. H  . 

象 山 先生 詩鈔  八 九九 


^0：不梓代述^3!易夼'述子礮 
恨 許 林 子此者 理害屮 在卦 
至 氏 明 書 安^ 自ぉ 子雖 
今 林 請 余 能 通 非 一明 小 
爲氏開 嘗得砲 f お 大著 册 


象 山 先生 詩鈔  九 〇〇 

予 嘗 演， 礮 卦： 礮 卦 即陵卦 也。 爾來竊 省 _¥ 所， 道 遇； 無二 一、 

非き 者： 亦 甚 奇 矣。 圖 fef- 揆. 策。 而 莫. 用， 其 謀： 暌 也。 竭. 忠 盡. 

力。 而 反 招， 罪 戾： 暌 也。 言 辭 確 宴。 而 不き疑 猜： 暌 也。 貲 財 

横 散。 而家道 困 迫。 膀 也。 雖. 然 物 窮則變 。變則 通。 居 以， 主 

道； 固 無，， 終 陵 之理； 且 天地 陵 U 而 其 事 同 也。 男女 陵而其 

志 通 也。 萬 物 陵 而其事 通 也。 處， 縢 之 世： 合， 縢 之 用： 亦 在，， 

自 强， 之 耳。 

小 窮ニ易 理； 中 年 研- 礮 火； 融 會 著： 礮 卦； 推 演 訓，， 蒙 者； 礮 卦本是 

晴乖 戻 諧. 情 寡。 爾 來 我 所. 爲。 拂 亂躓而 跛。 憂. 國 竭， 一忠 精； 反 自 求 一一 

I きま I 生 飛 禍： 一 與齡 象， 應。 或 天 あ 誡. あ。 志 ぎ勞 かずま ^ 

皆 如. 兹。 猛 省 5^,, 歲 惰； 


拘繋十 旬 心 不¥ 。秋風 忽動 k 園 情： 牆陰但 見 二 狐 烏 影 M 隙 空 

望，， 日 月 明： 繞崖 林 泉 何 改. 色。 傍 h 松 菊 不ぉ M  。水 淸石秀 曾遊 

地。 野 鶴溪猿 有： 舊 盟： 

秋 思 

^  ,4 や i  i 爹き あ： 時 節 値. 秋 晏； 愁 來 不. 可. 排。 名 都 何 鬱 

々。飛 閣 臨 二通 街； 日 夕 絃歌 起。 音 響 隨^» 來。 曲 調苦且 怨。 沉 吟 激-- 

き  ー&: 理. 曲 知 爲. 誰。 無，， 廼 蕩 子 妻： 身貞反 見. 棄。 歡 愛 何時 諧。 盛 年 

不， 再 至； 華 容 曰 益 衰。 意 合 忘， 情 異： 感 同 難- -自 持： 掩. 耳 請 勿 fe  。重 

聽 不. 勝. 悲。 

秋風 

秋風 淅々 霜眇 々。木. 葉 辭德 蘭 蕙 稿。 曰 景 不. 至 廣 室 冥。 虛 櫳 危 

檐飛塵 杳。 潛 無. 鱗 兮 擧 無. 翰。 兀 々中處 將-安 還つ 

象 山 先生 詩鈔  九 〇 一 


象 山 先生 詩鈔  九 0 二 

黠 虜 

黠虜 先聲已 得. 志。 旌 帆來去 更縱橫 。か^え き あ き i 

い s、 ヽ f「90 〇〇 o  o 〇o  o  o 〇 〇c 〇 

lull 中 有，， 甲 兵： 終 古 禁 X 偵， 彼 實： 連 年 任^  ，吾 情： 謀 猷顚倒 

f お。 不 識 何時 見， 擂 平： 

漫 述 

雨風 月 如 V 一 頑 犬 吠 成 ま。 是 亦 尋 常 事。 利 害 何 足 Jn。 

謗 者 任， 汝 謗： 嗤 者 任， 汝 嗤： 天 公 本 知. 我。 不ま， 他 人 知； 


. 象 山 先生 詩 鈔卷之 下 

門人 信 濃 北 澤正誠 子 進 編 

甲 寅 九月 得 J 非 歸鋤。 書， 寓 居 之 壁， 

疇 昔 住， >江 都： 得. 譴 旋，， 故 宅； 故 宅久已 非。 僑 寓 寘 --琴 籍： 庭 陰悲風 

§11 起。 林 景 漸 將> 。昭 々秋 天 遠。 皓 々微月 白。 鯨 鯢 闘- -神 外^ 西 來 

^  s^/ 知が あ f it  ^  ^  4  J や^  ^  ま ^  36: 計 |ま 好久 積。 一 跌 

遠山、 1 决豈  、,>*、、、 

其沮 乎 若 有， 誤。 眞 是 不％ 為。 壯 節 失-其 時： 終 身 在 二 山 澤： 或 乘-彼 風 雲^^ 

ふ 4i き：き rl^  i  ^  siri あ 動 異. 蹟。 通 塞 原 在. 天。 懷 抱 S 所 レ惜。 

後來發 迹胚 F  ^£  ^ ず ^  , ベ & 

眙于此  乂 ns 途 ま J 口  , 失 ^ 中 直 二： S 翻 1 

醫  讀 洋書 二 首  . 

之 乍 

lull 風 露已妻 其。 荒 庭 落葉 積。 哀 鴻 響-遠 空： 寒 蟀 鳴-高 壁： 我 弟 在-都 

象 山 先生 詩鈔  九 0 三 


又：： ム余 生洋 

W た 之 家 不能 

讀 洋書 有愧 

象 山多矣 


敬 字 曰枕籍 

^書 如 先生 

^在 今日 却 

i— 


象 山 先 &詩鈔  •  九 og 

n 爲 市 新 洋 籍。 窮 格 多，， 精 詣： 珍 愛 超き 璧； 4  4i  ^£o^ チや I 

潜， 繹。 曰 々 貪， 新 觀： 徂 景 豈 足 悟。 . 

秋 雨 變. 林 光： 哀 草 徧，， 池 塘； 風 物曰蕭 條。 時 景 似レ， 傷。 譴 居 同-浸 

隱： 無，， 客 闘，， 門 牆： &  ^  ^  ^¥  、縦 ：異 、書： 、欲： 將：、 身 

世， 忘： 却 愍狂馳 子。 終歲徒 <i 白、 f 

題， 都 波 利 翁 像，  . . _ 

何 國何代 無-, 英 雄へ 平生： i  ^  A 称 $ あ 4^:  li き き 一き か ^ 

. 知 年 き 窮。 撫. 劍 仰关 空 慨 憤。 世 人 那 得き き 衷； ま ケ ^  I 言 。日 ^ 

月。 戰 船 來去海 西 東。 外 一 奮 ^ 霧 ル ^>。私 i 彫 ^  £ き寸. 株 

未； 知 師，： 他 長： 矮舟誰 能 操，， 元戎： 嗟 君原是 一 書生。 a! J 子ず」， I』 ぎ 

明 聰； 一 朝 照 破 當 時 蔽。 革. 蔽 除 ％ 民 情 從。 旌 旗 所レ向 如 草つ 威 

信 普加歐 羅 中。 元 主 西 征 不. 足. 道。 豐 公 北 伐 何 得 k 。人 生 得 


凡自敬 

高 宇 
詩 曰 
句氣 
超 象 


也范乎 魯五皇 
乎 抑 西大朝 
不 後せ: 洲之 
能 乎 之 其 併 
决余 前在吞 


多 失 JE 『大 雪 翻^ 朔 北 風。 帝 王事 業 雖. 未， 終。 收 爲，， 我 將， 應. 有. 庸 

世人 心竅 小お Jnf 齷 齲 寧 知 英 雄 胸=自 奮 能 成-遠 大 計： 自 屈 難 

. 樹廓淸 功。 安 得. P 君 九 原 下： ，謀 戮^  ® ニ奸 兇： 終 卷-- 五 洲" 歸- 皇 

き 釙宗：  . , 

屏居  、 、 

端 居 無事 轉 無. 窮。 日 攤 k ハ 書， 觀-畲 通： 宇 宙之間 歸-- 掌 上 ポレ知 身 

^ 中：  、 

謝 M 塵 緣， 久 掩. 關。 鉋 知人 世 不. 如. 閑。 曰 高 睡 覺 未-お- 起ー靜 聽 幽 

禽 語，， 樹 間： 

門徑蕭 條楓葉 老。 黃 花 無. 恙 傍. 松 閑。 昔 曰 陶令今 我 是。 花 前 酌 

. 酒 對_ 南山， 

4  ^  irl  き， i  惜孤鉼 罄。 更 悲 雙 鬢 華。 屈 原 吟. 澤 

象. 3 先生 詩 #  1^0 五 


襟懐 可想是 

象 山 本領 


.  象 山 先生 詩 妙  九 0 六 

畔： 賈 傅 謫，， 長 沙： 千古 不平 事。 醉 中獨 ft 嗟： 

造 化 4 淸 卧： 幽 居 尤 可. 不. き & 絕 mo^  £ ま き int  1^  ：6 

入。 彫亦自 在。 獨 酌 46 降 あ ^  き 

往歲 藤岡勉 齋。 見 蘭： 芳 意 已 i: 。乃 P 其 根： 今 年 花 

復 盛 開。 勉 齋 令 入 舁 來： 情 意 極 渥。 率 然 賦，， 小 詩， 爲. 謝。 

き 露 滿. 秋 空： 林 間 生-, 些 凉： 蘭 兮 尋， 養 盟： 忽 i 至 .i- 堂： か 顧 4 含 

, き 々 吐ー幽 香 ：1 一一 ^  }^ 一- あ ^  一  ！！： 14。  , 

乙 卯 正月 杜鵑 發 き 

gpp 谷ロ黃 顯 未 聲。 春 城早已 子規 鳴。 人 問 萬 事 無 ii, 兆。 不，， 是 堯 

律 S 轍 其 可 、 、 、 、 

不 I 夫よ 也 押 情。 

天 保 壬 寅 冬。 啓 上， 書 先 公： 極 陳防海 利 病； 謂 一 旦 欲. 鑄，， 

備邊之 礮數千 門； 天 下銅材 有 k  。不. 若 k - 寺 院 華鐘佛 


具； 以 £ 用 蟹 海宼內 侵。 天下 騷 擾。 靈 塲 寳 地 。無. 獨 得- r 

保 き 之 理^^ 備龃。 事 理 固 宜。 此 其 一 事 也。 旣而 先 公 

iil  辭. 職。 言 不二 復 行： 嘉 永 甲 寅 啓 得レ罪 屏ニ居 於 故 里 一而 虜 勢 

iii  益 熾。 至. 於鎗 假 -i 地ー耍 開^ 市， 志 之 士。 誰 チ 痛 憤ハ忽 

pli 涕  拜-去 歲 十二月 廿三曰 詔 書： 如 蟲 之 聽 J 田 音： 喜 不-: 自 

禁： 又 思，， 先 公 之 不. 可，， 復 見； 不 i 見 感 涕。 率 然 成-詩 1 一 首つ 

一 歸休深 鎖 H 。不. 那 憂 國寸心 存。 但 欣 天 詔 在 二 今 曰 一有 fe- 當 

狂妄 言。 

朝家 預備 未-森 嚴； 孤 憤 空 嗟 歳月 侵。 若 使お 公 久. 其 位： 不. 須 今 

日 勞，， 宸 襟： 

招- ,望 月 白 井二 子高義 園 1 賞 以^ 下敷 來 全 似 分. 

韻 賦. 詩 得 下 字 1 

象 山 先生 詩鈔  九 C セ 


敷 i ま 字 f>^j 詩 子 it 是 in 詩 身 有 敬 
後 有 藏見叨 有カ可字も、字 
來小之寄'^^ 大心 ii 乂勢日 
所與 徂似錄 本 上 平 見錄先 
改 同文 今此 此生于 生 


象 山 先生 詩鈔  九 〇 八 

日 々 醉，， 春 風； 廣 庭 櫻 花 下。 不. P 罪 譴 餘： 豈 得 .任， 敖 惰： 折 簡 招，， 所 

赚雰 II 私： 興 懷何瀟 洒。 對. 花 當. 盡. 歡。 酒 至 莫. 辭き。 春 花 與-入 生： 偕 4、 か 

好 者： ， 
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慮 .國 久 拮 据。 省. 身 却 疎 頑。 今 得 罪 蟄； 豈 與， 世 事 翻。 幽 獨 守，， 孤 

棲： 且 欣 思 念 閑。 優 ^ 理， 書 帙： 更 及， 一 遠 西 言： 沉 覽 足，， 珍 異： 心 目 有，， 

眞 歡： 不. 要 學， 肥 遯： 拂. 袖 向， 空 山： 

幽 捿 似， 僭 居： 遠 與艇 氛 M  。景 物本蕭 條。 况 S 秋 節： 細 泉 帚-雨 

響： 寒 華 得 J 路 發。 庭 林 無， 入 窺： 山 禽 或 一 越。 憑. 欄 招， 達 風： 鈎 .簾 飯，， 

素 月： 几 閣 貯， 舆 書： 靜 就，， 明 窓， 閱。 此 事 眞 可 k  。足，， 以 忘き 笏： 富 貴 

如，： 浮 雲： 聖 言 非 き 伐， . 

題，， 自 畫 山 水， 


難 tili 罪 譴 亦 渥 恩。 世 事忽已 違。 起 臥 一 室 空。 疎 放 得ニ自 怡： 委. 懷 親-文 

也  〇〇〇〇o ヽヽ f  ,  f> ヽヽヽ ヽヽヽ ， ， 

墨： 早 晏 他 無. 思。 偶 然 及，， 此 戯： 雲 山 見， 幽 姿： 方 將. 消，， 永 晝： 何 曾 學，， 

畫 師： 遣 興 亦 一 適 。休. 論 妍 與. 媸。 

§ は 恐 I 予 得. 罪 閑居。 一 二 有志 之 士竊來 學 U 礮 兵： 愛. 予 者 謂 宜. 謝， 一 

生 徒： 因 賦. 此 以 示。 

龍 是儒 者 之 學 本 期-報 國： 敎 亦 在ニ拯 世： 雖，， 潜 守， 窮 居： 世 難 情 所. 繋。 志 士 以. 學 

fl 葡人之 來。 豈 忍. P 其 銳： 啓 發 隨， 粮 器： 操 演 忘， 氣 懈： 禍 患 有， 定 命： 塞 竇 ぎ 

. 所^。 斯理 少，； 知 者： 仰 欽西 山蔡。 

乙 卯 十月 初 二 曰 夜。 江 都地大 動。 公侯. 第 宅 市塵 民 居。 傾 

覆 過 半 ま 時 火 發， 數 所： 死 者 無 算。 聞 而悼. 之 長歌 當. 哭。 

康囘憑 怒 摧， 鼇 脚： 混 沌 欲. 起 張， 其 背： 山 海 震 蘯 曁矢 都： 天 地 有 

.聲 飛， 霹 靂： 百 萬 人家 如， ー轉 機： 顚 覆傾搨 等， 電 擊： 豪 華樂土 成，， 蠶 

象 山 先生 詩鈔  九 〇 九 


象 山 先生 詩鈔  九 一 〇 

叢： 傑 閣 崇 樓 變 k 礫： 須臾 擺出 千埋 火。 黑 風 捲. 煙 騰； 碧 落： 紫 微 

0  0 星 無. 光。 伹 見 一道 河漢 赤。 萬 家 頃刻 揚， 劫 灰： 可. 憐 人 身 非-- 

鐡 石： 武 夫 勇虎竟 難. 免。 况 乃 美 人容止 綽。 居 民 倉 皇 失， - 東 西： 號 

哭 奔 走 如 _ 驚 雀： 出： 塾 不. 死 死： 猛 火： 南 陌東阡 骨 狼 藉。 吾 聞 人 天 

無，， 相 遠； 合 應之理 不. 可. 都。 天 垂， 炎 祥 徒 然。 傳所. 存太 鑿々。 

當 今 太 政 無， 舰 不. 知 此茵何 由 起。 問， 之 蒼 天， 天 不 .應。 低. 頭 悶 

々心 則 惡。 文 武 名士 多， 都 城： 都 城 何 辜 遭， 新 虐： 所. 識 存亡 果何 

如。 得. 信 無. 因空戚 々。• 

又 一首 

君不 M 塞 上 老人 善道 術： 喪. 之 不 .戚 得 不. 珍。 倚 伏 從來天 所. 作。 

去矣 Rf- 賀 莫二復 陳： 去 年 忠 策 成， 泥 羹： 逮 錄 無. 援 籲，， 蒼 畏： 钩 ^ 半 

歲 獄 未 .决 。都 城 人士 憐，， 此 身 二 朝 放 還 臥， 一 故 山： 身 雖，， 小 屈， 意 頗 


月 尋魄敬 綱 
者 常 有 宇 m 
所 嘲 力 曰 可 
夢 笑 量 有 想 
見 風非氣 


伸" 古 松 深 竹 美，， 風 月： 相 # 雙 鶴， 情 尤 親。 圖 書 萬 卷白曰 蓦^ 酌 

微吟櫻 花 春。 溪 山 雨 後 足 U 雲 煙 ；聚 遠 樓中望 不 k  。樓 中 月色 秋 

殊 佳。 黃 菊丹楓 隔 二世 塵： 晴 窓 S 暖 宜. 曝. 背。 康 濟 眞 與 --大 古， 隣。 今 

^fi ゃ^-月江門災。此身却憐都城人。 

暮春 矚目 15 

球 I 曰絕句 ■ 花三ル き， -皇 州： 曉 起 倚. 樓 凝-遠 眸： 欲 ー獨 絃， 歌， 一 曲： 白 雲 散 

漫 四 山 頭。 
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在き 苟 有レ 酒。 何 復 問-其 他： 酣 中 存 き 樂： 數 酌 不. 多。 近 曰 貧 如 

. 洗 。無， 論 送 二 酒 家： 靦 然 對， 虚 S 乎 奈. 汝 何： 

4  6 きま ル 。矮き 深 樹 中。 幽 蘭 抽. 秋 蕤： 維 華 披-晚 風： 小 人 志 屢 

達。 君 子 命 固 窮。 窮 達 兩 不. 問。 雅 尙 P 枯 桐： 

象 山 先^ 詩鈔  .  . 九 1 1 


象 .3 先生 詩鈔  t  ニー 

未. 及她 公 隱： 寓 居 近， 市 廛； 囂 塵 起 i  ：^: 愁 思 落， 吟 邊： 感 鳥 擇，， 喬 

木 っ羡 魚 潜，， 深 淵 ：4  ^ ぁビチ 野 へ 女 き： 

丙 辰 秋 有人 書 問，， 礮 道， 時 予 猶 禁 錮因有 ，，此 作， 

三 歲屛居 在-古 城： 江 山 千里 叉 秋 聲。 光 陰虛擲 眞容 45。 事 勢 推 

移竊爲 驚。 一 得；！ 曰 期 裨，， 國 是： 片 能 亢 愧 占 蒔 名： 同 人 未』 51 平 生 

志。 遠 託， 書 音， 問，， 礮兵： 


學 竇 請， 艱： 百 憂 心 如 JT 欲 J 能 終 不. 能。 計 畫 i: 一  朝 觸，， 時 

網： 放 還 貧 亦 好。 僑 居 占-勝 興 細 お 醫。 内 不」 党 世 間 擾。 齊  一 S 问 ^  ^ 

ssi  k。il ぎ ^  ¥ 臨 小 S 。東北 樹竹扶 疎。 絕無 城市 之氣。 ral 山屏列 

P 是象 S  P ノ  #  t お/き 遠 * 掩 映。 凭 欄 瞻 眺。 嵐 光 襲 人。 雖 足跡 不 出門。 宛 如 身 在 山 林。 

綠 沼 P 游 魚； 花 林 聽， 啼 鳥： 歲 月 如擲 浚： 時 景 變 遷 早。 江 山秋氣 

人。 栖 止 人 將， 老。 用 舍 不. テ我。 行 藏 各 有. 道 ま 4 き， き k 


亦 弔 就 沙用有 時 
奇屈造 未 奈榮遇 
平 託 到 斯才漢 
暗 湘賦生 高 文 
合流 先 長不空 


懷抱" 

李 廣 

七 ト餘戰 功 亦 多。 漢家底 事 極 二 煩 苛 ー將軍 一 死不 ^悟。 縦收單 

于 可-奈何； 

賈 生 

經世 天才 不 Jwii  。文 章 餘事亦 雄 渾。 明 時 無 11- 灌 馮 毁。 空 託 湘 

流 弔，： 屈 原： • 

ヒ&た 有人 贈大 瓢可容 

大 六 七 斗 長 句爲報 

肾 i  ^  iM 漑 專. 畝 壩： 西 成 告. 功 形 亦奇。 巨 腹恹々 脩 頸 聳。 

山 翁 得. 之 愛-其 大： 盛 以二鵝 sk 間： 大 盈 如. 冲 用 不窮。 宏 量 無 

is 足 §  l^ie  ^  ^  ^  %i  ？ i  ^  ^  I 豕 ^ 樽。 一 夫 駕. 之 浮-江 

1 き 4  ^^^^  ili 化 f 卯 ^ ず i ぎ ir^^ で か 1^ 多- 酵 i: 只 願 

象 山 先生 詩鈔  九 一一 一- 


象 山 先生 詩鈔  九 一四 

座 上 客 常滿。 此 內 、き 、か.^.^^。 

河 中島 懷古四 首 

分. 兵 謀 已 泄。 亦 騎； 卒 然 失-爪 牙： 無. 奈 兒 郞 易。』 

違. 衆 納，， 仇 女： 用 k 終 得. 君。 箕 陣 報， ¥ 昔： 今 曰 只 荒 境。』 

敵 情 得. 於. 人。 明 鑒 託 k 煙： 不，， 進 擊，， 半 渡： 至 xr 惜，， 武 仙：』 

於 菟 S 證： 甲 兵 殲-, 河 側： 秋 霧 懷，， 當 曰： 徘 徊 情 未 fe。』 

望 遠 鏡 中 望. 月 歌 和，， 阮 雲 臺， 

是詩 菅宋 天體 翁カ自 ぎき。 き f 躍.^。 a-,^ 皆圓。 地上 散 求。 亦然。 是其翁 カ所自 

Mmm っ1 、 づ^^1t^成非由外範之也。日月諸曜。體無不圓。其i可き矣 神 

所氰き 氣驅. 之相轉 旋。 輕 者 拱. 重 本 常理。 何,^^  i, ^  fk:  S  fii  f ^ 

疆 S S 。馳 S S S ま Sf W i 漢人 古來 不麯 月。 ロハ 道 月 中 有-- 

仙 閻： 釋 氏 漫說閻 浮樹。 月 中 何 得 fe, 外 物： K 子 所 4i 亦 妄 耳。 暗 


者 非. 山 明 非. 水。 §  t 籠 f 顧 g  。ま i  1 嫌 ま 糊 31 伏 徴爲. 虛 金石 

- 爛。 但 有，， 灰 燼 表 達 3r  ， 一ず ョ Jf  I 咖 難  1 海 涸河竭 知 幾 日。 縦 有- 

生 物， 安 得 .食1 £  S  お i  ^ 廳。 月 在き 物つ 己 無 M 惟 須. 爲き 添- . 

秋 色： 海 客 譚^ 非-鑿 空 一推 算兼資 窺 遠 筒。 環 山 高 低 可-指 數ハ山 

間 時 見 火光 紅。 餘 ？  ■ れ 月輪 懸. 天 雖. 似. 小。 應 ま- 滄 海き 巨 島" 劫 

數未き 一 萬 年。 後死猶 看き 月 咬： gjissgfis 配 

？疋 5。s  ^  I 画 触。 S 地 月 維 星 隸 幅 霞つ 我 是 主 星彼附 星。 有 X 在 

レ彼 望， 我 地： 不 也 成，， 巨 月 形： 但 訝 素 影 一 處 見。 終 古 不動 釘-玉 

片： ，f  S  m  ^ 雌。 懸 中 央 望え 我 在 fe^  。如 其 raf 邊 1 對 面。 婆 姿旋轉 

五大洲。 惟 恨洋中 難 ji 舟。 疾 風 雖. 快 不き 御。 1 i。f 

^ 職。 雌 ^ 雌。 I。 一  师 S  f  ^  S  SI 霄 顥 無力 駕-氣 球 •  S  ^  s。s。s 

録 きま 15-  m  g  ？。  §  i  S 五 6： ん まや-か 中： 夜 々飽看 十倍 秋。 ま瞻ま 確。 
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^  ^0^  ^ 出 于 面。 甞 紀 面 積 雲 臺 多 加 明月 秋 下 註。 地 球 大于月 求 四 倍。 是 ヌ ¥ 

論 光大 謬矣。 且謂地 徑四倍 于月徑 。亦 大略^。 ま 5 細離ぴ 葡 

六 十 六 里。 地 徑 一千 七 百 一 十八 里。 故 他 輪 之 積。 大 于 

月輪 一十 六 倍。 而 不 足 矣。 今 言 十 倍。 亦 擧 1  ハ 大數 也。 

凡 事物 之理。 人 未， 必 識： 而 見 ％ 銑，， 其 所，， 以 然ー 者： 亦 卒 視 爲驗 

然： 而 不-復 疑： 如. 是 則 無. 益， か、 學： 故 使&^ 者 先 拂，， 于 心： 而 後 澳 

然 以 氷 釋： 始 爲，， 有 益， 矣。 遠 西窮理 家。 牲 々 爲， 如 兀累 之 言； 

盖 欲. 學 者 有， „以 思。 而 自 悟. 於 其 理 一也。 是 亦 不. 可. 不. 知。 

• 松ニま 寒 夜 地氣如 霧。 凝 於 木 上。 齊 

t  ^二、/ 人 謂 之 霧 歡。 見 曾 子 固 I 寧 

昨夜 月 寒 光 似き。 曉 來 樹上 凝 成. 花。^  ^數、 日^^ 阵齓^ 

家 叉 t# 

霧 淞片々 帶，， 朝 曦： 觸ぉ 縱 m 到. 地 遲。^ ぎ^  1^,, ぎ k 午 雲 fi 一 

月 落花 時。 

寄 常 山 兄， ^ 


き^ま，.^ 歡； 盡 花木。 惠風花 間來。 窓櫳皆 奇馥。 蝶 影 時 上 

曰 宛然 で % 聲亦斷 續。 春 酒 滿 在/尊。 却 傷時景 淑 。非. 招-一同 臭 友 一 ii: 、お 慰- 

題畫  、 、 

秋 iill ま4'4き1，6^:^^^^^^-^。ル雨初晴溪路滑。石橋殘 

^ 未. 興 家。 

, 謝. 澤 生 送 櫻 樹 1  、 

^  i,i  i>:，^  ぎき k 貧 珍 離： 賞 愛 過，， 鴻 寳： 置 0 顧-泉 

石： 徘 徊 費，， 心 巧： 培 植 & 得. 所。 似. 非， 入 爲 造： 悅 玩 忘 -名 跡： 繚 繞 無- 

昏 曉： 芳 心 與 吾 宜。 將. 迎 殊 《幼 所脍 已 瓊 瑤。 友 意 何 以 報 「孤 詠 

f  iki 玆 寄 _ 永 好： 

題 上書 稿  . 
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讀之 不堪 ヤ 3 

懐 

敬 宇 曰 中 有 

無限 感慨 勿 
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〇 忽憶但 看 
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憂. 匿 憂. 時 不. 恤. 身。 狂 言 信 受 上 官 嗔。 他 年 夷 吏 討， 遺 策： 日 本 未 

レ *^ クー， H<  一一 一一 口  人； 


C 〇 〇 

闘 闘 鞫，，  <  ： 

波： 石 檔 擘，， 洲 § 英 在. 下 風： 執. 業 相 陪 隨。 ケ ^  is ゼ。 1! ず ， 
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偶然 瞬 物 累： 薄 言 罷魎 馳： 歲 月 隨， 流 水： 鬢 毛 ，化. 絲。 文 章 竟 無 

. 用 。藝事 亦 何 爲。 欲 書 與， 劍。 就. 僻 結. 茅 茨： 

唯 有-江 湖 志： 官 情久已 休。 寵 榮 同， 潦 沬： 富 貴 等 J15 浮： ぼ ぎ i  f 

.老 。山川 又 着. 秋。^ き £ き 4 ^曰め I 称。 

同，， 立 田 子存， 南 樓觀. 月 


十月な 


敬 宇 曰 音調 

自高妙 在 筆 

墨 之 外 


敬 宇 曰曩時 

幽愤與 今日 

異 今日 幽愤 

亦獨 存于識 

者 


南 樓 接，， 高 人： 暮 色 忽 蒼 然。 靈 飈 掃，； 陰 晴： 素 月 已 高 懸。 遠 蟫 含-: 微 

瞥： 昏 ^  iki: き き t ル お i 昏 4> き 時 景 幸 如. 此。 吟 鳴 須 n 

少 延： 非， 與き 對 ，榻 。佳 期 將- _ 空 還：. 

簾 細葭所 爲。 隔. 此 觀. 月。 月 光 反 射。 宛 如，， 銀 絛 地。 是 夜 余 與 

. 客 始 見乏。 東 坡 玉 塔 臥. 微 瀾： 千 古 奇 語。 遇， 其 境， 者。 知，， 其 形 容 

之 妙。 不. 識 他 曰 遇，， 此境 者： 亦 有 il£ 曰 於， 余 銀 絛， 否。 
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忽傳蕃 使 入，， 都 城： 幽 憤 無. 那 雙 涙 生。 長 策 蒿 萊久埋 沒。 異 言 朝 

市尙縦 横。 小 童 十 歲 統， 戎 敎； 新 學 三年 伊海 兵： 虎 狼 野心 非- 一 

日：將迎愼莫.示^^1ロ情；  ， 

病中 得 .江 都 信， 釘祀 

幾 年 禁 錮 鬢 如. 絲。 病 ^ 傷、 i 非. 爲. 私。 對. 敵 得. 情 須 J 貝 索； 成お 出 
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* 在，， 先 知： 如 何每事 失，， 機 會： 不 k 制 權 收 U 便 宜： 愚 者 亦 曾 存_, 一 

得： 當， 將，， 忠 悃， 寄. 阿 

お ^.^Bz^^^^f.. 。先知 者。 不 可 取 於 鬼  >  神 。不 可 象 於 事。 不 蒙 吏 舌 ぼ ^ 

チ 失 ^^ff  i 可 驗 於 度。 必 取 於 人。 知 敵 之 情 者 也 虞^ 窗 福 ^ 

得. 詳。 勢力 敵 均 ^  ，保。 fit 威 偏 まき 默 .ず 。當 年宋國 從，， 邦 彥： 今 

日 朝廷 憶， 季 綱：, 有，， 蒼 天 S 悔， 禍。 爭 由 婉 畫 靖艇 梁； 

畫.： ：5 ズ W 菔月 

け き ^ 鎖 卧： 、一 ^^^^ お， き 呼 促. 童 掛， 東 廢； 對. 之 飄 

然 欲，， 冲 擧： 羣 山覼賺 ^  ゆ 江 流秀色 可，， 攬 

結 ：逕 路 屈曲 足き 蹤： 齔 おチ 4!  4 き き it  4^  fki  4, 像。！^  ^ 

推 移 不. 可. 回。 隱 憂 百 端 無 も. 解。 畫 中老 人 野 鶴 姿 。莫，， 是 仙 侶 相 

追 隨： 我 ^  i:  £^  4.  き 、が 4i  ^ 脊 

戊 午 春初密 寄」 1$ 諸 友， 


g 難雜 g 負譴久 杜 h 。雅 非. 爲-守 素： 坐 臥 愧-素 餐： 聊 自 勵-- 志 趣 一旦 晝 注-浜 

絲 1 亦 範： 竊 擬_寓 言 疏： I 賴 0  i  I  s。 獨 夜 繙-軍 書： 坐 使き 燈 曙： 夷 患 

將， 以 膚： 國 歩 須-- 深 慮： 諸 友 公 爪 牙。 何 視 儔-衆 與壯 圖 非 -- 一 具不 

.斷 ぎ&. 贤。 協. 志 期-報 國： 不. 逮 相 偕 助。 執 業 如-良 驥蓄 發 思-軒 翥へ 

勿 挺玩， 一日 月： 優游 鈍. 騁歩： 

聚 遠 樓 晚 望 有 Ji 江 都 一 

樓頭 東望暮 雲 重。 憶 得 江 都 春 意 濃。 玉 水晴波 分 二 市 井 X 走 城 佳 

氣 接， 実 蓉： 滿 朝 文 武 美. 冠 帶： 列 國 公侯 嚴. 服 從： 聞 說亞 人頻跋 

扈。 誰 能 大 義 折 - 其 鋒： 

戊 午 春悒々 不. 樂。 强 作. 此 以 排. 悶。 百 年 後 當. 有 7, 予 心 

事， 者へ 

^ き ま 《が if  t ま 土 V  li 淨。 春 流 帶. 煙 碧。 密 樹 含. 嵐 瞑。 花 外 人 J 一 "み 
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象 山 先 止詩紗 

塔。 林 間 汲. 谷 徑。 身 世兩俱 忘。 長 此 散，， 情 性； 


九 ニニ 


4- 蓋 杜雲仙 

代 彼 理來時 

之 作 


敬 字 曰 心事 

如ホ is  H< 白日 

千歳 之 下人 

#而 見 之 


東 府 懋，， 文 治： 懷 柔 渥， 葸 施： 虜 使 覷， 其 陰： 游 說轉横 恣。 恐 嚇 假， 瞎 

威： 溫 言 雜，， 嘲 戯： 詞 理太矛 盾。 釁 隙 不，， 自 Si: 冠 帶 皆 仁 者。 輕 信 無，， 

他 意： 將. 許， 其 所 。永 貽，， 民 國 累： 修 m 雖，， 已 晚： 今 曰 猶 可 J 曰 r 焉 得，， 

智 辨 士： 正 辭 挫， 邪 志： 便 裝，， 躉 船 煤： 徑 指， 聖 東 地； 虜 庭 論， 曲 直； 譽 

々 明， 大 義： 伐 謀 揉. 禍 患： 權 略 庶 可 k  。一 帝 閬 遠 a 天。 此 衷ぎ i  k 

n  \u  B 戊 午 二  慨 時事 

や P  、w  j 么圈迫 切 破 禁 有 此 寄 

愚 忠 見. 機 晚。 逮 繫 煩，， 理 官； 寬 典 免， 斧 鑽： 舊 閭 得， 放 還； 五 歲 守 二 斗 

室： 伏 蟄 &娛 歡： 有き 不，， 敢 飲： 有き 不， き 彈： ぎ ^  r  ^ぎ。 f 早 i  ^ 

滋 蕃。 幽 居 節 物 遲。 春 華 未. 回. 暄。 妖 氛曰以 暗。 殆 將. 半，， 乾 坤 .：逼，；此 

隱 憂 辰； 賴 承-同 志 援； 遂 構，， 出 位 思： 復 ぎき か まき k  kk  id 


き 我 本 一 丈 夫。 豈 忘き-其 元 M 明 苟 有 梃 九 死 非お 翁 
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海 外 得，， 吾 師： 國 中 足- -財 資： 只 道 舶 不^。 那 知 城 全 非。 往事 誰 能 . 

諌。 良 謀 貴. 投. 機 ま ま 中天 日。 大明 P 丸 圻： 

已 逼， 安 危 際： 誰 能 培 _-國 脉： 歡 親 計 非 共。 孱 怯機屢 錯。 固 翻 自 有 y 

道。 馭 k 自 有 A  。折 衝 存其 人 W 豆 在  > -祿 與樁 

永 晝 無. 所 .事。 散 歩 愛-譲 林： 新 篁 傅-主 色 一- 淺 瀨 帶-琴 音 一功 名 不レ 及. 

立。 經 畫 無. 補. 今。 壯 心 未-- 全 灰： 時 學梁 父 吟_"  • 

題 楠 公 像  ， 、 、 

WI 椒ルム お ^  ifr  ^ ま 卿， ^ 唱- -大 義 M 連 開--日 無 f 《？ 

1 i 、； 4 や i  §  &舻 ^^椴 ^，知 ニ大 事 去 f 

！ 、不. ぎ 臨. 死 留-其 子： 遺戒 衛き 闕； 一、 一一 朝扞き 豕ー 正統 繋」 ぎ 終始 

、，  九 二三 
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る こ 作 萬ば リ ^ 賦佳 水無月 はセ の錄衛 上越 書 奧 
ベ と な延此 さ と 長 率 畫名觀 中 に の 編 善後 錄齋 


題 公 像 者 多 

矣此 詩爲應 
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寫爲 山水 形 

靈 山水 益 見 

池 無名 之 妙 


不必使 む^ 

見此 詩便是 

坡仙 口吻 矣 


敬 宇 曰池大 

雅寳得 先生 

題 詩 可稱夔 
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爲，， 朝 家： 濺 盡 闔 門 血。 生 爲， 寓 夫 雄： 死 爲，， 千 古 烈 Mi- 金 剛 山。 行 


&滞竭 

ン ^二が tl 

、 、 、 、 、 

山容 蜿蜒 谷 

、 、 、 、 

娜 開二靈 區： 憶 

綿。 飯 k 門 


雲 際 ，認4 丰 

： あ 


.g: 今 


名 畫 卷 

盤 紆。 雲 水 飛 動 目 欲 fe  。巖 古 松 不， 

昔 倦 遊 歸， ft 中： 中 路 回. 頭 望，， 雲 衢： 雲 

勢 趁。 春 晚將. 雨天 氣 暖。 疊 層 紫 翠 

：飄 4- ，か 復 か .無。 有 ぎ i  1^. ず i -。 

披，， 此 圖， & 相 似。 心 匠 1^ 與，， 造 物 挺。 此 

無 k 譽： 當 や き 俾髯 ^  卷： ま 、ゆ 


知 樓 臺 縹 

横 煙 度山聯 

易， き 糊： や &, 

恍 若. 海 上 隔. 

、 、 、 、 、 

獨 題，， 王 郎 烟 


到。 信 知 名 士 

己 未 新年  ^^^^^^^^^^1 

雪 留尼嚴 嶺。 春 到海津 城。 畫 船 卜， 吉 夢： 短 管 學，， 鶯 聲： 屠 蘇 朝 共 


樓日抽 走 積 有 敬 

居 得讀風 滿朿宇 
之 似 汎塵架 西 曰 
與先覽 不而書 愚 
乎 生 何 能 奔堆亦 


醉。 鼓 笛 夜 同 鳴。 寧 識五畿 外。 海 隅 觸-駭 鯨： 
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き ^ 14.. お， 如-古 樵 路： 幽 花 き  >餘 春 M 樹 早 成. 暮。 智 巧 固不. 

足。 返 省 齊ニ老 圃： 雖ー， 潘 安 仁： 欲. 作-閑 居 賦： 

I 額 雁 人 厭， 幽居 陋： 吾 愛 U 閑 中 味： 客 稀 犬 鎭 眠。 林 靜 鳥 常 至。 新 詩 陶-性 

14:1 き i き 氣ま 理 自 有 k  。過 足 非. 所. 貴。 

樓居 

き ^ きき f 然 P 世 裝： 對仏 ま晨 旭： 看. 雲 屬二殘 陽 M 雨 從. 風 

過。 櫻 葉 送， 古 香： 歡 焉 命， 小 酌； 擧. 盃 酒 亦 芳。 我 有-東 西 書： 堆 積 滿- 

篋 牀： 歐 羅 窮-實 際： 赤 縣 美-文 章： i 意 i 抽 讀。 汎 覽 殊 未お。 惟 此 

際。 深 味 意 難. 忘。 

題 畫 
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是江 乾此杯 貧醉敬 
不海坤 却 自 富 時 宇 

俾氣杯 胸 it 比 歌 曰 
象 中裡之 較不杜 
大乔容 怠 把 免 陵 
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ms  ^tAi い.^? 1 や^ iti 紅 欲. 然。 獨 ^ 拾. 芝 人 未 レ^ 夕 陽 已 

在， 石橋 邊； 

人 欲. 加. 害 己 有. 取。 少 々 害 患 心 太 苦。 吾 無 取 横 羅. 菟。 竄 謫 刀 

鋸衷亦 安。 陽 明 山人 明快 士。 瘴毒 魍魎 一 齊 看。曾 作 .書 報，^^^ 憲 

副； 言 辭侃々 不. 可. 干。！^  1^ 一、 ール i 1 孙 奮。 對. 6 斟. 酒 與 不き 把： 

あ 一、  i 。白日 隨隴 天地 闊。 

雷 雨 動，， 西 山； 亂 雲 舞 風 飜。 閑 坐 望， 矢 澤： 須 臾 滿， 郊 園； 始 微 如. 浥. 

塵。 漸 進 似， 傾 盆； 白 煙 賛， 林 薄： 密 霧 迷， 山 根： 空 濛 竟 無. 際。 忽 驚 眼 

界 寛。 凉 氣 集，， 葛 帔： 灑 然 解き 煩：^^  ^-^  sii。^  ^  4, 氮 昏： 

觀， 大槻 士廣畫 山水， 戲題 一 詩 


幽寂 溪邊 亭。 蒼 翠亭 側樹。 雨 歇瀑初 明。 壁 寒雲猶 附。 弄 永 塵 累 

あ。 44^  ^  。誰 意 都 城 人。 解- 此 林 壑趣ー 

余罪 大 責 輕。 念 咎 之 餘。 叉 復 何 言。 然 其 爲. 况 也 如. 此。 視乏 於 

士 廣。 雖，， 能 解-林 壑 之 趣： 而 占- -居 城 市： 未発お t 走 乎 紅 塵 靑 儘 

之 中： 孰輸孰 贏。 世 當. 有， 辨. 之 者； 

偶成 

. 造 化 推移 春復 秋。 釙 が 《か i ハ， A ん， is 身 應-是 華 陽 老ー萬 卷 詩 

書不. ァ樓。  、 

殷 殷闐闐 在， -遠 空： 密 雲 不. 雨 曰 沈 k 。雷 公 有，， 意 蘇 二 天 下： 只 向- a 

道 也 、 、 、 、 

中， 起 _蟄 駕 

無題 二 首 

敬 宇 曰 借問 神州 皇極 崇。 民 德 古今 同。 借 問權謀 維。 何-如 信 義 隆： 深 修-辭 命， 

象 山 先生 詩 九 二 七 


被 謀 雜何如 

信義 隆十 

字、 《3 路者 

{ 几 書 諸紳萬 

國 交際 公法 

之 要旨 此 一 一 

句 盡之矣 


ニ首^^!11反言 

以寄 感慨 耳 


敬 字 曰 問 却 

者-: > ；獨船 乎 

哉 不^ 慨歎 
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i ぶぎ： i  ^  i  。切 願 明 _ 主 道： 遠 傳 蕩 蕩 風。 

度. 德 未. 量. 力。 大 勳 何 所. 成。 同 謀 及 U 卜 舆夬 履 戒，， 堅 貞： 請 用， 名 言 

正： 莫 X ヌ變 亂 生； 不.過_ -汎 &長。 侔. ぎ 乃 兵 經。 

き、 斤き 正月 十二 曰 幕府 

庚 TIr 霧. 使節 始航米 利 堅 

四 海 無. 波 久 太 平。 遠 蕃土物 賀， 新 正： 後 人 應. 紀 今 時 盛。 漢 武 周 

宣 未. 足. 名。 

講武 修文世 有. 賢。 王 猷 無. 外 見-今 年： 洋 帆 能 載 _,使  <  去 。閑 却 前 

1^  ぁ昏。 

屏居 一 一 首 

き ^  kie 舞 i  ^ ま チ1|。 藥 酒 四 五 妻。 異 書 こ 三 策。 窓 隙 香煙 

流。 座 間 松露 滴。 き ^  ifi 十 ま ：}^. き ^  { 化 

藏 晦 應. 吾 道： 放 散即天 意 # P 一  If 酔： 盡， や i 醉： 長 # 古ん 


ゃ。だ 、筆 、意 1子。ダぼ ぎ獨 笑：澹 然 忘_-世 事へ . 

庚申 春詠懷 

自，， 從 駭 鯨 觸-海 涯： 天 下騷然 思- 馳 驅ハ我 亦 慷慨 忘- 寢 食へ 一 時 忠 

孝 合，， 淸 規： 國 恩 未. 報 虛 得. 罪。 歛- 翮 故 林 一 棲-  一 if 大 年 辜 負 江 都 

春。 風 景 如 今 知 何 其。 五、 n 齢 今 歲甫五 十。 天 命 尙 苦 未^. 知。 擬 稱 

虞 夏 商 周 典。 且 抵戰國 七 雄 危。 大 邦 民 物自庶 富。 前 聖 謀 謨 無- 

偏 私： 幾 時 長 策 得-施 行： 首 出雄視 臨-四 表 

日、  1 」 て # 友 謂 小 林 畏堂也 ？ K 堂 ？ I 

田.？ 友 辭田中 溫泉健 羡之餘 寄 志  、 、 、 

か？^^^^4齔奢。|^_^《.-^か綠。思き冠之詠歸ー獨悵然而返矚。 

聞，， 白 井子 康浴祈 之 遊， 竊 有- 此 寄- 

一つ 4： i  f  0 概 1 g 淳 潴 輙 成ー盟 濯 蠲： 百 

痫： 佳 人 思，， 風 詠： 良 辰 領，， 休 fe: 擁 空 悵 然。 不袼 方-遊 駕ハ 

象 山 先生 詩鈔  九 一 r 
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江 城已夏 色。 山 郭猶春 ，^{。聞，，君 浴 沂 興： 健 羡 神 空馳。 若 破， 岩 菅 

雲 g 観 5  W 爲き 少 遲 遲。 致レ問 山中 客。 玉 芝 長 幾 枝。 酔 、職、 I 

山、 拾得 芝草、 瑩透  f 

如 玉、 異香襲 人、 

録| 曰 i 佐 野 名勝 境。 積翠 k 淸 流：^^^ ^ き ぎ I ま疲、 I 師、 翳 良 i き。 

あ n-£〈i:^ff き 5f」ll 额膽纖 |g 雌 151 概髓餘 5 碰 

窮 巷 

灣宇日 I 窮 巷 守 一一 吾 靜； 小 園 思 澹 然。 晚 ^ き^ 卿き II  ^.^^  i。ii 餘 か 

1 , , 、、 *〇〇〇〇〇〇 つ  <). つつ 

路： 煙 塵 暗，， 日 邊： 老 夫 衰 無. 力。 何 以 正 . 

庚申 晩秋 

年歲匆 々徂不 k 。叉 看 秋 景屬， 蕭散： 一 帝 閽已遠 侯 門 深。 服藥閑 

眠 任，， 老懶：  . 


能 歎 力 奇撫， g  ililllillll 

f|||f$S  IS 着 I 量 51 賴秦 f 

fsiifss  之 於 安 千 井 百 后 祌藏同 有 

^IllPi  九 得 年 六 萬眞鏡 如愦古 


路、 直 
不、 典 
異、 衣 


古, 斗 弓 

。我 ぎゲ 。古 &ぉき f  &か微 獲 不> タ。 奇 

，i き ゃ歲 在-庚申 月 之 除： 有 食 0 斗 到-吾 廬ー體 質 渾厚神 院 

々。績 帶 雲 雷 相 繁 紆。 土 華 黯 沁 古 色 深。 未 Jt 世 代， 迷 模； 三 足 

有 .枋 流 在. 右。 此 制瑰 奇書 傳 無。 鄭 氏 絕 學 注- -周 人 鰥事彝 

舟 儲 。纏 中 煮 百 廿 貫 。停-, 諸 祭 前， 供-, 時 需： 或 云纖斗 盛- 羹 清； 古 

人 行， 食 常 相 須。 今 考」  一 SS 遠： 此 器 制作 其 庶 乎。 漢 軍刀 斗 

亦 EP 瞧。 晝 饮- 飯 食-夜 擊. 途。 是 則 名 同而實 異。 徐 熊 一 乏 無- -乃 i- 

流 俗 但識世 所. 用 。陴- 睨 古 器 一 嗤ニ其 迂^ 器 賈 低 久 不訾。 我 聞乏 

沽。 4 昏 昏 i 。！ ん かき-き 魚 M 鼎 玉 彝捐. 道 

下 替， 幾 主： 此 曰 此時始 遇. 予。 一朝 相 得 喜 不 i 示。 寘乏 几 案-比 

象 山 先生 詩鈔  え 三- 


不知 銃術不 

通爽情 所以 

有此嘆 


雙鶴 字驢見 

子 明 鐘 倚 可 

龀宇曰 詩 亦 

亮如聞 鶴 

唳 


文久三 

年の 作 
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i*-o  0  ^ 〇〇 0〇 〇〇 0  0 〇〇 〇 

蹯 璣， 高 齋 瀹. 若 坐，， 淸 晝； 獨 覺古光 照 _ 層 鬚つ 

庚申 歲晚 

孤 忠 不. 報 承 _巖 譴； 歸， 臥 家 山， 已 七 年。 世 事 渾 如 北 流 水； 朝 昏 流 

下 不 4 曰 旋： 

. 辛 酉 春 書 示，， 諸 友，  . 

邊 海 荐 開き。 中 原 未. 改. 途。 兵 謀 添 ^  BJI。gDi  i  。深 念 國 財 

乏。 更 憂 城 勢 孤。 外 蕃 情 不， 測。 何 得^,, 天 都つ 

春 日 

二日 三日 香 若き。 樓 前 花 木 紅 4 レ f5<J。I^ ぎき ■ 昏 iLi 。チ^  ^ 

人 舞， 繡筵" 

白 櫻 花 歌 

春風 幾 曰 競 _繁 華： 繞. 屋 白櫻尤 堪 。誰 將 J  二 越千堆 雪： 剪 作，， 吾 


谷 夏 癸 
查題亥 
盤 盛 


家滿眼 花： 主 人 盡曰看 不. 足。 移. 席 把 待- >嫦 娥 M 中 終 乏-豪 翰 ， 

客： 亦 能 引. 杯 自 爲. 歌。 一 朝 海 天風氣 惡。 海 面 黯 慘 卷き 波ー蛟 鼉 ： 

出没 神 龍 怒。 蘯 激聲勢 及-山 阿： i 突 徙. 薪 屢 盡 k  。舍 而 不. 錄 自」 

。古 § ^。平 生 雖. 亦 不， 我 减； 同 仇何敢 忘， 修 戈 ：1 花 無. 情 似き. 情。 向, 

我 慘 澹 如. 含. 嗟。 危 未. 知 稅 駕 處。 今 我 不飫 奈 ^ 俩 

0 居 

狂 迂 不レ欲 受 X 憐 m 託，， 清 州き 暮 年铺 習 本 從 k 賦- 逸。 ISS 留ー 

浮生 何 索 姓名 傳。 花 前 得 fe= 朝 開" 酒。 竹 裏 無人 夜 撫 k  。世 念 消 

. 磨 今 已 久。 只 愁 未. 辨-, 買. 山 錢： 

題畫. ,  . 

有 si 淸 樾 誇 蔭。 幽 澗 激ま 懂-彼 吻 鹿 ¥」 --此 良 儔 ：溪 雲 靄 靄。 松 風颼颼 ( 

舗謹箇 き ^  ^  ，^あ ^  44。 あき， ^き。 ^  ^ 一  詠。 其 他奚 求" 

象 山 先生 詩鈔  さ  一一 一一 一 ^ 


不爲失 引"^ 引 泛改藤 
能 是體和 支 支 湖 作 0 
知 則 若 漢那那 陶卿 
余 自未人 典 朱 党 
所以 免 合 故 公髮 
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有 歎 

不. 可き 者 昨 1^1 ふ夢昏 i  6。}^.，i ぁ んコ E^I ふ ^  61。 陸 有 一一 

豺 狼， 水 有 。攙 槍 焚 惑 照关 赤。 陵 犯 成 M 多 驕 恣。 天 下 名 言 倒 

且 錯。」 肉食 失計但 竊ぉ。 藿 食 寧 不，， 腦 塗 k  。大 厦 將 .傾 非^^。 明 

者 祇 應. 尙まハ 必： 我 旣 不紐 學， 子 胥， 抉. 眼 懸. 城 門： 叉 不 藤 房 

卿 髭 髮 逐， 永 雲： 只 願 得， 似，， 武 陵 i 源， 處 M 遯 高 隱 世上き を 

送，， 小 林 畏 堂 赴，， 東 府， 

山 城 雖. 有. 雨。 秋 熱 殊 未 ¥  。在. 家 猶 煩 鬱。 况 子 東都 行。 1 4：  3、 豆 

溢 辭。 藩 邸 少き 生： 祇 恨 官 依. 舊。 又 愁 囊 不. 盈。 k& ま， ii き&. お ぎ 

淸 聲： 古 人 難， 晚 節 ：4h き  一、 ^ 

僕 負』 非 屛 居。 P 絕 外 交： 荒. 廢 筆 硏； 非. 由- 老 兄 告 別； 豈 敢 作. 詩。 


之 人 百 先 田 者 著 敬 
榮可 年生 國前作 宇 
謂 間 此歌有 蒙 曰 
無 唯 賦後佐 天 匹 
上 二三 有 川覽夫 


日陰 死 于識而 二 敬 
乎 有 而世見 當十宇 
功 誰 牢者時 年 曰 
于 知落不 抱前距 
今 其 以遇此 耳 今 


此詩只 可 洒 侯 一 閲 M 勿」 ま- 餘 人-也 

讀 洋書 二 首  、 

I ^称 あ 曰め £^  Alii  ^ 復 疑。 偏 見 未. 除窮措 大。 自 求： 其 

k 扩、 螻蟻： 

き曰&  A  ^  I、 貝： あ. 膝 あ. 4i  ^ 虛： 宋 代 若 能 通き 舶： 張 朱 不レ 

棄，， 遠 西 書 マ 

壬 戌 春 

^£  霞： 應 きき 蜂綠 不-淺 。春 光 深 

處是吾 家。 

恭 聞. 所. 作 櫻 賦 蒙. 天 覽； 不. 勝-築 幸 慶喜之 至： 爲 絕 句つ 

居然 山澤 一 腐儒。 廢錮九 年形迹 孤。 多謝 三春 白 櫻樹。 微言 因. 

汝 達. 天 都： 

象 山 先生 詩鈔  ， ■ 九 一き 


敬 宇 曰 流麗 

可 翻 
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1 篇賦就 入， 一天 揮： 想 見 君 王 帶， 笑 披。 曾 用， 該 家 田 舍 樣； 禿 毫 縱 

意 寫，， 纖 詞： 

自嘲 自 I 細 賦， 櫻 花 一 日 易き 。タグ 年 蟄居 太 無 聊り天 顔 き" 笑 かき £ 難 き 

蟲 學，， 大 朝： 

樱花頌 上 紫雲 霄。 榮幸 何人 能 得 .超 。皇國 他年 有蕭統 ：1§ かす 

自 不二 # 蓼：  ' 

親 舊相傳 亦 喜 欣。 前 來 向. 我 慇勲 云。 陪臣 詞筆 膺_, 天 覽： 昌 俊 後 

塵 今 有. 君。 

再 賦長句 

相如絕 藝 莫， 能 追； 希 逸 惠連庶 可， 爲。 嘗 學，， 六 朝， 作， 櫻 賦： 孰 知 託 

興 在，， 湘 幾湘 繁 當 年 頌，， 橘 樹； 自 喩 志 節 不. 容. 移。 文 章爛煥 類，， 有 

道： 紛 縐 修 跨 足. 可. 師。 我 P 忠 悃， 遇，， 嚴 譴； 幽 囚廢錮 九，， 年 兹： 憂 憤 


空 效長沙 哭。 感 觸 終 懐- -郢 路 悲： 我 賦 一 旦 生 1 異 飛。 微 志 因乏 辱_, 

^ き si  &  觳 ハハ 口： 照き gr. 

屏居 一 一 首 

幾 年 掩-重 門： 蹉 跎 守-側 陋： 松 柏 曰 成^。 蘭 菊 亦 挺 秀。 不 友-古 人 

心： 終 與. 誰 同 kc^ あ， -4  ^ 書： 披 閱 永- 昏 晝： 、 

閑居 白 曰 悠。 周 覽 足 -脑 籍 ：^^ 兹 長 夏 時 1 熏 虱 吹- 幽 籍獨 坐 興 方 

澹。 默玩理 弗 J 隔。 陶然 酌 J 盃： 更應， -山景 夕： 

有 感 

敬 宇 曰 i きき？^ i6 曰^,, 艱 險； 擬 皇 州， 妤 k 患 M 判數奇 不. 葬 志。 九 年 寂 

か 是爲眞 詩 、 い ひ わ。 

莫臥， 家 山， 

無 題 

仙 駕 久 不ま。 白 曰出復 沉。 百 年 能 何 幾。 雙 鬢 一 一 毛 侵。 感. 時 發-咨 

象^ 先生 詩鈔  . ^三" 
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嗟： 詠 言 撫，， 孤 琴： 淸 音 和， 矢 籟； 遺 響 滿， 空 林： 纏 牽 非讨 k 气人 生 貴，， 

快 心： 劉 伶 甘， 麵 蘗： 向 秀 採-道 深： ぎ IT 又 4：  ir ず ぎ ぎ。 雲 |r つ 

余 以， 嘉 永 甲 寅 歲， 獲. 罪。 自，， 江 pmk 代： 伏 蟄 九 年。 以， 文 

久壬戌 多 蒙. 宥。 今 兹 癸 亥。 與，， 老 友 竹 村 春沙， 出 遊。 得，， 小 

詩數 首： 

家 山又復 伴，， 春 沙： 鞍 上 看き 日 欲. 斜。 記 き i  き 纩 き ま 

馬 入 -- 櫻 花， 

老 夫漫學 少年 場。 鞭 袖 偏 能 惹 k ハ 長。 駿 馬 還 須，， 行 慢 慢： 路 傍 花 

木 d 昏。 

整 整 斜斜皆 有 寒 林 忽變萬 花 叢。 煙 消 巧 吐^ 前 &  。が^? 14. 

0 〇 0 〇 

不. 干 


也 川 故 
良人 

庵黑 


き .kl^Jkir& き 1^ 忘 唯 得ヒ。 布 衣 業 辱 k 子 匆何 論 羣 

fi あ， li  A 玉 壺 美酒 號珀 光。 傾. 之 意 氣 更 蹶 張。 儘 從 委 棄 填-_ 溝 

壑： 高 歌 直 欲. 排， 天 閻 1 

きき IT 金山、 在 松 代 城 北、 山麓 大鋒 

, 登，， 金 山， あ、 藩 耐大鋒 公、 嘗 營 M 裘 處、  、 

北 郊 試， -遊 歩： 道 傍 正 新樹" 陂隨 繞- 寒 潭： 攀 陟 循二樵 路) 奇 石 p_ 狡 

きま ^  _^  ff  ^  ^^胩 き i  t 在-指 顧： 云 是 太 公 時。 憩 歇 結レ 

か . &。  6. か S 風： 徘 徊 不. P 去。 

閑居 二 首  、 

^x^^^  6 参 i  ^  i  ^o^.^  4 宰 相： 只 欣 宜 諭 居： 靑 眼 向ち 

i  。： i  一 i^.i  i  。尤 愛 盛 夏 夕。 翠 映- 該 殘 書つ 

庭 樹 帶， 凉 飈： 虛 窓 深 且 閑。 故 人 在关 涯ぉ_| ハ 書 惜- 獨 看： 萬 化 呈-其 

竅： 六 合 掛， 賺 端： 欲. 沈 無， 影 響： 舞 翰 寄-所 歎： 

象 山 先生 詩鈔  九三プ 


象 山 先生 詩鈔  九 四 〇 

余 以， ¥ 寅 秋： 得， 巖 譴， 歸. 藩 。託. 琴 於， 漉. 谷 洒 侯： 後 九 年 蒙，， 

恩 宥。 洒 侯 四 詩 代 .簡。 郵 傳 見. 還。 意 甚 殷。 卒 爾 攀，， 和 兩 篇： 

1 布 U 謝 悃, 

託 庇. f5 年 情 有 kit 藏保 護一 同. 余。 還 來終轸 皆 無. 恙。 更 喜 瓊 

. 瑤轉桀 如〕 

^1 與き 相 別 九 霜 經。 不. 揆 今 秋 逢 有. 情。 轉 轸 掃徽頻 上. 膝。 琅 琅 可. 

愛舊 時聲。 

閑 居 

不. 知 時 事 擾。 唯 愛 吾 廬 幽。、 か i  ^  ^  ^Nli; き ^  i§  sk 

席。 夜 深 月 近. 樓。 晚 飲 酒 未. 醒。 高 吟獨 自酬。 

MM 疎 雨 散- 幽 居) 庭 陰 坐二爽 颯芳 沼 生二圓 文^ 林 見& 葉 ¥ 馬 無， 逢 

往； 柴 門 晝 空 闥。 あ き： i: き ^  £ き $i  , 


上 騎敬武 亦 
躍 馬 宇 之 可 
躍狀 曰才以 
乎 態 先矣見 
出 紙 生 文 


g 白 頁 Js^ 突 亥 秋應召 赴涼師 

題- 1 伯 扉 傢-忽 忙中 觀此 圆輒題 

II 還 好 昏 ^  in  it  4i<  千 將士仰 如. i  。即 今 天下 遭-多 難： 苦 憶 當 

禍 不能 卒其 ,ク P  3^1 い。 . 

可勝慨 年 雄署人 

馬上 雜詩ニ 首 

、終、 曰 ま^ま， t k ぽ^ ぎぎ 韃： 外 觀 應. 有 畫 圖 趣。 駐. 馬 タ 

^ き。 き j4  ，き l^i. 程。 背. 曰 林間 革辔 輭。 逐. 風 堤 

上 P 蹄き。 

偶 成 

閑 中 今古 感， 與 衰： 能 變_危 機， 誰 所. 期。 十 載 閉門 讀 書 味。 世 間 唯 

〇 〇 〇 〇 

有，， 夜 燈 知： 

甲子 春 初 馬上 所得 

象 5 先生 詩尠  九 四 1 


象 山 先生 詩 妙  九 四 二 

0 來 跨. 馬 出 看. 花。 遲 曰 猶嫌晷 易. 過 ポ二是 廬陵歐 太 守： 果 然 鞍 

上 得 多。 

II 曰 面 只 愛驪駒 白玉 珂。 自 挵人棄 暇 常 多。 朝 朝 曰 上 揮驗 出。 城 市 塵 

き 4 称 4:。 

無 題 

ii, お 聲： 夢 中 常 k 遊 仙 興： 鸞 背 吹. 

蜜 向，： 玉 京： . 

謹碟  三月 奉. 命 赴， 京師， 途中 櫻 花 盛 開 

マ.？. 15 以&丄 ： 小  、 、 >  ^  、、 ヽ飞 ^  \  ^  ^  \  ^ ヽヽ ヽヽ f  f> 

^il ず 此行好 時 節。 似. 踐 觀 花 約。 晴 馬 旣 可 人。 雨 轎 亦 不. 惡。 不. 採，， 沿 道 

照 應而詩 亦  、ヽ ヽ、、 、ヽ 、ヽ、 

體似 I 勝： 素 志 竟 難. 酬。 何 曰 了， -公 幹： 歸 路 耽- 壑 丘： 已 無，： 棧 道 險； 誰 謂 k 

日 了 公 幹  、、、 、、ヽ ヽ ヽ、、 

f^ifis 蛆難： 馬 背吟阵 遠。 轎 窓靠睡 安。 一 川 束- 寓水： 孤 道繞， -千巒 ：林壑 

^1 多 一 奇勝： 只 恨 曰 易. 殘。 .  ， 


詩 


詩鈔 に備れ たる 詩 を收む 

編 次に 順序な し 


ぽ保五 年 元  甲 午 元旦。 讀易謾 lir 因 一 齋 先生 韻。 增以 二。 i『f ぉ樹， 

繙易迎 升 曰。 養 蒙 佔 畢 呻。 天 心隨浩 々。生 意 漸津々 。閉蟄 方 成 解。 勾 

i  出 屯。 吧 殽 儐 小 畜。 芳 酴速同 人。 風 物看咸 朗。 雲 容 望 益 新。 歡 聲 

X  .ilonu  ^  i き。 ー齋 先生 原 韻 曰。 東 軒 朝 讀 き？ 罷 ^  S  i  J  f  f  。i 

1^ 鼎 沸 朝市 兆豊春 气 I？ 發屯。 齢 今 丁 旣濟。 歡舊對 家人， 腔 子須頤 養 乾 元 不老 

. 春。 

丙 申 初夏。 竹 庵 師許始 見 林君大 輝。 大輝延 余 到 其 堂。 誼 如 

舊知。 及 夜 八 木 上野 高 瀨絲我 諸君。 相 尋而來 。其樂 不可 言。 

7  ^  言 事 

竹 庵 訪老釋 。偶然 見 仙 官。 淸 詩 和 超 俊。 芳 茗偕甘 寒。 態 勲速我 意ぽ 

指 碧 雲 端。 相 將欲理 策。 急雨澹 平原。 駐策暫 佇立。 延致空 長歎。 雲霽 

升 金堂。 淸凉 異人 寰。 玉 壺灌綠 酒。 鮮鱗盈 器 盤。 何 我 藜 藿暘。 受此珍 

怪餐。 矧又賓 友 集。 道 誼 如 金 蘭。 高談 洩胞奇 。大疾 留餘歡 。天色 夜來 

.， . 稿  九 四 三 


0  稿  九 四 四 

淨。 月光 正圑 々。庭 樹露 未晞。 明 珠麗葉 間。 更深景 倍奇。 豪興豈 易闌。 

所 恨 世 雜緊。 明朝 拂歸 鞍。 

贊文晃 富士畫 

便 駭單身 在 碧穹。 繚 靑榮白 望 成空。 金城 丹闕知 何處。 揮 袖 將乘萬 

里 風。 天 保 丁酉 春季 爲關子 恒象山 平 啓 題 

〇 

龜叟嗜 茶 知 水脉。 手穿巖 井向 人 誇。 何時 去 坐. K 藏窟。 共 吹 爐煙暖 

L  i 。予時 久寓于 

f  f 江 戶之玉 池 

杳 野村溫 泉。 謝 佛巖禪 師見惠 養 麪 。 

點塵不 雜白如 雪。 條理無 紊細似 鬚。 日暮湯 泉浴盥 後。 滿盤 淸味換 

丁 未 仲冬  ^  *1 


我 昔 在 名山。 學仙巖 穴 間。 精 修絕華 念。 冥 寂 味 幽玄。 偶 逢 方 幢叟。 長 

跪 授 靈 編。 恍 惚 與 之 去。 躡 虛 朝 帝 先。 靑 童 奏 i 生 樂。 雲 旗 導 吾 前。 鸞 鶴 

隨 上下。 玉 佩鳴珊 々。俯 首 睨 下方。 九 區小似 拳。 俗子營 名利，、 其 中 事 

周旋。 顧 之 乃 一 晚。 高 厲摩黔 天。 何 意 一 失 足。 忽墮世 網艱。 樊 籠殊牢 

固。 羈雜又 拘牽。 志願 久不 申。 五 內徒慜 煎。 白 曰 出 復沒。 苒 々類 紅顔。 

時 顧 鏡 裏 影。 深羞 山中 仙お 柏 非 桃李。 歲寒節 愈 堅。 終 當鍊羽 形。 高 

擧 入 紫 煙。 

花發多 風雨 

誰 言 花發多 風雨。 風雨 多 時 花 正 開。 風雨 中間 花更 好。 好 花 風雨 起 

予來。 

安政 四，ヸ  哭林大 輝 

沈痛 欲 慟哭。 雙淚潜 難歛。 借問 胡 爲然。 悼 人 在 思念。 相識 三十 年。 交 

0 稿  九 四 五 


翰 今 苟蘸。 逝 者 若 有 知。 此情庶 


詩 稿  九 四 六 

情 素 雅澹。 歲 時相 經過。 要約 亦 不汎。 平生 談理 妙。 永訣 何攸 占。 不 意 

所 然 諾。 竟 爲延 陵劍。 至誠 無 幽 明。 弱 

无泰。 

i 元年  釆芝 歌幷引 

嘉 永 元 年 夏。 巡 行 踏 野 深 山。 山 間 

開 一 華。 宛然 幽蘭。 惟 無 葉爲異 耳。 

玉。 香 氣 淸 絕。 不 可 名 狀。 遠 聞于數 

. 芝 古字.^。 以象其 形。 則 其 一 莖數 


以 與 蘭 並稱。 則其爲 香草 明 矣 。 又 

花 如 蘭ぶ r 皆 相 符。 則 爲 眞 芝 草 無 

山 高 兮 谷 盤。 惰 余. 忘 兮 反 旋。 藤 松 柏 

兮 Si 側。 心 浩蕩兮 愉懌。 瑤華兮 氷 萬 


得 一 草。 長七寸 許。 一 室 六 枝。 枝 

) 枝 室 淺 紅。 華 色 淡 紫。 皆 玲瓏 如 

歩 外。 問 其 名 無 能 識者。 按 說 文。 

枝 之 狀可見 矣。 傳 云。 芝 蘭 之 室ハ 

記。 陸 子靜書 其 玉 芝 歌 後 云。 成 

疑 也。 作釆芝 歌。 

兮偃蹇 。嗽 石 泉 兮潺湲 。觀神 草 

主 稀兮氇 枝。 女 何 爲兮山 阿。 芳 


都々 兮襲 台。 搴夫 英兮爲 佩。 將 以遺兮 所思。 路險 i 兮悠々 被^ 

兮觀 遊い 

題 山水 圖， 

江 1 山 亦淨。 可 以澹沖 襟。 泉 源通絕 谷。 石 徑入寒 林。 應有塵 外客。 携 

手 共 幽尋。 

白 中子 康。 見 寄 庭 複所生 黃 蕈。 食 之 有 仙 味。 率 易賦詩 ® 表 

謝 憶。  、 

氣和擢 紫 室。 玉 色 照 階 庭。 道 人釆以 贈。 殊愜物 外 情。 潔 性 與吾宜 。幽 

獎驟 香羹。 未論換 凡骨。 且覺襟 懷靈。 詩 律 生 神韻。 酒 味 更冽淸 。笑 他 

世上 人。 貪饕逐 穢腥。 

和 人放懷 

爲人雖 未 有 前 知。 富貴 功名 豈カ爲 。滌蕩 襟 懷須是 酒。 優游 情思莫 

. 詩 稿  九 四 七 


詩 稿  九 四 八 

如 詩。 况當水 竹 雲 山地。 忍 負 風 花 雪 月 期。 男子 雄圖存 用舍。 不開 

笑 待 何時。 

項 羽 

七十 餘戰終 敗 北。 果 然鬪 智勝鬪 力。 此 意 重 幢恨不 知パ „E 初 只 學 

人 敵。 

賀墨坂 大夫丸 山 君 六十 三 初 度 

忽聞ロ 際 紫 芝 香。 復 見 雲 間 白 鶴 翔。 高 閣 笙 歌 奏 仙 樂。 滿 堂 賀 客 

霞觴。 蓬 萊闕下 無 春盡。 函谷 關中覺 日長。 從是 先生 積壽 子。 洋々 

上 認 塵 楊。 

別 高 田 仁兄 

此 別何須 嗟。 我 行亦不 遠。 浸 堤 花 盛期。 同 遊盡醉 返。 

〇 


江廣 夜色 靜。 月明 柳 陰 涼。 扁舟 行不 住。 棹 影搖空 蒼。 

〇 

獨坐幽 篁 裏。 彈 琴 後長 嘯。 深 林 人 不知。 明月 來相 照。 

書 狂 雲集 答 山寺 懼堂 ■ 

多才 狡 黠愚群 氓。 爭奈 通人 眼 若 星。 狗子由 來無佛 性。 鶴哥 空誦淨 

名經。 

丁 巳 歳暮 

屏居 省譴此 遲留。 多病 衰 容易 白 頭。 歲暮徒 思 天下 事。 夜 深 漫添眼 

前愁 。虚名 久竊世 無 補。 遠 畧未抒 時 已遒。 祇合鉋 傾滿觴 酒。 酪酊日 

々偃 空樓。 

〇 

, ^光 i 畫重苗 天。 游目菅 公 祠廟邊 。斜曰 已舂君 去 後。 箋頭 但寫兩 

詩 稿  九 四 九 


詩  禱  九 五 〇 

三篇。 

〇 

霜 蹄 踏破 澗溪靑 。山寺 逄僧不 記名。 憩 馬 閑談 忘 坐久。 寒 林處々 着 

雲。 

專精上 人" 見 示 梅花 詩 二十 首。 併 近作 十 首。 且 惠 一 絕。 輙 不 

自 揣。 題 評 以 還〕 又 次 韻 見 寄 之 什。 以 爲 酬。 

庸愚 不度進 評語。 誰 在 班 門堪弄 斧。 歎 服 筆端 如 造化。 光風 霽月 何 

時 腐。  搶浪 啓拜具 

〇 

堂 々 豪 傑士。 手 有 回天 方。 乘時施 其 技。 生 民解痍 創。 功 策 驚 天地。 叉 

入 名山 藏。 柳韓是 何人。 終世 事辭 章。 

天 保 丙 申 二月 晦。 書 於 專精寳 刹。 佐久間 啓。 時 酒 數行醉 書。 


亡友 令 井子 冽。 病 間 嘗手寫 陶淵明 集。 至 初 卷功成 之 時。 謂 

予 曰。 頃 來疾 重。 而懶于 揮 毫。 請 吾 子 全 之。 未 幾 而 沒。 今 因 前 

約 餐寫補 之。 乃 得 全 本。 追 思 往事 眞如 一 夢 。感懐 之餘。 涕淚 

滿襟。 慨然 賦 一 絕。 錄卷末 云。 

歲 寒心 事若爲 通。 金石 交情 一 夢中。 前約 已成 君識 否。 游魂 何處邀 

無 窮。 

拜子冽 墓 

憶昨與 君來此 場。 相 携相語 歎 無常。 如 今 君 去我猶 在。 休晚 丈夫 霑 

短 裳。 

〇 

晩景 蒼然 烟霞 籠。 仙 禽求宿 小 園 中。 落花 和 雨翩々 下。 S 北 磨南不 

是風。 

0. 稿 、  九 五一 


^  稿  九 五 二 

〇 

靈溪歛 夕 嵐。 展 岑 出 皓 月。 歸 樵 降 消 棧。 栖 翼迎林 樹。 此 有朱沙 泉。 涓 

々鴻不 竭。 月 光忽來 臨。 空 潭倍 淸激。 浴 之心自 廣。 浩 然 長歌 發。 乘 凉 

歩巖 傍。 松風 濯 散髪。 

琴 興 its え . 

乾坤 生物 意。 草 木 日 滋榮。 一 曲三彈 罷。 南 薰 吹 太 淸。』 

林 下 鳴 琴 坐。 風 聲但自 然。 梢 頭 月 方 午。 滴 露 濕 吾 終。』 

王公 如 召 我。 爲 爾理 桐絲。 窘促又 何 態。 平 生 院 戴 逵。』 . 

霜 明朝 氣 爽。 紅 曰 照 書 幌。 起 坐 試 秋 風。 庭 林墜葉 響。』 

我 琴雖然 拙。 亦 協 太古 情。 至 人 反 K 意。 不 在 指 間 聲。』 

蓮 詩！ 一首 纏觀愛 與柏屋 藤 助 

草木 花 甚蕃。 瞭予獨 愛 蓮。 不 染乎游 泥。 淨 植濯淸 漣。 亭 々 宜遠觀 。何 


可 褻 玩焉。 

不妖不 枝蔓。 濯 々淸淵 中。 來 人愛而 m 。有 聞 遠 香 通。 華 之 君子 者。 衆 

草 不可 同。 

庚申 中 元。 給 柏 屋藤助 主管 細 價。 近 日 金貨 猝 貴。 每 字號 不同 其 

賈。 余以 正字 金。 誤爲常 金而支 交。 終不 自省。 主管 亦 似 不知 也、 辆 

日 籐助故 來還其 赢餘。 嗚呼 世 道 澆漓非 一 朝夕。 錙銑之 利。 毫末 

之赢。 詐以相 欺譎。 以相爭 僥倖。 犇趁得 之 而后已 关下滔 々 皆是 

也。 今 藤 助 身 業 商賈。 而 立 心 廉潔。 不以得 非 義之利 爲悅。 必以還 

其 贏 餘而爲 快。 是非 惟 可以爲 天下 商 買 之 儀表。 抑 亦 可 以勵天 

. 下士 大夫之 心 志。 故 余 書 此詩而 遣 之" 蓋 深 嘉獎之 也。 象 山 平 子 

明。  - 

詩 稿  九 五一 一一 


詩 槁 

細 矓 撼 羅 帷。 皓 月 照 我 牀。 肅 々 

思 使 人 傷。 沉 吟託古 桐。 調 苦 不 

不能 寐。 攬衣下 高堂。 


i 丄 


匕 匕 

ム目 


揚。 歡 會 歎 


九 五 四 

哀雁 翔。 佳人 在 遠 

時 促。 離居怨 夜長。 


道。 翹 


蹈險從 來獨不 違。 積 年 愈 信 道心 微。 丈 夫 知己 只 天 地。 萬 古 寰 中 相 

謝 藤 岡 勉齋送 盆 蘭 

幽芳楚 客 佩。 靈姿異 凡 丹。 碧棘抽 光葉。 紫莖 

齋 詎 置 此。 素馨 流 戶 牖。 坐 間徹香 几。 豫恐秋 

承 露 華。 風 曰 避 塵 滓。 願 言 全 幽 貞。 晚 節共不 毁。 

維 感 

使節 往來 無絕 信。 生徒 留學 有期 年。 却嚴 約束 廣東地 。不納 羅斯貿 


玉蕊。 非 君 分 九 

敗。 惜 愛不蹵 弛、 


畹。 寒 

淸晨 


易 船。 

詠 柳 眼 

信國霜 雪 早。 柳 眼 時 見 新。 澤 々 黃 金 色。 擘 來還似 銀。 世人 貪祿 利。 自 

道 致 其 身。 一 朝 臨 大事。 飄散隨 飛 塵。 豈若汝 弱 質。 歲寒能 知 春。 ： 

斯花 有性 氣。 愧 與凡葩 群。 未成 君子 佩。 幽谷 守 奇芬。 

無 題 

靜卷遣 編 喚 酒 辰。 且憑曲 檻燃吟 髭。 東 山 秋色 美 如 錦。 恰是 西溪落 

照 時。  . 

自畫 山水 贊 

年逾 知命 志尤 堅。 獨向靑 山更絕 編。 天下 有 山山 有 水。 養 蒙 肥遯正 

f  0  九 五 五 


詩稿.  九 五六 

逸 題 

澹々 江 風 動。 江亭 雨後 天。 水天忽 一 色。 目 盡萬里 煙。 飛 禽竟不 見。 去 

帆 行 曰邊。 北 渚 草 如 織。 東岸 華 欲 燃。 景物 諧幽 意。 况已斷 世緣。 回眄 

擧 太 白。 傾 壺 若 流 泉 。乃. 援伯牙 琴 1 幼 眇絃新 篇。 遊 魚 如 欲 聽。 掉 尾 出 

淸漣。 

中秋 更級觀 月。 明朝 歸途逢 雨。 二 首。 

昨夜 山樓弄 月光。 今朝 猶染桂 華 香。 中途 試 望 勝 遊處。 滿壑秋 雲 雨 

渺茫。 

倦 策 歸來路 未 央。 古 村 風雨 暗 林 塘。 通 宵 鉋 看 名山 月。 此 景 今 朝 渾 

不妨。 

逸 題 

秋 雲 易 雨雁橫 空。 坐 閱年華 慮 海 東。 演 歡 歸來品 川 路。 暫 時 駐馬看 


天 保 十二 年， K 月 十三 日。 大朝以 吾 公 補 政。 今夏 久不 雨。 民 

以爲 憂。 是曰適 大雨。 農商歡 呼。 似 亦有不 偶然 者。 喜而成 詩。 

淫浸浹 四隅。 旱禾秀 發民亦 蘇。 正是吾 公登閤 日。 先 看 祥兆滿 

寄 星 巖 

甘 罪譴。 欲求 通 天閽^ 明 尙有裨 。九死 非 所 難。 

0 

眞 隱愧王 公。 却 用 壯圖付 世 雄。 霜 雪 賀 然年紀 逝 J 老 夫 祇合臥 

釋氏 

習 寂靜。 動定境 自異。 性靈妙 明覺。 通 照無堊 碍。 可以鍊 身體。 可 

, 詩 稿  九 五 七 


詩  稿  九 五八 

以生 神智。 可 以爲高 人。 可 以爲循 吏。 可以爲 名臣。 可 以守廉 介 U 

^駭雖 哪^ s¥ 而與 孔孟 傳。 判然 殊其 致。 雖則殊 其 致。 所 

利 不可 棄。 王道 歸皇 極。 敷錫詎 偏陂。 

釋氏之 言。 往 々與列 子 合。 而 列 子 之 書。 又有與 泰西 窮理 之說相 

符 者。 蓋 其 得 於 心 者。 有 所 同然 不可 誣 矣。 夫 身 毒 與 漢土。 相距之 

遠。 非 如 我 之 於 泰西 也。 然 其 書。 文 字 音 讀。 必 累數譯 而後 始 通。 而 

其 原書 亡傳。 後世 不能 復有所 考驗。 故 儒者 有以其 言 近似。 而遂 

疑 竊取莊 列 之 說。 以 爲 之 者。 至 于 泰西 之 書。 今 時 吾 輩 皆 知 其 讀 

法。 誦 說 解 釋。 與 漢籍 無 差 異。 其 言 々 有 符。 歷 々可證 。則 儒者 之 疑。 

♦ 已 無 所容而 心得 之 有 同然。 無 分 於地與 時。 不亦滋 明白 乎。 因錄 

此詩遂 及 之。 


散歩 愛 秋晴。 平 郊窮遐 曙。 稻田 已垂黄 滅場猶 雜綠。 征雁聯 時分。 間 

雲 斷復續 。觸目 理妙存 。相 羊 悟悅足 J  • 


〇 

天 保 九 S 頭上 山 雲。 脚 下 雲 迷 樹。 不 知 春 淺 深。 但 見 雲 來 去。 

年。 始學顏 平原 筆 M  。由 此 以前 疎放 自 許。 未 留心手 

學。 故年垂 三十。 其 書 無法 度 如此。 可以爲 後世 之戒。 

德成而 上。 藝 成 而 下： 書 之 美 惡、 固 不足 以輕重 人。 然 筆 札 下劣。 甚 

刺 人 眼。 而不 自省 覺。 亦 可羞 也。 子弟 戒之。 安政 戊 午 中 冬 啓 又 云。 


是； 予ニ 十八 九 一時 

書 也。 予生 三十 七， 


富 士 山 

芙蓉 三 萬 六 千 丈。 突兀 上向 靑 霄開。 膚寸合 雲 雨天 下。 不道山 龍 施 

澤來。 

文政 己 丑 夏 五月 二十 日。 與 宮下氏 同 遊 石 川 山。 以釆石 花。 

往復 詩 有 四 首。 

試 歩 半 陰半霽 日。 田園 麥色已 漸黃。 村 童 橋 下 追 魚 走。 婦女 桑 中 採 

，  稿  九 五 九 


詩 稿  九 六 〇 

葉忙。 途中 

穿 石 淸流滾 々來。 遂超虎 脊踏龍 顋， 白 巖削作 芙蓉 狀。 萬 古 千秋 天 

外 開。 石 川 山 

陟彼西 山釆石 花。 溫 光映 日轉婆 姿。 幽溪 深鎖隔 人世。 欲 遇 仙翁學 

踏 霞。 仝 前 

會村 々 落 夕陽 微。 揮袂凉 風吟咏 回。 東北 山遙如 帶處。 忽然 兩足連 

天來。 歸路 

〇 

趙 高 蠹 呂 秦。 元 是 報 響 志。 所以. 梁 閹 人。 終 生 謀 宋 利。 

訪鳳 山師 途中 

山 遠 煙 村 縹緲。 堤 平 風 樹離披 。半 婧半雨 良日。 非 暑 非 寒 好畤。 • 


過 堤 忽被香 風 吹 。薫染 人 衣與馬 衣。 頓轡回 瞻還悅 目。 路傍 開滿野 

薔薇。 

i 冬  雜感、 

永 樂雖多 殘俊彥 。東 陲却有 將材存 。康寧 一 擊 火光 滅。 不見 嫁鯢入 

海門。 

刀 5^ 銳利本 無 双。 人士 英靈冠 萬 邦。 更舍 私心 收衆 長。 何方 醜虜不 

歸降。 

礮隊騎 軍談 握 機。 堅城 巨艦 策 相 依。 不虛生 世 丈夫 志。 海外 欲張 吾 

國威。 

禹 成 

琴瑟未 調誰會 鼓。 盆 瓶 ffi-® 不堪 盛。 紛々 世事 何時 定。 且可 沉酣畢 

此生。 . 

詩 稿  九 六 一 


丁 

酉 
か 


詩  稿  九 六 二 

箇中 至樂自 難陳。 人道 即天々 即人" 眹殺寒 巖究禪 客。 脫離 身世枉 

觀 眞。 

梅 

氷雪 堆中獨 放 香。 窮陰 無頼 又 何 傷。 野梅自 有性 奇僻。 羞與 凡花爭 

俗粧。 

次 韻 山寺 君 述懐 之 作。 以 送 其 祇役于 江 都。 三 首。 

聞 昔 昭王當 位 年。 能聽買 骨務招 賢。 如 今 聰睿踐 其 跡。 豈在 成功 獨 

不然。 

古來 卓識 世間 稀。 惟 在 高 明 能 察微。 莅事當 任宜盡 分。 何 於 得喪與 

譽誹。 ■ 

俊傑 拔群謀 事 時。 小人 常態 多 驚 疑。 請 君 去 日 休 憂 念。 內積精 誠 誰 

不移。 


. • 七月 旣望 。同 山寺 常 w 寺內松 »  二 兄。 恩 田 君 東. 園 觀月^ 

常 山 兄 韻。 其  一  • 

園濶秋 夜靜。 石樹疏 數ェ。 水 光 倐閃爍 。月 昇 斗 牛 東。 蔬 卉 明 露 華。 樹 

陰 唯 秋 風。 緬 想 赤 壁 興。 喟 然 歎 蘇 公。 世 人 無 眞 識。 動 輙 侮 豪 雄。 有 賢 

不 知 尊。 無 乃 是 盲 聲。 我 儕學道 者。 宜 不此輩 同。 慷 慨 劇談 久。 天 際 月 

旣 中。 ， , . 

其 二  -  - 

名 園 誰 經營。 自然類 化工。 小 丘分溪 水。 淸流遶 西 東。 涉流踏 明月 ー踞 

石嘯淸 風。 旣 有 兹 風 月。 况 見 吾 二 公。 胸 襟頗明 快。 談 笑 亦 俊 雄。 洗 杯 

相 酬 酢。 高 歌 駭頑聲 。因 歎 無 盡 藏。 千 載 受 用 同。 酣 樂 非 荒 宴。 道 眞 在 

斯中 e 

R  送 世子 傅。 不 息 山 寺 君。 

丁酉  詩稿  九 六 三 


0  稿  九 六 四 

往我作 直 卦" 勸 君 建 本 根。 微忠全 在此。 此外更 何 言。 

屏 居 

演礮花 間 彼 一 時。 新 花 歷亂碎 a 蕤。 如 今 閑 臥 幽林 下。 獨對 殘紅愁 

〇  . 

碧水 澄 吾 神。 靑林澹 吾 慮。 養 拙 三 五 年。 滋覺 世事 遽。 時 風悅軟 熟。 物 

情 重 深赂。 辱 寵復奚 思。 塊 然守樸 素。 

〇 

夾路櫻 花發近 人。 趁晴馱 馬驕嘶 春。 奔馳 偶與飄 風會。 撲面飛 紅 興 

更新。 .  . . 

f 感 晚春 

女戎 一 怒 不徒已 "萬 足 破 波 東海 東。 愧殺 書生 無氣 骨。 優游 猶自學 


〇 

秋樓 獨酌臉 潮紅。 醉倚 欄干 明月 中。 夜 氣侵人 儘 能耐。 不須更 服 玉 

屛風。 

放歌 行 

嗚呼 先 公 不可 見。 良忠 大夫逐 飛電 U 救 時 長 策 誰 能聽。 恨 殺 萬 里 浮 

雲 編。 國賊不 恤國滅 否。 小 兒但覔 栗 與榴。 我憑屋 柱歌此 曲。 閭門爲 

之 顔色 憂。 

〇 

山麓 幽淸宜 養眞。 柴門不 鎖 没 塵 侵。 方 池 一 片長松 下。 澂 碧空 明 見 

此心。 

〇 

詩 稿  九 六 五 


0  稿  一  九 六 六 

身 作男 兒着盛 服。 何 堪陰險 欺 幽獨。 從他 世上 奸屠 家。 每挂 羊頭鬻 

狗肉。 

題畫 山水 

山容 如 太古。 水 態 世情 非。 竦 林 映 脩竹。 細 草 覆 荒磯。 孤 亭長不 鎖。 苔 

徑人縱 稀。 珍 重 便 高 士。 千載 尙未 歸。 

秋 月 揚明揮 

暮天綠 煙 盡。 秋 水 白波 生。 圓 影 當 中 空。 物 象 皆 露 呈。 山 河屢改 變人 

世 幾 枯榮。 對 景終遙 夕。 悠 々 萬 古 情。 

靑 衣紺幗 剪裁 新。 巧 扮群猴 做 美人。 可 惡申 韓斯鞅 術。 暮三朝 四 狙 

天 民。 


濃淡 雲烟 山腹 横。 疑 風雨 至 一 溪聲。 秀毫 寫得董 家法。 胸裏 峰巒未 

必名。 

東 山 觀祧花 次 宮下兄 韻 

東 山處々 祧流 芳。 遠 近 紅 霞 遮 日 長。 此 日 初 來採勝 客。 徘 徊猶自 欲 

忘鄕。 

〇 

陋巷 寒溪 側。 雙 松窮士 家。 門 荒 埋薛荔 。階 古長 蓊葭。 利 勢 非 所願。 才 

能 何 足 誇。 好 傾 一 瓢酒。 恣意 聽鳴 蛙。 

天 保 癸 卯 夏日 錄供 君毅 仁兄 粲正 

美 哉 鄧林樹 。蒼翠 若 濯淨。 非 云無枯 枝。 只是 不足 病。 

移 梅 

仙人 修法 鍊丹 砂。 飛 着 枝 頭爲風 凝。 一 根 移 去 書房 邊。 欲 假淸香 助 

^ 稿  九 六 七 


賴  九 六 八 

雅 興。 

卜居 五 吟己亥 晩夏 

辭里來 江 都。 卜 棲 玉 池；^。 池 水宜鑒 形。 嘉木堪 可 倚。 昔 人 居 洛邑。 擬 

観 天 下士。 方今 襲 前 躅。 良 朋肯 枉趾。 

幽居 有 五 柳。 酷 似陶令 貧。 詩 聊 宣 浩 志。 酒 厪發情 眞。 陋 劣 儒生 業。 飄 

蕭 客 子 身。 所 思猶在 世。 未 稱葛天 民。 

南苑 一 遊涉。 愛 玆高柳 陰。 廻 風 舞藻荇 1  肅颯似 秋 深。 放 懷隨所 適。 發 

興 命 孤 栗。 鍾 子 知 何 許。 山水 有淸 音。 

晨起嗽 寒 井。 高 齋 理 遺 經。 爲 由 沖 襟 爽。 轉 覺 外務 輕。 陋矣 溺 訓 詁。 鄙 

哉 託 利 名。 吾 道極于 天。 近 小 非 所 寧。 

倦來拋 書帙。 物理 靜此窮 。游魚 自澄剌 。啼鳥 亦 沖融。 欄 角 嘯 梧月。 庭 

陰吟柳 風。 世無邵 夫子。 兹 懷誰與 同。 


〇 

偶然 罷驅馳 。歸臥 守 側陋。 松柏 曰 成 趣。 蘭 菊 亦 挺秀。 非 友 古人 心。 終 

與誰同 臭。 賴有萬 架 書。 披閱永 昏晝。 

• 沛 雨 

黑雲壓 奪 遠山 黛。 虢 々 震來 風雨 漑。 綠荷搖 動 似 驚 波。 萬 顆明珠 一 

時 碎。 

賀大川 大人 之 八十 八 

. 有 松 在 南嶺。 千年 翠露 濃。 持以爲 翁壽。 願 翁如此 松，， 

千 枝 萬 杂花如 綴。 曉露重 時 尤艷絕 。芳意 將闌風 入 林。 靑天 白日 漲 

紅 雪。 

0  , . 

0 稿  九 六 九 


詩  稿  九 七 〇 

不 取容當 世。 情 思少所 親。 彭澤去 已久。 安 得 素 心 人。 把盃聊 自適。 陶 

然永 宵晨。 

路傍 花木 正 飛 香 

墨堤 春色 難 徒 過。 江 月 驪駒今 若 何。 遙想鐵 蹄 高 響處。 花 間 鞭 影 落 

晴波。 

&居 

消 遣 閑 愁存底 物。 杏村 新 釀兩三 码春朝 雨 過 江山 麗。 還 把 離騷獨 

して 與 へた ， 

りと 一： ム 自披。 

. 賦得松 間 明月 

老松 蟠屈躍 蛇 龍。 半夜 葉 間 光 忽疃。 一 曲玉 鎌 新 下礪。 直尋 好朶賁 

戊 申 新年 作 g 滅髓 


罷 休不受 當 時 責。 嘯 月 眠 花 得 便 宜 U 况 復 太平 開歲 首。 金 樽 倒盡在 

兹時。 

幽居 

楮杉 松柏 綠 重々。 更有流 泉鳴屋 東。 世上 熱 官偵不 得。 幽栖 六月 已 

秋風。 

屛居 

屛居自 無 事。 涉 園西復 東。 遊 禽狎不 驚。 花 草 時 改容。 倚 林 送 落 照。 坐 

石 待 流 風。 鳴 泉 響 深 竹。 歸， 雲 在 古松。 不 願人來 顧。 幽寂 獨 自供。 

無事 白 曰 悠。 周 覽 足 圖 籍。 况 兹長夏 時。 薰 風吹幽 蘀。 獨 坐 興 方 澹。 默 

玩理 弗隔。 陶然 酌 一 盃。 更 忘山景 夕。 

日 高 時鳥 語。 睡 足始開 扁 。雲 布 魚 鱗 白。 山 連膘齒 靑。 獨 尋芳 草 路。 蜇 

憩 野人 亭。 吟 策旣幽 夕。 歸 來月滿 庭。 

詩稿  九 七 1 


詩  稿  九 七 二 

靑 壁掛飛 泉に 树 深 風 自 冷。 精 舍 素 無 塵。 書 帙亦齊 整。 凭 楹誦道 言ポ 

覺夏晝 永。  . 

逢 春 沙話舊 

多年 空 恨 舊遊晴 逢話舊 遊心不 迷。 墨堤 連 轡櫻花 底。 得意 春風 吹 

馬蹄。 

0 

曉揚鞭 策到溪 東。 霧 淑滿林 花 樣ェ。 不是集 英深殿 舞。 馬 鬚 也 挿 玉 

籠 鬣) 

題 山水 畫  「  • 

兩株煙 柳 拂彎橋 二 幔風摟 倚 翠翹。 如 帶靑山 長 十 里。 依 稀 刷 入 尺 

餘總。 

石 坂 眞龍宅 宴 .. 


廣 宅膏腴 地。 主人 鄕曲 豪。 招 邀忘路 遠。 歡待 愛情 高。 短 匙排文 玉。 豐 

餚等 太牢。 老饞貪 俊 味。 更喜飫 兒曹。 

〇  . 

四月 淸明 小雨 過。 山 頭 水色 薄 於羅。 也是 一 年佳氣 候。 却 勝 花時 寒 

意 多。 

〇 

獨牲討 幽寂。 風 露凄將 寒。 古道 一 亭靜。 亂山千 樹殷。 勝踐興 未盡。 雲 

歸 夕陽 殘。 . 

〇  . - 

瘡海翻 波 起伏 龍。 飛 騰倐 忽過芙 蓉。 沛 然下雨 物 皆 息。 雨 霽 雲 收 無 

. 〇  ，  . ノ  ， 一 

詩 、 稿  九 七三 


詩  稿  九 七 四 

物 去 無 追 著。 體 舒心自 閑。 嘯 風 々洒々 。吟 月々 圑 々。坐 臥 齋房裡 。逍 

遙 天地 閒。 何 須求大 藥。 辛 苦 人 仙 山。 

弘化 元年  讀 洋 書  • 

壯年貴 苦學。 博涉宜 無常。 旁 執 西洋 書。 曰 々 課數 章。 太 易 本 無體。 至 

神 豈 有 方。 新 舊 亙 相發。 斯理生 輝 光。 心 解 眞 河 决。 沛 然 誰 禦 防。 惜 無 

宋 明 賢。 與 人 此 室 堂。 

踐約。 棲 鸞堂看 花。 此曰有 雨。 

不辭 泥濘 沒遊屐 。來倚 故 家 南面 楹。 賞 花不 必在晴 日。 雨々 風々 也 

有情。 

〇  . 

, 雨祠 々畔雨 廉纖。 鏨立溪 頭 側 帽檐。 記 得 勝 遊 時 一 笑。 杏花 村裡舊 

靑帘。 


間 居  、 

築 室窮巷 曲。 環 猪 別 四隣。 石 湍激庭 除。 靑山當 承 塵。 花木 槿啼 鳥ぶ 巟 

砌苔 敷茵。 對之酌 春薩。 衍 々 樂志 神。 我觀驟 風雨。 莫能終 曰 辰。 彼 蒼 

猶 如是。 况乎此 生 民。 榮利非 可恃。 至 道 貴 安身。 取 轍 彭與老 。恬漠 養 

吾 眞。 

題 畫 

欲 託守微 橱。 永 釋 塵 累 紛。 水 閣 s 林 房。 靜 披玉笈 文。 山中 新 雨 足。 林 

外 夕陽 曛。 多謝 同道 友。 跫 然破溪 雲。 

梅 

吐 花 痩 骨 見 精神。 磅礴淸 香尤絕 倫。 應爲孤 標能耐 冷。 不儔 桃李 獨 

先 春。 

. 次 春 沙兄寄 題 之 韻 

詩稿.  九 七 五 


詩 稿 

展 居 寂々 世 

琴聲。 

馬 h 

靑驄 尾醮碧 

時凉。 

白 馬 

有 馬 有 馬 名 

方 才。 金 鞍 玉 

々如 玉 色。 思 

懷怏 氣紛相 

知 e 時 乎 命 乎 

堪 酸 鼻。 良 1.？ 


九 七 六 


緣輕。 過客 蹤稀忘 近 城。 只 愛環樓 松籟 外。 通 池 曲水 有 

雜興  •： -. . ... 

溪水。 石瀨 碟 々淺且 長。 鉋飮 中流 徐上 岸。 柳 陰 叉 得 幾 


曰 開。 卓 

珂雖不 

致修名 

生。 直士 

道 何 壅。 

俊 駒 亦 


然獨在 南山 隈。 世間 駑馬何 

飾。 雄 氣 猛 志 能 可 逼。 平 生 守 

千里 身。 伯樂 未知 慵仰 鳴。 一.. 

忠臣 不見 用。 請 諛 愚 戆 多 受 

_英 雄 和漢 幾 百 千。 能 天 能 人 

復 然. ぽ 之 爲說義 眞 是。 豐 藻 


齊足。 追風 越 景勝 

節不婉 泥。 美質 瑩 

朝 所擇從 奴隸。 滿 

俸。 古 往今來 人 所 

纔以傳 。今時 接 像 

卓論 皆 緣此。 茫荒 


天下. 無 馬耶。 總 在伯樂 不知 只。 日 々低 耳着鹽 車。 自掩 才力 徒 嘆 嗟。 

竊恐群 馬 相 嫉妬。 签亦信 讒而有 他。 伯樂 一 相 若 使 進。 蹴 裂 堅 氷 超 

釅峻。 更 得 王 良 造 父 操。 山 河 千里 唯一 瞬。 

〇 

曉風吹 曲 沼。 秋水 起微 波。 芙蓉 非難 折。 零露 奈多 何。 

£  g  P 1,^ 金子 重 輔。？ J 木 松 

挽 金子 生 太郞之 本名 也。 

金 生 忠義 志。 飜遭盛 世棄。 我 亦斯人 徒。 命 乎 可 安義。 脫繫各 東西。 心 

期勵 初志。 利器 修且藏 。蠖屈 待 時 至。 如何 不秀 苗。 中路零 其翠。 戯欷 

豈獨 今。 百世 足 悲淚。  信 狂 I 

東 遊 途上 轎中 口吟 

月 出轎窓 前。 眠 醒轎窓 裏。 轎 窓似齋 窓。 但少梅 影 耳。 

示 諸 生 

詩. 稿  九 七 七 


詩  稿  九 七 八 

南 金 逾鍊色 逾鮮。 人 亦 如 之 敢不硏 。搬水 拆薪皆 實學。 工夫 不必在 

陳編。  、 

寒 夜  . 

宿 鳥 如 驚夜數 鳴。 黃綢衾 薄睡難 成。 林 居 將曉凌 競 甚。 屋外 時聞樹 

裂 聲。  ， 

〇 

幽獨坐 小樓。 四面 盡 花木。 和風 出 林來。 窗櫳蒙 芬馥。 蝶 影 時 上下。 禽 

聲 復 斷 續 。春 酒 空 盈 尊。 飜 傷時景 淑。 非 招 同 臭 友。 何 以 慰 心 曲。 

冬嶺秀 孤松 

老幹倚 崇嶺。 勢 如 翠鳳麵 晴陰自 莽蔚。 風韻 復蕭騷 。地位 元 不卑。 雪 

中氣更 豪。 非 歷 苦 寒 境。 詛知勁 節 高 。 

夏日 偶成 


凉 飈 吹 高 柳。 策 々 入 疎 簾。 幽 人覺午 夢。 起 坐理牙 籤。 氣 冲眼自 明。 形 

忘 神 亦恬。 大道 未 庶幾。 利 聲已久 厭。 時 景愜兹 情。 衆 理足沉 潜。 悠 々 

此中 意。 俗 子 未 易覘。 

〇 

庭 陰 風 露 交。 砌竹忽 鳴 秋。 酒陶令 夕。 明朝 非 所 憂。 琅然蔓 寒 玉。 逸 

想 不可 留。  ■ . . 

, 留別 靜山龍 田 君 

風 晨月夕 共 险哦。 行樂不 論年歲 差。 他日 欲 忘々 E 得。 東 山 溪泮賞 

お 0 

〇 

見 月 眞 言 々不 空。 圓明何 處不圓 通。 塵 根 心 法 都 無 物。 妙 用 方 知 與 

物 同。  觀 水道 人 

詩 稿  九 七 九 


詩  稿  九 八 〇 

g 保 十 年 正  石龜 歌。 奉賀 赤澤 先生 八十 之 誕辰。 +  • 

S I 淸江 使者 身 半 丈。 三百 甲 蟲推獨 長。 七 ナ ニ鑽無 遺 策。 刳 腸 留骨不 

足獎。 

赤澤 先生 學無 爲。 冥 契 獨獲石 腸 兒。 背 上 丘 山 無 斧 痕。 天 成 列 宿 法 

象 垂。 惠 迪 得 吉 惠 逆 凶。 蓺 燃 何 强問安 危。 不 解 張 口 呑 空 氣。 無 爲 恬 

靜長 不飢。 

先生 法 之 工夫 細。 行 年 八十 貌類 穉。 煉 形牲 應如此 石。 久 視千歲 亦 

容易。  天 保 十 年已亥 正月 象 山 平 啓頓首 

〇 

楓葉秋 高愁客 情。 吳江楚 岸 不留靑 。幽人 却 愛 晴霜曉 ^下 無風 紅 

滿庭。 


禪林 終日 雨蕭々 。何事 落花 如 雪飄。 新 樹林 間老鶯 語。 蛙 聲相和 似 

吹笙。  . ：  一 

夾竹桃  . 

時雨 生 凉秋意 饒。 庭 階 風 樹日蕭 騷。 蕙 蘭已謝 木犀 晚。 夾 竹 祧香韻 

S  "ま 萬 延辛酉 春 

f 田 0 三月 上浣 

幡幢 高抽萬 丈凸。 下方 群巒都 爲垤。 鎭壓 皇畿冠 蓬萊。 銜朝 紫微不 

班 列。 磊 々 懷襟何 所容。 動物 蟠栖變 化 龍。 駕雲起 雨 晴也晦 。誠 見 風 

伯驅奇 峰。 顯然 現出 眞仙妃 。莫賦 嬋妍兼 艷丰。 縱有 山神稱 仙女。 凌 

霄元爲 淸潔宗 。若 有 蕪詞記 漫浪。 山 神 不許此 一場 パ . ：， 

0 

宿 痫新愈 心 特澂。 醉餘吟 興 晚堪乘 a 溪邊偶 此過蕭 寺。 松 裏 不圖逢 

詩稿  九 八 一 


詩 稿  九 八 二 

異僭。 春 夜 殊憐花 影 重。 巖房最 好 月明 昇。 此情方 外 能 無 厭。 他日 携 

琴更 一 登。 

境 幽溪澱 與神澂 。顧 阿 徘徊 興 自乘。 長 嘯 已驚巢 上 鶴。 朗吟 復起定 

中 僧。 雲 階 蘭 臭隨風 遠。 石竇茶 烟隔竹 昇。 半日 淸閑吾 事足。 曹溪勝 

地 未 思 登。 

暮春 天氣亦 淸澂。 行樂悠 々風 耐乘。 素手 浴 蠶溪畔 女。 龐眉語 客 石 

橋 僧。 數峯晴 日 潭光 動。 一 道 花 林 香 霧 昇。 忽憶 山門 曾 結 約。 松 間 施 

杖更重 登： 

讀宋氏 宇宙 記 

夏 林 昨夜 雨。 餘 滋在 園蔬。 日出 猶未 嘆。 露 華 港 平 舗。 錯 落 如 列 星。 明 

圓似 編珠。 此形誰 使然。 能力 非 外驅。 窺 彼 天 體圓。 始原 將無 殊。 理妙 

無 大小。 不達 竟焉 如つ 


冬日 馬上 雜興ニ 首 

不須僵 臥學高 賢。 豪 興 難留坐 鑼 韉。 蒼 虬直人 玉 城 去。 恍覺仙 門 在 

眼前。 

4r 鞍 極 目白 漫々。 平野 連 雲 千里 寬。 飲 來已有 十分 酒。 拂 面 瓊塵不 

甚寒。 

〇 

君 家 薔辦聞 來久。 瑩白映 盤 看 欲 消。 誰 得 仙人 餐玉 法。 寶刀斫 下水 

精條。 

菅相 

^ 公 

生前 忠藎至 忘 軀。 薨後浪 遭 姦秀誣 。想 道 君靈儻 有識。 千年 廟食不 

r5 金" 

楠 

i 公 

， 稿  九 八 三 


詩 

1 帝 資 無 

未來。 


稿  九 八 四 

舟 楫才。 用 之 不果亦 堪哀。 天 王寺裡 一 時 策。 猶爲當 今 指 


〇 


雨後 春 園遍有 苔。 睡餘書 室轉無 埃。 午 窓 起座 喚 新 若^ 下 泉聲靜 

自來。 


緘塗 一 

聾 人。 

我有靈 

斗 牛。 


偶 成  ：  - 

致何勞 神。 暑 牲 寒 來 吟屈臣 。徐 識 雷 霆 兼 曰 月。 世間 盡 

戊 申 試筆.  • . 

刀 不可 試。 試 時 解 斫奸邪 頭。 厘 中 重 襲不曾 出。 紫 氣 猶 能 衝 


竹 夫人 


虛心守 節不牽 衣。 暮 々朝々 露 玉 肌。 酒 席迎 風凉更 口。 詩 筵 對月趣 

尤奇。 床 頭 夏到陪 君子。 墻角秋 來將寄 誰。 消長 盛衰 今古 爾。 漢宮何 

必 一 班 姬。 

夏日 山 居 

麥熟山 田 色 半黃。 門前 老樹 欝蒼 々。茅 茨幽僻 不知 暑。 甕 牖淸閑 常 

送凉。 日 々 喜 看煙景 好。 時 々 笑 見 世人 忙。 此ロ其 外聞 何物。 叉 有 松 

風 似 奏簧。 

〇 

膽形瓶 子 護 仙 雜。 愛 玩牀頭 夢 亦 香。 薄 暮 雪 明 窓 外 白。 吟魂 和 月 落 

滄浪。  . 

贈 平野 生 

本 根 培 養 豈 傷 枝。 志 氣輕 浮難變 基。 休 作紛々 間說 話。 聖 賢 所 貴 在 
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眞 知。 

曉 發 

林間 滴 露滿人 衣。 澗道雲 深 曉更微 。謝 得山靈 護持 意。 高懸 明月 送 

甲 寅 春 日錄舊 稿 

簾 幕 春 暄晝漏 長。 香絨 剌出兩 鴛鴦。 心機 元 在 指 尖 上。 度 與金針 却 

不妨。 

〇  . - 

幽沈世 味 遠。 泮澳道 意寬。 身 坐 小 室 裏。 心 游大虛 間。 已多理 可玩ま 

有 物 堪觀。 水 飲 全天 樂。 亦 非 吾 所 難。 

讀 洋書 

珍 木何亭 々。廼 在 至 人 囿。 墜果感 玄 識。 鬼 帶始可 究。 茫. 々 天 壤間。 長 


夜 開 淸晝。 功績 眞無 窮。 足以蓋 宇宙。 颶風 仆蠹 幹。 後 死 恨 何輸。 作将 

存尸 祝。 千載 不忘 舊。 

題 山水 圖 

芳 春 麗 雲 物。 時 禽 語 暄 風。 花 林秀嶺 下。 畫 閣衆香 中。 閣 上 盡 日 坐。 暮 

色愁聞 鐘。 

0  • 

蟲歌山 畔雪皚 々。一 隊 生徒 演礮來 。病 懶怯寒 無意 出。 臥 聽轟擊 走 

晴雷。  ，  . 

偶 成 

久雨初 收風叉 狂。 群 鸦亂噪 下 横塘。 寒 林蕭索 無人 倚。 獨嗅 梅花 立 

夕陽。 

癸 亥 春 曰。 與友 人出 遊、 小憩 中途 旗亭。 
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樓前繫 馬 酌 東風。 何惜囊 錢隨手 空。 不道 十年復 相伴 。寝 1^ 春灕夕 

陽 中。 

ぼ 服 十四 年  經 碓氷嶺  ノ 

丁酉 辭江 都。 已 亥度碓 嶺。 嶺 上 望 都 門。 目 盡 風 煙 冷。 行程 纔三 曰。 相 

去 不甚迥 。條彼 勝 遊處。 縹緲無 所領。 人軀本 自藐。 官能 多 不逞。 知識 

權ニ 妙。 視力 薯相 等。 好 理不即 實， 所 見 意 昏 冥。 滔 々簡陋 徒。 終 古 追 

風 影。 念 兹且躊 躇。 锡 然 心 自 警。 借 問 經 過 客" 何 人同此 省。 

梅 

天下 第 一 品。 含 章 未見 珍。 誰 知. 冰雪 際。 已兆 後年 春。 

蘭 

雖爲衆 草 伍。 愧與衆 草 友。 內美竟 難韜。 淸芬流 谷 口。 

菊 


；^. 色滿 地。 蘭殘 荷葉 衰。 愛 兹霜下 傑 。晩節 共 心 欺。 

〇 

移席久 危坐。 衣 襟 露 氣濡。 隱憂宵 共 永。 幽憤月 同 孤。 蝥賊非 無類。 姦 

邪繁有 徒。 寄 言 孫 寶 子。 鷹 擊 致 霜 誅。 

無 題 

人壽 固有 終。 不出 百年 中。 伊 余 雖未衰 。百年 半已 空。 宜省 前途 促。 委 

運 任 疎慵。 矯々 陶元亮 。淸節 衆 所崇。 恥 折 腰 小兒。 解 緩 善 處窮。 果哉 

歸去來 。千 歲欽 高風。 

盤孥拔 地不甚 高。 夭矯已 亘十餘 歩。 疑 是老龍 之 所 化。 至 今 有 時 欲 

軒翥。 s 何 多 節 磨 銅 石。 秀葉葱 構 籠 煙霧。 海風 日夕 壽聲 起。 盛陰大 

月 滴 寒 露。 貞 容不 缺古貌 深。 隆 冬 神 王凝髓 素。 靑 羊 黃犬誰 遇 之。 已 
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有 靈珀似 伏 玛神 物由來 無常 形。 樊 籬隄防 不可 錮。 我 恐 雷雨 晦 冥 

夜。 再 作 眞龍冲 空 去。 

賣奢 f 文政 庚 寅 正 

養 NJ 月 十四日 

二百 年 來遭太 平。 人 情 浮薄 少 忠 貞。 堪 嗟 衣食 有餘 者。 過 半 不知 榮 

辱 名。 

屏 居 

春秋 冬 夏 林 泉 好。 雪月花 風 散 懐抱。 率 意 題 詩 聊自娛 。儘 從人見 笑 

枯槁。 

〇 

晚起怡 無務。 閑 吟憑艸 軒。 水 澄 魚 鯉 露。 林 靜 蟥 蜓翻。 老懶非 眞 隱。 拙 

才只憚 煩。 淵 明解 吏 職。 千古 當同 論。 

冬日 喜 江 都 酒 至 


久 不得意 臥 蒿萊。 况遭嚴 冬 風雪 摧。 友朋^ 尺 絕來往 。遙望 江 雲 動 

遠懷。 靑州從 事 忽然 至。 直達 齊郡何 快哉。 一 醉春意 生 四體。 信任 高 

寒 凍 園 梅。 

馬上 雜興 

秋霜 雖未上 鬚 眉。 漸覺豐 肥 非 昔 時。 醉後 何須拓 金戟。 第 應馬背 弄 

鞭絲。 

讀禪書 

形跡 雖似 跼。 塵 累 幸 無 嬰。 林 居 宜 隱 淪。 高 樹 與 雲 平。 夏 晝 北 窓 臥。 醒 

來非夢 驚。 坐 閱釋氏 書。 亦 愜寂靜 情。 端 合 息 諸緣。 超然 了 無 生。 

無 題 

綠樹靑 苔 晝掩篇 。利 名 塲上歎 無能。 吟窓只 愛 焚 香 坐。 自笑 前身 或 

是 曾。 
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屛 居 


園 林 風雪 響 鏘鏗。 晏起悠 々意頗 長。 窮巷柴 門 無 客 叩。 明 窓 小字 試 

硬黃。  - 


我 愛 幽蘭異 衆芳。 不將 顔色 媚 春陽。 西風 寒 露 深 林 下。 任 是无人 也 

自 香。 


黛 葉 

々新- 


娘娟輕 竹翠。 紅花 綽約 笑祧春 。日中 驍影 挺々 潔。 風 裡奇香 細 


佳人 忽有 贈。 

煮鹽亦 美。 足 


田 靜山見 贈 水 葵 

蓴絲何 處釆。 嫩 芽滑不 群。 柔簪淸 無 比。 生瞰醯 已宜。 澹 

跡不向 門。 安 坐 快 頰齒。 笑 他張季 鷹。 命駕歸 千里。 


閑居 

叢 々 金 澗樹。 藹 々 碧 峰 雲。 月下 人 孤 坐。 風前 泉 遠 聞。 弱年 好 丹藥。 幾 

歲厭 塵氛。 雖非食 薇 客。 似 隨麋鹿 群。 

感懷膽 

經濟本 夙尙。 自惜不 肯輕。 感時謀 報國。 奮 衣 出 茅衡。 拯弊豈 無 術。 及 

物 只 有 誠。 蕃 山是何 人。 厮 走 稱 其 名。 

危言苟 見納。 敢辭踅 苦 辛。 虛己用 衆智。 一 方 不足 均。 羲和曁 四 境。 敎 

養普斯 民。 當 早 乞 骸骨。 長與 風月 隣。 

〇 .  ： 

幽人無 所爭。 散歩 愛 園 林。 新 篁傳玉 色。 淺瀨帶 琴 音。 功名 不及 立。 經 

畫 無 補 今。 壯心未 全 死。 時學梁 父 吟。 

安政 五 年 夏  淫 雨  - 
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淫雨 連數 旬。 將晴復 仍舊。 陸地 幾 生魚。 蛇 龍 思 棲囿。 誰鍊 五色 石。 仰 

補 上天 漏。 白 曰 不可 見。 潸然欲 霑 袖。 

〇  . 

人馬 皆 肥 家 肥。 更無 一 語 及 軍機。 大西洋 外 君 期 否。 百 萬 妖鯨蹴 

浪飛。 

〇  . 

大鵬 理翮徙 南溟。 何物 鷹兒相 搏掣。 扶搖 九萬垂 天雲。 碎作越 山 千 

丈 雪。  .  ； 

〇 

硝磺驅 邪 太 的 端。 庭 前 爆竹 覺枯 寒。 吾 家 兼有 老榴 法。 不用 梁皇却 

鬼 丸。  壬 子 歳旦 戯書 象 山 平大星 

奉 弔 桐山老 先生 失 令孫 


參 

夙 坐 桐 陰 聞 鳳 鳴。 Is^ 腿 酔 雄 si 枝 底事忽 ffl; 零。 哀極强 要 知 物 化。 

爲讀南 華 一 卷經。 

〇 

莎草塞 門徑。 無復 過客 跡。 夏 晚忽新 雨。 庭 林 溜 寒 液。 忘 世心久 閑。 對 

景情更 適。 誰 能聽婦 言。 不 命 日 暮 酌。 

〇  ， ， 

雨滴 梧桐 秋 夜長。 愁心和 雨到昭 陽。 淚 痕不學 君恩 斷。 拭 却 千行更 

萬 行。 

學畫蛾 眉獨出 群。 常 時人 道 便 承 恩。 經年不 識君王 面。 花 落 黃 昏 空 

あ P 

有人 惠竹 简。 燒食甚 美。 率然 賦答 

邦人 不燒 筍。 煮 食 唯 一 途。 我 思 玉 版 美。 命 婦理火 

詩  稿 
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操 存其腴 。素肌 脫 紫 綳。 馨 香滿屠 蘇。 淸 絕 眞 無 比。 肉 味 .覺 難 俱。 酒 後 

飯 亦 妙。 老饞進 幾盂。 

和 杏村 見 示 之 作 

樓 居陶弘 景。 久 絕牲 來蹤。 故人 適 相 訪。 尊 酒 話 心 胸。 看 劍氣 同 壯。 論 

詩情 亦 濃。 興 闌無絲 竹。 相 與聽風 松。 

〇 

花木 弄 晴風不 寒。 東 山 秀色亦 堪餐。 窓 間更有 滿缸酒 。懐抱 何勞强 

自 寬こ 

〇  . 

誰將 巧妙 筆。 描此神 仙窟。 巖壑轟 雲 車。 光風 吹 石髮。 巢鶴竟 無 聲。 嶺 

松 常 有 月。 石 上 朱 衣 人。 千年 鍊金 骨。 

〇 


青山 夙 所 愛。 看 畫亦除 煩。 斷續雲 中嶺。 依 微雨 外邨。 寒流 分 竹塢。 古 

木傍柴 門。 酷似 舊棲 地。 臥 遊 寄 夢 魂。 

屏居 

屏居 無事 愜碟慵 。靜見 雲煙 變碧 峰。 更有適 情人 未識 。毎朝 眠 起 日 

高 春。 

禪 福寺觀 牡丹 

知 道 名花 是象 翁。 尋香此 處醉薰 風。 南 泉 化 去 今 千歳。 依舊 時人 似 

HH^  rip 

ス 月 

間 事。 只 日 抽毫貪 著書。 借問 前人 誰 得 比。 茂 陵 閑 臥 病 

菊 

九九 七 


邁然 不與世 

相 如。 

賞 
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傍 階 當座見 娟嬡。 映帶 斜陽 晚更鮮 。滿室 香 風醉情 好。 陶詞 一 関撫 

無 弦。. 

松 

攒柯飜 空靈鶴 舞。 孤 根 鬪石怒 猊蟠。 從敎屈 撓加人 作。 勁 節 依然 傲 

歲 寒。， 

〇 

若將 世相 失。 春 到 亦 忘 情。 夜 々坐 呼 酒。 朝 々臥聽 鶯。 林 花 不 須 掃。 庭 

草 任 其 生。 無 意學周 子。 疎 慵性久 成。 

夏 雲 多 奇 峯 

白雲 結 奇態。 一 々似 芙蕖。 突 兀輕風 外。 陵嶒落 照餘。 凉氛乍 散漫。 秀 

氣 坐 蕭 疏。 儻 作 今 宵 雨。 從 玆 遍 太 虛。 

墨 堤. 


風雪 霏々 灑笠簑 。獨乘 淸興且 行 歌。 孤村 暮色 迷 牛 渚。 一 帶 寒流 辨 

墨 河。 水上 白 鷗馴自 近。 沙邊翠 竹 望 愈 多。 不知 何處尋 安道。 時看輕 

舟 鼓 ft 過。 

春 曙遊眺 

林 外鳥聲 曙。 溪頭望 轉遙。 斷霞飛 野 進。 春 樹擁江 橋。 瀏 亮 牧童 笛。 咿 

啞漁客 橈。 兹晨足 勝 事。 何更問 明朝。 

乍  ■ 

一 片方 池涵碧 天。 鏡 光風 靜不生 漣崗 齋 日永 無人 到。 讀 盡 堯 夫 觀 

f  ^ に i  i 瓤信山 所 在。 春 二三 月 出 白蕈。 

^ゾ送 g 蕈 土人 呼 曰 雪蕈。 食之甚 美。 

雪 消 春 日 正熙々 。何 處瓊田 挺 玉 芝。 山 客應 思 塵 境 侶。 和 雲 寄與 到 

茅 茨。 . 
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次 小 林 生 東 臺之韻 

東臺 一 望 鬼神 驚。 三十 大坊嚴 若 城。 胡 廣當年 死 章句。 道衍 千古 有 

名聲。 

〇  . 

幾年 不掃大 倉 雲。 遐想空 馳麋鹿 群。 好是 春宵 拾 芝 夢。 蟠祧 湍畔弄 

f  大倉峯 名。 與蟠桃 湍幷在 

韆野 山中。 盖佘舊 遊 所。 

麈尾 灘歡園 

蔚々 白麈 尾。 秀格制 非 今。 京洛 御 名士。 幾年 伴 妙吟。 披 風々 散 雪。 揮 

月々 篩 金。 午 眠拂蠅 蚋。 寒 華 驚 暮 禽。 名 士 仙 遊 去。 忽託信 山 陰。 我 亦 

好 吟脉。 揮 玩同賞 心。 

Xn  &| 梁 公圃， 

さ ％1 遺物 

烏 玉 貴 於 金。 古 香潫樸 鼻。 百年 梁 伯藏。 千里 孟光 寄。 懷人及 其 物。 愛 


惜異標 霰。 但 思 磨 人誡。 時 々出 寶笥。 深 紫漬寒 泉。 硬黃寫 細字。 何須 

學浩 翁。 閉門 作 墨戯。 

隹 戈、, 十二 首之內 

庚 戌 初夏 書 示 上野 老友 

洋舶那 知無賊 計。 突來倐 去不勝 煩。 邦人 未 念 黔驢戒 。高 築 礮臺護 

海門。 

庸懦 齷齪 畫西 東。 媢美嫉 能 徒 自窮。 不省周 公定 典禮。 蠻夷執 器 守 

王宮。 

〇  . 

杜 門不復 出。 靜 觀時景 移。 古松 高 勁 節。 細 草發幽 姿。 石 淺泉常 響。 林 

深 苔 不晞。 曳筇後 園裡。 可以灤 我饑。 

〇 

高 臥樂無 厭。 床 頭書 幾 籤。 山間 酒 不惡。 林 下 苟尤甜 。老 畜艤須 避。 畫 
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蛇 足 詛 添。 應 全疏懶 性。 且學玉 籌 潜。 

〇 

園 林 月 落 風 露窭。 嫩杉疎 竹 影 迷 離。 孤 螢開闔 度 高閤。 正是 吟人覓 

句 時。 

〇 

積雪 擐煙 三嶂 白。 淡 雲罩日 半天 紅。 祇林撞 出 華 鐘 響。 數點 寒鴉亂 

晚風。 

寒 梅 

紅梅 爛熳開 高樹。 特 立 風霜 不怯 寒。 未認 淸芬滿 天地。 癡 人猶. 作 杏 

花 看。 

〇 

數枝 出短墻 1 肅索復 凄 冷。 月 來君試 看。 應有篩 金 影。 


與 同 志 讀 五 經 

同志 圑欒 讀尙 書。 春秋 大易禮 兼 詩。 三年 遠 穀仲尼 賞。 何 管 人知 與 

不知。  , 

霜楓敛 返照。 火 赤添餘 輝。 夕 嵐 簸揚厲 。滿 天墜葉 飛。 

霧 淞 

異花忽 發水西 東。 旭 日 映時殊 不同。 五色 燦然 難 比 况。 集 英前殿 玉 

籠蠻。 

偶 感 

一 帝 用蚩尤 兵。 終 克蚩尤 兵。 聖 人 百世 師。 何 無 學夫 明。 刀 槍 我 所 長.。 礮 

艦 彼 所 精。 多少 萬古算 。長 令 英雄 驚。 

偶 感 

m 稿  一 〇〇 三 


^  ^  一  〇〇 四 

戎霧蠻 雲 暗 海 天。 書生 微力 易 能宣。 堅城 巨 艦 策 空委。 短 髮蒼顔 徒 

自 憐。 楂 木 横 江 誰 起 堵。 硝 苗 在野 未開 田。 伐 謀 元 係廟廊 事^ 把 礮 

兵聊著 鞭。  . • 

手 刻 壽山石 印 文 曰 碧 棲 得 一 詩 

岧 曉周靑 峰。 盤紆錯 翠壑。 幽人 愛林 居。 林 深不見 客。 森 々竹 萬 竿。 欝 

々松 千 尺。 楮 杉更幽 翳。 薜 羅亦 籠絡。 自 恒避暄 情。 披襟暫 盤！ r 服玩 

曁 器 用。 照 見 皆 成 碧。 適 意 豈 在 多。 優 游 永 晨 夕。 乃 刻 碧 棲 印。 聊 以 助 

眞樂。 

〇 - 

螺緩麵 Tiif  silf^sstl 名 躍 盆 水。 意 氣亦縱 横。 寧 知 盆 水 外。 滄 

海有鲲 鯨。 癸 卯 夏日 

一 窗鵰鶚 翼。 萬 里恣廻 翔。 始知 宇宙 大。 無礙吾 摘徉。 


萬 里 江山 月 在 天。 夜 深 風 露 更娟々 。胸中 無 物 眞 明 快" 闊 歩 高 吟 院 

羽 仙。 

0  - 

人生 累狹 

身 凌 天 午。 

〇 

一 春 未 快 聽啼鶯 J 日 々匆 忙憊 送迎。 苦 憶 山中 忘 世 侶。 溪頭鎭 白 拾 

黃 精。 


見。 局 信徒 自 苦。 小 蟲 生 盤 肉。 安 知此中 腐。 會 之 一 浩 歎。 稱 

疾搖吹 我 足。 飄々 兩袖 擧。 海 中 五大 洲。 歷 々俯 可數。 


斷道 生涯 

月 ぽ 

詩 


一 隻船。 收竿長 嘯. 欝藍 天： 蓬 間. 醉夢未 全、 覺： 十 1 一 灘頭孤 


稿 


〇〇 五 


巨 魚 呑吐 不知 勞。 千古 靈 胥 氣 尙 豪。 夜 半 西風 槎信 到。 銀 蟾初掛 

門 高。 庚申 旣望 寫 于 幽室 中 

〇 

此地何 知 百事 化。 香煙 裊々 道心 長。 午 前 種 竹當三 伏。 午 後 翻 書 

一 牀。 

老 僕 

皺 面 蓬 頭齒又 竦。 形 嫗未至 倩 人扶〕 休 訝 終日 凝然 坐。 也 是吾家 

貞 fe. 。輟 耕錄 云。 凡 奴婢 初來 時。 曰擂盤 珠。 言 不撥 自動。 稍久曰 算 

^梦盤 珠。 言 撥 之 則 動， 旣久 曰佛頂 珠。 言 終日 凝 然。 雖 撥 亦 不動。 • 

艸庵艸  搶浪啓 

庵 前栽 睐艸。 艸 庵名實 全。 纖 々抽 樊籬。 纔能帚 屋椽。 不葉翠 露滴 _ 

節 粉 霜鐶。 輕颴旋 玉 立。 每不出 其 間。 稽琴對 之拂。 淸韻入 氷敍。 


摹北 齋モ所 畫 之 富 士躍龍 圖。 而 自題其 畫。 

涂海翻 波 起伏 龍。 飛 騰倐忽 過 芙蓉。 沛然 降雨 物 皆 息。 雨 霽雲収 無 

題畫  . \ 

江 空 秋 月 明。 夜 久 寒 露 滴。 扁 舟何處 歸。 吟 嘯 永 佳 夕" 

謝 梁公圖 先生 見 膾巨辰  除 夕 象 山 啓再拜 ， 

霏霰集 長 空。 萬 里薄窮 陰。 志 士懷慷 慨。 落 日 徒 長 吟。 孤 琴 亦 蕭 騷 r 悲 

風 坐 間 起。 雖 際熾昌 運。 祀 憂遂. 未 止。 長 策 委蓬蒿 。稽淹 違 良 時。 天外 

求 同 志。 比 隣 得 心 知。 梁 君絕群 資。 沉 欝 富 才 識 。楊 眉 論 當 世。 揮 翰 驚 

異域。 積 水尙可 測。 閫奧終 窈眇。 是 時對孟 光。 淸宴極 嬉笑。 甘 節 守 中 

通。 不 復歌五 一 隠。 欲 緩我慨 嘆。 贈 我以巨 辰。 巨 辰 畫 槿 花。 雜 之栩々 蝶。 

蝶 以視物 化。 槿以比 世曄。 得 之 方 一 笑。 喚 童 沽臘醅 。臘醅 琥珀色。 爲 

詩 稿  一〇〇 七 


詩 稿  一〇〇 八 

君 傾 金 Eir 興 來忽成 醉。 愁 眉 開 新 歡。 曠 然生遐 想。 翹， 身 向瀛 寰。 

秋 夜 會 龍 田 元 伯 宅 席 上 得 魚 韻 

秋 夜 相 逢 思 邈 廬。 爐 邊嘯咏 與 々 如。 譃 言 將子 千金 術。 莫 使 吟觴作 

滯 溝。 

席上 探 寒 韻 賦得秋 晚高樓 

越 山 雪 後 北風 寒。 日 落 長 天 雁 影單。 壯士樓 頭 多 感慨。 此時 此景不 

勝 看。  . 

探 蒸韻賦 得觀楓 

秋 暮滿林 霜 露 凝。 如然如 燒復如 蒸。 試 將春齐 品評 去。 和靖 梅花 不 

敢兢。 

〇 

小 閣^ 淸流。 援琴興 亦幽。 中心 有 自樂。 不問 魚 慕不。 


題畫 山水 s 脂  . 

秩 田靑已 遠^ 堤綠更 深。 小 亭 帖 野 岸。 淸 漪宜俯 臨。 萋 々出水 草。 穩 

々眠沙 禽。 自 愜幽靜 情。 何 復 思 華 簪。 疎 雨 灑 前 樹。 浮 烟 分 遠 岑。 窓 戶 

舍 秋 氣" 水 容 殊 深 沉。 須 臾雨傾 河。 籁 雷 動 山 陰。 野 水 湊渾々 。濤沫 林 

淋々。 川 谷 元 冲虛。 淸濁又 何心逵 人齊榮 辱。 對之披 素 襟。 寄 語滄浪 

客。 鳴舷時 來尋。 

〇 

雨 灑 江 聲風又 吹) 扁舟 正 與 睡 相 宜。 無 端 戌鈹催 前 去。 別 却 靑山向 

曉時。 

偶成 

丈夫 胸臆 非 無 願。 巉暖懸 絕妾婦 撰。 一 擧廻 天降 時雨。 格非責 難解 

民 困。 張 華博洽 三十 乘。 金 樓聚書 八 萬卷。 一 斗 百篇李 白才。 洛陽帋 

詩， Ji  .  ； ,  1 o〇 九 ... t 


詩  稿  一〇一〇 

貴 左 思 鍊。 惜乎 彼雖非 夷人。 未 通 經國奚 足 論。 當今 俊乂各 在官。 謀 

謨無 闕不須 繕。 尸 祿養親 恩 已隆。 安 々任命 無 所羡。 浩歌長 嘯事自 

適。 撫琴 舞劍甘 狂狷。 與衆異 致 孰 能 親。 唯 有 水鏡 知 吾 面。 

〇  ， 

一 身雖繫 世。 心與 俗事 空。 高 樓常見 山。 吟 坐更對 松。 開 尊迎咬 月。 散 

髪納凉 風。 即事多 眞樂。 何 必脫樊 籠。 

惟 松 歌 

古松 有 惟 形。 盤々 傍 古 宅。 幽 人 撫 霜 皮。 衣 巾翠光 滴。 堰 蓋 之 下 白日 

長 。他 聽靈籟 響^ 簧。 留得江 顏获茶 在。 看 々他日 雙疃 方。 

〇 

晦藏應 吾 道。 放散 卽 天意。 須飮 一 壺酒。 以盡千 曰醉。 長卷 古人 文。 大 

筆 快 意 字。 有 時成獨 笑。 似 欲 忘 世事。 


馬上 雜興 

暖日垂 鞭 出 市閻。 取 行緊慢 向江 津。 傍人 不識爲 調馬。 只 道 先生 趣 

小春。 

小春 天 氣似淸 明。 風 暧驪駒 得 々 行。 但恨江 濱無碧 草。 不逢 紅彩綠 

衣迎。 

讀宋氏 宇宙 記 其 九 

天 神 造 下 土。 叙 秩無升 差。 平成 最先 者。 犀 象逮獅 駝。 其 次 生 馬 牛。 後 

者龜與 蛇。 微蟲 縦横 飛。 擾 々如 雲霞。 皇國爱 開闢。 不尙竟 云 何。 君 看 

薩 南端。 桑 々象 骨 多。 

哭 友人  • 

頻年喪 吾黨。 唯 子 慰勞單 。逸 氣欣 將展。 英國 希有 觀。 明星 方曉 没。 嘉 

十计向 春殘。 同調 又 誰 在。 鳴榮欲 罷彈。 

詩稿.  一〇1 1 


讀 易須從 本義 讃。 晦翁 此述極 精神。 果知 明白 簡當處 。不是 尋行數 

墨 人。  . 

無 題 

香 餌 細 綸微者 事。 鮒鳊滿 箔等毫 毛。 不知 開 大襟懷 去。 滄海排 船 釣 

丄ハ 鼇。  - 

謹 

明々 君子 花。 何 人 可 褻 玩。 外 直出淤 泥" 中 通不枝 蔓。 淨 植 濯淸. 漣。 隱 

香 來 亭 觀。 水 陸 草木 蕃。 之 蓮愛獨 遠。 

富 嶽 

崇名已 播九寰 間。 不啻 扶桑 第 一 山。 八面玲瓏 無 向背。 浮 雲 起滅不 


雁來紅 

昨夜 霜 飛 月 似 弓。 幾 多 雁 陣落西 風。 握 々鮮血 三千 石。 染 出 荒 園 一 

面 釘 

謝 岩 下 某 借 茶 具 

單 居守陋 巷。 孤 樓唯四 壁。 凝 陰 促 冬 景。 况 逢 寒 雨 滴。 岩 生歲月 舊。 相 

思 素 莫逆。 欲 慰 余 襟懐。 假借及 寶鬲。 敲 石得鮮 火。 瀹雪收 甘 液。 雲腴 

性 所 喜。 嗽 啜 永 浸 夕。 時 網 阻 外 好。 何 日 得 相 覿。 高 情 不能 酬。 悄勤託 

夜 飲 

夜 飮又何 事。 伃 寒 以 爲 期。 案 頭 讀 亦 倦。 獨酌兩 三 巵。』 

淺 々 三 五 辰。 妙 力 亦 足 託。 忽然 生 陽春。 不省是 霜夜。』 

微醺 睡意 足。 興 長 就 枕 時。 不知 半夜 後。 風雪 掃 松 枝。』 

詩 稿  10  ニー 一 
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春 日 喜 望月 白 井二 子 至 

幽 間足容 膝。 何必是 吾廬。 况有 一 層樓。 敞爽 t 且讀 書。 庭 闈亦知 春ぶ 早 

木漸榮 敷。 陂 塘來啼 鳥。 池沼 見 遊 魚。 山 郭遠風 外。 平 林 新 雨餘。 良 儔 

偶然 至。 情 欽本非 疎。 汲 井煑翠 若。 煖酒吹 竹爐。 相 顧 無 俗緣。 高談 心 

所娛。 君 僕 未 及 更。 掃 鞍 須 徐々。 春 半夜 猶 長。 早 歸欲焉 如。 

〇 

揷路櫻 花發近 人。 趣晴驗 馬驕嘶 春。 奔馳 偶與飄 風會。 灑面飛 紅 興 

更新。 

謝 龍田靜 山見惠 梅花 

貞樹占 春 信。 綠條綴 素蕤。 啣霜伴 夜 月。 和 雪 飛 輕颸。 故人 屬歡眄 。專 

价寄雙 枝。 况併 風雅 惠。 妙 翰 揮 娟辭。 閑 齋坐香 風。 高 唱對淑 姿。 孤 潔 

契 襟 素。 歲 寒相與 期。 • 


讀 書 

畫前心 易 粗 開通。 好假洋 言驗化 功。 不怪 泊陽魏 道士。 嘗從丹 鼎 着 

參同〕 

無題 三 首 

叢蕉障 日景。 嫩緣透 窓 紙。 葵 扇不須 揮。 騷屑入 心髓。 一 夜凉雨 至。 通 

夕鳴不 止。 聊向東 軒 臥。 耳 根絕塵 滓。 

手 栽墙間 竹。 寒翠日 蕭摻。 老 竿風蔓 々。新 葉 雨 淋々。 晚際 

此撫孤 琴。 梢 頭忽吐 月。 淸 影 照 吾 襟。 

怪石 何巖 々。芭蕉 何澤々 。坐 石 弄 芭蕉。 衣 袂乍成 碧。 興 到 

庭  一 二 策。 快 脫信毫 端。 淋漓 墨 光 滴。 一 夜風 雨 多。 朝來不 

淸虛道 人 平 

五 柳 精 舍書懷 

詩 稿  1〇ー 五 


寂 無 人。 對 

書 葉 上。 黃 

知迹。 

啓 書 


詩稿  .  一 o  二ハ 

柳 陰 蒼 翠 覆 書 堂。 兀 坐 閑 中晝自 長。 信 是境幽 無 閥 熱。 更 欣理妙 入 

商量。 進 脩 人士 一列 壯席。 娛玩簡 編連屋 梁。 絕勝當 年彭澤 令。 北 窓 一 

枕 誇 義皇。 

畫竹. 

高 標自無 塵 ま 々復 冷々。 月 來君試 看。 應 有 篩 金 影。 

眄柯亭 賞 櫻 

一 樹 名花 滿座 春。 嬌 紅妖艷 照 觀 人。 沈 香 亭 畔 無 兹 種。 枉把 牡丹 當 

太眞。 •  . . 

終英齋 席上 膾林大 輝 ， 

壯年常 病 氣殊銳 。淺學 亦 憂心 枉勞。 珍重 隣 藩 秀才 子。 雍容 閑雅 素 

風 高。 

癸丑  無. 題 


舶礮每 晨轟海 城。 居 民 安 寢未曾 醒。 西來東 去大江 水。 獨自 洶然鳴 

不平。 

蕺 菜 

得意 乘春生 道 周。 纖腥 難復藥 籠收。 唯 有 山 南 江 左 客。 終 年 充饍不 

知 瘤。 

春 日 謝 某 人 餽酒饌 

君 家 良 宴會。 春 城 屈 時英。 殽核羅 妙 珍。 暖唾緩 瓊瑩。 罪 夫臥牀 下。 翹 

首 憶 平生。 記存餽 盛饌。 慇勲見 厚情。 華觴雖 不屬。 似與芳 尊盟。 終 念 

唱 和 興。 臨 風 我心 傾。 

不二 岳 

雄鎭勢 無比。 八朶開 天外。 四時 凝 積雪。 白 曰 飛 寒 靄。 大麓 一 樓雲。 衆 

山 皆 所蔽。 霈然 雨天 下， 群生 仰 普濟。 兹山移 在 彼。 宗 柴誰容 嫁。 咄哉 

詩稿  一 〇一 七 
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秦漢 主。 劣 封 蒙 陰 代 山。 

古 詩 

共 ェ與 祝融。 酣 戰終不 勝。 S 怒. 觸不周 山。 地 維欽以 傾。 斯 語雖似 

誕。 惡 知 無 所 承。 皇 事存若 亡。 惟 理 意 可 徵。 潜 火 在 地內。 伏 發如雷 霆。 

非 時 迸 成 震 ボカ 不 能 膺。 海 翻碎山 岳。 河 ？鲤 襄 丘 陵。 古 昔號平 土。 倐 

忽作絕 if 是 謂 地 天缺。 維 柱 元 無 形。 前 史記此 變。 ェ 融存寓 名。 

謝 子康惠 水仙 

懷哉 水仙 子。 翠袖 S 玉膚。 江 城 一 辭別、 路遠莫 能輸。 雙本忽 至 前。 此 

情 豈可虛 。寒 家 梅 未發。 無 奈芳魂 孤。 

哭山崎 童子 

童心 與知 我。 親 信 情 相 依。 同 服 暮春 服。 欲 風 舞 雩歸。 嘉苗 竟不秀 肉。 

骨 計 全 非。 接見 復 何日。 淚多 不能 揮。 


安政 四 年  育 或？ i 

四 歲擒幽 一扁。 未知 悔前 失。 愁時向 東南。 非關 望月 出。 

謝 小 宮山某 惠江都 新 蔬五種 

陋 居寒猶 苦。 庭園 雪 未融。 春 菜 領佳貺 。都會 入 夢中。 縹 

芽毫 防風。 襲 荷 擢玉笱 。薑鎌 分 雲 叢。 薇 蕨 亦 珍異。 不知 

璨 似 錦。 寒 厨乍覺 豐。 妊 瀹 進 KM 酒。 齋 意 暧 如 洪。 

送 小 林 畏堂遊 別 所 温泉 

山水 本不 惡。 夏 景 明 且 媚。 靈 泉更勝 絕。 古 寺亦幽 邃。 廉 

辰 發 奇 思。 將 託 盥 濯 興。 踅 展 煙霞 志。 童 冠 携 琴 鶴。 籃 輿 

猶 在 林。 啼鳥 求 其 類。 繫 我 臥 孤 樓。 單 棲少適 意。 詠 歸 知 

囊 寄。  ， 

雜 詩  ， 

詩 稿 


枝野蜀 葵。 紅 

採 何峯。 盤 中 


士厭俗 紛。 良 

入 新翠。 殘花 

何日。 竣有錦 


〇 一 九 


詩  稿  一 〇 二 〇 

揮 袂謝幽 側： 騰 身集崔 嵬。 心 胎太極 氣。 手 揚斗間 魁 1 宛 荆 忽 成 桂： 蟄 

鱗 冬 有 雷。 君 看 九 州- 寶。 自 入 朱門 來。 

皇 々 謁荆 人。 怩 々 遵陽 虎。 及覺 一 禮已。 顯然遂 逮魯。 全身 有遍 接。 直 

道無苟 處。 故 稱聖如 龍。 屈 伸 兹 可 覩。 

題 畫 

二月 江村 春 可憐。 微風 暖日 水生 煙。 遊 人 應是探 花 返。 柳 岸 斜陽 立 


秋 夜 

秋霧茫 々月影 沈。 氣寒 零露 響 疎林。 書 窓 寂寞 諸緣 息。 一 穗靑燈 照 

夜 深。 

春 水 滿四澤 

澤國好 時節。 春 水 日夜 生。 近 渚緩餘 草。 中洲 渾欲 平、 懶雲岸 際 宿。 遊 


衡柳陰 行 la- 愛 汀 煙 外 。碧 波涵化 城。 

, 有 人。 擧 長國覺 巖 髑 髏 贊。 曰 吉 祥 復 吉 祥パ女 樂 壽 無 量。 明 月 

與淸 風。 夜 々 訪 健康。 予甚不 以爲是 。乃 援筆扇 括 如 左。 

非 迷復非 覺。 千載 長 無 事。 風 月 故 多 情。 時 々 勞 存 記。 

和 竹 村 杏村 見 寄 之 作 

謹 阻 歲時髓 。塊然 意 獨悠。 破 眠資綠 乳" 排 悶有靑 州。 新樹滿 幽坰。 殘 

花 照 小 樓。 逢 瑤 忽 見 送。 撫 景 不 能 酬。 

苦 竹 

如 厭 俗人 看。 偏 欣墻壁 遮。 虚 心 誰 愛 賞。 苦 節自衿 誇。 竿 高 宜 棲 鳥。 叢 

卑可 出； 花。 歲 寒後调 落。 松柏 又 何 加。 

題 石 叟藏石  ， 

石 叟愛奇 石。 奇石 不可 數。 山亭舊 構成。 蓮 房 新 摘 取。 靈龜不 朶頤。 靜 


^  ^  一 〇 ニニ 

養存萬 古， 他日 得少 暇。 欲著爲 石譜。 

寒 

) 斗 柄 指 震 方。 寒 色 久 慘 々。無 乃 陰 先 陽。 愛 日 不可 親。 山 

得 都 陽 律。 草木 被暖 光。 


日 行 向 

陰堆雪 


木魚 


苦 

東 ir 

霜。 安 

念佛 

裡不 


知 夜。 惠 念 那驚報 曉 鐘。 但 恐 老僧 求 入 聖。 凡 魚 遂不化 


雪擁寒 

自香。 - 


林鳥不 翔。 故人 無 復到茅 堂。 山 tei 暮劇雕 索： 依舊 梅花 獨 


謝 望月 君 見 惠竹笋 

新 刷 竹 芽繃錦 紫。 故人 情 好 寄 將來。 封 侯 肉食 非 吾 事。 驚喜 烹燒撣 


晚盃。 

越後 有大島 村。 在 信 川 之 西。 繞村大 七 里" 皆 桃 花 林。 每 春 花 

時。 彌 望 如 晨 霞。 余 久聞其 勝。 未 能 遊 往。 常 以 爲 憾。 癸 亥 秋。 從 

市 川 壽 獲 張嵐溪 所圖此 卷。 更 增神 飛。 得 二 詩。 

祧林並 水 遠。 芬 薆 照 深 春。 應 有 修淸士 。移 居 避 世 塵。 落 花歸艇 重： 漁 

嘯 泛鷗馴 。我 亦 厭 紛 濁。 滅 踪向 此津。 

嵐 溪揮妙 筆。 異境 忽移斯 。遠近 紅 霞 落。 紆餘錦 浪隨。 望 山思隱 者。 對 

水 羨 漁師。 脫履知 何日。 振 衣 欲 不遲。 

. 逸 題 

奇懷挈 杖趁良 辰。 到處 人爭爲 主人。 本 與淵明 期 後進。 寧 知 康節是 

前身。 

屛 居 

詩  稿  一 〇 二三 


詩  稿  一〇 二 四 

棲 止 幽僻宜 守 拙。 身 閑 心靜塵 囂絕。 樓頭盡 日 坐 蒲圑。 笑 看 山雲自 

起滅。 •  - 

世 網 如 今日 加密。 死 難 便 痙此身 生。 雖然剩 水殘山 好。 未 可 劉 伶 荷 

0 行。  - 

櫻 花 爛熳壓 枝 開 二 片飛紅 亦 妙 哉。 似荅 乃公 爲賦 意。 淸風 忽入盃 

中來。 

閑人 行樂興 如何。 浴後 輕風拂 面 過。 却 恐 淹留勞 夜 夢。 溪山 深樹杜 

鵑 多。 

我 有數壺 酒。 暢飲與 仙鄰。 世間々 是非。 何 以繁此 身。 嘯 傲 忘 形跡。 任 

眞 獨 自 珍。 

碧山 深處雲 常温。 茅屋 數間臨 水葺。 安得擧 身投此 中。 冥然 忘世理 

茶笈っ - 


杉 篁 葉 上 響 鏗 鏘" 覺 得 高 齋 有 異 光。 且 喜 朝 來無ー 事。 憑 意 小字 試 

硬 黃。 

不知 差處非 吾累。 前 却 商量 勞私智 。恰似 窺 天未密 初。 疇 人 日 々 正 

時 器。.  . 

孤城 雨漸 歇。 四 山 雲 未 開。 水 從. 溝 滄 盈。 風 自草間 來。 白 曰 在 西 天。 垂 

虹飮曲 隈。 欲 取 千 朝 博。 把 盃曰幾 回。 

文 久ニ年 無 事理 園 逕。 優 遊心自 間。 移 松思掛 月。 洗 柳 欲 看 山。 菖 茂 水 逾 活。 苔 

深 石 不 頑。 幽 靜自有 味。 不 願人扣 關。 

0 申 歲 

廟算誰 能別少 多。 至 今 畢竟 不知 他。 蚤敎當 道聽吾 計。 舊貨新 銀 也 

^ 化 C 

静成  ， 

詩 稿  s§ 


詩  稿  一〇 三ハ 

端居觀 物理。 深 探 造化 牘。 所 屈 者不亡 伸者无 息。 

諸 葛武侯 

龍 臥 南 陽 前。 誰 知吞萬 軍。 一 朝 元 口舌。 三 顧 起 風雲。 

日 蓮 0 曰 

弘 安民 物號豐 充。 獨奈胡 元闘此 中。 滿朝 文武 稠於 草。 識破 時機 不 

若 公。 

柬筑水 

山 郭久無 雨。 虐炎侵 竹戶。 非 因 螌購興 。誰 解签甑 苦。 巖壑快 胸襟 M 

泉淸肺 脈。 周旋 莫憚 煩。 妙卷思 S 撫。  . 

謝 眞 樂 道 者 送 雪 菌 I  ■ 離： g  1 1- 賺。 I。 

一 一月 江 城 春 意 濃。 晴窓曝 背 暖如洪 。寄 來雪菌 白盈箭 。却 憶 宜州山 

ベロ  ^-o 馆 S 家乘。 二月 廿 五日。 晴 不可 挾  • 

名 么 轄 蔣侃 送金 鈴 子 雪菌。 皆 一 節。 


應節堂 觀樂舞 

今 日 盛 宴 會。 樂 舞 導 正 心。 賓 主 咸 懼 洽。 跤 行 化 德 愔。 容 存 箕 子 舊。 器 

傳虞夏 音。 陽 達 春 流 谷。 陰 收秋滿 林。 先 公千 載 人。 甞善 水龍吟 。綱 想 

跨 鶴 背。 歸下庭 松 陰。 

馬上 雜 興 

驪駒 稍々 當人 意。 粗 似 溪堂刷 字來。 天色 明朝 晴可 卜。 一 鞭 逆 約 探 

花魁。 

凡 馬 之 歩 狹不及 廣。 然 本邦 駄馬 舊法。 從其 禀 質 而閑習 之。 

不改歩 之 廣狹。 漢韓 亦然。 近日 泰西 有 一 法。 能 令 馬 歩狹者 

廣。 其 法 深 沼田 畝 騎而涉 之。 反復 數 十回。 余 試 之 極 有効 驗。 

其始試 戲賦小 詩。 

欲 ェ馬歩 涉畦睦 。反復 旋回 ェ 未成。 絕似 後生 惡 文字。 棘艱 魏尶缺 

詩  稿  ー〇 二 七 


詩  一〇 二八 

安平。 

高義園 十一 一詠 

f  nffl 圃之西 門 面于小 巷。 其 名雖取 

t  於 陶徵士 之詞。 而別有 新 意。 

常關嚴 鎖鑰。 題署免 疑猜。 非 有 恒心 客。 終 年不敢 開。 

ズ夂 4g 窭在園 之 西 南。 結 構 完 潔。 四 

聚 遠 穆面軒 牖 。鏖 瓏。 瞻 眺極 佳。 

虛檐出 林 表。 雲 霞圍四 隣。 山 光將 水色。 亦 拱 座中 人。 

お 円  一 I 千樓 下即淸 夏 軒。 北 窻 

，衰軒 慝凉。 三 伏 不知 有 暑。 

睐松拂 宇靑。 深 竹 透 簾翠。 九夏 足淸 風。 不 容熱官 伺。 

t 本 自樓 正東 延及 東北。 皆 紅白 櫻樹。 數不下 二三 百 

f  本。 花 亦數十 種^ 開 落 相 承。 每 春 約 有 二十日。 

春雨 入 春樹。 窗瑤 次第 開。 大夫多 政 暇。 日 々 看 花 回。 

t ® 篛之 叢。 與疆林 相 接。 靑葱 欝然。 中 通 一 

S も 徑。 自淸夏 軒。 往紅 雨靈希 范亭。 皆 由此。 

老幹已 瀟灑。 新稍更 ® 淸 。過客 須 徐歩。 莫令棲 鳥 驚。 


仰望 誰敢 


は JZ  ,、.T 古松 一 樹在園 東面。 霜 皮 鱗 鬣 夭 驕拏穴 二。 

古木  < ふ 眞數 百年 物。 可 爲園中 群 木 之 冠。 故 名。 

狎。 鬣 々 具 鱗 甲。 旣已凌 靑霄。 不妨 霜雪 厭 

松 


范 公 


在 古木 公 西北 數步。 蜒婉 然 蹙 縮 然。 龍 孿 虎 跛。 tt 形 奇 狀。 世 所 

希 睹。 昔 者范 文正數 言 事 以動朝 廷。 當 權 者 不. 喜。 每 目爲 惟人。 

及 後 用爲西 帥。 上 疏請城 京都 以備虜 。曰、 五， n 又，， ま gAli 

龜蒙 ffi 松圖 贊。 以 遺當櫂 者。 曰 朝廷 方 太平。 不喜生 事某獨 於 

憎紳 中爲妖 言。 旣 齟齬 不得伸 辭。 因 乖 屍 

無 如 龜蒙之 松 乎。 此松之 名。 蓋 本 于此。  . 


古條 駭流 俗。 歲 寒 眞 性 腴。 范 公 曾 見 比。 千載 德不 孤。 

f  傍 范公松 結 一 

ク 芳亭。 淸雅 可愛。 

以名求 實。 期 待 太 深長。 省觀 藝 


雖由松 


寒泓 


1 孤 後 花 


得 名。 欲 

一 一 松。 不 

紅 雨 

成 擬。 富 


、泓 


亭 南有活 泉。 淸澂 寒洌。 

淬儲爲 、泓。 可鑑 毛髮。 

識 何人 鑿。 應 緣照古 操。 終 古不曾 濁。 

ぼ 在 « 之 西南。 六角 亭子。 宜 

1 月宜 雪。 淸賞不 止 花時 也。 

前 花 作 茵。 斜 風 紅 雨 漲。 淸 絕倚欄 人。 


詩 稿  10 二 九 


鼎 0 異 昧  一〇三0 

一一 ま き 當晝之 正 北。 不設 戶壁。 徒 十 二 柱。 曲折 如 S 形。 

J  f  寞 竹榻五 六。 以 待 賓 客。 縱 觀園中 之 滕。 是 爲最。 

東畔素 蕤發。 西 邊紅尊 披。 那須 安四 壁。 自在 看 春 移。 

W  i  a 予 得 罪 禁 錮 故 里。 舊 廬 荒 廢。 不可 以 庇 琴 書。 於 是假 望月 大失 

高 奉 匿 別 業。 所 云 淸夏軒 者 居焉。 而圜中 之 花木 泉 石。 使 予 mi: 之。 以 廢 

鲴 之 余。 而 悅玩自 適。 殊 不 落 寞。 是 大夫 之高義 也。 

不可 使 後 之 人 無 聞。 因 高 義名其 園。 詩 以 詠 之。 

有 馬能假 人。 有 園能容 客。 千載 之絕 調。 足 敦世道 薄。 


夭 保 七 年 夏 〇 鼎 鍊異味 又 名品 詩 一 韻 


源 久造は 山 

寺 常 山 (通 

稱源大 夫) 

なリ 


寄 象 山 兄  源 久道 

昨 口 赤門 會。 經 綸談未 央。 歸 途乘淸 夜。 相 携 上 高 堂， 玉 ^ 烹 蒐 S 爐焚降 香。 四隣 人已 

定。 幽 寂 興 轉 長。 細論 生 兼 死。 明 辨 霸 與 王。 四 顧同氣 少。 洪 歎 神 偏 傷。 五 更辭謝 去。 還 家 意 

茫 々。就 寢 不能 寐。 憂 煎 一 斷腸。 又 思 維持 策。 赏在 我輩 倡。 請 勵蹇驢 力。 倶 要 名 節芳， 


答 常 山 兄 之 寄 用 元 韻 二 首  平 啓 

落 月隱庭 樹。 漏聲 夜 正 央。 交臂 話 今 古。 立 論 服 堂 々。爲 撥 宣 爐 灰。 手 

難 一 瓣香。 IH 若談轉 濃。 ロハ 惜夜不 長。 功力 黜覇 署。 學術稱 帝王。 欲 速 

見 小 利。 國 脉 多 遂 傷。 可 歎 用事 者。 此 義惜混 茫。 納 約牖未 闢。 爲 之 回 

中膨。 微力 諒 有限。 敢曰爲 世 倡。 相 期 從此學 。永 描 聖賢 芳。 

遡 遊 不可 及。 宛 在 水 中央。 之 子 天資 美。 才器 稱 廟堂。 機變通 武罨何 

惟 文 墨 香。 雄偉 驚懦 俗。 鐵劍 三尺 長。 心 術 本 正學。 語 言 道 先王。 中心 

勞 國 事。 旦 暮 抱 憂 傷。 知 音 又 誰 在。 邦 土 徒茫々 。一 詩忽贈 我。 披 誦 見 

肝瑪 忠懇已 如是。 何者 不隨 倡。 維持 須 努力。 不朽 貽其 芳。 

覽 山寺 常 山 佐 久間象 山 二 賢 契 唱和 詩 有感。 卒次其 韻 却 寄。 滋 野贯忠 

(JE1 稱；； ほ耆)  , 

なリ  束. W 有 雨 傑。 靑 年末 及 央。 學 術 淵 源 遠。 文 武 齊 上 堂。 膺 蘊 義 烈 氣。 口 吐忠厚 香。 沼 々天下 

是。 相 顧 慨歎 長。 安 石 偏 曰 利。 魏 徵每說 王. 天 述常循 環。 興 衰庸何 傷。 士 氣今萎 蕭。 相 率 走 


昏茫。 二子 金 蘭 契。 鐡心又 石 腸。 莫謾訝 和少。 本 是郢中 倡。 不 待結實 曰。 先飮 目前 芳。 

再 用 前韵、 奉 酬桐山 先生。  源久道 

鑼蝶牛 港 老。 上 壽 今 旣 央。 身 遯 蒐 裘 室。 心 留 政事 堂。 孰 曰 非 國寶。 四方 稱德 香。 百 姓 蒙 膏 

澤。 遺 愛 與 天 長。 悄 々 歎 衰 俗。 淳 ， ^說興 王。 博 愛 無 彼此。 視民赏 如 傷。 文 章 遡 秦 漢。 問 津 窮 

洋 茫。 咳 唾 皆 珠玉。 錦 繡以爲 鳴。 俊 乂玆蒙 出。 高 譽在首 倡 ぼ 名附驥 尾" 幸 遺 百年 芳。 

啓 之 與常山 唱和 也。 謙 原 先生 次 其 韻 以貺。 於 是再用 原 韻 

以答 之。  平 啓 

未知 所抵 極。 斷 航在海 央。 勤 苦 研 經 史。 晝 日常 閉 堂。 列 聖 遺 訓 新。 維 

德希 馨香 上下 三千 年。 補 短以其 長。 彼^ 功利 子。 歷 世話 君 王。 生 民 

逍荼 毒。 枚 擧不勝 傷。 敎學不 本 誠。 其 効 歸杳茫 。請 見畫裏 餅。 元難充 

飢 M  。脩 已 眞 未 積。 無 以作世 倡。 當 今 耍 無 臭， 敢 期 他 曰芳。 

再步原 韻。 酬 常 山 見貺。  滋野 貫 忠 

^事譬 軍旅。 恰似交 戰央。 列旗須 正 々。布陣 貴 堂 々。生前 赤心 見。 沒後 白骨 香。 無 貧 I 旦 


功。 偏 思 籌 策 長。 百 折不沮 徺。 千 辛 佐 哲 王。 王 彰 鎧 中 箭。 郤 克 能 忍 傷。 暧 飽 太平 俗。 上下 奈 

冥茫。 苟 有報國 志。 此外何 他 腸。 方今 否 塞 時。 非 子 誰 首 倡。 盍持 寒梅 操。 淸標先 群芳。 

復 用 前 韻。 奉 酬桐山 先生。  源久 道 

雄篇 頻 下賜。 文理 正央々 。妙 S 龍她 走。 展覽 光満 堂。 句々 含 规喻。 忠愛 拜德 香。 更覺 師友 

際。 風 流 滋味 長。 我 固 慕 丘 明。 藝， 苑 誰 素 王。 仰 之歎彌 高。 菲 才獨自 傷。 譬 彼折樯 船。 浮 海 望 

茫々。 指南 知津 崖。 喜 感銘 衷 臈。 ほ 笑狂狷 氣ぽ 取和浩 倡。 援 筆 玆 書 紳。 永 佩 金 誨 芳。 

三 押 原 韻。 奉 酬鎌原 先生。  平 啓 

鑽仰末 由從。 盡才未 逮央ズ 德縐向 門 ま 等奚說 堂。 偕 蔽侍錄 帳。 徒 

聞 咳 唾 香。 庸陋誦 巨 作。 空 歎光滔 長。 彫虫猶 不能。 大業 矧佐 王。 獎譽 

豈 敢 當。 唯 願 藥 吾 傷 ぼ 欽 道 學 粹土 夫非恍 茫。 一切 已私 事。 剔 抉 不 

置 腸。 考 建 無 綠 it  。宜 爲 是 邦 倡。 訓 督先自 近。 家 庭 簾 氇芳。 

酬象山 兄 用 原 韻  源久道 

天性 同 臭 味。 交 游 亦已央 。輔仁 善 相 責。 談 舊時哄 堂、 月下 俱吟 賞。 花 前 分 粉 香。 同 學務講 


m  M 味  ー〇 三 四 

習。 校 短 又 S 長。 立 言 動 出 位。 飛 龍 仰 帝 王。 論 事 期 先 哲。 感 時增惋 傷。 此 意 惟子 知。 世人 一 

茫々。 妙 哉兩篇 詩。 洗 我 千 結 鳴。 狂 言赓且 和。 愧殺賦 類 倡。 羡子 不朽 業。 百世 長 流芳。 

* 句 貽象山  滋 野贯忠 

負笈遠 師。 七歲猶 未央。 精 學業已 就。 歸 上 晝錦堂 名 聲雷霆 轟。 筆 研羅緣 香。 爲 文患才 

多。 論 道 忘 曰 長。 詩 方 駕沈宋 。書 染指鍾 王。 披 卷不少 息。 刺 掌 何 厭 傷。 博 聞 又 强識ま 之 若 

森 茫。 頻 驚 俗 子 目。 S 潤 君子 腸。 雖 曰 非 文 翁。 興 學汝爲 倡。 於 戯象. 3 子。 満 腔 盡 芬 芳。 

四 押 前 韻。 奉 酬縑原 先生。 -  平 啓 

我輩 元 弟子。 師何厠 其央。 金 章投常 山。 兼復及 草堂。 捧之不 敢發。 先 

疆薔藻 香。 反 復 三百 遍。 阻 嚼 意味 長。 嗟 兹眞不 朽。 足 以 壽 木 王。 慚 我 

一 一 一 詩。 謭 劣堪自 傷。 擬 議答來 意。 思 苦 幾 昏茫。 譬 之跛蹵 者。 勉强上 

羊觴。 造端實 自我。 飜 復被師 倡。 獨 奈天葩 前。 細开奪 芬芳。 

再 胎常象 二 賢 契疊韻  滋 野贯忠 

多言 之 數窮。 莫如於 守央。 瞻彼 千金 子。 深 坐不垂 堂。 夭 々桃李 花。 競 艷且爭 香。 役々 功名 


士。 嘲 短 又 誇 長。 上 下 交 征 利。 何 時 能 道 王。 俗 汙 無 限 極。 澆 薄 豈 勝 傷。 誰 知雙黃 龍。 蟄伏 在 

蒼茫。 忠義 爲骨髓 。文武 爲肺臈 。一 乘 風雲 會。 奮 飛 成 世 倡。 嗚 * 吾 老矣。 安 聞 満天 芳。 

上 壽 百 二十。 馬齢 已過央 。解職 且 致仕。 豚 兒苟肯 堂。 自 兹 脫 塵 S 糸。 靜 慮 焚 神 香。 閑人 爲閑 

事。 一 曰 小 年長 "身 如 東 村叟。 心 似 南面 王。 坐臥禮 法外。 毁譽非 所 傷。 俯仰 天地 間。 蒼々 又 

茫々。 乍 聞 二 豪 語. 頓 覺鼓詩 腸。 陽 春 白雪 調。 誰 辨和與 倡。 請 寫 絕 妙 辭。 令 世傳 聯芳。 . 

五 押 元^ 奉 謝 桐 山 先生。 兼 示槍浪 兄。  源久道 

公 返對小 園。 風光 夏未央 „鶯 老迷 新樹。 燕 子 窺 故 堂。 滿眼翠 碧 裏。， 紅顔 有 花王。 靜觀萬 物 

意。 悠然 坐 焚 香。 再 把 唱和 詩。 吟誦 忘 曰 長。 在斯 風流 境" 老死 復何 傷。 尙期終 吾 事。 移 家 入 

»茫 。烟 霞滅蹤 跡。 泉石 磨 詩臈。 時 與漁樵 侶。 或 爲麋鹿 倡。 寧 無 同心 契。 必有金 蘭芳。 

答 常 山 兄 贈 鎌 原 先 生。 兼 見 示 之 作。 因又呈 先生 乞 政。 疊 勻。 

平 啓 

新綠覆 山郭。 初夏 漸將央 。奔馳 倦 風塵 桌暇出 茅 堂。 林壑 探勝 地。 古 

0  稿  10 三 五 


鼎 魏異味  一〇 三 六 

寺 毘 象 王。 泉 流 蒼 玉 碎。 松 花 細 金 香。 烟 霞 本性 在。 陟降遊 興 長。 貪 此 

眼 前 景。 忘 我 中心 傷。 歸 來 拜 榮 貺。 恍 若 入 蒼 茫。 抽 毫 欲 酬 之。 轆 々 奈 

虛謄。 擊節數 諷誦。 陋屋 變天 倡。 紙爛 不能 釋。 晨昏漱 潤芳。 

復倒 前韵。 呈桐山 先生。 因 寄 常 山 兄。  平 啓 

世人 趨聲 利。 若 蜂 慕 嫩芳。 脅 肩而讀 笑。 不見異 俳 倡。 獨予受 生 初。 金 

鐡打爲 觴。 是 以相與 者。 天 下 竟 茫 夂上 帝 爵 照 臨。 無 知 亦 何 慯。 夷 道 

非 所 爲。 所 貴在皇 王。 幸 夫 師友 誰。 舍 短 取 所 長。 遂 使 同心 言。 其 臭 如 

蘭 香。 奮勵待 天明。 危坐 在 前 堂。 已矣復 何事。 玄景夜 未央。 

答 象 山 兄 倒 韻 之 寄  . 源久道 

寧 傳千载 臭" 何必 百年 芳。 玆言似 豪爽。 畢竟 墮俠 倡。 正 須就有 道。 琢磨 仁義 臈。 人性 本是 

善。 具 覺非恍 茫。 世 上暴弃 徒。 視之中 心 傷。 丈 夫 擁萬卷 。何 羡百城 王。 居 常 憑 書 案。 此 中 至 

樂 長， 行 踐 桃李 K 言 吐 芸 蘭 香。 吾 身 曰 三 省。 動 靜 思 正 堂。 敬 守 師友 規。 期 止 道 中央。 


<^贈《吊象ニ賢契疊^^  ^野 貫忠 

一 一 豪 才思贍 。艷 發尙未 央。 道 學將入 室。 豈 復曰上 堂。 # 事々々 整。 吐 言 々 々 S 諛 其 所 

短。 理義 在所 長， 世間 士氣 萎。 二 豪 偏 動 王。 今 雖未奮 飛。 雄心 何 有 傷。 比 曰疊勻 詩。 愈 出 愈 

撗 茫。 吾 老 慚 蕪 累。 一 一 豪 皆 錦 臈， 高 川 與 ® 谷。 江 都 爲 文 倡。 蓋 錄 送 兹 卷。 令 和 響 接 芳。 

夭 保 九 年 〇 北 遊 稿 

道 上 走 筆 別送 行 諸 友 . 

多謝 二 三 子。 圍繞送 我 行。 新樹映 征袂。 凉飈吹 客 經。 讀書而 窮理。 居 

敬 以 立 誠。 膨 4! 加 努力。 莫 ^刮目 情。 

鎌 原 桐 山 曰。 可 謂 樂敎育 英才。 叉 曰。 後 聯似陳 北溪" 

i ね 曼 4 二 ま此 行。 陰 帶 公 事。 

道中 1  一，？ 一  食 故 詩 中 及 之。 

隨處山 泉雖適 意。 前途 風浪 亦關 情。 旁 人不識 苦心 事。 只 道 先生 尋 

、  八 0 

詩  稿  1〇 三 七 


北 遊 稿  一〇三< 

ま £lw 練 辭振拔 

精 誠 原 是耐移 山。 盡カ不 成應付 天。 此 事由 來 雖少算 。未知 陸地 强 

行 船。 

宿 跪 湯 村 

.k  ^  、人ぎ i ま k ゲ。 唯 聽千峰 驟雨 行。 窓 底忽看 星 漢 影。 始知^ 是風 

泉 聲。 

亦 見老致 

大瀧村 ， 

空 山 微雨 歇。 澗 道 露溥々 。月 出 磨 明 鏡。 泉 飛 舞 白 鸞。 松 聲方淅 瀝。 峰 

影 轉瞻阮 。徙倚 叉 何事。 單衣不 耐寒。 

反 村 逢 雨 

溪風籟 々雨 如沙。 寒露輕 飜巖樹 花。 雲 際 民 居 時 出没。 坐 疑 那處是 


仙 家。 

游 夙夜 堂 懷洲尾 

燦然 文 墨有餘 淸。 想 見 當 時 蚤 發 聲。 筆 下 雲 煙自舒 卷。 舌 端 珠玉 轉 

鏘鏗。 江山 一 旦成陳 跡。 湖海 千年 留 美名。 思 苦 招魂 篇不 就。 九原杳 

P 祇 寡 靑。 

余 甞受洲 尾 謬 知。 藏其 遺稿。 距今 二十 餘年。 恍若 一 夢。 偶誦此 詩。 

不覺 酸鼻。 嗚呼 若 使 洲尾有 知。 想 當不勝 喜 躍。 余 又爲此 潜然。 

新 潟 初 逢 儒生 鐘 山 席上 贈此 

海 隅 得 同道 。欺 々 結 情 親。 深愧狂 愚資。 且論賢 聖眞。 道 源 多 失路。 學 

、海霧ぎ ぎ。 天下 饒 文士。 豪雄竟 幾人。 

同 致 遠 子 反 子 進 三 子。 懷徉海 畔 。分 北風 有力 負山爲 韻。 得 

山 字。 

詩  稿  一〇 三 九 


北 遊 稿  一〇四〇 

夏 天海氣 穩。 遊 覽 心 自 閑。 涉 沙踏晒 網。 立 弄碎 灣征 帆 掠 粟 島。 頹 

日 臨 朝鮮。 蒼茫 鞣鶴 雲。 紫 翠佐渡 山。 倘徉 一 何 快。 淸飈吹 醉顏。 新ぎ 

起遐 想。 翹 身向瀛 I 哀。 

何 等 意 氣。 何 等 風 神。 

此日邂 返 新 潟 司 市 小 林 誠 齋。 蒙 惠 佳 什。 卒 爾 次 韻 爲 酬。 

傾 蓋 逢 良 士。 共 斟滄海 邊。 波 搖烟際 島。 風 送 ぎ 行 止豈非 數。 晤 

言 應 是 天。 飛 觴 興 不 盡。 M 色 終 蒼 然。 

境 象森穩  . 

來 越吟爲 逆旅 主人 

書劍 飄然 來越 北。 海 天空 濶愜胸 豪。 霞 際 風 帆 浮 目 睫。 晴灣 爽氣溢 

髭 毫。 煩 紆已 厭人 間 熱。 脫 灑 兼 思 物 外 高。 正 須晞目 主 『 潘。 濯 0^  ^ 

M 萬 里 濤。 


新 潟 橘 山 堂 置 酒。 觀 壁 間 所 挂侃齋 老人 畫米法 山 水。 心 爲 

之 動。 乘 醉 乞 去。 翌 朝 以此爲 謝。 

橘 山 洒落 致。 飄 々欲 生 翅。 書 畫 性 所 愛。 對 之 日々 醉。 我 來新潟 上 其 

堂。 斗 酒 淋漓 亦發 狂。 忽 t 烟 巒 懸 屋 壁。 一 瞥雙眼 生 寒 液。 嗟 嘆 問 君 

寫 者 誰。米 家 神 骨 此 人 s。5k>  丹 靑 浮 靡。 如 此 高 品 不 4 觀。 答 云 

此地有 翁 號侃齋 。高趨 天然 絕儷 偕。 今年 七十 五。 矍鑠 懷雄 才ギ生 

尤厚 我。 爲我掃 此來。 因 言 世上 少 具眼。 毁譽予 奪 付 一 杯。 百 歲之後 

待 知 己。 自得 自樂送 生涯。 我 旣望畫 服 其 品。 復聞此 語感 不禁。 更向 

、壁 k 、凝,、 眸。 無限 生 意 妙 亦 甚ぜ米 海 岳 一 見 王 右 軍書 心頓 傾。 發 

出 顚狂欲 墜舲。 我 於 此幅亦 如是。 君 若 不與踏 澄、 溟。 突然 奪 去歸客 

、舍 ま、 燭 tgl 見， 五 夜。 危 峰 可 望 不可 攀。 萬 木 蕭渗 石巉. R  。快 風 吹 壁 

飛, だ 間 五月 煙雨 寒。 

詩稿  . 1〇 四 一 


北 遊 稿  一〇 四 二 

風流 雅趣 使 人 歆艷。 宜矣。 一 時 喧傳爲 新 潟 港 中 佳話。 

又 曰。 波瀾 層 疊 姿態 横 生。 末 段 六 句。 絕 無 游 字。 瞠 目 虬 髯。 意 氣 不 

群。 

小 林誠齋 席上 見 示 佳作 次 韻爲謝 

夏氣淑 淸園景 淸。 南 堂最好 夕陽 天。 風 流 豈 但耽詩 酒。 心 術 由來期 

聖 賢。 回 首 千年 孰 同 調。 縱 談半 曰是良 緣。 情 親 更 喜 親 箴 切。 萬 里 長 

程 半 九 千 C 

閏 四月 小 盡雨  ， . 

白煙 起 林 表。 靑雨灑 客栖。 閑 庭草樹 響。 空 林 禽鳥 啼。 此 景誰 與寫。 旅 

懷轉悽 々。吟誦 興 已盡。 起 坐對前 墀。 簷溜方 傾 潟。 翠 苔沒黃 泥。 遙思 

象 山麓。 流滚滿 前溪。 

結 有 不盡之 情  - 


謝 高 田 致 遠見 惠 蝦夷 製 草 籠 

美人 貽草 籠。 草 籠 出 蝦夷。 夷 製雖非 美。 巧緻 狀亦奇 。行 客可藏 衣。 吟 

、人 ^iik  。紙 墨 已不妨 。筆 硯亦相 t 且。 豈伊荑 之 比。 况又 美人 貽。 再拜 

謝 厚意。 厚意 矢不 遺。 奈何 逆旅 生。 竟 乏虔瑤 報。 裁 詩 致 至情。 永 々 以 

爲好。  - 

新 潟 買 舟 至 龜田ニ 首 

萬 頃 煙波 千里 流。 涼 風晴 日放輕 舟。 洲林自 有逢迎 態。 觸 目 飜忘客 

子 愁。 

篷間 柱頰誦 詩編 1 氽竈 陰々 上翠 煙。 寄 語 岸頭 來往客 。不， 妨喚 作畫 

中 仙。 

漁 歌 子 客 夜 

0  0  CO  00  00-00* で 9.  po〇>  、9，  ？ 3  0  ？ „n  、。。て ^  0  ^  0  ^ 

客舎 陰 沈 新 雨餘。 杜鵾啼 斷夢回 初 風 卷箱月 臨 除 故山 今夜 定佝 

詩  稿  一 〇 四 三 


北 遊 稿  一〇四 四 

如 出 閤好婦 。意 態 妍莊。 

自水原 往柄目 木。 觀氣 火。 叉 循草徑 入 谷。 觀 油井 之 沸騰 作。 

雨收朝 氣淸。 廣 歩愛靑 野。 煙水自 蒼茫。 林 風偏蕭 濯。 幽谷 尋 油井。 孤 

村 觀 氣 火。 人 言 造 化 變。 我 信 道理 安。 夏 蟲 疑 氷 霜。 世 間 通人 寡。 紛 々 

探奇 客。 誰 是窮理 者。 

過 村 松濱。 訪渡邊 善 庵。 咄嗟 之 際。 煮菽 煎茶。 情 読 甚殷。 覊旅 

寒 生。 無 以 爲 報。 臨 別書數 字。 聊 致 謝 意 云。 

主 人 高 意 自 風 流。 煮 菽 溫 茶 情 更 幽。 臨 別 慇穀期 再 會。 更 科 山上 月 

eg 火。 善 庵 云。 未 觀更科 

ゆ > ^之 月。 因 成此 約。 

自村松 濱至乙 寺。 道 傍 盡 松 林。 得 三絕 句。 

靑松億 萬 株。 十 里結條 枚。 不識林 中樹。 幾是 棟梁 材。』 


青松 億 萬 株。 十 里垂淸 蔭。 縱有 棟梁 材。 ェ師少 勝 任。』 

青松 億 萬 株。 ェ 師點檢 過。 點檢誠 云 至。 奈無 良材 何。』 

新發田 安田 蕉 鹿。 稱 唐 十郞。 有 唐 山 癖。 座右 玩 好。 悉皆 彼 土 

器 物。 至 游于長 崎。 見 西 商 所齋未 匱。 乃購 歸。 蓋 畸人 也。 

儘敎 世事 似 波瀾。 間適從 容心自 安。 一 笑 此翁懷 抱大。 直 將唐國 作 

僚 丸。 

謝 三 浦菜亭 指示 睡菜  • 

越 北 由 來多靈 場。 我 貪勝覽 此 麵 翔。 忽 逢 異人 情 相 投。 相 得 逍 遙 野 

水 傍。 擧手示 我 水中 草。 花 葉 婆 姿數寸 長。 因 說此藥 近 出世。 極 有 神 

効名漸 揚 。聞 之 喜 躍 不 能 禁。 索 方修治 煮 作 湯。 取 付 患 人 妙 無 極。 何 

讓仙家 白玉 漿。 一 啜淸盡 胸中 熱。 一 一 啜 沈 疴欲相 忘。 三 啜 離 憂頓消 

釋。 飄然 飛 到 何 有鄕。 中 山 美酒 已怖誕 。邯鄲 仙 枕 亦 荒 唐。 何 如靈藥 

詩  稿  .  !〇^ 五 


北遊稳  一〇 四 六 

出 至 近： 應 驗 端的 起 膏 育。 寄 言 天下 窮廬 士。 不 妨世路 歎 羊 腸。 寄 言 

世間 離 居婦。 從遣 芳婆畏 秋霜。 肺 乾 肝涸心 曲亂。 便 應爲君 一 探 囊( 

堪笑 希夷陳 先生。 多年 杜修睡 功 方。 

雨中 放 舟 

久倦 長途 此放 舟。 寒 江 雨 瞑 遠 連 天。 船隨 潮水 雖堪 臥。 鵲近蓬 窓 難 

就 眠。 岸 樹含風 雲 漠 々。汀 洲帶 露草 綿 々。鄕 園 不見空 回 首。 日 0 煙 

波 思 激然。 

望 濱泛舟 觀彌彥 神 雌雄 鹽竈 

際 海 多 奇観。 棹 舟 窮眺瞻 。風潮 殊洶 湧。 石厓何 巉巖。 靑壁懸 惟 松。 碧 

峯 放水 簾。 傳聞 上古 神。 於此初 煮鹽。 一 朝 昇天 去。 石室 煙火 潜。 千載 

餘兩 竈。 浥 々水 花沾。 白 鷗集不 去。 時 有 海 鶴覘。 而我 厭世 氛。 久欲就 

淸活。 百年 如 隙 駒 。歳月 不暫淹 。願此 修道 眞。 飛 丹 美 紫髯。 


海 瀨晚眺 

海水 靑於 藍。 布 帆 白 似 月。 遠 眺臨晚 風。 淸爽溢 肌骨。 

山 田 驛泛舟 至 柏 崎 

海上 逢 奇勝。 欲 描貽所 思。 風 急 舟 行 疾。 境 移 □  □  □。 

海上 ロ號 

海面 無風 平 似 席。 佐 山 如 枕 遠 横 天。 好掛 北斗懷 明月。 伸 足 朝鮮 一 

醉眠。  _ 

自栢崎 至 今 町 船中 

松 下 安 亭丘壑 生。 來乘 北海 客 舟輕。 激浪 聲中眠 亦 口。 依舊 風松繞 

F I。 臥聽 濤聲眞 

夢 ゆ 與松聲 無 別 

中 仙 道中 

北淇昨 臥 扁舟 底。 濤似松 聲夢屢 驚。 今日 經過亂 山路。 松 聲却似 怒 

詩 稿  一 Q 四 七 


北 遊 稿  一〇 四 八 

0 聲。 

南歸吟 

盛夏 乘長 風。 直 遊 北海 涘。 心 目自披 豁。 似 遁 天地 裏。 黑 鯢飜白 浪。 神 

惟 窮奇詭 。登高 望 仙 島。 目盡 太虚 紫。 婦來窮 群 流。 細微 不盈 指。 始信 

観 海 者。 難 可以爲 水。 宜 乎 學 大 道。 衆 技罔與 比。 


和 

歌 


ふお よせし 四方の ゑみし も 今日 乙 そ はわ か 日本の 春 を 祝 はめ 

とかく，.^の山のしら雪かすむな，c^ひなをしゎかぬ春の光に 

春日野の雪間のゎかなもぇ出てぬ人ょ，c^さきにっむはたか子そ 

〇 

さむけ さもな にか はわ ひん ふる 雪 もつ もれ は 梅の きぬと なる もの 

小林何かしのもとょ<^春のはしめ若菜を送，^しに答へ て 

春ぁさみめて^Jそまされみゃ ひと の雪 ふみわけて つみし わかくさ 

むっきのはしめ人の許ょ，c^花の咬き^vめたるをたぃにぅゑ 

たるに たま /\ 子の 日な，^ けれ はかくよ みける 

和 敬  1〇 四 九 


和歌  . io 

子の 日す るけ ふの 小 松に なら ひつ 、も.^ 代 もに ほ へ 初 櫻 花 

〇 

千 曲 川 水の 煙に 岸のへ の 柳の みと，^ もえ や 出 つらむ 

春の はしめ 伊豆の ひかし 濱を 過，^ て 

い つ ひ 海 はる のしる しか 初 島 やお ほし ま 山に 霞た な ひく 

くるみ の 浦と いふ 所に て 

まつ 人の くる 見の 浦の はる 風に 磯茱 つむ 子か釉 吹かへ す 

〇 

きいつる 梅の あらす は 世の 人のと ひ來ぬ 宿に 春 を 知らめ や 

人 みなも さきい つる 時 を あやま たてさく 乙の 花に ならへ とそお も ふ 

is も 香 もよ に 似され はか 雪 霜のう へ 乙 そね ため 梅の 初花 

うちつけに 見る もやさし きみや ひ をの 乙 、ろに 似た る 梅の 花 かも 

四方 山 は 雪な.^ ながら 春風の 世に かよへ はや 梅の さくらん 

まくら へ にち かく  /9 かす はう め の はな ゆめ の. f;- 、ちに 香 をき 力まし や 


杉 田 里に 梅 を 看て 

にた か植 そめし しら 玉の いま も はる へ にさき に ほふらん 

てた やすく 花に 入， c> ぬれと 花よ，^ 出 てんみ ちの 知らな く 

〇 

梅のに ほひ をと めくれ は 色な つかしき 花の 一本 

梅の やう /\  t^出て.^^る頃隣な，.=^ける家にて笛の音のしけるをき 

き て 

吹きす さむと も 心して 落る て ふ rJ と 梅に きかすな 

春 を まつ 宿の 梅 か 枝うた か，^ も 雪 さ へけ な はさき 出なん かも 

〇 

わか やとの さくら をし けみ 鶯の朝 さらすな く聲 のさ やけさ 

ゆきか ひの たえに し 宿に 鶯の ひとくと 吿る 乙 ゑ もめつ らし 

日 こ K: あした 每に 雀よ. はやく 聲 しにけ る鶯 のけさ 啼 かさ..： TN けれ 

和 敬  一 〇 五 一 


い クの世 

たつね 來 

春の 野に 

笛た け は 


n  歌  一 〇 五 二 

庭々 ナに崔 は むれて さわけ ともう くひす はかう いっちい にけ む 

朝 な /\ 目 さむる き はに き V なれし 鶯 なかぬ 今朝のと もし さ 

かく  口す さみけ る 折から 鶯 のうる はしく  一 W きい てた i けれ は 

ともしく もお も ほ ゆるな へに 鶯の來 て 軒ち かくお とな ふ聲に 似る もの そな き 

今日は 彌 生の はっか あまう む ゆか なれと 風い と 寒く 春の 心地 もせ 

す い かなる 年に か あらむ 

、いお をき * にも あるかけ ふまても 鶯 なかす 花 も ひら 力す 

〇 

わか やとの 樱の林 さきそめぬ 乙と しの 春 は 花に あか はや 

山嚶 咬け る さか，^ は 世の中の 花に よそなる 身と も 思 はし 

あけ 方に 見し いろな からさし の ほる 日 かけに 花の 照." - まさ. つ 、 

春の 歌 

蕾の 根の 長き 春 05 を^ かしと も&^ はて 花に 暮 しつる かな 


よしのと もき さと も い はし 我 宿 樱の 雪に きま かふ 頃 

たと，^てし山路を今日もゎけくれは思ひの外の花もぁ，0^けぅ 

まちゎふる君きまさねは樱花みれともぁかぬ乙、ちせ，^け<^ 

春雨の な こ，^ ゆかしき 花の香 をと めつ \ 來 ませみ やひ をのと も 

あまきら ひ 春の 林に ふる 雪と 人の みる かに 櫻 花ち る 

高 田 法 古 か 忍 ひて 籠う： Q ると rJ ろに 訪ひ來 て 東の たかとの に酒飮 

み 物語す る 折から 庭の 林なる 櫻の 花の 風に 散， o 亂る > ^樣 いと 面白 

かう けれ はよ める 

折に あへ は 散る もめて たし 山稷 めつ る は 花の 盛の みか は 

大空に みなき る 雪と 見る はか， n> 散る も 櫻の 盛と い はまし 

稷花 散る て ふ との 世に なく はめつる 心も淺 くや あらまし 

〇 

さくらよ..^ むして や 空の 曇 るら む ふる あめ さ へに 花の香 そす る 

若葉 園に 牡丹 花 を 見て 

和  敬  一〇 五三 


和 欲  i 四 

しけ，c^少くゎか葉にそ へ て さ in  /\ の い ろ めつ らしき ふ 力る くさ 力な 

三月 盡 

くれよ 歸る 世の こと は. ft- はし，^ ぬれと 猶 をし，^ る 、春の 行衞カ 

卷 むくの 槍 原の 山の よふ 乙 鳥 はる 呼 かへ せけ ふく  まに 

夏 歌 

木立の 綠 茂- - ゆく 頃 かき ほの 末に 卯の花の 月の 光の 照，^ そふ はか 

うさきい てた る もめ つら かに 見 ゆる を その 香 さ へ 淸らに 夕月の 通 

ふ^にく をす のうちに 匂 ひわ たれる はまた さらに 似る ものな く 

■  そお ほ ゆる や 

夕月の 影と 見なから しかす かに か をう しるけし 垣の 卯の花 

, うの 花の かの いとめて たくお ほ ゆる をむ かしょ，^ めて ぬる 人の な 

きか あやしく かゥ惜 まれて 

かくは かう めて，？^ きもの を 卯の花の か を.^ をな とか 人の はやさぬ 


かくはし きその 香 を 人の しらね はやう へ 乙 くろ うの 花と しもよ ふ 

〇 

しかす かに かくれぬ からと 香 をた にもつ . ^む 心の くちなしの 花 

賤夫 たも 時に 後れし とすと いふ 心 を 

賤の男 は 時お くれしと さみ たれに 衣手 ぬれて 早苗と るら む 

〇 

ほと^きすっ^-/^-ひすらししたにのみしのふの岡にさょふけてなく 

まと 乂 きす 花や もみち につれ なくて なと あ， 9 あけの 月に なくらん 

ひらき 野 を わか 乙え くれは 夏木立 凉 しき かけに ほと V きすな く 

^と、 きすなら ぬ 我 身 も Nl ゑた て 、歸 らぬ空 に M そ をし ぬひつ 

夏 月 

また 乂く； 5 あらしと そ 思 ふ 卯の花の きちる 乙ろ の 夕月の 力け 

ふうつ 、く 雨の を やみに さしの そく おもわめ つらし さ、 らぇ をと 乙 

あつまの 都の 住居に て 

和 歌  5 五 五 


ます 内 寺 陽の 先 
り るに あ 寺 間 生 
に 歌て り と 近の 
聞の 盆 其い に閉 
き あ 踊 寺 ふ 向居 


和 敬  一〇 五六 

靑柳 のしつ 枝 を 洗 ふ 池 水に さ、 なみよ する ゆ ふ へ凉 しも 

風 かよ ふ 庭の 梢 は 起 ふしに 月影 もる V 夜半 そ凉 しき 

をす のとの 日影に 露の 散る 宿 は 夏の 日な から 秋風 そ 吹く 

秋 歌 

秋の はしめ 

狄來 ぬと き.^ し はか，^ に いちし ろく 庭の 小 草に 露 そお きそ ふ 

世の中の 秋の しるし か武藏 野ゃ大 江の みとに 霧た ちわた る 

星 合の 暮っ方 萩の 枝に つけて 竹 村 安 鷹の もとにつ か はしける 

旅枕 いつは あらね と 今日と い へ はふる 里人の 猶ゃ乙 ひしき 

M の ゆ ふへ 露し けから む 故 さとの 獨し 立てる 萩 か 花つ ま 

秋の はしめ の をとう のうた , 

世に もてはやす 秋の 七草な に く そ。 萩 尾花く す 花な てし M 朝 かほ 又 藤 はかま 

をみ なへ しつ 秋 萩 さけ はしかの つまよ ふ rJ ろと な る。 風 吹く  M とに 尾花 釉 ふる/ 9 


苦しければ もしろ や。 よ ひま ゥは， ^て 乙、 ろ ひかる、 葛の 花。 ゆ ふ 露し けき やまとな てし 乙 

とて 此作ぁ 

り  なつかし や。 朝 かほの 花 は 人に 見へ しと はかくれ に。 誰 かぬ きかけ し 秋の 野の ハ 

の ふち はか ま。 を の ふち はかまたれ に ゆるして 紐 をと く。 風 ふく とても あたにな 

ひ く な 女郎花。 初 か，^ かねの 落す 淚か 草の 露。 葉に おく 露 は 天の河 瀨 のしつ く か 

や。 な にかな しとて 秋の 夜な く蟲 のな く。 鳴 くき. =>{ 'す 誰の 乙ろ ものつ、 ft^ 

さす。 秋の 野末に 誰 を 待つ 蟲聲 のす る。 秋風 ふけ は 月の かつら ももみ ちして その 

紅葉して てらす かけさへ あかくなる。 

〇 

月 を 見 はさ rJ そ 心の あく かれめ なさけ あ，.^ け，. 浮 雲の そら 

甲子の 秋 都に て 

か はつな く 鴨の 川 瀨を風 乙え て 月 かけ ゆらく 夜半の す、 しさ 

秋の 野に 深 草 わけてな く 鹿の 聲 のみき、 て あはぬ 君 哉 

八 田 氏 か 菊の花 贈. しかへ し 

. ぬし ゆ ゑに 色ます 菊の花 見れ はわ かよ もの ひむ 心地す る はた 

和 敬  51 


和  歌  1〇 五八 

ひとやに つな かれて 九月 九 曰に 逢 ひけれ は 

菊の花 きい て ぬらむ 故鄕 のま かきの 色 を 誰に 問 はまし 

竹 村ぬ しの 許よ，^ 故鄕の 蔦の， g 葉た 、う 紙に つ. - みて 上に 『ふ る 里 

の 秋の あはれ を かく そと は いはね のった の 色に 知れ 君』 と あ る 返し 

あはれ 知る 人の 心の 深さ を も 蔦の 紅葉の 色に こそ 見れ 

くれな tQ に 句 ふ もみち の 色よ，.^ も 君 かみや ひの あかす も ある 哉 

冬 歌 ■ 

落 葉 

柴の戶 に 月 はて，^ なから しくる k は 嵐の さそ ふ 落葉な るら む 

〇 

たなきらひ雪ふ^^ぬへき此頃もなほぅっろはぬ菊の色かな 

祌 無月 はかう 隅 田 か はらの 花 さき 出て ぬと て 諸人つ とひて 花見.^ 

まかる よしつ- へき、 て  ：- 


雪 霜のお そ ひやき なむみ や 乙 人 はなさけ，. とて 乙 、ろ ゆるすな 

寅の 年の 冬 

わか Mt- の あかき はやめて 曉の霜 ふみく たき 行く は 誰か 子 を 

ひと 日 ふた 日 霜お きに きと 思 ふ 間に はやく も 水に こ ほ，.^ ゐ にけ， 9 

とかく-. N の 山お-ろしの 風の さむけれ は 千 曲の 川に 氷ゐ るな う 

〇 . 

あとつ けて たつね 來ぬ へき 人 もな し 雪に はう しろ 安き 宿 かな 

しつけさ は 冬 籠す る 山里の 雪の ふる 日に 似る もの そな き 

〇 

あ.；^ らしき 書に なくさむ 心に はとし のく る乂 もな にか 惜 まむ 

山家の 年の 暮 

跡もなく雪ふ..^ぅっむ山道をぃっ乙ょ，^ノして年のゅくらむ 

和 歌  10 五 九 


賀醫師 中澤氏 刀自 八十 八 齢 歌  、 

いくく すう 家なる 子等 か あはせ てし しるし 著け しけ ふの ほきに は 

人 を 送る  • 

君 かけ ふわけ 行く 嶺の 白雪 VJ 見つ k しぬ はむ 歸.^ こぬま は  • 

人の 遠き 島に 流さる、 を 送る とて 

武藏の 海お ほ 江の みとに 立つ 波の かへ る を 君 か 行へ とも かな 

流されぬ る 人の もとよ .of な くく も聲 を殘 して 渡る か. =N か ね』 と い 

ひお rJ したうけれ は 

惜 ましな 秋に は 行けと 春の 日に か へらぬ 雁の なら ひや は ある 

又 流さる \ 人に 

世の中 を をむ き はてな は いかなら む 遠つ 島根 も 心行か まし 

此人 はもと 曾な， 9 け， 


安政 三年 春  ^J^Vょ.ft^c^みぁ，c^て^Jも，o^ゐる人のもとょ，o^ひそ 力に 『は るよ レさ 

きみか その ふ を はしめ にて わきへ のうめ も はな ひらき てよ』 と 申 お 

くりし かへ し 

さく さかぬ 心に とむな 梅の 花 春の いたらぬ 宿た にゃある  . 

蟄居 中 手簡に 代 へ て 山 田 藤 庵に あくる 

風 をいた み 雲 さ へ^vらにゅきかへ るけ ふ は 渡すな 鵲の はし 

かさ V きよこよ； 5 はわた せか 乂せ をの ゆきかよ ふち ふ 天の 橋 立 

雨の な 乙り 月 さへ かすむ 宵の 間に 忍 ひて わたれ 山 杜鵑 

めしつか ひし 女の きさら きのはし めに いとま を 乙 ひけれ はやると 

て 

か，ft^かねのぉなし^J  にさ くら はなさく を もまた て いなむ とやす る 

春 乙と にか，. も 別 そ をし まる V あきさへ たて はきぬ る もの 力ら 

5ln にせく.^ き W にし も あら は rJ を われての 、ちに あ ふ 乙と も あらめ 

〇  - 

^ 敬  一 2 二 


歳月 萬 雄聰ゎ 
に サ延若 公 か 
て 四 元 をの 君 
卒日年 さ 公 は 
す 二 四す 子 文 


和 歌  一 〇 六 二 

うれた さ の やむ よし もな し 大君の かくろ ひませ し いにし へ おも へ は 

卯月の 末つ かたわ かきみ のうせ たま ひぬ る をな けき て 

さため なきよ を しれと て かう の 花の ひとよに ゆきと きえに けらし も 

みなに よ，^ たけく を vしく；5と-.-な，o^たま へ とねきし その かひ もな し 

夜 もす からね かてに きけ は ほと . ^きす 乙 V ろ あれ はや つねにけ になく 

よのなかの はかなき ときに さく めれ は あな うのはなとう へし 乙 そよ へ 

今年 は 端午の 御 祝 もつ ねよう 乙と に賑 はし うせさせ 給 はん 御お き 

て も あ， つらめ なと 思 ふに いと.^ かなしくて 

五月雨に 釉 ぬらせと や 卯の花の 疾 くと 見し，^ に はや も 散，.^ けむ 

〇 

梅の 花に ほひいて ぬと め つるまに はかなく ち.. てすきし 人 はも 

山 越のと しのうせられ たる をな けき て 

きく ひとの なきよ なれと もや まみつ のおと たえに けむ 乙との かなし さ 

乙のと しせう の 乙 とひ く 乙と に へな，. =N けれ は 伯 牙 鐘 子 期の 乙 


と を かうて かくはよ みけるな，.^ 

安政 五 年  長月な か は 三 村 養實に はかに やみて 身 まかう ゥ とき V きて 悲しむ 

歌 

すめ きの 遠の みか と。 む さしの 大 城の もと は。 春 花の さか ゆる こと く。 み さか，.. - 

にと rJ  k: しみ 乂 に。 人 はし もみち て あれと も。 友 はし もさ はに あれと も。 君 とわ f 

心の 友と。 へ たてな く ゆきか ひしつ 乂。 春 の 日 を 乙と 問 ひくら し。 秋 の 夜 を かたら 

ひ あか し。 は ふくす のい や 遠 長 く。 百 千代 も かくしも かもと。 お ほかた に 思 ひし 時 

に。 ま かつ 日の 祌の あら ひ に。 ゆ く-^なくゎかれし後は。乙とっけむたっきをしら 

に。 玉 擎 かけぬ ときな く。 い きの をに たえす しぬ ひ つ。 し か は あれと 後 も あ ひ 見て „ 

忍 ふ 乙 と告 けて かたみ に。 打 笑 ふ 時 も あらむ と。 け たしく も 思 ひ，？：！ のみ て。 な く さ 

むる 心 も あう し を。 う つせ みの 世の 人 なれ や。 か みのむ た あらそ ひかね て。 長 月 の 

嵐に も ス く。 紅 葉の 散-^ てく- S ^け し。 か なしき るか も。 

反 歌 

わかれて は 命 をな かく あれ そと 祝 ひし かひの なき か はかな さ 

和 歌  一〇 六 三 


和 歌  一 ◦ 六 四 

かたら ひし 言 の 葉 をのみ もみち はの 過き にし 人の か. みとお も はむ 

>、b の れ か。 く すしの わさに 得る ところ ある をき、 て。 す くひ を 乞 ふ も 

の. ほ し。 か のえ さるのと し 葉月の なか ば。 な 、さと あま. へ たてた 

ると ro ろ よ i あ る をと rJ  。そ の 女の いたく やみぬ る を 异せ來 て。 す く 

ひ を もと む。 あ はれと おも ひ て。 家 に とめおきて 手 をつ くして を さめ 

ぬ れ と。 し るし を 見る に 至らす し て。 つ ひに 乙、 にう せ ぬ。 き け は 子 も 

b  ,0- とそい ふな る。 乙 VK: のかき，.^ をつ くし て。 す く ふ 乙 との 能 はさ 

る は。 み つから うらむ るすち も あらされ と。 家 なる 子ら か。 な ほお/^ た 

, ^なむ を，.^ も あ，？ なまし と。 お も ひたの みたら む に。 う せぬ とき か は" 

いかにな け かまし なと/? も ふ に。 そ V ろに 淚の もよ ほされ て。 か く な 

む 

身に かけて おもへ はかなし かくと しも しらて まつらん 子ら かこ 、ろ を 

、すく ふす へ もしら す はか 乂る 世の あたしな けき にあ はさら まし を 

善導 法師 か 捨身の こと をき.^ て 


乙 .-^ ろ からさむ へき 夢の さめ やらて ゆめに 夢ち をい 

高 田ぬ しの 忌に 

ち \ のみの 父と むつみて きもし つ 、ゆかせ もしけ む 

妻の 小祥の 忌に 

の ふ，.^ し 月日 は歸れ とも 過に し 人 は とつ 

撫子の 花 こそけ ふの 形見な 


さみ たれ 

も とも 


時 をえ てい 


あまく も を 


むら 竹の 千 


竹 村 何 かし の 

爻 >iy し m? 日よ 

め てし 園 生の 

〇 

や 若 かへ る 松 

はら ふよ か， c> 

ひ のかけ に 

た ひお ほや 

のめみ た-. -ょ 


そくき みかな 


昔し ぬ はも 


1 


もせぬ 

けれ 


か 枝 は 八千代 ふると も 色 は 

にお ひ， K ちし 松 はみ 雪のお 

ぃほ，c^して世のぅきふしを 

けこと にて +蜀 野の さとに ま 

たぅめなれぬ小くさと，c^て 


か はらし 


す もい と はし 


きかす も あらな む 

か.=^しにゅふっかたしっ 

か へ ぅくるぁ，o^その名を 


n 

禾 


歌  一〇 六 五 


和 歌  一 0 六 六 

と はせ 侍う しに この わた， -の たにまに おふる まつ はなと いふ もの 

に はへ ると こた ふ 毛 詩に 見 ゆる 蘋 のた くひなる へ しすな はち とら 

せて なめ rjk ろみし にあち は ひ のこ、 まやかな るに は あらね と 又 さ 

すかに きょくい さきよ きもの なれ はかの 春秋 傳の苟 有 明 信 满溪沼 

a 之 毛 可 佑 於 王公と いふ 乙と はさ へ おも ひい て.^ みっから そのと 

ろに かうて とうかへ うて 是を たてまつる とて 

小 草た に 君 かみあ へ になる と そき け 

天て ふ/^ と を 

いか なれ は 雲井の 外に 聲 きこ ゆらむ 

よるれ はく もる 世に そ あ，^ ける 

そ 照る 月の 光み ちぬる 夜半 も あ，.. - けれ 

てよ とせと いふむ つき はか 、りお も ひすて ぬと も 力き 

の もとよ り 『むら 雲の し はし は 月 を かくせと もお ほひ はつ へき ひ 力 


乙と もて とれ は 谷間の 

鶴 鳴 九 阜聲聞 

澤の邊 にたてる あしたつ 

嘉永四 年 十 久方の 大 签 渡る 月た にも 

月 此ニ首 を 

母に なかく、にかけぬれは^^ 


ら め や』 又 『つき かけ を ほ へ るく も.^ ますら をの まことの 風に 

はや も はれ なむ』 な とまう し/?  く，^ しかへ し 

月 かけ は M  V ろ も あらし はれぬ る TP  くもる も そらの 風に まかせて 

〇 

行く 腸の 落つ るもう へ な 月影に 心 ひかる 、軒の 妻 琴 

吹く 風の 拂へ は 琴の 音すな うこれ やま M との しらへ な るら む 

風に まか ふ M との しら へ はうた かた も 手を電 にか， にけ らし も 

吹きす さむ 笛の ね い k: もす みわたる 關の 山路の 夕月の 頃 

大穴 >1 の 星の ゆき、 も 人の 世 もさ はら ひお ほき ものに そ あ.^ ける . 

〇 

大海 も靜 けき そらにお も はすの はやて の 風の あ，^ と い はす や も 

澹 山よ，.. -歌 おくれる 返し 

和  歌  一〇 六 七  ， 


一 〇 六 八 

和歌 

とほき をもうと きもす てぬ まめ 人の まめなる こ V るいつ 力 わす.^ む . 

石 好める 人に おくる 

お ほかた の养秋 知らて なからへ る 石 はと こよのと もとなるら む 

津 藩の 大夫藤 堂う しの あら はせ る 花の 友 月の 友て ふ 冊子の"" くに 

しるす 

園のう ちに 咬き ちる 春の 花よ， - もみと こ.. - ほし 秋の 夜の 月 

題姨捨 山之圆 

見 わたせ はた ことた ことにつ ゆ ふかみつ きを やとさぬ いねの はもな L 

天^ 九如圖 をー咏 す (唐 寅 晝) 

ことなら はわれ も 雲井の ほしの かす をつ きせ S 代の かすに とらなん 

題， 多 帆船 圖 

歐羅舶 科 戶迺風 乃 海 吹 者 蓋 打 見 而怖物 鴨 

綿 貫 公文 かもた るふる きかけ か 、み を 見て よめる 

さかき 葉に か しかけに すな I なる 千代の むかしの て ふ..^ と は V や 


安 
政 
四 
年 


〇 

あっさ 弓 弓つ き ゆみ さはに あれと 乙 ゆ 筒 にしく 弓 あらめ や 

敏聲破 睡眠と いふ を 

乙と 船の つ V いしゆみの 音すな.^ いまや 浦人 夢 さま すらむ 

都 人 不識警 人 苦と いふ こと を 題に て 

つかの 間 も 守 ゆる へ ぬさきも，o^のぃたっき知るゃ都ぅたゾ 

. 〇 

むつ ましき 中 をへ たて、 たつ かへの 一へ を 千 重と 思 ふころ 哉 

寄 吉田 寅次郞 

かくと しも しらて や 去年の 此頃は 君 を 空 ゆく 田 鶴に たと へ し 

〇  , 

罪 を 得し もとの 心 を尋 ぬれ は末賴 もしく 思 ひやる 哉 

〇  .. 

とつ 國 のうかみ は 入れて わか 國 のうかみ はやらす いかに せんと か 

和 歌  一 e ハ九 


和歌  一〇七〇 

〇 

たかしるゃ天の岩戶のとさしをもひらくはか，.=^の手ちからもかも 

勸學歌 並 短歌 

武藏 野ゃ大 江の みと は。 朝 なきに 五 百 船よ ^。夕 なきに千船ょ，.^く る。 船 人の 己 か 

さ ま く。 飛 驛 たくみう つ 墨繩の。 一 すち に 心 を 乙め て。 霄 の 居る 遠き 境 ゆ。 いさな 

と， ON 海原 さし て。 八 潮路の 潮の 八 百 重 を。 喘 きつ .^M きて 渡れ は。 時 つ 風く も. Q に 

ふきて ぺ たに はしら 波騷 き。 沖 に はしき 波立ち て。 波 のとの かし M かれと も。 五 百 

船 も 千 船 もつ ひ に。 こ のみと によ，. て そ來 れ。 く さ の 學の道 も。 漕 く 船と 同 

し 心 そ。 ほろ かに 思び て 止む な。 益 荒 男のと も。 

短 歌 

難波瀉 雲居に 見 ゆる 山 をた にかち のまに 船 は 過き にき 

題 しらす 

信の 路は ひなに は あれ と。 う らく はし 山に も 野に も。 春 され は 花 を 、 う。 あ き つ 

け はもみ ちに ま へ .rt- 。そ をめ て V 野 ゆき 山 ゆ き。 あ まゥ 日の くる V も 乙ら す。 あ そ 


ふなる にも さはな う。 しかれと もさす らふる 身 は。 春の 野の花 も かさ、 す 秋 仏の 

もみち を もみす。 たらち ねの は、 のか ふ 子の。.^ ゆ 乙 も，. - こも，^ てな かく。 年 そへ 

にけ る。 

かへ しうた 

君 か， 2 め.？^ ち はし， 9 せむ すへ をな みあたら よは ひのお いらく をし も 

思 を の ふる 歌 並 短歌 

日の もとの や とのく に は 。ちはやぶる 神の みよ、 ,90k しらす 天つ 日つ きの。 萬 

世に た る ことなく。 すめろ きのし きます くにと。 たちむか ふ 四方の ゑみし を。 は 

ききょめ むけ 平らけ て。 靑 雲の たな ひくき はみ。 白雪の むか ふす かきう。 くに はら 

はう またて つらね。 うな はら はふね みて つ、 け。 あめのした くにつ ちから を。 もち 

月の たら はし てんと。 /9 ほけ なく 身 を もお も はす。 月に 日に 心つ くせし を。 まかつ 

日の 神の しわ さか。 ゆく みちの いくら も あらて。 みち まけに つまつ きしつ \ つみ 

を さへ おひて しあれ と。 いしこ そ はまろ ひもす めれ。 草 こそ はな ひき もす なれ。 す 

め k: きのみ かとの ためと 。ますら をの ふ，.^. - こして し。 とこ、 ろ はい のちのき は 

和 . 敬  一 2 一 


和 ， 歌 

み。 い しの 乙と え 

み た ち。 信 濃の /5 

て よ。 我 しつ 乙.^ 

短 

すめ k: きのみ 

琴 

荻の 葉 そよ く 風 

れ な，^ けれ。 

波に 漂 ふ 月 かけ 

松に 吹き 入る 秋 

やしき。 

琴う 

あたし 世の なら 

も ふれる * 雨 ， 


一 〇 七 二 

や はま は ひ。 く さの 乙と え や はな ひか む。 あ めつ ちのお ほみ か 

ほくに み，^  。と きしく にあ まつみ 空 ゆ。 あ まかけ.^ みそな はし 

ろ 

歌 

かと かし 乙み いつくしと 思 ふ 心は祌 そしる らん 

の と 千草に すたく 蟲 のね 月の 影 さ へ 澄み わたる 秋 そ あは 

か 雲間 を てらす 電か目 も あやに かきならす 面白の 琴の 手。 

風 か 谷間に むせ ふしみ つかと 心 もす みて き rJ ゆる 琴の 音 そ あ 

ひか 定めな き 世の M とわ かいく かも あらぬ 花 さか.^ うたて 


蟄居 中 親しき 友に 送る 

よ へ も。 支 半ち かき まて」 かに やと まち は へ .=^し か。 さ みたれ に ぬれ 》/\ しほと 

、きす の。 し の ひね をた に。 き かす はへ，.^ し は。 口 をし きかきう にな ん。 今 宵 も。 い ぬ 

過く る 頃 は。 せ きも，^もぉ乙た.=^はへぅぬへ し。 軒 端に ちかき  一 1ST を。 き かま ほし 

く 乙 そ。 

高 田 法 古ぬ しの ものせ し 伊勢 路の枝 折なる 文の はしかき 

をの 乙子う まる、 とき に。 桑 の 弓よ もき の 矢 も て。 あ めつ ちとよ も をい る は。 を の 

乙た らん もの に。 よ もの rJVK: さしの ある へきと をし めすに なんあ. 9 ける と を 

しかるに。 のれ もの まな ひに としを かさ ね。 ま S か へ に ひかれて 齢よ そちに 

ぁま，.^ぬれと。ぃま.^:^せきのぁなたの うみやま を しらす 。ぬ のうちに 生 ひいて し 

蛙となもぃふへか，.^ける。ぃまこの法古ぬしの いせちの し を，. -を 見る に。 うらや 

しさい はんか. K なしぶ のれ もい つか 四方の rjv ろ さし を はたさむ する を， 9 

和 欺  一 0 七  一二 


和歌  一〇 七 四 

の あうな は。 乙 のし をう もてし を ft- ともせ まほし く て。 は しかき してよ ともとめ 

らる、 ま、 にかいつ けて。 あら かしめ そ を ^ひお くになむ。  ひらき 


^野 日記 は嘉永 元年^ 野 村に 

出張の 時の ものな リ浦賀 日記 

は 嘉永六 年 米 艦 渡来の 時の も 

の に て 題 號妥當 なら ざれ ども 

寫 本の 舊 によれり 橫濱 陣中 日 

0 は 安政 元年 撗濱 警衛の 時の 


韆野 日記 上 

嘉永 元年 戊 申 六月 九日：^?!  g 膝 ま 利用 掛. -の事 を 以韁野 村に 赴く  ^， 

SISissi 雜ョ i 御 郡 中御曹 仰 せ付ら れ E 

ょ，C^^Jの掛，C^をは仰せ付られ置れ き- 1.1 に も 某 か 物 逢 の 事 を も や V 心 得 た る を 

知しめされて其頃ぁ..^かたき御書付を賜ぅしことぁ.^て心に感し奉る事の侍 

れは 去年 故 ありて 御 横目 を は辭し 奉う しか ど 此掛を はもとの ま、 勤む るな，.^ 

鞛 野の 奥 は 山 深く して 積雪 夏の なか はまて 消えす 又 谷川 あまた あうて かち わ 

たうす る處多 けれ は必す 夏の 秋の はしめ ならて は 快く 其 奧を窮 る 事 難し 故 

に /9 と k しょ，. し は 其 山 を 一 巡 せんと 企てし かと 時宜し からすて 果 さす 

此度はぉもふ限，.^其奧を窮めんとてゎさと^-の暑天を冒して出るなぅけ，^ 

一 朝つ とめて 出立ん とせし 折から 雨 降 出て たれ はし はし 猶豫す 巳の 時 はか 

-^に雨ゃみしかは立出っ途中しはく雨に逢ふて福島村にて晝支度し暮に佐 

野 村に 至る に 雨い よ /\ 甚し 夜に 入て 横 湯 川 を 渡， 9乙 の 頃 ふ，^ つ V きたる 雨 

0 野 • 日 m  一  〇 七 五 


is 野 i5  >y  i〇 七 六 

にて水かさまさ，.=^て橋ゅ外にき多く日昏れては足もと覺束なしとて湯田中村 

て あまた 先に 立て 案内し たれ は 雨中 なれと も白晝 

き 戌の 時 少し 前に 韆野村 S 湯 組に 至る 近頃 草津往 

う 宿屋 渡世の 者の 利を廣 めん 爲に 宿屋に 居らす 溫 


出迎の 役人 麥稈を 松明と し 

の やうに て 難なく 河原 を 過 

來の 旅人 も 多き よし 申 者 あ 

泉 寺 を 旅 宿と す 

一 夜食の 時 寺の 住持 自ら 

れ給 はんとて 乙れ を 勸む某 

は 飮，^ す從 者に 至る まて 堅 

ら れん 事 無益な，.^ といな み 

41 曰 ま, 朝 七十 四 度 

十日 陰晝 七十 九 度 

一 此度は 山 深く 分 入らん 

き 所 は 山 も 谷 もさた かなら 

は 別に 湯 田 中 村 六左衛 門し 

方角 地名 をし る す 


一 器に 酒 を 盛う 蓋 を 掩ひ持 出て 炎暑の 折 わけて 疲 

は 平素は 飮. 酒 をよ k: こ へと も 公事 を 以て 出た る 時 

くこれ を戒 しむ/ vJ の 後 も かやう の/ VJk ろつ かひせ 

ぬ是 ようか やうの 事絕 てな し 

心 かま へ なれ は是迄 ある 所の 繪圖を 取 集る に 奥深 

すかつ いつれ の圖 も紙廣 くして 携披 くに 便なら ね 

て 小圖を 作らし め 山 見の もの を も 集め 問 ひかね て 


一 あす は. a に 入 へ けれ はかて なと 用意せ よと 役掛ぅ 之 者へ 命し 置し かと 空 

曇 て 今にも 降 出つ へ きけ しき なれ は 止ぬ 

一 この 春轄野 村のう ち 上 林 桑 山な とい へ る 薄地 を擇 ひて 人 參の種 まかせて 

試しに 生 ひかた 殊にうる はし 三 村のう ちか、 る 處を擇 て 多く 種 ゑ させ 力 及 は 

さるものに 種子 借し 下け て 根 掘とう たる 時 息 を 加へ て 償 はしめ は 薄 田 も沃田 

にました る利收 まうて 上下の 益 多 かるへ し 仍而三 村 m 野 の 役人 召 出して 

此 事に 及； 5 其 種子 借し 給 はらんと 願 ふ ものと？ 時 へ き 種子の 量と をし るし 出さ 

し む 

一 去年佐野村前御林とぃふを西の端にて三百本餘i?ゅ伐らせた-^其跡に殘 

,CN て 劣れる 木 八 百 五 拾 三本 ある を 羽田 忠左衞 門の その おかれん よ，^ はよ 

き 價に伐 取らせて 新に わか 木を植 るか 利 多 かる へ しと申す^Jとゎ，o^なれはそ 

のよ し 伺 を經て 則ち 忠左衛 門 をして 佐 野 村に 出て 多くの 材木商 ふ もの を 集め 

て 其價を 定めしめ しに 仲左衛 門半藏 とい ふ もの 金 六 拾八兩 贰分贰 朱の 價 奉，. - 

て 木 給 はらんと 願 ふ 諸人に まし， K る價 なれ は 大方 ゆるして 還，. ぬ 然るに 御 勘 

, It 野 日記  ー〇 七 七 


^  ^  p  0  一  〇 七 八 

定 吟味に 屬 する 人々 の 計 ひとして 八 拾 兩餘. ^にう らんとの 事な-.^ ようて 暫く 

伐，^ 取る 事 を 止めて 此度此 者め し 出て 價を議 せし に 前のに 十三 兩餘 加へ て 八 

仏 兩 としてな う 木 伐-^ 取る 事 を ゆるさ れんと 願 ふ 則ち 乙れ を 許す 

初め定めしょ，o^新價の上.^たるょ，o^ぃ へ は 忠左衛 門のお 乙た うと もい ふへ 

しされと も其實 を 探る に 然らす 佐 野 村 前 御 林の 杉 勝れた る 頁材 なる 事 其 近 

きわ.^.^ に隱れ なし 故に 此木 もて 家居 造ら まほし く 願 ふ 者 かって 多し よ.. = - 

て 此處の 木 買 取た る 聞え あれ は 他山の 村 迄も價 よく 買 ふ もの あるに よ，. 其 

名の 爲 にの みかく 多分の 價をも 出す 事と て此 一 處の 木の 價の美 を 論 すれ は 

忠左衞 門の 初め 定めし か あたる よしされ は 此度價 まさせた る は 小吏 輩な と 

のす へき 事に て 某に は愧 へし 

トー 日朝 七十 二度 

1»  I 日晝 七十 八 度  - 

一 當時 此處の 米の 價 何程と 問 ひしに 百 文に 九 合と 答 ふ 近頃 雨 降つ、 けは猶 

上， ON 候 はんと 歎く その子 細 を 尊 ぬれ は 近年 中 野 村の 商人 習 はし あしく さまて 

苦しからぬ晴雨にも頻，^に米價を狂はせ利を謀るょ-^自然と近村も其}sl-習^^ 


染て 此處は 常に 佐 野 村よう 米穀 を 買 入る 、にい つも 中 野に つれて 價を狂 はせ 

候と 申す 此日佐 野 村 役人 伺に 出.^ れは召 出して 中 野 村に て は 平日 い さ 、かの 

晴雨に も 米债を 狂 はせ 非 分の 利 を 貪る よし 是は 船の 出入す る湊 なと にある 事 

にて 當國 なとの 山間に ある へき 事に も あらす よしあるに もせよ 甚 あしき 事な 

-^其村と此村とは同し御領內にて兄弟親戚の間も同し事なれは僅かの利を得 

んが爲 めに 信義 を 失 ふ へ からす 假令中 野 村に て 米 價を狂 はせ，^  6. とも その 村 

に 於て は 相 當の價 の 外 求めぬ 事と すへ しこ V に 好き 風 誼 行 はれて 次第に 近鄕 

に 及ひ是 迄の よからぬ 習 も 一 變 する やうに 至ら は 其 ほまれ 少なから す 此事村 

の內 にて 米穀 商 ふ ものへ よく 諭せと 申せ は 役人 畏<, て 返く 舰ほ麵 J 二へ 1 

一 好天 氣 なれ は 明日 山に 入る へき 用意す 

一 晝後間隙ぁ-=^撗湯河原に出て手銃を演習す 

一 本鄕の北の坂下に接骨子多くぁぅて十分熟した，c^と申ものぁ，c^即ち釆ら 

せて 西洋 方に よ， リて 接骨 子 コ ン セ , フ とい ふ發汗 の劑を 製す 其方 子 を 搗き汁 

を取.：^白aを和し煉て^Jき蜜の如きものとす此地接骨木に宜しけれは多く植 

^野 日記  一〇 七 九 


驟野曰 一  o 八 o 

て 花 を 取- ^ 實 を收 めて 藥鋪に 鬵かは 其 利 も亦少 からすよ，. -て此 木 を 伐る 事 を 

禁 して 隙 地に 其 苗 を 殖 さし めんと す 

十二 日晴朝 七十 一度  • 

一 山lく入るには先草津に至-.^夫ょ，^入山とぃふ處にかく，^て入る事なぅ 

今日は 草津 まて ゆかんと て 朝 卯の 時計，. -に溫 泉 寺 を 立 出つ 案 內には 山 改六右 

衛門助 次郞山 見と も 五 人 其 外獵師 一 人 かて 衣類な と 背負 者 六 人某從 者と も幷 

せて 十七 人 也 村の 役人 數輩 本鄕迄 見送る 某に 乘れ とて 牛 一 匹 を 出す 牛に 乘る 

事 此 度 始 め て な 馬 の 乘 り か け と 替 る 事 な し 但 馬 に 比 す れ は 遲 き の み 是 日 、 は 

天色 殊に 霽れて， 4- も 盛な.. - けれ は 各 艱む沓 打の 茶屋と いふ 夫より 炭燒 横手と 

いふ 處を 過き 少し 平 かなる 處に 出つ 池 三つ あ，^ 初め を 一 沼と いひ 次 を 丸 池と 

いひ 左に ある を 琵琶 池と いふ 丸 池よ，^ 先年よ き埋木 出た，. -其 色淡黑 にして や 

>-^{澤 あら 文 房 器具に 作る へし 今 は取盡 してな しし かし 採した らんに は尙出 

へし 追而其 事に 及 ふへ きな， 5 祛坂を 上.^ 盡 し栂淸 水と いふ 所に 至る 道の 右に 

谷 あ.^ 密樹枝 を 交 ふ 其 下の 石 間に 夏 月と い へと も 氷斷る 事な しとき、 て ゆい 


て 見 まくお も へ と道をぃ^vけはゅかす夫ょ，c^告倉澤に下る此處に先年會g'卞 

村の 喜兵衛 とい ふ もの 土地の 平 かにして 水の 流れ 多く かつ 溫 泉の 氣 あうて 暖 

なる を 以て 稻田を 開きし 處 也され とも 稻 みの， 難き 故に やかて 4J ぬ澤 よ，：^ 僅 

かなる 坂 を 登， 9 て 平常の 原に か 、る 此原は 南北 二 町 斗に して 来 西 六 七 町 も あ 

るべ し 其 間平衍 にして 細 草 多く 伍大 なる 志賀 鉢な とい へ る. W の 裾に は 雪 消の 

時 は 水 多く 流れ出て しはらく は 沼の 如し 故に 此處を 開墾な とせんに は 先つ 東 

北の 裾に 深さ 六 七 尺に 溝 を 穿ち 原 上へ 濫 れんと する 水を泄 さすん は 事 ゆく ま 

しきな，o^此原に至る頃ょ，o'南風頻，c^に烈しく氣候も忽ち冷にな，^て單衣にて 

はえ 堪か たき 程なら やかて 硬 川と いふ 處に 着く 此邊 地勢 平らかに て田歃 とも 

なる へ く 見 ゆ 牲 年 禰 津 左 盛 新 墾 企 し 所 也 去 れ と 事 成 ら す し て 廢 し た ，c^ こ 、 に 

て 前靠の 者の い ふ を 聞け は 南 四 五町 計， CN に湯澤 とい ふ處 あ.^ 澤の 間に 溫.！ I お出 

て 水中の 石に も 湯花 多くつ く 故に 湯 澤の名 あ， 去れと も その 溫 泉水と 混じて 

出る か 故に 冷 かにして 浴し 難し 泉の 性に ようて は 冷 浴して 病に 宜しき も あ， 9 

又 水に 混して 出る とい へと も 其 源 を 究め は 水に 交らぬ 處も絕 てな しとい ふへ 

^野. 日記  j〇A 一 


^  ^  «  ^  一 〇 八 二 

からすい つれに も ゆき 見ん とて 其處に 至れ は 果して 溪 流と 硫花 あ，" -石 につく 

事 三分より 五分に 至る こ V かしこ 見廻る 中 左の 岸の 下に 石 あり 其 下よ.. - 出る 

もの： なる へしと 思 はる 從者幷 案內の 者して 溪流を 外へ 移し 其 石 下の む 水の 

み獨 流す る やうに なさし め やかて 手 を 浸して 之 を 試む るに 果してよ き溫 泉な 

,9 案內 者の もの 皆 驚て 先年よ，^ 諸人 手を盡 せし かと 湯と 水と 分れ 難 かりし を 

今一 H 一に 此溫 泉の 源 を 見出し 給 ひし 事 奇異と いふへ し 追々 に 此溫泉 を 取 立て 

な.？ ひて 人 « の 人 も ある やうに 候 は V 處の者 永く 御惠を 仰かん 事い か f ならん 

と^^^ひぁ へ り 则木を 伐り けつら しめて 書付し 

此 « 舊有湯 澤之名 然以其 泉不溫 土人 賤之嘉 永 紀元 六月 余以 公事 過硯 川之路 

偶 ^ 嚮導 者 之 言 而來此 察知 其 源 由 於 拔石之 下 乃 發石疏 溪別靑 草而環 之果有 

湯 M 滾々 而出若 有 所埃而 顯者以 泰西 華氏 驗 溫 器 測 之 其溫蓋 一 百 二十 六 其 

味 酸 其 臭 如 蒸 卵 他日 入洛 者當有 賞 音 

鬼 角す る 內雨來 南より 來る 急き 視 川の 茶屋に 向ふ晝 支度す る 程 雨，^ すく 甚 

し 草 律よ. -it を 踰て來 る 者に 問 ふに 嶺の あなた は 風雨 殊に はけし きょむ^  6- 


歇 むて 此 茶屋に 休みて 霽まを まちて 山 を 越えん と騰躇 する 間に 雨 や V 止 ひ 行 

先尙覺 束な く は 思へ と 案內の 者も頻 にい さむれ は 雨具 被.^ 立 出つ 硫黄 坂 を 上 

う 半に 至ん とする 頃 霧 暗く 雨 又 多く 落つ 此邊 道の 左右 赤 白の 樅幷 にさう し 多 

し坂盡て撗手山にかvる路の下手は山田村の奥にて推谷領な，9平行半里計.c^ 

にして 路の 左，^ に 小屋 あ.^ 往來の もの V 足 休む る處 な，^ 風雨ます く 冷し 草 

津迄此 風雨 を 胃して 行かん に は 時刻 もや、、 後れた，， ^今宵 はこ に 泊らん とて 

小屋に 入る 人々 雨に 濡れて 冷え たるま k に 薪 多く 燒て ぬれた る 衣 等 を あ ふる 

小屋 狹 くして 突と いふ ものな けれ は 煙 乙もう て いふせき 事い はん 方な し佘は 

枕と<.^出てきるTPの引かむ，C^てふす少しねふる樣覺ぇしか忽ち胸の内ぃたみ 

て 目 C 見ぬ 梅 樅 ひそな と いふ 脂 多き 木の 煙 を 呼吸せ し 故と 覺ぇ て 目 さめて 後/ご 

の 煙 を 嘆け は 忽ち 肢最 する 様に て 暫く も得耐 へ ね は その ま 、戶 外に 走う 出て 

湯 を 呼ひ懷 中なる 和胸劑 なと 服し やう /.\ に 氣カ復 しぬ されと 頭痛 は猶 やま 

すよ， て 脂 ある 薪 を 禁し枯 たる さう し を 用 ひしむ 予は目 ふさき て ふしぬ る 故 

に 唯 氣 管 に 害 を 受 し の み 也 余 の 人 皆 目 赤 く な ，CN て ：^ハ 後 三 五 日 常 に 復 せ さ ，c^ き 

1# 野 日記  10 八 三 


0 野 日 記  一 〇 八 四 

脂 多き 木 を狹き 所に て 多く 燒く事 心す へ き 事 也 日 西に 落ん とする 頃風收 ま. ^ 

雨 やみ 山 谷の 間に 雲煙 舒卷 する さま 中々 畫も及 はぬ 事な. 雲間よ.^ 向 ふの 山 

を M して 白糸 を 搔亂し 地に 布き たる 様に 見 ゆる もの あ. 乙れ は 犀 川の 去年の 

洪 水 に て 瀨 筋 ぁ ま た 分 れ て 濫 流 す る な ，c^ 小 市 村 の 舟 渡 し と 覺 し き 所 は 眞 西 に 

當れぅ 望遠鏡な と 取 出て 委しくな かめんと する 間に 霧 又 か V うて 見えす 其 夜 

は 一 夜雨 はけし く 小屋 を ゆう 動す にて 夢 も 結 はす あかつきに 至る 

十三 日陰 雨 朝 五十 九 度 

一 雨 a 昨日に 减 せす 此邊テ レ メ ン ティナ 樹 多し 乙れ を釆 るに 手た て を案內 

の 者に 敎ふ 

一 晝 過る 頃よう 霧 は 深 けれと 雨止み ぬるま- -に立 出つ 路傍 樣々 の 目 なれぬ 

小 草花 をつ く 半里 計，. - にして 池の 塔と いふ 所に 至る 嶺の極 所に て 上 州との 境 

也 道の 右に 徑. y 十 間 も あるらん と 見 ゆる 池 あう 又 旅人の 息 ふ 所也是 よう、 たま 

しの 平と ぃふ所を過て蘆の平とぃふ所に下る池數所ぁ.=^池を繞ぅて小丘多し 

縱 K 是に 生し 往々 石楠花 開く 甚 人家 庭園の 趣 あ，^ 路傍 往々 積雪 を 見る 氣 候の 


差； 5 おも ふ 

ふ 掬して 是 

小 根と いふ 

通 す ベ し 兩 

のみ _ 大凡 一 

上-^ 中の 原 

て 矢澤と い 

原 也 池の 塔 

う M の 原の 

主 宮 崎 文 右 

rr 

I 

一 陰 雨に 

一 晝 前 よ 

0 野 


ぺ 

衞 

曰 


し橫笹 とい ふ 所 を經て 

甞 るに 味 酸く してや、 

下う 平原に 出て 艤の戶 

は嶄絕 にして 其 下 は 幾 

計う の 間 皆 かくの 如し 

呼 ふ 所 を 過く 其廣 幾何 

に 下う 橋 を 渡う 又 少し 

, ^此處 迄 下る 迄 風に 從 

に 至る 頃 雨 すく 多 

門の 亭に 宿る 此處 人の 

日 嘆 雨 朝 六十 二度 

草 津に留 る 

日朝 雨晝後 七 十 二 度 

雨晴れ^-れは山に入 


後一 

嗇也 

行人 

なら 

く 上 

て 霧 

く 雨 

普く 


橋 を 渡 

硫酸の 

と い ふ 

とい ふ 

膽を冷 

んか霧 

, ^湯の 

卷き雨 

衣 を 透 

しる 處 


る 側に 表 あ，^ 

水に 混せ しな 

所に か V る路 

事 を しらず 遙 

さすと いふ Z 

深く して 目 及 

原と い ふ處に 

そ、 き 尺 を 

して 衣 袂皆濡 

なれ はしる さ 


顯 して 毒 水と い； 

る へ し 夫よう 痩ー 

の 幅 撮に 人馬 を 一 

に 溪流 の 響 を 聞 一 

と な し 少し 坂 を 一 

はす 原 を過盡 し 一 

出 つ 同し く廣 き： 

辨せ ry る 事 S な； 

ふ 草津に つ き 名 一 

す  一 


る/き 用 意 す 
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1 〇 八 六 

て 近傍の 林 泉 を 探る 

微雨 やかて 晴晝 七十 一度 

う 雨 又 降 出つ 暫くして 雨 霽る則 草 津を立 出て 松原 を 過き 草 

い ふを渡，..^山を登ぅ又ニ の澤と いふ を 經て廣 き 萱野を 通.. - 

云處を 過き て路 左に 古松 數株 あ，^ 其 梢 を こ して 瀑布 を 見る 

長さ 十 間 計. 9 なる 橋 あう 橋 下の 水巖 石に 觸て 怒號 する 事 雷 

の 如し 夫よ， 9 小 倉 村と いふ 所 を 經て晝 過る 頃 長 平 村に 着く 此邊總 て 入 山と い 

ふ晝支度して夫ょ，..^山を上ら岡を過る事ニ里計6-金山澤とぃふ處に至，^其山 

相 を 見る こ にか やうの 名所 あるる 今迄 は 知 さう き 今度 草津 逗留の 間に 六 右 

衞 門して その 近き わたう の 珍ら しき 事共 尋ねし めしに 此處の 事 聞 出て， K ぅ此 

處は百 九十 年 許，. - 前に 何 金な..^ しか 掘 出せし よし 近き 頃 も 銀 鉛の 類 出る とて 

取掛 らし 者 あ. と 聞て 此處 は沓野 山中よう も鑛 物見 出さん 者な れは此 山の あ 

う 形な と 一 見せは考の端にも成-=^なんとて來-^見しなぅ去れと聞しには似す 


靱野 日記 

一 晝後晴 に乘し 

一 夜 鄕書を 作る 

十六 日陰 

一 朝飯 終る 頃よ 

野 を經て 一 の澤と 

山 を 下，. >  三 の澤と 

景 光奇絕 なら- 澤に 


ふさ はしからぬ * 所 也 此夕は 長 平に 還 

內 はす へ て 5 多く 蟻の I 搔 散し.； ^る や 

と 此家は 造.^ てまた 程 過き ぬ 故に や 

十七 日朝 六 十 八 度 

一 朝つ とめて 起 出て 食事 調へ て 立 出 

る 事 三 里 計う にして 嶺 頭に 至る 右に 續 

たる か 如し 故に 土人 この 處を いか 岩と 

して中に大なる池ぁ，.^布池とも又 のと 

計- に 見 ゆ 高低の 山 池 をめ く， c> て W ひ 

ひらけた る 景色 誠にい はん 方な し 池よ 

魚 野 川と 合し 雜魚 川と 合て 中津 川と な 

らる V に も 三 國 峙 よ 滿 

此方 は 信 濃の 地に て此 

上 州と 境の 訟 あ，^ て此池 

^野 日記 


,..^て谷助とぃ ふ も の 、家に 宿る 入 山の 

うにて し はし も 眠る 事 能 はすと 聞し か 

も少く 快く 睡れ， 

つ 和 光原と いふ 所に て 暫く 休み 山に 登 

て 山に 赤き 崩れ あう 狀ち 烏賊 を 倒に し 

ぃふと^v夫ょ.=^ゃ.-下れは地勢平かに 

うの 池と もい ふ 琵琶 池 十 計，^ 合せた る 

賓主を 分ち 別に 一 境 をな してし かも 打 

う 流れ出る 水 は關屋 川よ，.. >  や 、大 な， リ 

る 元 祿中國 境の 事 ほやけ へ 仰せ 達せ 

を 境と して 嶺 よ 

文化 十四せ 年に 

ら滿山 迄 を 境と 

一 〇 八 七 


山 迄 峰 境と あれ は此處 もい か 岩の 嶺 

池 も 御領 分なる 事 申 迄 もな し 然るに 

を 上 州の 池と なすと い ふ旣に 三國ょ 


する 事定， CN たる 後に 信 濃 へ 落る 水の 源 を 

上 州 は 本邦の 脊梁に 當れは 山脊を 以て 境 

る 水 は總て 越後 を經て 北海に 落ち 上野の 

南海に 入る にて 其理 明な う 此事歸 藩 を 待 

すへ き也此 池の 瀕 にて 午 飯し 是 よ.. -溪流 

里 餘，. . -來 つらん と 思 ふ 所よ，^ 溪に 激湍多 

へき 所 を擇て 山に 上，.^ 谷に 下る いく 度と 

險 組に して 上る 時 は 前者の 脚と 後者の 面 一 

き 也 最後に かくの 如き 險 難なる 所 を 登る 一 

脊を 横に わた，^ せん 澤と いふ 所の 上に 至 一 

殊に 急湍 多し 故に 此名 を銘 すと い ふ溪を 

くして 水つ 、かされ は 半 水 霧と な，. -て 下； 

問へ と 知る 者な し 深山に て 人 も 通 はね は 

呼ん とて 行 過ん とする 傍に 丈 四尺餘 にし 


5 八 八 

上野の 地に 入る 、事 其 謂れな し 信 濃 

とせん 事 論 を 容れす 信 濃の 地よ.^ 出 

池よ， 0 出る 流れ は 盡く武 州 を 過ぎて 

て古圖 古記 錄に徵 し 文化 中の 誤 を 正 

に 沿 ひ 幾度と なく 左右に 水を涉 り- ,ー 

く 水に 從て 行く 事 能 はす 仍て其 行く 

いふ 事 を しらすす へ て 皆 此邊は 山々 

と 相 去る 事 緩に 尺？^,^ 其險 おも ふ へ 

事 半里 斗ら 夫より 熊笹の 中 を わけ 山 

る處の 人湍を 呼て せんとな す 山邊溪 

隔て 一 ッの 瀑布 あり 高サ數 十丈甚 高 

る 奇^な ぅ此 たきの 名 を 何とい ふと 

本より， 名 も ある まし 今 よら 霧た きと 

て 枝 細く 目 なれぬ 木 あう 白 花 を 開く 


花の 色 極めて 鮮明に して 形 少しも 蓮に 違 はす 釆て 嗅く に 香 も 亦 蓮に 同し 4- の 

淸雅 なる 尤も 愛すへ し江戶 の花戶 大山 蓮 花な と 呼 ひて をの  一 二 枝 を 伐，^ て 銀 

四 五十 目に 代るな とき，^ し 事 あ， ^これなる へし 難 g 鰣ば 失よ や 

かて山を下..^水を涉り數たひ岩を攀ち倒れたる木の下をくv,c^なとして幕に 

及ん て 岩魚 捕 ふるもの 、休息す る 小屋 を 得て 夫に 止る 幅と 高さと 四 尺 斗， 0 に 

して長さは七尺に滿たす柱もなく唯四方ょ，o^木の枝をょせて上を結ひしなと 

いふ 木の 皮に て 蓋 ひたる もの 也 上古 穴居に 替て始 て 屋宇を 作らし 頃 は 如此も 

のなる へし 某 主從四 人は此 小屋に 入て 休息す 外の ものと も は 其 傍の 木 かけに 

今宵 は 雨 も 降る ましとて 打 寄.^ て睡る も あ， 又 着る もの 薄く して 寒し とて 火 

を燒き背腰なとぁふるもぁ，.^き 

十八 日晴朝 六十 一度 

一 つとに 持せ たる 米 取 出させて 飯 かし かせて 食 ふ 菜に 溪邊欵 冬を釆 うて 煮 

る甚， K 美 也 日の出る 頃 小屋 を 離れのと.^ 川と 魚 野 川と 合する 所に 至う 水 を わ 

た，.. -て魚 野 川を泝 らんと する に 水 急 深に して 能 はすよ-^ て 止む 事 を 得す 昨日 

^野 日記  10 八 九 


^&, 曰 m  一 〇九〇 

きし路を返，c^上り横に林間を過る事ー 里 計 其 間 去年の 地震に て 崩れた らんと 

« しく  一  二 町の 間 合抱に 餘れる 大木 亂 麻の 如く 縦横に 倒れた る 所 あう 其 上に 

登， 5 下 をく，. り 辛して 魚 野 川の 南涯に 下る rj.^ にて 午 飯し 崖に 從ひ 行く 事 二 

三 町 南 崖皆肆 石なる を 見る |< ^まつ II， 布 池 よら 此に來 る 間 性み、 此 石に 似る 

者ぁ.=^ さ れ とも皆粗也 こ 、 に 至 て 石質甚美に し て 必金鑛を 含 む へ く お も は る 

V 故 心 付て 行く ほと に石牀 に裂紋 あう 種々 の 異色なる もの あう 即ち 礦な ム仍 

て 鐵鎚を 呼 ひ打碎 かせ 見る に亞鉛 中に 銀 を 含む ものに 似た，. -持歸 りて 試ん 爲 

に 人々 に 命して 掘 取らし むかね て 用意し 石工の 使 ふ鐡鎚 一 ッ 二 ッ 持せ しかと 

廣を 採る には甚 不便に て 人々 苦しむ 其 所よう 西 一 町餘. ^ 隔ぅ たる 處に石 中 ま 

れ くに 鈴鑛 あう 乙 \には礦條ll.^見ぇされは多く採-.^難し石を碎き漸指頭 

の大 さなる もの 五六 塊 獲る のみい つれ 山 も 鑛條を あら はに 外に 發 する は瑰也 

NJ.>- もや 、深く 掘，^ 入な は礦條 ある へし 此日は 礦石 を 取せ て此 近き 邊 少し 平 

かなる 處を 見た て. -假に 例の 木の 皮 もて 蓋 ひたる 小屋 作らせ 其內に 息む 今日 

よ 早くよう B= 童 し 申 夜の よう 遙に 大きく 作ら せ たれ は 皆々 此內に 臥す 山 見 唯 


吉榮之 丞兩人 岩魚の 一 尺 斗 う な る を 捕 へ て 持 來 る 炮 て 是 を 食 ふ 其 美 い ふ へ 

からす 

十九 日晴朝 六十 一 度 

一 飯 後川に 從ひ 上る 事 六 町 斗う 奇秀 の處 あり _ 上 は 怪石 磊 If として 將 に墜ん 

と す る の 狀 ぁ ，c^ 下 は 急 温 綮 据 し て 終 に 潭 中 に 注 く 潭 の 色 深 碧 に し て 藍 を さ し 

^る 如く 深さ 約す るに 二 丈 計，^ されと も 水淸洌 なる を もて 悉く 其 底 を 見る 此 

日も岩魚數多く其內に游へft^携へたる手銃取，c^出て打っ へし やなと いひし 折 

から跡ょ，c^來し從者心なく石を投しかは石間に潜，c^て再ひ出てす夫ょ，c^或は 

石 崖 を攀ち 或は 水を涉 うなと して 進む 程に 此 崖よう 南に 踰る處 あう 乙の 所 は 

溪の 中央に 大石 あ.^ て 行く 水 を 激し その 水 北 崖に 當.. >  て さか 卷 流る \ 事 急な 

, ^其 崖 も盡く 石に て 水の 爲. に 磨かれ たれ はいかに も、 滑 かにて 又 上に 攀援 すへ 

きった 葛 もな けれ は 足 を 踏 止めん 樣も なく 見 ゆ 案內の もの は 難なく 乙 . ^を 渡 

ム しかと 某 は 甚た是 を 怖れて 本 來し道 を 反る 事 一 町 計う こ V に 南 崖よ，^ 北へ 

ゎた，c^て倒れたる樅の木ぁぅ長さ十三四簡水面ょ，^高き事ニ間ょ，c^四間斗，c^ 

P  ® 日 一  Q 九 一 


0  ^--0  m  一  〇 九 二 

も ある へし r  J れを 渡うて やうく 南の 崖に 至れ，^ 乙の 獨木 橋も危 ふから さる 

にあ ら ねと 其擇 てこれ を 渡れ は 初の 崖の 嶮 なる 事/? も ひやる へし 此南 崖に 石 

室 二 ッ三 ッ あう 靑苔 滑に 舖て 坐して 息 ふに よろし 乙れ よ， リ しはらく ゆけ は 左 

の山間ょ.c^流れ出る川ぁ，c^大高川とぃ ふ 此澤の 中肆石 隠れて 見えす 故に 深く 

ぃらす又魚野川に從て上る事數町大ぃなる飛湍ぁ-.^高さニ丈斗ぅ潭中に傾瀉 

す 白浪 石に 激して 萬 解の 雪 を 碎くか 如く 其聲 雷の 落 重る よ， 9 も壯 なう 觀るも 

の 皆 毛 髮を辣 かす へ し 是も名 を 問し かとな けれ は是 よ， 9 して 碎 雪と 呼ん と 傍 

の 石に 害つ く 又 ゆく 事 半里 計，^ 水 を 隔て 細き 瀑布 あ. 其淸麗 なる 事 極めて 愛 

す へ し 其 落る さま 螻珠を 綴る か 如く なれ は 聯珠と 名 けんとて 猶 上る 事 十町餘 

肆石 地に 入て 見えす 去れと も礦を 含める 石牲々 水 側に あう 乙の 奥 も尋ぬ へ 

し 此夜は 昨日 之 小屋に 歸，. .ノ 息.^. -ん とて 川った ひに 下る 折から 沓野 村よ，.." 昨夜 

中 出せし 飛脚 只今 此處 に來れ りと 報す 皆々 驚き 松 代に 異なる 事 はな かう しか 

なと V  口々 にい ひて 色 を 失へ う 某 その 飛脚 は 一 人 か兩人 かと 問 ひしに 一 人と 

答 ふ 去ら は 心 易し 松 代の 事に は ある，^ し 村 限の 事なる へしと 其 持 來，. し 箱 を 


取寄せて見れは果して御代官鈴木藤太の韆野村に來，c^て菅川村のものょft^魚 

野川水かさまさ，c^たる折からなれは此邊の川に狎れたるものとぃ へと も 手 易 

く 川 渡して 谷 あ ひ を牲來 せん 事覺 束な しとい ふ 事 を 聞ても し 某な とに 過ち あ 

,0- て はと 深く 心つ かひして 申 送う し 也 やう に 心 落ぬ て 諸と も 小屋に 着て 

息む 

一 村の 役人に も 藤 太の 申 如く 案內の もの へ 其よ し 申 送う しか は 各 評議して 

い か V 仕らん と 某 か 旨 を 仰く 某 これ まてし は ノ\ 此 山の 奥 を 究んと 企てし か 

と時ょ^cしからすして果さす此度暑を冒し農務しけきをも避すして來.o^しは 

ほい 遂て國 の 利 を 開ん 爲也旣 にこ V に 至れ は 功 を 半 終へ たる 也 あす 一 日 艱苦 

を 忍て 此 山の 大槪を 見果っ へし 今是 よう 歸ぅて ® ひ 此事を 圆らは 又 數日汝 等 

を 煩 はさん 事此. 度に ひとし 费も 亦惜む へ し汝 等た にかて 衣類 を もて 渡う 得 は 

予は 水練に 習へ ，《>是はか-^の川何程の事もぁらしとぃふにそ案內の者も心决 

してぁすは彌谷を下，c^て秋山に出っへしと定む • 

廿日 晴朝 六十 一 度 

^野 日記  一〇 九 三 


野 曰 記  一 〇 九 四 

1 食事 終りき の ふ來， リし 飛脚に 返事と 掘 取らせし 礦土を 持せ て 返す 小屋 を 

出 C 山に 上る 未た いくはく も來 さるに 異香 忽ち 林に 滿っ 惟 みて ゆく 程に 路傍 

に 目 なれぬ 草 あう 地よ，. ノ抽ん つる 事 六七寸 葉な くして 一 莖に六 枝 を 生し 枝 頭 

に 花 を く 形 菊の 如し 莖の色 は 淡 紅に して 花 は 淡 紫 也 皆 玲瓏たる 事 玉の 如し 

f て 喚く に その 香の 淸秀 なる 事譬ふ へ きものな しさき の異香 はまった く此草 

の 薰し也 仙 家に 玉 芝な とい ふは此 類に や 古芝 蘭の 室な と稱 して 芝草 を も 香草 

とす 又 陸 象 山 か 文集に も 芝草 を 得し 事を载 せて 其 花の 狀 菊の 如しと しるせ，" 

其 香の 高き と 其 姿と を もて 合せ 考 ふれ は 芝の 類なる 事 疑な し 塞 を かむ に 味 甘 

くして 微 苦な，. =^猶 博物の 君子に 質さん と 石に 倚て 其 圆を寫 す 夫よう 峯に 上， 9 

谷に下，c^十八日に宿.^し小屋に小憩し川に從ひ行くへき處を擇ひて左，.-右，9. 

と 川 を 渡る 果して 藤 太 か 申 送，^ し 如く 水かさ 常に 倍して 衣 を 解きて やうく 

に 渡る 處 多く 休みた る 小屋よ，^  二 里 あまう も來 つらん とお も ふ 計うな るに 日 

已に 午に £ し 皆水邊 の 石に 腰かけて めんばと い ふ ものに 入た る 取 出て 食 ふ 

案 內の者 左の 山 あ ひよ- - 流れ出る 水をさし てこの 水な かみ を 十二 渾と 申す 今 


よう 廿九年 前 桃 井 宇 一 とい ふ 者 湯 田 中 村に 來ぅ 此處 よう 出る 光る 石 を 見て 銅 

ならと て 上に 乞 ふて 掘 試みし 所な. -と いふ 某 此邊の 山形と 石 質と を考 ふるに 

銅礦 なと 出た すへ き 所に あらね は 自分 は ゆかす 試に 六右衞 門と 助 次 郞とを 遣 

して 其 石 を 拾 はしむ 暫くして 數塊を 持來る 果して 鐡 硫黄の 化した る ものに て 

煉 うて 銅な と 獲つ へき ものに あらす 但燬て 綠礬を 製す へきの み 世に 物 產の事 

開けさるょ，c^杜撰の徒土地の形勢を詳かにせす礦石の性分をも辨へすゎっか 

に光氣 ある 沙石を 見て は 銀な う 銅な うとい ひて 是を もて 多くの 利 を 得ん と 謀 

うて 却って 自らの 財 を も 喪； 5 人の 寶を 費す 事 世に いくはくなる を しらす 嘆く 

へき 事也是 よ， C 山に か V うて 暫 らく ゆく に往々 よき 木 共 伐た る 跡 あうい つれ 

の 所の もの k しわ さなる らんな と 案內の 者に 尋ねつ k 進め はや かて 小屋 一 つ 

見出せう 是は柱 も あ， C てさきの ものよう はや、 大 なう 内に 入て 見れ は 木 こる 

もの三人計，c^にて居る樣に見ゅれと此日は人のかけもなした>酒なと入るv 

器に 須賀 川の しるし あうよう て 山 見 山改の もの を 顧みて 須賀川 村の 者 入 込む 

所 は I 魚 川と つ、 き 曲， 澤 よう 大倉澤 まての 間た るへ し 然るに かく 奥深く 伐 

. 辦 野曰汜 

まま I  ー〇 九 五 


I, 好. 日 a-  一  o 九 六 

入る 事 ある ましき 也 さる を是 まて その V にして置く 事 汝等か 怠りと ぃメへ 

しと 責れは 皆 恐れぬ かっきて こと はもな し此 小屋 幷ぅぢ にある 調度と も燒捨 

へき 淀な 共お 度 はし はらく 寛に 從 はんとて 乙 、は 入 こむ へき 處に あらね は 

早く 小屋 ひき 拂 返く へき よしを 某 か 六右衞 門して 申させた る やうに 板に しる 

させて 小屋の 前に 立て ゆき 過く 是ょ. - やかて 河原に 下..^ 右の 崖に 移，" て 山に 

登う 熊 ffi の裹を 過く 此邊往 々さきの 蓮に 似た る 白 花 あ，. i あ 香 人 を 襲 ふ 此處に 

至れ は兩 崖の 景色ます ます 奇 にして 所在の 巖石 すへ て 斧 擘折帶 の戴紋 あ，.^ て 

黄大療 倪雲林な との 描け る 畫圖に 似た う 蟠桃湍 は I： とい ふ 所に 至れ は 

其の 奇峭秀 絶なる 事 更にい ふへから すた、 畫 中に 入"^ しかと 覺 えて 人間の、. - 

地せ す 詩 一首 を 得る . 

幽溪 十二 曲。 翠壁 千尋 餘、 雲樹絡 葛蔓" 日影 不窺 隅。 中 有驚湍 注。 白 龍 爭奔趨 。飛 霧 如 襲 

人。 草木 皆 霑濡。 我 來三伏 時。 暫 與炎氛 疎。 淸風灑 鬚髮。 爽氣集 襟 裾。 忽見長 眉 翁。 雲 端 佇 

軒 車。 贈 我 紫 瑶 草。 授 我 黄 玉 書。 道 緣已非 淺。 豈 爲 名跡 拘。 高 揖謝 世人。 自此遁 塵 區。 

是ょ. 9=:r 邊を 過き て 山に 登る 路甚 た險 阻に して 木の 根 岩角に すか.^ て 漸足を 


運 ふ ほと 也此 度の 巡 見 中 第一 の險處 とい ふへ し 又 景色の 第一に し ンひ 外に ある 

へ しと も覺 えす 山の 中半に 洞 あ 6, 大さ三 五十人 を 座せ しむ へし 上 は 人工に て 

天 井 を 張 り た る 如 く 平 ら な <^ 此 處 に 至 う し 頃 は 申 の 時 計 ，CN 也 是 よ り 落 合 の 湯 

とい ふ 迄 一 里 半 斗ら も ある へしと いふに を 各 氣カを 出して 道 を も 急け と溪を 

渡.^ 山 を 登る 事險難 なれ は 半途に して 日暮れ 殊に 宵 やみ なれ は 山 ぁひ晴 くし 

て 一 步も 進む 乙と 能 はす 幸に 雨の 來る へきけ しきな けれ は川邊 にて 流れより 

たる枯木を$i^-め火燒かせ飯かしかせて各喰て其儘木の根に依，c^或は石を枕に 

ふす 

廿 一 日 晴朝 六十 六. ば 

一 早 起 溪 流 に て & を か し か せ こ れ を 喫 し 山 に 躋 ，.^ 溪 に 下 る 事 幾 度 な る を 知 

らす 去年 地震に て 山崩れ 流 をせ き 留め.； る處に 至れ は 其 後 破れて 水 もれた. 5 

とい へと も 猶出ぁ ひ 拾 町 程の 間水湛 えて 湖水の 如し 水の 色 紺碧に して 其 底 を 

しる へ からす落合の湯場並其上に藥師の堂もぁ，0^しょしなれとも皆水底にな 

うぬ 其 湯の 出し 山の つ，^ き に 故 の 中 野 御 代官 e 井 何 かしの 掘 試せられ し 銅山 

點野 日記  一 〇 九 七 


とい ふ處 あ-' 是 もさき の 十二 澤の 類に て 山の 姿 一見して 委しく 見る に 及 はお 

は ゆかす 其せ き留 たる 處に 至て 見廻る に大石 大木 落 かさな， 5 て 人力 を もて 容 

易く 堀 通す へきに 非す 水中に 倒れし 木の 枝 を 渡，^ て 向の 岸に 登.^ 本の 河 筋な 

と尋る 間に 窃に 一 策 を.^ も ひ あたれ，. - 則ち 圖を 作りて 案 內の ものに 示し 本の 

湯屋の 主彥七 かこ 、まて 出迎に 出た れは是 にも 示して 小判 三 ひら 四 ひら も あ 

りな は 事足る へし 早く 手 を おろせと 命す 夫よ，. -又阪 を 上る 事 五 丁 計， 9 其 間 も 

列の 前者の 足 後者の 面 を 去る 事 尺 計.^ の處 なり 右の 方は絕 壁に して 殊に 恐る 

へし 坂 を 登，^ 盡せ はや、 廣き道 あ- - 本の 湯 場 まて 牛馬の 通 ひし 路 とて 夫よ，" 

又 t.d 六 町 ゆけ は彥 七か假 住居 あ.^ こ V にて 少 らく 休み 林 を 過て 溪邊に 出て 一 

里餘 にして 和 山村と いふ 處に 至る 乙、 にも 温泉 あ，^ 日 も 午 時に 近 けれ は晝支 

度 せんとて 休む 此日は 暑 威 殊に 甚 しく 行 步も堪 かた か.^ けれ は 驗溫器 取 出し 

て 見 ) に 八十 九 度な，^ き 去れと もこ V の 湯に 浴して 一 時 は 暑 を 忘れぬ 是 よ，..^ 

リを 渡り 山に か、.. ノ ゆく 乙と 二 里 計，. - 屋敷と いふ 村に 出つ 此邊 すへ て 秋 山と 

^ふ 處&昔 城の 祐長 か徽を 避て 隱れ し處 にて 今の 村民 は 皆 その子 孫と いひ 傳 


ふこ 、は 祐長か 屋敷 構 へ 所な うけれ は 今 も かく 呼と そ/ vJ  \ よ、 ク 越後 魚 沼郡大 

屋 ちとい ふ所に出るまて路の程三里と閒て申少し過る頃ょ，c^路を急きしかと 

山. 坂 多く 且 遠くして 中途に て 日昏る 戌の 時計，^ にやう 山 を 下..^ て 平 ら か 

なる 原に 出し かと ゆけ とも /\ 志す 大 やちと い ふ 所に 至らす あまつ さ へ 案內 

のものも夜間なれはぁち^Jちと道を誤，C^なとして漸く夜半過る頃其處に至，C^ 

修驗者 知 寶院の 許に 宿る  , 

廿 二日 晴翻 y 膝 

一 日の出と 共に 立 出て 平原 を 行盡し 少しく 下， 9 て 中 後 村と いふ 所に 至る 此 

邊は皆 越後 魚 沼 郡に て稻田 多く 見 ゆ 初め 鞛野 にて は 落 合の 湯 場 一 見して 湛た 

る 水 切 落 し 夫 よ う 雑 魚 川 を さ か 上 ，o^ 菅 川 村 を 過 て 還 る へ しと 期せし を かく 越 

後 筋 迄 下う し 事の 譯は魚 野 川 南 崖に 見出した る 金坑 を 開かん に 佐 野鞋野 等よ 

,c^米穀を送る時は賞多くかk,c^て不便な，o^ょ，^て米價常に賤しき所を擇て送 

ら せま ほしく 謀， c> しに この 横根 岡 赤 澤中後 等の 邊は稻 はよ く出來 ぬれと 帶に 

せる 千 曲 川に は 名に 負 ふ大瀧 あうて 船の 通 ひな けれ は い つ 方 へ もやる へ き 所 

^野 日記  一〇 九九 


^  0-0  m  一 一 〇〇 

なし 故に 此頃も 鞘 野 湯 田 中に て錢百 文に 米 九 合 を 代れと も 此邊は 壹升戒 合な 

るよ し 申 もの あう しか は 一 通，^ 此邊の 地形 風俗 を も 見知らん とて 此方へ 廻-- 

し 也 中 後の.^ も 立た る もの 宇右衞 門の 所に 休ふ此 もの 年は少 けれと も 伶 荆 な 

る ものな， 9 某 を 見て 殊の外 厚く もてなし 馬 を もて 野澤 峠の 頂 迄 送る 米の 事 を 

も^.0^しに いか 程 も 用 承らん と い ふ此日 路傍の 地睡 菜の ある を 見て ほしき よ 

し を 申せし に 宇 右衞門 近き 內に いか 程 もとらせ 大 瀧の 船宿 迄 出して 送う 屈け 

んと いふ 果してよ く 事に 堪 へき ゃ是 等の 處置を もて 占 ふへ き 也 野 澤峠を 上る 

に 日に 向て 暑 殊に 甚し案 內の者 はし はらく 林間に て凉 を納れ 給へ なと い へ と 

野 P 'の溫 泉に は 山寺 源 太夫 竹內 八十 五郞 なと 湯 あみして 居る よし なれ は 早く 

行き 逢ひ此 頃の 物語せ まほし けれ は ひたすら 道 を 急き 旅亭に つきて * ぬれ は 

よへ まて 此處 にあう しか 越後へ 下る とてけ さ 立 出しと き V て 惜しき 事 限りな 

し 

ぶ 三ョ朝 七十 八 度 

セ 三 日 塞 九 十 三 度 

一 卯の時はか，c^に立出ゥ空に月殘，c^て千曲川原に霧立ゎたるさまぃはん方 


なし 木 島 原に 至る 頃日 初めて 出つ 今日 も暑氣 酷し 安田の 渡 口にて 小憩し 越 村 

の 音 高 寺に 立 寄... N 晝 支度 調 ふ上條 村の 少し 前に 至.^ おも へ は 湯 田 中 村の 飛地 

此村の西にぁぅて此土地に精き人なくては知，《^難し六右衞門は此事に心を盡 

して 後の 便う にも せんとて 渠か手 一 っにて繪圖共作，.^し事もぁれはかれに案 

内 させて 一 通見んとぉもひて是ょ，C^小徑を取，C^て西に進む^Jの徑は湯田中の 

田畑 へ 往來 する 路 なれ は 上條村 にても 田 中 路と呼 ふと そ 飛地 を 問 ふに その 入 

亂れ たる 事棋 子の 錯雜 せる か 如し 然れ とも 六 右衛門 是を辨 する 事 黑白を 分つ 

か 如し 渠は窮 して 濫す るの 小人 なれと も その 材幹も 亦 賞す へし 夫よ，^ 河原の 

湯 場 見ん とて そこに 至る 近年 衰 へ ， ^る さま なれと 若 松屋と 名のる もの もと 善 

光寺 權 堂の 娼家なる か 去年 地震の 變の後 こ V に 借 住居して 湯女 を 商 ふ 其の 屋 

作 ，c^ の や う 頗 る 盛 也 溫 泉 の 室 に 至 う 其 溫 泉 源 を 問 し に 湯 田 中 村 の 河 原 よ ，c^ 出 

るを寬政年中ょ..^上條村へ かしぉきぬと答ふ湯田中村の役人も某か歸^^來る 

を 聞て 出迎 てこ. -に來 る 去年 湯 田 中と 漉 湯と へ 湯女の 事に 就て 厳かに 申 渡せ 

し事ぁれとこ.^計ぅは御料所にて中野陣屋の支配なれは.^^屆かす艱みぉもふ 


^野. 日記  一一 〇ニ 

處に此 度 乙の 溫 泉の 源 御領 內 よう 出る 事 はからす 聞知. たれ はこ V も 湯 田 中 

^湯と 一 様に 御領 分の 者へ 湯女 商 ふ 事 堅く 停止せ しむへ しもし 此の 定めに 背 

か は 湯 導く 樋引拂 ひて その後い かに わ ふると も 貸す ましき そとい ふ 事 此處の 

もの 共へ 申き して 受書 出さし むへ し 此事某 か 歸，. - たる 上に て 公事 方よ，^ 中 野 

の 役場 へ 申 遣し 上條村 役人 召 出して 申 渡す へき 事 なれ ともかくて は上條 村に 

て も 事 六 かし かる へ し 仍而此 度 事 を そき 其 村 役人よ ft> 申さし むる 事し かう 此 

意 をよ く 通せよ と 申す 寬政中 湯の 源 かした る 時の 定め はいか、 あ.^ けん 書付 

たる もの あら は 出せと て 取 出させて 見し に 其 中に 乙の 湯の 運上 金の 事 あ ，0- こ 

れは上 條村ふ 願 ふ へ しとな う 此事は 如何と 尋 ぬるに 其 後 は 何の 沙汰 もな く 過 

き來，c^ぬとぃ ふ 因て 此事も 其 等閑なる をせ めて この度 共に 願 はしめ よと 命す 

湯 田 中 村 のうけ 

1 御料 所 上條村 新田 下 河原 湯塲之 儀當村 分地 前 河原へ 涌 出る 温泉 引 湯 致 稼 

方 仕度 旨 寬政十 午年 中 無心 申 候に 付 其の 節よ，^ 貸 遣 置 申 候 然る 處此度 御 出 役 

先 右下 河原 湯 場 御 一 見 之 節溫泉 出口 御尋 御座 候に 付 前條之 次第 申 上 候 處溫泉 


55ロ旣御領分ょ-^借置候上は湯田中沓野兩村並御li方之儀爲相守可申萬ー 心 

得 違を以 つて 三ケ村 は不及 申總而 御領 分 之 者へ 湯女 等 商 候 儀 猶有之 は 早く 貸 

置 候 湯口 差 留引拂 可 申 段 掛合請 書 之 上 證文取 置 申 候 且又 寬政之 度上條 村よう 

請取候書面にも御運上之義は其村方ょ，c^可奉願と御座候處等閑相成候儀に付 

是又掛 合 爲願候 樣被仰 渡 奉畏候 以上 

嘉 永 元 申年 七月  湯 田 中 村 

名主 印 

組頭 印 

長 百姓 印 

一 轄野 村の 役人 溫泉 寺の 馬に 鞍 置きて 湯 田 中 村の こなた まて 出 迎ふ則 乘.. 

て歸る a 湯 村の 老少 二三 十 人 村 はつれ まて 出迎 ふ各犒 ふて 歸 しぬ 温泉 寺に 入 

し は 申の 時 はか， 9- な i  . 

一 藤 太も來 うて 大 沼の 池の 土 堤 築 添の 事な と 申す 

廿 四日 晴晝八 十七 度 

^野 日記  二 〇 三 


j 微野 日記  二 〇 四 

一 山改山 見す へ て 此度從 行せ し 者と も 休息せ しむ 明日よ き天氣 なら は大沼 

の池ょ，c^岩菅山 へ ® せんとい ひしに 助次郞 眼疾よ ろ しからす とて 今 十日 を ゆ 

る へん 事 を 願 ふ 

一 西洋の 濕法を もて 取らせた る 礦石 を 試む SIM 籠 ぎ 麵賴ま f^l 

礦中 果して 銀 あり 

廿 五日 晴朝 七十 四 度 

一 本鄕の社地に詣，.=^山を祭るその文に云く 

韆野之 山 其 最高 者 曰 岩 菅次之 曰 横手 曰 大倉曰 稻包曰 三 引 曰 赤 石 曰 寺小屋 曰 束 

館 曰 西 館 曰 燒額曰 猿 面柬連 上野 北亘 越後 則其大 可知矣 一 渉 岩 菅之巔 則 遠揖富 

士近援 淺間東 娥ニ荒 西 睨 御嶽 甲斐 之 八 嶽越中 之 立山 加賀之 白山 佐 渡 島 出羽睦 

奧之諸 峯歷々 莫 不可 指 數則其 高 可 知 矣夫其 高大 也 如 此宜乎 其 神 之 靈時興 雲 雨 

有能 潤 乎 百 里 之 外 也 然以其 僻遠 雖有所 產不爲 人 所 知 惟 樹竹柴 薪資給 細民 耳 故 

有司 忽焉啓 去 歲巡佐 野 笠 嶽之麓 觀其山 脉與石 性以知 玆山爲 天下 第二 山 IS i 

下 之 お 五 等 以 陣 石 成 者 ^l^uss- 一  肆石蓋 地球 始成時 之 硬 皮^ 如 レ if 1 續 11 以今 j ゅハ 

^  ^  n  ^ 海 # 遣 骨 者 爲 第 三 沙 土 掘 成 爲 第 四 火 山 爲 # 五 而 ず 言 1 1 >  / す 


六月 十三 日出 于 上野 遇 雨 止 三日 Si 霽乃自 入 山 升嶺默 1 1^ 妻 過. 布 池 沿 溪而下 十 

八日 果得諸 金 之 鑛於魚 野 川 南 崖 所 出 甚廣當 大利于 公也 於 戯玆山 廣袤彌 百餘里 

峯蠻列 峙溪谷 錯流遽 入 其 中 者 不可 辨識柬 西 而啓入 山 僅 二日 輙得吾 所 求 豈獨啓 

之 力 哉 抑 亦 祌之靈 也 不可 不報廼 下山 之 三日 黄 具 淸酒九 尊 以致謝 於 神 惟神 有靈 

尙饗 

一 祭 後 其 祌酒を 下け てこの 頃從 行せ しものに 頒ち與 ふ！^^ 雜ま 雄减娜 雑は賤 

えたれ は 人 毎に 一 尊 を 與ふ餘 の 

十 人に は 取合せ て 五 尊 を與ふ 

一 燥 法 を 以礦を 試む 亞鉛 多し 

一 須賀川 村 山 稼の もの へ 下手 御 林のう ち 許容 ある 處の外 入 込まし きょし を 

山 見 山改の ものよ，^ きひし く 申 送らし む 

山 見 山改の ものうけ 

一 須 賀 川 村 之 者 共 御 冥 加 金 差 出 下 手 御 林 大 倉 澤 よ -^ 曲 澤 邊 迄 山 稼 入 來 候 所 

近來 奥手 迄 入 込 候 儀 此度御 見 分 先き に 於て 御 見 咎山見 山 改見猶 等閑 之 段 蒙 御 

沙汰 奉 恐 入 候 早速 須賀川 村の 者 共へ 嚴敷申 付 御 許容 御座 候 場所 之 外 入 込不申 

^野 日記  一 一〇 五 


I 如 野 日記  一一 〇 六 一 

樣仕猶 時々 相 見廻 場所 違 小屋 燒拂候 樣可仕 候此段 御請 一 札 奉 差 上 候 以上 一 

湯 田 中 村  一 

• 山改  一 

六 右衛門 

沓野村  一 

山 見  丄 

唯 吉  一 


金 

豐 


山改 


兵 

之 


丞 


作 


次 郎 


廿 六日 晴朝 七十 七 度  - 

一 大 沼の 池よ，^ 岩菅に 上らん とて 朝 またき に 寺 を 出つ 此日案 內には 六右衛 

門 助 次郞唯 吉又津 幡屋忠 右衛門 は大 沼の 池よう 田の 水 導く 堰 筋の 事に 深く 骨 

折た る 者 なれ は案內 のうちに 加 ふ 藤 太 を も 同し く 具して ゆくな， かて 運 ふ 者 

六 人う ち 三人 はわけ て 今宵 止らん と 思 ふ舘の 根の 杣 小屋へ 先遣して 薪な と 集 

めしむ 某 は 寺の 馬に 丸 池 脑 • の 先き 蓮 池の 側 迄乘る はす 池と い へ はこの 頃 は 

花 も 盛，^ なる へし 山間に 露 を 含める 姿 珍ら しく 見處 あらんな とお も ひて 馬の 

あかき いそ かせて 來， C> しに 蓮 は 一 つもなくて た、 萍蓬 草と ころくに 生 ひ 出 

たるの みこれ はいかに と 案內の ものに 問へ は rjv もとにて は NJ れ なん 蓮と 覺 

え さ ふら ふと い ふ あし を濱 荻と い ふ處は あう とき \ しかと かう ほね を はちす 

と 呼 ふ 所 はこ V に 限る へしと て  一 しぬ 僻境の ひらけさる 風俗お も ふへ しゃ 

かて馬ょ，c^下，：^て夫ょ，c^忠右衛門か田水導く溝の傍を過きてかけ樋にて引く 

所は其掛樋の上をゎた，c^て 一 里餘ぅ ゆけ は 鬼 口と いふ 處に 至る 田 水 ひき 始る 

處也 左の 方に 瀑布 あう 景色 又 あしから すその 上よ. =>溪 流の 中を步 みて 淸 水平 

^野 日記  一 一 0 七 


^ 野 曰 記  二 〇 八 

とい ふ W に 出て 又 急 湍にム 、ふて 巖石を 上う 小 はム大 は.^ とい ふ 平ら を 過き そ 

はたちた る 谷間 を攀 ちの ほ，^ て大 沼の 池に 至る 其 地の 形大 かた 大 いな る葫度 

に 小なる を 接き たる 如し その 大 いなる 處は徑 う 百 三 五十 間よ，^  二百 間に も餘 

うぬへ し 其 次 は 二三 十 間 也 M れをー の签 とい ひ 其 次 や、 小なる を 二の 釜と い 

ひ 末なる を 三の 签と いふ 水 rJ の處 よう 流れ出つ 池の 東に は 寺小屋の 峯赤石 あ 

う 南に は 布引 鉢 西に は 前志賀 外志賀 あうて 其 山々 の 澤水落 こみて この 池 をな 

しぬ る 故にい かなる 旱魃の 年と い へと も水减 する 事な しょ，^ て 性 年旱の 備に 

とて  一 二の 釜の 間に 築し 土 堤 あう 高さ 二 間 長 は れに 十倍して 其 半 はに 趣み 

通 あう 厚さ は 法に 合 はす 壤 崩の 恐れな きにし も あらね は 九十 度の 角と い ふに 

築 添 ふへ し 高さ も 今 五六 尺 ましな は 其 利 更に 廣 かる へし 三 村のう ち 田 直しに 

て S ば"？ 娜, は^  wis  S 利 多き 處少 からす 去れと も 水の 餘，" なけれ は 流 末 

の 村に 障る 事 あ ，0- てな し 難しよ，^ て 三 村の 水利 を大 にせん とに は此 地の 堤 を 

つき 增 すよう 先なる はなし 幸に 堤 を 置きし 處葫 蘆の 約處の 如く なれ は 土工の 

费も 多から すして 辨す へ し 某 その 費の 大凡 を算 する に 二 千 四 五 百の 工夫 を 用 


ひ は 事足る へし 歸 

午 飯 を 終へ 琵琶， 池 

の 根 へ 赴かん とす 

舘の 根に 至れ は杣 

より 少し 上に 北方 

廿七 日朝 

一 つとめて 起 出 

雨なら す ともかく 

しくな と、 い 細く お 

ち 少なから すと 各 

に 登臨 せんとい ふ 

は か し r」 よ 

下らて 中 小屋 原と 

北に 傾く ひち， り 平 

鹣野 日記 


藩 を 得て 伺 ふ 

の 傍 迄 下 夫 

藤 太と 忠右衛 

小屋 三つ あ，^ 

とよ ふ 處に溫 

六十 九 度 

て 四方に 霧 立 

曇-^ て は 岩 菅 

も ふに 日出る 

悅ふ 折から 溫 

奥 ある 事な う 

水 わき 出て 沼 

いふ 所に 出つ 

とい ふ 所に 至 


へきな， 池邊テ レ メ ン ティナ 樹 多し 樹 にて 

よ， 又澤を 下うて 今朝 人 を わかち や.. N.?- る舘 

門 は大に 疲れたれ はとて 暇 を 乞 

其 やう は 大方せ ん澤 にあ 6, しも 

泉 出つ 甚 熟し 此夜は 左の 端の 小 


へ は ゆるしつ 

のに 似，^, 9 是 

屋に 唾る 


乙め て 山 も 谷 も 見え わかね は 

のいた 、きに て 千里の 目 を 極 

頃よ ，0- 空 晴れ わたうて 日影う 

泉 寺の 住持 弟子の 僧 一 人 伴 ひ 

とて 共に 立 出つ 嶺を 登， 盡 し 

の 如き 所 あ，.^ 一  の瀨 とい ふ雜 

猶 ゆく に此邊 すへ て廣き 平地 

れは更にぅちひらけた，.=^ 一  の 


雨に やなら まし 

んと 企てし も 空 

る はしけれ はさ 

來て 同し く岩菅 

て斜に 少し 下れ 

魚 川の 源 也 や.^ 

にて た V 少しく 

P よう 此邊迄 一 

一 一 〇 九 


1^ 野 日記  - - -C 

里よ 遙に&  ,0, ぬ へ し 去れと も 木 は 伐， つくして ひとは ひもな しか V る 地勢よ 

ろしき 所 あまた ある を 木の 苗植ん ともせす 別に 開墾な との 計 ひもな くして 過 

ぬるは.lr^>司のものv怠..^^とゃぃふへき是ょぅ十町に滿すして菅澤とぃふ所に 

至る 澤の， M: ひに 木 伐る もの V 小屋 あう 是 にし はちく 休みて 今宵 はこ 、に 還り 

て 白ん とて かての 料き か へ の 衣な と 皆お ろして 乙のう ちに 留め 夫よう 澤 水の 

中 を m うて ひたすら みなかみ さして 登る と 一 里餘 をの 間 水の 深き 處も あれと 

^き處 を擇て ゆく 故に 膝 を 乙す に は 至らす されと 山 深き 谷川 なれ は 其 ひや、 

かなる 頭. 腦 に 徹する 樣に覺 ゆ 午の 時に 近 けれ は 瀧 あ.^ てけ しきょき 所に 坐し 

て かれ； 3 取 出て 食 ふ 夫よう 水 ある 所 を 離れて 左の 方の 澤に 入る 乙." を はし 乙 

澤と いふ 殊に さかし くて 澤 中の 石 階級の 如き 處多 しこの 難處を 二十 町 計り 登 

霊 して 平行と 呼 ふ 竹の 中 を わけて 又 ゆく 事 六 七 町 計う 始めて 山の 脊に 出つ 

是 よ- > 山の 南 を 上る に 尺に も滿 ぬ小楚 のみ 生 ひたれ は 山 は險阻 なれと や V 上 

.CS 易し こ 、に 來，. ^て 山頂 を 望め は 五六 町に 足らぬ やうに 見 ゆい そき て 其 頂と 

a ひし 處に 至れ は 乙との 項は猶 はるか 上に あ ft- 此邊 よ，..' なきの 松 生^しけ 


ft^枝地には；S^J,c^て蔓の如し登.c^けはしけれは此枝にと，e^っきゃぅ ビ た 

、きに 至る 四方の けしきお ほかた さきの 祭文 中に しるす 處の 如し 紙筆 取 出て 

遠近の 山 脉を圆 に 作る 謙訪の 湖水な とも 霽れた る 時 は 見 ゆると 聞し かと 此日 

はぁゃにく雲か、..^て見ぇすrJの項の東に外岩菅と呼ふ峯ぁ，O^^J、ょ，r^又 一 

と 際 高く 秀 てた-. >  誠の 岩菅と いふ は 是 なる へし rJ の 所 を 前岩菅 とい ひ柬 なる 

を は 外の もし を 除き 呼 ふ へ きな うそ こまて ゆき 見 く ほし けれと 咯 さかし く 

して 二 里に は 程遠し かしこ へ 登.. N て. 菅澤に 還らん に は 六 里に 餘る へし 半途に 

て 日 暮なは いかく せんと 案內の 者い へ はせん 方な くやみぬ し はし こ.^ に 休ら 

ふ 間に 淺間嶽 の 方に 黑雲 起，. ^ て 忽ち 艸津の 邊と覺 しき 處 まて 夕立 降來る やう 

に 見 ゆれ は 雨 の來 ぬまに 山 を 下らん とて いそき て 降るな きの 松の 枝 を 手 折て 

尻に しきて 身 を そらさ まにして 足 を 少し 動かせ は 二三 十 間 目た k くまに 下れ 

. ^皆 興 あう とて K ふ 道 を い そ き た れ は 水 中 を ゆ く 所 迄 は 申 の 時 前 に 歸 .c^ 來 れ 

,CN きの ふ 山に テ レメ ン樹 多き を 見て け ふの 處も必 す ある へ しと 思 へ は 藤 太の 

歸る時 釆.^ て& ふる 瓶 子 やうの もの 二； 三 ッ遣はせとぃひゃ.0しにけさ溫^:水 


^野 口- 詛  一-二- 

寺の 弟子に あつら へて 送-^ し 器是迄 持せ たれ はまお 日 も 高し 此邊 にて テレメ 

ン樹見 付て 油と らんと て 索ら せし によき 木 性々 にあれ は 某 先つ 手 を 下して と 

るし よらく 采る 程に よき 手つ V きを 自得して 量 多く 獲た う 諸人に も その 手つ 

k きを 敎れ とも 終に 某に 及 ふ ものな し 菅澤に 歸.. -猶其 邊の木 尋ねて 釆 るテレ 

メンテ イナの 事 宇田 榛齋か 著せし 遠 西 名物 考 なと にも 和漢 產詳 かなら すと し 

て是迄 本邦に 出つ る を 聞かす 藥铺に ひさく もの は盡く 舶來也 去れと も 精品少 

くして 粗品 多し ヮ I トレ ノー 雜人 藥學錯 にも 尋常の 品 は 黄色 稠厚 にして 透き 少 

なくに ほひ rjv ろよ からすして 味 苦し かくの 如き もの は內 服に 用 ひすた 、外 

用ズ充 るの みへ ネ チヤ テレ メンと 呼 ふ もの は 稀薄に してよ く 流動し 透明に し 

て 其 &微黄 味 辛く して 微 しく 苦し 是を 上品と なすと 見えた.^ け ふ釆り 集めた 

る を 見る に 上品の ものに 當れ うに ほひ はよ く柑 皮に 似た う 是を產 業と して 釆 

る もの 出て 來ぅ 年々 多く 釆， CS 出して 四方に 驚か は その 利 も 亦 細なら す是 はた 

、醫藥 のみに 非す 洋 方の 火 術に も かくへ からす 又 さまく の 油 漆に 用 多し 

一 きり ふ 過し と ころ くによき 木と も 伐.^ すてた る 事 いくはく とい ふ • こ と 


を しらす いかなる 故 そと 案內の ものに 尋ねし に 伐る とも 性 あしき を は 仏 口 七 用 

ひす 又 節 ある 所 は 悉く 捨て 、た k はし わう M なと に 作る に 便なる をのみ 取， 

出す 故に かくす たれし は 多し とい ふかくて は 一 本取，c^出すにも三本も五本も 

伐る へ しかくて はいかなる 大山 廣林 なう とも 荒れ 果ん事 年 を數て 待つ へしこ 

の處 置な くん は ある へ からす 

廿八日陰雨翻^_、|:|« 

一 韁 野に 還る 途中 テ レ メン ティナ を 采る中 小屋 平に 至る 頃 雨 ふ， CN 出つ 館の 

根に 下れ は 晴れぬ 晝 過る 頃 寺に 歸る 

一 所の 兒 輩に 手 習 はする 孝 右衛門 呼て 茶な と與へ て 例の 子弟の 淨窨取 集め 

て 見せよ とい ふ はれ S 軟修 

廿 九日 晴朝七 十五 度 

一 タレ メ ン ティナ 釆， に 人 遣して 一 日の はたらき を 見て 價 定めて 猶 とらせ 

んと 思へ とよ へ の 雨に て 林間に 露 多く 油 中に 混 せんこと を 恐 るれ はやみぬ 

一 御 林に 入うて 竹 木 伐.^ 出して 生產 とする もの 、名と 人 rJ とに 年に いくは 

微野日 0  1 1 一 三 


くの 木の し ろ 收 ひると をし るして 出す へしと 役 かか，^ の ものへ 命せ しに 明日 

迄 ゆる へ ら れんと 願 ふ 

一 孝 右^門 兒 if の淨書 もて 來 るけ ふ は その 兒輩 こ.^ へ 呼へ とて 二十 人^ 力 

.c^召出して各々五六寸程のもしかくへき筆ニ本っ、とらせて此後はょく精出 

しi^-るものvみに取らせんなれはょく勤めょ親と師の敎へ に は 違 ふなと いひ 

て歸 す此處 は偏卑 なれ は 人々 もの 讃み手 習 ふこと なと すへ てうと し 故に 某 出 

る rJ とに 童兒 W に は必す もの 讀み手 習 はせ よ 文字 しらね はもの V ことわ，^ 暗 

くして， にっか へ 上 をう やま ふ 事 も.^ ろ そかなる そかし なと 勸め い さな ふこ 

と 也 凡そ 下を馼 する に は 人 をして 倦ま さらしむ る事簡 要に て 大事 小事 皆し か 

ら さるな し兒 輩の 手 習 ふ を も 有司な と 誰 あ，. - て誘掖 したる 事 もな き 時にはき 

よ 寄 もて 來 よな とい ひたる 而已 にても 少し は 勸む事 也 去れと もし はく すれ 

は 狎れて その 補 ひなし 故に 此度は 少しの もの 取らせし 也 又い つも かくて は 勤 

有の けちめ なくして その 弊 あれ はこの 末 は その 間につ いて 擇 はんとな" - 


鞍 野 日記 下 

七月 朔日晴 翻せ 1: 一一 一一 離 

一 鶴 左 久に山 見の もの 四 人 とと .も に 村よ， M 一里 半 計.^ 隔ぅ たる 硬 川の 上に 

行て- プ レ メ ン ティナ を釆 らしむ 日 暮て歸 る 鶴 左 久と唯 吉は各 四十 目 餘の量 を 

得 外 三人 はた . ^八 九 匁の み 

一 礦中の銀ゎけ取んとて尋常の法に依.^て灰牀作，c^吹せしに試る量僅かに 

して 鞴の カ强 きに 過き たれ は 皆 燃え 散る 小さき 鞴 索せ しかと 例の 偏卑 なれ は 

な し 

二日 晴晝 八. 十四 度 

一 山 稼き する もの.^ 調へ 

に 出て いま.？^ 歸らぬ も 侍れ 

居 あはせ たる もの をし るし 

一 湯 田 中 村 役人 召 出して 

^野 日記 


きの ふまて にと い ひて 尙 出さね は 促す 村の もの 山 

は 人 揃 はす その， ふ 迄 ゆるさ れんと M ふよ， 9 て 今 

て 左らぬ もの は 跡よう 書载 せよ と 命す 

上條村 河原 湯の 事い か 、はから ひしと 尋ねし に 其 


答 ふる 處さ たかならね は 深く 其 こたり をせ めて 更に 六 右衛門に 命して その 

及 はさる 處を 補助せ しむ 

一 寶中コ バ ルト 一 化 sl^^ 製 はなき かと 蓬 砂と 合せ 燒き 試む これな し 

三日 晴晝 八十 二度 

一 上州ー^^ぉの事詳かにす へき 爲に信 上 二 國の圖 近き わたう にある と ある を盡 

く 集る に皆此 頃の ものにして 某の 考に符 する ものな し §i の 草 津湯本 安兵衛 

か 許に は 上 州の 古圖 あるよ し 聞て 助 次 郞と六 右衛門に 借る へき よしを 命す • 

一 山 かせきの しらへ 上條 村の 事い つれ も 猶日を ゆる へられん 事 を 請 ふ 

一 礦を煉 て 鉛 を 和す 是は銀 を わけ 取らん 爲也 去れと も 程よ き鞴 なけれ は 又 

然 ちらん 乙と を 恐れて 姑ら くさし 置く 

ーテレ メンテ イナ を淨 製す 

四日 晴 翻れ 付 一一 一 雌 

1 人參 畑お t 幷硝 石造る 小屋 雄 £1^， の の 風に 吹 倒された る を 建て 改めさ 

せん ためゆき 見る 


1 山 稼す る もの、 名幷收 ると ころの 木の しろ 書し るして 出す 是を 見る に 年 

に收る 所の 利 通計 百 四 拾兩計 也よ， 9 て 其 ものと も 夜間 寺へ 召集め て § 顧 5 ぼ 

種子 下す もなか なるよし 晝の間 召 出さ は 時を楚 ふに も當 らん かと かくする 也 初め 名と 

木の しろ を しるさし むる にも 必 すたね まきな と の妨 けになら ぬ やうに せよ と いひし か 

ば f よ W 廣き御 林のう ち 恣に斧 入る. -事 ゆるし 給 ふ 深き 御 惠の程 を 申 聞 

かせ 又此頃 巡視せ し 所 を もて 御 林の やかて 荒れ 果っ へき 事に も 及 ひて 此 ま.^ 

にて 棄 置きた らんに は汝等 子孫の 爲 にもよ しからし さて 上に は此御 林の 爲 

に 山 見山改 とい ふ もの を も 立て かれて 年々 郡 役 八 人 下さる 、事 也 去れと も 

木 伐 出さる 事 稀な，^ 却って 汝等は 常に 其 利 を專ら にす る 事 なれ はせ めて 得る 

所の 利の 十分の 一 を 奉る へし 去. 0 なから しはらく のうち 奉る 處の 三分の 二 を 

下さる へ けれ は それ を もて 御林植 つきの しろと なす へ し此 事す ぢ ある こと.^ 

おも は V うけ 書 出せと て その 下 案 を 下す 

うけ ま 1 下 案 

私共 數年來 御 林 竹 木 頂戴 仕 農業 之 隙に 山 稼 渡世 仕 父母 妻子 養 方 仕 候 儀 偏に 御 

上樣 洪大 之 御 厚恩と 難 有 仕 合 奉存候 今般 當村御 出 役 被 成 下 御 林 御 見 分 御座 候 

鞘 野 日記  ， 一 】 一七 


處年々多分之木品伐，o.出し且伐.c^棄，c^材木夥敷有之*御覽被成下山稼人5^並 

年々 稼 方 金高 御尋 御座 候に 付 別紙 之 通 取調 申 上 候 處是迄 差 上 來候御 冥加金 三 

兩以之 外 不相當 之 儀に 付 向後 稼 方 仕 候 拾 分 一 御 冥加金と して 上納 可 仕樣 被 仰 

含 被 成 下 幾重に も 奉畏候 尤も 御 林 多分に 伐 荒し 近間 之 分 は 一 向 種 木 も 無之樣 

相 成，^ 此儘 次第に 山 深く 伐 入 二三 十 年 も 相 立 候 は \ 御 林荒果 候の みならす 山 

稼仕候者も稼方出來兼候に至.=^當村難£之甚にも可相成に付格別之思召を以 

暫之內 右 上納 十分 一 之內 三分 一 上納 仕殘 三分 二 を 以伐荒 候 場所へ 苗木 種 込 料 

に 可 被 下 置 段 誠に 以難有 仕 合 奉存候 然る 上 は 年々 五 百 本 銀 贰拾目 之 割合 を以 

て 唐松 ひそ 縱之類 苗木 出精 種 込 可 仕 候 就て は油斷 懈怠 無 之樣共 吟味 仕 猶又山 

見山改 にて 時々 見廻 種 込 精々 行 屆候樣 仕度 奉 存候右 御請 書 仍而如 件 

年月日  山 稼 之者總 人別 


然るに集，c^たるものv中に三た，c^ょた，c^桀驁のものぁ，o.てゃっかれ等御林に 

入て な，.^ は ひ いとなむ とい へと も その 收 むる 所の 利 皆 やっかれ 等 か 筋骨に 出 

る 所に して 人に やと はれて 賞と る も 同し 事 なれ は 十の 一 奉らん 事う け ひき 錄 

しと いふ 去ら は 汝等强 て 御 林 へ 入る にも 及 はし 人に やと はれ 賃を 得て な，^ は 

ひ を 助けよ 收る 所の 十分の 一 を 奉れと はい へと も旣に その 三分の 二 賜らん と 

い へ は rJ の 年頃 出す 處の三 雨に 多く 上らし 但加 はる 所 は 苗木 植繼 きの 方 はか 

,c^の事也夫も汝等か子々孫々まても今日に替らす御惠に潤ひ奉ぅてな，^はひ 

いとなま しめんと て rJ そかく は 計ら へ 然る を わき ま へ て かくの 如き いら へ す 

る 乙と やすから ぬ 事 也 去ら は此 うけ 書 出せと て 又 この 下 案 を 下して 初め 喩せ 

しに 從 はんもの ははし めのうけ 書せ ょ從 はぬ もの は 後に 依れと て 役 か、.^ の 

ものに 申 通せし む 

うけ 誊 下 案  • 

今般 御 林 御 見 分 御座 候 處山稼 之 者 共 年々 多分 之 伐 嵩に 付是迄 差上來 6. 候三兩 

之， 冥 如に て は 不相當 に 少分之 儀に 付せ め. て は銘々 稼 高 拾. 分の 一 御 冥加と して 


上納 

內三 

被 仰 

に 付 

共 御 


韩野曰 m  ニニ 〇 

可 仕尤是 迄數十 年來伐 荒し 候 場所 多分に 付 暫之內 右 植繼之 料に 御 

分の 二 可 被 下 置 就て は 五 百本貳 十目 掛，^ の 割合 を以 苗木 種 込 出精 

奉存候 然る 處右 にて は 御 林 入 込 稼 方 延引 仕度 奉 

立 入 賊木仕 候 者 御座 候に 於て は 如何様 御 仕置 被 

御請 誊仍而 如 件 


含 被 成 下 難 有 仕 合 

候て は 向後 御 林へ 

恨 無 御座 候爲 後日 


年月日 

書 之 通 相違 無 御座 候爲 後日 奥 書 印形 仍而如 件 


人 


役人 

山改 

山 見 

一 うけ 書の 事 少しく 日 を延へ 給らん と 願 ふ 

一 半 兵衛鶴 左久と 交代す 則ち 案內の もの 二人 添て 山に 入て テ 

を釆 らしむ 釆ぅ方 を 心得て 他日 用 あらんと を 欲して 也暮に 及ん 

少し 


冥加の 

可 仕樣 

ネ候右 

仰 付 候 


レメン 一 

て 歸 る 一 


ティナ 

得る 所 


一 佐 野 村長 藏 とその 本家 源 內と山 境の 事 訟に及 はんとす 召 出して 申 諭して 

平 かしむ 

しヽ 3  .EE  .fa- 七十 1 度 

六日 &-晝 七十 九 度 

一 湯田中村役人上條村ょ，c^賴遣したる書付持來る則ち^^れを許して其日に 

及 は. -促 かして 事を涛 せよ と 命す  、 

上條 村よ，^ の 書付 

當村新田河原往古ょft^溫泉稼方仕罷在候處其後度々大滿水仕湯ロ致流失用立 

不申 候に 付 御村 方へ 御 無心 申入 引 湯 を 以て 溫泉稼 方 相 績罷在 候 處佐久 間 修理 

樣御出 役 先に 於て 御 趣意 之 趣 被 仰 含 被 成 下 候 所 村 方 農業 仕 付 中に 御座 候 間 申 

談事行 屆兼候 間來る 廿日 迄 何卒 御 日 延御猶 豫被成 下 候 樣賴上 候 以上 

上條村 

嘉永 元年 申 七月 六 日  名主 

淸七印 

湯 田 中 村 


鞘 野 日記  II  ニニ 

御 役人 中 

一 草津 / 國^ 圖 借らに 遣し たれと きの ふ 乙ね は 今朝 又 人つ か はす 黄昏す こ 

し過る頃もて來れ，c^ぃそき披き見るに此頃作，o,たるものにはぁらねとゎっか 

三 四十 年 前の ものなる へ く 見 ゆかつ 古き 名所の 歌な とかき 加 へ たる もの なれ 

は 全く 好事の 人の 手に 成れる にて 國の 守な とよ.^ お ほやけ へ 奉られし 寫 しと 

も見ぇすまして布池の處此頃ぁ，.=^ふれし圖と同しさ，^にしるしたれは用なし 

はしめ ようか やうの ものと しらは ふた V ひまて人をも勞せさ，c^しを い と-,^ 

無益なる 事な， き 

一 うけ 書のと い つれと も决 せね は 此夜又 與に召 寄せて 諭す 尙决 せす 

七日 晴朝 七十 一 度 

一 役 か、 うの ものよ，^ うけ 書のと 中元の 後 迄 まけて ゆる へ 給 はれと 請ふ此 

,處 の もの は 偏 僻の 地に 生れても しも 知らぬ 程 なれ はと 每に かたくなな. 去れ 

とも 又/? も ひの 外に も き處 あ，^ 故に 某に 擒縱 の權 あ，^ てまつ その 架 鰲のも 

のひと，c^ふた.c^を治めはかはか.^の事かく日を移す事はぁらし然れとも閑散 


の 班に 居て た、 利用の 掛.^ とい ふまて にて 覊約鞭 策 もな くして 驕れる 馬乘ら 

ん とする か 如く なれ は 歸藩を 待ちて 謀る 處 ある へ しとて 暫く その 請 ふ 所 を 許 

す 

一 午の 時 はか. =N に 沓野を 出て 福 島 村に て 夕 支度し 夜半 松 代に 入る 

浦賀 日記 

嘉永六 年 癸 S 六月 四日 曉 注進 承- - 直に 新橋 御屋敷へ 罷出 御用 番へ相 屆け御 足 

輕兩人 召 連れ 致 出立 其 夜 四つ 時 浦賀着 

五日 朝山に登-.^異船の掛ft^居候樣子ー見又夕景にも同し處に出てー見候日 

に 映して 其 朝見え さる 所 まて 殊に 鮮に 見え 候； 5 き 其 時 船中に て樂を 奏す 其 緩 

急徐疾 大略 荷 蘭 練兵の 鼓の 如し 

六日 晝浦賀 の 事情 一書に 認め 一人 足輕に 命し 望月 大 夫に 遣す やかて 蒸氣船 

一 艘北を さして 乘ぅ 出し 候よ しの 風說騷 しく 開え 候に 付 門人 共 をして 山に 登 

, ^見せしめ 候 所 もはや 觀音 崎を乘 通う 帆柱 も 見えす と 申 事故 此 外の 船江府 

滤賀 日記  .1  二  二三 


浦 賀曰記  一二 一 0 

近海へ 乘 入.^ 候 半 等の 事 も 候 かと 氣遣 ひ是迄 出張 居候 所 一 艘 にても 內 海へ 乘 

,c^人，c^候ては容易ならさる次第御府內にも嘸騒き立可申御屋敷の事も殊に氣 

遣ひ奉，c^候に付直樣浦賀出立馳候樣に致し大澤に至-^船を倩ひ順風に帆を揚 

けて 其 蒸 氣船を 逐ひ候 如くに 致し 候 所 初の 程 は 十八 九 町 も 隔，. -候 かと 存候內 

次第に 遠く 一  里 餘の隔 に 相 成う 申 候 其 時 蒸 氣船は 帆 をも揚 けす 二 艘の端 舟 を 

卸し 夫に 海の 深淺を 測らせな から 只徐々 に 其 輪 を 轉し候 はか，.^ にて 候 ひき 本 

牧邊迄船を進め今に夫ょ.^內に向ひ候かと望觀候內東に轉し船を走らせ本の 

所に 向 ひ 候に 付 野し まに て 船 を 乘換へ 其 夜 六つ 時 過き 歸宿 致し 直に 御屋敷へ 

出 今日 異船乘 入 候 所 諸 所の 御 固 人 數手を 束ね 候 次第 を委に 申此樣 子に て は 追 

々猖獗 の ふるま ひも 可 有 之 夫に 付て は 大小 銃 彈藥の 御手 充 緊要の 段 申立 候 所 

尤の 次第と て 望月 大 夫に 被 申 渡 私に は 存念 申候樣 にと 申 事故 先 大砲の 御備へ 

向 穿鑿 致し 見 候 所 調 □ の 事故 蟻 川 生へ 大砲 御用 掛，. ^被 仰 付候樣 申立 是迄 少し 

S5  く心掛 居候 子弟 を 引出し 其 頭取う に 中 俣 を 定め 私 方の 稽古場に 於て 晝夜 骨折 

らせ 侯に け 七日 八日 兩日 にして 少しく 得 修理 候樣相 成." -中俣 も是迄 致し 來"" 


候事のみに心得候所此度私方へ來，c^諸 

とて 束修の 心得に とて 肴 代な と 持參候 

合 も 宜しく 致 大慶 さら は 致 一 手段 候 半 

九日 早晨 望月 大 夫へ 參，. - さて 感應院 

に 於ても 大砲の 御製 作 有 之 御在所 表.^ 

時節 公 邊の御 警衛と も 相 成 候 思 召と 奉 

候 樣被蒙 仰 候 も 御座 候樣に 候へ は御默 

候 もお ほやけ に 知れた る 事に 候 へ は 今 

船內海へ乘入-.^自然亂妨にても始め候 

大砲 を 用； 5 候 は 地勢に よ.^ 候 事 軍事の 

は 大砲 多く 御所 持の 御 家 は 此處少 き 御 

て 有 御座 間 敷 左 候へ は 品に よう 大砲 等 

御座 其 節に は感應 院樣御 終身 御 苦勞被 

か 如くに 可 有 之 其 時 地の利 をも辨 へす 


事 直 法 を 辨へ始 て 夢の さめ 候 樣覽ぇ 候 

坏心服にて事を取，c^計らひ候故大に都 

と存し 

樣御 終身 外 寇の義 に は 御 苦勞被 遊此表 

御 取 寄に 相 成 候 も 御座 候 は 畢竟 如此御 

存候 諸家 樣 にも 追々 御 國御人 數被差 出 

し 御座 候ても 御屋敷に 數 挺の 大砲 御座 

日に も 御 固 塲被蒙 仰 候 半 も 難 計 若又異 

節 は 御 防 被 蒙 仰 は 必然の 義に候 然る 所 

簡 要に 御座 候 所公邊 にて は 火急の 際に 

家 は 彼の 所と 申樣 精密の 御 指 圆は决 し 

難 用 場へ 御 人 數被差 出 候 檨の義 も 可 有 

遊 御 造 立 に 相 成 候 御 武 器 も ぁ ，c^ て な き 

大砲な と 引出し 誤て 賊に奪 はれ 賊ょ， 


其 筒に て 打 立ら れ候 等の 間違 萬に 一 御座 候て は 利 を 失 ひ 候の みならす 天下 後 

世 御 家の 御瑕瑾 たるへ く 候 依て 大砲 を 川 ひ 候に は 先 地の利 を擇 ふに しくな く 

rl^ 私 かねて 料 見 仕 候に 市中 を 燒き拂 ひ 其 形勢に 從ひ備 へ を 設け 候 は V 御府內 

によき 場所 幾 處も可 有 御座 候へ とも 左な くして は 御府內 にて は 大砲 は 用 ひ 難 

く宾御 府內に 尤も 近くして 砲 を 用 ひ 可 申 場 を 擇み候 時 は 外に 無 之 御殿山 近邊 

可 然と 相 考候異 舶乘. ^入 候 節 其 所衝に 當.. - 候へ とも 却て 防く に 便よ く 候此場 

所収， - 定め 御 固 被 蒙 仰 度と 此節 御內願 御座 候 時 は 第 一 は感 應院樣 へ 被 爲對御 

誠忠の 思 召 を 被 爲繼候 御 趣意に て 御 孝道 無此上 公邊へ 被爲對 候て は夷賊 衝突 

の 場所 御受 持の 次第にて 御 忠節 たるべく 又 御 家中の 面々 家國 天下の 爲に其 身 

を 致し 候 は 勿論の 事に 候へ とも 無謀に して 肝腦 地に 塗れし め 候 一はん も慯 しき 

義に^^-^^私申上稳邊に候へ は 砲 を 放ち 候に も 敵 砲 を 避けな から 放ち 候 手-段 も 

出 來可申 又 御上 御 出馬な と 候ても 右 場所に 候へ は 洋名ボ ム フ レ ~ とて 敵の ボ 

ン ベン にても 危き事 無 之 小屋の 製法 有 之 候 早速 夫 を 作らせ 候て 其內へ 御上 を 

可 奉 入 左 候へ はけく 事 御座 候 節 御屋敷 御殿に 被爲渡 候よ. 《 ^御 心 易く 御座 候 は 


ん是上下內外萬全の策時に取，c^此外は有御座ましく^理を盡して申候所望月 

大夫 にも 至極の 事と 被相納 候に 付し から は 私 を 以て 御內 使者と し 阿部 康 へ セ】 

牧野 樣へ な，^ 可 被 差遣 尤も 御 留守居 同道に て 表 向の 御 口上 は 御 留守居 申述緊 

要の 御 口上 は 其 機 變に從 ひ 私 申述候 はんと 申 候 所是亦 伺の 上 可 然義と 極 ft- 申 

候 其 日 御 出仕 後と 兩度 阿部 樣へ罷 越し 御 退出 後に は 牧野 樣へも 罷出候 阿部 樣 

にて は御內 願の 筋 御 尤に思 召 早速 御 評議 可 有 御座に 付 御 口上書 取 差 出 候樣御 

座 候に 付則 左の 通ら 致 草案 御 留守居に ては津 田に 候 所 草稿の 表餘. ft- 立派 過 候. 

と 申 論に て 高 田と 申談し 少しく 禁句 を 省き 候樣 子に 御座 候 ひき 本意 は是の i 

ら に！ 

(御 口上手 扣此 所に しるす) 

私に は 軍議 役 を 被 仰 付 砲術 私 門下に 無 之 者 は盡く 私へ 入門 候樣 御用 番被仰 渡. 

私へ も 砲術 御 人數取 立の 義被仰 付 於 御殿 入門の 式 を.^ こな ひ 御馬 場へ 出 候て； 

其 人々 に 裝法打 方 等 致敎授 一 兩 日の 後に は 稍 可 觀相成 申 候 

十 日 に は 昨日の 御 內願御 聞 濟に相 成 時 は 御 人數出 早速 被 蒙 仰 候 哉 も 計る ベ； 

浦賀 日記  ニニ 七 


浦賀 0  ss-  二  ニノ 

からず 候に 付 兼て 御殿山 觀 櫻の 折に 萬 一 異船品 川 沖に 乘り入 候 節 は 大砲 を備 

へ 可 申は此 所可然 など V 申考へ をつ け 候 事 も 候へ ども 彌と申 節に は尙 委しく 

見積も 致し 度且 御殿山に は 福 井 侯 御 人數幕 張，. - など 有 之 候 趣に も 承，" 候に 付 

あらかじめ 申談も 致し 置 度 私 一人 乘切 にて 其邊へ 罷 越し 見 積 候に かねて 心得 

候に よず 品 川淸水 横町と 申よ， 9 御殿山の 方へ 登，" -候坂 を鏺砲 坂と 申 候 其 左 

右 御屋敷 御 人 數丈を 被 差 置 候に 尤屈 竟の塲 所有 之 候 心に 悅び 候て 福 井 侯 陣門 

の 前に 進み 馬より 下， -案內 を 乞 ひ 物 頭 何某に 出會此 塲御內 願の 荒 增をも 相談 

し此幕 張.， 此 通り 此御方 御人數 繰， - 出し 其 御 方に 差 支 無 之 や を 謀." 候 所 御用 

人 何某 も出會 何の 差 支 も 無 之 趣 致 返答 さて 申 候 は 兼て 私 名前 を も 承知の 義今 

日是 へ 參候も 幸の 事 拙者 軍事 不鍛鍊 別して 外國 の事不 熟知に 候 間 此陣內 を も 

一 見 致し 存付候 事 も 候 はく 助 言 申 吳候樣 にと 申 事に て 至て 丁寧なる 事に 候 ひ 

き 依て 其 陣內を も 一巡 少しく 心 付候義 など 申 候 所 いづれ も悅び 候て 私の 屍"^ 

fe- 節 ii- 門の 外 迄 御用 人と 申 か 送，^ 候て 馬の 口 を 取.^ 镫な とおさへ 被 吳候ま 節 

其 人に 承 候へば 昨日 夕 景異船 四 艘共內 海に 乘，. ^入，.^ 今 一艘なる は 生 麥近邊 迄 


來. 候 を 親しく 見 候て 歸， 候との 事故 俄に 又 一 驚 を 喫し 汗馬に 鞭 を 揚げ かけ 

歸.^ 地形 見 積の 次第 且異船 深 入，^ の 次第 を 申し 彌御 人數 出の 用意 專ら致 居候 

阿部樣ょらも時宜にょ.0^御人數被差出候樣御差圃可有之と申事にて候ひき異 

船彌深 入らの 檨 子に 候 や 其 動靜未 分明なら す 候に 付明曉 未明に 乘，. - 出し 其 勳 

靜 見極め 歸，^ 申 度 御馬 奉行へ 拜 借の 馬の 事 申 置き 一先 宅へ 歸 ft- 致 休息 

十 一 日 明 七つに 致 食事 旣に出 宅 致 候 はんと 申 所へ 晴山 參られ 只今 牧野 樣御 

家中 同門の 方へ 其邱中ょ.=^知らせ有之候異船彌深入，c^の樣子にけ今にも八代 

.^河岸早半鐘をす-^可申との事大變にて候と申直に歸られ候差當，0-存&-に其 

樣 子に ては彌 大事に 相 成 候 はんも 難 計 尤も 朝廷 にても 此度は 總て御 寛容 之 御 

沙汰に 付た とひ 早 半鐘 を摺ぅ 候ても 打拂 ひの 方に は 成る まじく 存 候へ ども 品 

にょう 候て は 如何なる まじき に 無 之 依て 出 宅の 節 家 內へ申 置 候に は，^ とひ 今 

に 早 半鐘 を摺ら 市中 大騷動 致 候と も 夫に て はさ わき 申 まじく 此所 立退ュ おに は 

必砲聲 を 聞て 立 返 可 申砲聲 にても 合 圆の砲 聲も異 船に 有 之 候 事に 付 三 發四發 

の 砲 聲には 立 返き に 及ばず 必十發 以上に 及び 時 を 待て 道 を 箇樣々 々に 立 


退き 候樣申 置き 急ぎ 御屋敷 へ 參. -御 手許 へ も 望月へ も 其 承. -候 次第 を 申尙犷 

と 其 動靜を 見定め 申 度 馬 を 早め 大森村 毛 利 樣御固 塲迄罷 越し 承." 合せ 候 所 昨 

日本 牧 此方 迄 見え 候と 申 事に 候が 夫 も 引退し 口の 浦に 船 掛ぅ致 居候との 事故 

夫ょ-^乘歸，-其段申立尙無怠惰大砲演智の世話致候 

十二 日 は總 御人數 出の 試みに 御馬 塲 へ 寄 合 ひ 序の 敷 を 打 御屋敷 を 廻，" 猶ヌ 

御馬 塲 にて 步法を 習 はせ 足輕 ^..i 法 を も 改正の 手配に 致し 候 其 夜 御上に も 御 

馬 見所へ 被 爲入足 S 習 はせ 候 所 被 遊 御覧 候 其 節 足輕の 組頭 某に 號令手 續き爲 

致候樣 御沙汰 有 之是迄 出て 並 方よ. - よく 出 來候分 拾 人 はか. ^揮み 致號 令候處 

銃器の 持 様よ， -始 て盡く 間違 居. - 更に 致し方な く 依て 其 節 も是迄 如此敎 法，^ 

着 候 所に て は 急に 入御 覽 べき 樣無 御座い つれに もよ くく 改正 仕 候 上なら て 

よ 御 3 にも 立 かね 候 趣 申 上 唯 銃 を 肩へ と， -候時 は 此樣に 致し 候 はて は 不叶込 

疾待は 如此に 構へ ね は 成， -不 申と 申  一 二 を 致 敎授其 節 は 止め 申 候 但し 其步法 

を 入御 覽候 時には 夫 迄 遂に 習 ひ 候 事 も 無 之 もの 過半に て 候へ は 一通..^ にて は 

事留 きかぬ る 事と 存候故 集. - 居候 一統へ 高聲 に申狗 へき かせ 候に ははし めゴ 


皴を打 候 は V 進めと いふ 號令 ある 事と 待ち 居 可 申 其 時 進めと 號令候 は.^ 左の 

足にて其聲をきv候はv跡にぁる右の足を左の足に踏ょせて止，c^右の足を踏 

むと き 其 號令を 聞き 候 は，^ 跡に ある 左 を 踏よ せて 止， e> 一  と 足 も 前へ 出て 候て 

は 成，.^ 不 申と 申 事く，^ 返し 三度 申 聞け さて s- 候は是 即ち 軍の ならしに て 候 如 

此 丁寧に 申 聞 候 を 4^ ろ そかに 心得 間違 候て は 濟み不 申よ く 心得 候 へ と 尙高聲 

に 申 候 所 多勢の 人 にても 肅 然と 致し 候に 付 自身 太皴を 打 號令致 候處存 しの 外 

よく 揃 ひて 上に も 御 滿悅. の御樣 子に 候 ひき 

十三 日 早晨ょ，c^出て大銃稽古を致候所夕刻異人返舶の事注進有之銘々少し 

く 安堵 候 事に 候 

橫濱 陣中 日記 

亞. 墨 利 加人應 接の 假屋を は江戶 よ.^ 十 里 西南 横濱 とい ふ 所に 建ら れ其 警衛の 

爲には御家ふと小倉の小笠原家ょ，o^人數出す へき 旨お ほやけ よ. 仰せ 言， あ 6. 

御家ょ.0^はニ月六日四時に人數を出さる銃卒四隊隊每に廿四人皆洋銃を執る 

横濱 陣中 日記  二三 一 


橫濱 陣中 日記 

物 頭 二人して これ を 指麾す 白地 胴 赤の 旗二流 赤地 纒旗 一本 大砲 五門 一門 は 六 

斤 地 S 一門 は 十五 拇長人 砲 三門 は 十三 》 大砲 番士 三十 人に て. -れを 掌る 外に 

長柄の 槍 四 拾 筋長卷 二十 振 あう これ は 警衛の 時 異人 牲來 近く 小 笠 原 家の人 數 

に相對 して 陣を 立ん に は 銃 を 用 ふるに 宜しから す 其 時 これ を 銃に 替て用 ひん 

とて 用意 あ，， J し也總 奉行に は 望月 主 水貫恕 番頭に は 小幡長 右衛門 旗 奉行に は 

依田 甚兵衛 使 番には 石 倉 藤 右衛門 目 付に は 馬 》 彌三郞 正 矩陣場 奉行 は 白 井 平 

左 衛門小 荷駄 奉行に は 卜 木次郞 右衛門 なんと 也 某 は 軍議の 役に て是日 同し く 

出立つ へ か， しに 別に 公の 事 あうて 其翌 七日 曉に 打ち 立つ 川 崎の 驛 にて 畫支 

度と 、のへ 夫よ， - 供人 を は 跡に 殘し某 ひと，^ 馬 を 早めて 加奈 川の 驛に 入らん 

とする 頃其驛 にかね てよう 旅 宿 を 定め こた ひ. - ほやけ ふ應 接の 事 掌と らしめ 

ら るく 方の 旨 承うて 事の 齟齬な からん やうに 心つ かひす る 留守居 何 かしの f 

よ..， 一人の 小 もの 走らせて 申す やう は 昨日 打 立ちた る 人 數も川 崎の 驛の 泊よ 

.c^火器の類は大小に限らす盡くむしろ包にして送る へ しと 美 作 守 殿よ，.^ のさ 

しっこて 其 通. c に 計ら ひし 事 なれ は 某 か 持たせた る 砲 迄 も掩ひ 包みて 人目に 


かvらぬ樣にすへしとの事也其故を尋ぬれは異船この海岸ょ，r^十町はか.c^の 

所に ® を 卸し たれ はこの あた..^ を牲來 する 人馬 はかの 方の 遠見の 鏡に はもの 

V いろめ も鮮 かに 見えぬ へ し應 接の かう や を 浦賀に 建ら る へ きを 中頃に して 

やめられた る も かし M は 固めの 人數 なと 多くうる さしと て 夷人の 嫌 ひし 故に 

其 申す に 任せて 横濱 にせられ たるよ しもし 海岸に 大小の 火器 を 蓮 ふさ まかの 

舶 にて 見つけ なんに は 其 非難 を 申して 乙 、を やめん 事 計う かたし かくて は ゆ 

、しき 事 なれ はかれ 等 か 目に か V らぬ樣 あうた きとの 沙汰と そ 聞 ゆる 其 事 あ 

とょ，c^來る供人に心得させ某は加奈川の驛留守居何かしの宿所に立寄，c^應接 

の 日 を 問 ふに 九日なる べしと 答 ふ 兎 かくする 內雨降 出つ 人馬の 足 も 疲れたれ 

は 此 所 迄 着 き ぬ る よ し 總 奉 行 の 許 ま て 申 送 ，c^ 此 夜 は こ ，^ に 宿 る 浦 賀 同 心 吉 村 

一 郞某か/^-、許にぁるを傳へき、て訪ひ來っ異船に就てょも山の事物語.=^仅 

深て 後に 辭し 去る 此 夜雨 甚 

八日 早朝 船に て撗濱 まて 渡る 船 を は 一 郞ょ， リ たい 屋三郞 兵 衞と云 ふ ものに 

命した， 水 手 九 人人 さに 櫓 一 挺 を 推す その 速き.^ 馬の 奔 るか 如しし はらく し 
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撗濱 陣中 日記  _  :-i 

て 撗濱に 着く 此所は 海岸 平衡に して 南西に 低き 山 あ，" 山の 北海に 傍て 村落 あ 

,c^戶數大凡百計なるへし耕作に魚獵を以て業となす其村の北に三四軒の離れ 

屋 あ- >  中島と 云 ふ 其 又 北に 離屋 あう 駒 形と いふ 

十二 日 朝餐後 舟に て加奈 川に 至る 風 烈しくて 浪 高し 供人 眩暈す る もの あ，" 

津田轉 か 宿所 を 宿に 致し 香 山 榮左衞 門 之 宿所 を訪ふ  . 

十三 日 異人 數輩 上陸に 付 固めの 人數 出すべし との 事 也 上陸の もの 僅か なれ 

は 固めの もの も少 くして 宜しと て 足 輕廿四 人 番士拾 人 を 出す 午に 近き 頃事濟 

て 各 引く 某 は 例の 謀る 事の 爲に 馬に て 江戶に 赴く 横 濱を發 したる は 午の 下 刻 

なる へし 江戶に 着し は 申の 中 刻 少し 過る 頃に て乘し 馬に 汗な し 竹 村 熊三郞 こ 

れを檢 して 頗る 賞擧す 小山 田大 夫に 面し 望月 大 夫の 書 を 達す 

十四日 晴 朝 三 村 晴山來 話 聞く へから さる 事 ともを 聞く 事 を 得て 共に 慨嘆す 

る はか- >  也 I の 時 前 馬 を 出し 加奈 川其屋 にて 馬に 餌つ けみ つから も晝の 支度 調 

ふ 其 憩し 宿 は 海山と いふて 南の 海に 向 ひし 所に 欄干に 倚て 眺れは 日 うら、 か 

こ a 輕く 江山 湖 □ のさまい はん 方な し 海の 面に 洋舶八 隻碇を 卸した る も亦殊 


に 珍ら しき 景色 也 

十五 日 夷 舟よ ft> 進献の もの 揚る とて 此日も 人數を 出す 事 十日の 如し 出陣の 


頃よ..^ 雨 ふ，^ 出つ 

異 船よ.^ 銃隊 一 隊 陸に 上 

小 旗 を 立つ 後ろ 四 尺 さか 

に 少しも 違 ふ 事な し 船よ 

る固め人數をもょ-^^て引 

十六 日 七 時 はか，. N に應 

關を 固む 某 も 其 所に ゆき 

る 乙と を 得 

十七 日 朝早應 接の 場 を 

か 乘.^ 來，^ し 馬 を 寫す傍 

るか フ ri ビゥム を 用 ふる 

力て 其 器 を 指し ィォ デク 


, ^陣を 立つ 左右 廿四 人つ k  二列に 並 ひ 一 

.^て押への役人ぁ，9總て某か十日以來ー 

-^献具の品持運ふ事夥し七ッ下る頃事ー 

？ 謹  - 

接塲を 巡視す け ふ は 進献の 品物 番 する 一 

て 與カ何 かし をす かし 異人 閣老に 奉る 一 

巡警す 午后 又 巡警す 異人 タゲク & ライ 一 

に浦賀同心何かしぁ，C^^Jれをしてィ ォ j 

か を 問 はし めんと する に 某に 直に 問 ふ 一 

ムかフ P1 ヒ クム かとい ひしに 異人 驚き 一 


四十 八 人中に 

しきし 所の 法 

涛て各 船に 歸 

とて 數士 其玄 

品と も內々 覽 

ぺ ンを 出し 某 

チ クム を 用 ふ 

へしと 云 ふよ 

たる さまして 
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フ tl ミゥム と 答へ 且其 器を撫 てな から タゲク "ライ ペンと いふ 即又 頷て タゲ 

クロ ライべ ンと いひし か はます く 某 かよく 其 名 を識， ^た，^ し を 喜 ひしお も 

k ちに て 手 を 擧け某 を 招き 親しく 其 器を覽 せし む大 かたは 先年 林鐡之 助よ ft- 

得た し此 器の 製作 をし るした る 書に 載せし 所に 同し 但其 E や V 平らめ にし 

て 鏡 を 揷む所 は 横に 突出し. K る 黄銅の 筒 也 其 端に 牝螺ぁ ft- て 鏡 をは寫 さんと 

欲する もの 、遠近に 從て替 へ 用 ふる 也 やかて 某 か 影 を も 移した，^ き 與カ香 山 

何 かしに 屬 して 献 貢物 を も竊に 見る 事 を 得た ，0- 

iri ヲ三艘 いつれ も 銅板 を 以て 造，. -上を 油 漆に て 塗，. - しもの 也い かなる 風波に 

て も 覆沒の 患な き新發 明の ふね 也と いふ 其內の 一 隻は 船の 兩 端に 三 四 尺 はか 

,c^空所を作，c^氣水の漏らぬゃぅにしたるものにょft-て風濤に逢ひ海水船中に 

入る とい へと も 沈ま さるなる へし さまく の 農具 あ ft- シ ョ メ  r ベ ボイ ス 等に 

見 ゆる 品 多し 寒天に 一室 を暧 むる 火爐 二つ 鑄鐡を 以て 作る 高さ 五 尺餘尙 上に 

不明：：筒ぁ，c^其下横はれ-^蒸氣車の雛形ぁ..-原物の四分の 一 とい ふ 

十 日 i 接 之 事 あるへ し 固めの 人數 出す へきよ し浦賀 奉行よ，^ 申 來る夜 


衆士を 增德院 に會し 明日 固めの 事 を議す 十五 日の 應 接に 異人の 遊行す る もの 

陣列を犯したるを怒るもの多し怒，c^を兼るかまvに手强きふるまひぁ，c^ては 

公の 大事 を 誤る 事の あらん 事 を 恐れて 此集議 も 若き ものと もに 及 ひし 也此度 

の船の浦賀の海ロを乘破.=^諸家の固めの前乘透るとぃ へと も 諸家の 落度た る 

へ からさるょしz9ほゃけょ，.=^觸ふみぁ，n^ょくMの意を得 へ しと 取 □ して 申せ 

しか はやう やくに して 退く 夜半 過き て 宿所に 返る 

十八 日 風雨甚し應接の事も^-の風雨にて多くはゃむへしと思へとも出陣の 

時刻に 及 ひねれ は 雨具 被 ftN て 本陣に 至る しはらく してけ ふの 應接 やみぬ るよ 

し 留守居の もとよ ftN 申來 るよう て 各 宿所に 引く 

十九 日 雨歇 むと いへ とも 雲 厚く して 今にも 降 出ん 氣 しき 也され 共 美 作 殿よ 

應 接の 事 ある へ けれ は 固めの 人々 出す へしと い ひ された 人々 支度して 

本陣の 前に 揃 ひ 固めの 塲に 至る 銃卒 四十 八 人 槍士拾 K 人 也 

へ以 下 欠) 
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嘉 永年間 國防說 ：：• 

門弟 子に 示す  

小銃 裝 法の 事 …… 

牛痘 種 法の ことゎ，c^ 

門弟 子に 示す  

迅發擊 銃の 事  

軍容の 事  ： 

節度の 事  

軍装の 事  

目安 書  


雜 

說 
目 


〇 


嘉 永年間 國防說 

本究君臣の義の厚き^Jと萬國に勝れたるはもとょ，c^の事な，c^去ればとてiに 

夕 を 卑しむ へ からす 外國 とい へ とも 又 各 長す る 所 ある ものな う 西洋 諸國が 

全世界に 通商す る を もて その 帝王 國君も 皆 商家の 大 いなる ものと いは、 漢土 

の 帝王 國君は 皆 農家の 長と も いふ へ し 凡そ かやう の 議論 は 皆 世に 益な し 唯 5 一一  K 

家に も あれ 商家に もせよ お のれに 長す る 所 ある は 皆 兼ねき せて 世の 用, さ 

まほしき^Jとな，C^國民を采，C^て軍卒としょく敎習してカを併て戰はしむ是は 

Ssi  土の 古法 とても 同し ことな，.^ 其 故 を もて 軍卒 百 萬 ある も 皆我國 の足輕 にた 

も 及 はすと いふ 筋な きこと k いふへ し拂郞 察に て は 千 八 百 二十 八 年に 當て け 

保 SLfsn 軍卒 十五 萬 三千 六 百 二十 八 名のう ちょ.^ 身に やま ふ もの 又は 身 

の 丈 短く 力 弱き もの 六 萬 六 千 五 百 六十 二人 軍籍 を 除きし こと 彼の 方の ふみに 

見えた う 却て 吾國は 久しく 太平に 慣れ 安ん したれ は 諸家の 足輕 もよ く 洗汰を 

經すは 數の半 は 用に あたら さるへ し 士大夫 とても 三分の 一 は 事に 得 S へぬ か 


ある へきな， c^w る 時に 常て 己れ を修 ひるの 道 を s さす 叨に 敵國 をのみ 侮らん 

rJ と危き わさな， 9 

〇 西洋の 土地 必 しも 平原 廣野 のみに あらす 本邦のう ちに も險 m なる 所 も 多け 

れと銃 車 を^ 川す へ き 土地 又少 からす 且大 銃の 制 銃架の さま も K 用 ふる 堪に. 

從 つて 殊にす る 事な う それらの ふし をも詳 かにせ てむ けに 吾國の 軍に 大銃 を 

用 ふること 風俗 人情に 違 ふとい ひ兵氣 にも 銳 きこと を 得さる へしな とい ふ は 

いか 乂 そや 此の 流の 兵 者 は 大銃を も棄て 、用 ひさらん とする にや 

〇 大將 たる 身に も 士卒の 技藝  一く た， -は 演習せ まほし きこと なう 戚鑑光 か.^ 

功 新 ま n にもい へ ，c,@ 順 之 愈 大猷の 人と な， -を史 傳に考 ふるに 皆技藝 に^^る 

にに は あらし 去れと も 順 之 謹 櫻の 下にみ つから 槍 を 執って 其の 術を大 献に授 

けし こ と あり 後の世 まても これ を韵 事と す さら は 士分の 劍付 銃を學 はん はい 

ふまても なし 公侯の 御身に して 自ら 習 ひ 給 ひた，.^ ともなと か 苦し かる ハき纩 

制の 兵を說 かんに 獨 圆の士 なと いはん ことい か、 あらん 本邦 中古 子供い さか 

ひの 如き にこ そ獨鬪 の士も あるへ けれ 勇者 獨 進む を 得す 怯 者 ひとり S く 事 


を 得ぬ 節制の 兵い かて かさる rJ との あらん や 且五人 七人獨 II の士 あらんより 

は 全軍に 敗 兵な きを 乙 そ冀 ふへ けれ 

〇 弟子の 師に滕 らんと する の譬は あたらぬ こと、 覺 ゆわ か不 熟の 業 もて 彼 か 

長す る 所に 向 ひたら は M そ あらめ 吾輩す てに 熟する 時 に 至 ら はなと か 其師に 

劣らん ゃ苟 子の ふみに も 出藍て ふ 言 の あ-^ かの^ 西 亞の主 伯 跌兒は 初め 和 蘭 

陀ふ 諸藝に 精し き 人 を徵し 集め 航海の 術を始 として 其國 になき 事共 を 人民に 

敎 へ しめ やかて 帝業 を 成し 人 今に 至る まて 是を稱 すよ く严ほ 子の 言 に 叶 へら 

〇 西洋の 兵書 多く は運籌 制勝の ことに 及 はす 予を もて これ を 視れは いと 稱す 

へき ことな，^ 紙上に て運籌 制勝の 事 を 論す る は 文才た にある とき は いか 様に 

も 巧みに い ひな さる.^ ものに て 作う 物語 を 見ても 知る- -事 なう 法制 規律の 如 

きは赏 地 に 臨み 屢其 利害 を審 かにせ し 後に あら さ れ は 元 定 め 難し 西洋の 俗 は 

空 文 を 不好其 用 意 着實 なる 故に 兵書に も 實驗の 法制 規律/? ほし 

〇吾國小な，=^とぃ へと も 兵の 衆多なる 乙と 全世界に 比すへ きな しと 左 も あう 

ぬ へし 去れと も 兵 は 多き を贵 はす 精き を贵 ふとい へ-. N 多き 上に 尙 精し くせ ま 
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ほしき 事な，.^ 

〇 吾 國戰國 の 頃 操 練 をな して 戰 ふとい ふこと なし 獨鬪 の奧强 きを もてな，^ こ 

れフか 初めに 云 ふ 子供い さか ひの 軍と いふ ものな，^ 去れと 其の 頃の 人 は戰ぎ 

の 問に 成長しても のっから 仕覺 えたる 業 も あ，^ ぬへ し 故に 操 練 せても 大 かた 

は 川に かな ひしと 見 ゆ 今の 太平の 世に 生れし 人い かて か是と 同し からん 且ー 

步ー 手の 述動 まて を 習練せ しむる こと 西洋の 砲 技の みならす 吾國 の武藝 いつ 

れり， こも 形と いふ もの あ，^ て 皆し からさる ことなし 若し 士卒 をして 常に そ 

の 手法 足 法を學 はさら しめ はいかに 金鼓旌 旗の 合圖 もて 坐 作 進 返 分 合 集散の 

遝轉 をな さしむ ると も 何の 用 を も 成す ましき なう かつ 刀 槍の わさに は 左 を 打 

て 中ら さる も 直に 右に 替ぅ上 を 突き はっした る も 速に 下に 向 ふて m 心の 外の 勝 

を 得る こと あ， -唯 銃砲の み 一 發を談 る 時 はやに はに 再發を はかる 事 能 はす 因 

て 全， の^ 收 た、.. 一 發の 間にある 乙と あ，^ 西洋の 軍律 銃砲 をして 一 手 一 足の 

其 擧動を 苟もせ しめさる 乙と 實驗の 良法と いふへ し 

Q 我國 にも 西洋に 倣 ひ 大舶を 造，.^  f に は是を もて 海運に 便. -寇 ある 際 はこれ 


を もて 海 濱に備 へ ある は是を 追擊の 料に せんこと 當今 第一 の 長 策と いふへ し 一 

然るに その 利 を 知る とい へと も 其舶を 入る へき 港口の 狹 きに も ひ 煩 ふ は識ー 

の 足らぬな る へ し予の 見る 所の 如き は 國是旣 に 大船 を 造る に 决せは その 舶の： 

通る ほとの 港口 を開大 にせん と 何程の 事 も ある まし 西洋 諸 國には 五十里 七； 

十 里の 海門 を 穿ち 開きた る こと その 例す てに 少 からす 港口の 狹淺 なる に術盡 

きぬるか如き小材にては何事も計らひ得か.^::-かるへし  j 

f 滋ニ年 十  門弟 子に 示す  一 

時勢の 好みに 隨て 己の 可 守と こ を 失 ひ 所 志を變 する は士氣 なき 輩の 事 也 有 一 

志の 土に 9^ いて は 世の 用； 5 如何なる ベく とも 國 家の 御爲 にかくなくて は 叶 は 

ぬ 筋と 思 ふ こ と は 其 志を變 せす /9 のれの 身に 學習 する 所 も是を 以て 國 家の 洪ー 

恩 を 報し 奉る へしと 思 ひよ る 所に 一 筋に 心 を 入れて 果して 衆人の 上に 出て 非 一 

常の 際に 臨て 非常の 功 をた つる こと を 求む へきな，^ 某 かく 屛居 にて 世に 隔 1 

てゐなからも諸君の眞傳正法に志かたく怠らす出精の事承候得は心をょ^c:ー 
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はしめ 又廢 休の 仁 も 候な と 承， - 候へ は 惜存候 事 候此度 はから さる 丁 出 來りィ 

ぃ：， の 上 數 g^L し ば し ば 出ー1- ,0 を 受 候 と い へと も 諸君 夫に 因て 志 を 奪 はるへ からす 

H, 互に 其 « を 勵し學 校定 日に もけ く是 迄よ.. - 多勢 出精 有 之 有志の 本來を t に 

よし 給 ふへ し士氣 なき if と は歸を 同し くし 給 ふへ からす 

十二月 

I 一章 ヒ  小銃 裝 法の 事 

西洋 諾國の 兵備 は 荷 蘭の みに 限らす いつれ も 皆 ランド マク トとゼ I マタトの 

兩 重ぁケ ランド マタト は 即ち 陸軍に して 陸地の 戰を 主と しゼ I マ クトは 即ち 

ま軍にしこ船上の，^^、かひを主とする也海陸の戰法各その利害を殊にするか 

故に 器械 製作よ， - 士卒の 訓練に 至る まて 其 法 もとよ，. -同 しからす ほの 力に は 

け は 近 乙ろ 都鄙の 歩兵 を敎導 する もの 官府に て 長 崎へ めされた る 荷 蘭人のお 

へし 新法 也と て裝彈 十一 段 法 を 改めて 悉く 八 段と せし よし なれと も 黨に於 

て は g 水く 其 源委を 窮めす して 卒爾に 舊 法を改 むへから す予 いまた 其 八 段 法 を 


傳 へし 荷 蘭人 その 國 にあ，^ て 海陸 何れの 兵に 屬 せる や 又 其 授けし は 海陸 何の 

法な， ゃを詳 にせす と雖も 彼の 國の 兵書 を讀 みその 戰 法の 利害得失に 就て 是 

を考 ふれ は 其 八段裝 法に て 信 火 第 を 裝彈の 後 用意の 號令頂 f  " 、；； ト を 待て 

着る は 全く ゼ I マ タトの 習に して 陸軍の 法則 を 近 乙 Z: 新に 改めた るに は あら 

さる へしと 思 はる，^ 也 寅歲の 春撗濱 にて 亞墨利 加 銃卒の 調練 を 見る に 火 第 を 

ば彈 藥を裝 せし 後に 着けた，^ これ 其 海軍 なれ はなる へし 八 段 裝法を おろそか 

に考 ふる 時 はこれ まての 十 一 段法ょ，c^其段數の减じ四分の 一 に 過き たれ は大 

に 便利の 法と なすへ きに 似た， 9 されと も 用意の 號 令に 至う 十 一 段 は三擧 動に 

て 照準す へく 八 段 法 は七擧 動を經 され は 照準に 至.. - 難し はしめ の 装へ の號令 

よ- N 照準の 號令 まて 其 擧動を 通計 すれば 十 一 段 法に は 三十 一 擧動ぁ 6- 八 段 法 

に は 二十 九擧 動に て 其 遅速 ゎづ かに ニ擧 動の 間に 過ぎず 诸其 用意より 照準 ま 

ての 擧動少 きと 多き と は 陸軍の 戰 法に は 其 利害 尤大 にして^ とひ 總， の 上に 

は 二 擧動を 多くす る も 敵前の 放發に 臨ん て四擧 動を减 する に 其 利 ある 事 多  一一 一一 a 

を 待た す 譬 へば 敵と 相 隔る事 百 間の 外にて 彈 藥を裝 せんに は擧 動の 增减 につ 
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き 深き 利番 ある ことなし いかにと なれば 此 距離に 於て は 銃丸 未. K 其 力 を 送く 

する 事 能 はされ はなり さて 其 裝彈の 後に 步を 進め 敵と 相 去る こと 二三 十 間に 

して 相 打ん に は 敵 は 用意よ，^ 照準 まて 七擧 動なる へし 其 時 我三擧 動に して 照 

準し 即ち 是を 打た ば 勝たざる の理 あるべ からず もし 我七擧 動なら ざれば 照举 

する 事 能 は ざら むに 敵よ く三擧 動に して 照準し われ を 打た ば 我 又 敗れざる の 

理 ある へ からず か、 3 る 見易き 得失 を はからず して 只管 八 段の 名稱 にめ て 、十 

一 段の 法を改 むる rJ とわ か 知る 所に あらす 且 八段裝 法の 事 未だ 陸軍 調練の 誊 

に 見えず 近日 荷 蘭人 手つ から 改正せ る 原書に これ あ，^ とも 聞 ゆれと 予を 以て 

NJ れを思 へ ば 其 身 海軍に 屬 して 姑く お のれの 學ぶ所 をし るし 遺 忘に 備 へ んと 

て 陸軍 調練の 書に 其裝 法ば か，^ 書き 加 へ ^る ものな らん も 計，^ か.^ しされば 

陸軍 調練の 原書 改正 を經て 版行せ しもの 渡來 せんまで は 西洋人の 手つ から 書 

加 へ たる 窨 あれば とて 海陸 何れの 兵に 屬 せる や をも詳 にせず して それ をのみ 

據 として M れ までのた レ かなる 法則 を あらためん 事 思盧淺 きに 似. f^.,.^- 世に 彼 

方に ランド マク トとゼ I マクト とわ かちある 事 を 知る もの 少 きょ，" = ^ボン カノ 


ン など を も 予が薩 藩の 爲に ランド マ 

やけ も いづく も 陸上の 用に も マ リネ 

ゆ ゑに 放發に 不便 を 極めし こと 皆 人 

軍の 法 を 陸軍に 適用 せん も 害な きに 

き毫髪 を容れ さるの 間を爭 ふに 及ん 

所の 如くに してた.^ 海軍の ボン カノ 

とい ふへ しし かはい へと 兵の 道 は 革 

來別に發明する處ぁ..^て陸戰の法を 

ひ 八 段に 定め しゃいな や 乙れ もまた 

の源委を詳にせまほしき事な-.^但予 

の理 萬に 一 つも ある ましき 事と おも 

因に 云 ふ 船 上の 戰 並に 陸地 散隊の 

くす るも裝 法の 始 より 二 擧動 を减 

知ら すん は ある へ からす 

：雜 -說  ； 


ク ト の 式 を 照して 造， 《N 始めし まて はお ほ 

^ ^ ,n ^ ^ の 書に 據て のみ 製作 あう し 

の知る所な，.^小銃は壹人の极ひなれば海 

似 たれ ども 戰鬪の 際に 陣を 進め 敵に 近つ 

て は 其 利 眷の相 懸隔す る 事 はしめ 論す る 

ン を 陸地に 用る か 如くなる のみに あらす 

道に して 時 を 追て 革る ものな う 彼の 國近 

變 革し 小銃の 极ひを 悉く 海軍の 法則 を 用 

未た 知る へ からすよ く 其 本に 就て その 法 

か 見る 所 を 以てすれ は 海陸の 兵 相 通す る 

ふな， • 

詹 

獨 戰 に は 用 意 よ ，o^ 照 準 ま て そ の 擧 動 を 多 

する に 其 利 多 かる へ し^Jの^Jとゎ..^も亦 
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安政 三年 十  牛痘 種 法の ことわり 

一 月  、 

は 小 の 一 大厄な りこの 大厄 を 無難に す こさし めむ とて 昔よ.^ 種 痕の法 

もさ まく ありし な 6. されと も 天然 直の 種 法 はま、 惡 症を發 して 危難に 及 ふ 

こと あるか 故に その 種疫を 施す の 前 時候 を擇ひ 種々 豫 防の 手 充 して さて 後に 

施す となりし かるに 牛痘の 種 法に 至て は豫 防の 手充 する にも 反 はす 生れた 

る はか- >  の 赤子よ， り となに いたる まて 時を擇 はすこれ を 施して 萬に 一 つも 

惡 症を發 する ことなく 唯 膊に種 ゑた る數の 疱瘡と 成る 故に 顔に 痕の殘 る 患 も 

, なく 小兒 一 生の 大厄 をまぬ かる V 最上 至極の 良法な. -今 この 良法の 世に ある 

を ひす 子供に 流行の 庖瘡 にか、 らしむ る は 人の 親^る もの V 慈愛の 雜 きと 

やい ふべき 但し 田 舍には 牛痕を 種る と稱 して 天然痘 を 種 ゑ あまつ さへ 豫 防の 

手 充をも 知らぬ 醫師も ありて 種痘した る小兒 往々. もき 疱痘 とな，^ 中には あ 

定を發 して 死 失せ.^ る も あるよ しいと 無慙 なる 乙と な..^ され ども 是は 全く 范 

瘡の讓 をう ゑた るに て 牛 殖の種 R は あらす 世の 人 萬 全の 牛 痕を種 ゑむ と 思 は 


安政 四 年 正 

月 十七 日 


^ よ 

痘に 

來て 

V あ 


上 こ 

を缺 

ます 

日 厚 

う こ- 

う  に 

ま さ 

乙 と 


く 其 法に 委しき 人を賴 みて むさと 

も あ やまち あうな と い ふ 乙と あれ 

おなしく 時 をす/ VJ す 間に 惡 症の 寇 

らん 乙と を 恐れて かく 申す は 某 か 

門弟 子に 示す 

て 多く 士大 夫に 俸祿 を 賜， -御 扶助 

く 所な く 勤めさせられ 御 祖先の 御 

/\ 振 はせられ ん爲の 御備と こそ 

く 御惠の ほと をお も ふに つけても 

文學に 志して は 忠義の 本 を 辨へ武 

あらま ほしき rJ となう 然るに 安佚 

るよ，^ もの V 道理に くらく 父 ,旭 以 

わ，.^ を も わき ま へ す 時務 を も 知ら 


したる 人に あやまられ 給 ふ へ からず 種 

は眞の 牛疽種 まて を も 疑 ふ 人 多くい て 

瘡の はや. OS 來て その 厄に か 、らむ もの 

老婆心せ つなれば なり かし 


ある 事 は專ら 非常の 時に 御 軍役の 公務 

盛名 を墜 させられす 御 家聲を も いよ V 

お ほ ゆれ 去れ は士大 夫た らん もの は 平 

上の 御 心 か in へ に そむき 奉ら さらむ や 

事に 鍛練して は 忠義の 實を つらぬく や 

になれ たる 族 文 學に志 淺く書 を 多く 讀 

來 上の 御 扶助 を 蒙る 事 何の 故 そとい ふ 

すわ か爲 すへ き 本職の 武事 を も 等閑に 
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乙 VK:U ォ 昔む へき 月日 を 空く 過し ぬる はいと むさんなる 事に あらす ゃ此 ころ 

しば/ \大 駿を演 するとて 兒戯に 等しき 大小の 玉 を うちあけ 晝は いろ/ \ 、の 

1- に 紙の きれ 布の きれな と を 出し 夜 はさま/, \ の ほし 火 を 出す を 見 及 へ り 乙 

れ^の 弔に あてん とてす る わさに や 少しく もの.^ 心 わき ま へ たらん ものに は 

見る に 忍 ひさる 乙と な.^ かし 此戯 を俗礮 家に て合圖 ともい ふめれ と 軍の 合圖 

は物見夜廻，c^の先に多くぁる事なぅぃかてか..^る手重きゎさを用ひ得む ^ 

良法 はおの く か學ひ 知. f- 所の セ その 打：： q す ものに 就て さま /\ の 名 を 命し ぬ 

イン， U ュ， I ル とレュ もの ロー.^ なリ 

れ とも 畢竟 は 何の 用に も あたらす た 、太平の 慰に おも ひ/ \ の 新奇 を^ ひ 見 

る、 の 目 を 1^ はしめ ぬる はかう の 乙と なれ は 誠に 無益の 戯と いひつ へしさ-- 

はこそ/9ほゃけにもさんぬる^1-年ぁめぅかの事起るょぅ此戯は多くの火藥を 

ずして 赏に 益な しとて 厳禁せられ 國々 にても 禁令に あら はされ たる ことなれ 

しかる を 今 乙 の戯 をな しぬ る はお ほやけ を も は、 か，.. - 奉ら さるに 似，^,^ 是見 

るに 忍 ひさる の 一 つなう 外 夷の 情 日 を 追て け はしけれ は 心 ある 國々 にて はこ 

化，' 迄の 舊弊を も 改め 華 を 棄て實 に 就き 遊戯 を廢 して 有用 を務 むる 事 也 さる を 


今 我 藩に て か V る 無益の 戯を 成す 事 他に 洩れ 聞え はなに とや 沙汰 せんこれ 見 

るに 忍； 5 さるの 二 つな.^ 又 火藥の 大小 砲に おける これ 人心に 譬 ふれ は猶 血の 

如し 人身 は 血に あらされ は 生活せ す礮器 は火藥 にあら されば その 用 を 成す こ 

と 能 はす 非常の 際 砲 器 を 用る に當 うて は その 火 藥の費 夥しき 事な う 暫く 十二 

斤 野 戰砲を 以て これ を算 せんに 一 發の火 藥五百 目に 過き たれ は ニ發の 上に は 

すてに 壹貫 にあ まれ-^ 十二 斤 砲の 打 放 一分 時に ニ發を 以て 常と すれ は 一時の • 

戰 あらんに はム、 の 火藥を 費ん こと 二百 四拾餘 貫なる へし/ ili ほ^ 狱は丽 ft^ 

$晴 もし 四時の 劇戰 あらんに は 唯 乙の 一 門の 砲の 上に も 其 火 藥を失 はん 事 一 

千 貫に 及ぶべし 非常の 備に は 火藥を 多く へす して 叶 はさる 事 推して はかる 

へし 火藥 はかくの 如く 一  時に 多用す る もの なれ は 平日 これ を惜 みて 無益に 費 

さ V らしむ る 乙と 穀粟 にも 過く へきな ういかん そ 一 時の 遊戯に 耗 損せし む へ 

けんや 乙れ 見る に 忍び さるの 三 つなう かつ 人身の 精神 も 家の 財 もお ほよ そ 限 

,c^ぁるものな，^無益の事に費しぬれは有用の事に必す欠くる所ぁぅ無益の事 

の爲 めに 有用の 務を 欠き 心に 乙 、ろよ き 乙と か は 且. そ の 各か資 用す る 財 も い 
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ゥれか 上の 卸惠 にあら さる へきされ はたと ひもの 家. に有餘 あ，^ とても 無益の 

戯に费 し 欠く 事な き ほと なう とも 上の 御惠を 無益の 戯に费 しなん はいと 恐 多 

し 何 を その 餘財を 貧しき 有志の 友に かよ はして 共に 世の 有用 を はから さる や 

予か 下た らん 人々 はか、 る rJ とわう を はかね て しらる へ き 事 なれば くだく 

だ 敷い はむ も詞の 費す るに 似 たれと も 年 わかき 人 も 多 かれは 誤うて あしき 友 

に ひかれて 無益の 戯に 有用の 事務 を缺 きなん 事 も 有りな まし やな ど." 籠"^ ゐ 

る 身に は 心つ かひ せられて かくは しるしつ るな う 

丁 巳 正月 十七 日 

安政 四：^  迅發擊 銃の 事 ， 

片 井直徹 ひそかに 予に その 創製せ る擊 銃と その 裝法を 示せ 6 その 搫藥 ま の 裝 

置：^^に：^蓋の如きは頗る巧妙とぃ ふ へ し但慽 むる 所 は直徹 兵法 を 知らす 又 力 

學に 達せぬ か 故に 譲すべき 所^ 少なからず 瞥見の 際すで に その 打 かねの 硕き 

を 論じて 尾 端 を 今少し 長く したら むに は 擧る時 大にカ を 省く ベ しとい ふとに 


まて 及びし なり 猶 その 不便なる 所 を 改め 足らざる 所 を 補 ひ 完全の 利器と 成さ 

む，^を思ふて卒に其方を得.^,c^假に銃を執てその裝法を試るに直徹かなせし 

所に 比すれば 更に 便捷 なる に 似た， 5 但擬 すると ころ の 銃 未た その 機 を 具せ さ 

れは糙 に 定め 難き、 と あ，^ されと も 其 利の あら かしめ いふ へき もの 左の 如し 

第 一 是 まての 筒に 比すれ は その 丸 更に 遠き に 達し 中. OS も 亦 多 かる へ し 

第二 こめ 方の 手續 きこれ まてに 比すれ は 大凡 五分の 一 を减し 或は 九分の 二 を 

减す へ し 

伍し 小 分 時間 大凡 拾 丸 を 放ち 得へ し 其 器に 熟練せ は^その 丸 數を增 に 至ら 

ん 

第三 急速の 際と 雖 もこれ まてに 比すれ はねら ひ 狂 はす 

第 四 地勢 險 の 差別な く裝法 自在なる へ し 

第五 護 胸壁の 後に 立て 手續 少しも 後れす 又 馬上と い へと も かち 立に 異なる さ 

なし 

第 六 こめ 方に 臨み 手指の 力 を勞 する. i 少し 

雜說  一一 五 五  • 


き 壁 す 可 
はの る 也 
打 後 も 座 
方に 可す 
尤在 也る 
もて 臥 も 
手 寄 す 可 
早 手 も 也 

きの 可 ft3 
を 敵 也 匐 
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竿 七 れ 迄に 比すれ は 具合 あしく 成る とまれな う 

是 迄の 筒の 不便なる 所 

一 ッには 筒輕き 故に その. 丸 遠き に 及 はす あた，^ も 亦 乙れ に 準す 又 人 數を密 

比して 打た しめ 難し 

二 ッこは 居 1^ て 込る か 故に 地勢に 依て 不便なる 事 をまぬ かれす M き は 立 も 

護 胸壁の 後に 在る か 如き は手績 大いに 遅くなる へし 麵 

を 防く 時の 如 

耍 する こと 也 

三 ッには 凡そ 打 方 をい そく 時 は 中う 减 する ものな うわけ て是 まての 筒に て 

はねら ひの 狂 ひ 多し 

四 ッには 打 かね を擧 るに 大に指 力 を勞す 

五ッに はからく う 狂 ひやす し 

軍容の 事 

本邦の 俗 太刀 を 横た へ て 佩 候 はいに しへ よ. の 習に て その 起る 所い つれの 代 


よ ft- と いふ £ は詳 ならね とその さま 雄々 しく 且敵 を拔 う >0 にす る 早 の 業 こ 

も 便よ きま、 に 其 後な へ ての 軍容と も 成け るなる へ し 世に 傳 ふる. is 王の 像 

奥州 後三年の 戰の繪 卷物榮 花 物語の 畫圈 等に 據る時 は その 頃の 代に は 旣にそ 

の習と成ぅしと明かな.0,されは當今の世と成，0^て洋銃をぁっかはむにもぉ國 

古來 よ. OS の 軍容 を はい さ.^ か 崩さぬ やうに あらま ほしき は 勿論な.^ 今欽 兵の 

訓練に 洋卒の 如く 銃 を 左 肩に 執らむ に は 佩刀に さ，^ へられて その あっか ひに 

便 を 失 ふか 故に 往々 大小の 佩刀 を 併せて 或は 竪 にし 或は 斜 にして 背後に 負 ふ 

もの も あるよ しな， CN かくて はた i/ffi 刀 を 身に 傍へ て 持つ とい ふ 名のみ にて 早 

速の 用に 便 を 失 ひ 本邦 千古の 習 はし を廢し 軍陣の 威容 を 損する えお ほかた な 

らす れ 利害 を 知ら さるの 甚 しきに あらす やされ は予 かつ て中津 侯の 爲に そ 

の 藩士 を 訓練せ しに 彼是 を 斟酌して 此國 元來の 軍容 を も 失 はす 又 彼 邦に て 銃 

を あっか ふ 法に も 違 はさら む やうに 彼 邦 軍 吏の 內銃を 右に 執る もの あるに 傚 

ひて すへ て銃をは右の肩に執るとと定めた，c^銃を右肩に執，c^て陣を進むる時 

は 敵 人よう その 床 を 望む か 故に 左 肩に 執 ，0- て 銃身の きらくし く 見 ゆるに 比 

雜  說  一 一 五 七 
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すれ は 少しく その 威 觀を减 する に 似た，.^ 然れ とも" 一. - は^だ 少しく 其 ® を K す 

る まてに て 吾國の 軍容 を 失 はす かつ 利用の 實に 於て いさ、 か损 する 所な しか 

の その a の 一端 を iJ: むとして 吾國の 軍容 を 崩し 併せて 慨刀 早速の 利 を 失 ふに 

し 父 ふれ は その 得失の 相距 ると 智者 を 待す して 知る へし 又 西洋 陣法戰 術の ft に 

據 るに 歩兵に 輕と 重との 別 あ，.^ て 用 各 異な，" 去れと もこの 二者 をして 甚 しく 

『& を，^, -け其 用 を 相 通せ さらしむ るか 如き は 又 害 あ，^ 故に 其 i 紅の 法，.' 至 - 

は輕と 重と 固よ， - その 式 を 同う して 差異 ある ことなし 然 うと 雖も 兵の 性情 を 

以て 論 すれ は 吾國の 步卒の 如き は 重 兵に 屬 しかち おちの 土の 如き は皆輕 兵に 

愿す へく して その 區別も 亦辨を 待す 凡そ 輕 兵の 務は重 兵の 爲す 所を絕 えてな 

さざるにはぁらされとも£  =  "58|  =  32^  =  !;:2?の主と 

する 所 は 散 兵隊と なう 獨戰に 其 技 を 退く する に 在，.^ 散隊を 以て 進む に は務て 

わが 形 を蔽ひ 銃身の 先 を 敵 人に 見せしめ さるへ し 故に 多く は 銃を提 けたと ひ 

これ を 搔るも 右 肩に 執る を 便利と す 去れ は中津 藩の 衆 を 始めと して 士大 夫の 

'か nr. に 入て 銃を學 はむ と 請 ふ ものに は 先 この 法 を 主として 授けし 也 ^に 執 


る 重 兵 § 法 も 兼て 講明 せす は あるへから さるの 故 ある を  一 フこぉ JBTIIJ^^A 

以て これ を も 併せ 習 はし 候 こと 諸 友の よく 知る 所な り これ 一 つに は 吾 國古來 の 

軍容 を 崩さす 二 ッには 吾 阈の士 を 以て 彼 邦な へ ての 步卒に 同せ す やかて 事 あ 

らん 時に 專ら散 隊獨戰 の 用に 備へ むと 欲して な，^ 散 隊獨戰 の 用を爲 さんと す 

るに はます/、、 旅 進 旅 返の 法に 熟せされ は 能 はすこれ 其 重 兵 に 別た す 隊學陣 ， 

學 等の 法 習 あ る 所 以 なう 今 諸 藩の 士を 集めて 陣學の 演 習 あらむ にも 予か門 派 

たらむ もの はよ く此 利， Jf" 得失 を辨 へ 各自ら 軍團 中の 輕 兵に 屬 せる ものと して 

吾邦 古來の 軍容 を 失 はさる やうに あらま ほしき な， 9 誠 g^g^g  ^がれ ^ き I は 

節度の 事 

金 皺旌旗 は. 兵 衆の 耳目 を 均く する を 主と する のみの 事な れは必 しも 洋俗， 

に 傚 ふに 及 はず 但陣幡 は 一 人して 手 易く 搴げ 得る 程に 製し 章 文も隨 意なる へ 

し！ Jfe 飾！？ |?， 航な 太皴の 節奏 も 願 はく は總て 本邦 兵家の 傅 ふる 所に 依， c> て种. 

鋪は 2翻 唯 その 一分 時に 幾數 とい ふ はか- -洋法 を 用 ふへ しこれ 所謂 脫胎換 骨. 

の妙な.^貝も用ひてょろし但人數を其塲に集むる時ょ，c^演習を始むる太鼓の 

雜說  一 1 五 九 
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起ら むまて と 演習 終て 人數を 散さん とする 時に 用 ふるな と 適 営の 事なる ヘレ 

李 漏 生 荷 蘭 等の 國 にて その 陣法 多く 佛朗 察に 依る と 雖も其 聲樂の 如き は必す 

夫 こ： ふと 云 ふと を閒 かす 又彌利 堅の 兵制 多く 英吉利よ，^ 出れ とも 其樂 手必. 

す 英を學 はさる に 似た ぅ况ゃ 吾國に 於て を や 歸 5  s^s 予是辨 ふへ きの 事な 

-^常時の演習に戯れかてら彼邦の節奏を成し試るは深き利害もぁらされとも- 

天下の大政をも執，c^給はん方々のffiみ見給へらむ折に乙の心得なくて世間俗 

流の 窠 臼に 落 入うな む は 歎く へきの 限 ft- なる へし 

軍装の 事 

甲冑 は 古代に は. - もに 矢 を 防く か 爲に練 革 を 割 小 礼に して 毛 引に も 作，" 略レ 

て大荒 目に もし 又た まさかに は 革 礼に 子鐡を ませても 製せ し 也 源 家 重代の 鎳 

にう すかね と 名つ けられし もの あう これ は鐡を 薄く 延て 作，.^ たる ものと 見 ゆ 

其頃にぁ^--^てたくひ少きものなれは珍重して家傳の寶器ともせられしなる 

へし 天文 年中 鐵砲 渡， -來し 後 は 其 丸の 勢 ひ 矢よ，" も遙に はけし うして 其 代 迄 


カを盡 して 作うた る 革 札の 鎧い と. やすく 賞 かる vょ，c^人々驚き恐れて追々j 

に 札 を鍛鐡 にし 或は 胴 を鐵の 延板な とに して 銃丸 を 防く 事 を 專ら とせし よ， o,j 

甲冑の 製作 は 今 多く 世に ある もの 、如くに 一 變 せし rJ と.^ おも はる.^ な 力 去 

れ とも 其 頃は鐡 砲の 術 今の 代に 比すれば 十分の 一 も 開けす かつ 戰 ひに 用 ひし 一 

1 も 多く は 小 筒な う 故に 小 筒の 丸 を はっくに 防き 得れ は 夫 を 至極の 事と して 一 

過し ほと にや かて 大阪の 役 も 事 はて k  ^^^^^^s^s^^s^^  # 

TP 太平に しつ ま， ぬれば 武を用 ふる 家 にても 甲 w の 力と 銃丸の 勢と を，^  くら 一 

ベ て 銃砲の 盛に 行 はる V 代と 成， て は 甲冑 を廢 する にし かすと 云 ふ 議を定 む 一 

る 迄に は 至ら さ， しな. しかるに 近來 銃砲の 術大に 開けて 軍陣に は 小 筒と 雖， 

も 必ず 百 步の內 外にて よ ふたる 人馬 を 殺す に 足る 程の 力 ある を 用 ひ剩へ 口 

,  徑四寸 五寸の 大砲 を戰 ひの 庭に 出して はげしく 打 立る 事と なう ぬ 斯くて は 鎧 一 

の鐡 をい かに 厚く 作，^ て働く事の得成ft^難き迄にし^-ぅとも不幸にし て 其 丸一 

にあたら は 忽に腦 裂け 骨碎 けぬ へしまして 世の常の 甲冑に ていかて か 其 勢 を 一 

防き 得 へき 抑 も 甲冑 は その 製作 修 覆に 多くの 財を费 やし 乙れ を 着て 步行 すれ 一 

，雜說  ，  二 六 一  一 
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f 歩行 を 支へ M れ を 着 て 働 け ば 働 き に 障 夏 の 炎 天 に は い よ く 熱 く 冬 の 寒 

風 こはます く、  rJ  V へ 用な き 時人 夫に 异 すれ は 其 人夫 を 煩 はし 其 糧食 を费ゃ 

す 如此损 多くして 今 第一 に 防が まほし き 砲丸 を 防き 得す は 何の 取る 所 ありて 

か^  W を 用 ひん 手本 打 物の 勝負に は.^ ほよ その 防に もなる へ けれと せ 一" よ，^ 軍 

陣に打 一七 レ 1 清 手 負 ひし も 皆 人並に 鎧 を は 着し ものな，.. -又 素肌の 小勢に て 敵の 

城乘 取. 9 しためし なきに あらず 去れ はこ そ 銃砲の 起ら ざり し 世に たに 甲 育 を 

深く 赖 みぬる をば 不覺の 沙汰と はし たれまして 今の 世と 成うて 向 ひ來る 砲丸 

の 防き 難き 事 何の 疑 もな き 事 なれ はたと ひ 手本の 勝負に 少の補 ひ あ，^ とも そ 

の损 益の 多き を はか，. N て 甲冑 をは廢 する にしく ましき な.^ 或 問 去ら は 軍陣に 

はいかなる 裝 して 然るへ き や 予答云 そ は其將 たる 人の 心に 任せて 故赏 にも 係 

らす 今の 時宜に 合 ふやう にし さて 夫に つ い て官 階の 品 も はきと わかる ぎに あ 

らま ほしき 事な，^ 某 かって 考 置し 事 あ. 世に 鎧直垂 とい ふ は容體 はよ く 見 ゆ 

る も垂領 なる 故 形に 取し まらぬ 所 あう かつ 釉大 なれ は 括，.. -は あれと も 銃 をが 

ち $i を 使 ふに 便なら す 去れば とて 西 蕃の服 制に 傚 はん 事 もい か." な，^ いつれ， 


にも 此 邦の 古服に 本つ い て 斟酌す ベ きな-=,^令を按するに武官の禮服に位襖と 

ぃふものぁ，c^又續曰本記に征東使請甲 一 千領襖 四千 領と いふ 文 見 ゆれ は 古代 

に 襖と い ひし は 武官の 服に て總て 軍兵 迄 着せし ものなる ベ し 去れと も 其 頃の 

制の いかな うし や は考る 所な し 位 襖 は 今の 開 腋の袍 の 事な うと いふ 說も見 ゆ 

れと いか てあらん 又 今の 素 襖 は 襖の 字 はっけ ども 昔の 襖の 遺制な うと もお ほ 

えず これ はたて 布 直 垂の別 制に して 中古 出來し 服なる べし 獨.^ 狩 衣 を 狩 襖と 

いふに つ ぃて考ふれは古代の襖の制今の狩衣に殘る事と見ぇた-^狩衣の盤領 

なると 直垂 の垂領 なると をた くら ふれ は 軍陣に 用 ふる は 狩 衣 便う あう 去れ ど 

も 釉大に 過き 脇 も あきて 今の 兵士に は 身に そ はぬ 心地せ， 隨 身の 着る 揭衣は 

狩衣の脇ふさきたるばか，.^のものなればこれを今 一 變 して 素 襖の 釉の下 を そ 

ぎて 釉 細と 名つ け 狩の 時に 着し 事 あるに 傚； 5 て その 褐 衣の 釉を下 よう 細く そ 

ぎて 下に は 奴拷を 高く 括う 上て 下に 脚半 を 着け 首に は 相應の 烏帽子 又は 半つ 

む ，0, 様の もの を 着て 乙れ を 軍装の 常と 定めた き 事に おも ふな. CN 斯 あれば 鎧 作 

る 費 を 省き 鎧 持す る 人と 糧と を减し 行軍に も戰爭 にも 身輕 にして 無益の 重 鎧 


雜. 說  二 六 M 

着た るよう a に 便利なる べし 其 上 をの 色め 紋 がらに よ. = -て官 階の 品 を わけん 

事 /9 も ひの ま V なるべし 乙れ こそ 又 功 ある を錄し 勇敢 を 倡 ふる 一 つの 便. と 

もなる へ けれ 

下 札 伶人の 着る 兜 も 吾 朝 古へ よ. CN の 制と 見 ゆれば 步 兵の 兜に はこれ に擬し 

て 作， たらむ も 宜し かる へ し 

0 安 書 

遠く は 本邦 古 先帝 王に 被爲法 近く は 魯西亞 のべ I トルに 被 則 度 寧 

外 W へ 可 被 遣 學生之 事 

出 交易 之 事 

交易 法 修業 之 事 

邪宗 幷佛法 之 事 

人 偷を廢 せる 佛 法と 雖も御 法 を被設 御用 ひも 御座 候へば 其 分に 從ひ世 用 を 

も 4^ し 申 候 去な から 世 用 をな し 候 處は眞 の 出家 道に 有 之 間 敷 候 猪 邪 と 世 


に 唱へ候 得 共 邪の 實を存 し 候 者 無 之 候 夫に て は 西 人の 口 を 塞き かたく 候い 

つれに も此筋 正道に 外れ 邪 義に候 故 御 國禁の 第一に 御 定め 被 成た き 事 

一 名 赏之事 

林， 江 川の 如き 是也 

一 天下の 御 武備 は 天下の 御 武備に して 德川家 御 一家の 御 武備に 御座な く 候 事 

一 蝦夷 開き 方の 事 

一 西洋ょ.=-諸學の師召呼れ就中詳證術盛に行はれ候様御座ぁ，c^.たき事 

一 西洋 厚生 利用 之 諸 工作 廣く 天下に 開き 申 度 事 

一 西洋 書 漢藉同 樣賣胃 自在に 御.. 座 あ， CS 度 事 . 

一兵 制 之 事 • 

一 馬 制 之 事 

一 乞食 非人の 事 

一 片輪 者の 事 

一 囚徒の 事 

雜  き』  二 六 五  - 


年々 獄中 幷溜中 死亡 夥しき 事 

一 儉約之 事 

一 穢多の 事  - 

一 服 色 制度の 事 
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